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　2005年４月に大阪府内で初めてボランティアセンターを開設した関西大学は、2023年４

月に17年目を迎えることができました。ボランティア活動が座学では得られない心の成長を

促す活動であるとしてその活動に魅力を感じ、これまで多くの学生が参加してまいりました。

これも関係各位の多大なるご支援やご協力の賜物と感謝申し上げます。

　ボランティアセンターには、学生目線に基づいて社会や学生の関心を理解したうえでの企画、

運営を行うことを目的として、学生スタッフを擁しております。環境保全に関すること、地域

貢献に関すること、子どもに関すること、連携協定等に基づくこと、防災に関することなど、

多彩なテーマの体験プログラムや講座を準備し、ボランティアの魅力を広める活動を行ってお

ります。ボランティア活動に参加する学生の動機は、①ボランティア活動を通じて社会に貢献

したい、②ボランティア活動を通じて多様な人々とのつながりを得たい、③ボランティア活動を

通じて知見を広めたい、など様々で、当センターはこれまで 、一人でも多くの関大生がボラ

ンティア活動に魅力を感じ、最初の一歩を踏み出せるように、各種取り組みを行ってきました。

2022年度も、2020年２月から続く新型コロナウイルス感染症の影響を受けながらも、対面

活動を一部再開するとともに、他の課外活動でも取り組みが進んだオンラインツールを利用し

た活動を積極的に取り入れ、多くの講座や報告会、高齢者施設の入居者との交流プログラムな

どをZoomで実施しました。さらに、11月にボランティア活動サポート募金を開設し、本セン

ターの活動に参加する学生へのサポート強化に向けた取り組みも開始いたしました。

　なお、以下に対面実施した活動の一例を紹介します。

（１）法政大学主催３大学（法政大学・明治大学・関西大学）連携事業として、富士山自然保

護ボランティアツアーとして、静岡県富士宮市にある世界遺産の富士山の麓における森林整

備事業に参加し、草木の伐採や薪割り、枯れ木処理を行いました。

（２）公益財団法人電通育英助成事業（2020〜2021年度助成）終了後に、３大学（法政大学・

明治大学・関西大学）連携事業として、「琵琶湖ツーリズム！〜大学生で考える環境ボランティ

アの未来2022（実践編）〜」と題し、法政大学の学生ボランティアとともに滋賀県長浜市

の南浜漁港にて、船の出港を妨げている特定外来生物ナガエツルノゲイトウの駆除活動を行

いました。

（３）大学昇格100周年記念事業として、経済学部と商学部の学び舎である千里山キャンパス

第２学舎１号館前の広場を、山岡順太郎の胸像とともにリニューアルすることとなったため、

花壇の花植え活動を実施しました。

　当センターは、各キャンパスが立地する吹田市・高槻市・堺市の行政や市民団体とも連携し、

様々なボランティア活動にも積極的に取り組んでおります。

　詳細については、本報告書をご覧ください。2022年度から、より読みやすくするため、本

冊子体の体裁を工夫いたしました。

　今後のボランティアセンターの多彩な活動と新たなチャレンジに対し、益々のご理解とご支

援を賜りますようよろしくお願いいたします。

「2022年度 活動報告書」の刊行に寄せて

ボランティアセンター長　松　村　吉　信
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Ⅰ　2022年度ボランティアセンターについて

１　ボランティアセンターの概要

　　（１）ボランティアセンターとは

　　（２）2022年度新しい取り組み

　　（３）ボランティアセンター学生スタッフの育成・支援 

２　2022年度ボランティアセンター事業報告

　　（１）環境保全事業

　　（２）連携事業

３　各種講座

４　堺市との地域連携事業におけるボランティア活動

　　（事務局：堺キャンパス事務室）
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（１）ボランティアセンターとは

関西大学ボランティアセンター設立
→大阪府の大学初

学生スタッフによるボランティアコーディネート開始
→当時はボランティア活動相談コーナーという名称

＜ボランティアセンター登録者数累計1,000名を突破＞

「第１回 淀川大掃除～みんなの力で輝く淀川～」開催
→初の試みとして総勢約500名で清掃活動を実施

学生スタッフの活動拠点として「ボランティア・エリア」開設

ボランティアセンター設立10周年記念事業を展開
→大阪ボランティア協会常務理事 早瀬昇氏による講演会

関西大学創立130周年記念事業を展開
→元阪神タイガース赤星憲広氏と山縣文治教授による対談
　「走った数をみんなの笑顔に」〜赤星流☆彡ボランティアのススメ〜開催

「第１回 大和川大掃除〜力を合わせて大和川に輝きと感動を〜」開催
→総勢約300名で清掃活動を実施

誠之館２号館１階「ボランティアステーション」開設
＜ボランティアセンター登録者数累計5,000名を突破＞

2005年

2006年

2010年

2011年

2013年

2015年

2016年

2017年

2019年

　2005（平成17）年４月１日、関西大学ボランティアセンターは、本学学生の公益に適った社会

参画活動の支援を目的に、学生の自主性と社会性の涵養に資するために開設された。大阪府内初の

大学ボランティアセンターであり、当時、「ボランティアセンター」という組織が設置されている

大学は全国的にも希少で、大学業務としては全く未知の分野であった。設立当初は約20名の有志

の学生スタッフとともに、手探りながらボランティアセンターの礎を築いた。

　情報機器の普及などにより人と直接的に関わる機会が少なくなりつつある現代において、ボラン

ティア活動を通じてさまざまな人と交流し、多くの価値観に触れ、仲間と協力し何かを成し遂げる

ことは、学生にとって貴重な気づきと成長の機会となる。また、全ての関大生が豊かな人間性を持ち、

リーダーシップを発揮して社会に貢献できる学生となるよう、ボランティアセンターは支援活動を

広げ、大学の重要な柱となるように掲げた。

　ボランティアセンターでは、凜風館１階ボランティアセンターまたは誠之館２号館１階ボラン

ティアステーションに来室した学生およびGoogleフォームからボランティア体験ツアーに申込み

をした学生に、「ボランティアセンター来室カード」の記入をお願いしている。来室した際、ボラ

ンティアセンターが運用しているLINEやInstagram等SNSの案内も行っている。

　2022年度は新型コロナウイルス感染症拡大による影響を受けながらも、391名の来室および登

録があった（累計5,843名）。

１　ボランティアセンターの概要

Ⅰ　2022年度ボランティアセンターの事業について
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（２）2022年度新しい取り組み

①　ボランティア活動サポート募金の開始
　ボランティア活動の経験は、社会貢献活動への意識を向上させ、自主性や社会性などを養い、正

課授業とは異なる学びを得ることができる。そのためボランティアセンターでは、学生スタッフと

ともに多彩なテーマのボランティアプログラムを数多く企画・運営し、本学学生にボランティアに

参加してもらえるようにその魅力を広める活動を行っている。

　一方で、交通費等の活動経費の負担が活動の継続および拡大を難しくしている一面がある。そこ

で、本センターの活動に理解を示し、賛同してくれる方々から寄付を募り、活動に対して助成を行

うこととなった。

②　非常食配布活動
　2022年５月、公益社団法人 日本非常食推進機構より防災意

識の向上と食品ロス削減のため、使用期限が迫った非常食（防

災備蓄品）の提供を受けた。あわせて持続可能な開発目標

（SDGs）の目標12「つくる責任　つかう責任」の達成への貢

献を目指し、ボランティアセンターでは学生スタッフが企画・

運営するボランティア体験ツアーや、ボランティアに関する講

座の会場などでこれらを配布した。

③　ボランティアWEEKの実施
　本学学生にボランティアについてもっと詳しく知ってもらうため、春

学期＜５月９日（月）〜15日（日）＞と秋学期＜10月10日（月）〜16日（日）＞

の一週間、集中的にボランティア体験ツアーや、ボランティアに関する

講座を実施した。

春学期

  日　程 　　　　　　　　　　　　　　事　業　名

５月９日（月） テーマ別講座「〜知る！聴く！広がる！〜ボラcafé2022」（第１回：献血）

 ボランティア入門講座「ボランティアセミナー 2022」

５月10日（火） 献血呼びかけボランティア

５月11日（水） テーマ別講座「〜知る！聴く！広がる！〜ボラcafé2022」（第２回：災害）

５月12日（木） 関大クリーン大作戦〜関大前の交流の輪を広げよう！〜

 テーマ別講座「関大生が考える環境ボランティアの未来〜未来のために知って

 おきたい海とプラスチックの話〜」

５月13日（金） ボランティア懇談会

 関大花植え活動（大学昇格100年記念）

５月14日（土） 高槻景観美化ボランティア

５月15日（日） 関大クリーン大作戦in梅田

秋学期

   日　程 　　　　　　　　　　　　　　事　業　名

10月10日（月） 非常食配布活動

10月11日（火） テーマ別講座「〜知る！聴く！広がる！〜ボラcafé2022」（第１回：防災）

  下校見守り活動（～ 14日）

10月12日（水） 献血呼びかけボランティア

  テーマ別講座「避難所運営擬似体験（HUG）」

10月13日（木） 関大クリーン大作戦～関大前の交流の輪を広げよう！～

 テーマ別講座「〜知る！聴く！広がる！〜ボラcafé2022」（第２回：動物愛護）

10月14日（金） 2022ボランティア新企画募集～あなたの想いを伝えよう～（結果発表）

10月15日（土） 関大クリーン大作戦～千里山キャンパス周辺の清掃～

10月16日（日） 琵琶湖ツーリズム！～大学生で考える環境ボランティアの未来2022（実践編）〜

（３）ボランティアセンター学生スタッフの育成・支援

①　学生スタッフとは
　ボランティアセンター学生スタッフ（以下、学生スタッフ）は、大学の組織の一員として「ボラ

ンティアセンター職員とともにセンターの運営事業に携わり、学生目線から学生のボランティア参

加のきっかけ作りを行う」という理念のもと、誠之館２号館１階ボランティアステーションを拠点

に、ボランティア体験ツアーの企画・運営や、月曜日から金曜日のお昼休みの時間にボランティア

を紹介するボランティアコーディネート、月１回の全体ミーティングを行っている。

　2022年度は新たに32名の学生スタッフを迎えた。2023年３月現在、73名（１年次生24名、

２年次生18名、３年次生15名、４年次生16名）の学生がスタッフとして活躍している。

　学生スタッフへの加入を希望する学生に対して、ボランティアセンター職員よりガイダンスを

行っている。ガイダンスでは、ボランティアセンターの位置づけやクラブ・サークルとの違い、大

学からの支援について、自分たちがボランティア活動に参加するだけの団体ではなく、ボランティ

アの魅力を発信する団体であることなどを中心に、ボランティア活動に関する諸注意や学生団体の

運営についての説明を行っている。

②　学生スタッフ養成講座
　学生スタッフ自身のスキルアップをめざした研修として学生スタッフ養成講座を実施している。

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、2020年度からはZoomを活用したオンライン形式と

対面形式を併用している。

➢ コーディネート講座2022

　学生スタッフは「ボランティアの魅力を広める」という活動理念のもとボランティアコーディ

ネートを実施している。新たに学生スタッフに加入したメンバーが実際にコーディネートを行う

前に、やり方や心構えを学ぶ機会とすることを目的として開講した。

　ボランティアセンター職員が講師となり、実際にボランティアコーディネートをする際に配布

している資料やボランティア募集のチラシの一部を受講者に配布し、参照してもらいながらボラ

ンティアコーディネートの目的や方法の説明を行った。また、実際に行う際の練習としてワーク

を行い、ボランティアコーディネートのやり方や心構えを学んだ。

　　日　　時　 ６月30日（木）18時00分〜19時00分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館４階ミーティングルーム

　　講　　師　 ボランティアセンター職員

　　受講者数　 学生スタッフ38名

　　内　　容　 ボランティアコーディネートの目的・方法の説明、傾聴力の養成、ペアワーク

➢ 自己分析講座～自分を知り、キャリアデザインを考える～

　今後のキャリア、特に就職活動において、ボランティアの

経験を活かせるように、今後どのような心構えで活動してい

けばいいのか、学生がより良い決定ができるように支援する

ことを目的として実施した。

　事前課題として、年齢ごとに「印象に残ったこと」「熱中

したこと」「壁を乗り越えたこと」について書き出す人生曲

線を作成し、自身の人生について振り返った。当日はそれを

もとにグループワークを行った。自分のことについて語り、

グループのメンバーからフィードバックを受けることで、新

たな気付きを得た。

　本講座を経て、学生一人ひとりが今後のキャリアを構想し、

ボランティア活動及び課外活動への取り組み方を見直すきっ

かけとなった。また、受講した学生が所属する団体に、本講

座で学んだことを活かして、より良い団体運営のきっかけに

繋がることを期待する。

　　日　　時　 10月18日（火）18時00分～ 19時00分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎C302教室

　　講　　師　 キャリアデザインアドバイザー　堀田 三和　氏

　　受講者数　 35名（学生スタッフ28名、ボランティア団体所属学生７名）

　　内　　容　 自己分析やキャリアデザインについての講義、グループワーク

　　受講者の声

　・自分のキャリアについて考えることができて良い機会になりました。短所を無理に直す必要はな

く、自分の短所と長所をしっかりと理解し、長所をどう活かしていくのか、短所とどう向き合っ

ていくのかを考えることが大切だと学びました。（法学部・２年次生）

　・人生曲線を描いて、山や谷でどんなことが関係するか知ることができて良かった。自己分析につ

いてわからないことばかりだったので、どのように自分自身を見つめなおし、自身の強みや弱み

を理解すればよいかを学ぶことができて良かった。（化学生命工学部・４年次生）

➢ サステナブルな団体運営

　昨今の学生スタッフの企画・運営は、以前実施したものを

ただなぞっているだけで、課題の改善や計画的な準備ができ

ていない状況にある。コロナ禍により上手く継承できていな

い影響もあるため、学生自身がWithコロナ・Afterコロナを

意識した2022年度をリスタートの時期とし、継続的に団体

を運営していくための心構え等を学ぶ必要がある。継続的に

団体を運営していくために重要な①現状の課題を見抜き、そ

れを解決する力②次の代へ伝え繋げていく力を学生スタッフ

だけでなく、ボランティアセンターが支援する学生団体に学

んでもらうことを目的として実施した。

　第１回では、「ひとつ上の企画をつくる！」をテーマにア

イデアの出し方から企画立案のプロセス等などの話があっ

た。第２回では、「引継ぎの成功と失敗の分かれ道は？」をテー

マに、団体の活動や思いをどう引継ぐのかについて話をして

いただき、受講学生の今後の活動につながる講座となった。

　両日ともグループワークを通して各団体がどのような活動

を行っているのか、どのような引き継ぎをしているのかなど共有することで、横のつながりをつ

くる機会にもなった。

日　　時　 【第１回】12月９日（金）16時20分〜17時50分

　　　　　 【第２回】12月21日（水）16時20分〜17時50分

テ ー マ　 【第１回】ひとつ上の企画をつくる！

　　　　　 【第２回】引継ぎの成功と失敗の分かれ道は？

場　　所　 【第１回】千里山キャンパス第２学舎C302教室

　　　　　 【第２回】千里山キャンパス第２学舎C304教室

講　　師　 龍谷大学社会学部 准教授

　　　　　 シチズンシップ共育企画 代表　川中 大輔　氏

受講者数　 【第１回】35名（学生スタッフ17名、ボランティア団体所属学生12名、

ピア・コミュニティ所属学生６名）

　　　　　 【第２回】24名（学生スタッフ11名、ボランティア団体所属学生８名、

ピア・コミュニティ所属学生５名）

内　　容　 企画立案のプロセスや団体の引継ぎについての講義、グループワーク

　　受講者の声

　・今回の講座を受講して、今まで行為目標に着目して企画していたと気づくきっかけになりました。

今後は成果目標に目を向けて企画していきたいと思います。また、リフレーミングについて知っ

た際、凝り固まった思考に留まらない考え方に関心を抱いたので、ぜひ団体でも応用したいと思

いました。（文学部・３年次生）

　・企画を形にするまでに、どのように段階を踏んでいくかが分かりました。企画の作り方は今まで

の組み合わせだということを聞き、たくさん練り考えて組み立てていけたらいいなと思いました。

（環境都市工学部・１年次生）

　・自分が引き継ぐ側になったときに大事にしないといけないことがよくわかりました。今回学んだ

様々な引き継ぎ方法を実践していこうと思いました。（社会学部・２年次生）

　・他の団体の方たちの引継ぎ方法を聞くことができてとても有意義な時間になりました。ノートを

書いて渡すなど参考にしたいと思いました。（商学部・１年次生）

非常食を配布している様子
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（２）2022年度新しい取り組み

①　ボランティア活動サポート募金の開始
　ボランティア活動の経験は、社会貢献活動への意識を向上させ、自主性や社会性などを養い、正

課授業とは異なる学びを得ることができる。そのためボランティアセンターでは、学生スタッフと

ともに多彩なテーマのボランティアプログラムを数多く企画・運営し、本学学生にボランティアに

参加してもらえるようにその魅力を広める活動を行っている。

　一方で、交通費等の活動経費の負担が活動の継続および拡大を難しくしている一面がある。そこ

で、本センターの活動に理解を示し、賛同してくれる方々から寄付を募り、活動に対して助成を行

うこととなった。

②　非常食配布活動
　2022年５月、公益社団法人 日本非常食推進機構より防災意

識の向上と食品ロス削減のため、使用期限が迫った非常食（防

災備蓄品）の提供を受けた。あわせて持続可能な開発目標

（SDGs）の目標12「つくる責任　つかう責任」の達成への貢

献を目指し、ボランティアセンターでは学生スタッフが企画・

運営するボランティア体験ツアーや、ボランティアに関する講

座の会場などでこれらを配布した。

③　ボランティアWEEKの実施
　関大生にボランティアについてもっと詳しく知ってもらうため、春学

期＜５月９日（月）〜15日（日）＞と秋学期＜10月10日（月）〜16日（日）＞

の一週間、集中的にボランティア体験ツアーや、ボランティアに関する

講座を実施した。

春学期

  日　程 　　　　　　　　　　　　　　事　業　名

５月９日（月） テーマ別講座「〜知る！聴く！広がる！〜ボラcafé2022」（第１回：献血）

 ボランティア入門講座「ボランティアセミナー 2022」

５月10日（火） 献血呼びかけボランティア

５月11日（水） テーマ別講座「〜知る！聴く！広がる！〜ボラcafé2022」（第２回：災害）

５月12日（木） 関大クリーン大作戦〜関大前の交流の輪を広げよう！〜

 テーマ別講座「関大生が考える環境ボランティアの未来〜未来のために知って

 おきたい海とプラスチックの話〜」

５月13日（金） ボランティア懇談会

 関大花植え活動（大学昇格100年記念）

５月14日（土） 高槻景観美化ボランティア

５月15日（日） 関大クリーン大作戦in梅田

秋学期

   日　程 　　　　　　　　　　　　　　事　業　名

10月10日（月） 非常食配布活動

10月11日（火） テーマ別講座「〜知る！聴く！広がる！〜ボラcafé2022」（第１回：防災）

  下校見守り活動（～ 14日）

10月12日（水） 献血呼びかけボランティア

  テーマ別講座「避難所運営擬似体験（HUG）」

10月13日（木） 関大クリーン大作戦～関大前の交流の輪を広げよう！～

 テーマ別講座「〜知る！聴く！広がる！〜ボラcafé2022」（第２回：動物愛護）

10月14日（金） 2022ボランティア新企画募集～あなたの想いを伝えよう～（結果発表）

10月15日（土） 関大クリーン大作戦～千里山キャンパス周辺の清掃～

10月16日（日） 琵琶湖ツーリズム！～大学生で考える環境ボランティアの未来2022（実践編）〜

（３）ボランティアセンター学生スタッフの育成・支援

①　学生スタッフとは
　ボランティアセンター学生スタッフ（以下、学生スタッフ）は、大学の組織の一員として「ボラ

ンティアセンター職員とともにセンターの運営事業に携わり、学生目線から学生のボランティア参

加のきっかけ作りを行う」という理念のもと、誠之館２号館１階ボランティアステーションを拠点

に、ボランティア体験ツアーの企画・運営や、月曜日から金曜日のお昼休みの時間にボランティア

を紹介するボランティアコーディネート、月１回の全体ミーティングを行っている。

　2022年度は新たに32名の学生スタッフを迎えた。2023年３月現在、73名（１年次生24名、

２年次生18名、３年次生15名、４年次生16名）の学生がスタッフとして活躍している。

　学生スタッフへの加入を希望する学生に対して、ボランティアセンター職員よりガイダンスを

行っている。ガイダンスでは、ボランティアセンターの位置づけやクラブ・サークルとの違い、大

学からの支援について、自分たちがボランティア活動に参加するだけの団体ではなく、ボランティ

アの魅力を発信する団体であることなどを中心に、ボランティア活動に関する諸注意や学生団体の

運営についての説明を行っている。

②　学生スタッフ養成講座
　学生スタッフ自身のスキルアップをめざした研修として学生スタッフ養成講座を実施している。

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、2020年度からはZoomを活用したオンライン形式と

対面形式を併用している。

➢ コーディネート講座2022

　学生スタッフは「ボランティアの魅力を広める」という活動理念のもとボランティアコーディ

ネートを実施している。新たに学生スタッフに加入したメンバーが実際にコーディネートを行う

前に、やり方や心構えを学ぶ機会とすることを目的として開講した。

　ボランティアセンター職員が講師となり、実際にボランティアコーディネートをする際に配布

している資料やボランティア募集のチラシの一部を受講者に配布し、参照してもらいながらボラ

ンティアコーディネートの目的や方法の説明を行った。また、実際に行う際の練習としてワーク

を行い、ボランティアコーディネートのやり方や心構えを学んだ。

　　日　　時　 ６月30日（木）18時00分〜19時00分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館４階ミーティングルーム

　　講　　師　 ボランティアセンター職員

　　受講者数　 学生スタッフ38名

　　内　　容　 ボランティアコーディネートの目的・方法の説明、傾聴力の養成、ペアワーク

➢ 自己分析講座～自分を知り、キャリアデザインを考える～

　今後のキャリア、特に就職活動において、ボランティアの

経験を活かせるように、今後どのような心構えで活動してい

けばいいのか、学生がより良い決定ができるように支援する

ことを目的として実施した。

　事前課題として、年齢ごとに「印象に残ったこと」「熱中

したこと」「壁を乗り越えたこと」について書き出す人生曲

線を作成し、自身の人生について振り返った。当日はそれを

もとにグループワークを行った。自分のことについて語り、

グループのメンバーからフィードバックを受けることで、新

たな気付きを得た。

　本講座を経て、学生一人ひとりが今後のキャリアを構想し、

ボランティア活動及び課外活動への取り組み方を見直すきっ

かけとなった。また、受講した学生が所属する団体に、本講

座で学んだことを活かして、より良い団体運営のきっかけに

繋がることを期待する。

　　日　　時　 10月18日（火）18時00分～ 19時00分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎C302教室

　　講　　師　 キャリアデザインアドバイザー　堀田 三和　氏

　　受講者数　 35名（学生スタッフ28名、ボランティア団体所属学生７名）

　　内　　容　 自己分析やキャリアデザインについての講義、グループワーク

　　受講者の声

　・自分のキャリアについて考えることができて良い機会になりました。短所を無理に直す必要はな

く、自分の短所と長所をしっかりと理解し、長所をどう活かしていくのか、短所とどう向き合っ

ていくのかを考えることが大切だと学びました。（法学部・２年次生）

　・人生曲線を描いて、山や谷でどんなことが関係するか知ることができて良かった。自己分析につ

いてわからないことばかりだったので、どのように自分自身を見つめなおし、自身の強みや弱み

を理解すればよいかを学ぶことができて良かった。（化学生命工学部・４年次生）

➢ サステナブルな団体運営

　昨今の学生スタッフの企画・運営は、以前実施したものを

ただなぞっているだけで、課題の改善や計画的な準備ができ

ていない状況にある。コロナ禍により上手く継承できていな

い影響もあるため、学生自身がWithコロナ・Afterコロナを

意識した2022年度をリスタートの時期とし、継続的に団体

を運営していくための心構え等を学ぶ必要がある。継続的に

団体を運営していくために重要な①現状の課題を見抜き、そ

れを解決する力②次の代へ伝え繋げていく力を学生スタッフ

だけでなく、ボランティアセンターが支援する学生団体に学

んでもらうことを目的として実施した。

　第１回では、「ひとつ上の企画をつくる！」をテーマにア

イデアの出し方から企画立案のプロセス等などの話があっ

た。第２回では、「引継ぎの成功と失敗の分かれ道は？」をテー

マに、団体の活動や思いをどう引継ぐのかについて話をして

いただき、受講学生の今後の活動につながる講座となった。

　両日ともグループワークを通して各団体がどのような活動

を行っているのか、どのような引き継ぎをしているのかなど共有することで、横のつながりをつ

くる機会にもなった。

日　　時　 【第１回】12月９日（金）16時20分〜17時50分

　　　　　 【第２回】12月21日（水）16時20分〜17時50分

テ ー マ　 【第１回】ひとつ上の企画をつくる！

　　　　　 【第２回】引継ぎの成功と失敗の分かれ道は？

場　　所　 【第１回】千里山キャンパス第２学舎C302教室

　　　　　 【第２回】千里山キャンパス第２学舎C304教室

講　　師　 龍谷大学社会学部 准教授

　　　　　 シチズンシップ共育企画 代表　川中 大輔　氏

受講者数　 【第１回】35名（学生スタッフ17名、ボランティア団体所属学生12名、

ピア・コミュニティ所属学生６名）

　　　　　 【第２回】24名（学生スタッフ11名、ボランティア団体所属学生８名、

ピア・コミュニティ所属学生５名）

内　　容　 企画立案のプロセスや団体の引継ぎについての講義、グループワーク

　　受講者の声

　・今回の講座を受講して、今まで行為目標に着目して企画していたと気づくきっかけになりました。

今後は成果目標に目を向けて企画していきたいと思います。また、リフレーミングについて知っ

た際、凝り固まった思考に留まらない考え方に関心を抱いたので、ぜひ団体でも応用したいと思

いました。（文学部・３年次生）

　・企画を形にするまでに、どのように段階を踏んでいくかが分かりました。企画の作り方は今まで

の組み合わせだということを聞き、たくさん練り考えて組み立てていけたらいいなと思いました。

（環境都市工学部・１年次生）

　・自分が引き継ぐ側になったときに大事にしないといけないことがよくわかりました。今回学んだ

様々な引き継ぎ方法を実践していこうと思いました。（社会学部・２年次生）

　・他の団体の方たちの引継ぎ方法を聞くことができてとても有意義な時間になりました。ノートを

書いて渡すなど参考にしたいと思いました。（商学部・１年次生）
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①　ボランティア活動サポート募金の開始
　ボランティア活動の経験は、社会貢献活動への意識を向上させ、自主性や社会性などを養い、正

課授業とは異なる学びを得ることができる。そのためボランティアセンターでは、学生スタッフと

ともに多彩なテーマのボランティアプログラムを数多く企画・運営し、本学学生にボランティアに

参加してもらえるようにその魅力を広める活動を行っている。

　一方で、交通費等の活動経費の負担が活動の継続および拡大を難しくしている一面がある。そこ

で、本センターの活動に理解を示し、賛同してくれる方々から寄付を募り、活動に対して助成を行

うこととなった。

②　非常食配布活動
　2022年５月、公益社団法人 日本非常食推進機構より防災意

識の向上と食品ロス削減のため、使用期限が迫った非常食（防

災備蓄品）の提供を受けた。あわせて持続可能な開発目標

（SDGs）の目標12「つくる責任　つかう責任」の達成への貢

献を目指し、ボランティアセンターでは学生スタッフが企画・

運営するボランティア体験ツアーや、ボランティアに関する講

座の会場などでこれらを配布した。

③　ボランティアWEEKの実施
　本学学生にボランティアについてもっと詳しく知ってもらうため、春

学期＜５月９日（月）〜15日（日）＞と秋学期＜10月10日（月）〜16日（日）＞

の一週間、集中的にボランティア体験ツアーや、ボランティアに関する

講座を実施した。

春学期

  日　程 　　　　　　　　　　　　　　事　業　名

５月９日（月） テーマ別講座「〜知る！聴く！広がる！〜ボラcafé2022」（第１回：献血）

 ボランティア入門講座「ボランティアセミナー 2022」

５月10日（火） 献血呼びかけボランティア

５月11日（水） テーマ別講座「〜知る！聴く！広がる！〜ボラcafé2022」（第２回：災害）

５月12日（木） 関大クリーン大作戦〜関大前の交流の輪を広げよう！〜

 テーマ別講座「関大生が考える環境ボランティアの未来〜未来のために知って

 おきたい海とプラスチックの話〜」

５月13日（金） ボランティア懇談会

 関大花植え活動（大学昇格100年記念）

５月14日（土） 高槻景観美化ボランティア

５月15日（日） 関大クリーン大作戦in梅田

秋学期

   日　程 　　　　　　　　　　　　　　事　業　名

10月10日（月） 非常食配布活動

10月11日（火） テーマ別講座「〜知る！聴く！広がる！〜ボラcafé2022」（第１回：防災）

  下校見守り活動（～ 14日）

10月12日（水） 献血呼びかけボランティア

  テーマ別講座「避難所運営擬似体験（HUG）」

10月13日（木） 関大クリーン大作戦～関大前の交流の輪を広げよう！～

 テーマ別講座「〜知る！聴く！広がる！〜ボラcafé2022」（第２回：動物愛護）

10月14日（金） 2022ボランティア新企画募集～あなたの想いを伝えよう～（結果発表）

10月15日（土） 関大クリーン大作戦～千里山キャンパス周辺の清掃～

10月16日（日） 琵琶湖ツーリズム！～大学生で考える環境ボランティアの未来2022（実践編）〜

（３）ボランティアセンター学生スタッフの育成・支援

①　学生スタッフとは
　ボランティアセンター学生スタッフ（以下、学生スタッフ）は、大学の組織の一員として「ボラ

ンティアセンター職員とともにセンターの運営事業に携わり、学生目線から学生のボランティア参

加のきっかけ作りを行う」という理念のもと、誠之館２号館１階ボランティアステーションを拠点

に、ボランティア体験ツアーの企画・運営や、月曜日から金曜日のお昼休みの時間にボランティア

を紹介するボランティアコーディネート、月１回の全体ミーティングを行っている。

　2022年度は新たに32名の学生スタッフを迎えた。2023年３月現在、73名（１年次生24名、

２年次生18名、３年次生15名、４年次生16名）の学生がスタッフとして活躍している。

　学生スタッフへの加入を希望する学生に対して、ボランティアセンター職員よりガイダンスを

行っている。ガイダンスでは、ボランティアセンターの位置づけやクラブ・サークルとの違い、大

学からの支援について、自分たちがボランティア活動に参加するだけの団体ではなく、ボランティ

アの魅力を発信する団体であることなどを中心に、ボランティア活動に関する諸注意や学生団体の

運営についての説明を行っている。

②　学生スタッフ養成講座
　学生スタッフ自身のスキルアップをめざした研修として学生スタッフ養成講座を実施している。

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、2020年度からはZoomを活用したオンライン形式と

対面形式を併用している。

➢ コーディネート講座2022

　学生スタッフは「ボランティアの魅力を広める」という活動理念のもとボランティアコーディ

ネートを実施している。新たに学生スタッフに加入したメンバーが実際にコーディネートを行う

前に、やり方や心構えを学ぶ機会とすることを目的として開講した。

　ボランティアセンター職員が講師となり、実際にボランティアコーディネートをする際に配布

している資料やボランティア募集のチラシの一部を受講者に配布し、参照してもらいながらボラ

ンティアコーディネートの目的や方法の説明を行った。また、実際に行う際の練習としてワーク

を行い、ボランティアコーディネートのやり方や心構えを学んだ。

　　日　　時　 ６月30日（木）18時00分〜19時00分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館４階ミーティングルーム

　　講　　師　 ボランティアセンター職員

　　受講者数　 学生スタッフ38名

　　内　　容　 ボランティアコーディネートの目的・方法の説明、傾聴力の養成、ペアワーク

➢ 自己分析講座～自分を知り、キャリアデザインを考える～

　今後のキャリア、特に就職活動において、ボランティアの

経験を活かせるように、今後どのような心構えで活動してい

けばいいのか、学生がより良い決定ができるように支援する

ことを目的として実施した。

　事前課題として、年齢ごとに「印象に残ったこと」「熱中

したこと」「壁を乗り越えたこと」について書き出す人生曲

線を作成し、自身の人生について振り返った。当日はそれを

もとにグループワークを行った。自分のことについて語り、

グループのメンバーからフィードバックを受けることで、新

たな気付きを得た。

　本講座を経て、学生一人ひとりが今後のキャリアを構想し、

ボランティア活動及び課外活動への取り組み方を見直すきっ

かけとなった。また、受講した学生が所属する団体に、本講

座で学んだことを活かして、より良い団体運営のきっかけに

繋がることを期待する。

　　日　　時　 10月18日（火）18時00分～ 19時00分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎C302教室

　　講　　師　 キャリアデザインアドバイザー　堀田 三和　氏

　　受講者数　 35名（学生スタッフ28名、ボランティア団体所属学生７名）

　　内　　容　 自己分析やキャリアデザインについての講義、グループワーク

　　受講者の声

　・自分のキャリアについて考えることができて良い機会になりました。短所を無理に直す必要はな

く、自分の短所と長所をしっかりと理解し、長所をどう活かしていくのか、短所とどう向き合っ

ていくのかを考えることが大切だと学びました。（法学部・２年次生）

　・人生曲線を描いて、山や谷でどんなことが関係するか知ることができて良かった。自己分析につ

いてわからないことばかりだったので、どのように自分自身を見つめなおし、自身の強みや弱み

を理解すればよいかを学ぶことができて良かった。（化学生命工学部・４年次生）

➢ サステナブルな団体運営

　昨今の学生スタッフの企画・運営は、以前実施したものを

ただなぞっているだけで、課題の改善や計画的な準備ができ

ていない状況にある。コロナ禍により上手く継承できていな

い影響もあるため、学生自身がWithコロナ・Afterコロナを

意識した2022年度をリスタートの時期とし、継続的に団体

を運営していくための心構え等を学ぶ必要がある。継続的に

団体を運営していくために重要な①現状の課題を見抜き、そ

れを解決する力②次の代へ伝え繋げていく力を学生スタッフ

だけでなく、ボランティアセンターが支援する学生団体に学

んでもらうことを目的として実施した。

　第１回では、「ひとつ上の企画をつくる！」をテーマにア

イデアの出し方から企画立案のプロセス等などの話があっ

た。第２回では、「引継ぎの成功と失敗の分かれ道は？」をテー

マに、団体の活動や思いをどう引継ぐのかについて話をして

いただき、受講学生の今後の活動につながる講座となった。

　両日ともグループワークを通して各団体がどのような活動

を行っているのか、どのような引き継ぎをしているのかなど共有することで、横のつながりをつ

くる機会にもなった。

日　　時　 【第１回】12月９日（金）16時20分〜17時50分

　　　　　 【第２回】12月21日（水）16時20分〜17時50分

テ ー マ　 【第１回】ひとつ上の企画をつくる！

　　　　　 【第２回】引継ぎの成功と失敗の分かれ道は？

場　　所　 【第１回】千里山キャンパス第２学舎C302教室

　　　　　 【第２回】千里山キャンパス第２学舎C304教室

講　　師　 龍谷大学社会学部 准教授

　　　　　 シチズンシップ共育企画 代表　川中 大輔　氏

受講者数　 【第１回】35名（学生スタッフ17名、ボランティア団体所属学生12名、

ピア・コミュニティ所属学生６名）

　　　　　 【第２回】24名（学生スタッフ11名、ボランティア団体所属学生８名、

ピア・コミュニティ所属学生５名）

内　　容　 企画立案のプロセスや団体の引継ぎについての講義、グループワーク

　　受講者の声

　・今回の講座を受講して、今まで行為目標に着目して企画していたと気づくきっかけになりました。

今後は成果目標に目を向けて企画していきたいと思います。また、リフレーミングについて知っ

た際、凝り固まった思考に留まらない考え方に関心を抱いたので、ぜひ団体でも応用したいと思

いました。（文学部・３年次生）

　・企画を形にするまでに、どのように段階を踏んでいくかが分かりました。企画の作り方は今まで

の組み合わせだということを聞き、たくさん練り考えて組み立てていけたらいいなと思いました。

（環境都市工学部・１年次生）

　・自分が引き継ぐ側になったときに大事にしないといけないことがよくわかりました。今回学んだ

様々な引き継ぎ方法を実践していこうと思いました。（社会学部・２年次生）

　・他の団体の方たちの引継ぎ方法を聞くことができてとても有意義な時間になりました。ノートを

書いて渡すなど参考にしたいと思いました。（商学部・１年次生）職員より説明している様子 ワークの様子

堀田先生  講義の様子

グループワークの様子
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Ⅰ  １  センターの概要

− 1 − − 2 − − 3 − − 4 − − 5 − − 6 −

− 7 − − 8 − − 9 − − 10 − − 11 − − 12 − − 13 − − 14 −

− 15 − − 16 − − 17 − − 18 − − 19 − − 20 − − 21 − − 22 −

− 23 − − 24 −

（２）2022年度新しい取り組み

①　ボランティア活動サポート募金の開始
　ボランティア活動の経験は、社会貢献活動への意識を向上させ、自主性や社会性などを養い、正

課授業とは異なる学びを得ることができる。そのためボランティアセンターでは、学生スタッフと

ともに多彩なテーマのボランティアプログラムを数多く企画・運営し、本学学生にボランティアに

参加してもらえるようにその魅力を広める活動を行っている。

　一方で、交通費等の活動経費の負担が活動の継続および拡大を難しくしている一面がある。そこ

で、本センターの活動に理解を示し、賛同してくれる方々から寄付を募り、活動に対して助成を行

うこととなった。

②　非常食配布活動
　2022年５月、公益社団法人 日本非常食推進機構より防災意

識の向上と食品ロス削減のため、使用期限が迫った非常食（防

災備蓄品）の提供を受けた。あわせて持続可能な開発目標

（SDGs）の目標12「つくる責任　つかう責任」の達成への貢

献を目指し、ボランティアセンターでは学生スタッフが企画・

運営するボランティア体験ツアーや、ボランティアに関する講

座の会場などでこれらを配布した。

③　ボランティアWEEKの実施
　本学学生にボランティアについてもっと詳しく知ってもらうため、春

学期＜５月９日（月）〜15日（日）＞と秋学期＜10月10日（月）〜16日（日）＞

の一週間、集中的にボランティア体験ツアーや、ボランティアに関する

講座を実施した。

春学期

  日　程 　　　　　　　　　　　　　　事　業　名

５月９日（月） テーマ別講座「〜知る！聴く！広がる！〜ボラcafé2022」（第１回：献血）

 ボランティア入門講座「ボランティアセミナー 2022」

５月10日（火） 献血呼びかけボランティア

５月11日（水） テーマ別講座「〜知る！聴く！広がる！〜ボラcafé2022」（第２回：災害）

５月12日（木） 関大クリーン大作戦〜関大前の交流の輪を広げよう！〜

 テーマ別講座「関大生が考える環境ボランティアの未来〜未来のために知って

 おきたい海とプラスチックの話〜」

５月13日（金） ボランティア懇談会

 関大花植え活動（大学昇格100年記念）

５月14日（土） 高槻景観美化ボランティア

５月15日（日） 関大クリーン大作戦in梅田

秋学期

   日　程 　　　　　　　　　　　　　　事　業　名

10月10日（月） 非常食配布活動

10月11日（火） テーマ別講座「〜知る！聴く！広がる！〜ボラcafé2022」（第１回：防災）

  下校見守り活動（～ 14日）

10月12日（水） 献血呼びかけボランティア

  テーマ別講座「避難所運営擬似体験（HUG）」

10月13日（木） 関大クリーン大作戦～関大前の交流の輪を広げよう！～

 テーマ別講座「〜知る！聴く！広がる！〜ボラcafé2022」（第２回：動物愛護）

10月14日（金） 2022ボランティア新企画募集～あなたの想いを伝えよう～（結果発表）

10月15日（土） 関大クリーン大作戦～千里山キャンパス周辺の清掃～

10月16日（日） 琵琶湖ツーリズム！～大学生で考える環境ボランティアの未来2022（実践編）〜

（３）ボランティアセンター学生スタッフの育成・支援

①　学生スタッフとは
　ボランティアセンター学生スタッフ（以下、学生スタッフ）は、大学の組織の一員として「ボラ

ンティアセンター職員とともにセンターの運営事業に携わり、学生目線から学生のボランティア参

加のきっかけ作りを行う」という理念のもと、誠之館２号館１階ボランティアステーションを拠点

に、ボランティア体験ツアーの企画・運営や、月曜日から金曜日のお昼休みの時間にボランティア

を紹介するボランティアコーディネート、月１回の全体ミーティングを行っている。

　2022年度は新たに32名の学生スタッフを迎えた。2023年３月現在、73名（１年次生24名、

２年次生18名、３年次生15名、４年次生16名）の学生がスタッフとして活躍している。

　学生スタッフへの加入を希望する学生に対して、ボランティアセンター職員よりガイダンスを

行っている。ガイダンスでは、ボランティアセンターの位置づけやクラブ・サークルとの違い、大

学からの支援について、自分たちがボランティア活動に参加するだけの団体ではなく、ボランティ

アの魅力を発信する団体であることなどを中心に、ボランティア活動に関する諸注意や学生団体の

運営についての説明を行っている。

②　学生スタッフ養成講座
　学生スタッフ自身のスキルアップをめざした研修として学生スタッフ養成講座を実施している。

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、2020年度からはZoomを活用したオンライン形式と

対面形式を併用している。

➢ コーディネート講座2022

　学生スタッフは「ボランティアの魅力を広める」という活動理念のもとボランティアコーディ

ネートを実施している。新たに学生スタッフに加入したメンバーが実際にコーディネートを行う

前に、やり方や心構えを学ぶ機会とすることを目的として開講した。

　ボランティアセンター職員が講師となり、実際にボランティアコーディネートをする際に配布

している資料やボランティア募集のチラシの一部を受講者に配布し、参照してもらいながらボラ

ンティアコーディネートの目的や方法の説明を行った。また、実際に行う際の練習としてワーク

を行い、ボランティアコーディネートのやり方や心構えを学んだ。

　　日　　時　 ６月30日（木）18時00分〜19時00分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館４階ミーティングルーム

　　講　　師　 ボランティアセンター職員

　　受講者数　 学生スタッフ38名

　　内　　容　 ボランティアコーディネートの目的・方法の説明、傾聴力の養成、ペアワーク

➢ 自己分析講座～自分を知り、キャリアデザインを考える～

　今後のキャリア、特に就職活動において、ボランティアの

経験を活かせるように、今後どのような心構えで活動してい

けばいいのか、学生がより良い決定ができるように支援する

ことを目的として実施した。

　事前課題として、年齢ごとに「印象に残ったこと」「熱中

したこと」「壁を乗り越えたこと」について書き出す人生曲

線を作成し、自身の人生について振り返った。当日はそれを

もとにグループワークを行った。自分のことについて語り、

グループのメンバーからフィードバックを受けることで、新

たな気付きを得た。

　本講座を経て、学生一人ひとりが今後のキャリアを構想し、

ボランティア活動及び課外活動への取り組み方を見直すきっ

かけとなった。また、受講した学生が所属する団体に、本講

座で学んだことを活かして、より良い団体運営のきっかけに

繋がることを期待する。

　　日　　時　 10月18日（火）18時00分～ 19時00分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎C302教室

　　講　　師　 キャリアデザインアドバイザー　堀田 三和　氏

　　受講者数　 35名（学生スタッフ28名、ボランティア団体所属学生７名）

　　内　　容　 自己分析やキャリアデザインについての講義、グループワーク

　　受講者の声

　・自分のキャリアについて考えることができて良い機会になりました。短所を無理に直す必要はな

く、自分の短所と長所をしっかりと理解し、長所をどう活かしていくのか、短所とどう向き合っ

ていくのかを考えることが大切だと学びました。（法学部・２年次生）

　・人生曲線を描いて、山や谷でどんなことが関係するか知ることができて良かった。自己分析につ

いてわからないことばかりだったので、どのように自分自身を見つめなおし、自身の強みや弱み

を理解すればよいかを学ぶことができて良かった。（化学生命工学部・４年次生）

➢ サステナブルな団体運営

　昨今の学生スタッフの企画・運営は、以前実施したものを

ただなぞっているだけで、課題の改善や計画的な準備ができ

ていない状況にある。コロナ禍により上手く継承できていな

い影響もあるため、学生自身がWithコロナ・Afterコロナを

意識した2022年度をリスタートの時期とし、継続的に団体

を運営していくための心構え等を学ぶ必要がある。継続的に

団体を運営していくために重要な①現状の課題を見抜き、そ

れを解決する力②次の代へ伝え繋げていく力を学生スタッフ

だけでなく、ボランティアセンターが支援する学生団体に学

んでもらうことを目的として実施した。

　第１回では、「ひとつ上の企画をつくる！」をテーマにア

イデアの出し方から企画立案のプロセス等などの話があっ

た。第２回では、「引継ぎの成功と失敗の分かれ道は？」をテー

マに、団体の活動や思いをどう引継ぐのかについて話をして

いただき、受講学生の今後の活動につながる講座となった。

　両日ともグループワークを通して各団体がどのような活動

を行っているのか、どのような引き継ぎをしているのかなど共有することで、横のつながりをつ

くる機会にもなった。

日　　時　 【第１回】12月９日（金）16時20分〜17時50分

　　　　　 【第２回】12月21日（水）16時20分〜17時50分

テ ー マ　 【第１回】ひとつ上の企画をつくる！

　　　　　 【第２回】引継ぎの成功と失敗の分かれ道は？

場　　所　 【第１回】千里山キャンパス第２学舎C302教室

　　　　　 【第２回】千里山キャンパス第２学舎C304教室

講　　師　 龍谷大学社会学部 准教授

　　　　　 シチズンシップ共育企画 代表　川中 大輔　氏

受講者数　 【第１回】35名（学生スタッフ17名、ボランティア団体所属学生12名、

ピア・コミュニティ所属学生６名）

　　　　　 【第２回】24名（学生スタッフ11名、ボランティア団体所属学生８名、

ピア・コミュニティ所属学生５名）

内　　容　 企画立案のプロセスや団体の引継ぎについての講義、グループワーク

　　受講者の声

　・今回の講座を受講して、今まで行為目標に着目して企画していたと気づくきっかけになりました。

今後は成果目標に目を向けて企画していきたいと思います。また、リフレーミングについて知っ

た際、凝り固まった思考に留まらない考え方に関心を抱いたので、ぜひ団体でも応用したいと思

いました。（文学部・３年次生）

　・企画を形にするまでに、どのように段階を踏んでいくかが分かりました。企画の作り方は今まで

の組み合わせだということを聞き、たくさん練り考えて組み立てていけたらいいなと思いました。

（環境都市工学部・１年次生）

　・自分が引き継ぐ側になったときに大事にしないといけないことがよくわかりました。今回学んだ

様々な引き継ぎ方法を実践していこうと思いました。（社会学部・２年次生）

　・他の団体の方たちの引継ぎ方法を聞くことができてとても有意義な時間になりました。ノートを

書いて渡すなど参考にしたいと思いました。（商学部・１年次生）

第１回  グループワークの様子

第２回  川中先生  講義の様子
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（２）2022年度新しい取り組み

①　ボランティア活動サポート募金の開始
　ボランティア活動の経験は、社会貢献活動への意識を向上させ、自主性や社会性などを養い、正

課授業とは異なる学びを得ることができる。そのためボランティアセンターでは、学生スタッフと

ともに多彩なテーマのボランティアプログラムを数多く企画・運営し、本学学生にボランティアに

参加してもらえるようにその魅力を広める活動を行っている。

　一方で、交通費等の活動経費の負担が活動の継続および拡大を難しくしている一面がある。そこ

で、本センターの活動に理解を示し、賛同してくれる方々から寄付を募り、活動に対して助成を行

うこととなった。

②　非常食配布活動
　2022年５月、公益社団法人 日本非常食推進機構より防災意

識の向上と食品ロス削減のため、使用期限が迫った非常食（防

災備蓄品）の提供を受けた。あわせて持続可能な開発目標

（SDGs）の目標12「つくる責任　つかう責任」の達成への貢

献を目指し、ボランティアセンターでは学生スタッフが企画・

運営するボランティア体験ツアーや、ボランティアに関する講

座の会場などでこれらを配布した。

③　ボランティアWEEKの実施
　関大生にボランティアについてもっと詳しく知ってもらうため、春学

期＜５月９日（月）〜15日（日）＞と秋学期＜10月10日（月）〜16日（日）＞

の一週間、集中的にボランティア体験ツアーや、ボランティアに関する

講座を実施した。

春学期

  日　程 　　　　　　　　　　　　　　事　業　名

５月９日（月） テーマ別講座「〜知る！聴く！広がる！〜ボラcafé2022」（第１回：献血）

 ボランティア入門講座「ボランティアセミナー 2022」

５月10日（火） 献血呼びかけボランティア

５月11日（水） テーマ別講座「〜知る！聴く！広がる！〜ボラcafé2022」（第２回：災害）

５月12日（木） 関大クリーン大作戦〜関大前の交流の輪を広げよう！〜

 テーマ別講座「関大生が考える環境ボランティアの未来〜未来のために知って

 おきたい海とプラスチックの話〜」

５月13日（金） ボランティア懇談会

 関大花植え活動（大学昇格100年記念）

５月14日（土） 高槻景観美化ボランティア

５月15日（日） 関大クリーン大作戦in梅田

秋学期

   日　程 　　　　　　　　　　　　　　事　業　名

10月10日（月） 非常食配布活動

10月11日（火） テーマ別講座「〜知る！聴く！広がる！〜ボラcafé2022」（第１回：防災）

  下校見守り活動（～ 14日）

10月12日（水） 献血呼びかけボランティア

  テーマ別講座「避難所運営擬似体験（HUG）」

10月13日（木） 関大クリーン大作戦～関大前の交流の輪を広げよう！～

 テーマ別講座「〜知る！聴く！広がる！〜ボラcafé2022」（第２回：動物愛護）

10月14日（金） 2022ボランティア新企画募集～あなたの想いを伝えよう～（結果発表）

10月15日（土） 関大クリーン大作戦～千里山キャンパス周辺の清掃～

10月16日（日） 琵琶湖ツーリズム！～大学生で考える環境ボランティアの未来2022（実践編）〜

（３）ボランティアセンター学生スタッフの育成・支援

①　学生スタッフとは
　ボランティアセンター学生スタッフ（以下、学生スタッフ）は、大学の組織の一員として「ボラ

ンティアセンター職員とともにセンターの運営事業に携わり、学生目線から学生のボランティア参

加のきっかけ作りを行う」という理念のもと、誠之館２号館１階ボランティアステーションを拠点

に、ボランティア体験ツアーの企画・運営や、月曜日から金曜日のお昼休みの時間にボランティア

を紹介するボランティアコーディネート、月１回の全体ミーティングを行っている。

　2022年度は新たに32名の学生スタッフを迎えた。2023年３月現在、73名（１年次生24名、

２年次生18名、３年次生15名、４年次生16名）の学生がスタッフとして活躍している。

　学生スタッフへの加入を希望する学生に対して、ボランティアセンター職員よりガイダンスを

行っている。ガイダンスでは、ボランティアセンターの位置づけやクラブ・サークルとの違い、大

学からの支援について、自分たちがボランティア活動に参加するだけの団体ではなく、ボランティ

アの魅力を発信する団体であることなどを中心に、ボランティア活動に関する諸注意や学生団体の

運営についての説明を行っている。

②　学生スタッフ養成講座
　学生スタッフ自身のスキルアップをめざした研修として学生スタッフ養成講座を実施している。

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、2020年度からはZoomを活用したオンライン形式と

対面形式を併用している。

➢ コーディネート講座2022

　学生スタッフは「ボランティアの魅力を広める」という活動理念のもとボランティアコーディ

ネートを実施している。新たに学生スタッフに加入したメンバーが実際にコーディネートを行う

前に、やり方や心構えを学ぶ機会とすることを目的として開講した。

　ボランティアセンター職員が講師となり、実際にボランティアコーディネートをする際に配布

している資料やボランティア募集のチラシの一部を受講者に配布し、参照してもらいながらボラ

ンティアコーディネートの目的や方法の説明を行った。また、実際に行う際の練習としてワーク

を行い、ボランティアコーディネートのやり方や心構えを学んだ。

　　日　　時　 ６月30日（木）18時00分〜19時00分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館４階ミーティングルーム

　　講　　師　 ボランティアセンター職員

　　受講者数　 学生スタッフ38名

　　内　　容　 ボランティアコーディネートの目的・方法の説明、傾聴力の養成、ペアワーク

➢ 自己分析講座～自分を知り、キャリアデザインを考える～

　今後のキャリア、特に就職活動において、ボランティアの

経験を活かせるように、今後どのような心構えで活動してい

けばいいのか、学生がより良い決定ができるように支援する

ことを目的として実施した。

　事前課題として、年齢ごとに「印象に残ったこと」「熱中

したこと」「壁を乗り越えたこと」について書き出す人生曲

線を作成し、自身の人生について振り返った。当日はそれを

もとにグループワークを行った。自分のことについて語り、

グループのメンバーからフィードバックを受けることで、新

たな気付きを得た。

　本講座を経て、学生一人ひとりが今後のキャリアを構想し、

ボランティア活動及び課外活動への取り組み方を見直すきっ

かけとなった。また、受講した学生が所属する団体に、本講

座で学んだことを活かして、より良い団体運営のきっかけに

繋がることを期待する。

　　日　　時　 10月18日（火）18時00分～ 19時00分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎C302教室

　　講　　師　 キャリアデザインアドバイザー　堀田 三和　氏

　　受講者数　 35名（学生スタッフ28名、ボランティア団体所属学生７名）

　　内　　容　 自己分析やキャリアデザインについての講義、グループワーク

　　受講者の声

　・自分のキャリアについて考えることができて良い機会になりました。短所を無理に直す必要はな

く、自分の短所と長所をしっかりと理解し、長所をどう活かしていくのか、短所とどう向き合っ

ていくのかを考えることが大切だと学びました。（法学部・２年次生）

　・人生曲線を描いて、山や谷でどんなことが関係するか知ることができて良かった。自己分析につ

いてわからないことばかりだったので、どのように自分自身を見つめなおし、自身の強みや弱み

を理解すればよいかを学ぶことができて良かった。（化学生命工学部・４年次生）

➢ サステナブルな団体運営

　昨今の学生スタッフの企画・運営は、以前実施したものを

ただなぞっているだけで、課題の改善や計画的な準備ができ

ていない状況にある。コロナ禍により上手く継承できていな

い影響もあるため、学生自身がWithコロナ・Afterコロナを

意識した2022年度をリスタートの時期とし、継続的に団体

を運営していくための心構え等を学ぶ必要がある。継続的に

団体を運営していくために重要な①現状の課題を見抜き、そ

れを解決する力②次の代へ伝え繋げていく力を学生スタッフ

だけでなく、ボランティアセンターが支援する学生団体に学

んでもらうことを目的として実施した。

　第１回では、「ひとつ上の企画をつくる！」をテーマにア

イデアの出し方から企画立案のプロセス等などの話があっ

た。第２回では、「引継ぎの成功と失敗の分かれ道は？」をテー

マに、団体の活動や思いをどう引継ぐのかについて話をして

いただき、受講学生の今後の活動につながる講座となった。

　両日ともグループワークを通して各団体がどのような活動

を行っているのか、どのような引き継ぎをしているのかなど共有することで、横のつながりをつ

くる機会にもなった。

日　　時　 【第１回】12月９日（金）16時20分〜17時50分

　　　　　 【第２回】12月21日（水）16時20分〜17時50分

テ ー マ　 【第１回】ひとつ上の企画をつくる！

　　　　　 【第２回】引継ぎの成功と失敗の分かれ道は？

場　　所　 【第１回】千里山キャンパス第２学舎C302教室

　　　　　 【第２回】千里山キャンパス第２学舎C304教室

講　　師　 龍谷大学社会学部 准教授

　　　　　 シチズンシップ共育企画 代表　川中 大輔　氏

受講者数　 【第１回】35名（学生スタッフ17名、ボランティア団体所属学生12名、

ピア・コミュニティ所属学生６名）

　　　　　 【第２回】24名（学生スタッフ11名、ボランティア団体所属学生８名、

ピア・コミュニティ所属学生５名）

内　　容　 企画立案のプロセスや団体の引継ぎについての講義、グループワーク

　　受講者の声

　・今回の講座を受講して、今まで行為目標に着目して企画していたと気づくきっかけになりました。

今後は成果目標に目を向けて企画していきたいと思います。また、リフレーミングについて知っ

た際、凝り固まった思考に留まらない考え方に関心を抱いたので、ぜひ団体でも応用したいと思

いました。（文学部・３年次生）

　・企画を形にするまでに、どのように段階を踏んでいくかが分かりました。企画の作り方は今まで

の組み合わせだということを聞き、たくさん練り考えて組み立てていけたらいいなと思いました。

（環境都市工学部・１年次生）

　・自分が引き継ぐ側になったときに大事にしないといけないことがよくわかりました。今回学んだ

様々な引き継ぎ方法を実践していこうと思いました。（社会学部・２年次生）

　・他の団体の方たちの引継ぎ方法を聞くことができてとても有意義な時間になりました。ノートを

書いて渡すなど参考にしたいと思いました。（商学部・１年次生）
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ボランティアセンター行事
動活のフッタス生学等会演講・座講

4 月
・新入生ガイダンス（新入生指導行事）
・大阪家庭少年友の会学生ボランティア募集
　事前説明会

・新入生歓迎オリエンテーション
・ボランティアフェスティバル 2022～大きな一歩を踏み出せ、変われ

自分～
◯関大クリーン大作戦～関大前の交流の輪を広げよう！～
◯関大クリーン大作戦 in 高槻
◯淀川掃除
◯献血呼びかけボランティア
・春のピア×ボラ祭り

5 月

・ボランティアセミナー2022
・テーマ別講座「～知る！聴く！広がる！～ ボ

ラ café 2022」(全 2 回)
・テーマ別講座「関大生が考える環境ボランティ

アの未来～未来のために知っておきたい海と
プラスチックの話～」

◯献血呼びかけボランティア
◯関大クリーン大作戦～関大前の交流の輪を広げよう！～（雨天中止）
・ボランティア懇談会
◯関大花植え活動（大学昇格 100 年記念）
◯高槻景観美化ボランティア
◯関大クリーン大作戦 in 梅田
◯関大クリーン大作戦～千里山キャンパス周辺の清掃活動～
・法政大学主催 3 大学連携事業 富士山自然保全ボランティアツアー
◯関西大学×法政大学 スポーツゴミ拾い

6 月

・大阪家庭少年友の会学生ボランティアオリエ
ンテーション

・コミュニケーションスキルアップ講座「ほめる
達人」講座（全 3 回）

・学生スタッフ養成講座「コーディネート講座
2022」

◯1000000 人のキャンドルナイト 茶屋町スロウデイ 2022 
◯大和川掃除
◯献血呼びかけボランティア
◯関大クリーン大作戦～関大前の交流の輪を広げよう！～
◯吹田くわい植え付けボランティア

7 月 ・災害ボランティアガイダンス 2022 
・びわ湖を美しくする運動
・2022 ボランティア新企画募集～あなたの想いを伝えよう～

（～10/13）

8 月

9 月
・３大学連携オンライン講座「琵琶湖ツーリズ

ム！～大学生で考える環境ボランティアの未
来 2022～」

・ようこそ！関大サロンへ
・学生スタッフ養成合宿（夏）
◯飛鳥光の回廊 2022～明日香をともす「和」のひかり～ 

10 月

・テーマ別講座「～知る！聴く！広がる！～ ボ
ラ café 2022」(全 2 回)

・テーマ別講座「避難所運営疑似体験（HUG）」
・学生スタッフ養成講座「自己分析講座～自分を

知り、キャリアデザインを考える～」 
・大阪家庭少年友の会学生ボランティア情報交換会

・まち FUN まつり in 関西大学 2022 子ども店長サポートボランティア
・非常食配布イベント
◯下校見守り活動
◯献血呼びかけボランティア
◯関大クリーン大作戦～関大前の交流の輪を広げよう！～
◯関大クリーン大作戦～千里山キャンパス周辺の清掃活動～
◯琵琶湖ツーリズム！～大学生で考える環境ボランティアの未来 2022 

（実践編）～
◯淀川掃除

11 月

◯2022 年度学園祭「環境問題ってなんだろな？～クイズで！ゲーム
で！楽しく学ぼう！～」 

◯千里キャンドルロード 2022
◯関大クリーン大作戦～関大前の交流の輪を広げよう！～
◯献血呼びかけボランティア
◯関大クリーン大作戦 in 梅田
◯高槻景観美化ボランティア
◯関大クリーン大作戦 in 高槻

12 月 ・学生スタッフ養成講座「サステナブルな団体運
営」（全 2 回）

◯献血呼びかけボランティア
◯吹田くわい収穫ボランティア
◯関大クリーン大作戦～関大前の交流の輪を広げよう！～
・淀川大塚地区魅力発見プロジェクト「西中島クリスマスマーケット

2022」（雨天中止） 

1 月

2 月

◯第４回大和川大掃除～未来につなげよう 300 人の小さな一歩～
（雨天中止）

◯大阪マラソン 2023 給水ボランティア 
・淀川大塚地区魅力発見プロジェクト「さくらであい館イルミネーショ 

ン」

3 月 ・大阪家庭少年友の会学生ボランティア活動報告会

・2022 年度ボランティアセンター学生スタッフ活動報告会及び交流会 
・淀川大塚地区魅力発見プロジェクト「オオツカザダンカイ」
・学生スタッフ養成合宿（春）
◯飛鳥ハーフマラソン 2023 給水ボランティア
◯関西大学×法政大学 スポーツゴミ拾い
・ようこそ！関大サロンへ
◯子ども遊びボランティア in まちなかリビング北千里
・関西大学×関西学院大学 活動報告交流会

(注) 学生スタッフの活動◯印はボランティア体験ツアーを示す

２　2022年度ボランティアセンター事業報告
　ボランティアセンターでは、ボランティアに関わるきっかけづくりとしての講座や、コミュニケー

ション能力の向上のための講座などを実施している。

（１）ボランティアセミナー 2022

　ボランティア活動という言葉は知っていても、具体的にどのような活

動なのか分からないという学生が多いと考え、活動のやりがいや楽しさ

を伝え、活動に対する不安や疑問を解消させることで、ボランティア活

動への参加を促すことを目的として開講した。

　当日はボランティアの基本的な概念や理論、講師の経験談などをお話

しいただいた。また、グループワークで参加学生の経験談や講座を受け

た感想を共有することで、ボランティアに対しての考えを深めた。最後

に、学生がボランティアセンターを気軽に利用できるように、ボランティ

アセンターで受けられるサービス等の紹介を行った。

　　日　　時　 ５月９日（月）16時30分〜18時00分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎C506教室／オンライン（Zoom）

　　講　　師　 京都光華女子大学健康学部医療福祉学科社会福祉専攻 教授

　　　　　　　 社会福祉士　石井 祐理子　氏

　　受講者数　 83名（学内受講者８名、オンライン受講者６名、オンデマンド視聴69名）

　　受講者の声

　・色んな人と関わりがあって、自分の常識が当たり前でないと言っていたのは共感できました。（環

境都市工学部・１年次生）

　・ボランティアとは何をすることが正解なんだろうと思い込んでいましたが、自分ができることを

する、という気づきを得られました。（社会学部・２年次生）

（２）テーマ別講座「～知る！聴く！広がる！～ボラcafé 2022」

　ボランティア活動は多岐にわたるが、その背景にある社会問題等について深く知らないという学

生は少なくないと思われる。そこで、平日のお昼休みに本セミナーを実施することで気軽に関心の

ある内容を学べる機会を創出することを目的として開講した。

　各回とも30分という短い時間でありながら、講師からは興味深いお話をしていただき、受講学

生の今後のボランティア活動につながる講座となった。

　　日　　時　 【第１回】５月９日（月）12時20分〜12時50分

　　　　　　　 【第２回】５月11日（水）12時20分〜12時50分

　　テ ー マ　 【第１回】献血　

　　　　　　　 【第２回】防災

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館1階ピアエリア

　　講　　師　 【第１回】大阪府赤十字血液センター

　　　　　　　　　　　　献血推進課　屋田  千有紀　氏

　　　　　　　 【第２回】吹田市総務部 危機管理室　大槻　仁　氏

　　受講者数 【第１回】11名／【第２回】７名

　　受講者の声

【第１回】思っていたより献血を必要とされる方がたくさんいたことに驚きました。自分は医者に

はなれないけど、献血という行動で命を救えるということは大変誇らしいことだと思います。（政

策創造学部・２年次生）

【第２回】この講座を受講したことで、改めて防災について考える良い機会になりました。食料を普段か

らローリングストックをしておくなど、もしもの場合の備えを見直そうと思います。（法学部・１年次生）

　　日　　時　 【第１回】10月11日（火）12時20分〜12時50分

　　　　　　　 【第２回】10月13日（木）12時20分〜12時50分

　　テ ー マ　 【第１回】防災

　　　　　　　 【第２回】動物愛護

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館1階ピアエリア

　　講　　師　 吹田市総務部 危機管理室　菊地  祥吾　氏

　　　　　　　 大阪ねこの会　荒井  りか　氏

　　受講者数　 【第１回】13名／【第２回】11名

　　受講者の声

【第１回】吹田市の防災について詳しく勉強できてよかったです。改めて自分の防災意識を高める

きっかけになりました。（システム理工学部・２年次生）

【第２回】今まで何となくしか知らなかったことについて、より具体的な数字を聞けたことで危機

意識が高まりました。保護猫譲渡会のお手伝いなど、自分にできることを積極的に探して活動して

いきたいと思いました。（法学部・２年次生）

（３）テーマ別講座「関大生が考える環境ボランティアの未来
　　　　～未来のために知っておきたい海とプラスチックの話～」

　淀川掃除や琵琶湖湖岸の特定外来生物駆除活動などの各種プログラム

を実施している中で、ゴミ問題と向き合い、環境問題について改めて学

ぶことで、環境保全活動の意義を再確認することを目的として開講した。

　当日は、プラスチック汚染とは何か、日本の廃棄物処理の現状や「亀

岡市ゼロエミッション計画」を策定した京都府亀岡市の取り組み、世界

でのレジ袋削減への取り組み等について伺った。

　講演後のグループワークや質疑応答の時間を通じて、様々な視点から

プラスチックゴミ問題について考える機会となった。

　　日　　時　 ５月12日（木）16時20分～ 17時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎E101教室／オンライン（Zoom）

　　講　　師　 大阪商業大学公共学部 准教授　原田 禎夫　氏

　　受講者数　 15名（学内受講者10名、オンライン受講者５名）

　　受講者の声

　・日本は世界に比べゴミの処理はしっかりしていると思っていたが、実際はその逆で世界に遅れを

とっているという事実に驚きました。（システム理工学部・１年次生）

　・海外に比べて日本の環境保全に対する意識が低いことや、鳥のおなかの中から出てきたプラス

チックゴミの多くが日本からのものだということなどを知り、少し複雑な気持ちになりました。

水筒やマイバッグを持ち歩くなど、自分に出来ることを意識的に行いたいと思います。（法学部・

２年次生）

（４）コミュニケーションスキルアップ講座「ほめる達人」講座（全３回）

　SNSが普及し、匿名で他者を傷つけることが容易で、他者との関わり

自体が希薄になっている今の学生は、日常生活でお互いを認め合い、「ほ

める」機会が少なくなっているのではないだろうか。

　「ほめる」ことを「価値を発見して伝える」ことと捉え、お世辞では

なく心の底から相手の良さを見出して伝える技術を学び、学生生活を充

実させるコミュニケーション力の向上を目的として開講した。

　第１回は、ほめる基本ポイントから普段の会話でも相手をほめる「言

葉選び」を意識することについて、第２回では言葉を使わずに仕草でほ

める方法や話の聴き方、「ふた言あいさつ」等について、第３回では「ほ

め達！」検定3級試験問題から「価値の創造」「価値の発見」「人生の価

値を伝える」の３項目について伺った。

　様々なワークを通して自分自身を見つめなおすきっかけを得る機会となった。

　　日　　時　 ６月15日、22日、29日（全３回・毎週水曜日）16時20分〜17時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館４階ミーティングルーム

　　講　　師　 日本ほめる達人協会 理事長　西村 貴好　氏

　　受講者数　 延べ201名（15日69名、22日71名、29日61名）

　　受講者の声

　・周りは自分を写す鏡だということが印象に残りました。何をするにしても笑うことが自分も周り

も１番幸せになるのかなと感じました。（人間健康学部・２年次生）

　・思考を巡らすことの大切さを学べました。挨拶の大切さや努力が、自分自身を磨いていくのだと

わかりました。（法学部・１年次生）

　・自分が思ってもいなかった発見が沢山ありました。今回教えて頂いた内容を日常生活の中でぜひ

活用していきたいです。（文学部・３年次生）

（５）災害ボランティアガイダンス2022

　コロナ禍で実際に被災地で活動を行うことはできないものの、学生の

災害ボランティア活動に対する意識を高め、実際のボランティア経験を

聞くことで、今後学生がより良い意思決定ができるように支援すること

を目的として開講した。

　講演では、実際に災害ボランティア活動に参加されたときの写真や、

災害ボランティア活動に参加するために必要な準備物も紹介され、参加

者が現地の状況をイメージしやすい講演であった。また、災害ボランティ

ア活動は、一般的によく聞くがれき撤去だけではなく、現地にある災害

ボランティアセンターの運営や補助等、いろいろな災害ボランティア活

動の形があることを紹介していただいた。現地での活動に参加すること

に抵抗を感じている学生にとっても興味が持てる内容であった。

　また、KUMCからは、2019年度以前に行った「東北ツアー」について発表があった。大学生が

実際に活動した災害ボランティア活動として、参加者の意欲に繋がる機会となった。

　　日　　時　 ７月６日（水）16時20分〜17時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎C201教室／オンライン（Zoom）

　　講　　師　 社会福祉法人 大阪ボランティア協会　紺屋 仁志　氏

　　　　　　　 学生団体KUMC　溝端 峻　氏

　　受講者数 14名（学内受講者７名、オンライン７名）

　　受講者の声

　・意外と手続きや準備が多くて、軽い気持ちで災害ボランティアに参加するものではないのだと感

じました。（化学生命工学部・１年次生）

　・災害ボランティアの経験が、実際に自分が被災したときに役立つとおっしゃっていて、自分のた

めに参加してもいいんだと思いました。（化学生命工学部・１年次生）

　・災害ボランティア活動に参加することで、被災地の方にとっては寧ろ、迷惑を掛けてしまう行動

がたくさんあることを知って驚きました。（社会学部・１年次生）

（６）３大学連携オンライン講座
　　　　「琵琶湖ツーリズム！〜大学生で考える環境ボランティアの未来2022〜」

　10月に行う駆除活動の前に、特定外来生物が環境に与える影響や現

状、環境保護のために私たちができることなどを学ぶことを目的として、

琵琶湖の環境保全をテーマに開講した。

　講演では、主に、琵琶湖や河川などの水際に生息し、琵琶湖の生態系

だけでなく地域の生活へ被害を及ぼす特定外来生物「オオバナミズキン

バイ」や「ナガエツルノゲイトウ」などの特定外来生物の対策や具体的

な駆除活動について、講師の経験談をまじえて分かりやすい講演であっ

た。

　終了後は法政大学と明治大学の学生も交えて小グループに分かれ、意

見交換と交流の時間を設け、普段関わる機会の少ない他大学との交流の

機会となった。

　　日　　時　 ９月14日（水）13時30分〜15時30分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎C204教室／オンライン（Zoom）

　　講　　師　 滋賀県立琵琶湖博物館 特別研究員

　　　　　　　 滋賀県琵琶湖環境部自然環境保全課 副主幹　中井 克樹　氏

　　受講者数　 30名（学生スタッフ18名、法政大学10名、明治大学２名）

　　内　　容　 特定外来生物への対策と駆除活動についての講義、他大学との交流

　　受講者の声

　・琵琶湖の環境の状況や外来種についてたくさんの新しい学びがあり、人間がもたらした外来種の

問題は人間が責任を持って解決に努めなければならないと思いました。他大学の方と関わる貴重

な経験ができてよかったです。（関西大学・１年次生）

　・外来生物、植物が全て悪いものではなく、影響力の違いによって駆除した方が良いものなどの基

準があることを知りました。また、外来種を個人で所有すること自体が非常に良くないことだと

分かったので、来月の活動は気を引き締めて行いたいと思います。（法政大学・４年次生）

　・外来種という名前の括りだけで全てを排斥しないといけないと思うが、在来種であっても駆除し

なくてはならないものがあること、外来種でも人の役に立っているものがあることを知り、外来

種だからというだけで判断することは危険だと分かりました。（明治大学・２年次生）

（７）テーマ別講座「避難所運営疑似体験（HUG）」

　学生スタッフ養成合宿で行った避難所運営ゲームHUGを本学学生に向

けて行うことで、広く防災意識を高めてもらうことを目的として開講し

た。

　この疑似体験を通して、多種多様な人に寄り添うことの難しさや大切

さを知り、各個人の思考力や対応力を高める機会となった。また、本学

安全管理課課長にも参加していただき、学生に対して専門部署の立場か

ら助言をいただき、より深い学びを得ることとなった。

　　日　　時　 10月12日（水）14時40分〜16時10分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎C301教室

　　講　　師　 関西大学ボランティアセンター学生スタッフおよび職員

　　受講者数　 ８名（本学学生７名、職員１名）

　　受講者の声

　・地震が起こった際に何か役に立つと思ったから参加しました。次の機会があれば、もう少し深く

運営について考えてみたいと思います。（法学部・３年次生）

　・ゲームでは様々な状況の方々が登場して、災害時の事を少し考えることができました。安全管理

課の方は私たち大学生にはない視点を多く持ち合わせていて、とても勉強になりました。（環境

都市工学部・２年次生）
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　ボランティアセンターでは、関西大学が掲げるカーボンニュートラルに貢献できる人材育成をめざ

し、本学学生が環境意識を高めるきっかけづくりとして、環境保全活動への参加及び参画機会を促進

するための環境保全事業を実施している。

（１）環境保全事業

①　淀川掃除
　2007年５月11日に市民団体である「淀川掃除に学ぶ会」の

会長から、同会が毎月第１日曜日に実施している淀川掃除のボ

ランティア募集についての協力依頼があった。同年８月にボラ

ンティアセンター職員とともに活動に参加して以降、関大生に

対して行う「ボランティア体験ツアー」と位置づけ、これまで

継続して実施している。

　2011年１月21日には、本センター学生スタッフが国土交通

省近畿地方整備局淀川河川事務所長より「淀川サポーター※」

に認定された。また、本事業が2011年度で５年目を迎えた記

念として、本学と連携協定を締結しているミズノ株式会社及び

体育会本部等の協力を得て、「淀川大掃除～みんなの力で輝く

淀川～」を300名規模で６年に渡り開催した。その後、大掃除

の場所を大和川に移したことから、2017年度以降は淀川掃除

として年に複数回実施している。

　参加者数は2022年度末に累計で約7,100名となった。関大

生にとって「気軽に参加できるボランティア」であり、親しみ

のある活動として定着している。

※淀川サポーターとは：淀川サポート制度のもと、淀川河川事務所が管理する一定区間で定期的に清掃など
環境保全整備活動を行っている団体を認定し、支援する制度。清掃道具の貸し出しなどの支援が受けられる。

②　大和川大掃除
　2007年度から行ってきた淀川掃除と、2011年度から開催している年１回の淀川大掃除で継続

的に活動を続けてきたことが実を結び、清掃エリアのゴミが大人数で掃除する必要がないほどにま

で減少した。

　これにより、2017年度から、大掃除の場所を淀川河川敷から本学堺キャンパスの近くを流れる

大和川河川敷へと移すこととなり、2018年度の参加者は500名を超えた。新型コロナウイルス感

染拡大の影響により、３年ぶりとなった2021年度は、規模を縮小して約80名の参加があった。

2022年度「第４回大和川大掃除～未来につなげよう300人の小さな一歩～」を開催する予定だっ

たが、雨天のため中止となった。

③　琵琶湖の保全活動
　ボランティアセンター開設時より清掃ボランティアに取り組

み、多くの関大生が環境について考える場となった「淀川」の

源流が琵琶湖である。この他、芥川（高槻市）の清掃やアユの

産卵場整備、特定外来生物ミズヒマワリの駆除活動など、琵琶

湖を源流とする淀川水系で多様なボランティア活動を展開して

きた。2017年度には「認定NPO法人 びわこ豊穣の郷」が取

り組んでいる特定外来生物「オオバナミズキンバイ」の駆除活

動に参加した。

　公益財団法人 電通育英会の助成事業に2020年度の助成事業

に採択された『琵琶湖の生態系を守るために、「オオバナミズ

キンバイ」の駆除活動及び清掃活動を行い、関西大学、法政大学、

明治大学の学生が共同し、理論と実践から環境保全活動の未来

を考える。』をテーマとする活動は、2020年度末までの実施

予定であったが、新型コロナウイルス感染症拡大のため、活動は2021年度に繰り延べた。

　助成事業は2021年度で終了したが、2022年度も３大学連携事業として琵琶湖の保全活動に引

き続き取り組んでいる。

   日　程 　　　　　　　　　　　　　　事　業　名

 ７月１日（金） びわ湖を美しくする運動

 ９月14日（水） ３大学連携オンライン講座「琵琶湖ツーリズム！～大学生で考える環境ボラ 

   ンティアの未来2022 ～」

10月11日（火） 琵琶湖ツーリズム！～大学生で考える環境ボランティアの未来2022（実践編）〜

   事前説明会

10月16日（日） 琵琶湖ツーリズム！～大学生で考える環境ボランティアの未来2022（実践編）〜

（２）連携事業

①　奈良県明日香村との地域連携事業
　明日香村は数々の日本の歴史的遺産を保有する地域である。

1972年の高松塚古墳の発掘調査は、本学の故 網干名誉教授（明

日香村名誉村民）の指揮のもと行われ、石室や壁画の発見をは

じめとして、本学が明日香村と長きにわたり親密な関係を築く

礎となった。

　2006年に改めて締結された「明日香村と関西大学との地域

連携に関する協定」に基づき、継続的な事業として連携を深め

ている。

➢ 飛鳥光の回廊

　2011年度に本学地域連携センターを通じて学生ボラン

ティアの協力依頼があり、明日香村の各地をキャンドルでラ

イトアップする「飛鳥光の回廊」に毎年参加していたが、新

型コロナウイルス感染症拡大の影響で２年振りの参加となっ

た。2022年度は「明日香をともす「和」のひかり」をテー

マに実施した。

➢ 飛鳥ハーフマラソン

　2021年度に明日香村で初めて開催された飛鳥ハーフマラ

ソンに、引き続き2022年度も給水ボランティアとして参加

した。

②　淀川河川事務所との連携事業
　2022年10月、淀川河川事務所より「淀川大塚地区魅力発見

プロジェクト」への協力依頼があり、長年にわたって淀川掃除

に取り組んできた縁や、学生スタッフが淀川サポーターとして認定されていることから本プロジェ

クトへ参画することとなった。

➢ 西中島クリスマスマーケット2022

　ジャズの生演奏やキッチンカーの販売などが楽しめるクリスマスイベントにおいて、LEDキャ

ンドルを使ったクリスマスイルミネーションを点灯させて河川公園の魅力を発信する予定だった

が、雨天のため中止となった。

➢ さくらであい館イルミネーション

　クリスマスマーケットで使用する予定であったイルミネーションを活用し、宇治川と木津川が

合流する背割堤地区にある「さくらであい館」開館６周年を記念して、桜色に染めるライトアッ

プを行った。

➢ オオツカザダンカイ

　大塚地区に関わりの深い方々の顔合わせと意見交換の場として開催された。当日は、20名以

上が集まり各団体の活動内容や大塚地区をより盛り上げていくための意見交換を行った。座談会

終了後は、希望者でワンド（湾処と呼ばれる川の水が陸地に入り込んでいる場所）を歩き、ゴミ

の現状などを知る機会となった。

③　NPO法人 花と緑のまちづくり 高槻景観園芸クラブ

との連携事業
　当団体はJR高槻駅～市役所周辺、阪急高槻市駅～高槻城公

園へ至る街路、高槻城公園内の花壇の植栽を行っており、高槻

市内の緑化重点地区を中心に花と緑で街を彩り、景観の向上に

繋がる活動をしている。高槻市からの依頼を受け、2017年度

からボランティア体験ツアー「高槻景観美化ボランティア」の

名のもと、地域の方との交流と活動を通して身近な環境美化に

ついて考える機会となることから、連携事業を開始した。

④　吹田市との連携事業
　2018年度より吹田市から依頼を受け、西農園のご協力のも

と、吹田市の特産物である「吹田くわい」の植え付け、除草、

収穫のお手伝いを行っている。2022年度は、植え付けと収穫

のお手伝いを行った。

⑤　大阪家庭裁判所との連携事業
　2005年、大阪家庭少年友の会（元保護司等の団体）が実施母体となって大阪家庭裁判所におい

て行われている「試験観察中の非行少年への学習指導」ボランティアプログラムである。当活動は

開始から17年目を迎える取り組みであり、一般的なボランティアより活動の責任が重く、特別な

配慮や知識が必要になるが、学生にとって非常に大きな経験となる。

　当活動においては、学生にとっても真摯に取り組むインセンティブとなっており、家庭裁判所調

査官と大阪家庭少年友の会の両者によって、学生たちが活動しやすいように様々な工夫を検討して

いただいている。

学生募集及びボランティア登録のプロセス

①ボランティアセンターが法学部（刑事法、親族・相続法など裁判所関

連）、社会学部（心理学関連）、政策創造学部（刑法、刑事政策）、大

学院心理学研究科などの教員へ協力依頼を行う。

②教員に推薦された学生のみ、登録手続きに進む。

③登録した学生への大阪家庭裁判所調査官等による研修を実施する。

④少年の都合に合わせ活動計画を調査官とともに相談する。

　研修・施設見学

   日　程 　　　　　　　　　　　　　　事　業　内　容

 ６月１日（水） オリエンテーション（場所：ホテルプリムローズ大阪２階羽衣の間）

＜参加者数＞24名（学生ボランティア７名、ボランティアセンター職員２名、

友の会学生ボランティア委員13名、家庭裁判所調査官２名）

＜内　　容＞調査官からの試験観察制度・少年審判・学習指導についての説

明を受け、質疑応答を行った。

10月28日（金） 情報交換会（場所：オンライン（Zoom）

   ＜参加者数＞学生ボランティア３名

＜内　　容＞学習指導実績のある学生から実際の活動例と工夫を紹介し、質

疑応答を行った。

 ３月２日（木） 活動報告会（場所：ホテルプリムローズ大阪２階鳳凰の間）

＜参加者数＞24名（学生ボランティア4名、ボランティアセンター職員２名、

友の会学生ボランティア委員16名、家庭裁判所調査官２名）

＜内　　容＞学習指導実績のある学生から少年の活動内容と感想を述べあ

い、調査官を交えて意見交換を行った。

学習指導を実施した学生ボランティアの感想

〇指導回数：６回（高３担当）

　少年は、全日制から通信制に移った高校生で、年齢は高校３年生に該当するが、学力レベルは高

校１年生レベルも難しいということでした。７月末から10月中旬まで２週間に１回程度の頻度で

計６回学習指導を行い、その中で①自分で考えて解決することを体験させる　②分からないことが

あれば分からないから教えてほしいと意思表示できるようにするという２点を目的としていまし

た。

　少年が建築関係の仕事に興味があるということで、最初は数学を指導しました。それ以外にも気

温や通っている学校について話すなどコミュニケーションを行い、打ち解けていきました。２回目

以降は、目的である分からないことがあれば教えてほしいと意思表示できるようにするということ

を達成できるように、学習内容の説明を行った後は、自分で問題を解いてもらい適宜質問をしても

らうという方法で進めていきました。

　今回初めての経験としては、保護者の方が家での勉強方法や少年との接し方に困るときがあると

いうことで、調査官立ち会いのもと第３回目学習指導時の冒頭10分間の様子を見学してもらいま

した。

　集中して学習している様子も見て取ることができ、最後には少年から質問してくれるなど良い関

係性を築くことができたのではないかと思っています。少年が今後どのような進路を選ぶことに

なっても、今回の学習指導が何か役に立っているといいなと思いました。

〇指導回数：３回（高１担当）

　初回の学習指導では、調査官が用意してくれた小学校５年生の算数の教科書から少数点のある足

し算や引き算を中心に一緒に解きました。小数点の概念や、位をそろえて計算することを工夫して

指導を行いました。少年は、毎回家で先に問題を解いてきてくれており、自宅でも頑張ろうとして

くれている様子が伝わり嬉しかったです。

　今回の学習指導で心掛けていたことは、少年に「自分はやればできる」と自信をもってもらうよ

うに進めることです。漢字や数学に苦手意識をもっているようだったので、解けたときには「いいね」

「さすが」など少年自身を褒めるように意識し、間違えたときには「この問題は難しいね」「ここの

数字が間違っているね」と少年ではなくモノを対象に指摘するように意識しました。

　少年はとても字がきれいで丁寧に書くことができ、漢字の書き順も正確で一度学んだことはでき

るようになるなど理解力がありました。少年は10月から学校に通い始めることが決まっています。

「自分はやればできる」と信じて、これからも頑張ってほしいと思います。

〇指導回数：３回（高２担当）

　担当調査官と事前打合せを行い、少年の特徴を把握し、学習内容を決定しました。事前打合せに

よると、少年は勉強が苦手で、わかっていなくてもわかったふりをしてしまうということだったの

で、ひとつひとつの問題でなぜ間違ったのかだけでなく、どのようにして答えにたどり着いたのか

まで確認を行うようにしました。また、勉強が楽しいと思ってもらえるように、些細なことでも褒

めるように意識して取り組みました。学習指導全体の注意点として、話の中で文の主語や文そのも

のが長くなってしまうと話をしっかりと理解するのが難しいということで、できるだけ簡潔に具体

例を用いて説明することを意識しました。

　少年は対人関係に問題を抱えており、特に自分の意見をなかなか発信できないとのことでしたが、

実際に会って話をしてみると、きちんと受け答えをしてくれました。しかし、「はい」「いいえ」で

答えられる質問ではなく、自分の意見を言うとなると発言できない場面が見受けられたため、少年

との会話の際はできるだけオープンクエスチョンを用いてやりとりを行いました。学習指導の回数

を重ねるごとに、「はい」「いいえ」だけでなく、自分の考えを伝えてくれるようになり、さらには

個人的なことも自分から話してくれるようになりました。初回と比べると、最後には少年との距離

がかなり縮まっていたように思えて嬉しかったです。

　学習に対してもとても意欲的に取り組んでくれて、わからなかった問題が解けるようになること

を楽しんでくれていたように感じました。最初は苦戦していた問題も最後には自力で解けるように

なっていて、勉強を教える立場として１番嬉しいことでした。今まで勉強してきたことや塾講師を

続けてきた経験を活かして誰かの役に立ちたいと参加した今回のボランティアでしたが、この学習

指導を通して、少年が少しでも勉強を楽しいと思ってくれていたら、また、ロールモデルとしてお

手本になれていたら幸いです。

家庭裁判所調査官からの総括コメント

　〇橋本調査官

　大阪家庭少年友の会の学習指導ボランティアの大きな目標は「少年の立ち直りの支援」です。み

なさんの発表を聞いていると、学習に対してどんどん意欲的になっている少年の様子がわかりまし

た。

　また、みなさんが少年に対してとても肯定的なまなざしをむけてくれていたんだなということを

感じることができました。少年は周囲から否定的なまなざしを向けられることも珍しくありません。

みなさんからの肯定的なまなざしによって、少年の中にあたたかい気持ちが残り、学習指導の間の

変化だけでなくもう少し先にでてくる良い変化があると思います。少年の今後についてみなさんに

お伝えできないのが残念ではありますが、良い変化があるんだなと思って、たまに少年のことを思

い出してもらえたらと思います。

※文中で女子を「少年」と表記しているが、例えば少年法では「満20歳に満たない者」を指し、

児童福祉法では「小学校就学の始期から満18歳に達するまでの者」を指す。いずれも男子と女子

を含んでいる。

10月  清掃の様子

びわ湖を美しくする運動  駆除活動の様子

　ボランティアセンターでは、ボランティアに関わるきっかけづくりとしての講座や、コミュニケー

ション能力の向上のための講座などを実施している。

（１）ボランティアセミナー 2022

　ボランティア活動という言葉は知っていても、具体的にどのような活

動なのか分からないという学生が多いと考え、活動のやりがいや楽しさ

を伝え、活動に対する不安や疑問を解消させることで、ボランティア活

動への参加を促すことを目的として開講した。

　当日はボランティアの基本的な概念や理論、講師の経験談などをお話

しいただいた。また、グループワークで参加学生の経験談や講座を受け

た感想を共有することで、ボランティアに対しての考えを深めた。最後

に、学生がボランティアセンターを気軽に利用できるように、ボランティ

アセンターで受けられるサービス等の紹介を行った。

　　日　　時　 ５月９日（月）16時30分〜18時00分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎C506教室／オンライン（Zoom）

　　講　　師　 京都光華女子大学健康学部医療福祉学科社会福祉専攻 教授

　　　　　　　 社会福祉士　石井 祐理子　氏

　　受講者数　 83名（学内受講者８名、オンライン受講者６名、オンデマンド視聴69名）

　　受講者の声

　・色んな人と関わりがあって、自分の常識が当たり前でないと言っていたのは共感できました。（環

境都市工学部・１年次生）

　・ボランティアとは何をすることが正解なんだろうと思い込んでいましたが、自分ができることを

する、という気づきを得られました。（社会学部・２年次生）

（２）テーマ別講座「～知る！聴く！広がる！～ボラcafé 2022」

　ボランティア活動は多岐にわたるが、その背景にある社会問題等について深く知らないという学

生は少なくないと思われる。そこで、平日のお昼休みに本セミナーを実施することで気軽に関心の

ある内容を学べる機会を創出することを目的として開講した。

　各回とも30分という短い時間でありながら、講師からは興味深いお話をしていただき、受講学

生の今後のボランティア活動につながる講座となった。

　　日　　時　 【第１回】５月９日（月）12時20分〜12時50分

　　　　　　　 【第２回】５月11日（水）12時20分〜12時50分

　　テ ー マ　 【第１回】献血　

　　　　　　　 【第２回】防災

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館1階ピアエリア

　　講　　師　 【第１回】大阪府赤十字血液センター

　　　　　　　　　　　　献血推進課　屋田  千有紀　氏

　　　　　　　 【第２回】吹田市総務部 危機管理室　大槻　仁　氏

　　受講者数 【第１回】11名／【第２回】７名

　　受講者の声

【第１回】思っていたより献血を必要とされる方がたくさんいたことに驚きました。自分は医者に

はなれないけど、献血という行動で命を救えるということは大変誇らしいことだと思います。（政

策創造学部・２年次生）

【第２回】この講座を受講したことで、改めて防災について考える良い機会になりました。食料を普段か

らローリングストックをしておくなど、もしもの場合の備えを見直そうと思います。（法学部・１年次生）

　　日　　時　 【第１回】10月11日（火）12時20分〜12時50分

　　　　　　　 【第２回】10月13日（木）12時20分〜12時50分

　　テ ー マ　 【第１回】防災

　　　　　　　 【第２回】動物愛護

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館1階ピアエリア

　　講　　師　 吹田市総務部 危機管理室　菊地  祥吾　氏

　　　　　　　 大阪ねこの会　荒井  りか　氏

　　受講者数　 【第１回】13名／【第２回】11名

　　受講者の声

【第１回】吹田市の防災について詳しく勉強できてよかったです。改めて自分の防災意識を高める

きっかけになりました。（システム理工学部・２年次生）

【第２回】今まで何となくしか知らなかったことについて、より具体的な数字を聞けたことで危機

意識が高まりました。保護猫譲渡会のお手伝いなど、自分にできることを積極的に探して活動して

いきたいと思いました。（法学部・２年次生）

（３）テーマ別講座「関大生が考える環境ボランティアの未来
　　　　～未来のために知っておきたい海とプラスチックの話～」

　淀川掃除や琵琶湖湖岸の特定外来生物駆除活動などの各種プログラム

を実施している中で、ゴミ問題と向き合い、環境問題について改めて学

ぶことで、環境保全活動の意義を再確認することを目的として開講した。

　当日は、プラスチック汚染とは何か、日本の廃棄物処理の現状や「亀

岡市ゼロエミッション計画」を策定した京都府亀岡市の取り組み、世界

でのレジ袋削減への取り組み等について伺った。

　講演後のグループワークや質疑応答の時間を通じて、様々な視点から

プラスチックゴミ問題について考える機会となった。

　　日　　時　 ５月12日（木）16時20分～ 17時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎E101教室／オンライン（Zoom）

　　講　　師　 大阪商業大学公共学部 准教授　原田 禎夫　氏

　　受講者数　 15名（学内受講者10名、オンライン受講者５名）

　　受講者の声

　・日本は世界に比べゴミの処理はしっかりしていると思っていたが、実際はその逆で世界に遅れを

とっているという事実に驚きました。（システム理工学部・１年次生）

　・海外に比べて日本の環境保全に対する意識が低いことや、鳥のおなかの中から出てきたプラス

チックゴミの多くが日本からのものだということなどを知り、少し複雑な気持ちになりました。

水筒やマイバッグを持ち歩くなど、自分に出来ることを意識的に行いたいと思います。（法学部・

２年次生）

（４）コミュニケーションスキルアップ講座「ほめる達人」講座（全３回）

　SNSが普及し、匿名で他者を傷つけることが容易で、他者との関わり

自体が希薄になっている今の学生は、日常生活でお互いを認め合い、「ほ

める」機会が少なくなっているのではないだろうか。

　「ほめる」ことを「価値を発見して伝える」ことと捉え、お世辞では

なく心の底から相手の良さを見出して伝える技術を学び、学生生活を充

実させるコミュニケーション力の向上を目的として開講した。

　第１回は、ほめる基本ポイントから普段の会話でも相手をほめる「言

葉選び」を意識することについて、第２回では言葉を使わずに仕草でほ

める方法や話の聴き方、「ふた言あいさつ」等について、第３回では「ほ

め達！」検定3級試験問題から「価値の創造」「価値の発見」「人生の価

値を伝える」の３項目について伺った。

　様々なワークを通して自分自身を見つめなおすきっかけを得る機会となった。

　　日　　時　 ６月15日、22日、29日（全３回・毎週水曜日）16時20分〜17時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館４階ミーティングルーム

　　講　　師　 日本ほめる達人協会 理事長　西村 貴好　氏

　　受講者数　 延べ201名（15日69名、22日71名、29日61名）

　　受講者の声

　・周りは自分を写す鏡だということが印象に残りました。何をするにしても笑うことが自分も周り

も１番幸せになるのかなと感じました。（人間健康学部・２年次生）

　・思考を巡らすことの大切さを学べました。挨拶の大切さや努力が、自分自身を磨いていくのだと

わかりました。（法学部・１年次生）

　・自分が思ってもいなかった発見が沢山ありました。今回教えて頂いた内容を日常生活の中でぜひ

活用していきたいです。（文学部・３年次生）

（５）災害ボランティアガイダンス2022

　コロナ禍で実際に被災地で活動を行うことはできないものの、学生の

災害ボランティア活動に対する意識を高め、実際のボランティア経験を

聞くことで、今後学生がより良い意思決定ができるように支援すること

を目的として開講した。

　講演では、実際に災害ボランティア活動に参加されたときの写真や、

災害ボランティア活動に参加するために必要な準備物も紹介され、参加

者が現地の状況をイメージしやすい講演であった。また、災害ボランティ

ア活動は、一般的によく聞くがれき撤去だけではなく、現地にある災害

ボランティアセンターの運営や補助等、いろいろな災害ボランティア活

動の形があることを紹介していただいた。現地での活動に参加すること

に抵抗を感じている学生にとっても興味が持てる内容であった。

　また、KUMCからは、2019年度以前に行った「東北ツアー」について発表があった。大学生が

実際に活動した災害ボランティア活動として、参加者の意欲に繋がる機会となった。

　　日　　時　 ７月６日（水）16時20分〜17時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎C201教室／オンライン（Zoom）

　　講　　師　 社会福祉法人 大阪ボランティア協会　紺屋 仁志　氏

　　　　　　　 学生団体KUMC　溝端 峻　氏

　　受講者数 14名（学内受講者７名、オンライン７名）

　　受講者の声

　・意外と手続きや準備が多くて、軽い気持ちで災害ボランティアに参加するものではないのだと感

じました。（化学生命工学部・１年次生）

　・災害ボランティアの経験が、実際に自分が被災したときに役立つとおっしゃっていて、自分のた

めに参加してもいいんだと思いました。（化学生命工学部・１年次生）

　・災害ボランティア活動に参加することで、被災地の方にとっては寧ろ、迷惑を掛けてしまう行動

がたくさんあることを知って驚きました。（社会学部・１年次生）

（６）３大学連携オンライン講座
　　　　「琵琶湖ツーリズム！〜大学生で考える環境ボランティアの未来2022〜」

　10月に行う駆除活動の前に、特定外来生物が環境に与える影響や現

状、環境保護のために私たちができることなどを学ぶことを目的として、

琵琶湖の環境保全をテーマに開講した。

　講演では、主に、琵琶湖や河川などの水際に生息し、琵琶湖の生態系

だけでなく地域の生活へ被害を及ぼす特定外来生物「オオバナミズキン

バイ」や「ナガエツルノゲイトウ」などの特定外来生物の対策や具体的

な駆除活動について、講師の経験談をまじえて分かりやすい講演であっ

た。

　終了後は法政大学と明治大学の学生も交えて小グループに分かれ、意

見交換と交流の時間を設け、普段関わる機会の少ない他大学との交流の

機会となった。

　　日　　時　 ９月14日（水）13時30分〜15時30分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎C204教室／オンライン（Zoom）

　　講　　師　 滋賀県立琵琶湖博物館 特別研究員

　　　　　　　 滋賀県琵琶湖環境部自然環境保全課 副主幹　中井 克樹　氏

　　受講者数　 30名（学生スタッフ18名、法政大学10名、明治大学２名）

　　内　　容　 特定外来生物への対策と駆除活動についての講義、他大学との交流

　　受講者の声

　・琵琶湖の環境の状況や外来種についてたくさんの新しい学びがあり、人間がもたらした外来種の

問題は人間が責任を持って解決に努めなければならないと思いました。他大学の方と関わる貴重

な経験ができてよかったです。（関西大学・１年次生）

　・外来生物、植物が全て悪いものではなく、影響力の違いによって駆除した方が良いものなどの基

準があることを知りました。また、外来種を個人で所有すること自体が非常に良くないことだと

分かったので、来月の活動は気を引き締めて行いたいと思います。（法政大学・４年次生）

　・外来種という名前の括りだけで全てを排斥しないといけないと思うが、在来種であっても駆除し

なくてはならないものがあること、外来種でも人の役に立っているものがあることを知り、外来

種だからというだけで判断することは危険だと分かりました。（明治大学・２年次生）

（７）テーマ別講座「避難所運営疑似体験（HUG）」

　学生スタッフ養成合宿で行った避難所運営ゲームHUGを本学学生に向

けて行うことで、広く防災意識を高めてもらうことを目的として開講し

た。

　この疑似体験を通して、多種多様な人に寄り添うことの難しさや大切

さを知り、各個人の思考力や対応力を高める機会となった。また、本学

安全管理課課長にも参加していただき、学生に対して専門部署の立場か

ら助言をいただき、より深い学びを得ることとなった。

　　日　　時　 10月12日（水）14時40分〜16時10分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎C301教室

　　講　　師　 関西大学ボランティアセンター学生スタッフおよび職員

　　受講者数　 ８名（本学学生７名、職員１名）

　　受講者の声

　・地震が起こった際に何か役に立つと思ったから参加しました。次の機会があれば、もう少し深く

運営について考えてみたいと思います。（法学部・３年次生）

　・ゲームでは様々な状況の方々が登場して、災害時の事を少し考えることができました。安全管理

課の方は私たち大学生にはない視点を多く持ち合わせていて、とても勉強になりました。（環境

都市工学部・２年次生）

10月  清掃の様子



2
0

2
2

年
度

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

Ⅰ  ２  事業報告

− 1 − − 2 − − 3 − − 4 − − 5 − − 6 −

− 7 − − 8 − − 9 − − 10 − − 11 − − 12 − − 13 − − 14 −

− 15 − − 16 − − 17 − − 18 − − 19 − − 20 − − 21 − − 22 −

− 23 − − 24 −

　ボランティアセンターでは、関西大学が掲げるカーボンニュートラルに貢献できる人材育成をめざ

し、本学学生が環境意識を高めるきっかけづくりとして、環境保全活動への参加及び参画機会を促進

するための環境保全事業を実施している。

（１）環境保全事業

①　淀川掃除
　2007年５月11日に市民団体である「淀川掃除に学ぶ会」の

会長から、同会が毎月第１日曜日に実施している淀川掃除のボ

ランティア募集についての協力依頼があった。同年８月にボラ

ンティアセンター職員とともに活動に参加して以降、関大生に

対して行う「ボランティア体験ツアー」と位置づけ、これまで

継続して実施している。

　2011年１月21日には、本センター学生スタッフが国土交通

省近畿地方整備局淀川河川事務所長より「淀川サポーター※」

に認定された。また、本事業が2011年度で５年目を迎えた記

念として、本学と連携協定を締結しているミズノ株式会社及び

体育会本部等の協力を得て、「淀川大掃除～みんなの力で輝く

淀川～」を300名規模で６年に渡り開催した。その後、大掃除

の場所を大和川に移したことから、2017年度以降は淀川掃除

として年に複数回実施している。

　参加者数は2022年度末に累計で約7,100名となった。関大

生にとって「気軽に参加できるボランティア」であり、親しみ

のある活動として定着している。

※淀川サポーターとは：淀川サポート制度のもと、淀川河川事務所が管理する一定区間で定期的に清掃など
環境保全整備活動を行っている団体を認定し、支援する制度。清掃道具の貸し出しなどの支援が受けられる。

②　大和川大掃除
　2007年度から行ってきた淀川掃除と、2011年度から開催している年１回の淀川大掃除で継続

的に活動を続けてきたことが実を結び、清掃エリアのゴミが大人数で掃除する必要がないほどにま

で減少した。

　これにより、2017年度から、大掃除の場所を淀川河川敷から本学堺キャンパスの近くを流れる

大和川河川敷へと移すこととなり、2018年度の参加者は500名を超えた。新型コロナウイルス感

染拡大の影響により、３年ぶりとなった2021年度は、規模を縮小して約80名の参加があった。

2022年度「第４回大和川大掃除～未来につなげよう300人の小さな一歩～」を開催する予定だっ

たが、雨天のため中止となった。

③　琵琶湖の保全活動
　ボランティアセンター開設時より清掃ボランティアに取り組

み、多くの関大生が環境について考える場となった「淀川」の

源流が琵琶湖である。この他、芥川（高槻市）の清掃やアユの

産卵場整備、特定外来生物ミズヒマワリの駆除活動など、琵琶

湖を源流とする淀川水系で多様なボランティア活動を展開して

きた。2017年度には「認定NPO法人 びわこ豊穣の郷」が取

り組んでいる特定外来生物「オオバナミズキンバイ」の駆除活

動に参加した。

　公益財団法人 電通育英会の助成事業に2020年度の助成事業

に採択された『琵琶湖の生態系を守るために、「オオバナミズ

キンバイ」の駆除活動及び清掃活動を行い、関西大学、法政大学、

明治大学の学生が共同し、理論と実践から環境保全活動の未来

を考える。』をテーマとする活動は、2020年度末までの実施

予定であったが、新型コロナウイルス感染症拡大のため、活動は2021年度に繰り延べた。

　助成事業は2021年度で終了したが、2022年度も３大学連携事業として琵琶湖の保全活動に引

き続き取り組んでいる。

   日　程 　　　　　　　　　　　　　　事　業　名

 ７月１日（金） びわ湖を美しくする運動

 ９月14日（水） ３大学連携オンライン講座「琵琶湖ツーリズム！～大学生で考える環境ボラ 

   ンティアの未来2022 ～」

10月11日（火） 琵琶湖ツーリズム！～大学生で考える環境ボランティアの未来2022（実践編）〜

   事前説明会

10月16日（日） 琵琶湖ツーリズム！～大学生で考える環境ボランティアの未来2022（実践編）〜

（２）連携事業

①　奈良県明日香村との地域連携事業
　明日香村は数々の日本の歴史的遺産を保有する地域である。

1972年の高松塚古墳の発掘調査は、本学の故 網干名誉教授（明

日香村名誉村民）の指揮のもと行われ、石室や壁画の発見をは

じめとして、本学が明日香村と長きにわたり親密な関係を築く

礎となった。

　2006年に改めて締結された「明日香村と関西大学との地域

連携に関する協定」に基づき、継続的な事業として連携を深め

ている。

➢ 飛鳥光の回廊

　2011年度に本学地域連携センターを通じて学生ボラン

ティアの協力依頼があり、明日香村の各地をキャンドルでラ

イトアップする「飛鳥光の回廊」に毎年参加していたが、新

型コロナウイルス感染症拡大の影響で２年振りの参加となっ

た。2022年度は「明日香をともす「和」のひかり」をテー

マに実施した。

➢ 飛鳥ハーフマラソン

　2021年度に明日香村で初めて開催された飛鳥ハーフマラ

ソンに、引き続き2022年度も給水ボランティアとして参加

した。

②　淀川河川事務所との連携事業
　2022年10月、淀川河川事務所より「淀川大塚地区魅力発見

プロジェクト」への協力依頼があり、長年にわたって淀川掃除

に取り組んできた縁や、学生スタッフが淀川サポーターとして認定されていることから本プロジェ

クトへ参画することとなった。

➢ 西中島クリスマスマーケット2022

　ジャズの生演奏やキッチンカーの販売などが楽しめるクリスマスイベントにおいて、LEDキャ

ンドルを使ったクリスマスイルミネーションを点灯させて河川公園の魅力を発信する予定だった

が、雨天のため中止となった。

➢ さくらであい館イルミネーション

　クリスマスマーケットで使用する予定であったイルミネーションを活用し、宇治川と木津川が

合流する背割堤地区にある「さくらであい館」開館６周年を記念して、桜色に染めるライトアッ

プを行った。

➢ オオツカザダンカイ

　大塚地区に関わりの深い方々の顔合わせと意見交換の場として開催された。当日は、20名以

上が集まり各団体の活動内容や大塚地区をより盛り上げていくための意見交換を行った。座談会

終了後は、希望者でワンド（湾処と呼ばれる川の水が陸地に入り込んでいる場所）を歩き、ゴミ

の現状などを知る機会となった。

③　NPO法人 花と緑のまちづくり 高槻景観園芸クラブ

との連携事業
　当団体はJR高槻駅～市役所周辺、阪急高槻市駅～高槻城公

園へ至る街路、高槻城公園内の花壇の植栽を行っており、高槻

市内の緑化重点地区を中心に花と緑で街を彩り、景観の向上に

繋がる活動をしている。高槻市からの依頼を受け、2017年度

からボランティア体験ツアー「高槻景観美化ボランティア」の

名のもと、地域の方との交流と活動を通して身近な環境美化に

ついて考える機会となることから、連携事業を開始した。

④　吹田市との連携事業
　2018年度より吹田市から依頼を受け、西農園のご協力のも

と、吹田市の特産物である「吹田くわい」の植え付け、除草、

収穫のお手伝いを行っている。2022年度は、植え付けと収穫

のお手伝いを行った。

⑤　大阪家庭裁判所との連携事業
　2005年、大阪家庭少年友の会（元保護司等の団体）が実施母体となって大阪家庭裁判所におい

て行われている「試験観察中の非行少年への学習指導」ボランティアプログラムである。当活動は

開始から17年目を迎える取り組みであり、一般的なボランティアより活動の責任が重く、特別な

配慮や知識が必要になるが、学生にとって非常に大きな経験となる。

　当活動においては、学生にとっても真摯に取り組むインセンティブとなっており、家庭裁判所調

査官と大阪家庭少年友の会の両者によって、学生たちが活動しやすいように様々な工夫を検討して

いただいている。

学生募集及びボランティア登録のプロセス

①ボランティアセンターが法学部（刑事法、親族・相続法など裁判所関

連）、社会学部（心理学関連）、政策創造学部（刑法、刑事政策）、大

学院心理学研究科などの教員へ協力依頼を行う。

②教員に推薦された学生のみ、登録手続きに進む。

③登録した学生への大阪家庭裁判所調査官等による研修を実施する。

④少年の都合に合わせ活動計画を調査官とともに相談する。

　研修・施設見学

   日　程 　　　　　　　　　　　　　　事　業　内　容

 ６月１日（水） オリエンテーション（場所：ホテルプリムローズ大阪２階羽衣の間）

＜参加者数＞24名（学生ボランティア７名、ボランティアセンター職員２名、

友の会学生ボランティア委員13名、家庭裁判所調査官２名）

＜内　　容＞調査官からの試験観察制度・少年審判・学習指導についての説

明を受け、質疑応答を行った。

10月28日（金） 情報交換会（場所：オンライン（Zoom）

   ＜参加者数＞学生ボランティア３名

＜内　　容＞学習指導実績のある学生から実際の活動例と工夫を紹介し、質

疑応答を行った。

 ３月２日（木） 活動報告会（場所：ホテルプリムローズ大阪２階鳳凰の間）

＜参加者数＞24名（学生ボランティア4名、ボランティアセンター職員２名、

友の会学生ボランティア委員16名、家庭裁判所調査官２名）

＜内　　容＞学習指導実績のある学生から少年の活動内容と感想を述べあ

い、調査官を交えて意見交換を行った。

学習指導を実施した学生ボランティアの感想

〇指導回数：６回（高３担当）

　少年は、全日制から通信制に移った高校生で、年齢は高校３年生に該当するが、学力レベルは高

校１年生レベルも難しいということでした。７月末から10月中旬まで２週間に１回程度の頻度で

計６回学習指導を行い、その中で①自分で考えて解決することを体験させる　②分からないことが

あれば分からないから教えてほしいと意思表示できるようにするという２点を目的としていまし

た。

　少年が建築関係の仕事に興味があるということで、最初は数学を指導しました。それ以外にも気

温や通っている学校について話すなどコミュニケーションを行い、打ち解けていきました。２回目

以降は、目的である分からないことがあれば教えてほしいと意思表示できるようにするということ

を達成できるように、学習内容の説明を行った後は、自分で問題を解いてもらい適宜質問をしても

らうという方法で進めていきました。

　今回初めての経験としては、保護者の方が家での勉強方法や少年との接し方に困るときがあると

いうことで、調査官立ち会いのもと第３回目学習指導時の冒頭10分間の様子を見学してもらいま

した。

　集中して学習している様子も見て取ることができ、最後には少年から質問してくれるなど良い関

係性を築くことができたのではないかと思っています。少年が今後どのような進路を選ぶことに

なっても、今回の学習指導が何か役に立っているといいなと思いました。

〇指導回数：３回（高１担当）

　初回の学習指導では、調査官が用意してくれた小学校５年生の算数の教科書から少数点のある足

し算や引き算を中心に一緒に解きました。小数点の概念や、位をそろえて計算することを工夫して

指導を行いました。少年は、毎回家で先に問題を解いてきてくれており、自宅でも頑張ろうとして

くれている様子が伝わり嬉しかったです。

　今回の学習指導で心掛けていたことは、少年に「自分はやればできる」と自信をもってもらうよ

うに進めることです。漢字や数学に苦手意識をもっているようだったので、解けたときには「いいね」

「さすが」など少年自身を褒めるように意識し、間違えたときには「この問題は難しいね」「ここの

数字が間違っているね」と少年ではなくモノを対象に指摘するように意識しました。

　少年はとても字がきれいで丁寧に書くことができ、漢字の書き順も正確で一度学んだことはでき

るようになるなど理解力がありました。少年は10月から学校に通い始めることが決まっています。

「自分はやればできる」と信じて、これからも頑張ってほしいと思います。

〇指導回数：３回（高２担当）

　担当調査官と事前打合せを行い、少年の特徴を把握し、学習内容を決定しました。事前打合せに

よると、少年は勉強が苦手で、わかっていなくてもわかったふりをしてしまうということだったの

で、ひとつひとつの問題でなぜ間違ったのかだけでなく、どのようにして答えにたどり着いたのか

まで確認を行うようにしました。また、勉強が楽しいと思ってもらえるように、些細なことでも褒

めるように意識して取り組みました。学習指導全体の注意点として、話の中で文の主語や文そのも

のが長くなってしまうと話をしっかりと理解するのが難しいということで、できるだけ簡潔に具体

例を用いて説明することを意識しました。

　少年は対人関係に問題を抱えており、特に自分の意見をなかなか発信できないとのことでしたが、

実際に会って話をしてみると、きちんと受け答えをしてくれました。しかし、「はい」「いいえ」で

答えられる質問ではなく、自分の意見を言うとなると発言できない場面が見受けられたため、少年

との会話の際はできるだけオープンクエスチョンを用いてやりとりを行いました。学習指導の回数

を重ねるごとに、「はい」「いいえ」だけでなく、自分の考えを伝えてくれるようになり、さらには

個人的なことも自分から話してくれるようになりました。初回と比べると、最後には少年との距離

がかなり縮まっていたように思えて嬉しかったです。

　学習に対してもとても意欲的に取り組んでくれて、わからなかった問題が解けるようになること

を楽しんでくれていたように感じました。最初は苦戦していた問題も最後には自力で解けるように

なっていて、勉強を教える立場として１番嬉しいことでした。今まで勉強してきたことや塾講師を

続けてきた経験を活かして誰かの役に立ちたいと参加した今回のボランティアでしたが、この学習

指導を通して、少年が少しでも勉強を楽しいと思ってくれていたら、また、ロールモデルとしてお

手本になれていたら幸いです。

家庭裁判所調査官からの総括コメント

　〇橋本調査官

　大阪家庭少年友の会の学習指導ボランティアの大きな目標は「少年の立ち直りの支援」です。み

なさんの発表を聞いていると、学習に対してどんどん意欲的になっている少年の様子がわかりまし

た。

　また、みなさんが少年に対してとても肯定的なまなざしをむけてくれていたんだなということを

感じることができました。少年は周囲から否定的なまなざしを向けられることも珍しくありません。

みなさんからの肯定的なまなざしによって、少年の中にあたたかい気持ちが残り、学習指導の間の

変化だけでなくもう少し先にでてくる良い変化があると思います。少年の今後についてみなさんに

お伝えできないのが残念ではありますが、良い変化があるんだなと思って、たまに少年のことを思

い出してもらえたらと思います。

※文中で女子を「少年」と表記しているが、例えば少年法では「満20歳に満たない者」を指し、

児童福祉法では「小学校就学の始期から満18歳に達するまでの者」を指す。いずれも男子と女子

を含んでいる。

琵琶湖ツーリズム！ 駆除活動の様子

飛鳥光の回廊

キャンドルを並べている様子

　ボランティアセンターでは、ボランティアに関わるきっかけづくりとしての講座や、コミュニケー

ション能力の向上のための講座などを実施している。

（１）ボランティアセミナー 2022

　ボランティア活動という言葉は知っていても、具体的にどのような活

動なのか分からないという学生が多いと考え、活動のやりがいや楽しさ

を伝え、活動に対する不安や疑問を解消させることで、ボランティア活

動への参加を促すことを目的として開講した。

　当日はボランティアの基本的な概念や理論、講師の経験談などをお話

しいただいた。また、グループワークで参加学生の経験談や講座を受け

た感想を共有することで、ボランティアに対しての考えを深めた。最後

に、学生がボランティアセンターを気軽に利用できるように、ボランティ

アセンターで受けられるサービス等の紹介を行った。

　　日　　時　 ５月９日（月）16時30分〜18時00分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎C506教室／オンライン（Zoom）

　　講　　師　 京都光華女子大学健康学部医療福祉学科社会福祉専攻 教授

　　　　　　　 社会福祉士　石井 祐理子　氏

　　受講者数　 83名（学内受講者８名、オンライン受講者６名、オンデマンド視聴69名）

　　受講者の声

　・色んな人と関わりがあって、自分の常識が当たり前でないと言っていたのは共感できました。（環

境都市工学部・１年次生）

　・ボランティアとは何をすることが正解なんだろうと思い込んでいましたが、自分ができることを

する、という気づきを得られました。（社会学部・２年次生）

（２）テーマ別講座「～知る！聴く！広がる！～ボラcafé 2022」

　ボランティア活動は多岐にわたるが、その背景にある社会問題等について深く知らないという学

生は少なくないと思われる。そこで、平日のお昼休みに本セミナーを実施することで気軽に関心の

ある内容を学べる機会を創出することを目的として開講した。

　各回とも30分という短い時間でありながら、講師からは興味深いお話をしていただき、受講学

生の今後のボランティア活動につながる講座となった。

　　日　　時　 【第１回】５月９日（月）12時20分〜12時50分

　　　　　　　 【第２回】５月11日（水）12時20分〜12時50分

　　テ ー マ　 【第１回】献血　

　　　　　　　 【第２回】防災

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館1階ピアエリア

　　講　　師　 【第１回】大阪府赤十字血液センター

　　　　　　　　　　　　献血推進課　屋田  千有紀　氏

　　　　　　　 【第２回】吹田市総務部 危機管理室　大槻　仁　氏

　　受講者数 【第１回】11名／【第２回】７名

　　受講者の声

【第１回】思っていたより献血を必要とされる方がたくさんいたことに驚きました。自分は医者に

はなれないけど、献血という行動で命を救えるということは大変誇らしいことだと思います。（政

策創造学部・２年次生）

【第２回】この講座を受講したことで、改めて防災について考える良い機会になりました。食料を普段か

らローリングストックをしておくなど、もしもの場合の備えを見直そうと思います。（法学部・１年次生）

　　日　　時　 【第１回】10月11日（火）12時20分〜12時50分

　　　　　　　 【第２回】10月13日（木）12時20分〜12時50分

　　テ ー マ　 【第１回】防災

　　　　　　　 【第２回】動物愛護

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館1階ピアエリア

　　講　　師　 吹田市総務部 危機管理室　菊地  祥吾　氏

　　　　　　　 大阪ねこの会　荒井  りか　氏

　　受講者数　 【第１回】13名／【第２回】11名

　　受講者の声

【第１回】吹田市の防災について詳しく勉強できてよかったです。改めて自分の防災意識を高める

きっかけになりました。（システム理工学部・２年次生）

【第２回】今まで何となくしか知らなかったことについて、より具体的な数字を聞けたことで危機

意識が高まりました。保護猫譲渡会のお手伝いなど、自分にできることを積極的に探して活動して

いきたいと思いました。（法学部・２年次生）

（３）テーマ別講座「関大生が考える環境ボランティアの未来
　　　　～未来のために知っておきたい海とプラスチックの話～」

　淀川掃除や琵琶湖湖岸の特定外来生物駆除活動などの各種プログラム

を実施している中で、ゴミ問題と向き合い、環境問題について改めて学

ぶことで、環境保全活動の意義を再確認することを目的として開講した。

　当日は、プラスチック汚染とは何か、日本の廃棄物処理の現状や「亀

岡市ゼロエミッション計画」を策定した京都府亀岡市の取り組み、世界

でのレジ袋削減への取り組み等について伺った。

　講演後のグループワークや質疑応答の時間を通じて、様々な視点から

プラスチックゴミ問題について考える機会となった。

　　日　　時　 ５月12日（木）16時20分～ 17時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎E101教室／オンライン（Zoom）

　　講　　師　 大阪商業大学公共学部 准教授　原田 禎夫　氏

　　受講者数　 15名（学内受講者10名、オンライン受講者５名）

　　受講者の声

　・日本は世界に比べゴミの処理はしっかりしていると思っていたが、実際はその逆で世界に遅れを

とっているという事実に驚きました。（システム理工学部・１年次生）

　・海外に比べて日本の環境保全に対する意識が低いことや、鳥のおなかの中から出てきたプラス

チックゴミの多くが日本からのものだということなどを知り、少し複雑な気持ちになりました。

水筒やマイバッグを持ち歩くなど、自分に出来ることを意識的に行いたいと思います。（法学部・

２年次生）

（４）コミュニケーションスキルアップ講座「ほめる達人」講座（全３回）

　SNSが普及し、匿名で他者を傷つけることが容易で、他者との関わり

自体が希薄になっている今の学生は、日常生活でお互いを認め合い、「ほ

める」機会が少なくなっているのではないだろうか。

　「ほめる」ことを「価値を発見して伝える」ことと捉え、お世辞では

なく心の底から相手の良さを見出して伝える技術を学び、学生生活を充

実させるコミュニケーション力の向上を目的として開講した。

　第１回は、ほめる基本ポイントから普段の会話でも相手をほめる「言

葉選び」を意識することについて、第２回では言葉を使わずに仕草でほ

める方法や話の聴き方、「ふた言あいさつ」等について、第３回では「ほ

め達！」検定3級試験問題から「価値の創造」「価値の発見」「人生の価

値を伝える」の３項目について伺った。

　様々なワークを通して自分自身を見つめなおすきっかけを得る機会となった。

　　日　　時　 ６月15日、22日、29日（全３回・毎週水曜日）16時20分〜17時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館４階ミーティングルーム

　　講　　師　 日本ほめる達人協会 理事長　西村 貴好　氏

　　受講者数　 延べ201名（15日69名、22日71名、29日61名）

　　受講者の声

　・周りは自分を写す鏡だということが印象に残りました。何をするにしても笑うことが自分も周り

も１番幸せになるのかなと感じました。（人間健康学部・２年次生）

　・思考を巡らすことの大切さを学べました。挨拶の大切さや努力が、自分自身を磨いていくのだと

わかりました。（法学部・１年次生）

　・自分が思ってもいなかった発見が沢山ありました。今回教えて頂いた内容を日常生活の中でぜひ

活用していきたいです。（文学部・３年次生）

（５）災害ボランティアガイダンス2022

　コロナ禍で実際に被災地で活動を行うことはできないものの、学生の

災害ボランティア活動に対する意識を高め、実際のボランティア経験を

聞くことで、今後学生がより良い意思決定ができるように支援すること

を目的として開講した。

　講演では、実際に災害ボランティア活動に参加されたときの写真や、

災害ボランティア活動に参加するために必要な準備物も紹介され、参加

者が現地の状況をイメージしやすい講演であった。また、災害ボランティ

ア活動は、一般的によく聞くがれき撤去だけではなく、現地にある災害

ボランティアセンターの運営や補助等、いろいろな災害ボランティア活

動の形があることを紹介していただいた。現地での活動に参加すること

に抵抗を感じている学生にとっても興味が持てる内容であった。

　また、KUMCからは、2019年度以前に行った「東北ツアー」について発表があった。大学生が

実際に活動した災害ボランティア活動として、参加者の意欲に繋がる機会となった。

　　日　　時　 ７月６日（水）16時20分〜17時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎C201教室／オンライン（Zoom）

　　講　　師　 社会福祉法人 大阪ボランティア協会　紺屋 仁志　氏

　　　　　　　 学生団体KUMC　溝端 峻　氏

　　受講者数 14名（学内受講者７名、オンライン７名）

　　受講者の声

　・意外と手続きや準備が多くて、軽い気持ちで災害ボランティアに参加するものではないのだと感

じました。（化学生命工学部・１年次生）

　・災害ボランティアの経験が、実際に自分が被災したときに役立つとおっしゃっていて、自分のた

めに参加してもいいんだと思いました。（化学生命工学部・１年次生）

　・災害ボランティア活動に参加することで、被災地の方にとっては寧ろ、迷惑を掛けてしまう行動

がたくさんあることを知って驚きました。（社会学部・１年次生）

（６）３大学連携オンライン講座
　　　　「琵琶湖ツーリズム！〜大学生で考える環境ボランティアの未来2022〜」

　10月に行う駆除活動の前に、特定外来生物が環境に与える影響や現

状、環境保護のために私たちができることなどを学ぶことを目的として、

琵琶湖の環境保全をテーマに開講した。

　講演では、主に、琵琶湖や河川などの水際に生息し、琵琶湖の生態系

だけでなく地域の生活へ被害を及ぼす特定外来生物「オオバナミズキン

バイ」や「ナガエツルノゲイトウ」などの特定外来生物の対策や具体的

な駆除活動について、講師の経験談をまじえて分かりやすい講演であっ

た。

　終了後は法政大学と明治大学の学生も交えて小グループに分かれ、意

見交換と交流の時間を設け、普段関わる機会の少ない他大学との交流の

機会となった。

　　日　　時　 ９月14日（水）13時30分〜15時30分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎C204教室／オンライン（Zoom）

　　講　　師　 滋賀県立琵琶湖博物館 特別研究員

　　　　　　　 滋賀県琵琶湖環境部自然環境保全課 副主幹　中井 克樹　氏

　　受講者数　 30名（学生スタッフ18名、法政大学10名、明治大学２名）

　　内　　容　 特定外来生物への対策と駆除活動についての講義、他大学との交流

　　受講者の声

　・琵琶湖の環境の状況や外来種についてたくさんの新しい学びがあり、人間がもたらした外来種の

問題は人間が責任を持って解決に努めなければならないと思いました。他大学の方と関わる貴重

な経験ができてよかったです。（関西大学・１年次生）

　・外来生物、植物が全て悪いものではなく、影響力の違いによって駆除した方が良いものなどの基

準があることを知りました。また、外来種を個人で所有すること自体が非常に良くないことだと

分かったので、来月の活動は気を引き締めて行いたいと思います。（法政大学・４年次生）

　・外来種という名前の括りだけで全てを排斥しないといけないと思うが、在来種であっても駆除し

なくてはならないものがあること、外来種でも人の役に立っているものがあることを知り、外来

種だからというだけで判断することは危険だと分かりました。（明治大学・２年次生）

（７）テーマ別講座「避難所運営疑似体験（HUG）」

　学生スタッフ養成合宿で行った避難所運営ゲームHUGを本学学生に向

けて行うことで、広く防災意識を高めてもらうことを目的として開講し

た。

　この疑似体験を通して、多種多様な人に寄り添うことの難しさや大切

さを知り、各個人の思考力や対応力を高める機会となった。また、本学

安全管理課課長にも参加していただき、学生に対して専門部署の立場か

ら助言をいただき、より深い学びを得ることとなった。

　　日　　時　 10月12日（水）14時40分〜16時10分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎C301教室

　　講　　師　 関西大学ボランティアセンター学生スタッフおよび職員

　　受講者数　 ８名（本学学生７名、職員１名）

　　受講者の声

　・地震が起こった際に何か役に立つと思ったから参加しました。次の機会があれば、もう少し深く

運営について考えてみたいと思います。（法学部・３年次生）

　・ゲームでは様々な状況の方々が登場して、災害時の事を少し考えることができました。安全管理

課の方は私たち大学生にはない視点を多く持ち合わせていて、とても勉強になりました。（環境

都市工学部・２年次生）
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　ボランティアセンターでは、関西大学が掲げるカーボンニュートラルに貢献できる人材育成をめざ

し、本学学生が環境意識を高めるきっかけづくりとして、環境保全活動への参加及び参画機会を促進

するための環境保全事業を実施している。

（１）環境保全事業

①　淀川掃除
　2007年５月11日に市民団体である「淀川掃除に学ぶ会」の

会長から、同会が毎月第１日曜日に実施している淀川掃除のボ

ランティア募集についての協力依頼があった。同年８月にボラ

ンティアセンター職員とともに活動に参加して以降、関大生に

対して行う「ボランティア体験ツアー」と位置づけ、これまで

継続して実施している。

　2011年１月21日には、本センター学生スタッフが国土交通

省近畿地方整備局淀川河川事務所長より「淀川サポーター※」

に認定された。また、本事業が2011年度で５年目を迎えた記

念として、本学と連携協定を締結しているミズノ株式会社及び

体育会本部等の協力を得て、「淀川大掃除～みんなの力で輝く

淀川～」を300名規模で６年に渡り開催した。その後、大掃除

の場所を大和川に移したことから、2017年度以降は淀川掃除

として年に複数回実施している。

　参加者数は2022年度末に累計で約7,100名となった。関大

生にとって「気軽に参加できるボランティア」であり、親しみ

のある活動として定着している。

※淀川サポーターとは：淀川サポート制度のもと、淀川河川事務所が管理する一定区間で定期的に清掃など
環境保全整備活動を行っている団体を認定し、支援する制度。清掃道具の貸し出しなどの支援が受けられる。

②　大和川大掃除
　2007年度から行ってきた淀川掃除と、2011年度から開催している年１回の淀川大掃除で継続

的に活動を続けてきたことが実を結び、清掃エリアのゴミが大人数で掃除する必要がないほどにま

で減少した。

　これにより、2017年度から、大掃除の場所を淀川河川敷から本学堺キャンパスの近くを流れる

大和川河川敷へと移すこととなり、2018年度の参加者は500名を超えた。新型コロナウイルス感

染拡大の影響により、３年ぶりとなった2021年度は、規模を縮小して約80名の参加があった。

2022年度「第４回大和川大掃除～未来につなげよう300人の小さな一歩～」を開催する予定だっ

たが、雨天のため中止となった。

③　琵琶湖の保全活動
　ボランティアセンター開設時より清掃ボランティアに取り組

み、多くの関大生が環境について考える場となった「淀川」の

源流が琵琶湖である。この他、芥川（高槻市）の清掃やアユの

産卵場整備、特定外来生物ミズヒマワリの駆除活動など、琵琶

湖を源流とする淀川水系で多様なボランティア活動を展開して

きた。2017年度には「認定NPO法人 びわこ豊穣の郷」が取

り組んでいる特定外来生物「オオバナミズキンバイ」の駆除活

動に参加した。

　公益財団法人 電通育英会の助成事業に2020年度の助成事業

に採択された『琵琶湖の生態系を守るために、「オオバナミズ

キンバイ」の駆除活動及び清掃活動を行い、関西大学、法政大学、

明治大学の学生が共同し、理論と実践から環境保全活動の未来

を考える。』をテーマとする活動は、2020年度末までの実施

予定であったが、新型コロナウイルス感染症拡大のため、活動は2021年度に繰り延べた。

　助成事業は2021年度で終了したが、2022年度も３大学連携事業として琵琶湖の保全活動に引

き続き取り組んでいる。

   日　程 　　　　　　　　　　　　　　事　業　名

 ７月１日（金） びわ湖を美しくする運動

 ９月14日（水） ３大学連携オンライン講座「琵琶湖ツーリズム！～大学生で考える環境ボラ 

   ンティアの未来2022 ～」

10月11日（火） 琵琶湖ツーリズム！～大学生で考える環境ボランティアの未来2022（実践編）〜

   事前説明会

10月16日（日） 琵琶湖ツーリズム！～大学生で考える環境ボランティアの未来2022（実践編）〜

（２）連携事業

①　奈良県明日香村との地域連携事業
　明日香村は数々の日本の歴史的遺産を保有する地域である。

1972年の高松塚古墳の発掘調査は、本学の故 網干名誉教授（明

日香村名誉村民）の指揮のもと行われ、石室や壁画の発見をは

じめとして、本学が明日香村と長きにわたり親密な関係を築く

礎となった。

　2006年に改めて締結された「明日香村と関西大学との地域

連携に関する協定」に基づき、継続的な事業として連携を深め

ている。

➢ 飛鳥光の回廊

　2011年度に本学地域連携センターを通じて学生ボラン

ティアの協力依頼があり、明日香村の各地をキャンドルでラ

イトアップする「飛鳥光の回廊」に毎年参加していたが、新

型コロナウイルス感染症拡大の影響で２年振りの参加となっ

た。2022年度は「明日香をともす「和」のひかり」をテー

マに実施した。

➢ 飛鳥ハーフマラソン

　2021年度に明日香村で初めて開催された飛鳥ハーフマラ

ソンに、引き続き2022年度も給水ボランティアとして参加

した。

②　淀川河川事務所との連携事業
　2022年10月、淀川河川事務所より「淀川大塚地区魅力発見

プロジェクト」への協力依頼があり、長年にわたって淀川掃除

に取り組んできた縁や、学生スタッフが淀川サポーターとして認定されていることから本プロジェ

クトへ参画することとなった。

➢ 西中島クリスマスマーケット2022

　ジャズの生演奏やキッチンカーの販売などが楽しめるクリスマスイベントにおいて、LEDキャ

ンドルを使ったクリスマスイルミネーションを点灯させて河川公園の魅力を発信する予定だった

が、雨天のため中止となった。

➢ さくらであい館イルミネーション

　クリスマスマーケットで使用する予定であったイルミネーションを活用し、宇治川と木津川が

合流する背割堤地区にある「さくらであい館」開館６周年を記念して、桜色に染めるライトアッ

プを行った。

➢ オオツカザダンカイ

　大塚地区に関わりの深い方々の顔合わせと意見交換の場として開催された。当日は、20名以

上が集まり各団体の活動内容や大塚地区をより盛り上げていくための意見交換を行った。座談会

終了後は、希望者でワンド（湾処と呼ばれる川の水が陸地に入り込んでいる場所）を歩き、ゴミ

の現状などを知る機会となった。

③　NPO法人 花と緑のまちづくり 高槻景観園芸クラブ

との連携事業
　当団体はJR高槻駅～市役所周辺、阪急高槻市駅～高槻城公

園へ至る街路、高槻城公園内の花壇の植栽を行っており、高槻

市内の緑化重点地区を中心に花と緑で街を彩り、景観の向上に

繋がる活動をしている。高槻市からの依頼を受け、2017年度

からボランティア体験ツアー「高槻景観美化ボランティア」の

名のもと、地域の方との交流と活動を通して身近な環境美化に

ついて考える機会となることから、連携事業を開始した。

④　吹田市との連携事業
　2018年度より吹田市から依頼を受け、西農園のご協力のも

と、吹田市の特産物である「吹田くわい」の植え付け、除草、

収穫のお手伝いを行っている。2022年度は、植え付けと収穫

のお手伝いを行った。

⑤　大阪家庭裁判所との連携事業
　2005年、大阪家庭少年友の会（元保護司等の団体）が実施母体となって大阪家庭裁判所におい

て行われている「試験観察中の非行少年への学習指導」ボランティアプログラムである。当活動は

開始から17年目を迎える取り組みであり、一般的なボランティアより活動の責任が重く、特別な

配慮や知識が必要になるが、学生にとって非常に大きな経験となる。

　当活動においては、学生にとっても真摯に取り組むインセンティブとなっており、家庭裁判所調

査官と大阪家庭少年友の会の両者によって、学生たちが活動しやすいように様々な工夫を検討して

いただいている。

学生募集及びボランティア登録のプロセス

①ボランティアセンターが法学部（刑事法、親族・相続法など裁判所関

連）、社会学部（心理学関連）、政策創造学部（刑法、刑事政策）、大

学院心理学研究科などの教員へ協力依頼を行う。

②教員に推薦された学生のみ、登録手続きに進む。

③登録した学生への大阪家庭裁判所調査官等による研修を実施する。

④少年の都合に合わせ活動計画を調査官とともに相談する。

　研修・施設見学

   日　程 　　　　　　　　　　　　　　事　業　内　容

 ６月１日（水） オリエンテーション（場所：ホテルプリムローズ大阪２階羽衣の間）

＜参加者数＞24名（学生ボランティア７名、ボランティアセンター職員２名、

友の会学生ボランティア委員13名、家庭裁判所調査官２名）

＜内　　容＞調査官からの試験観察制度・少年審判・学習指導についての説

明を受け、質疑応答を行った。

10月28日（金） 情報交換会（場所：オンライン（Zoom）

   ＜参加者数＞学生ボランティア３名

＜内　　容＞学習指導実績のある学生から実際の活動例と工夫を紹介し、質

疑応答を行った。

 ３月２日（木） 活動報告会（場所：ホテルプリムローズ大阪２階鳳凰の間）

＜参加者数＞24名（学生ボランティア4名、ボランティアセンター職員２名、

友の会学生ボランティア委員16名、家庭裁判所調査官２名）

＜内　　容＞学習指導実績のある学生から少年の活動内容と感想を述べあ

い、調査官を交えて意見交換を行った。

学習指導を実施した学生ボランティアの感想

〇指導回数：６回（高３担当）

　少年は、全日制から通信制に移った高校生で、年齢は高校３年生に該当するが、学力レベルは高

校１年生レベルも難しいということでした。７月末から10月中旬まで２週間に１回程度の頻度で

計６回学習指導を行い、その中で①自分で考えて解決することを体験させる　②分からないことが

あれば分からないから教えてほしいと意思表示できるようにするという２点を目的としていまし

た。

　少年が建築関係の仕事に興味があるということで、最初は数学を指導しました。それ以外にも気

温や通っている学校について話すなどコミュニケーションを行い、打ち解けていきました。２回目

以降は、目的である分からないことがあれば教えてほしいと意思表示できるようにするということ

を達成できるように、学習内容の説明を行った後は、自分で問題を解いてもらい適宜質問をしても

らうという方法で進めていきました。

　今回初めての経験としては、保護者の方が家での勉強方法や少年との接し方に困るときがあると

いうことで、調査官立ち会いのもと第３回目学習指導時の冒頭10分間の様子を見学してもらいま

した。

　集中して学習している様子も見て取ることができ、最後には少年から質問してくれるなど良い関

係性を築くことができたのではないかと思っています。少年が今後どのような進路を選ぶことに

なっても、今回の学習指導が何か役に立っているといいなと思いました。

〇指導回数：３回（高１担当）

　初回の学習指導では、調査官が用意してくれた小学校５年生の算数の教科書から少数点のある足

し算や引き算を中心に一緒に解きました。小数点の概念や、位をそろえて計算することを工夫して

指導を行いました。少年は、毎回家で先に問題を解いてきてくれており、自宅でも頑張ろうとして

くれている様子が伝わり嬉しかったです。

　今回の学習指導で心掛けていたことは、少年に「自分はやればできる」と自信をもってもらうよ

うに進めることです。漢字や数学に苦手意識をもっているようだったので、解けたときには「いいね」

「さすが」など少年自身を褒めるように意識し、間違えたときには「この問題は難しいね」「ここの

数字が間違っているね」と少年ではなくモノを対象に指摘するように意識しました。

　少年はとても字がきれいで丁寧に書くことができ、漢字の書き順も正確で一度学んだことはでき

るようになるなど理解力がありました。少年は10月から学校に通い始めることが決まっています。

「自分はやればできる」と信じて、これからも頑張ってほしいと思います。

〇指導回数：３回（高２担当）

　担当調査官と事前打合せを行い、少年の特徴を把握し、学習内容を決定しました。事前打合せに

よると、少年は勉強が苦手で、わかっていなくてもわかったふりをしてしまうということだったの

で、ひとつひとつの問題でなぜ間違ったのかだけでなく、どのようにして答えにたどり着いたのか

まで確認を行うようにしました。また、勉強が楽しいと思ってもらえるように、些細なことでも褒

めるように意識して取り組みました。学習指導全体の注意点として、話の中で文の主語や文そのも

のが長くなってしまうと話をしっかりと理解するのが難しいということで、できるだけ簡潔に具体

例を用いて説明することを意識しました。

　少年は対人関係に問題を抱えており、特に自分の意見をなかなか発信できないとのことでしたが、

実際に会って話をしてみると、きちんと受け答えをしてくれました。しかし、「はい」「いいえ」で

答えられる質問ではなく、自分の意見を言うとなると発言できない場面が見受けられたため、少年

との会話の際はできるだけオープンクエスチョンを用いてやりとりを行いました。学習指導の回数

を重ねるごとに、「はい」「いいえ」だけでなく、自分の考えを伝えてくれるようになり、さらには

個人的なことも自分から話してくれるようになりました。初回と比べると、最後には少年との距離

がかなり縮まっていたように思えて嬉しかったです。

　学習に対してもとても意欲的に取り組んでくれて、わからなかった問題が解けるようになること

を楽しんでくれていたように感じました。最初は苦戦していた問題も最後には自力で解けるように

なっていて、勉強を教える立場として１番嬉しいことでした。今まで勉強してきたことや塾講師を

続けてきた経験を活かして誰かの役に立ちたいと参加した今回のボランティアでしたが、この学習

指導を通して、少年が少しでも勉強を楽しいと思ってくれていたら、また、ロールモデルとしてお

手本になれていたら幸いです。

家庭裁判所調査官からの総括コメント

　〇橋本調査官

　大阪家庭少年友の会の学習指導ボランティアの大きな目標は「少年の立ち直りの支援」です。み

なさんの発表を聞いていると、学習に対してどんどん意欲的になっている少年の様子がわかりまし

た。

　また、みなさんが少年に対してとても肯定的なまなざしをむけてくれていたんだなということを

感じることができました。少年は周囲から否定的なまなざしを向けられることも珍しくありません。

みなさんからの肯定的なまなざしによって、少年の中にあたたかい気持ちが残り、学習指導の間の

変化だけでなくもう少し先にでてくる良い変化があると思います。少年の今後についてみなさんに

お伝えできないのが残念ではありますが、良い変化があるんだなと思って、たまに少年のことを思

い出してもらえたらと思います。

※文中で女子を「少年」と表記しているが、例えば少年法では「満20歳に満たない者」を指し、

児童福祉法では「小学校就学の始期から満18歳に達するまでの者」を指す。いずれも男子と女子

を含んでいる。

給水ボランティアの様子

花壇の整備を行う様子

くわい植え付け作業をする様子

　ボランティアセンターでは、ボランティアに関わるきっかけづくりとしての講座や、コミュニケー

ション能力の向上のための講座などを実施している。

（１）ボランティアセミナー 2022

　ボランティア活動という言葉は知っていても、具体的にどのような活

動なのか分からないという学生が多いと考え、活動のやりがいや楽しさ

を伝え、活動に対する不安や疑問を解消させることで、ボランティア活

動への参加を促すことを目的として開講した。

　当日はボランティアの基本的な概念や理論、講師の経験談などをお話

しいただいた。また、グループワークで参加学生の経験談や講座を受け

た感想を共有することで、ボランティアに対しての考えを深めた。最後

に、学生がボランティアセンターを気軽に利用できるように、ボランティ

アセンターで受けられるサービス等の紹介を行った。

　　日　　時　 ５月９日（月）16時30分〜18時00分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎C506教室／オンライン（Zoom）

　　講　　師　 京都光華女子大学健康学部医療福祉学科社会福祉専攻 教授

　　　　　　　 社会福祉士　石井 祐理子　氏

　　受講者数　 83名（学内受講者８名、オンライン受講者６名、オンデマンド視聴69名）

　　受講者の声

　・色んな人と関わりがあって、自分の常識が当たり前でないと言っていたのは共感できました。（環

境都市工学部・１年次生）

　・ボランティアとは何をすることが正解なんだろうと思い込んでいましたが、自分ができることを

する、という気づきを得られました。（社会学部・２年次生）

（２）テーマ別講座「～知る！聴く！広がる！～ボラcafé 2022」

　ボランティア活動は多岐にわたるが、その背景にある社会問題等について深く知らないという学

生は少なくないと思われる。そこで、平日のお昼休みに本セミナーを実施することで気軽に関心の

ある内容を学べる機会を創出することを目的として開講した。

　各回とも30分という短い時間でありながら、講師からは興味深いお話をしていただき、受講学

生の今後のボランティア活動につながる講座となった。

　　日　　時　 【第１回】５月９日（月）12時20分〜12時50分

　　　　　　　 【第２回】５月11日（水）12時20分〜12時50分

　　テ ー マ　 【第１回】献血　

　　　　　　　 【第２回】防災

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館1階ピアエリア

　　講　　師　 【第１回】大阪府赤十字血液センター

　　　　　　　　　　　　献血推進課　屋田  千有紀　氏

　　　　　　　 【第２回】吹田市総務部 危機管理室　大槻　仁　氏

　　受講者数 【第１回】11名／【第２回】７名

　　受講者の声

【第１回】思っていたより献血を必要とされる方がたくさんいたことに驚きました。自分は医者に

はなれないけど、献血という行動で命を救えるということは大変誇らしいことだと思います。（政

策創造学部・２年次生）

【第２回】この講座を受講したことで、改めて防災について考える良い機会になりました。食料を普段か

らローリングストックをしておくなど、もしもの場合の備えを見直そうと思います。（法学部・１年次生）

　　日　　時　 【第１回】10月11日（火）12時20分〜12時50分

　　　　　　　 【第２回】10月13日（木）12時20分〜12時50分

　　テ ー マ　 【第１回】防災

　　　　　　　 【第２回】動物愛護

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館1階ピアエリア

　　講　　師　 吹田市総務部 危機管理室　菊地  祥吾　氏

　　　　　　　 大阪ねこの会　荒井  りか　氏

　　受講者数　 【第１回】13名／【第２回】11名

　　受講者の声

【第１回】吹田市の防災について詳しく勉強できてよかったです。改めて自分の防災意識を高める

きっかけになりました。（システム理工学部・２年次生）

【第２回】今まで何となくしか知らなかったことについて、より具体的な数字を聞けたことで危機

意識が高まりました。保護猫譲渡会のお手伝いなど、自分にできることを積極的に探して活動して

いきたいと思いました。（法学部・２年次生）

（３）テーマ別講座「関大生が考える環境ボランティアの未来
　　　　～未来のために知っておきたい海とプラスチックの話～」

　淀川掃除や琵琶湖湖岸の特定外来生物駆除活動などの各種プログラム

を実施している中で、ゴミ問題と向き合い、環境問題について改めて学

ぶことで、環境保全活動の意義を再確認することを目的として開講した。

　当日は、プラスチック汚染とは何か、日本の廃棄物処理の現状や「亀

岡市ゼロエミッション計画」を策定した京都府亀岡市の取り組み、世界

でのレジ袋削減への取り組み等について伺った。

　講演後のグループワークや質疑応答の時間を通じて、様々な視点から

プラスチックゴミ問題について考える機会となった。

　　日　　時　 ５月12日（木）16時20分～ 17時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎E101教室／オンライン（Zoom）

　　講　　師　 大阪商業大学公共学部 准教授　原田 禎夫　氏

　　受講者数　 15名（学内受講者10名、オンライン受講者５名）

　　受講者の声

　・日本は世界に比べゴミの処理はしっかりしていると思っていたが、実際はその逆で世界に遅れを

とっているという事実に驚きました。（システム理工学部・１年次生）

　・海外に比べて日本の環境保全に対する意識が低いことや、鳥のおなかの中から出てきたプラス

チックゴミの多くが日本からのものだということなどを知り、少し複雑な気持ちになりました。

水筒やマイバッグを持ち歩くなど、自分に出来ることを意識的に行いたいと思います。（法学部・

２年次生）

（４）コミュニケーションスキルアップ講座「ほめる達人」講座（全３回）

　SNSが普及し、匿名で他者を傷つけることが容易で、他者との関わり

自体が希薄になっている今の学生は、日常生活でお互いを認め合い、「ほ

める」機会が少なくなっているのではないだろうか。

　「ほめる」ことを「価値を発見して伝える」ことと捉え、お世辞では

なく心の底から相手の良さを見出して伝える技術を学び、学生生活を充

実させるコミュニケーション力の向上を目的として開講した。

　第１回は、ほめる基本ポイントから普段の会話でも相手をほめる「言

葉選び」を意識することについて、第２回では言葉を使わずに仕草でほ

める方法や話の聴き方、「ふた言あいさつ」等について、第３回では「ほ

め達！」検定3級試験問題から「価値の創造」「価値の発見」「人生の価

値を伝える」の３項目について伺った。

　様々なワークを通して自分自身を見つめなおすきっかけを得る機会となった。

　　日　　時　 ６月15日、22日、29日（全３回・毎週水曜日）16時20分〜17時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館４階ミーティングルーム

　　講　　師　 日本ほめる達人協会 理事長　西村 貴好　氏

　　受講者数　 延べ201名（15日69名、22日71名、29日61名）

　　受講者の声

　・周りは自分を写す鏡だということが印象に残りました。何をするにしても笑うことが自分も周り

も１番幸せになるのかなと感じました。（人間健康学部・２年次生）

　・思考を巡らすことの大切さを学べました。挨拶の大切さや努力が、自分自身を磨いていくのだと

わかりました。（法学部・１年次生）

　・自分が思ってもいなかった発見が沢山ありました。今回教えて頂いた内容を日常生活の中でぜひ

活用していきたいです。（文学部・３年次生）

（５）災害ボランティアガイダンス2022

　コロナ禍で実際に被災地で活動を行うことはできないものの、学生の

災害ボランティア活動に対する意識を高め、実際のボランティア経験を

聞くことで、今後学生がより良い意思決定ができるように支援すること

を目的として開講した。

　講演では、実際に災害ボランティア活動に参加されたときの写真や、

災害ボランティア活動に参加するために必要な準備物も紹介され、参加

者が現地の状況をイメージしやすい講演であった。また、災害ボランティ

ア活動は、一般的によく聞くがれき撤去だけではなく、現地にある災害

ボランティアセンターの運営や補助等、いろいろな災害ボランティア活

動の形があることを紹介していただいた。現地での活動に参加すること

に抵抗を感じている学生にとっても興味が持てる内容であった。

　また、KUMCからは、2019年度以前に行った「東北ツアー」について発表があった。大学生が

実際に活動した災害ボランティア活動として、参加者の意欲に繋がる機会となった。

　　日　　時　 ７月６日（水）16時20分〜17時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎C201教室／オンライン（Zoom）

　　講　　師　 社会福祉法人 大阪ボランティア協会　紺屋 仁志　氏

　　　　　　　 学生団体KUMC　溝端 峻　氏

　　受講者数 14名（学内受講者７名、オンライン７名）

　　受講者の声

　・意外と手続きや準備が多くて、軽い気持ちで災害ボランティアに参加するものではないのだと感

じました。（化学生命工学部・１年次生）

　・災害ボランティアの経験が、実際に自分が被災したときに役立つとおっしゃっていて、自分のた

めに参加してもいいんだと思いました。（化学生命工学部・１年次生）

　・災害ボランティア活動に参加することで、被災地の方にとっては寧ろ、迷惑を掛けてしまう行動

がたくさんあることを知って驚きました。（社会学部・１年次生）

（６）３大学連携オンライン講座
　　　　「琵琶湖ツーリズム！〜大学生で考える環境ボランティアの未来2022〜」

　10月に行う駆除活動の前に、特定外来生物が環境に与える影響や現

状、環境保護のために私たちができることなどを学ぶことを目的として、

琵琶湖の環境保全をテーマに開講した。

　講演では、主に、琵琶湖や河川などの水際に生息し、琵琶湖の生態系

だけでなく地域の生活へ被害を及ぼす特定外来生物「オオバナミズキン

バイ」や「ナガエツルノゲイトウ」などの特定外来生物の対策や具体的

な駆除活動について、講師の経験談をまじえて分かりやすい講演であっ

た。

　終了後は法政大学と明治大学の学生も交えて小グループに分かれ、意

見交換と交流の時間を設け、普段関わる機会の少ない他大学との交流の

機会となった。

　　日　　時　 ９月14日（水）13時30分〜15時30分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎C204教室／オンライン（Zoom）

　　講　　師　 滋賀県立琵琶湖博物館 特別研究員

　　　　　　　 滋賀県琵琶湖環境部自然環境保全課 副主幹　中井 克樹　氏

　　受講者数　 30名（学生スタッフ18名、法政大学10名、明治大学２名）

　　内　　容　 特定外来生物への対策と駆除活動についての講義、他大学との交流

　　受講者の声

　・琵琶湖の環境の状況や外来種についてたくさんの新しい学びがあり、人間がもたらした外来種の

問題は人間が責任を持って解決に努めなければならないと思いました。他大学の方と関わる貴重

な経験ができてよかったです。（関西大学・１年次生）

　・外来生物、植物が全て悪いものではなく、影響力の違いによって駆除した方が良いものなどの基

準があることを知りました。また、外来種を個人で所有すること自体が非常に良くないことだと

分かったので、来月の活動は気を引き締めて行いたいと思います。（法政大学・４年次生）

　・外来種という名前の括りだけで全てを排斥しないといけないと思うが、在来種であっても駆除し

なくてはならないものがあること、外来種でも人の役に立っているものがあることを知り、外来

種だからというだけで判断することは危険だと分かりました。（明治大学・２年次生）

（７）テーマ別講座「避難所運営疑似体験（HUG）」

　学生スタッフ養成合宿で行った避難所運営ゲームHUGを本学学生に向

けて行うことで、広く防災意識を高めてもらうことを目的として開講し

た。

　この疑似体験を通して、多種多様な人に寄り添うことの難しさや大切

さを知り、各個人の思考力や対応力を高める機会となった。また、本学

安全管理課課長にも参加していただき、学生に対して専門部署の立場か

ら助言をいただき、より深い学びを得ることとなった。

　　日　　時　 10月12日（水）14時40分〜16時10分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎C301教室

　　講　　師　 関西大学ボランティアセンター学生スタッフおよび職員

　　受講者数　 ８名（本学学生７名、職員１名）

　　受講者の声

　・地震が起こった際に何か役に立つと思ったから参加しました。次の機会があれば、もう少し深く

運営について考えてみたいと思います。（法学部・３年次生）

　・ゲームでは様々な状況の方々が登場して、災害時の事を少し考えることができました。安全管理

課の方は私たち大学生にはない視点を多く持ち合わせていて、とても勉強になりました。（環境

都市工学部・２年次生）
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　ボランティアセンターでは、関西大学が掲げるカーボンニュートラルに貢献できる人材育成をめざ

し、本学学生が環境意識を高めるきっかけづくりとして、環境保全活動への参加及び参画機会を促進

するための環境保全事業を実施している。

（１）環境保全事業

①　淀川掃除
　2007年５月11日に市民団体である「淀川掃除に学ぶ会」の

会長から、同会が毎月第１日曜日に実施している淀川掃除のボ

ランティア募集についての協力依頼があった。同年８月にボラ

ンティアセンター職員とともに活動に参加して以降、関大生に

対して行う「ボランティア体験ツアー」と位置づけ、これまで

継続して実施している。

　2011年１月21日には、本センター学生スタッフが国土交通

省近畿地方整備局淀川河川事務所長より「淀川サポーター※」

に認定された。また、本事業が2011年度で５年目を迎えた記

念として、本学と連携協定を締結しているミズノ株式会社及び

体育会本部等の協力を得て、「淀川大掃除～みんなの力で輝く

淀川～」を300名規模で６年に渡り開催した。その後、大掃除

の場所を大和川に移したことから、2017年度以降は淀川掃除

として年に複数回実施している。

　参加者数は2022年度末に累計で約7,100名となった。関大

生にとって「気軽に参加できるボランティア」であり、親しみ

のある活動として定着している。

※淀川サポーターとは：淀川サポート制度のもと、淀川河川事務所が管理する一定区間で定期的に清掃など
環境保全整備活動を行っている団体を認定し、支援する制度。清掃道具の貸し出しなどの支援が受けられる。

②　大和川大掃除
　2007年度から行ってきた淀川掃除と、2011年度から開催している年１回の淀川大掃除で継続

的に活動を続けてきたことが実を結び、清掃エリアのゴミが大人数で掃除する必要がないほどにま

で減少した。

　これにより、2017年度から、大掃除の場所を淀川河川敷から本学堺キャンパスの近くを流れる

大和川河川敷へと移すこととなり、2018年度の参加者は500名を超えた。新型コロナウイルス感

染拡大の影響により、３年ぶりとなった2021年度は、規模を縮小して約80名の参加があった。

2022年度「第４回大和川大掃除～未来につなげよう300人の小さな一歩～」を開催する予定だっ

たが、雨天のため中止となった。

③　琵琶湖の保全活動
　ボランティアセンター開設時より清掃ボランティアに取り組

み、多くの関大生が環境について考える場となった「淀川」の

源流が琵琶湖である。この他、芥川（高槻市）の清掃やアユの

産卵場整備、特定外来生物ミズヒマワリの駆除活動など、琵琶

湖を源流とする淀川水系で多様なボランティア活動を展開して

きた。2017年度には「認定NPO法人 びわこ豊穣の郷」が取

り組んでいる特定外来生物「オオバナミズキンバイ」の駆除活

動に参加した。

　公益財団法人 電通育英会の助成事業に2020年度の助成事業

に採択された『琵琶湖の生態系を守るために、「オオバナミズ

キンバイ」の駆除活動及び清掃活動を行い、関西大学、法政大学、

明治大学の学生が共同し、理論と実践から環境保全活動の未来

を考える。』をテーマとする活動は、2020年度末までの実施

予定であったが、新型コロナウイルス感染症拡大のため、活動は2021年度に繰り延べた。

　助成事業は2021年度で終了したが、2022年度も３大学連携事業として琵琶湖の保全活動に引

き続き取り組んでいる。

   日　程 　　　　　　　　　　　　　　事　業　名

 ７月１日（金） びわ湖を美しくする運動

 ９月14日（水） ３大学連携オンライン講座「琵琶湖ツーリズム！～大学生で考える環境ボラ 

   ンティアの未来2022 ～」

10月11日（火） 琵琶湖ツーリズム！～大学生で考える環境ボランティアの未来2022（実践編）〜

   事前説明会

10月16日（日） 琵琶湖ツーリズム！～大学生で考える環境ボランティアの未来2022（実践編）〜

（２）連携事業

①　奈良県明日香村との地域連携事業
　明日香村は数々の日本の歴史的遺産を保有する地域である。

1972年の高松塚古墳の発掘調査は、本学の故 網干名誉教授（明

日香村名誉村民）の指揮のもと行われ、石室や壁画の発見をは

じめとして、本学が明日香村と長きにわたり親密な関係を築く

礎となった。

　2006年に改めて締結された「明日香村と関西大学との地域

連携に関する協定」に基づき、継続的な事業として連携を深め

ている。

➢ 飛鳥光の回廊

　2011年度に本学地域連携センターを通じて学生ボラン

ティアの協力依頼があり、明日香村の各地をキャンドルでラ

イトアップする「飛鳥光の回廊」に毎年参加していたが、新

型コロナウイルス感染症拡大の影響で２年振りの参加となっ

た。2022年度は「明日香をともす「和」のひかり」をテー

マに実施した。

➢ 飛鳥ハーフマラソン

　2021年度に明日香村で初めて開催された飛鳥ハーフマラ

ソンに、引き続き2022年度も給水ボランティアとして参加

した。

②　淀川河川事務所との連携事業
　2022年10月、淀川河川事務所より「淀川大塚地区魅力発見

プロジェクト」への協力依頼があり、長年にわたって淀川掃除

に取り組んできた縁や、学生スタッフが淀川サポーターとして認定されていることから本プロジェ

クトへ参画することとなった。

➢ 西中島クリスマスマーケット2022

　ジャズの生演奏やキッチンカーの販売などが楽しめるクリスマスイベントにおいて、LEDキャ

ンドルを使ったクリスマスイルミネーションを点灯させて河川公園の魅力を発信する予定だった

が、雨天のため中止となった。

➢ さくらであい館イルミネーション

　クリスマスマーケットで使用する予定であったイルミネーションを活用し、宇治川と木津川が

合流する背割堤地区にある「さくらであい館」開館６周年を記念して、桜色に染めるライトアッ

プを行った。

➢ オオツカザダンカイ

　大塚地区に関わりの深い方々の顔合わせと意見交換の場として開催された。当日は、20名以

上が集まり各団体の活動内容や大塚地区をより盛り上げていくための意見交換を行った。座談会

終了後は、希望者でワンド（湾処と呼ばれる川の水が陸地に入り込んでいる場所）を歩き、ゴミ

の現状などを知る機会となった。

③　NPO法人 花と緑のまちづくり 高槻景観園芸クラブ

との連携事業
　当団体はJR高槻駅～市役所周辺、阪急高槻市駅～高槻城公

園へ至る街路、高槻城公園内の花壇の植栽を行っており、高槻

市内の緑化重点地区を中心に花と緑で街を彩り、景観の向上に

繋がる活動をしている。高槻市からの依頼を受け、2017年度

からボランティア体験ツアー「高槻景観美化ボランティア」の

名のもと、地域の方との交流と活動を通して身近な環境美化に

ついて考える機会となることから、連携事業を開始した。

④　吹田市との連携事業
　2018年度より吹田市から依頼を受け、西農園のご協力のも

と、吹田市の特産物である「吹田くわい」の植え付け、除草、

収穫のお手伝いを行っている。2022年度は、植え付けと収穫

のお手伝いを行った。

⑤　大阪家庭裁判所との連携事業
　2005年、大阪家庭少年友の会（元保護司等の団体）が実施母体となって大阪家庭裁判所におい

て行われている「試験観察中の非行少年への学習指導」ボランティアプログラムである。当活動は

開始から17年目を迎える取り組みであり、一般的なボランティアより活動の責任が重く、特別な

配慮や知識が必要になるが、学生にとって非常に大きな経験となる。

　当活動においては、学生にとっても真摯に取り組むインセンティブとなっており、家庭裁判所調

査官と大阪家庭少年友の会の両者によって、学生たちが活動しやすいように様々な工夫を検討して

いただいている。

学生募集及びボランティア登録のプロセス

①ボランティアセンターが法学部（刑事法、親族・相続法など裁判所関

連）、社会学部（心理学関連）、政策創造学部（刑法、刑事政策）、大

学院心理学研究科などの教員へ協力依頼を行う。

②教員に推薦された学生のみ、登録手続きに進む。

③登録した学生への大阪家庭裁判所調査官等による研修を実施する。

④少年の都合に合わせ活動計画を調査官とともに相談する。

　研修・施設見学

   日　程 　　　　　　　　　　　　　　事　業　内　容

 ６月１日（水） オリエンテーション（場所：ホテルプリムローズ大阪２階羽衣の間）

＜参加者数＞24名（学生ボランティア７名、ボランティアセンター職員２名、

友の会学生ボランティア委員13名、家庭裁判所調査官２名）

＜内　　容＞調査官からの試験観察制度・少年審判・学習指導についての説

明を受け、質疑応答を行った。

10月28日（金） 情報交換会（場所：オンライン（Zoom）

   ＜参加者数＞学生ボランティア３名

＜内　　容＞学習指導実績のある学生から実際の活動例と工夫を紹介し、質

疑応答を行った。

 ３月２日（木） 活動報告会（場所：ホテルプリムローズ大阪２階鳳凰の間）

＜参加者数＞24名（学生ボランティア4名、ボランティアセンター職員２名、

友の会学生ボランティア委員16名、家庭裁判所調査官２名）

＜内　　容＞学習指導実績のある学生から少年の活動内容と感想を述べあ

い、調査官を交えて意見交換を行った。

学習指導を実施した学生ボランティアの感想

〇指導回数：６回（高３担当）

　少年は、全日制から通信制に移った高校生で、年齢は高校３年生に該当するが、学力レベルは高

校１年生レベルも難しいということでした。７月末から10月中旬まで２週間に１回程度の頻度で

計６回学習指導を行い、その中で①自分で考えて解決することを体験させる　②分からないことが

あれば分からないから教えてほしいと意思表示できるようにするという２点を目的としていまし

た。

　少年が建築関係の仕事に興味があるということで、最初は数学を指導しました。それ以外にも気

温や通っている学校について話すなどコミュニケーションを行い、打ち解けていきました。２回目

以降は、目的である分からないことがあれば教えてほしいと意思表示できるようにするということ

を達成できるように、学習内容の説明を行った後は、自分で問題を解いてもらい適宜質問をしても

らうという方法で進めていきました。

　今回初めての経験としては、保護者の方が家での勉強方法や少年との接し方に困るときがあると

いうことで、調査官立ち会いのもと第３回目学習指導時の冒頭10分間の様子を見学してもらいま

した。

　集中して学習している様子も見て取ることができ、最後には少年から質問してくれるなど良い関

係性を築くことができたのではないかと思っています。少年が今後どのような進路を選ぶことに

なっても、今回の学習指導が何か役に立っているといいなと思いました。

〇指導回数：３回（高１担当）

　初回の学習指導では、調査官が用意してくれた小学校５年生の算数の教科書から少数点のある足

し算や引き算を中心に一緒に解きました。小数点の概念や、位をそろえて計算することを工夫して

指導を行いました。少年は、毎回家で先に問題を解いてきてくれており、自宅でも頑張ろうとして

くれている様子が伝わり嬉しかったです。

　今回の学習指導で心掛けていたことは、少年に「自分はやればできる」と自信をもってもらうよ

うに進めることです。漢字や数学に苦手意識をもっているようだったので、解けたときには「いいね」

「さすが」など少年自身を褒めるように意識し、間違えたときには「この問題は難しいね」「ここの

数字が間違っているね」と少年ではなくモノを対象に指摘するように意識しました。

　少年はとても字がきれいで丁寧に書くことができ、漢字の書き順も正確で一度学んだことはでき

るようになるなど理解力がありました。少年は10月から学校に通い始めることが決まっています。

「自分はやればできる」と信じて、これからも頑張ってほしいと思います。

〇指導回数：３回（高２担当）

　担当調査官と事前打合せを行い、少年の特徴を把握し、学習内容を決定しました。事前打合せに

よると、少年は勉強が苦手で、わかっていなくてもわかったふりをしてしまうということだったの

で、ひとつひとつの問題でなぜ間違ったのかだけでなく、どのようにして答えにたどり着いたのか

まで確認を行うようにしました。また、勉強が楽しいと思ってもらえるように、些細なことでも褒

めるように意識して取り組みました。学習指導全体の注意点として、話の中で文の主語や文そのも

のが長くなってしまうと話をしっかりと理解するのが難しいということで、できるだけ簡潔に具体

例を用いて説明することを意識しました。

　少年は対人関係に問題を抱えており、特に自分の意見をなかなか発信できないとのことでしたが、

実際に会って話をしてみると、きちんと受け答えをしてくれました。しかし、「はい」「いいえ」で

答えられる質問ではなく、自分の意見を言うとなると発言できない場面が見受けられたため、少年

との会話の際はできるだけオープンクエスチョンを用いてやりとりを行いました。学習指導の回数

を重ねるごとに、「はい」「いいえ」だけでなく、自分の考えを伝えてくれるようになり、さらには

個人的なことも自分から話してくれるようになりました。初回と比べると、最後には少年との距離

がかなり縮まっていたように思えて嬉しかったです。

　学習に対してもとても意欲的に取り組んでくれて、わからなかった問題が解けるようになること

を楽しんでくれていたように感じました。最初は苦戦していた問題も最後には自力で解けるように

なっていて、勉強を教える立場として１番嬉しいことでした。今まで勉強してきたことや塾講師を

続けてきた経験を活かして誰かの役に立ちたいと参加した今回のボランティアでしたが、この学習

指導を通して、少年が少しでも勉強を楽しいと思ってくれていたら、また、ロールモデルとしてお

手本になれていたら幸いです。

家庭裁判所調査官からの総括コメント

　〇橋本調査官

　大阪家庭少年友の会の学習指導ボランティアの大きな目標は「少年の立ち直りの支援」です。み

なさんの発表を聞いていると、学習に対してどんどん意欲的になっている少年の様子がわかりまし

た。

　また、みなさんが少年に対してとても肯定的なまなざしをむけてくれていたんだなということを

感じることができました。少年は周囲から否定的なまなざしを向けられることも珍しくありません。

みなさんからの肯定的なまなざしによって、少年の中にあたたかい気持ちが残り、学習指導の間の

変化だけでなくもう少し先にでてくる良い変化があると思います。少年の今後についてみなさんに

お伝えできないのが残念ではありますが、良い変化があるんだなと思って、たまに少年のことを思

い出してもらえたらと思います。

※文中で女子を「少年」と表記しているが、例えば少年法では「満20歳に満たない者」を指し、

児童福祉法では「小学校就学の始期から満18歳に達するまでの者」を指す。いずれも男子と女子

を含んでいる。

年 度　　 登録者数
2006年度
2007年度
2008年度
2009年度
2010年度
2011年度
2012年度
2013年度
2014年度
2015年度
2016年度
2017年度
2018年度
2019年度
2020年度
2021年度
2022年度

9名
16名
14名
17名
14名
19名
16名
17名
15名
15名
13名
19名
28名
20名

0名
6名
9名

　ボランティアセンターでは、ボランティアに関わるきっかけづくりとしての講座や、コミュニケー

ション能力の向上のための講座などを実施している。

（１）ボランティアセミナー 2022

　ボランティア活動という言葉は知っていても、具体的にどのような活

動なのか分からないという学生が多いと考え、活動のやりがいや楽しさ

を伝え、活動に対する不安や疑問を解消させることで、ボランティア活

動への参加を促すことを目的として開講した。

　当日はボランティアの基本的な概念や理論、講師の経験談などをお話

しいただいた。また、グループワークで参加学生の経験談や講座を受け

た感想を共有することで、ボランティアに対しての考えを深めた。最後

に、学生がボランティアセンターを気軽に利用できるように、ボランティ

アセンターで受けられるサービス等の紹介を行った。

　　日　　時　 ５月９日（月）16時30分〜18時00分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎C506教室／オンライン（Zoom）

　　講　　師　 京都光華女子大学健康学部医療福祉学科社会福祉専攻 教授

　　　　　　　 社会福祉士　石井 祐理子　氏

　　受講者数　 83名（学内受講者８名、オンライン受講者６名、オンデマンド視聴69名）

　　受講者の声

　・色んな人と関わりがあって、自分の常識が当たり前でないと言っていたのは共感できました。（環

境都市工学部・１年次生）

　・ボランティアとは何をすることが正解なんだろうと思い込んでいましたが、自分ができることを

する、という気づきを得られました。（社会学部・２年次生）

（２）テーマ別講座「～知る！聴く！広がる！～ボラcafé 2022」

　ボランティア活動は多岐にわたるが、その背景にある社会問題等について深く知らないという学

生は少なくないと思われる。そこで、平日のお昼休みに本セミナーを実施することで気軽に関心の

ある内容を学べる機会を創出することを目的として開講した。

　各回とも30分という短い時間でありながら、講師からは興味深いお話をしていただき、受講学

生の今後のボランティア活動につながる講座となった。

　　日　　時　 【第１回】５月９日（月）12時20分〜12時50分

　　　　　　　 【第２回】５月11日（水）12時20分〜12時50分

　　テ ー マ　 【第１回】献血　

　　　　　　　 【第２回】防災

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館1階ピアエリア

　　講　　師　 【第１回】大阪府赤十字血液センター

　　　　　　　　　　　　献血推進課　屋田  千有紀　氏

　　　　　　　 【第２回】吹田市総務部 危機管理室　大槻　仁　氏

　　受講者数 【第１回】11名／【第２回】７名

　　受講者の声

【第１回】思っていたより献血を必要とされる方がたくさんいたことに驚きました。自分は医者に

はなれないけど、献血という行動で命を救えるということは大変誇らしいことだと思います。（政

策創造学部・２年次生）

【第２回】この講座を受講したことで、改めて防災について考える良い機会になりました。食料を普段か

らローリングストックをしておくなど、もしもの場合の備えを見直そうと思います。（法学部・１年次生）

　　日　　時　 【第１回】10月11日（火）12時20分〜12時50分

　　　　　　　 【第２回】10月13日（木）12時20分〜12時50分

　　テ ー マ　 【第１回】防災

　　　　　　　 【第２回】動物愛護

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館1階ピアエリア

　　講　　師　 吹田市総務部 危機管理室　菊地  祥吾　氏

　　　　　　　 大阪ねこの会　荒井  りか　氏

　　受講者数　 【第１回】13名／【第２回】11名

　　受講者の声

【第１回】吹田市の防災について詳しく勉強できてよかったです。改めて自分の防災意識を高める

きっかけになりました。（システム理工学部・２年次生）

【第２回】今まで何となくしか知らなかったことについて、より具体的な数字を聞けたことで危機

意識が高まりました。保護猫譲渡会のお手伝いなど、自分にできることを積極的に探して活動して

いきたいと思いました。（法学部・２年次生）

（３）テーマ別講座「関大生が考える環境ボランティアの未来
　　　　～未来のために知っておきたい海とプラスチックの話～」

　淀川掃除や琵琶湖湖岸の特定外来生物駆除活動などの各種プログラム

を実施している中で、ゴミ問題と向き合い、環境問題について改めて学

ぶことで、環境保全活動の意義を再確認することを目的として開講した。

　当日は、プラスチック汚染とは何か、日本の廃棄物処理の現状や「亀

岡市ゼロエミッション計画」を策定した京都府亀岡市の取り組み、世界

でのレジ袋削減への取り組み等について伺った。

　講演後のグループワークや質疑応答の時間を通じて、様々な視点から

プラスチックゴミ問題について考える機会となった。

　　日　　時　 ５月12日（木）16時20分～ 17時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎E101教室／オンライン（Zoom）

　　講　　師　 大阪商業大学公共学部 准教授　原田 禎夫　氏

　　受講者数　 15名（学内受講者10名、オンライン受講者５名）

　　受講者の声

　・日本は世界に比べゴミの処理はしっかりしていると思っていたが、実際はその逆で世界に遅れを

とっているという事実に驚きました。（システム理工学部・１年次生）

　・海外に比べて日本の環境保全に対する意識が低いことや、鳥のおなかの中から出てきたプラス

チックゴミの多くが日本からのものだということなどを知り、少し複雑な気持ちになりました。

水筒やマイバッグを持ち歩くなど、自分に出来ることを意識的に行いたいと思います。（法学部・

２年次生）

（４）コミュニケーションスキルアップ講座「ほめる達人」講座（全３回）

　SNSが普及し、匿名で他者を傷つけることが容易で、他者との関わり

自体が希薄になっている今の学生は、日常生活でお互いを認め合い、「ほ

める」機会が少なくなっているのではないだろうか。

　「ほめる」ことを「価値を発見して伝える」ことと捉え、お世辞では

なく心の底から相手の良さを見出して伝える技術を学び、学生生活を充

実させるコミュニケーション力の向上を目的として開講した。

　第１回は、ほめる基本ポイントから普段の会話でも相手をほめる「言

葉選び」を意識することについて、第２回では言葉を使わずに仕草でほ

める方法や話の聴き方、「ふた言あいさつ」等について、第３回では「ほ

め達！」検定3級試験問題から「価値の創造」「価値の発見」「人生の価

値を伝える」の３項目について伺った。

　様々なワークを通して自分自身を見つめなおすきっかけを得る機会となった。

　　日　　時　 ６月15日、22日、29日（全３回・毎週水曜日）16時20分〜17時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館４階ミーティングルーム

　　講　　師　 日本ほめる達人協会 理事長　西村 貴好　氏

　　受講者数　 延べ201名（15日69名、22日71名、29日61名）

　　受講者の声

　・周りは自分を写す鏡だということが印象に残りました。何をするにしても笑うことが自分も周り

も１番幸せになるのかなと感じました。（人間健康学部・２年次生）

　・思考を巡らすことの大切さを学べました。挨拶の大切さや努力が、自分自身を磨いていくのだと

わかりました。（法学部・１年次生）

　・自分が思ってもいなかった発見が沢山ありました。今回教えて頂いた内容を日常生活の中でぜひ

活用していきたいです。（文学部・３年次生）

（５）災害ボランティアガイダンス2022

　コロナ禍で実際に被災地で活動を行うことはできないものの、学生の

災害ボランティア活動に対する意識を高め、実際のボランティア経験を

聞くことで、今後学生がより良い意思決定ができるように支援すること

を目的として開講した。

　講演では、実際に災害ボランティア活動に参加されたときの写真や、

災害ボランティア活動に参加するために必要な準備物も紹介され、参加

者が現地の状況をイメージしやすい講演であった。また、災害ボランティ

ア活動は、一般的によく聞くがれき撤去だけではなく、現地にある災害

ボランティアセンターの運営や補助等、いろいろな災害ボランティア活

動の形があることを紹介していただいた。現地での活動に参加すること

に抵抗を感じている学生にとっても興味が持てる内容であった。

　また、KUMCからは、2019年度以前に行った「東北ツアー」について発表があった。大学生が

実際に活動した災害ボランティア活動として、参加者の意欲に繋がる機会となった。

　　日　　時　 ７月６日（水）16時20分〜17時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎C201教室／オンライン（Zoom）

　　講　　師　 社会福祉法人 大阪ボランティア協会　紺屋 仁志　氏

　　　　　　　 学生団体KUMC　溝端 峻　氏

　　受講者数 14名（学内受講者７名、オンライン７名）

　　受講者の声

　・意外と手続きや準備が多くて、軽い気持ちで災害ボランティアに参加するものではないのだと感

じました。（化学生命工学部・１年次生）

　・災害ボランティアの経験が、実際に自分が被災したときに役立つとおっしゃっていて、自分のた

めに参加してもいいんだと思いました。（化学生命工学部・１年次生）

　・災害ボランティア活動に参加することで、被災地の方にとっては寧ろ、迷惑を掛けてしまう行動

がたくさんあることを知って驚きました。（社会学部・１年次生）

（６）３大学連携オンライン講座
　　　　「琵琶湖ツーリズム！〜大学生で考える環境ボランティアの未来2022〜」

　10月に行う駆除活動の前に、特定外来生物が環境に与える影響や現

状、環境保護のために私たちができることなどを学ぶことを目的として、

琵琶湖の環境保全をテーマに開講した。

　講演では、主に、琵琶湖や河川などの水際に生息し、琵琶湖の生態系

だけでなく地域の生活へ被害を及ぼす特定外来生物「オオバナミズキン

バイ」や「ナガエツルノゲイトウ」などの特定外来生物の対策や具体的

な駆除活動について、講師の経験談をまじえて分かりやすい講演であっ

た。

　終了後は法政大学と明治大学の学生も交えて小グループに分かれ、意

見交換と交流の時間を設け、普段関わる機会の少ない他大学との交流の

機会となった。

　　日　　時　 ９月14日（水）13時30分〜15時30分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎C204教室／オンライン（Zoom）

　　講　　師　 滋賀県立琵琶湖博物館 特別研究員

　　　　　　　 滋賀県琵琶湖環境部自然環境保全課 副主幹　中井 克樹　氏

　　受講者数　 30名（学生スタッフ18名、法政大学10名、明治大学２名）

　　内　　容　 特定外来生物への対策と駆除活動についての講義、他大学との交流

　　受講者の声

　・琵琶湖の環境の状況や外来種についてたくさんの新しい学びがあり、人間がもたらした外来種の

問題は人間が責任を持って解決に努めなければならないと思いました。他大学の方と関わる貴重

な経験ができてよかったです。（関西大学・１年次生）

　・外来生物、植物が全て悪いものではなく、影響力の違いによって駆除した方が良いものなどの基

準があることを知りました。また、外来種を個人で所有すること自体が非常に良くないことだと

分かったので、来月の活動は気を引き締めて行いたいと思います。（法政大学・４年次生）

　・外来種という名前の括りだけで全てを排斥しないといけないと思うが、在来種であっても駆除し

なくてはならないものがあること、外来種でも人の役に立っているものがあることを知り、外来

種だからというだけで判断することは危険だと分かりました。（明治大学・２年次生）

（７）テーマ別講座「避難所運営疑似体験（HUG）」

　学生スタッフ養成合宿で行った避難所運営ゲームHUGを本学学生に向

けて行うことで、広く防災意識を高めてもらうことを目的として開講し

た。

　この疑似体験を通して、多種多様な人に寄り添うことの難しさや大切

さを知り、各個人の思考力や対応力を高める機会となった。また、本学

安全管理課課長にも参加していただき、学生に対して専門部署の立場か

ら助言をいただき、より深い学びを得ることとなった。

　　日　　時　 10月12日（水）14時40分〜16時10分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎C301教室

　　講　　師　 関西大学ボランティアセンター学生スタッフおよび職員

　　受講者数　 ８名（本学学生７名、職員１名）

　　受講者の声

　・地震が起こった際に何か役に立つと思ったから参加しました。次の機会があれば、もう少し深く

運営について考えてみたいと思います。（法学部・３年次生）

　・ゲームでは様々な状況の方々が登場して、災害時の事を少し考えることができました。安全管理

課の方は私たち大学生にはない視点を多く持ち合わせていて、とても勉強になりました。（環境

都市工学部・２年次生）
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　ボランティアセンターでは、関西大学が掲げるカーボンニュートラルに貢献できる人材育成をめざ

し、本学学生が環境意識を高めるきっかけづくりとして、環境保全活動への参加及び参画機会を促進

するための環境保全事業を実施している。

（１）環境保全事業

①　淀川掃除
　2007年５月11日に市民団体である「淀川掃除に学ぶ会」の

会長から、同会が毎月第１日曜日に実施している淀川掃除のボ

ランティア募集についての協力依頼があった。同年８月にボラ

ンティアセンター職員とともに活動に参加して以降、関大生に

対して行う「ボランティア体験ツアー」と位置づけ、これまで

継続して実施している。

　2011年１月21日には、本センター学生スタッフが国土交通

省近畿地方整備局淀川河川事務所長より「淀川サポーター※」

に認定された。また、本事業が2011年度で５年目を迎えた記

念として、本学と連携協定を締結しているミズノ株式会社及び

体育会本部等の協力を得て、「淀川大掃除～みんなの力で輝く

淀川～」を300名規模で６年に渡り開催した。その後、大掃除

の場所を大和川に移したことから、2017年度以降は淀川掃除

として年に複数回実施している。

　参加者数は2022年度末に累計で約7,100名となった。関大

生にとって「気軽に参加できるボランティア」であり、親しみ

のある活動として定着している。

※淀川サポーターとは：淀川サポート制度のもと、淀川河川事務所が管理する一定区間で定期的に清掃など
環境保全整備活動を行っている団体を認定し、支援する制度。清掃道具の貸し出しなどの支援が受けられる。

②　大和川大掃除
　2007年度から行ってきた淀川掃除と、2011年度から開催している年１回の淀川大掃除で継続

的に活動を続けてきたことが実を結び、清掃エリアのゴミが大人数で掃除する必要がないほどにま

で減少した。

　これにより、2017年度から、大掃除の場所を淀川河川敷から本学堺キャンパスの近くを流れる

大和川河川敷へと移すこととなり、2018年度の参加者は500名を超えた。新型コロナウイルス感

染拡大の影響により、３年ぶりとなった2021年度は、規模を縮小して約80名の参加があった。

2022年度「第４回大和川大掃除～未来につなげよう300人の小さな一歩～」を開催する予定だっ

たが、雨天のため中止となった。

③　琵琶湖の保全活動
　ボランティアセンター開設時より清掃ボランティアに取り組

み、多くの関大生が環境について考える場となった「淀川」の

源流が琵琶湖である。この他、芥川（高槻市）の清掃やアユの

産卵場整備、特定外来生物ミズヒマワリの駆除活動など、琵琶

湖を源流とする淀川水系で多様なボランティア活動を展開して

きた。2017年度には「認定NPO法人 びわこ豊穣の郷」が取

り組んでいる特定外来生物「オオバナミズキンバイ」の駆除活

動に参加した。

　公益財団法人 電通育英会の助成事業に2020年度の助成事業

に採択された『琵琶湖の生態系を守るために、「オオバナミズ

キンバイ」の駆除活動及び清掃活動を行い、関西大学、法政大学、

明治大学の学生が共同し、理論と実践から環境保全活動の未来

を考える。』をテーマとする活動は、2020年度末までの実施

予定であったが、新型コロナウイルス感染症拡大のため、活動は2021年度に繰り延べた。

　助成事業は2021年度で終了したが、2022年度も３大学連携事業として琵琶湖の保全活動に引

き続き取り組んでいる。

   日　程 　　　　　　　　　　　　　　事　業　名

 ７月１日（金） びわ湖を美しくする運動

 ９月14日（水） ３大学連携オンライン講座「琵琶湖ツーリズム！～大学生で考える環境ボラ 

   ンティアの未来2022 ～」

10月11日（火） 琵琶湖ツーリズム！～大学生で考える環境ボランティアの未来2022（実践編）〜

   事前説明会

10月16日（日） 琵琶湖ツーリズム！～大学生で考える環境ボランティアの未来2022（実践編）〜

（２）連携事業

①　奈良県明日香村との地域連携事業
　明日香村は数々の日本の歴史的遺産を保有する地域である。

1972年の高松塚古墳の発掘調査は、本学の故 網干名誉教授（明

日香村名誉村民）の指揮のもと行われ、石室や壁画の発見をは

じめとして、本学が明日香村と長きにわたり親密な関係を築く

礎となった。

　2006年に改めて締結された「明日香村と関西大学との地域

連携に関する協定」に基づき、継続的な事業として連携を深め

ている。

➢ 飛鳥光の回廊

　2011年度に本学地域連携センターを通じて学生ボラン

ティアの協力依頼があり、明日香村の各地をキャンドルでラ

イトアップする「飛鳥光の回廊」に毎年参加していたが、新

型コロナウイルス感染症拡大の影響で２年振りの参加となっ

た。2022年度は「明日香をともす「和」のひかり」をテー

マに実施した。

➢ 飛鳥ハーフマラソン

　2021年度に明日香村で初めて開催された飛鳥ハーフマラ

ソンに、引き続き2022年度も給水ボランティアとして参加

した。

②　淀川河川事務所との連携事業
　2022年10月、淀川河川事務所より「淀川大塚地区魅力発見

プロジェクト」への協力依頼があり、長年にわたって淀川掃除

に取り組んできた縁や、学生スタッフが淀川サポーターとして認定されていることから本プロジェ

クトへ参画することとなった。

➢ 西中島クリスマスマーケット2022

　ジャズの生演奏やキッチンカーの販売などが楽しめるクリスマスイベントにおいて、LEDキャ

ンドルを使ったクリスマスイルミネーションを点灯させて河川公園の魅力を発信する予定だった

が、雨天のため中止となった。

➢ さくらであい館イルミネーション

　クリスマスマーケットで使用する予定であったイルミネーションを活用し、宇治川と木津川が

合流する背割堤地区にある「さくらであい館」開館６周年を記念して、桜色に染めるライトアッ

プを行った。

➢ オオツカザダンカイ

　大塚地区に関わりの深い方々の顔合わせと意見交換の場として開催された。当日は、20名以

上が集まり各団体の活動内容や大塚地区をより盛り上げていくための意見交換を行った。座談会

終了後は、希望者でワンド（湾処と呼ばれる川の水が陸地に入り込んでいる場所）を歩き、ゴミ

の現状などを知る機会となった。

③　NPO法人 花と緑のまちづくり 高槻景観園芸クラブ

との連携事業
　当団体はJR高槻駅～市役所周辺、阪急高槻市駅～高槻城公

園へ至る街路、高槻城公園内の花壇の植栽を行っており、高槻

市内の緑化重点地区を中心に花と緑で街を彩り、景観の向上に

繋がる活動をしている。高槻市からの依頼を受け、2017年度

からボランティア体験ツアー「高槻景観美化ボランティア」の

名のもと、地域の方との交流と活動を通して身近な環境美化に

ついて考える機会となることから、連携事業を開始した。

④　吹田市との連携事業
　2018年度より吹田市から依頼を受け、西農園のご協力のも

と、吹田市の特産物である「吹田くわい」の植え付け、除草、

収穫のお手伝いを行っている。2022年度は、植え付けと収穫

のお手伝いを行った。

⑤　大阪家庭裁判所との連携事業
　2005年、大阪家庭少年友の会（元保護司等の団体）が実施母体となって大阪家庭裁判所におい

て行われている「試験観察中の非行少年への学習指導」ボランティアプログラムである。当活動は

開始から17年目を迎える取り組みであり、一般的なボランティアより活動の責任が重く、特別な

配慮や知識が必要になるが、学生にとって非常に大きな経験となる。

　当活動においては、学生にとっても真摯に取り組むインセンティブとなっており、家庭裁判所調

査官と大阪家庭少年友の会の両者によって、学生たちが活動しやすいように様々な工夫を検討して

いただいている。

学生募集及びボランティア登録のプロセス

①ボランティアセンターが法学部（刑事法、親族・相続法など裁判所関

連）、社会学部（心理学関連）、政策創造学部（刑法、刑事政策）、大

学院心理学研究科などの教員へ協力依頼を行う。

②教員に推薦された学生のみ、登録手続きに進む。

③登録した学生への大阪家庭裁判所調査官等による研修を実施する。

④少年の都合に合わせ活動計画を調査官とともに相談する。

　研修・施設見学

   日　程 　　　　　　　　　　　　　　事　業　内　容

 ６月１日（水） オリエンテーション（場所：ホテルプリムローズ大阪２階羽衣の間）

＜参加者数＞24名（学生ボランティア７名、ボランティアセンター職員２名、

友の会学生ボランティア委員13名、家庭裁判所調査官２名）

＜内　　容＞調査官からの試験観察制度・少年審判・学習指導についての説

明を受け、質疑応答を行った。

10月28日（金） 情報交換会（場所：オンライン（Zoom）

   ＜参加者数＞学生ボランティア３名

＜内　　容＞学習指導実績のある学生から実際の活動例と工夫を紹介し、質

疑応答を行った。

 ３月２日（木） 活動報告会（場所：ホテルプリムローズ大阪２階鳳凰の間）

＜参加者数＞24名（学生ボランティア4名、ボランティアセンター職員２名、

友の会学生ボランティア委員16名、家庭裁判所調査官２名）

＜内　　容＞学習指導実績のある学生から少年の活動内容と感想を述べあ

い、調査官を交えて意見交換を行った。

学習指導を実施した学生ボランティアの感想

〇指導回数：６回（高３担当）

　少年は、全日制から通信制に移った高校生で、年齢は高校３年生に該当するが、学力レベルは高

校１年生レベルも難しいということでした。７月末から10月中旬まで２週間に１回程度の頻度で

計６回学習指導を行い、その中で①自分で考えて解決することを体験させる　②分からないことが

あれば分からないから教えてほしいと意思表示できるようにするという２点を目的としていまし

た。

　少年が建築関係の仕事に興味があるということで、最初は数学を指導しました。それ以外にも気

温や通っている学校について話すなどコミュニケーションを行い、打ち解けていきました。２回目

以降は、目的である分からないことがあれば教えてほしいと意思表示できるようにするということ

を達成できるように、学習内容の説明を行った後は、自分で問題を解いてもらい適宜質問をしても

らうという方法で進めていきました。

　今回初めての経験としては、保護者の方が家での勉強方法や少年との接し方に困るときがあると

いうことで、調査官立ち会いのもと第３回目学習指導時の冒頭10分間の様子を見学してもらいま

した。

　集中して学習している様子も見て取ることができ、最後には少年から質問してくれるなど良い関

係性を築くことができたのではないかと思っています。少年が今後どのような進路を選ぶことに

なっても、今回の学習指導が何か役に立っているといいなと思いました。

〇指導回数：３回（高１担当）

　初回の学習指導では、調査官が用意してくれた小学校５年生の算数の教科書から少数点のある足

し算や引き算を中心に一緒に解きました。小数点の概念や、位をそろえて計算することを工夫して

指導を行いました。少年は、毎回家で先に問題を解いてきてくれており、自宅でも頑張ろうとして

くれている様子が伝わり嬉しかったです。

　今回の学習指導で心掛けていたことは、少年に「自分はやればできる」と自信をもってもらうよ

うに進めることです。漢字や数学に苦手意識をもっているようだったので、解けたときには「いいね」

「さすが」など少年自身を褒めるように意識し、間違えたときには「この問題は難しいね」「ここの

数字が間違っているね」と少年ではなくモノを対象に指摘するように意識しました。

　少年はとても字がきれいで丁寧に書くことができ、漢字の書き順も正確で一度学んだことはでき

るようになるなど理解力がありました。少年は10月から学校に通い始めることが決まっています。

「自分はやればできる」と信じて、これからも頑張ってほしいと思います。

〇指導回数：３回（高２担当）

　担当調査官と事前打合せを行い、少年の特徴を把握し、学習内容を決定しました。事前打合せに

よると、少年は勉強が苦手で、わかっていなくてもわかったふりをしてしまうということだったの

で、ひとつひとつの問題でなぜ間違ったのかだけでなく、どのようにして答えにたどり着いたのか

まで確認を行うようにしました。また、勉強が楽しいと思ってもらえるように、些細なことでも褒

めるように意識して取り組みました。学習指導全体の注意点として、話の中で文の主語や文そのも

のが長くなってしまうと話をしっかりと理解するのが難しいということで、できるだけ簡潔に具体

例を用いて説明することを意識しました。

　少年は対人関係に問題を抱えており、特に自分の意見をなかなか発信できないとのことでしたが、

実際に会って話をしてみると、きちんと受け答えをしてくれました。しかし、「はい」「いいえ」で

答えられる質問ではなく、自分の意見を言うとなると発言できない場面が見受けられたため、少年

との会話の際はできるだけオープンクエスチョンを用いてやりとりを行いました。学習指導の回数

を重ねるごとに、「はい」「いいえ」だけでなく、自分の考えを伝えてくれるようになり、さらには

個人的なことも自分から話してくれるようになりました。初回と比べると、最後には少年との距離

がかなり縮まっていたように思えて嬉しかったです。

　学習に対してもとても意欲的に取り組んでくれて、わからなかった問題が解けるようになること

を楽しんでくれていたように感じました。最初は苦戦していた問題も最後には自力で解けるように

なっていて、勉強を教える立場として１番嬉しいことでした。今まで勉強してきたことや塾講師を

続けてきた経験を活かして誰かの役に立ちたいと参加した今回のボランティアでしたが、この学習

指導を通して、少年が少しでも勉強を楽しいと思ってくれていたら、また、ロールモデルとしてお

手本になれていたら幸いです。

家庭裁判所調査官からの総括コメント

　〇橋本調査官

　大阪家庭少年友の会の学習指導ボランティアの大きな目標は「少年の立ち直りの支援」です。み

なさんの発表を聞いていると、学習に対してどんどん意欲的になっている少年の様子がわかりまし

た。

　また、みなさんが少年に対してとても肯定的なまなざしをむけてくれていたんだなということを

感じることができました。少年は周囲から否定的なまなざしを向けられることも珍しくありません。

みなさんからの肯定的なまなざしによって、少年の中にあたたかい気持ちが残り、学習指導の間の

変化だけでなくもう少し先にでてくる良い変化があると思います。少年の今後についてみなさんに

お伝えできないのが残念ではありますが、良い変化があるんだなと思って、たまに少年のことを思

い出してもらえたらと思います。

※文中で女子を「少年」と表記しているが、例えば少年法では「満20歳に満たない者」を指し、

児童福祉法では「小学校就学の始期から満18歳に達するまでの者」を指す。いずれも男子と女子

を含んでいる。

　ボランティアセンターでは、ボランティアに関わるきっかけづくりとしての講座や、コミュニケー

ション能力の向上のための講座などを実施している。

（１）ボランティアセミナー 2022

　ボランティア活動という言葉は知っていても、具体的にどのような活

動なのか分からないという学生が多いと考え、活動のやりがいや楽しさ

を伝え、活動に対する不安や疑問を解消させることで、ボランティア活

動への参加を促すことを目的として開講した。

　当日はボランティアの基本的な概念や理論、講師の経験談などをお話

しいただいた。また、グループワークで参加学生の経験談や講座を受け

た感想を共有することで、ボランティアに対しての考えを深めた。最後

に、学生がボランティアセンターを気軽に利用できるように、ボランティ

アセンターで受けられるサービス等の紹介を行った。

　　日　　時　 ５月９日（月）16時30分〜18時00分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎C506教室／オンライン（Zoom）

　　講　　師　 京都光華女子大学健康学部医療福祉学科社会福祉専攻 教授

　　　　　　　 社会福祉士　石井 祐理子　氏

　　受講者数　 83名（学内受講者８名、オンライン受講者６名、オンデマンド視聴69名）

　　受講者の声

　・色んな人と関わりがあって、自分の常識が当たり前でないと言っていたのは共感できました。（環

境都市工学部・１年次生）

　・ボランティアとは何をすることが正解なんだろうと思い込んでいましたが、自分ができることを

する、という気づきを得られました。（社会学部・２年次生）

（２）テーマ別講座「～知る！聴く！広がる！～ボラcafé 2022」

　ボランティア活動は多岐にわたるが、その背景にある社会問題等について深く知らないという学

生は少なくないと思われる。そこで、平日のお昼休みに本セミナーを実施することで気軽に関心の

ある内容を学べる機会を創出することを目的として開講した。

　各回とも30分という短い時間でありながら、講師からは興味深いお話をしていただき、受講学

生の今後のボランティア活動につながる講座となった。

　　日　　時　 【第１回】５月９日（月）12時20分〜12時50分

　　　　　　　 【第２回】５月11日（水）12時20分〜12時50分

　　テ ー マ　 【第１回】献血　

　　　　　　　 【第２回】防災

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館1階ピアエリア

　　講　　師　 【第１回】大阪府赤十字血液センター

　　　　　　　　　　　　献血推進課　屋田  千有紀　氏

　　　　　　　 【第２回】吹田市総務部 危機管理室　大槻　仁　氏

　　受講者数 【第１回】11名／【第２回】７名

　　受講者の声

【第１回】思っていたより献血を必要とされる方がたくさんいたことに驚きました。自分は医者に

はなれないけど、献血という行動で命を救えるということは大変誇らしいことだと思います。（政

策創造学部・２年次生）

【第２回】この講座を受講したことで、改めて防災について考える良い機会になりました。食料を普段か

らローリングストックをしておくなど、もしもの場合の備えを見直そうと思います。（法学部・１年次生）

　　日　　時　 【第１回】10月11日（火）12時20分〜12時50分

　　　　　　　 【第２回】10月13日（木）12時20分〜12時50分

　　テ ー マ　 【第１回】防災

　　　　　　　 【第２回】動物愛護

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館1階ピアエリア

　　講　　師　 吹田市総務部 危機管理室　菊地  祥吾　氏

　　　　　　　 大阪ねこの会　荒井  りか　氏

　　受講者数　 【第１回】13名／【第２回】11名

　　受講者の声

【第１回】吹田市の防災について詳しく勉強できてよかったです。改めて自分の防災意識を高める

きっかけになりました。（システム理工学部・２年次生）

【第２回】今まで何となくしか知らなかったことについて、より具体的な数字を聞けたことで危機

意識が高まりました。保護猫譲渡会のお手伝いなど、自分にできることを積極的に探して活動して

いきたいと思いました。（法学部・２年次生）

（３）テーマ別講座「関大生が考える環境ボランティアの未来
　　　　～未来のために知っておきたい海とプラスチックの話～」

　淀川掃除や琵琶湖湖岸の特定外来生物駆除活動などの各種プログラム

を実施している中で、ゴミ問題と向き合い、環境問題について改めて学

ぶことで、環境保全活動の意義を再確認することを目的として開講した。

　当日は、プラスチック汚染とは何か、日本の廃棄物処理の現状や「亀

岡市ゼロエミッション計画」を策定した京都府亀岡市の取り組み、世界

でのレジ袋削減への取り組み等について伺った。

　講演後のグループワークや質疑応答の時間を通じて、様々な視点から

プラスチックゴミ問題について考える機会となった。

　　日　　時　 ５月12日（木）16時20分～ 17時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎E101教室／オンライン（Zoom）

　　講　　師　 大阪商業大学公共学部 准教授　原田 禎夫　氏

　　受講者数　 15名（学内受講者10名、オンライン受講者５名）

　　受講者の声

　・日本は世界に比べゴミの処理はしっかりしていると思っていたが、実際はその逆で世界に遅れを

とっているという事実に驚きました。（システム理工学部・１年次生）

　・海外に比べて日本の環境保全に対する意識が低いことや、鳥のおなかの中から出てきたプラス

チックゴミの多くが日本からのものだということなどを知り、少し複雑な気持ちになりました。

水筒やマイバッグを持ち歩くなど、自分に出来ることを意識的に行いたいと思います。（法学部・

２年次生）

（４）コミュニケーションスキルアップ講座「ほめる達人」講座（全３回）

　SNSが普及し、匿名で他者を傷つけることが容易で、他者との関わり

自体が希薄になっている今の学生は、日常生活でお互いを認め合い、「ほ

める」機会が少なくなっているのではないだろうか。

　「ほめる」ことを「価値を発見して伝える」ことと捉え、お世辞では

なく心の底から相手の良さを見出して伝える技術を学び、学生生活を充

実させるコミュニケーション力の向上を目的として開講した。

　第１回は、ほめる基本ポイントから普段の会話でも相手をほめる「言

葉選び」を意識することについて、第２回では言葉を使わずに仕草でほ

める方法や話の聴き方、「ふた言あいさつ」等について、第３回では「ほ

め達！」検定3級試験問題から「価値の創造」「価値の発見」「人生の価

値を伝える」の３項目について伺った。

　様々なワークを通して自分自身を見つめなおすきっかけを得る機会となった。

　　日　　時　 ６月15日、22日、29日（全３回・毎週水曜日）16時20分〜17時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館４階ミーティングルーム

　　講　　師　 日本ほめる達人協会 理事長　西村 貴好　氏

　　受講者数　 延べ201名（15日69名、22日71名、29日61名）

　　受講者の声

　・周りは自分を写す鏡だということが印象に残りました。何をするにしても笑うことが自分も周り

も１番幸せになるのかなと感じました。（人間健康学部・２年次生）

　・思考を巡らすことの大切さを学べました。挨拶の大切さや努力が、自分自身を磨いていくのだと

わかりました。（法学部・１年次生）

　・自分が思ってもいなかった発見が沢山ありました。今回教えて頂いた内容を日常生活の中でぜひ

活用していきたいです。（文学部・３年次生）

（５）災害ボランティアガイダンス2022

　コロナ禍で実際に被災地で活動を行うことはできないものの、学生の

災害ボランティア活動に対する意識を高め、実際のボランティア経験を

聞くことで、今後学生がより良い意思決定ができるように支援すること

を目的として開講した。

　講演では、実際に災害ボランティア活動に参加されたときの写真や、

災害ボランティア活動に参加するために必要な準備物も紹介され、参加

者が現地の状況をイメージしやすい講演であった。また、災害ボランティ

ア活動は、一般的によく聞くがれき撤去だけではなく、現地にある災害

ボランティアセンターの運営や補助等、いろいろな災害ボランティア活

動の形があることを紹介していただいた。現地での活動に参加すること

に抵抗を感じている学生にとっても興味が持てる内容であった。

　また、KUMCからは、2019年度以前に行った「東北ツアー」について発表があった。大学生が

実際に活動した災害ボランティア活動として、参加者の意欲に繋がる機会となった。

　　日　　時　 ７月６日（水）16時20分〜17時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎C201教室／オンライン（Zoom）

　　講　　師　 社会福祉法人 大阪ボランティア協会　紺屋 仁志　氏

　　　　　　　 学生団体KUMC　溝端 峻　氏

　　受講者数 14名（学内受講者７名、オンライン７名）

　　受講者の声

　・意外と手続きや準備が多くて、軽い気持ちで災害ボランティアに参加するものではないのだと感

じました。（化学生命工学部・１年次生）

　・災害ボランティアの経験が、実際に自分が被災したときに役立つとおっしゃっていて、自分のた

めに参加してもいいんだと思いました。（化学生命工学部・１年次生）

　・災害ボランティア活動に参加することで、被災地の方にとっては寧ろ、迷惑を掛けてしまう行動

がたくさんあることを知って驚きました。（社会学部・１年次生）

（６）３大学連携オンライン講座
　　　　「琵琶湖ツーリズム！〜大学生で考える環境ボランティアの未来2022〜」

　10月に行う駆除活動の前に、特定外来生物が環境に与える影響や現

状、環境保護のために私たちができることなどを学ぶことを目的として、

琵琶湖の環境保全をテーマに開講した。

　講演では、主に、琵琶湖や河川などの水際に生息し、琵琶湖の生態系

だけでなく地域の生活へ被害を及ぼす特定外来生物「オオバナミズキン

バイ」や「ナガエツルノゲイトウ」などの特定外来生物の対策や具体的

な駆除活動について、講師の経験談をまじえて分かりやすい講演であっ

た。

　終了後は法政大学と明治大学の学生も交えて小グループに分かれ、意

見交換と交流の時間を設け、普段関わる機会の少ない他大学との交流の

機会となった。

　　日　　時　 ９月14日（水）13時30分〜15時30分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎C204教室／オンライン（Zoom）

　　講　　師　 滋賀県立琵琶湖博物館 特別研究員

　　　　　　　 滋賀県琵琶湖環境部自然環境保全課 副主幹　中井 克樹　氏

　　受講者数　 30名（学生スタッフ18名、法政大学10名、明治大学２名）

　　内　　容　 特定外来生物への対策と駆除活動についての講義、他大学との交流

　　受講者の声

　・琵琶湖の環境の状況や外来種についてたくさんの新しい学びがあり、人間がもたらした外来種の

問題は人間が責任を持って解決に努めなければならないと思いました。他大学の方と関わる貴重

な経験ができてよかったです。（関西大学・１年次生）

　・外来生物、植物が全て悪いものではなく、影響力の違いによって駆除した方が良いものなどの基

準があることを知りました。また、外来種を個人で所有すること自体が非常に良くないことだと

分かったので、来月の活動は気を引き締めて行いたいと思います。（法政大学・４年次生）

　・外来種という名前の括りだけで全てを排斥しないといけないと思うが、在来種であっても駆除し

なくてはならないものがあること、外来種でも人の役に立っているものがあることを知り、外来

種だからというだけで判断することは危険だと分かりました。（明治大学・２年次生）

（７）テーマ別講座「避難所運営疑似体験（HUG）」

　学生スタッフ養成合宿で行った避難所運営ゲームHUGを本学学生に向

けて行うことで、広く防災意識を高めてもらうことを目的として開講し

た。

　この疑似体験を通して、多種多様な人に寄り添うことの難しさや大切

さを知り、各個人の思考力や対応力を高める機会となった。また、本学

安全管理課課長にも参加していただき、学生に対して専門部署の立場か

ら助言をいただき、より深い学びを得ることとなった。

　　日　　時　 10月12日（水）14時40分〜16時10分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎C301教室

　　講　　師　 関西大学ボランティアセンター学生スタッフおよび職員

　　受講者数　 ８名（本学学生７名、職員１名）

　　受講者の声

　・地震が起こった際に何か役に立つと思ったから参加しました。次の機会があれば、もう少し深く

運営について考えてみたいと思います。（法学部・３年次生）

　・ゲームでは様々な状況の方々が登場して、災害時の事を少し考えることができました。安全管理

課の方は私たち大学生にはない視点を多く持ち合わせていて、とても勉強になりました。（環境

都市工学部・２年次生）
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　ボランティアセンターでは、関西大学が掲げるカーボンニュートラルに貢献できる人材育成をめざ

し、本学学生が環境意識を高めるきっかけづくりとして、環境保全活動への参加及び参画機会を促進

するための環境保全事業を実施している。

（１）環境保全事業

①　淀川掃除
　2007年５月11日に市民団体である「淀川掃除に学ぶ会」の

会長から、同会が毎月第１日曜日に実施している淀川掃除のボ

ランティア募集についての協力依頼があった。同年８月にボラ

ンティアセンター職員とともに活動に参加して以降、関大生に

対して行う「ボランティア体験ツアー」と位置づけ、これまで

継続して実施している。

　2011年１月21日には、本センター学生スタッフが国土交通

省近畿地方整備局淀川河川事務所長より「淀川サポーター※」

に認定された。また、本事業が2011年度で５年目を迎えた記

念として、本学と連携協定を締結しているミズノ株式会社及び

体育会本部等の協力を得て、「淀川大掃除～みんなの力で輝く

淀川～」を300名規模で６年に渡り開催した。その後、大掃除

の場所を大和川に移したことから、2017年度以降は淀川掃除

として年に複数回実施している。

　参加者数は2022年度末に累計で約7,100名となった。関大

生にとって「気軽に参加できるボランティア」であり、親しみ

のある活動として定着している。

※淀川サポーターとは：淀川サポート制度のもと、淀川河川事務所が管理する一定区間で定期的に清掃など
環境保全整備活動を行っている団体を認定し、支援する制度。清掃道具の貸し出しなどの支援が受けられる。

②　大和川大掃除
　2007年度から行ってきた淀川掃除と、2011年度から開催している年１回の淀川大掃除で継続

的に活動を続けてきたことが実を結び、清掃エリアのゴミが大人数で掃除する必要がないほどにま

で減少した。

　これにより、2017年度から、大掃除の場所を淀川河川敷から本学堺キャンパスの近くを流れる

大和川河川敷へと移すこととなり、2018年度の参加者は500名を超えた。新型コロナウイルス感

染拡大の影響により、３年ぶりとなった2021年度は、規模を縮小して約80名の参加があった。

2022年度「第４回大和川大掃除～未来につなげよう300人の小さな一歩～」を開催する予定だっ

たが、雨天のため中止となった。

③　琵琶湖の保全活動
　ボランティアセンター開設時より清掃ボランティアに取り組

み、多くの関大生が環境について考える場となった「淀川」の

源流が琵琶湖である。この他、芥川（高槻市）の清掃やアユの

産卵場整備、特定外来生物ミズヒマワリの駆除活動など、琵琶

湖を源流とする淀川水系で多様なボランティア活動を展開して

きた。2017年度には「認定NPO法人 びわこ豊穣の郷」が取

り組んでいる特定外来生物「オオバナミズキンバイ」の駆除活

動に参加した。

　公益財団法人 電通育英会の助成事業に2020年度の助成事業

に採択された『琵琶湖の生態系を守るために、「オオバナミズ

キンバイ」の駆除活動及び清掃活動を行い、関西大学、法政大学、

明治大学の学生が共同し、理論と実践から環境保全活動の未来

を考える。』をテーマとする活動は、2020年度末までの実施

予定であったが、新型コロナウイルス感染症拡大のため、活動は2021年度に繰り延べた。

　助成事業は2021年度で終了したが、2022年度も３大学連携事業として琵琶湖の保全活動に引

き続き取り組んでいる。

   日　程 　　　　　　　　　　　　　　事　業　名

 ７月１日（金） びわ湖を美しくする運動

 ９月14日（水） ３大学連携オンライン講座「琵琶湖ツーリズム！～大学生で考える環境ボラ 

   ンティアの未来2022 ～」

10月11日（火） 琵琶湖ツーリズム！～大学生で考える環境ボランティアの未来2022（実践編）〜

   事前説明会

10月16日（日） 琵琶湖ツーリズム！～大学生で考える環境ボランティアの未来2022（実践編）〜

（２）連携事業

①　奈良県明日香村との地域連携事業
　明日香村は数々の日本の歴史的遺産を保有する地域である。

1972年の高松塚古墳の発掘調査は、本学の故 網干名誉教授（明

日香村名誉村民）の指揮のもと行われ、石室や壁画の発見をは

じめとして、本学が明日香村と長きにわたり親密な関係を築く

礎となった。

　2006年に改めて締結された「明日香村と関西大学との地域

連携に関する協定」に基づき、継続的な事業として連携を深め

ている。

➢ 飛鳥光の回廊

　2011年度に本学地域連携センターを通じて学生ボラン

ティアの協力依頼があり、明日香村の各地をキャンドルでラ

イトアップする「飛鳥光の回廊」に毎年参加していたが、新

型コロナウイルス感染症拡大の影響で２年振りの参加となっ

た。2022年度は「明日香をともす「和」のひかり」をテー

マに実施した。

➢ 飛鳥ハーフマラソン

　2021年度に明日香村で初めて開催された飛鳥ハーフマラ

ソンに、引き続き2022年度も給水ボランティアとして参加

した。

②　淀川河川事務所との連携事業
　2022年10月、淀川河川事務所より「淀川大塚地区魅力発見

プロジェクト」への協力依頼があり、長年にわたって淀川掃除

に取り組んできた縁や、学生スタッフが淀川サポーターとして認定されていることから本プロジェ

クトへ参画することとなった。

➢ 西中島クリスマスマーケット2022

　ジャズの生演奏やキッチンカーの販売などが楽しめるクリスマスイベントにおいて、LEDキャ

ンドルを使ったクリスマスイルミネーションを点灯させて河川公園の魅力を発信する予定だった

が、雨天のため中止となった。

➢ さくらであい館イルミネーション

　クリスマスマーケットで使用する予定であったイルミネーションを活用し、宇治川と木津川が

合流する背割堤地区にある「さくらであい館」開館６周年を記念して、桜色に染めるライトアッ

プを行った。

➢ オオツカザダンカイ

　大塚地区に関わりの深い方々の顔合わせと意見交換の場として開催された。当日は、20名以

上が集まり各団体の活動内容や大塚地区をより盛り上げていくための意見交換を行った。座談会

終了後は、希望者でワンド（湾処と呼ばれる川の水が陸地に入り込んでいる場所）を歩き、ゴミ

の現状などを知る機会となった。

③　NPO法人 花と緑のまちづくり 高槻景観園芸クラブ

との連携事業
　当団体はJR高槻駅～市役所周辺、阪急高槻市駅～高槻城公

園へ至る街路、高槻城公園内の花壇の植栽を行っており、高槻

市内の緑化重点地区を中心に花と緑で街を彩り、景観の向上に

繋がる活動をしている。高槻市からの依頼を受け、2017年度

からボランティア体験ツアー「高槻景観美化ボランティア」の

名のもと、地域の方との交流と活動を通して身近な環境美化に

ついて考える機会となることから、連携事業を開始した。

④　吹田市との連携事業
　2018年度より吹田市から依頼を受け、西農園のご協力のも

と、吹田市の特産物である「吹田くわい」の植え付け、除草、

収穫のお手伝いを行っている。2022年度は、植え付けと収穫

のお手伝いを行った。

⑤　大阪家庭裁判所との連携事業
　2005年、大阪家庭少年友の会（元保護司等の団体）が実施母体となって大阪家庭裁判所におい

て行われている「試験観察中の非行少年への学習指導」ボランティアプログラムである。当活動は

開始から17年目を迎える取り組みであり、一般的なボランティアより活動の責任が重く、特別な

配慮や知識が必要になるが、学生にとって非常に大きな経験となる。

　当活動においては、学生にとっても真摯に取り組むインセンティブとなっており、家庭裁判所調

査官と大阪家庭少年友の会の両者によって、学生たちが活動しやすいように様々な工夫を検討して

いただいている。

学生募集及びボランティア登録のプロセス

①ボランティアセンターが法学部（刑事法、親族・相続法など裁判所関

連）、社会学部（心理学関連）、政策創造学部（刑法、刑事政策）、大

学院心理学研究科などの教員へ協力依頼を行う。

②教員に推薦された学生のみ、登録手続きに進む。

③登録した学生への大阪家庭裁判所調査官等による研修を実施する。

④少年の都合に合わせ活動計画を調査官とともに相談する。

　研修・施設見学

   日　程 　　　　　　　　　　　　　　事　業　内　容

 ６月１日（水） オリエンテーション（場所：ホテルプリムローズ大阪２階羽衣の間）

＜参加者数＞24名（学生ボランティア７名、ボランティアセンター職員２名、

友の会学生ボランティア委員13名、家庭裁判所調査官２名）

＜内　　容＞調査官からの試験観察制度・少年審判・学習指導についての説

明を受け、質疑応答を行った。

10月28日（金） 情報交換会（場所：オンライン（Zoom）

   ＜参加者数＞学生ボランティア３名

＜内　　容＞学習指導実績のある学生から実際の活動例と工夫を紹介し、質

疑応答を行った。

 ３月２日（木） 活動報告会（場所：ホテルプリムローズ大阪２階鳳凰の間）

＜参加者数＞24名（学生ボランティア4名、ボランティアセンター職員２名、

友の会学生ボランティア委員16名、家庭裁判所調査官２名）

＜内　　容＞学習指導実績のある学生から少年の活動内容と感想を述べあ

い、調査官を交えて意見交換を行った。

学習指導を実施した学生ボランティアの感想

〇指導回数：６回（高３担当）

　少年は、全日制から通信制に移った高校生で、年齢は高校３年生に該当するが、学力レベルは高

校１年生レベルも難しいということでした。７月末から10月中旬まで２週間に１回程度の頻度で

計６回学習指導を行い、その中で①自分で考えて解決することを体験させる　②分からないことが

あれば分からないから教えてほしいと意思表示できるようにするという２点を目的としていまし

た。

　少年が建築関係の仕事に興味があるということで、最初は数学を指導しました。それ以外にも気

温や通っている学校について話すなどコミュニケーションを行い、打ち解けていきました。２回目

以降は、目的である分からないことがあれば教えてほしいと意思表示できるようにするということ

を達成できるように、学習内容の説明を行った後は、自分で問題を解いてもらい適宜質問をしても

らうという方法で進めていきました。

　今回初めての経験としては、保護者の方が家での勉強方法や少年との接し方に困るときがあると

いうことで、調査官立ち会いのもと第３回目学習指導時の冒頭10分間の様子を見学してもらいま

した。

　集中して学習している様子も見て取ることができ、最後には少年から質問してくれるなど良い関

係性を築くことができたのではないかと思っています。少年が今後どのような進路を選ぶことに

なっても、今回の学習指導が何か役に立っているといいなと思いました。

〇指導回数：３回（高１担当）

　初回の学習指導では、調査官が用意してくれた小学校５年生の算数の教科書から少数点のある足

し算や引き算を中心に一緒に解きました。小数点の概念や、位をそろえて計算することを工夫して

指導を行いました。少年は、毎回家で先に問題を解いてきてくれており、自宅でも頑張ろうとして

くれている様子が伝わり嬉しかったです。

　今回の学習指導で心掛けていたことは、少年に「自分はやればできる」と自信をもってもらうよ

うに進めることです。漢字や数学に苦手意識をもっているようだったので、解けたときには「いいね」

「さすが」など少年自身を褒めるように意識し、間違えたときには「この問題は難しいね」「ここの

数字が間違っているね」と少年ではなくモノを対象に指摘するように意識しました。

　少年はとても字がきれいで丁寧に書くことができ、漢字の書き順も正確で一度学んだことはでき

るようになるなど理解力がありました。少年は10月から学校に通い始めることが決まっています。

「自分はやればできる」と信じて、これからも頑張ってほしいと思います。

〇指導回数：３回（高２担当）

　担当調査官と事前打合せを行い、少年の特徴を把握し、学習内容を決定しました。事前打合せに

よると、少年は勉強が苦手で、わかっていなくてもわかったふりをしてしまうということだったの

で、ひとつひとつの問題でなぜ間違ったのかだけでなく、どのようにして答えにたどり着いたのか

まで確認を行うようにしました。また、勉強が楽しいと思ってもらえるように、些細なことでも褒

めるように意識して取り組みました。学習指導全体の注意点として、話の中で文の主語や文そのも

のが長くなってしまうと話をしっかりと理解するのが難しいということで、できるだけ簡潔に具体

例を用いて説明することを意識しました。

　少年は対人関係に問題を抱えており、特に自分の意見をなかなか発信できないとのことでしたが、

実際に会って話をしてみると、きちんと受け答えをしてくれました。しかし、「はい」「いいえ」で

答えられる質問ではなく、自分の意見を言うとなると発言できない場面が見受けられたため、少年

との会話の際はできるだけオープンクエスチョンを用いてやりとりを行いました。学習指導の回数

を重ねるごとに、「はい」「いいえ」だけでなく、自分の考えを伝えてくれるようになり、さらには

個人的なことも自分から話してくれるようになりました。初回と比べると、最後には少年との距離

がかなり縮まっていたように思えて嬉しかったです。

　学習に対してもとても意欲的に取り組んでくれて、わからなかった問題が解けるようになること

を楽しんでくれていたように感じました。最初は苦戦していた問題も最後には自力で解けるように

なっていて、勉強を教える立場として１番嬉しいことでした。今まで勉強してきたことや塾講師を

続けてきた経験を活かして誰かの役に立ちたいと参加した今回のボランティアでしたが、この学習

指導を通して、少年が少しでも勉強を楽しいと思ってくれていたら、また、ロールモデルとしてお

手本になれていたら幸いです。

家庭裁判所調査官からの総括コメント

　〇橋本調査官

　大阪家庭少年友の会の学習指導ボランティアの大きな目標は「少年の立ち直りの支援」です。み

なさんの発表を聞いていると、学習に対してどんどん意欲的になっている少年の様子がわかりまし

た。

　また、みなさんが少年に対してとても肯定的なまなざしをむけてくれていたんだなということを

感じることができました。少年は周囲から否定的なまなざしを向けられることも珍しくありません。

みなさんからの肯定的なまなざしによって、少年の中にあたたかい気持ちが残り、学習指導の間の

変化だけでなくもう少し先にでてくる良い変化があると思います。少年の今後についてみなさんに

お伝えできないのが残念ではありますが、良い変化があるんだなと思って、たまに少年のことを思

い出してもらえたらと思います。

※文中で女子を「少年」と表記しているが、例えば少年法では「満20歳に満たない者」を指し、

児童福祉法では「小学校就学の始期から満18歳に達するまでの者」を指す。いずれも男子と女子

を含んでいる。

　ボランティアセンターでは、ボランティアに関わるきっかけづくりとしての講座や、コミュニケー

ション能力の向上のための講座などを実施している。

（１）ボランティアセミナー 2022

　ボランティア活動という言葉は知っていても、具体的にどのような活

動なのか分からないという学生が多いと考え、活動のやりがいや楽しさ

を伝え、活動に対する不安や疑問を解消させることで、ボランティア活

動への参加を促すことを目的として開講した。

　当日はボランティアの基本的な概念や理論、講師の経験談などをお話

しいただいた。また、グループワークで参加学生の経験談や講座を受け

た感想を共有することで、ボランティアに対しての考えを深めた。最後

に、学生がボランティアセンターを気軽に利用できるように、ボランティ

アセンターで受けられるサービス等の紹介を行った。

　　日　　時　 ５月９日（月）16時30分〜18時00分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎C506教室／オンライン（Zoom）

　　講　　師　 京都光華女子大学健康学部医療福祉学科社会福祉専攻 教授

　　　　　　　 社会福祉士　石井 祐理子　氏

　　受講者数　 83名（学内受講者８名、オンライン受講者６名、オンデマンド視聴69名）

　　受講者の声

　・色んな人と関わりがあって、自分の常識が当たり前でないと言っていたのは共感できました。（環

境都市工学部・１年次生）

　・ボランティアとは何をすることが正解なんだろうと思い込んでいましたが、自分ができることを

する、という気づきを得られました。（社会学部・２年次生）

（２）テーマ別講座「～知る！聴く！広がる！～ボラcafé 2022」

　ボランティア活動は多岐にわたるが、その背景にある社会問題等について深く知らないという学

生は少なくないと思われる。そこで、平日のお昼休みに本セミナーを実施することで気軽に関心の

ある内容を学べる機会を創出することを目的として開講した。

　各回とも30分という短い時間でありながら、講師からは興味深いお話をしていただき、受講学

生の今後のボランティア活動につながる講座となった。

　　日　　時　 【第１回】５月９日（月）12時20分〜12時50分

　　　　　　　 【第２回】５月11日（水）12時20分〜12時50分

　　テ ー マ　 【第１回】献血　

　　　　　　　 【第２回】防災

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館1階ピアエリア

　　講　　師　 【第１回】大阪府赤十字血液センター

　　　　　　　　　　　　献血推進課　屋田  千有紀　氏

　　　　　　　 【第２回】吹田市総務部 危機管理室　大槻　仁　氏

　　受講者数 【第１回】11名／【第２回】７名

　　受講者の声

【第１回】思っていたより献血を必要とされる方がたくさんいたことに驚きました。自分は医者に

はなれないけど、献血という行動で命を救えるということは大変誇らしいことだと思います。（政

策創造学部・２年次生）

【第２回】この講座を受講したことで、改めて防災について考える良い機会になりました。食料を普段か

らローリングストックをしておくなど、もしもの場合の備えを見直そうと思います。（法学部・１年次生）

　　日　　時　 【第１回】10月11日（火）12時20分〜12時50分

　　　　　　　 【第２回】10月13日（木）12時20分〜12時50分

　　テ ー マ　 【第１回】防災

　　　　　　　 【第２回】動物愛護

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館1階ピアエリア

　　講　　師　 吹田市総務部 危機管理室　菊地  祥吾　氏

　　　　　　　 大阪ねこの会　荒井  りか　氏

　　受講者数　 【第１回】13名／【第２回】11名

　　受講者の声

【第１回】吹田市の防災について詳しく勉強できてよかったです。改めて自分の防災意識を高める

きっかけになりました。（システム理工学部・２年次生）

【第２回】今まで何となくしか知らなかったことについて、より具体的な数字を聞けたことで危機

意識が高まりました。保護猫譲渡会のお手伝いなど、自分にできることを積極的に探して活動して

いきたいと思いました。（法学部・２年次生）

（３）テーマ別講座「関大生が考える環境ボランティアの未来
　　　　～未来のために知っておきたい海とプラスチックの話～」

　淀川掃除や琵琶湖湖岸の特定外来生物駆除活動などの各種プログラム

を実施している中で、ゴミ問題と向き合い、環境問題について改めて学

ぶことで、環境保全活動の意義を再確認することを目的として開講した。

　当日は、プラスチック汚染とは何か、日本の廃棄物処理の現状や「亀

岡市ゼロエミッション計画」を策定した京都府亀岡市の取り組み、世界

でのレジ袋削減への取り組み等について伺った。

　講演後のグループワークや質疑応答の時間を通じて、様々な視点から

プラスチックゴミ問題について考える機会となった。

　　日　　時　 ５月12日（木）16時20分～ 17時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎E101教室／オンライン（Zoom）

　　講　　師　 大阪商業大学公共学部 准教授　原田 禎夫　氏

　　受講者数　 15名（学内受講者10名、オンライン受講者５名）

　　受講者の声

　・日本は世界に比べゴミの処理はしっかりしていると思っていたが、実際はその逆で世界に遅れを

とっているという事実に驚きました。（システム理工学部・１年次生）

　・海外に比べて日本の環境保全に対する意識が低いことや、鳥のおなかの中から出てきたプラス

チックゴミの多くが日本からのものだということなどを知り、少し複雑な気持ちになりました。

水筒やマイバッグを持ち歩くなど、自分に出来ることを意識的に行いたいと思います。（法学部・

２年次生）

（４）コミュニケーションスキルアップ講座「ほめる達人」講座（全３回）

　SNSが普及し、匿名で他者を傷つけることが容易で、他者との関わり

自体が希薄になっている今の学生は、日常生活でお互いを認め合い、「ほ

める」機会が少なくなっているのではないだろうか。

　「ほめる」ことを「価値を発見して伝える」ことと捉え、お世辞では

なく心の底から相手の良さを見出して伝える技術を学び、学生生活を充

実させるコミュニケーション力の向上を目的として開講した。

　第１回は、ほめる基本ポイントから普段の会話でも相手をほめる「言

葉選び」を意識することについて、第２回では言葉を使わずに仕草でほ

める方法や話の聴き方、「ふた言あいさつ」等について、第３回では「ほ

め達！」検定3級試験問題から「価値の創造」「価値の発見」「人生の価

値を伝える」の３項目について伺った。

　様々なワークを通して自分自身を見つめなおすきっかけを得る機会となった。

　　日　　時　 ６月15日、22日、29日（全３回・毎週水曜日）16時20分〜17時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館４階ミーティングルーム

　　講　　師　 日本ほめる達人協会 理事長　西村 貴好　氏

　　受講者数　 延べ201名（15日69名、22日71名、29日61名）

　　受講者の声

　・周りは自分を写す鏡だということが印象に残りました。何をするにしても笑うことが自分も周り

も１番幸せになるのかなと感じました。（人間健康学部・２年次生）

　・思考を巡らすことの大切さを学べました。挨拶の大切さや努力が、自分自身を磨いていくのだと

わかりました。（法学部・１年次生）

　・自分が思ってもいなかった発見が沢山ありました。今回教えて頂いた内容を日常生活の中でぜひ

活用していきたいです。（文学部・３年次生）

（５）災害ボランティアガイダンス2022

　コロナ禍で実際に被災地で活動を行うことはできないものの、学生の

災害ボランティア活動に対する意識を高め、実際のボランティア経験を

聞くことで、今後学生がより良い意思決定ができるように支援すること

を目的として開講した。

　講演では、実際に災害ボランティア活動に参加されたときの写真や、

災害ボランティア活動に参加するために必要な準備物も紹介され、参加

者が現地の状況をイメージしやすい講演であった。また、災害ボランティ

ア活動は、一般的によく聞くがれき撤去だけではなく、現地にある災害

ボランティアセンターの運営や補助等、いろいろな災害ボランティア活

動の形があることを紹介していただいた。現地での活動に参加すること

に抵抗を感じている学生にとっても興味が持てる内容であった。

　また、KUMCからは、2019年度以前に行った「東北ツアー」について発表があった。大学生が

実際に活動した災害ボランティア活動として、参加者の意欲に繋がる機会となった。

　　日　　時　 ７月６日（水）16時20分〜17時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎C201教室／オンライン（Zoom）

　　講　　師　 社会福祉法人 大阪ボランティア協会　紺屋 仁志　氏

　　　　　　　 学生団体KUMC　溝端 峻　氏

　　受講者数 14名（学内受講者７名、オンライン７名）

　　受講者の声

　・意外と手続きや準備が多くて、軽い気持ちで災害ボランティアに参加するものではないのだと感

じました。（化学生命工学部・１年次生）

　・災害ボランティアの経験が、実際に自分が被災したときに役立つとおっしゃっていて、自分のた

めに参加してもいいんだと思いました。（化学生命工学部・１年次生）

　・災害ボランティア活動に参加することで、被災地の方にとっては寧ろ、迷惑を掛けてしまう行動

がたくさんあることを知って驚きました。（社会学部・１年次生）

（６）３大学連携オンライン講座
　　　　「琵琶湖ツーリズム！〜大学生で考える環境ボランティアの未来2022〜」

　10月に行う駆除活動の前に、特定外来生物が環境に与える影響や現

状、環境保護のために私たちができることなどを学ぶことを目的として、

琵琶湖の環境保全をテーマに開講した。

　講演では、主に、琵琶湖や河川などの水際に生息し、琵琶湖の生態系

だけでなく地域の生活へ被害を及ぼす特定外来生物「オオバナミズキン

バイ」や「ナガエツルノゲイトウ」などの特定外来生物の対策や具体的

な駆除活動について、講師の経験談をまじえて分かりやすい講演であっ

た。

　終了後は法政大学と明治大学の学生も交えて小グループに分かれ、意

見交換と交流の時間を設け、普段関わる機会の少ない他大学との交流の

機会となった。

　　日　　時　 ９月14日（水）13時30分〜15時30分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎C204教室／オンライン（Zoom）

　　講　　師　 滋賀県立琵琶湖博物館 特別研究員

　　　　　　　 滋賀県琵琶湖環境部自然環境保全課 副主幹　中井 克樹　氏

　　受講者数　 30名（学生スタッフ18名、法政大学10名、明治大学２名）

　　内　　容　 特定外来生物への対策と駆除活動についての講義、他大学との交流

　　受講者の声

　・琵琶湖の環境の状況や外来種についてたくさんの新しい学びがあり、人間がもたらした外来種の

問題は人間が責任を持って解決に努めなければならないと思いました。他大学の方と関わる貴重

な経験ができてよかったです。（関西大学・１年次生）

　・外来生物、植物が全て悪いものではなく、影響力の違いによって駆除した方が良いものなどの基

準があることを知りました。また、外来種を個人で所有すること自体が非常に良くないことだと

分かったので、来月の活動は気を引き締めて行いたいと思います。（法政大学・４年次生）

　・外来種という名前の括りだけで全てを排斥しないといけないと思うが、在来種であっても駆除し

なくてはならないものがあること、外来種でも人の役に立っているものがあることを知り、外来

種だからというだけで判断することは危険だと分かりました。（明治大学・２年次生）

（７）テーマ別講座「避難所運営疑似体験（HUG）」

　学生スタッフ養成合宿で行った避難所運営ゲームHUGを本学学生に向

けて行うことで、広く防災意識を高めてもらうことを目的として開講し

た。

　この疑似体験を通して、多種多様な人に寄り添うことの難しさや大切

さを知り、各個人の思考力や対応力を高める機会となった。また、本学

安全管理課課長にも参加していただき、学生に対して専門部署の立場か

ら助言をいただき、より深い学びを得ることとなった。

　　日　　時　 10月12日（水）14時40分〜16時10分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎C301教室

　　講　　師　 関西大学ボランティアセンター学生スタッフおよび職員

　　受講者数　 ８名（本学学生７名、職員１名）

　　受講者の声

　・地震が起こった際に何か役に立つと思ったから参加しました。次の機会があれば、もう少し深く

運営について考えてみたいと思います。（法学部・３年次生）

　・ゲームでは様々な状況の方々が登場して、災害時の事を少し考えることができました。安全管理

課の方は私たち大学生にはない視点を多く持ち合わせていて、とても勉強になりました。（環境

都市工学部・２年次生）



− 1 − − 2 − − 3 − − 4 − − 5 − − 6 −

− 7 − − 8 − − 9 − − 10 − − 11 − − 12 − − 13 − − 14 −

− 15 − − 16 − − 17 − − 18 − − 19 − − 20 − − 21 − − 22 −

− 23 − − 24 −

　ボランティアセンターでは、ボランティアに関わるきっかけづくりとしての講座や、コミュニケー

ション能力の向上のための講座などを実施している。

（１）ボランティアセミナー 2022

　ボランティア活動という言葉は知っていても、具体的にどのような活

動なのか分からないという学生が多いと考え、活動のやりがいや楽しさ

を伝え、活動に対する不安や疑問を解消させることで、ボランティア活

動への参加を促すことを目的として開講した。

　当日はボランティアの基本的な概念や理論、講師の経験談などをお話

しいただいた。また、グループワークで参加学生の経験談や講座を受け

た感想を共有することで、ボランティアに対しての考えを深めた。最後

に、学生がボランティアセンターを気軽に利用できるように、ボランティ

アセンターで受けられるサービス等の紹介を行った。

　　日　　時　 ５月９日（月）16時30分〜18時00分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎C506教室／オンライン（Zoom）

　　講　　師　 京都光華女子大学健康学部医療福祉学科社会福祉専攻 教授

　　　　　　　 社会福祉士　石井 祐理子　氏

　　受講者数　 83名（学内受講者８名、オンライン受講者６名、オンデマンド視聴69名）

　　受講者の声

　・色んな人と関わりがあって、自分の常識が当たり前でないと言っていたのは共感できました。（環

境都市工学部・１年次生）

　・ボランティアとは何をすることが正解なんだろうと思い込んでいましたが、自分ができることを

する、という気づきを得られました。（社会学部・２年次生）

（２）テーマ別講座「～知る！聴く！広がる！～ボラcafé 2022」

　ボランティア活動は多岐にわたるが、その背景にある社会問題等について深く知らないという学

生は少なくないと思われる。そこで、平日のお昼休みに本セミナーを実施することで気軽に関心の

ある内容を学べる機会を創出することを目的として開講した。

　各回とも30分という短い時間でありながら、講師からは興味深いお話をしていただき、受講学

生の今後のボランティア活動につながる講座となった。

　　日　　時　 【第１回】５月９日（月）12時20分〜12時50分

　　　　　　　 【第２回】５月11日（水）12時20分〜12時50分

　　テ ー マ　 【第１回】献血　

　　　　　　　 【第２回】防災

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館1階ピアエリア

　　講　　師　 【第１回】大阪府赤十字血液センター

　　　　　　　　　　　　献血推進課　屋田  千有紀　氏

　　　　　　　 【第２回】吹田市総務部 危機管理室　大槻　仁　氏

　　受講者数 【第１回】11名／【第２回】７名

　　受講者の声

【第１回】思っていたより献血を必要とされる方がたくさんいたことに驚きました。自分は医者に

はなれないけど、献血という行動で命を救えるということは大変誇らしいことだと思います。（政

策創造学部・２年次生）

【第２回】この講座を受講したことで、改めて防災について考える良い機会になりました。食料を普段か

らローリングストックをしておくなど、もしもの場合の備えを見直そうと思います。（法学部・１年次生）

　　日　　時　 【第１回】10月11日（火）12時20分〜12時50分

　　　　　　　 【第２回】10月13日（木）12時20分〜12時50分

　　テ ー マ　 【第１回】防災

　　　　　　　 【第２回】動物愛護

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館1階ピアエリア

　　講　　師　 吹田市総務部 危機管理室　菊地  祥吾　氏

　　　　　　　 大阪ねこの会　荒井  りか　氏

　　受講者数　 【第１回】13名／【第２回】11名

　　受講者の声

【第１回】吹田市の防災について詳しく勉強できてよかったです。改めて自分の防災意識を高める

きっかけになりました。（システム理工学部・２年次生）

【第２回】今まで何となくしか知らなかったことについて、より具体的な数字を聞けたことで危機

意識が高まりました。保護猫譲渡会のお手伝いなど、自分にできることを積極的に探して活動して

いきたいと思いました。（法学部・２年次生）

（３）テーマ別講座「関大生が考える環境ボランティアの未来
　　　　～未来のために知っておきたい海とプラスチックの話～」

　淀川掃除や琵琶湖湖岸の特定外来生物駆除活動などの各種プログラム

を実施している中で、ゴミ問題と向き合い、環境問題について改めて学

ぶことで、環境保全活動の意義を再確認することを目的として開講した。

　当日は、プラスチック汚染とは何か、日本の廃棄物処理の現状や「亀

岡市ゼロエミッション計画」を策定した京都府亀岡市の取り組み、世界

でのレジ袋削減への取り組み等について伺った。

　講演後のグループワークや質疑応答の時間を通じて、様々な視点から

プラスチックゴミ問題について考える機会となった。

　　日　　時　 ５月12日（木）16時20分～ 17時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎E101教室／オンライン（Zoom）

　　講　　師　 大阪商業大学公共学部 准教授　原田 禎夫　氏

　　受講者数　 15名（学内受講者10名、オンライン受講者５名）

　　受講者の声

　・日本は世界に比べゴミの処理はしっかりしていると思っていたが、実際はその逆で世界に遅れを

とっているという事実に驚きました。（システム理工学部・１年次生）

　・海外に比べて日本の環境保全に対する意識が低いことや、鳥のおなかの中から出てきたプラス

チックゴミの多くが日本からのものだということなどを知り、少し複雑な気持ちになりました。

水筒やマイバッグを持ち歩くなど、自分に出来ることを意識的に行いたいと思います。（法学部・

２年次生）

（４）コミュニケーションスキルアップ講座「ほめる達人」講座（全３回）

　SNSが普及し、匿名で他者を傷つけることが容易で、他者との関わり

自体が希薄になっている今の学生は、日常生活でお互いを認め合い、「ほ

める」機会が少なくなっているのではないだろうか。

　「ほめる」ことを「価値を発見して伝える」ことと捉え、お世辞では

なく心の底から相手の良さを見出して伝える技術を学び、学生生活を充

実させるコミュニケーション力の向上を目的として開講した。

　第１回は、ほめる基本ポイントから普段の会話でも相手をほめる「言

葉選び」を意識することについて、第２回では言葉を使わずに仕草でほ

める方法や話の聴き方、「ふた言あいさつ」等について、第３回では「ほ

め達！」検定3級試験問題から「価値の創造」「価値の発見」「人生の価

値を伝える」の３項目について伺った。

　様々なワークを通して自分自身を見つめなおすきっかけを得る機会となった。

　　日　　時　 ６月15日、22日、29日（全３回・毎週水曜日）16時20分〜17時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館４階ミーティングルーム

　　講　　師　 日本ほめる達人協会 理事長　西村 貴好　氏

　　受講者数　 延べ201名（15日69名、22日71名、29日61名）

　　受講者の声

　・周りは自分を写す鏡だということが印象に残りました。何をするにしても笑うことが自分も周り

も１番幸せになるのかなと感じました。（人間健康学部・２年次生）

　・思考を巡らすことの大切さを学べました。挨拶の大切さや努力が、自分自身を磨いていくのだと

わかりました。（法学部・１年次生）

　・自分が思ってもいなかった発見が沢山ありました。今回教えて頂いた内容を日常生活の中でぜひ

活用していきたいです。（文学部・３年次生）

（５）災害ボランティアガイダンス2022

　コロナ禍で実際に被災地で活動を行うことはできないものの、学生の

災害ボランティア活動に対する意識を高め、実際のボランティア経験を

聞くことで、今後学生がより良い意思決定ができるように支援すること

を目的として開講した。

　講演では、実際に災害ボランティア活動に参加されたときの写真や、

災害ボランティア活動に参加するために必要な準備物も紹介され、参加

者が現地の状況をイメージしやすい講演であった。また、災害ボランティ

ア活動は、一般的によく聞くがれき撤去だけではなく、現地にある災害

ボランティアセンターの運営や補助等、いろいろな災害ボランティア活

動の形があることを紹介していただいた。現地での活動に参加すること

に抵抗を感じている学生にとっても興味が持てる内容であった。

　また、KUMCからは、2019年度以前に行った「東北ツアー」について発表があった。大学生が

実際に活動した災害ボランティア活動として、参加者の意欲に繋がる機会となった。

　　日　　時　 ７月６日（水）16時20分〜17時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎C201教室／オンライン（Zoom）

　　講　　師　 社会福祉法人 大阪ボランティア協会　紺屋 仁志　氏

　　　　　　　 学生団体KUMC　溝端 峻　氏

　　受講者数 14名（学内受講者７名、オンライン７名）

　　受講者の声

　・意外と手続きや準備が多くて、軽い気持ちで災害ボランティアに参加するものではないのだと感

じました。（化学生命工学部・１年次生）

　・災害ボランティアの経験が、実際に自分が被災したときに役立つとおっしゃっていて、自分のた

めに参加してもいいんだと思いました。（化学生命工学部・１年次生）

　・災害ボランティア活動に参加することで、被災地の方にとっては寧ろ、迷惑を掛けてしまう行動

がたくさんあることを知って驚きました。（社会学部・１年次生）

（６）３大学連携オンライン講座
　　　　「琵琶湖ツーリズム！〜大学生で考える環境ボランティアの未来2022〜」

　10月に行う駆除活動の前に、特定外来生物が環境に与える影響や現

状、環境保護のために私たちができることなどを学ぶことを目的として、

琵琶湖の環境保全をテーマに開講した。

　講演では、主に、琵琶湖や河川などの水際に生息し、琵琶湖の生態系

だけでなく地域の生活へ被害を及ぼす特定外来生物「オオバナミズキン

バイ」や「ナガエツルノゲイトウ」などの特定外来生物の対策や具体的

な駆除活動について、講師の経験談をまじえて分かりやすい講演であっ

た。

　終了後は法政大学と明治大学の学生も交えて小グループに分かれ、意

見交換と交流の時間を設け、普段関わる機会の少ない他大学との交流の

機会となった。

　　日　　時　 ９月14日（水）13時30分〜15時30分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎C204教室／オンライン（Zoom）

　　講　　師　 滋賀県立琵琶湖博物館 特別研究員

　　　　　　　 滋賀県琵琶湖環境部自然環境保全課 副主幹　中井 克樹　氏

　　受講者数　 30名（学生スタッフ18名、法政大学10名、明治大学２名）

　　内　　容　 特定外来生物への対策と駆除活動についての講義、他大学との交流

　　受講者の声

　・琵琶湖の環境の状況や外来種についてたくさんの新しい学びがあり、人間がもたらした外来種の

問題は人間が責任を持って解決に努めなければならないと思いました。他大学の方と関わる貴重

な経験ができてよかったです。（関西大学・１年次生）

　・外来生物、植物が全て悪いものではなく、影響力の違いによって駆除した方が良いものなどの基

準があることを知りました。また、外来種を個人で所有すること自体が非常に良くないことだと

分かったので、来月の活動は気を引き締めて行いたいと思います。（法政大学・４年次生）

　・外来種という名前の括りだけで全てを排斥しないといけないと思うが、在来種であっても駆除し

なくてはならないものがあること、外来種でも人の役に立っているものがあることを知り、外来

種だからというだけで判断することは危険だと分かりました。（明治大学・２年次生）

（７）テーマ別講座「避難所運営疑似体験（HUG）」

　学生スタッフ養成合宿で行った避難所運営ゲームHUGを本学学生に向

けて行うことで、広く防災意識を高めてもらうことを目的として開講し

た。

　この疑似体験を通して、多種多様な人に寄り添うことの難しさや大切

さを知り、各個人の思考力や対応力を高める機会となった。また、本学

安全管理課課長にも参加していただき、学生に対して専門部署の立場か

ら助言をいただき、より深い学びを得ることとなった。

　　日　　時　 10月12日（水）14時40分〜16時10分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎C301教室

　　講　　師　 関西大学ボランティアセンター学生スタッフおよび職員

　　受講者数　 ８名（本学学生７名、職員１名）

　　受講者の声

　・地震が起こった際に何か役に立つと思ったから参加しました。次の機会があれば、もう少し深く

運営について考えてみたいと思います。（法学部・３年次生）

　・ゲームでは様々な状況の方々が登場して、災害時の事を少し考えることができました。安全管理

課の方は私たち大学生にはない視点を多く持ち合わせていて、とても勉強になりました。（環境

都市工学部・２年次生）

３　各種講座

石井先生  講義の様子 グループワークの様子
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　ボランティアセンターでは、ボランティアに関わるきっかけづくりとしての講座や、コミュニケー

ション能力の向上のための講座などを実施している。

（１）ボランティアセミナー 2022

　ボランティア活動という言葉は知っていても、具体的にどのような活

動なのか分からないという学生が多いと考え、活動のやりがいや楽しさ

を伝え、活動に対する不安や疑問を解消させることで、ボランティア活

動への参加を促すことを目的として開講した。

　当日はボランティアの基本的な概念や理論、講師の経験談などをお話

しいただいた。また、グループワークで参加学生の経験談や講座を受け

た感想を共有することで、ボランティアに対しての考えを深めた。最後

に、学生がボランティアセンターを気軽に利用できるように、ボランティ

アセンターで受けられるサービス等の紹介を行った。

　　日　　時　 ５月９日（月）16時30分〜18時00分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎C506教室／オンライン（Zoom）

　　講　　師　 京都光華女子大学健康学部医療福祉学科社会福祉専攻 教授

　　　　　　　 社会福祉士　石井 祐理子　氏

　　受講者数　 83名（学内受講者８名、オンライン受講者６名、オンデマンド視聴69名）

　　受講者の声

　・色んな人と関わりがあって、自分の常識が当たり前でないと言っていたのは共感できました。（環

境都市工学部・１年次生）

　・ボランティアとは何をすることが正解なんだろうと思い込んでいましたが、自分ができることを

する、という気づきを得られました。（社会学部・２年次生）

（２）テーマ別講座「～知る！聴く！広がる！～ボラcafé 2022」

　ボランティア活動は多岐にわたるが、その背景にある社会問題等について深く知らないという学

生は少なくないと思われる。そこで、平日のお昼休みに本セミナーを実施することで気軽に関心の

ある内容を学べる機会を創出することを目的として開講した。

　各回とも30分という短い時間でありながら、講師からは興味深いお話をしていただき、受講学

生の今後のボランティア活動につながる講座となった。

　　日　　時　 【第１回】５月９日（月）12時20分〜12時50分

　　　　　　　 【第２回】５月11日（水）12時20分〜12時50分

　　テ ー マ　 【第１回】献血　

　　　　　　　 【第２回】防災

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館1階ピアエリア

　　講　　師　 【第１回】大阪府赤十字血液センター

　　　　　　　　　　　　献血推進課　屋田  千有紀　氏

　　　　　　　 【第２回】吹田市総務部 危機管理室　大槻　仁　氏

　　受講者数 【第１回】11名／【第２回】７名

　　受講者の声

【第１回】思っていたより献血を必要とされる方がたくさんいたことに驚きました。自分は医者に

はなれないけど、献血という行動で命を救えるということは大変誇らしいことだと思います。（政

策創造学部・２年次生）

【第２回】この講座を受講したことで、改めて防災について考える良い機会になりました。食料を普段か

らローリングストックをしておくなど、もしもの場合の備えを見直そうと思います。（法学部・１年次生）

　　日　　時　 【第１回】10月11日（火）12時20分〜12時50分

　　　　　　　 【第２回】10月13日（木）12時20分〜12時50分

　　テ ー マ　 【第１回】防災

　　　　　　　 【第２回】動物愛護

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館1階ピアエリア

　　講　　師　 吹田市総務部 危機管理室　菊地  祥吾　氏

　　　　　　　 大阪ねこの会　荒井  りか　氏

　　受講者数　 【第１回】13名／【第２回】11名

　　受講者の声

【第１回】吹田市の防災について詳しく勉強できてよかったです。改めて自分の防災意識を高める

きっかけになりました。（システム理工学部・２年次生）

【第２回】今まで何となくしか知らなかったことについて、より具体的な数字を聞けたことで危機

意識が高まりました。保護猫譲渡会のお手伝いなど、自分にできることを積極的に探して活動して

いきたいと思いました。（法学部・２年次生）

（３）テーマ別講座「関大生が考える環境ボランティアの未来
　　　　～未来のために知っておきたい海とプラスチックの話～」

　淀川掃除や琵琶湖湖岸の特定外来生物駆除活動などの各種プログラム

を実施している中で、ゴミ問題と向き合い、環境問題について改めて学

ぶことで、環境保全活動の意義を再確認することを目的として開講した。

　当日は、プラスチック汚染とは何か、日本の廃棄物処理の現状や「亀

岡市ゼロエミッション計画」を策定した京都府亀岡市の取り組み、世界

でのレジ袋削減への取り組み等について伺った。

　講演後のグループワークや質疑応答の時間を通じて、様々な視点から

プラスチックゴミ問題について考える機会となった。

　　日　　時　 ５月12日（木）16時20分～ 17時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎E101教室／オンライン（Zoom）

　　講　　師　 大阪商業大学公共学部 准教授　原田 禎夫　氏

　　受講者数　 15名（学内受講者10名、オンライン受講者５名）

　　受講者の声

　・日本は世界に比べゴミの処理はしっかりしていると思っていたが、実際はその逆で世界に遅れを

とっているという事実に驚きました。（システム理工学部・１年次生）

　・海外に比べて日本の環境保全に対する意識が低いことや、鳥のおなかの中から出てきたプラス

チックゴミの多くが日本からのものだということなどを知り、少し複雑な気持ちになりました。

水筒やマイバッグを持ち歩くなど、自分に出来ることを意識的に行いたいと思います。（法学部・

２年次生）

（４）コミュニケーションスキルアップ講座「ほめる達人」講座（全３回）

　SNSが普及し、匿名で他者を傷つけることが容易で、他者との関わり

自体が希薄になっている今の学生は、日常生活でお互いを認め合い、「ほ

める」機会が少なくなっているのではないだろうか。

　「ほめる」ことを「価値を発見して伝える」ことと捉え、お世辞では

なく心の底から相手の良さを見出して伝える技術を学び、学生生活を充

実させるコミュニケーション力の向上を目的として開講した。

　第１回は、ほめる基本ポイントから普段の会話でも相手をほめる「言

葉選び」を意識することについて、第２回では言葉を使わずに仕草でほ

める方法や話の聴き方、「ふた言あいさつ」等について、第３回では「ほ

め達！」検定3級試験問題から「価値の創造」「価値の発見」「人生の価

値を伝える」の３項目について伺った。

　様々なワークを通して自分自身を見つめなおすきっかけを得る機会となった。

　　日　　時　 ６月15日、22日、29日（全３回・毎週水曜日）16時20分〜17時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館４階ミーティングルーム

　　講　　師　 日本ほめる達人協会 理事長　西村 貴好　氏

　　受講者数　 延べ201名（15日69名、22日71名、29日61名）

　　受講者の声

　・周りは自分を写す鏡だということが印象に残りました。何をするにしても笑うことが自分も周り

も１番幸せになるのかなと感じました。（人間健康学部・２年次生）

　・思考を巡らすことの大切さを学べました。挨拶の大切さや努力が、自分自身を磨いていくのだと

わかりました。（法学部・１年次生）

　・自分が思ってもいなかった発見が沢山ありました。今回教えて頂いた内容を日常生活の中でぜひ

活用していきたいです。（文学部・３年次生）

（５）災害ボランティアガイダンス2022

　コロナ禍で実際に被災地で活動を行うことはできないものの、学生の

災害ボランティア活動に対する意識を高め、実際のボランティア経験を

聞くことで、今後学生がより良い意思決定ができるように支援すること

を目的として開講した。

　講演では、実際に災害ボランティア活動に参加されたときの写真や、

災害ボランティア活動に参加するために必要な準備物も紹介され、参加

者が現地の状況をイメージしやすい講演であった。また、災害ボランティ

ア活動は、一般的によく聞くがれき撤去だけではなく、現地にある災害

ボランティアセンターの運営や補助等、いろいろな災害ボランティア活

動の形があることを紹介していただいた。現地での活動に参加すること

に抵抗を感じている学生にとっても興味が持てる内容であった。

　また、KUMCからは、2019年度以前に行った「東北ツアー」について発表があった。大学生が

実際に活動した災害ボランティア活動として、参加者の意欲に繋がる機会となった。

　　日　　時　 ７月６日（水）16時20分〜17時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎C201教室／オンライン（Zoom）

　　講　　師　 社会福祉法人 大阪ボランティア協会　紺屋 仁志　氏

　　　　　　　 学生団体KUMC　溝端 峻　氏

　　受講者数 14名（学内受講者７名、オンライン７名）

　　受講者の声

　・意外と手続きや準備が多くて、軽い気持ちで災害ボランティアに参加するものではないのだと感

じました。（化学生命工学部・１年次生）

　・災害ボランティアの経験が、実際に自分が被災したときに役立つとおっしゃっていて、自分のた

めに参加してもいいんだと思いました。（化学生命工学部・１年次生）

　・災害ボランティア活動に参加することで、被災地の方にとっては寧ろ、迷惑を掛けてしまう行動

がたくさんあることを知って驚きました。（社会学部・１年次生）

（６）３大学連携オンライン講座
　　　　「琵琶湖ツーリズム！〜大学生で考える環境ボランティアの未来2022〜」

　10月に行う駆除活動の前に、特定外来生物が環境に与える影響や現

状、環境保護のために私たちができることなどを学ぶことを目的として、

琵琶湖の環境保全をテーマに開講した。

　講演では、主に、琵琶湖や河川などの水際に生息し、琵琶湖の生態系

だけでなく地域の生活へ被害を及ぼす特定外来生物「オオバナミズキン

バイ」や「ナガエツルノゲイトウ」などの特定外来生物の対策や具体的

な駆除活動について、講師の経験談をまじえて分かりやすい講演であっ

た。

　終了後は法政大学と明治大学の学生も交えて小グループに分かれ、意

見交換と交流の時間を設け、普段関わる機会の少ない他大学との交流の

機会となった。

　　日　　時　 ９月14日（水）13時30分〜15時30分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎C204教室／オンライン（Zoom）

　　講　　師　 滋賀県立琵琶湖博物館 特別研究員

　　　　　　　 滋賀県琵琶湖環境部自然環境保全課 副主幹　中井 克樹　氏

　　受講者数　 30名（学生スタッフ18名、法政大学10名、明治大学２名）

　　内　　容　 特定外来生物への対策と駆除活動についての講義、他大学との交流

　　受講者の声

　・琵琶湖の環境の状況や外来種についてたくさんの新しい学びがあり、人間がもたらした外来種の

問題は人間が責任を持って解決に努めなければならないと思いました。他大学の方と関わる貴重

な経験ができてよかったです。（関西大学・１年次生）

　・外来生物、植物が全て悪いものではなく、影響力の違いによって駆除した方が良いものなどの基

準があることを知りました。また、外来種を個人で所有すること自体が非常に良くないことだと

分かったので、来月の活動は気を引き締めて行いたいと思います。（法政大学・４年次生）

　・外来種という名前の括りだけで全てを排斥しないといけないと思うが、在来種であっても駆除し

なくてはならないものがあること、外来種でも人の役に立っているものがあることを知り、外来

種だからというだけで判断することは危険だと分かりました。（明治大学・２年次生）

（７）テーマ別講座「避難所運営疑似体験（HUG）」

　学生スタッフ養成合宿で行った避難所運営ゲームHUGを本学学生に向

けて行うことで、広く防災意識を高めてもらうことを目的として開講し

た。

　この疑似体験を通して、多種多様な人に寄り添うことの難しさや大切

さを知り、各個人の思考力や対応力を高める機会となった。また、本学

安全管理課課長にも参加していただき、学生に対して専門部署の立場か

ら助言をいただき、より深い学びを得ることとなった。

　　日　　時　 10月12日（水）14時40分〜16時10分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎C301教室

　　講　　師　 関西大学ボランティアセンター学生スタッフおよび職員

　　受講者数　 ８名（本学学生７名、職員１名）

　　受講者の声

　・地震が起こった際に何か役に立つと思ったから参加しました。次の機会があれば、もう少し深く

運営について考えてみたいと思います。（法学部・３年次生）

　・ゲームでは様々な状況の方々が登場して、災害時の事を少し考えることができました。安全管理

課の方は私たち大学生にはない視点を多く持ち合わせていて、とても勉強になりました。（環境

都市工学部・２年次生）

第１回　大阪府赤十字血液センター講義の様子 第２回　吹田市総務部 危機管理室講義の様子
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　ボランティアセンターでは、ボランティアに関わるきっかけづくりとしての講座や、コミュニケー

ション能力の向上のための講座などを実施している。

（１）ボランティアセミナー 2022

　ボランティア活動という言葉は知っていても、具体的にどのような活

動なのか分からないという学生が多いと考え、活動のやりがいや楽しさ

を伝え、活動に対する不安や疑問を解消させることで、ボランティア活

動への参加を促すことを目的として開講した。

　当日はボランティアの基本的な概念や理論、講師の経験談などをお話

しいただいた。また、グループワークで参加学生の経験談や講座を受け

た感想を共有することで、ボランティアに対しての考えを深めた。最後

に、学生がボランティアセンターを気軽に利用できるように、ボランティ

アセンターで受けられるサービス等の紹介を行った。

　　日　　時　 ５月９日（月）16時30分〜18時00分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎C506教室／オンライン（Zoom）

　　講　　師　 京都光華女子大学健康学部医療福祉学科社会福祉専攻 教授

　　　　　　　 社会福祉士　石井 祐理子　氏

　　受講者数　 83名（学内受講者８名、オンライン受講者６名、オンデマンド視聴69名）

　　受講者の声

　・色んな人と関わりがあって、自分の常識が当たり前でないと言っていたのは共感できました。（環

境都市工学部・１年次生）

　・ボランティアとは何をすることが正解なんだろうと思い込んでいましたが、自分ができることを

する、という気づきを得られました。（社会学部・２年次生）

（２）テーマ別講座「～知る！聴く！広がる！～ボラcafé 2022」

　ボランティア活動は多岐にわたるが、その背景にある社会問題等について深く知らないという学

生は少なくないと思われる。そこで、平日のお昼休みに本セミナーを実施することで気軽に関心の

ある内容を学べる機会を創出することを目的として開講した。

　各回とも30分という短い時間でありながら、講師からは興味深いお話をしていただき、受講学

生の今後のボランティア活動につながる講座となった。

　　日　　時　 【第１回】５月９日（月）12時20分〜12時50分

　　　　　　　 【第２回】５月11日（水）12時20分〜12時50分

　　テ ー マ　 【第１回】献血　

　　　　　　　 【第２回】防災

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館1階ピアエリア

　　講　　師　 【第１回】大阪府赤十字血液センター

　　　　　　　　　　　　献血推進課　屋田  千有紀　氏

　　　　　　　 【第２回】吹田市総務部 危機管理室　大槻　仁　氏

　　受講者数 【第１回】11名／【第２回】７名

　　受講者の声

【第１回】思っていたより献血を必要とされる方がたくさんいたことに驚きました。自分は医者に

はなれないけど、献血という行動で命を救えるということは大変誇らしいことだと思います。（政

策創造学部・２年次生）

【第２回】この講座を受講したことで、改めて防災について考える良い機会になりました。食料を普段か

らローリングストックをしておくなど、もしもの場合の備えを見直そうと思います。（法学部・１年次生）

　　日　　時　 【第１回】10月11日（火）12時20分〜12時50分

　　　　　　　 【第２回】10月13日（木）12時20分〜12時50分

　　テ ー マ　 【第１回】防災

　　　　　　　 【第２回】動物愛護

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館1階ピアエリア

　　講　　師　 吹田市総務部 危機管理室　菊地  祥吾　氏

　　　　　　　 大阪ねこの会　荒井  りか　氏

　　受講者数　 【第１回】13名／【第２回】11名

　　受講者の声

【第１回】吹田市の防災について詳しく勉強できてよかったです。改めて自分の防災意識を高める

きっかけになりました。（システム理工学部・２年次生）

【第２回】今まで何となくしか知らなかったことについて、より具体的な数字を聞けたことで危機

意識が高まりました。保護猫譲渡会のお手伝いなど、自分にできることを積極的に探して活動して

いきたいと思いました。（法学部・２年次生）

（３）テーマ別講座「関大生が考える環境ボランティアの未来
　　　　～未来のために知っておきたい海とプラスチックの話～」

　淀川掃除や琵琶湖湖岸の特定外来生物駆除活動などの各種プログラム

を実施している中で、ゴミ問題と向き合い、環境問題について改めて学

ぶことで、環境保全活動の意義を再確認することを目的として開講した。

　当日は、プラスチック汚染とは何か、日本の廃棄物処理の現状や「亀

岡市ゼロエミッション計画」を策定した京都府亀岡市の取り組み、世界

でのレジ袋削減への取り組み等について伺った。

　講演後のグループワークや質疑応答の時間を通じて、様々な視点から

プラスチックゴミ問題について考える機会となった。

　　日　　時　 ５月12日（木）16時20分～ 17時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎E101教室／オンライン（Zoom）

　　講　　師　 大阪商業大学公共学部 准教授　原田 禎夫　氏

　　受講者数　 15名（学内受講者10名、オンライン受講者５名）

　　受講者の声

　・日本は世界に比べゴミの処理はしっかりしていると思っていたが、実際はその逆で世界に遅れを

とっているという事実に驚きました。（システム理工学部・１年次生）

　・海外に比べて日本の環境保全に対する意識が低いことや、鳥のおなかの中から出てきたプラス

チックゴミの多くが日本からのものだということなどを知り、少し複雑な気持ちになりました。

水筒やマイバッグを持ち歩くなど、自分に出来ることを意識的に行いたいと思います。（法学部・

２年次生）

（４）コミュニケーションスキルアップ講座「ほめる達人」講座（全３回）

　SNSが普及し、匿名で他者を傷つけることが容易で、他者との関わり

自体が希薄になっている今の学生は、日常生活でお互いを認め合い、「ほ

める」機会が少なくなっているのではないだろうか。

　「ほめる」ことを「価値を発見して伝える」ことと捉え、お世辞では

なく心の底から相手の良さを見出して伝える技術を学び、学生生活を充

実させるコミュニケーション力の向上を目的として開講した。

　第１回は、ほめる基本ポイントから普段の会話でも相手をほめる「言

葉選び」を意識することについて、第２回では言葉を使わずに仕草でほ

める方法や話の聴き方、「ふた言あいさつ」等について、第３回では「ほ

め達！」検定3級試験問題から「価値の創造」「価値の発見」「人生の価

値を伝える」の３項目について伺った。

　様々なワークを通して自分自身を見つめなおすきっかけを得る機会となった。

　　日　　時　 ６月15日、22日、29日（全３回・毎週水曜日）16時20分〜17時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館４階ミーティングルーム

　　講　　師　 日本ほめる達人協会 理事長　西村 貴好　氏

　　受講者数　 延べ201名（15日69名、22日71名、29日61名）

　　受講者の声

　・周りは自分を写す鏡だということが印象に残りました。何をするにしても笑うことが自分も周り

も１番幸せになるのかなと感じました。（人間健康学部・２年次生）

　・思考を巡らすことの大切さを学べました。挨拶の大切さや努力が、自分自身を磨いていくのだと

わかりました。（法学部・１年次生）

　・自分が思ってもいなかった発見が沢山ありました。今回教えて頂いた内容を日常生活の中でぜひ

活用していきたいです。（文学部・３年次生）

（５）災害ボランティアガイダンス2022

　コロナ禍で実際に被災地で活動を行うことはできないものの、学生の

災害ボランティア活動に対する意識を高め、実際のボランティア経験を

聞くことで、今後学生がより良い意思決定ができるように支援すること

を目的として開講した。

　講演では、実際に災害ボランティア活動に参加されたときの写真や、

災害ボランティア活動に参加するために必要な準備物も紹介され、参加

者が現地の状況をイメージしやすい講演であった。また、災害ボランティ

ア活動は、一般的によく聞くがれき撤去だけではなく、現地にある災害

ボランティアセンターの運営や補助等、いろいろな災害ボランティア活

動の形があることを紹介していただいた。現地での活動に参加すること

に抵抗を感じている学生にとっても興味が持てる内容であった。

　また、KUMCからは、2019年度以前に行った「東北ツアー」について発表があった。大学生が

実際に活動した災害ボランティア活動として、参加者の意欲に繋がる機会となった。

　　日　　時　 ７月６日（水）16時20分〜17時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎C201教室／オンライン（Zoom）

　　講　　師　 社会福祉法人 大阪ボランティア協会　紺屋 仁志　氏

　　　　　　　 学生団体KUMC　溝端 峻　氏

　　受講者数 14名（学内受講者７名、オンライン７名）

　　受講者の声

　・意外と手続きや準備が多くて、軽い気持ちで災害ボランティアに参加するものではないのだと感

じました。（化学生命工学部・１年次生）

　・災害ボランティアの経験が、実際に自分が被災したときに役立つとおっしゃっていて、自分のた

めに参加してもいいんだと思いました。（化学生命工学部・１年次生）

　・災害ボランティア活動に参加することで、被災地の方にとっては寧ろ、迷惑を掛けてしまう行動

がたくさんあることを知って驚きました。（社会学部・１年次生）

（６）３大学連携オンライン講座
　　　　「琵琶湖ツーリズム！〜大学生で考える環境ボランティアの未来2022〜」

　10月に行う駆除活動の前に、特定外来生物が環境に与える影響や現

状、環境保護のために私たちができることなどを学ぶことを目的として、

琵琶湖の環境保全をテーマに開講した。

　講演では、主に、琵琶湖や河川などの水際に生息し、琵琶湖の生態系

だけでなく地域の生活へ被害を及ぼす特定外来生物「オオバナミズキン

バイ」や「ナガエツルノゲイトウ」などの特定外来生物の対策や具体的

な駆除活動について、講師の経験談をまじえて分かりやすい講演であっ

た。

　終了後は法政大学と明治大学の学生も交えて小グループに分かれ、意

見交換と交流の時間を設け、普段関わる機会の少ない他大学との交流の

機会となった。

　　日　　時　 ９月14日（水）13時30分〜15時30分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎C204教室／オンライン（Zoom）

　　講　　師　 滋賀県立琵琶湖博物館 特別研究員

　　　　　　　 滋賀県琵琶湖環境部自然環境保全課 副主幹　中井 克樹　氏

　　受講者数　 30名（学生スタッフ18名、法政大学10名、明治大学２名）

　　内　　容　 特定外来生物への対策と駆除活動についての講義、他大学との交流

　　受講者の声

　・琵琶湖の環境の状況や外来種についてたくさんの新しい学びがあり、人間がもたらした外来種の

問題は人間が責任を持って解決に努めなければならないと思いました。他大学の方と関わる貴重

な経験ができてよかったです。（関西大学・１年次生）

　・外来生物、植物が全て悪いものではなく、影響力の違いによって駆除した方が良いものなどの基

準があることを知りました。また、外来種を個人で所有すること自体が非常に良くないことだと

分かったので、来月の活動は気を引き締めて行いたいと思います。（法政大学・４年次生）

　・外来種という名前の括りだけで全てを排斥しないといけないと思うが、在来種であっても駆除し

なくてはならないものがあること、外来種でも人の役に立っているものがあることを知り、外来

種だからというだけで判断することは危険だと分かりました。（明治大学・２年次生）

（７）テーマ別講座「避難所運営疑似体験（HUG）」

　学生スタッフ養成合宿で行った避難所運営ゲームHUGを本学学生に向

けて行うことで、広く防災意識を高めてもらうことを目的として開講し

た。

　この疑似体験を通して、多種多様な人に寄り添うことの難しさや大切

さを知り、各個人の思考力や対応力を高める機会となった。また、本学

安全管理課課長にも参加していただき、学生に対して専門部署の立場か

ら助言をいただき、より深い学びを得ることとなった。

　　日　　時　 10月12日（水）14時40分〜16時10分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎C301教室

　　講　　師　 関西大学ボランティアセンター学生スタッフおよび職員

　　受講者数　 ８名（本学学生７名、職員１名）

　　受講者の声

　・地震が起こった際に何か役に立つと思ったから参加しました。次の機会があれば、もう少し深く

運営について考えてみたいと思います。（法学部・３年次生）

　・ゲームでは様々な状況の方々が登場して、災害時の事を少し考えることができました。安全管理

課の方は私たち大学生にはない視点を多く持ち合わせていて、とても勉強になりました。（環境

都市工学部・２年次生）

第1回　吹田市総務部 危機管理室講義の様子 第2回　大阪ねこの会講義の様子
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　ボランティアセンターでは、ボランティアに関わるきっかけづくりとしての講座や、コミュニケー

ション能力の向上のための講座などを実施している。

（１）ボランティアセミナー 2022

　ボランティア活動という言葉は知っていても、具体的にどのような活

動なのか分からないという学生が多いと考え、活動のやりがいや楽しさ

を伝え、活動に対する不安や疑問を解消させることで、ボランティア活

動への参加を促すことを目的として開講した。

　当日はボランティアの基本的な概念や理論、講師の経験談などをお話

しいただいた。また、グループワークで参加学生の経験談や講座を受け

た感想を共有することで、ボランティアに対しての考えを深めた。最後

に、学生がボランティアセンターを気軽に利用できるように、ボランティ

アセンターで受けられるサービス等の紹介を行った。

　　日　　時　 ５月９日（月）16時30分〜18時00分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎C506教室／オンライン（Zoom）

　　講　　師　 京都光華女子大学健康学部医療福祉学科社会福祉専攻 教授

　　　　　　　 社会福祉士　石井 祐理子　氏

　　受講者数　 83名（学内受講者８名、オンライン受講者６名、オンデマンド視聴69名）

　　受講者の声

　・色んな人と関わりがあって、自分の常識が当たり前でないと言っていたのは共感できました。（環

境都市工学部・１年次生）

　・ボランティアとは何をすることが正解なんだろうと思い込んでいましたが、自分ができることを

する、という気づきを得られました。（社会学部・２年次生）

（２）テーマ別講座「～知る！聴く！広がる！～ボラcafé 2022」

　ボランティア活動は多岐にわたるが、その背景にある社会問題等について深く知らないという学

生は少なくないと思われる。そこで、平日のお昼休みに本セミナーを実施することで気軽に関心の

ある内容を学べる機会を創出することを目的として開講した。

　各回とも30分という短い時間でありながら、講師からは興味深いお話をしていただき、受講学

生の今後のボランティア活動につながる講座となった。

　　日　　時　 【第１回】５月９日（月）12時20分〜12時50分

　　　　　　　 【第２回】５月11日（水）12時20分〜12時50分

　　テ ー マ　 【第１回】献血　

　　　　　　　 【第２回】防災

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館1階ピアエリア

　　講　　師　 【第１回】大阪府赤十字血液センター

　　　　　　　　　　　　献血推進課　屋田  千有紀　氏

　　　　　　　 【第２回】吹田市総務部 危機管理室　大槻　仁　氏

　　受講者数 【第１回】11名／【第２回】７名

　　受講者の声

【第１回】思っていたより献血を必要とされる方がたくさんいたことに驚きました。自分は医者に

はなれないけど、献血という行動で命を救えるということは大変誇らしいことだと思います。（政

策創造学部・２年次生）

【第２回】この講座を受講したことで、改めて防災について考える良い機会になりました。食料を普段か

らローリングストックをしておくなど、もしもの場合の備えを見直そうと思います。（法学部・１年次生）

　　日　　時　 【第１回】10月11日（火）12時20分〜12時50分

　　　　　　　 【第２回】10月13日（木）12時20分〜12時50分

　　テ ー マ　 【第１回】防災

　　　　　　　 【第２回】動物愛護

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館1階ピアエリア

　　講　　師　 吹田市総務部 危機管理室　菊地  祥吾　氏

　　　　　　　 大阪ねこの会　荒井  りか　氏

　　受講者数　 【第１回】13名／【第２回】11名

　　受講者の声

【第１回】吹田市の防災について詳しく勉強できてよかったです。改めて自分の防災意識を高める

きっかけになりました。（システム理工学部・２年次生）

【第２回】今まで何となくしか知らなかったことについて、より具体的な数字を聞けたことで危機

意識が高まりました。保護猫譲渡会のお手伝いなど、自分にできることを積極的に探して活動して

いきたいと思いました。（法学部・２年次生）

（３）テーマ別講座「関大生が考える環境ボランティアの未来
　　　　～未来のために知っておきたい海とプラスチックの話～」

　淀川掃除や琵琶湖湖岸の特定外来生物駆除活動などの各種プログラム

を実施している中で、ゴミ問題と向き合い、環境問題について改めて学

ぶことで、環境保全活動の意義を再確認することを目的として開講した。

　当日は、プラスチック汚染とは何か、日本の廃棄物処理の現状や「亀

岡市ゼロエミッション計画」を策定した京都府亀岡市の取り組み、世界

でのレジ袋削減への取り組み等について伺った。

　講演後のグループワークや質疑応答の時間を通じて、様々な視点から

プラスチックゴミ問題について考える機会となった。

　　日　　時　 ５月12日（木）16時20分～ 17時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎E101教室／オンライン（Zoom）

　　講　　師　 大阪商業大学公共学部 准教授　原田 禎夫　氏

　　受講者数　 15名（学内受講者10名、オンライン受講者５名）

　　受講者の声

　・日本は世界に比べゴミの処理はしっかりしていると思っていたが、実際はその逆で世界に遅れを

とっているという事実に驚きました。（システム理工学部・１年次生）

　・海外に比べて日本の環境保全に対する意識が低いことや、鳥のおなかの中から出てきたプラス

チックゴミの多くが日本からのものだということなどを知り、少し複雑な気持ちになりました。

水筒やマイバッグを持ち歩くなど、自分に出来ることを意識的に行いたいと思います。（法学部・

２年次生）

（４）コミュニケーションスキルアップ講座「ほめる達人」講座（全３回）

　SNSが普及し、匿名で他者を傷つけることが容易で、他者との関わり

自体が希薄になっている今の学生は、日常生活でお互いを認め合い、「ほ

める」機会が少なくなっているのではないだろうか。

　「ほめる」ことを「価値を発見して伝える」ことと捉え、お世辞では

なく心の底から相手の良さを見出して伝える技術を学び、学生生活を充

実させるコミュニケーション力の向上を目的として開講した。

　第１回は、ほめる基本ポイントから普段の会話でも相手をほめる「言

葉選び」を意識することについて、第２回では言葉を使わずに仕草でほ

める方法や話の聴き方、「ふた言あいさつ」等について、第３回では「ほ

め達！」検定3級試験問題から「価値の創造」「価値の発見」「人生の価

値を伝える」の３項目について伺った。

　様々なワークを通して自分自身を見つめなおすきっかけを得る機会となった。

　　日　　時　 ６月15日、22日、29日（全３回・毎週水曜日）16時20分〜17時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館４階ミーティングルーム

　　講　　師　 日本ほめる達人協会 理事長　西村 貴好　氏

　　受講者数　 延べ201名（15日69名、22日71名、29日61名）

　　受講者の声

　・周りは自分を写す鏡だということが印象に残りました。何をするにしても笑うことが自分も周り

も１番幸せになるのかなと感じました。（人間健康学部・２年次生）

　・思考を巡らすことの大切さを学べました。挨拶の大切さや努力が、自分自身を磨いていくのだと

わかりました。（法学部・１年次生）

　・自分が思ってもいなかった発見が沢山ありました。今回教えて頂いた内容を日常生活の中でぜひ

活用していきたいです。（文学部・３年次生）

（５）災害ボランティアガイダンス2022

　コロナ禍で実際に被災地で活動を行うことはできないものの、学生の

災害ボランティア活動に対する意識を高め、実際のボランティア経験を

聞くことで、今後学生がより良い意思決定ができるように支援すること

を目的として開講した。

　講演では、実際に災害ボランティア活動に参加されたときの写真や、

災害ボランティア活動に参加するために必要な準備物も紹介され、参加

者が現地の状況をイメージしやすい講演であった。また、災害ボランティ

ア活動は、一般的によく聞くがれき撤去だけではなく、現地にある災害

ボランティアセンターの運営や補助等、いろいろな災害ボランティア活

動の形があることを紹介していただいた。現地での活動に参加すること

に抵抗を感じている学生にとっても興味が持てる内容であった。

　また、KUMCからは、2019年度以前に行った「東北ツアー」について発表があった。大学生が

実際に活動した災害ボランティア活動として、参加者の意欲に繋がる機会となった。

　　日　　時　 ７月６日（水）16時20分〜17時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎C201教室／オンライン（Zoom）

　　講　　師　 社会福祉法人 大阪ボランティア協会　紺屋 仁志　氏

　　　　　　　 学生団体KUMC　溝端 峻　氏

　　受講者数 14名（学内受講者７名、オンライン７名）

　　受講者の声

　・意外と手続きや準備が多くて、軽い気持ちで災害ボランティアに参加するものではないのだと感

じました。（化学生命工学部・１年次生）

　・災害ボランティアの経験が、実際に自分が被災したときに役立つとおっしゃっていて、自分のた

めに参加してもいいんだと思いました。（化学生命工学部・１年次生）

　・災害ボランティア活動に参加することで、被災地の方にとっては寧ろ、迷惑を掛けてしまう行動

がたくさんあることを知って驚きました。（社会学部・１年次生）

（６）３大学連携オンライン講座
　　　　「琵琶湖ツーリズム！〜大学生で考える環境ボランティアの未来2022〜」

　10月に行う駆除活動の前に、特定外来生物が環境に与える影響や現

状、環境保護のために私たちができることなどを学ぶことを目的として、

琵琶湖の環境保全をテーマに開講した。

　講演では、主に、琵琶湖や河川などの水際に生息し、琵琶湖の生態系

だけでなく地域の生活へ被害を及ぼす特定外来生物「オオバナミズキン

バイ」や「ナガエツルノゲイトウ」などの特定外来生物の対策や具体的

な駆除活動について、講師の経験談をまじえて分かりやすい講演であっ

た。

　終了後は法政大学と明治大学の学生も交えて小グループに分かれ、意

見交換と交流の時間を設け、普段関わる機会の少ない他大学との交流の

機会となった。

　　日　　時　 ９月14日（水）13時30分〜15時30分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎C204教室／オンライン（Zoom）

　　講　　師　 滋賀県立琵琶湖博物館 特別研究員

　　　　　　　 滋賀県琵琶湖環境部自然環境保全課 副主幹　中井 克樹　氏

　　受講者数　 30名（学生スタッフ18名、法政大学10名、明治大学２名）

　　内　　容　 特定外来生物への対策と駆除活動についての講義、他大学との交流

　　受講者の声

　・琵琶湖の環境の状況や外来種についてたくさんの新しい学びがあり、人間がもたらした外来種の

問題は人間が責任を持って解決に努めなければならないと思いました。他大学の方と関わる貴重

な経験ができてよかったです。（関西大学・１年次生）

　・外来生物、植物が全て悪いものではなく、影響力の違いによって駆除した方が良いものなどの基

準があることを知りました。また、外来種を個人で所有すること自体が非常に良くないことだと

分かったので、来月の活動は気を引き締めて行いたいと思います。（法政大学・４年次生）

　・外来種という名前の括りだけで全てを排斥しないといけないと思うが、在来種であっても駆除し

なくてはならないものがあること、外来種でも人の役に立っているものがあることを知り、外来

種だからというだけで判断することは危険だと分かりました。（明治大学・２年次生）

（７）テーマ別講座「避難所運営疑似体験（HUG）」

　学生スタッフ養成合宿で行った避難所運営ゲームHUGを本学学生に向

けて行うことで、広く防災意識を高めてもらうことを目的として開講し

た。

　この疑似体験を通して、多種多様な人に寄り添うことの難しさや大切

さを知り、各個人の思考力や対応力を高める機会となった。また、本学

安全管理課課長にも参加していただき、学生に対して専門部署の立場か

ら助言をいただき、より深い学びを得ることとなった。

　　日　　時　 10月12日（水）14時40分〜16時10分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎C301教室

　　講　　師　 関西大学ボランティアセンター学生スタッフおよび職員

　　受講者数　 ８名（本学学生７名、職員１名）

　　受講者の声

　・地震が起こった際に何か役に立つと思ったから参加しました。次の機会があれば、もう少し深く

運営について考えてみたいと思います。（法学部・３年次生）

　・ゲームでは様々な状況の方々が登場して、災害時の事を少し考えることができました。安全管理

課の方は私たち大学生にはない視点を多く持ち合わせていて、とても勉強になりました。（環境

都市工学部・２年次生）

原田先生  講義の様子 グループワークの様子
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　ボランティアセンターでは、ボランティアに関わるきっかけづくりとしての講座や、コミュニケー

ション能力の向上のための講座などを実施している。

（１）ボランティアセミナー 2022

　ボランティア活動という言葉は知っていても、具体的にどのような活

動なのか分からないという学生が多いと考え、活動のやりがいや楽しさ

を伝え、活動に対する不安や疑問を解消させることで、ボランティア活

動への参加を促すことを目的として開講した。

　当日はボランティアの基本的な概念や理論、講師の経験談などをお話

しいただいた。また、グループワークで参加学生の経験談や講座を受け

た感想を共有することで、ボランティアに対しての考えを深めた。最後

に、学生がボランティアセンターを気軽に利用できるように、ボランティ

アセンターで受けられるサービス等の紹介を行った。

　　日　　時　 ５月９日（月）16時30分〜18時00分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎C506教室／オンライン（Zoom）

　　講　　師　 京都光華女子大学健康学部医療福祉学科社会福祉専攻 教授

　　　　　　　 社会福祉士　石井 祐理子　氏

　　受講者数　 83名（学内受講者８名、オンライン受講者６名、オンデマンド視聴69名）

　　受講者の声

　・色んな人と関わりがあって、自分の常識が当たり前でないと言っていたのは共感できました。（環

境都市工学部・１年次生）

　・ボランティアとは何をすることが正解なんだろうと思い込んでいましたが、自分ができることを

する、という気づきを得られました。（社会学部・２年次生）

（２）テーマ別講座「～知る！聴く！広がる！～ボラcafé 2022」

　ボランティア活動は多岐にわたるが、その背景にある社会問題等について深く知らないという学

生は少なくないと思われる。そこで、平日のお昼休みに本セミナーを実施することで気軽に関心の

ある内容を学べる機会を創出することを目的として開講した。

　各回とも30分という短い時間でありながら、講師からは興味深いお話をしていただき、受講学

生の今後のボランティア活動につながる講座となった。

　　日　　時　 【第１回】５月９日（月）12時20分〜12時50分

　　　　　　　 【第２回】５月11日（水）12時20分〜12時50分

　　テ ー マ　 【第１回】献血　

　　　　　　　 【第２回】防災

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館1階ピアエリア

　　講　　師　 【第１回】大阪府赤十字血液センター

　　　　　　　　　　　　献血推進課　屋田  千有紀　氏

　　　　　　　 【第２回】吹田市総務部 危機管理室　大槻　仁　氏

　　受講者数 【第１回】11名／【第２回】７名

　　受講者の声

【第１回】思っていたより献血を必要とされる方がたくさんいたことに驚きました。自分は医者に

はなれないけど、献血という行動で命を救えるということは大変誇らしいことだと思います。（政

策創造学部・２年次生）

【第２回】この講座を受講したことで、改めて防災について考える良い機会になりました。食料を普段か

らローリングストックをしておくなど、もしもの場合の備えを見直そうと思います。（法学部・１年次生）

　　日　　時　 【第１回】10月11日（火）12時20分〜12時50分

　　　　　　　 【第２回】10月13日（木）12時20分〜12時50分

　　テ ー マ　 【第１回】防災

　　　　　　　 【第２回】動物愛護

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館1階ピアエリア

　　講　　師　 吹田市総務部 危機管理室　菊地  祥吾　氏

　　　　　　　 大阪ねこの会　荒井  りか　氏

　　受講者数　 【第１回】13名／【第２回】11名

　　受講者の声

【第１回】吹田市の防災について詳しく勉強できてよかったです。改めて自分の防災意識を高める

きっかけになりました。（システム理工学部・２年次生）

【第２回】今まで何となくしか知らなかったことについて、より具体的な数字を聞けたことで危機

意識が高まりました。保護猫譲渡会のお手伝いなど、自分にできることを積極的に探して活動して

いきたいと思いました。（法学部・２年次生）

（３）テーマ別講座「関大生が考える環境ボランティアの未来
　　　　～未来のために知っておきたい海とプラスチックの話～」

　淀川掃除や琵琶湖湖岸の特定外来生物駆除活動などの各種プログラム

を実施している中で、ゴミ問題と向き合い、環境問題について改めて学

ぶことで、環境保全活動の意義を再確認することを目的として開講した。

　当日は、プラスチック汚染とは何か、日本の廃棄物処理の現状や「亀

岡市ゼロエミッション計画」を策定した京都府亀岡市の取り組み、世界

でのレジ袋削減への取り組み等について伺った。

　講演後のグループワークや質疑応答の時間を通じて、様々な視点から

プラスチックゴミ問題について考える機会となった。

　　日　　時　 ５月12日（木）16時20分～ 17時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎E101教室／オンライン（Zoom）

　　講　　師　 大阪商業大学公共学部 准教授　原田 禎夫　氏

　　受講者数　 15名（学内受講者10名、オンライン受講者５名）

　　受講者の声

　・日本は世界に比べゴミの処理はしっかりしていると思っていたが、実際はその逆で世界に遅れを

とっているという事実に驚きました。（システム理工学部・１年次生）

　・海外に比べて日本の環境保全に対する意識が低いことや、鳥のおなかの中から出てきたプラス

チックゴミの多くが日本からのものだということなどを知り、少し複雑な気持ちになりました。

水筒やマイバッグを持ち歩くなど、自分に出来ることを意識的に行いたいと思います。（法学部・

２年次生）

（４）コミュニケーションスキルアップ講座「ほめる達人」講座（全３回）

　SNSが普及し、匿名で他者を傷つけることが容易で、他者との関わり

自体が希薄になっている今の学生は、日常生活でお互いを認め合い、「ほ

める」機会が少なくなっているのではないだろうか。

　「ほめる」ことを「価値を発見して伝える」ことと捉え、お世辞では

なく心の底から相手の良さを見出して伝える技術を学び、学生生活を充

実させるコミュニケーション力の向上を目的として開講した。

　第１回は、ほめる基本ポイントから普段の会話でも相手をほめる「言

葉選び」を意識することについて、第２回では言葉を使わずに仕草でほ

める方法や話の聴き方、「ふた言あいさつ」等について、第３回では「ほ

め達！」検定3級試験問題から「価値の創造」「価値の発見」「人生の価

値を伝える」の３項目について伺った。

　様々なワークを通して自分自身を見つめなおすきっかけを得る機会となった。

　　日　　時　 ６月15日、22日、29日（全３回・毎週水曜日）16時20分〜17時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館４階ミーティングルーム

　　講　　師　 日本ほめる達人協会 理事長　西村 貴好　氏

　　受講者数　 延べ201名（15日69名、22日71名、29日61名）

　　受講者の声

　・周りは自分を写す鏡だということが印象に残りました。何をするにしても笑うことが自分も周り

も１番幸せになるのかなと感じました。（人間健康学部・２年次生）

　・思考を巡らすことの大切さを学べました。挨拶の大切さや努力が、自分自身を磨いていくのだと

わかりました。（法学部・１年次生）

　・自分が思ってもいなかった発見が沢山ありました。今回教えて頂いた内容を日常生活の中でぜひ

活用していきたいです。（文学部・３年次生）

（５）災害ボランティアガイダンス2022

　コロナ禍で実際に被災地で活動を行うことはできないものの、学生の

災害ボランティア活動に対する意識を高め、実際のボランティア経験を

聞くことで、今後学生がより良い意思決定ができるように支援すること

を目的として開講した。

　講演では、実際に災害ボランティア活動に参加されたときの写真や、

災害ボランティア活動に参加するために必要な準備物も紹介され、参加

者が現地の状況をイメージしやすい講演であった。また、災害ボランティ

ア活動は、一般的によく聞くがれき撤去だけではなく、現地にある災害

ボランティアセンターの運営や補助等、いろいろな災害ボランティア活

動の形があることを紹介していただいた。現地での活動に参加すること

に抵抗を感じている学生にとっても興味が持てる内容であった。

　また、KUMCからは、2019年度以前に行った「東北ツアー」について発表があった。大学生が

実際に活動した災害ボランティア活動として、参加者の意欲に繋がる機会となった。

　　日　　時　 ７月６日（水）16時20分〜17時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎C201教室／オンライン（Zoom）

　　講　　師　 社会福祉法人 大阪ボランティア協会　紺屋 仁志　氏

　　　　　　　 学生団体KUMC　溝端 峻　氏

　　受講者数 14名（学内受講者７名、オンライン７名）

　　受講者の声

　・意外と手続きや準備が多くて、軽い気持ちで災害ボランティアに参加するものではないのだと感

じました。（化学生命工学部・１年次生）

　・災害ボランティアの経験が、実際に自分が被災したときに役立つとおっしゃっていて、自分のた

めに参加してもいいんだと思いました。（化学生命工学部・１年次生）

　・災害ボランティア活動に参加することで、被災地の方にとっては寧ろ、迷惑を掛けてしまう行動

がたくさんあることを知って驚きました。（社会学部・１年次生）

（６）３大学連携オンライン講座
　　　　「琵琶湖ツーリズム！〜大学生で考える環境ボランティアの未来2022〜」

　10月に行う駆除活動の前に、特定外来生物が環境に与える影響や現

状、環境保護のために私たちができることなどを学ぶことを目的として、

琵琶湖の環境保全をテーマに開講した。

　講演では、主に、琵琶湖や河川などの水際に生息し、琵琶湖の生態系

だけでなく地域の生活へ被害を及ぼす特定外来生物「オオバナミズキン

バイ」や「ナガエツルノゲイトウ」などの特定外来生物の対策や具体的

な駆除活動について、講師の経験談をまじえて分かりやすい講演であっ

た。

　終了後は法政大学と明治大学の学生も交えて小グループに分かれ、意

見交換と交流の時間を設け、普段関わる機会の少ない他大学との交流の

機会となった。

　　日　　時　 ９月14日（水）13時30分〜15時30分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎C204教室／オンライン（Zoom）

　　講　　師　 滋賀県立琵琶湖博物館 特別研究員

　　　　　　　 滋賀県琵琶湖環境部自然環境保全課 副主幹　中井 克樹　氏

　　受講者数　 30名（学生スタッフ18名、法政大学10名、明治大学２名）

　　内　　容　 特定外来生物への対策と駆除活動についての講義、他大学との交流

　　受講者の声

　・琵琶湖の環境の状況や外来種についてたくさんの新しい学びがあり、人間がもたらした外来種の

問題は人間が責任を持って解決に努めなければならないと思いました。他大学の方と関わる貴重

な経験ができてよかったです。（関西大学・１年次生）

　・外来生物、植物が全て悪いものではなく、影響力の違いによって駆除した方が良いものなどの基

準があることを知りました。また、外来種を個人で所有すること自体が非常に良くないことだと

分かったので、来月の活動は気を引き締めて行いたいと思います。（法政大学・４年次生）

　・外来種という名前の括りだけで全てを排斥しないといけないと思うが、在来種であっても駆除し

なくてはならないものがあること、外来種でも人の役に立っているものがあることを知り、外来

種だからというだけで判断することは危険だと分かりました。（明治大学・２年次生）

（７）テーマ別講座「避難所運営疑似体験（HUG）」

　学生スタッフ養成合宿で行った避難所運営ゲームHUGを本学学生に向

けて行うことで、広く防災意識を高めてもらうことを目的として開講し

た。

　この疑似体験を通して、多種多様な人に寄り添うことの難しさや大切

さを知り、各個人の思考力や対応力を高める機会となった。また、本学

安全管理課課長にも参加していただき、学生に対して専門部署の立場か

ら助言をいただき、より深い学びを得ることとなった。

　　日　　時　 10月12日（水）14時40分〜16時10分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎C301教室

　　講　　師　 関西大学ボランティアセンター学生スタッフおよび職員

　　受講者数　 ８名（本学学生７名、職員１名）

　　受講者の声

　・地震が起こった際に何か役に立つと思ったから参加しました。次の機会があれば、もう少し深く

運営について考えてみたいと思います。（法学部・３年次生）

　・ゲームでは様々な状況の方々が登場して、災害時の事を少し考えることができました。安全管理

課の方は私たち大学生にはない視点を多く持ち合わせていて、とても勉強になりました。（環境

都市工学部・２年次生）

西村先生  講義の様子 受講者の様子
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　ボランティアセンターでは、ボランティアに関わるきっかけづくりとしての講座や、コミュニケー

ション能力の向上のための講座などを実施している。

（１）ボランティアセミナー 2022

　ボランティア活動という言葉は知っていても、具体的にどのような活

動なのか分からないという学生が多いと考え、活動のやりがいや楽しさ

を伝え、活動に対する不安や疑問を解消させることで、ボランティア活

動への参加を促すことを目的として開講した。

　当日はボランティアの基本的な概念や理論、講師の経験談などをお話

しいただいた。また、グループワークで参加学生の経験談や講座を受け

た感想を共有することで、ボランティアに対しての考えを深めた。最後

に、学生がボランティアセンターを気軽に利用できるように、ボランティ

アセンターで受けられるサービス等の紹介を行った。

　　日　　時　 ５月９日（月）16時30分〜18時00分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎C506教室／オンライン（Zoom）

　　講　　師　 京都光華女子大学健康学部医療福祉学科社会福祉専攻 教授

　　　　　　　 社会福祉士　石井 祐理子　氏

　　受講者数　 83名（学内受講者８名、オンライン受講者６名、オンデマンド視聴69名）

　　受講者の声

　・色んな人と関わりがあって、自分の常識が当たり前でないと言っていたのは共感できました。（環

境都市工学部・１年次生）

　・ボランティアとは何をすることが正解なんだろうと思い込んでいましたが、自分ができることを

する、という気づきを得られました。（社会学部・２年次生）

（２）テーマ別講座「～知る！聴く！広がる！～ボラcafé 2022」

　ボランティア活動は多岐にわたるが、その背景にある社会問題等について深く知らないという学

生は少なくないと思われる。そこで、平日のお昼休みに本セミナーを実施することで気軽に関心の

ある内容を学べる機会を創出することを目的として開講した。

　各回とも30分という短い時間でありながら、講師からは興味深いお話をしていただき、受講学

生の今後のボランティア活動につながる講座となった。

　　日　　時　 【第１回】５月９日（月）12時20分〜12時50分

　　　　　　　 【第２回】５月11日（水）12時20分〜12時50分

　　テ ー マ　 【第１回】献血　

　　　　　　　 【第２回】防災

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館1階ピアエリア

　　講　　師　 【第１回】大阪府赤十字血液センター

　　　　　　　　　　　　献血推進課　屋田  千有紀　氏

　　　　　　　 【第２回】吹田市総務部 危機管理室　大槻　仁　氏

　　受講者数 【第１回】11名／【第２回】７名

　　受講者の声

【第１回】思っていたより献血を必要とされる方がたくさんいたことに驚きました。自分は医者に

はなれないけど、献血という行動で命を救えるということは大変誇らしいことだと思います。（政

策創造学部・２年次生）

【第２回】この講座を受講したことで、改めて防災について考える良い機会になりました。食料を普段か

らローリングストックをしておくなど、もしもの場合の備えを見直そうと思います。（法学部・１年次生）

　　日　　時　 【第１回】10月11日（火）12時20分〜12時50分

　　　　　　　 【第２回】10月13日（木）12時20分〜12時50分

　　テ ー マ　 【第１回】防災

　　　　　　　 【第２回】動物愛護

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館1階ピアエリア

　　講　　師　 吹田市総務部 危機管理室　菊地  祥吾　氏

　　　　　　　 大阪ねこの会　荒井  りか　氏

　　受講者数　 【第１回】13名／【第２回】11名

　　受講者の声

【第１回】吹田市の防災について詳しく勉強できてよかったです。改めて自分の防災意識を高める

きっかけになりました。（システム理工学部・２年次生）

【第２回】今まで何となくしか知らなかったことについて、より具体的な数字を聞けたことで危機

意識が高まりました。保護猫譲渡会のお手伝いなど、自分にできることを積極的に探して活動して

いきたいと思いました。（法学部・２年次生）

（３）テーマ別講座「関大生が考える環境ボランティアの未来
　　　　～未来のために知っておきたい海とプラスチックの話～」

　淀川掃除や琵琶湖湖岸の特定外来生物駆除活動などの各種プログラム

を実施している中で、ゴミ問題と向き合い、環境問題について改めて学

ぶことで、環境保全活動の意義を再確認することを目的として開講した。

　当日は、プラスチック汚染とは何か、日本の廃棄物処理の現状や「亀

岡市ゼロエミッション計画」を策定した京都府亀岡市の取り組み、世界

でのレジ袋削減への取り組み等について伺った。

　講演後のグループワークや質疑応答の時間を通じて、様々な視点から

プラスチックゴミ問題について考える機会となった。

　　日　　時　 ５月12日（木）16時20分～ 17時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎E101教室／オンライン（Zoom）

　　講　　師　 大阪商業大学公共学部 准教授　原田 禎夫　氏

　　受講者数　 15名（学内受講者10名、オンライン受講者５名）

　　受講者の声

　・日本は世界に比べゴミの処理はしっかりしていると思っていたが、実際はその逆で世界に遅れを

とっているという事実に驚きました。（システム理工学部・１年次生）

　・海外に比べて日本の環境保全に対する意識が低いことや、鳥のおなかの中から出てきたプラス

チックゴミの多くが日本からのものだということなどを知り、少し複雑な気持ちになりました。

水筒やマイバッグを持ち歩くなど、自分に出来ることを意識的に行いたいと思います。（法学部・

２年次生）

（４）コミュニケーションスキルアップ講座「ほめる達人」講座（全３回）

　SNSが普及し、匿名で他者を傷つけることが容易で、他者との関わり

自体が希薄になっている今の学生は、日常生活でお互いを認め合い、「ほ

める」機会が少なくなっているのではないだろうか。

　「ほめる」ことを「価値を発見して伝える」ことと捉え、お世辞では

なく心の底から相手の良さを見出して伝える技術を学び、学生生活を充

実させるコミュニケーション力の向上を目的として開講した。

　第１回は、ほめる基本ポイントから普段の会話でも相手をほめる「言

葉選び」を意識することについて、第２回では言葉を使わずに仕草でほ

める方法や話の聴き方、「ふた言あいさつ」等について、第３回では「ほ

め達！」検定3級試験問題から「価値の創造」「価値の発見」「人生の価

値を伝える」の３項目について伺った。

　様々なワークを通して自分自身を見つめなおすきっかけを得る機会となった。

　　日　　時　 ６月15日、22日、29日（全３回・毎週水曜日）16時20分〜17時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館４階ミーティングルーム

　　講　　師　 日本ほめる達人協会 理事長　西村 貴好　氏

　　受講者数　 延べ201名（15日69名、22日71名、29日61名）

　　受講者の声

　・周りは自分を写す鏡だということが印象に残りました。何をするにしても笑うことが自分も周り

も１番幸せになるのかなと感じました。（人間健康学部・２年次生）

　・思考を巡らすことの大切さを学べました。挨拶の大切さや努力が、自分自身を磨いていくのだと

わかりました。（法学部・１年次生）

　・自分が思ってもいなかった発見が沢山ありました。今回教えて頂いた内容を日常生活の中でぜひ

活用していきたいです。（文学部・３年次生）

（５）災害ボランティアガイダンス2022

　コロナ禍で実際に被災地で活動を行うことはできないものの、学生の

災害ボランティア活動に対する意識を高め、実際のボランティア経験を

聞くことで、今後学生がより良い意思決定ができるように支援すること

を目的として開講した。

　講演では、実際に災害ボランティア活動に参加されたときの写真や、

災害ボランティア活動に参加するために必要な準備物も紹介され、参加

者が現地の状況をイメージしやすい講演であった。また、災害ボランティ

ア活動は、一般的によく聞くがれき撤去だけではなく、現地にある災害

ボランティアセンターの運営や補助等、いろいろな災害ボランティア活

動の形があることを紹介していただいた。現地での活動に参加すること

に抵抗を感じている学生にとっても興味が持てる内容であった。

　また、KUMCからは、2019年度以前に行った「東北ツアー」について発表があった。大学生が

実際に活動した災害ボランティア活動として、参加者の意欲に繋がる機会となった。

　　日　　時　 ７月６日（水）16時20分〜17時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎C201教室／オンライン（Zoom）

　　講　　師　 社会福祉法人 大阪ボランティア協会　紺屋 仁志　氏

　　　　　　　 学生団体KUMC　溝端 峻　氏

　　受講者数 14名（学内受講者７名、オンライン７名）

　　受講者の声

　・意外と手続きや準備が多くて、軽い気持ちで災害ボランティアに参加するものではないのだと感

じました。（化学生命工学部・１年次生）

　・災害ボランティアの経験が、実際に自分が被災したときに役立つとおっしゃっていて、自分のた

めに参加してもいいんだと思いました。（化学生命工学部・１年次生）

　・災害ボランティア活動に参加することで、被災地の方にとっては寧ろ、迷惑を掛けてしまう行動

がたくさんあることを知って驚きました。（社会学部・１年次生）

（６）３大学連携オンライン講座
　　　　「琵琶湖ツーリズム！〜大学生で考える環境ボランティアの未来2022〜」

　10月に行う駆除活動の前に、特定外来生物が環境に与える影響や現

状、環境保護のために私たちができることなどを学ぶことを目的として、

琵琶湖の環境保全をテーマに開講した。

　講演では、主に、琵琶湖や河川などの水際に生息し、琵琶湖の生態系

だけでなく地域の生活へ被害を及ぼす特定外来生物「オオバナミズキン

バイ」や「ナガエツルノゲイトウ」などの特定外来生物の対策や具体的

な駆除活動について、講師の経験談をまじえて分かりやすい講演であっ

た。

　終了後は法政大学と明治大学の学生も交えて小グループに分かれ、意

見交換と交流の時間を設け、普段関わる機会の少ない他大学との交流の

機会となった。

　　日　　時　 ９月14日（水）13時30分〜15時30分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎C204教室／オンライン（Zoom）

　　講　　師　 滋賀県立琵琶湖博物館 特別研究員

　　　　　　　 滋賀県琵琶湖環境部自然環境保全課 副主幹　中井 克樹　氏

　　受講者数　 30名（学生スタッフ18名、法政大学10名、明治大学２名）

　　内　　容　 特定外来生物への対策と駆除活動についての講義、他大学との交流

　　受講者の声

　・琵琶湖の環境の状況や外来種についてたくさんの新しい学びがあり、人間がもたらした外来種の

問題は人間が責任を持って解決に努めなければならないと思いました。他大学の方と関わる貴重

な経験ができてよかったです。（関西大学・１年次生）

　・外来生物、植物が全て悪いものではなく、影響力の違いによって駆除した方が良いものなどの基

準があることを知りました。また、外来種を個人で所有すること自体が非常に良くないことだと

分かったので、来月の活動は気を引き締めて行いたいと思います。（法政大学・４年次生）

　・外来種という名前の括りだけで全てを排斥しないといけないと思うが、在来種であっても駆除し

なくてはならないものがあること、外来種でも人の役に立っているものがあることを知り、外来

種だからというだけで判断することは危険だと分かりました。（明治大学・２年次生）

（７）テーマ別講座「避難所運営疑似体験（HUG）」

　学生スタッフ養成合宿で行った避難所運営ゲームHUGを本学学生に向

けて行うことで、広く防災意識を高めてもらうことを目的として開講し

た。

　この疑似体験を通して、多種多様な人に寄り添うことの難しさや大切

さを知り、各個人の思考力や対応力を高める機会となった。また、本学

安全管理課課長にも参加していただき、学生に対して専門部署の立場か

ら助言をいただき、より深い学びを得ることとなった。

　　日　　時　 10月12日（水）14時40分〜16時10分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎C301教室

　　講　　師　 関西大学ボランティアセンター学生スタッフおよび職員

　　受講者数　 ８名（本学学生７名、職員１名）

　　受講者の声

　・地震が起こった際に何か役に立つと思ったから参加しました。次の機会があれば、もう少し深く

運営について考えてみたいと思います。（法学部・３年次生）

　・ゲームでは様々な状況の方々が登場して、災害時の事を少し考えることができました。安全管理

課の方は私たち大学生にはない視点を多く持ち合わせていて、とても勉強になりました。（環境

都市工学部・２年次生）
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　ボランティアセンターでは、ボランティアに関わるきっかけづくりとしての講座や、コミュニケー

ション能力の向上のための講座などを実施している。
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動への参加を促すことを目的として開講した。

　当日はボランティアの基本的な概念や理論、講師の経験談などをお話
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　　受講者数　 83名（学内受講者８名、オンライン受講者６名、オンデマンド視聴69名）

　　受講者の声
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　　テ ー マ　 【第１回】献血　

　　　　　　　 【第２回】防災

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館1階ピアエリア
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（５）災害ボランティアガイダンス2022

　コロナ禍で実際に被災地で活動を行うことはできないものの、学生の

災害ボランティア活動に対する意識を高め、実際のボランティア経験を

聞くことで、今後学生がより良い意思決定ができるように支援すること

を目的として開講した。

　講演では、実際に災害ボランティア活動に参加されたときの写真や、

災害ボランティア活動に参加するために必要な準備物も紹介され、参加

者が現地の状況をイメージしやすい講演であった。また、災害ボランティ

ア活動は、一般的によく聞くがれき撤去だけではなく、現地にある災害

ボランティアセンターの運営や補助等、いろいろな災害ボランティア活

動の形があることを紹介していただいた。現地での活動に参加すること

に抵抗を感じている学生にとっても興味が持てる内容であった。

　また、KUMCからは、2019年度以前に行った「東北ツアー」について発表があった。大学生が

実際に活動した災害ボランティア活動として、参加者の意欲に繋がる機会となった。

　　日　　時　 ７月６日（水）16時20分〜17時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎C201教室／オンライン（Zoom）

　　講　　師　 社会福祉法人 大阪ボランティア協会　紺屋 仁志　氏

　　　　　　　 学生団体KUMC　溝端 峻　氏

　　受講者数 14名（学内受講者７名、オンライン７名）

　　受講者の声

　・意外と手続きや準備が多くて、軽い気持ちで災害ボランティアに参加するものではないのだと感

じました。（化学生命工学部・１年次生）

　・災害ボランティアの経験が、実際に自分が被災したときに役立つとおっしゃっていて、自分のた

めに参加してもいいんだと思いました。（化学生命工学部・１年次生）

　・災害ボランティア活動に参加することで、被災地の方にとっては寧ろ、迷惑を掛けてしまう行動

がたくさんあることを知って驚きました。（社会学部・１年次生）

（６）３大学連携オンライン講座
　　　　「琵琶湖ツーリズム！〜大学生で考える環境ボランティアの未来2022〜」

　10月に行う駆除活動の前に、特定外来生物が環境に与える影響や現

状、環境保護のために私たちができることなどを学ぶことを目的として、

琵琶湖の環境保全をテーマに開講した。

　講演では、主に、琵琶湖や河川などの水際に生息し、琵琶湖の生態系

だけでなく地域の生活へ被害を及ぼす特定外来生物「オオバナミズキン

バイ」や「ナガエツルノゲイトウ」などの特定外来生物の対策や具体的

な駆除活動について、講師の経験談をまじえて分かりやすい講演であっ

た。

　終了後は法政大学と明治大学の学生も交えて小グループに分かれ、意

見交換と交流の時間を設け、普段関わる機会の少ない他大学との交流の

機会となった。

　　日　　時　 ９月14日（水）13時30分〜15時30分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎C204教室／オンライン（Zoom）

　　講　　師　 滋賀県立琵琶湖博物館 特別研究員

　　　　　　　 滋賀県琵琶湖環境部自然環境保全課 副主幹　中井 克樹　氏

　　受講者数　 30名（学生スタッフ18名、法政大学10名、明治大学２名）

　　内　　容　 特定外来生物への対策と駆除活動についての講義、他大学との交流

　　受講者の声

　・琵琶湖の環境の状況や外来種についてたくさんの新しい学びがあり、人間がもたらした外来種の

問題は人間が責任を持って解決に努めなければならないと思いました。他大学の方と関わる貴重

な経験ができてよかったです。（関西大学・１年次生）

　・外来生物、植物が全て悪いものではなく、影響力の違いによって駆除した方が良いものなどの基

準があることを知りました。また、外来種を個人で所有すること自体が非常に良くないことだと

分かったので、来月の活動は気を引き締めて行いたいと思います。（法政大学・４年次生）

　・外来種という名前の括りだけで全てを排斥しないといけないと思うが、在来種であっても駆除し

なくてはならないものがあること、外来種でも人の役に立っているものがあることを知り、外来

種だからというだけで判断することは危険だと分かりました。（明治大学・２年次生）

（７）テーマ別講座「避難所運営疑似体験（HUG）」

　学生スタッフ養成合宿で行った避難所運営ゲームHUGを本学学生に向

けて行うことで、広く防災意識を高めてもらうことを目的として開講し

た。

　この疑似体験を通して、多種多様な人に寄り添うことの難しさや大切

さを知り、各個人の思考力や対応力を高める機会となった。また、本学

安全管理課課長にも参加していただき、学生に対して専門部署の立場か

ら助言をいただき、より深い学びを得ることとなった。

　　日　　時　 10月12日（水）14時40分〜16時10分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎C301教室

　　講　　師　 関西大学ボランティアセンター学生スタッフおよび職員

　　受講者数　 ８名（本学学生７名、職員１名）

　　受講者の声

　・地震が起こった際に何か役に立つと思ったから参加しました。次の機会があれば、もう少し深く

運営について考えてみたいと思います。（法学部・３年次生）

　・ゲームでは様々な状況の方々が登場して、災害時の事を少し考えることができました。安全管理

課の方は私たち大学生にはない視点を多く持ち合わせていて、とても勉強になりました。（環境

都市工学部・２年次生）

中井先生  講義の様子 中井先生  講義の様子 学生スタッフよりこれまで行ってきた
琵琶湖の活動について説明を行う様子
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　ボランティアセンターでは、ボランティアに関わるきっかけづくりとしての講座や、コミュニケー

ション能力の向上のための講座などを実施している。

（１）ボランティアセミナー 2022

　ボランティア活動という言葉は知っていても、具体的にどのような活

動なのか分からないという学生が多いと考え、活動のやりがいや楽しさ

を伝え、活動に対する不安や疑問を解消させることで、ボランティア活

動への参加を促すことを目的として開講した。

　当日はボランティアの基本的な概念や理論、講師の経験談などをお話

しいただいた。また、グループワークで参加学生の経験談や講座を受け

た感想を共有することで、ボランティアに対しての考えを深めた。最後

に、学生がボランティアセンターを気軽に利用できるように、ボランティ

アセンターで受けられるサービス等の紹介を行った。

　　日　　時　 ５月９日（月）16時30分〜18時00分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎C506教室／オンライン（Zoom）

　　講　　師　 京都光華女子大学健康学部医療福祉学科社会福祉専攻 教授

　　　　　　　 社会福祉士　石井 祐理子　氏

　　受講者数　 83名（学内受講者８名、オンライン受講者６名、オンデマンド視聴69名）

　　受講者の声

　・色んな人と関わりがあって、自分の常識が当たり前でないと言っていたのは共感できました。（環

境都市工学部・１年次生）

　・ボランティアとは何をすることが正解なんだろうと思い込んでいましたが、自分ができることを

する、という気づきを得られました。（社会学部・２年次生）

（２）テーマ別講座「～知る！聴く！広がる！～ボラcafé 2022」

　ボランティア活動は多岐にわたるが、その背景にある社会問題等について深く知らないという学

生は少なくないと思われる。そこで、平日のお昼休みに本セミナーを実施することで気軽に関心の

ある内容を学べる機会を創出することを目的として開講した。

　各回とも30分という短い時間でありながら、講師からは興味深いお話をしていただき、受講学

生の今後のボランティア活動につながる講座となった。

　　日　　時　 【第１回】５月９日（月）12時20分〜12時50分

　　　　　　　 【第２回】５月11日（水）12時20分〜12時50分

　　テ ー マ　 【第１回】献血　

　　　　　　　 【第２回】防災

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館1階ピアエリア

　　講　　師　 【第１回】大阪府赤十字血液センター

　　　　　　　　　　　　献血推進課　屋田  千有紀　氏

　　　　　　　 【第２回】吹田市総務部 危機管理室　大槻　仁　氏

　　受講者数 【第１回】11名／【第２回】７名

　　受講者の声

【第１回】思っていたより献血を必要とされる方がたくさんいたことに驚きました。自分は医者に

はなれないけど、献血という行動で命を救えるということは大変誇らしいことだと思います。（政

策創造学部・２年次生）

【第２回】この講座を受講したことで、改めて防災について考える良い機会になりました。食料を普段か

らローリングストックをしておくなど、もしもの場合の備えを見直そうと思います。（法学部・１年次生）

　　日　　時　 【第１回】10月11日（火）12時20分〜12時50分

　　　　　　　 【第２回】10月13日（木）12時20分〜12時50分

　　テ ー マ　 【第１回】防災

　　　　　　　 【第２回】動物愛護

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館1階ピアエリア

　　講　　師　 吹田市総務部 危機管理室　菊地  祥吾　氏

　　　　　　　 大阪ねこの会　荒井  りか　氏

　　受講者数　 【第１回】13名／【第２回】11名

　　受講者の声

【第１回】吹田市の防災について詳しく勉強できてよかったです。改めて自分の防災意識を高める

きっかけになりました。（システム理工学部・２年次生）

【第２回】今まで何となくしか知らなかったことについて、より具体的な数字を聞けたことで危機

意識が高まりました。保護猫譲渡会のお手伝いなど、自分にできることを積極的に探して活動して

いきたいと思いました。（法学部・２年次生）

（３）テーマ別講座「関大生が考える環境ボランティアの未来
　　　　～未来のために知っておきたい海とプラスチックの話～」

　淀川掃除や琵琶湖湖岸の特定外来生物駆除活動などの各種プログラム

を実施している中で、ゴミ問題と向き合い、環境問題について改めて学

ぶことで、環境保全活動の意義を再確認することを目的として開講した。

　当日は、プラスチック汚染とは何か、日本の廃棄物処理の現状や「亀

岡市ゼロエミッション計画」を策定した京都府亀岡市の取り組み、世界

でのレジ袋削減への取り組み等について伺った。

　講演後のグループワークや質疑応答の時間を通じて、様々な視点から

プラスチックゴミ問題について考える機会となった。

　　日　　時　 ５月12日（木）16時20分～ 17時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎E101教室／オンライン（Zoom）

　　講　　師　 大阪商業大学公共学部 准教授　原田 禎夫　氏

　　受講者数　 15名（学内受講者10名、オンライン受講者５名）

　　受講者の声

　・日本は世界に比べゴミの処理はしっかりしていると思っていたが、実際はその逆で世界に遅れを

とっているという事実に驚きました。（システム理工学部・１年次生）

　・海外に比べて日本の環境保全に対する意識が低いことや、鳥のおなかの中から出てきたプラス

チックゴミの多くが日本からのものだということなどを知り、少し複雑な気持ちになりました。

水筒やマイバッグを持ち歩くなど、自分に出来ることを意識的に行いたいと思います。（法学部・

２年次生）

（４）コミュニケーションスキルアップ講座「ほめる達人」講座（全３回）

　SNSが普及し、匿名で他者を傷つけることが容易で、他者との関わり

自体が希薄になっている今の学生は、日常生活でお互いを認め合い、「ほ

める」機会が少なくなっているのではないだろうか。

　「ほめる」ことを「価値を発見して伝える」ことと捉え、お世辞では

なく心の底から相手の良さを見出して伝える技術を学び、学生生活を充

実させるコミュニケーション力の向上を目的として開講した。

　第１回は、ほめる基本ポイントから普段の会話でも相手をほめる「言

葉選び」を意識することについて、第２回では言葉を使わずに仕草でほ

める方法や話の聴き方、「ふた言あいさつ」等について、第３回では「ほ

め達！」検定3級試験問題から「価値の創造」「価値の発見」「人生の価

値を伝える」の３項目について伺った。

　様々なワークを通して自分自身を見つめなおすきっかけを得る機会となった。

　　日　　時　 ６月15日、22日、29日（全３回・毎週水曜日）16時20分〜17時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館４階ミーティングルーム

　　講　　師　 日本ほめる達人協会 理事長　西村 貴好　氏

　　受講者数　 延べ201名（15日69名、22日71名、29日61名）

　　受講者の声

　・周りは自分を写す鏡だということが印象に残りました。何をするにしても笑うことが自分も周り

も１番幸せになるのかなと感じました。（人間健康学部・２年次生）

　・思考を巡らすことの大切さを学べました。挨拶の大切さや努力が、自分自身を磨いていくのだと

わかりました。（法学部・１年次生）

　・自分が思ってもいなかった発見が沢山ありました。今回教えて頂いた内容を日常生活の中でぜひ

活用していきたいです。（文学部・３年次生）

（５）災害ボランティアガイダンス2022

　コロナ禍で実際に被災地で活動を行うことはできないものの、学生の

災害ボランティア活動に対する意識を高め、実際のボランティア経験を

聞くことで、今後学生がより良い意思決定ができるように支援すること

を目的として開講した。

　講演では、実際に災害ボランティア活動に参加されたときの写真や、

災害ボランティア活動に参加するために必要な準備物も紹介され、参加

者が現地の状況をイメージしやすい講演であった。また、災害ボランティ

ア活動は、一般的によく聞くがれき撤去だけではなく、現地にある災害

ボランティアセンターの運営や補助等、いろいろな災害ボランティア活

動の形があることを紹介していただいた。現地での活動に参加すること

に抵抗を感じている学生にとっても興味が持てる内容であった。

　また、KUMCからは、2019年度以前に行った「東北ツアー」について発表があった。大学生が

実際に活動した災害ボランティア活動として、参加者の意欲に繋がる機会となった。

　　日　　時　 ７月６日（水）16時20分〜17時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎C201教室／オンライン（Zoom）

　　講　　師　 社会福祉法人 大阪ボランティア協会　紺屋 仁志　氏

　　　　　　　 学生団体KUMC　溝端 峻　氏

　　受講者数 14名（学内受講者７名、オンライン７名）

　　受講者の声

　・意外と手続きや準備が多くて、軽い気持ちで災害ボランティアに参加するものではないのだと感

じました。（化学生命工学部・１年次生）

　・災害ボランティアの経験が、実際に自分が被災したときに役立つとおっしゃっていて、自分のた

めに参加してもいいんだと思いました。（化学生命工学部・１年次生）

　・災害ボランティア活動に参加することで、被災地の方にとっては寧ろ、迷惑を掛けてしまう行動

がたくさんあることを知って驚きました。（社会学部・１年次生）

（６）３大学連携オンライン講座
　　　　「琵琶湖ツーリズム！〜大学生で考える環境ボランティアの未来2022〜」

　10月に行う駆除活動の前に、特定外来生物が環境に与える影響や現

状、環境保護のために私たちができることなどを学ぶことを目的として、

琵琶湖の環境保全をテーマに開講した。

　講演では、主に、琵琶湖や河川などの水際に生息し、琵琶湖の生態系

だけでなく地域の生活へ被害を及ぼす特定外来生物「オオバナミズキン

バイ」や「ナガエツルノゲイトウ」などの特定外来生物の対策や具体的

な駆除活動について、講師の経験談をまじえて分かりやすい講演であっ

た。

　終了後は法政大学と明治大学の学生も交えて小グループに分かれ、意

見交換と交流の時間を設け、普段関わる機会の少ない他大学との交流の

機会となった。

　　日　　時　 ９月14日（水）13時30分〜15時30分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎C204教室／オンライン（Zoom）

　　講　　師　 滋賀県立琵琶湖博物館 特別研究員

　　　　　　　 滋賀県琵琶湖環境部自然環境保全課 副主幹　中井 克樹　氏

　　受講者数　 30名（学生スタッフ18名、法政大学10名、明治大学２名）

　　内　　容　 特定外来生物への対策と駆除活動についての講義、他大学との交流

　　受講者の声

　・琵琶湖の環境の状況や外来種についてたくさんの新しい学びがあり、人間がもたらした外来種の

問題は人間が責任を持って解決に努めなければならないと思いました。他大学の方と関わる貴重

な経験ができてよかったです。（関西大学・１年次生）

　・外来生物、植物が全て悪いものではなく、影響力の違いによって駆除した方が良いものなどの基

準があることを知りました。また、外来種を個人で所有すること自体が非常に良くないことだと

分かったので、来月の活動は気を引き締めて行いたいと思います。（法政大学・４年次生）

　・外来種という名前の括りだけで全てを排斥しないといけないと思うが、在来種であっても駆除し

なくてはならないものがあること、外来種でも人の役に立っているものがあることを知り、外来

種だからというだけで判断することは危険だと分かりました。（明治大学・２年次生）

（７）テーマ別講座「避難所運営疑似体験（HUG）」

　学生スタッフ養成合宿で行った避難所運営ゲームHUGを本学学生に向

けて行うことで、広く防災意識を高めてもらうことを目的として開講し

た。

　この疑似体験を通して、多種多様な人に寄り添うことの難しさや大切

さを知り、各個人の思考力や対応力を高める機会となった。また、本学

安全管理課課長にも参加していただき、学生に対して専門部署の立場か

ら助言をいただき、より深い学びを得ることとなった。

　　日　　時　 10月12日（水）14時40分〜16時10分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎C301教室

　　講　　師　 関西大学ボランティアセンター学生スタッフおよび職員

　　受講者数　 ８名（本学学生７名、職員１名）

　　受講者の声

　・地震が起こった際に何か役に立つと思ったから参加しました。次の機会があれば、もう少し深く

運営について考えてみたいと思います。（法学部・３年次生）

　・ゲームでは様々な状況の方々が登場して、災害時の事を少し考えることができました。安全管理

課の方は私たち大学生にはない視点を多く持ち合わせていて、とても勉強になりました。（環境

都市工学部・２年次生）

ゲーム中の机上の様子 ゲーム中の様子

ハ グ



− 1 − − 2 − − 3 − − 4 − − 5 − − 6 −

− 7 − − 8 − − 9 − − 10 − − 11 − − 12 − − 13 − − 14 −

− 15 − − 16 − − 17 − − 18 − − 19 − − 20 − − 21 − − 22 −

− 23 − − 24 −

　ボランティアセンターでは、ボランティアに関わるきっかけづくりとしての講座や、コミュニケー

ション能力の向上のための講座などを実施している。

（１）ボランティアセミナー 2022

　ボランティア活動という言葉は知っていても、具体的にどのような活

動なのか分からないという学生が多いと考え、活動のやりがいや楽しさ

を伝え、活動に対する不安や疑問を解消させることで、ボランティア活

動への参加を促すことを目的として開講した。

　当日はボランティアの基本的な概念や理論、講師の経験談などをお話

しいただいた。また、グループワークで参加学生の経験談や講座を受け

た感想を共有することで、ボランティアに対しての考えを深めた。最後

に、学生がボランティアセンターを気軽に利用できるように、ボランティ

アセンターで受けられるサービス等の紹介を行った。

　　日　　時　 ５月９日（月）16時30分〜18時00分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎C506教室／オンライン（Zoom）

　　講　　師　 京都光華女子大学健康学部医療福祉学科社会福祉専攻 教授

　　　　　　　 社会福祉士　石井 祐理子　氏

　　受講者数　 83名（学内受講者８名、オンライン受講者６名、オンデマンド視聴69名）

　　受講者の声

　・色んな人と関わりがあって、自分の常識が当たり前でないと言っていたのは共感できました。（環

境都市工学部・１年次生）

　・ボランティアとは何をすることが正解なんだろうと思い込んでいましたが、自分ができることを

する、という気づきを得られました。（社会学部・２年次生）

（２）テーマ別講座「～知る！聴く！広がる！～ボラcafé 2022」

　ボランティア活動は多岐にわたるが、その背景にある社会問題等について深く知らないという学

生は少なくないと思われる。そこで、平日のお昼休みに本セミナーを実施することで気軽に関心の

ある内容を学べる機会を創出することを目的として開講した。

　各回とも30分という短い時間でありながら、講師からは興味深いお話をしていただき、受講学

生の今後のボランティア活動につながる講座となった。

　　日　　時　 【第１回】５月９日（月）12時20分〜12時50分

　　　　　　　 【第２回】５月11日（水）12時20分〜12時50分

　　テ ー マ　 【第１回】献血　

　　　　　　　 【第２回】防災

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館1階ピアエリア

　　講　　師　 【第１回】大阪府赤十字血液センター

　　　　　　　　　　　　献血推進課　屋田  千有紀　氏

　　　　　　　 【第２回】吹田市総務部 危機管理室　大槻　仁　氏

　　受講者数 【第１回】11名／【第２回】７名

　　受講者の声

【第１回】思っていたより献血を必要とされる方がたくさんいたことに驚きました。自分は医者に

はなれないけど、献血という行動で命を救えるということは大変誇らしいことだと思います。（政

策創造学部・２年次生）

【第２回】この講座を受講したことで、改めて防災について考える良い機会になりました。食料を普段か

らローリングストックをしておくなど、もしもの場合の備えを見直そうと思います。（法学部・１年次生）

　　日　　時　 【第１回】10月11日（火）12時20分〜12時50分

　　　　　　　 【第２回】10月13日（木）12時20分〜12時50分

　　テ ー マ　 【第１回】防災

　　　　　　　 【第２回】動物愛護

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館1階ピアエリア

　　講　　師　 吹田市総務部 危機管理室　菊地  祥吾　氏

　　　　　　　 大阪ねこの会　荒井  りか　氏

　　受講者数　 【第１回】13名／【第２回】11名

　　受講者の声

【第１回】吹田市の防災について詳しく勉強できてよかったです。改めて自分の防災意識を高める

きっかけになりました。（システム理工学部・２年次生）

【第２回】今まで何となくしか知らなかったことについて、より具体的な数字を聞けたことで危機

意識が高まりました。保護猫譲渡会のお手伝いなど、自分にできることを積極的に探して活動して

いきたいと思いました。（法学部・２年次生）

（３）テーマ別講座「関大生が考える環境ボランティアの未来
　　　　～未来のために知っておきたい海とプラスチックの話～」

　淀川掃除や琵琶湖湖岸の特定外来生物駆除活動などの各種プログラム

を実施している中で、ゴミ問題と向き合い、環境問題について改めて学

ぶことで、環境保全活動の意義を再確認することを目的として開講した。

　当日は、プラスチック汚染とは何か、日本の廃棄物処理の現状や「亀

岡市ゼロエミッション計画」を策定した京都府亀岡市の取り組み、世界

でのレジ袋削減への取り組み等について伺った。

　講演後のグループワークや質疑応答の時間を通じて、様々な視点から

プラスチックゴミ問題について考える機会となった。

　　日　　時　 ５月12日（木）16時20分～ 17時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎E101教室／オンライン（Zoom）

　　講　　師　 大阪商業大学公共学部 准教授　原田 禎夫　氏

　　受講者数　 15名（学内受講者10名、オンライン受講者５名）

　　受講者の声

　・日本は世界に比べゴミの処理はしっかりしていると思っていたが、実際はその逆で世界に遅れを

とっているという事実に驚きました。（システム理工学部・１年次生）

　・海外に比べて日本の環境保全に対する意識が低いことや、鳥のおなかの中から出てきたプラス

チックゴミの多くが日本からのものだということなどを知り、少し複雑な気持ちになりました。

水筒やマイバッグを持ち歩くなど、自分に出来ることを意識的に行いたいと思います。（法学部・

２年次生）

（４）コミュニケーションスキルアップ講座「ほめる達人」講座（全３回）

　SNSが普及し、匿名で他者を傷つけることが容易で、他者との関わり

自体が希薄になっている今の学生は、日常生活でお互いを認め合い、「ほ

める」機会が少なくなっているのではないだろうか。

　「ほめる」ことを「価値を発見して伝える」ことと捉え、お世辞では

なく心の底から相手の良さを見出して伝える技術を学び、学生生活を充

実させるコミュニケーション力の向上を目的として開講した。

　第１回は、ほめる基本ポイントから普段の会話でも相手をほめる「言

葉選び」を意識することについて、第２回では言葉を使わずに仕草でほ

める方法や話の聴き方、「ふた言あいさつ」等について、第３回では「ほ

め達！」検定3級試験問題から「価値の創造」「価値の発見」「人生の価

値を伝える」の３項目について伺った。

　様々なワークを通して自分自身を見つめなおすきっかけを得る機会となった。

　　日　　時　 ６月15日、22日、29日（全３回・毎週水曜日）16時20分〜17時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館４階ミーティングルーム

　　講　　師　 日本ほめる達人協会 理事長　西村 貴好　氏

　　受講者数　 延べ201名（15日69名、22日71名、29日61名）

　　受講者の声

　・周りは自分を写す鏡だということが印象に残りました。何をするにしても笑うことが自分も周り

も１番幸せになるのかなと感じました。（人間健康学部・２年次生）

　・思考を巡らすことの大切さを学べました。挨拶の大切さや努力が、自分自身を磨いていくのだと

わかりました。（法学部・１年次生）

　・自分が思ってもいなかった発見が沢山ありました。今回教えて頂いた内容を日常生活の中でぜひ

活用していきたいです。（文学部・３年次生）

（５）災害ボランティアガイダンス2022

　コロナ禍で実際に被災地で活動を行うことはできないものの、学生の

災害ボランティア活動に対する意識を高め、実際のボランティア経験を

聞くことで、今後学生がより良い意思決定ができるように支援すること

を目的として開講した。

　講演では、実際に災害ボランティア活動に参加されたときの写真や、

災害ボランティア活動に参加するために必要な準備物も紹介され、参加

者が現地の状況をイメージしやすい講演であった。また、災害ボランティ

ア活動は、一般的によく聞くがれき撤去だけではなく、現地にある災害

ボランティアセンターの運営や補助等、いろいろな災害ボランティア活

動の形があることを紹介していただいた。現地での活動に参加すること

に抵抗を感じている学生にとっても興味が持てる内容であった。

　また、KUMCからは、2019年度以前に行った「東北ツアー」について発表があった。大学生が

実際に活動した災害ボランティア活動として、参加者の意欲に繋がる機会となった。

　　日　　時　 ７月６日（水）16時20分〜17時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎C201教室／オンライン（Zoom）

　　講　　師　 社会福祉法人 大阪ボランティア協会　紺屋 仁志　氏

　　　　　　　 学生団体KUMC　溝端 峻　氏

　　受講者数 14名（学内受講者７名、オンライン７名）

　　受講者の声

　・意外と手続きや準備が多くて、軽い気持ちで災害ボランティアに参加するものではないのだと感

じました。（化学生命工学部・１年次生）

　・災害ボランティアの経験が、実際に自分が被災したときに役立つとおっしゃっていて、自分のた

めに参加してもいいんだと思いました。（化学生命工学部・１年次生）

　・災害ボランティア活動に参加することで、被災地の方にとっては寧ろ、迷惑を掛けてしまう行動

がたくさんあることを知って驚きました。（社会学部・１年次生）

（６）３大学連携オンライン講座
　　　　「琵琶湖ツーリズム！〜大学生で考える環境ボランティアの未来2022〜」

　10月に行う駆除活動の前に、特定外来生物が環境に与える影響や現

状、環境保護のために私たちができることなどを学ぶことを目的として、

琵琶湖の環境保全をテーマに開講した。

　講演では、主に、琵琶湖や河川などの水際に生息し、琵琶湖の生態系

だけでなく地域の生活へ被害を及ぼす特定外来生物「オオバナミズキン

バイ」や「ナガエツルノゲイトウ」などの特定外来生物の対策や具体的

な駆除活動について、講師の経験談をまじえて分かりやすい講演であっ

た。

　終了後は法政大学と明治大学の学生も交えて小グループに分かれ、意

見交換と交流の時間を設け、普段関わる機会の少ない他大学との交流の

機会となった。

　　日　　時　 ９月14日（水）13時30分〜15時30分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎C204教室／オンライン（Zoom）

　　講　　師　 滋賀県立琵琶湖博物館 特別研究員

　　　　　　　 滋賀県琵琶湖環境部自然環境保全課 副主幹　中井 克樹　氏

　　受講者数　 30名（学生スタッフ18名、法政大学10名、明治大学２名）

　　内　　容　 特定外来生物への対策と駆除活動についての講義、他大学との交流

　　受講者の声

　・琵琶湖の環境の状況や外来種についてたくさんの新しい学びがあり、人間がもたらした外来種の

問題は人間が責任を持って解決に努めなければならないと思いました。他大学の方と関わる貴重

な経験ができてよかったです。（関西大学・１年次生）

　・外来生物、植物が全て悪いものではなく、影響力の違いによって駆除した方が良いものなどの基

準があることを知りました。また、外来種を個人で所有すること自体が非常に良くないことだと

分かったので、来月の活動は気を引き締めて行いたいと思います。（法政大学・４年次生）

　・外来種という名前の括りだけで全てを排斥しないといけないと思うが、在来種であっても駆除し

なくてはならないものがあること、外来種でも人の役に立っているものがあることを知り、外来

種だからというだけで判断することは危険だと分かりました。（明治大学・２年次生）

（７）テーマ別講座「避難所運営疑似体験（HUG）」

　学生スタッフ養成合宿で行った避難所運営ゲームHUGを本学学生に向

けて行うことで、広く防災意識を高めてもらうことを目的として開講し

た。

　この疑似体験を通して、多種多様な人に寄り添うことの難しさや大切

さを知り、各個人の思考力や対応力を高める機会となった。また、本学

安全管理課課長にも参加していただき、学生に対して専門部署の立場か

ら助言をいただき、より深い学びを得ることとなった。

　　日　　時　 10月12日（水）14時40分〜16時10分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎C301教室

　　講　　師　 関西大学ボランティアセンター学生スタッフおよび職員

　　受講者数　 ８名（本学学生７名、職員１名）

　　受講者の声

　・地震が起こった際に何か役に立つと思ったから参加しました。次の機会があれば、もう少し深く

運営について考えてみたいと思います。（法学部・３年次生）

　・ゲームでは様々な状況の方々が登場して、災害時の事を少し考えることができました。安全管理

課の方は私たち大学生にはない視点を多く持ち合わせていて、とても勉強になりました。（環境

都市工学部・２年次生）

４　堺市との地域連携事業におけるボランティア活動（事務局：堺キャンパス事務室）

　堺市と関西大学は、2008年に基本協定を締結し、2010年度から大学の教育研究活動と地域資源

を融合した連携事業を実施しており、2022年度で13年目を迎えた。その中で人間健康学部の学生は、

堺市の小中学校に出向き、児童生徒の運動促進を図る取り組みへの協力や、地域の子どもたちを対象

としたスポーツ企画の運営など、ボランティア活動を通して講義だけでは学べない経験を積み、社会

人基礎力を養っている。また、関西大学が取り組む教育研究活動の成果を社会に還元し、地域が抱え

る諸課題の解決に寄与している。

事業名 開催日 時間 内容 講師 ボランティア学生数
(行事参加者数) 会場

住吉祭神輿渡御ボランティア
2022

8/1
（月）※

- 住吉祭神輿渡御ボランティア - --

4/5
（火）

18：00～
19：30

あさかやま夜桜まつり
＠かんだい食堂

28名
（61名）

関西大学堺キャンパス
中央広場

5/17
（火）

かんだいこども食堂
パンバイキング

29名
（22名）

関西大学堺キャンパス
食堂

6/23
（木）

キャンプ体験をしよう
＠かんだい食堂

23名
（29名）

関西大学堺キャンパス
体験学習エリア、
体育館アリーナ

7/22
（金）

15：30～
19：00

流しそうめん
＠かんだい食堂

23名
（22名）

関西大学堺キャンパス
食堂、中央広場

9/20
（火）

スポーツの秋！みんなで体を
動かそう！＠かんだい食堂

18名
（22名）

関西大学堺キャンパス
食堂、体育館アリーナ、

中央広場

12/12
（月）

クリスマスパーティー
＠かんだい食堂

18名
（34名）

関西大学堺キャンパス
食堂、中央広場

4/24
（日）

15名
（21名）

5/8
（日）

8名
（8名）

5/22
（日）

14：00～
16：00

12名
（10名）

6/12
（日）

9名
（13名）

6/26
（日）

7/24
（日）

10/2
（日）

6名
（15名）

10/9
（日）

7名
（15名）

11/6
（日）

15名
（14名）

11/13
（日）

12名
（14名）

12/10
（土）

6名
（15名）

12/10
（土）

14：00～
16：00

8名
（12名）

1/15
（日）

6名
（9名）

1/29
（日）

6名
（6名）

3/26
（日）

5名
（11名）

関西大学堺キャンパス
エバーグリーン

関西大学堺キャンパス
体育館アリーナ

-

関西大学
人間健康学部教授

村川　治彦

6名
（11名）

10：00～
12：00

10：00～
12：00 スポーツ教室

小学生のための
新しい遊びの場

かんだい食堂
～大学が提案する街中の

サードプレイス～

16：30～
19：00

17：00～
19：00

香ヶ丘商店街を中心とした
浅香山地区のまちづくり

10：00～
12：00

関西大学堺キャンパス
体育館アリーナ

5/18
（水）

14：00～
17：00

インクルーシブなまちづくり
冷やしぜんざい

8名

6/26
（日）

11：00～
15：00

インクルーシブなまちづくり
浅香山サマーフェスタ2022

22名

浅香山商店街
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Ⅰ  ４  堺市との地域連携事業
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おでかけ「子ども食堂」で
フルバリューキャンプ

※ - フルバリューキャンプ - - -

事業名 開催日 時間 内容 講師 ボランティア学生数
(行事参加者数) 会場

8/6
（土）※

17：00～
20：00

インクルーシブなまちづくり
盆踊りでツナガル

- -

9/21
（水）

13：00～
17：00

インクルーシブなまちづくり
スイートポテト

5名 浅香山商店街

6/4
（土）

11：00～
16：00

ミャンマー写真展
講演会とギャラリー

2名
（13名）

関西大学堺キャンパス
SB301教室

11/25
（金）

14：40～
16：10

「オキナワへいこう」講演会
NPO法人kokoima

廣田　安希子
64名

関西大学千里山
キャンパス

第1学舎5号館501教室

関西大学
人間健康学部教授

村川　治彦
香ヶ丘商店街を中心とした
浅香山地区のまちづくり

①10：00
～

12：00
②13：00

～
15：00

③15：30
～

17：30

こどもの居場所作り
不登校児童を対象とした

eスポーツ交流会

29名
（①16名、
②26名、
③10名）

関西大学堺キャンパス
ラーニングコモンズ、
ユーモア科学スタジオ

10：30～
11：50

不登校の児童・生徒をもつ
保護者向け講演会

29名
（18名）

関西大学堺キャンパス
SA301教室

みんなで夏の思い出を！
関大・さかい

フルバリューキャンプ
※ - フルバリューキャンプ -　　　　　　　　　  -　　　　　　　　　-

堺市立小学校連合運動会
ボランティア活動

※ - 連合運動会ボランティア活動 -　　　　　　　　　  -　　　　　　　　　-

5/18
（水）

4名

5/19
（木）

5名

5/25
（水）

8名

6/1
（水）

5名

6/9
（木）

10：30～
16：00

6/15
（水）

10：30～
15：00

6/23
（木）

4名

6/29
（水）

7/7
（木）

7/21
（木）

5名

7/31
（日）

16：30～
20：00

8/1
（月）

8：00～
12：00

9/8
（木）

10：30～
15：00

9/14
（水）

10：30～
16：00

9/16
（金）

15：00～
18：00

5名

2/16
（木）

13：00～
16：00

3名

9/17
（土）

8：00～
17：00

あつまれ！とようけのもり
～奈良の里山で自然体験～

5名
（8名）

5/16
（月）

～
5/17
（火）

1泊2日
関大SDGsラボ活動に関する

打合せ
1名 熊野出会いの里

関西大学心理学研究科教授
石田　陽彦

とようけのもり

7名

4名

6名

関西大学
人間健康学部教授

村川　治彦

10：30～
17：00

農業研修

6名

11/26
（土）

香ヶ丘商店街を中心とした
浅香山地区のまちづくり

「新しい生活様式」と食、農、
自然を軸にした地域づくり

10：30～
15：00

10：30～
16：00
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事業名 開催日 時間 内容 講師 ボランティア学生数
(行事参加者数) 会場

6/22
（水）

13：00～
15：00

応急手当講習会 -
5名

（18名）
関西大学堺キャンパス

SA502教室

9/24
（土）

10：00～
16：00

-
15名

（100名）
三宝地区

10/15
（土）

9：00～
14：00

合同会社グリーン
ラボラトリー代表社員

一般社団法人グリーンカラー
代表理事

福島　征二

2名
（125名）

社会福祉法人
東光学園

1/21
（土）

10：00～
15：00

-
7名

（30名）
深井地区

防災キャンプ

学生による自主防災組織の
展開

在堺外国人青年との
スポーツ交流事業

※ サッカー交流会-

アロープロジェクトin堺市 ※ - アロー作成、設置

関大生と堺内の福祉事業所と
連携した授産事業商品の企画

10/27
（木）

所業作者害障まはおお9名-

- - -

- - -

せ合打業事16：00〜

2名 堺市立深井小学校

2名 堺市立鳳南小学校

1名 堺市立宮山台小学校

1名
堺市立五箇荘東

小学校

2名 堺市立鳳中学校

4/21
（木）

16：00～
17：00

0名
（7名）

1/12
（木）

15：30～
16：30

0名
（7名）

3/9
（木）

15：00～
16：30

0名
（16名）

2月　※ -
堺スポーツチャレンジ
ランキング交流大会

- -

3/4
（土）

13：30～
16：30

研究発表会
0名

（90名）
関西大学堺キャンパス

SB301教室

（注）開催日に※を付したものは、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止となったもの。

-

体力向上検討会議
関西大学堺キャンパス

会議室E

-

関西大学人間健康学部教授
神谷　拓

4月
～
3月

-

「体力向上スクールサポーター」
として、体育学習や部活動に
おけるサポート、休み時間や
放課後等の時間における児童
生徒の運動促進を図る取組み
をサポート

令和4年度
体力向上推進事業

スポーツ教室 小学生のための新しい遊びの場
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Ⅱ　ボランティアセンター学生スタッフについて

１　ボランティアセンター学生スタッフの概要　　

　　（１）ボランティアセンター学生スタッフの活動

　　（２）ボランティアセンター学生スタッフの運営

２　ボランティアセンター学生スタッフ事業報告

　　（１）学生スタッフ企画

　　（２）ボランティア体験ツアー

　　（３）雨天中止事業

３　学生スタッフ代表からの一言

　学生の中には「ボランティアに関心があるけど一歩踏み出せない」という学生もおり、学生スタッ

フはそのような学生を後押しできるような学内のボランティア活動の企画のほか、様々な社会問題へ

の啓発活動を行っている。

（１）学生スタッフ企画

　学生スタッフ企画とは、ボランティア活動の魅力を広めるため、まずは学生スタッフ自身がボラ

ンティアの魅力を再認識するために企画・参加しているプログラムである。

①　ボランティア懇談会
　ボランティアに関心のある関西大学の学生にボランティア活動の魅力

を発信する１つの手段として、ボランティアコーディネートを実施して

いる。より多くの学生に参加してもらうことを目的として普段はお昼休

みに実施しているボランティアコーディネートを、今回はお昼休みから

３限終わりまで開室時間を延長して実施した。

　　日　　時　 ５月 13 日（金） 12時20分〜15時00分

　　場　　所　 誠之館２号館１階ボランティアステーション

　　内　　容　 ボランティアコーディネート

②　富士山自然保護ボランティアツアー（法政大学主催3大学連携事業）
　3大学（法政大学・明治大学・関西大学）連携事業の一環として、法政大学主催の世界遺産であ

る富士山の麓で森林整備事業に参加した。

　団体の方からオーバーユーズ（使いすぎ）やアンダーユーズ（活用不足）の重要性、環境問題に

ついてなどのお話を伺った後、6〜7名ずつのグループに分かれて森林保全活動に取り組んだ。草

木の伐採や薪割り、枯れ木処理など、慣れない作業を行うのは大変であったが、休憩時間には木登

りをしたりブランコに乗ったりして、日常では味わえない大自然とのふれあいを楽しんだ。

　　日　　時　 ５月22日（日）９時45分〜17時00分

　　場　　所　 静岡県富士宮市

　　主　　催　 認定特定非営利活動法人富士山クラブ

　　参加者数　 37名（学生スタッフ4名、職員1名、

　　　　　　　 他大学学生32名）

　　内　　容　 草木の伐採、薪割り、枯れ木処理

　　学生スタッフの声

　・階段づくりや道の開拓など、自分が想像していたよりもはるかに本格的な活動ができました。日

常生活の中で鍬や鋸を使ったりすることがないため、初めはうまく使えませんでしたが、コツを

つかんだ後は気持ち良い程スムーズに切れるようになったのが本当に楽しかったです。

③　びわ湖を美しくする運動
　 2022年度に引き続き、琵琶湖の特定外来生物の現状を把握

するために、実際に琵琶湖に足を運び、滋賀県が毎年7月1日

において「びわ湖の日」に実施している「びわ湖を美しくする

運動」の特定外来生物のオオバナミズキンバイおよびナガエツ

ルノゲイトウの駆除活動に参加した。

　滋賀県が取り組む、琵琶湖の環境保全について、現状と課題、

特に侵略的外来水生植物の繁殖力やその影響による被害を伺

い、行政として滋賀県が取り組むボランティアに関して知見を

深めた。また、実際に、湖岸に生息する大量のナガエツルノゲ

イトウを手作業で取り除く体験を行い、学生スタッフとして何

ができるのかを考えることに繋げ、今後企画する「琵琶湖ツー

リズム！～大学生で考える環境ボランティアの未来2022（実

践編）〜」で実現することとした。

　　日　　時　 ７月１日（金）９時00分〜10時30分

　　場　　所　 滋賀県大津市　大津市なぎさ公園周辺

　　協　　力　 滋賀県琵琶湖環境部自然環境保全課

　　参加者数　 ７名（学生スタッフ５名、職員２名）

　　内　　容　 特定外来生物オオバナミズキンバイおよびナガエツルノゲイトウの駆除及び関係者

への取材

④　2022ボランティア新企画募集～あなたの想いを伝えよう～
　関大生からボランティアの新企画を募集し、学生スタッフが企画者のボランティアへの想いを他

の学生に伝えるお手伝いをする。また、そのボランティアを実現することで学生スタッフの活動に

新しい視点を取り入れることを目的として、2022年度から新しく実施した。

　SDGsを意識した内容のボランティア活動で、関大生が学生スタッフとともに行うことができる

新たな企画を募集したところ、８事業の応募があり、ヒアリングなど選考を重ねベストアイデア賞

として「学童保育ボランティア」、学生スタッフ特別賞として「動物愛護団体のお手伝いをして、

犬猫と触れ合おう」の２事業が選ばれた。

　ベストアイデア賞として選ばれた「学童保育ボランティア」は学生スタッフのサポートのもと、

大阪府吹田市の「まちなかリビング北千里」にて、来館する子ども達と遊び、交流するボランティ

アとして実際に実施し、特典②として本センター活動報告書にも掲載した。

　　募集期間　 ７月25日（月）〜８月31日（金）

　　募集内容　 SDGsを意識した内容で、複数名が参加できて、みんなで

楽しめるボランティア活動のアイデア

　　募集対象　 関西大学に所属の個人またはグループ
特典： ①選ばれたアイデアは、学生スタッフのサポートのもと、実際に企画として実施

②ボランティアセンターが発行する「活動報告書」に記載
③ボランティア体験ツアーに企画者の名前を付すことができる

　　応 募 数　 ８グループ
○ キャンパスで大地震発生から避難までを考える・新！関大クリーン大作戦
○ 子ども達が防災について学べる遊びを提供する活動・子ども達とのふれあい大作戦
○ 二酸化炭素を減らし地球の環境を守るための植林ボランティア
○ 私たちの手で綺麗な海を守ろう！海岸清掃in大阪湾沿岸の浅場
○ 学童保育ボランティア・動物愛護団体のお手伝いをして、犬猫と触れ合おう

　　学生スタッフの声

　・アイデアを応募してくれたグループへヒアリングを行うことで、アイデアをより具体的に深掘す

ることができました。

　・多くの学生に参加してもらうために、広報期間をより長く設け、ボランティアセンター機関誌の

配布などで知ってもらう機会を作る工夫をするべきでした。また、体験ツアー化する企画を選定

してから実施までに時間がかかりすぎたため、次に実施する際は実施までのプロセスまで細かく

決めておきたいです。

⑤　ようこそ！　関大サロンへ
　コロナ禍でも実施できるボランティア活動として、吹田市社会福祉協議会の協力を得て、2021

年度から高齢者施設に入所する方々とZoomを繋いだオンライン交流会を開始した。

　同世代の交流だけでなく、高齢者のような日常の中ではつながりを持ちにくい異世代との交流を

通して、高齢者の人々の文化を享受するだけでなく、一緒にゲームや歓談を行い、地域において世

代を超えたつながりや相互理解を深める機会を創出することを目的として実施した。加えて、高齢

者の方との接し方を学び、学生のコミュニケーション能力の向上を図るとともに、高齢者の方や施

設職員との関わりの中で、どのようなボランティアや支援が必要なのかを知り、これから新たに行

う活動を企画する際の気づきを得ることができた。

　今後は、関大生を募集してボランティア体験ツアーとして実施することを予定している。

　　日　　時　 ①９月５日（月）13時30分〜14時30分

　　　　　　　 ②３月15日（水）13時30分〜14時30分

　　場　　所　 オンライン（Zoom）

　　受入団体　 社会福祉法人 秀明会「特別養護老人ホーム あす～る吹田」

　　参加者数　 ①10名（学生スタッフ４名、職員２名、高齢者３名、施設職員１名）

　　　　　　　 ②11名（学生スタッフ３名、職員３名、高齢者３名、施設職員２名）

　　内　　容 高齢者とのゲーム・クイズ、歓談

　　学生スタッフの声

　・高齢者の方が「楽しかった、ありがとう」と言って涙まで流してくださり、短い時間で、これほ

ど感動していただけたのがとても嬉しかったです。

　・普段あまり話すことのない年代の方々と会話することができ、とても思い出に残る良い時間を過

ごせました。

⑥　まちFUNまつりin関西大学2022　子ども店長サポートボランティア
　子ども達を中心に、ともに楽しみ学べる場を地域に作ることを目的として活動している特定非営

利活動法人 ママふぁん関西との共催事業として実施した。

　「地域に開かれた大学」を目指して始まった本イベントは、今回で6回目を迎えた。学生スタッ

フも毎年運営補助ボランティアとして参加しており、2022年度は子ども達が店長となって出展

ブースのお店を手伝い、お金のやりとりも行うことで働く楽しさやお金の大切さを学ぶ職業体験イ

ベント「子ども店長」企画のサポートを行った。

　事前にお給料袋やくじを作成し、当日も会場設営の手伝いを行った。来場した子ども達がエプロ

ンに着替える手伝いや働くお店を決めるくじ引きの対応をする中で、学生スタッフは子ども達の緊

張がほぐれるように、声掛けをするなど工夫しながら活動をした。

　　日　　時　 10月９日（日）10時00分〜13時30分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館およびその周辺

　　参加者数　 学生スタッフ７名

　　内　　容　 お給料袋やくじの作成、会場設営、「子ども店長」事業のサポート、子ども達との交流

　　学生スタッフの声

　・子ども達の元気な姿に勇気づけられる、楽しい時間でした。

　・子ども店長自身が楽しかったと笑顔で言ってくれたり、お給料を手渡しするときにありがとうと

声をかけてくれたりして、うれしかったです。

⑦　非常食配布イベント
　防災意識の向上はもちろん食品ロス削減に取り組むことでSDGsの「つくる責任　使う責任」の

達成への貢献を目指して、公益社団法人 日本非常食推進機構より提供していただいた使用期限が

迫った非常食（防災備蓄品）を配布した。

　当日は、保存用ビスケット、保存用飲料水、アルファ化米の三種類の非常食を配布するのにあわ

せて、学生スタッフが広く認知されるように広報を行った。

　配布数は、保存用ビスケット300個、保存用飲料水100本、アルファ化米41個だった。

　　日　　時　 10月10日（月）12時20分〜12時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館１階学生センター前

　　参加者数　 学生スタッフ７名

　　内　　容　 保存用ビスケット・保存用飲料水・アルファ化米の配布

（２）ボランティア体験ツアー

　ボランティア体験ツアーとは、「ボランティアに関心があるけど一歩踏み出せない」という学生に、

ボランティアの第一歩として気軽に参加できるボランティア活動として実施しているプログラムで

ある。

①　関大クリーン大作戦～関大前の交流の輪を広げよう！～
　関西大学周辺まちづくり勉強会※主催の清掃活動にボランティア活動

として参加した。

　当日は、地域の方や体育会学生と協力して、関大前通りや千里山ユー

トピア遊園の清掃を行った。道端にはタバコの吸い殻が多く、側溝にも

マスクや包装紙のゴミが多く落ちていた。ゴミ拾いを終えたら、根を残

さないように専用の道具などで掘り起こしながら千里山ユートピア遊園

の除草作業を行った。普段なかなか関わることのない地域の方と交流し

ながらの活動となり、終始笑顔が絶えない時間となった。

※阪急電鉄関大前駅周辺の地域において、安心・安全で活力と魅力あふれる「ま
ちづくり」を推進し、自治会、関大前商店街、学校法人関西大学及び行政で
課題を共有し、方策を検討することを目的とした組織。現在は、関大前ラボ
ラトリ（通称まち・かん）の管理運営及び関大前周辺地域の美化活動を主な活動としている。

　　日　　時　 ４月14日（木）８名、５月12日（木）雨天中止、６月９日（木）６名、10月13日（木）

７名、11月10日（木）３名、12月８日（木）７名　14時00分〜15時00分

　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ15名、本学学生延べ16名

　　場　　所　 阪急電鉄関大前駅～関西大学正門の周辺道路、千里山ユートピア遊園

　　主　　催　 関西大学周辺まちづくり勉強会

　　内　　容　 関大前通り、千里山ユートピア遊園の清掃

　　企画学生の声

　・関大前はタバコのゴミや雑草が多く、清掃のやりがいが大きいと感じました。また、地域の方や

関大生とも交流しながら行えたため、最後まで良い雰囲気で清掃できたと思います。

　・参加してくれた関大生と活動中もたくさん話せました。１人で清掃に集中するよりも話しながら

のほうが楽しく、時間が過ぎるのが早かったです。

　　参加者の声

　・コロナ禍でも自分がやれることに挑戦したかったから参加しました。地域の人と交流できてよ

かったです。（社会学部・２年次生）

　・街が綺麗になっていくのがうれしかったです。地域の人たちとも協力しあうことができて、充実

した時間でした。（法学部・1年次生）

②　関大クリーン大作戦in高槻
　普段利用している駅やキャンパス周辺を清掃し、景観を保護すること

で、学生や地域の方々が気持ちよく利用することを目的に、また、阪急

高槻市で活動することで高槻キャンパス、高槻ミューズキャンパスの学

生も気軽にボランティアに参加できる機会を設けることを目的として実

施した。

　4月実施時は、阪急高槻市駅周辺の本通り商店街と中通り商店街の二

手に分かれて、清掃活動を実施した。11月実施時は、参加者全員で清

掃活動を実施した。両日とも、最初にアイスブレイクを行い、交流をし

てから清掃活動に取り組んだため、雰囲気がよく楽しく活動することが

できた。

　　日　　時　 ①４月17日（日）９時00分〜10時30分

　　　　　　　 ②11月27日（日）９時00分〜10時30分

　　場　　所　 阪急高槻市駅周辺

　　参加者数　 ①15名（学生スタッフ５名、本学学生10名）

　　　　　　　 ②７名（学生スタッフ６名、本学学生１名）

　　内　　容　 阪急高槻市駅周辺の清掃

　　企画学生の声

　・想像していたよりも多くの人に参加してもらうことができて、アイスブレイクや清掃活動中は参

加者同士の交流があり、いい雰囲気で活動することができてよかったです。

　・活動中に通りがかった地域の方から「お疲れ様です。」というお言葉をいただくことができて、

嬉しかったです。

　　参加者の声

　・友達の輪を広げたいと思い参加しました。ゴミをたくさん拾うことができてやりがいがありまし

た。（社会安全学部・１年次生）

　・少人数のグループに分かれてのゴミ拾いだったので、1人で参加しても他の参加者と話しながら

活動しやすくて良かったです。（総合情報学部・３年次生）

③　淀川掃除
　淀川河川敷の清掃をすることで、大阪湾へゴミが流れ込むことを防ぎ、

淀川の水質や景観を保護することを目的に、また、清掃活動という気軽

に参加できる点を活かして、関大生にボランティア活動の魅力を広める

機会にすることを目的として実施した。2021年度には、淀川河川事務

所に相談を行ったうえで、これまで清掃を行っていた南方地区から行政

の対応が追い付いていないより河口の西淀川区福町地区へ場所の変更を

行った。

　４月実施時は雨天だったため、河川敷の手前を２グループに分かれて

清掃活動を行い、途中でグループを入れ替える等、参加者同士がより多

く関われるよう工夫を行った。

　10月実施時は晴天に恵まれ、5グループに分かれて河川敷を広く清掃

した。

　　日　　時　 ①４月24日（日）10時00分〜12時00分

　　　　　　　 ②10月23日（日）10時00分〜12時00分

　　場　　所　 大阪市西淀川区　阪神福駅近くの河川敷

　　参加者数　 ①26名（学生スタッフ8名、本学学生18名）

　　　　　　　 ②20名（学生スタッフ10名、本学学生10名）

　　内　　容　 淀川河川敷の清掃

　　企画学生の声

　・雨の中での実施となり、予定していた通りの淀川掃除は出来ませんでしたが、参加者の方から「楽

しかった」という言葉が聞けて嬉しかったです。

　・通りすがりの地域の方からどこの大学の団体なのかと尋ねられ、「ありがとうね、頑張って！」

とお声掛けいただいて嬉しかったです。

　　参加者の声

　・河川敷には多くのゴミが落ちていて、それらを拾っていくことが単純に楽しかったし、学生ス

タッフの方や参加者の方と色々話せてよかったです。（外国語学部・１年次生）

　・前に参加した清掃ボランティアで誘ってもらったので、参加しました。思っていたよりもプラス

チックのゴミが多くて驚きました。（政策創造学部・１年次生）

④　献血呼びかけボランティア

　献血の必要性を多くの学生に伝えることが、社会貢献につながるとい

うことを知ってもらうこと、また、気軽に参加できる学内ボランティア

を通じて、ボランティアの良さを身近に感じてもらい次のボランティア

活動参加のきっかけを創出することを目的として実施した。

　現在の日本では少子高齢化が進み、輸血を必要とする高齢者の割合が

増える一方で、それを支える若者の献血者数が減っているという危機的

状況にある。また、血液は長期の保存ができないため、安定的な供給が

必要であるが、献血について学生の関心が薄いのが現状である。

　献血を実施の広報だけでなく、当日は、献血車前で看板を持って献血

協力の呼びかけを行った。

　　日　　時　 ４月25日（月）14名、４月26日（火）９名、５月10日（火）６名、６月７日（火）８名

　　　　　　　 10月12日（水）10名、10月20日（木）３名、11月11日（金）６名、12月５日（月）４名

　　　　　　　 11時30分〜13時30分、12時00分〜13時00分

　　　　　　　 ※10月20日は関大防災DAYの事業の一環として実施した。
　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ40名、本学学生延べ20名

　　場　　所　 千里山キャンパス総合図書館前、悠久の庭前、

　　協　　力　 大阪府赤十字血液センター

　　内　　容　 献血への協力呼びかけ

　　企画学生の声

　・授業終わりで人通りが多い時間帯に呼び込み時間を設定したため、効果的に呼びかけが行えたと

思います。前を通った方が自分たちの呼びかけに反応してくださって嬉しかったです。また、毎

月行っているので声を出すことに慣れてきて、積極的に声かけをすることができました。

　・呼びかけを行ったことで、多くの学生に献血実施中であることに気付いてもらうことができまし

た。呼びかけに反応してくださる方もいて嬉しかったです。

　　参加者の声

　・輸血経験があるため、恩返しになればと思って参加しました。活動はアットホームな雰囲気で楽

しむことができました。（文学部・２年次生）

　・自分が想像していた以上に人が集まり、献血に協力していたので、声掛けの達成感を感じました。

（商学部・３年次生）

⑤　関大花植え活動（大学昇格100年記念）
　大学昇格100年記念事業の一環として、経済学部と商学部の学び舎で

ある第２学舎１号館前の広場を、山岡順太郎の胸像とともにリニューア

ルすることとなり、管財課の協力のもと、花壇の花植え活動を実施した。

大学昇格100年という節目に、緑のなかで新しい仲間と出会って交流し

ながら、学生たちの愛校心を育むこと。また、今後の広報を含めて、「ボ

ランティアセンター学生スタッフ」が大学内で広く認知されることを目

的として実施した。

　当日は、業者の方の指示に従いながら土を掘り、花を植えた。活動の

途中から雨が降りだしたため、レインコートを着用しての活動になった

が、参加者全員が熱心に取り組んだ結果、予定よりも広い範囲に花を植

えることができた。

　　日　　時　 ５月13日（金）９時00分〜12時10分

　　場　　所　 千里山キャンパス第2学舎1号館前広場

　　参加者数　 30名（学生スタッフ９名、本学学生21名）

　　内　　容　 花壇の花植え

　　企画学生の声

　・花を植える場所の土が硬くて、掘るのに思ったより時間がかかって大変でした。また、植えると

きに花の間隔や全体のバランスを考えるのが難しかったので、わからないことがあったら業者の

方に質問しながら作業をすすめました。

　・業者の方から「これからも手伝いにきてほしい」と言って褒めていただけて、嬉しかったです。

　　参加者の声

　・花植えに興味が湧いたので参加しました。想像していたよりも体力を使い、花壇がきれいになっ

ていくのが分かってやりがいがありました。（システム理工学部・４年次生）

　・ボランティア活動を体験してみたかったので参加しました。自分の活動が花というかたちで残っ

て嬉しいです。（文学部・１年次生）

⑥　高槻景観美化ボランティア
　自然と共生する「花と緑のまちづくり」に寄与することを目的として

いる高槻市のNPO法人「花と緑のまちづくり 高槻景観園芸クラブ」と

の連携事業として活動に参加し、学生に環境美化、地域交流の必要性を

学んでもらうことを目的として実施した。

　高槻景観園芸クラブの方々から活動の説明を受けた後、初対面の学生

の緊張をほぐすためにアイスブレイクを行った。高槻景観園芸クラブの

方々の指示に従い、苗床を整備して花を植えていく中で、良い苗の見分

け方や植物の種類なども教えていただいた。

　11月実施時は花を植えた後、花壇周りや他の花壇に積もった大量の

落ち葉を拾い集め、花壇全体の景観を美しく整えた。

　幅広い世代の憩いの場所である公園を美化し、まちづくりに関心を持

てるような事業は貴重なものであり、団体の方々とコミュニケーション

を取りながら、楽しく花植え活動を行うことができた。

　　日　　時　 ①５月14日（土）８時50分〜11時00分

　　　　　　　 ②11月20日（日）９時00分〜11時00分

　　場　　所　 大阪府高槻市　高槻城公園

　　　　　　　 連携先 NPO法人 花と緑のまちづくり 高槻景観園芸クラブ

　　参加者数　 ①７名（学生スタッフ５名、本学学生２名）

　　　　　　　 ②６名（学生スタッフ４名、本学学生２名）

　　内　　容　 高槻城公園内の花壇の手入れ、地域の方との交流

　　企画学生の声

　・団体の方といろんなお話をしながら花植え活動を行い、花植えをしたことがない学生でも不安な

く楽しめた事業でした。参加学生にボランティアの魅力を伝えるとともに、自身も改めてボラン

ティアの魅力を感じることができました。

　・花にも一つ一つ個性があり、それぞれに花の魅せ方があるのだと初めて知り、ただ活動するので

はなく、何かを意識して取り組むことの大切さを学びました。

　　参加者の声

　・花壇の手入れをしたことがなく、一度してみたいと思ったので参加しました。花壇が綺麗になっ

た際に感じた達成感や団体の方々との交流を通じて、ボランティアの魅力や楽しさを感じること

ができました。（法学部・４年次生）

⑦　関大クリーン大作戦in梅田
　梅田キャンパスの周辺を清掃することで環境や景観を保護し、通行す

る人々が気持ちよく過ごすことができるようにすること、気軽に参加で

きるボランティア活動として清掃活動に参加することでボランティアの

やりがいや楽しさを感じてもらうことを目的として実施した。

　当日は、梅田キャンパスの教室にてアイスブレイクを行ったあと、２

グループに分かれて茶屋町エリアの清掃を約１時間行った。清掃活動中

には、通りがかった人や清掃ルートの並びにある店舗の方からお礼の言

葉をもらうことができ、参加者の達成感や満足感につながった。日曜の

朝ではあったが人通りや車が多く、学生スタッフが時折声をかけて注意

を促しながら活動した。

　　日　　時　 ①５月15日（日）９時00分〜11時00分

　　　　　　　 ②11月13日（日）９時00分〜11時00分

　　場　　所　 梅田キャンパス周辺

　　参加者数　 ①19名（学生スタッフ５名、本学学生14名）

　　　　　　　 ②13名（学生スタッフ３名、本学学生10名）

　　内　　容　 梅田キャンパス周辺の清掃

　　企画学生の声

　・アイスブレイクで学部や趣味などの自己紹介を行ったので、活動中の話題ができてすごく話しや

すかったです。友達同士が一緒になるようにグループ分けしたのがよかったのか、参加した学生

同士楽しそうに活動していました。

　・清掃の距離を延ばすなどの工夫をしましたが、ルートによってゴミの量が違っていたので、ルー

トの見直しが必要だと感じました。雨の中での活動でしたが、みんなで楽しく清掃活動ができた

ので嬉しかったです。

　　参加者の声

　・活動場所が梅田なので参加しやすいと思い参加しました。普段なかなかゴミ拾いを行う機会がな

かったので経験できて良かったです。（商学部・１年次生）

　・一度ボランティアに参加してみたいと思ったので参加しました。自分たちで街を少しでも綺麗に

する活動ができ、良い経験になりました。（社会安全学部・１年次生）

⑧　関大クリーン大作戦～千里山キャンパス周辺の清掃～
　普段自分たちが利用している千里山キャンパス周辺を清掃することで

環境や景観を保護し、関大生や地域の方々がより気持ちよく過ごすこと

ができる。また、授業の空きコマに気軽に参加できることでボランティ

ア活動を身近に感じてもらうことを目的として実施した。

　活動前にアイスブレイクを行い、学部や学年に関係なく学生同士が交

流することで、その後の活動も和やかな雰囲気で進めることができた。

清掃は関大前ルートと名神高速道路沿いルートの2コースに分かれて

行った。ゴミは「燃えるゴミ」「ビン・カン」「ペットボトル」の3つに

分類して集めたが、タバコの吸い殻が最も多く、ゴミを拾うだけでなく、

今後はゴミを捨てる人が少なくなるように啓発を目的とした活動も検討

している。

　　日　　時　 ①５月21日（土）10時40分〜12時10分

　　　　　　　 ②10月15日（土）10時40分〜12時10分

　　場　　所　 千里山キャンパス周辺

　　参加者数　 ①10名（学生スタッフ３名、本学学生７名）

　　　　　　　 ②16名（学生スタッフ７名、本学学生９名）

　　内　　容　 千里山キャンパス周辺の清掃

　　企画学生の声

　・ゴミの量が少なく、やりがいを感じにくいのではないかと心配でしたが、清掃中はずっと楽しく

会話しながら活動を行うことができました。

　・参加者の１回生が１人で、他の上級生と仲良くなれるかどうか不安がありましたが、始まってみ

ればみんな会話が絶えず、終始楽しく活動することができました。

　　参加者の声

　・自分が通っている大学に恩返しをしたいと思って参加しました。意外と大学の周りが綺麗だった

ことに驚きました。（社会学部・３年次生）

　・アルバイトをやっていないため、他に何か出来ることはないか、頑張れることはないか、と探し

ていたらこのボランティアを見つけて参加しました。意外と細かいゴミが多く、拾うのが大変で

したが、充実した時間を過ごせました。（法学部・１年次生）

⑨　関西大学×法政大学 スポーツゴミ拾い
　法政大学と連携しZoomを用いて合同でゴミ拾いを実施した。「スポー

ツゴミ拾い」とは、制限時間内に指定されたエリアのゴミを拾い、拾っ

たゴミの量と種類で得点を競い合うというスポーツ要素を加えた、日本

発祥の新感覚清掃活動である。ゴミ拾いにスポーツ要素をかけ合わせる

ことで、ゴミ拾いをスポーツ感覚で楽しみ、ボランティアへの興味を引

き出し、法政大学の学生と交流を深め、参加者同士で協力してゴミ拾い

を行うことで連帯感や達成感を得ることを目的として実施した。

　当日は、Zoomを繋ぎながらキャンパス周辺の清掃を行い、清掃の様

子だけでなく、キャンパスの様子なども映すことで大学の所属を超えて、

学生ボランティア同士の交流も行うことができた。

　　日　　時　 ①５月29日（日）14時00分〜16時20分

　　　　　　　 ②３月13日（月）13時50分〜16時20分

　　場　　所 ①関西大学千里山キャンパス周辺および凜風館１階学生ラ

ウンジ

　　　　　　　 　法政大学市ヶ谷キャンパス周辺および外濠校舎３階S305

　　　　　　　 ②関西大学千里山キャンパス周辺および尚文館１階マル

チメディアAV大教室

　　　　　　　 　法政大学市ヶ谷キャンパス周辺および外濠校舎３階S305

　　共　　催 法政大学ボランティアセンター、法政大学ボランティアセ

ンター学生スタッフ VSP

　　参加者数 ①32名（学生スタッフ10名、本学学生７名、法政大学15名）

　　　　　　　 ②25名（学生スタッフ７名、本学学生６名、法政大学12名）

　　内　　容 それぞれのキャンパス周辺のゴミ拾い、クイズ大会、法政大学との交流

　　企画学生の声

　・拾ったゴミを得点化して競うのはゲーム感覚があり、参加者

に楽しんでもらえたように思います。参加者の方がゴミを袋に

入れるときに何を拾ったかを伝えてくれたので、記録がスムー

ズに進みました。

　・単なるゴミ拾いではなく、ゴミを点数化してチーム対抗で競う

ことで、楽しみながらも一生懸命に取り組むことができ、参加

者にボランティアを楽しむ感覚を味わってもらえて、非常に良

かったです。

　　参加者の声

　・スポーツゴミ拾いはゲーム性があり、法政大学の学生と交流し

ながら楽しく活動することができました。（文学部・２年次生）

　・学生スタッフの方もほかの参加者の方も丁寧に接してくれて嬉

しかったです。おかげで楽しく街を綺麗にすることができまし

た。（法学部・２年次生）

⑩　1000000人のキャンドルナイト 茶屋町スロウデイ2022
　梅田・茶屋町エリアの企業、地域団体、学校および行政などが集まっ

て“歩いて楽しいまちづくり”を推進し、茶屋町の魅力を発信する本イ

ベントに2017年度から参加している。魅力発信に取り組み地域の活性

化を行い、キャンドルの灯りを見てくれる人に気持ち安らぐ時間や癒し

を提供することを目的として実施した。

　2022年度は「Convivial 〜ともに愉しむ日～」をテーマに、３年ぶ

りの現地開催となった。「キャンドルの灯りが人々の心に安らぎと未来

への希望をもたらすように」という願いを込めて、学生スタッフは

CHASKA茶屋町（ジュンク堂書店）前にキャンドルアートを設置した。

　事前に学生スタッフが考えたデザインを基にキャンドル装飾を行い、

設置・点火・火の見守り・会場の片付け等の活動を行った。

　キャンドルに火が灯り、日が落ちて街が暗くなるにつれて、大勢の方がキャンドルアート前で足

を止めて写真撮影を行い、キャンドルの光に照らされた笑顔に溢れたイベントとなった。

　　日　　時　 ①事前説明会：５月25日（水）12時20分〜12時50分

　　　　　　　 ②活　　　動：６月１日（水）13時00分〜22時00分

　　場　　所　 ①千里山キャンパス凜風館1階ピアエリア／オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②大阪市北区　CHASKA茶屋町

　　参加者数　 24名（学生スタッフ11名、本学学生13名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明会

　　　　　　　 ②キャンドル装飾の制作・設置・点灯・見守り

　　企画学生の声

　・CHASKA 茶屋町全体がキャンドルの温もりに包まれた空間を体感できて良かったし、自分がそ

の空間を作る側として携わることができて嬉しかったです。たくさんの方達が見に来てくれたり

写真を撮ったりしてくれて、地域の活性化に貢献できたと思えました。

　・日が沈んだ後、キャンドルが光っている景色を見た時に、とても感動しました。たくさん写真

を撮っている方や、キャンドルの灯をずっと眺めている方もいらっしゃって嬉しかったです。

　　参加者の声

　・点灯時間までにキャンドルの設置が間に合うか不安でしたが、参加者の方々と協力して取り組み、

デザイン通りのものを完成させることができました。点灯した綺麗なキャンドルを見ると、達成

感や安らぎを感じることができ、ボランティアに参加して良かったと感じました。（社会学部・

１年次生）

　・一緒に活動した関大生と仲良くなることができ、入学してなかなか友達ができなかった自分に

とってすごく嬉しく、楽しいボランティア活動でした。（社会学部・２年次生）

⑪　大和川掃除
　堺キャンパス周辺を流れる大和川河川敷を清掃することで景観を清潔

に保つことができ、地域の方が河川敷をより気持ちよく利用できると同

時に、堺キャンパス周辺の地域貢献活動を目的として実施した。

　本活動は、堺キャンパスに通う学生にとって参加しやすい活動場所で

あることから、堺エリアで活動を展開しているボランティア団体

「WEVO」とも連携して実施している。

　当日は雲が多かったが気温は高かったため、こまめに休憩をとり、熱

中症に気を付けながら清掃活動をした。河川敷には大和川上流から家庭

ゴミやペットボトル等が流れてくるため、参加者全員で力を合わせて清

掃することで河川敷を綺麗にすることができた。

　　日　　時　 ６月５日（日）９時30分〜11時30分

　　場　　所　 大阪府堺市　大和川左岸河川敷

　　参加者数　 72名（学生スタッフ14名、本学学生17名、WEVO所属学生41名）

　　内　　容　 大和川河川敷の清掃

　　協　　力　 WEVO

　　企画者の声

・普段交流する機会が少ないWEVOの方達と交流することが出来て、貴重な機会でした。一見何も

無いように見えても、掘ってみると靴が1足出てくるなど、砂に埋まっているゴミが沢山見られ

ました。

　・同じグループの方たちと楽しく話しながら協力して清掃することができて良かったです。堺キャ

ンパスの方と一緒に活動することは初めてだったので、とても新鮮でした。キャンパス間の交流

にもなり、有意義な活動となりました。

　　参加者の声

・社会経験を積むために参加しました。初対面の人とも話すことができたので良かったです。（法

学部・３年次生）

　・ボランティアの経験を積む良い機会になると考えたので、参加しました。活動自体は思っていた

よりも短く感じ、少人数でのグループだったので活動しやすかったです。（法学部・３年次生）

⑫　吹田くわいボランティア 
　若者の農業への関心が低下し、千里山キャンパスがある吹田市の特産

品である吹田くわいの認知度が低いという現状がある。そこで、吹田く

わいの植え付けから収穫まで一年を通した活動を通して、吹田くわいに

ついて深く理解してもらうとともにボランティアの魅力に気付いてもら

うことを目的として実施した。

　どちらの活動も、農園の方から吹田くわいの説明をしていただき、植

え付けや収穫のコツについてお話しいただいた後、作業を行った。植付

けでは、日常生活では着る機会のない胴長を着用しての作業に苦戦しな

がらも、参加者同士で声を掛け合い農業の大変さを感じながら活動した。

収穫では、備中鍬でくわいを傷つけないように慎重に泥をかき分けなが

ら、全部で約700グラムのくわいを収穫した。

　　日　　時　 ①植え付け：６月16日（木）14時45分〜17時00分

　　　　　　　 ②収　　穫：12月５日（月）14時45分〜17時00分

　　場　　所　 大阪府吹田市　西農園

　　協　　力　 吹田市都市魅力部 地域経済振興室

　　参加者数　 ①13名（学生スタッフ５名、本学学生８名）

　　　　　　　 ②６名（学生スタッフ６名）

　　内　　容 吹田くわいの植え付けと収穫作業の手伝い

　　企画者の声

　・大学のある吹田市の特産品に触れることができ、地域のことを少しでも知るきっかけとなりまし

た。

　・くわいを収穫する作業は考えていたよりも大変でしたが、そのぶん達成感があり、泥の中からく

わいを見つけた時は嬉しい気持ちになりました。頂いたくわいを家に帰って素揚げにして食べて

みると、自分達で収穫したこともあってとても美味しかったです。

　　参加者の声

　・普段の生活で農業に関わることがないので、やってみたいなと思って参加しました。農業体験だ

けでなく、くわいの事を知ることもできてよかったです。（文学部・４年次生）

　・「すいたん」のモチーフであるくわいに興味があったので参加しました。また、学生スタッフの

方が話しやすくてよかったです。農家の方のお話も面白かったです。（法学部・２年次生）

⑬　飛鳥光の回廊2022 ～明日香をともす「和」のひかり～
　明日香村で毎年行われている、石舞台古墳をはじめ岡寺や飛鳥寺など、

明日香村内の代表的な史跡・寺社・施設をろうそくやLEDライトの明か

りで彩る地域活性化イベントで、奈良県明日香村との連携事業として実

施した。

　「キャンドルの輪と和でつながる光」を関西大学のテーマとし、キャ

ンドルのデザインや配置を考え、他の活動では得られない大変さと、よ

り大きなやりがいや達成感を感じることができた。

　残念ながら1日目は雨天のため中止となったが、石舞台古墳や奈良県

立万葉文化館などを見学し、明日香村の歴史や文化的価値について学ん

だ。2日目は、用意した約3000個の色付き紙コップを「ボランティア

センター 2022」という文字やピラミッド、円の形に並べた。夕方から

は多くの方が来場し、写真撮影をしたりと笑顔溢れる楽しい空間となった。

　　日　　時　 ①事前説明会：９月１日（木）12時00分〜13時00分

　　　　　　　 ②活　　　動：９月23日（金）10時00分〜17時00分

　　　　　　　 　　　　　　　９月24日（土）11時00分〜22時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②奈良県高市郡明日香村　川原寺跡

　　連 携 先　 奈良県明日香村

　　参加者数　 40名（学生スタッフ延べ21名、本学学生延べ19名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明

　　　　　　　 ②キャンドルデザイン案の作成、キャンドルを入れる紙コップの制作、

　　　　　　　 　キャンドルの設置・点灯・撤去、明日香村の散策、地域の方との交流

　　企画学生の声

　・イベントが始まると多くの方が見に来てくださり、「きれい」「すごい」などのお声をきくことが

でき、このイベントに関西大学ボランティアセンター学生スタッフとして参加してよかったと思

いました。

　・気温が高い中、多くのキャンドルを並べていくのは大変だったが、みんなで協力し合いながら長

時間かけて作り上げたので、その分、夜になりキャンドルの灯りがきらきらしているのを見ると

とても達成感を感じることができました。

　　参加者の声

　・楽しそうだと思ったので参加しました。思っていたよりずっと大変だったけど、終わったあとの

達成感が気持ちよかったです。（社会安全学部・1年次生）

　・みんなでキャンドルを並べるのがとても楽しかったです。参加して良かったと思いました。（経

済学部・1年次生）

⑭　下校見守り活動
　吹田警察生活安全課防犯係と連携して、千里山キャンパス近くの小学

校に通う子どもが安全に下校できるような環境を守ることを目的とし

て、千里山キャンパス周辺の小学校の下校時間にあわせて正門前で見守

り、声かけを実施した。

　当日は、子どもたちが「さようなら」「気を付けて帰ってね」と声を

かけると元気よく挨拶を返してくれたり、関西大学という名前を見て

「知ってる！」と声をかけてくれたりと、参加した学生ボランティアと

の交流を楽しむ様子が伺えた。

　　日　　時　 10月11日（火）７名、13日（木）４名、14日（金）４名　14時00分〜15時00分

　　　　　　　 10月12日（水）３名　12時45分〜14時15分

　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ10名、本学学生延べ８名

　　場　　所　 吹田市立千里第二小学校

　　協　　力　 吹田警察署生活安全課防犯係

　　内　　容　 小学校正門前での声掛け、見守り

　　企画学生の声

　・見守り活動中はできるだけ腰を屈めて、子どもたちと目線の高さを合わせて挨拶することを心が

けるようにしました。地域に根ざしたボランティア活動を企画できてよかったです。

・元気に挨拶をしてくれた子どもも多く、見守り活動をしている私たちの方が元気をもらいました。

　　参加者の声

　・実際に吹田警察署の方と連携して、見守り活動をするという貴重な経験ができて良かったです。

小学生から挨拶を返してもらえたりして本当にやってよかったと思いました。とてもいい経験に

なりました。（法学部・３年次生）

　・はじめてのボランティア活動で緊張していましたが、学生スタッフの方も職員の方も優しくて安

心しました。見守り活動もやりがいを感じることができたので、参加してよかったです。（商学部・

３年次生）

⑮　琵琶湖ツーリズム！～大学生で考える環境ボランティアの未来2022（実践編）〜
　関西大学ボランティアセンターは2017年度から琵琶湖の保全活動に

取り組んでいる。2017年度は特定外来生物オオバナミズキンバイ駆除

活動、2018年度は清掃活動を実施し、2019年度及び2020年度は新型

コロナウイルス感染症拡大の影響により実施を見合わせた。

　本学主催３大学（法政大学・明治大学・関西大学）連携事業として、

法政大学の学生ボランティアとともに、琵琶湖岸の環境保全活動として

滋賀県長浜市の南浜漁港にて、船の出港を妨げている特定外来生物ナガ

エツルノゲイトウの駆除活動を行った。

　当日は、学生ボランティア全員が胴長とライフジャケットを身につけ、

岸と舟上よりナガエツルノゲイトウの駆除活動を行った。ナガエツルノ

ゲイトウは、琵琶湖や内湖、河川などの水際に生育している水陸両生の多年生の植物で、茎の断片

からも再生するほど繁殖力が強いため、機械ではなく手作業で根や茎をできるだけ残さないように

根本から丁寧に引き抜き、陸に上げる作業を熱心に行った。

　その結果、夕方には、湖面が見えないほど群生していたナガエツルノゲイトウのほとんどを駆除

することができ、参加者全員がやりがいや充実感を得ることができ、大学生として環境ボランティ

アの未来を考えるうえでの契機となった。また、今回の活動を通して、大学の所属を超えて学生ボ

ランティア同士が交流を行うことができ、有意義な1日となった。

　　日　　時　 ①事前説明会：10月11日（火）12時15分〜12時50分

　　　　　　　 ②駆 除 活 動：10月16日（日）７時30分〜18時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②滋賀県長浜市　南浜漁港

　　活動協力　 滋賀県立琵琶湖博物館　特別研究員 /

　　　　　　　 滋賀県琵琶湖環境部 自然環境保全課 副主幹　中井 克樹 氏

　　　　　　　 南浜漁業協同組合

　　参加者数　 ①36名（学生スタッフ30名、本学学生６名）

　　　　　　　 ②42名（学生スタッフ24名、本学学生５名、法政大学９名、教職員４名）

　　内　　容　 特定外来生物ナガエツルノゲイトウの駆除活動

　　企画学生の声

　・ナガエツルノゲイトウは、とるのが難しく、無理に引っ張っても途中で切れてしまうと意味が

なく、ナガエツルノゲイトウの駆除の大変さに驚きました。活動後のきれいな湖面を見たからこ

そ、自然をこれからも大切にしていかなければいけないと感じました。

　・関西大学及び法政大学の学生、職員の方たちと活動中に交流できたので、楽しかったです。自分

たちの活動の成果を現地の方が喜んでくれていたことで、より達成感を感じることができました。

　　参加者の声

　・ナガエツルノゲイトウの駆除活動は、協力することが必須な作業だったので、参加者同士でコ

ミュニケーションをとり新しい輪を広げられてよかったです。（関西大学・３年次生）

　・外来種の駆除という貴重な体験をしてみたいと思い、参加しました。目に見える形で成果が現れ

るので、達成感を感じることができ参加してよかったと感じました。（関西大学・１年次生）

　・晴天の中、関西大学の皆さんと協力して非常に楽しく活動することができました。また、漁協の

方も優しく特定外来生物の駆除方法を教えてくださり、初心者でもすぐに取り組める内容でした。

昼食時は関西大学のみなさんとコミュニケーションを取りながら時間を過ごすことができ、２大

学合同ボランティア活動ならではの有意義な経験となりました。（法政大学・３年次生）

　・関西大学の方々と連携して、特定外来生物を駆除することができて良かったです。また、今回の

駆除活動を通じて、どれだけ湖が汚れているのかを目の当たりにし、今後、自分がどのように環

境活動に関わっていけばいいのかを考える良い機会になりました。（法政大学・２年次生）

⑯　2022年度学園祭「環境問題ってなんだろな？〜クイズで！ゲームで！楽しく学ぼう！〜」
　学生スタッフは、淀川河川敷の清掃活動や琵琶湖の特定外来生物の

駆除活動などといった環境保全活動を普段から多数実施している。そ

ういった経験を活かし、遊びを通して子ども達に環境問題について考

えるきかっけをもってもらえるような企画とした。また、統一学園祭

に来訪される保護者の方や地域の方及び本学学生に、ボランティア活

動の魅力と学生スタッフの活動を知ってもらうことを目的として実施

した。

　本学統一学園祭には、親子連れや子どもが多く来場するため、子ど

もを対象としてSDGs（特に環境問題）について学んでもらうため、環

境問題というテーマで3つのブースを設けた。当日は多くの子ども達が

訪れ、ゲームを通して環境問題について学びを得る機会となった。

　　日　　時　 11月３日（木）12時00分〜15時30分

　　　　　　　 11月４日（金）10時00分〜16時00分

　　　　　　　 11月６日（日）10時00分〜13時00分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館１階学生ラウンジ

　　参加者数　 102名（学生スタッフ延べ94名、本学学生延べ８名）

企画内容：

・紙芝居

　海洋プラスチック問題を中心とした環境問題について紙芝居で説

明したあと、身近な例を使ったクイズで環境問題について楽しく学

んでもらった。

・ミニゲーム

　牛乳パックや段ボールなどを再利用して作ったおもちゃで魚釣り

ゲームをしてもらった。捨てるはずだったもので遊んでもらうこと

で、リサイクルの大切さやゴミを減らす工夫などについて楽しみな

がら学んでもらった。

・塗り絵

　色鉛筆やクレヨンを使ってSDGsや地球をモチーフにした塗り絵

をしてもらいながら、SDGsについて興味を持ってもらった。

　　企画学生の声

　・初めて学園祭に参加しましたが、とても楽しかったです。子ども達が楽しみながらも環境問題に

ついて学びを深めてくれている姿が、とてもいきいきとしていたのが嬉しかったです。

　・ミニゲームも塗り絵も紙芝居も全て子ども達は楽しそうに体験してくれていました。笑顔で帰っ

ていく子ども達を見ると、とても嬉しく感じました。

　　参加者の声

　・一度もボランティアに参加したことがなかったので、参加してみたいと思って参加しました。来

場してくれた子ども達が可愛かったです。（経済学部・３年次生）

　・子どもとコミュニケーションを取れる良い機会だと思ったので参加しました。学生スタッフの方

も親切で楽しく活動できました。（社会学部・１年次生）

⑰　千里キャンドルロード2022
　吹田市と豊中市にまたがる千里ニュータウンの人口にちなんだ９万個

のキャンドルに灯をともすイベント「千里キャンドルロード」に本セン

ターは2014年度から参加し、今回で８回目となる。10周年を迎えた今

年は、『「出会い」これまでも…これからも…』をテーマに、３年ぶりに

来場予約なしでの開催となった。

　学生スタッフはキャンドルのデザインから考え、2022年度は、約

2000個の紙コップを色づけした大きな赤いハート２つを中心に、伸び

る 蔦 葉 や 青 い 紙 コ ッ プ で 縁 取 り し た「Kandai Volunteer Center 

2022」の白い文字など、工夫を凝らしたデザインを作成した。

　当日は、多くの方が訪れ、暗くなってキャンドルに火が灯されると、

あたり一帯が幻想的な光景になる様子を訪れた方たちが足を止め写真撮影をするなど、笑顔溢れる

光景となった。

　　日　　時　 11月５日（土）11時30分〜21時00分

　　場　　所　 吹田市立千里南公園

　　主　　催　 千里キャンドルロードプロジェクト

　　参加者数　 40名（学生スタッフ33名、本学学生７名）

　　内　　容　 キャンドルデザイン案の作成、キャンドルを入れる紙コップの色付け、

　　　　　　　 キャンドルの設置・点火・見回り・片付け

　　企画学生の声

　・「ここ（関大の作品）すごい！」「ここがメインやね。」などと、来場した方からの嬉しい言葉を

たくさん耳にしました。準備は大変でしたが成功して良かったと思えた瞬間でした。

　・スペースの問題もあり、当日にデザインの変更をしましたが、とても上手に完成させることがで

きて達成感がありました。学生スタッフの参加人数がとても多く、学生スタッフの交流の場となっ

ていたのも良かったです。

　　参加者の声

　・楽しそうだと思ったので参加しました。みんなで一つのものを作れていい経験になりました。（経

済学部・３年次生）

　・学園祭期間で授業がなく時間が空いていたこともあり、参加を決めました。想像していた以上に

キャンドルに灯をともした光景が綺麗で、また、地域の人達にも満足していただけたようでやり

がいを感じました。（法学部・２年次生）

⑱　大阪マラソン2023給水ボランティア
　今回で11回目の開催を迎える大阪マラソンは、チャリティ文化の普

及を目指す日本最大規模の都市型市民マラソンである。本学は第1回大

会からオフィシャルスポンサーとして参画している。

　活動を通して本学学生が大阪を盛り上げるとともに、ボランティアの

楽しさややりがいを感じてもらう機会とすることを目的として実施し

た。

　当日は、本学学生が給水ボランティアとして携わり「みんなでかける

虹。」というスローガンのもと、29,285人のランナーをサポートした。

給水や応援を通してランナーの方と関わり、参加した学生にもよりボラ

ンティア楽しさやスポーツの魅力を感じてもらうことができる活動と

なった。

　　日　　時　 ①事前説明会：２月15日（水）13時00分〜14時30分

　　　　　　　 ②活　　　動：２月26日（日）７時30分〜12時00分

　　場　　所　 ①千里山キャンパス第２学舎４号館BIGホール100

　　　　　　　 ②大阪マラソン第１給水所（５ km地点／中之島・本町ブロック）

　　参加者数　 191名（学生スタッフ22名、本学学生58名、体育会所属学生108名、職員３名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明、ボランティアセンターの紹介

　　　　　　　 ②給水所でのランナーへの給水提供

　　参加者の声

　・中学校の頃からマラソンに興味があり、実際に見てみたかったので参加しました。ランナーの皆

さんが一生懸命走りつつも、僕らボランティアに「ありがとう」と声を掛けてくれたことがすご

く嬉しかったです。（環境都市工学部・２年次生）

　・2021年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響で中止になってしまったので、今回は絶対に

参加しようと決めていました。関西大学の多くの学生が大阪マラソンという大きなイベントに携

われて、盛り上げることができて良かったです。（システム理工学部・2年次生）

⑲　飛鳥ハーフマラソン2023給水ボランティア
　関西大学と縁の深い奈良県明日香村で開催される飛鳥ハーフマラソン

に2021年度に引き続き2022年度も学生ボランティアをいう形で参加

した。本学学生が学生ボランティアとして参加することで地域貢献活動

に寄与するとともに、ボランティア経験の浅い学生に対してボランティ

アのやりがいや魅力を広めることを目的として実施した。

　明日香村は「飛鳥・藤原の宮都とその関連資産群」として世界遺産登

録をめざしており、その構成資産の半分以上を巡ることができるように

コースが設定されている。また、持続可能な社会づくりのためにソフト

フラスク（折りたためる携行給水ボトル）の配布や、参加費等の一部で

菜の花のタネを購入して景観保全に役立てるなど、様々な取り組みが行

われている。

　当日は、スタートからおよそ11km地点の棚田に設けられた第２給食所で甘酒の提供を行った。

　　日　　時　 ①事前説明会：３月１日（水）10時00分〜11時30分 

　　　　　　　 ②活　　　動：３月12日（日）８時00分〜13時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②奈良県高市郡明日香村

　　参加者数　 18名（学生スタッフ11名、本学学生７名）

　　内　　容　 ランナーへの給水

　　企画学生の声

　・給水を行っていると、ランナーの方に「ありがとう」と声をかけていただくことがあり、ボラ

ンティアをしている側の自分たちが元気をもらい、ボランティアに参加してくれた学生に活動を

通してやりがいを感じてもらうことができました。

　・ボランティアに参加していただいた関大生との交流を楽しむことができ、ランナーの方の笑顔を

見ることができてとても充実した時間を過ごすことができました。

　　参加者の声

　・スポーツが好きなので、スポーツに関われるボランティアをやってみたいと思い参加しました。

ランナーの方に「ありがとう」と声をかけていただくこともあり、喜んでいただけていると感じ

られて嬉しかったです。（文学部・１年次生）

　・もともと給水ボランティアをしてみたいと思っていたので参加しました。ランナーの方と言葉を

交わしたり、アイコンタクトを取ることができたりしたことが嬉しかったです。（法学部・２年

次生）

⑳　子ども遊びボランティアinまちなかリビング北千里
　2022年度初めて企画を募集し、ベストアイデア賞を獲得した「学童

保育ボランティア」として、まちなかリビング北千里にて、ソフトバス

ケット大会（3on3）のお手伝いやボードゲーム・カードゲームを使用

した遊び等、子どもとのふれあいを通して、子どもとのかかわり方や距

離の縮め方を学び、コミュニケーション能力を向上させることを目的と

して実施した。

　当日はソフトバスケット大会の運営補助だけでなく、子ども達と一緒

にチームを組んで参加したり、小学生vs大学生の試合を行い、ソフトバ

スケット大会を盛り上げた。また、同施設で管理しているボードゲーム

やカードゲーム等の様々な遊び道具を使用して、ソフトバスケットの参

加待ちの子ども達やスポーツが苦手な子ども達と遊ぶ活動も行った。

　　日　　時　 ３月23日（木）16時00分〜18時00分

　　場　　所　 まちなかリビング北千里

　　参加者数　 13名（学生スタッフ５名、本学学生８名）

　　内　　容　 ソフトバスケット大会の運営補助・参加、子ども達との交流

　　企画学生の声

　・下見を行った時より子ども達の人数が多かったのにも関わらず、学生ボランティアの方々全員が

子ども達と交流をしていただくことができました。活動の最後まで、子ども達と交流するという

ことができ、手持ち無沙汰にならなかったことが非常に良かったと思います。また、児童センター

の職員さんには行くたびに「来てくれてありがとう。」というお言葉をいただくことができて、

嬉しいです。

　　参加者の声

　・子どもと遊ぶことがボランティアになるのならやってみたいと思ったので参加しました。子ども

と触れ合う中で、子どもにしかない発想を多く学び、とても楽しく活動することができ、ボラン

ティアに参加して良かったと思いました。（経済学部・1年次生）

　・子どもと遊びたいと思ったので参加しました。ボランティアに参加した自分が子どもから元気を

もらい、ボランティアにはこんな魅力もあるんだと実感しました。（大学院・2年次生）

（３）雨天中止事業

①　第4回大和川大掃除～未来につなげよう300人の小さな一歩～
　堺キャンパスの近くを流れる大和川河川敷において、各キャンパスの

学生、体育会所属学生、ボランティア団体所属学生、大学職員、ミズノ

株式会社社員など総勢300名が海につながる河川の環境美化に取り組む

ことで、SDGsや海洋プラスチック問題などを改めて意識してもらうこ

とを目的として企画したもの。

　学生スタッフは設立以来、本学学生にボランティア活動を通じてボラ

ンティアの魅力を知ってもらうために、様々なボランティア活動を同じ

学生目線で企画・運営してきた。特に河川敷の清掃活動については、

2011年度から2016年度まで500名規模で淀川河川敷の大掃除を行い、

ゴミの減少に貢献した。2017年度からは大和川河川敷に活動場所を移

し、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により規模を縮小することもあったが、継続的に清掃活

動を行っている。

　2022年度は多くの関大生にボランティア活動の魅力を知ってもらうべく、体育会11団体にご協

力いただき、コロナ禍前と同規模の300名で実施することを企画した。また、ボランティア活動を

通じて双方の充実と発展に寄与するため、本学と連携協定を結んでいるミズノ株式会社にもご参加

いただくことになっていたが、残念ながら当日雨天のため中止となった。

　　日　　時　 ２月19日（日）10時00分〜12時00分

　　場　　所　 大和川公園河川敷周辺

　　協　　力　 大和川河川事務所

　　　　　　　 ミズノ株式会社

　　内　　容　 大和川河川敷での清掃
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　学生の中には「ボランティアに関心があるけど一歩踏み出せない」という学生もおり、学生スタッ

フはそのような学生を後押しできるような学内のボランティア活動の企画のほか、様々な社会問題へ

の啓発活動を行っている。

（１）学生スタッフ企画

　学生スタッフ企画とは、ボランティア活動の魅力を広めるため、まずは学生スタッフ自身がボラ

ンティアの魅力を再認識するために企画・参加しているプログラムである。

①　ボランティア懇談会
　ボランティアに関心のある関西大学の学生にボランティア活動の魅力

を発信する１つの手段として、ボランティアコーディネートを実施して

いる。より多くの学生に参加してもらうことを目的として普段はお昼休

みに実施しているボランティアコーディネートを、今回はお昼休みから

３限終わりまで開室時間を延長して実施した。

　　日　　時　 ５月 13 日（金） 12時20分〜15時00分

　　場　　所　 誠之館２号館１階ボランティアステーション

　　内　　容　 ボランティアコーディネート

②　富士山自然保護ボランティアツアー（法政大学主催3大学連携事業）
　3大学（法政大学・明治大学・関西大学）連携事業の一環として、法政大学主催の世界遺産であ

る富士山の麓で森林整備事業に参加した。

　団体の方からオーバーユーズ（使いすぎ）やアンダーユーズ（活用不足）の重要性、環境問題に

ついてなどのお話を伺った後、6〜7名ずつのグループに分かれて森林保全活動に取り組んだ。草

木の伐採や薪割り、枯れ木処理など、慣れない作業を行うのは大変であったが、休憩時間には木登

りをしたりブランコに乗ったりして、日常では味わえない大自然とのふれあいを楽しんだ。

　　日　　時　 ５月22日（日）９時45分〜17時00分

　　場　　所　 静岡県富士宮市

　　主　　催　 認定特定非営利活動法人富士山クラブ

　　参加者数　 37名（学生スタッフ4名、職員1名、

　　　　　　　 他大学学生32名）

　　内　　容　 草木の伐採、薪割り、枯れ木処理

　　学生スタッフの声

　・階段づくりや道の開拓など、自分が想像していたよりもはるかに本格的な活動ができました。日

常生活の中で鍬や鋸を使ったりすることがないため、初めはうまく使えませんでしたが、コツを

つかんだ後は気持ち良い程スムーズに切れるようになったのが本当に楽しかったです。

③　びわ湖を美しくする運動
　 2022年度に引き続き、琵琶湖の特定外来生物の現状を把握

するために、実際に琵琶湖に足を運び、滋賀県が毎年7月1日

において「びわ湖の日」に実施している「びわ湖を美しくする

運動」の特定外来生物のオオバナミズキンバイおよびナガエツ

ルノゲイトウの駆除活動に参加した。

　滋賀県が取り組む、琵琶湖の環境保全について、現状と課題、

特に侵略的外来水生植物の繁殖力やその影響による被害を伺

い、行政として滋賀県が取り組むボランティアに関して知見を

深めた。また、実際に、湖岸に生息する大量のナガエツルノゲ

イトウを手作業で取り除く体験を行い、学生スタッフとして何

ができるのかを考えることに繋げ、今後企画する「琵琶湖ツー

リズム！～大学生で考える環境ボランティアの未来2022（実

践編）〜」で実現することとした。

　　日　　時　 ７月１日（金）９時00分〜10時30分

　　場　　所　 滋賀県大津市　大津市なぎさ公園周辺

　　協　　力　 滋賀県琵琶湖環境部自然環境保全課

　　参加者数　 ７名（学生スタッフ５名、職員２名）

　　内　　容　 特定外来生物オオバナミズキンバイおよびナガエツルノゲイトウの駆除及び関係者

への取材

④　2022ボランティア新企画募集～あなたの想いを伝えよう～
　関大生からボランティアの新企画を募集し、学生スタッフが企画者のボランティアへの想いを他

の学生に伝えるお手伝いをする。また、そのボランティアを実現することで学生スタッフの活動に

新しい視点を取り入れることを目的として、2022年度から新しく実施した。

　SDGsを意識した内容のボランティア活動で、関大生が学生スタッフとともに行うことができる

新たな企画を募集したところ、８事業の応募があり、ヒアリングなど選考を重ねベストアイデア賞

として「学童保育ボランティア」、学生スタッフ特別賞として「動物愛護団体のお手伝いをして、

犬猫と触れ合おう」の２事業が選ばれた。

　ベストアイデア賞として選ばれた「学童保育ボランティア」は学生スタッフのサポートのもと、

大阪府吹田市の「まちなかリビング北千里」にて、来館する子ども達と遊び、交流するボランティ

アとして実際に実施し、特典②として本センター活動報告書にも掲載した。

　　募集期間　 ７月25日（月）〜８月31日（金）

　　募集内容　 SDGsを意識した内容で、複数名が参加できて、みんなで

楽しめるボランティア活動のアイデア

　　募集対象　 関西大学に所属の個人またはグループ
特典： ①選ばれたアイデアは、学生スタッフのサポートのもと、実際に企画として実施

②ボランティアセンターが発行する「活動報告書」に記載
③ボランティア体験ツアーに企画者の名前を付すことができる

　　応 募 数　 ８グループ
○ キャンパスで大地震発生から避難までを考える・新！関大クリーン大作戦
○ 子ども達が防災について学べる遊びを提供する活動・子ども達とのふれあい大作戦
○ 二酸化炭素を減らし地球の環境を守るための植林ボランティア
○ 私たちの手で綺麗な海を守ろう！海岸清掃in大阪湾沿岸の浅場
○ 学童保育ボランティア・動物愛護団体のお手伝いをして、犬猫と触れ合おう

　　学生スタッフの声

　・アイデアを応募してくれたグループへヒアリングを行うことで、アイデアをより具体的に深掘す

ることができました。

　・多くの学生に参加してもらうために、広報期間をより長く設け、ボランティアセンター機関誌の

配布などで知ってもらう機会を作る工夫をするべきでした。また、体験ツアー化する企画を選定

してから実施までに時間がかかりすぎたため、次に実施する際は実施までのプロセスまで細かく

決めておきたいです。

⑤　ようこそ！　関大サロンへ
　コロナ禍でも実施できるボランティア活動として、吹田市社会福祉協議会の協力を得て、2021

年度から高齢者施設に入所する方々とZoomを繋いだオンライン交流会を開始した。

　同世代の交流だけでなく、高齢者のような日常の中ではつながりを持ちにくい異世代との交流を

通して、高齢者の人々の文化を享受するだけでなく、一緒にゲームや歓談を行い、地域において世

代を超えたつながりや相互理解を深める機会を創出することを目的として実施した。加えて、高齢

者の方との接し方を学び、学生のコミュニケーション能力の向上を図るとともに、高齢者の方や施

設職員との関わりの中で、どのようなボランティアや支援が必要なのかを知り、これから新たに行

う活動を企画する際の気づきを得ることができた。

　今後は、関大生を募集してボランティア体験ツアーとして実施することを予定している。

　　日　　時　 ①９月５日（月）13時30分〜14時30分

　　　　　　　 ②３月15日（水）13時30分〜14時30分

　　場　　所　 オンライン（Zoom）

　　受入団体　 社会福祉法人 秀明会「特別養護老人ホーム あす～る吹田」

　　参加者数　 ①10名（学生スタッフ４名、職員２名、高齢者３名、施設職員１名）

　　　　　　　 ②11名（学生スタッフ３名、職員３名、高齢者３名、施設職員２名）

　　内　　容 高齢者とのゲーム・クイズ、歓談

　　学生スタッフの声

　・高齢者の方が「楽しかった、ありがとう」と言って涙まで流してくださり、短い時間で、これほ

ど感動していただけたのがとても嬉しかったです。

　・普段あまり話すことのない年代の方々と会話することができ、とても思い出に残る良い時間を過

ごせました。

⑥　まちFUNまつりin関西大学2022　子ども店長サポートボランティア
　子ども達を中心に、ともに楽しみ学べる場を地域に作ることを目的として活動している特定非営

利活動法人 ママふぁん関西との共催事業として実施した。

　「地域に開かれた大学」を目指して始まった本イベントは、今回で6回目を迎えた。学生スタッ

フも毎年運営補助ボランティアとして参加しており、2022年度は子ども達が店長となって出展

ブースのお店を手伝い、お金のやりとりも行うことで働く楽しさやお金の大切さを学ぶ職業体験イ

ベント「子ども店長」企画のサポートを行った。

　事前にお給料袋やくじを作成し、当日も会場設営の手伝いを行った。来場した子ども達がエプロ

ンに着替える手伝いや働くお店を決めるくじ引きの対応をする中で、学生スタッフは子ども達の緊

張がほぐれるように、声掛けをするなど工夫しながら活動をした。

　　日　　時　 10月９日（日）10時00分〜13時30分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館およびその周辺

　　参加者数　 学生スタッフ７名

　　内　　容　 お給料袋やくじの作成、会場設営、「子ども店長」事業のサポート、子ども達との交流

　　学生スタッフの声

　・子ども達の元気な姿に勇気づけられる、楽しい時間でした。

　・子ども店長自身が楽しかったと笑顔で言ってくれたり、お給料を手渡しするときにありがとうと

声をかけてくれたりして、うれしかったです。

⑦　非常食配布イベント
　防災意識の向上はもちろん食品ロス削減に取り組むことでSDGsの「つくる責任　使う責任」の

達成への貢献を目指して、公益社団法人 日本非常食推進機構より提供していただいた使用期限が

迫った非常食（防災備蓄品）を配布した。

　当日は、保存用ビスケット、保存用飲料水、アルファ化米の三種類の非常食を配布するのにあわ

せて、学生スタッフが広く認知されるように広報を行った。

　配布数は、保存用ビスケット300個、保存用飲料水100本、アルファ化米41個だった。

　　日　　時　 10月10日（月）12時20分〜12時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館１階学生センター前

　　参加者数　 学生スタッフ７名

　　内　　容　 保存用ビスケット・保存用飲料水・アルファ化米の配布

（２）ボランティア体験ツアー

　ボランティア体験ツアーとは、「ボランティアに関心があるけど一歩踏み出せない」という学生に、

ボランティアの第一歩として気軽に参加できるボランティア活動として実施しているプログラムで

ある。

①　関大クリーン大作戦～関大前の交流の輪を広げよう！～
　関西大学周辺まちづくり勉強会※主催の清掃活動にボランティア活動

として参加した。

　当日は、地域の方や体育会学生と協力して、関大前通りや千里山ユー

トピア遊園の清掃を行った。道端にはタバコの吸い殻が多く、側溝にも

マスクや包装紙のゴミが多く落ちていた。ゴミ拾いを終えたら、根を残

さないように専用の道具などで掘り起こしながら千里山ユートピア遊園

の除草作業を行った。普段なかなか関わることのない地域の方と交流し

ながらの活動となり、終始笑顔が絶えない時間となった。

※阪急電鉄関大前駅周辺の地域において、安心・安全で活力と魅力あふれる「ま
ちづくり」を推進し、自治会、関大前商店街、学校法人関西大学及び行政で
課題を共有し、方策を検討することを目的とした組織。現在は、関大前ラボ
ラトリ（通称まち・かん）の管理運営及び関大前周辺地域の美化活動を主な活動としている。

　　日　　時　 ４月14日（木）８名、５月12日（木）雨天中止、６月９日（木）６名、10月13日（木）

７名、11月10日（木）３名、12月８日（木）７名　14時00分〜15時00分

　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ15名、本学学生延べ16名

　　場　　所　 阪急電鉄関大前駅～関西大学正門の周辺道路、千里山ユートピア遊園

　　主　　催　 関西大学周辺まちづくり勉強会

　　内　　容　 関大前通り、千里山ユートピア遊園の清掃

　　企画学生の声

　・関大前はタバコのゴミや雑草が多く、清掃のやりがいが大きいと感じました。また、地域の方や

関大生とも交流しながら行えたため、最後まで良い雰囲気で清掃できたと思います。

　・参加してくれた関大生と活動中もたくさん話せました。１人で清掃に集中するよりも話しながら

のほうが楽しく、時間が過ぎるのが早かったです。

　　参加者の声

　・コロナ禍でも自分がやれることに挑戦したかったから参加しました。地域の人と交流できてよ

かったです。（社会学部・２年次生）

　・街が綺麗になっていくのがうれしかったです。地域の人たちとも協力しあうことができて、充実

した時間でした。（法学部・1年次生）

②　関大クリーン大作戦in高槻
　普段利用している駅やキャンパス周辺を清掃し、景観を保護すること

で、学生や地域の方々が気持ちよく利用することを目的に、また、阪急

高槻市で活動することで高槻キャンパス、高槻ミューズキャンパスの学

生も気軽にボランティアに参加できる機会を設けることを目的として実

施した。

　4月実施時は、阪急高槻市駅周辺の本通り商店街と中通り商店街の二

手に分かれて、清掃活動を実施した。11月実施時は、参加者全員で清

掃活動を実施した。両日とも、最初にアイスブレイクを行い、交流をし

てから清掃活動に取り組んだため、雰囲気がよく楽しく活動することが

できた。

　　日　　時　 ①４月17日（日）９時00分〜10時30分

　　　　　　　 ②11月27日（日）９時00分〜10時30分

　　場　　所　 阪急高槻市駅周辺

　　参加者数　 ①15名（学生スタッフ５名、本学学生10名）

　　　　　　　 ②７名（学生スタッフ６名、本学学生１名）

　　内　　容　 阪急高槻市駅周辺の清掃

　　企画学生の声

　・想像していたよりも多くの人に参加してもらうことができて、アイスブレイクや清掃活動中は参

加者同士の交流があり、いい雰囲気で活動することができてよかったです。

　・活動中に通りがかった地域の方から「お疲れ様です。」というお言葉をいただくことができて、

嬉しかったです。

　　参加者の声

　・友達の輪を広げたいと思い参加しました。ゴミをたくさん拾うことができてやりがいがありまし

た。（社会安全学部・１年次生）

　・少人数のグループに分かれてのゴミ拾いだったので、1人で参加しても他の参加者と話しながら

活動しやすくて良かったです。（総合情報学部・３年次生）

③　淀川掃除
　淀川河川敷の清掃をすることで、大阪湾へゴミが流れ込むことを防ぎ、

淀川の水質や景観を保護することを目的に、また、清掃活動という気軽

に参加できる点を活かして、関大生にボランティア活動の魅力を広める

機会にすることを目的として実施した。2021年度には、淀川河川事務

所に相談を行ったうえで、これまで清掃を行っていた南方地区から行政

の対応が追い付いていないより河口の西淀川区福町地区へ場所の変更を

行った。

　４月実施時は雨天だったため、河川敷の手前を２グループに分かれて

清掃活動を行い、途中でグループを入れ替える等、参加者同士がより多

く関われるよう工夫を行った。

　10月実施時は晴天に恵まれ、5グループに分かれて河川敷を広く清掃

した。

　　日　　時　 ①４月24日（日）10時00分〜12時00分

　　　　　　　 ②10月23日（日）10時00分〜12時00分

　　場　　所　 大阪市西淀川区　阪神福駅近くの河川敷

　　参加者数　 ①26名（学生スタッフ8名、本学学生18名）

　　　　　　　 ②20名（学生スタッフ10名、本学学生10名）

　　内　　容　 淀川河川敷の清掃

　　企画学生の声

　・雨の中での実施となり、予定していた通りの淀川掃除は出来ませんでしたが、参加者の方から「楽

しかった」という言葉が聞けて嬉しかったです。

　・通りすがりの地域の方からどこの大学の団体なのかと尋ねられ、「ありがとうね、頑張って！」

とお声掛けいただいて嬉しかったです。

　　参加者の声

　・河川敷には多くのゴミが落ちていて、それらを拾っていくことが単純に楽しかったし、学生ス

タッフの方や参加者の方と色々話せてよかったです。（外国語学部・１年次生）

　・前に参加した清掃ボランティアで誘ってもらったので、参加しました。思っていたよりもプラス

チックのゴミが多くて驚きました。（政策創造学部・１年次生）

④　献血呼びかけボランティア

　献血の必要性を多くの学生に伝えることが、社会貢献につながるとい

うことを知ってもらうこと、また、気軽に参加できる学内ボランティア

を通じて、ボランティアの良さを身近に感じてもらい次のボランティア

活動参加のきっかけを創出することを目的として実施した。

　現在の日本では少子高齢化が進み、輸血を必要とする高齢者の割合が

増える一方で、それを支える若者の献血者数が減っているという危機的

状況にある。また、血液は長期の保存ができないため、安定的な供給が

必要であるが、献血について学生の関心が薄いのが現状である。

　献血を実施の広報だけでなく、当日は、献血車前で看板を持って献血

協力の呼びかけを行った。

　　日　　時　 ４月25日（月）14名、４月26日（火）９名、５月10日（火）６名、６月７日（火）８名

　　　　　　　 10月12日（水）10名、10月20日（木）３名、11月11日（金）６名、12月５日（月）４名

　　　　　　　 11時30分〜13時30分、12時00分〜13時00分

　　　　　　　 ※10月20日は関大防災DAYの事業の一環として実施した。
　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ40名、本学学生延べ20名

　　場　　所　 千里山キャンパス総合図書館前、悠久の庭前、

　　協　　力　 大阪府赤十字血液センター

　　内　　容　 献血への協力呼びかけ

　　企画学生の声

　・授業終わりで人通りが多い時間帯に呼び込み時間を設定したため、効果的に呼びかけが行えたと

思います。前を通った方が自分たちの呼びかけに反応してくださって嬉しかったです。また、毎

月行っているので声を出すことに慣れてきて、積極的に声かけをすることができました。

　・呼びかけを行ったことで、多くの学生に献血実施中であることに気付いてもらうことができまし

た。呼びかけに反応してくださる方もいて嬉しかったです。

　　参加者の声

　・輸血経験があるため、恩返しになればと思って参加しました。活動はアットホームな雰囲気で楽

しむことができました。（文学部・２年次生）

　・自分が想像していた以上に人が集まり、献血に協力していたので、声掛けの達成感を感じました。

（商学部・３年次生）

⑤　関大花植え活動（大学昇格100年記念）
　大学昇格100年記念事業の一環として、経済学部と商学部の学び舎で

ある第２学舎１号館前の広場を、山岡順太郎の胸像とともにリニューア

ルすることとなり、管財課の協力のもと、花壇の花植え活動を実施した。

大学昇格100年という節目に、緑のなかで新しい仲間と出会って交流し

ながら、学生たちの愛校心を育むこと。また、今後の広報を含めて、「ボ

ランティアセンター学生スタッフ」が大学内で広く認知されることを目

的として実施した。

　当日は、業者の方の指示に従いながら土を掘り、花を植えた。活動の

途中から雨が降りだしたため、レインコートを着用しての活動になった

が、参加者全員が熱心に取り組んだ結果、予定よりも広い範囲に花を植

えることができた。

　　日　　時　 ５月13日（金）９時00分〜12時10分

　　場　　所　 千里山キャンパス第2学舎1号館前広場

　　参加者数　 30名（学生スタッフ９名、本学学生21名）

　　内　　容　 花壇の花植え

　　企画学生の声

　・花を植える場所の土が硬くて、掘るのに思ったより時間がかかって大変でした。また、植えると

きに花の間隔や全体のバランスを考えるのが難しかったので、わからないことがあったら業者の

方に質問しながら作業をすすめました。

　・業者の方から「これからも手伝いにきてほしい」と言って褒めていただけて、嬉しかったです。

　　参加者の声

　・花植えに興味が湧いたので参加しました。想像していたよりも体力を使い、花壇がきれいになっ

ていくのが分かってやりがいがありました。（システム理工学部・４年次生）

　・ボランティア活動を体験してみたかったので参加しました。自分の活動が花というかたちで残っ

て嬉しいです。（文学部・１年次生）

⑥　高槻景観美化ボランティア
　自然と共生する「花と緑のまちづくり」に寄与することを目的として

いる高槻市のNPO法人「花と緑のまちづくり 高槻景観園芸クラブ」と

の連携事業として活動に参加し、学生に環境美化、地域交流の必要性を

学んでもらうことを目的として実施した。

　高槻景観園芸クラブの方々から活動の説明を受けた後、初対面の学生

の緊張をほぐすためにアイスブレイクを行った。高槻景観園芸クラブの

方々の指示に従い、苗床を整備して花を植えていく中で、良い苗の見分

け方や植物の種類なども教えていただいた。

　11月実施時は花を植えた後、花壇周りや他の花壇に積もった大量の

落ち葉を拾い集め、花壇全体の景観を美しく整えた。

　幅広い世代の憩いの場所である公園を美化し、まちづくりに関心を持

てるような事業は貴重なものであり、団体の方々とコミュニケーション

を取りながら、楽しく花植え活動を行うことができた。

　　日　　時　 ①５月14日（土）８時50分〜11時00分

　　　　　　　 ②11月20日（日）９時00分〜11時00分

　　場　　所　 大阪府高槻市　高槻城公園

　　　　　　　 連携先 NPO法人 花と緑のまちづくり 高槻景観園芸クラブ

　　参加者数　 ①７名（学生スタッフ５名、本学学生２名）

　　　　　　　 ②６名（学生スタッフ４名、本学学生２名）

　　内　　容　 高槻城公園内の花壇の手入れ、地域の方との交流

　　企画学生の声

　・団体の方といろんなお話をしながら花植え活動を行い、花植えをしたことがない学生でも不安な

く楽しめた事業でした。参加学生にボランティアの魅力を伝えるとともに、自身も改めてボラン

ティアの魅力を感じることができました。

　・花にも一つ一つ個性があり、それぞれに花の魅せ方があるのだと初めて知り、ただ活動するので

はなく、何かを意識して取り組むことの大切さを学びました。

　　参加者の声

　・花壇の手入れをしたことがなく、一度してみたいと思ったので参加しました。花壇が綺麗になっ

た際に感じた達成感や団体の方々との交流を通じて、ボランティアの魅力や楽しさを感じること

ができました。（法学部・４年次生）

⑦　関大クリーン大作戦in梅田
　梅田キャンパスの周辺を清掃することで環境や景観を保護し、通行す

る人々が気持ちよく過ごすことができるようにすること、気軽に参加で

きるボランティア活動として清掃活動に参加することでボランティアの

やりがいや楽しさを感じてもらうことを目的として実施した。

　当日は、梅田キャンパスの教室にてアイスブレイクを行ったあと、２

グループに分かれて茶屋町エリアの清掃を約１時間行った。清掃活動中

には、通りがかった人や清掃ルートの並びにある店舗の方からお礼の言

葉をもらうことができ、参加者の達成感や満足感につながった。日曜の

朝ではあったが人通りや車が多く、学生スタッフが時折声をかけて注意

を促しながら活動した。

　　日　　時　 ①５月15日（日）９時00分〜11時00分

　　　　　　　 ②11月13日（日）９時00分〜11時00分

　　場　　所　 梅田キャンパス周辺

　　参加者数　 ①19名（学生スタッフ５名、本学学生14名）

　　　　　　　 ②13名（学生スタッフ３名、本学学生10名）

　　内　　容　 梅田キャンパス周辺の清掃

　　企画学生の声

　・アイスブレイクで学部や趣味などの自己紹介を行ったので、活動中の話題ができてすごく話しや

すかったです。友達同士が一緒になるようにグループ分けしたのがよかったのか、参加した学生

同士楽しそうに活動していました。

　・清掃の距離を延ばすなどの工夫をしましたが、ルートによってゴミの量が違っていたので、ルー

トの見直しが必要だと感じました。雨の中での活動でしたが、みんなで楽しく清掃活動ができた

ので嬉しかったです。

　　参加者の声

　・活動場所が梅田なので参加しやすいと思い参加しました。普段なかなかゴミ拾いを行う機会がな

かったので経験できて良かったです。（商学部・１年次生）

　・一度ボランティアに参加してみたいと思ったので参加しました。自分たちで街を少しでも綺麗に

する活動ができ、良い経験になりました。（社会安全学部・１年次生）

⑧　関大クリーン大作戦～千里山キャンパス周辺の清掃～
　普段自分たちが利用している千里山キャンパス周辺を清掃することで

環境や景観を保護し、関大生や地域の方々がより気持ちよく過ごすこと

ができる。また、授業の空きコマに気軽に参加できることでボランティ

ア活動を身近に感じてもらうことを目的として実施した。

　活動前にアイスブレイクを行い、学部や学年に関係なく学生同士が交

流することで、その後の活動も和やかな雰囲気で進めることができた。

清掃は関大前ルートと名神高速道路沿いルートの2コースに分かれて

行った。ゴミは「燃えるゴミ」「ビン・カン」「ペットボトル」の3つに

分類して集めたが、タバコの吸い殻が最も多く、ゴミを拾うだけでなく、

今後はゴミを捨てる人が少なくなるように啓発を目的とした活動も検討

している。

　　日　　時　 ①５月21日（土）10時40分〜12時10分

　　　　　　　 ②10月15日（土）10時40分〜12時10分

　　場　　所　 千里山キャンパス周辺

　　参加者数　 ①10名（学生スタッフ３名、本学学生７名）

　　　　　　　 ②16名（学生スタッフ７名、本学学生９名）

　　内　　容　 千里山キャンパス周辺の清掃

　　企画学生の声

　・ゴミの量が少なく、やりがいを感じにくいのではないかと心配でしたが、清掃中はずっと楽しく

会話しながら活動を行うことができました。

　・参加者の１回生が１人で、他の上級生と仲良くなれるかどうか不安がありましたが、始まってみ

ればみんな会話が絶えず、終始楽しく活動することができました。

　　参加者の声

　・自分が通っている大学に恩返しをしたいと思って参加しました。意外と大学の周りが綺麗だった

ことに驚きました。（社会学部・３年次生）

　・アルバイトをやっていないため、他に何か出来ることはないか、頑張れることはないか、と探し

ていたらこのボランティアを見つけて参加しました。意外と細かいゴミが多く、拾うのが大変で

したが、充実した時間を過ごせました。（法学部・１年次生）

⑨　関西大学×法政大学 スポーツゴミ拾い
　法政大学と連携しZoomを用いて合同でゴミ拾いを実施した。「スポー

ツゴミ拾い」とは、制限時間内に指定されたエリアのゴミを拾い、拾っ

たゴミの量と種類で得点を競い合うというスポーツ要素を加えた、日本

発祥の新感覚清掃活動である。ゴミ拾いにスポーツ要素をかけ合わせる

ことで、ゴミ拾いをスポーツ感覚で楽しみ、ボランティアへの興味を引

き出し、法政大学の学生と交流を深め、参加者同士で協力してゴミ拾い

を行うことで連帯感や達成感を得ることを目的として実施した。

　当日は、Zoomを繋ぎながらキャンパス周辺の清掃を行い、清掃の様

子だけでなく、キャンパスの様子なども映すことで大学の所属を超えて、

学生ボランティア同士の交流も行うことができた。

　　日　　時　 ①５月29日（日）14時00分〜16時20分

　　　　　　　 ②３月13日（月）13時50分〜16時20分

　　場　　所 ①関西大学千里山キャンパス周辺および凜風館１階学生ラ

ウンジ

　　　　　　　 　法政大学市ヶ谷キャンパス周辺および外濠校舎３階S305

　　　　　　　 ②関西大学千里山キャンパス周辺および尚文館１階マル

チメディアAV大教室

　　　　　　　 　法政大学市ヶ谷キャンパス周辺および外濠校舎３階S305

　　共　　催 法政大学ボランティアセンター、法政大学ボランティアセ

ンター学生スタッフ VSP

　　参加者数 ①32名（学生スタッフ10名、本学学生７名、法政大学15名）

　　　　　　　 ②25名（学生スタッフ７名、本学学生６名、法政大学12名）

　　内　　容 それぞれのキャンパス周辺のゴミ拾い、クイズ大会、法政大学との交流

　　企画学生の声

　・拾ったゴミを得点化して競うのはゲーム感覚があり、参加者

に楽しんでもらえたように思います。参加者の方がゴミを袋に

入れるときに何を拾ったかを伝えてくれたので、記録がスムー

ズに進みました。

　・単なるゴミ拾いではなく、ゴミを点数化してチーム対抗で競う

ことで、楽しみながらも一生懸命に取り組むことができ、参加

者にボランティアを楽しむ感覚を味わってもらえて、非常に良

かったです。

　　参加者の声

　・スポーツゴミ拾いはゲーム性があり、法政大学の学生と交流し

ながら楽しく活動することができました。（文学部・２年次生）

　・学生スタッフの方もほかの参加者の方も丁寧に接してくれて嬉

しかったです。おかげで楽しく街を綺麗にすることができまし

た。（法学部・２年次生）

⑩　1000000人のキャンドルナイト 茶屋町スロウデイ2022
　梅田・茶屋町エリアの企業、地域団体、学校および行政などが集まっ

て“歩いて楽しいまちづくり”を推進し、茶屋町の魅力を発信する本イ

ベントに2017年度から参加している。魅力発信に取り組み地域の活性

化を行い、キャンドルの灯りを見てくれる人に気持ち安らぐ時間や癒し

を提供することを目的として実施した。

　2022年度は「Convivial 〜ともに愉しむ日～」をテーマに、３年ぶ

りの現地開催となった。「キャンドルの灯りが人々の心に安らぎと未来

への希望をもたらすように」という願いを込めて、学生スタッフは

CHASKA茶屋町（ジュンク堂書店）前にキャンドルアートを設置した。

　事前に学生スタッフが考えたデザインを基にキャンドル装飾を行い、

設置・点火・火の見守り・会場の片付け等の活動を行った。

　キャンドルに火が灯り、日が落ちて街が暗くなるにつれて、大勢の方がキャンドルアート前で足

を止めて写真撮影を行い、キャンドルの光に照らされた笑顔に溢れたイベントとなった。

　　日　　時　 ①事前説明会：５月25日（水）12時20分〜12時50分

　　　　　　　 ②活　　　動：６月１日（水）13時00分〜22時00分

　　場　　所　 ①千里山キャンパス凜風館1階ピアエリア／オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②大阪市北区　CHASKA茶屋町

　　参加者数　 24名（学生スタッフ11名、本学学生13名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明会

　　　　　　　 ②キャンドル装飾の制作・設置・点灯・見守り

　　企画学生の声

　・CHASKA 茶屋町全体がキャンドルの温もりに包まれた空間を体感できて良かったし、自分がそ

の空間を作る側として携わることができて嬉しかったです。たくさんの方達が見に来てくれたり

写真を撮ったりしてくれて、地域の活性化に貢献できたと思えました。

　・日が沈んだ後、キャンドルが光っている景色を見た時に、とても感動しました。たくさん写真

を撮っている方や、キャンドルの灯をずっと眺めている方もいらっしゃって嬉しかったです。

　　参加者の声

　・点灯時間までにキャンドルの設置が間に合うか不安でしたが、参加者の方々と協力して取り組み、

デザイン通りのものを完成させることができました。点灯した綺麗なキャンドルを見ると、達成

感や安らぎを感じることができ、ボランティアに参加して良かったと感じました。（社会学部・

１年次生）

　・一緒に活動した関大生と仲良くなることができ、入学してなかなか友達ができなかった自分に

とってすごく嬉しく、楽しいボランティア活動でした。（社会学部・２年次生）

⑪　大和川掃除
　堺キャンパス周辺を流れる大和川河川敷を清掃することで景観を清潔

に保つことができ、地域の方が河川敷をより気持ちよく利用できると同

時に、堺キャンパス周辺の地域貢献活動を目的として実施した。

　本活動は、堺キャンパスに通う学生にとって参加しやすい活動場所で

あることから、堺エリアで活動を展開しているボランティア団体

「WEVO」とも連携して実施している。

　当日は雲が多かったが気温は高かったため、こまめに休憩をとり、熱

中症に気を付けながら清掃活動をした。河川敷には大和川上流から家庭

ゴミやペットボトル等が流れてくるため、参加者全員で力を合わせて清

掃することで河川敷を綺麗にすることができた。

　　日　　時　 ６月５日（日）９時30分〜11時30分

　　場　　所　 大阪府堺市　大和川左岸河川敷

　　参加者数　 72名（学生スタッフ14名、本学学生17名、WEVO所属学生41名）

　　内　　容　 大和川河川敷の清掃

　　協　　力　 WEVO

　　企画者の声

・普段交流する機会が少ないWEVOの方達と交流することが出来て、貴重な機会でした。一見何も

無いように見えても、掘ってみると靴が1足出てくるなど、砂に埋まっているゴミが沢山見られ

ました。

　・同じグループの方たちと楽しく話しながら協力して清掃することができて良かったです。堺キャ

ンパスの方と一緒に活動することは初めてだったので、とても新鮮でした。キャンパス間の交流

にもなり、有意義な活動となりました。

　　参加者の声

・社会経験を積むために参加しました。初対面の人とも話すことができたので良かったです。（法

学部・３年次生）

　・ボランティアの経験を積む良い機会になると考えたので、参加しました。活動自体は思っていた

よりも短く感じ、少人数でのグループだったので活動しやすかったです。（法学部・３年次生）

⑫　吹田くわいボランティア 
　若者の農業への関心が低下し、千里山キャンパスがある吹田市の特産

品である吹田くわいの認知度が低いという現状がある。そこで、吹田く

わいの植え付けから収穫まで一年を通した活動を通して、吹田くわいに

ついて深く理解してもらうとともにボランティアの魅力に気付いてもら

うことを目的として実施した。

　どちらの活動も、農園の方から吹田くわいの説明をしていただき、植

え付けや収穫のコツについてお話しいただいた後、作業を行った。植付

けでは、日常生活では着る機会のない胴長を着用しての作業に苦戦しな

がらも、参加者同士で声を掛け合い農業の大変さを感じながら活動した。

収穫では、備中鍬でくわいを傷つけないように慎重に泥をかき分けなが

ら、全部で約700グラムのくわいを収穫した。

　　日　　時　 ①植え付け：６月16日（木）14時45分〜17時00分

　　　　　　　 ②収　　穫：12月５日（月）14時45分〜17時00分

　　場　　所　 大阪府吹田市　西農園

　　協　　力　 吹田市都市魅力部 地域経済振興室

　　参加者数　 ①13名（学生スタッフ５名、本学学生８名）

　　　　　　　 ②６名（学生スタッフ６名）

　　内　　容 吹田くわいの植え付けと収穫作業の手伝い

　　企画者の声

　・大学のある吹田市の特産品に触れることができ、地域のことを少しでも知るきっかけとなりまし

た。

　・くわいを収穫する作業は考えていたよりも大変でしたが、そのぶん達成感があり、泥の中からく

わいを見つけた時は嬉しい気持ちになりました。頂いたくわいを家に帰って素揚げにして食べて

みると、自分達で収穫したこともあってとても美味しかったです。

　　参加者の声

　・普段の生活で農業に関わることがないので、やってみたいなと思って参加しました。農業体験だ

けでなく、くわいの事を知ることもできてよかったです。（文学部・４年次生）

　・「すいたん」のモチーフであるくわいに興味があったので参加しました。また、学生スタッフの

方が話しやすくてよかったです。農家の方のお話も面白かったです。（法学部・２年次生）

⑬　飛鳥光の回廊2022 ～明日香をともす「和」のひかり～
　明日香村で毎年行われている、石舞台古墳をはじめ岡寺や飛鳥寺など、

明日香村内の代表的な史跡・寺社・施設をろうそくやLEDライトの明か

りで彩る地域活性化イベントで、奈良県明日香村との連携事業として実

施した。

　「キャンドルの輪と和でつながる光」を関西大学のテーマとし、キャ

ンドルのデザインや配置を考え、他の活動では得られない大変さと、よ

り大きなやりがいや達成感を感じることができた。

　残念ながら1日目は雨天のため中止となったが、石舞台古墳や奈良県

立万葉文化館などを見学し、明日香村の歴史や文化的価値について学ん

だ。2日目は、用意した約3000個の色付き紙コップを「ボランティア

センター 2022」という文字やピラミッド、円の形に並べた。夕方から

は多くの方が来場し、写真撮影をしたりと笑顔溢れる楽しい空間となった。

　　日　　時　 ①事前説明会：９月１日（木）12時00分〜13時00分

　　　　　　　 ②活　　　動：９月23日（金）10時00分〜17時00分

　　　　　　　 　　　　　　　９月24日（土）11時00分〜22時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②奈良県高市郡明日香村　川原寺跡

　　連 携 先　 奈良県明日香村

　　参加者数　 40名（学生スタッフ延べ21名、本学学生延べ19名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明

　　　　　　　 ②キャンドルデザイン案の作成、キャンドルを入れる紙コップの制作、

　　　　　　　 　キャンドルの設置・点灯・撤去、明日香村の散策、地域の方との交流

　　企画学生の声

　・イベントが始まると多くの方が見に来てくださり、「きれい」「すごい」などのお声をきくことが

でき、このイベントに関西大学ボランティアセンター学生スタッフとして参加してよかったと思

いました。

　・気温が高い中、多くのキャンドルを並べていくのは大変だったが、みんなで協力し合いながら長

時間かけて作り上げたので、その分、夜になりキャンドルの灯りがきらきらしているのを見ると

とても達成感を感じることができました。

　　参加者の声

　・楽しそうだと思ったので参加しました。思っていたよりずっと大変だったけど、終わったあとの

達成感が気持ちよかったです。（社会安全学部・1年次生）

　・みんなでキャンドルを並べるのがとても楽しかったです。参加して良かったと思いました。（経

済学部・1年次生）

⑭　下校見守り活動
　吹田警察生活安全課防犯係と連携して、千里山キャンパス近くの小学

校に通う子どもが安全に下校できるような環境を守ることを目的とし

て、千里山キャンパス周辺の小学校の下校時間にあわせて正門前で見守

り、声かけを実施した。

　当日は、子どもたちが「さようなら」「気を付けて帰ってね」と声を

かけると元気よく挨拶を返してくれたり、関西大学という名前を見て

「知ってる！」と声をかけてくれたりと、参加した学生ボランティアと

の交流を楽しむ様子が伺えた。

　　日　　時　 10月11日（火）７名、13日（木）４名、14日（金）４名　14時00分〜15時00分

　　　　　　　 10月12日（水）３名　12時45分〜14時15分

　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ10名、本学学生延べ８名

　　場　　所　 吹田市立千里第二小学校

　　協　　力　 吹田警察署生活安全課防犯係

　　内　　容　 小学校正門前での声掛け、見守り

　　企画学生の声

　・見守り活動中はできるだけ腰を屈めて、子どもたちと目線の高さを合わせて挨拶することを心が

けるようにしました。地域に根ざしたボランティア活動を企画できてよかったです。

・元気に挨拶をしてくれた子どもも多く、見守り活動をしている私たちの方が元気をもらいました。

　　参加者の声

　・実際に吹田警察署の方と連携して、見守り活動をするという貴重な経験ができて良かったです。

小学生から挨拶を返してもらえたりして本当にやってよかったと思いました。とてもいい経験に

なりました。（法学部・３年次生）

　・はじめてのボランティア活動で緊張していましたが、学生スタッフの方も職員の方も優しくて安

心しました。見守り活動もやりがいを感じることができたので、参加してよかったです。（商学部・

３年次生）

⑮　琵琶湖ツーリズム！～大学生で考える環境ボランティアの未来2022（実践編）〜
　関西大学ボランティアセンターは2017年度から琵琶湖の保全活動に

取り組んでいる。2017年度は特定外来生物オオバナミズキンバイ駆除

活動、2018年度は清掃活動を実施し、2019年度及び2020年度は新型

コロナウイルス感染症拡大の影響により実施を見合わせた。

　本学主催３大学（法政大学・明治大学・関西大学）連携事業として、

法政大学の学生ボランティアとともに、琵琶湖岸の環境保全活動として

滋賀県長浜市の南浜漁港にて、船の出港を妨げている特定外来生物ナガ

エツルノゲイトウの駆除活動を行った。

　当日は、学生ボランティア全員が胴長とライフジャケットを身につけ、

岸と舟上よりナガエツルノゲイトウの駆除活動を行った。ナガエツルノ

ゲイトウは、琵琶湖や内湖、河川などの水際に生育している水陸両生の多年生の植物で、茎の断片

からも再生するほど繁殖力が強いため、機械ではなく手作業で根や茎をできるだけ残さないように

根本から丁寧に引き抜き、陸に上げる作業を熱心に行った。

　その結果、夕方には、湖面が見えないほど群生していたナガエツルノゲイトウのほとんどを駆除

することができ、参加者全員がやりがいや充実感を得ることができ、大学生として環境ボランティ

アの未来を考えるうえでの契機となった。また、今回の活動を通して、大学の所属を超えて学生ボ

ランティア同士が交流を行うことができ、有意義な1日となった。

　　日　　時　 ①事前説明会：10月11日（火）12時15分〜12時50分

　　　　　　　 ②駆 除 活 動：10月16日（日）７時30分〜18時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②滋賀県長浜市　南浜漁港

　　活動協力　 滋賀県立琵琶湖博物館　特別研究員 /

　　　　　　　 滋賀県琵琶湖環境部 自然環境保全課 副主幹　中井 克樹 氏

　　　　　　　 南浜漁業協同組合

　　参加者数　 ①36名（学生スタッフ30名、本学学生６名）

　　　　　　　 ②42名（学生スタッフ24名、本学学生５名、法政大学９名、教職員４名）

　　内　　容　 特定外来生物ナガエツルノゲイトウの駆除活動

　　企画学生の声

　・ナガエツルノゲイトウは、とるのが難しく、無理に引っ張っても途中で切れてしまうと意味が

なく、ナガエツルノゲイトウの駆除の大変さに驚きました。活動後のきれいな湖面を見たからこ

そ、自然をこれからも大切にしていかなければいけないと感じました。

　・関西大学及び法政大学の学生、職員の方たちと活動中に交流できたので、楽しかったです。自分

たちの活動の成果を現地の方が喜んでくれていたことで、より達成感を感じることができました。

　　参加者の声

　・ナガエツルノゲイトウの駆除活動は、協力することが必須な作業だったので、参加者同士でコ

ミュニケーションをとり新しい輪を広げられてよかったです。（関西大学・３年次生）

　・外来種の駆除という貴重な体験をしてみたいと思い、参加しました。目に見える形で成果が現れ

るので、達成感を感じることができ参加してよかったと感じました。（関西大学・１年次生）

　・晴天の中、関西大学の皆さんと協力して非常に楽しく活動することができました。また、漁協の

方も優しく特定外来生物の駆除方法を教えてくださり、初心者でもすぐに取り組める内容でした。

昼食時は関西大学のみなさんとコミュニケーションを取りながら時間を過ごすことができ、２大

学合同ボランティア活動ならではの有意義な経験となりました。（法政大学・３年次生）

　・関西大学の方々と連携して、特定外来生物を駆除することができて良かったです。また、今回の

駆除活動を通じて、どれだけ湖が汚れているのかを目の当たりにし、今後、自分がどのように環

境活動に関わっていけばいいのかを考える良い機会になりました。（法政大学・２年次生）

⑯　2022年度学園祭「環境問題ってなんだろな？〜クイズで！ゲームで！楽しく学ぼう！〜」
　学生スタッフは、淀川河川敷の清掃活動や琵琶湖の特定外来生物の

駆除活動などといった環境保全活動を普段から多数実施している。そ

ういった経験を活かし、遊びを通して子ども達に環境問題について考

えるきかっけをもってもらえるような企画とした。また、統一学園祭

に来訪される保護者の方や地域の方及び本学学生に、ボランティア活

動の魅力と学生スタッフの活動を知ってもらうことを目的として実施

した。

　本学統一学園祭には、親子連れや子どもが多く来場するため、子ど

もを対象としてSDGs（特に環境問題）について学んでもらうため、環

境問題というテーマで3つのブースを設けた。当日は多くの子ども達が

訪れ、ゲームを通して環境問題について学びを得る機会となった。

　　日　　時　 11月３日（木）12時00分〜15時30分

　　　　　　　 11月４日（金）10時00分〜16時00分

　　　　　　　 11月６日（日）10時00分〜13時00分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館１階学生ラウンジ

　　参加者数　 102名（学生スタッフ延べ94名、本学学生延べ８名）

企画内容：

・紙芝居

　海洋プラスチック問題を中心とした環境問題について紙芝居で説

明したあと、身近な例を使ったクイズで環境問題について楽しく学

んでもらった。

・ミニゲーム

　牛乳パックや段ボールなどを再利用して作ったおもちゃで魚釣り

ゲームをしてもらった。捨てるはずだったもので遊んでもらうこと

で、リサイクルの大切さやゴミを減らす工夫などについて楽しみな

がら学んでもらった。

・塗り絵

　色鉛筆やクレヨンを使ってSDGsや地球をモチーフにした塗り絵

をしてもらいながら、SDGsについて興味を持ってもらった。

　　企画学生の声

　・初めて学園祭に参加しましたが、とても楽しかったです。子ども達が楽しみながらも環境問題に

ついて学びを深めてくれている姿が、とてもいきいきとしていたのが嬉しかったです。

　・ミニゲームも塗り絵も紙芝居も全て子ども達は楽しそうに体験してくれていました。笑顔で帰っ

ていく子ども達を見ると、とても嬉しく感じました。

　　参加者の声

　・一度もボランティアに参加したことがなかったので、参加してみたいと思って参加しました。来

場してくれた子ども達が可愛かったです。（経済学部・３年次生）

　・子どもとコミュニケーションを取れる良い機会だと思ったので参加しました。学生スタッフの方

も親切で楽しく活動できました。（社会学部・１年次生）

⑰　千里キャンドルロード2022
　吹田市と豊中市にまたがる千里ニュータウンの人口にちなんだ９万個

のキャンドルに灯をともすイベント「千里キャンドルロード」に本セン

ターは2014年度から参加し、今回で８回目となる。10周年を迎えた今

年は、『「出会い」これまでも…これからも…』をテーマに、３年ぶりに

来場予約なしでの開催となった。

　学生スタッフはキャンドルのデザインから考え、2022年度は、約

2000個の紙コップを色づけした大きな赤いハート２つを中心に、伸び

る 蔦 葉 や 青 い 紙 コ ッ プ で 縁 取 り し た「Kandai Volunteer Center 

2022」の白い文字など、工夫を凝らしたデザインを作成した。

　当日は、多くの方が訪れ、暗くなってキャンドルに火が灯されると、

あたり一帯が幻想的な光景になる様子を訪れた方たちが足を止め写真撮影をするなど、笑顔溢れる

光景となった。

　　日　　時　 11月５日（土）11時30分〜21時00分

　　場　　所　 吹田市立千里南公園

　　主　　催　 千里キャンドルロードプロジェクト

　　参加者数　 40名（学生スタッフ33名、本学学生７名）

　　内　　容　 キャンドルデザイン案の作成、キャンドルを入れる紙コップの色付け、

　　　　　　　 キャンドルの設置・点火・見回り・片付け

　　企画学生の声

　・「ここ（関大の作品）すごい！」「ここがメインやね。」などと、来場した方からの嬉しい言葉を

たくさん耳にしました。準備は大変でしたが成功して良かったと思えた瞬間でした。

　・スペースの問題もあり、当日にデザインの変更をしましたが、とても上手に完成させることがで

きて達成感がありました。学生スタッフの参加人数がとても多く、学生スタッフの交流の場となっ

ていたのも良かったです。

　　参加者の声

　・楽しそうだと思ったので参加しました。みんなで一つのものを作れていい経験になりました。（経

済学部・３年次生）

　・学園祭期間で授業がなく時間が空いていたこともあり、参加を決めました。想像していた以上に

キャンドルに灯をともした光景が綺麗で、また、地域の人達にも満足していただけたようでやり

がいを感じました。（法学部・２年次生）

⑱　大阪マラソン2023給水ボランティア
　今回で11回目の開催を迎える大阪マラソンは、チャリティ文化の普

及を目指す日本最大規模の都市型市民マラソンである。本学は第1回大

会からオフィシャルスポンサーとして参画している。

　活動を通して本学学生が大阪を盛り上げるとともに、ボランティアの

楽しさややりがいを感じてもらう機会とすることを目的として実施し

た。

　当日は、本学学生が給水ボランティアとして携わり「みんなでかける

虹。」というスローガンのもと、29,285人のランナーをサポートした。

給水や応援を通してランナーの方と関わり、参加した学生にもよりボラ

ンティア楽しさやスポーツの魅力を感じてもらうことができる活動と

なった。

　　日　　時　 ①事前説明会：２月15日（水）13時00分〜14時30分

　　　　　　　 ②活　　　動：２月26日（日）７時30分〜12時00分

　　場　　所　 ①千里山キャンパス第２学舎４号館BIGホール100

　　　　　　　 ②大阪マラソン第１給水所（５ km地点／中之島・本町ブロック）

　　参加者数　 191名（学生スタッフ22名、本学学生58名、体育会所属学生108名、職員３名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明、ボランティアセンターの紹介

　　　　　　　 ②給水所でのランナーへの給水提供

　　参加者の声

　・中学校の頃からマラソンに興味があり、実際に見てみたかったので参加しました。ランナーの皆

さんが一生懸命走りつつも、僕らボランティアに「ありがとう」と声を掛けてくれたことがすご

く嬉しかったです。（環境都市工学部・２年次生）

　・2021年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響で中止になってしまったので、今回は絶対に

参加しようと決めていました。関西大学の多くの学生が大阪マラソンという大きなイベントに携

われて、盛り上げることができて良かったです。（システム理工学部・2年次生）

⑲　飛鳥ハーフマラソン2023給水ボランティア
　関西大学と縁の深い奈良県明日香村で開催される飛鳥ハーフマラソン

に2021年度に引き続き2022年度も学生ボランティアをいう形で参加

した。本学学生が学生ボランティアとして参加することで地域貢献活動

に寄与するとともに、ボランティア経験の浅い学生に対してボランティ

アのやりがいや魅力を広めることを目的として実施した。

　明日香村は「飛鳥・藤原の宮都とその関連資産群」として世界遺産登

録をめざしており、その構成資産の半分以上を巡ることができるように

コースが設定されている。また、持続可能な社会づくりのためにソフト

フラスク（折りたためる携行給水ボトル）の配布や、参加費等の一部で

菜の花のタネを購入して景観保全に役立てるなど、様々な取り組みが行

われている。

　当日は、スタートからおよそ11km地点の棚田に設けられた第２給食所で甘酒の提供を行った。

　　日　　時　 ①事前説明会：３月１日（水）10時00分〜11時30分 

　　　　　　　 ②活　　　動：３月12日（日）８時00分〜13時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②奈良県高市郡明日香村

　　参加者数　 18名（学生スタッフ11名、本学学生７名）

　　内　　容　 ランナーへの給水

　　企画学生の声

　・給水を行っていると、ランナーの方に「ありがとう」と声をかけていただくことがあり、ボラ

ンティアをしている側の自分たちが元気をもらい、ボランティアに参加してくれた学生に活動を

通してやりがいを感じてもらうことができました。

　・ボランティアに参加していただいた関大生との交流を楽しむことができ、ランナーの方の笑顔を

見ることができてとても充実した時間を過ごすことができました。

　　参加者の声

　・スポーツが好きなので、スポーツに関われるボランティアをやってみたいと思い参加しました。

ランナーの方に「ありがとう」と声をかけていただくこともあり、喜んでいただけていると感じ

られて嬉しかったです。（文学部・１年次生）

　・もともと給水ボランティアをしてみたいと思っていたので参加しました。ランナーの方と言葉を

交わしたり、アイコンタクトを取ることができたりしたことが嬉しかったです。（法学部・２年

次生）

⑳　子ども遊びボランティアinまちなかリビング北千里
　2022年度初めて企画を募集し、ベストアイデア賞を獲得した「学童

保育ボランティア」として、まちなかリビング北千里にて、ソフトバス

ケット大会（3on3）のお手伝いやボードゲーム・カードゲームを使用

した遊び等、子どもとのふれあいを通して、子どもとのかかわり方や距

離の縮め方を学び、コミュニケーション能力を向上させることを目的と

して実施した。

　当日はソフトバスケット大会の運営補助だけでなく、子ども達と一緒

にチームを組んで参加したり、小学生vs大学生の試合を行い、ソフトバ

スケット大会を盛り上げた。また、同施設で管理しているボードゲーム

やカードゲーム等の様々な遊び道具を使用して、ソフトバスケットの参

加待ちの子ども達やスポーツが苦手な子ども達と遊ぶ活動も行った。

　　日　　時　 ３月23日（木）16時00分〜18時00分

　　場　　所　 まちなかリビング北千里

　　参加者数　 13名（学生スタッフ５名、本学学生８名）

　　内　　容　 ソフトバスケット大会の運営補助・参加、子ども達との交流

　　企画学生の声

　・下見を行った時より子ども達の人数が多かったのにも関わらず、学生ボランティアの方々全員が

子ども達と交流をしていただくことができました。活動の最後まで、子ども達と交流するという

ことができ、手持ち無沙汰にならなかったことが非常に良かったと思います。また、児童センター

の職員さんには行くたびに「来てくれてありがとう。」というお言葉をいただくことができて、

嬉しいです。

　　参加者の声

　・子どもと遊ぶことがボランティアになるのならやってみたいと思ったので参加しました。子ども

と触れ合う中で、子どもにしかない発想を多く学び、とても楽しく活動することができ、ボラン

ティアに参加して良かったと思いました。（経済学部・1年次生）

　・子どもと遊びたいと思ったので参加しました。ボランティアに参加した自分が子どもから元気を

もらい、ボランティアにはこんな魅力もあるんだと実感しました。（大学院・2年次生）

（３）雨天中止事業

①　第4回大和川大掃除～未来につなげよう300人の小さな一歩～
　堺キャンパスの近くを流れる大和川河川敷において、各キャンパスの

学生、体育会所属学生、ボランティア団体所属学生、大学職員、ミズノ

株式会社社員など総勢300名が海につながる河川の環境美化に取り組む

ことで、SDGsや海洋プラスチック問題などを改めて意識してもらうこ

とを目的として企画したもの。

　学生スタッフは設立以来、本学学生にボランティア活動を通じてボラ

ンティアの魅力を知ってもらうために、様々なボランティア活動を同じ

学生目線で企画・運営してきた。特に河川敷の清掃活動については、

2011年度から2016年度まで500名規模で淀川河川敷の大掃除を行い、

ゴミの減少に貢献した。2017年度からは大和川河川敷に活動場所を移

し、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により規模を縮小することもあったが、継続的に清掃活

動を行っている。

　2022年度は多くの関大生にボランティア活動の魅力を知ってもらうべく、体育会11団体にご協

力いただき、コロナ禍前と同規模の300名で実施することを企画した。また、ボランティア活動を

通じて双方の充実と発展に寄与するため、本学と連携協定を結んでいるミズノ株式会社にもご参加

いただくことになっていたが、残念ながら当日雨天のため中止となった。

　　日　　時　 ２月19日（日）10時00分〜12時00分

　　場　　所　 大和川公園河川敷周辺

　　協　　力　 大和川河川事務所

　　　　　　　 ミズノ株式会社

　　内　　容　 大和川河川敷での清掃
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Ⅱ  １  学生スタッフの概要

　ボランティアセンター学生スタッフ（以下、学生スタッフ）は、「関大生にボランティアの魅力を

広めること」を目的として、ボランティアセンター職員とともに活動しています。

（１）ボランティアセンター学生スタッフの活動

①　学生スタッフによるボランティアの情報紹介（ボランティアコーディネート）
　本学学生の「ボランティアって何だろう？」という疑問や、「こ

んなボランティアをしてみたい！」などのボランティアに関す

る様々な相談に、学生スタッフが対応している。

　新型コロナウイルス感染症拡大のため、2020年度秋学期か

らはZoomを活用したオンライン・ボランティアコーディネー

トを開始した。さらに、2021年度秋学期からは、本センター

ホームページから友人と一緒に受付ができるように変更した。

2022年度については、引き続きオンライン・ボランティアコー

ディネートを行いつつ、対面でのコーディネートを実施した。

②　ボランティア体験ツアーの実施
　初めてボランティア活動に参加する本学学生が、気軽に一歩

踏み出せるように関大生同士で活動するボランティアプログラ

ムを企画・運営している。学生スタッフは、実施に向けてミー

ティングを重ねている。

　2019年度から、参加申込にGoogleフォームを用いたオン

ラインでの参加申込みを取り入れている。

③　広報活動
　学生スタッフは、ボランティア体験ツアー実施前に、学生スタッフが作成した募集に関するチラ

シを大学構内の掲示板に掲示したりするなど、本学学生にボランティアを始めるきっかけとなる広

報活動を積極的に行っている。また、ボランティア体験ツアー実施後には、写真を交えて活動内容

を掲載する「ぼらぼらblog」の更新も行っている。

　そのほかにも、学生スタッフが編集委員となって年に３回ボランティアセンター機関誌

「Volury」を発行している。2022年度は新入生向けにボランティアセンターや学生スタッフの紹

介を掲載した春号と、秋のボランティア体験ツアーやその魅力について掲載した秋号を計２回発行

した。また、発行した「Volury」は、ボラリー WEEKと称した１週間で学生スタッフによる配布

活動を行った。

④　新入生に向けた広報活動
　新入生を対象にボランティアセンターの認知度を高め、ボランティア活動への参加促進や新たな

学生スタッフの募集を目的として行った。2022年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のた

め、例年に比べて規模を縮小した形での実施となった。

➢ 新入生歓迎行事

　　日　　時　 ４月２日（土）、４日（月）10時00分〜17時00分

　　場　　所　 千里山キャンパス誠之館２号館１階ボランティアステーション前

　　内　　容　 看板の設置・案内、ブースの設置、活動内容の説明

➢ ボランティアフェスティバル2022 ～大きな一歩を踏み出せ、変われ自分～

　　日　　時　 ４月13日（水）〜15日（金）12時20分〜12時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館１階学生ラウンジ

　　内　　容　 関西大学のボランティア団体の紹介、ステージ発表、大型モニターを使用した広報

➢ 春のピア×ボラ祭り

　本学ピア・コミュニティ※と協力して、本学学生にさらにボランティ

ア活動やピア・サポート活動に興味を持ってもらうことを目的として実

施した。

　ブースを設置して、興味を持ってきてくれた学生に対してボランティ

アセンター学生スタッフ、ピア・コミュニティ※の活動内容について説

明を行った。学生スタッフとピア・コミュニティ所属学生同士で有意義

な交流の時間ともなった。

※ピア・コミュニティとは、本学でピア・サポート活動を実践する小集団です。
クラブ、サークル等の課外活動と同様に、１つの目標にむかって仲間同士が
力を合わせて活動するだけでなく、各ピア・コミュニティがそれぞれの支援
部署と連携しながら「学生が学生を支援する」活動を行っています。

　　日　　時　 ４月25日（月）～ 28日（木）12時20分～ 12時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館１階学生ラウンジ、ピアエリア

　　参加団体　 ボランティアセンター学生スタッフ

　　　　　　　 ピア・コミュニティ運営本部

　　　　　　　 国際コミュニティ“KUブリッジ”

　　　　　　　 KUサポートプランナー（KUSP）

　　　　　　　 KUコアラ

　　　　　　　 関西大学学生PRチーム SUGaO

　　内　　容 ボランティア活動及びピア・サポート活動紹介

　　　　　　　 ボランティアセンター学生スタッフ及びピア・コミュニティ活動紹介

　学生の中には「ボランティアに関心があるけど一歩踏み出せない」という学生もおり、学生スタッ

フはそのような学生を後押しできるような学内のボランティア活動の企画のほか、様々な社会問題へ

の啓発活動を行っている。

（１）学生スタッフ企画

　学生スタッフ企画とは、ボランティア活動の魅力を広めるため、まずは学生スタッフ自身がボラ

ンティアの魅力を再認識するために企画・参加しているプログラムである。

①　ボランティア懇談会
　ボランティアに関心のある関西大学の学生にボランティア活動の魅力

を発信する１つの手段として、ボランティアコーディネートを実施して

いる。より多くの学生に参加してもらうことを目的として普段はお昼休

みに実施しているボランティアコーディネートを、今回はお昼休みから

３限終わりまで開室時間を延長して実施した。

　　日　　時　 ５月 13 日（金） 12時20分〜15時00分

　　場　　所　 誠之館２号館１階ボランティアステーション

　　内　　容　 ボランティアコーディネート

②　富士山自然保護ボランティアツアー（法政大学主催3大学連携事業）
　3大学（法政大学・明治大学・関西大学）連携事業の一環として、法政大学主催の世界遺産であ

る富士山の麓で森林整備事業に参加した。

　団体の方からオーバーユーズ（使いすぎ）やアンダーユーズ（活用不足）の重要性、環境問題に

ついてなどのお話を伺った後、6〜7名ずつのグループに分かれて森林保全活動に取り組んだ。草

木の伐採や薪割り、枯れ木処理など、慣れない作業を行うのは大変であったが、休憩時間には木登

りをしたりブランコに乗ったりして、日常では味わえない大自然とのふれあいを楽しんだ。

　　日　　時　 ５月22日（日）９時45分〜17時00分

　　場　　所　 静岡県富士宮市

　　主　　催　 認定特定非営利活動法人富士山クラブ

　　参加者数　 37名（学生スタッフ4名、職員1名、

　　　　　　　 他大学学生32名）

　　内　　容　 草木の伐採、薪割り、枯れ木処理

　　学生スタッフの声

　・階段づくりや道の開拓など、自分が想像していたよりもはるかに本格的な活動ができました。日

常生活の中で鍬や鋸を使ったりすることがないため、初めはうまく使えませんでしたが、コツを

つかんだ後は気持ち良い程スムーズに切れるようになったのが本当に楽しかったです。

⑤　ボランティアセンター学生スタッフ養成合宿
　　学生スタッフ自身のスキルアップをめざして年２回養成合宿を実施している。

夏合宿
　新たに学生スタッフに加入したメンバーを含め、学生スタッフが積極的にボランティアに励み、

今後の活動を円滑に進められるように学生スタッフ間の仲を深めることを目的として、新型コロナ

ウイルス感染症対策を行ったうえで、日帰りで実施した。

　　日　　時　 ①９月12日（月）11時00分〜16時30分

　　　　　　　 ②９月13日（火）12時30分〜16時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎C204教室

　　参加者数　 ①37名（学生スタッフ32名、職員５名）

　　　　　　　 ②41名（学生スタッフ36名、職員５名）

　　内　　容　 交流ワーク、避難所運営ゲーム、コンセンサスゲーム、

　　　　　　　 ４年次生との交流

　　学生スタッフの声

　・避難所ゲームは色んなことを考えながら進める必要があるため、カードに書かれた情報を全て把

握しながら進めることがとても困難でした。避難所では非常に難しいことが多く、考えなければ

ならない事がたくさんある事を体感しました。

　・コンセンサスゲームを体験して、意見をどちらかに寄せるのではなくどちらの意見も取り入れる

のが大切だとわかる一方、皆の意見を入れて一つの意見にするのは難しいと感じました。

春合宿
　2023年度の活動に向けて、学生スタッフに所属する意義や意味を再確

認するとともに、今後の活動における方向性を明確にし、学生スタッフ

間で共有すること。さらに、グループワークでの意見交換やプレゼンテー

ションを通して、企画力を身につけ、今後の活動に活かしていくことを

目的として実施した。

　　日　　時　 ３月６日（月）〜３月７日（火）

　　　　　　　 10時20分開始、翌12時00分終了

　　場　　所　 高槻キャンパス100周年記念セミナーハウス・高岳館

　　参加者数　 57名（学生スタッフ53名、教職員４名）

　　内　　容　 交流ワーク、企画力の養成、2022年度の振り返りと

　　　　　　　 2023年度の目標決め

⑥　2022年度ボランティアセンター学生スタッフ活動報告会及び交流会
　2022年度は今までと引き続き感染症対策を講じつつも新し

いボランティアの形を探し、工夫して活動を行ってきた。

　2022年度の活動を振り返り、工夫した点や改善点などを見

つけて共有することで、2023年度に向けてより良い活動が行

えるようにすることを目的として実施した。

　当日は、パワーポイントを用いて2022年度に実施した18事

業の実施報告を行った後、グループに分かれてOB・OG、教職

員との交流を行った。

　　日　　時　 ３月４日（土）13時00分〜17時00分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館

　　　　　　　 ４階ミーティングルーム／オンライン（Zoom）

　　参加者数　 44名（学生スタッフ35名、教職員７名、

　　　　　　　 OB・OG２名）

　　内　　容　 2022年度に行った各事業の活動報告、

　　　　　　　 OB・OGとの交流

　　学生スタッフの声

　・参加していない企画の内容を詳しく知ることができて、2023年度に向けて参考になりました。

　・2022年度は、ボランティアをやってみたい人向けに新規企画・恒例企画を含め、幅広く事業を

実施できていたことが分かりました。ボランティアの魅力に気付いた人向けに、長期的に続けら

れる企画があるといいかもしれないと思いました。

　・この活動報告会を通して、自分が担当していなかったボランティア事業の活動内容だけではなく、

改善点まで詳しく知ることができ、とても勉強になりました。

⑦　関西大学×関西学院大学　活動報告交流会
　関西大学と関西学院大学それぞれのボランティア活動の内容や様子の共有、意見交換を通して交

流を深める機会とする。また、ボランティアステーション等の施設見学を行いながら交流すること

で、他大学の学生コーディネーターとの活動の違いなどを知り、それぞれの大学の学生スタッフが

新しい視点を得ること、これからの団体の活動に活かしていけるようにすることを目的として実施

した。

　当日は、２グループに分かれて各大学の活動についてなど意見交換をした後、ボランティアステー

ションの見学を行った。これからの継続的な交流について学生同士で話をするなど、横のつながり

をつくる良い機会となった。

　　日　　時　 ３月29日（水）15時00分～ 16時30分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎C204教室、誠之館２号館１階ボランティアステーション

　　参加者数　 15名（学生スタッフ６名、関西学院大学５名、教職員４名）

　　内　　容　 ボランティアセミナー 2023の受講、関西学院大学の学生との交流、

　　　　　　　 ボランティアステーションの見学

　　学生スタッフの声

　・他大学のボランティアをされている方とお話しする中で、関大とは違った様々な活動を知り、今

後企画をするときの参考になりました。（法学部・１年次生）

　・他大学の活動内容を聞いたり、交流ができ新鮮でした。また交流ができたらいいと思います。（環

境都市工学部・１年次生）

　・他大学のボランティアセンターの学生スタッフの活動について知りたいと思って参加しました。

コーディネーター側になって、コーディネートするイメージがつきました。（関西学院大学・３

年次生）

⑦ 　FM大阪ラジオ出演
　月替わりで、日本中の様々な大学よりサステナブルな活動に関する知識・発想を世の中に発信す

ることで、さらなるアイデアを生み出すラジオ番組FM大阪「マクセル meets カレッジナレッジ」

から依頼があり、学生スタッフ１名が２週にわたって出演した。

　関大生にボランティアの魅力を広めるためにボランティア活動を企画・運営していることや、力

を入れて取り組んでいる琵琶湖の環境保全活動について紹介した。

　　放　　送　 ７月24日（日）・31日（日）13時55分〜14時00分

　　収　　録　 千里山キャンパス 東体育館 多目的室

　　内　　容　 ボランティアセンター学生スタッフの活動紹介

（２）ボランティアセンター学生スタッフの運営

①　学生スタッフ全体ミーティング（月１回）
　学生スタッフ間の情報共有のため、月に１回全体ミーティン

グの時間を設けている。全体ミーティングは長期休み中も行い、

団体の一員として学生スタッフ全員参加を原則としている。

②　ボランティアセンター職員とのミーティング
　学生スタッフの代表１名・副代表２名で構成する幹部及び、

会計２名、ボランティア団体担当者２名で構成する役職者とボ

ランティアセンター職員とで、定期的にミーティングの時間を設け、情報共有や意見交換を行って

いる。企画準備の進捗状況や団体運営についての相談が中心ではあるが、職員と学生スタッフのコ

ミュニケーションの場にもなっている。職員が代表者と話し合うことで、各イベントの最善の取り

組み方法等を共有し、団体として成長していけるような支援につなげている。

１　ボランティアセンター学生スタッフの概要

Ⅱ　ボランティアセンター学生スタッフについて

ボランティアコーディネートをしている様子

ボランティアコーディネートをしている様子

③　びわ湖を美しくする運動
　 2022年度に引き続き、琵琶湖の特定外来生物の現状を把握

するために、実際に琵琶湖に足を運び、滋賀県が毎年7月1日

において「びわ湖の日」に実施している「びわ湖を美しくする

運動」の特定外来生物のオオバナミズキンバイおよびナガエツ

ルノゲイトウの駆除活動に参加した。

　滋賀県が取り組む、琵琶湖の環境保全について、現状と課題、

特に侵略的外来水生植物の繁殖力やその影響による被害を伺

い、行政として滋賀県が取り組むボランティアに関して知見を

深めた。また、実際に、湖岸に生息する大量のナガエツルノゲ

イトウを手作業で取り除く体験を行い、学生スタッフとして何

ができるのかを考えることに繋げ、今後企画する「琵琶湖ツー

リズム！～大学生で考える環境ボランティアの未来2022（実

践編）〜」で実現することとした。

　　日　　時　 ７月１日（金）９時00分〜10時30分

　　場　　所　 滋賀県大津市　大津市なぎさ公園周辺

　　協　　力　 滋賀県琵琶湖環境部自然環境保全課

　　参加者数　 ７名（学生スタッフ５名、職員２名）

　　内　　容　 特定外来生物オオバナミズキンバイおよびナガエツルノゲイトウの駆除及び関係者

への取材

④　2022ボランティア新企画募集～あなたの想いを伝えよう～
　関大生からボランティアの新企画を募集し、学生スタッフが企画者のボランティアへの想いを他

の学生に伝えるお手伝いをする。また、そのボランティアを実現することで学生スタッフの活動に

新しい視点を取り入れることを目的として、2022年度から新しく実施した。

　SDGsを意識した内容のボランティア活動で、関大生が学生スタッフとともに行うことができる

新たな企画を募集したところ、８事業の応募があり、ヒアリングなど選考を重ねベストアイデア賞

として「学童保育ボランティア」、学生スタッフ特別賞として「動物愛護団体のお手伝いをして、

犬猫と触れ合おう」の２事業が選ばれた。

　ベストアイデア賞として選ばれた「学童保育ボランティア」は学生スタッフのサポートのもと、

大阪府吹田市の「まちなかリビング北千里」にて、来館する子ども達と遊び、交流するボランティ

アとして実際に実施し、特典②として本センター活動報告書にも掲載した。

　　募集期間　 ７月25日（月）〜８月31日（金）

　　募集内容　 SDGsを意識した内容で、複数名が参加できて、みんなで

楽しめるボランティア活動のアイデア

　　募集対象　 関西大学に所属の個人またはグループ
特典： ①選ばれたアイデアは、学生スタッフのサポートのもと、実際に企画として実施

②ボランティアセンターが発行する「活動報告書」に記載
③ボランティア体験ツアーに企画者の名前を付すことができる

　　応 募 数　 ８グループ
○ キャンパスで大地震発生から避難までを考える ○ 新！関大クリーン大作戦
○ 子ども達が防災について学べる遊びを提供する活動 ○ 子ども達とのふれあい大作戦
○ 二酸化炭素を減らし地球の環境を守るための植林ボランティア
○ 私たちの手で綺麗な海を守ろう！海岸清掃in大阪湾沿岸の浅場
○ 学童保育ボランティア ○ 動物愛護団体のお手伝いをして、犬猫と触れ合おう

　　学生スタッフの声

　・アイデアを応募してくれたグループへヒアリングを行うことで、アイデアをより具体的に深掘す

ることができました。

　・多くの学生に参加してもらうために、広報期間をより長く設け、ボランティアセンター機関誌の

配布などで知ってもらう機会を作る工夫をするべきでした。また、体験ツアー化する企画を選定

してから実施までに時間がかかりすぎたため、次に実施する際は実施までのプロセスまで細かく

決めておきたいです。

⑤　ようこそ！　関大サロンへ
　コロナ禍でも実施できるボランティア活動として、吹田市社会福祉協議会の協力を得て、2021

年度から高齢者施設に入所する方々とZoomを繋いだオンライン交流会を開始した。

　同世代の交流だけでなく、高齢者のような日常の中ではつながりを持ちにくい異世代との交流を

通して、高齢者の人々の文化を享受するだけでなく、一緒にゲームや歓談を行い、地域において世

代を超えたつながりや相互理解を深める機会を創出することを目的として実施した。加えて、高齢

者の方との接し方を学び、学生のコミュニケーション能力の向上を図るとともに、高齢者の方や施

設職員との関わりの中で、どのようなボランティアや支援が必要なのかを知り、これから新たに行

う活動を企画する際の気づきを得ることができた。

　今後は、関大生を募集してボランティア体験ツアーとして実施することを予定している。

　　日　　時　 ①９月５日（月）13時30分〜14時30分

　　　　　　　 ②３月15日（水）13時30分〜14時30分

　　場　　所　 オンライン（Zoom）

　　受入団体　 社会福祉法人 秀明会「特別養護老人ホーム あす～る吹田」

　　参加者数　 ①10名（学生スタッフ４名、職員２名、高齢者３名、施設職員１名）

　　　　　　　 ②11名（学生スタッフ３名、職員３名、高齢者３名、施設職員２名）

　　内　　容 高齢者とのゲーム・クイズ、歓談

　　学生スタッフの声

　・高齢者の方が「楽しかった、ありがとう」と言って涙まで流してくださり、短い時間で、これほ

ど感動していただけたのがとても嬉しかったです。

　・普段あまり話すことのない年代の方々と会話することができ、とても思い出に残る良い時間を過

ごせました。

⑥　まちFUNまつりin関西大学2022　子ども店長サポートボランティア
　子ども達を中心に、ともに楽しみ学べる場を地域に作ることを目的として活動している特定非営

利活動法人 ママふぁん関西との共催事業として実施した。

　「地域に開かれた大学」を目指して始まった本イベントは、今回で6回目を迎えた。学生スタッ

フも毎年運営補助ボランティアとして参加しており、2022年度は子ども達が店長となって出展

ブースのお店を手伝い、お金のやりとりも行うことで働く楽しさやお金の大切さを学ぶ職業体験イ

ベント「子ども店長」企画のサポートを行った。

　事前にお給料袋やくじを作成し、当日も会場設営の手伝いを行った。来場した子ども達がエプロ

ンに着替える手伝いや働くお店を決めるくじ引きの対応をする中で、学生スタッフは子ども達の緊

張がほぐれるように、声掛けをするなど工夫しながら活動をした。

　　日　　時　 10月９日（日）10時00分〜13時30分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館およびその周辺

　　参加者数　 学生スタッフ７名

　　内　　容　 お給料袋やくじの作成、会場設営、「子ども店長」事業のサポート、子ども達との交流

　　学生スタッフの声

　・子ども達の元気な姿に勇気づけられる、楽しい時間でした。

　・子ども店長自身が楽しかったと笑顔で言ってくれたり、お給料を手渡しするときにありがとうと

声をかけてくれたりして、うれしかったです。

⑦　非常食配布イベント
　防災意識の向上はもちろん食品ロス削減に取り組むことでSDGsの「つくる責任　使う責任」の

達成への貢献を目指して、公益社団法人 日本非常食推進機構より提供していただいた使用期限が

迫った非常食（防災備蓄品）を配布した。

　当日は、保存用ビスケット、保存用飲料水、アルファ化米の三種類の非常食を配布するのにあわ

せて、学生スタッフが広く認知されるように広報を行った。

　配布数は、保存用ビスケット300個、保存用飲料水100本、アルファ化米41個だった。

　　日　　時　 10月10日（月）12時20分〜12時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館１階学生センター前

　　参加者数　 学生スタッフ７名

　　内　　容　 保存用ビスケット・保存用飲料水・アルファ化米の配布

（２）ボランティア体験ツアー

　ボランティア体験ツアーとは、「ボランティアに関心があるけど一歩踏み出せない」という学生に、

ボランティアの第一歩として気軽に参加できるボランティア活動として実施しているプログラムで

ある。

①　関大クリーン大作戦～関大前の交流の輪を広げよう！～
　関西大学周辺まちづくり勉強会※主催の清掃活動にボランティア活動

として参加した。

　当日は、地域の方や体育会学生と協力して、関大前通りや千里山ユー

トピア遊園の清掃を行った。道端にはタバコの吸い殻が多く、側溝にも

マスクや包装紙のゴミが多く落ちていた。ゴミ拾いを終えたら、根を残

さないように専用の道具などで掘り起こしながら千里山ユートピア遊園

の除草作業を行った。普段なかなか関わることのない地域の方と交流し

ながらの活動となり、終始笑顔が絶えない時間となった。

※阪急電鉄関大前駅周辺の地域において、安心・安全で活力と魅力あふれる「ま
ちづくり」を推進し、自治会、関大前商店街、学校法人関西大学及び行政で
課題を共有し、方策を検討することを目的とした組織。現在は、関大前ラボ
ラトリ（通称まち・かん）の管理運営及び関大前周辺地域の美化活動を主な活動としている。

　　日　　時　 ４月14日（木）８名、５月12日（木）雨天中止、６月９日（木）６名、10月13日（木）

７名、11月10日（木）３名、12月８日（木）７名　14時00分〜15時00分

　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ15名、本学学生延べ16名

　　場　　所　 阪急電鉄関大前駅～関西大学正門の周辺道路、千里山ユートピア遊園

　　主　　催　 関西大学周辺まちづくり勉強会

　　内　　容　 関大前通り、千里山ユートピア遊園の清掃

　　企画学生の声

　・関大前はタバコのゴミや雑草が多く、清掃のやりがいが大きいと感じました。また、地域の方や

関大生とも交流しながら行えたため、最後まで良い雰囲気で清掃できたと思います。

　・参加してくれた関大生と活動中もたくさん話せました。１人で清掃に集中するよりも話しながら

のほうが楽しく、時間が過ぎるのが早かったです。

　　参加者の声

　・コロナ禍でも自分がやれることに挑戦したかったから参加しました。地域の人と交流できてよ

かったです。（社会学部・２年次生）

　・街が綺麗になっていくのがうれしかったです。地域の人たちとも協力しあうことができて、充実

した時間でした。（法学部・1年次生）

②　関大クリーン大作戦in高槻
　普段利用している駅やキャンパス周辺を清掃し、景観を保護すること

で、学生や地域の方々が気持ちよく利用することを目的に、また、阪急

高槻市で活動することで高槻キャンパス、高槻ミューズキャンパスの学

生も気軽にボランティアに参加できる機会を設けることを目的として実

施した。

　4月実施時は、阪急高槻市駅周辺の本通り商店街と中通り商店街の二

手に分かれて、清掃活動を実施した。11月実施時は、参加者全員で清

掃活動を実施した。両日とも、最初にアイスブレイクを行い、交流をし

てから清掃活動に取り組んだため、雰囲気がよく楽しく活動することが

できた。

　　日　　時　 ①４月17日（日）９時00分〜10時30分

　　　　　　　 ②11月27日（日）９時00分〜10時30分

　　場　　所　 阪急高槻市駅周辺

　　参加者数　 ①15名（学生スタッフ５名、本学学生10名）

　　　　　　　 ②７名（学生スタッフ６名、本学学生１名）

　　内　　容　 阪急高槻市駅周辺の清掃

　　企画学生の声

　・想像していたよりも多くの人に参加してもらうことができて、アイスブレイクや清掃活動中は参

加者同士の交流があり、いい雰囲気で活動することができてよかったです。

　・活動中に通りがかった地域の方から「お疲れ様です。」というお言葉をいただくことができて、

嬉しかったです。

　　参加者の声

　・友達の輪を広げたいと思い参加しました。ゴミをたくさん拾うことができてやりがいがありまし

た。（社会安全学部・１年次生）

　・少人数のグループに分かれてのゴミ拾いだったので、1人で参加しても他の参加者と話しながら

活動しやすくて良かったです。（総合情報学部・３年次生）

③　淀川掃除
　淀川河川敷の清掃をすることで、大阪湾へゴミが流れ込むことを防ぎ、

淀川の水質や景観を保護することを目的に、また、清掃活動という気軽

に参加できる点を活かして、関大生にボランティア活動の魅力を広める

機会にすることを目的として実施した。2021年度には、淀川河川事務

所に相談を行ったうえで、これまで清掃を行っていた南方地区から行政

の対応が追い付いていないより河口の西淀川区福町地区へ場所の変更を

行った。

　４月実施時は雨天だったため、河川敷の手前を２グループに分かれて

清掃活動を行い、途中でグループを入れ替える等、参加者同士がより多

く関われるよう工夫を行った。

　10月実施時は晴天に恵まれ、5グループに分かれて河川敷を広く清掃

した。

　　日　　時　 ①４月24日（日）10時00分〜12時00分

　　　　　　　 ②10月23日（日）10時00分〜12時00分

　　場　　所　 大阪市西淀川区　阪神福駅近くの河川敷

　　参加者数　 ①26名（学生スタッフ8名、本学学生18名）

　　　　　　　 ②20名（学生スタッフ10名、本学学生10名）

　　内　　容　 淀川河川敷の清掃

　　企画学生の声

　・雨の中での実施となり、予定していた通りの淀川掃除は出来ませんでしたが、参加者の方から「楽

しかった」という言葉が聞けて嬉しかったです。

　・通りすがりの地域の方からどこの大学の団体なのかと尋ねられ、「ありがとうね、頑張って！」

とお声掛けいただいて嬉しかったです。

　　参加者の声

　・河川敷には多くのゴミが落ちていて、それらを拾っていくことが単純に楽しかったし、学生ス

タッフの方や参加者の方と色々話せてよかったです。（外国語学部・１年次生）

　・前に参加した清掃ボランティアで誘ってもらったので、参加しました。思っていたよりもプラス

チックのゴミが多くて驚きました。（政策創造学部・１年次生）

④　献血呼びかけボランティア

　献血の必要性を多くの学生に伝えることが、社会貢献につながるとい

うことを知ってもらうこと、また、気軽に参加できる学内ボランティア

を通じて、ボランティアの良さを身近に感じてもらい次のボランティア

活動参加のきっかけを創出することを目的として実施した。

　現在の日本では少子高齢化が進み、輸血を必要とする高齢者の割合が

増える一方で、それを支える若者の献血者数が減っているという危機的

状況にある。また、血液は長期の保存ができないため、安定的な供給が

必要であるが、献血について学生の関心が薄いのが現状である。

　献血を実施の広報だけでなく、当日は、献血車前で看板を持って献血

協力の呼びかけを行った。

　　日　　時　 ４月25日（月）14名、４月26日（火）９名、５月10日（火）６名、６月７日（火）８名

　　　　　　　 10月12日（水）10名、10月20日（木）３名、11月11日（金）６名、12月５日（月）４名

　　　　　　　 11時30分〜13時30分、12時00分〜13時00分

　　　　　　　 ※10月20日は関大防災DAYの事業の一環として実施した。
　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ40名、本学学生延べ20名

　　場　　所　 千里山キャンパス総合図書館前、悠久の庭前

　　協　　力　 大阪府赤十字血液センター

　　内　　容　 献血への協力呼びかけ

　　企画学生の声

　・授業終わりで人通りが多い時間帯に呼び込み時間を設定したため、効果的に呼びかけが行えたと

思います。前を通った方が自分たちの呼びかけに反応してくださって嬉しかったです。また、毎

月行っているので声を出すことに慣れてきて、積極的に声かけをすることができました。

　・呼びかけを行ったことで、多くの学生に献血実施中であることに気付いてもらうことができまし

た。呼びかけに反応してくださる方もいて嬉しかったです。

　　参加者の声

　・輸血経験があるため、恩返しになればと思って参加しました。活動はアットホームな雰囲気で楽

しむことができました。（文学部・２年次生）

　・自分が想像していた以上に人が集まり、献血に協力していたので、声掛けの達成感を感じました。

（商学部・３年次生）

⑤　関大花植え活動（大学昇格100年記念）
　大学昇格100年記念事業の一環として、経済学部と商学部の学び舎で

ある第２学舎１号館前の広場を、山岡順太郎の胸像とともにリニューア

ルすることとなり、管財課の協力のもと、花壇の花植え活動を実施した。

大学昇格100年という節目に、緑のなかで新しい仲間と出会って交流し

ながら、学生たちの愛校心を育むこと。また、今後の広報を含めて、「ボ

ランティアセンター学生スタッフ」が大学内で広く認知されることを目

的として実施した。

　当日は、業者の方の指示に従いながら土を掘り、花を植えた。活動の

途中から雨が降りだしたため、レインコートを着用しての活動になった

が、参加者全員が熱心に取り組んだ結果、予定よりも広い範囲に花を植

えることができた。

　　日　　時　 ５月13日（金）９時00分〜12時10分

　　場　　所　 千里山キャンパス第2学舎1号館前広場

　　参加者数　 30名（学生スタッフ９名、本学学生21名）

　　内　　容　 花壇の花植え

　　企画学生の声

　・花を植える場所の土が硬くて、掘るのに思ったより時間がかかって大変でした。また、植えると

きに花の間隔や全体のバランスを考えるのが難しかったので、わからないことがあったら業者の

方に質問しながら作業をすすめました。

　・業者の方から「これからも手伝いにきてほしい」と言って褒めていただけて、嬉しかったです。

　　参加者の声

　・花植えに興味が湧いたので参加しました。想像していたよりも体力を使い、花壇がきれいになっ

ていくのが分かってやりがいがありました。（システム理工学部・４年次生）

　・ボランティア活動を体験してみたかったので参加しました。自分の活動が花というかたちで残っ

て嬉しいです。（文学部・１年次生）

⑥　高槻景観美化ボランティア
　自然と共生する「花と緑のまちづくり」に寄与することを目的として

いる高槻市のNPO法人「花と緑のまちづくり 高槻景観園芸クラブ」と

の連携事業として活動に参加し、学生に環境美化、地域交流の必要性を

学んでもらうことを目的として実施した。

　高槻景観園芸クラブの方々から活動の説明を受けた後、初対面の学生

の緊張をほぐすためにアイスブレイクを行った。高槻景観園芸クラブの

方々の指示に従い、苗床を整備して花を植えていく中で、良い苗の見分

け方や植物の種類なども教えていただいた。

　11月実施時は花を植えた後、花壇周りや他の花壇に積もった大量の

落ち葉を拾い集め、花壇全体の景観を美しく整えた。

　幅広い世代の憩いの場所である公園を美化し、まちづくりに関心を持

てるような事業は貴重なものであり、団体の方々とコミュニケーション

を取りながら、楽しく花植え活動を行うことができた。

　　日　　時　 ①５月14日（土）８時50分〜11時00分

　　　　　　　 ②11月20日（日）９時00分〜11時00分

　　場　　所　 大阪府高槻市　高槻城公園

　　　　　　　 連携先 NPO法人 花と緑のまちづくり 高槻景観園芸クラブ

　　参加者数　 ①７名（学生スタッフ５名、本学学生２名）

　　　　　　　 ②６名（学生スタッフ４名、本学学生２名）

　　内　　容　 高槻城公園内の花壇の手入れ、地域の方との交流

　　企画学生の声

　・団体の方といろんなお話をしながら花植え活動を行い、花植えをしたことがない学生でも不安な

く楽しめた事業でした。参加学生にボランティアの魅力を伝えるとともに、自身も改めてボラン

ティアの魅力を感じることができました。

　・花にも一つ一つ個性があり、それぞれに花の魅せ方があるのだと初めて知り、ただ活動するので

はなく、何かを意識して取り組むことの大切さを学びました。

　　参加者の声

　・花壇の手入れをしたことがなく、一度してみたいと思ったので参加しました。花壇が綺麗になっ

た際に感じた達成感や団体の方々との交流を通じて、ボランティアの魅力や楽しさを感じること

ができました。（法学部・４年次生）

⑦　関大クリーン大作戦in梅田
　梅田キャンパスの周辺を清掃することで環境や景観を保護し、通行す

る人々が気持ちよく過ごすことができるようにすること、気軽に参加で

きるボランティア活動として清掃活動に参加することでボランティアの

やりがいや楽しさを感じてもらうことを目的として実施した。

　当日は、梅田キャンパスの教室にてアイスブレイクを行ったあと、２

グループに分かれて茶屋町エリアの清掃を約１時間行った。清掃活動中

には、通りがかった人や清掃ルートの並びにある店舗の方からお礼の言

葉をもらうことができ、参加者の達成感や満足感につながった。日曜の

朝ではあったが人通りや車が多く、学生スタッフが時折声をかけて注意

を促しながら活動した。

　　日　　時　 ①５月15日（日）９時00分〜11時00分

　　　　　　　 ②11月13日（日）９時00分〜11時00分

　　場　　所　 梅田キャンパス周辺

　　参加者数　 ①19名（学生スタッフ５名、本学学生14名）

　　　　　　　 ②13名（学生スタッフ３名、本学学生10名）

　　内　　容　 梅田キャンパス周辺の清掃

　　企画学生の声

　・アイスブレイクで学部や趣味などの自己紹介を行ったので、活動中の話題ができてすごく話しや

すかったです。友達同士が一緒になるようにグループ分けしたのがよかったのか、参加した学生

同士楽しそうに活動していました。

　・清掃の距離を延ばすなどの工夫をしましたが、ルートによってゴミの量が違っていたので、ルー

トの見直しが必要だと感じました。雨の中での活動でしたが、みんなで楽しく清掃活動ができた

ので嬉しかったです。

　　参加者の声

　・活動場所が梅田なので参加しやすいと思い参加しました。普段なかなかゴミ拾いを行う機会がな

かったので経験できて良かったです。（商学部・１年次生）

　・一度ボランティアに参加してみたいと思ったので参加しました。自分たちで街を少しでも綺麗に

する活動ができ、良い経験になりました。（社会安全学部・１年次生）

⑧　関大クリーン大作戦～千里山キャンパス周辺の清掃～
　普段自分たちが利用している千里山キャンパス周辺を清掃することで

環境や景観を保護し、関大生や地域の方々がより気持ちよく過ごすこと

ができる。また、授業の空きコマに気軽に参加できることでボランティ

ア活動を身近に感じてもらうことを目的として実施した。

　活動前にアイスブレイクを行い、学部や学年に関係なく学生同士が交

流することで、その後の活動も和やかな雰囲気で進めることができた。

清掃は関大前ルートと名神高速道路沿いルートの2コースに分かれて

行った。ゴミは「燃えるゴミ」「ビン・カン」「ペットボトル」の3つに

分類して集めたが、タバコの吸い殻が最も多く、ゴミを拾うだけでなく、

今後はゴミを捨てる人が少なくなるように啓発を目的とした活動も検討

している。

　　日　　時　 ①５月21日（土）10時40分〜12時10分

　　　　　　　 ②10月15日（土）10時40分〜12時10分

　　場　　所　 千里山キャンパス周辺

　　参加者数　 ①10名（学生スタッフ３名、本学学生７名）

　　　　　　　 ②16名（学生スタッフ７名、本学学生９名）

　　内　　容　 千里山キャンパス周辺の清掃

　　企画学生の声

　・ゴミの量が少なく、やりがいを感じにくいのではないかと心配でしたが、清掃中はずっと楽しく

会話しながら活動を行うことができました。

　・参加者の１回生が１人で、他の上級生と仲良くなれるかどうか不安がありましたが、始まってみ

ればみんな会話が絶えず、終始楽しく活動することができました。

　　参加者の声

　・自分が通っている大学に恩返しをしたいと思って参加しました。意外と大学の周りが綺麗だった

ことに驚きました。（社会学部・３年次生）

　・アルバイトをやっていないため、他に何か出来ることはないか、頑張れることはないか、と探し

ていたらこのボランティアを見つけて参加しました。意外と細かいゴミが多く、拾うのが大変で

したが、充実した時間を過ごせました。（法学部・１年次生）

⑨　関西大学×法政大学 スポーツゴミ拾い
　法政大学と連携しZoomを用いて合同でゴミ拾いを実施した。「スポー

ツゴミ拾い」とは、制限時間内に指定されたエリアのゴミを拾い、拾っ

たゴミの量と種類で得点を競い合うというスポーツ要素を加えた、日本

発祥の新感覚清掃活動である。ゴミ拾いにスポーツ要素をかけ合わせる

ことで、ゴミ拾いをスポーツ感覚で楽しみ、ボランティアへの興味を引

き出し、法政大学の学生と交流を深め、参加者同士で協力してゴミ拾い

を行うことで連帯感や達成感を得ることを目的として実施した。

　当日は、Zoomを繋ぎながらキャンパス周辺の清掃を行い、清掃の様

子だけでなく、キャンパスの様子なども映すことで大学の所属を超えて、

学生ボランティア同士の交流も行うことができた。

　　日　　時　 ①５月29日（日）14時00分〜16時20分

　　　　　　　 ②３月13日（月）13時50分〜16時20分

　　場　　所 ①関西大学千里山キャンパス周辺および凜風館１階学生ラ

ウンジ

　　　　　　　 　法政大学市ヶ谷キャンパス周辺および外濠校舎３階S305

　　　　　　　 ②関西大学千里山キャンパス周辺および尚文館１階マル

チメディアAV大教室

　　　　　　　 　法政大学市ヶ谷キャンパス周辺および外濠校舎３階S305

　　共　　催 法政大学ボランティアセンター、法政大学ボランティアセ

ンター学生スタッフ VSP

　　参加者数 ①32名（学生スタッフ10名、本学学生７名、法政大学15名）

　　　　　　　 ②25名（学生スタッフ７名、本学学生６名、法政大学12名）

　　内　　容 それぞれのキャンパス周辺のゴミ拾い、クイズ大会、法政大学との交流

　　企画学生の声

　・拾ったゴミを得点化して競うのはゲーム感覚があり、参加者

に楽しんでもらえたように思います。参加者の方がゴミを袋に

入れるときに何を拾ったかを伝えてくれたので、記録がスムー

ズに進みました。

　・単なるゴミ拾いではなく、ゴミを点数化してチーム対抗で競う

ことで、楽しみながらも一生懸命に取り組むことができ、参加

者にボランティアを楽しむ感覚を味わってもらえて、非常に良

かったです。

　　参加者の声

　・スポーツゴミ拾いはゲーム性があり、法政大学の学生と交流し

ながら楽しく活動することができました。（文学部・２年次生）

　・学生スタッフの方もほかの参加者の方も丁寧に接してくれて嬉

しかったです。おかげで楽しく街を綺麗にすることができまし

た。（法学部・２年次生）

⑩　1000000人のキャンドルナイト 茶屋町スロウデイ2022
　梅田・茶屋町エリアの企業、地域団体、学校および行政などが集まっ

て“歩いて楽しいまちづくり”を推進し、茶屋町の魅力を発信する本イ

ベントに2017年度から参加している。魅力発信に取り組み地域の活性

化を行い、キャンドルの灯りを見てくれる人に気持ち安らぐ時間や癒し

を提供することを目的として実施した。

　2022年度は「Convivial 〜ともに愉しむ日～」をテーマに、３年ぶ

りの現地開催となった。「キャンドルの灯りが人々の心に安らぎと未来

への希望をもたらすように」という願いを込めて、学生スタッフは

CHASKA茶屋町（ジュンク堂書店）前にキャンドルアートを設置した。

　事前に学生スタッフが考えたデザインを基にキャンドル装飾を行い、

設置・点火・火の見守り・会場の片付け等の活動を行った。

　キャンドルに火が灯り、日が落ちて街が暗くなるにつれて、大勢の方がキャンドルアート前で足

を止めて写真撮影を行い、キャンドルの光に照らされた笑顔に溢れたイベントとなった。

　　日　　時　 ①事前説明会：５月25日（水）12時20分〜12時50分

　　　　　　　 ②活　　　動：６月１日（水）13時00分〜22時00分

　　場　　所　 ①千里山キャンパス凜風館1階ピアエリア／オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②大阪市北区　CHASKA茶屋町

　　参加者数　 24名（学生スタッフ11名、本学学生13名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明会

　　　　　　　 ②キャンドル装飾の制作・設置・点灯・見守り

　　企画学生の声

　・CHASKA 茶屋町全体がキャンドルの温もりに包まれた空間を体感できて良かったし、自分がそ

の空間を作る側として携わることができて嬉しかったです。たくさんの方達が見に来てくれたり

写真を撮ったりしてくれて、地域の活性化に貢献できたと思えました。

　・日が沈んだ後、キャンドルが光っている景色を見た時に、とても感動しました。たくさん写真

を撮っている方や、キャンドルの灯をずっと眺めている方もいらっしゃって嬉しかったです。

　　参加者の声

　・点灯時間までにキャンドルの設置が間に合うか不安でしたが、参加者の方々と協力して取り組み、

デザイン通りのものを完成させることができました。点灯した綺麗なキャンドルを見ると、達成

感や安らぎを感じることができ、ボランティアに参加して良かったと感じました。（社会学部・

１年次生）

　・一緒に活動した関大生と仲良くなることができ、入学してなかなか友達ができなかった自分に

とってすごく嬉しく、楽しいボランティア活動でした。（社会学部・２年次生）

⑪　大和川掃除
　堺キャンパス周辺を流れる大和川河川敷を清掃することで景観を清潔

に保つことができ、地域の方が河川敷をより気持ちよく利用できると同

時に、堺キャンパス周辺の地域貢献活動を目的として実施した。

　本活動は、堺キャンパスに通う学生にとって参加しやすい活動場所で

あることから、堺エリアで活動を展開しているボランティア団体

「WEVO」とも連携して実施している。

　当日は雲が多かったが気温は高かったため、こまめに休憩をとり、熱

中症に気を付けながら清掃活動をした。河川敷には大和川上流から家庭

ゴミやペットボトル等が流れてくるため、参加者全員で力を合わせて清

掃することで河川敷を綺麗にすることができた。

　　日　　時　 ６月５日（日）９時30分〜11時30分

　　場　　所　 大阪府堺市　大和川左岸河川敷

　　参加者数　 72名（学生スタッフ14名、本学学生17名、WEVO所属学生41名）

　　内　　容　 大和川河川敷の清掃

　　協　　力　 WEVO

　　企画者の声

・普段交流する機会が少ないWEVOの方達と交流することが出来て、貴重な機会でした。一見何も

無いように見えても、掘ってみると靴が1足出てくるなど、砂に埋まっているゴミが沢山見られ

ました。

　・同じグループの方たちと楽しく話しながら協力して清掃することができて良かったです。堺キャ

ンパスの方と一緒に活動することは初めてだったので、とても新鮮でした。キャンパス間の交流

にもなり、有意義な活動となりました。

　　参加者の声

・社会経験を積むために参加しました。初対面の人とも話すことができたので良かったです。（法

学部・３年次生）

　・ボランティアの経験を積む良い機会になると考えたので、参加しました。活動自体は思っていた

よりも短く感じ、少人数でのグループだったので活動しやすかったです。（法学部・３年次生）

⑫　吹田くわいボランティア 
　若者の農業への関心が低下し、千里山キャンパスがある吹田市の特産

品である吹田くわいの認知度が低いという現状がある。そこで、吹田く

わいの植え付けから収穫まで一年を通した活動を通して、吹田くわいに

ついて深く理解してもらうとともにボランティアの魅力に気付いてもら

うことを目的として実施した。

　どちらの活動も、農園の方から吹田くわいの説明をしていただき、植

え付けや収穫のコツについてお話しいただいた後、作業を行った。植付

けでは、日常生活では着る機会のない胴長を着用しての作業に苦戦しな

がらも、参加者同士で声を掛け合い農業の大変さを感じながら活動した。

収穫では、備中鍬でくわいを傷つけないように慎重に泥をかき分けなが

ら、全部で約700グラムのくわいを収穫した。

　　日　　時　 ①植え付け：６月16日（木）14時45分〜17時00分

　　　　　　　 ②収　　穫：12月５日（月）14時45分〜17時00分

　　場　　所　 大阪府吹田市　西農園

　　協　　力　 吹田市都市魅力部 地域経済振興室

　　参加者数　 ①13名（学生スタッフ５名、本学学生８名）

　　　　　　　 ②６名（学生スタッフ６名）

　　内　　容 吹田くわいの植え付けと収穫作業の手伝い

　　企画者の声

　・大学のある吹田市の特産品に触れることができ、地域のことを少しでも知るきっかけとなりまし

た。

　・くわいを収穫する作業は考えていたよりも大変でしたが、そのぶん達成感があり、泥の中からく

わいを見つけた時は嬉しい気持ちになりました。頂いたくわいを家に帰って素揚げにして食べて

みると、自分達で収穫したこともあってとても美味しかったです。

　　参加者の声

　・普段の生活で農業に関わることがないので、やってみたいなと思って参加しました。農業体験だ

けでなく、くわいの事を知ることもできてよかったです。（文学部・４年次生）

　・「すいたん」のモチーフであるくわいに興味があったので参加しました。また、学生スタッフの

方が話しやすくてよかったです。農家の方のお話も面白かったです。（法学部・２年次生）

⑬　飛鳥光の回廊2022 ～明日香をともす「和」のひかり～
　明日香村で毎年行われている、石舞台古墳をはじめ岡寺や飛鳥寺など、

明日香村内の代表的な史跡・寺社・施設をろうそくやLEDライトの明か

りで彩る地域活性化イベントで、奈良県明日香村との連携事業として実

施した。

　「キャンドルの輪と和でつながる光」を関西大学のテーマとし、キャ

ンドルのデザインや配置を考え、他の活動では得られない大変さと、よ

り大きなやりがいや達成感を感じることができた。

　残念ながら1日目は雨天のため中止となったが、石舞台古墳や奈良県

立万葉文化館などを見学し、明日香村の歴史や文化的価値について学ん

だ。2日目は、用意した約3000個の色付き紙コップを「ボランティア

センター 2022」という文字やピラミッド、円の形に並べた。夕方から

は多くの方が来場し、写真撮影をしたりと笑顔溢れる楽しい空間となった。

　　日　　時　 ①事前説明会：９月１日（木）12時00分〜13時00分

　　　　　　　 ②活　　　動：９月23日（金）10時00分〜17時00分

　　　　　　　 　　　　　　　９月24日（土）11時00分〜22時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②奈良県高市郡明日香村　川原寺跡

　　連 携 先　 奈良県明日香村

　　参加者数　 40名（学生スタッフ延べ21名、本学学生延べ19名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明

　　　　　　　 ②キャンドルデザイン案の作成、キャンドルを入れる紙コップの制作、

　　　　　　　 　キャンドルの設置・点灯・撤去、明日香村の散策、地域の方との交流

　　企画学生の声

　・イベントが始まると多くの方が見に来てくださり、「きれい」「すごい」などのお声をきくことが

でき、このイベントに関西大学ボランティアセンター学生スタッフとして参加してよかったと思

いました。

　・気温が高い中、多くのキャンドルを並べていくのは大変だったが、みんなで協力し合いながら長

時間かけて作り上げたので、その分、夜になりキャンドルの灯りがきらきらしているのを見ると

とても達成感を感じることができました。

　　参加者の声

　・楽しそうだと思ったので参加しました。思っていたよりずっと大変だったけど、終わったあとの

達成感が気持ちよかったです。（社会安全学部・1年次生）

　・みんなでキャンドルを並べるのがとても楽しかったです。参加して良かったと思いました。（経

済学部・1年次生）

⑭　下校見守り活動
　吹田警察生活安全課防犯係と連携して、千里山キャンパス近くの小学

校に通う子どもが安全に下校できるような環境を守ることを目的とし

て、千里山キャンパス周辺の小学校の下校時間にあわせて正門前で見守

り、声かけを実施した。

　当日は、子どもたちが「さようなら」「気を付けて帰ってね」と声を

かけると元気よく挨拶を返してくれたり、関西大学という名前を見て

「知ってる！」と声をかけてくれたりと、参加した学生ボランティアと

の交流を楽しむ様子が伺えた。

　　日　　時　 10月11日（火）７名、13日（木）４名、14日（金）４名　14時00分〜15時00分

　　　　　　　 10月12日（水）３名　12時45分〜14時15分

　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ10名、本学学生延べ８名

　　場　　所　 吹田市立千里第二小学校

　　協　　力　 吹田警察署生活安全課防犯係

　　内　　容　 小学校正門前での声掛け、見守り

　　企画学生の声

　・見守り活動中はできるだけ腰を屈めて、子どもたちと目線の高さを合わせて挨拶することを心が

けるようにしました。地域に根ざしたボランティア活動を企画できてよかったです。

・元気に挨拶をしてくれた子どもも多く、見守り活動をしている私たちの方が元気をもらいました。

　　参加者の声

　・実際に吹田警察署の方と連携して、見守り活動をするという貴重な経験ができて良かったです。

小学生から挨拶を返してもらえたりして本当にやってよかったと思いました。とてもいい経験に

なりました。（法学部・３年次生）

　・はじめてのボランティア活動で緊張していましたが、学生スタッフの方も職員の方も優しくて安

心しました。見守り活動もやりがいを感じることができたので、参加してよかったです。（商学部・

３年次生）

⑮　琵琶湖ツーリズム！～大学生で考える環境ボランティアの未来2022（実践編）〜
　関西大学ボランティアセンターは2017年度から琵琶湖の保全活動に

取り組んでいる。2017年度は特定外来生物オオバナミズキンバイ駆除

活動、2018年度は清掃活動を実施し、2019年度及び2020年度は新型

コロナウイルス感染症拡大の影響により実施を見合わせた。

　本学主催３大学（法政大学・明治大学・関西大学）連携事業として、

法政大学の学生ボランティアとともに、琵琶湖岸の環境保全活動として

滋賀県長浜市の南浜漁港にて、船の出港を妨げている特定外来生物ナガ

エツルノゲイトウの駆除活動を行った。

　当日は、学生ボランティア全員が胴長とライフジャケットを身につけ、

岸と舟上よりナガエツルノゲイトウの駆除活動を行った。ナガエツルノ

ゲイトウは、琵琶湖や内湖、河川などの水際に生育している水陸両生の多年生の植物で、茎の断片

からも再生するほど繁殖力が強いため、機械ではなく手作業で根や茎をできるだけ残さないように

根本から丁寧に引き抜き、陸に上げる作業を熱心に行った。

　その結果、夕方には、湖面が見えないほど群生していたナガエツルノゲイトウのほとんどを駆除

することができ、参加者全員がやりがいや充実感を得ることができ、大学生として環境ボランティ

アの未来を考えるうえでの契機となった。また、今回の活動を通して、大学の所属を超えて学生ボ

ランティア同士が交流を行うことができ、有意義な1日となった。

　　日　　時　 ①事前説明会：10月11日（火）12時15分〜12時50分

　　　　　　　 ②駆 除 活 動：10月16日（日）７時30分〜18時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②滋賀県長浜市　南浜漁港

　　活動協力　 滋賀県立琵琶湖博物館　特別研究員 /

　　　　　　　 滋賀県琵琶湖環境部 自然環境保全課 副主幹　中井 克樹 氏

　　　　　　　 南浜漁業協同組合

　　参加者数　 ①36名（学生スタッフ30名、本学学生６名）

　　　　　　　 ②42名（学生スタッフ24名、本学学生５名、法政大学９名、教職員４名）

　　内　　容　 特定外来生物ナガエツルノゲイトウの駆除活動

　　企画学生の声

　・ナガエツルノゲイトウは、とるのが難しく、無理に引っ張っても途中で切れてしまうと意味が

なく、ナガエツルノゲイトウの駆除の大変さに驚きました。活動後のきれいな湖面を見たからこ

そ、自然をこれからも大切にしていかなければいけないと感じました。

　・関西大学及び法政大学の学生、職員の方たちと活動中に交流できたので、楽しかったです。自分

たちの活動の成果を現地の方が喜んでくれていたことで、より達成感を感じることができました。

　　参加者の声

　・ナガエツルノゲイトウの駆除活動は、協力することが必須な作業だったので、参加者同士でコ

ミュニケーションをとり新しい輪を広げられてよかったです。（関西大学・３年次生）

　・外来種の駆除という貴重な体験をしてみたいと思い、参加しました。目に見える形で成果が現れ

るので、達成感を感じることができ参加してよかったと感じました。（関西大学・１年次生）

　・晴天の中、関西大学の皆さんと協力して非常に楽しく活動することができました。また、漁協の

方も優しく特定外来生物の駆除方法を教えてくださり、初心者でもすぐに取り組める内容でした。

昼食時は関西大学のみなさんとコミュニケーションを取りながら時間を過ごすことができ、２大

学合同ボランティア活動ならではの有意義な経験となりました。（法政大学・３年次生）

　・関西大学の方々と連携して、特定外来生物を駆除することができて良かったです。また、今回の

駆除活動を通じて、どれだけ湖が汚れているのかを目の当たりにし、今後、自分がどのように環

境活動に関わっていけばいいのかを考える良い機会になりました。（法政大学・２年次生）

⑯　2022年度学園祭「環境問題ってなんだろな？〜クイズで！ゲームで！楽しく学ぼう！〜」
　学生スタッフは、淀川河川敷の清掃活動や琵琶湖の特定外来生物の

駆除活動などといった環境保全活動を普段から多数実施している。そ

ういった経験を活かし、遊びを通して子ども達に環境問題について考

えるきかっけをもってもらえるような企画とした。また、統一学園祭

に来訪される保護者の方や地域の方及び本学学生に、ボランティア活

動の魅力と学生スタッフの活動を知ってもらうことを目的として実施

した。

　本学統一学園祭には、親子連れや子どもが多く来場するため、子ど

もを対象としてSDGs（特に環境問題）について学んでもらうため、環

境問題というテーマで3つのブースを設けた。当日は多くの子ども達が

訪れ、ゲームを通して環境問題について学びを得る機会となった。

　　日　　時　 11月３日（木）12時00分〜15時30分

　　　　　　　 11月４日（金）10時00分〜16時00分

　　　　　　　 11月６日（日）10時00分〜13時00分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館１階学生ラウンジ

　　参加者数　 102名（学生スタッフ延べ94名、本学学生延べ８名）

企画内容：

・紙芝居

　海洋プラスチック問題を中心とした環境問題について紙芝居で説

明したあと、身近な例を使ったクイズで環境問題について楽しく学

んでもらった。

・ミニゲーム

　牛乳パックや段ボールなどを再利用して作ったおもちゃで魚釣り

ゲームをしてもらった。捨てるはずだったもので遊んでもらうこと

で、リサイクルの大切さやゴミを減らす工夫などについて楽しみな

がら学んでもらった。

・塗り絵

　色鉛筆やクレヨンを使ってSDGsや地球をモチーフにした塗り絵

をしてもらいながら、SDGsについて興味を持ってもらった。

　　企画学生の声

　・初めて学園祭に参加しましたが、とても楽しかったです。子ども達が楽しみながらも環境問題に

ついて学びを深めてくれている姿が、とてもいきいきとしていたのが嬉しかったです。

　・ミニゲームも塗り絵も紙芝居も全て子ども達は楽しそうに体験してくれていました。笑顔で帰っ

ていく子ども達を見ると、とても嬉しく感じました。

　　参加者の声

　・一度もボランティアに参加したことがなかったので、参加してみたいと思って参加しました。来

場してくれた子ども達が可愛かったです。（経済学部・３年次生）

　・子どもとコミュニケーションを取れる良い機会だと思ったので参加しました。学生スタッフの方

も親切で楽しく活動できました。（社会学部・１年次生）

⑰　千里キャンドルロード2022
　吹田市と豊中市にまたがる千里ニュータウンの人口にちなんだ９万個

のキャンドルに灯をともすイベント「千里キャンドルロード」に本セン

ターは2014年度から参加し、今回で８回目となる。10周年を迎えた今

年は、『「出会い」これまでも…これからも…』をテーマに、３年ぶりに

来場予約なしでの開催となった。

　学生スタッフはキャンドルのデザインから考え、2022年度は、約

2000個の紙コップを色づけした大きな赤いハート２つを中心に、伸び

る 蔦 葉 や 青 い 紙 コ ッ プ で 縁 取 り し た「Kandai Volunteer Center 

2022」の白い文字など、工夫を凝らしたデザインを作成した。

　当日は、多くの方が訪れ、暗くなってキャンドルに火が灯されると、

あたり一帯が幻想的な光景になる様子を訪れた方たちが足を止め写真撮影をするなど、笑顔溢れる

光景となった。

　　日　　時　 11月５日（土）11時30分〜21時00分

　　場　　所　 吹田市立千里南公園

　　主　　催　 千里キャンドルロードプロジェクト

　　参加者数　 40名（学生スタッフ33名、本学学生７名）

　　内　　容　 キャンドルデザイン案の作成、キャンドルを入れる紙コップの色付け、

　　　　　　　 キャンドルの設置・点火・見回り・片付け

　　企画学生の声

　・「ここ（関大の作品）すごい！」「ここがメインやね。」などと、来場した方からの嬉しい言葉を

たくさん耳にしました。準備は大変でしたが成功して良かったと思えた瞬間でした。

　・スペースの問題もあり、当日にデザインの変更をしましたが、とても上手に完成させることがで

きて達成感がありました。学生スタッフの参加人数がとても多く、学生スタッフの交流の場となっ

ていたのも良かったです。

　　参加者の声

　・楽しそうだと思ったので参加しました。みんなで一つのものを作れていい経験になりました。（経

済学部・３年次生）

　・学園祭期間で授業がなく時間が空いていたこともあり、参加を決めました。想像していた以上に

キャンドルに灯をともした光景が綺麗で、また、地域の人達にも満足していただけたようでやり

がいを感じました。（法学部・２年次生）

⑱　大阪マラソン2023給水ボランティア
　今回で11回目の開催を迎える大阪マラソンは、チャリティ文化の普

及を目指す日本最大規模の都市型市民マラソンである。本学は第1回大

会からオフィシャルスポンサーとして参画している。

　活動を通して本学学生が大阪を盛り上げるとともに、ボランティアの

楽しさややりがいを感じてもらう機会とすることを目的として実施し

た。

　当日は、本学学生が給水ボランティアとして携わり「みんなでかける

虹。」というスローガンのもと、29,285人のランナーをサポートした。

給水や応援を通してランナーの方と関わり、参加した学生にもよりボラ

ンティア楽しさやスポーツの魅力を感じてもらうことができる活動と

なった。

　　日　　時　 ①事前説明会：２月15日（水）13時00分〜14時30分

　　　　　　　 ②活　　　動：２月26日（日）７時30分〜12時00分

　　場　　所　 ①千里山キャンパス第２学舎４号館BIGホール100

　　　　　　　 ②大阪マラソン第１給水所（５ km地点／中之島・本町ブロック）

　　参加者数　 191名（学生スタッフ22名、本学学生58名、体育会所属学生108名、職員３名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明、ボランティアセンターの紹介

　　　　　　　 ②給水所でのランナーへの給水提供

　　参加者の声

　・中学校の頃からマラソンに興味があり、実際に見てみたかったので参加しました。ランナーの皆

さんが一生懸命走りつつも、僕らボランティアに「ありがとう」と声を掛けてくれたことがすご

く嬉しかったです。（環境都市工学部・２年次生）

　・2021年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響で中止になってしまったので、今回は絶対に

参加しようと決めていました。関西大学の多くの学生が大阪マラソンという大きなイベントに携

われて、盛り上げることができて良かったです。（システム理工学部・2年次生）

⑲　飛鳥ハーフマラソン2023給水ボランティア
　関西大学と縁の深い奈良県明日香村で開催される飛鳥ハーフマラソン

に2021年度に引き続き2022年度も学生ボランティアをいう形で参加

した。本学学生が学生ボランティアとして参加することで地域貢献活動

に寄与するとともに、ボランティア経験の浅い学生に対してボランティ

アのやりがいや魅力を広めることを目的として実施した。

　明日香村は「飛鳥・藤原の宮都とその関連資産群」として世界遺産登

録をめざしており、その構成資産の半分以上を巡ることができるように

コースが設定されている。また、持続可能な社会づくりのためにソフト

フラスク（折りたためる携行給水ボトル）の配布や、参加費等の一部で

菜の花のタネを購入して景観保全に役立てるなど、様々な取り組みが行

われている。

　当日は、スタートからおよそ11km地点の棚田に設けられた第２給食所で甘酒の提供を行った。

　　日　　時　 ①事前説明会：３月１日（水）10時00分〜11時30分 

　　　　　　　 ②活　　　動：３月12日（日）８時00分〜13時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②奈良県高市郡明日香村

　　参加者数　 18名（学生スタッフ11名、本学学生７名）

　　内　　容　 ランナーへの給水

　　企画学生の声

　・給水を行っていると、ランナーの方に「ありがとう」と声をかけていただくことがあり、ボラ

ンティアをしている側の自分たちが元気をもらい、ボランティアに参加してくれた学生に活動を

通してやりがいを感じてもらうことができました。

　・ボランティアに参加していただいた関大生との交流を楽しむことができ、ランナーの方の笑顔を

見ることができてとても充実した時間を過ごすことができました。

　　参加者の声

　・スポーツが好きなので、スポーツに関われるボランティアをやってみたいと思い参加しました。

ランナーの方に「ありがとう」と声をかけていただくこともあり、喜んでいただけていると感じ

られて嬉しかったです。（文学部・１年次生）

　・もともと給水ボランティアをしてみたいと思っていたので参加しました。ランナーの方と言葉を

交わしたり、アイコンタクトを取ることができたりしたことが嬉しかったです。（法学部・２年

次生）

⑳　子ども遊びボランティアinまちなかリビング北千里
　2022年度初めて企画を募集し、ベストアイデア賞を獲得した「学童

保育ボランティア」として、まちなかリビング北千里にて、ソフトバス

ケット大会（3on3）のお手伝いやボードゲーム・カードゲームを使用

した遊び等、子どもとのふれあいを通して、子どもとのかかわり方や距

離の縮め方を学び、コミュニケーション能力を向上させることを目的と

して実施した。

　当日はソフトバスケット大会の運営補助だけでなく、子ども達と一緒

にチームを組んで参加したり、小学生vs大学生の試合を行い、ソフトバ

スケット大会を盛り上げた。また、同施設で管理しているボードゲーム

やカードゲーム等の様々な遊び道具を使用して、ソフトバスケットの参

加待ちの子ども達やスポーツが苦手な子ども達と遊ぶ活動も行った。

　　日　　時　 ３月23日（木）16時00分〜18時00分

　　場　　所　 まちなかリビング北千里

　　参加者数　 13名（学生スタッフ５名、本学学生８名）

　　内　　容　 ソフトバスケット大会の運営補助・参加、子ども達との交流

　　企画学生の声

　・下見を行った時より子ども達の人数が多かったのにも関わらず、学生ボランティアの方々全員が

子ども達と交流をしていただくことができました。活動の最後まで、子ども達と交流するという

ことができ、手持ち無沙汰にならなかったことが非常に良かったと思います。また、児童センター

の職員さんには行くたびに「来てくれてありがとう。」というお言葉をいただくことができて、

嬉しいです。

　　参加者の声

　・子どもと遊ぶことがボランティアになるのならやってみたいと思ったので参加しました。子ども

と触れ合う中で、子どもにしかない発想を多く学び、とても楽しく活動することができ、ボラン

ティアに参加して良かったと思いました。（経済学部・1年次生）

　・子どもと遊びたいと思ったので参加しました。ボランティアに参加した自分が子どもから元気を

もらい、ボランティアにはこんな魅力もあるんだと実感しました。（大学院・2年次生）

（３）雨天中止事業

①　第4回大和川大掃除～未来につなげよう300人の小さな一歩～
　堺キャンパスの近くを流れる大和川河川敷において、各キャンパスの

学生、体育会所属学生、ボランティア団体所属学生、大学職員、ミズノ

株式会社社員など総勢300名が海につながる河川の環境美化に取り組む

ことで、SDGsや海洋プラスチック問題などを改めて意識してもらうこ

とを目的として企画したもの。

　学生スタッフは設立以来、本学学生にボランティア活動を通じてボラ

ンティアの魅力を知ってもらうために、様々なボランティア活動を同じ

学生目線で企画・運営してきた。特に河川敷の清掃活動については、

2011年度から2016年度まで500名規模で淀川河川敷の大掃除を行い、

ゴミの減少に貢献した。2017年度からは大和川河川敷に活動場所を移

し、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により規模を縮小することもあったが、継続的に清掃活

動を行っている。

　2022年度は多くの関大生にボランティア活動の魅力を知ってもらうべく、体育会11団体にご協

力いただき、コロナ禍前と同規模の300名で実施することを企画した。また、ボランティア活動を

通じて双方の充実と発展に寄与するため、本学と連携協定を結んでいるミズノ株式会社にもご参加

いただくことになっていたが、残念ながら当日雨天のため中止となった。

　　日　　時　 ２月19日（日）10時00分〜12時00分

　　場　　所　 大和川公園河川敷周辺

　　協　　力　 大和川河川事務所

　　　　　　　 ミズノ株式会社

　　内　　容　 大和川河川敷での清掃
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　ボランティアセンター学生スタッフ（以下、学生スタッフ）は、「関大生にボランティアの魅力を

広めること」を目的として、ボランティアセンター職員とともに活動しています。

（１）ボランティアセンター学生スタッフの活動

①　学生スタッフによるボランティアの情報紹介（ボランティアコーディネート）
　本学学生の「ボランティアって何だろう？」という疑問や、「こ

んなボランティアをしてみたい！」などのボランティアに関す

る様々な相談に、学生スタッフが対応している。

　新型コロナウイルス感染症拡大のため、2020年度秋学期か

らはZoomを活用したオンライン・ボランティアコーディネー

トを開始した。さらに、2021年度秋学期からは、本センター

ホームページから友人と一緒に受付ができるように変更した。

2022年度については、引き続きオンライン・ボランティアコー

ディネートを行いつつ、対面でのコーディネートを実施した。

②　ボランティア体験ツアーの実施
　初めてボランティア活動に参加する本学学生が、気軽に一歩

踏み出せるように関大生同士で活動するボランティアプログラ

ムを企画・運営している。学生スタッフは、実施に向けてミー

ティングを重ねている。

　2019年度から、参加申込にGoogleフォームを用いたオン

ラインでの参加申込みを取り入れている。

③　広報活動
　学生スタッフは、ボランティア体験ツアー実施前に、学生スタッフが作成した募集に関するチラ

シを関西大学構内の掲示板に掲示したりするなど、本学学生にボランティアを始めるきっかけとな

る広報活動を積極的に行っている。また、ボランティア体験ツアー実施後には、写真を交えて活動

内容を掲載する「ぼらぼらblog」の更新も行っている。

　そのほかにも、学生スタッフが編集委員となって年に３回ボランティアセンター機関誌

「Volury」を発行している。2022年度は新入生向けにボランティアセンターや学生スタッフの紹

介を掲載した春号と、秋のボランティア体験ツアーやその魅力について掲載した秋号を計２回発行

した。また、発行した「Volury」は、ボラリー WEEKと称した１週間で学生スタッフによる配布

活動を行った。

④　新入生に向けた広報活動
　新入生を対象にボランティアセンターの認知度を高め、ボランティア活動への参加促進や新たな

学生スタッフの募集を目的として行った。2022年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のた

め、例年に比べて規模を縮小した形での実施となった。

➢ 新入生歓迎行事

　　日　　時　 ４月２日（土）、４日（月）10時00分〜17時00分

　　場　　所　 千里山キャンパス誠之館２号館１階ボランティアステーション前

　　内　　容　 看板の設置・案内、ブースの設置、活動内容の説明

➢ ボランティアフェスティバル2022 ～大きな一歩を踏み出せ、変われ自分～

　　日　　時　 ４月13日（水）〜15日（金）12時20分〜12時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館１階学生ラウンジ

　　内　　容　 関西大学のボランティア団体の紹介、ステージ発表、大型モニターを使用した広報

➢ 春のピア×ボラ祭り

　本学ピア・コミュニティ※と協力して、本学学生にさらにボランティ

ア活動やピア・サポート活動に興味を持ってもらうことを目的として実

施した。

　ブースを設置して、興味を持ってきてくれた学生に対してボランティ

アセンター学生スタッフ、ピア・コミュニティ※の活動内容について説

明を行った。学生スタッフとピア・コミュニティ所属学生同士で有意義

な交流の時間ともなった。

※ピア・コミュニティとは、本学でピア・サポート活動を実践する小集団です。
クラブ、サークル等の課外活動と同様に、１つの目標にむかって仲間同士が
力を合わせて活動するだけでなく、各ピア・コミュニティがそれぞれの支援
部署と連携しながら「学生が学生を支援する」活動を行っています。

　　日　　時　 ４月25日（月）～ 28日（木）12時20分～ 12時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館１階学生ラウンジ、ピアエリア

　　参加団体　 ボランティアセンター学生スタッフ

　　　　　　　 ピア・コミュニティ運営本部

　　　　　　　 国際コミュニティ“KUブリッジ”

　　　　　　　 KUサポートプランナー（KUSP）

　　　　　　　 KUコアラ

　　　　　　　 関西大学学生PRチーム SUGaO

　　内　　容 ボランティア活動及びピア・サポート活動紹介

　　　　　　　 ボランティアセンター学生スタッフ及びピア・コミュニティ活動紹介

　学生の中には「ボランティアに関心があるけど一歩踏み出せない」という学生もおり、学生スタッ

フはそのような学生を後押しできるような学内のボランティア活動の企画のほか、様々な社会問題へ

の啓発活動を行っている。

（１）学生スタッフ企画

　学生スタッフ企画とは、ボランティア活動の魅力を広めるため、まずは学生スタッフ自身がボラ

ンティアの魅力を再認識するために企画・参加しているプログラムである。

①　ボランティア懇談会
　ボランティアに関心のある関西大学の学生にボランティア活動の魅力

を発信する１つの手段として、ボランティアコーディネートを実施して

いる。より多くの学生に参加してもらうことを目的として普段はお昼休

みに実施しているボランティアコーディネートを、今回はお昼休みから

３限終わりまで開室時間を延長して実施した。

　　日　　時　 ５月 13 日（金） 12時20分〜15時00分

　　場　　所　 誠之館２号館１階ボランティアステーション

　　内　　容　 ボランティアコーディネート

②　富士山自然保護ボランティアツアー（法政大学主催3大学連携事業）
　3大学（法政大学・明治大学・関西大学）連携事業の一環として、法政大学主催の世界遺産であ

る富士山の麓で森林整備事業に参加した。

　団体の方からオーバーユーズ（使いすぎ）やアンダーユーズ（活用不足）の重要性、環境問題に

ついてなどのお話を伺った後、6〜7名ずつのグループに分かれて森林保全活動に取り組んだ。草

木の伐採や薪割り、枯れ木処理など、慣れない作業を行うのは大変であったが、休憩時間には木登

りをしたりブランコに乗ったりして、日常では味わえない大自然とのふれあいを楽しんだ。

　　日　　時　 ５月22日（日）９時45分〜17時00分

　　場　　所　 静岡県富士宮市

　　主　　催　 認定特定非営利活動法人富士山クラブ

　　参加者数　 37名（学生スタッフ4名、職員1名、

　　　　　　　 他大学学生32名）

　　内　　容　 草木の伐採、薪割り、枯れ木処理

　　学生スタッフの声

　・階段づくりや道の開拓など、自分が想像していたよりもはるかに本格的な活動ができました。日

常生活の中で鍬や鋸を使ったりすることがないため、初めはうまく使えませんでしたが、コツを

つかんだ後は気持ち良い程スムーズに切れるようになったのが本当に楽しかったです。

⑤　ボランティアセンター学生スタッフ養成合宿
　　学生スタッフ自身のスキルアップをめざして年２回養成合宿を実施している。

夏合宿
　新たに学生スタッフに加入したメンバーを含め、学生スタッフが積極的にボランティアに励み、

今後の活動を円滑に進められるように学生スタッフ間の仲を深めることを目的として、新型コロナ

ウイルス感染症対策を行ったうえで、日帰りで実施した。

　　日　　時　 ①９月12日（月）11時00分〜16時30分

　　　　　　　 ②９月13日（火）12時30分〜16時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎C204教室

　　参加者数　 ①37名（学生スタッフ32名、職員５名）

　　　　　　　 ②41名（学生スタッフ36名、職員５名）

　　内　　容　 交流ワーク、避難所運営ゲーム、コンセンサスゲーム、

　　　　　　　 ４年次生との交流

　　学生スタッフの声

　・避難所ゲームは色んなことを考えながら進める必要があるため、カードに書かれた情報を全て把

握しながら進めることがとても困難でした。避難所では非常に難しいことが多く、考えなければ

ならない事がたくさんある事を体感しました。

　・コンセンサスゲームを体験して、意見をどちらかに寄せるのではなくどちらの意見も取り入れる

のが大切だとわかる一方、皆の意見を入れて一つの意見にするのは難しいと感じました。

春合宿
　2023年度の活動に向けて、学生スタッフに所属する意義や意味を再確

認するとともに、今後の活動における方向性を明確にし、学生スタッフ

間で共有すること。さらに、グループワークでの意見交換やプレゼンテー

ションを通して、企画力を身につけ、今後の活動に活かしていくことを

目的として実施した。

　　日　　時　 ３月６日（月）〜３月７日（火）

　　　　　　　 10時20分開始、翌12時00分終了

　　場　　所　 高槻キャンパス100周年記念セミナーハウス・高岳館

　　参加者数　 57名（学生スタッフ53名、教職員４名）

　　内　　容　 交流ワーク、企画力の養成、2022年度の振り返りと

　　　　　　　 2023年度の目標決め

⑥　2022年度ボランティアセンター学生スタッフ活動報告会及び交流会
　2022年度は今までと引き続き感染症対策を講じつつも新し

いボランティアの形を探し、工夫して活動を行ってきた。

　2022年度の活動を振り返り、工夫した点や改善点などを見

つけて共有することで、2023年度に向けてより良い活動が行

えるようにすることを目的として実施した。

　当日は、パワーポイントを用いて2022年度に実施した18事

業の実施報告を行った後、グループに分かれてOB・OG、教職

員との交流を行った。

　　日　　時　 ３月４日（土）13時00分〜17時00分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館

　　　　　　　 ４階ミーティングルーム／オンライン（Zoom）

　　参加者数　 44名（学生スタッフ35名、教職員７名、

　　　　　　　 OB・OG２名）

　　内　　容　 2022年度に行った各事業の活動報告、

　　　　　　　 OB・OGとの交流

　　学生スタッフの声

　・参加していない企画の内容を詳しく知ることができて、2023年度に向けて参考になりました。

　・2022年度は、ボランティアをやってみたい人向けに新規企画・恒例企画を含め、幅広く事業を

実施できていたことが分かりました。ボランティアの魅力に気付いた人向けに、長期的に続けら

れる企画があるといいかもしれないと思いました。

　・この活動報告会を通して、自分が担当していなかったボランティア事業の活動内容だけではなく、

改善点まで詳しく知ることができ、とても勉強になりました。

⑦　関西大学×関西学院大学　活動報告交流会
　関西大学と関西学院大学それぞれのボランティア活動の内容や様子の共有、意見交換を通して交

流を深める機会とする。また、ボランティアステーション等の施設見学を行いながら交流すること

で、他大学の学生コーディネーターとの活動の違いなどを知り、それぞれの大学の学生スタッフが

新しい視点を得ること、これからの団体の活動に活かしていけるようにすることを目的として実施

した。

　当日は、２グループに分かれて各大学の活動についてなど意見交換をした後、ボランティアステー

ションの見学を行った。これからの継続的な交流について学生同士で話をするなど、横のつながり

をつくる良い機会となった。

　　日　　時　 ３月29日（水）15時00分～ 16時30分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎C204教室、誠之館２号館１階ボランティアステーション

　　参加者数　 15名（学生スタッフ６名、関西学院大学５名、教職員４名）

　　内　　容　 ボランティアセミナー 2023の受講、関西学院大学の学生との交流、

　　　　　　　 ボランティアステーションの見学

　　学生スタッフの声

　・他大学のボランティアをされている方とお話しする中で、関大とは違った様々な活動を知り、今

後企画をするときの参考になりました。（法学部・１年次生）

　・他大学の活動内容を聞いたり、交流ができ新鮮でした。また交流ができたらいいと思います。（環

境都市工学部・１年次生）

　・他大学のボランティアセンターの学生スタッフの活動について知りたいと思って参加しました。

コーディネーター側になって、コーディネートするイメージがつきました。（関西学院大学・３

年次生）

⑦ 　FM大阪ラジオ出演
　月替わりで、日本中の様々な大学よりサステナブルな活動に関する知識・発想を世の中に発信す

ることで、さらなるアイデアを生み出すラジオ番組FM大阪「マクセル meets カレッジナレッジ」

から依頼があり、学生スタッフ１名が２週にわたって出演した。

　関大生にボランティアの魅力を広めるためにボランティア活動を企画・運営していることや、力

を入れて取り組んでいる琵琶湖の環境保全活動について紹介した。

　　放　　送　 ７月24日（日）・31日（日）13時55分〜14時00分

　　収　　録　 千里山キャンパス 東体育館 多目的室

　　内　　容　 ボランティアセンター学生スタッフの活動紹介

（２）ボランティアセンター学生スタッフの運営

①　学生スタッフ全体ミーティング（月１回）
　学生スタッフ間の情報共有のため、月に１回全体ミーティン

グの時間を設けている。全体ミーティングは長期休み中も行い、

団体の一員として学生スタッフ全員参加を原則としている。

②　ボランティアセンター職員とのミーティング
　学生スタッフの代表１名・副代表２名で構成する幹部及び、

会計２名、ボランティア団体担当者２名で構成する役職者とボ

ランティアセンター職員とで、定期的にミーティングの時間を設け、情報共有や意見交換を行って

いる。企画準備の進捗状況や団体運営についての相談が中心ではあるが、職員と学生スタッフのコ

ミュニケーションの場にもなっている。職員が代表者と話し合うことで、各イベントの最善の取り

組み方法等を共有し、団体として成長していけるような支援につなげている。

ブースにきてくれた学生に説明している様子 学生スタッフの様子 ピア・コミュニティ所属学生の様子

③　びわ湖を美しくする運動
　 2022年度に引き続き、琵琶湖の特定外来生物の現状を把握

するために、実際に琵琶湖に足を運び、滋賀県が毎年7月1日

において「びわ湖の日」に実施している「びわ湖を美しくする

運動」の特定外来生物のオオバナミズキンバイおよびナガエツ

ルノゲイトウの駆除活動に参加した。

　滋賀県が取り組む、琵琶湖の環境保全について、現状と課題、

特に侵略的外来水生植物の繁殖力やその影響による被害を伺

い、行政として滋賀県が取り組むボランティアに関して知見を

深めた。また、実際に、湖岸に生息する大量のナガエツルノゲ

イトウを手作業で取り除く体験を行い、学生スタッフとして何

ができるのかを考えることに繋げ、今後企画する「琵琶湖ツー

リズム！～大学生で考える環境ボランティアの未来2022（実

践編）〜」で実現することとした。

　　日　　時　 ７月１日（金）９時00分〜10時30分

　　場　　所　 滋賀県大津市　大津市なぎさ公園周辺

　　協　　力　 滋賀県琵琶湖環境部自然環境保全課

　　参加者数　 ７名（学生スタッフ５名、職員２名）

　　内　　容　 特定外来生物オオバナミズキンバイおよびナガエツルノゲイトウの駆除及び関係者

への取材

④　2022ボランティア新企画募集～あなたの想いを伝えよう～
　関大生からボランティアの新企画を募集し、学生スタッフが企画者のボランティアへの想いを他

の学生に伝えるお手伝いをする。また、そのボランティアを実現することで学生スタッフの活動に

新しい視点を取り入れることを目的として、2022年度から新しく実施した。

　SDGsを意識した内容のボランティア活動で、関大生が学生スタッフとともに行うことができる

新たな企画を募集したところ、８事業の応募があり、ヒアリングなど選考を重ねベストアイデア賞

として「学童保育ボランティア」、学生スタッフ特別賞として「動物愛護団体のお手伝いをして、

犬猫と触れ合おう」の２事業が選ばれた。

　ベストアイデア賞として選ばれた「学童保育ボランティア」は学生スタッフのサポートのもと、

大阪府吹田市の「まちなかリビング北千里」にて、来館する子ども達と遊び、交流するボランティ

アとして実際に実施し、特典②として本センター活動報告書にも掲載した。

　　募集期間　 ７月25日（月）〜８月31日（金）

　　募集内容　 SDGsを意識した内容で、複数名が参加できて、みんなで

楽しめるボランティア活動のアイデア

　　募集対象　 関西大学に所属の個人またはグループ
特典： ①選ばれたアイデアは、学生スタッフのサポートのもと、実際に企画として実施

②ボランティアセンターが発行する「活動報告書」に記載
③ボランティア体験ツアーに企画者の名前を付すことができる

　　応 募 数　 ８グループ
○ キャンパスで大地震発生から避難までを考える・新！関大クリーン大作戦
○ 子ども達が防災について学べる遊びを提供する活動・子ども達とのふれあい大作戦
○ 二酸化炭素を減らし地球の環境を守るための植林ボランティア
○ 私たちの手で綺麗な海を守ろう！海岸清掃in大阪湾沿岸の浅場
○ 学童保育ボランティア・動物愛護団体のお手伝いをして、犬猫と触れ合おう

　　学生スタッフの声

　・アイデアを応募してくれたグループへヒアリングを行うことで、アイデアをより具体的に深掘す

ることができました。

　・多くの学生に参加してもらうために、広報期間をより長く設け、ボランティアセンター機関誌の

配布などで知ってもらう機会を作る工夫をするべきでした。また、体験ツアー化する企画を選定

してから実施までに時間がかかりすぎたため、次に実施する際は実施までのプロセスまで細かく

決めておきたいです。

⑤　ようこそ！　関大サロンへ
　コロナ禍でも実施できるボランティア活動として、吹田市社会福祉協議会の協力を得て、2021

年度から高齢者施設に入所する方々とZoomを繋いだオンライン交流会を開始した。

　同世代の交流だけでなく、高齢者のような日常の中ではつながりを持ちにくい異世代との交流を

通して、高齢者の人々の文化を享受するだけでなく、一緒にゲームや歓談を行い、地域において世

代を超えたつながりや相互理解を深める機会を創出することを目的として実施した。加えて、高齢

者の方との接し方を学び、学生のコミュニケーション能力の向上を図るとともに、高齢者の方や施

設職員との関わりの中で、どのようなボランティアや支援が必要なのかを知り、これから新たに行

う活動を企画する際の気づきを得ることができた。

　今後は、関大生を募集してボランティア体験ツアーとして実施することを予定している。

　　日　　時　 ①９月５日（月）13時30分〜14時30分

　　　　　　　 ②３月15日（水）13時30分〜14時30分

　　場　　所　 オンライン（Zoom）

　　受入団体　 社会福祉法人 秀明会「特別養護老人ホーム あす～る吹田」

　　参加者数　 ①10名（学生スタッフ４名、職員２名、高齢者３名、施設職員１名）

　　　　　　　 ②11名（学生スタッフ３名、職員３名、高齢者３名、施設職員２名）

　　内　　容 高齢者とのゲーム・クイズ、歓談

　　学生スタッフの声

　・高齢者の方が「楽しかった、ありがとう」と言って涙まで流してくださり、短い時間で、これほ

ど感動していただけたのがとても嬉しかったです。

　・普段あまり話すことのない年代の方々と会話することができ、とても思い出に残る良い時間を過

ごせました。

⑥　まちFUNまつりin関西大学2022　子ども店長サポートボランティア
　子ども達を中心に、ともに楽しみ学べる場を地域に作ることを目的として活動している特定非営

利活動法人 ママふぁん関西との共催事業として実施した。

　「地域に開かれた大学」を目指して始まった本イベントは、今回で6回目を迎えた。学生スタッ

フも毎年運営補助ボランティアとして参加しており、2022年度は子ども達が店長となって出展

ブースのお店を手伝い、お金のやりとりも行うことで働く楽しさやお金の大切さを学ぶ職業体験イ

ベント「子ども店長」企画のサポートを行った。

　事前にお給料袋やくじを作成し、当日も会場設営の手伝いを行った。来場した子ども達がエプロ

ンに着替える手伝いや働くお店を決めるくじ引きの対応をする中で、学生スタッフは子ども達の緊

張がほぐれるように、声掛けをするなど工夫しながら活動をした。

　　日　　時　 10月９日（日）10時00分〜13時30分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館およびその周辺

　　参加者数　 学生スタッフ７名

　　内　　容　 お給料袋やくじの作成、会場設営、「子ども店長」事業のサポート、子ども達との交流

　　学生スタッフの声

　・子ども達の元気な姿に勇気づけられる、楽しい時間でした。

　・子ども店長自身が楽しかったと笑顔で言ってくれたり、お給料を手渡しするときにありがとうと

声をかけてくれたりして、うれしかったです。

⑦　非常食配布イベント
　防災意識の向上はもちろん食品ロス削減に取り組むことでSDGsの「つくる責任　使う責任」の

達成への貢献を目指して、公益社団法人 日本非常食推進機構より提供していただいた使用期限が

迫った非常食（防災備蓄品）を配布した。

　当日は、保存用ビスケット、保存用飲料水、アルファ化米の三種類の非常食を配布するのにあわ

せて、学生スタッフが広く認知されるように広報を行った。

　配布数は、保存用ビスケット300個、保存用飲料水100本、アルファ化米41個だった。

　　日　　時　 10月10日（月）12時20分〜12時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館１階学生センター前

　　参加者数　 学生スタッフ７名

　　内　　容　 保存用ビスケット・保存用飲料水・アルファ化米の配布

（２）ボランティア体験ツアー

　ボランティア体験ツアーとは、「ボランティアに関心があるけど一歩踏み出せない」という学生に、

ボランティアの第一歩として気軽に参加できるボランティア活動として実施しているプログラムで

ある。

①　関大クリーン大作戦～関大前の交流の輪を広げよう！～
　関西大学周辺まちづくり勉強会※主催の清掃活動にボランティア活動

として参加した。

　当日は、地域の方や体育会学生と協力して、関大前通りや千里山ユー

トピア遊園の清掃を行った。道端にはタバコの吸い殻が多く、側溝にも

マスクや包装紙のゴミが多く落ちていた。ゴミ拾いを終えたら、根を残

さないように専用の道具などで掘り起こしながら千里山ユートピア遊園

の除草作業を行った。普段なかなか関わることのない地域の方と交流し

ながらの活動となり、終始笑顔が絶えない時間となった。

※阪急電鉄関大前駅周辺の地域において、安心・安全で活力と魅力あふれる「ま
ちづくり」を推進し、自治会、関大前商店街、学校法人関西大学及び行政で
課題を共有し、方策を検討することを目的とした組織。現在は、関大前ラボ
ラトリ（通称まち・かん）の管理運営及び関大前周辺地域の美化活動を主な活動としている。

　　日　　時　 ４月14日（木）８名、５月12日（木）雨天中止、６月９日（木）６名、10月13日（木）

７名、11月10日（木）３名、12月８日（木）７名　14時00分〜15時00分

　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ15名、本学学生延べ16名

　　場　　所　 阪急電鉄関大前駅～関西大学正門の周辺道路、千里山ユートピア遊園

　　主　　催　 関西大学周辺まちづくり勉強会

　　内　　容　 関大前通り、千里山ユートピア遊園の清掃

　　企画学生の声

　・関大前はタバコのゴミや雑草が多く、清掃のやりがいが大きいと感じました。また、地域の方や

関大生とも交流しながら行えたため、最後まで良い雰囲気で清掃できたと思います。

　・参加してくれた関大生と活動中もたくさん話せました。１人で清掃に集中するよりも話しながら

のほうが楽しく、時間が過ぎるのが早かったです。

　　参加者の声

　・コロナ禍でも自分がやれることに挑戦したかったから参加しました。地域の人と交流できてよ

かったです。（社会学部・２年次生）

　・街が綺麗になっていくのがうれしかったです。地域の人たちとも協力しあうことができて、充実

した時間でした。（法学部・1年次生）

②　関大クリーン大作戦in高槻
　普段利用している駅やキャンパス周辺を清掃し、景観を保護すること

で、学生や地域の方々が気持ちよく利用することを目的に、また、阪急

高槻市で活動することで高槻キャンパス、高槻ミューズキャンパスの学

生も気軽にボランティアに参加できる機会を設けることを目的として実

施した。

　4月実施時は、阪急高槻市駅周辺の本通り商店街と中通り商店街の二

手に分かれて、清掃活動を実施した。11月実施時は、参加者全員で清

掃活動を実施した。両日とも、最初にアイスブレイクを行い、交流をし

てから清掃活動に取り組んだため、雰囲気がよく楽しく活動することが

できた。

　　日　　時　 ①４月17日（日）９時00分〜10時30分

　　　　　　　 ②11月27日（日）９時00分〜10時30分

　　場　　所　 阪急高槻市駅周辺

　　参加者数　 ①15名（学生スタッフ５名、本学学生10名）

　　　　　　　 ②７名（学生スタッフ６名、本学学生１名）

　　内　　容　 阪急高槻市駅周辺の清掃

　　企画学生の声

　・想像していたよりも多くの人に参加してもらうことができて、アイスブレイクや清掃活動中は参

加者同士の交流があり、いい雰囲気で活動することができてよかったです。

　・活動中に通りがかった地域の方から「お疲れ様です。」というお言葉をいただくことができて、

嬉しかったです。

　　参加者の声

　・友達の輪を広げたいと思い参加しました。ゴミをたくさん拾うことができてやりがいがありまし

た。（社会安全学部・１年次生）

　・少人数のグループに分かれてのゴミ拾いだったので、1人で参加しても他の参加者と話しながら

活動しやすくて良かったです。（総合情報学部・３年次生）

③　淀川掃除
　淀川河川敷の清掃をすることで、大阪湾へゴミが流れ込むことを防ぎ、

淀川の水質や景観を保護することを目的に、また、清掃活動という気軽

に参加できる点を活かして、関大生にボランティア活動の魅力を広める

機会にすることを目的として実施した。2021年度には、淀川河川事務

所に相談を行ったうえで、これまで清掃を行っていた南方地区から行政

の対応が追い付いていないより河口の西淀川区福町地区へ場所の変更を

行った。

　４月実施時は雨天だったため、河川敷の手前を２グループに分かれて

清掃活動を行い、途中でグループを入れ替える等、参加者同士がより多

く関われるよう工夫を行った。

　10月実施時は晴天に恵まれ、5グループに分かれて河川敷を広く清掃

した。

　　日　　時　 ①４月24日（日）10時00分〜12時00分

　　　　　　　 ②10月23日（日）10時00分〜12時00分

　　場　　所　 大阪市西淀川区　阪神福駅近くの河川敷

　　参加者数　 ①26名（学生スタッフ8名、本学学生18名）

　　　　　　　 ②20名（学生スタッフ10名、本学学生10名）

　　内　　容　 淀川河川敷の清掃

　　企画学生の声

　・雨の中での実施となり、予定していた通りの淀川掃除は出来ませんでしたが、参加者の方から「楽

しかった」という言葉が聞けて嬉しかったです。

　・通りすがりの地域の方からどこの大学の団体なのかと尋ねられ、「ありがとうね、頑張って！」

とお声掛けいただいて嬉しかったです。

　　参加者の声

　・河川敷には多くのゴミが落ちていて、それらを拾っていくことが単純に楽しかったし、学生ス

タッフの方や参加者の方と色々話せてよかったです。（外国語学部・１年次生）

　・前に参加した清掃ボランティアで誘ってもらったので、参加しました。思っていたよりもプラス

チックのゴミが多くて驚きました。（政策創造学部・１年次生）

④　献血呼びかけボランティア

　献血の必要性を多くの学生に伝えることが、社会貢献につながるとい

うことを知ってもらうこと、また、気軽に参加できる学内ボランティア

を通じて、ボランティアの良さを身近に感じてもらい次のボランティア

活動参加のきっかけを創出することを目的として実施した。

　現在の日本では少子高齢化が進み、輸血を必要とする高齢者の割合が

増える一方で、それを支える若者の献血者数が減っているという危機的

状況にある。また、血液は長期の保存ができないため、安定的な供給が

必要であるが、献血について学生の関心が薄いのが現状である。

　献血を実施の広報だけでなく、当日は、献血車前で看板を持って献血

協力の呼びかけを行った。

　　日　　時　 ４月25日（月）14名、４月26日（火）９名、５月10日（火）６名、６月７日（火）８名

　　　　　　　 10月12日（水）10名、10月20日（木）３名、11月11日（金）６名、12月５日（月）４名

　　　　　　　 11時30分〜13時30分、12時00分〜13時00分

　　　　　　　 ※10月20日は関大防災DAYの事業の一環として実施した。
　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ40名、本学学生延べ20名

　　場　　所　 千里山キャンパス総合図書館前、悠久の庭前、

　　協　　力　 大阪府赤十字血液センター

　　内　　容　 献血への協力呼びかけ

　　企画学生の声

　・授業終わりで人通りが多い時間帯に呼び込み時間を設定したため、効果的に呼びかけが行えたと

思います。前を通った方が自分たちの呼びかけに反応してくださって嬉しかったです。また、毎

月行っているので声を出すことに慣れてきて、積極的に声かけをすることができました。

　・呼びかけを行ったことで、多くの学生に献血実施中であることに気付いてもらうことができまし

た。呼びかけに反応してくださる方もいて嬉しかったです。

　　参加者の声

　・輸血経験があるため、恩返しになればと思って参加しました。活動はアットホームな雰囲気で楽

しむことができました。（文学部・２年次生）

　・自分が想像していた以上に人が集まり、献血に協力していたので、声掛けの達成感を感じました。

（商学部・３年次生）

⑤　関大花植え活動（大学昇格100年記念）
　大学昇格100年記念事業の一環として、経済学部と商学部の学び舎で

ある第２学舎１号館前の広場を、山岡順太郎の胸像とともにリニューア

ルすることとなり、管財課の協力のもと、花壇の花植え活動を実施した。

大学昇格100年という節目に、緑のなかで新しい仲間と出会って交流し

ながら、学生たちの愛校心を育むこと。また、今後の広報を含めて、「ボ

ランティアセンター学生スタッフ」が大学内で広く認知されることを目

的として実施した。

　当日は、業者の方の指示に従いながら土を掘り、花を植えた。活動の

途中から雨が降りだしたため、レインコートを着用しての活動になった

が、参加者全員が熱心に取り組んだ結果、予定よりも広い範囲に花を植

えることができた。

　　日　　時　 ５月13日（金）９時00分〜12時10分

　　場　　所　 千里山キャンパス第2学舎1号館前広場

　　参加者数　 30名（学生スタッフ９名、本学学生21名）

　　内　　容　 花壇の花植え

　　企画学生の声

　・花を植える場所の土が硬くて、掘るのに思ったより時間がかかって大変でした。また、植えると

きに花の間隔や全体のバランスを考えるのが難しかったので、わからないことがあったら業者の

方に質問しながら作業をすすめました。

　・業者の方から「これからも手伝いにきてほしい」と言って褒めていただけて、嬉しかったです。

　　参加者の声

　・花植えに興味が湧いたので参加しました。想像していたよりも体力を使い、花壇がきれいになっ

ていくのが分かってやりがいがありました。（システム理工学部・４年次生）

　・ボランティア活動を体験してみたかったので参加しました。自分の活動が花というかたちで残っ

て嬉しいです。（文学部・１年次生）

⑥　高槻景観美化ボランティア
　自然と共生する「花と緑のまちづくり」に寄与することを目的として

いる高槻市のNPO法人「花と緑のまちづくり 高槻景観園芸クラブ」と

の連携事業として活動に参加し、学生に環境美化、地域交流の必要性を

学んでもらうことを目的として実施した。

　高槻景観園芸クラブの方々から活動の説明を受けた後、初対面の学生

の緊張をほぐすためにアイスブレイクを行った。高槻景観園芸クラブの

方々の指示に従い、苗床を整備して花を植えていく中で、良い苗の見分

け方や植物の種類なども教えていただいた。

　11月実施時は花を植えた後、花壇周りや他の花壇に積もった大量の

落ち葉を拾い集め、花壇全体の景観を美しく整えた。

　幅広い世代の憩いの場所である公園を美化し、まちづくりに関心を持

てるような事業は貴重なものであり、団体の方々とコミュニケーション

を取りながら、楽しく花植え活動を行うことができた。

　　日　　時　 ①５月14日（土）８時50分〜11時00分

　　　　　　　 ②11月20日（日）９時00分〜11時00分

　　場　　所　 大阪府高槻市　高槻城公園

　　　　　　　 連携先 NPO法人 花と緑のまちづくり 高槻景観園芸クラブ

　　参加者数　 ①７名（学生スタッフ５名、本学学生２名）

　　　　　　　 ②６名（学生スタッフ４名、本学学生２名）

　　内　　容　 高槻城公園内の花壇の手入れ、地域の方との交流

　　企画学生の声

　・団体の方といろんなお話をしながら花植え活動を行い、花植えをしたことがない学生でも不安な

く楽しめた事業でした。参加学生にボランティアの魅力を伝えるとともに、自身も改めてボラン

ティアの魅力を感じることができました。

　・花にも一つ一つ個性があり、それぞれに花の魅せ方があるのだと初めて知り、ただ活動するので

はなく、何かを意識して取り組むことの大切さを学びました。

　　参加者の声

　・花壇の手入れをしたことがなく、一度してみたいと思ったので参加しました。花壇が綺麗になっ

た際に感じた達成感や団体の方々との交流を通じて、ボランティアの魅力や楽しさを感じること

ができました。（法学部・４年次生）

⑦　関大クリーン大作戦in梅田
　梅田キャンパスの周辺を清掃することで環境や景観を保護し、通行す

る人々が気持ちよく過ごすことができるようにすること、気軽に参加で

きるボランティア活動として清掃活動に参加することでボランティアの

やりがいや楽しさを感じてもらうことを目的として実施した。

　当日は、梅田キャンパスの教室にてアイスブレイクを行ったあと、２

グループに分かれて茶屋町エリアの清掃を約１時間行った。清掃活動中

には、通りがかった人や清掃ルートの並びにある店舗の方からお礼の言

葉をもらうことができ、参加者の達成感や満足感につながった。日曜の

朝ではあったが人通りや車が多く、学生スタッフが時折声をかけて注意

を促しながら活動した。

　　日　　時　 ①５月15日（日）９時00分〜11時00分

　　　　　　　 ②11月13日（日）９時00分〜11時00分

　　場　　所　 梅田キャンパス周辺

　　参加者数　 ①19名（学生スタッフ５名、本学学生14名）

　　　　　　　 ②13名（学生スタッフ３名、本学学生10名）

　　内　　容　 梅田キャンパス周辺の清掃

　　企画学生の声

　・アイスブレイクで学部や趣味などの自己紹介を行ったので、活動中の話題ができてすごく話しや

すかったです。友達同士が一緒になるようにグループ分けしたのがよかったのか、参加した学生

同士楽しそうに活動していました。

　・清掃の距離を延ばすなどの工夫をしましたが、ルートによってゴミの量が違っていたので、ルー

トの見直しが必要だと感じました。雨の中での活動でしたが、みんなで楽しく清掃活動ができた

ので嬉しかったです。

　　参加者の声

　・活動場所が梅田なので参加しやすいと思い参加しました。普段なかなかゴミ拾いを行う機会がな

かったので経験できて良かったです。（商学部・１年次生）

　・一度ボランティアに参加してみたいと思ったので参加しました。自分たちで街を少しでも綺麗に

する活動ができ、良い経験になりました。（社会安全学部・１年次生）

⑧　関大クリーン大作戦～千里山キャンパス周辺の清掃～
　普段自分たちが利用している千里山キャンパス周辺を清掃することで

環境や景観を保護し、関大生や地域の方々がより気持ちよく過ごすこと

ができる。また、授業の空きコマに気軽に参加できることでボランティ

ア活動を身近に感じてもらうことを目的として実施した。

　活動前にアイスブレイクを行い、学部や学年に関係なく学生同士が交

流することで、その後の活動も和やかな雰囲気で進めることができた。

清掃は関大前ルートと名神高速道路沿いルートの2コースに分かれて

行った。ゴミは「燃えるゴミ」「ビン・カン」「ペットボトル」の3つに

分類して集めたが、タバコの吸い殻が最も多く、ゴミを拾うだけでなく、

今後はゴミを捨てる人が少なくなるように啓発を目的とした活動も検討

している。

　　日　　時　 ①５月21日（土）10時40分〜12時10分

　　　　　　　 ②10月15日（土）10時40分〜12時10分

　　場　　所　 千里山キャンパス周辺

　　参加者数　 ①10名（学生スタッフ３名、本学学生７名）

　　　　　　　 ②16名（学生スタッフ７名、本学学生９名）

　　内　　容　 千里山キャンパス周辺の清掃

　　企画学生の声

　・ゴミの量が少なく、やりがいを感じにくいのではないかと心配でしたが、清掃中はずっと楽しく

会話しながら活動を行うことができました。

　・参加者の１回生が１人で、他の上級生と仲良くなれるかどうか不安がありましたが、始まってみ

ればみんな会話が絶えず、終始楽しく活動することができました。

　　参加者の声

　・自分が通っている大学に恩返しをしたいと思って参加しました。意外と大学の周りが綺麗だった

ことに驚きました。（社会学部・３年次生）

　・アルバイトをやっていないため、他に何か出来ることはないか、頑張れることはないか、と探し

ていたらこのボランティアを見つけて参加しました。意外と細かいゴミが多く、拾うのが大変で

したが、充実した時間を過ごせました。（法学部・１年次生）

⑨　関西大学×法政大学 スポーツゴミ拾い
　法政大学と連携しZoomを用いて合同でゴミ拾いを実施した。「スポー

ツゴミ拾い」とは、制限時間内に指定されたエリアのゴミを拾い、拾っ

たゴミの量と種類で得点を競い合うというスポーツ要素を加えた、日本

発祥の新感覚清掃活動である。ゴミ拾いにスポーツ要素をかけ合わせる

ことで、ゴミ拾いをスポーツ感覚で楽しみ、ボランティアへの興味を引

き出し、法政大学の学生と交流を深め、参加者同士で協力してゴミ拾い

を行うことで連帯感や達成感を得ることを目的として実施した。

　当日は、Zoomを繋ぎながらキャンパス周辺の清掃を行い、清掃の様

子だけでなく、キャンパスの様子なども映すことで大学の所属を超えて、

学生ボランティア同士の交流も行うことができた。

　　日　　時　 ①５月29日（日）14時00分〜16時20分

　　　　　　　 ②３月13日（月）13時50分〜16時20分

　　場　　所 ①関西大学千里山キャンパス周辺および凜風館１階学生ラ

ウンジ

　　　　　　　 　法政大学市ヶ谷キャンパス周辺および外濠校舎３階S305

　　　　　　　 ②関西大学千里山キャンパス周辺および尚文館１階マル

チメディアAV大教室

　　　　　　　 　法政大学市ヶ谷キャンパス周辺および外濠校舎３階S305

　　共　　催 法政大学ボランティアセンター、法政大学ボランティアセ

ンター学生スタッフ VSP

　　参加者数 ①32名（学生スタッフ10名、本学学生７名、法政大学15名）

　　　　　　　 ②25名（学生スタッフ７名、本学学生６名、法政大学12名）

　　内　　容 それぞれのキャンパス周辺のゴミ拾い、クイズ大会、法政大学との交流

　　企画学生の声

　・拾ったゴミを得点化して競うのはゲーム感覚があり、参加者

に楽しんでもらえたように思います。参加者の方がゴミを袋に

入れるときに何を拾ったかを伝えてくれたので、記録がスムー

ズに進みました。

　・単なるゴミ拾いではなく、ゴミを点数化してチーム対抗で競う

ことで、楽しみながらも一生懸命に取り組むことができ、参加

者にボランティアを楽しむ感覚を味わってもらえて、非常に良

かったです。

　　参加者の声

　・スポーツゴミ拾いはゲーム性があり、法政大学の学生と交流し

ながら楽しく活動することができました。（文学部・２年次生）

　・学生スタッフの方もほかの参加者の方も丁寧に接してくれて嬉

しかったです。おかげで楽しく街を綺麗にすることができまし

た。（法学部・２年次生）

⑩　1000000人のキャンドルナイト 茶屋町スロウデイ2022
　梅田・茶屋町エリアの企業、地域団体、学校および行政などが集まっ

て“歩いて楽しいまちづくり”を推進し、茶屋町の魅力を発信する本イ

ベントに2017年度から参加している。魅力発信に取り組み地域の活性

化を行い、キャンドルの灯りを見てくれる人に気持ち安らぐ時間や癒し

を提供することを目的として実施した。

　2022年度は「Convivial 〜ともに愉しむ日～」をテーマに、３年ぶ

りの現地開催となった。「キャンドルの灯りが人々の心に安らぎと未来

への希望をもたらすように」という願いを込めて、学生スタッフは

CHASKA茶屋町（ジュンク堂書店）前にキャンドルアートを設置した。

　事前に学生スタッフが考えたデザインを基にキャンドル装飾を行い、

設置・点火・火の見守り・会場の片付け等の活動を行った。

　キャンドルに火が灯り、日が落ちて街が暗くなるにつれて、大勢の方がキャンドルアート前で足

を止めて写真撮影を行い、キャンドルの光に照らされた笑顔に溢れたイベントとなった。

　　日　　時　 ①事前説明会：５月25日（水）12時20分〜12時50分

　　　　　　　 ②活　　　動：６月１日（水）13時00分〜22時00分

　　場　　所　 ①千里山キャンパス凜風館1階ピアエリア／オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②大阪市北区　CHASKA茶屋町

　　参加者数　 24名（学生スタッフ11名、本学学生13名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明会

　　　　　　　 ②キャンドル装飾の制作・設置・点灯・見守り

　　企画学生の声

　・CHASKA 茶屋町全体がキャンドルの温もりに包まれた空間を体感できて良かったし、自分がそ

の空間を作る側として携わることができて嬉しかったです。たくさんの方達が見に来てくれたり

写真を撮ったりしてくれて、地域の活性化に貢献できたと思えました。

　・日が沈んだ後、キャンドルが光っている景色を見た時に、とても感動しました。たくさん写真

を撮っている方や、キャンドルの灯をずっと眺めている方もいらっしゃって嬉しかったです。

　　参加者の声

　・点灯時間までにキャンドルの設置が間に合うか不安でしたが、参加者の方々と協力して取り組み、

デザイン通りのものを完成させることができました。点灯した綺麗なキャンドルを見ると、達成

感や安らぎを感じることができ、ボランティアに参加して良かったと感じました。（社会学部・

１年次生）

　・一緒に活動した関大生と仲良くなることができ、入学してなかなか友達ができなかった自分に

とってすごく嬉しく、楽しいボランティア活動でした。（社会学部・２年次生）

⑪　大和川掃除
　堺キャンパス周辺を流れる大和川河川敷を清掃することで景観を清潔

に保つことができ、地域の方が河川敷をより気持ちよく利用できると同

時に、堺キャンパス周辺の地域貢献活動を目的として実施した。

　本活動は、堺キャンパスに通う学生にとって参加しやすい活動場所で

あることから、堺エリアで活動を展開しているボランティア団体

「WEVO」とも連携して実施している。

　当日は雲が多かったが気温は高かったため、こまめに休憩をとり、熱

中症に気を付けながら清掃活動をした。河川敷には大和川上流から家庭

ゴミやペットボトル等が流れてくるため、参加者全員で力を合わせて清

掃することで河川敷を綺麗にすることができた。

　　日　　時　 ６月５日（日）９時30分〜11時30分

　　場　　所　 大阪府堺市　大和川左岸河川敷

　　参加者数　 72名（学生スタッフ14名、本学学生17名、WEVO所属学生41名）

　　内　　容　 大和川河川敷の清掃

　　協　　力　 WEVO

　　企画者の声

・普段交流する機会が少ないWEVOの方達と交流することが出来て、貴重な機会でした。一見何も

無いように見えても、掘ってみると靴が1足出てくるなど、砂に埋まっているゴミが沢山見られ

ました。

　・同じグループの方たちと楽しく話しながら協力して清掃することができて良かったです。堺キャ

ンパスの方と一緒に活動することは初めてだったので、とても新鮮でした。キャンパス間の交流

にもなり、有意義な活動となりました。

　　参加者の声

・社会経験を積むために参加しました。初対面の人とも話すことができたので良かったです。（法

学部・３年次生）

　・ボランティアの経験を積む良い機会になると考えたので、参加しました。活動自体は思っていた

よりも短く感じ、少人数でのグループだったので活動しやすかったです。（法学部・３年次生）

⑫　吹田くわいボランティア 
　若者の農業への関心が低下し、千里山キャンパスがある吹田市の特産

品である吹田くわいの認知度が低いという現状がある。そこで、吹田く

わいの植え付けから収穫まで一年を通した活動を通して、吹田くわいに

ついて深く理解してもらうとともにボランティアの魅力に気付いてもら

うことを目的として実施した。

　どちらの活動も、農園の方から吹田くわいの説明をしていただき、植

え付けや収穫のコツについてお話しいただいた後、作業を行った。植付

けでは、日常生活では着る機会のない胴長を着用しての作業に苦戦しな

がらも、参加者同士で声を掛け合い農業の大変さを感じながら活動した。

収穫では、備中鍬でくわいを傷つけないように慎重に泥をかき分けなが

ら、全部で約700グラムのくわいを収穫した。

　　日　　時　 ①植え付け：６月16日（木）14時45分〜17時00分

　　　　　　　 ②収　　穫：12月５日（月）14時45分〜17時00分

　　場　　所　 大阪府吹田市　西農園

　　協　　力　 吹田市都市魅力部 地域経済振興室

　　参加者数　 ①13名（学生スタッフ５名、本学学生８名）

　　　　　　　 ②６名（学生スタッフ６名）

　　内　　容 吹田くわいの植え付けと収穫作業の手伝い

　　企画者の声

　・大学のある吹田市の特産品に触れることができ、地域のことを少しでも知るきっかけとなりまし

た。

　・くわいを収穫する作業は考えていたよりも大変でしたが、そのぶん達成感があり、泥の中からく

わいを見つけた時は嬉しい気持ちになりました。頂いたくわいを家に帰って素揚げにして食べて

みると、自分達で収穫したこともあってとても美味しかったです。

　　参加者の声

　・普段の生活で農業に関わることがないので、やってみたいなと思って参加しました。農業体験だ

けでなく、くわいの事を知ることもできてよかったです。（文学部・４年次生）

　・「すいたん」のモチーフであるくわいに興味があったので参加しました。また、学生スタッフの

方が話しやすくてよかったです。農家の方のお話も面白かったです。（法学部・２年次生）

⑬　飛鳥光の回廊2022 ～明日香をともす「和」のひかり～
　明日香村で毎年行われている、石舞台古墳をはじめ岡寺や飛鳥寺など、

明日香村内の代表的な史跡・寺社・施設をろうそくやLEDライトの明か

りで彩る地域活性化イベントで、奈良県明日香村との連携事業として実

施した。

　「キャンドルの輪と和でつながる光」を関西大学のテーマとし、キャ

ンドルのデザインや配置を考え、他の活動では得られない大変さと、よ

り大きなやりがいや達成感を感じることができた。

　残念ながら1日目は雨天のため中止となったが、石舞台古墳や奈良県

立万葉文化館などを見学し、明日香村の歴史や文化的価値について学ん

だ。2日目は、用意した約3000個の色付き紙コップを「ボランティア

センター 2022」という文字やピラミッド、円の形に並べた。夕方から

は多くの方が来場し、写真撮影をしたりと笑顔溢れる楽しい空間となった。

　　日　　時　 ①事前説明会：９月１日（木）12時00分〜13時00分

　　　　　　　 ②活　　　動：９月23日（金）10時00分〜17時00分

　　　　　　　 　　　　　　　９月24日（土）11時00分〜22時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②奈良県高市郡明日香村　川原寺跡

　　連 携 先　 奈良県明日香村

　　参加者数　 40名（学生スタッフ延べ21名、本学学生延べ19名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明

　　　　　　　 ②キャンドルデザイン案の作成、キャンドルを入れる紙コップの制作、

　　　　　　　 　キャンドルの設置・点灯・撤去、明日香村の散策、地域の方との交流

　　企画学生の声

　・イベントが始まると多くの方が見に来てくださり、「きれい」「すごい」などのお声をきくことが

でき、このイベントに関西大学ボランティアセンター学生スタッフとして参加してよかったと思

いました。

　・気温が高い中、多くのキャンドルを並べていくのは大変だったが、みんなで協力し合いながら長

時間かけて作り上げたので、その分、夜になりキャンドルの灯りがきらきらしているのを見ると

とても達成感を感じることができました。

　　参加者の声

　・楽しそうだと思ったので参加しました。思っていたよりずっと大変だったけど、終わったあとの

達成感が気持ちよかったです。（社会安全学部・1年次生）

　・みんなでキャンドルを並べるのがとても楽しかったです。参加して良かったと思いました。（経

済学部・1年次生）

⑭　下校見守り活動
　吹田警察生活安全課防犯係と連携して、千里山キャンパス近くの小学

校に通う子どもが安全に下校できるような環境を守ることを目的とし

て、千里山キャンパス周辺の小学校の下校時間にあわせて正門前で見守

り、声かけを実施した。

　当日は、子どもたちが「さようなら」「気を付けて帰ってね」と声を

かけると元気よく挨拶を返してくれたり、関西大学という名前を見て

「知ってる！」と声をかけてくれたりと、参加した学生ボランティアと

の交流を楽しむ様子が伺えた。

　　日　　時　 10月11日（火）７名、13日（木）４名、14日（金）４名　14時00分〜15時00分

　　　　　　　 10月12日（水）３名　12時45分〜14時15分

　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ10名、本学学生延べ８名

　　場　　所　 吹田市立千里第二小学校

　　協　　力　 吹田警察署生活安全課防犯係

　　内　　容　 小学校正門前での声掛け、見守り

　　企画学生の声

　・見守り活動中はできるだけ腰を屈めて、子どもたちと目線の高さを合わせて挨拶することを心が

けるようにしました。地域に根ざしたボランティア活動を企画できてよかったです。

・元気に挨拶をしてくれた子どもも多く、見守り活動をしている私たちの方が元気をもらいました。

　　参加者の声

　・実際に吹田警察署の方と連携して、見守り活動をするという貴重な経験ができて良かったです。

小学生から挨拶を返してもらえたりして本当にやってよかったと思いました。とてもいい経験に

なりました。（法学部・３年次生）

　・はじめてのボランティア活動で緊張していましたが、学生スタッフの方も職員の方も優しくて安

心しました。見守り活動もやりがいを感じることができたので、参加してよかったです。（商学部・

３年次生）

⑮　琵琶湖ツーリズム！～大学生で考える環境ボランティアの未来2022（実践編）〜
　関西大学ボランティアセンターは2017年度から琵琶湖の保全活動に

取り組んでいる。2017年度は特定外来生物オオバナミズキンバイ駆除

活動、2018年度は清掃活動を実施し、2019年度及び2020年度は新型

コロナウイルス感染症拡大の影響により実施を見合わせた。

　本学主催３大学（法政大学・明治大学・関西大学）連携事業として、

法政大学の学生ボランティアとともに、琵琶湖岸の環境保全活動として

滋賀県長浜市の南浜漁港にて、船の出港を妨げている特定外来生物ナガ

エツルノゲイトウの駆除活動を行った。

　当日は、学生ボランティア全員が胴長とライフジャケットを身につけ、

岸と舟上よりナガエツルノゲイトウの駆除活動を行った。ナガエツルノ

ゲイトウは、琵琶湖や内湖、河川などの水際に生育している水陸両生の多年生の植物で、茎の断片

からも再生するほど繁殖力が強いため、機械ではなく手作業で根や茎をできるだけ残さないように

根本から丁寧に引き抜き、陸に上げる作業を熱心に行った。

　その結果、夕方には、湖面が見えないほど群生していたナガエツルノゲイトウのほとんどを駆除

することができ、参加者全員がやりがいや充実感を得ることができ、大学生として環境ボランティ

アの未来を考えるうえでの契機となった。また、今回の活動を通して、大学の所属を超えて学生ボ

ランティア同士が交流を行うことができ、有意義な1日となった。

　　日　　時　 ①事前説明会：10月11日（火）12時15分〜12時50分

　　　　　　　 ②駆 除 活 動：10月16日（日）７時30分〜18時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②滋賀県長浜市　南浜漁港

　　活動協力　 滋賀県立琵琶湖博物館　特別研究員 /

　　　　　　　 滋賀県琵琶湖環境部 自然環境保全課 副主幹　中井 克樹 氏

　　　　　　　 南浜漁業協同組合

　　参加者数　 ①36名（学生スタッフ30名、本学学生６名）

　　　　　　　 ②42名（学生スタッフ24名、本学学生５名、法政大学９名、教職員４名）

　　内　　容　 特定外来生物ナガエツルノゲイトウの駆除活動

　　企画学生の声

　・ナガエツルノゲイトウは、とるのが難しく、無理に引っ張っても途中で切れてしまうと意味が

なく、ナガエツルノゲイトウの駆除の大変さに驚きました。活動後のきれいな湖面を見たからこ

そ、自然をこれからも大切にしていかなければいけないと感じました。

　・関西大学及び法政大学の学生、職員の方たちと活動中に交流できたので、楽しかったです。自分

たちの活動の成果を現地の方が喜んでくれていたことで、より達成感を感じることができました。

　　参加者の声

　・ナガエツルノゲイトウの駆除活動は、協力することが必須な作業だったので、参加者同士でコ

ミュニケーションをとり新しい輪を広げられてよかったです。（関西大学・３年次生）

　・外来種の駆除という貴重な体験をしてみたいと思い、参加しました。目に見える形で成果が現れ

るので、達成感を感じることができ参加してよかったと感じました。（関西大学・１年次生）

　・晴天の中、関西大学の皆さんと協力して非常に楽しく活動することができました。また、漁協の

方も優しく特定外来生物の駆除方法を教えてくださり、初心者でもすぐに取り組める内容でした。

昼食時は関西大学のみなさんとコミュニケーションを取りながら時間を過ごすことができ、２大

学合同ボランティア活動ならではの有意義な経験となりました。（法政大学・３年次生）

　・関西大学の方々と連携して、特定外来生物を駆除することができて良かったです。また、今回の

駆除活動を通じて、どれだけ湖が汚れているのかを目の当たりにし、今後、自分がどのように環

境活動に関わっていけばいいのかを考える良い機会になりました。（法政大学・２年次生）

⑯　2022年度学園祭「環境問題ってなんだろな？〜クイズで！ゲームで！楽しく学ぼう！〜」
　学生スタッフは、淀川河川敷の清掃活動や琵琶湖の特定外来生物の

駆除活動などといった環境保全活動を普段から多数実施している。そ

ういった経験を活かし、遊びを通して子ども達に環境問題について考

えるきかっけをもってもらえるような企画とした。また、統一学園祭

に来訪される保護者の方や地域の方及び本学学生に、ボランティア活

動の魅力と学生スタッフの活動を知ってもらうことを目的として実施

した。

　本学統一学園祭には、親子連れや子どもが多く来場するため、子ど

もを対象としてSDGs（特に環境問題）について学んでもらうため、環

境問題というテーマで3つのブースを設けた。当日は多くの子ども達が

訪れ、ゲームを通して環境問題について学びを得る機会となった。

　　日　　時　 11月３日（木）12時00分〜15時30分

　　　　　　　 11月４日（金）10時00分〜16時00分

　　　　　　　 11月６日（日）10時00分〜13時00分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館１階学生ラウンジ

　　参加者数　 102名（学生スタッフ延べ94名、本学学生延べ８名）

企画内容：

・紙芝居

　海洋プラスチック問題を中心とした環境問題について紙芝居で説

明したあと、身近な例を使ったクイズで環境問題について楽しく学

んでもらった。

・ミニゲーム

　牛乳パックや段ボールなどを再利用して作ったおもちゃで魚釣り

ゲームをしてもらった。捨てるはずだったもので遊んでもらうこと

で、リサイクルの大切さやゴミを減らす工夫などについて楽しみな

がら学んでもらった。

・塗り絵

　色鉛筆やクレヨンを使ってSDGsや地球をモチーフにした塗り絵

をしてもらいながら、SDGsについて興味を持ってもらった。

　　企画学生の声

　・初めて学園祭に参加しましたが、とても楽しかったです。子ども達が楽しみながらも環境問題に

ついて学びを深めてくれている姿が、とてもいきいきとしていたのが嬉しかったです。

　・ミニゲームも塗り絵も紙芝居も全て子ども達は楽しそうに体験してくれていました。笑顔で帰っ

ていく子ども達を見ると、とても嬉しく感じました。

　　参加者の声

　・一度もボランティアに参加したことがなかったので、参加してみたいと思って参加しました。来

場してくれた子ども達が可愛かったです。（経済学部・３年次生）

　・子どもとコミュニケーションを取れる良い機会だと思ったので参加しました。学生スタッフの方

も親切で楽しく活動できました。（社会学部・１年次生）

⑰　千里キャンドルロード2022
　吹田市と豊中市にまたがる千里ニュータウンの人口にちなんだ９万個

のキャンドルに灯をともすイベント「千里キャンドルロード」に本セン

ターは2014年度から参加し、今回で８回目となる。10周年を迎えた今

年は、『「出会い」これまでも…これからも…』をテーマに、３年ぶりに

来場予約なしでの開催となった。

　学生スタッフはキャンドルのデザインから考え、2022年度は、約

2000個の紙コップを色づけした大きな赤いハート２つを中心に、伸び

る 蔦 葉 や 青 い 紙 コ ッ プ で 縁 取 り し た「Kandai Volunteer Center 

2022」の白い文字など、工夫を凝らしたデザインを作成した。

　当日は、多くの方が訪れ、暗くなってキャンドルに火が灯されると、

あたり一帯が幻想的な光景になる様子を訪れた方たちが足を止め写真撮影をするなど、笑顔溢れる

光景となった。

　　日　　時　 11月５日（土）11時30分〜21時00分

　　場　　所　 吹田市立千里南公園

　　主　　催　 千里キャンドルロードプロジェクト

　　参加者数　 40名（学生スタッフ33名、本学学生７名）

　　内　　容　 キャンドルデザイン案の作成、キャンドルを入れる紙コップの色付け、

　　　　　　　 キャンドルの設置・点火・見回り・片付け

　　企画学生の声

　・「ここ（関大の作品）すごい！」「ここがメインやね。」などと、来場した方からの嬉しい言葉を

たくさん耳にしました。準備は大変でしたが成功して良かったと思えた瞬間でした。

　・スペースの問題もあり、当日にデザインの変更をしましたが、とても上手に完成させることがで

きて達成感がありました。学生スタッフの参加人数がとても多く、学生スタッフの交流の場となっ

ていたのも良かったです。

　　参加者の声

　・楽しそうだと思ったので参加しました。みんなで一つのものを作れていい経験になりました。（経

済学部・３年次生）

　・学園祭期間で授業がなく時間が空いていたこともあり、参加を決めました。想像していた以上に

キャンドルに灯をともした光景が綺麗で、また、地域の人達にも満足していただけたようでやり

がいを感じました。（法学部・２年次生）

⑱　大阪マラソン2023給水ボランティア
　今回で11回目の開催を迎える大阪マラソンは、チャリティ文化の普

及を目指す日本最大規模の都市型市民マラソンである。本学は第1回大

会からオフィシャルスポンサーとして参画している。

　活動を通して本学学生が大阪を盛り上げるとともに、ボランティアの

楽しさややりがいを感じてもらう機会とすることを目的として実施し

た。

　当日は、本学学生が給水ボランティアとして携わり「みんなでかける

虹。」というスローガンのもと、29,285人のランナーをサポートした。

給水や応援を通してランナーの方と関わり、参加した学生にもよりボラ

ンティア楽しさやスポーツの魅力を感じてもらうことができる活動と

なった。

　　日　　時　 ①事前説明会：２月15日（水）13時00分〜14時30分

　　　　　　　 ②活　　　動：２月26日（日）７時30分〜12時00分

　　場　　所　 ①千里山キャンパス第２学舎４号館BIGホール100

　　　　　　　 ②大阪マラソン第１給水所（５ km地点／中之島・本町ブロック）

　　参加者数　 191名（学生スタッフ22名、本学学生58名、体育会所属学生108名、職員３名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明、ボランティアセンターの紹介

　　　　　　　 ②給水所でのランナーへの給水提供

　　参加者の声

　・中学校の頃からマラソンに興味があり、実際に見てみたかったので参加しました。ランナーの皆

さんが一生懸命走りつつも、僕らボランティアに「ありがとう」と声を掛けてくれたことがすご

く嬉しかったです。（環境都市工学部・２年次生）

　・2021年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響で中止になってしまったので、今回は絶対に

参加しようと決めていました。関西大学の多くの学生が大阪マラソンという大きなイベントに携

われて、盛り上げることができて良かったです。（システム理工学部・2年次生）

⑲　飛鳥ハーフマラソン2023給水ボランティア
　関西大学と縁の深い奈良県明日香村で開催される飛鳥ハーフマラソン

に2021年度に引き続き2022年度も学生ボランティアをいう形で参加

した。本学学生が学生ボランティアとして参加することで地域貢献活動

に寄与するとともに、ボランティア経験の浅い学生に対してボランティ

アのやりがいや魅力を広めることを目的として実施した。

　明日香村は「飛鳥・藤原の宮都とその関連資産群」として世界遺産登

録をめざしており、その構成資産の半分以上を巡ることができるように

コースが設定されている。また、持続可能な社会づくりのためにソフト

フラスク（折りたためる携行給水ボトル）の配布や、参加費等の一部で

菜の花のタネを購入して景観保全に役立てるなど、様々な取り組みが行

われている。

　当日は、スタートからおよそ11km地点の棚田に設けられた第２給食所で甘酒の提供を行った。

　　日　　時　 ①事前説明会：３月１日（水）10時00分〜11時30分 

　　　　　　　 ②活　　　動：３月12日（日）８時00分〜13時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②奈良県高市郡明日香村

　　参加者数　 18名（学生スタッフ11名、本学学生７名）

　　内　　容　 ランナーへの給水

　　企画学生の声

　・給水を行っていると、ランナーの方に「ありがとう」と声をかけていただくことがあり、ボラ

ンティアをしている側の自分たちが元気をもらい、ボランティアに参加してくれた学生に活動を

通してやりがいを感じてもらうことができました。

　・ボランティアに参加していただいた関大生との交流を楽しむことができ、ランナーの方の笑顔を

見ることができてとても充実した時間を過ごすことができました。

　　参加者の声

　・スポーツが好きなので、スポーツに関われるボランティアをやってみたいと思い参加しました。

ランナーの方に「ありがとう」と声をかけていただくこともあり、喜んでいただけていると感じ

られて嬉しかったです。（文学部・１年次生）

　・もともと給水ボランティアをしてみたいと思っていたので参加しました。ランナーの方と言葉を

交わしたり、アイコンタクトを取ることができたりしたことが嬉しかったです。（法学部・２年

次生）

⑳　子ども遊びボランティアinまちなかリビング北千里
　2022年度初めて企画を募集し、ベストアイデア賞を獲得した「学童

保育ボランティア」として、まちなかリビング北千里にて、ソフトバス

ケット大会（3on3）のお手伝いやボードゲーム・カードゲームを使用

した遊び等、子どもとのふれあいを通して、子どもとのかかわり方や距

離の縮め方を学び、コミュニケーション能力を向上させることを目的と

して実施した。

　当日はソフトバスケット大会の運営補助だけでなく、子ども達と一緒

にチームを組んで参加したり、小学生vs大学生の試合を行い、ソフトバ

スケット大会を盛り上げた。また、同施設で管理しているボードゲーム

やカードゲーム等の様々な遊び道具を使用して、ソフトバスケットの参

加待ちの子ども達やスポーツが苦手な子ども達と遊ぶ活動も行った。

　　日　　時　 ３月23日（木）16時00分〜18時00分

　　場　　所　 まちなかリビング北千里

　　参加者数　 13名（学生スタッフ５名、本学学生８名）

　　内　　容　 ソフトバスケット大会の運営補助・参加、子ども達との交流

　　企画学生の声

　・下見を行った時より子ども達の人数が多かったのにも関わらず、学生ボランティアの方々全員が

子ども達と交流をしていただくことができました。活動の最後まで、子ども達と交流するという

ことができ、手持ち無沙汰にならなかったことが非常に良かったと思います。また、児童センター

の職員さんには行くたびに「来てくれてありがとう。」というお言葉をいただくことができて、

嬉しいです。

　　参加者の声

　・子どもと遊ぶことがボランティアになるのならやってみたいと思ったので参加しました。子ども

と触れ合う中で、子どもにしかない発想を多く学び、とても楽しく活動することができ、ボラン

ティアに参加して良かったと思いました。（経済学部・1年次生）

　・子どもと遊びたいと思ったので参加しました。ボランティアに参加した自分が子どもから元気を

もらい、ボランティアにはこんな魅力もあるんだと実感しました。（大学院・2年次生）

（３）雨天中止事業

①　第4回大和川大掃除～未来につなげよう300人の小さな一歩～
　堺キャンパスの近くを流れる大和川河川敷において、各キャンパスの

学生、体育会所属学生、ボランティア団体所属学生、大学職員、ミズノ

株式会社社員など総勢300名が海につながる河川の環境美化に取り組む

ことで、SDGsや海洋プラスチック問題などを改めて意識してもらうこ

とを目的として企画したもの。

　学生スタッフは設立以来、本学学生にボランティア活動を通じてボラ

ンティアの魅力を知ってもらうために、様々なボランティア活動を同じ

学生目線で企画・運営してきた。特に河川敷の清掃活動については、

2011年度から2016年度まで500名規模で淀川河川敷の大掃除を行い、

ゴミの減少に貢献した。2017年度からは大和川河川敷に活動場所を移

し、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により規模を縮小することもあったが、継続的に清掃活

動を行っている。

　2022年度は多くの関大生にボランティア活動の魅力を知ってもらうべく、体育会11団体にご協

力いただき、コロナ禍前と同規模の300名で実施することを企画した。また、ボランティア活動を

通じて双方の充実と発展に寄与するため、本学と連携協定を結んでいるミズノ株式会社にもご参加

いただくことになっていたが、残念ながら当日雨天のため中止となった。

　　日　　時　 ２月19日（日）10時00分〜12時00分

　　場　　所　 大和川公園河川敷周辺

　　協　　力　 大和川河川事務所

　　　　　　　 ミズノ株式会社

　　内　　容　 大和川河川敷での清掃
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Ⅱ  １  学生スタッフの概要

　ボランティアセンター学生スタッフ（以下、学生スタッフ）は、「関大生にボランティアの魅力を

広めること」を目的として、ボランティアセンター職員とともに活動しています。

（１）ボランティアセンター学生スタッフの活動

①　学生スタッフによるボランティアの情報紹介（ボランティアコーディネート）
　本学学生の「ボランティアって何だろう？」という疑問や、「こ

んなボランティアをしてみたい！」などのボランティアに関す

る様々な相談に、学生スタッフが対応している。

　新型コロナウイルス感染症拡大のため、2020年度秋学期か

らはZoomを活用したオンライン・ボランティアコーディネー

トを開始した。さらに、2021年度秋学期からは、本センター

ホームページから友人と一緒に受付ができるように変更した。

2022年度については、引き続きオンライン・ボランティアコー

ディネートを行いつつ、対面でのコーディネートを実施した。

②　ボランティア体験ツアーの実施
　初めてボランティア活動に参加する本学学生が、気軽に一歩

踏み出せるように関大生同士で活動するボランティアプログラ

ムを企画・運営している。学生スタッフは、実施に向けてミー

ティングを重ねている。

　2019年度から、参加申込にGoogleフォームを用いたオン

ラインでの参加申込みを取り入れている。

③　広報活動
　学生スタッフは、ボランティア体験ツアー実施前に、学生スタッフが作成した募集に関するチラ

シを関西大学構内の掲示板に掲示したりするなど、本学学生にボランティアを始めるきっかけとな

る広報活動を積極的に行っている。また、ボランティア体験ツアー実施後には、写真を交えて活動

内容を掲載する「ぼらぼらblog」の更新も行っている。

　そのほかにも、学生スタッフが編集委員となって年に３回ボランティアセンター機関誌

「Volury」を発行している。2022年度は新入生向けにボランティアセンターや学生スタッフの紹

介を掲載した春号と、秋のボランティア体験ツアーやその魅力について掲載した秋号を計２回発行

した。また、発行した「Volury」は、ボラリー WEEKと称した１週間で学生スタッフによる配布

活動を行った。

④　新入生に向けた広報活動
　新入生を対象にボランティアセンターの認知度を高め、ボランティア活動への参加促進や新たな

学生スタッフの募集を目的として行った。2022年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のた

め、例年に比べて規模を縮小した形での実施となった。

➢ 新入生歓迎行事

　　日　　時　 ４月２日（土）、４日（月）10時00分〜17時00分

　　場　　所　 千里山キャンパス誠之館２号館１階ボランティアステーション前

　　内　　容　 看板の設置・案内、ブースの設置、活動内容の説明

➢ ボランティアフェスティバル2022 ～大きな一歩を踏み出せ、変われ自分～

　　日　　時　 ４月13日（水）〜15日（金）12時20分〜12時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館１階学生ラウンジ

　　内　　容　 関西大学のボランティア団体の紹介、ステージ発表、大型モニターを使用した広報

➢ 春のピア×ボラ祭り

　本学ピア・コミュニティ※と協力して、本学学生にさらにボランティ

ア活動やピア・サポート活動に興味を持ってもらうことを目的として実

施した。

　ブースを設置して、興味を持ってきてくれた学生に対してボランティ

アセンター学生スタッフ、ピア・コミュニティ※の活動内容について説

明を行った。学生スタッフとピア・コミュニティ所属学生同士で有意義

な交流の時間ともなった。

※ピア・コミュニティとは、本学でピア・サポート活動を実践する小集団です。
クラブ、サークル等の課外活動と同様に、１つの目標にむかって仲間同士が
力を合わせて活動するだけでなく、各ピア・コミュニティがそれぞれの支援
部署と連携しながら「学生が学生を支援する」活動を行っています。

　　日　　時　 ４月25日（月）～ 28日（木）12時20分～ 12時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館１階学生ラウンジ、ピアエリア

　　参加団体　 ボランティアセンター学生スタッフ

　　　　　　　 ピア・コミュニティ運営本部

　　　　　　　 国際コミュニティ“KUブリッジ”

　　　　　　　 KUサポートプランナー（KUSP）

　　　　　　　 KUコアラ

　　　　　　　 関西大学学生PRチーム SUGaO

　　内　　容 ボランティア活動及びピア・サポート活動紹介

　　　　　　　 ボランティアセンター学生スタッフ及びピア・コミュニティ活動紹介

　学生の中には「ボランティアに関心があるけど一歩踏み出せない」という学生もおり、学生スタッ

フはそのような学生を後押しできるような学内のボランティア活動の企画のほか、様々な社会問題へ

の啓発活動を行っている。

（１）学生スタッフ企画

　学生スタッフ企画とは、ボランティア活動の魅力を広めるため、まずは学生スタッフ自身がボラ

ンティアの魅力を再認識するために企画・参加しているプログラムである。

①　ボランティア懇談会
　ボランティアに関心のある関西大学の学生にボランティア活動の魅力

を発信する１つの手段として、ボランティアコーディネートを実施して

いる。より多くの学生に参加してもらうことを目的として普段はお昼休

みに実施しているボランティアコーディネートを、今回はお昼休みから

３限終わりまで開室時間を延長して実施した。

　　日　　時　 ５月 13 日（金） 12時20分〜15時00分

　　場　　所　 誠之館２号館１階ボランティアステーション

　　内　　容　 ボランティアコーディネート

②　富士山自然保護ボランティアツアー（法政大学主催3大学連携事業）
　3大学（法政大学・明治大学・関西大学）連携事業の一環として、法政大学主催の世界遺産であ

る富士山の麓で森林整備事業に参加した。

　団体の方からオーバーユーズ（使いすぎ）やアンダーユーズ（活用不足）の重要性、環境問題に

ついてなどのお話を伺った後、6〜7名ずつのグループに分かれて森林保全活動に取り組んだ。草

木の伐採や薪割り、枯れ木処理など、慣れない作業を行うのは大変であったが、休憩時間には木登

りをしたりブランコに乗ったりして、日常では味わえない大自然とのふれあいを楽しんだ。

　　日　　時　 ５月22日（日）９時45分〜17時00分

　　場　　所　 静岡県富士宮市

　　主　　催　 認定特定非営利活動法人富士山クラブ

　　参加者数　 37名（学生スタッフ4名、職員1名、

　　　　　　　 他大学学生32名）

　　内　　容　 草木の伐採、薪割り、枯れ木処理

　　学生スタッフの声

　・階段づくりや道の開拓など、自分が想像していたよりもはるかに本格的な活動ができました。日

常生活の中で鍬や鋸を使ったりすることがないため、初めはうまく使えませんでしたが、コツを

つかんだ後は気持ち良い程スムーズに切れるようになったのが本当に楽しかったです。

⑤　ボランティアセンター学生スタッフ養成合宿
　　学生スタッフ自身のスキルアップをめざして年２回養成合宿を実施している。

夏合宿
　新たに学生スタッフに加入したメンバーを含め、学生スタッフが積極的にボランティアに励み、

今後の活動を円滑に進められるように学生スタッフ間の仲を深めることを目的として、新型コロナ

ウイルス感染症対策を行ったうえで、日帰りで実施した。

　　日　　時　 ①９月12日（月）11時00分〜16時30分

　　　　　　　 ②９月13日（火）12時30分〜16時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎C204教室

　　参加者数　 ①37名（学生スタッフ32名、職員５名）

　　　　　　　 ②41名（学生スタッフ36名、職員５名）

　　内　　容　 交流ワーク、避難所運営ゲーム、コンセンサスゲーム、

　　　　　　　 ４年次生との交流

　　学生スタッフの声

　・避難所ゲームは色んなことを考えながら進める必要があるため、カードに書かれた情報を全て把

握しながら進めることがとても困難でした。避難所では非常に難しいことが多く、考えなければ

ならない事がたくさんある事を体感しました。

　・コンセンサスゲームを体験して、意見をどちらかに寄せるのではなくどちらの意見も取り入れる

のが大切だとわかる一方、皆の意見を入れて一つの意見にするのは難しいと感じました。

春合宿
　2023年度の活動に向けて、学生スタッフに所属する意義や意味を再確

認するとともに、今後の活動における方向性を明確にし、学生スタッフ

間で共有すること。さらに、グループワークでの意見交換やプレゼンテー

ションを通して、企画力を身につけ、今後の活動に活かしていくことを

目的として実施した。

　　日　　時　 ３月６日（月）〜３月７日（火）

　　　　　　　 10時20分開始、翌12時00分終了

　　場　　所　 高槻キャンパス100周年記念セミナーハウス・高岳館

　　参加者数　 57名（学生スタッフ53名、教職員４名）

　　内　　容　 交流ワーク、企画力の養成、2022年度の振り返りと

　　　　　　　 2023年度の目標決め

⑥　2022年度ボランティアセンター学生スタッフ活動報告会及び交流会
　2022年度は今までと引き続き感染症対策を講じつつも新し

いボランティアの形を探し、工夫して活動を行ってきた。

　2022年度の活動を振り返り、工夫した点や改善点などを見

つけて共有することで、2023年度に向けてより良い活動が行

えるようにすることを目的として実施した。

　当日は、パワーポイントを用いて2022年度に実施した18事

業の実施報告を行った後、グループに分かれてOB・OG、教職

員との交流を行った。

　　日　　時　 ３月４日（土）13時00分〜17時00分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館

　　　　　　　 ４階ミーティングルーム／オンライン（Zoom）

　　参加者数　 44名（学生スタッフ35名、教職員７名、

　　　　　　　 OB・OG２名）

　　内　　容　 2022年度に行った各事業の活動報告、

　　　　　　　 OB・OGとの交流

　　学生スタッフの声

　・参加していない企画の内容を詳しく知ることができて、2023年度に向けて参考になりました。

　・2022年度は、ボランティアをやってみたい人向けに新規企画・恒例企画を含め、幅広く事業を

実施できていたことが分かりました。ボランティアの魅力に気付いた人向けに、長期的に続けら

れる企画があるといいかもしれないと思いました。

　・この活動報告会を通して、自分が担当していなかったボランティア事業の活動内容だけではなく、

改善点まで詳しく知ることができ、とても勉強になりました。

⑦　関西大学×関西学院大学　活動報告交流会
　関西大学と関西学院大学それぞれのボランティア活動の内容や様子の共有、意見交換を通して交

流を深める機会とする。また、ボランティアステーション等の施設見学を行いながら交流すること

で、他大学の学生コーディネーターとの活動の違いなどを知り、それぞれの大学の学生スタッフが

新しい視点を得ること、これからの団体の活動に活かしていけるようにすることを目的として実施

した。

　当日は、２グループに分かれて各大学の活動についてなど意見交換をした後、ボランティアステー

ションの見学を行った。これからの継続的な交流について学生同士で話をするなど、横のつながり

をつくる良い機会となった。

　　日　　時　 ３月29日（水）15時00分～ 16時30分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎C204教室、誠之館２号館１階ボランティアステーション

　　参加者数　 15名（学生スタッフ６名、関西学院大学５名、教職員４名）

　　内　　容　 ボランティアセミナー 2023の受講、関西学院大学の学生との交流、

　　　　　　　 ボランティアステーションの見学

　　学生スタッフの声

　・他大学のボランティアをされている方とお話しする中で、関大とは違った様々な活動を知り、今

後企画をするときの参考になりました。（法学部・１年次生）

　・他大学の活動内容を聞いたり、交流ができ新鮮でした。また交流ができたらいいと思います。（環

境都市工学部・１年次生）

　・他大学のボランティアセンターの学生スタッフの活動について知りたいと思って参加しました。

コーディネーター側になって、コーディネートするイメージがつきました。（関西学院大学・３

年次生）

⑦ 　FM大阪ラジオ出演
　月替わりで、日本中の様々な大学よりサステナブルな活動に関する知識・発想を世の中に発信す

ることで、さらなるアイデアを生み出すラジオ番組FM大阪「マクセル meets カレッジナレッジ」

から依頼があり、学生スタッフ１名が２週にわたって出演した。

　関大生にボランティアの魅力を広めるためにボランティア活動を企画・運営していることや、力

を入れて取り組んでいる琵琶湖の環境保全活動について紹介した。

　　放　　送　 ７月24日（日）・31日（日）13時55分〜14時00分

　　収　　録　 千里山キャンパス 東体育館 多目的室

　　内　　容　 ボランティアセンター学生スタッフの活動紹介

（２）ボランティアセンター学生スタッフの運営

①　学生スタッフ全体ミーティング（月１回）
　学生スタッフ間の情報共有のため、月に１回全体ミーティン

グの時間を設けている。全体ミーティングは長期休み中も行い、

団体の一員として学生スタッフ全員参加を原則としている。

②　ボランティアセンター職員とのミーティング
　学生スタッフの代表１名・副代表２名で構成する幹部及び、

会計２名、ボランティア団体担当者２名で構成する役職者とボ

ランティアセンター職員とで、定期的にミーティングの時間を設け、情報共有や意見交換を行って

いる。企画準備の進捗状況や団体運営についての相談が中心ではあるが、職員と学生スタッフのコ

ミュニケーションの場にもなっている。職員が代表者と話し合うことで、各イベントの最善の取り

組み方法等を共有し、団体として成長していけるような支援につなげている。

夏合宿の様子

夏合宿の様子

春合宿の様子

春合宿の様子

③　びわ湖を美しくする運動
　 2022年度に引き続き、琵琶湖の特定外来生物の現状を把握

するために、実際に琵琶湖に足を運び、滋賀県が毎年7月1日

において「びわ湖の日」に実施している「びわ湖を美しくする

運動」の特定外来生物のオオバナミズキンバイおよびナガエツ

ルノゲイトウの駆除活動に参加した。

　滋賀県が取り組む、琵琶湖の環境保全について、現状と課題、

特に侵略的外来水生植物の繁殖力やその影響による被害を伺

い、行政として滋賀県が取り組むボランティアに関して知見を

深めた。また、実際に、湖岸に生息する大量のナガエツルノゲ

イトウを手作業で取り除く体験を行い、学生スタッフとして何

ができるのかを考えることに繋げ、今後企画する「琵琶湖ツー

リズム！～大学生で考える環境ボランティアの未来2022（実

践編）〜」で実現することとした。

　　日　　時　 ７月１日（金）９時00分〜10時30分

　　場　　所　 滋賀県大津市　大津市なぎさ公園周辺

　　協　　力　 滋賀県琵琶湖環境部自然環境保全課

　　参加者数　 ７名（学生スタッフ５名、職員２名）

　　内　　容　 特定外来生物オオバナミズキンバイおよびナガエツルノゲイトウの駆除及び関係者

への取材

④　2022ボランティア新企画募集～あなたの想いを伝えよう～
　関大生からボランティアの新企画を募集し、学生スタッフが企画者のボランティアへの想いを他

の学生に伝えるお手伝いをする。また、そのボランティアを実現することで学生スタッフの活動に

新しい視点を取り入れることを目的として、2022年度から新しく実施した。

　SDGsを意識した内容のボランティア活動で、関大生が学生スタッフとともに行うことができる

新たな企画を募集したところ、８事業の応募があり、ヒアリングなど選考を重ねベストアイデア賞

として「学童保育ボランティア」、学生スタッフ特別賞として「動物愛護団体のお手伝いをして、

犬猫と触れ合おう」の２事業が選ばれた。

　ベストアイデア賞として選ばれた「学童保育ボランティア」は学生スタッフのサポートのもと、

大阪府吹田市の「まちなかリビング北千里」にて、来館する子ども達と遊び、交流するボランティ

アとして実際に実施し、特典②として本センター活動報告書にも掲載した。

　　募集期間　 ７月25日（月）〜８月31日（金）

　　募集内容　 SDGsを意識した内容で、複数名が参加できて、みんなで

楽しめるボランティア活動のアイデア

　　募集対象　 関西大学に所属の個人またはグループ
特典： ①選ばれたアイデアは、学生スタッフのサポートのもと、実際に企画として実施

②ボランティアセンターが発行する「活動報告書」に記載
③ボランティア体験ツアーに企画者の名前を付すことができる

　　応 募 数　 ８グループ
○ キャンパスで大地震発生から避難までを考える・新！関大クリーン大作戦
○ 子ども達が防災について学べる遊びを提供する活動・子ども達とのふれあい大作戦
○ 二酸化炭素を減らし地球の環境を守るための植林ボランティア
○ 私たちの手で綺麗な海を守ろう！海岸清掃in大阪湾沿岸の浅場
○ 学童保育ボランティア・動物愛護団体のお手伝いをして、犬猫と触れ合おう

　　学生スタッフの声

　・アイデアを応募してくれたグループへヒアリングを行うことで、アイデアをより具体的に深掘す

ることができました。

　・多くの学生に参加してもらうために、広報期間をより長く設け、ボランティアセンター機関誌の

配布などで知ってもらう機会を作る工夫をするべきでした。また、体験ツアー化する企画を選定

してから実施までに時間がかかりすぎたため、次に実施する際は実施までのプロセスまで細かく

決めておきたいです。

⑤　ようこそ！　関大サロンへ
　コロナ禍でも実施できるボランティア活動として、吹田市社会福祉協議会の協力を得て、2021

年度から高齢者施設に入所する方々とZoomを繋いだオンライン交流会を開始した。

　同世代の交流だけでなく、高齢者のような日常の中ではつながりを持ちにくい異世代との交流を

通して、高齢者の人々の文化を享受するだけでなく、一緒にゲームや歓談を行い、地域において世

代を超えたつながりや相互理解を深める機会を創出することを目的として実施した。加えて、高齢

者の方との接し方を学び、学生のコミュニケーション能力の向上を図るとともに、高齢者の方や施

設職員との関わりの中で、どのようなボランティアや支援が必要なのかを知り、これから新たに行

う活動を企画する際の気づきを得ることができた。

　今後は、関大生を募集してボランティア体験ツアーとして実施することを予定している。

　　日　　時　 ①９月５日（月）13時30分〜14時30分

　　　　　　　 ②３月15日（水）13時30分〜14時30分

　　場　　所　 オンライン（Zoom）

　　受入団体　 社会福祉法人 秀明会「特別養護老人ホーム あす～る吹田」

　　参加者数　 ①10名（学生スタッフ４名、職員２名、高齢者３名、施設職員１名）

　　　　　　　 ②11名（学生スタッフ３名、職員３名、高齢者３名、施設職員２名）

　　内　　容 高齢者とのゲーム・クイズ、歓談

　　学生スタッフの声

　・高齢者の方が「楽しかった、ありがとう」と言って涙まで流してくださり、短い時間で、これほ

ど感動していただけたのがとても嬉しかったです。

　・普段あまり話すことのない年代の方々と会話することができ、とても思い出に残る良い時間を過

ごせました。

⑥　まちFUNまつりin関西大学2022　子ども店長サポートボランティア
　子ども達を中心に、ともに楽しみ学べる場を地域に作ることを目的として活動している特定非営

利活動法人 ママふぁん関西との共催事業として実施した。

　「地域に開かれた大学」を目指して始まった本イベントは、今回で6回目を迎えた。学生スタッ

フも毎年運営補助ボランティアとして参加しており、2022年度は子ども達が店長となって出展

ブースのお店を手伝い、お金のやりとりも行うことで働く楽しさやお金の大切さを学ぶ職業体験イ

ベント「子ども店長」企画のサポートを行った。

　事前にお給料袋やくじを作成し、当日も会場設営の手伝いを行った。来場した子ども達がエプロ

ンに着替える手伝いや働くお店を決めるくじ引きの対応をする中で、学生スタッフは子ども達の緊

張がほぐれるように、声掛けをするなど工夫しながら活動をした。

　　日　　時　 10月９日（日）10時00分〜13時30分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館およびその周辺

　　参加者数　 学生スタッフ７名

　　内　　容　 お給料袋やくじの作成、会場設営、「子ども店長」事業のサポート、子ども達との交流

　　学生スタッフの声

　・子ども達の元気な姿に勇気づけられる、楽しい時間でした。

　・子ども店長自身が楽しかったと笑顔で言ってくれたり、お給料を手渡しするときにありがとうと

声をかけてくれたりして、うれしかったです。

⑦　非常食配布イベント
　防災意識の向上はもちろん食品ロス削減に取り組むことでSDGsの「つくる責任　使う責任」の

達成への貢献を目指して、公益社団法人 日本非常食推進機構より提供していただいた使用期限が

迫った非常食（防災備蓄品）を配布した。

　当日は、保存用ビスケット、保存用飲料水、アルファ化米の三種類の非常食を配布するのにあわ

せて、学生スタッフが広く認知されるように広報を行った。

　配布数は、保存用ビスケット300個、保存用飲料水100本、アルファ化米41個だった。

　　日　　時　 10月10日（月）12時20分〜12時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館１階学生センター前

　　参加者数　 学生スタッフ７名

　　内　　容　 保存用ビスケット・保存用飲料水・アルファ化米の配布

（２）ボランティア体験ツアー

　ボランティア体験ツアーとは、「ボランティアに関心があるけど一歩踏み出せない」という学生に、

ボランティアの第一歩として気軽に参加できるボランティア活動として実施しているプログラムで

ある。

①　関大クリーン大作戦～関大前の交流の輪を広げよう！～
　関西大学周辺まちづくり勉強会※主催の清掃活動にボランティア活動

として参加した。

　当日は、地域の方や体育会学生と協力して、関大前通りや千里山ユー

トピア遊園の清掃を行った。道端にはタバコの吸い殻が多く、側溝にも

マスクや包装紙のゴミが多く落ちていた。ゴミ拾いを終えたら、根を残

さないように専用の道具などで掘り起こしながら千里山ユートピア遊園

の除草作業を行った。普段なかなか関わることのない地域の方と交流し

ながらの活動となり、終始笑顔が絶えない時間となった。

※阪急電鉄関大前駅周辺の地域において、安心・安全で活力と魅力あふれる「ま
ちづくり」を推進し、自治会、関大前商店街、学校法人関西大学及び行政で
課題を共有し、方策を検討することを目的とした組織。現在は、関大前ラボ
ラトリ（通称まち・かん）の管理運営及び関大前周辺地域の美化活動を主な活動としている。

　　日　　時　 ４月14日（木）８名、５月12日（木）雨天中止、６月９日（木）６名、10月13日（木）

７名、11月10日（木）３名、12月８日（木）７名　14時00分〜15時00分

　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ15名、本学学生延べ16名

　　場　　所　 阪急電鉄関大前駅～関西大学正門の周辺道路、千里山ユートピア遊園

　　主　　催　 関西大学周辺まちづくり勉強会

　　内　　容　 関大前通り、千里山ユートピア遊園の清掃

　　企画学生の声

　・関大前はタバコのゴミや雑草が多く、清掃のやりがいが大きいと感じました。また、地域の方や

関大生とも交流しながら行えたため、最後まで良い雰囲気で清掃できたと思います。

　・参加してくれた関大生と活動中もたくさん話せました。１人で清掃に集中するよりも話しながら

のほうが楽しく、時間が過ぎるのが早かったです。

　　参加者の声

　・コロナ禍でも自分がやれることに挑戦したかったから参加しました。地域の人と交流できてよ

かったです。（社会学部・２年次生）

　・街が綺麗になっていくのがうれしかったです。地域の人たちとも協力しあうことができて、充実

した時間でした。（法学部・1年次生）

②　関大クリーン大作戦in高槻
　普段利用している駅やキャンパス周辺を清掃し、景観を保護すること

で、学生や地域の方々が気持ちよく利用することを目的に、また、阪急

高槻市で活動することで高槻キャンパス、高槻ミューズキャンパスの学

生も気軽にボランティアに参加できる機会を設けることを目的として実

施した。

　4月実施時は、阪急高槻市駅周辺の本通り商店街と中通り商店街の二

手に分かれて、清掃活動を実施した。11月実施時は、参加者全員で清

掃活動を実施した。両日とも、最初にアイスブレイクを行い、交流をし

てから清掃活動に取り組んだため、雰囲気がよく楽しく活動することが

できた。

　　日　　時　 ①４月17日（日）９時00分〜10時30分

　　　　　　　 ②11月27日（日）９時00分〜10時30分

　　場　　所　 阪急高槻市駅周辺

　　参加者数　 ①15名（学生スタッフ５名、本学学生10名）

　　　　　　　 ②７名（学生スタッフ６名、本学学生１名）

　　内　　容　 阪急高槻市駅周辺の清掃

　　企画学生の声

　・想像していたよりも多くの人に参加してもらうことができて、アイスブレイクや清掃活動中は参

加者同士の交流があり、いい雰囲気で活動することができてよかったです。

　・活動中に通りがかった地域の方から「お疲れ様です。」というお言葉をいただくことができて、

嬉しかったです。

　　参加者の声

　・友達の輪を広げたいと思い参加しました。ゴミをたくさん拾うことができてやりがいがありまし

た。（社会安全学部・１年次生）

　・少人数のグループに分かれてのゴミ拾いだったので、1人で参加しても他の参加者と話しながら

活動しやすくて良かったです。（総合情報学部・３年次生）

③　淀川掃除
　淀川河川敷の清掃をすることで、大阪湾へゴミが流れ込むことを防ぎ、

淀川の水質や景観を保護することを目的に、また、清掃活動という気軽

に参加できる点を活かして、関大生にボランティア活動の魅力を広める

機会にすることを目的として実施した。2021年度には、淀川河川事務

所に相談を行ったうえで、これまで清掃を行っていた南方地区から行政

の対応が追い付いていないより河口の西淀川区福町地区へ場所の変更を

行った。

　４月実施時は雨天だったため、河川敷の手前を２グループに分かれて

清掃活動を行い、途中でグループを入れ替える等、参加者同士がより多

く関われるよう工夫を行った。

　10月実施時は晴天に恵まれ、5グループに分かれて河川敷を広く清掃

した。

　　日　　時　 ①４月24日（日）10時00分〜12時00分

　　　　　　　 ②10月23日（日）10時00分〜12時00分

　　場　　所　 大阪市西淀川区　阪神福駅近くの河川敷

　　参加者数　 ①26名（学生スタッフ8名、本学学生18名）

　　　　　　　 ②20名（学生スタッフ10名、本学学生10名）

　　内　　容　 淀川河川敷の清掃

　　企画学生の声

　・雨の中での実施となり、予定していた通りの淀川掃除は出来ませんでしたが、参加者の方から「楽

しかった」という言葉が聞けて嬉しかったです。

　・通りすがりの地域の方からどこの大学の団体なのかと尋ねられ、「ありがとうね、頑張って！」

とお声掛けいただいて嬉しかったです。

　　参加者の声

　・河川敷には多くのゴミが落ちていて、それらを拾っていくことが単純に楽しかったし、学生ス

タッフの方や参加者の方と色々話せてよかったです。（外国語学部・１年次生）

　・前に参加した清掃ボランティアで誘ってもらったので、参加しました。思っていたよりもプラス

チックのゴミが多くて驚きました。（政策創造学部・１年次生）

④　献血呼びかけボランティア

　献血の必要性を多くの学生に伝えることが、社会貢献につながるとい

うことを知ってもらうこと、また、気軽に参加できる学内ボランティア

を通じて、ボランティアの良さを身近に感じてもらい次のボランティア

活動参加のきっかけを創出することを目的として実施した。

　現在の日本では少子高齢化が進み、輸血を必要とする高齢者の割合が

増える一方で、それを支える若者の献血者数が減っているという危機的

状況にある。また、血液は長期の保存ができないため、安定的な供給が

必要であるが、献血について学生の関心が薄いのが現状である。

　献血を実施の広報だけでなく、当日は、献血車前で看板を持って献血

協力の呼びかけを行った。

　　日　　時　 ４月25日（月）14名、４月26日（火）９名、５月10日（火）６名、６月７日（火）８名

　　　　　　　 10月12日（水）10名、10月20日（木）３名、11月11日（金）６名、12月５日（月）４名

　　　　　　　 11時30分〜13時30分、12時00分〜13時00分

　　　　　　　 ※10月20日は関大防災DAYの事業の一環として実施した。
　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ40名、本学学生延べ20名

　　場　　所　 千里山キャンパス総合図書館前、悠久の庭前、

　　協　　力　 大阪府赤十字血液センター

　　内　　容　 献血への協力呼びかけ

　　企画学生の声

　・授業終わりで人通りが多い時間帯に呼び込み時間を設定したため、効果的に呼びかけが行えたと

思います。前を通った方が自分たちの呼びかけに反応してくださって嬉しかったです。また、毎

月行っているので声を出すことに慣れてきて、積極的に声かけをすることができました。

　・呼びかけを行ったことで、多くの学生に献血実施中であることに気付いてもらうことができまし

た。呼びかけに反応してくださる方もいて嬉しかったです。

　　参加者の声

　・輸血経験があるため、恩返しになればと思って参加しました。活動はアットホームな雰囲気で楽

しむことができました。（文学部・２年次生）

　・自分が想像していた以上に人が集まり、献血に協力していたので、声掛けの達成感を感じました。

（商学部・３年次生）

⑤　関大花植え活動（大学昇格100年記念）
　大学昇格100年記念事業の一環として、経済学部と商学部の学び舎で

ある第２学舎１号館前の広場を、山岡順太郎の胸像とともにリニューア

ルすることとなり、管財課の協力のもと、花壇の花植え活動を実施した。

大学昇格100年という節目に、緑のなかで新しい仲間と出会って交流し

ながら、学生たちの愛校心を育むこと。また、今後の広報を含めて、「ボ

ランティアセンター学生スタッフ」が大学内で広く認知されることを目

的として実施した。

　当日は、業者の方の指示に従いながら土を掘り、花を植えた。活動の

途中から雨が降りだしたため、レインコートを着用しての活動になった

が、参加者全員が熱心に取り組んだ結果、予定よりも広い範囲に花を植

えることができた。

　　日　　時　 ５月13日（金）９時00分〜12時10分

　　場　　所　 千里山キャンパス第2学舎1号館前広場

　　参加者数　 30名（学生スタッフ９名、本学学生21名）

　　内　　容　 花壇の花植え

　　企画学生の声

　・花を植える場所の土が硬くて、掘るのに思ったより時間がかかって大変でした。また、植えると

きに花の間隔や全体のバランスを考えるのが難しかったので、わからないことがあったら業者の

方に質問しながら作業をすすめました。

　・業者の方から「これからも手伝いにきてほしい」と言って褒めていただけて、嬉しかったです。

　　参加者の声

　・花植えに興味が湧いたので参加しました。想像していたよりも体力を使い、花壇がきれいになっ

ていくのが分かってやりがいがありました。（システム理工学部・４年次生）

　・ボランティア活動を体験してみたかったので参加しました。自分の活動が花というかたちで残っ

て嬉しいです。（文学部・１年次生）

⑥　高槻景観美化ボランティア
　自然と共生する「花と緑のまちづくり」に寄与することを目的として

いる高槻市のNPO法人「花と緑のまちづくり 高槻景観園芸クラブ」と

の連携事業として活動に参加し、学生に環境美化、地域交流の必要性を

学んでもらうことを目的として実施した。

　高槻景観園芸クラブの方々から活動の説明を受けた後、初対面の学生

の緊張をほぐすためにアイスブレイクを行った。高槻景観園芸クラブの

方々の指示に従い、苗床を整備して花を植えていく中で、良い苗の見分

け方や植物の種類なども教えていただいた。

　11月実施時は花を植えた後、花壇周りや他の花壇に積もった大量の

落ち葉を拾い集め、花壇全体の景観を美しく整えた。

　幅広い世代の憩いの場所である公園を美化し、まちづくりに関心を持

てるような事業は貴重なものであり、団体の方々とコミュニケーション

を取りながら、楽しく花植え活動を行うことができた。

　　日　　時　 ①５月14日（土）８時50分〜11時00分

　　　　　　　 ②11月20日（日）９時00分〜11時00分

　　場　　所　 大阪府高槻市　高槻城公園

　　　　　　　 連携先 NPO法人 花と緑のまちづくり 高槻景観園芸クラブ

　　参加者数　 ①７名（学生スタッフ５名、本学学生２名）

　　　　　　　 ②６名（学生スタッフ４名、本学学生２名）

　　内　　容　 高槻城公園内の花壇の手入れ、地域の方との交流

　　企画学生の声

　・団体の方といろんなお話をしながら花植え活動を行い、花植えをしたことがない学生でも不安な

く楽しめた事業でした。参加学生にボランティアの魅力を伝えるとともに、自身も改めてボラン

ティアの魅力を感じることができました。

　・花にも一つ一つ個性があり、それぞれに花の魅せ方があるのだと初めて知り、ただ活動するので

はなく、何かを意識して取り組むことの大切さを学びました。

　　参加者の声

　・花壇の手入れをしたことがなく、一度してみたいと思ったので参加しました。花壇が綺麗になっ

た際に感じた達成感や団体の方々との交流を通じて、ボランティアの魅力や楽しさを感じること

ができました。（法学部・４年次生）

⑦　関大クリーン大作戦in梅田
　梅田キャンパスの周辺を清掃することで環境や景観を保護し、通行す

る人々が気持ちよく過ごすことができるようにすること、気軽に参加で

きるボランティア活動として清掃活動に参加することでボランティアの

やりがいや楽しさを感じてもらうことを目的として実施した。

　当日は、梅田キャンパスの教室にてアイスブレイクを行ったあと、２

グループに分かれて茶屋町エリアの清掃を約１時間行った。清掃活動中

には、通りがかった人や清掃ルートの並びにある店舗の方からお礼の言

葉をもらうことができ、参加者の達成感や満足感につながった。日曜の

朝ではあったが人通りや車が多く、学生スタッフが時折声をかけて注意

を促しながら活動した。

　　日　　時　 ①５月15日（日）９時00分〜11時00分

　　　　　　　 ②11月13日（日）９時00分〜11時00分

　　場　　所　 梅田キャンパス周辺

　　参加者数　 ①19名（学生スタッフ５名、本学学生14名）

　　　　　　　 ②13名（学生スタッフ３名、本学学生10名）

　　内　　容　 梅田キャンパス周辺の清掃

　　企画学生の声

　・アイスブレイクで学部や趣味などの自己紹介を行ったので、活動中の話題ができてすごく話しや

すかったです。友達同士が一緒になるようにグループ分けしたのがよかったのか、参加した学生

同士楽しそうに活動していました。

　・清掃の距離を延ばすなどの工夫をしましたが、ルートによってゴミの量が違っていたので、ルー

トの見直しが必要だと感じました。雨の中での活動でしたが、みんなで楽しく清掃活動ができた

ので嬉しかったです。

　　参加者の声

　・活動場所が梅田なので参加しやすいと思い参加しました。普段なかなかゴミ拾いを行う機会がな

かったので経験できて良かったです。（商学部・１年次生）

　・一度ボランティアに参加してみたいと思ったので参加しました。自分たちで街を少しでも綺麗に

する活動ができ、良い経験になりました。（社会安全学部・１年次生）

⑧　関大クリーン大作戦～千里山キャンパス周辺の清掃～
　普段自分たちが利用している千里山キャンパス周辺を清掃することで

環境や景観を保護し、関大生や地域の方々がより気持ちよく過ごすこと

ができる。また、授業の空きコマに気軽に参加できることでボランティ

ア活動を身近に感じてもらうことを目的として実施した。

　活動前にアイスブレイクを行い、学部や学年に関係なく学生同士が交

流することで、その後の活動も和やかな雰囲気で進めることができた。

清掃は関大前ルートと名神高速道路沿いルートの2コースに分かれて

行った。ゴミは「燃えるゴミ」「ビン・カン」「ペットボトル」の3つに

分類して集めたが、タバコの吸い殻が最も多く、ゴミを拾うだけでなく、

今後はゴミを捨てる人が少なくなるように啓発を目的とした活動も検討

している。

　　日　　時　 ①５月21日（土）10時40分〜12時10分

　　　　　　　 ②10月15日（土）10時40分〜12時10分

　　場　　所　 千里山キャンパス周辺

　　参加者数　 ①10名（学生スタッフ３名、本学学生７名）

　　　　　　　 ②16名（学生スタッフ７名、本学学生９名）

　　内　　容　 千里山キャンパス周辺の清掃

　　企画学生の声

　・ゴミの量が少なく、やりがいを感じにくいのではないかと心配でしたが、清掃中はずっと楽しく

会話しながら活動を行うことができました。

　・参加者の１回生が１人で、他の上級生と仲良くなれるかどうか不安がありましたが、始まってみ

ればみんな会話が絶えず、終始楽しく活動することができました。

　　参加者の声

　・自分が通っている大学に恩返しをしたいと思って参加しました。意外と大学の周りが綺麗だった

ことに驚きました。（社会学部・３年次生）

　・アルバイトをやっていないため、他に何か出来ることはないか、頑張れることはないか、と探し

ていたらこのボランティアを見つけて参加しました。意外と細かいゴミが多く、拾うのが大変で

したが、充実した時間を過ごせました。（法学部・１年次生）

⑨　関西大学×法政大学 スポーツゴミ拾い
　法政大学と連携しZoomを用いて合同でゴミ拾いを実施した。「スポー

ツゴミ拾い」とは、制限時間内に指定されたエリアのゴミを拾い、拾っ

たゴミの量と種類で得点を競い合うというスポーツ要素を加えた、日本

発祥の新感覚清掃活動である。ゴミ拾いにスポーツ要素をかけ合わせる

ことで、ゴミ拾いをスポーツ感覚で楽しみ、ボランティアへの興味を引

き出し、法政大学の学生と交流を深め、参加者同士で協力してゴミ拾い

を行うことで連帯感や達成感を得ることを目的として実施した。

　当日は、Zoomを繋ぎながらキャンパス周辺の清掃を行い、清掃の様

子だけでなく、キャンパスの様子なども映すことで大学の所属を超えて、

学生ボランティア同士の交流も行うことができた。

　　日　　時　 ①５月29日（日）14時00分〜16時20分

　　　　　　　 ②３月13日（月）13時50分〜16時20分

　　場　　所 ①関西大学千里山キャンパス周辺および凜風館１階学生ラ

ウンジ

　　　　　　　 　法政大学市ヶ谷キャンパス周辺および外濠校舎３階S305

　　　　　　　 ②関西大学千里山キャンパス周辺および尚文館１階マル

チメディアAV大教室

　　　　　　　 　法政大学市ヶ谷キャンパス周辺および外濠校舎３階S305

　　共　　催 法政大学ボランティアセンター、法政大学ボランティアセ

ンター学生スタッフ VSP

　　参加者数 ①32名（学生スタッフ10名、本学学生７名、法政大学15名）

　　　　　　　 ②25名（学生スタッフ７名、本学学生６名、法政大学12名）

　　内　　容 それぞれのキャンパス周辺のゴミ拾い、クイズ大会、法政大学との交流

　　企画学生の声

　・拾ったゴミを得点化して競うのはゲーム感覚があり、参加者

に楽しんでもらえたように思います。参加者の方がゴミを袋に

入れるときに何を拾ったかを伝えてくれたので、記録がスムー

ズに進みました。

　・単なるゴミ拾いではなく、ゴミを点数化してチーム対抗で競う

ことで、楽しみながらも一生懸命に取り組むことができ、参加

者にボランティアを楽しむ感覚を味わってもらえて、非常に良

かったです。

　　参加者の声

　・スポーツゴミ拾いはゲーム性があり、法政大学の学生と交流し

ながら楽しく活動することができました。（文学部・２年次生）

　・学生スタッフの方もほかの参加者の方も丁寧に接してくれて嬉

しかったです。おかげで楽しく街を綺麗にすることができまし

た。（法学部・２年次生）

⑩　1000000人のキャンドルナイト 茶屋町スロウデイ2022
　梅田・茶屋町エリアの企業、地域団体、学校および行政などが集まっ

て“歩いて楽しいまちづくり”を推進し、茶屋町の魅力を発信する本イ

ベントに2017年度から参加している。魅力発信に取り組み地域の活性

化を行い、キャンドルの灯りを見てくれる人に気持ち安らぐ時間や癒し

を提供することを目的として実施した。

　2022年度は「Convivial 〜ともに愉しむ日～」をテーマに、３年ぶ

りの現地開催となった。「キャンドルの灯りが人々の心に安らぎと未来

への希望をもたらすように」という願いを込めて、学生スタッフは

CHASKA茶屋町（ジュンク堂書店）前にキャンドルアートを設置した。

　事前に学生スタッフが考えたデザインを基にキャンドル装飾を行い、

設置・点火・火の見守り・会場の片付け等の活動を行った。

　キャンドルに火が灯り、日が落ちて街が暗くなるにつれて、大勢の方がキャンドルアート前で足

を止めて写真撮影を行い、キャンドルの光に照らされた笑顔に溢れたイベントとなった。

　　日　　時　 ①事前説明会：５月25日（水）12時20分〜12時50分

　　　　　　　 ②活　　　動：６月１日（水）13時00分〜22時00分

　　場　　所　 ①千里山キャンパス凜風館1階ピアエリア／オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②大阪市北区　CHASKA茶屋町

　　参加者数　 24名（学生スタッフ11名、本学学生13名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明会

　　　　　　　 ②キャンドル装飾の制作・設置・点灯・見守り

　　企画学生の声

　・CHASKA 茶屋町全体がキャンドルの温もりに包まれた空間を体感できて良かったし、自分がそ

の空間を作る側として携わることができて嬉しかったです。たくさんの方達が見に来てくれたり

写真を撮ったりしてくれて、地域の活性化に貢献できたと思えました。

　・日が沈んだ後、キャンドルが光っている景色を見た時に、とても感動しました。たくさん写真

を撮っている方や、キャンドルの灯をずっと眺めている方もいらっしゃって嬉しかったです。

　　参加者の声

　・点灯時間までにキャンドルの設置が間に合うか不安でしたが、参加者の方々と協力して取り組み、

デザイン通りのものを完成させることができました。点灯した綺麗なキャンドルを見ると、達成

感や安らぎを感じることができ、ボランティアに参加して良かったと感じました。（社会学部・

１年次生）

　・一緒に活動した関大生と仲良くなることができ、入学してなかなか友達ができなかった自分に

とってすごく嬉しく、楽しいボランティア活動でした。（社会学部・２年次生）

⑪　大和川掃除
　堺キャンパス周辺を流れる大和川河川敷を清掃することで景観を清潔

に保つことができ、地域の方が河川敷をより気持ちよく利用できると同

時に、堺キャンパス周辺の地域貢献活動を目的として実施した。

　本活動は、堺キャンパスに通う学生にとって参加しやすい活動場所で

あることから、堺エリアで活動を展開しているボランティア団体

「WEVO」とも連携して実施している。

　当日は雲が多かったが気温は高かったため、こまめに休憩をとり、熱

中症に気を付けながら清掃活動をした。河川敷には大和川上流から家庭

ゴミやペットボトル等が流れてくるため、参加者全員で力を合わせて清

掃することで河川敷を綺麗にすることができた。

　　日　　時　 ６月５日（日）９時30分〜11時30分

　　場　　所　 大阪府堺市　大和川左岸河川敷

　　参加者数　 72名（学生スタッフ14名、本学学生17名、WEVO所属学生41名）

　　内　　容　 大和川河川敷の清掃

　　協　　力　 WEVO

　　企画者の声

・普段交流する機会が少ないWEVOの方達と交流することが出来て、貴重な機会でした。一見何も

無いように見えても、掘ってみると靴が1足出てくるなど、砂に埋まっているゴミが沢山見られ

ました。

　・同じグループの方たちと楽しく話しながら協力して清掃することができて良かったです。堺キャ

ンパスの方と一緒に活動することは初めてだったので、とても新鮮でした。キャンパス間の交流

にもなり、有意義な活動となりました。

　　参加者の声

・社会経験を積むために参加しました。初対面の人とも話すことができたので良かったです。（法

学部・３年次生）

　・ボランティアの経験を積む良い機会になると考えたので、参加しました。活動自体は思っていた

よりも短く感じ、少人数でのグループだったので活動しやすかったです。（法学部・３年次生）

⑫　吹田くわいボランティア 
　若者の農業への関心が低下し、千里山キャンパスがある吹田市の特産

品である吹田くわいの認知度が低いという現状がある。そこで、吹田く

わいの植え付けから収穫まで一年を通した活動を通して、吹田くわいに

ついて深く理解してもらうとともにボランティアの魅力に気付いてもら

うことを目的として実施した。

　どちらの活動も、農園の方から吹田くわいの説明をしていただき、植

え付けや収穫のコツについてお話しいただいた後、作業を行った。植付

けでは、日常生活では着る機会のない胴長を着用しての作業に苦戦しな

がらも、参加者同士で声を掛け合い農業の大変さを感じながら活動した。

収穫では、備中鍬でくわいを傷つけないように慎重に泥をかき分けなが

ら、全部で約700グラムのくわいを収穫した。

　　日　　時　 ①植え付け：６月16日（木）14時45分〜17時00分

　　　　　　　 ②収　　穫：12月５日（月）14時45分〜17時00分

　　場　　所　 大阪府吹田市　西農園

　　協　　力　 吹田市都市魅力部 地域経済振興室

　　参加者数　 ①13名（学生スタッフ５名、本学学生８名）

　　　　　　　 ②６名（学生スタッフ６名）

　　内　　容 吹田くわいの植え付けと収穫作業の手伝い

　　企画者の声

　・大学のある吹田市の特産品に触れることができ、地域のことを少しでも知るきっかけとなりまし

た。

　・くわいを収穫する作業は考えていたよりも大変でしたが、そのぶん達成感があり、泥の中からく

わいを見つけた時は嬉しい気持ちになりました。頂いたくわいを家に帰って素揚げにして食べて

みると、自分達で収穫したこともあってとても美味しかったです。

　　参加者の声

　・普段の生活で農業に関わることがないので、やってみたいなと思って参加しました。農業体験だ

けでなく、くわいの事を知ることもできてよかったです。（文学部・４年次生）

　・「すいたん」のモチーフであるくわいに興味があったので参加しました。また、学生スタッフの

方が話しやすくてよかったです。農家の方のお話も面白かったです。（法学部・２年次生）

⑬　飛鳥光の回廊2022 ～明日香をともす「和」のひかり～
　明日香村で毎年行われている、石舞台古墳をはじめ岡寺や飛鳥寺など、

明日香村内の代表的な史跡・寺社・施設をろうそくやLEDライトの明か

りで彩る地域活性化イベントで、奈良県明日香村との連携事業として実

施した。

　「キャンドルの輪と和でつながる光」を関西大学のテーマとし、キャ

ンドルのデザインや配置を考え、他の活動では得られない大変さと、よ

り大きなやりがいや達成感を感じることができた。

　残念ながら1日目は雨天のため中止となったが、石舞台古墳や奈良県

立万葉文化館などを見学し、明日香村の歴史や文化的価値について学ん

だ。2日目は、用意した約3000個の色付き紙コップを「ボランティア

センター 2022」という文字やピラミッド、円の形に並べた。夕方から

は多くの方が来場し、写真撮影をしたりと笑顔溢れる楽しい空間となった。

　　日　　時　 ①事前説明会：９月１日（木）12時00分〜13時00分

　　　　　　　 ②活　　　動：９月23日（金）10時00分〜17時00分

　　　　　　　 　　　　　　　９月24日（土）11時00分〜22時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②奈良県高市郡明日香村　川原寺跡

　　連 携 先　 奈良県明日香村

　　参加者数　 40名（学生スタッフ延べ21名、本学学生延べ19名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明

　　　　　　　 ②キャンドルデザイン案の作成、キャンドルを入れる紙コップの制作、

　　　　　　　 　キャンドルの設置・点灯・撤去、明日香村の散策、地域の方との交流

　　企画学生の声

　・イベントが始まると多くの方が見に来てくださり、「きれい」「すごい」などのお声をきくことが

でき、このイベントに関西大学ボランティアセンター学生スタッフとして参加してよかったと思

いました。

　・気温が高い中、多くのキャンドルを並べていくのは大変だったが、みんなで協力し合いながら長

時間かけて作り上げたので、その分、夜になりキャンドルの灯りがきらきらしているのを見ると

とても達成感を感じることができました。

　　参加者の声

　・楽しそうだと思ったので参加しました。思っていたよりずっと大変だったけど、終わったあとの

達成感が気持ちよかったです。（社会安全学部・1年次生）

　・みんなでキャンドルを並べるのがとても楽しかったです。参加して良かったと思いました。（経

済学部・1年次生）

⑭　下校見守り活動
　吹田警察生活安全課防犯係と連携して、千里山キャンパス近くの小学

校に通う子どもが安全に下校できるような環境を守ることを目的とし

て、千里山キャンパス周辺の小学校の下校時間にあわせて正門前で見守

り、声かけを実施した。

　当日は、子どもたちが「さようなら」「気を付けて帰ってね」と声を

かけると元気よく挨拶を返してくれたり、関西大学という名前を見て

「知ってる！」と声をかけてくれたりと、参加した学生ボランティアと

の交流を楽しむ様子が伺えた。

　　日　　時　 10月11日（火）７名、13日（木）４名、14日（金）４名　14時00分〜15時00分

　　　　　　　 10月12日（水）３名　12時45分〜14時15分

　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ10名、本学学生延べ８名

　　場　　所　 吹田市立千里第二小学校

　　協　　力　 吹田警察署生活安全課防犯係

　　内　　容　 小学校正門前での声掛け、見守り

　　企画学生の声

　・見守り活動中はできるだけ腰を屈めて、子どもたちと目線の高さを合わせて挨拶することを心が

けるようにしました。地域に根ざしたボランティア活動を企画できてよかったです。

・元気に挨拶をしてくれた子どもも多く、見守り活動をしている私たちの方が元気をもらいました。

　　参加者の声

　・実際に吹田警察署の方と連携して、見守り活動をするという貴重な経験ができて良かったです。

小学生から挨拶を返してもらえたりして本当にやってよかったと思いました。とてもいい経験に

なりました。（法学部・３年次生）

　・はじめてのボランティア活動で緊張していましたが、学生スタッフの方も職員の方も優しくて安

心しました。見守り活動もやりがいを感じることができたので、参加してよかったです。（商学部・

３年次生）

⑮　琵琶湖ツーリズム！～大学生で考える環境ボランティアの未来2022（実践編）〜
　関西大学ボランティアセンターは2017年度から琵琶湖の保全活動に

取り組んでいる。2017年度は特定外来生物オオバナミズキンバイ駆除

活動、2018年度は清掃活動を実施し、2019年度及び2020年度は新型

コロナウイルス感染症拡大の影響により実施を見合わせた。

　本学主催３大学（法政大学・明治大学・関西大学）連携事業として、

法政大学の学生ボランティアとともに、琵琶湖岸の環境保全活動として

滋賀県長浜市の南浜漁港にて、船の出港を妨げている特定外来生物ナガ

エツルノゲイトウの駆除活動を行った。

　当日は、学生ボランティア全員が胴長とライフジャケットを身につけ、

岸と舟上よりナガエツルノゲイトウの駆除活動を行った。ナガエツルノ

ゲイトウは、琵琶湖や内湖、河川などの水際に生育している水陸両生の多年生の植物で、茎の断片

からも再生するほど繁殖力が強いため、機械ではなく手作業で根や茎をできるだけ残さないように

根本から丁寧に引き抜き、陸に上げる作業を熱心に行った。

　その結果、夕方には、湖面が見えないほど群生していたナガエツルノゲイトウのほとんどを駆除

することができ、参加者全員がやりがいや充実感を得ることができ、大学生として環境ボランティ

アの未来を考えるうえでの契機となった。また、今回の活動を通して、大学の所属を超えて学生ボ

ランティア同士が交流を行うことができ、有意義な1日となった。

　　日　　時　 ①事前説明会：10月11日（火）12時15分〜12時50分

　　　　　　　 ②駆 除 活 動：10月16日（日）７時30分〜18時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②滋賀県長浜市　南浜漁港

　　活動協力　 滋賀県立琵琶湖博物館　特別研究員 /

　　　　　　　 滋賀県琵琶湖環境部 自然環境保全課 副主幹　中井 克樹 氏

　　　　　　　 南浜漁業協同組合

　　参加者数　 ①36名（学生スタッフ30名、本学学生６名）

　　　　　　　 ②42名（学生スタッフ24名、本学学生５名、法政大学９名、教職員４名）

　　内　　容　 特定外来生物ナガエツルノゲイトウの駆除活動

　　企画学生の声

　・ナガエツルノゲイトウは、とるのが難しく、無理に引っ張っても途中で切れてしまうと意味が

なく、ナガエツルノゲイトウの駆除の大変さに驚きました。活動後のきれいな湖面を見たからこ

そ、自然をこれからも大切にしていかなければいけないと感じました。

　・関西大学及び法政大学の学生、職員の方たちと活動中に交流できたので、楽しかったです。自分

たちの活動の成果を現地の方が喜んでくれていたことで、より達成感を感じることができました。

　　参加者の声

　・ナガエツルノゲイトウの駆除活動は、協力することが必須な作業だったので、参加者同士でコ

ミュニケーションをとり新しい輪を広げられてよかったです。（関西大学・３年次生）

　・外来種の駆除という貴重な体験をしてみたいと思い、参加しました。目に見える形で成果が現れ

るので、達成感を感じることができ参加してよかったと感じました。（関西大学・１年次生）

　・晴天の中、関西大学の皆さんと協力して非常に楽しく活動することができました。また、漁協の

方も優しく特定外来生物の駆除方法を教えてくださり、初心者でもすぐに取り組める内容でした。

昼食時は関西大学のみなさんとコミュニケーションを取りながら時間を過ごすことができ、２大

学合同ボランティア活動ならではの有意義な経験となりました。（法政大学・３年次生）

　・関西大学の方々と連携して、特定外来生物を駆除することができて良かったです。また、今回の

駆除活動を通じて、どれだけ湖が汚れているのかを目の当たりにし、今後、自分がどのように環

境活動に関わっていけばいいのかを考える良い機会になりました。（法政大学・２年次生）

⑯　2022年度学園祭「環境問題ってなんだろな？〜クイズで！ゲームで！楽しく学ぼう！〜」
　学生スタッフは、淀川河川敷の清掃活動や琵琶湖の特定外来生物の

駆除活動などといった環境保全活動を普段から多数実施している。そ

ういった経験を活かし、遊びを通して子ども達に環境問題について考

えるきかっけをもってもらえるような企画とした。また、統一学園祭

に来訪される保護者の方や地域の方及び本学学生に、ボランティア活

動の魅力と学生スタッフの活動を知ってもらうことを目的として実施

した。

　本学統一学園祭には、親子連れや子どもが多く来場するため、子ど

もを対象としてSDGs（特に環境問題）について学んでもらうため、環

境問題というテーマで3つのブースを設けた。当日は多くの子ども達が

訪れ、ゲームを通して環境問題について学びを得る機会となった。

　　日　　時　 11月３日（木）12時00分〜15時30分

　　　　　　　 11月４日（金）10時00分〜16時00分

　　　　　　　 11月６日（日）10時00分〜13時00分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館１階学生ラウンジ

　　参加者数　 102名（学生スタッフ延べ94名、本学学生延べ８名）

企画内容：

・紙芝居

　海洋プラスチック問題を中心とした環境問題について紙芝居で説

明したあと、身近な例を使ったクイズで環境問題について楽しく学

んでもらった。

・ミニゲーム

　牛乳パックや段ボールなどを再利用して作ったおもちゃで魚釣り

ゲームをしてもらった。捨てるはずだったもので遊んでもらうこと

で、リサイクルの大切さやゴミを減らす工夫などについて楽しみな

がら学んでもらった。

・塗り絵

　色鉛筆やクレヨンを使ってSDGsや地球をモチーフにした塗り絵

をしてもらいながら、SDGsについて興味を持ってもらった。

　　企画学生の声

　・初めて学園祭に参加しましたが、とても楽しかったです。子ども達が楽しみながらも環境問題に

ついて学びを深めてくれている姿が、とてもいきいきとしていたのが嬉しかったです。

　・ミニゲームも塗り絵も紙芝居も全て子ども達は楽しそうに体験してくれていました。笑顔で帰っ

ていく子ども達を見ると、とても嬉しく感じました。

　　参加者の声

　・一度もボランティアに参加したことがなかったので、参加してみたいと思って参加しました。来

場してくれた子ども達が可愛かったです。（経済学部・３年次生）

　・子どもとコミュニケーションを取れる良い機会だと思ったので参加しました。学生スタッフの方

も親切で楽しく活動できました。（社会学部・１年次生）

⑰　千里キャンドルロード2022
　吹田市と豊中市にまたがる千里ニュータウンの人口にちなんだ９万個

のキャンドルに灯をともすイベント「千里キャンドルロード」に本セン

ターは2014年度から参加し、今回で８回目となる。10周年を迎えた今

年は、『「出会い」これまでも…これからも…』をテーマに、３年ぶりに

来場予約なしでの開催となった。

　学生スタッフはキャンドルのデザインから考え、2022年度は、約

2000個の紙コップを色づけした大きな赤いハート２つを中心に、伸び

る 蔦 葉 や 青 い 紙 コ ッ プ で 縁 取 り し た「Kandai Volunteer Center 

2022」の白い文字など、工夫を凝らしたデザインを作成した。

　当日は、多くの方が訪れ、暗くなってキャンドルに火が灯されると、

あたり一帯が幻想的な光景になる様子を訪れた方たちが足を止め写真撮影をするなど、笑顔溢れる

光景となった。

　　日　　時　 11月５日（土）11時30分〜21時00分

　　場　　所　 吹田市立千里南公園

　　主　　催　 千里キャンドルロードプロジェクト

　　参加者数　 40名（学生スタッフ33名、本学学生７名）

　　内　　容　 キャンドルデザイン案の作成、キャンドルを入れる紙コップの色付け、

　　　　　　　 キャンドルの設置・点火・見回り・片付け

　　企画学生の声

　・「ここ（関大の作品）すごい！」「ここがメインやね。」などと、来場した方からの嬉しい言葉を

たくさん耳にしました。準備は大変でしたが成功して良かったと思えた瞬間でした。

　・スペースの問題もあり、当日にデザインの変更をしましたが、とても上手に完成させることがで

きて達成感がありました。学生スタッフの参加人数がとても多く、学生スタッフの交流の場となっ

ていたのも良かったです。

　　参加者の声

　・楽しそうだと思ったので参加しました。みんなで一つのものを作れていい経験になりました。（経

済学部・３年次生）

　・学園祭期間で授業がなく時間が空いていたこともあり、参加を決めました。想像していた以上に

キャンドルに灯をともした光景が綺麗で、また、地域の人達にも満足していただけたようでやり

がいを感じました。（法学部・２年次生）

⑱　大阪マラソン2023給水ボランティア
　今回で11回目の開催を迎える大阪マラソンは、チャリティ文化の普

及を目指す日本最大規模の都市型市民マラソンである。本学は第1回大

会からオフィシャルスポンサーとして参画している。

　活動を通して本学学生が大阪を盛り上げるとともに、ボランティアの

楽しさややりがいを感じてもらう機会とすることを目的として実施し

た。

　当日は、本学学生が給水ボランティアとして携わり「みんなでかける

虹。」というスローガンのもと、29,285人のランナーをサポートした。

給水や応援を通してランナーの方と関わり、参加した学生にもよりボラ

ンティア楽しさやスポーツの魅力を感じてもらうことができる活動と

なった。

　　日　　時　 ①事前説明会：２月15日（水）13時00分〜14時30分

　　　　　　　 ②活　　　動：２月26日（日）７時30分〜12時00分

　　場　　所　 ①千里山キャンパス第２学舎４号館BIGホール100

　　　　　　　 ②大阪マラソン第１給水所（５ km地点／中之島・本町ブロック）

　　参加者数　 191名（学生スタッフ22名、本学学生58名、体育会所属学生108名、職員３名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明、ボランティアセンターの紹介

　　　　　　　 ②給水所でのランナーへの給水提供

　　参加者の声

　・中学校の頃からマラソンに興味があり、実際に見てみたかったので参加しました。ランナーの皆

さんが一生懸命走りつつも、僕らボランティアに「ありがとう」と声を掛けてくれたことがすご

く嬉しかったです。（環境都市工学部・２年次生）

　・2021年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響で中止になってしまったので、今回は絶対に

参加しようと決めていました。関西大学の多くの学生が大阪マラソンという大きなイベントに携

われて、盛り上げることができて良かったです。（システム理工学部・2年次生）

⑲　飛鳥ハーフマラソン2023給水ボランティア
　関西大学と縁の深い奈良県明日香村で開催される飛鳥ハーフマラソン

に2021年度に引き続き2022年度も学生ボランティアをいう形で参加

した。本学学生が学生ボランティアとして参加することで地域貢献活動

に寄与するとともに、ボランティア経験の浅い学生に対してボランティ

アのやりがいや魅力を広めることを目的として実施した。

　明日香村は「飛鳥・藤原の宮都とその関連資産群」として世界遺産登

録をめざしており、その構成資産の半分以上を巡ることができるように

コースが設定されている。また、持続可能な社会づくりのためにソフト

フラスク（折りたためる携行給水ボトル）の配布や、参加費等の一部で

菜の花のタネを購入して景観保全に役立てるなど、様々な取り組みが行

われている。

　当日は、スタートからおよそ11km地点の棚田に設けられた第２給食所で甘酒の提供を行った。

　　日　　時　 ①事前説明会：３月１日（水）10時00分〜11時30分 

　　　　　　　 ②活　　　動：３月12日（日）８時00分〜13時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②奈良県高市郡明日香村

　　参加者数　 18名（学生スタッフ11名、本学学生７名）

　　内　　容　 ランナーへの給水

　　企画学生の声

　・給水を行っていると、ランナーの方に「ありがとう」と声をかけていただくことがあり、ボラ

ンティアをしている側の自分たちが元気をもらい、ボランティアに参加してくれた学生に活動を

通してやりがいを感じてもらうことができました。

　・ボランティアに参加していただいた関大生との交流を楽しむことができ、ランナーの方の笑顔を

見ることができてとても充実した時間を過ごすことができました。

　　参加者の声

　・スポーツが好きなので、スポーツに関われるボランティアをやってみたいと思い参加しました。

ランナーの方に「ありがとう」と声をかけていただくこともあり、喜んでいただけていると感じ

られて嬉しかったです。（文学部・１年次生）

　・もともと給水ボランティアをしてみたいと思っていたので参加しました。ランナーの方と言葉を

交わしたり、アイコンタクトを取ることができたりしたことが嬉しかったです。（法学部・２年

次生）

⑳　子ども遊びボランティアinまちなかリビング北千里
　2022年度初めて企画を募集し、ベストアイデア賞を獲得した「学童

保育ボランティア」として、まちなかリビング北千里にて、ソフトバス

ケット大会（3on3）のお手伝いやボードゲーム・カードゲームを使用

した遊び等、子どもとのふれあいを通して、子どもとのかかわり方や距

離の縮め方を学び、コミュニケーション能力を向上させることを目的と

して実施した。

　当日はソフトバスケット大会の運営補助だけでなく、子ども達と一緒

にチームを組んで参加したり、小学生vs大学生の試合を行い、ソフトバ

スケット大会を盛り上げた。また、同施設で管理しているボードゲーム

やカードゲーム等の様々な遊び道具を使用して、ソフトバスケットの参

加待ちの子ども達やスポーツが苦手な子ども達と遊ぶ活動も行った。

　　日　　時　 ３月23日（木）16時00分〜18時00分

　　場　　所　 まちなかリビング北千里

　　参加者数　 13名（学生スタッフ５名、本学学生８名）

　　内　　容　 ソフトバスケット大会の運営補助・参加、子ども達との交流

　　企画学生の声

　・下見を行った時より子ども達の人数が多かったのにも関わらず、学生ボランティアの方々全員が

子ども達と交流をしていただくことができました。活動の最後まで、子ども達と交流するという

ことができ、手持ち無沙汰にならなかったことが非常に良かったと思います。また、児童センター

の職員さんには行くたびに「来てくれてありがとう。」というお言葉をいただくことができて、

嬉しいです。

　　参加者の声

　・子どもと遊ぶことがボランティアになるのならやってみたいと思ったので参加しました。子ども

と触れ合う中で、子どもにしかない発想を多く学び、とても楽しく活動することができ、ボラン

ティアに参加して良かったと思いました。（経済学部・1年次生）

　・子どもと遊びたいと思ったので参加しました。ボランティアに参加した自分が子どもから元気を

もらい、ボランティアにはこんな魅力もあるんだと実感しました。（大学院・2年次生）

（３）雨天中止事業

①　第4回大和川大掃除～未来につなげよう300人の小さな一歩～
　堺キャンパスの近くを流れる大和川河川敷において、各キャンパスの

学生、体育会所属学生、ボランティア団体所属学生、大学職員、ミズノ

株式会社社員など総勢300名が海につながる河川の環境美化に取り組む

ことで、SDGsや海洋プラスチック問題などを改めて意識してもらうこ

とを目的として企画したもの。

　学生スタッフは設立以来、本学学生にボランティア活動を通じてボラ

ンティアの魅力を知ってもらうために、様々なボランティア活動を同じ

学生目線で企画・運営してきた。特に河川敷の清掃活動については、

2011年度から2016年度まで500名規模で淀川河川敷の大掃除を行い、

ゴミの減少に貢献した。2017年度からは大和川河川敷に活動場所を移

し、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により規模を縮小することもあったが、継続的に清掃活

動を行っている。

　2022年度は多くの関大生にボランティア活動の魅力を知ってもらうべく、体育会11団体にご協

力いただき、コロナ禍前と同規模の300名で実施することを企画した。また、ボランティア活動を

通じて双方の充実と発展に寄与するため、本学と連携協定を結んでいるミズノ株式会社にもご参加

いただくことになっていたが、残念ながら当日雨天のため中止となった。

　　日　　時　 ２月19日（日）10時00分〜12時00分

　　場　　所　 大和川公園河川敷周辺

　　協　　力　 大和川河川事務所

　　　　　　　 ミズノ株式会社

　　内　　容　 大和川河川敷での清掃
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　ボランティアセンター学生スタッフ（以下、学生スタッフ）は、「関大生にボランティアの魅力を

広めること」を目的として、ボランティアセンター職員とともに活動しています。

（１）ボランティアセンター学生スタッフの活動

①　学生スタッフによるボランティアの情報紹介（ボランティアコーディネート）
　本学学生の「ボランティアって何だろう？」という疑問や、「こ

んなボランティアをしてみたい！」などのボランティアに関す

る様々な相談に、学生スタッフが対応している。

　新型コロナウイルス感染症拡大のため、2020年度秋学期か

らはZoomを活用したオンライン・ボランティアコーディネー

トを開始した。さらに、2021年度秋学期からは、本センター

ホームページから友人と一緒に受付ができるように変更した。

2022年度については、引き続きオンライン・ボランティアコー

ディネートを行いつつ、対面でのコーディネートを実施した。

②　ボランティア体験ツアーの実施
　初めてボランティア活動に参加する本学学生が、気軽に一歩

踏み出せるように関大生同士で活動するボランティアプログラ

ムを企画・運営している。学生スタッフは、実施に向けてミー

ティングを重ねている。

　2019年度から、参加申込にGoogleフォームを用いたオン

ラインでの参加申込みを取り入れている。

③　広報活動
　学生スタッフは、ボランティア体験ツアー実施前に、学生スタッフが作成した募集に関するチラ

シを関西大学構内の掲示板に掲示したりするなど、本学学生にボランティアを始めるきっかけとな

る広報活動を積極的に行っている。また、ボランティア体験ツアー実施後には、写真を交えて活動

内容を掲載する「ぼらぼらblog」の更新も行っている。

　そのほかにも、学生スタッフが編集委員となって年に３回ボランティアセンター機関誌

「Volury」を発行している。2022年度は新入生向けにボランティアセンターや学生スタッフの紹

介を掲載した春号と、秋のボランティア体験ツアーやその魅力について掲載した秋号を計２回発行

した。また、発行した「Volury」は、ボラリー WEEKと称した１週間で学生スタッフによる配布

活動を行った。

④　新入生に向けた広報活動
　新入生を対象にボランティアセンターの認知度を高め、ボランティア活動への参加促進や新たな

学生スタッフの募集を目的として行った。2022年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のた

め、例年に比べて規模を縮小した形での実施となった。

➢ 新入生歓迎行事

　　日　　時　 ４月２日（土）、４日（月）10時00分〜17時00分

　　場　　所　 千里山キャンパス誠之館２号館１階ボランティアステーション前

　　内　　容　 看板の設置・案内、ブースの設置、活動内容の説明

➢ ボランティアフェスティバル2022 ～大きな一歩を踏み出せ、変われ自分～

　　日　　時　 ４月13日（水）〜15日（金）12時20分〜12時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館１階学生ラウンジ

　　内　　容　 関西大学のボランティア団体の紹介、ステージ発表、大型モニターを使用した広報

➢ 春のピア×ボラ祭り

　本学ピア・コミュニティ※と協力して、本学学生にさらにボランティ

ア活動やピア・サポート活動に興味を持ってもらうことを目的として実

施した。

　ブースを設置して、興味を持ってきてくれた学生に対してボランティ

アセンター学生スタッフ、ピア・コミュニティ※の活動内容について説

明を行った。学生スタッフとピア・コミュニティ所属学生同士で有意義

な交流の時間ともなった。

※ピア・コミュニティとは、本学でピア・サポート活動を実践する小集団です。
クラブ、サークル等の課外活動と同様に、１つの目標にむかって仲間同士が
力を合わせて活動するだけでなく、各ピア・コミュニティがそれぞれの支援
部署と連携しながら「学生が学生を支援する」活動を行っています。

　　日　　時　 ４月25日（月）～ 28日（木）12時20分～ 12時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館１階学生ラウンジ、ピアエリア

　　参加団体　 ボランティアセンター学生スタッフ

　　　　　　　 ピア・コミュニティ運営本部

　　　　　　　 国際コミュニティ“KUブリッジ”

　　　　　　　 KUサポートプランナー（KUSP）

　　　　　　　 KUコアラ

　　　　　　　 関西大学学生PRチーム SUGaO

　　内　　容 ボランティア活動及びピア・サポート活動紹介

　　　　　　　 ボランティアセンター学生スタッフ及びピア・コミュニティ活動紹介

　学生の中には「ボランティアに関心があるけど一歩踏み出せない」という学生もおり、学生スタッ

フはそのような学生を後押しできるような学内のボランティア活動の企画のほか、様々な社会問題へ

の啓発活動を行っている。

（１）学生スタッフ企画

　学生スタッフ企画とは、ボランティア活動の魅力を広めるため、まずは学生スタッフ自身がボラ

ンティアの魅力を再認識するために企画・参加しているプログラムである。

①　ボランティア懇談会
　ボランティアに関心のある関西大学の学生にボランティア活動の魅力

を発信する１つの手段として、ボランティアコーディネートを実施して

いる。より多くの学生に参加してもらうことを目的として普段はお昼休

みに実施しているボランティアコーディネートを、今回はお昼休みから

３限終わりまで開室時間を延長して実施した。

　　日　　時　 ５月 13 日（金） 12時20分〜15時00分

　　場　　所　 誠之館２号館１階ボランティアステーション

　　内　　容　 ボランティアコーディネート

②　富士山自然保護ボランティアツアー（法政大学主催3大学連携事業）
　3大学（法政大学・明治大学・関西大学）連携事業の一環として、法政大学主催の世界遺産であ

る富士山の麓で森林整備事業に参加した。

　団体の方からオーバーユーズ（使いすぎ）やアンダーユーズ（活用不足）の重要性、環境問題に

ついてなどのお話を伺った後、6〜7名ずつのグループに分かれて森林保全活動に取り組んだ。草

木の伐採や薪割り、枯れ木処理など、慣れない作業を行うのは大変であったが、休憩時間には木登

りをしたりブランコに乗ったりして、日常では味わえない大自然とのふれあいを楽しんだ。

　　日　　時　 ５月22日（日）９時45分〜17時00分

　　場　　所　 静岡県富士宮市

　　主　　催　 認定特定非営利活動法人富士山クラブ

　　参加者数　 37名（学生スタッフ4名、職員1名、

　　　　　　　 他大学学生32名）

　　内　　容　 草木の伐採、薪割り、枯れ木処理

　　学生スタッフの声

　・階段づくりや道の開拓など、自分が想像していたよりもはるかに本格的な活動ができました。日

常生活の中で鍬や鋸を使ったりすることがないため、初めはうまく使えませんでしたが、コツを

つかんだ後は気持ち良い程スムーズに切れるようになったのが本当に楽しかったです。

⑤　ボランティアセンター学生スタッフ養成合宿
　　学生スタッフ自身のスキルアップをめざして年２回養成合宿を実施している。

夏合宿
　新たに学生スタッフに加入したメンバーを含め、学生スタッフが積極的にボランティアに励み、

今後の活動を円滑に進められるように学生スタッフ間の仲を深めることを目的として、新型コロナ

ウイルス感染症対策を行ったうえで、日帰りで実施した。

　　日　　時　 ①９月12日（月）11時00分〜16時30分

　　　　　　　 ②９月13日（火）12時30分〜16時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎C204教室

　　参加者数　 ①37名（学生スタッフ32名、職員５名）

　　　　　　　 ②41名（学生スタッフ36名、職員５名）

　　内　　容　 交流ワーク、避難所運営ゲーム、コンセンサスゲーム、

　　　　　　　 ４年次生との交流

　　学生スタッフの声

　・避難所ゲームは色んなことを考えながら進める必要があるため、カードに書かれた情報を全て把

握しながら進めることがとても困難でした。避難所では非常に難しいことが多く、考えなければ

ならない事がたくさんある事を体感しました。

　・コンセンサスゲームを体験して、意見をどちらかに寄せるのではなくどちらの意見も取り入れる

のが大切だとわかる一方、皆の意見を入れて一つの意見にするのは難しいと感じました。

春合宿
　2023年度の活動に向けて、学生スタッフに所属する意義や意味を再確

認するとともに、今後の活動における方向性を明確にし、学生スタッフ

間で共有すること。さらに、グループワークでの意見交換やプレゼンテー

ションを通して、企画力を身につけ、今後の活動に活かしていくことを

目的として実施した。

　　日　　時　 ３月６日（月）〜３月７日（火）

　　　　　　　 10時20分開始、翌12時00分終了

　　場　　所　 高槻キャンパス100周年記念セミナーハウス・高岳館

　　参加者数　 57名（学生スタッフ53名、教職員４名）

　　内　　容　 交流ワーク、企画力の養成、2022年度の振り返りと

　　　　　　　 2023年度の目標決め

⑥　2022年度ボランティアセンター学生スタッフ活動報告会及び交流会
　2022年度は今までと引き続き感染症対策を講じつつも新し

いボランティアの形を探し、工夫して活動を行ってきた。

　2022年度の活動を振り返り、工夫した点や改善点などを見

つけて共有することで、2023年度に向けてより良い活動が行

えるようにすることを目的として実施した。

　当日は、パワーポイントを用いて2022年度に実施した18事

業の実施報告を行った後、グループに分かれてOB・OG、教職

員との交流を行った。

　　日　　時　 ３月４日（土）13時00分〜17時00分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館

　　　　　　　 ４階ミーティングルーム／オンライン（Zoom）

　　参加者数　 44名（学生スタッフ35名、教職員７名、

　　　　　　　 OB・OG２名）

　　内　　容　 2022年度に行った各事業の活動報告、

　　　　　　　 OB・OGとの交流

　　学生スタッフの声

　・参加していない企画の内容を詳しく知ることができて、2023年度に向けて参考になりました。

　・2022年度は、ボランティアをやってみたい人向けに新規企画・恒例企画を含め、幅広く事業を

実施できていたことが分かりました。ボランティアの魅力に気付いた人向けに、長期的に続けら

れる企画があるといいかもしれないと思いました。

　・この活動報告会を通して、自分が担当していなかったボランティア事業の活動内容だけではなく、

改善点まで詳しく知ることができ、とても勉強になりました。

⑦　関西大学×関西学院大学　活動報告交流会
　関西大学と関西学院大学それぞれのボランティア活動の内容や様子の共有、意見交換を通して交

流を深める機会とする。また、ボランティアステーション等の施設見学を行いながら交流すること

で、他大学の学生コーディネーターとの活動の違いなどを知り、それぞれの大学の学生スタッフが

新しい視点を得ること、これからの団体の活動に活かしていけるようにすることを目的として実施

した。

　当日は、２グループに分かれて各大学の活動についてなど意見交換をした後、ボランティアステー

ションの見学を行った。これからの継続的な交流について学生同士で話をするなど、横のつながり

をつくる良い機会となった。

　　日　　時　 ３月29日（水）15時00分～ 16時30分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎C204教室、誠之館２号館１階ボランティアステーション

　　参加者数　 15名（学生スタッフ６名、関西学院大学５名、教職員４名）

　　内　　容　 ボランティアセミナー 2023の受講、関西学院大学の学生との交流、

　　　　　　　 ボランティアステーションの見学

　　学生スタッフの声

　・他大学のボランティアをされている方とお話しする中で、関大とは違った様々な活動を知り、今

後企画をするときの参考になりました。（法学部・１年次生）

　・他大学の活動内容を聞いたり、交流ができ新鮮でした。また交流ができたらいいと思います。（環

境都市工学部・１年次生）

　・他大学のボランティアセンターの学生スタッフの活動について知りたいと思って参加しました。

コーディネーター側になって、コーディネートするイメージがつきました。（関西学院大学・３

年次生）

⑦ 　FM大阪ラジオ出演
　月替わりで、日本中の様々な大学よりサステナブルな活動に関する知識・発想を世の中に発信す

ることで、さらなるアイデアを生み出すラジオ番組FM大阪「マクセル meets カレッジナレッジ」

から依頼があり、学生スタッフ１名が２週にわたって出演した。

　関大生にボランティアの魅力を広めるためにボランティア活動を企画・運営していることや、力

を入れて取り組んでいる琵琶湖の環境保全活動について紹介した。

　　放　　送　 ７月24日（日）・31日（日）13時55分〜14時00分

　　収　　録　 千里山キャンパス 東体育館 多目的室

　　内　　容　 ボランティアセンター学生スタッフの活動紹介

（２）ボランティアセンター学生スタッフの運営

①　学生スタッフ全体ミーティング（月１回）
　学生スタッフ間の情報共有のため、月に１回全体ミーティン

グの時間を設けている。全体ミーティングは長期休み中も行い、

団体の一員として学生スタッフ全員参加を原則としている。

②　ボランティアセンター職員とのミーティング
　学生スタッフの代表１名・副代表２名で構成する幹部及び、

会計２名、ボランティア団体担当者２名で構成する役職者とボ

ランティアセンター職員とで、定期的にミーティングの時間を設け、情報共有や意見交換を行って

いる。企画準備の進捗状況や団体運営についての相談が中心ではあるが、職員と学生スタッフのコ

ミュニケーションの場にもなっている。職員が代表者と話し合うことで、各イベントの最善の取り

組み方法等を共有し、団体として成長していけるような支援につなげている。

活動発表の様子

交流会の様子

③　びわ湖を美しくする運動
　 2022年度に引き続き、琵琶湖の特定外来生物の現状を把握

するために、実際に琵琶湖に足を運び、滋賀県が毎年7月1日

において「びわ湖の日」に実施している「びわ湖を美しくする

運動」の特定外来生物のオオバナミズキンバイおよびナガエツ

ルノゲイトウの駆除活動に参加した。

　滋賀県が取り組む、琵琶湖の環境保全について、現状と課題、

特に侵略的外来水生植物の繁殖力やその影響による被害を伺

い、行政として滋賀県が取り組むボランティアに関して知見を

深めた。また、実際に、湖岸に生息する大量のナガエツルノゲ

イトウを手作業で取り除く体験を行い、学生スタッフとして何

ができるのかを考えることに繋げ、今後企画する「琵琶湖ツー

リズム！～大学生で考える環境ボランティアの未来2022（実

践編）〜」で実現することとした。

　　日　　時　 ７月１日（金）９時00分〜10時30分

　　場　　所　 滋賀県大津市　大津市なぎさ公園周辺

　　協　　力　 滋賀県琵琶湖環境部自然環境保全課

　　参加者数　 ７名（学生スタッフ５名、職員２名）

　　内　　容　 特定外来生物オオバナミズキンバイおよびナガエツルノゲイトウの駆除及び関係者

への取材

④　2022ボランティア新企画募集～あなたの想いを伝えよう～
　関大生からボランティアの新企画を募集し、学生スタッフが企画者のボランティアへの想いを他

の学生に伝えるお手伝いをする。また、そのボランティアを実現することで学生スタッフの活動に

新しい視点を取り入れることを目的として、2022年度から新しく実施した。

　SDGsを意識した内容のボランティア活動で、関大生が学生スタッフとともに行うことができる

新たな企画を募集したところ、８事業の応募があり、ヒアリングなど選考を重ねベストアイデア賞

として「学童保育ボランティア」、学生スタッフ特別賞として「動物愛護団体のお手伝いをして、

犬猫と触れ合おう」の２事業が選ばれた。

　ベストアイデア賞として選ばれた「学童保育ボランティア」は学生スタッフのサポートのもと、

大阪府吹田市の「まちなかリビング北千里」にて、来館する子ども達と遊び、交流するボランティ

アとして実際に実施し、特典②として本センター活動報告書にも掲載した。

　　募集期間　 ７月25日（月）〜８月31日（金）

　　募集内容　 SDGsを意識した内容で、複数名が参加できて、みんなで

楽しめるボランティア活動のアイデア

　　募集対象　 関西大学に所属の個人またはグループ
特典： ①選ばれたアイデアは、学生スタッフのサポートのもと、実際に企画として実施

②ボランティアセンターが発行する「活動報告書」に記載
③ボランティア体験ツアーに企画者の名前を付すことができる

　　応 募 数　 ８グループ
○ キャンパスで大地震発生から避難までを考える・新！関大クリーン大作戦
○ 子ども達が防災について学べる遊びを提供する活動・子ども達とのふれあい大作戦
○ 二酸化炭素を減らし地球の環境を守るための植林ボランティア
○ 私たちの手で綺麗な海を守ろう！海岸清掃in大阪湾沿岸の浅場
○ 学童保育ボランティア・動物愛護団体のお手伝いをして、犬猫と触れ合おう

　　学生スタッフの声

　・アイデアを応募してくれたグループへヒアリングを行うことで、アイデアをより具体的に深掘す

ることができました。

　・多くの学生に参加してもらうために、広報期間をより長く設け、ボランティアセンター機関誌の

配布などで知ってもらう機会を作る工夫をするべきでした。また、体験ツアー化する企画を選定

してから実施までに時間がかかりすぎたため、次に実施する際は実施までのプロセスまで細かく

決めておきたいです。

⑤　ようこそ！　関大サロンへ
　コロナ禍でも実施できるボランティア活動として、吹田市社会福祉協議会の協力を得て、2021

年度から高齢者施設に入所する方々とZoomを繋いだオンライン交流会を開始した。

　同世代の交流だけでなく、高齢者のような日常の中ではつながりを持ちにくい異世代との交流を

通して、高齢者の人々の文化を享受するだけでなく、一緒にゲームや歓談を行い、地域において世

代を超えたつながりや相互理解を深める機会を創出することを目的として実施した。加えて、高齢

者の方との接し方を学び、学生のコミュニケーション能力の向上を図るとともに、高齢者の方や施

設職員との関わりの中で、どのようなボランティアや支援が必要なのかを知り、これから新たに行

う活動を企画する際の気づきを得ることができた。

　今後は、関大生を募集してボランティア体験ツアーとして実施することを予定している。

　　日　　時　 ①９月５日（月）13時30分〜14時30分

　　　　　　　 ②３月15日（水）13時30分〜14時30分

　　場　　所　 オンライン（Zoom）

　　受入団体　 社会福祉法人 秀明会「特別養護老人ホーム あす～る吹田」

　　参加者数　 ①10名（学生スタッフ４名、職員２名、高齢者３名、施設職員１名）

　　　　　　　 ②11名（学生スタッフ３名、職員３名、高齢者３名、施設職員２名）

　　内　　容 高齢者とのゲーム・クイズ、歓談

　　学生スタッフの声

　・高齢者の方が「楽しかった、ありがとう」と言って涙まで流してくださり、短い時間で、これほ

ど感動していただけたのがとても嬉しかったです。

　・普段あまり話すことのない年代の方々と会話することができ、とても思い出に残る良い時間を過

ごせました。

⑥　まちFUNまつりin関西大学2022　子ども店長サポートボランティア
　子ども達を中心に、ともに楽しみ学べる場を地域に作ることを目的として活動している特定非営

利活動法人 ママふぁん関西との共催事業として実施した。

　「地域に開かれた大学」を目指して始まった本イベントは、今回で6回目を迎えた。学生スタッ

フも毎年運営補助ボランティアとして参加しており、2022年度は子ども達が店長となって出展

ブースのお店を手伝い、お金のやりとりも行うことで働く楽しさやお金の大切さを学ぶ職業体験イ

ベント「子ども店長」企画のサポートを行った。

　事前にお給料袋やくじを作成し、当日も会場設営の手伝いを行った。来場した子ども達がエプロ

ンに着替える手伝いや働くお店を決めるくじ引きの対応をする中で、学生スタッフは子ども達の緊

張がほぐれるように、声掛けをするなど工夫しながら活動をした。

　　日　　時　 10月９日（日）10時00分〜13時30分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館およびその周辺

　　参加者数　 学生スタッフ７名

　　内　　容　 お給料袋やくじの作成、会場設営、「子ども店長」事業のサポート、子ども達との交流

　　学生スタッフの声

　・子ども達の元気な姿に勇気づけられる、楽しい時間でした。

　・子ども店長自身が楽しかったと笑顔で言ってくれたり、お給料を手渡しするときにありがとうと

声をかけてくれたりして、うれしかったです。

⑦　非常食配布イベント
　防災意識の向上はもちろん食品ロス削減に取り組むことでSDGsの「つくる責任　使う責任」の

達成への貢献を目指して、公益社団法人 日本非常食推進機構より提供していただいた使用期限が

迫った非常食（防災備蓄品）を配布した。

　当日は、保存用ビスケット、保存用飲料水、アルファ化米の三種類の非常食を配布するのにあわ

せて、学生スタッフが広く認知されるように広報を行った。

　配布数は、保存用ビスケット300個、保存用飲料水100本、アルファ化米41個だった。

　　日　　時　 10月10日（月）12時20分〜12時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館１階学生センター前

　　参加者数　 学生スタッフ７名

　　内　　容　 保存用ビスケット・保存用飲料水・アルファ化米の配布

（２）ボランティア体験ツアー

　ボランティア体験ツアーとは、「ボランティアに関心があるけど一歩踏み出せない」という学生に、

ボランティアの第一歩として気軽に参加できるボランティア活動として実施しているプログラムで

ある。

①　関大クリーン大作戦～関大前の交流の輪を広げよう！～
　関西大学周辺まちづくり勉強会※主催の清掃活動にボランティア活動

として参加した。

　当日は、地域の方や体育会学生と協力して、関大前通りや千里山ユー

トピア遊園の清掃を行った。道端にはタバコの吸い殻が多く、側溝にも

マスクや包装紙のゴミが多く落ちていた。ゴミ拾いを終えたら、根を残

さないように専用の道具などで掘り起こしながら千里山ユートピア遊園

の除草作業を行った。普段なかなか関わることのない地域の方と交流し

ながらの活動となり、終始笑顔が絶えない時間となった。

※阪急電鉄関大前駅周辺の地域において、安心・安全で活力と魅力あふれる「ま
ちづくり」を推進し、自治会、関大前商店街、学校法人関西大学及び行政で
課題を共有し、方策を検討することを目的とした組織。現在は、関大前ラボ
ラトリ（通称まち・かん）の管理運営及び関大前周辺地域の美化活動を主な活動としている。

　　日　　時　 ４月14日（木）８名、５月12日（木）雨天中止、６月９日（木）６名、10月13日（木）

７名、11月10日（木）３名、12月８日（木）７名　14時00分〜15時00分

　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ15名、本学学生延べ16名

　　場　　所　 阪急電鉄関大前駅～関西大学正門の周辺道路、千里山ユートピア遊園

　　主　　催　 関西大学周辺まちづくり勉強会

　　内　　容　 関大前通り、千里山ユートピア遊園の清掃

　　企画学生の声

　・関大前はタバコのゴミや雑草が多く、清掃のやりがいが大きいと感じました。また、地域の方や

関大生とも交流しながら行えたため、最後まで良い雰囲気で清掃できたと思います。

　・参加してくれた関大生と活動中もたくさん話せました。１人で清掃に集中するよりも話しながら

のほうが楽しく、時間が過ぎるのが早かったです。

　　参加者の声

　・コロナ禍でも自分がやれることに挑戦したかったから参加しました。地域の人と交流できてよ

かったです。（社会学部・２年次生）

　・街が綺麗になっていくのがうれしかったです。地域の人たちとも協力しあうことができて、充実

した時間でした。（法学部・1年次生）

②　関大クリーン大作戦in高槻
　普段利用している駅やキャンパス周辺を清掃し、景観を保護すること

で、学生や地域の方々が気持ちよく利用することを目的に、また、阪急

高槻市で活動することで高槻キャンパス、高槻ミューズキャンパスの学

生も気軽にボランティアに参加できる機会を設けることを目的として実

施した。

　4月実施時は、阪急高槻市駅周辺の本通り商店街と中通り商店街の二

手に分かれて、清掃活動を実施した。11月実施時は、参加者全員で清

掃活動を実施した。両日とも、最初にアイスブレイクを行い、交流をし

てから清掃活動に取り組んだため、雰囲気がよく楽しく活動することが

できた。

　　日　　時　 ①４月17日（日）９時00分〜10時30分

　　　　　　　 ②11月27日（日）９時00分〜10時30分

　　場　　所　 阪急高槻市駅周辺

　　参加者数　 ①15名（学生スタッフ５名、本学学生10名）

　　　　　　　 ②７名（学生スタッフ６名、本学学生１名）

　　内　　容　 阪急高槻市駅周辺の清掃

　　企画学生の声

　・想像していたよりも多くの人に参加してもらうことができて、アイスブレイクや清掃活動中は参

加者同士の交流があり、いい雰囲気で活動することができてよかったです。

　・活動中に通りがかった地域の方から「お疲れ様です。」というお言葉をいただくことができて、

嬉しかったです。

　　参加者の声

　・友達の輪を広げたいと思い参加しました。ゴミをたくさん拾うことができてやりがいがありまし

た。（社会安全学部・１年次生）

　・少人数のグループに分かれてのゴミ拾いだったので、1人で参加しても他の参加者と話しながら

活動しやすくて良かったです。（総合情報学部・３年次生）

③　淀川掃除
　淀川河川敷の清掃をすることで、大阪湾へゴミが流れ込むことを防ぎ、

淀川の水質や景観を保護することを目的に、また、清掃活動という気軽

に参加できる点を活かして、関大生にボランティア活動の魅力を広める

機会にすることを目的として実施した。2021年度には、淀川河川事務

所に相談を行ったうえで、これまで清掃を行っていた南方地区から行政

の対応が追い付いていないより河口の西淀川区福町地区へ場所の変更を

行った。

　４月実施時は雨天だったため、河川敷の手前を２グループに分かれて

清掃活動を行い、途中でグループを入れ替える等、参加者同士がより多

く関われるよう工夫を行った。

　10月実施時は晴天に恵まれ、5グループに分かれて河川敷を広く清掃

した。

　　日　　時　 ①４月24日（日）10時00分〜12時00分

　　　　　　　 ②10月23日（日）10時00分〜12時00分

　　場　　所　 大阪市西淀川区　阪神福駅近くの河川敷

　　参加者数　 ①26名（学生スタッフ8名、本学学生18名）

　　　　　　　 ②20名（学生スタッフ10名、本学学生10名）

　　内　　容　 淀川河川敷の清掃

　　企画学生の声

　・雨の中での実施となり、予定していた通りの淀川掃除は出来ませんでしたが、参加者の方から「楽

しかった」という言葉が聞けて嬉しかったです。

　・通りすがりの地域の方からどこの大学の団体なのかと尋ねられ、「ありがとうね、頑張って！」

とお声掛けいただいて嬉しかったです。

　　参加者の声

　・河川敷には多くのゴミが落ちていて、それらを拾っていくことが単純に楽しかったし、学生ス

タッフの方や参加者の方と色々話せてよかったです。（外国語学部・１年次生）

　・前に参加した清掃ボランティアで誘ってもらったので、参加しました。思っていたよりもプラス

チックのゴミが多くて驚きました。（政策創造学部・１年次生）

④　献血呼びかけボランティア

　献血の必要性を多くの学生に伝えることが、社会貢献につながるとい

うことを知ってもらうこと、また、気軽に参加できる学内ボランティア

を通じて、ボランティアの良さを身近に感じてもらい次のボランティア

活動参加のきっかけを創出することを目的として実施した。

　現在の日本では少子高齢化が進み、輸血を必要とする高齢者の割合が

増える一方で、それを支える若者の献血者数が減っているという危機的

状況にある。また、血液は長期の保存ができないため、安定的な供給が

必要であるが、献血について学生の関心が薄いのが現状である。

　献血を実施の広報だけでなく、当日は、献血車前で看板を持って献血

協力の呼びかけを行った。

　　日　　時　 ４月25日（月）14名、４月26日（火）９名、５月10日（火）６名、６月７日（火）８名

　　　　　　　 10月12日（水）10名、10月20日（木）３名、11月11日（金）６名、12月５日（月）４名

　　　　　　　 11時30分〜13時30分、12時00分〜13時00分

　　　　　　　 ※10月20日は関大防災DAYの事業の一環として実施した。
　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ40名、本学学生延べ20名

　　場　　所　 千里山キャンパス総合図書館前、悠久の庭前、

　　協　　力　 大阪府赤十字血液センター

　　内　　容　 献血への協力呼びかけ

　　企画学生の声

　・授業終わりで人通りが多い時間帯に呼び込み時間を設定したため、効果的に呼びかけが行えたと

思います。前を通った方が自分たちの呼びかけに反応してくださって嬉しかったです。また、毎

月行っているので声を出すことに慣れてきて、積極的に声かけをすることができました。

　・呼びかけを行ったことで、多くの学生に献血実施中であることに気付いてもらうことができまし

た。呼びかけに反応してくださる方もいて嬉しかったです。

　　参加者の声

　・輸血経験があるため、恩返しになればと思って参加しました。活動はアットホームな雰囲気で楽

しむことができました。（文学部・２年次生）

　・自分が想像していた以上に人が集まり、献血に協力していたので、声掛けの達成感を感じました。

（商学部・３年次生）

⑤　関大花植え活動（大学昇格100年記念）
　大学昇格100年記念事業の一環として、経済学部と商学部の学び舎で

ある第２学舎１号館前の広場を、山岡順太郎の胸像とともにリニューア

ルすることとなり、管財課の協力のもと、花壇の花植え活動を実施した。

大学昇格100年という節目に、緑のなかで新しい仲間と出会って交流し

ながら、学生たちの愛校心を育むこと。また、今後の広報を含めて、「ボ

ランティアセンター学生スタッフ」が大学内で広く認知されることを目

的として実施した。

　当日は、業者の方の指示に従いながら土を掘り、花を植えた。活動の

途中から雨が降りだしたため、レインコートを着用しての活動になった

が、参加者全員が熱心に取り組んだ結果、予定よりも広い範囲に花を植

えることができた。

　　日　　時　 ５月13日（金）９時00分〜12時10分

　　場　　所　 千里山キャンパス第2学舎1号館前広場

　　参加者数　 30名（学生スタッフ９名、本学学生21名）

　　内　　容　 花壇の花植え

　　企画学生の声

　・花を植える場所の土が硬くて、掘るのに思ったより時間がかかって大変でした。また、植えると

きに花の間隔や全体のバランスを考えるのが難しかったので、わからないことがあったら業者の

方に質問しながら作業をすすめました。

　・業者の方から「これからも手伝いにきてほしい」と言って褒めていただけて、嬉しかったです。

　　参加者の声

　・花植えに興味が湧いたので参加しました。想像していたよりも体力を使い、花壇がきれいになっ

ていくのが分かってやりがいがありました。（システム理工学部・４年次生）

　・ボランティア活動を体験してみたかったので参加しました。自分の活動が花というかたちで残っ

て嬉しいです。（文学部・１年次生）

⑥　高槻景観美化ボランティア
　自然と共生する「花と緑のまちづくり」に寄与することを目的として

いる高槻市のNPO法人「花と緑のまちづくり 高槻景観園芸クラブ」と

の連携事業として活動に参加し、学生に環境美化、地域交流の必要性を

学んでもらうことを目的として実施した。

　高槻景観園芸クラブの方々から活動の説明を受けた後、初対面の学生

の緊張をほぐすためにアイスブレイクを行った。高槻景観園芸クラブの

方々の指示に従い、苗床を整備して花を植えていく中で、良い苗の見分

け方や植物の種類なども教えていただいた。

　11月実施時は花を植えた後、花壇周りや他の花壇に積もった大量の

落ち葉を拾い集め、花壇全体の景観を美しく整えた。

　幅広い世代の憩いの場所である公園を美化し、まちづくりに関心を持

てるような事業は貴重なものであり、団体の方々とコミュニケーション

を取りながら、楽しく花植え活動を行うことができた。

　　日　　時　 ①５月14日（土）８時50分〜11時00分

　　　　　　　 ②11月20日（日）９時00分〜11時00分

　　場　　所　 大阪府高槻市　高槻城公園

　　　　　　　 連携先 NPO法人 花と緑のまちづくり 高槻景観園芸クラブ

　　参加者数　 ①７名（学生スタッフ５名、本学学生２名）

　　　　　　　 ②６名（学生スタッフ４名、本学学生２名）

　　内　　容　 高槻城公園内の花壇の手入れ、地域の方との交流

　　企画学生の声

　・団体の方といろんなお話をしながら花植え活動を行い、花植えをしたことがない学生でも不安な

く楽しめた事業でした。参加学生にボランティアの魅力を伝えるとともに、自身も改めてボラン

ティアの魅力を感じることができました。

　・花にも一つ一つ個性があり、それぞれに花の魅せ方があるのだと初めて知り、ただ活動するので

はなく、何かを意識して取り組むことの大切さを学びました。

　　参加者の声

　・花壇の手入れをしたことがなく、一度してみたいと思ったので参加しました。花壇が綺麗になっ

た際に感じた達成感や団体の方々との交流を通じて、ボランティアの魅力や楽しさを感じること

ができました。（法学部・４年次生）

⑦　関大クリーン大作戦in梅田
　梅田キャンパスの周辺を清掃することで環境や景観を保護し、通行す

る人々が気持ちよく過ごすことができるようにすること、気軽に参加で

きるボランティア活動として清掃活動に参加することでボランティアの

やりがいや楽しさを感じてもらうことを目的として実施した。

　当日は、梅田キャンパスの教室にてアイスブレイクを行ったあと、２

グループに分かれて茶屋町エリアの清掃を約１時間行った。清掃活動中

には、通りがかった人や清掃ルートの並びにある店舗の方からお礼の言

葉をもらうことができ、参加者の達成感や満足感につながった。日曜の

朝ではあったが人通りや車が多く、学生スタッフが時折声をかけて注意

を促しながら活動した。

　　日　　時　 ①５月15日（日）９時00分〜11時00分

　　　　　　　 ②11月13日（日）９時00分〜11時00分

　　場　　所　 梅田キャンパス周辺

　　参加者数　 ①19名（学生スタッフ５名、本学学生14名）

　　　　　　　 ②13名（学生スタッフ３名、本学学生10名）

　　内　　容　 梅田キャンパス周辺の清掃

　　企画学生の声

　・アイスブレイクで学部や趣味などの自己紹介を行ったので、活動中の話題ができてすごく話しや

すかったです。友達同士が一緒になるようにグループ分けしたのがよかったのか、参加した学生

同士楽しそうに活動していました。

　・清掃の距離を延ばすなどの工夫をしましたが、ルートによってゴミの量が違っていたので、ルー

トの見直しが必要だと感じました。雨の中での活動でしたが、みんなで楽しく清掃活動ができた

ので嬉しかったです。

　　参加者の声

　・活動場所が梅田なので参加しやすいと思い参加しました。普段なかなかゴミ拾いを行う機会がな

かったので経験できて良かったです。（商学部・１年次生）

　・一度ボランティアに参加してみたいと思ったので参加しました。自分たちで街を少しでも綺麗に

する活動ができ、良い経験になりました。（社会安全学部・１年次生）

⑧　関大クリーン大作戦～千里山キャンパス周辺の清掃～
　普段自分たちが利用している千里山キャンパス周辺を清掃することで

環境や景観を保護し、関大生や地域の方々がより気持ちよく過ごすこと

ができる。また、授業の空きコマに気軽に参加できることでボランティ

ア活動を身近に感じてもらうことを目的として実施した。

　活動前にアイスブレイクを行い、学部や学年に関係なく学生同士が交

流することで、その後の活動も和やかな雰囲気で進めることができた。

清掃は関大前ルートと名神高速道路沿いルートの2コースに分かれて

行った。ゴミは「燃えるゴミ」「ビン・カン」「ペットボトル」の3つに

分類して集めたが、タバコの吸い殻が最も多く、ゴミを拾うだけでなく、

今後はゴミを捨てる人が少なくなるように啓発を目的とした活動も検討

している。

　　日　　時　 ①５月21日（土）10時40分〜12時10分

　　　　　　　 ②10月15日（土）10時40分〜12時10分

　　場　　所　 千里山キャンパス周辺

　　参加者数　 ①10名（学生スタッフ３名、本学学生７名）

　　　　　　　 ②16名（学生スタッフ７名、本学学生９名）

　　内　　容　 千里山キャンパス周辺の清掃

　　企画学生の声

　・ゴミの量が少なく、やりがいを感じにくいのではないかと心配でしたが、清掃中はずっと楽しく

会話しながら活動を行うことができました。

　・参加者の１回生が１人で、他の上級生と仲良くなれるかどうか不安がありましたが、始まってみ

ればみんな会話が絶えず、終始楽しく活動することができました。

　　参加者の声

　・自分が通っている大学に恩返しをしたいと思って参加しました。意外と大学の周りが綺麗だった

ことに驚きました。（社会学部・３年次生）

　・アルバイトをやっていないため、他に何か出来ることはないか、頑張れることはないか、と探し

ていたらこのボランティアを見つけて参加しました。意外と細かいゴミが多く、拾うのが大変で

したが、充実した時間を過ごせました。（法学部・１年次生）

⑨　関西大学×法政大学 スポーツゴミ拾い
　法政大学と連携しZoomを用いて合同でゴミ拾いを実施した。「スポー

ツゴミ拾い」とは、制限時間内に指定されたエリアのゴミを拾い、拾っ

たゴミの量と種類で得点を競い合うというスポーツ要素を加えた、日本

発祥の新感覚清掃活動である。ゴミ拾いにスポーツ要素をかけ合わせる

ことで、ゴミ拾いをスポーツ感覚で楽しみ、ボランティアへの興味を引

き出し、法政大学の学生と交流を深め、参加者同士で協力してゴミ拾い

を行うことで連帯感や達成感を得ることを目的として実施した。

　当日は、Zoomを繋ぎながらキャンパス周辺の清掃を行い、清掃の様

子だけでなく、キャンパスの様子なども映すことで大学の所属を超えて、

学生ボランティア同士の交流も行うことができた。

　　日　　時　 ①５月29日（日）14時00分〜16時20分

　　　　　　　 ②３月13日（月）13時50分〜16時20分

　　場　　所 ①関西大学千里山キャンパス周辺および凜風館１階学生ラ

ウンジ

　　　　　　　 　法政大学市ヶ谷キャンパス周辺および外濠校舎３階S305

　　　　　　　 ②関西大学千里山キャンパス周辺および尚文館１階マル

チメディアAV大教室

　　　　　　　 　法政大学市ヶ谷キャンパス周辺および外濠校舎３階S305

　　共　　催 法政大学ボランティアセンター、法政大学ボランティアセ

ンター学生スタッフ VSP

　　参加者数 ①32名（学生スタッフ10名、本学学生７名、法政大学15名）

　　　　　　　 ②25名（学生スタッフ７名、本学学生６名、法政大学12名）

　　内　　容 それぞれのキャンパス周辺のゴミ拾い、クイズ大会、法政大学との交流

　　企画学生の声

　・拾ったゴミを得点化して競うのはゲーム感覚があり、参加者

に楽しんでもらえたように思います。参加者の方がゴミを袋に

入れるときに何を拾ったかを伝えてくれたので、記録がスムー

ズに進みました。

　・単なるゴミ拾いではなく、ゴミを点数化してチーム対抗で競う

ことで、楽しみながらも一生懸命に取り組むことができ、参加

者にボランティアを楽しむ感覚を味わってもらえて、非常に良

かったです。

　　参加者の声

　・スポーツゴミ拾いはゲーム性があり、法政大学の学生と交流し

ながら楽しく活動することができました。（文学部・２年次生）

　・学生スタッフの方もほかの参加者の方も丁寧に接してくれて嬉

しかったです。おかげで楽しく街を綺麗にすることができまし

た。（法学部・２年次生）

⑩　1000000人のキャンドルナイト 茶屋町スロウデイ2022
　梅田・茶屋町エリアの企業、地域団体、学校および行政などが集まっ

て“歩いて楽しいまちづくり”を推進し、茶屋町の魅力を発信する本イ

ベントに2017年度から参加している。魅力発信に取り組み地域の活性

化を行い、キャンドルの灯りを見てくれる人に気持ち安らぐ時間や癒し

を提供することを目的として実施した。

　2022年度は「Convivial 〜ともに愉しむ日～」をテーマに、３年ぶ

りの現地開催となった。「キャンドルの灯りが人々の心に安らぎと未来

への希望をもたらすように」という願いを込めて、学生スタッフは

CHASKA茶屋町（ジュンク堂書店）前にキャンドルアートを設置した。

　事前に学生スタッフが考えたデザインを基にキャンドル装飾を行い、

設置・点火・火の見守り・会場の片付け等の活動を行った。

　キャンドルに火が灯り、日が落ちて街が暗くなるにつれて、大勢の方がキャンドルアート前で足

を止めて写真撮影を行い、キャンドルの光に照らされた笑顔に溢れたイベントとなった。

　　日　　時　 ①事前説明会：５月25日（水）12時20分〜12時50分

　　　　　　　 ②活　　　動：６月１日（水）13時00分〜22時00分

　　場　　所　 ①千里山キャンパス凜風館1階ピアエリア／オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②大阪市北区　CHASKA茶屋町

　　参加者数　 24名（学生スタッフ11名、本学学生13名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明会

　　　　　　　 ②キャンドル装飾の制作・設置・点灯・見守り

　　企画学生の声

　・CHASKA 茶屋町全体がキャンドルの温もりに包まれた空間を体感できて良かったし、自分がそ

の空間を作る側として携わることができて嬉しかったです。たくさんの方達が見に来てくれたり

写真を撮ったりしてくれて、地域の活性化に貢献できたと思えました。

　・日が沈んだ後、キャンドルが光っている景色を見た時に、とても感動しました。たくさん写真

を撮っている方や、キャンドルの灯をずっと眺めている方もいらっしゃって嬉しかったです。

　　参加者の声

　・点灯時間までにキャンドルの設置が間に合うか不安でしたが、参加者の方々と協力して取り組み、

デザイン通りのものを完成させることができました。点灯した綺麗なキャンドルを見ると、達成

感や安らぎを感じることができ、ボランティアに参加して良かったと感じました。（社会学部・

１年次生）

　・一緒に活動した関大生と仲良くなることができ、入学してなかなか友達ができなかった自分に

とってすごく嬉しく、楽しいボランティア活動でした。（社会学部・２年次生）

⑪　大和川掃除
　堺キャンパス周辺を流れる大和川河川敷を清掃することで景観を清潔

に保つことができ、地域の方が河川敷をより気持ちよく利用できると同

時に、堺キャンパス周辺の地域貢献活動を目的として実施した。

　本活動は、堺キャンパスに通う学生にとって参加しやすい活動場所で

あることから、堺エリアで活動を展開しているボランティア団体

「WEVO」とも連携して実施している。

　当日は雲が多かったが気温は高かったため、こまめに休憩をとり、熱

中症に気を付けながら清掃活動をした。河川敷には大和川上流から家庭

ゴミやペットボトル等が流れてくるため、参加者全員で力を合わせて清

掃することで河川敷を綺麗にすることができた。

　　日　　時　 ６月５日（日）９時30分〜11時30分

　　場　　所　 大阪府堺市　大和川左岸河川敷

　　参加者数　 72名（学生スタッフ14名、本学学生17名、WEVO所属学生41名）

　　内　　容　 大和川河川敷の清掃

　　協　　力　 WEVO

　　企画者の声

・普段交流する機会が少ないWEVOの方達と交流することが出来て、貴重な機会でした。一見何も

無いように見えても、掘ってみると靴が1足出てくるなど、砂に埋まっているゴミが沢山見られ

ました。

　・同じグループの方たちと楽しく話しながら協力して清掃することができて良かったです。堺キャ

ンパスの方と一緒に活動することは初めてだったので、とても新鮮でした。キャンパス間の交流

にもなり、有意義な活動となりました。

　　参加者の声

・社会経験を積むために参加しました。初対面の人とも話すことができたので良かったです。（法

学部・３年次生）

　・ボランティアの経験を積む良い機会になると考えたので、参加しました。活動自体は思っていた

よりも短く感じ、少人数でのグループだったので活動しやすかったです。（法学部・３年次生）

⑫　吹田くわいボランティア 
　若者の農業への関心が低下し、千里山キャンパスがある吹田市の特産

品である吹田くわいの認知度が低いという現状がある。そこで、吹田く

わいの植え付けから収穫まで一年を通した活動を通して、吹田くわいに

ついて深く理解してもらうとともにボランティアの魅力に気付いてもら

うことを目的として実施した。

　どちらの活動も、農園の方から吹田くわいの説明をしていただき、植

え付けや収穫のコツについてお話しいただいた後、作業を行った。植付

けでは、日常生活では着る機会のない胴長を着用しての作業に苦戦しな

がらも、参加者同士で声を掛け合い農業の大変さを感じながら活動した。

収穫では、備中鍬でくわいを傷つけないように慎重に泥をかき分けなが

ら、全部で約700グラムのくわいを収穫した。

　　日　　時　 ①植え付け：６月16日（木）14時45分〜17時00分

　　　　　　　 ②収　　穫：12月５日（月）14時45分〜17時00分

　　場　　所　 大阪府吹田市　西農園

　　協　　力　 吹田市都市魅力部 地域経済振興室

　　参加者数　 ①13名（学生スタッフ５名、本学学生８名）

　　　　　　　 ②６名（学生スタッフ６名）

　　内　　容 吹田くわいの植え付けと収穫作業の手伝い

　　企画者の声

　・大学のある吹田市の特産品に触れることができ、地域のことを少しでも知るきっかけとなりまし

た。

　・くわいを収穫する作業は考えていたよりも大変でしたが、そのぶん達成感があり、泥の中からく

わいを見つけた時は嬉しい気持ちになりました。頂いたくわいを家に帰って素揚げにして食べて

みると、自分達で収穫したこともあってとても美味しかったです。

　　参加者の声

　・普段の生活で農業に関わることがないので、やってみたいなと思って参加しました。農業体験だ

けでなく、くわいの事を知ることもできてよかったです。（文学部・４年次生）

　・「すいたん」のモチーフであるくわいに興味があったので参加しました。また、学生スタッフの

方が話しやすくてよかったです。農家の方のお話も面白かったです。（法学部・２年次生）

⑬　飛鳥光の回廊2022 ～明日香をともす「和」のひかり～
　明日香村で毎年行われている、石舞台古墳をはじめ岡寺や飛鳥寺など、

明日香村内の代表的な史跡・寺社・施設をろうそくやLEDライトの明か

りで彩る地域活性化イベントで、奈良県明日香村との連携事業として実

施した。

　「キャンドルの輪と和でつながる光」を関西大学のテーマとし、キャ

ンドルのデザインや配置を考え、他の活動では得られない大変さと、よ

り大きなやりがいや達成感を感じることができた。

　残念ながら1日目は雨天のため中止となったが、石舞台古墳や奈良県

立万葉文化館などを見学し、明日香村の歴史や文化的価値について学ん

だ。2日目は、用意した約3000個の色付き紙コップを「ボランティア

センター 2022」という文字やピラミッド、円の形に並べた。夕方から

は多くの方が来場し、写真撮影をしたりと笑顔溢れる楽しい空間となった。

　　日　　時　 ①事前説明会：９月１日（木）12時00分〜13時00分

　　　　　　　 ②活　　　動：９月23日（金）10時00分〜17時00分

　　　　　　　 　　　　　　　９月24日（土）11時00分〜22時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②奈良県高市郡明日香村　川原寺跡

　　連 携 先　 奈良県明日香村

　　参加者数　 40名（学生スタッフ延べ21名、本学学生延べ19名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明

　　　　　　　 ②キャンドルデザイン案の作成、キャンドルを入れる紙コップの制作、

　　　　　　　 　キャンドルの設置・点灯・撤去、明日香村の散策、地域の方との交流

　　企画学生の声

　・イベントが始まると多くの方が見に来てくださり、「きれい」「すごい」などのお声をきくことが

でき、このイベントに関西大学ボランティアセンター学生スタッフとして参加してよかったと思

いました。

　・気温が高い中、多くのキャンドルを並べていくのは大変だったが、みんなで協力し合いながら長

時間かけて作り上げたので、その分、夜になりキャンドルの灯りがきらきらしているのを見ると

とても達成感を感じることができました。

　　参加者の声

　・楽しそうだと思ったので参加しました。思っていたよりずっと大変だったけど、終わったあとの

達成感が気持ちよかったです。（社会安全学部・1年次生）

　・みんなでキャンドルを並べるのがとても楽しかったです。参加して良かったと思いました。（経

済学部・1年次生）

⑭　下校見守り活動
　吹田警察生活安全課防犯係と連携して、千里山キャンパス近くの小学

校に通う子どもが安全に下校できるような環境を守ることを目的とし

て、千里山キャンパス周辺の小学校の下校時間にあわせて正門前で見守

り、声かけを実施した。

　当日は、子どもたちが「さようなら」「気を付けて帰ってね」と声を

かけると元気よく挨拶を返してくれたり、関西大学という名前を見て

「知ってる！」と声をかけてくれたりと、参加した学生ボランティアと

の交流を楽しむ様子が伺えた。

　　日　　時　 10月11日（火）７名、13日（木）４名、14日（金）４名　14時00分〜15時00分

　　　　　　　 10月12日（水）３名　12時45分〜14時15分

　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ10名、本学学生延べ８名

　　場　　所　 吹田市立千里第二小学校

　　協　　力　 吹田警察署生活安全課防犯係

　　内　　容　 小学校正門前での声掛け、見守り

　　企画学生の声

　・見守り活動中はできるだけ腰を屈めて、子どもたちと目線の高さを合わせて挨拶することを心が

けるようにしました。地域に根ざしたボランティア活動を企画できてよかったです。

・元気に挨拶をしてくれた子どもも多く、見守り活動をしている私たちの方が元気をもらいました。

　　参加者の声

　・実際に吹田警察署の方と連携して、見守り活動をするという貴重な経験ができて良かったです。

小学生から挨拶を返してもらえたりして本当にやってよかったと思いました。とてもいい経験に

なりました。（法学部・３年次生）

　・はじめてのボランティア活動で緊張していましたが、学生スタッフの方も職員の方も優しくて安

心しました。見守り活動もやりがいを感じることができたので、参加してよかったです。（商学部・

３年次生）

⑮　琵琶湖ツーリズム！～大学生で考える環境ボランティアの未来2022（実践編）〜
　関西大学ボランティアセンターは2017年度から琵琶湖の保全活動に

取り組んでいる。2017年度は特定外来生物オオバナミズキンバイ駆除

活動、2018年度は清掃活動を実施し、2019年度及び2020年度は新型

コロナウイルス感染症拡大の影響により実施を見合わせた。

　本学主催３大学（法政大学・明治大学・関西大学）連携事業として、

法政大学の学生ボランティアとともに、琵琶湖岸の環境保全活動として

滋賀県長浜市の南浜漁港にて、船の出港を妨げている特定外来生物ナガ

エツルノゲイトウの駆除活動を行った。

　当日は、学生ボランティア全員が胴長とライフジャケットを身につけ、

岸と舟上よりナガエツルノゲイトウの駆除活動を行った。ナガエツルノ

ゲイトウは、琵琶湖や内湖、河川などの水際に生育している水陸両生の多年生の植物で、茎の断片

からも再生するほど繁殖力が強いため、機械ではなく手作業で根や茎をできるだけ残さないように

根本から丁寧に引き抜き、陸に上げる作業を熱心に行った。

　その結果、夕方には、湖面が見えないほど群生していたナガエツルノゲイトウのほとんどを駆除

することができ、参加者全員がやりがいや充実感を得ることができ、大学生として環境ボランティ

アの未来を考えるうえでの契機となった。また、今回の活動を通して、大学の所属を超えて学生ボ

ランティア同士が交流を行うことができ、有意義な1日となった。

　　日　　時　 ①事前説明会：10月11日（火）12時15分〜12時50分

　　　　　　　 ②駆 除 活 動：10月16日（日）７時30分〜18時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②滋賀県長浜市　南浜漁港

　　活動協力　 滋賀県立琵琶湖博物館　特別研究員 /

　　　　　　　 滋賀県琵琶湖環境部 自然環境保全課 副主幹　中井 克樹 氏

　　　　　　　 南浜漁業協同組合

　　参加者数　 ①36名（学生スタッフ30名、本学学生６名）

　　　　　　　 ②42名（学生スタッフ24名、本学学生５名、法政大学９名、教職員４名）

　　内　　容　 特定外来生物ナガエツルノゲイトウの駆除活動

　　企画学生の声

　・ナガエツルノゲイトウは、とるのが難しく、無理に引っ張っても途中で切れてしまうと意味が

なく、ナガエツルノゲイトウの駆除の大変さに驚きました。活動後のきれいな湖面を見たからこ

そ、自然をこれからも大切にしていかなければいけないと感じました。

　・関西大学及び法政大学の学生、職員の方たちと活動中に交流できたので、楽しかったです。自分

たちの活動の成果を現地の方が喜んでくれていたことで、より達成感を感じることができました。

　　参加者の声

　・ナガエツルノゲイトウの駆除活動は、協力することが必須な作業だったので、参加者同士でコ

ミュニケーションをとり新しい輪を広げられてよかったです。（関西大学・３年次生）

　・外来種の駆除という貴重な体験をしてみたいと思い、参加しました。目に見える形で成果が現れ

るので、達成感を感じることができ参加してよかったと感じました。（関西大学・１年次生）

　・晴天の中、関西大学の皆さんと協力して非常に楽しく活動することができました。また、漁協の

方も優しく特定外来生物の駆除方法を教えてくださり、初心者でもすぐに取り組める内容でした。

昼食時は関西大学のみなさんとコミュニケーションを取りながら時間を過ごすことができ、２大

学合同ボランティア活動ならではの有意義な経験となりました。（法政大学・３年次生）

　・関西大学の方々と連携して、特定外来生物を駆除することができて良かったです。また、今回の

駆除活動を通じて、どれだけ湖が汚れているのかを目の当たりにし、今後、自分がどのように環

境活動に関わっていけばいいのかを考える良い機会になりました。（法政大学・２年次生）

⑯　2022年度学園祭「環境問題ってなんだろな？〜クイズで！ゲームで！楽しく学ぼう！〜」
　学生スタッフは、淀川河川敷の清掃活動や琵琶湖の特定外来生物の

駆除活動などといった環境保全活動を普段から多数実施している。そ

ういった経験を活かし、遊びを通して子ども達に環境問題について考

えるきかっけをもってもらえるような企画とした。また、統一学園祭

に来訪される保護者の方や地域の方及び本学学生に、ボランティア活

動の魅力と学生スタッフの活動を知ってもらうことを目的として実施

した。

　本学統一学園祭には、親子連れや子どもが多く来場するため、子ど

もを対象としてSDGs（特に環境問題）について学んでもらうため、環

境問題というテーマで3つのブースを設けた。当日は多くの子ども達が

訪れ、ゲームを通して環境問題について学びを得る機会となった。

　　日　　時　 11月３日（木）12時00分〜15時30分

　　　　　　　 11月４日（金）10時00分〜16時00分

　　　　　　　 11月６日（日）10時00分〜13時00分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館１階学生ラウンジ

　　参加者数　 102名（学生スタッフ延べ94名、本学学生延べ８名）

企画内容：

・紙芝居

　海洋プラスチック問題を中心とした環境問題について紙芝居で説

明したあと、身近な例を使ったクイズで環境問題について楽しく学

んでもらった。

・ミニゲーム

　牛乳パックや段ボールなどを再利用して作ったおもちゃで魚釣り

ゲームをしてもらった。捨てるはずだったもので遊んでもらうこと

で、リサイクルの大切さやゴミを減らす工夫などについて楽しみな

がら学んでもらった。

・塗り絵

　色鉛筆やクレヨンを使ってSDGsや地球をモチーフにした塗り絵

をしてもらいながら、SDGsについて興味を持ってもらった。

　　企画学生の声

　・初めて学園祭に参加しましたが、とても楽しかったです。子ども達が楽しみながらも環境問題に

ついて学びを深めてくれている姿が、とてもいきいきとしていたのが嬉しかったです。

　・ミニゲームも塗り絵も紙芝居も全て子ども達は楽しそうに体験してくれていました。笑顔で帰っ

ていく子ども達を見ると、とても嬉しく感じました。

　　参加者の声

　・一度もボランティアに参加したことがなかったので、参加してみたいと思って参加しました。来

場してくれた子ども達が可愛かったです。（経済学部・３年次生）

　・子どもとコミュニケーションを取れる良い機会だと思ったので参加しました。学生スタッフの方

も親切で楽しく活動できました。（社会学部・１年次生）

⑰　千里キャンドルロード2022
　吹田市と豊中市にまたがる千里ニュータウンの人口にちなんだ９万個

のキャンドルに灯をともすイベント「千里キャンドルロード」に本セン

ターは2014年度から参加し、今回で８回目となる。10周年を迎えた今

年は、『「出会い」これまでも…これからも…』をテーマに、３年ぶりに

来場予約なしでの開催となった。

　学生スタッフはキャンドルのデザインから考え、2022年度は、約

2000個の紙コップを色づけした大きな赤いハート２つを中心に、伸び

る 蔦 葉 や 青 い 紙 コ ッ プ で 縁 取 り し た「Kandai Volunteer Center 

2022」の白い文字など、工夫を凝らしたデザインを作成した。

　当日は、多くの方が訪れ、暗くなってキャンドルに火が灯されると、

あたり一帯が幻想的な光景になる様子を訪れた方たちが足を止め写真撮影をするなど、笑顔溢れる

光景となった。

　　日　　時　 11月５日（土）11時30分〜21時00分

　　場　　所　 吹田市立千里南公園

　　主　　催　 千里キャンドルロードプロジェクト

　　参加者数　 40名（学生スタッフ33名、本学学生７名）

　　内　　容　 キャンドルデザイン案の作成、キャンドルを入れる紙コップの色付け、

　　　　　　　 キャンドルの設置・点火・見回り・片付け

　　企画学生の声

　・「ここ（関大の作品）すごい！」「ここがメインやね。」などと、来場した方からの嬉しい言葉を

たくさん耳にしました。準備は大変でしたが成功して良かったと思えた瞬間でした。

　・スペースの問題もあり、当日にデザインの変更をしましたが、とても上手に完成させることがで

きて達成感がありました。学生スタッフの参加人数がとても多く、学生スタッフの交流の場となっ

ていたのも良かったです。

　　参加者の声

　・楽しそうだと思ったので参加しました。みんなで一つのものを作れていい経験になりました。（経

済学部・３年次生）

　・学園祭期間で授業がなく時間が空いていたこともあり、参加を決めました。想像していた以上に

キャンドルに灯をともした光景が綺麗で、また、地域の人達にも満足していただけたようでやり

がいを感じました。（法学部・２年次生）

⑱　大阪マラソン2023給水ボランティア
　今回で11回目の開催を迎える大阪マラソンは、チャリティ文化の普

及を目指す日本最大規模の都市型市民マラソンである。本学は第1回大

会からオフィシャルスポンサーとして参画している。

　活動を通して本学学生が大阪を盛り上げるとともに、ボランティアの

楽しさややりがいを感じてもらう機会とすることを目的として実施し

た。

　当日は、本学学生が給水ボランティアとして携わり「みんなでかける

虹。」というスローガンのもと、29,285人のランナーをサポートした。

給水や応援を通してランナーの方と関わり、参加した学生にもよりボラ

ンティア楽しさやスポーツの魅力を感じてもらうことができる活動と

なった。

　　日　　時　 ①事前説明会：２月15日（水）13時00分〜14時30分

　　　　　　　 ②活　　　動：２月26日（日）７時30分〜12時00分

　　場　　所　 ①千里山キャンパス第２学舎４号館BIGホール100

　　　　　　　 ②大阪マラソン第１給水所（５ km地点／中之島・本町ブロック）

　　参加者数　 191名（学生スタッフ22名、本学学生58名、体育会所属学生108名、職員３名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明、ボランティアセンターの紹介

　　　　　　　 ②給水所でのランナーへの給水提供

　　参加者の声

　・中学校の頃からマラソンに興味があり、実際に見てみたかったので参加しました。ランナーの皆

さんが一生懸命走りつつも、僕らボランティアに「ありがとう」と声を掛けてくれたことがすご

く嬉しかったです。（環境都市工学部・２年次生）

　・2021年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響で中止になってしまったので、今回は絶対に

参加しようと決めていました。関西大学の多くの学生が大阪マラソンという大きなイベントに携

われて、盛り上げることができて良かったです。（システム理工学部・2年次生）

⑲　飛鳥ハーフマラソン2023給水ボランティア
　関西大学と縁の深い奈良県明日香村で開催される飛鳥ハーフマラソン

に2021年度に引き続き2022年度も学生ボランティアをいう形で参加

した。本学学生が学生ボランティアとして参加することで地域貢献活動

に寄与するとともに、ボランティア経験の浅い学生に対してボランティ

アのやりがいや魅力を広めることを目的として実施した。

　明日香村は「飛鳥・藤原の宮都とその関連資産群」として世界遺産登

録をめざしており、その構成資産の半分以上を巡ることができるように

コースが設定されている。また、持続可能な社会づくりのためにソフト

フラスク（折りたためる携行給水ボトル）の配布や、参加費等の一部で

菜の花のタネを購入して景観保全に役立てるなど、様々な取り組みが行

われている。

　当日は、スタートからおよそ11km地点の棚田に設けられた第２給食所で甘酒の提供を行った。

　　日　　時　 ①事前説明会：３月１日（水）10時00分〜11時30分 

　　　　　　　 ②活　　　動：３月12日（日）８時00分〜13時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②奈良県高市郡明日香村

　　参加者数　 18名（学生スタッフ11名、本学学生７名）

　　内　　容　 ランナーへの給水

　　企画学生の声

　・給水を行っていると、ランナーの方に「ありがとう」と声をかけていただくことがあり、ボラ

ンティアをしている側の自分たちが元気をもらい、ボランティアに参加してくれた学生に活動を

通してやりがいを感じてもらうことができました。

　・ボランティアに参加していただいた関大生との交流を楽しむことができ、ランナーの方の笑顔を

見ることができてとても充実した時間を過ごすことができました。

　　参加者の声

　・スポーツが好きなので、スポーツに関われるボランティアをやってみたいと思い参加しました。

ランナーの方に「ありがとう」と声をかけていただくこともあり、喜んでいただけていると感じ

られて嬉しかったです。（文学部・１年次生）

　・もともと給水ボランティアをしてみたいと思っていたので参加しました。ランナーの方と言葉を

交わしたり、アイコンタクトを取ることができたりしたことが嬉しかったです。（法学部・２年

次生）

⑳　子ども遊びボランティアinまちなかリビング北千里
　2022年度初めて企画を募集し、ベストアイデア賞を獲得した「学童

保育ボランティア」として、まちなかリビング北千里にて、ソフトバス

ケット大会（3on3）のお手伝いやボードゲーム・カードゲームを使用

した遊び等、子どもとのふれあいを通して、子どもとのかかわり方や距

離の縮め方を学び、コミュニケーション能力を向上させることを目的と

して実施した。

　当日はソフトバスケット大会の運営補助だけでなく、子ども達と一緒

にチームを組んで参加したり、小学生vs大学生の試合を行い、ソフトバ

スケット大会を盛り上げた。また、同施設で管理しているボードゲーム

やカードゲーム等の様々な遊び道具を使用して、ソフトバスケットの参

加待ちの子ども達やスポーツが苦手な子ども達と遊ぶ活動も行った。

　　日　　時　 ３月23日（木）16時00分〜18時00分

　　場　　所　 まちなかリビング北千里

　　参加者数　 13名（学生スタッフ５名、本学学生８名）

　　内　　容　 ソフトバスケット大会の運営補助・参加、子ども達との交流

　　企画学生の声

　・下見を行った時より子ども達の人数が多かったのにも関わらず、学生ボランティアの方々全員が

子ども達と交流をしていただくことができました。活動の最後まで、子ども達と交流するという

ことができ、手持ち無沙汰にならなかったことが非常に良かったと思います。また、児童センター

の職員さんには行くたびに「来てくれてありがとう。」というお言葉をいただくことができて、

嬉しいです。

　　参加者の声

　・子どもと遊ぶことがボランティアになるのならやってみたいと思ったので参加しました。子ども

と触れ合う中で、子どもにしかない発想を多く学び、とても楽しく活動することができ、ボラン

ティアに参加して良かったと思いました。（経済学部・1年次生）

　・子どもと遊びたいと思ったので参加しました。ボランティアに参加した自分が子どもから元気を

もらい、ボランティアにはこんな魅力もあるんだと実感しました。（大学院・2年次生）

（３）雨天中止事業

①　第4回大和川大掃除～未来につなげよう300人の小さな一歩～
　堺キャンパスの近くを流れる大和川河川敷において、各キャンパスの

学生、体育会所属学生、ボランティア団体所属学生、大学職員、ミズノ

株式会社社員など総勢300名が海につながる河川の環境美化に取り組む

ことで、SDGsや海洋プラスチック問題などを改めて意識してもらうこ

とを目的として企画したもの。

　学生スタッフは設立以来、本学学生にボランティア活動を通じてボラ

ンティアの魅力を知ってもらうために、様々なボランティア活動を同じ

学生目線で企画・運営してきた。特に河川敷の清掃活動については、

2011年度から2016年度まで500名規模で淀川河川敷の大掃除を行い、

ゴミの減少に貢献した。2017年度からは大和川河川敷に活動場所を移

し、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により規模を縮小することもあったが、継続的に清掃活

動を行っている。

　2022年度は多くの関大生にボランティア活動の魅力を知ってもらうべく、体育会11団体にご協

力いただき、コロナ禍前と同規模の300名で実施することを企画した。また、ボランティア活動を

通じて双方の充実と発展に寄与するため、本学と連携協定を結んでいるミズノ株式会社にもご参加

いただくことになっていたが、残念ながら当日雨天のため中止となった。

　　日　　時　 ２月19日（日）10時00分〜12時00分

　　場　　所　 大和川公園河川敷周辺

　　協　　力　 大和川河川事務所

　　　　　　　 ミズノ株式会社

　　内　　容　 大和川河川敷での清掃
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Ⅱ  １  学生スタッフの概要

　ボランティアセンター学生スタッフ（以下、学生スタッフ）は、「関大生にボランティアの魅力を

広めること」を目的として、ボランティアセンター職員とともに活動しています。

（１）ボランティアセンター学生スタッフの活動

①　学生スタッフによるボランティアの情報紹介（ボランティアコーディネート）
　本学学生の「ボランティアって何だろう？」という疑問や、「こ

んなボランティアをしてみたい！」などのボランティアに関す

る様々な相談に、学生スタッフが対応している。

　新型コロナウイルス感染症拡大のため、2020年度秋学期か

らはZoomを活用したオンライン・ボランティアコーディネー

トを開始した。さらに、2021年度秋学期からは、本センター

ホームページから友人と一緒に受付ができるように変更した。

2022年度については、引き続きオンライン・ボランティアコー

ディネートを行いつつ、対面でのコーディネートを実施した。

②　ボランティア体験ツアーの実施
　初めてボランティア活動に参加する本学学生が、気軽に一歩

踏み出せるように関大生同士で活動するボランティアプログラ

ムを企画・運営している。学生スタッフは、実施に向けてミー

ティングを重ねている。

　2019年度から、参加申込にGoogleフォームを用いたオン

ラインでの参加申込みを取り入れている。

③　広報活動
　学生スタッフは、ボランティア体験ツアー実施前に、学生スタッフが作成した募集に関するチラ

シを関西大学構内の掲示板に掲示したりするなど、本学学生にボランティアを始めるきっかけとな

る広報活動を積極的に行っている。また、ボランティア体験ツアー実施後には、写真を交えて活動

内容を掲載する「ぼらぼらblog」の更新も行っている。

　そのほかにも、学生スタッフが編集委員となって年に３回ボランティアセンター機関誌

「Volury」を発行している。2022年度は新入生向けにボランティアセンターや学生スタッフの紹

介を掲載した春号と、秋のボランティア体験ツアーやその魅力について掲載した秋号を計２回発行

した。また、発行した「Volury」は、ボラリー WEEKと称した１週間で学生スタッフによる配布

活動を行った。

④　新入生に向けた広報活動
　新入生を対象にボランティアセンターの認知度を高め、ボランティア活動への参加促進や新たな

学生スタッフの募集を目的として行った。2022年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のた

め、例年に比べて規模を縮小した形での実施となった。

➢ 新入生歓迎行事

　　日　　時　 ４月２日（土）、４日（月）10時00分〜17時00分

　　場　　所　 千里山キャンパス誠之館２号館１階ボランティアステーション前

　　内　　容　 看板の設置・案内、ブースの設置、活動内容の説明

➢ ボランティアフェスティバル2022 ～大きな一歩を踏み出せ、変われ自分～

　　日　　時　 ４月13日（水）〜15日（金）12時20分〜12時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館１階学生ラウンジ

　　内　　容　 関西大学のボランティア団体の紹介、ステージ発表、大型モニターを使用した広報

➢ 春のピア×ボラ祭り

　本学ピア・コミュニティ※と協力して、本学学生にさらにボランティ

ア活動やピア・サポート活動に興味を持ってもらうことを目的として実

施した。

　ブースを設置して、興味を持ってきてくれた学生に対してボランティ

アセンター学生スタッフ、ピア・コミュニティ※の活動内容について説

明を行った。学生スタッフとピア・コミュニティ所属学生同士で有意義

な交流の時間ともなった。

※ピア・コミュニティとは、本学でピア・サポート活動を実践する小集団です。
クラブ、サークル等の課外活動と同様に、１つの目標にむかって仲間同士が
力を合わせて活動するだけでなく、各ピア・コミュニティがそれぞれの支援
部署と連携しながら「学生が学生を支援する」活動を行っています。

　　日　　時　 ４月25日（月）～ 28日（木）12時20分～ 12時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館１階学生ラウンジ、ピアエリア

　　参加団体　 ボランティアセンター学生スタッフ

　　　　　　　 ピア・コミュニティ運営本部

　　　　　　　 国際コミュニティ“KUブリッジ”

　　　　　　　 KUサポートプランナー（KUSP）

　　　　　　　 KUコアラ

　　　　　　　 関西大学学生PRチーム SUGaO

　　内　　容 ボランティア活動及びピア・サポート活動紹介

　　　　　　　 ボランティアセンター学生スタッフ及びピア・コミュニティ活動紹介

　学生の中には「ボランティアに関心があるけど一歩踏み出せない」という学生もおり、学生スタッ

フはそのような学生を後押しできるような学内のボランティア活動の企画のほか、様々な社会問題へ

の啓発活動を行っている。

（１）学生スタッフ企画

　学生スタッフ企画とは、ボランティア活動の魅力を広めるため、まずは学生スタッフ自身がボラ

ンティアの魅力を再認識するために企画・参加しているプログラムである。

①　ボランティア懇談会
　ボランティアに関心のある関西大学の学生にボランティア活動の魅力

を発信する１つの手段として、ボランティアコーディネートを実施して

いる。より多くの学生に参加してもらうことを目的として普段はお昼休

みに実施しているボランティアコーディネートを、今回はお昼休みから

３限終わりまで開室時間を延長して実施した。

　　日　　時　 ５月 13 日（金） 12時20分〜15時00分

　　場　　所　 誠之館２号館１階ボランティアステーション

　　内　　容　 ボランティアコーディネート

②　富士山自然保護ボランティアツアー（法政大学主催3大学連携事業）
　3大学（法政大学・明治大学・関西大学）連携事業の一環として、法政大学主催の世界遺産であ

る富士山の麓で森林整備事業に参加した。

　団体の方からオーバーユーズ（使いすぎ）やアンダーユーズ（活用不足）の重要性、環境問題に

ついてなどのお話を伺った後、6〜7名ずつのグループに分かれて森林保全活動に取り組んだ。草

木の伐採や薪割り、枯れ木処理など、慣れない作業を行うのは大変であったが、休憩時間には木登

りをしたりブランコに乗ったりして、日常では味わえない大自然とのふれあいを楽しんだ。

　　日　　時　 ５月22日（日）９時45分〜17時00分

　　場　　所　 静岡県富士宮市

　　主　　催　 認定特定非営利活動法人富士山クラブ

　　参加者数　 37名（学生スタッフ4名、職員1名、

　　　　　　　 他大学学生32名）

　　内　　容　 草木の伐採、薪割り、枯れ木処理

　　学生スタッフの声

　・階段づくりや道の開拓など、自分が想像していたよりもはるかに本格的な活動ができました。日

常生活の中で鍬や鋸を使ったりすることがないため、初めはうまく使えませんでしたが、コツを

つかんだ後は気持ち良い程スムーズに切れるようになったのが本当に楽しかったです。

⑤　ボランティアセンター学生スタッフ養成合宿
　　学生スタッフ自身のスキルアップをめざして年２回養成合宿を実施している。

夏合宿
　新たに学生スタッフに加入したメンバーを含め、学生スタッフが積極的にボランティアに励み、

今後の活動を円滑に進められるように学生スタッフ間の仲を深めることを目的として、新型コロナ

ウイルス感染症対策を行ったうえで、日帰りで実施した。

　　日　　時　 ①９月12日（月）11時00分〜16時30分

　　　　　　　 ②９月13日（火）12時30分〜16時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎C204教室

　　参加者数　 ①37名（学生スタッフ32名、職員５名）

　　　　　　　 ②41名（学生スタッフ36名、職員５名）

　　内　　容　 交流ワーク、避難所運営ゲーム、コンセンサスゲーム、

　　　　　　　 ４年次生との交流

　　学生スタッフの声

　・避難所ゲームは色んなことを考えながら進める必要があるため、カードに書かれた情報を全て把

握しながら進めることがとても困難でした。避難所では非常に難しいことが多く、考えなければ

ならない事がたくさんある事を体感しました。

　・コンセンサスゲームを体験して、意見をどちらかに寄せるのではなくどちらの意見も取り入れる

のが大切だとわかる一方、皆の意見を入れて一つの意見にするのは難しいと感じました。

春合宿
　2023年度の活動に向けて、学生スタッフに所属する意義や意味を再確

認するとともに、今後の活動における方向性を明確にし、学生スタッフ

間で共有すること。さらに、グループワークでの意見交換やプレゼンテー

ションを通して、企画力を身につけ、今後の活動に活かしていくことを

目的として実施した。

　　日　　時　 ３月６日（月）〜３月７日（火）

　　　　　　　 10時20分開始、翌12時00分終了

　　場　　所　 高槻キャンパス100周年記念セミナーハウス・高岳館

　　参加者数　 57名（学生スタッフ53名、教職員４名）

　　内　　容　 交流ワーク、企画力の養成、2022年度の振り返りと

　　　　　　　 2023年度の目標決め

⑥　2022年度ボランティアセンター学生スタッフ活動報告会及び交流会
　2022年度は今までと引き続き感染症対策を講じつつも新し

いボランティアの形を探し、工夫して活動を行ってきた。

　2022年度の活動を振り返り、工夫した点や改善点などを見

つけて共有することで、2023年度に向けてより良い活動が行

えるようにすることを目的として実施した。

　当日は、パワーポイントを用いて2022年度に実施した18事

業の実施報告を行った後、グループに分かれてOB・OG、教職

員との交流を行った。

　　日　　時　 ３月４日（土）13時00分〜17時00分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館

　　　　　　　 ４階ミーティングルーム／オンライン（Zoom）

　　参加者数　 44名（学生スタッフ35名、教職員７名、

　　　　　　　 OB・OG２名）

　　内　　容　 2022年度に行った各事業の活動報告、

　　　　　　　 OB・OGとの交流

　　学生スタッフの声

　・参加していない企画の内容を詳しく知ることができて、2023年度に向けて参考になりました。

　・2022年度は、ボランティアをやってみたい人向けに新規企画・恒例企画を含め、幅広く事業を

実施できていたことが分かりました。ボランティアの魅力に気付いた人向けに、長期的に続けら

れる企画があるといいかもしれないと思いました。

　・この活動報告会を通して、自分が担当していなかったボランティア事業の活動内容だけではなく、

改善点まで詳しく知ることができ、とても勉強になりました。

⑦　関西大学×関西学院大学　活動報告交流会
　関西大学と関西学院大学それぞれのボランティア活動の内容や様子の共有、意見交換を通して交

流を深める機会とする。また、ボランティアステーション等の施設見学を行いながら交流すること

で、他大学の学生コーディネーターとの活動の違いなどを知り、それぞれの大学の学生スタッフが

新しい視点を得ること、これからの団体の活動に活かしていけるようにすることを目的として実施

した。

　当日は、２グループに分かれて各大学の活動についてなど意見交換をした後、ボランティアステー

ションの見学を行った。これからの継続的な交流について学生同士で話をするなど、横のつながり

をつくる良い機会となった。

　　日　　時　 ３月29日（水）15時00分～ 16時30分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎C204教室、誠之館２号館１階ボランティアステーション

　　参加者数　 15名（学生スタッフ６名、関西学院大学５名、教職員４名）

　　内　　容　 ボランティアセミナー 2023の受講、関西学院大学の学生との交流、

　　　　　　　 ボランティアステーションの見学

　　学生スタッフの声

　・他大学のボランティアをされている方とお話しする中で、関大とは違った様々な活動を知り、今

後企画をするときの参考になりました。（法学部・１年次生）

　・他大学の活動内容を聞いたり、交流ができ新鮮でした。また交流ができたらいいと思います。（環

境都市工学部・１年次生）

　・他大学のボランティアセンターの学生スタッフの活動について知りたいと思って参加しました。

コーディネーター側になって、コーディネートするイメージがつきました。（関西学院大学・３

年次生）

⑦ 　FM大阪ラジオ出演
　月替わりで、日本中の様々な大学よりサステナブルな活動に関する知識・発想を世の中に発信す

ることで、さらなるアイデアを生み出すラジオ番組FM大阪「マクセル meets カレッジナレッジ」

から依頼があり、学生スタッフ１名が２週にわたって出演した。

　関大生にボランティアの魅力を広めるためにボランティア活動を企画・運営していることや、力

を入れて取り組んでいる琵琶湖の環境保全活動について紹介した。

　　放　　送　 ７月24日（日）・31日（日）13時55分〜14時00分

　　収　　録　 千里山キャンパス 東体育館 多目的室

　　内　　容　 ボランティアセンター学生スタッフの活動紹介

（２）ボランティアセンター学生スタッフの運営

①　学生スタッフ全体ミーティング（月１回）
　学生スタッフ間の情報共有のため、月に１回全体ミーティン

グの時間を設けている。全体ミーティングは長期休み中も行い、

団体の一員として学生スタッフ全員参加を原則としている。

②　ボランティアセンター職員とのミーティング
　学生スタッフの代表１名・副代表２名で構成する幹部及び、

会計２名、ボランティア団体担当者２名で構成する役職者とボ

ランティアセンター職員とで、定期的にミーティングの時間を設け、情報共有や意見交換を行って

いる。企画準備の進捗状況や団体運営についての相談が中心ではあるが、職員と学生スタッフのコ

ミュニケーションの場にもなっている。職員が代表者と話し合うことで、各イベントの最善の取り

組み方法等を共有し、団体として成長していけるような支援につなげている。

意見交換をしている様子 ステーションを見学している様子 集合写真

収録の様子 収録の様子 インタビュアーと学生

③　びわ湖を美しくする運動
　 2022年度に引き続き、琵琶湖の特定外来生物の現状を把握

するために、実際に琵琶湖に足を運び、滋賀県が毎年7月1日

において「びわ湖の日」に実施している「びわ湖を美しくする

運動」の特定外来生物のオオバナミズキンバイおよびナガエツ

ルノゲイトウの駆除活動に参加した。

　滋賀県が取り組む、琵琶湖の環境保全について、現状と課題、

特に侵略的外来水生植物の繁殖力やその影響による被害を伺

い、行政として滋賀県が取り組むボランティアに関して知見を

深めた。また、実際に、湖岸に生息する大量のナガエツルノゲ

イトウを手作業で取り除く体験を行い、学生スタッフとして何

ができるのかを考えることに繋げ、今後企画する「琵琶湖ツー

リズム！～大学生で考える環境ボランティアの未来2022（実

践編）〜」で実現することとした。

　　日　　時　 ７月１日（金）９時00分〜10時30分

　　場　　所　 滋賀県大津市　大津市なぎさ公園周辺

　　協　　力　 滋賀県琵琶湖環境部自然環境保全課

　　参加者数　 ７名（学生スタッフ５名、職員２名）

　　内　　容　 特定外来生物オオバナミズキンバイおよびナガエツルノゲイトウの駆除及び関係者

への取材

④　2022ボランティア新企画募集～あなたの想いを伝えよう～
　関大生からボランティアの新企画を募集し、学生スタッフが企画者のボランティアへの想いを他

の学生に伝えるお手伝いをする。また、そのボランティアを実現することで学生スタッフの活動に

新しい視点を取り入れることを目的として、2022年度から新しく実施した。

　SDGsを意識した内容のボランティア活動で、関大生が学生スタッフとともに行うことができる

新たな企画を募集したところ、８事業の応募があり、ヒアリングなど選考を重ねベストアイデア賞

として「学童保育ボランティア」、学生スタッフ特別賞として「動物愛護団体のお手伝いをして、

犬猫と触れ合おう」の２事業が選ばれた。

　ベストアイデア賞として選ばれた「学童保育ボランティア」は学生スタッフのサポートのもと、

大阪府吹田市の「まちなかリビング北千里」にて、来館する子ども達と遊び、交流するボランティ

アとして実際に実施し、特典②として本センター活動報告書にも掲載した。

　　募集期間　 ７月25日（月）〜８月31日（金）

　　募集内容　 SDGsを意識した内容で、複数名が参加できて、みんなで

楽しめるボランティア活動のアイデア

　　募集対象　 関西大学に所属の個人またはグループ
特典： ①選ばれたアイデアは、学生スタッフのサポートのもと、実際に企画として実施

②ボランティアセンターが発行する「活動報告書」に記載
③ボランティア体験ツアーに企画者の名前を付すことができる

　　応 募 数　 ８グループ
○ キャンパスで大地震発生から避難までを考える・新！関大クリーン大作戦
○ 子ども達が防災について学べる遊びを提供する活動・子ども達とのふれあい大作戦
○ 二酸化炭素を減らし地球の環境を守るための植林ボランティア
○ 私たちの手で綺麗な海を守ろう！海岸清掃in大阪湾沿岸の浅場
○ 学童保育ボランティア・動物愛護団体のお手伝いをして、犬猫と触れ合おう

　　学生スタッフの声

　・アイデアを応募してくれたグループへヒアリングを行うことで、アイデアをより具体的に深掘す

ることができました。

　・多くの学生に参加してもらうために、広報期間をより長く設け、ボランティアセンター機関誌の

配布などで知ってもらう機会を作る工夫をするべきでした。また、体験ツアー化する企画を選定

してから実施までに時間がかかりすぎたため、次に実施する際は実施までのプロセスまで細かく

決めておきたいです。

⑤　ようこそ！　関大サロンへ
　コロナ禍でも実施できるボランティア活動として、吹田市社会福祉協議会の協力を得て、2021

年度から高齢者施設に入所する方々とZoomを繋いだオンライン交流会を開始した。

　同世代の交流だけでなく、高齢者のような日常の中ではつながりを持ちにくい異世代との交流を

通して、高齢者の人々の文化を享受するだけでなく、一緒にゲームや歓談を行い、地域において世

代を超えたつながりや相互理解を深める機会を創出することを目的として実施した。加えて、高齢

者の方との接し方を学び、学生のコミュニケーション能力の向上を図るとともに、高齢者の方や施

設職員との関わりの中で、どのようなボランティアや支援が必要なのかを知り、これから新たに行

う活動を企画する際の気づきを得ることができた。

　今後は、関大生を募集してボランティア体験ツアーとして実施することを予定している。

　　日　　時　 ①９月５日（月）13時30分〜14時30分

　　　　　　　 ②３月15日（水）13時30分〜14時30分

　　場　　所　 オンライン（Zoom）

　　受入団体　 社会福祉法人 秀明会「特別養護老人ホーム あす～る吹田」

　　参加者数　 ①10名（学生スタッフ４名、職員２名、高齢者３名、施設職員１名）

　　　　　　　 ②11名（学生スタッフ３名、職員３名、高齢者３名、施設職員２名）

　　内　　容 高齢者とのゲーム・クイズ、歓談

　　学生スタッフの声

　・高齢者の方が「楽しかった、ありがとう」と言って涙まで流してくださり、短い時間で、これほ

ど感動していただけたのがとても嬉しかったです。

　・普段あまり話すことのない年代の方々と会話することができ、とても思い出に残る良い時間を過

ごせました。

⑥　まちFUNまつりin関西大学2022　子ども店長サポートボランティア
　子ども達を中心に、ともに楽しみ学べる場を地域に作ることを目的として活動している特定非営

利活動法人 ママふぁん関西との共催事業として実施した。

　「地域に開かれた大学」を目指して始まった本イベントは、今回で6回目を迎えた。学生スタッ

フも毎年運営補助ボランティアとして参加しており、2022年度は子ども達が店長となって出展

ブースのお店を手伝い、お金のやりとりも行うことで働く楽しさやお金の大切さを学ぶ職業体験イ

ベント「子ども店長」企画のサポートを行った。

　事前にお給料袋やくじを作成し、当日も会場設営の手伝いを行った。来場した子ども達がエプロ

ンに着替える手伝いや働くお店を決めるくじ引きの対応をする中で、学生スタッフは子ども達の緊

張がほぐれるように、声掛けをするなど工夫しながら活動をした。

　　日　　時　 10月９日（日）10時00分〜13時30分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館およびその周辺

　　参加者数　 学生スタッフ７名

　　内　　容　 お給料袋やくじの作成、会場設営、「子ども店長」事業のサポート、子ども達との交流

　　学生スタッフの声

　・子ども達の元気な姿に勇気づけられる、楽しい時間でした。

　・子ども店長自身が楽しかったと笑顔で言ってくれたり、お給料を手渡しするときにありがとうと

声をかけてくれたりして、うれしかったです。

⑦　非常食配布イベント
　防災意識の向上はもちろん食品ロス削減に取り組むことでSDGsの「つくる責任　使う責任」の

達成への貢献を目指して、公益社団法人 日本非常食推進機構より提供していただいた使用期限が

迫った非常食（防災備蓄品）を配布した。

　当日は、保存用ビスケット、保存用飲料水、アルファ化米の三種類の非常食を配布するのにあわ

せて、学生スタッフが広く認知されるように広報を行った。

　配布数は、保存用ビスケット300個、保存用飲料水100本、アルファ化米41個だった。

　　日　　時　 10月10日（月）12時20分〜12時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館１階学生センター前

　　参加者数　 学生スタッフ７名

　　内　　容　 保存用ビスケット・保存用飲料水・アルファ化米の配布

（２）ボランティア体験ツアー

　ボランティア体験ツアーとは、「ボランティアに関心があるけど一歩踏み出せない」という学生に、

ボランティアの第一歩として気軽に参加できるボランティア活動として実施しているプログラムで

ある。

①　関大クリーン大作戦～関大前の交流の輪を広げよう！～
　関西大学周辺まちづくり勉強会※主催の清掃活動にボランティア活動

として参加した。

　当日は、地域の方や体育会学生と協力して、関大前通りや千里山ユー

トピア遊園の清掃を行った。道端にはタバコの吸い殻が多く、側溝にも

マスクや包装紙のゴミが多く落ちていた。ゴミ拾いを終えたら、根を残

さないように専用の道具などで掘り起こしながら千里山ユートピア遊園

の除草作業を行った。普段なかなか関わることのない地域の方と交流し

ながらの活動となり、終始笑顔が絶えない時間となった。

※阪急電鉄関大前駅周辺の地域において、安心・安全で活力と魅力あふれる「ま
ちづくり」を推進し、自治会、関大前商店街、学校法人関西大学及び行政で
課題を共有し、方策を検討することを目的とした組織。現在は、関大前ラボ
ラトリ（通称まち・かん）の管理運営及び関大前周辺地域の美化活動を主な活動としている。

　　日　　時　 ４月14日（木）８名、５月12日（木）雨天中止、６月９日（木）６名、10月13日（木）

７名、11月10日（木）３名、12月８日（木）７名　14時00分〜15時00分

　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ15名、本学学生延べ16名

　　場　　所　 阪急電鉄関大前駅～関西大学正門の周辺道路、千里山ユートピア遊園

　　主　　催　 関西大学周辺まちづくり勉強会

　　内　　容　 関大前通り、千里山ユートピア遊園の清掃

　　企画学生の声

　・関大前はタバコのゴミや雑草が多く、清掃のやりがいが大きいと感じました。また、地域の方や

関大生とも交流しながら行えたため、最後まで良い雰囲気で清掃できたと思います。

　・参加してくれた関大生と活動中もたくさん話せました。１人で清掃に集中するよりも話しながら

のほうが楽しく、時間が過ぎるのが早かったです。

　　参加者の声

　・コロナ禍でも自分がやれることに挑戦したかったから参加しました。地域の人と交流できてよ

かったです。（社会学部・２年次生）

　・街が綺麗になっていくのがうれしかったです。地域の人たちとも協力しあうことができて、充実

した時間でした。（法学部・1年次生）

②　関大クリーン大作戦in高槻
　普段利用している駅やキャンパス周辺を清掃し、景観を保護すること

で、学生や地域の方々が気持ちよく利用することを目的に、また、阪急

高槻市で活動することで高槻キャンパス、高槻ミューズキャンパスの学

生も気軽にボランティアに参加できる機会を設けることを目的として実

施した。

　4月実施時は、阪急高槻市駅周辺の本通り商店街と中通り商店街の二

手に分かれて、清掃活動を実施した。11月実施時は、参加者全員で清

掃活動を実施した。両日とも、最初にアイスブレイクを行い、交流をし

てから清掃活動に取り組んだため、雰囲気がよく楽しく活動することが

できた。

　　日　　時　 ①４月17日（日）９時00分〜10時30分

　　　　　　　 ②11月27日（日）９時00分〜10時30分

　　場　　所　 阪急高槻市駅周辺

　　参加者数　 ①15名（学生スタッフ５名、本学学生10名）

　　　　　　　 ②７名（学生スタッフ６名、本学学生１名）

　　内　　容　 阪急高槻市駅周辺の清掃

　　企画学生の声

　・想像していたよりも多くの人に参加してもらうことができて、アイスブレイクや清掃活動中は参

加者同士の交流があり、いい雰囲気で活動することができてよかったです。

　・活動中に通りがかった地域の方から「お疲れ様です。」というお言葉をいただくことができて、

嬉しかったです。

　　参加者の声

　・友達の輪を広げたいと思い参加しました。ゴミをたくさん拾うことができてやりがいがありまし

た。（社会安全学部・１年次生）

　・少人数のグループに分かれてのゴミ拾いだったので、1人で参加しても他の参加者と話しながら

活動しやすくて良かったです。（総合情報学部・３年次生）

③　淀川掃除
　淀川河川敷の清掃をすることで、大阪湾へゴミが流れ込むことを防ぎ、

淀川の水質や景観を保護することを目的に、また、清掃活動という気軽

に参加できる点を活かして、関大生にボランティア活動の魅力を広める

機会にすることを目的として実施した。2021年度には、淀川河川事務

所に相談を行ったうえで、これまで清掃を行っていた南方地区から行政

の対応が追い付いていないより河口の西淀川区福町地区へ場所の変更を

行った。

　４月実施時は雨天だったため、河川敷の手前を２グループに分かれて

清掃活動を行い、途中でグループを入れ替える等、参加者同士がより多

く関われるよう工夫を行った。

　10月実施時は晴天に恵まれ、5グループに分かれて河川敷を広く清掃

した。

　　日　　時　 ①４月24日（日）10時00分〜12時00分

　　　　　　　 ②10月23日（日）10時00分〜12時00分

　　場　　所　 大阪市西淀川区　阪神福駅近くの河川敷

　　参加者数　 ①26名（学生スタッフ8名、本学学生18名）

　　　　　　　 ②20名（学生スタッフ10名、本学学生10名）

　　内　　容　 淀川河川敷の清掃

　　企画学生の声

　・雨の中での実施となり、予定していた通りの淀川掃除は出来ませんでしたが、参加者の方から「楽

しかった」という言葉が聞けて嬉しかったです。

　・通りすがりの地域の方からどこの大学の団体なのかと尋ねられ、「ありがとうね、頑張って！」

とお声掛けいただいて嬉しかったです。

　　参加者の声

　・河川敷には多くのゴミが落ちていて、それらを拾っていくことが単純に楽しかったし、学生ス

タッフの方や参加者の方と色々話せてよかったです。（外国語学部・１年次生）

　・前に参加した清掃ボランティアで誘ってもらったので、参加しました。思っていたよりもプラス

チックのゴミが多くて驚きました。（政策創造学部・１年次生）

④　献血呼びかけボランティア

　献血の必要性を多くの学生に伝えることが、社会貢献につながるとい

うことを知ってもらうこと、また、気軽に参加できる学内ボランティア

を通じて、ボランティアの良さを身近に感じてもらい次のボランティア

活動参加のきっかけを創出することを目的として実施した。

　現在の日本では少子高齢化が進み、輸血を必要とする高齢者の割合が

増える一方で、それを支える若者の献血者数が減っているという危機的

状況にある。また、血液は長期の保存ができないため、安定的な供給が

必要であるが、献血について学生の関心が薄いのが現状である。

　献血を実施の広報だけでなく、当日は、献血車前で看板を持って献血

協力の呼びかけを行った。

　　日　　時　 ４月25日（月）14名、４月26日（火）９名、５月10日（火）６名、６月７日（火）８名

　　　　　　　 10月12日（水）10名、10月20日（木）３名、11月11日（金）６名、12月５日（月）４名

　　　　　　　 11時30分〜13時30分、12時00分〜13時00分

　　　　　　　 ※10月20日は関大防災DAYの事業の一環として実施した。
　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ40名、本学学生延べ20名

　　場　　所　 千里山キャンパス総合図書館前、悠久の庭前、

　　協　　力　 大阪府赤十字血液センター

　　内　　容　 献血への協力呼びかけ

　　企画学生の声

　・授業終わりで人通りが多い時間帯に呼び込み時間を設定したため、効果的に呼びかけが行えたと

思います。前を通った方が自分たちの呼びかけに反応してくださって嬉しかったです。また、毎

月行っているので声を出すことに慣れてきて、積極的に声かけをすることができました。

　・呼びかけを行ったことで、多くの学生に献血実施中であることに気付いてもらうことができまし

た。呼びかけに反応してくださる方もいて嬉しかったです。

　　参加者の声

　・輸血経験があるため、恩返しになればと思って参加しました。活動はアットホームな雰囲気で楽

しむことができました。（文学部・２年次生）

　・自分が想像していた以上に人が集まり、献血に協力していたので、声掛けの達成感を感じました。

（商学部・３年次生）

⑤　関大花植え活動（大学昇格100年記念）
　大学昇格100年記念事業の一環として、経済学部と商学部の学び舎で

ある第２学舎１号館前の広場を、山岡順太郎の胸像とともにリニューア

ルすることとなり、管財課の協力のもと、花壇の花植え活動を実施した。

大学昇格100年という節目に、緑のなかで新しい仲間と出会って交流し

ながら、学生たちの愛校心を育むこと。また、今後の広報を含めて、「ボ

ランティアセンター学生スタッフ」が大学内で広く認知されることを目

的として実施した。

　当日は、業者の方の指示に従いながら土を掘り、花を植えた。活動の

途中から雨が降りだしたため、レインコートを着用しての活動になった

が、参加者全員が熱心に取り組んだ結果、予定よりも広い範囲に花を植

えることができた。

　　日　　時　 ５月13日（金）９時00分〜12時10分

　　場　　所　 千里山キャンパス第2学舎1号館前広場

　　参加者数　 30名（学生スタッフ９名、本学学生21名）

　　内　　容　 花壇の花植え

　　企画学生の声

　・花を植える場所の土が硬くて、掘るのに思ったより時間がかかって大変でした。また、植えると

きに花の間隔や全体のバランスを考えるのが難しかったので、わからないことがあったら業者の

方に質問しながら作業をすすめました。

　・業者の方から「これからも手伝いにきてほしい」と言って褒めていただけて、嬉しかったです。

　　参加者の声

　・花植えに興味が湧いたので参加しました。想像していたよりも体力を使い、花壇がきれいになっ

ていくのが分かってやりがいがありました。（システム理工学部・４年次生）

　・ボランティア活動を体験してみたかったので参加しました。自分の活動が花というかたちで残っ

て嬉しいです。（文学部・１年次生）

⑥　高槻景観美化ボランティア
　自然と共生する「花と緑のまちづくり」に寄与することを目的として

いる高槻市のNPO法人「花と緑のまちづくり 高槻景観園芸クラブ」と

の連携事業として活動に参加し、学生に環境美化、地域交流の必要性を

学んでもらうことを目的として実施した。

　高槻景観園芸クラブの方々から活動の説明を受けた後、初対面の学生

の緊張をほぐすためにアイスブレイクを行った。高槻景観園芸クラブの

方々の指示に従い、苗床を整備して花を植えていく中で、良い苗の見分

け方や植物の種類なども教えていただいた。

　11月実施時は花を植えた後、花壇周りや他の花壇に積もった大量の

落ち葉を拾い集め、花壇全体の景観を美しく整えた。

　幅広い世代の憩いの場所である公園を美化し、まちづくりに関心を持

てるような事業は貴重なものであり、団体の方々とコミュニケーション

を取りながら、楽しく花植え活動を行うことができた。

　　日　　時　 ①５月14日（土）８時50分〜11時00分

　　　　　　　 ②11月20日（日）９時00分〜11時00分

　　場　　所　 大阪府高槻市　高槻城公園

　　　　　　　 連携先 NPO法人 花と緑のまちづくり 高槻景観園芸クラブ

　　参加者数　 ①７名（学生スタッフ５名、本学学生２名）

　　　　　　　 ②６名（学生スタッフ４名、本学学生２名）

　　内　　容　 高槻城公園内の花壇の手入れ、地域の方との交流

　　企画学生の声

　・団体の方といろんなお話をしながら花植え活動を行い、花植えをしたことがない学生でも不安な

く楽しめた事業でした。参加学生にボランティアの魅力を伝えるとともに、自身も改めてボラン

ティアの魅力を感じることができました。

　・花にも一つ一つ個性があり、それぞれに花の魅せ方があるのだと初めて知り、ただ活動するので

はなく、何かを意識して取り組むことの大切さを学びました。

　　参加者の声

　・花壇の手入れをしたことがなく、一度してみたいと思ったので参加しました。花壇が綺麗になっ

た際に感じた達成感や団体の方々との交流を通じて、ボランティアの魅力や楽しさを感じること

ができました。（法学部・４年次生）

⑦　関大クリーン大作戦in梅田
　梅田キャンパスの周辺を清掃することで環境や景観を保護し、通行す

る人々が気持ちよく過ごすことができるようにすること、気軽に参加で

きるボランティア活動として清掃活動に参加することでボランティアの

やりがいや楽しさを感じてもらうことを目的として実施した。

　当日は、梅田キャンパスの教室にてアイスブレイクを行ったあと、２

グループに分かれて茶屋町エリアの清掃を約１時間行った。清掃活動中

には、通りがかった人や清掃ルートの並びにある店舗の方からお礼の言

葉をもらうことができ、参加者の達成感や満足感につながった。日曜の

朝ではあったが人通りや車が多く、学生スタッフが時折声をかけて注意

を促しながら活動した。

　　日　　時　 ①５月15日（日）９時00分〜11時00分

　　　　　　　 ②11月13日（日）９時00分〜11時00分

　　場　　所　 梅田キャンパス周辺

　　参加者数　 ①19名（学生スタッフ５名、本学学生14名）

　　　　　　　 ②13名（学生スタッフ３名、本学学生10名）

　　内　　容　 梅田キャンパス周辺の清掃

　　企画学生の声

　・アイスブレイクで学部や趣味などの自己紹介を行ったので、活動中の話題ができてすごく話しや

すかったです。友達同士が一緒になるようにグループ分けしたのがよかったのか、参加した学生

同士楽しそうに活動していました。

　・清掃の距離を延ばすなどの工夫をしましたが、ルートによってゴミの量が違っていたので、ルー

トの見直しが必要だと感じました。雨の中での活動でしたが、みんなで楽しく清掃活動ができた

ので嬉しかったです。

　　参加者の声

　・活動場所が梅田なので参加しやすいと思い参加しました。普段なかなかゴミ拾いを行う機会がな

かったので経験できて良かったです。（商学部・１年次生）

　・一度ボランティアに参加してみたいと思ったので参加しました。自分たちで街を少しでも綺麗に

する活動ができ、良い経験になりました。（社会安全学部・１年次生）

⑧　関大クリーン大作戦～千里山キャンパス周辺の清掃～
　普段自分たちが利用している千里山キャンパス周辺を清掃することで

環境や景観を保護し、関大生や地域の方々がより気持ちよく過ごすこと

ができる。また、授業の空きコマに気軽に参加できることでボランティ

ア活動を身近に感じてもらうことを目的として実施した。

　活動前にアイスブレイクを行い、学部や学年に関係なく学生同士が交

流することで、その後の活動も和やかな雰囲気で進めることができた。

清掃は関大前ルートと名神高速道路沿いルートの2コースに分かれて

行った。ゴミは「燃えるゴミ」「ビン・カン」「ペットボトル」の3つに

分類して集めたが、タバコの吸い殻が最も多く、ゴミを拾うだけでなく、

今後はゴミを捨てる人が少なくなるように啓発を目的とした活動も検討

している。

　　日　　時　 ①５月21日（土）10時40分〜12時10分

　　　　　　　 ②10月15日（土）10時40分〜12時10分

　　場　　所　 千里山キャンパス周辺

　　参加者数　 ①10名（学生スタッフ３名、本学学生７名）

　　　　　　　 ②16名（学生スタッフ７名、本学学生９名）

　　内　　容　 千里山キャンパス周辺の清掃

　　企画学生の声

　・ゴミの量が少なく、やりがいを感じにくいのではないかと心配でしたが、清掃中はずっと楽しく

会話しながら活動を行うことができました。

　・参加者の１回生が１人で、他の上級生と仲良くなれるかどうか不安がありましたが、始まってみ

ればみんな会話が絶えず、終始楽しく活動することができました。

　　参加者の声

　・自分が通っている大学に恩返しをしたいと思って参加しました。意外と大学の周りが綺麗だった

ことに驚きました。（社会学部・３年次生）

　・アルバイトをやっていないため、他に何か出来ることはないか、頑張れることはないか、と探し

ていたらこのボランティアを見つけて参加しました。意外と細かいゴミが多く、拾うのが大変で

したが、充実した時間を過ごせました。（法学部・１年次生）

⑨　関西大学×法政大学 スポーツゴミ拾い
　法政大学と連携しZoomを用いて合同でゴミ拾いを実施した。「スポー

ツゴミ拾い」とは、制限時間内に指定されたエリアのゴミを拾い、拾っ

たゴミの量と種類で得点を競い合うというスポーツ要素を加えた、日本

発祥の新感覚清掃活動である。ゴミ拾いにスポーツ要素をかけ合わせる

ことで、ゴミ拾いをスポーツ感覚で楽しみ、ボランティアへの興味を引

き出し、法政大学の学生と交流を深め、参加者同士で協力してゴミ拾い

を行うことで連帯感や達成感を得ることを目的として実施した。

　当日は、Zoomを繋ぎながらキャンパス周辺の清掃を行い、清掃の様

子だけでなく、キャンパスの様子なども映すことで大学の所属を超えて、

学生ボランティア同士の交流も行うことができた。

　　日　　時　 ①５月29日（日）14時00分〜16時20分

　　　　　　　 ②３月13日（月）13時50分〜16時20分

　　場　　所 ①関西大学千里山キャンパス周辺および凜風館１階学生ラ

ウンジ

　　　　　　　 　法政大学市ヶ谷キャンパス周辺および外濠校舎３階S305

　　　　　　　 ②関西大学千里山キャンパス周辺および尚文館１階マル

チメディアAV大教室

　　　　　　　 　法政大学市ヶ谷キャンパス周辺および外濠校舎３階S305

　　共　　催 法政大学ボランティアセンター、法政大学ボランティアセ

ンター学生スタッフ VSP

　　参加者数 ①32名（学生スタッフ10名、本学学生７名、法政大学15名）

　　　　　　　 ②25名（学生スタッフ７名、本学学生６名、法政大学12名）

　　内　　容 それぞれのキャンパス周辺のゴミ拾い、クイズ大会、法政大学との交流

　　企画学生の声

　・拾ったゴミを得点化して競うのはゲーム感覚があり、参加者

に楽しんでもらえたように思います。参加者の方がゴミを袋に

入れるときに何を拾ったかを伝えてくれたので、記録がスムー

ズに進みました。

　・単なるゴミ拾いではなく、ゴミを点数化してチーム対抗で競う

ことで、楽しみながらも一生懸命に取り組むことができ、参加

者にボランティアを楽しむ感覚を味わってもらえて、非常に良

かったです。

　　参加者の声

　・スポーツゴミ拾いはゲーム性があり、法政大学の学生と交流し

ながら楽しく活動することができました。（文学部・２年次生）

　・学生スタッフの方もほかの参加者の方も丁寧に接してくれて嬉

しかったです。おかげで楽しく街を綺麗にすることができまし

た。（法学部・２年次生）

⑩　1000000人のキャンドルナイト 茶屋町スロウデイ2022
　梅田・茶屋町エリアの企業、地域団体、学校および行政などが集まっ

て“歩いて楽しいまちづくり”を推進し、茶屋町の魅力を発信する本イ

ベントに2017年度から参加している。魅力発信に取り組み地域の活性

化を行い、キャンドルの灯りを見てくれる人に気持ち安らぐ時間や癒し

を提供することを目的として実施した。

　2022年度は「Convivial 〜ともに愉しむ日～」をテーマに、３年ぶ

りの現地開催となった。「キャンドルの灯りが人々の心に安らぎと未来

への希望をもたらすように」という願いを込めて、学生スタッフは

CHASKA茶屋町（ジュンク堂書店）前にキャンドルアートを設置した。

　事前に学生スタッフが考えたデザインを基にキャンドル装飾を行い、

設置・点火・火の見守り・会場の片付け等の活動を行った。

　キャンドルに火が灯り、日が落ちて街が暗くなるにつれて、大勢の方がキャンドルアート前で足

を止めて写真撮影を行い、キャンドルの光に照らされた笑顔に溢れたイベントとなった。

　　日　　時　 ①事前説明会：５月25日（水）12時20分〜12時50分

　　　　　　　 ②活　　　動：６月１日（水）13時00分〜22時00分

　　場　　所　 ①千里山キャンパス凜風館1階ピアエリア／オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②大阪市北区　CHASKA茶屋町

　　参加者数　 24名（学生スタッフ11名、本学学生13名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明会

　　　　　　　 ②キャンドル装飾の制作・設置・点灯・見守り

　　企画学生の声

　・CHASKA 茶屋町全体がキャンドルの温もりに包まれた空間を体感できて良かったし、自分がそ

の空間を作る側として携わることができて嬉しかったです。たくさんの方達が見に来てくれたり

写真を撮ったりしてくれて、地域の活性化に貢献できたと思えました。

　・日が沈んだ後、キャンドルが光っている景色を見た時に、とても感動しました。たくさん写真

を撮っている方や、キャンドルの灯をずっと眺めている方もいらっしゃって嬉しかったです。

　　参加者の声

　・点灯時間までにキャンドルの設置が間に合うか不安でしたが、参加者の方々と協力して取り組み、

デザイン通りのものを完成させることができました。点灯した綺麗なキャンドルを見ると、達成

感や安らぎを感じることができ、ボランティアに参加して良かったと感じました。（社会学部・

１年次生）

　・一緒に活動した関大生と仲良くなることができ、入学してなかなか友達ができなかった自分に

とってすごく嬉しく、楽しいボランティア活動でした。（社会学部・２年次生）

⑪　大和川掃除
　堺キャンパス周辺を流れる大和川河川敷を清掃することで景観を清潔

に保つことができ、地域の方が河川敷をより気持ちよく利用できると同

時に、堺キャンパス周辺の地域貢献活動を目的として実施した。

　本活動は、堺キャンパスに通う学生にとって参加しやすい活動場所で

あることから、堺エリアで活動を展開しているボランティア団体

「WEVO」とも連携して実施している。

　当日は雲が多かったが気温は高かったため、こまめに休憩をとり、熱

中症に気を付けながら清掃活動をした。河川敷には大和川上流から家庭

ゴミやペットボトル等が流れてくるため、参加者全員で力を合わせて清

掃することで河川敷を綺麗にすることができた。

　　日　　時　 ６月５日（日）９時30分〜11時30分

　　場　　所　 大阪府堺市　大和川左岸河川敷

　　参加者数　 72名（学生スタッフ14名、本学学生17名、WEVO所属学生41名）

　　内　　容　 大和川河川敷の清掃

　　協　　力　 WEVO

　　企画者の声

・普段交流する機会が少ないWEVOの方達と交流することが出来て、貴重な機会でした。一見何も

無いように見えても、掘ってみると靴が1足出てくるなど、砂に埋まっているゴミが沢山見られ

ました。

　・同じグループの方たちと楽しく話しながら協力して清掃することができて良かったです。堺キャ

ンパスの方と一緒に活動することは初めてだったので、とても新鮮でした。キャンパス間の交流

にもなり、有意義な活動となりました。

　　参加者の声

・社会経験を積むために参加しました。初対面の人とも話すことができたので良かったです。（法

学部・３年次生）

　・ボランティアの経験を積む良い機会になると考えたので、参加しました。活動自体は思っていた

よりも短く感じ、少人数でのグループだったので活動しやすかったです。（法学部・３年次生）

⑫　吹田くわいボランティア 
　若者の農業への関心が低下し、千里山キャンパスがある吹田市の特産

品である吹田くわいの認知度が低いという現状がある。そこで、吹田く

わいの植え付けから収穫まで一年を通した活動を通して、吹田くわいに

ついて深く理解してもらうとともにボランティアの魅力に気付いてもら

うことを目的として実施した。

　どちらの活動も、農園の方から吹田くわいの説明をしていただき、植

え付けや収穫のコツについてお話しいただいた後、作業を行った。植付

けでは、日常生活では着る機会のない胴長を着用しての作業に苦戦しな

がらも、参加者同士で声を掛け合い農業の大変さを感じながら活動した。

収穫では、備中鍬でくわいを傷つけないように慎重に泥をかき分けなが

ら、全部で約700グラムのくわいを収穫した。

　　日　　時　 ①植え付け：６月16日（木）14時45分〜17時00分

　　　　　　　 ②収　　穫：12月５日（月）14時45分〜17時00分

　　場　　所　 大阪府吹田市　西農園

　　協　　力　 吹田市都市魅力部 地域経済振興室

　　参加者数　 ①13名（学生スタッフ５名、本学学生８名）

　　　　　　　 ②６名（学生スタッフ６名）

　　内　　容 吹田くわいの植え付けと収穫作業の手伝い

　　企画者の声

　・大学のある吹田市の特産品に触れることができ、地域のことを少しでも知るきっかけとなりまし

た。

　・くわいを収穫する作業は考えていたよりも大変でしたが、そのぶん達成感があり、泥の中からく

わいを見つけた時は嬉しい気持ちになりました。頂いたくわいを家に帰って素揚げにして食べて

みると、自分達で収穫したこともあってとても美味しかったです。

　　参加者の声

　・普段の生活で農業に関わることがないので、やってみたいなと思って参加しました。農業体験だ

けでなく、くわいの事を知ることもできてよかったです。（文学部・４年次生）

　・「すいたん」のモチーフであるくわいに興味があったので参加しました。また、学生スタッフの

方が話しやすくてよかったです。農家の方のお話も面白かったです。（法学部・２年次生）

⑬　飛鳥光の回廊2022 ～明日香をともす「和」のひかり～
　明日香村で毎年行われている、石舞台古墳をはじめ岡寺や飛鳥寺など、

明日香村内の代表的な史跡・寺社・施設をろうそくやLEDライトの明か

りで彩る地域活性化イベントで、奈良県明日香村との連携事業として実

施した。

　「キャンドルの輪と和でつながる光」を関西大学のテーマとし、キャ

ンドルのデザインや配置を考え、他の活動では得られない大変さと、よ

り大きなやりがいや達成感を感じることができた。

　残念ながら1日目は雨天のため中止となったが、石舞台古墳や奈良県

立万葉文化館などを見学し、明日香村の歴史や文化的価値について学ん

だ。2日目は、用意した約3000個の色付き紙コップを「ボランティア

センター 2022」という文字やピラミッド、円の形に並べた。夕方から

は多くの方が来場し、写真撮影をしたりと笑顔溢れる楽しい空間となった。

　　日　　時　 ①事前説明会：９月１日（木）12時00分〜13時00分

　　　　　　　 ②活　　　動：９月23日（金）10時00分〜17時00分

　　　　　　　 　　　　　　　９月24日（土）11時00分〜22時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②奈良県高市郡明日香村　川原寺跡

　　連 携 先　 奈良県明日香村

　　参加者数　 40名（学生スタッフ延べ21名、本学学生延べ19名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明

　　　　　　　 ②キャンドルデザイン案の作成、キャンドルを入れる紙コップの制作、

　　　　　　　 　キャンドルの設置・点灯・撤去、明日香村の散策、地域の方との交流

　　企画学生の声

　・イベントが始まると多くの方が見に来てくださり、「きれい」「すごい」などのお声をきくことが

でき、このイベントに関西大学ボランティアセンター学生スタッフとして参加してよかったと思

いました。

　・気温が高い中、多くのキャンドルを並べていくのは大変だったが、みんなで協力し合いながら長

時間かけて作り上げたので、その分、夜になりキャンドルの灯りがきらきらしているのを見ると

とても達成感を感じることができました。

　　参加者の声

　・楽しそうだと思ったので参加しました。思っていたよりずっと大変だったけど、終わったあとの

達成感が気持ちよかったです。（社会安全学部・1年次生）

　・みんなでキャンドルを並べるのがとても楽しかったです。参加して良かったと思いました。（経

済学部・1年次生）

⑭　下校見守り活動
　吹田警察生活安全課防犯係と連携して、千里山キャンパス近くの小学

校に通う子どもが安全に下校できるような環境を守ることを目的とし

て、千里山キャンパス周辺の小学校の下校時間にあわせて正門前で見守

り、声かけを実施した。

　当日は、子どもたちが「さようなら」「気を付けて帰ってね」と声を

かけると元気よく挨拶を返してくれたり、関西大学という名前を見て

「知ってる！」と声をかけてくれたりと、参加した学生ボランティアと

の交流を楽しむ様子が伺えた。

　　日　　時　 10月11日（火）７名、13日（木）４名、14日（金）４名　14時00分〜15時00分

　　　　　　　 10月12日（水）３名　12時45分〜14時15分

　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ10名、本学学生延べ８名

　　場　　所　 吹田市立千里第二小学校

　　協　　力　 吹田警察署生活安全課防犯係

　　内　　容　 小学校正門前での声掛け、見守り

　　企画学生の声

　・見守り活動中はできるだけ腰を屈めて、子どもたちと目線の高さを合わせて挨拶することを心が

けるようにしました。地域に根ざしたボランティア活動を企画できてよかったです。

・元気に挨拶をしてくれた子どもも多く、見守り活動をしている私たちの方が元気をもらいました。

　　参加者の声

　・実際に吹田警察署の方と連携して、見守り活動をするという貴重な経験ができて良かったです。

小学生から挨拶を返してもらえたりして本当にやってよかったと思いました。とてもいい経験に

なりました。（法学部・３年次生）

　・はじめてのボランティア活動で緊張していましたが、学生スタッフの方も職員の方も優しくて安

心しました。見守り活動もやりがいを感じることができたので、参加してよかったです。（商学部・

３年次生）

⑮　琵琶湖ツーリズム！～大学生で考える環境ボランティアの未来2022（実践編）〜
　関西大学ボランティアセンターは2017年度から琵琶湖の保全活動に

取り組んでいる。2017年度は特定外来生物オオバナミズキンバイ駆除

活動、2018年度は清掃活動を実施し、2019年度及び2020年度は新型

コロナウイルス感染症拡大の影響により実施を見合わせた。

　本学主催３大学（法政大学・明治大学・関西大学）連携事業として、

法政大学の学生ボランティアとともに、琵琶湖岸の環境保全活動として

滋賀県長浜市の南浜漁港にて、船の出港を妨げている特定外来生物ナガ

エツルノゲイトウの駆除活動を行った。

　当日は、学生ボランティア全員が胴長とライフジャケットを身につけ、

岸と舟上よりナガエツルノゲイトウの駆除活動を行った。ナガエツルノ

ゲイトウは、琵琶湖や内湖、河川などの水際に生育している水陸両生の多年生の植物で、茎の断片

からも再生するほど繁殖力が強いため、機械ではなく手作業で根や茎をできるだけ残さないように

根本から丁寧に引き抜き、陸に上げる作業を熱心に行った。

　その結果、夕方には、湖面が見えないほど群生していたナガエツルノゲイトウのほとんどを駆除

することができ、参加者全員がやりがいや充実感を得ることができ、大学生として環境ボランティ

アの未来を考えるうえでの契機となった。また、今回の活動を通して、大学の所属を超えて学生ボ

ランティア同士が交流を行うことができ、有意義な1日となった。

　　日　　時　 ①事前説明会：10月11日（火）12時15分〜12時50分

　　　　　　　 ②駆 除 活 動：10月16日（日）７時30分〜18時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②滋賀県長浜市　南浜漁港

　　活動協力　 滋賀県立琵琶湖博物館　特別研究員 /

　　　　　　　 滋賀県琵琶湖環境部 自然環境保全課 副主幹　中井 克樹 氏

　　　　　　　 南浜漁業協同組合

　　参加者数　 ①36名（学生スタッフ30名、本学学生６名）

　　　　　　　 ②42名（学生スタッフ24名、本学学生５名、法政大学９名、教職員４名）

　　内　　容　 特定外来生物ナガエツルノゲイトウの駆除活動

　　企画学生の声

　・ナガエツルノゲイトウは、とるのが難しく、無理に引っ張っても途中で切れてしまうと意味が

なく、ナガエツルノゲイトウの駆除の大変さに驚きました。活動後のきれいな湖面を見たからこ

そ、自然をこれからも大切にしていかなければいけないと感じました。

　・関西大学及び法政大学の学生、職員の方たちと活動中に交流できたので、楽しかったです。自分

たちの活動の成果を現地の方が喜んでくれていたことで、より達成感を感じることができました。

　　参加者の声

　・ナガエツルノゲイトウの駆除活動は、協力することが必須な作業だったので、参加者同士でコ

ミュニケーションをとり新しい輪を広げられてよかったです。（関西大学・３年次生）

　・外来種の駆除という貴重な体験をしてみたいと思い、参加しました。目に見える形で成果が現れ

るので、達成感を感じることができ参加してよかったと感じました。（関西大学・１年次生）

　・晴天の中、関西大学の皆さんと協力して非常に楽しく活動することができました。また、漁協の

方も優しく特定外来生物の駆除方法を教えてくださり、初心者でもすぐに取り組める内容でした。

昼食時は関西大学のみなさんとコミュニケーションを取りながら時間を過ごすことができ、２大

学合同ボランティア活動ならではの有意義な経験となりました。（法政大学・３年次生）

　・関西大学の方々と連携して、特定外来生物を駆除することができて良かったです。また、今回の

駆除活動を通じて、どれだけ湖が汚れているのかを目の当たりにし、今後、自分がどのように環

境活動に関わっていけばいいのかを考える良い機会になりました。（法政大学・２年次生）

⑯　2022年度学園祭「環境問題ってなんだろな？〜クイズで！ゲームで！楽しく学ぼう！〜」
　学生スタッフは、淀川河川敷の清掃活動や琵琶湖の特定外来生物の

駆除活動などといった環境保全活動を普段から多数実施している。そ

ういった経験を活かし、遊びを通して子ども達に環境問題について考

えるきかっけをもってもらえるような企画とした。また、統一学園祭

に来訪される保護者の方や地域の方及び本学学生に、ボランティア活

動の魅力と学生スタッフの活動を知ってもらうことを目的として実施

した。

　本学統一学園祭には、親子連れや子どもが多く来場するため、子ど

もを対象としてSDGs（特に環境問題）について学んでもらうため、環

境問題というテーマで3つのブースを設けた。当日は多くの子ども達が

訪れ、ゲームを通して環境問題について学びを得る機会となった。

　　日　　時　 11月３日（木）12時00分〜15時30分

　　　　　　　 11月４日（金）10時00分〜16時00分

　　　　　　　 11月６日（日）10時00分〜13時00分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館１階学生ラウンジ

　　参加者数　 102名（学生スタッフ延べ94名、本学学生延べ８名）

企画内容：

・紙芝居

　海洋プラスチック問題を中心とした環境問題について紙芝居で説

明したあと、身近な例を使ったクイズで環境問題について楽しく学

んでもらった。

・ミニゲーム

　牛乳パックや段ボールなどを再利用して作ったおもちゃで魚釣り

ゲームをしてもらった。捨てるはずだったもので遊んでもらうこと

で、リサイクルの大切さやゴミを減らす工夫などについて楽しみな

がら学んでもらった。

・塗り絵

　色鉛筆やクレヨンを使ってSDGsや地球をモチーフにした塗り絵

をしてもらいながら、SDGsについて興味を持ってもらった。

　　企画学生の声

　・初めて学園祭に参加しましたが、とても楽しかったです。子ども達が楽しみながらも環境問題に

ついて学びを深めてくれている姿が、とてもいきいきとしていたのが嬉しかったです。

　・ミニゲームも塗り絵も紙芝居も全て子ども達は楽しそうに体験してくれていました。笑顔で帰っ

ていく子ども達を見ると、とても嬉しく感じました。

　　参加者の声

　・一度もボランティアに参加したことがなかったので、参加してみたいと思って参加しました。来

場してくれた子ども達が可愛かったです。（経済学部・３年次生）

　・子どもとコミュニケーションを取れる良い機会だと思ったので参加しました。学生スタッフの方

も親切で楽しく活動できました。（社会学部・１年次生）

⑰　千里キャンドルロード2022
　吹田市と豊中市にまたがる千里ニュータウンの人口にちなんだ９万個

のキャンドルに灯をともすイベント「千里キャンドルロード」に本セン

ターは2014年度から参加し、今回で８回目となる。10周年を迎えた今

年は、『「出会い」これまでも…これからも…』をテーマに、３年ぶりに

来場予約なしでの開催となった。

　学生スタッフはキャンドルのデザインから考え、2022年度は、約

2000個の紙コップを色づけした大きな赤いハート２つを中心に、伸び

る 蔦 葉 や 青 い 紙 コ ッ プ で 縁 取 り し た「Kandai Volunteer Center 

2022」の白い文字など、工夫を凝らしたデザインを作成した。

　当日は、多くの方が訪れ、暗くなってキャンドルに火が灯されると、

あたり一帯が幻想的な光景になる様子を訪れた方たちが足を止め写真撮影をするなど、笑顔溢れる

光景となった。

　　日　　時　 11月５日（土）11時30分〜21時00分

　　場　　所　 吹田市立千里南公園

　　主　　催　 千里キャンドルロードプロジェクト

　　参加者数　 40名（学生スタッフ33名、本学学生７名）

　　内　　容　 キャンドルデザイン案の作成、キャンドルを入れる紙コップの色付け、

　　　　　　　 キャンドルの設置・点火・見回り・片付け

　　企画学生の声

　・「ここ（関大の作品）すごい！」「ここがメインやね。」などと、来場した方からの嬉しい言葉を

たくさん耳にしました。準備は大変でしたが成功して良かったと思えた瞬間でした。

　・スペースの問題もあり、当日にデザインの変更をしましたが、とても上手に完成させることがで

きて達成感がありました。学生スタッフの参加人数がとても多く、学生スタッフの交流の場となっ

ていたのも良かったです。

　　参加者の声

　・楽しそうだと思ったので参加しました。みんなで一つのものを作れていい経験になりました。（経

済学部・３年次生）

　・学園祭期間で授業がなく時間が空いていたこともあり、参加を決めました。想像していた以上に

キャンドルに灯をともした光景が綺麗で、また、地域の人達にも満足していただけたようでやり

がいを感じました。（法学部・２年次生）

⑱　大阪マラソン2023給水ボランティア
　今回で11回目の開催を迎える大阪マラソンは、チャリティ文化の普

及を目指す日本最大規模の都市型市民マラソンである。本学は第1回大

会からオフィシャルスポンサーとして参画している。

　活動を通して本学学生が大阪を盛り上げるとともに、ボランティアの

楽しさややりがいを感じてもらう機会とすることを目的として実施し

た。

　当日は、本学学生が給水ボランティアとして携わり「みんなでかける

虹。」というスローガンのもと、29,285人のランナーをサポートした。

給水や応援を通してランナーの方と関わり、参加した学生にもよりボラ

ンティア楽しさやスポーツの魅力を感じてもらうことができる活動と

なった。

　　日　　時　 ①事前説明会：２月15日（水）13時00分〜14時30分

　　　　　　　 ②活　　　動：２月26日（日）７時30分〜12時00分

　　場　　所　 ①千里山キャンパス第２学舎４号館BIGホール100

　　　　　　　 ②大阪マラソン第１給水所（５ km地点／中之島・本町ブロック）

　　参加者数　 191名（学生スタッフ22名、本学学生58名、体育会所属学生108名、職員３名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明、ボランティアセンターの紹介

　　　　　　　 ②給水所でのランナーへの給水提供

　　参加者の声

　・中学校の頃からマラソンに興味があり、実際に見てみたかったので参加しました。ランナーの皆

さんが一生懸命走りつつも、僕らボランティアに「ありがとう」と声を掛けてくれたことがすご

く嬉しかったです。（環境都市工学部・２年次生）

　・2021年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響で中止になってしまったので、今回は絶対に

参加しようと決めていました。関西大学の多くの学生が大阪マラソンという大きなイベントに携

われて、盛り上げることができて良かったです。（システム理工学部・2年次生）

⑲　飛鳥ハーフマラソン2023給水ボランティア
　関西大学と縁の深い奈良県明日香村で開催される飛鳥ハーフマラソン

に2021年度に引き続き2022年度も学生ボランティアをいう形で参加

した。本学学生が学生ボランティアとして参加することで地域貢献活動

に寄与するとともに、ボランティア経験の浅い学生に対してボランティ

アのやりがいや魅力を広めることを目的として実施した。

　明日香村は「飛鳥・藤原の宮都とその関連資産群」として世界遺産登

録をめざしており、その構成資産の半分以上を巡ることができるように

コースが設定されている。また、持続可能な社会づくりのためにソフト

フラスク（折りたためる携行給水ボトル）の配布や、参加費等の一部で

菜の花のタネを購入して景観保全に役立てるなど、様々な取り組みが行

われている。

　当日は、スタートからおよそ11km地点の棚田に設けられた第２給食所で甘酒の提供を行った。

　　日　　時　 ①事前説明会：３月１日（水）10時00分〜11時30分 

　　　　　　　 ②活　　　動：３月12日（日）８時00分〜13時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②奈良県高市郡明日香村

　　参加者数　 18名（学生スタッフ11名、本学学生７名）

　　内　　容　 ランナーへの給水

　　企画学生の声

　・給水を行っていると、ランナーの方に「ありがとう」と声をかけていただくことがあり、ボラ

ンティアをしている側の自分たちが元気をもらい、ボランティアに参加してくれた学生に活動を

通してやりがいを感じてもらうことができました。

　・ボランティアに参加していただいた関大生との交流を楽しむことができ、ランナーの方の笑顔を

見ることができてとても充実した時間を過ごすことができました。

　　参加者の声

　・スポーツが好きなので、スポーツに関われるボランティアをやってみたいと思い参加しました。

ランナーの方に「ありがとう」と声をかけていただくこともあり、喜んでいただけていると感じ

られて嬉しかったです。（文学部・１年次生）

　・もともと給水ボランティアをしてみたいと思っていたので参加しました。ランナーの方と言葉を

交わしたり、アイコンタクトを取ることができたりしたことが嬉しかったです。（法学部・２年

次生）

⑳　子ども遊びボランティアinまちなかリビング北千里
　2022年度初めて企画を募集し、ベストアイデア賞を獲得した「学童

保育ボランティア」として、まちなかリビング北千里にて、ソフトバス

ケット大会（3on3）のお手伝いやボードゲーム・カードゲームを使用

した遊び等、子どもとのふれあいを通して、子どもとのかかわり方や距

離の縮め方を学び、コミュニケーション能力を向上させることを目的と

して実施した。

　当日はソフトバスケット大会の運営補助だけでなく、子ども達と一緒

にチームを組んで参加したり、小学生vs大学生の試合を行い、ソフトバ

スケット大会を盛り上げた。また、同施設で管理しているボードゲーム

やカードゲーム等の様々な遊び道具を使用して、ソフトバスケットの参

加待ちの子ども達やスポーツが苦手な子ども達と遊ぶ活動も行った。

　　日　　時　 ３月23日（木）16時00分〜18時00分

　　場　　所　 まちなかリビング北千里

　　参加者数　 13名（学生スタッフ５名、本学学生８名）

　　内　　容　 ソフトバスケット大会の運営補助・参加、子ども達との交流

　　企画学生の声

　・下見を行った時より子ども達の人数が多かったのにも関わらず、学生ボランティアの方々全員が

子ども達と交流をしていただくことができました。活動の最後まで、子ども達と交流するという

ことができ、手持ち無沙汰にならなかったことが非常に良かったと思います。また、児童センター

の職員さんには行くたびに「来てくれてありがとう。」というお言葉をいただくことができて、

嬉しいです。

　　参加者の声

　・子どもと遊ぶことがボランティアになるのならやってみたいと思ったので参加しました。子ども

と触れ合う中で、子どもにしかない発想を多く学び、とても楽しく活動することができ、ボラン

ティアに参加して良かったと思いました。（経済学部・1年次生）

　・子どもと遊びたいと思ったので参加しました。ボランティアに参加した自分が子どもから元気を

もらい、ボランティアにはこんな魅力もあるんだと実感しました。（大学院・2年次生）

（３）雨天中止事業

①　第4回大和川大掃除～未来につなげよう300人の小さな一歩～
　堺キャンパスの近くを流れる大和川河川敷において、各キャンパスの

学生、体育会所属学生、ボランティア団体所属学生、大学職員、ミズノ

株式会社社員など総勢300名が海につながる河川の環境美化に取り組む

ことで、SDGsや海洋プラスチック問題などを改めて意識してもらうこ

とを目的として企画したもの。

　学生スタッフは設立以来、本学学生にボランティア活動を通じてボラ

ンティアの魅力を知ってもらうために、様々なボランティア活動を同じ

学生目線で企画・運営してきた。特に河川敷の清掃活動については、

2011年度から2016年度まで500名規模で淀川河川敷の大掃除を行い、

ゴミの減少に貢献した。2017年度からは大和川河川敷に活動場所を移

し、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により規模を縮小することもあったが、継続的に清掃活

動を行っている。

　2022年度は多くの関大生にボランティア活動の魅力を知ってもらうべく、体育会11団体にご協

力いただき、コロナ禍前と同規模の300名で実施することを企画した。また、ボランティア活動を

通じて双方の充実と発展に寄与するため、本学と連携協定を結んでいるミズノ株式会社にもご参加

いただくことになっていたが、残念ながら当日雨天のため中止となった。

　　日　　時　 ２月19日（日）10時00分〜12時00分

　　場　　所　 大和川公園河川敷周辺

　　協　　力　 大和川河川事務所

　　　　　　　 ミズノ株式会社

　　内　　容　 大和川河川敷での清掃
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　ボランティアセンター学生スタッフ（以下、学生スタッフ）は、「関大生にボランティアの魅力を

広めること」を目的として、ボランティアセンター職員とともに活動しています。

（１）ボランティアセンター学生スタッフの活動

①　学生スタッフによるボランティアの情報紹介（ボランティアコーディネート）
　本学学生の「ボランティアって何だろう？」という疑問や、「こ

んなボランティアをしてみたい！」などのボランティアに関す

る様々な相談に、学生スタッフが対応している。

　新型コロナウイルス感染症拡大のため、2020年度秋学期か

らはZoomを活用したオンライン・ボランティアコーディネー

トを開始した。さらに、2021年度秋学期からは、本センター

ホームページから友人と一緒に受付ができるように変更した。

2022年度については、引き続きオンライン・ボランティアコー

ディネートを行いつつ、対面でのコーディネートを実施した。

②　ボランティア体験ツアーの実施
　初めてボランティア活動に参加する本学学生が、気軽に一歩

踏み出せるように関大生同士で活動するボランティアプログラ

ムを企画・運営している。学生スタッフは、実施に向けてミー

ティングを重ねている。

　2019年度から、参加申込にGoogleフォームを用いたオン

ラインでの参加申込みを取り入れている。

③　広報活動
　学生スタッフは、ボランティア体験ツアー実施前に、学生スタッフが作成した募集に関するチラ

シを関西大学構内の掲示板に掲示したりするなど、本学学生にボランティアを始めるきっかけとな

る広報活動を積極的に行っている。また、ボランティア体験ツアー実施後には、写真を交えて活動

内容を掲載する「ぼらぼらblog」の更新も行っている。

　そのほかにも、学生スタッフが編集委員となって年に３回ボランティアセンター機関誌

「Volury」を発行している。2022年度は新入生向けにボランティアセンターや学生スタッフの紹

介を掲載した春号と、秋のボランティア体験ツアーやその魅力について掲載した秋号を計２回発行

した。また、発行した「Volury」は、ボラリー WEEKと称した１週間で学生スタッフによる配布

活動を行った。

④　新入生に向けた広報活動
　新入生を対象にボランティアセンターの認知度を高め、ボランティア活動への参加促進や新たな

学生スタッフの募集を目的として行った。2022年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のた

め、例年に比べて規模を縮小した形での実施となった。

➢ 新入生歓迎行事

　　日　　時　 ４月２日（土）、４日（月）10時00分〜17時00分

　　場　　所　 千里山キャンパス誠之館２号館１階ボランティアステーション前

　　内　　容　 看板の設置・案内、ブースの設置、活動内容の説明

➢ ボランティアフェスティバル2022 ～大きな一歩を踏み出せ、変われ自分～

　　日　　時　 ４月13日（水）〜15日（金）12時20分〜12時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館１階学生ラウンジ

　　内　　容　 関西大学のボランティア団体の紹介、ステージ発表、大型モニターを使用した広報

➢ 春のピア×ボラ祭り

　本学ピア・コミュニティ※と協力して、本学学生にさらにボランティ

ア活動やピア・サポート活動に興味を持ってもらうことを目的として実

施した。

　ブースを設置して、興味を持ってきてくれた学生に対してボランティ

アセンター学生スタッフ、ピア・コミュニティ※の活動内容について説

明を行った。学生スタッフとピア・コミュニティ所属学生同士で有意義

な交流の時間ともなった。

※ピア・コミュニティとは、本学でピア・サポート活動を実践する小集団です。
クラブ、サークル等の課外活動と同様に、１つの目標にむかって仲間同士が
力を合わせて活動するだけでなく、各ピア・コミュニティがそれぞれの支援
部署と連携しながら「学生が学生を支援する」活動を行っています。

　　日　　時　 ４月25日（月）～ 28日（木）12時20分～ 12時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館１階学生ラウンジ、ピアエリア

　　参加団体　 ボランティアセンター学生スタッフ

　　　　　　　 ピア・コミュニティ運営本部

　　　　　　　 国際コミュニティ“KUブリッジ”

　　　　　　　 KUサポートプランナー（KUSP）

　　　　　　　 KUコアラ

　　　　　　　 関西大学学生PRチーム SUGaO

　　内　　容 ボランティア活動及びピア・サポート活動紹介

　　　　　　　 ボランティアセンター学生スタッフ及びピア・コミュニティ活動紹介

　学生の中には「ボランティアに関心があるけど一歩踏み出せない」という学生もおり、学生スタッ

フはそのような学生を後押しできるような学内のボランティア活動の企画のほか、様々な社会問題へ

の啓発活動を行っている。

（１）学生スタッフ企画

　学生スタッフ企画とは、ボランティア活動の魅力を広めるため、まずは学生スタッフ自身がボラ

ンティアの魅力を再認識するために企画・参加しているプログラムである。

①　ボランティア懇談会
　ボランティアに関心のある関西大学の学生にボランティア活動の魅力

を発信する１つの手段として、ボランティアコーディネートを実施して

いる。より多くの学生に参加してもらうことを目的として普段はお昼休

みに実施しているボランティアコーディネートを、今回はお昼休みから

３限終わりまで開室時間を延長して実施した。

　　日　　時　 ５月 13 日（金） 12時20分〜15時00分

　　場　　所　 誠之館２号館１階ボランティアステーション

　　内　　容　 ボランティアコーディネート

②　富士山自然保護ボランティアツアー（法政大学主催3大学連携事業）
　3大学（法政大学・明治大学・関西大学）連携事業の一環として、法政大学主催の世界遺産であ

る富士山の麓で森林整備事業に参加した。

　団体の方からオーバーユーズ（使いすぎ）やアンダーユーズ（活用不足）の重要性、環境問題に

ついてなどのお話を伺った後、6〜7名ずつのグループに分かれて森林保全活動に取り組んだ。草

木の伐採や薪割り、枯れ木処理など、慣れない作業を行うのは大変であったが、休憩時間には木登

りをしたりブランコに乗ったりして、日常では味わえない大自然とのふれあいを楽しんだ。

　　日　　時　 ５月22日（日）９時45分〜17時00分

　　場　　所　 静岡県富士宮市

　　主　　催　 認定特定非営利活動法人富士山クラブ

　　参加者数　 37名（学生スタッフ4名、職員1名、

　　　　　　　 他大学学生32名）

　　内　　容　 草木の伐採、薪割り、枯れ木処理

　　学生スタッフの声

　・階段づくりや道の開拓など、自分が想像していたよりもはるかに本格的な活動ができました。日

常生活の中で鍬や鋸を使ったりすることがないため、初めはうまく使えませんでしたが、コツを

つかんだ後は気持ち良い程スムーズに切れるようになったのが本当に楽しかったです。

⑤　ボランティアセンター学生スタッフ養成合宿
　　学生スタッフ自身のスキルアップをめざして年２回養成合宿を実施している。

夏合宿
　新たに学生スタッフに加入したメンバーを含め、学生スタッフが積極的にボランティアに励み、

今後の活動を円滑に進められるように学生スタッフ間の仲を深めることを目的として、新型コロナ

ウイルス感染症対策を行ったうえで、日帰りで実施した。

　　日　　時　 ①９月12日（月）11時00分〜16時30分

　　　　　　　 ②９月13日（火）12時30分〜16時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎C204教室

　　参加者数　 ①37名（学生スタッフ32名、職員５名）

　　　　　　　 ②41名（学生スタッフ36名、職員５名）

　　内　　容　 交流ワーク、避難所運営ゲーム、コンセンサスゲーム、

　　　　　　　 ４年次生との交流

　　学生スタッフの声

　・避難所ゲームは色んなことを考えながら進める必要があるため、カードに書かれた情報を全て把

握しながら進めることがとても困難でした。避難所では非常に難しいことが多く、考えなければ

ならない事がたくさんある事を体感しました。

　・コンセンサスゲームを体験して、意見をどちらかに寄せるのではなくどちらの意見も取り入れる

のが大切だとわかる一方、皆の意見を入れて一つの意見にするのは難しいと感じました。

春合宿
　2023年度の活動に向けて、学生スタッフに所属する意義や意味を再確

認するとともに、今後の活動における方向性を明確にし、学生スタッフ

間で共有すること。さらに、グループワークでの意見交換やプレゼンテー

ションを通して、企画力を身につけ、今後の活動に活かしていくことを

目的として実施した。

　　日　　時　 ３月６日（月）〜３月７日（火）

　　　　　　　 10時20分開始、翌12時00分終了

　　場　　所　 高槻キャンパス100周年記念セミナーハウス・高岳館

　　参加者数　 57名（学生スタッフ53名、教職員４名）

　　内　　容　 交流ワーク、企画力の養成、2022年度の振り返りと

　　　　　　　 2023年度の目標決め

⑥　2022年度ボランティアセンター学生スタッフ活動報告会及び交流会
　2022年度は今までと引き続き感染症対策を講じつつも新し

いボランティアの形を探し、工夫して活動を行ってきた。

　2022年度の活動を振り返り、工夫した点や改善点などを見

つけて共有することで、2023年度に向けてより良い活動が行

えるようにすることを目的として実施した。

　当日は、パワーポイントを用いて2022年度に実施した18事

業の実施報告を行った後、グループに分かれてOB・OG、教職

員との交流を行った。

　　日　　時　 ３月４日（土）13時00分〜17時00分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館

　　　　　　　 ４階ミーティングルーム／オンライン（Zoom）

　　参加者数　 44名（学生スタッフ35名、教職員７名、

　　　　　　　 OB・OG２名）

　　内　　容　 2022年度に行った各事業の活動報告、

　　　　　　　 OB・OGとの交流

　　学生スタッフの声

　・参加していない企画の内容を詳しく知ることができて、2023年度に向けて参考になりました。

　・2022年度は、ボランティアをやってみたい人向けに新規企画・恒例企画を含め、幅広く事業を

実施できていたことが分かりました。ボランティアの魅力に気付いた人向けに、長期的に続けら

れる企画があるといいかもしれないと思いました。

　・この活動報告会を通して、自分が担当していなかったボランティア事業の活動内容だけではなく、

改善点まで詳しく知ることができ、とても勉強になりました。

⑦　関西大学×関西学院大学　活動報告交流会
　関西大学と関西学院大学それぞれのボランティア活動の内容や様子の共有、意見交換を通して交

流を深める機会とする。また、ボランティアステーション等の施設見学を行いながら交流すること

で、他大学の学生コーディネーターとの活動の違いなどを知り、それぞれの大学の学生スタッフが

新しい視点を得ること、これからの団体の活動に活かしていけるようにすることを目的として実施

した。

　当日は、２グループに分かれて各大学の活動についてなど意見交換をした後、ボランティアステー

ションの見学を行った。これからの継続的な交流について学生同士で話をするなど、横のつながり

をつくる良い機会となった。

　　日　　時　 ３月29日（水）15時00分～ 16時30分

　　場　　所　 千里山キャンパス第２学舎C204教室、誠之館２号館１階ボランティアステーション

　　参加者数　 15名（学生スタッフ６名、関西学院大学５名、教職員４名）

　　内　　容　 ボランティアセミナー 2023の受講、関西学院大学の学生との交流、

　　　　　　　 ボランティアステーションの見学

　　学生スタッフの声

　・他大学のボランティアをされている方とお話しする中で、関大とは違った様々な活動を知り、今

後企画をするときの参考になりました。（法学部・１年次生）

　・他大学の活動内容を聞いたり、交流ができ新鮮でした。また交流ができたらいいと思います。（環

境都市工学部・１年次生）

　・他大学のボランティアセンターの学生スタッフの活動について知りたいと思って参加しました。

コーディネーター側になって、コーディネートするイメージがつきました。（関西学院大学・３

年次生）

⑦ 　FM大阪ラジオ出演
　月替わりで、日本中の様々な大学よりサステナブルな活動に関する知識・発想を世の中に発信す

ることで、さらなるアイデアを生み出すラジオ番組FM大阪「マクセル meets カレッジナレッジ」

から依頼があり、学生スタッフ１名が２週にわたって出演した。

　関大生にボランティアの魅力を広めるためにボランティア活動を企画・運営していることや、力

を入れて取り組んでいる琵琶湖の環境保全活動について紹介した。

　　放　　送　 ７月24日（日）・31日（日）13時55分〜14時00分

　　収　　録　 千里山キャンパス 東体育館 多目的室

　　内　　容　 ボランティアセンター学生スタッフの活動紹介

（２）ボランティアセンター学生スタッフの運営

①　学生スタッフ全体ミーティング（月１回）
　学生スタッフ間の情報共有のため、月に１回全体ミーティン

グの時間を設けている。全体ミーティングは長期休み中も行い、

団体の一員として学生スタッフ全員参加を原則としている。

②　ボランティアセンター職員とのミーティング
　学生スタッフの代表１名・副代表２名で構成する幹部及び、

会計２名、ボランティア団体担当者２名で構成する役職者とボ

ランティアセンター職員とで、定期的にミーティングの時間を設け、情報共有や意見交換を行って

いる。企画準備の進捗状況や団体運営についての相談が中心ではあるが、職員と学生スタッフのコ

ミュニケーションの場にもなっている。職員が代表者と話し合うことで、各イベントの最善の取り

組み方法等を共有し、団体として成長していけるような支援につなげている。

③　びわ湖を美しくする運動
　 2022年度に引き続き、琵琶湖の特定外来生物の現状を把握

するために、実際に琵琶湖に足を運び、滋賀県が毎年7月1日

において「びわ湖の日」に実施している「びわ湖を美しくする

運動」の特定外来生物のオオバナミズキンバイおよびナガエツ

ルノゲイトウの駆除活動に参加した。

　滋賀県が取り組む、琵琶湖の環境保全について、現状と課題、

特に侵略的外来水生植物の繁殖力やその影響による被害を伺

い、行政として滋賀県が取り組むボランティアに関して知見を

深めた。また、実際に、湖岸に生息する大量のナガエツルノゲ

イトウを手作業で取り除く体験を行い、学生スタッフとして何

ができるのかを考えることに繋げ、今後企画する「琵琶湖ツー

リズム！～大学生で考える環境ボランティアの未来2022（実

践編）〜」で実現することとした。

　　日　　時　 ７月１日（金）９時00分〜10時30分

　　場　　所　 滋賀県大津市　大津市なぎさ公園周辺

　　協　　力　 滋賀県琵琶湖環境部自然環境保全課

　　参加者数　 ７名（学生スタッフ５名、職員２名）

　　内　　容　 特定外来生物オオバナミズキンバイおよびナガエツルノゲイトウの駆除及び関係者

への取材

④　2022ボランティア新企画募集～あなたの想いを伝えよう～
　関大生からボランティアの新企画を募集し、学生スタッフが企画者のボランティアへの想いを他

の学生に伝えるお手伝いをする。また、そのボランティアを実現することで学生スタッフの活動に

新しい視点を取り入れることを目的として、2022年度から新しく実施した。

　SDGsを意識した内容のボランティア活動で、関大生が学生スタッフとともに行うことができる

新たな企画を募集したところ、８事業の応募があり、ヒアリングなど選考を重ねベストアイデア賞

として「学童保育ボランティア」、学生スタッフ特別賞として「動物愛護団体のお手伝いをして、

犬猫と触れ合おう」の２事業が選ばれた。

　ベストアイデア賞として選ばれた「学童保育ボランティア」は学生スタッフのサポートのもと、

大阪府吹田市の「まちなかリビング北千里」にて、来館する子ども達と遊び、交流するボランティ

アとして実際に実施し、特典②として本センター活動報告書にも掲載した。

　　募集期間　 ７月25日（月）〜８月31日（金）

　　募集内容　 SDGsを意識した内容で、複数名が参加できて、みんなで

楽しめるボランティア活動のアイデア

　　募集対象　 関西大学に所属の個人またはグループ
特典： ①選ばれたアイデアは、学生スタッフのサポートのもと、実際に企画として実施

②ボランティアセンターが発行する「活動報告書」に記載
③ボランティア体験ツアーに企画者の名前を付すことができる

　　応 募 数　 ８グループ
○ キャンパスで大地震発生から避難までを考える・新！関大クリーン大作戦
○ 子ども達が防災について学べる遊びを提供する活動・子ども達とのふれあい大作戦
○ 二酸化炭素を減らし地球の環境を守るための植林ボランティア
○ 私たちの手で綺麗な海を守ろう！海岸清掃in大阪湾沿岸の浅場
○ 学童保育ボランティア・動物愛護団体のお手伝いをして、犬猫と触れ合おう

　　学生スタッフの声

　・アイデアを応募してくれたグループへヒアリングを行うことで、アイデアをより具体的に深掘す

ることができました。

　・多くの学生に参加してもらうために、広報期間をより長く設け、ボランティアセンター機関誌の

配布などで知ってもらう機会を作る工夫をするべきでした。また、体験ツアー化する企画を選定

してから実施までに時間がかかりすぎたため、次に実施する際は実施までのプロセスまで細かく

決めておきたいです。

⑤　ようこそ！　関大サロンへ
　コロナ禍でも実施できるボランティア活動として、吹田市社会福祉協議会の協力を得て、2021

年度から高齢者施設に入所する方々とZoomを繋いだオンライン交流会を開始した。

　同世代の交流だけでなく、高齢者のような日常の中ではつながりを持ちにくい異世代との交流を

通して、高齢者の人々の文化を享受するだけでなく、一緒にゲームや歓談を行い、地域において世

代を超えたつながりや相互理解を深める機会を創出することを目的として実施した。加えて、高齢

者の方との接し方を学び、学生のコミュニケーション能力の向上を図るとともに、高齢者の方や施

設職員との関わりの中で、どのようなボランティアや支援が必要なのかを知り、これから新たに行

う活動を企画する際の気づきを得ることができた。

　今後は、関大生を募集してボランティア体験ツアーとして実施することを予定している。

　　日　　時　 ①９月５日（月）13時30分〜14時30分

　　　　　　　 ②３月15日（水）13時30分〜14時30分

　　場　　所　 オンライン（Zoom）

　　受入団体　 社会福祉法人 秀明会「特別養護老人ホーム あす～る吹田」

　　参加者数　 ①10名（学生スタッフ４名、職員２名、高齢者３名、施設職員１名）

　　　　　　　 ②11名（学生スタッフ３名、職員３名、高齢者３名、施設職員２名）

　　内　　容 高齢者とのゲーム・クイズ、歓談

　　学生スタッフの声

　・高齢者の方が「楽しかった、ありがとう」と言って涙まで流してくださり、短い時間で、これほ

ど感動していただけたのがとても嬉しかったです。

　・普段あまり話すことのない年代の方々と会話することができ、とても思い出に残る良い時間を過

ごせました。

⑥　まちFUNまつりin関西大学2022　子ども店長サポートボランティア
　子ども達を中心に、ともに楽しみ学べる場を地域に作ることを目的として活動している特定非営

利活動法人 ママふぁん関西との共催事業として実施した。

　「地域に開かれた大学」を目指して始まった本イベントは、今回で6回目を迎えた。学生スタッ

フも毎年運営補助ボランティアとして参加しており、2022年度は子ども達が店長となって出展

ブースのお店を手伝い、お金のやりとりも行うことで働く楽しさやお金の大切さを学ぶ職業体験イ

ベント「子ども店長」企画のサポートを行った。

　事前にお給料袋やくじを作成し、当日も会場設営の手伝いを行った。来場した子ども達がエプロ

ンに着替える手伝いや働くお店を決めるくじ引きの対応をする中で、学生スタッフは子ども達の緊

張がほぐれるように、声掛けをするなど工夫しながら活動をした。

　　日　　時　 10月９日（日）10時00分〜13時30分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館およびその周辺

　　参加者数　 学生スタッフ７名

　　内　　容　 お給料袋やくじの作成、会場設営、「子ども店長」事業のサポート、子ども達との交流

　　学生スタッフの声

　・子ども達の元気な姿に勇気づけられる、楽しい時間でした。

　・子ども店長自身が楽しかったと笑顔で言ってくれたり、お給料を手渡しするときにありがとうと

声をかけてくれたりして、うれしかったです。

⑦　非常食配布イベント
　防災意識の向上はもちろん食品ロス削減に取り組むことでSDGsの「つくる責任　使う責任」の

達成への貢献を目指して、公益社団法人 日本非常食推進機構より提供していただいた使用期限が

迫った非常食（防災備蓄品）を配布した。

　当日は、保存用ビスケット、保存用飲料水、アルファ化米の三種類の非常食を配布するのにあわ

せて、学生スタッフが広く認知されるように広報を行った。

　配布数は、保存用ビスケット300個、保存用飲料水100本、アルファ化米41個だった。

　　日　　時　 10月10日（月）12時20分〜12時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館１階学生センター前

　　参加者数　 学生スタッフ７名

　　内　　容　 保存用ビスケット・保存用飲料水・アルファ化米の配布

（２）ボランティア体験ツアー

　ボランティア体験ツアーとは、「ボランティアに関心があるけど一歩踏み出せない」という学生に、

ボランティアの第一歩として気軽に参加できるボランティア活動として実施しているプログラムで

ある。

①　関大クリーン大作戦～関大前の交流の輪を広げよう！～
　関西大学周辺まちづくり勉強会※主催の清掃活動にボランティア活動

として参加した。

　当日は、地域の方や体育会学生と協力して、関大前通りや千里山ユー

トピア遊園の清掃を行った。道端にはタバコの吸い殻が多く、側溝にも

マスクや包装紙のゴミが多く落ちていた。ゴミ拾いを終えたら、根を残

さないように専用の道具などで掘り起こしながら千里山ユートピア遊園

の除草作業を行った。普段なかなか関わることのない地域の方と交流し

ながらの活動となり、終始笑顔が絶えない時間となった。

※阪急電鉄関大前駅周辺の地域において、安心・安全で活力と魅力あふれる「ま
ちづくり」を推進し、自治会、関大前商店街、学校法人関西大学及び行政で
課題を共有し、方策を検討することを目的とした組織。現在は、関大前ラボ
ラトリ（通称まち・かん）の管理運営及び関大前周辺地域の美化活動を主な活動としている。

　　日　　時　 ４月14日（木）８名、５月12日（木）雨天中止、６月９日（木）６名、10月13日（木）

７名、11月10日（木）３名、12月８日（木）７名　14時00分〜15時00分

　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ15名、本学学生延べ16名

　　場　　所　 阪急電鉄関大前駅～関西大学正門の周辺道路、千里山ユートピア遊園

　　主　　催　 関西大学周辺まちづくり勉強会

　　内　　容　 関大前通り、千里山ユートピア遊園の清掃

　　企画学生の声

　・関大前はタバコのゴミや雑草が多く、清掃のやりがいが大きいと感じました。また、地域の方や

関大生とも交流しながら行えたため、最後まで良い雰囲気で清掃できたと思います。

　・参加してくれた関大生と活動中もたくさん話せました。１人で清掃に集中するよりも話しながら

のほうが楽しく、時間が過ぎるのが早かったです。

　　参加者の声

　・コロナ禍でも自分がやれることに挑戦したかったから参加しました。地域の人と交流できてよ

かったです。（社会学部・２年次生）

　・街が綺麗になっていくのがうれしかったです。地域の人たちとも協力しあうことができて、充実

した時間でした。（法学部・1年次生）

②　関大クリーン大作戦in高槻
　普段利用している駅やキャンパス周辺を清掃し、景観を保護すること

で、学生や地域の方々が気持ちよく利用することを目的に、また、阪急

高槻市で活動することで高槻キャンパス、高槻ミューズキャンパスの学

生も気軽にボランティアに参加できる機会を設けることを目的として実

施した。

　4月実施時は、阪急高槻市駅周辺の本通り商店街と中通り商店街の二

手に分かれて、清掃活動を実施した。11月実施時は、参加者全員で清

掃活動を実施した。両日とも、最初にアイスブレイクを行い、交流をし

てから清掃活動に取り組んだため、雰囲気がよく楽しく活動することが

できた。

　　日　　時　 ①４月17日（日）９時00分〜10時30分

　　　　　　　 ②11月27日（日）９時00分〜10時30分

　　場　　所　 阪急高槻市駅周辺

　　参加者数　 ①15名（学生スタッフ５名、本学学生10名）

　　　　　　　 ②７名（学生スタッフ６名、本学学生１名）

　　内　　容　 阪急高槻市駅周辺の清掃

　　企画学生の声

　・想像していたよりも多くの人に参加してもらうことができて、アイスブレイクや清掃活動中は参

加者同士の交流があり、いい雰囲気で活動することができてよかったです。

　・活動中に通りがかった地域の方から「お疲れ様です。」というお言葉をいただくことができて、

嬉しかったです。

　　参加者の声

　・友達の輪を広げたいと思い参加しました。ゴミをたくさん拾うことができてやりがいがありまし

た。（社会安全学部・１年次生）

　・少人数のグループに分かれてのゴミ拾いだったので、1人で参加しても他の参加者と話しながら

活動しやすくて良かったです。（総合情報学部・３年次生）

③　淀川掃除
　淀川河川敷の清掃をすることで、大阪湾へゴミが流れ込むことを防ぎ、

淀川の水質や景観を保護することを目的に、また、清掃活動という気軽

に参加できる点を活かして、関大生にボランティア活動の魅力を広める

機会にすることを目的として実施した。2021年度には、淀川河川事務

所に相談を行ったうえで、これまで清掃を行っていた南方地区から行政

の対応が追い付いていないより河口の西淀川区福町地区へ場所の変更を

行った。

　４月実施時は雨天だったため、河川敷の手前を２グループに分かれて

清掃活動を行い、途中でグループを入れ替える等、参加者同士がより多

く関われるよう工夫を行った。

　10月実施時は晴天に恵まれ、5グループに分かれて河川敷を広く清掃

した。

　　日　　時　 ①４月24日（日）10時00分〜12時00分

　　　　　　　 ②10月23日（日）10時00分〜12時00分

　　場　　所　 大阪市西淀川区　阪神福駅近くの河川敷

　　参加者数　 ①26名（学生スタッフ8名、本学学生18名）

　　　　　　　 ②20名（学生スタッフ10名、本学学生10名）

　　内　　容　 淀川河川敷の清掃

　　企画学生の声

　・雨の中での実施となり、予定していた通りの淀川掃除は出来ませんでしたが、参加者の方から「楽

しかった」という言葉が聞けて嬉しかったです。

　・通りすがりの地域の方からどこの大学の団体なのかと尋ねられ、「ありがとうね、頑張って！」

とお声掛けいただいて嬉しかったです。

　　参加者の声

　・河川敷には多くのゴミが落ちていて、それらを拾っていくことが単純に楽しかったし、学生ス

タッフの方や参加者の方と色々話せてよかったです。（外国語学部・１年次生）

　・前に参加した清掃ボランティアで誘ってもらったので、参加しました。思っていたよりもプラス

チックのゴミが多くて驚きました。（政策創造学部・１年次生）

④　献血呼びかけボランティア

　献血の必要性を多くの学生に伝えることが、社会貢献につながるとい

うことを知ってもらうこと、また、気軽に参加できる学内ボランティア

を通じて、ボランティアの良さを身近に感じてもらい次のボランティア

活動参加のきっかけを創出することを目的として実施した。

　現在の日本では少子高齢化が進み、輸血を必要とする高齢者の割合が

増える一方で、それを支える若者の献血者数が減っているという危機的

状況にある。また、血液は長期の保存ができないため、安定的な供給が

必要であるが、献血について学生の関心が薄いのが現状である。

　献血を実施の広報だけでなく、当日は、献血車前で看板を持って献血

協力の呼びかけを行った。

　　日　　時　 ４月25日（月）14名、４月26日（火）９名、５月10日（火）６名、６月７日（火）８名

　　　　　　　 10月12日（水）10名、10月20日（木）３名、11月11日（金）６名、12月５日（月）４名

　　　　　　　 11時30分〜13時30分、12時00分〜13時00分

　　　　　　　 ※10月20日は関大防災DAYの事業の一環として実施した。
　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ40名、本学学生延べ20名

　　場　　所　 千里山キャンパス総合図書館前、悠久の庭前、

　　協　　力　 大阪府赤十字血液センター

　　内　　容　 献血への協力呼びかけ

　　企画学生の声

　・授業終わりで人通りが多い時間帯に呼び込み時間を設定したため、効果的に呼びかけが行えたと

思います。前を通った方が自分たちの呼びかけに反応してくださって嬉しかったです。また、毎

月行っているので声を出すことに慣れてきて、積極的に声かけをすることができました。

　・呼びかけを行ったことで、多くの学生に献血実施中であることに気付いてもらうことができまし

た。呼びかけに反応してくださる方もいて嬉しかったです。

　　参加者の声

　・輸血経験があるため、恩返しになればと思って参加しました。活動はアットホームな雰囲気で楽

しむことができました。（文学部・２年次生）

　・自分が想像していた以上に人が集まり、献血に協力していたので、声掛けの達成感を感じました。

（商学部・３年次生）

⑤　関大花植え活動（大学昇格100年記念）
　大学昇格100年記念事業の一環として、経済学部と商学部の学び舎で

ある第２学舎１号館前の広場を、山岡順太郎の胸像とともにリニューア

ルすることとなり、管財課の協力のもと、花壇の花植え活動を実施した。

大学昇格100年という節目に、緑のなかで新しい仲間と出会って交流し

ながら、学生たちの愛校心を育むこと。また、今後の広報を含めて、「ボ

ランティアセンター学生スタッフ」が大学内で広く認知されることを目

的として実施した。

　当日は、業者の方の指示に従いながら土を掘り、花を植えた。活動の

途中から雨が降りだしたため、レインコートを着用しての活動になった

が、参加者全員が熱心に取り組んだ結果、予定よりも広い範囲に花を植

えることができた。

　　日　　時　 ５月13日（金）９時00分〜12時10分

　　場　　所　 千里山キャンパス第2学舎1号館前広場

　　参加者数　 30名（学生スタッフ９名、本学学生21名）

　　内　　容　 花壇の花植え

　　企画学生の声

　・花を植える場所の土が硬くて、掘るのに思ったより時間がかかって大変でした。また、植えると

きに花の間隔や全体のバランスを考えるのが難しかったので、わからないことがあったら業者の

方に質問しながら作業をすすめました。

　・業者の方から「これからも手伝いにきてほしい」と言って褒めていただけて、嬉しかったです。

　　参加者の声

　・花植えに興味が湧いたので参加しました。想像していたよりも体力を使い、花壇がきれいになっ

ていくのが分かってやりがいがありました。（システム理工学部・４年次生）

　・ボランティア活動を体験してみたかったので参加しました。自分の活動が花というかたちで残っ

て嬉しいです。（文学部・１年次生）

⑥　高槻景観美化ボランティア
　自然と共生する「花と緑のまちづくり」に寄与することを目的として

いる高槻市のNPO法人「花と緑のまちづくり 高槻景観園芸クラブ」と

の連携事業として活動に参加し、学生に環境美化、地域交流の必要性を

学んでもらうことを目的として実施した。

　高槻景観園芸クラブの方々から活動の説明を受けた後、初対面の学生

の緊張をほぐすためにアイスブレイクを行った。高槻景観園芸クラブの

方々の指示に従い、苗床を整備して花を植えていく中で、良い苗の見分

け方や植物の種類なども教えていただいた。

　11月実施時は花を植えた後、花壇周りや他の花壇に積もった大量の

落ち葉を拾い集め、花壇全体の景観を美しく整えた。

　幅広い世代の憩いの場所である公園を美化し、まちづくりに関心を持

てるような事業は貴重なものであり、団体の方々とコミュニケーション

を取りながら、楽しく花植え活動を行うことができた。

　　日　　時　 ①５月14日（土）８時50分〜11時00分

　　　　　　　 ②11月20日（日）９時00分〜11時00分

　　場　　所　 大阪府高槻市　高槻城公園

　　　　　　　 連携先 NPO法人 花と緑のまちづくり 高槻景観園芸クラブ

　　参加者数　 ①７名（学生スタッフ５名、本学学生２名）

　　　　　　　 ②６名（学生スタッフ４名、本学学生２名）

　　内　　容　 高槻城公園内の花壇の手入れ、地域の方との交流

　　企画学生の声

　・団体の方といろんなお話をしながら花植え活動を行い、花植えをしたことがない学生でも不安な

く楽しめた事業でした。参加学生にボランティアの魅力を伝えるとともに、自身も改めてボラン

ティアの魅力を感じることができました。

　・花にも一つ一つ個性があり、それぞれに花の魅せ方があるのだと初めて知り、ただ活動するので

はなく、何かを意識して取り組むことの大切さを学びました。

　　参加者の声

　・花壇の手入れをしたことがなく、一度してみたいと思ったので参加しました。花壇が綺麗になっ

た際に感じた達成感や団体の方々との交流を通じて、ボランティアの魅力や楽しさを感じること

ができました。（法学部・４年次生）

⑦　関大クリーン大作戦in梅田
　梅田キャンパスの周辺を清掃することで環境や景観を保護し、通行す

る人々が気持ちよく過ごすことができるようにすること、気軽に参加で

きるボランティア活動として清掃活動に参加することでボランティアの

やりがいや楽しさを感じてもらうことを目的として実施した。

　当日は、梅田キャンパスの教室にてアイスブレイクを行ったあと、２

グループに分かれて茶屋町エリアの清掃を約１時間行った。清掃活動中

には、通りがかった人や清掃ルートの並びにある店舗の方からお礼の言

葉をもらうことができ、参加者の達成感や満足感につながった。日曜の

朝ではあったが人通りや車が多く、学生スタッフが時折声をかけて注意

を促しながら活動した。

　　日　　時　 ①５月15日（日）９時00分〜11時00分

　　　　　　　 ②11月13日（日）９時00分〜11時00分

　　場　　所　 梅田キャンパス周辺

　　参加者数　 ①19名（学生スタッフ５名、本学学生14名）

　　　　　　　 ②13名（学生スタッフ３名、本学学生10名）

　　内　　容　 梅田キャンパス周辺の清掃

　　企画学生の声

　・アイスブレイクで学部や趣味などの自己紹介を行ったので、活動中の話題ができてすごく話しや

すかったです。友達同士が一緒になるようにグループ分けしたのがよかったのか、参加した学生

同士楽しそうに活動していました。

　・清掃の距離を延ばすなどの工夫をしましたが、ルートによってゴミの量が違っていたので、ルー

トの見直しが必要だと感じました。雨の中での活動でしたが、みんなで楽しく清掃活動ができた

ので嬉しかったです。

　　参加者の声

　・活動場所が梅田なので参加しやすいと思い参加しました。普段なかなかゴミ拾いを行う機会がな

かったので経験できて良かったです。（商学部・１年次生）

　・一度ボランティアに参加してみたいと思ったので参加しました。自分たちで街を少しでも綺麗に

する活動ができ、良い経験になりました。（社会安全学部・１年次生）

⑧　関大クリーン大作戦～千里山キャンパス周辺の清掃～
　普段自分たちが利用している千里山キャンパス周辺を清掃することで

環境や景観を保護し、関大生や地域の方々がより気持ちよく過ごすこと

ができる。また、授業の空きコマに気軽に参加できることでボランティ

ア活動を身近に感じてもらうことを目的として実施した。

　活動前にアイスブレイクを行い、学部や学年に関係なく学生同士が交

流することで、その後の活動も和やかな雰囲気で進めることができた。

清掃は関大前ルートと名神高速道路沿いルートの2コースに分かれて

行った。ゴミは「燃えるゴミ」「ビン・カン」「ペットボトル」の3つに

分類して集めたが、タバコの吸い殻が最も多く、ゴミを拾うだけでなく、

今後はゴミを捨てる人が少なくなるように啓発を目的とした活動も検討

している。

　　日　　時　 ①５月21日（土）10時40分〜12時10分

　　　　　　　 ②10月15日（土）10時40分〜12時10分

　　場　　所　 千里山キャンパス周辺

　　参加者数　 ①10名（学生スタッフ３名、本学学生７名）

　　　　　　　 ②16名（学生スタッフ７名、本学学生９名）

　　内　　容　 千里山キャンパス周辺の清掃

　　企画学生の声

　・ゴミの量が少なく、やりがいを感じにくいのではないかと心配でしたが、清掃中はずっと楽しく

会話しながら活動を行うことができました。

　・参加者の１回生が１人で、他の上級生と仲良くなれるかどうか不安がありましたが、始まってみ

ればみんな会話が絶えず、終始楽しく活動することができました。

　　参加者の声

　・自分が通っている大学に恩返しをしたいと思って参加しました。意外と大学の周りが綺麗だった

ことに驚きました。（社会学部・３年次生）

　・アルバイトをやっていないため、他に何か出来ることはないか、頑張れることはないか、と探し

ていたらこのボランティアを見つけて参加しました。意外と細かいゴミが多く、拾うのが大変で

したが、充実した時間を過ごせました。（法学部・１年次生）

⑨　関西大学×法政大学 スポーツゴミ拾い
　法政大学と連携しZoomを用いて合同でゴミ拾いを実施した。「スポー

ツゴミ拾い」とは、制限時間内に指定されたエリアのゴミを拾い、拾っ

たゴミの量と種類で得点を競い合うというスポーツ要素を加えた、日本

発祥の新感覚清掃活動である。ゴミ拾いにスポーツ要素をかけ合わせる

ことで、ゴミ拾いをスポーツ感覚で楽しみ、ボランティアへの興味を引

き出し、法政大学の学生と交流を深め、参加者同士で協力してゴミ拾い

を行うことで連帯感や達成感を得ることを目的として実施した。

　当日は、Zoomを繋ぎながらキャンパス周辺の清掃を行い、清掃の様

子だけでなく、キャンパスの様子なども映すことで大学の所属を超えて、

学生ボランティア同士の交流も行うことができた。

　　日　　時　 ①５月29日（日）14時00分〜16時20分

　　　　　　　 ②３月13日（月）13時50分〜16時20分

　　場　　所 ①関西大学千里山キャンパス周辺および凜風館１階学生ラ

ウンジ

　　　　　　　 　法政大学市ヶ谷キャンパス周辺および外濠校舎３階S305

　　　　　　　 ②関西大学千里山キャンパス周辺および尚文館１階マル

チメディアAV大教室

　　　　　　　 　法政大学市ヶ谷キャンパス周辺および外濠校舎３階S305

　　共　　催 法政大学ボランティアセンター、法政大学ボランティアセ

ンター学生スタッフ VSP

　　参加者数 ①32名（学生スタッフ10名、本学学生７名、法政大学15名）

　　　　　　　 ②25名（学生スタッフ７名、本学学生６名、法政大学12名）

　　内　　容 それぞれのキャンパス周辺のゴミ拾い、クイズ大会、法政大学との交流

　　企画学生の声

　・拾ったゴミを得点化して競うのはゲーム感覚があり、参加者

に楽しんでもらえたように思います。参加者の方がゴミを袋に

入れるときに何を拾ったかを伝えてくれたので、記録がスムー

ズに進みました。

　・単なるゴミ拾いではなく、ゴミを点数化してチーム対抗で競う

ことで、楽しみながらも一生懸命に取り組むことができ、参加

者にボランティアを楽しむ感覚を味わってもらえて、非常に良

かったです。

　　参加者の声

　・スポーツゴミ拾いはゲーム性があり、法政大学の学生と交流し

ながら楽しく活動することができました。（文学部・２年次生）

　・学生スタッフの方もほかの参加者の方も丁寧に接してくれて嬉

しかったです。おかげで楽しく街を綺麗にすることができまし

た。（法学部・２年次生）

⑩　1000000人のキャンドルナイト 茶屋町スロウデイ2022
　梅田・茶屋町エリアの企業、地域団体、学校および行政などが集まっ

て“歩いて楽しいまちづくり”を推進し、茶屋町の魅力を発信する本イ

ベントに2017年度から参加している。魅力発信に取り組み地域の活性

化を行い、キャンドルの灯りを見てくれる人に気持ち安らぐ時間や癒し

を提供することを目的として実施した。

　2022年度は「Convivial 〜ともに愉しむ日～」をテーマに、３年ぶ

りの現地開催となった。「キャンドルの灯りが人々の心に安らぎと未来

への希望をもたらすように」という願いを込めて、学生スタッフは

CHASKA茶屋町（ジュンク堂書店）前にキャンドルアートを設置した。

　事前に学生スタッフが考えたデザインを基にキャンドル装飾を行い、

設置・点火・火の見守り・会場の片付け等の活動を行った。

　キャンドルに火が灯り、日が落ちて街が暗くなるにつれて、大勢の方がキャンドルアート前で足

を止めて写真撮影を行い、キャンドルの光に照らされた笑顔に溢れたイベントとなった。

　　日　　時　 ①事前説明会：５月25日（水）12時20分〜12時50分

　　　　　　　 ②活　　　動：６月１日（水）13時00分〜22時00分

　　場　　所　 ①千里山キャンパス凜風館1階ピアエリア／オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②大阪市北区　CHASKA茶屋町

　　参加者数　 24名（学生スタッフ11名、本学学生13名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明会

　　　　　　　 ②キャンドル装飾の制作・設置・点灯・見守り

　　企画学生の声

　・CHASKA 茶屋町全体がキャンドルの温もりに包まれた空間を体感できて良かったし、自分がそ

の空間を作る側として携わることができて嬉しかったです。たくさんの方達が見に来てくれたり

写真を撮ったりしてくれて、地域の活性化に貢献できたと思えました。

　・日が沈んだ後、キャンドルが光っている景色を見た時に、とても感動しました。たくさん写真

を撮っている方や、キャンドルの灯をずっと眺めている方もいらっしゃって嬉しかったです。

　　参加者の声

　・点灯時間までにキャンドルの設置が間に合うか不安でしたが、参加者の方々と協力して取り組み、

デザイン通りのものを完成させることができました。点灯した綺麗なキャンドルを見ると、達成

感や安らぎを感じることができ、ボランティアに参加して良かったと感じました。（社会学部・

１年次生）

　・一緒に活動した関大生と仲良くなることができ、入学してなかなか友達ができなかった自分に

とってすごく嬉しく、楽しいボランティア活動でした。（社会学部・２年次生）

⑪　大和川掃除
　堺キャンパス周辺を流れる大和川河川敷を清掃することで景観を清潔

に保つことができ、地域の方が河川敷をより気持ちよく利用できると同

時に、堺キャンパス周辺の地域貢献活動を目的として実施した。

　本活動は、堺キャンパスに通う学生にとって参加しやすい活動場所で

あることから、堺エリアで活動を展開しているボランティア団体

「WEVO」とも連携して実施している。

　当日は雲が多かったが気温は高かったため、こまめに休憩をとり、熱

中症に気を付けながら清掃活動をした。河川敷には大和川上流から家庭

ゴミやペットボトル等が流れてくるため、参加者全員で力を合わせて清

掃することで河川敷を綺麗にすることができた。

　　日　　時　 ６月５日（日）９時30分〜11時30分

　　場　　所　 大阪府堺市　大和川左岸河川敷

　　参加者数　 72名（学生スタッフ14名、本学学生17名、WEVO所属学生41名）

　　内　　容　 大和川河川敷の清掃

　　協　　力　 WEVO

　　企画者の声

・普段交流する機会が少ないWEVOの方達と交流することが出来て、貴重な機会でした。一見何も

無いように見えても、掘ってみると靴が1足出てくるなど、砂に埋まっているゴミが沢山見られ

ました。

　・同じグループの方たちと楽しく話しながら協力して清掃することができて良かったです。堺キャ

ンパスの方と一緒に活動することは初めてだったので、とても新鮮でした。キャンパス間の交流

にもなり、有意義な活動となりました。

　　参加者の声

・社会経験を積むために参加しました。初対面の人とも話すことができたので良かったです。（法

学部・３年次生）

　・ボランティアの経験を積む良い機会になると考えたので、参加しました。活動自体は思っていた

よりも短く感じ、少人数でのグループだったので活動しやすかったです。（法学部・３年次生）

⑫　吹田くわいボランティア 
　若者の農業への関心が低下し、千里山キャンパスがある吹田市の特産

品である吹田くわいの認知度が低いという現状がある。そこで、吹田く

わいの植え付けから収穫まで一年を通した活動を通して、吹田くわいに

ついて深く理解してもらうとともにボランティアの魅力に気付いてもら

うことを目的として実施した。

　どちらの活動も、農園の方から吹田くわいの説明をしていただき、植

え付けや収穫のコツについてお話しいただいた後、作業を行った。植付

けでは、日常生活では着る機会のない胴長を着用しての作業に苦戦しな

がらも、参加者同士で声を掛け合い農業の大変さを感じながら活動した。

収穫では、備中鍬でくわいを傷つけないように慎重に泥をかき分けなが

ら、全部で約700グラムのくわいを収穫した。

　　日　　時　 ①植え付け：６月16日（木）14時45分〜17時00分

　　　　　　　 ②収　　穫：12月５日（月）14時45分〜17時00分

　　場　　所　 大阪府吹田市　西農園

　　協　　力　 吹田市都市魅力部 地域経済振興室

　　参加者数　 ①13名（学生スタッフ５名、本学学生８名）

　　　　　　　 ②６名（学生スタッフ６名）

　　内　　容 吹田くわいの植え付けと収穫作業の手伝い

　　企画者の声

　・大学のある吹田市の特産品に触れることができ、地域のことを少しでも知るきっかけとなりまし

た。

　・くわいを収穫する作業は考えていたよりも大変でしたが、そのぶん達成感があり、泥の中からく

わいを見つけた時は嬉しい気持ちになりました。頂いたくわいを家に帰って素揚げにして食べて

みると、自分達で収穫したこともあってとても美味しかったです。

　　参加者の声

　・普段の生活で農業に関わることがないので、やってみたいなと思って参加しました。農業体験だ

けでなく、くわいの事を知ることもできてよかったです。（文学部・４年次生）

　・「すいたん」のモチーフであるくわいに興味があったので参加しました。また、学生スタッフの

方が話しやすくてよかったです。農家の方のお話も面白かったです。（法学部・２年次生）

⑬　飛鳥光の回廊2022 ～明日香をともす「和」のひかり～
　明日香村で毎年行われている、石舞台古墳をはじめ岡寺や飛鳥寺など、

明日香村内の代表的な史跡・寺社・施設をろうそくやLEDライトの明か

りで彩る地域活性化イベントで、奈良県明日香村との連携事業として実

施した。

　「キャンドルの輪と和でつながる光」を関西大学のテーマとし、キャ

ンドルのデザインや配置を考え、他の活動では得られない大変さと、よ

り大きなやりがいや達成感を感じることができた。

　残念ながら1日目は雨天のため中止となったが、石舞台古墳や奈良県

立万葉文化館などを見学し、明日香村の歴史や文化的価値について学ん

だ。2日目は、用意した約3000個の色付き紙コップを「ボランティア

センター 2022」という文字やピラミッド、円の形に並べた。夕方から

は多くの方が来場し、写真撮影をしたりと笑顔溢れる楽しい空間となった。

　　日　　時　 ①事前説明会：９月１日（木）12時00分〜13時00分

　　　　　　　 ②活　　　動：９月23日（金）10時00分〜17時00分

　　　　　　　 　　　　　　　９月24日（土）11時00分〜22時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②奈良県高市郡明日香村　川原寺跡

　　連 携 先　 奈良県明日香村

　　参加者数　 40名（学生スタッフ延べ21名、本学学生延べ19名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明

　　　　　　　 ②キャンドルデザイン案の作成、キャンドルを入れる紙コップの制作、

　　　　　　　 　キャンドルの設置・点灯・撤去、明日香村の散策、地域の方との交流

　　企画学生の声

　・イベントが始まると多くの方が見に来てくださり、「きれい」「すごい」などのお声をきくことが

でき、このイベントに関西大学ボランティアセンター学生スタッフとして参加してよかったと思

いました。

　・気温が高い中、多くのキャンドルを並べていくのは大変だったが、みんなで協力し合いながら長

時間かけて作り上げたので、その分、夜になりキャンドルの灯りがきらきらしているのを見ると

とても達成感を感じることができました。

　　参加者の声

　・楽しそうだと思ったので参加しました。思っていたよりずっと大変だったけど、終わったあとの

達成感が気持ちよかったです。（社会安全学部・1年次生）

　・みんなでキャンドルを並べるのがとても楽しかったです。参加して良かったと思いました。（経

済学部・1年次生）

⑭　下校見守り活動
　吹田警察生活安全課防犯係と連携して、千里山キャンパス近くの小学

校に通う子どもが安全に下校できるような環境を守ることを目的とし

て、千里山キャンパス周辺の小学校の下校時間にあわせて正門前で見守

り、声かけを実施した。

　当日は、子どもたちが「さようなら」「気を付けて帰ってね」と声を

かけると元気よく挨拶を返してくれたり、関西大学という名前を見て

「知ってる！」と声をかけてくれたりと、参加した学生ボランティアと

の交流を楽しむ様子が伺えた。

　　日　　時　 10月11日（火）７名、13日（木）４名、14日（金）４名　14時00分〜15時00分

　　　　　　　 10月12日（水）３名　12時45分〜14時15分

　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ10名、本学学生延べ８名

　　場　　所　 吹田市立千里第二小学校

　　協　　力　 吹田警察署生活安全課防犯係

　　内　　容　 小学校正門前での声掛け、見守り

　　企画学生の声

　・見守り活動中はできるだけ腰を屈めて、子どもたちと目線の高さを合わせて挨拶することを心が

けるようにしました。地域に根ざしたボランティア活動を企画できてよかったです。

・元気に挨拶をしてくれた子どもも多く、見守り活動をしている私たちの方が元気をもらいました。

　　参加者の声

　・実際に吹田警察署の方と連携して、見守り活動をするという貴重な経験ができて良かったです。

小学生から挨拶を返してもらえたりして本当にやってよかったと思いました。とてもいい経験に

なりました。（法学部・３年次生）

　・はじめてのボランティア活動で緊張していましたが、学生スタッフの方も職員の方も優しくて安

心しました。見守り活動もやりがいを感じることができたので、参加してよかったです。（商学部・

３年次生）

⑮　琵琶湖ツーリズム！～大学生で考える環境ボランティアの未来2022（実践編）〜
　関西大学ボランティアセンターは2017年度から琵琶湖の保全活動に

取り組んでいる。2017年度は特定外来生物オオバナミズキンバイ駆除

活動、2018年度は清掃活動を実施し、2019年度及び2020年度は新型

コロナウイルス感染症拡大の影響により実施を見合わせた。

　本学主催３大学（法政大学・明治大学・関西大学）連携事業として、

法政大学の学生ボランティアとともに、琵琶湖岸の環境保全活動として

滋賀県長浜市の南浜漁港にて、船の出港を妨げている特定外来生物ナガ

エツルノゲイトウの駆除活動を行った。

　当日は、学生ボランティア全員が胴長とライフジャケットを身につけ、

岸と舟上よりナガエツルノゲイトウの駆除活動を行った。ナガエツルノ

ゲイトウは、琵琶湖や内湖、河川などの水際に生育している水陸両生の多年生の植物で、茎の断片

からも再生するほど繁殖力が強いため、機械ではなく手作業で根や茎をできるだけ残さないように

根本から丁寧に引き抜き、陸に上げる作業を熱心に行った。

　その結果、夕方には、湖面が見えないほど群生していたナガエツルノゲイトウのほとんどを駆除

することができ、参加者全員がやりがいや充実感を得ることができ、大学生として環境ボランティ

アの未来を考えるうえでの契機となった。また、今回の活動を通して、大学の所属を超えて学生ボ

ランティア同士が交流を行うことができ、有意義な1日となった。

　　日　　時　 ①事前説明会：10月11日（火）12時15分〜12時50分

　　　　　　　 ②駆 除 活 動：10月16日（日）７時30分〜18時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②滋賀県長浜市　南浜漁港

　　活動協力　 滋賀県立琵琶湖博物館　特別研究員 /

　　　　　　　 滋賀県琵琶湖環境部 自然環境保全課 副主幹　中井 克樹 氏

　　　　　　　 南浜漁業協同組合

　　参加者数　 ①36名（学生スタッフ30名、本学学生６名）

　　　　　　　 ②42名（学生スタッフ24名、本学学生５名、法政大学９名、教職員４名）

　　内　　容　 特定外来生物ナガエツルノゲイトウの駆除活動

　　企画学生の声

　・ナガエツルノゲイトウは、とるのが難しく、無理に引っ張っても途中で切れてしまうと意味が

なく、ナガエツルノゲイトウの駆除の大変さに驚きました。活動後のきれいな湖面を見たからこ

そ、自然をこれからも大切にしていかなければいけないと感じました。

　・関西大学及び法政大学の学生、職員の方たちと活動中に交流できたので、楽しかったです。自分

たちの活動の成果を現地の方が喜んでくれていたことで、より達成感を感じることができました。

　　参加者の声

　・ナガエツルノゲイトウの駆除活動は、協力することが必須な作業だったので、参加者同士でコ

ミュニケーションをとり新しい輪を広げられてよかったです。（関西大学・３年次生）

　・外来種の駆除という貴重な体験をしてみたいと思い、参加しました。目に見える形で成果が現れ

るので、達成感を感じることができ参加してよかったと感じました。（関西大学・１年次生）

　・晴天の中、関西大学の皆さんと協力して非常に楽しく活動することができました。また、漁協の

方も優しく特定外来生物の駆除方法を教えてくださり、初心者でもすぐに取り組める内容でした。

昼食時は関西大学のみなさんとコミュニケーションを取りながら時間を過ごすことができ、２大

学合同ボランティア活動ならではの有意義な経験となりました。（法政大学・３年次生）

　・関西大学の方々と連携して、特定外来生物を駆除することができて良かったです。また、今回の

駆除活動を通じて、どれだけ湖が汚れているのかを目の当たりにし、今後、自分がどのように環

境活動に関わっていけばいいのかを考える良い機会になりました。（法政大学・２年次生）

⑯　2022年度学園祭「環境問題ってなんだろな？〜クイズで！ゲームで！楽しく学ぼう！〜」
　学生スタッフは、淀川河川敷の清掃活動や琵琶湖の特定外来生物の

駆除活動などといった環境保全活動を普段から多数実施している。そ

ういった経験を活かし、遊びを通して子ども達に環境問題について考

えるきかっけをもってもらえるような企画とした。また、統一学園祭

に来訪される保護者の方や地域の方及び本学学生に、ボランティア活

動の魅力と学生スタッフの活動を知ってもらうことを目的として実施

した。

　本学統一学園祭には、親子連れや子どもが多く来場するため、子ど

もを対象としてSDGs（特に環境問題）について学んでもらうため、環

境問題というテーマで3つのブースを設けた。当日は多くの子ども達が

訪れ、ゲームを通して環境問題について学びを得る機会となった。

　　日　　時　 11月３日（木）12時00分〜15時30分

　　　　　　　 11月４日（金）10時00分〜16時00分

　　　　　　　 11月６日（日）10時00分〜13時00分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館１階学生ラウンジ

　　参加者数　 102名（学生スタッフ延べ94名、本学学生延べ８名）

企画内容：

・紙芝居

　海洋プラスチック問題を中心とした環境問題について紙芝居で説

明したあと、身近な例を使ったクイズで環境問題について楽しく学

んでもらった。

・ミニゲーム

　牛乳パックや段ボールなどを再利用して作ったおもちゃで魚釣り

ゲームをしてもらった。捨てるはずだったもので遊んでもらうこと

で、リサイクルの大切さやゴミを減らす工夫などについて楽しみな

がら学んでもらった。

・塗り絵

　色鉛筆やクレヨンを使ってSDGsや地球をモチーフにした塗り絵

をしてもらいながら、SDGsについて興味を持ってもらった。

　　企画学生の声

　・初めて学園祭に参加しましたが、とても楽しかったです。子ども達が楽しみながらも環境問題に

ついて学びを深めてくれている姿が、とてもいきいきとしていたのが嬉しかったです。

　・ミニゲームも塗り絵も紙芝居も全て子ども達は楽しそうに体験してくれていました。笑顔で帰っ

ていく子ども達を見ると、とても嬉しく感じました。

　　参加者の声

　・一度もボランティアに参加したことがなかったので、参加してみたいと思って参加しました。来

場してくれた子ども達が可愛かったです。（経済学部・３年次生）

　・子どもとコミュニケーションを取れる良い機会だと思ったので参加しました。学生スタッフの方

も親切で楽しく活動できました。（社会学部・１年次生）

⑰　千里キャンドルロード2022
　吹田市と豊中市にまたがる千里ニュータウンの人口にちなんだ９万個

のキャンドルに灯をともすイベント「千里キャンドルロード」に本セン

ターは2014年度から参加し、今回で８回目となる。10周年を迎えた今

年は、『「出会い」これまでも…これからも…』をテーマに、３年ぶりに

来場予約なしでの開催となった。

　学生スタッフはキャンドルのデザインから考え、2022年度は、約

2000個の紙コップを色づけした大きな赤いハート２つを中心に、伸び

る 蔦 葉 や 青 い 紙 コ ッ プ で 縁 取 り し た「Kandai Volunteer Center 

2022」の白い文字など、工夫を凝らしたデザインを作成した。

　当日は、多くの方が訪れ、暗くなってキャンドルに火が灯されると、

あたり一帯が幻想的な光景になる様子を訪れた方たちが足を止め写真撮影をするなど、笑顔溢れる

光景となった。

　　日　　時　 11月５日（土）11時30分〜21時00分

　　場　　所　 吹田市立千里南公園

　　主　　催　 千里キャンドルロードプロジェクト

　　参加者数　 40名（学生スタッフ33名、本学学生７名）

　　内　　容　 キャンドルデザイン案の作成、キャンドルを入れる紙コップの色付け、

　　　　　　　 キャンドルの設置・点火・見回り・片付け

　　企画学生の声

　・「ここ（関大の作品）すごい！」「ここがメインやね。」などと、来場した方からの嬉しい言葉を

たくさん耳にしました。準備は大変でしたが成功して良かったと思えた瞬間でした。

　・スペースの問題もあり、当日にデザインの変更をしましたが、とても上手に完成させることがで

きて達成感がありました。学生スタッフの参加人数がとても多く、学生スタッフの交流の場となっ

ていたのも良かったです。

　　参加者の声

　・楽しそうだと思ったので参加しました。みんなで一つのものを作れていい経験になりました。（経

済学部・３年次生）

　・学園祭期間で授業がなく時間が空いていたこともあり、参加を決めました。想像していた以上に

キャンドルに灯をともした光景が綺麗で、また、地域の人達にも満足していただけたようでやり

がいを感じました。（法学部・２年次生）

⑱　大阪マラソン2023給水ボランティア
　今回で11回目の開催を迎える大阪マラソンは、チャリティ文化の普

及を目指す日本最大規模の都市型市民マラソンである。本学は第1回大

会からオフィシャルスポンサーとして参画している。

　活動を通して本学学生が大阪を盛り上げるとともに、ボランティアの

楽しさややりがいを感じてもらう機会とすることを目的として実施し

た。

　当日は、本学学生が給水ボランティアとして携わり「みんなでかける

虹。」というスローガンのもと、29,285人のランナーをサポートした。

給水や応援を通してランナーの方と関わり、参加した学生にもよりボラ

ンティア楽しさやスポーツの魅力を感じてもらうことができる活動と

なった。

　　日　　時　 ①事前説明会：２月15日（水）13時00分〜14時30分

　　　　　　　 ②活　　　動：２月26日（日）７時30分〜12時00分

　　場　　所　 ①千里山キャンパス第２学舎４号館BIGホール100

　　　　　　　 ②大阪マラソン第１給水所（５ km地点／中之島・本町ブロック）

　　参加者数　 191名（学生スタッフ22名、本学学生58名、体育会所属学生108名、職員３名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明、ボランティアセンターの紹介

　　　　　　　 ②給水所でのランナーへの給水提供

　　参加者の声

　・中学校の頃からマラソンに興味があり、実際に見てみたかったので参加しました。ランナーの皆

さんが一生懸命走りつつも、僕らボランティアに「ありがとう」と声を掛けてくれたことがすご

く嬉しかったです。（環境都市工学部・２年次生）

　・2021年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響で中止になってしまったので、今回は絶対に

参加しようと決めていました。関西大学の多くの学生が大阪マラソンという大きなイベントに携

われて、盛り上げることができて良かったです。（システム理工学部・2年次生）

⑲　飛鳥ハーフマラソン2023給水ボランティア
　関西大学と縁の深い奈良県明日香村で開催される飛鳥ハーフマラソン

に2021年度に引き続き2022年度も学生ボランティアをいう形で参加

した。本学学生が学生ボランティアとして参加することで地域貢献活動

に寄与するとともに、ボランティア経験の浅い学生に対してボランティ

アのやりがいや魅力を広めることを目的として実施した。

　明日香村は「飛鳥・藤原の宮都とその関連資産群」として世界遺産登

録をめざしており、その構成資産の半分以上を巡ることができるように

コースが設定されている。また、持続可能な社会づくりのためにソフト

フラスク（折りたためる携行給水ボトル）の配布や、参加費等の一部で

菜の花のタネを購入して景観保全に役立てるなど、様々な取り組みが行

われている。

　当日は、スタートからおよそ11km地点の棚田に設けられた第２給食所で甘酒の提供を行った。

　　日　　時　 ①事前説明会：３月１日（水）10時00分〜11時30分 

　　　　　　　 ②活　　　動：３月12日（日）８時00分〜13時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②奈良県高市郡明日香村

　　参加者数　 18名（学生スタッフ11名、本学学生７名）

　　内　　容　 ランナーへの給水

　　企画学生の声

　・給水を行っていると、ランナーの方に「ありがとう」と声をかけていただくことがあり、ボラ

ンティアをしている側の自分たちが元気をもらい、ボランティアに参加してくれた学生に活動を

通してやりがいを感じてもらうことができました。

　・ボランティアに参加していただいた関大生との交流を楽しむことができ、ランナーの方の笑顔を

見ることができてとても充実した時間を過ごすことができました。

　　参加者の声

　・スポーツが好きなので、スポーツに関われるボランティアをやってみたいと思い参加しました。

ランナーの方に「ありがとう」と声をかけていただくこともあり、喜んでいただけていると感じ

られて嬉しかったです。（文学部・１年次生）

　・もともと給水ボランティアをしてみたいと思っていたので参加しました。ランナーの方と言葉を

交わしたり、アイコンタクトを取ることができたりしたことが嬉しかったです。（法学部・２年

次生）

⑳　子ども遊びボランティアinまちなかリビング北千里
　2022年度初めて企画を募集し、ベストアイデア賞を獲得した「学童

保育ボランティア」として、まちなかリビング北千里にて、ソフトバス

ケット大会（3on3）のお手伝いやボードゲーム・カードゲームを使用

した遊び等、子どもとのふれあいを通して、子どもとのかかわり方や距

離の縮め方を学び、コミュニケーション能力を向上させることを目的と

して実施した。

　当日はソフトバスケット大会の運営補助だけでなく、子ども達と一緒

にチームを組んで参加したり、小学生vs大学生の試合を行い、ソフトバ

スケット大会を盛り上げた。また、同施設で管理しているボードゲーム

やカードゲーム等の様々な遊び道具を使用して、ソフトバスケットの参

加待ちの子ども達やスポーツが苦手な子ども達と遊ぶ活動も行った。

　　日　　時　 ３月23日（木）16時00分〜18時00分

　　場　　所　 まちなかリビング北千里

　　参加者数　 13名（学生スタッフ５名、本学学生８名）

　　内　　容　 ソフトバスケット大会の運営補助・参加、子ども達との交流

　　企画学生の声

　・下見を行った時より子ども達の人数が多かったのにも関わらず、学生ボランティアの方々全員が

子ども達と交流をしていただくことができました。活動の最後まで、子ども達と交流するという

ことができ、手持ち無沙汰にならなかったことが非常に良かったと思います。また、児童センター

の職員さんには行くたびに「来てくれてありがとう。」というお言葉をいただくことができて、

嬉しいです。

　　参加者の声

　・子どもと遊ぶことがボランティアになるのならやってみたいと思ったので参加しました。子ども

と触れ合う中で、子どもにしかない発想を多く学び、とても楽しく活動することができ、ボラン

ティアに参加して良かったと思いました。（経済学部・1年次生）

　・子どもと遊びたいと思ったので参加しました。ボランティアに参加した自分が子どもから元気を

もらい、ボランティアにはこんな魅力もあるんだと実感しました。（大学院・2年次生）

（３）雨天中止事業

①　第4回大和川大掃除～未来につなげよう300人の小さな一歩～
　堺キャンパスの近くを流れる大和川河川敷において、各キャンパスの

学生、体育会所属学生、ボランティア団体所属学生、大学職員、ミズノ

株式会社社員など総勢300名が海につながる河川の環境美化に取り組む

ことで、SDGsや海洋プラスチック問題などを改めて意識してもらうこ

とを目的として企画したもの。

　学生スタッフは設立以来、本学学生にボランティア活動を通じてボラ

ンティアの魅力を知ってもらうために、様々なボランティア活動を同じ

学生目線で企画・運営してきた。特に河川敷の清掃活動については、

2011年度から2016年度まで500名規模で淀川河川敷の大掃除を行い、

ゴミの減少に貢献した。2017年度からは大和川河川敷に活動場所を移

し、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により規模を縮小することもあったが、継続的に清掃活

動を行っている。

　2022年度は多くの関大生にボランティア活動の魅力を知ってもらうべく、体育会11団体にご協

力いただき、コロナ禍前と同規模の300名で実施することを企画した。また、ボランティア活動を

通じて双方の充実と発展に寄与するため、本学と連携協定を結んでいるミズノ株式会社にもご参加

いただくことになっていたが、残念ながら当日雨天のため中止となった。

　　日　　時　 ２月19日（日）10時00分〜12時00分

　　場　　所　 大和川公園河川敷周辺

　　協　　力　 大和川河川事務所

　　　　　　　 ミズノ株式会社

　　内　　容　 大和川河川敷での清掃

全体ミーティング時の集合写真
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Ⅱ  ２  学生スタッフ事業報告

　学生の中には「ボランティアに関心があるけど一歩踏み出せない」という学生もおり、学生スタッ

フはそのような学生を後押しできるような学内のボランティア活動の企画のほか、様々な社会問題へ

の啓発活動を行っている。

（１）学生スタッフ企画

　学生スタッフ企画とは、ボランティア活動の魅力を広めるため、まずは学生スタッフ自身がボラ

ンティアの魅力を再認識するために企画・参加しているプログラムである。

①　ボランティア懇談会
　ボランティアに関心のある関西大学の学生にボランティア活動の魅力

を発信する１つの手段として、ボランティアコーディネートを実施して

いる。より多くの学生に参加してもらうことを目的として普段はお昼休

みに実施しているボランティアコーディネートを、今回はお昼休みから

３限終わりまで開室時間を延長して実施した。

　　日　　時　 ５月 13 日（金） 12時20分〜15時00分

　　場　　所　 誠之館２号館１階ボランティアステーション

　　内　　容　 ボランティアコーディネート

②　富士山自然保護ボランティアツアー（法政大学主催3大学連携事業）
　3大学（法政大学・明治大学・関西大学）連携事業の一環として、法政大学主催の世界遺産であ

る富士山の麓で森林整備事業に参加した。

　団体の方からオーバーユーズ（使いすぎ）やアンダーユーズ（活用不足）の重要性、環境問題に

ついてなどのお話を伺った後、6〜7名ずつのグループに分かれて森林保全活動に取り組んだ。草

木の伐採や薪割り、枯れ木処理など、慣れない作業を行うのは大変であったが、休憩時間には木登

りをしたりブランコに乗ったりして、日常では味わえない大自然とのふれあいを楽しんだ。

　　日　　時　 ５月22日（日）９時45分〜17時00分

　　場　　所　 静岡県富士宮市

　　主　　催　 認定特定非営利活動法人富士山クラブ

　　参加者数　 37名（学生スタッフ4名、職員1名、

　　　　　　　 他大学学生32名）

　　内　　容　 草木の伐採、薪割り、枯れ木処理

　　学生スタッフの声

　・階段づくりや道の開拓など、自分が想像していたよりもはるかに本格的な活動ができました。日

常生活の中で鍬や鋸を使ったりすることがないため、初めはうまく使えませんでしたが、コツを

つかんだ後は気持ち良い程スムーズに切れるようになったのが本当に楽しかったです。

２　ボランティアセンター学生スタッフ事業報告 ③　びわ湖を美しくする運動
　 2022年度に引き続き、琵琶湖の特定外来生物の現状を把握

するために、実際に琵琶湖に足を運び、滋賀県が毎年7月1日

において「びわ湖の日」に実施している「びわ湖を美しくする

運動」の特定外来生物のオオバナミズキンバイおよびナガエツ

ルノゲイトウの駆除活動に参加した。

　滋賀県が取り組む、琵琶湖の環境保全について、現状と課題、

特に侵略的外来水生植物の繁殖力やその影響による被害を伺

い、行政として滋賀県が取り組むボランティアに関して知見を

深めた。また、実際に、湖岸に生息する大量のナガエツルノゲ

イトウを手作業で取り除く体験を行い、学生スタッフとして何

ができるのかを考えることに繋げ、今後企画する「琵琶湖ツー

リズム！～大学生で考える環境ボランティアの未来2022（実

践編）〜」で実現することとした。

　　日　　時　 ７月１日（金）９時00分〜10時30分

　　場　　所　 滋賀県大津市　大津市なぎさ公園周辺

　　協　　力　 滋賀県琵琶湖環境部自然環境保全課

　　参加者数　 ７名（学生スタッフ５名、職員２名）

　　内　　容　 特定外来生物オオバナミズキンバイおよびナガエツルノゲイトウの駆除及び関係者

への取材

④　2022ボランティア新企画募集～あなたの想いを伝えよう～
　関大生からボランティアの新企画を募集し、学生スタッフが企画者のボランティアへの想いを他

の学生に伝えるお手伝いをする。また、そのボランティアを実現することで学生スタッフの活動に

新しい視点を取り入れることを目的として、2022年度から新しく実施した。

　SDGsを意識した内容のボランティア活動で、関大生が学生スタッフとともに行うことができる

新たな企画を募集したところ、８事業の応募があり、ヒアリングなど選考を重ねベストアイデア賞

として「学童保育ボランティア」、学生スタッフ特別賞として「動物愛護団体のお手伝いをして、

犬猫と触れ合おう」の２事業が選ばれた。

　ベストアイデア賞として選ばれた「学童保育ボランティア」は学生スタッフのサポートのもと、

大阪府吹田市の「まちなかリビング北千里」にて、来館する子ども達と遊び、交流するボランティ

アとして実際に実施し、特典②として本センター活動報告書にも掲載した。

　　募集期間　 ７月25日（月）〜８月31日（金）

　　募集内容　 SDGsを意識した内容で、複数名が参加できて、みんなで

楽しめるボランティア活動のアイデア

　　募集対象　 関西大学に所属の個人またはグループ
特典： ①選ばれたアイデアは、学生スタッフのサポートのもと、実際に企画として実施

②ボランティアセンターが発行する「活動報告書」に記載
③ボランティア体験ツアーに企画者の名前を付すことができる

　　応 募 数　 ８グループ
○ キャンパスで大地震発生から避難までを考える・新！関大クリーン大作戦
○ 子ども達が防災について学べる遊びを提供する活動・子ども達とのふれあい大作戦
○ 二酸化炭素を減らし地球の環境を守るための植林ボランティア
○ 私たちの手で綺麗な海を守ろう！海岸清掃in大阪湾沿岸の浅場
○ 学童保育ボランティア・動物愛護団体のお手伝いをして、犬猫と触れ合おう

　　学生スタッフの声

　・アイデアを応募してくれたグループへヒアリングを行うことで、アイデアをより具体的に深掘す

ることができました。

　・多くの学生に参加してもらうために、広報期間をより長く設け、ボランティアセンター機関誌の

配布などで知ってもらう機会を作る工夫をするべきでした。また、体験ツアー化する企画を選定

してから実施までに時間がかかりすぎたため、次に実施する際は実施までのプロセスまで細かく

決めておきたいです。

⑤　ようこそ！　関大サロンへ
　コロナ禍でも実施できるボランティア活動として、吹田市社会福祉協議会の協力を得て、2021

年度から高齢者施設に入所する方々とZoomを繋いだオンライン交流会を開始した。

　同世代の交流だけでなく、高齢者のような日常の中ではつながりを持ちにくい異世代との交流を

通して、高齢者の人々の文化を享受するだけでなく、一緒にゲームや歓談を行い、地域において世

代を超えたつながりや相互理解を深める機会を創出することを目的として実施した。加えて、高齢

者の方との接し方を学び、学生のコミュニケーション能力の向上を図るとともに、高齢者の方や施

設職員との関わりの中で、どのようなボランティアや支援が必要なのかを知り、これから新たに行

う活動を企画する際の気づきを得ることができた。

　今後は、関大生を募集してボランティア体験ツアーとして実施することを予定している。

　　日　　時　 ①９月５日（月）13時30分〜14時30分

　　　　　　　 ②３月15日（水）13時30分〜14時30分

　　場　　所　 オンライン（Zoom）

　　受入団体　 社会福祉法人 秀明会「特別養護老人ホーム あす～る吹田」

　　参加者数　 ①10名（学生スタッフ４名、職員２名、高齢者３名、施設職員１名）

　　　　　　　 ②11名（学生スタッフ３名、職員３名、高齢者３名、施設職員２名）

　　内　　容 高齢者とのゲーム・クイズ、歓談

　　学生スタッフの声

　・高齢者の方が「楽しかった、ありがとう」と言って涙まで流してくださり、短い時間で、これほ

ど感動していただけたのがとても嬉しかったです。

　・普段あまり話すことのない年代の方々と会話することができ、とても思い出に残る良い時間を過

ごせました。

⑥　まちFUNまつりin関西大学2022　子ども店長サポートボランティア
　子ども達を中心に、ともに楽しみ学べる場を地域に作ることを目的として活動している特定非営

利活動法人 ママふぁん関西との共催事業として実施した。

　「地域に開かれた大学」を目指して始まった本イベントは、今回で6回目を迎えた。学生スタッ

フも毎年運営補助ボランティアとして参加しており、2022年度は子ども達が店長となって出展

ブースのお店を手伝い、お金のやりとりも行うことで働く楽しさやお金の大切さを学ぶ職業体験イ

ベント「子ども店長」企画のサポートを行った。

　事前にお給料袋やくじを作成し、当日も会場設営の手伝いを行った。来場した子ども達がエプロ

ンに着替える手伝いや働くお店を決めるくじ引きの対応をする中で、学生スタッフは子ども達の緊

張がほぐれるように、声掛けをするなど工夫しながら活動をした。

　　日　　時　 10月９日（日）10時00分〜13時30分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館およびその周辺

　　参加者数　 学生スタッフ７名

　　内　　容　 お給料袋やくじの作成、会場設営、「子ども店長」事業のサポート、子ども達との交流

　　学生スタッフの声

　・子ども達の元気な姿に勇気づけられる、楽しい時間でした。

　・子ども店長自身が楽しかったと笑顔で言ってくれたり、お給料を手渡しするときにありがとうと

声をかけてくれたりして、うれしかったです。

⑦　非常食配布イベント
　防災意識の向上はもちろん食品ロス削減に取り組むことでSDGsの「つくる責任　使う責任」の

達成への貢献を目指して、公益社団法人 日本非常食推進機構より提供していただいた使用期限が

迫った非常食（防災備蓄品）を配布した。

　当日は、保存用ビスケット、保存用飲料水、アルファ化米の三種類の非常食を配布するのにあわ

せて、学生スタッフが広く認知されるように広報を行った。

　配布数は、保存用ビスケット300個、保存用飲料水100本、アルファ化米41個だった。

　　日　　時　 10月10日（月）12時20分〜12時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館１階学生センター前

　　参加者数　 学生スタッフ７名

　　内　　容　 保存用ビスケット・保存用飲料水・アルファ化米の配布

（２）ボランティア体験ツアー

　ボランティア体験ツアーとは、「ボランティアに関心があるけど一歩踏み出せない」という学生に、

ボランティアの第一歩として気軽に参加できるボランティア活動として実施しているプログラムで

ある。

①　関大クリーン大作戦～関大前の交流の輪を広げよう！～
　関西大学周辺まちづくり勉強会※主催の清掃活動にボランティア活動

として参加した。

　当日は、地域の方や体育会学生と協力して、関大前通りや千里山ユー

トピア遊園の清掃を行った。道端にはタバコの吸い殻が多く、側溝にも

マスクや包装紙のゴミが多く落ちていた。ゴミ拾いを終えたら、根を残

さないように専用の道具などで掘り起こしながら千里山ユートピア遊園

の除草作業を行った。普段なかなか関わることのない地域の方と交流し

ながらの活動となり、終始笑顔が絶えない時間となった。

※阪急電鉄関大前駅周辺の地域において、安心・安全で活力と魅力あふれる「ま
ちづくり」を推進し、自治会、関大前商店街、学校法人関西大学及び行政で
課題を共有し、方策を検討することを目的とした組織。現在は、関大前ラボ
ラトリ（通称まち・かん）の管理運営及び関大前周辺地域の美化活動を主な活動としている。

　　日　　時　 ４月14日（木）８名、５月12日（木）雨天中止、６月９日（木）６名、10月13日（木）

７名、11月10日（木）３名、12月８日（木）７名　14時00分〜15時00分

　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ15名、本学学生延べ16名

　　場　　所　 阪急電鉄関大前駅～関西大学正門の周辺道路、千里山ユートピア遊園

　　主　　催　 関西大学周辺まちづくり勉強会

　　内　　容　 関大前通り、千里山ユートピア遊園の清掃

　　企画学生の声

　・関大前はタバコのゴミや雑草が多く、清掃のやりがいが大きいと感じました。また、地域の方や

関大生とも交流しながら行えたため、最後まで良い雰囲気で清掃できたと思います。

　・参加してくれた関大生と活動中もたくさん話せました。１人で清掃に集中するよりも話しながら

のほうが楽しく、時間が過ぎるのが早かったです。

　　参加者の声

　・コロナ禍でも自分がやれることに挑戦したかったから参加しました。地域の人と交流できてよ

かったです。（社会学部・２年次生）

　・街が綺麗になっていくのがうれしかったです。地域の人たちとも協力しあうことができて、充実

した時間でした。（法学部・1年次生）

②　関大クリーン大作戦in高槻
　普段利用している駅やキャンパス周辺を清掃し、景観を保護すること

で、学生や地域の方々が気持ちよく利用することを目的に、また、阪急

高槻市で活動することで高槻キャンパス、高槻ミューズキャンパスの学

生も気軽にボランティアに参加できる機会を設けることを目的として実

施した。

　4月実施時は、阪急高槻市駅周辺の本通り商店街と中通り商店街の二

手に分かれて、清掃活動を実施した。11月実施時は、参加者全員で清

掃活動を実施した。両日とも、最初にアイスブレイクを行い、交流をし

てから清掃活動に取り組んだため、雰囲気がよく楽しく活動することが

できた。

　　日　　時　 ①４月17日（日）９時00分〜10時30分

　　　　　　　 ②11月27日（日）９時00分〜10時30分

　　場　　所　 阪急高槻市駅周辺

　　参加者数　 ①15名（学生スタッフ５名、本学学生10名）

　　　　　　　 ②７名（学生スタッフ６名、本学学生１名）

　　内　　容　 阪急高槻市駅周辺の清掃

　　企画学生の声

　・想像していたよりも多くの人に参加してもらうことができて、アイスブレイクや清掃活動中は参

加者同士の交流があり、いい雰囲気で活動することができてよかったです。

　・活動中に通りがかった地域の方から「お疲れ様です。」というお言葉をいただくことができて、

嬉しかったです。

　　参加者の声

　・友達の輪を広げたいと思い参加しました。ゴミをたくさん拾うことができてやりがいがありまし

た。（社会安全学部・１年次生）

　・少人数のグループに分かれてのゴミ拾いだったので、1人で参加しても他の参加者と話しながら

活動しやすくて良かったです。（総合情報学部・３年次生）

③　淀川掃除
　淀川河川敷の清掃をすることで、大阪湾へゴミが流れ込むことを防ぎ、

淀川の水質や景観を保護することを目的に、また、清掃活動という気軽

に参加できる点を活かして、関大生にボランティア活動の魅力を広める

機会にすることを目的として実施した。2021年度には、淀川河川事務

所に相談を行ったうえで、これまで清掃を行っていた南方地区から行政

の対応が追い付いていないより河口の西淀川区福町地区へ場所の変更を

行った。

　４月実施時は雨天だったため、河川敷の手前を２グループに分かれて

清掃活動を行い、途中でグループを入れ替える等、参加者同士がより多

く関われるよう工夫を行った。

　10月実施時は晴天に恵まれ、5グループに分かれて河川敷を広く清掃

した。

　　日　　時　 ①４月24日（日）10時00分〜12時00分

　　　　　　　 ②10月23日（日）10時00分〜12時00分

　　場　　所　 大阪市西淀川区　阪神福駅近くの河川敷

　　参加者数　 ①26名（学生スタッフ8名、本学学生18名）

　　　　　　　 ②20名（学生スタッフ10名、本学学生10名）

　　内　　容　 淀川河川敷の清掃

　　企画学生の声

　・雨の中での実施となり、予定していた通りの淀川掃除は出来ませんでしたが、参加者の方から「楽

しかった」という言葉が聞けて嬉しかったです。

　・通りすがりの地域の方からどこの大学の団体なのかと尋ねられ、「ありがとうね、頑張って！」

とお声掛けいただいて嬉しかったです。

　　参加者の声

　・河川敷には多くのゴミが落ちていて、それらを拾っていくことが単純に楽しかったし、学生ス

タッフの方や参加者の方と色々話せてよかったです。（外国語学部・１年次生）

　・前に参加した清掃ボランティアで誘ってもらったので、参加しました。思っていたよりもプラス

チックのゴミが多くて驚きました。（政策創造学部・１年次生）

④　献血呼びかけボランティア

　献血の必要性を多くの学生に伝えることが、社会貢献につながるとい

うことを知ってもらうこと、また、気軽に参加できる学内ボランティア

を通じて、ボランティアの良さを身近に感じてもらい次のボランティア

活動参加のきっかけを創出することを目的として実施した。

　現在の日本では少子高齢化が進み、輸血を必要とする高齢者の割合が

増える一方で、それを支える若者の献血者数が減っているという危機的

状況にある。また、血液は長期の保存ができないため、安定的な供給が

必要であるが、献血について学生の関心が薄いのが現状である。

　献血を実施の広報だけでなく、当日は、献血車前で看板を持って献血

協力の呼びかけを行った。

　　日　　時　 ４月25日（月）14名、４月26日（火）９名、５月10日（火）６名、６月７日（火）８名

　　　　　　　 10月12日（水）10名、10月20日（木）３名、11月11日（金）６名、12月５日（月）４名

　　　　　　　 11時30分〜13時30分、12時00分〜13時00分

　　　　　　　 ※10月20日は関大防災DAYの事業の一環として実施した。
　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ40名、本学学生延べ20名

　　場　　所　 千里山キャンパス総合図書館前、悠久の庭前、

　　協　　力　 大阪府赤十字血液センター

　　内　　容　 献血への協力呼びかけ

　　企画学生の声

　・授業終わりで人通りが多い時間帯に呼び込み時間を設定したため、効果的に呼びかけが行えたと

思います。前を通った方が自分たちの呼びかけに反応してくださって嬉しかったです。また、毎

月行っているので声を出すことに慣れてきて、積極的に声かけをすることができました。

　・呼びかけを行ったことで、多くの学生に献血実施中であることに気付いてもらうことができまし

た。呼びかけに反応してくださる方もいて嬉しかったです。

　　参加者の声

　・輸血経験があるため、恩返しになればと思って参加しました。活動はアットホームな雰囲気で楽

しむことができました。（文学部・２年次生）

　・自分が想像していた以上に人が集まり、献血に協力していたので、声掛けの達成感を感じました。

（商学部・３年次生）

⑤　関大花植え活動（大学昇格100年記念）
　大学昇格100年記念事業の一環として、経済学部と商学部の学び舎で

ある第２学舎１号館前の広場を、山岡順太郎の胸像とともにリニューア

ルすることとなり、管財課の協力のもと、花壇の花植え活動を実施した。

大学昇格100年という節目に、緑のなかで新しい仲間と出会って交流し

ながら、学生たちの愛校心を育むこと。また、今後の広報を含めて、「ボ

ランティアセンター学生スタッフ」が大学内で広く認知されることを目

的として実施した。

　当日は、業者の方の指示に従いながら土を掘り、花を植えた。活動の

途中から雨が降りだしたため、レインコートを着用しての活動になった

が、参加者全員が熱心に取り組んだ結果、予定よりも広い範囲に花を植

えることができた。

　　日　　時　 ５月13日（金）９時00分〜12時10分

　　場　　所　 千里山キャンパス第2学舎1号館前広場

　　参加者数　 30名（学生スタッフ９名、本学学生21名）

　　内　　容　 花壇の花植え

　　企画学生の声

　・花を植える場所の土が硬くて、掘るのに思ったより時間がかかって大変でした。また、植えると

きに花の間隔や全体のバランスを考えるのが難しかったので、わからないことがあったら業者の

方に質問しながら作業をすすめました。

　・業者の方から「これからも手伝いにきてほしい」と言って褒めていただけて、嬉しかったです。

　　参加者の声

　・花植えに興味が湧いたので参加しました。想像していたよりも体力を使い、花壇がきれいになっ

ていくのが分かってやりがいがありました。（システム理工学部・４年次生）

　・ボランティア活動を体験してみたかったので参加しました。自分の活動が花というかたちで残っ

て嬉しいです。（文学部・１年次生）

⑥　高槻景観美化ボランティア
　自然と共生する「花と緑のまちづくり」に寄与することを目的として

いる高槻市のNPO法人「花と緑のまちづくり 高槻景観園芸クラブ」と

の連携事業として活動に参加し、学生に環境美化、地域交流の必要性を

学んでもらうことを目的として実施した。

　高槻景観園芸クラブの方々から活動の説明を受けた後、初対面の学生

の緊張をほぐすためにアイスブレイクを行った。高槻景観園芸クラブの

方々の指示に従い、苗床を整備して花を植えていく中で、良い苗の見分

け方や植物の種類なども教えていただいた。

　11月実施時は花を植えた後、花壇周りや他の花壇に積もった大量の

落ち葉を拾い集め、花壇全体の景観を美しく整えた。

　幅広い世代の憩いの場所である公園を美化し、まちづくりに関心を持

てるような事業は貴重なものであり、団体の方々とコミュニケーション

を取りながら、楽しく花植え活動を行うことができた。

　　日　　時　 ①５月14日（土）８時50分〜11時00分

　　　　　　　 ②11月20日（日）９時00分〜11時00分

　　場　　所　 大阪府高槻市　高槻城公園

　　　　　　　 連携先 NPO法人 花と緑のまちづくり 高槻景観園芸クラブ

　　参加者数　 ①７名（学生スタッフ５名、本学学生２名）

　　　　　　　 ②６名（学生スタッフ４名、本学学生２名）

　　内　　容　 高槻城公園内の花壇の手入れ、地域の方との交流

　　企画学生の声

　・団体の方といろんなお話をしながら花植え活動を行い、花植えをしたことがない学生でも不安な

く楽しめた事業でした。参加学生にボランティアの魅力を伝えるとともに、自身も改めてボラン

ティアの魅力を感じることができました。

　・花にも一つ一つ個性があり、それぞれに花の魅せ方があるのだと初めて知り、ただ活動するので

はなく、何かを意識して取り組むことの大切さを学びました。

　　参加者の声

　・花壇の手入れをしたことがなく、一度してみたいと思ったので参加しました。花壇が綺麗になっ

た際に感じた達成感や団体の方々との交流を通じて、ボランティアの魅力や楽しさを感じること

ができました。（法学部・４年次生）

⑦　関大クリーン大作戦in梅田
　梅田キャンパスの周辺を清掃することで環境や景観を保護し、通行す

る人々が気持ちよく過ごすことができるようにすること、気軽に参加で

きるボランティア活動として清掃活動に参加することでボランティアの

やりがいや楽しさを感じてもらうことを目的として実施した。

　当日は、梅田キャンパスの教室にてアイスブレイクを行ったあと、２

グループに分かれて茶屋町エリアの清掃を約１時間行った。清掃活動中

には、通りがかった人や清掃ルートの並びにある店舗の方からお礼の言

葉をもらうことができ、参加者の達成感や満足感につながった。日曜の

朝ではあったが人通りや車が多く、学生スタッフが時折声をかけて注意

を促しながら活動した。

　　日　　時　 ①５月15日（日）９時00分〜11時00分

　　　　　　　 ②11月13日（日）９時00分〜11時00分

　　場　　所　 梅田キャンパス周辺

　　参加者数　 ①19名（学生スタッフ５名、本学学生14名）

　　　　　　　 ②13名（学生スタッフ３名、本学学生10名）

　　内　　容　 梅田キャンパス周辺の清掃

　　企画学生の声

　・アイスブレイクで学部や趣味などの自己紹介を行ったので、活動中の話題ができてすごく話しや

すかったです。友達同士が一緒になるようにグループ分けしたのがよかったのか、参加した学生

同士楽しそうに活動していました。

　・清掃の距離を延ばすなどの工夫をしましたが、ルートによってゴミの量が違っていたので、ルー

トの見直しが必要だと感じました。雨の中での活動でしたが、みんなで楽しく清掃活動ができた

ので嬉しかったです。

　　参加者の声

　・活動場所が梅田なので参加しやすいと思い参加しました。普段なかなかゴミ拾いを行う機会がな

かったので経験できて良かったです。（商学部・１年次生）

　・一度ボランティアに参加してみたいと思ったので参加しました。自分たちで街を少しでも綺麗に

する活動ができ、良い経験になりました。（社会安全学部・１年次生）

⑧　関大クリーン大作戦～千里山キャンパス周辺の清掃～
　普段自分たちが利用している千里山キャンパス周辺を清掃することで

環境や景観を保護し、関大生や地域の方々がより気持ちよく過ごすこと

ができる。また、授業の空きコマに気軽に参加できることでボランティ

ア活動を身近に感じてもらうことを目的として実施した。

　活動前にアイスブレイクを行い、学部や学年に関係なく学生同士が交

流することで、その後の活動も和やかな雰囲気で進めることができた。

清掃は関大前ルートと名神高速道路沿いルートの2コースに分かれて

行った。ゴミは「燃えるゴミ」「ビン・カン」「ペットボトル」の3つに

分類して集めたが、タバコの吸い殻が最も多く、ゴミを拾うだけでなく、

今後はゴミを捨てる人が少なくなるように啓発を目的とした活動も検討

している。

　　日　　時　 ①５月21日（土）10時40分〜12時10分

　　　　　　　 ②10月15日（土）10時40分〜12時10分

　　場　　所　 千里山キャンパス周辺

　　参加者数　 ①10名（学生スタッフ３名、本学学生７名）

　　　　　　　 ②16名（学生スタッフ７名、本学学生９名）

　　内　　容　 千里山キャンパス周辺の清掃

　　企画学生の声

　・ゴミの量が少なく、やりがいを感じにくいのではないかと心配でしたが、清掃中はずっと楽しく

会話しながら活動を行うことができました。

　・参加者の１回生が１人で、他の上級生と仲良くなれるかどうか不安がありましたが、始まってみ

ればみんな会話が絶えず、終始楽しく活動することができました。

　　参加者の声

　・自分が通っている大学に恩返しをしたいと思って参加しました。意外と大学の周りが綺麗だった

ことに驚きました。（社会学部・３年次生）

　・アルバイトをやっていないため、他に何か出来ることはないか、頑張れることはないか、と探し

ていたらこのボランティアを見つけて参加しました。意外と細かいゴミが多く、拾うのが大変で

したが、充実した時間を過ごせました。（法学部・１年次生）

⑨　関西大学×法政大学 スポーツゴミ拾い
　法政大学と連携しZoomを用いて合同でゴミ拾いを実施した。「スポー

ツゴミ拾い」とは、制限時間内に指定されたエリアのゴミを拾い、拾っ

たゴミの量と種類で得点を競い合うというスポーツ要素を加えた、日本

発祥の新感覚清掃活動である。ゴミ拾いにスポーツ要素をかけ合わせる

ことで、ゴミ拾いをスポーツ感覚で楽しみ、ボランティアへの興味を引

き出し、法政大学の学生と交流を深め、参加者同士で協力してゴミ拾い

を行うことで連帯感や達成感を得ることを目的として実施した。

　当日は、Zoomを繋ぎながらキャンパス周辺の清掃を行い、清掃の様

子だけでなく、キャンパスの様子なども映すことで大学の所属を超えて、

学生ボランティア同士の交流も行うことができた。

　　日　　時　 ①５月29日（日）14時00分〜16時20分

　　　　　　　 ②３月13日（月）13時50分〜16時20分

　　場　　所 ①関西大学千里山キャンパス周辺および凜風館１階学生ラ

ウンジ

　　　　　　　 　法政大学市ヶ谷キャンパス周辺および外濠校舎３階S305

　　　　　　　 ②関西大学千里山キャンパス周辺および尚文館１階マル

チメディアAV大教室

　　　　　　　 　法政大学市ヶ谷キャンパス周辺および外濠校舎３階S305

　　共　　催 法政大学ボランティアセンター、法政大学ボランティアセ

ンター学生スタッフ VSP

　　参加者数 ①32名（学生スタッフ10名、本学学生７名、法政大学15名）

　　　　　　　 ②25名（学生スタッフ７名、本学学生６名、法政大学12名）

　　内　　容 それぞれのキャンパス周辺のゴミ拾い、クイズ大会、法政大学との交流

　　企画学生の声

　・拾ったゴミを得点化して競うのはゲーム感覚があり、参加者

に楽しんでもらえたように思います。参加者の方がゴミを袋に

入れるときに何を拾ったかを伝えてくれたので、記録がスムー

ズに進みました。

　・単なるゴミ拾いではなく、ゴミを点数化してチーム対抗で競う

ことで、楽しみながらも一生懸命に取り組むことができ、参加

者にボランティアを楽しむ感覚を味わってもらえて、非常に良

かったです。

　　参加者の声

　・スポーツゴミ拾いはゲーム性があり、法政大学の学生と交流し

ながら楽しく活動することができました。（文学部・２年次生）

　・学生スタッフの方もほかの参加者の方も丁寧に接してくれて嬉

しかったです。おかげで楽しく街を綺麗にすることができまし

た。（法学部・２年次生）

⑩　1000000人のキャンドルナイト 茶屋町スロウデイ2022
　梅田・茶屋町エリアの企業、地域団体、学校および行政などが集まっ

て“歩いて楽しいまちづくり”を推進し、茶屋町の魅力を発信する本イ

ベントに2017年度から参加している。魅力発信に取り組み地域の活性

化を行い、キャンドルの灯りを見てくれる人に気持ち安らぐ時間や癒し

を提供することを目的として実施した。

　2022年度は「Convivial 〜ともに愉しむ日～」をテーマに、３年ぶ

りの現地開催となった。「キャンドルの灯りが人々の心に安らぎと未来

への希望をもたらすように」という願いを込めて、学生スタッフは

CHASKA茶屋町（ジュンク堂書店）前にキャンドルアートを設置した。

　事前に学生スタッフが考えたデザインを基にキャンドル装飾を行い、

設置・点火・火の見守り・会場の片付け等の活動を行った。

　キャンドルに火が灯り、日が落ちて街が暗くなるにつれて、大勢の方がキャンドルアート前で足

を止めて写真撮影を行い、キャンドルの光に照らされた笑顔に溢れたイベントとなった。

　　日　　時　 ①事前説明会：５月25日（水）12時20分〜12時50分

　　　　　　　 ②活　　　動：６月１日（水）13時00分〜22時00分

　　場　　所　 ①千里山キャンパス凜風館1階ピアエリア／オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②大阪市北区　CHASKA茶屋町

　　参加者数　 24名（学生スタッフ11名、本学学生13名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明会

　　　　　　　 ②キャンドル装飾の制作・設置・点灯・見守り

　　企画学生の声

　・CHASKA 茶屋町全体がキャンドルの温もりに包まれた空間を体感できて良かったし、自分がそ

の空間を作る側として携わることができて嬉しかったです。たくさんの方達が見に来てくれたり

写真を撮ったりしてくれて、地域の活性化に貢献できたと思えました。

　・日が沈んだ後、キャンドルが光っている景色を見た時に、とても感動しました。たくさん写真

を撮っている方や、キャンドルの灯をずっと眺めている方もいらっしゃって嬉しかったです。

　　参加者の声

　・点灯時間までにキャンドルの設置が間に合うか不安でしたが、参加者の方々と協力して取り組み、

デザイン通りのものを完成させることができました。点灯した綺麗なキャンドルを見ると、達成

感や安らぎを感じることができ、ボランティアに参加して良かったと感じました。（社会学部・

１年次生）

　・一緒に活動した関大生と仲良くなることができ、入学してなかなか友達ができなかった自分に

とってすごく嬉しく、楽しいボランティア活動でした。（社会学部・２年次生）

⑪　大和川掃除
　堺キャンパス周辺を流れる大和川河川敷を清掃することで景観を清潔

に保つことができ、地域の方が河川敷をより気持ちよく利用できると同

時に、堺キャンパス周辺の地域貢献活動を目的として実施した。

　本活動は、堺キャンパスに通う学生にとって参加しやすい活動場所で

あることから、堺エリアで活動を展開しているボランティア団体

「WEVO」とも連携して実施している。

　当日は雲が多かったが気温は高かったため、こまめに休憩をとり、熱

中症に気を付けながら清掃活動をした。河川敷には大和川上流から家庭

ゴミやペットボトル等が流れてくるため、参加者全員で力を合わせて清

掃することで河川敷を綺麗にすることができた。

　　日　　時　 ６月５日（日）９時30分〜11時30分

　　場　　所　 大阪府堺市　大和川左岸河川敷

　　参加者数　 72名（学生スタッフ14名、本学学生17名、WEVO所属学生41名）

　　内　　容　 大和川河川敷の清掃

　　協　　力　 WEVO

　　企画者の声

・普段交流する機会が少ないWEVOの方達と交流することが出来て、貴重な機会でした。一見何も

無いように見えても、掘ってみると靴が1足出てくるなど、砂に埋まっているゴミが沢山見られ

ました。

　・同じグループの方たちと楽しく話しながら協力して清掃することができて良かったです。堺キャ

ンパスの方と一緒に活動することは初めてだったので、とても新鮮でした。キャンパス間の交流

にもなり、有意義な活動となりました。

　　参加者の声

・社会経験を積むために参加しました。初対面の人とも話すことができたので良かったです。（法

学部・３年次生）

　・ボランティアの経験を積む良い機会になると考えたので、参加しました。活動自体は思っていた

よりも短く感じ、少人数でのグループだったので活動しやすかったです。（法学部・３年次生）

⑫　吹田くわいボランティア 
　若者の農業への関心が低下し、千里山キャンパスがある吹田市の特産

品である吹田くわいの認知度が低いという現状がある。そこで、吹田く

わいの植え付けから収穫まで一年を通した活動を通して、吹田くわいに

ついて深く理解してもらうとともにボランティアの魅力に気付いてもら

うことを目的として実施した。

　どちらの活動も、農園の方から吹田くわいの説明をしていただき、植

え付けや収穫のコツについてお話しいただいた後、作業を行った。植付

けでは、日常生活では着る機会のない胴長を着用しての作業に苦戦しな

がらも、参加者同士で声を掛け合い農業の大変さを感じながら活動した。

収穫では、備中鍬でくわいを傷つけないように慎重に泥をかき分けなが

ら、全部で約700グラムのくわいを収穫した。

　　日　　時　 ①植え付け：６月16日（木）14時45分〜17時00分

　　　　　　　 ②収　　穫：12月５日（月）14時45分〜17時00分

　　場　　所　 大阪府吹田市　西農園

　　協　　力　 吹田市都市魅力部 地域経済振興室

　　参加者数　 ①13名（学生スタッフ５名、本学学生８名）

　　　　　　　 ②６名（学生スタッフ６名）

　　内　　容 吹田くわいの植え付けと収穫作業の手伝い

　　企画者の声

　・大学のある吹田市の特産品に触れることができ、地域のことを少しでも知るきっかけとなりまし

た。

　・くわいを収穫する作業は考えていたよりも大変でしたが、そのぶん達成感があり、泥の中からく

わいを見つけた時は嬉しい気持ちになりました。頂いたくわいを家に帰って素揚げにして食べて

みると、自分達で収穫したこともあってとても美味しかったです。

　　参加者の声

　・普段の生活で農業に関わることがないので、やってみたいなと思って参加しました。農業体験だ

けでなく、くわいの事を知ることもできてよかったです。（文学部・４年次生）

　・「すいたん」のモチーフであるくわいに興味があったので参加しました。また、学生スタッフの

方が話しやすくてよかったです。農家の方のお話も面白かったです。（法学部・２年次生）

⑬　飛鳥光の回廊2022 ～明日香をともす「和」のひかり～
　明日香村で毎年行われている、石舞台古墳をはじめ岡寺や飛鳥寺など、

明日香村内の代表的な史跡・寺社・施設をろうそくやLEDライトの明か

りで彩る地域活性化イベントで、奈良県明日香村との連携事業として実

施した。

　「キャンドルの輪と和でつながる光」を関西大学のテーマとし、キャ

ンドルのデザインや配置を考え、他の活動では得られない大変さと、よ

り大きなやりがいや達成感を感じることができた。

　残念ながら1日目は雨天のため中止となったが、石舞台古墳や奈良県

立万葉文化館などを見学し、明日香村の歴史や文化的価値について学ん

だ。2日目は、用意した約3000個の色付き紙コップを「ボランティア

センター 2022」という文字やピラミッド、円の形に並べた。夕方から

は多くの方が来場し、写真撮影をしたりと笑顔溢れる楽しい空間となった。

　　日　　時　 ①事前説明会：９月１日（木）12時00分〜13時00分

　　　　　　　 ②活　　　動：９月23日（金）10時00分〜17時00分

　　　　　　　 　　　　　　　９月24日（土）11時00分〜22時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②奈良県高市郡明日香村　川原寺跡

　　連 携 先　 奈良県明日香村

　　参加者数　 40名（学生スタッフ延べ21名、本学学生延べ19名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明

　　　　　　　 ②キャンドルデザイン案の作成、キャンドルを入れる紙コップの制作、

　　　　　　　 　キャンドルの設置・点灯・撤去、明日香村の散策、地域の方との交流

　　企画学生の声

　・イベントが始まると多くの方が見に来てくださり、「きれい」「すごい」などのお声をきくことが

でき、このイベントに関西大学ボランティアセンター学生スタッフとして参加してよかったと思

いました。

　・気温が高い中、多くのキャンドルを並べていくのは大変だったが、みんなで協力し合いながら長

時間かけて作り上げたので、その分、夜になりキャンドルの灯りがきらきらしているのを見ると

とても達成感を感じることができました。

　　参加者の声

　・楽しそうだと思ったので参加しました。思っていたよりずっと大変だったけど、終わったあとの

達成感が気持ちよかったです。（社会安全学部・1年次生）

　・みんなでキャンドルを並べるのがとても楽しかったです。参加して良かったと思いました。（経

済学部・1年次生）

⑭　下校見守り活動
　吹田警察生活安全課防犯係と連携して、千里山キャンパス近くの小学

校に通う子どもが安全に下校できるような環境を守ることを目的とし

て、千里山キャンパス周辺の小学校の下校時間にあわせて正門前で見守

り、声かけを実施した。

　当日は、子どもたちが「さようなら」「気を付けて帰ってね」と声を

かけると元気よく挨拶を返してくれたり、関西大学という名前を見て

「知ってる！」と声をかけてくれたりと、参加した学生ボランティアと

の交流を楽しむ様子が伺えた。

　　日　　時　 10月11日（火）７名、13日（木）４名、14日（金）４名　14時00分〜15時00分

　　　　　　　 10月12日（水）３名　12時45分〜14時15分

　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ10名、本学学生延べ８名

　　場　　所　 吹田市立千里第二小学校

　　協　　力　 吹田警察署生活安全課防犯係

　　内　　容　 小学校正門前での声掛け、見守り

　　企画学生の声

　・見守り活動中はできるだけ腰を屈めて、子どもたちと目線の高さを合わせて挨拶することを心が

けるようにしました。地域に根ざしたボランティア活動を企画できてよかったです。

・元気に挨拶をしてくれた子どもも多く、見守り活動をしている私たちの方が元気をもらいました。

　　参加者の声

　・実際に吹田警察署の方と連携して、見守り活動をするという貴重な経験ができて良かったです。

小学生から挨拶を返してもらえたりして本当にやってよかったと思いました。とてもいい経験に

なりました。（法学部・３年次生）

　・はじめてのボランティア活動で緊張していましたが、学生スタッフの方も職員の方も優しくて安

心しました。見守り活動もやりがいを感じることができたので、参加してよかったです。（商学部・

３年次生）

⑮　琵琶湖ツーリズム！～大学生で考える環境ボランティアの未来2022（実践編）〜
　関西大学ボランティアセンターは2017年度から琵琶湖の保全活動に

取り組んでいる。2017年度は特定外来生物オオバナミズキンバイ駆除

活動、2018年度は清掃活動を実施し、2019年度及び2020年度は新型

コロナウイルス感染症拡大の影響により実施を見合わせた。

　本学主催３大学（法政大学・明治大学・関西大学）連携事業として、

法政大学の学生ボランティアとともに、琵琶湖岸の環境保全活動として

滋賀県長浜市の南浜漁港にて、船の出港を妨げている特定外来生物ナガ

エツルノゲイトウの駆除活動を行った。

　当日は、学生ボランティア全員が胴長とライフジャケットを身につけ、

岸と舟上よりナガエツルノゲイトウの駆除活動を行った。ナガエツルノ

ゲイトウは、琵琶湖や内湖、河川などの水際に生育している水陸両生の多年生の植物で、茎の断片

からも再生するほど繁殖力が強いため、機械ではなく手作業で根や茎をできるだけ残さないように

根本から丁寧に引き抜き、陸に上げる作業を熱心に行った。

　その結果、夕方には、湖面が見えないほど群生していたナガエツルノゲイトウのほとんどを駆除

することができ、参加者全員がやりがいや充実感を得ることができ、大学生として環境ボランティ

アの未来を考えるうえでの契機となった。また、今回の活動を通して、大学の所属を超えて学生ボ

ランティア同士が交流を行うことができ、有意義な1日となった。

　　日　　時　 ①事前説明会：10月11日（火）12時15分〜12時50分

　　　　　　　 ②駆 除 活 動：10月16日（日）７時30分〜18時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②滋賀県長浜市　南浜漁港

　　活動協力　 滋賀県立琵琶湖博物館　特別研究員 /

　　　　　　　 滋賀県琵琶湖環境部 自然環境保全課 副主幹　中井 克樹 氏

　　　　　　　 南浜漁業協同組合

　　参加者数　 ①36名（学生スタッフ30名、本学学生６名）

　　　　　　　 ②42名（学生スタッフ24名、本学学生５名、法政大学９名、教職員４名）

　　内　　容　 特定外来生物ナガエツルノゲイトウの駆除活動

　　企画学生の声

　・ナガエツルノゲイトウは、とるのが難しく、無理に引っ張っても途中で切れてしまうと意味が

なく、ナガエツルノゲイトウの駆除の大変さに驚きました。活動後のきれいな湖面を見たからこ

そ、自然をこれからも大切にしていかなければいけないと感じました。

　・関西大学及び法政大学の学生、職員の方たちと活動中に交流できたので、楽しかったです。自分

たちの活動の成果を現地の方が喜んでくれていたことで、より達成感を感じることができました。

　　参加者の声

　・ナガエツルノゲイトウの駆除活動は、協力することが必須な作業だったので、参加者同士でコ

ミュニケーションをとり新しい輪を広げられてよかったです。（関西大学・３年次生）

　・外来種の駆除という貴重な体験をしてみたいと思い、参加しました。目に見える形で成果が現れ

るので、達成感を感じることができ参加してよかったと感じました。（関西大学・１年次生）

　・晴天の中、関西大学の皆さんと協力して非常に楽しく活動することができました。また、漁協の

方も優しく特定外来生物の駆除方法を教えてくださり、初心者でもすぐに取り組める内容でした。

昼食時は関西大学のみなさんとコミュニケーションを取りながら時間を過ごすことができ、２大

学合同ボランティア活動ならではの有意義な経験となりました。（法政大学・３年次生）

　・関西大学の方々と連携して、特定外来生物を駆除することができて良かったです。また、今回の

駆除活動を通じて、どれだけ湖が汚れているのかを目の当たりにし、今後、自分がどのように環

境活動に関わっていけばいいのかを考える良い機会になりました。（法政大学・２年次生）

⑯　2022年度学園祭「環境問題ってなんだろな？〜クイズで！ゲームで！楽しく学ぼう！〜」
　学生スタッフは、淀川河川敷の清掃活動や琵琶湖の特定外来生物の

駆除活動などといった環境保全活動を普段から多数実施している。そ

ういった経験を活かし、遊びを通して子ども達に環境問題について考

えるきかっけをもってもらえるような企画とした。また、統一学園祭

に来訪される保護者の方や地域の方及び本学学生に、ボランティア活

動の魅力と学生スタッフの活動を知ってもらうことを目的として実施

した。

　本学統一学園祭には、親子連れや子どもが多く来場するため、子ど

もを対象としてSDGs（特に環境問題）について学んでもらうため、環

境問題というテーマで3つのブースを設けた。当日は多くの子ども達が

訪れ、ゲームを通して環境問題について学びを得る機会となった。

　　日　　時　 11月３日（木）12時00分〜15時30分

　　　　　　　 11月４日（金）10時00分〜16時00分

　　　　　　　 11月６日（日）10時00分〜13時00分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館１階学生ラウンジ

　　参加者数　 102名（学生スタッフ延べ94名、本学学生延べ８名）

企画内容：

・紙芝居

　海洋プラスチック問題を中心とした環境問題について紙芝居で説

明したあと、身近な例を使ったクイズで環境問題について楽しく学

んでもらった。

・ミニゲーム

　牛乳パックや段ボールなどを再利用して作ったおもちゃで魚釣り

ゲームをしてもらった。捨てるはずだったもので遊んでもらうこと

で、リサイクルの大切さやゴミを減らす工夫などについて楽しみな

がら学んでもらった。

・塗り絵

　色鉛筆やクレヨンを使ってSDGsや地球をモチーフにした塗り絵

をしてもらいながら、SDGsについて興味を持ってもらった。

　　企画学生の声

　・初めて学園祭に参加しましたが、とても楽しかったです。子ども達が楽しみながらも環境問題に

ついて学びを深めてくれている姿が、とてもいきいきとしていたのが嬉しかったです。

　・ミニゲームも塗り絵も紙芝居も全て子ども達は楽しそうに体験してくれていました。笑顔で帰っ

ていく子ども達を見ると、とても嬉しく感じました。

　　参加者の声

　・一度もボランティアに参加したことがなかったので、参加してみたいと思って参加しました。来

場してくれた子ども達が可愛かったです。（経済学部・３年次生）

　・子どもとコミュニケーションを取れる良い機会だと思ったので参加しました。学生スタッフの方

も親切で楽しく活動できました。（社会学部・１年次生）

⑰　千里キャンドルロード2022
　吹田市と豊中市にまたがる千里ニュータウンの人口にちなんだ９万個

のキャンドルに灯をともすイベント「千里キャンドルロード」に本セン

ターは2014年度から参加し、今回で８回目となる。10周年を迎えた今

年は、『「出会い」これまでも…これからも…』をテーマに、３年ぶりに

来場予約なしでの開催となった。

　学生スタッフはキャンドルのデザインから考え、2022年度は、約

2000個の紙コップを色づけした大きな赤いハート２つを中心に、伸び

る 蔦 葉 や 青 い 紙 コ ッ プ で 縁 取 り し た「Kandai Volunteer Center 

2022」の白い文字など、工夫を凝らしたデザインを作成した。

　当日は、多くの方が訪れ、暗くなってキャンドルに火が灯されると、

あたり一帯が幻想的な光景になる様子を訪れた方たちが足を止め写真撮影をするなど、笑顔溢れる

光景となった。

　　日　　時　 11月５日（土）11時30分〜21時00分

　　場　　所　 吹田市立千里南公園

　　主　　催　 千里キャンドルロードプロジェクト

　　参加者数　 40名（学生スタッフ33名、本学学生７名）

　　内　　容　 キャンドルデザイン案の作成、キャンドルを入れる紙コップの色付け、

　　　　　　　 キャンドルの設置・点火・見回り・片付け

　　企画学生の声

　・「ここ（関大の作品）すごい！」「ここがメインやね。」などと、来場した方からの嬉しい言葉を

たくさん耳にしました。準備は大変でしたが成功して良かったと思えた瞬間でした。

　・スペースの問題もあり、当日にデザインの変更をしましたが、とても上手に完成させることがで

きて達成感がありました。学生スタッフの参加人数がとても多く、学生スタッフの交流の場となっ

ていたのも良かったです。

　　参加者の声

　・楽しそうだと思ったので参加しました。みんなで一つのものを作れていい経験になりました。（経

済学部・３年次生）

　・学園祭期間で授業がなく時間が空いていたこともあり、参加を決めました。想像していた以上に

キャンドルに灯をともした光景が綺麗で、また、地域の人達にも満足していただけたようでやり

がいを感じました。（法学部・２年次生）

⑱　大阪マラソン2023給水ボランティア
　今回で11回目の開催を迎える大阪マラソンは、チャリティ文化の普

及を目指す日本最大規模の都市型市民マラソンである。本学は第1回大

会からオフィシャルスポンサーとして参画している。

　活動を通して本学学生が大阪を盛り上げるとともに、ボランティアの

楽しさややりがいを感じてもらう機会とすることを目的として実施し

た。

　当日は、本学学生が給水ボランティアとして携わり「みんなでかける

虹。」というスローガンのもと、29,285人のランナーをサポートした。

給水や応援を通してランナーの方と関わり、参加した学生にもよりボラ

ンティア楽しさやスポーツの魅力を感じてもらうことができる活動と

なった。

　　日　　時　 ①事前説明会：２月15日（水）13時00分〜14時30分

　　　　　　　 ②活　　　動：２月26日（日）７時30分〜12時00分

　　場　　所　 ①千里山キャンパス第２学舎４号館BIGホール100

　　　　　　　 ②大阪マラソン第１給水所（５ km地点／中之島・本町ブロック）

　　参加者数　 191名（学生スタッフ22名、本学学生58名、体育会所属学生108名、職員３名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明、ボランティアセンターの紹介

　　　　　　　 ②給水所でのランナーへの給水提供

　　参加者の声

　・中学校の頃からマラソンに興味があり、実際に見てみたかったので参加しました。ランナーの皆

さんが一生懸命走りつつも、僕らボランティアに「ありがとう」と声を掛けてくれたことがすご

く嬉しかったです。（環境都市工学部・２年次生）

　・2021年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響で中止になってしまったので、今回は絶対に

参加しようと決めていました。関西大学の多くの学生が大阪マラソンという大きなイベントに携

われて、盛り上げることができて良かったです。（システム理工学部・2年次生）

⑲　飛鳥ハーフマラソン2023給水ボランティア
　関西大学と縁の深い奈良県明日香村で開催される飛鳥ハーフマラソン

に2021年度に引き続き2022年度も学生ボランティアをいう形で参加

した。本学学生が学生ボランティアとして参加することで地域貢献活動

に寄与するとともに、ボランティア経験の浅い学生に対してボランティ

アのやりがいや魅力を広めることを目的として実施した。

　明日香村は「飛鳥・藤原の宮都とその関連資産群」として世界遺産登

録をめざしており、その構成資産の半分以上を巡ることができるように

コースが設定されている。また、持続可能な社会づくりのためにソフト

フラスク（折りたためる携行給水ボトル）の配布や、参加費等の一部で

菜の花のタネを購入して景観保全に役立てるなど、様々な取り組みが行

われている。

　当日は、スタートからおよそ11km地点の棚田に設けられた第２給食所で甘酒の提供を行った。

　　日　　時　 ①事前説明会：３月１日（水）10時00分〜11時30分 

　　　　　　　 ②活　　　動：３月12日（日）８時00分〜13時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②奈良県高市郡明日香村

　　参加者数　 18名（学生スタッフ11名、本学学生７名）

　　内　　容　 ランナーへの給水

　　企画学生の声

　・給水を行っていると、ランナーの方に「ありがとう」と声をかけていただくことがあり、ボラ

ンティアをしている側の自分たちが元気をもらい、ボランティアに参加してくれた学生に活動を

通してやりがいを感じてもらうことができました。

　・ボランティアに参加していただいた関大生との交流を楽しむことができ、ランナーの方の笑顔を

見ることができてとても充実した時間を過ごすことができました。

　　参加者の声

　・スポーツが好きなので、スポーツに関われるボランティアをやってみたいと思い参加しました。

ランナーの方に「ありがとう」と声をかけていただくこともあり、喜んでいただけていると感じ

られて嬉しかったです。（文学部・１年次生）

　・もともと給水ボランティアをしてみたいと思っていたので参加しました。ランナーの方と言葉を

交わしたり、アイコンタクトを取ることができたりしたことが嬉しかったです。（法学部・２年

次生）

⑳　子ども遊びボランティアinまちなかリビング北千里
　2022年度初めて企画を募集し、ベストアイデア賞を獲得した「学童

保育ボランティア」として、まちなかリビング北千里にて、ソフトバス

ケット大会（3on3）のお手伝いやボードゲーム・カードゲームを使用

した遊び等、子どもとのふれあいを通して、子どもとのかかわり方や距

離の縮め方を学び、コミュニケーション能力を向上させることを目的と

して実施した。

　当日はソフトバスケット大会の運営補助だけでなく、子ども達と一緒

にチームを組んで参加したり、小学生vs大学生の試合を行い、ソフトバ

スケット大会を盛り上げた。また、同施設で管理しているボードゲーム

やカードゲーム等の様々な遊び道具を使用して、ソフトバスケットの参

加待ちの子ども達やスポーツが苦手な子ども達と遊ぶ活動も行った。

　　日　　時　 ３月23日（木）16時00分〜18時00分

　　場　　所　 まちなかリビング北千里

　　参加者数　 13名（学生スタッフ５名、本学学生８名）

　　内　　容　 ソフトバスケット大会の運営補助・参加、子ども達との交流

　　企画学生の声

　・下見を行った時より子ども達の人数が多かったのにも関わらず、学生ボランティアの方々全員が

子ども達と交流をしていただくことができました。活動の最後まで、子ども達と交流するという

ことができ、手持ち無沙汰にならなかったことが非常に良かったと思います。また、児童センター

の職員さんには行くたびに「来てくれてありがとう。」というお言葉をいただくことができて、

嬉しいです。

　　参加者の声

　・子どもと遊ぶことがボランティアになるのならやってみたいと思ったので参加しました。子ども

と触れ合う中で、子どもにしかない発想を多く学び、とても楽しく活動することができ、ボラン

ティアに参加して良かったと思いました。（経済学部・1年次生）

　・子どもと遊びたいと思ったので参加しました。ボランティアに参加した自分が子どもから元気を

もらい、ボランティアにはこんな魅力もあるんだと実感しました。（大学院・2年次生）

（３）雨天中止事業

①　第4回大和川大掃除～未来につなげよう300人の小さな一歩～
　堺キャンパスの近くを流れる大和川河川敷において、各キャンパスの

学生、体育会所属学生、ボランティア団体所属学生、大学職員、ミズノ

株式会社社員など総勢300名が海につながる河川の環境美化に取り組む

ことで、SDGsや海洋プラスチック問題などを改めて意識してもらうこ

とを目的として企画したもの。

　学生スタッフは設立以来、本学学生にボランティア活動を通じてボラ

ンティアの魅力を知ってもらうために、様々なボランティア活動を同じ

学生目線で企画・運営してきた。特に河川敷の清掃活動については、

2011年度から2016年度まで500名規模で淀川河川敷の大掃除を行い、

ゴミの減少に貢献した。2017年度からは大和川河川敷に活動場所を移

し、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により規模を縮小することもあったが、継続的に清掃活

動を行っている。

　2022年度は多くの関大生にボランティア活動の魅力を知ってもらうべく、体育会11団体にご協

力いただき、コロナ禍前と同規模の300名で実施することを企画した。また、ボランティア活動を

通じて双方の充実と発展に寄与するため、本学と連携協定を結んでいるミズノ株式会社にもご参加

いただくことになっていたが、残念ながら当日雨天のため中止となった。

　　日　　時　 ２月19日（日）10時00分〜12時00分

　　場　　所　 大和川公園河川敷周辺

　　協　　力　 大和川河川事務所

　　　　　　　 ミズノ株式会社

　　内　　容　 大和川河川敷での清掃

薪割りをしている様子



− 25 − − 26 − − 27 − − 28 − − 29 − − 30 − − 31 − − 32 −

− 33 − − 34 − − 35 − − 36 − − 37 − − 38 − − 39 − − 40 − − 41 − − 42 −

− 43 − − 44 − − 45 − − 46 − − 47 − − 48 − − 49 − − 50 − − 51 − − 52 −

− 53 − − 54 − − 55 − − 56 − − 57 −

　学生の中には「ボランティアに関心があるけど一歩踏み出せない」という学生もおり、学生スタッ

フはそのような学生を後押しできるような学内のボランティア活動の企画のほか、様々な社会問題へ

の啓発活動を行っている。

（１）学生スタッフ企画

　学生スタッフ企画とは、ボランティア活動の魅力を広めるため、まずは学生スタッフ自身がボラ

ンティアの魅力を再認識するために企画・参加しているプログラムである。

①　ボランティア懇談会
　ボランティアに関心のある関西大学の学生にボランティア活動の魅力

を発信する１つの手段として、ボランティアコーディネートを実施して

いる。より多くの学生に参加してもらうことを目的として普段はお昼休

みに実施しているボランティアコーディネートを、今回はお昼休みから

３限終わりまで開室時間を延長して実施した。

　　日　　時　 ５月 13 日（金） 12時20分〜15時00分

　　場　　所　 誠之館２号館１階ボランティアステーション

　　内　　容　 ボランティアコーディネート

②　富士山自然保護ボランティアツアー（法政大学主催3大学連携事業）
　3大学（法政大学・明治大学・関西大学）連携事業の一環として、法政大学主催の世界遺産であ

る富士山の麓で森林整備事業に参加した。

　団体の方からオーバーユーズ（使いすぎ）やアンダーユーズ（活用不足）の重要性、環境問題に

ついてなどのお話を伺った後、6〜7名ずつのグループに分かれて森林保全活動に取り組んだ。草

木の伐採や薪割り、枯れ木処理など、慣れない作業を行うのは大変であったが、休憩時間には木登

りをしたりブランコに乗ったりして、日常では味わえない大自然とのふれあいを楽しんだ。

　　日　　時　 ５月22日（日）９時45分〜17時00分

　　場　　所　 静岡県富士宮市

　　主　　催　 認定特定非営利活動法人富士山クラブ

　　参加者数　 37名（学生スタッフ4名、職員1名、

　　　　　　　 他大学学生32名）

　　内　　容　 草木の伐採、薪割り、枯れ木処理

　　学生スタッフの声

　・階段づくりや道の開拓など、自分が想像していたよりもはるかに本格的な活動ができました。日

常生活の中で鍬や鋸を使ったりすることがないため、初めはうまく使えませんでしたが、コツを

つかんだ後は気持ち良い程スムーズに切れるようになったのが本当に楽しかったです。

③　びわ湖を美しくする運動
　 2022年度に引き続き、琵琶湖の特定外来生物の現状を把握

するために、実際に琵琶湖に足を運び、滋賀県が毎年7月1日

において「びわ湖の日」に実施している「びわ湖を美しくする

運動」の特定外来生物のオオバナミズキンバイおよびナガエツ

ルノゲイトウの駆除活動に参加した。

　滋賀県が取り組む、琵琶湖の環境保全について、現状と課題、

特に侵略的外来水生植物の繁殖力やその影響による被害を伺

い、行政として滋賀県が取り組むボランティアに関して知見を

深めた。また、実際に、湖岸に生息する大量のナガエツルノゲ

イトウを手作業で取り除く体験を行い、学生スタッフとして何

ができるのかを考えることに繋げ、今後企画する「琵琶湖ツー

リズム！～大学生で考える環境ボランティアの未来2022（実

践編）〜」で実現することとした。

　　日　　時　 ７月１日（金）９時00分〜10時30分

　　場　　所　 滋賀県大津市　大津市なぎさ公園周辺

　　協　　力　 滋賀県琵琶湖環境部自然環境保全課

　　参加者数　 ７名（学生スタッフ５名、職員２名）

　　内　　容　 特定外来生物オオバナミズキンバイおよびナガエツルノゲイトウの駆除及び関係者

への取材

④　2022ボランティア新企画募集～あなたの想いを伝えよう～
　関大生からボランティアの新企画を募集し、学生スタッフが企画者のボランティアへの想いを他

の学生に伝えるお手伝いをする。また、そのボランティアを実現することで学生スタッフの活動に

新しい視点を取り入れることを目的として、2022年度から新しく実施した。

　SDGsを意識した内容のボランティア活動で、関大生が学生スタッフとともに行うことができる

新たな企画を募集したところ、８事業の応募があり、ヒアリングなど選考を重ねベストアイデア賞

として「学童保育ボランティア」、学生スタッフ特別賞として「動物愛護団体のお手伝いをして、

犬猫と触れ合おう」の２事業が選ばれた。

　ベストアイデア賞として選ばれた「学童保育ボランティア」は学生スタッフのサポートのもと、

大阪府吹田市の「まちなかリビング北千里」にて、来館する子ども達と遊び、交流するボランティ

アとして実際に実施し、特典②として本センター活動報告書にも掲載した。

　　募集期間　 ７月25日（月）〜８月31日（金）

　　募集内容　 SDGsを意識した内容で、複数名が参加できて、みんなで

楽しめるボランティア活動のアイデア

　　募集対象　 関西大学に所属の個人またはグループ
特典： ①選ばれたアイデアは、学生スタッフのサポートのもと、実際に企画として実施

②ボランティアセンターが発行する「活動報告書」に記載
③ボランティア体験ツアーに企画者の名前を付すことができる

　　応 募 数　 ８グループ
○ キャンパスで大地震発生から避難までを考える ○ 新！関大クリーン大作戦
○ 子ども達が防災について学べる遊びを提供する活動 ○ 子ども達とのふれあい大作戦
○ 二酸化炭素を減らし地球の環境を守るための植林ボランティア
○ 私たちの手で綺麗な海を守ろう！海岸清掃in大阪湾沿岸の浅場
○ 学童保育ボランティア ○ 動物愛護団体のお手伝いをして、犬猫と触れ合おう

　　学生スタッフの声

　・アイデアを応募してくれたグループへヒアリングを行うことで、アイデアをより具体的に深掘す

ることができました。

　・多くの学生に参加してもらうために、広報期間をより長く設け、ボランティアセンター機関誌の

配布などで知ってもらう機会を作る工夫をするべきでした。また、体験ツアー化する企画を選定

してから実施までに時間がかかりすぎたため、次に実施する際は実施までのプロセスまで細かく

決めておきたいです。

⑤　ようこそ！　関大サロンへ
　コロナ禍でも実施できるボランティア活動として、吹田市社会福祉協議会の協力を得て、2021

年度から高齢者施設に入所する方々とZoomを繋いだオンライン交流会を開始した。

　同世代の交流だけでなく、高齢者のような日常の中ではつながりを持ちにくい異世代との交流を

通して、高齢者の人々の文化を享受するだけでなく、一緒にゲームや歓談を行い、地域において世

代を超えたつながりや相互理解を深める機会を創出することを目的として実施した。加えて、高齢

者の方との接し方を学び、学生のコミュニケーション能力の向上を図るとともに、高齢者の方や施

設職員との関わりの中で、どのようなボランティアや支援が必要なのかを知り、これから新たに行

う活動を企画する際の気づきを得ることができた。

　今後は、関大生を募集してボランティア体験ツアーとして実施することを予定している。

　　日　　時　 ①９月５日（月）13時30分〜14時30分

　　　　　　　 ②３月15日（水）13時30分〜14時30分

　　場　　所　 オンライン（Zoom）

　　受入団体　 社会福祉法人 秀明会「特別養護老人ホーム あす～る吹田」

　　参加者数　 ①10名（学生スタッフ４名、職員２名、高齢者３名、施設職員１名）

　　　　　　　 ②11名（学生スタッフ３名、職員３名、高齢者３名、施設職員２名）

　　内　　容 高齢者とのゲーム・クイズ、歓談

　　学生スタッフの声

　・高齢者の方が「楽しかった、ありがとう」と言って涙まで流してくださり、短い時間で、これほ

ど感動していただけたのがとても嬉しかったです。

　・普段あまり話すことのない年代の方々と会話することができ、とても思い出に残る良い時間を過

ごせました。

⑥　まちFUNまつりin関西大学2022　子ども店長サポートボランティア
　子ども達を中心に、ともに楽しみ学べる場を地域に作ることを目的として活動している特定非営

利活動法人 ママふぁん関西との共催事業として実施した。

　「地域に開かれた大学」を目指して始まった本イベントは、今回で6回目を迎えた。学生スタッ

フも毎年運営補助ボランティアとして参加しており、2022年度は子ども達が店長となって出展

ブースのお店を手伝い、お金のやりとりも行うことで働く楽しさやお金の大切さを学ぶ職業体験イ

ベント「子ども店長」企画のサポートを行った。

　事前にお給料袋やくじを作成し、当日も会場設営の手伝いを行った。来場した子ども達がエプロ

ンに着替える手伝いや働くお店を決めるくじ引きの対応をする中で、学生スタッフは子ども達の緊

張がほぐれるように、声掛けをするなど工夫しながら活動をした。

　　日　　時　 10月９日（日）10時00分〜13時30分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館およびその周辺

　　参加者数　 学生スタッフ７名

　　内　　容　 お給料袋やくじの作成、会場設営、「子ども店長」事業のサポート、子ども達との交流

　　学生スタッフの声

　・子ども達の元気な姿に勇気づけられる、楽しい時間でした。

　・子ども店長自身が楽しかったと笑顔で言ってくれたり、お給料を手渡しするときにありがとうと

声をかけてくれたりして、うれしかったです。

⑦　非常食配布イベント
　防災意識の向上はもちろん食品ロス削減に取り組むことでSDGsの「つくる責任　使う責任」の

達成への貢献を目指して、公益社団法人 日本非常食推進機構より提供していただいた使用期限が

迫った非常食（防災備蓄品）を配布した。

　当日は、保存用ビスケット、保存用飲料水、アルファ化米の三種類の非常食を配布するのにあわ

せて、学生スタッフが広く認知されるように広報を行った。

　配布数は、保存用ビスケット300個、保存用飲料水100本、アルファ化米41個だった。

　　日　　時　 10月10日（月）12時20分〜12時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館１階学生センター前

　　参加者数　 学生スタッフ７名

　　内　　容　 保存用ビスケット・保存用飲料水・アルファ化米の配布

（２）ボランティア体験ツアー

　ボランティア体験ツアーとは、「ボランティアに関心があるけど一歩踏み出せない」という学生に、

ボランティアの第一歩として気軽に参加できるボランティア活動として実施しているプログラムで

ある。

①　関大クリーン大作戦～関大前の交流の輪を広げよう！～
　関西大学周辺まちづくり勉強会※主催の清掃活動にボランティア活動

として参加した。

　当日は、地域の方や体育会学生と協力して、関大前通りや千里山ユー

トピア遊園の清掃を行った。道端にはタバコの吸い殻が多く、側溝にも

マスクや包装紙のゴミが多く落ちていた。ゴミ拾いを終えたら、根を残

さないように専用の道具などで掘り起こしながら千里山ユートピア遊園

の除草作業を行った。普段なかなか関わることのない地域の方と交流し

ながらの活動となり、終始笑顔が絶えない時間となった。

※阪急電鉄関大前駅周辺の地域において、安心・安全で活力と魅力あふれる「ま
ちづくり」を推進し、自治会、関大前商店街、学校法人関西大学及び行政で
課題を共有し、方策を検討することを目的とした組織。現在は、関大前ラボ
ラトリ（通称まち・かん）の管理運営及び関大前周辺地域の美化活動を主な活動としている。

　　日　　時　 ４月14日（木）８名、５月12日（木）雨天中止、６月９日（木）６名、10月13日（木）

７名、11月10日（木）３名、12月８日（木）７名　14時00分〜15時00分

　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ15名、本学学生延べ16名

　　場　　所　 阪急電鉄関大前駅～関西大学正門の周辺道路、千里山ユートピア遊園

　　主　　催　 関西大学周辺まちづくり勉強会

　　内　　容　 関大前通り、千里山ユートピア遊園の清掃

　　企画学生の声

　・関大前はタバコのゴミや雑草が多く、清掃のやりがいが大きいと感じました。また、地域の方や

関大生とも交流しながら行えたため、最後まで良い雰囲気で清掃できたと思います。

　・参加してくれた関大生と活動中もたくさん話せました。１人で清掃に集中するよりも話しながら

のほうが楽しく、時間が過ぎるのが早かったです。

　　参加者の声

　・コロナ禍でも自分がやれることに挑戦したかったから参加しました。地域の人と交流できてよ

かったです。（社会学部・２年次生）

　・街が綺麗になっていくのがうれしかったです。地域の人たちとも協力しあうことができて、充実

した時間でした。（法学部・1年次生）

②　関大クリーン大作戦in高槻
　普段利用している駅やキャンパス周辺を清掃し、景観を保護すること

で、学生や地域の方々が気持ちよく利用することを目的に、また、阪急

高槻市で活動することで高槻キャンパス、高槻ミューズキャンパスの学

生も気軽にボランティアに参加できる機会を設けることを目的として実

施した。

　4月実施時は、阪急高槻市駅周辺の本通り商店街と中通り商店街の二

手に分かれて、清掃活動を実施した。11月実施時は、参加者全員で清

掃活動を実施した。両日とも、最初にアイスブレイクを行い、交流をし

てから清掃活動に取り組んだため、雰囲気がよく楽しく活動することが

できた。

　　日　　時　 ①４月17日（日）９時00分〜10時30分

　　　　　　　 ②11月27日（日）９時00分〜10時30分

　　場　　所　 阪急高槻市駅周辺

　　参加者数　 ①15名（学生スタッフ５名、本学学生10名）

　　　　　　　 ②７名（学生スタッフ６名、本学学生１名）

　　内　　容　 阪急高槻市駅周辺の清掃

　　企画学生の声

　・想像していたよりも多くの人に参加してもらうことができて、アイスブレイクや清掃活動中は参

加者同士の交流があり、いい雰囲気で活動することができてよかったです。

　・活動中に通りがかった地域の方から「お疲れ様です。」というお言葉をいただくことができて、

嬉しかったです。

　　参加者の声

　・友達の輪を広げたいと思い参加しました。ゴミをたくさん拾うことができてやりがいがありまし

た。（社会安全学部・１年次生）

　・少人数のグループに分かれてのゴミ拾いだったので、1人で参加しても他の参加者と話しながら

活動しやすくて良かったです。（総合情報学部・３年次生）

③　淀川掃除
　淀川河川敷の清掃をすることで、大阪湾へゴミが流れ込むことを防ぎ、

淀川の水質や景観を保護することを目的に、また、清掃活動という気軽

に参加できる点を活かして、関大生にボランティア活動の魅力を広める

機会にすることを目的として実施した。2021年度には、淀川河川事務

所に相談を行ったうえで、これまで清掃を行っていた南方地区から行政

の対応が追い付いていないより河口の西淀川区福町地区へ場所の変更を

行った。

　４月実施時は雨天だったため、河川敷の手前を２グループに分かれて

清掃活動を行い、途中でグループを入れ替える等、参加者同士がより多

く関われるよう工夫を行った。

　10月実施時は晴天に恵まれ、5グループに分かれて河川敷を広く清掃

した。

　　日　　時　 ①４月24日（日）10時00分〜12時00分

　　　　　　　 ②10月23日（日）10時00分〜12時00分

　　場　　所　 大阪市西淀川区　阪神福駅近くの河川敷

　　参加者数　 ①26名（学生スタッフ8名、本学学生18名）

　　　　　　　 ②20名（学生スタッフ10名、本学学生10名）

　　内　　容　 淀川河川敷の清掃

　　企画学生の声

　・雨の中での実施となり、予定していた通りの淀川掃除は出来ませんでしたが、参加者の方から「楽

しかった」という言葉が聞けて嬉しかったです。

　・通りすがりの地域の方からどこの大学の団体なのかと尋ねられ、「ありがとうね、頑張って！」

とお声掛けいただいて嬉しかったです。

　　参加者の声

　・河川敷には多くのゴミが落ちていて、それらを拾っていくことが単純に楽しかったし、学生ス

タッフの方や参加者の方と色々話せてよかったです。（外国語学部・１年次生）

　・前に参加した清掃ボランティアで誘ってもらったので、参加しました。思っていたよりもプラス

チックのゴミが多くて驚きました。（政策創造学部・１年次生）

④　献血呼びかけボランティア

　献血の必要性を多くの学生に伝えることが、社会貢献につながるとい

うことを知ってもらうこと、また、気軽に参加できる学内ボランティア

を通じて、ボランティアの良さを身近に感じてもらい次のボランティア

活動参加のきっかけを創出することを目的として実施した。

　現在の日本では少子高齢化が進み、輸血を必要とする高齢者の割合が

増える一方で、それを支える若者の献血者数が減っているという危機的

状況にある。また、血液は長期の保存ができないため、安定的な供給が

必要であるが、献血について学生の関心が薄いのが現状である。

　献血を実施の広報だけでなく、当日は、献血車前で看板を持って献血

協力の呼びかけを行った。

　　日　　時　 ４月25日（月）14名、４月26日（火）９名、５月10日（火）６名、６月７日（火）８名

　　　　　　　 10月12日（水）10名、10月20日（木）３名、11月11日（金）６名、12月５日（月）４名

　　　　　　　 11時30分〜13時30分、12時00分〜13時00分

　　　　　　　 ※10月20日は関大防災DAYの事業の一環として実施した。
　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ40名、本学学生延べ20名

　　場　　所　 千里山キャンパス総合図書館前、悠久の庭前

　　協　　力　 大阪府赤十字血液センター

　　内　　容　 献血への協力呼びかけ

　　企画学生の声

　・授業終わりで人通りが多い時間帯に呼び込み時間を設定したため、効果的に呼びかけが行えたと

思います。前を通った方が自分たちの呼びかけに反応してくださって嬉しかったです。また、毎

月行っているので声を出すことに慣れてきて、積極的に声かけをすることができました。

　・呼びかけを行ったことで、多くの学生に献血実施中であることに気付いてもらうことができまし

た。呼びかけに反応してくださる方もいて嬉しかったです。

　　参加者の声

　・輸血経験があるため、恩返しになればと思って参加しました。活動はアットホームな雰囲気で楽

しむことができました。（文学部・２年次生）

　・自分が想像していた以上に人が集まり、献血に協力していたので、声掛けの達成感を感じました。

（商学部・３年次生）

⑤　関大花植え活動（大学昇格100年記念）
　大学昇格100年記念事業の一環として、経済学部と商学部の学び舎で

ある第２学舎１号館前の広場を、山岡順太郎の胸像とともにリニューア

ルすることとなり、管財課の協力のもと、花壇の花植え活動を実施した。

大学昇格100年という節目に、緑のなかで新しい仲間と出会って交流し

ながら、学生たちの愛校心を育むこと。また、今後の広報を含めて、「ボ

ランティアセンター学生スタッフ」が大学内で広く認知されることを目

的として実施した。

　当日は、業者の方の指示に従いながら土を掘り、花を植えた。活動の

途中から雨が降りだしたため、レインコートを着用しての活動になった

が、参加者全員が熱心に取り組んだ結果、予定よりも広い範囲に花を植

えることができた。

　　日　　時　 ５月13日（金）９時00分〜12時10分

　　場　　所　 千里山キャンパス第2学舎1号館前広場

　　参加者数　 30名（学生スタッフ９名、本学学生21名）

　　内　　容　 花壇の花植え

　　企画学生の声

　・花を植える場所の土が硬くて、掘るのに思ったより時間がかかって大変でした。また、植えると

きに花の間隔や全体のバランスを考えるのが難しかったので、わからないことがあったら業者の

方に質問しながら作業をすすめました。

　・業者の方から「これからも手伝いにきてほしい」と言って褒めていただけて、嬉しかったです。

　　参加者の声

　・花植えに興味が湧いたので参加しました。想像していたよりも体力を使い、花壇がきれいになっ

ていくのが分かってやりがいがありました。（システム理工学部・４年次生）

　・ボランティア活動を体験してみたかったので参加しました。自分の活動が花というかたちで残っ

て嬉しいです。（文学部・１年次生）

⑥　高槻景観美化ボランティア
　自然と共生する「花と緑のまちづくり」に寄与することを目的として

いる高槻市のNPO法人「花と緑のまちづくり 高槻景観園芸クラブ」と

の連携事業として活動に参加し、学生に環境美化、地域交流の必要性を

学んでもらうことを目的として実施した。

　高槻景観園芸クラブの方々から活動の説明を受けた後、初対面の学生

の緊張をほぐすためにアイスブレイクを行った。高槻景観園芸クラブの

方々の指示に従い、苗床を整備して花を植えていく中で、良い苗の見分

け方や植物の種類なども教えていただいた。

　11月実施時は花を植えた後、花壇周りや他の花壇に積もった大量の

落ち葉を拾い集め、花壇全体の景観を美しく整えた。

　幅広い世代の憩いの場所である公園を美化し、まちづくりに関心を持

てるような事業は貴重なものであり、団体の方々とコミュニケーション

を取りながら、楽しく花植え活動を行うことができた。

　　日　　時　 ①５月14日（土）８時50分〜11時00分

　　　　　　　 ②11月20日（日）９時00分〜11時00分

　　場　　所　 大阪府高槻市　高槻城公園

　　　　　　　 連携先 NPO法人 花と緑のまちづくり 高槻景観園芸クラブ

　　参加者数　 ①７名（学生スタッフ５名、本学学生２名）

　　　　　　　 ②６名（学生スタッフ４名、本学学生２名）

　　内　　容　 高槻城公園内の花壇の手入れ、地域の方との交流

　　企画学生の声

　・団体の方といろんなお話をしながら花植え活動を行い、花植えをしたことがない学生でも不安な

く楽しめた事業でした。参加学生にボランティアの魅力を伝えるとともに、自身も改めてボラン

ティアの魅力を感じることができました。

　・花にも一つ一つ個性があり、それぞれに花の魅せ方があるのだと初めて知り、ただ活動するので

はなく、何かを意識して取り組むことの大切さを学びました。

　　参加者の声

　・花壇の手入れをしたことがなく、一度してみたいと思ったので参加しました。花壇が綺麗になっ

た際に感じた達成感や団体の方々との交流を通じて、ボランティアの魅力や楽しさを感じること

ができました。（法学部・４年次生）

⑦　関大クリーン大作戦in梅田
　梅田キャンパスの周辺を清掃することで環境や景観を保護し、通行す

る人々が気持ちよく過ごすことができるようにすること、気軽に参加で

きるボランティア活動として清掃活動に参加することでボランティアの

やりがいや楽しさを感じてもらうことを目的として実施した。

　当日は、梅田キャンパスの教室にてアイスブレイクを行ったあと、２

グループに分かれて茶屋町エリアの清掃を約１時間行った。清掃活動中

には、通りがかった人や清掃ルートの並びにある店舗の方からお礼の言

葉をもらうことができ、参加者の達成感や満足感につながった。日曜の

朝ではあったが人通りや車が多く、学生スタッフが時折声をかけて注意

を促しながら活動した。

　　日　　時　 ①５月15日（日）９時00分〜11時00分

　　　　　　　 ②11月13日（日）９時00分〜11時00分

　　場　　所　 梅田キャンパス周辺

　　参加者数　 ①19名（学生スタッフ５名、本学学生14名）

　　　　　　　 ②13名（学生スタッフ３名、本学学生10名）

　　内　　容　 梅田キャンパス周辺の清掃

　　企画学生の声

　・アイスブレイクで学部や趣味などの自己紹介を行ったので、活動中の話題ができてすごく話しや

すかったです。友達同士が一緒になるようにグループ分けしたのがよかったのか、参加した学生

同士楽しそうに活動していました。

　・清掃の距離を延ばすなどの工夫をしましたが、ルートによってゴミの量が違っていたので、ルー

トの見直しが必要だと感じました。雨の中での活動でしたが、みんなで楽しく清掃活動ができた

ので嬉しかったです。

　　参加者の声

　・活動場所が梅田なので参加しやすいと思い参加しました。普段なかなかゴミ拾いを行う機会がな

かったので経験できて良かったです。（商学部・１年次生）

　・一度ボランティアに参加してみたいと思ったので参加しました。自分たちで街を少しでも綺麗に

する活動ができ、良い経験になりました。（社会安全学部・１年次生）

⑧　関大クリーン大作戦～千里山キャンパス周辺の清掃～
　普段自分たちが利用している千里山キャンパス周辺を清掃することで

環境や景観を保護し、関大生や地域の方々がより気持ちよく過ごすこと

ができる。また、授業の空きコマに気軽に参加できることでボランティ

ア活動を身近に感じてもらうことを目的として実施した。

　活動前にアイスブレイクを行い、学部や学年に関係なく学生同士が交

流することで、その後の活動も和やかな雰囲気で進めることができた。

清掃は関大前ルートと名神高速道路沿いルートの2コースに分かれて

行った。ゴミは「燃えるゴミ」「ビン・カン」「ペットボトル」の3つに

分類して集めたが、タバコの吸い殻が最も多く、ゴミを拾うだけでなく、

今後はゴミを捨てる人が少なくなるように啓発を目的とした活動も検討

している。

　　日　　時　 ①５月21日（土）10時40分〜12時10分

　　　　　　　 ②10月15日（土）10時40分〜12時10分

　　場　　所　 千里山キャンパス周辺

　　参加者数　 ①10名（学生スタッフ３名、本学学生７名）

　　　　　　　 ②16名（学生スタッフ７名、本学学生９名）

　　内　　容　 千里山キャンパス周辺の清掃

　　企画学生の声

　・ゴミの量が少なく、やりがいを感じにくいのではないかと心配でしたが、清掃中はずっと楽しく

会話しながら活動を行うことができました。

　・参加者の１回生が１人で、他の上級生と仲良くなれるかどうか不安がありましたが、始まってみ

ればみんな会話が絶えず、終始楽しく活動することができました。

　　参加者の声

　・自分が通っている大学に恩返しをしたいと思って参加しました。意外と大学の周りが綺麗だった

ことに驚きました。（社会学部・３年次生）

　・アルバイトをやっていないため、他に何か出来ることはないか、頑張れることはないか、と探し

ていたらこのボランティアを見つけて参加しました。意外と細かいゴミが多く、拾うのが大変で

したが、充実した時間を過ごせました。（法学部・１年次生）

⑨　関西大学×法政大学 スポーツゴミ拾い
　法政大学と連携しZoomを用いて合同でゴミ拾いを実施した。「スポー

ツゴミ拾い」とは、制限時間内に指定されたエリアのゴミを拾い、拾っ

たゴミの量と種類で得点を競い合うというスポーツ要素を加えた、日本

発祥の新感覚清掃活動である。ゴミ拾いにスポーツ要素をかけ合わせる

ことで、ゴミ拾いをスポーツ感覚で楽しみ、ボランティアへの興味を引

き出し、法政大学の学生と交流を深め、参加者同士で協力してゴミ拾い

を行うことで連帯感や達成感を得ることを目的として実施した。

　当日は、Zoomを繋ぎながらキャンパス周辺の清掃を行い、清掃の様

子だけでなく、キャンパスの様子なども映すことで大学の所属を超えて、

学生ボランティア同士の交流も行うことができた。

　　日　　時　 ①５月29日（日）14時00分〜16時20分

　　　　　　　 ②３月13日（月）13時50分〜16時20分

　　場　　所 ①関西大学千里山キャンパス周辺および凜風館１階学生ラ

ウンジ

　　　　　　　 　法政大学市ヶ谷キャンパス周辺および外濠校舎３階S305

　　　　　　　 ②関西大学千里山キャンパス周辺および尚文館１階マル

チメディアAV大教室

　　　　　　　 　法政大学市ヶ谷キャンパス周辺および外濠校舎３階S305

　　共　　催 法政大学ボランティアセンター、法政大学ボランティアセ

ンター学生スタッフ VSP

　　参加者数 ①32名（学生スタッフ10名、本学学生７名、法政大学15名）

　　　　　　　 ②25名（学生スタッフ７名、本学学生６名、法政大学12名）

　　内　　容 それぞれのキャンパス周辺のゴミ拾い、クイズ大会、法政大学との交流

　　企画学生の声

　・拾ったゴミを得点化して競うのはゲーム感覚があり、参加者

に楽しんでもらえたように思います。参加者の方がゴミを袋に

入れるときに何を拾ったかを伝えてくれたので、記録がスムー

ズに進みました。

　・単なるゴミ拾いではなく、ゴミを点数化してチーム対抗で競う

ことで、楽しみながらも一生懸命に取り組むことができ、参加

者にボランティアを楽しむ感覚を味わってもらえて、非常に良

かったです。

　　参加者の声

　・スポーツゴミ拾いはゲーム性があり、法政大学の学生と交流し

ながら楽しく活動することができました。（文学部・２年次生）

　・学生スタッフの方もほかの参加者の方も丁寧に接してくれて嬉

しかったです。おかげで楽しく街を綺麗にすることができまし

た。（法学部・２年次生）

⑩　1000000人のキャンドルナイト 茶屋町スロウデイ2022
　梅田・茶屋町エリアの企業、地域団体、学校および行政などが集まっ

て“歩いて楽しいまちづくり”を推進し、茶屋町の魅力を発信する本イ

ベントに2017年度から参加している。魅力発信に取り組み地域の活性

化を行い、キャンドルの灯りを見てくれる人に気持ち安らぐ時間や癒し

を提供することを目的として実施した。

　2022年度は「Convivial 〜ともに愉しむ日～」をテーマに、３年ぶ

りの現地開催となった。「キャンドルの灯りが人々の心に安らぎと未来

への希望をもたらすように」という願いを込めて、学生スタッフは

CHASKA茶屋町（ジュンク堂書店）前にキャンドルアートを設置した。

　事前に学生スタッフが考えたデザインを基にキャンドル装飾を行い、

設置・点火・火の見守り・会場の片付け等の活動を行った。

　キャンドルに火が灯り、日が落ちて街が暗くなるにつれて、大勢の方がキャンドルアート前で足

を止めて写真撮影を行い、キャンドルの光に照らされた笑顔に溢れたイベントとなった。

　　日　　時　 ①事前説明会：５月25日（水）12時20分〜12時50分

　　　　　　　 ②活　　　動：６月１日（水）13時00分〜22時00分

　　場　　所　 ①千里山キャンパス凜風館1階ピアエリア／オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②大阪市北区　CHASKA茶屋町

　　参加者数　 24名（学生スタッフ11名、本学学生13名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明会

　　　　　　　 ②キャンドル装飾の制作・設置・点灯・見守り

　　企画学生の声

　・CHASKA 茶屋町全体がキャンドルの温もりに包まれた空間を体感できて良かったし、自分がそ

の空間を作る側として携わることができて嬉しかったです。たくさんの方達が見に来てくれたり

写真を撮ったりしてくれて、地域の活性化に貢献できたと思えました。

　・日が沈んだ後、キャンドルが光っている景色を見た時に、とても感動しました。たくさん写真

を撮っている方や、キャンドルの灯をずっと眺めている方もいらっしゃって嬉しかったです。

　　参加者の声

　・点灯時間までにキャンドルの設置が間に合うか不安でしたが、参加者の方々と協力して取り組み、

デザイン通りのものを完成させることができました。点灯した綺麗なキャンドルを見ると、達成

感や安らぎを感じることができ、ボランティアに参加して良かったと感じました。（社会学部・

１年次生）

　・一緒に活動した関大生と仲良くなることができ、入学してなかなか友達ができなかった自分に

とってすごく嬉しく、楽しいボランティア活動でした。（社会学部・２年次生）

⑪　大和川掃除
　堺キャンパス周辺を流れる大和川河川敷を清掃することで景観を清潔

に保つことができ、地域の方が河川敷をより気持ちよく利用できると同

時に、堺キャンパス周辺の地域貢献活動を目的として実施した。

　本活動は、堺キャンパスに通う学生にとって参加しやすい活動場所で

あることから、堺エリアで活動を展開しているボランティア団体

「WEVO」とも連携して実施している。

　当日は雲が多かったが気温は高かったため、こまめに休憩をとり、熱

中症に気を付けながら清掃活動をした。河川敷には大和川上流から家庭

ゴミやペットボトル等が流れてくるため、参加者全員で力を合わせて清

掃することで河川敷を綺麗にすることができた。

　　日　　時　 ６月５日（日）９時30分〜11時30分

　　場　　所　 大阪府堺市　大和川左岸河川敷

　　参加者数　 72名（学生スタッフ14名、本学学生17名、WEVO所属学生41名）

　　内　　容　 大和川河川敷の清掃

　　協　　力　 WEVO

　　企画者の声

・普段交流する機会が少ないWEVOの方達と交流することが出来て、貴重な機会でした。一見何も

無いように見えても、掘ってみると靴が1足出てくるなど、砂に埋まっているゴミが沢山見られ

ました。

　・同じグループの方たちと楽しく話しながら協力して清掃することができて良かったです。堺キャ

ンパスの方と一緒に活動することは初めてだったので、とても新鮮でした。キャンパス間の交流

にもなり、有意義な活動となりました。

　　参加者の声

・社会経験を積むために参加しました。初対面の人とも話すことができたので良かったです。（法

学部・３年次生）

　・ボランティアの経験を積む良い機会になると考えたので、参加しました。活動自体は思っていた

よりも短く感じ、少人数でのグループだったので活動しやすかったです。（法学部・３年次生）

⑫　吹田くわいボランティア 
　若者の農業への関心が低下し、千里山キャンパスがある吹田市の特産

品である吹田くわいの認知度が低いという現状がある。そこで、吹田く

わいの植え付けから収穫まで一年を通した活動を通して、吹田くわいに

ついて深く理解してもらうとともにボランティアの魅力に気付いてもら

うことを目的として実施した。

　どちらの活動も、農園の方から吹田くわいの説明をしていただき、植

え付けや収穫のコツについてお話しいただいた後、作業を行った。植付

けでは、日常生活では着る機会のない胴長を着用しての作業に苦戦しな

がらも、参加者同士で声を掛け合い農業の大変さを感じながら活動した。

収穫では、備中鍬でくわいを傷つけないように慎重に泥をかき分けなが

ら、全部で約700グラムのくわいを収穫した。

　　日　　時　 ①植え付け：６月16日（木）14時45分〜17時00分

　　　　　　　 ②収　　穫：12月５日（月）14時45分〜17時00分

　　場　　所　 大阪府吹田市　西農園

　　協　　力　 吹田市都市魅力部 地域経済振興室

　　参加者数　 ①13名（学生スタッフ５名、本学学生８名）

　　　　　　　 ②６名（学生スタッフ６名）

　　内　　容 吹田くわいの植え付けと収穫作業の手伝い

　　企画者の声

　・大学のある吹田市の特産品に触れることができ、地域のことを少しでも知るきっかけとなりまし

た。

　・くわいを収穫する作業は考えていたよりも大変でしたが、そのぶん達成感があり、泥の中からく

わいを見つけた時は嬉しい気持ちになりました。頂いたくわいを家に帰って素揚げにして食べて

みると、自分達で収穫したこともあってとても美味しかったです。

　　参加者の声

　・普段の生活で農業に関わることがないので、やってみたいなと思って参加しました。農業体験だ

けでなく、くわいの事を知ることもできてよかったです。（文学部・４年次生）

　・「すいたん」のモチーフであるくわいに興味があったので参加しました。また、学生スタッフの

方が話しやすくてよかったです。農家の方のお話も面白かったです。（法学部・２年次生）

⑬　飛鳥光の回廊2022 ～明日香をともす「和」のひかり～
　明日香村で毎年行われている、石舞台古墳をはじめ岡寺や飛鳥寺など、

明日香村内の代表的な史跡・寺社・施設をろうそくやLEDライトの明か

りで彩る地域活性化イベントで、奈良県明日香村との連携事業として実

施した。

　「キャンドルの輪と和でつながる光」を関西大学のテーマとし、キャ

ンドルのデザインや配置を考え、他の活動では得られない大変さと、よ

り大きなやりがいや達成感を感じることができた。

　残念ながら1日目は雨天のため中止となったが、石舞台古墳や奈良県

立万葉文化館などを見学し、明日香村の歴史や文化的価値について学ん

だ。2日目は、用意した約3000個の色付き紙コップを「ボランティア

センター 2022」という文字やピラミッド、円の形に並べた。夕方から

は多くの方が来場し、写真撮影をしたりと笑顔溢れる楽しい空間となった。

　　日　　時　 ①事前説明会：９月１日（木）12時00分〜13時00分

　　　　　　　 ②活　　　動：９月23日（金）10時00分〜17時00分

　　　　　　　 　　　　　　　９月24日（土）11時00分〜22時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②奈良県高市郡明日香村　川原寺跡

　　連 携 先　 奈良県明日香村

　　参加者数　 40名（学生スタッフ延べ21名、本学学生延べ19名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明

　　　　　　　 ②キャンドルデザイン案の作成、キャンドルを入れる紙コップの制作、

　　　　　　　 　キャンドルの設置・点灯・撤去、明日香村の散策、地域の方との交流

　　企画学生の声

　・イベントが始まると多くの方が見に来てくださり、「きれい」「すごい」などのお声をきくことが

でき、このイベントに関西大学ボランティアセンター学生スタッフとして参加してよかったと思

いました。

　・気温が高い中、多くのキャンドルを並べていくのは大変だったが、みんなで協力し合いながら長

時間かけて作り上げたので、その分、夜になりキャンドルの灯りがきらきらしているのを見ると

とても達成感を感じることができました。

　　参加者の声

　・楽しそうだと思ったので参加しました。思っていたよりずっと大変だったけど、終わったあとの

達成感が気持ちよかったです。（社会安全学部・1年次生）

　・みんなでキャンドルを並べるのがとても楽しかったです。参加して良かったと思いました。（経

済学部・1年次生）

⑭　下校見守り活動
　吹田警察生活安全課防犯係と連携して、千里山キャンパス近くの小学

校に通う子どもが安全に下校できるような環境を守ることを目的とし

て、千里山キャンパス周辺の小学校の下校時間にあわせて正門前で見守

り、声かけを実施した。

　当日は、子どもたちが「さようなら」「気を付けて帰ってね」と声を

かけると元気よく挨拶を返してくれたり、関西大学という名前を見て

「知ってる！」と声をかけてくれたりと、参加した学生ボランティアと

の交流を楽しむ様子が伺えた。

　　日　　時　 10月11日（火）７名、13日（木）４名、14日（金）４名　14時00分〜15時00分

　　　　　　　 10月12日（水）３名　12時45分〜14時15分

　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ10名、本学学生延べ８名

　　場　　所　 吹田市立千里第二小学校

　　協　　力　 吹田警察署生活安全課防犯係

　　内　　容　 小学校正門前での声掛け、見守り

　　企画学生の声

　・見守り活動中はできるだけ腰を屈めて、子どもたちと目線の高さを合わせて挨拶することを心が

けるようにしました。地域に根ざしたボランティア活動を企画できてよかったです。

・元気に挨拶をしてくれた子どもも多く、見守り活動をしている私たちの方が元気をもらいました。

　　参加者の声

　・実際に吹田警察署の方と連携して、見守り活動をするという貴重な経験ができて良かったです。

小学生から挨拶を返してもらえたりして本当にやってよかったと思いました。とてもいい経験に

なりました。（法学部・３年次生）

　・はじめてのボランティア活動で緊張していましたが、学生スタッフの方も職員の方も優しくて安

心しました。見守り活動もやりがいを感じることができたので、参加してよかったです。（商学部・

３年次生）

⑮　琵琶湖ツーリズム！～大学生で考える環境ボランティアの未来2022（実践編）〜
　関西大学ボランティアセンターは2017年度から琵琶湖の保全活動に

取り組んでいる。2017年度は特定外来生物オオバナミズキンバイ駆除

活動、2018年度は清掃活動を実施し、2019年度及び2020年度は新型

コロナウイルス感染症拡大の影響により実施を見合わせた。

　本学主催３大学（法政大学・明治大学・関西大学）連携事業として、

法政大学の学生ボランティアとともに、琵琶湖岸の環境保全活動として

滋賀県長浜市の南浜漁港にて、船の出港を妨げている特定外来生物ナガ

エツルノゲイトウの駆除活動を行った。

　当日は、学生ボランティア全員が胴長とライフジャケットを身につけ、

岸と舟上よりナガエツルノゲイトウの駆除活動を行った。ナガエツルノ

ゲイトウは、琵琶湖や内湖、河川などの水際に生育している水陸両生の多年生の植物で、茎の断片

からも再生するほど繁殖力が強いため、機械ではなく手作業で根や茎をできるだけ残さないように

根本から丁寧に引き抜き、陸に上げる作業を熱心に行った。

　その結果、夕方には、湖面が見えないほど群生していたナガエツルノゲイトウのほとんどを駆除

することができ、参加者全員がやりがいや充実感を得ることができ、大学生として環境ボランティ

アの未来を考えるうえでの契機となった。また、今回の活動を通して、大学の所属を超えて学生ボ

ランティア同士が交流を行うことができ、有意義な1日となった。

　　日　　時　 ①事前説明会：10月11日（火）12時15分〜12時50分

　　　　　　　 ②駆 除 活 動：10月16日（日）７時30分〜18時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②滋賀県長浜市　南浜漁港

　　活動協力　 滋賀県立琵琶湖博物館　特別研究員 /

　　　　　　　 滋賀県琵琶湖環境部 自然環境保全課 副主幹　中井 克樹 氏

　　　　　　　 南浜漁業協同組合

　　参加者数　 ①36名（学生スタッフ30名、本学学生６名）

　　　　　　　 ②42名（学生スタッフ24名、本学学生５名、法政大学９名、教職員４名）

　　内　　容　 特定外来生物ナガエツルノゲイトウの駆除活動

　　企画学生の声

　・ナガエツルノゲイトウは、とるのが難しく、無理に引っ張っても途中で切れてしまうと意味が

なく、ナガエツルノゲイトウの駆除の大変さに驚きました。活動後のきれいな湖面を見たからこ

そ、自然をこれからも大切にしていかなければいけないと感じました。

　・関西大学及び法政大学の学生、職員の方たちと活動中に交流できたので、楽しかったです。自分

たちの活動の成果を現地の方が喜んでくれていたことで、より達成感を感じることができました。

　　参加者の声

　・ナガエツルノゲイトウの駆除活動は、協力することが必須な作業だったので、参加者同士でコ

ミュニケーションをとり新しい輪を広げられてよかったです。（関西大学・３年次生）

　・外来種の駆除という貴重な体験をしてみたいと思い、参加しました。目に見える形で成果が現れ

るので、達成感を感じることができ参加してよかったと感じました。（関西大学・１年次生）

　・晴天の中、関西大学の皆さんと協力して非常に楽しく活動することができました。また、漁協の

方も優しく特定外来生物の駆除方法を教えてくださり、初心者でもすぐに取り組める内容でした。

昼食時は関西大学のみなさんとコミュニケーションを取りながら時間を過ごすことができ、２大

学合同ボランティア活動ならではの有意義な経験となりました。（法政大学・３年次生）

　・関西大学の方々と連携して、特定外来生物を駆除することができて良かったです。また、今回の

駆除活動を通じて、どれだけ湖が汚れているのかを目の当たりにし、今後、自分がどのように環

境活動に関わっていけばいいのかを考える良い機会になりました。（法政大学・２年次生）

⑯　2022年度学園祭「環境問題ってなんだろな？〜クイズで！ゲームで！楽しく学ぼう！〜」
　学生スタッフは、淀川河川敷の清掃活動や琵琶湖の特定外来生物の

駆除活動などといった環境保全活動を普段から多数実施している。そ

ういった経験を活かし、遊びを通して子ども達に環境問題について考

えるきかっけをもってもらえるような企画とした。また、統一学園祭

に来訪される保護者の方や地域の方及び本学学生に、ボランティア活

動の魅力と学生スタッフの活動を知ってもらうことを目的として実施

した。

　本学統一学園祭には、親子連れや子どもが多く来場するため、子ど

もを対象としてSDGs（特に環境問題）について学んでもらうため、環

境問題というテーマで3つのブースを設けた。当日は多くの子ども達が

訪れ、ゲームを通して環境問題について学びを得る機会となった。

　　日　　時　 11月３日（木）12時00分〜15時30分

　　　　　　　 11月４日（金）10時00分〜16時00分

　　　　　　　 11月６日（日）10時00分〜13時00分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館１階学生ラウンジ

　　参加者数　 102名（学生スタッフ延べ94名、本学学生延べ８名）

企画内容：

・紙芝居

　海洋プラスチック問題を中心とした環境問題について紙芝居で説

明したあと、身近な例を使ったクイズで環境問題について楽しく学

んでもらった。

・ミニゲーム

　牛乳パックや段ボールなどを再利用して作ったおもちゃで魚釣り

ゲームをしてもらった。捨てるはずだったもので遊んでもらうこと

で、リサイクルの大切さやゴミを減らす工夫などについて楽しみな

がら学んでもらった。

・塗り絵

　色鉛筆やクレヨンを使ってSDGsや地球をモチーフにした塗り絵

をしてもらいながら、SDGsについて興味を持ってもらった。

　　企画学生の声

　・初めて学園祭に参加しましたが、とても楽しかったです。子ども達が楽しみながらも環境問題に

ついて学びを深めてくれている姿が、とてもいきいきとしていたのが嬉しかったです。

　・ミニゲームも塗り絵も紙芝居も全て子ども達は楽しそうに体験してくれていました。笑顔で帰っ

ていく子ども達を見ると、とても嬉しく感じました。

　　参加者の声

　・一度もボランティアに参加したことがなかったので、参加してみたいと思って参加しました。来

場してくれた子ども達が可愛かったです。（経済学部・３年次生）

　・子どもとコミュニケーションを取れる良い機会だと思ったので参加しました。学生スタッフの方

も親切で楽しく活動できました。（社会学部・１年次生）

⑰　千里キャンドルロード2022
　吹田市と豊中市にまたがる千里ニュータウンの人口にちなんだ９万個

のキャンドルに灯をともすイベント「千里キャンドルロード」に本セン

ターは2014年度から参加し、今回で８回目となる。10周年を迎えた今

年は、『「出会い」これまでも…これからも…』をテーマに、３年ぶりに

来場予約なしでの開催となった。

　学生スタッフはキャンドルのデザインから考え、2022年度は、約

2000個の紙コップを色づけした大きな赤いハート２つを中心に、伸び

る 蔦 葉 や 青 い 紙 コ ッ プ で 縁 取 り し た「Kandai Volunteer Center 

2022」の白い文字など、工夫を凝らしたデザインを作成した。

　当日は、多くの方が訪れ、暗くなってキャンドルに火が灯されると、

あたり一帯が幻想的な光景になる様子を訪れた方たちが足を止め写真撮影をするなど、笑顔溢れる

光景となった。

　　日　　時　 11月５日（土）11時30分〜21時00分

　　場　　所　 吹田市立千里南公園

　　主　　催　 千里キャンドルロードプロジェクト

　　参加者数　 40名（学生スタッフ33名、本学学生７名）

　　内　　容　 キャンドルデザイン案の作成、キャンドルを入れる紙コップの色付け、

　　　　　　　 キャンドルの設置・点火・見回り・片付け

　　企画学生の声

　・「ここ（関大の作品）すごい！」「ここがメインやね。」などと、来場した方からの嬉しい言葉を

たくさん耳にしました。準備は大変でしたが成功して良かったと思えた瞬間でした。

　・スペースの問題もあり、当日にデザインの変更をしましたが、とても上手に完成させることがで

きて達成感がありました。学生スタッフの参加人数がとても多く、学生スタッフの交流の場となっ

ていたのも良かったです。

　　参加者の声

　・楽しそうだと思ったので参加しました。みんなで一つのものを作れていい経験になりました。（経

済学部・３年次生）

　・学園祭期間で授業がなく時間が空いていたこともあり、参加を決めました。想像していた以上に

キャンドルに灯をともした光景が綺麗で、また、地域の人達にも満足していただけたようでやり

がいを感じました。（法学部・２年次生）

⑱　大阪マラソン2023給水ボランティア
　今回で11回目の開催を迎える大阪マラソンは、チャリティ文化の普

及を目指す日本最大規模の都市型市民マラソンである。本学は第1回大

会からオフィシャルスポンサーとして参画している。

　活動を通して本学学生が大阪を盛り上げるとともに、ボランティアの

楽しさややりがいを感じてもらう機会とすることを目的として実施し

た。

　当日は、本学学生が給水ボランティアとして携わり「みんなでかける

虹。」というスローガンのもと、29,285人のランナーをサポートした。

給水や応援を通してランナーの方と関わり、参加した学生にもよりボラ

ンティア楽しさやスポーツの魅力を感じてもらうことができる活動と

なった。

　　日　　時　 ①事前説明会：２月15日（水）13時00分〜14時30分

　　　　　　　 ②活　　　動：２月26日（日）７時30分〜12時00分

　　場　　所　 ①千里山キャンパス第２学舎４号館BIGホール100

　　　　　　　 ②大阪マラソン第１給水所（５ km地点／中之島・本町ブロック）

　　参加者数　 191名（学生スタッフ22名、本学学生58名、体育会所属学生108名、職員３名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明、ボランティアセンターの紹介

　　　　　　　 ②給水所でのランナーへの給水提供

　　参加者の声

　・中学校の頃からマラソンに興味があり、実際に見てみたかったので参加しました。ランナーの皆

さんが一生懸命走りつつも、僕らボランティアに「ありがとう」と声を掛けてくれたことがすご

く嬉しかったです。（環境都市工学部・２年次生）

　・2021年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響で中止になってしまったので、今回は絶対に

参加しようと決めていました。関西大学の多くの学生が大阪マラソンという大きなイベントに携

われて、盛り上げることができて良かったです。（システム理工学部・2年次生）

⑲　飛鳥ハーフマラソン2023給水ボランティア
　関西大学と縁の深い奈良県明日香村で開催される飛鳥ハーフマラソン

に2021年度に引き続き2022年度も学生ボランティアをいう形で参加

した。本学学生が学生ボランティアとして参加することで地域貢献活動

に寄与するとともに、ボランティア経験の浅い学生に対してボランティ

アのやりがいや魅力を広めることを目的として実施した。

　明日香村は「飛鳥・藤原の宮都とその関連資産群」として世界遺産登

録をめざしており、その構成資産の半分以上を巡ることができるように

コースが設定されている。また、持続可能な社会づくりのためにソフト

フラスク（折りたためる携行給水ボトル）の配布や、参加費等の一部で

菜の花のタネを購入して景観保全に役立てるなど、様々な取り組みが行

われている。

　当日は、スタートからおよそ11km地点の棚田に設けられた第２給食所で甘酒の提供を行った。

　　日　　時　 ①事前説明会：３月１日（水）10時00分〜11時30分 

　　　　　　　 ②活　　　動：３月12日（日）８時00分〜13時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②奈良県高市郡明日香村

　　参加者数　 18名（学生スタッフ11名、本学学生７名）

　　内　　容　 ランナーへの給水

　　企画学生の声

　・給水を行っていると、ランナーの方に「ありがとう」と声をかけていただくことがあり、ボラ

ンティアをしている側の自分たちが元気をもらい、ボランティアに参加してくれた学生に活動を

通してやりがいを感じてもらうことができました。

　・ボランティアに参加していただいた関大生との交流を楽しむことができ、ランナーの方の笑顔を

見ることができてとても充実した時間を過ごすことができました。

　　参加者の声

　・スポーツが好きなので、スポーツに関われるボランティアをやってみたいと思い参加しました。

ランナーの方に「ありがとう」と声をかけていただくこともあり、喜んでいただけていると感じ

られて嬉しかったです。（文学部・１年次生）

　・もともと給水ボランティアをしてみたいと思っていたので参加しました。ランナーの方と言葉を

交わしたり、アイコンタクトを取ることができたりしたことが嬉しかったです。（法学部・２年

次生）

⑳　子ども遊びボランティアinまちなかリビング北千里
　2022年度初めて企画を募集し、ベストアイデア賞を獲得した「学童

保育ボランティア」として、まちなかリビング北千里にて、ソフトバス

ケット大会（3on3）のお手伝いやボードゲーム・カードゲームを使用

した遊び等、子どもとのふれあいを通して、子どもとのかかわり方や距

離の縮め方を学び、コミュニケーション能力を向上させることを目的と

して実施した。

　当日はソフトバスケット大会の運営補助だけでなく、子ども達と一緒

にチームを組んで参加したり、小学生vs大学生の試合を行い、ソフトバ

スケット大会を盛り上げた。また、同施設で管理しているボードゲーム

やカードゲーム等の様々な遊び道具を使用して、ソフトバスケットの参

加待ちの子ども達やスポーツが苦手な子ども達と遊ぶ活動も行った。

　　日　　時　 ３月23日（木）16時00分〜18時00分

　　場　　所　 まちなかリビング北千里

　　参加者数　 13名（学生スタッフ５名、本学学生８名）

　　内　　容　 ソフトバスケット大会の運営補助・参加、子ども達との交流

　　企画学生の声

　・下見を行った時より子ども達の人数が多かったのにも関わらず、学生ボランティアの方々全員が

子ども達と交流をしていただくことができました。活動の最後まで、子ども達と交流するという

ことができ、手持ち無沙汰にならなかったことが非常に良かったと思います。また、児童センター

の職員さんには行くたびに「来てくれてありがとう。」というお言葉をいただくことができて、

嬉しいです。

　　参加者の声

　・子どもと遊ぶことがボランティアになるのならやってみたいと思ったので参加しました。子ども

と触れ合う中で、子どもにしかない発想を多く学び、とても楽しく活動することができ、ボラン

ティアに参加して良かったと思いました。（経済学部・1年次生）

　・子どもと遊びたいと思ったので参加しました。ボランティアに参加した自分が子どもから元気を

もらい、ボランティアにはこんな魅力もあるんだと実感しました。（大学院・2年次生）

（３）雨天中止事業

①　第4回大和川大掃除～未来につなげよう300人の小さな一歩～
　堺キャンパスの近くを流れる大和川河川敷において、各キャンパスの

学生、体育会所属学生、ボランティア団体所属学生、大学職員、ミズノ

株式会社社員など総勢300名が海につながる河川の環境美化に取り組む

ことで、SDGsや海洋プラスチック問題などを改めて意識してもらうこ

とを目的として企画したもの。

　学生スタッフは設立以来、本学学生にボランティア活動を通じてボラ

ンティアの魅力を知ってもらうために、様々なボランティア活動を同じ

学生目線で企画・運営してきた。特に河川敷の清掃活動については、

2011年度から2016年度まで500名規模で淀川河川敷の大掃除を行い、

ゴミの減少に貢献した。2017年度からは大和川河川敷に活動場所を移

し、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により規模を縮小することもあったが、継続的に清掃活

動を行っている。

　2022年度は多くの関大生にボランティア活動の魅力を知ってもらうべく、体育会11団体にご協

力いただき、コロナ禍前と同規模の300名で実施することを企画した。また、ボランティア活動を

通じて双方の充実と発展に寄与するため、本学と連携協定を結んでいるミズノ株式会社にもご参加

いただくことになっていたが、残念ながら当日雨天のため中止となった。

　　日　　時　 ２月19日（日）10時00分〜12時00分

　　場　　所　 大和川公園河川敷周辺

　　協　　力　 大和川河川事務所

　　　　　　　 ミズノ株式会社

　　内　　容　 大和川河川敷での清掃
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Ⅱ  ２  学生スタッフ事業報告

　学生の中には「ボランティアに関心があるけど一歩踏み出せない」という学生もおり、学生スタッ

フはそのような学生を後押しできるような学内のボランティア活動の企画のほか、様々な社会問題へ

の啓発活動を行っている。

（１）学生スタッフ企画

　学生スタッフ企画とは、ボランティア活動の魅力を広めるため、まずは学生スタッフ自身がボラ

ンティアの魅力を再認識するために企画・参加しているプログラムである。

①　ボランティア懇談会
　ボランティアに関心のある関西大学の学生にボランティア活動の魅力

を発信する１つの手段として、ボランティアコーディネートを実施して

いる。より多くの学生に参加してもらうことを目的として普段はお昼休

みに実施しているボランティアコーディネートを、今回はお昼休みから

３限終わりまで開室時間を延長して実施した。

　　日　　時　 ５月 13 日（金） 12時20分〜15時00分

　　場　　所　 誠之館２号館１階ボランティアステーション

　　内　　容　 ボランティアコーディネート

②　富士山自然保護ボランティアツアー（法政大学主催3大学連携事業）
　3大学（法政大学・明治大学・関西大学）連携事業の一環として、法政大学主催の世界遺産であ

る富士山の麓で森林整備事業に参加した。

　団体の方からオーバーユーズ（使いすぎ）やアンダーユーズ（活用不足）の重要性、環境問題に

ついてなどのお話を伺った後、6〜7名ずつのグループに分かれて森林保全活動に取り組んだ。草

木の伐採や薪割り、枯れ木処理など、慣れない作業を行うのは大変であったが、休憩時間には木登

りをしたりブランコに乗ったりして、日常では味わえない大自然とのふれあいを楽しんだ。

　　日　　時　 ５月22日（日）９時45分〜17時00分

　　場　　所　 静岡県富士宮市

　　主　　催　 認定特定非営利活動法人富士山クラブ

　　参加者数　 37名（学生スタッフ4名、職員1名、

　　　　　　　 他大学学生32名）

　　内　　容　 草木の伐採、薪割り、枯れ木処理

　　学生スタッフの声

　・階段づくりや道の開拓など、自分が想像していたよりもはるかに本格的な活動ができました。日

常生活の中で鍬や鋸を使ったりすることがないため、初めはうまく使えませんでしたが、コツを

つかんだ後は気持ち良い程スムーズに切れるようになったのが本当に楽しかったです。

③　びわ湖を美しくする運動
　 2022年度に引き続き、琵琶湖の特定外来生物の現状を把握

するために、実際に琵琶湖に足を運び、滋賀県が毎年7月1日

において「びわ湖の日」に実施している「びわ湖を美しくする

運動」の特定外来生物のオオバナミズキンバイおよびナガエツ

ルノゲイトウの駆除活動に参加した。

　滋賀県が取り組む、琵琶湖の環境保全について、現状と課題、

特に侵略的外来水生植物の繁殖力やその影響による被害を伺

い、行政として滋賀県が取り組むボランティアに関して知見を

深めた。また、実際に、湖岸に生息する大量のナガエツルノゲ

イトウを手作業で取り除く体験を行い、学生スタッフとして何

ができるのかを考えることに繋げ、今後企画する「琵琶湖ツー

リズム！～大学生で考える環境ボランティアの未来2022（実

践編）〜」で実現することとした。

　　日　　時　 ７月１日（金）９時00分〜10時30分

　　場　　所　 滋賀県大津市　大津市なぎさ公園周辺

　　協　　力　 滋賀県琵琶湖環境部自然環境保全課

　　参加者数　 ７名（学生スタッフ５名、職員２名）

　　内　　容　 特定外来生物オオバナミズキンバイおよびナガエツルノゲイトウの駆除及び関係者

への取材

④　2022ボランティア新企画募集～あなたの想いを伝えよう～
　関大生からボランティアの新企画を募集し、学生スタッフが企画者のボランティアへの想いを他

の学生に伝えるお手伝いをする。また、そのボランティアを実現することで学生スタッフの活動に

新しい視点を取り入れることを目的として、2022年度から新しく実施した。

　SDGsを意識した内容のボランティア活動で、関大生が学生スタッフとともに行うことができる

新たな企画を募集したところ、８事業の応募があり、ヒアリングなど選考を重ねベストアイデア賞

として「学童保育ボランティア」、学生スタッフ特別賞として「動物愛護団体のお手伝いをして、

犬猫と触れ合おう」の２事業が選ばれた。

　ベストアイデア賞として選ばれた「学童保育ボランティア」は学生スタッフのサポートのもと、

大阪府吹田市の「まちなかリビング北千里」にて、来館する子ども達と遊び、交流するボランティ

アとして実際に実施し、特典②として本センター活動報告書にも掲載した。

　　募集期間　 ７月25日（月）〜８月31日（金）

　　募集内容　 SDGsを意識した内容で、複数名が参加できて、みんなで

楽しめるボランティア活動のアイデア

　　募集対象　 関西大学に所属の個人またはグループ
特典： ①選ばれたアイデアは、学生スタッフのサポートのもと、実際に企画として実施

②ボランティアセンターが発行する「活動報告書」に記載
③ボランティア体験ツアーに企画者の名前を付すことができる

　　応 募 数　 ８グループ
○ キャンパスで大地震発生から避難までを考える・新！関大クリーン大作戦
○ 子ども達が防災について学べる遊びを提供する活動・子ども達とのふれあい大作戦
○ 二酸化炭素を減らし地球の環境を守るための植林ボランティア
○ 私たちの手で綺麗な海を守ろう！海岸清掃in大阪湾沿岸の浅場
○ 学童保育ボランティア・動物愛護団体のお手伝いをして、犬猫と触れ合おう

　　学生スタッフの声

　・アイデアを応募してくれたグループへヒアリングを行うことで、アイデアをより具体的に深掘す

ることができました。

　・多くの学生に参加してもらうために、広報期間をより長く設け、ボランティアセンター機関誌の

配布などで知ってもらう機会を作る工夫をするべきでした。また、体験ツアー化する企画を選定

してから実施までに時間がかかりすぎたため、次に実施する際は実施までのプロセスまで細かく

決めておきたいです。

⑤　ようこそ！　関大サロンへ
　コロナ禍でも実施できるボランティア活動として、吹田市社会福祉協議会の協力を得て、2021

年度から高齢者施設に入所する方々とZoomを繋いだオンライン交流会を開始した。

　同世代の交流だけでなく、高齢者のような日常の中ではつながりを持ちにくい異世代との交流を

通して、高齢者の人々の文化を享受するだけでなく、一緒にゲームや歓談を行い、地域において世

代を超えたつながりや相互理解を深める機会を創出することを目的として実施した。加えて、高齢

者の方との接し方を学び、学生のコミュニケーション能力の向上を図るとともに、高齢者の方や施

設職員との関わりの中で、どのようなボランティアや支援が必要なのかを知り、これから新たに行

う活動を企画する際の気づきを得ることができた。

　今後は、関大生を募集してボランティア体験ツアーとして実施することを予定している。

　　日　　時　 ①９月５日（月）13時30分〜14時30分

　　　　　　　 ②３月15日（水）13時30分〜14時30分

　　場　　所　 オンライン（Zoom）

　　受入団体　 社会福祉法人 秀明会「特別養護老人ホーム あす～る吹田」

　　参加者数　 ①10名（学生スタッフ４名、職員２名、高齢者３名、施設職員１名）

　　　　　　　 ②11名（学生スタッフ３名、職員３名、高齢者３名、施設職員２名）

　　内　　容 高齢者とのゲーム・クイズ、歓談

　　学生スタッフの声

　・高齢者の方が「楽しかった、ありがとう」と言って涙まで流してくださり、短い時間で、これほ

ど感動していただけたのがとても嬉しかったです。

　・普段あまり話すことのない年代の方々と会話することができ、とても思い出に残る良い時間を過

ごせました。

⑥　まちFUNまつりin関西大学2022　子ども店長サポートボランティア
　子ども達を中心に、ともに楽しみ学べる場を地域に作ることを目的として活動している特定非営

利活動法人 ママふぁん関西との共催事業として実施した。

　「地域に開かれた大学」を目指して始まった本イベントは、今回で6回目を迎えた。学生スタッ

フも毎年運営補助ボランティアとして参加しており、2022年度は子ども達が店長となって出展

ブースのお店を手伝い、お金のやりとりも行うことで働く楽しさやお金の大切さを学ぶ職業体験イ

ベント「子ども店長」企画のサポートを行った。

　事前にお給料袋やくじを作成し、当日も会場設営の手伝いを行った。来場した子ども達がエプロ

ンに着替える手伝いや働くお店を決めるくじ引きの対応をする中で、学生スタッフは子ども達の緊

張がほぐれるように、声掛けをするなど工夫しながら活動をした。

　　日　　時　 10月９日（日）10時00分〜13時30分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館およびその周辺

　　参加者数　 学生スタッフ７名

　　内　　容　 お給料袋やくじの作成、会場設営、「子ども店長」事業のサポート、子ども達との交流

　　学生スタッフの声

　・子ども達の元気な姿に勇気づけられる、楽しい時間でした。

　・子ども店長自身が楽しかったと笑顔で言ってくれたり、お給料を手渡しするときにありがとうと

声をかけてくれたりして、うれしかったです。

⑦　非常食配布イベント
　防災意識の向上はもちろん食品ロス削減に取り組むことでSDGsの「つくる責任　使う責任」の

達成への貢献を目指して、公益社団法人 日本非常食推進機構より提供していただいた使用期限が

迫った非常食（防災備蓄品）を配布した。

　当日は、保存用ビスケット、保存用飲料水、アルファ化米の三種類の非常食を配布するのにあわ

せて、学生スタッフが広く認知されるように広報を行った。

　配布数は、保存用ビスケット300個、保存用飲料水100本、アルファ化米41個だった。

　　日　　時　 10月10日（月）12時20分〜12時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館１階学生センター前

　　参加者数　 学生スタッフ７名

　　内　　容　 保存用ビスケット・保存用飲料水・アルファ化米の配布

（２）ボランティア体験ツアー

　ボランティア体験ツアーとは、「ボランティアに関心があるけど一歩踏み出せない」という学生に、

ボランティアの第一歩として気軽に参加できるボランティア活動として実施しているプログラムで

ある。

①　関大クリーン大作戦～関大前の交流の輪を広げよう！～
　関西大学周辺まちづくり勉強会※主催の清掃活動にボランティア活動

として参加した。

　当日は、地域の方や体育会学生と協力して、関大前通りや千里山ユー

トピア遊園の清掃を行った。道端にはタバコの吸い殻が多く、側溝にも

マスクや包装紙のゴミが多く落ちていた。ゴミ拾いを終えたら、根を残

さないように専用の道具などで掘り起こしながら千里山ユートピア遊園

の除草作業を行った。普段なかなか関わることのない地域の方と交流し

ながらの活動となり、終始笑顔が絶えない時間となった。

※阪急電鉄関大前駅周辺の地域において、安心・安全で活力と魅力あふれる「ま
ちづくり」を推進し、自治会、関大前商店街、学校法人関西大学及び行政で
課題を共有し、方策を検討することを目的とした組織。現在は、関大前ラボ
ラトリ（通称まち・かん）の管理運営及び関大前周辺地域の美化活動を主な活動としている。

　　日　　時　 ４月14日（木）８名、５月12日（木）雨天中止、６月９日（木）６名、10月13日（木）

７名、11月10日（木）３名、12月８日（木）７名　14時00分〜15時00分

　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ15名、本学学生延べ16名

　　場　　所　 阪急電鉄関大前駅～関西大学正門の周辺道路、千里山ユートピア遊園

　　主　　催　 関西大学周辺まちづくり勉強会

　　内　　容　 関大前通り、千里山ユートピア遊園の清掃

　　企画学生の声

　・関大前はタバコのゴミや雑草が多く、清掃のやりがいが大きいと感じました。また、地域の方や

関大生とも交流しながら行えたため、最後まで良い雰囲気で清掃できたと思います。

　・参加してくれた関大生と活動中もたくさん話せました。１人で清掃に集中するよりも話しながら

のほうが楽しく、時間が過ぎるのが早かったです。

　　参加者の声

　・コロナ禍でも自分がやれることに挑戦したかったから参加しました。地域の人と交流できてよ

かったです。（社会学部・２年次生）

　・街が綺麗になっていくのがうれしかったです。地域の人たちとも協力しあうことができて、充実

した時間でした。（法学部・1年次生）

②　関大クリーン大作戦in高槻
　普段利用している駅やキャンパス周辺を清掃し、景観を保護すること

で、学生や地域の方々が気持ちよく利用することを目的に、また、阪急

高槻市で活動することで高槻キャンパス、高槻ミューズキャンパスの学

生も気軽にボランティアに参加できる機会を設けることを目的として実

施した。

　4月実施時は、阪急高槻市駅周辺の本通り商店街と中通り商店街の二

手に分かれて、清掃活動を実施した。11月実施時は、参加者全員で清

掃活動を実施した。両日とも、最初にアイスブレイクを行い、交流をし

てから清掃活動に取り組んだため、雰囲気がよく楽しく活動することが

できた。

　　日　　時　 ①４月17日（日）９時00分〜10時30分

　　　　　　　 ②11月27日（日）９時00分〜10時30分

　　場　　所　 阪急高槻市駅周辺

　　参加者数　 ①15名（学生スタッフ５名、本学学生10名）

　　　　　　　 ②７名（学生スタッフ６名、本学学生１名）

　　内　　容　 阪急高槻市駅周辺の清掃

　　企画学生の声

　・想像していたよりも多くの人に参加してもらうことができて、アイスブレイクや清掃活動中は参

加者同士の交流があり、いい雰囲気で活動することができてよかったです。

　・活動中に通りがかった地域の方から「お疲れ様です。」というお言葉をいただくことができて、

嬉しかったです。

　　参加者の声

　・友達の輪を広げたいと思い参加しました。ゴミをたくさん拾うことができてやりがいがありまし

た。（社会安全学部・１年次生）

　・少人数のグループに分かれてのゴミ拾いだったので、1人で参加しても他の参加者と話しながら

活動しやすくて良かったです。（総合情報学部・３年次生）

③　淀川掃除
　淀川河川敷の清掃をすることで、大阪湾へゴミが流れ込むことを防ぎ、

淀川の水質や景観を保護することを目的に、また、清掃活動という気軽

に参加できる点を活かして、関大生にボランティア活動の魅力を広める

機会にすることを目的として実施した。2021年度には、淀川河川事務

所に相談を行ったうえで、これまで清掃を行っていた南方地区から行政

の対応が追い付いていないより河口の西淀川区福町地区へ場所の変更を

行った。

　４月実施時は雨天だったため、河川敷の手前を２グループに分かれて

清掃活動を行い、途中でグループを入れ替える等、参加者同士がより多

く関われるよう工夫を行った。

　10月実施時は晴天に恵まれ、5グループに分かれて河川敷を広く清掃

した。

　　日　　時　 ①４月24日（日）10時00分〜12時00分

　　　　　　　 ②10月23日（日）10時00分〜12時00分

　　場　　所　 大阪市西淀川区　阪神福駅近くの河川敷

　　参加者数　 ①26名（学生スタッフ8名、本学学生18名）

　　　　　　　 ②20名（学生スタッフ10名、本学学生10名）

　　内　　容　 淀川河川敷の清掃

　　企画学生の声

　・雨の中での実施となり、予定していた通りの淀川掃除は出来ませんでしたが、参加者の方から「楽

しかった」という言葉が聞けて嬉しかったです。

　・通りすがりの地域の方からどこの大学の団体なのかと尋ねられ、「ありがとうね、頑張って！」

とお声掛けいただいて嬉しかったです。

　　参加者の声

　・河川敷には多くのゴミが落ちていて、それらを拾っていくことが単純に楽しかったし、学生ス

タッフの方や参加者の方と色々話せてよかったです。（外国語学部・１年次生）

　・前に参加した清掃ボランティアで誘ってもらったので、参加しました。思っていたよりもプラス

チックのゴミが多くて驚きました。（政策創造学部・１年次生）

④　献血呼びかけボランティア

　献血の必要性を多くの学生に伝えることが、社会貢献につながるとい

うことを知ってもらうこと、また、気軽に参加できる学内ボランティア

を通じて、ボランティアの良さを身近に感じてもらい次のボランティア

活動参加のきっかけを創出することを目的として実施した。

　現在の日本では少子高齢化が進み、輸血を必要とする高齢者の割合が

増える一方で、それを支える若者の献血者数が減っているという危機的

状況にある。また、血液は長期の保存ができないため、安定的な供給が

必要であるが、献血について学生の関心が薄いのが現状である。

　献血を実施の広報だけでなく、当日は、献血車前で看板を持って献血

協力の呼びかけを行った。

　　日　　時　 ４月25日（月）14名、４月26日（火）９名、５月10日（火）６名、６月７日（火）８名

　　　　　　　 10月12日（水）10名、10月20日（木）３名、11月11日（金）６名、12月５日（月）４名

　　　　　　　 11時30分〜13時30分、12時00分〜13時00分

　　　　　　　 ※10月20日は関大防災DAYの事業の一環として実施した。
　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ40名、本学学生延べ20名

　　場　　所　 千里山キャンパス総合図書館前、悠久の庭前、

　　協　　力　 大阪府赤十字血液センター

　　内　　容　 献血への協力呼びかけ

　　企画学生の声

　・授業終わりで人通りが多い時間帯に呼び込み時間を設定したため、効果的に呼びかけが行えたと

思います。前を通った方が自分たちの呼びかけに反応してくださって嬉しかったです。また、毎

月行っているので声を出すことに慣れてきて、積極的に声かけをすることができました。

　・呼びかけを行ったことで、多くの学生に献血実施中であることに気付いてもらうことができまし

た。呼びかけに反応してくださる方もいて嬉しかったです。

　　参加者の声

　・輸血経験があるため、恩返しになればと思って参加しました。活動はアットホームな雰囲気で楽

しむことができました。（文学部・２年次生）

　・自分が想像していた以上に人が集まり、献血に協力していたので、声掛けの達成感を感じました。

（商学部・３年次生）

⑤　関大花植え活動（大学昇格100年記念）
　大学昇格100年記念事業の一環として、経済学部と商学部の学び舎で

ある第２学舎１号館前の広場を、山岡順太郎の胸像とともにリニューア

ルすることとなり、管財課の協力のもと、花壇の花植え活動を実施した。

大学昇格100年という節目に、緑のなかで新しい仲間と出会って交流し

ながら、学生たちの愛校心を育むこと。また、今後の広報を含めて、「ボ

ランティアセンター学生スタッフ」が大学内で広く認知されることを目

的として実施した。

　当日は、業者の方の指示に従いながら土を掘り、花を植えた。活動の

途中から雨が降りだしたため、レインコートを着用しての活動になった

が、参加者全員が熱心に取り組んだ結果、予定よりも広い範囲に花を植

えることができた。

　　日　　時　 ５月13日（金）９時00分〜12時10分

　　場　　所　 千里山キャンパス第2学舎1号館前広場

　　参加者数　 30名（学生スタッフ９名、本学学生21名）

　　内　　容　 花壇の花植え

　　企画学生の声

　・花を植える場所の土が硬くて、掘るのに思ったより時間がかかって大変でした。また、植えると

きに花の間隔や全体のバランスを考えるのが難しかったので、わからないことがあったら業者の

方に質問しながら作業をすすめました。

　・業者の方から「これからも手伝いにきてほしい」と言って褒めていただけて、嬉しかったです。

　　参加者の声

　・花植えに興味が湧いたので参加しました。想像していたよりも体力を使い、花壇がきれいになっ

ていくのが分かってやりがいがありました。（システム理工学部・４年次生）

　・ボランティア活動を体験してみたかったので参加しました。自分の活動が花というかたちで残っ

て嬉しいです。（文学部・１年次生）

⑥　高槻景観美化ボランティア
　自然と共生する「花と緑のまちづくり」に寄与することを目的として

いる高槻市のNPO法人「花と緑のまちづくり 高槻景観園芸クラブ」と

の連携事業として活動に参加し、学生に環境美化、地域交流の必要性を

学んでもらうことを目的として実施した。

　高槻景観園芸クラブの方々から活動の説明を受けた後、初対面の学生

の緊張をほぐすためにアイスブレイクを行った。高槻景観園芸クラブの

方々の指示に従い、苗床を整備して花を植えていく中で、良い苗の見分

け方や植物の種類なども教えていただいた。

　11月実施時は花を植えた後、花壇周りや他の花壇に積もった大量の

落ち葉を拾い集め、花壇全体の景観を美しく整えた。

　幅広い世代の憩いの場所である公園を美化し、まちづくりに関心を持

てるような事業は貴重なものであり、団体の方々とコミュニケーション

を取りながら、楽しく花植え活動を行うことができた。

　　日　　時　 ①５月14日（土）８時50分〜11時00分

　　　　　　　 ②11月20日（日）９時00分〜11時00分

　　場　　所　 大阪府高槻市　高槻城公園

　　　　　　　 連携先 NPO法人 花と緑のまちづくり 高槻景観園芸クラブ

　　参加者数　 ①７名（学生スタッフ５名、本学学生２名）

　　　　　　　 ②６名（学生スタッフ４名、本学学生２名）

　　内　　容　 高槻城公園内の花壇の手入れ、地域の方との交流

　　企画学生の声

　・団体の方といろんなお話をしながら花植え活動を行い、花植えをしたことがない学生でも不安な

く楽しめた事業でした。参加学生にボランティアの魅力を伝えるとともに、自身も改めてボラン

ティアの魅力を感じることができました。

　・花にも一つ一つ個性があり、それぞれに花の魅せ方があるのだと初めて知り、ただ活動するので

はなく、何かを意識して取り組むことの大切さを学びました。

　　参加者の声

　・花壇の手入れをしたことがなく、一度してみたいと思ったので参加しました。花壇が綺麗になっ

た際に感じた達成感や団体の方々との交流を通じて、ボランティアの魅力や楽しさを感じること

ができました。（法学部・４年次生）

⑦　関大クリーン大作戦in梅田
　梅田キャンパスの周辺を清掃することで環境や景観を保護し、通行す

る人々が気持ちよく過ごすことができるようにすること、気軽に参加で

きるボランティア活動として清掃活動に参加することでボランティアの

やりがいや楽しさを感じてもらうことを目的として実施した。

　当日は、梅田キャンパスの教室にてアイスブレイクを行ったあと、２

グループに分かれて茶屋町エリアの清掃を約１時間行った。清掃活動中

には、通りがかった人や清掃ルートの並びにある店舗の方からお礼の言

葉をもらうことができ、参加者の達成感や満足感につながった。日曜の

朝ではあったが人通りや車が多く、学生スタッフが時折声をかけて注意

を促しながら活動した。

　　日　　時　 ①５月15日（日）９時00分〜11時00分

　　　　　　　 ②11月13日（日）９時00分〜11時00分

　　場　　所　 梅田キャンパス周辺

　　参加者数　 ①19名（学生スタッフ５名、本学学生14名）

　　　　　　　 ②13名（学生スタッフ３名、本学学生10名）

　　内　　容　 梅田キャンパス周辺の清掃

　　企画学生の声

　・アイスブレイクで学部や趣味などの自己紹介を行ったので、活動中の話題ができてすごく話しや

すかったです。友達同士が一緒になるようにグループ分けしたのがよかったのか、参加した学生

同士楽しそうに活動していました。

　・清掃の距離を延ばすなどの工夫をしましたが、ルートによってゴミの量が違っていたので、ルー

トの見直しが必要だと感じました。雨の中での活動でしたが、みんなで楽しく清掃活動ができた

ので嬉しかったです。

　　参加者の声

　・活動場所が梅田なので参加しやすいと思い参加しました。普段なかなかゴミ拾いを行う機会がな

かったので経験できて良かったです。（商学部・１年次生）

　・一度ボランティアに参加してみたいと思ったので参加しました。自分たちで街を少しでも綺麗に

する活動ができ、良い経験になりました。（社会安全学部・１年次生）

⑧　関大クリーン大作戦～千里山キャンパス周辺の清掃～
　普段自分たちが利用している千里山キャンパス周辺を清掃することで

環境や景観を保護し、関大生や地域の方々がより気持ちよく過ごすこと

ができる。また、授業の空きコマに気軽に参加できることでボランティ

ア活動を身近に感じてもらうことを目的として実施した。

　活動前にアイスブレイクを行い、学部や学年に関係なく学生同士が交

流することで、その後の活動も和やかな雰囲気で進めることができた。

清掃は関大前ルートと名神高速道路沿いルートの2コースに分かれて

行った。ゴミは「燃えるゴミ」「ビン・カン」「ペットボトル」の3つに

分類して集めたが、タバコの吸い殻が最も多く、ゴミを拾うだけでなく、

今後はゴミを捨てる人が少なくなるように啓発を目的とした活動も検討

している。

　　日　　時　 ①５月21日（土）10時40分〜12時10分

　　　　　　　 ②10月15日（土）10時40分〜12時10分

　　場　　所　 千里山キャンパス周辺

　　参加者数　 ①10名（学生スタッフ３名、本学学生７名）

　　　　　　　 ②16名（学生スタッフ７名、本学学生９名）

　　内　　容　 千里山キャンパス周辺の清掃

　　企画学生の声

　・ゴミの量が少なく、やりがいを感じにくいのではないかと心配でしたが、清掃中はずっと楽しく

会話しながら活動を行うことができました。

　・参加者の１回生が１人で、他の上級生と仲良くなれるかどうか不安がありましたが、始まってみ

ればみんな会話が絶えず、終始楽しく活動することができました。

　　参加者の声

　・自分が通っている大学に恩返しをしたいと思って参加しました。意外と大学の周りが綺麗だった

ことに驚きました。（社会学部・３年次生）

　・アルバイトをやっていないため、他に何か出来ることはないか、頑張れることはないか、と探し

ていたらこのボランティアを見つけて参加しました。意外と細かいゴミが多く、拾うのが大変で

したが、充実した時間を過ごせました。（法学部・１年次生）

⑨　関西大学×法政大学 スポーツゴミ拾い
　法政大学と連携しZoomを用いて合同でゴミ拾いを実施した。「スポー

ツゴミ拾い」とは、制限時間内に指定されたエリアのゴミを拾い、拾っ

たゴミの量と種類で得点を競い合うというスポーツ要素を加えた、日本

発祥の新感覚清掃活動である。ゴミ拾いにスポーツ要素をかけ合わせる

ことで、ゴミ拾いをスポーツ感覚で楽しみ、ボランティアへの興味を引

き出し、法政大学の学生と交流を深め、参加者同士で協力してゴミ拾い

を行うことで連帯感や達成感を得ることを目的として実施した。

　当日は、Zoomを繋ぎながらキャンパス周辺の清掃を行い、清掃の様

子だけでなく、キャンパスの様子なども映すことで大学の所属を超えて、

学生ボランティア同士の交流も行うことができた。

　　日　　時　 ①５月29日（日）14時00分〜16時20分

　　　　　　　 ②３月13日（月）13時50分〜16時20分

　　場　　所 ①関西大学千里山キャンパス周辺および凜風館１階学生ラ

ウンジ

　　　　　　　 　法政大学市ヶ谷キャンパス周辺および外濠校舎３階S305

　　　　　　　 ②関西大学千里山キャンパス周辺および尚文館１階マル

チメディアAV大教室

　　　　　　　 　法政大学市ヶ谷キャンパス周辺および外濠校舎３階S305

　　共　　催 法政大学ボランティアセンター、法政大学ボランティアセ

ンター学生スタッフ VSP

　　参加者数 ①32名（学生スタッフ10名、本学学生７名、法政大学15名）

　　　　　　　 ②25名（学生スタッフ７名、本学学生６名、法政大学12名）

　　内　　容 それぞれのキャンパス周辺のゴミ拾い、クイズ大会、法政大学との交流

　　企画学生の声

　・拾ったゴミを得点化して競うのはゲーム感覚があり、参加者

に楽しんでもらえたように思います。参加者の方がゴミを袋に

入れるときに何を拾ったかを伝えてくれたので、記録がスムー

ズに進みました。

　・単なるゴミ拾いではなく、ゴミを点数化してチーム対抗で競う

ことで、楽しみながらも一生懸命に取り組むことができ、参加

者にボランティアを楽しむ感覚を味わってもらえて、非常に良

かったです。

　　参加者の声

　・スポーツゴミ拾いはゲーム性があり、法政大学の学生と交流し

ながら楽しく活動することができました。（文学部・２年次生）

　・学生スタッフの方もほかの参加者の方も丁寧に接してくれて嬉

しかったです。おかげで楽しく街を綺麗にすることができまし

た。（法学部・２年次生）

⑩　1000000人のキャンドルナイト 茶屋町スロウデイ2022
　梅田・茶屋町エリアの企業、地域団体、学校および行政などが集まっ

て“歩いて楽しいまちづくり”を推進し、茶屋町の魅力を発信する本イ

ベントに2017年度から参加している。魅力発信に取り組み地域の活性

化を行い、キャンドルの灯りを見てくれる人に気持ち安らぐ時間や癒し

を提供することを目的として実施した。

　2022年度は「Convivial 〜ともに愉しむ日～」をテーマに、３年ぶ

りの現地開催となった。「キャンドルの灯りが人々の心に安らぎと未来

への希望をもたらすように」という願いを込めて、学生スタッフは

CHASKA茶屋町（ジュンク堂書店）前にキャンドルアートを設置した。

　事前に学生スタッフが考えたデザインを基にキャンドル装飾を行い、

設置・点火・火の見守り・会場の片付け等の活動を行った。

　キャンドルに火が灯り、日が落ちて街が暗くなるにつれて、大勢の方がキャンドルアート前で足

を止めて写真撮影を行い、キャンドルの光に照らされた笑顔に溢れたイベントとなった。

　　日　　時　 ①事前説明会：５月25日（水）12時20分〜12時50分

　　　　　　　 ②活　　　動：６月１日（水）13時00分〜22時00分

　　場　　所　 ①千里山キャンパス凜風館1階ピアエリア／オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②大阪市北区　CHASKA茶屋町

　　参加者数　 24名（学生スタッフ11名、本学学生13名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明会

　　　　　　　 ②キャンドル装飾の制作・設置・点灯・見守り

　　企画学生の声

　・CHASKA 茶屋町全体がキャンドルの温もりに包まれた空間を体感できて良かったし、自分がそ

の空間を作る側として携わることができて嬉しかったです。たくさんの方達が見に来てくれたり

写真を撮ったりしてくれて、地域の活性化に貢献できたと思えました。

　・日が沈んだ後、キャンドルが光っている景色を見た時に、とても感動しました。たくさん写真

を撮っている方や、キャンドルの灯をずっと眺めている方もいらっしゃって嬉しかったです。

　　参加者の声

　・点灯時間までにキャンドルの設置が間に合うか不安でしたが、参加者の方々と協力して取り組み、

デザイン通りのものを完成させることができました。点灯した綺麗なキャンドルを見ると、達成

感や安らぎを感じることができ、ボランティアに参加して良かったと感じました。（社会学部・

１年次生）

　・一緒に活動した関大生と仲良くなることができ、入学してなかなか友達ができなかった自分に

とってすごく嬉しく、楽しいボランティア活動でした。（社会学部・２年次生）

⑪　大和川掃除
　堺キャンパス周辺を流れる大和川河川敷を清掃することで景観を清潔

に保つことができ、地域の方が河川敷をより気持ちよく利用できると同

時に、堺キャンパス周辺の地域貢献活動を目的として実施した。

　本活動は、堺キャンパスに通う学生にとって参加しやすい活動場所で

あることから、堺エリアで活動を展開しているボランティア団体

「WEVO」とも連携して実施している。

　当日は雲が多かったが気温は高かったため、こまめに休憩をとり、熱

中症に気を付けながら清掃活動をした。河川敷には大和川上流から家庭

ゴミやペットボトル等が流れてくるため、参加者全員で力を合わせて清

掃することで河川敷を綺麗にすることができた。

　　日　　時　 ６月５日（日）９時30分〜11時30分

　　場　　所　 大阪府堺市　大和川左岸河川敷

　　参加者数　 72名（学生スタッフ14名、本学学生17名、WEVO所属学生41名）

　　内　　容　 大和川河川敷の清掃

　　協　　力　 WEVO

　　企画者の声

・普段交流する機会が少ないWEVOの方達と交流することが出来て、貴重な機会でした。一見何も

無いように見えても、掘ってみると靴が1足出てくるなど、砂に埋まっているゴミが沢山見られ

ました。

　・同じグループの方たちと楽しく話しながら協力して清掃することができて良かったです。堺キャ

ンパスの方と一緒に活動することは初めてだったので、とても新鮮でした。キャンパス間の交流

にもなり、有意義な活動となりました。

　　参加者の声

・社会経験を積むために参加しました。初対面の人とも話すことができたので良かったです。（法

学部・３年次生）

　・ボランティアの経験を積む良い機会になると考えたので、参加しました。活動自体は思っていた

よりも短く感じ、少人数でのグループだったので活動しやすかったです。（法学部・３年次生）

⑫　吹田くわいボランティア 
　若者の農業への関心が低下し、千里山キャンパスがある吹田市の特産

品である吹田くわいの認知度が低いという現状がある。そこで、吹田く

わいの植え付けから収穫まで一年を通した活動を通して、吹田くわいに

ついて深く理解してもらうとともにボランティアの魅力に気付いてもら

うことを目的として実施した。

　どちらの活動も、農園の方から吹田くわいの説明をしていただき、植

え付けや収穫のコツについてお話しいただいた後、作業を行った。植付

けでは、日常生活では着る機会のない胴長を着用しての作業に苦戦しな

がらも、参加者同士で声を掛け合い農業の大変さを感じながら活動した。

収穫では、備中鍬でくわいを傷つけないように慎重に泥をかき分けなが

ら、全部で約700グラムのくわいを収穫した。

　　日　　時　 ①植え付け：６月16日（木）14時45分〜17時00分

　　　　　　　 ②収　　穫：12月５日（月）14時45分〜17時00分

　　場　　所　 大阪府吹田市　西農園

　　協　　力　 吹田市都市魅力部 地域経済振興室

　　参加者数　 ①13名（学生スタッフ５名、本学学生８名）

　　　　　　　 ②６名（学生スタッフ６名）

　　内　　容 吹田くわいの植え付けと収穫作業の手伝い

　　企画者の声

　・大学のある吹田市の特産品に触れることができ、地域のことを少しでも知るきっかけとなりまし

た。

　・くわいを収穫する作業は考えていたよりも大変でしたが、そのぶん達成感があり、泥の中からく

わいを見つけた時は嬉しい気持ちになりました。頂いたくわいを家に帰って素揚げにして食べて

みると、自分達で収穫したこともあってとても美味しかったです。

　　参加者の声

　・普段の生活で農業に関わることがないので、やってみたいなと思って参加しました。農業体験だ

けでなく、くわいの事を知ることもできてよかったです。（文学部・４年次生）

　・「すいたん」のモチーフであるくわいに興味があったので参加しました。また、学生スタッフの

方が話しやすくてよかったです。農家の方のお話も面白かったです。（法学部・２年次生）

⑬　飛鳥光の回廊2022 ～明日香をともす「和」のひかり～
　明日香村で毎年行われている、石舞台古墳をはじめ岡寺や飛鳥寺など、

明日香村内の代表的な史跡・寺社・施設をろうそくやLEDライトの明か

りで彩る地域活性化イベントで、奈良県明日香村との連携事業として実

施した。

　「キャンドルの輪と和でつながる光」を関西大学のテーマとし、キャ

ンドルのデザインや配置を考え、他の活動では得られない大変さと、よ

り大きなやりがいや達成感を感じることができた。

　残念ながら1日目は雨天のため中止となったが、石舞台古墳や奈良県

立万葉文化館などを見学し、明日香村の歴史や文化的価値について学ん

だ。2日目は、用意した約3000個の色付き紙コップを「ボランティア

センター 2022」という文字やピラミッド、円の形に並べた。夕方から

は多くの方が来場し、写真撮影をしたりと笑顔溢れる楽しい空間となった。

　　日　　時　 ①事前説明会：９月１日（木）12時00分〜13時00分

　　　　　　　 ②活　　　動：９月23日（金）10時00分〜17時00分

　　　　　　　 　　　　　　　９月24日（土）11時00分〜22時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②奈良県高市郡明日香村　川原寺跡

　　連 携 先　 奈良県明日香村

　　参加者数　 40名（学生スタッフ延べ21名、本学学生延べ19名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明

　　　　　　　 ②キャンドルデザイン案の作成、キャンドルを入れる紙コップの制作、

　　　　　　　 　キャンドルの設置・点灯・撤去、明日香村の散策、地域の方との交流

　　企画学生の声

　・イベントが始まると多くの方が見に来てくださり、「きれい」「すごい」などのお声をきくことが

でき、このイベントに関西大学ボランティアセンター学生スタッフとして参加してよかったと思

いました。

　・気温が高い中、多くのキャンドルを並べていくのは大変だったが、みんなで協力し合いながら長

時間かけて作り上げたので、その分、夜になりキャンドルの灯りがきらきらしているのを見ると

とても達成感を感じることができました。

　　参加者の声

　・楽しそうだと思ったので参加しました。思っていたよりずっと大変だったけど、終わったあとの

達成感が気持ちよかったです。（社会安全学部・1年次生）

　・みんなでキャンドルを並べるのがとても楽しかったです。参加して良かったと思いました。（経

済学部・1年次生）

⑭　下校見守り活動
　吹田警察生活安全課防犯係と連携して、千里山キャンパス近くの小学

校に通う子どもが安全に下校できるような環境を守ることを目的とし

て、千里山キャンパス周辺の小学校の下校時間にあわせて正門前で見守

り、声かけを実施した。

　当日は、子どもたちが「さようなら」「気を付けて帰ってね」と声を

かけると元気よく挨拶を返してくれたり、関西大学という名前を見て

「知ってる！」と声をかけてくれたりと、参加した学生ボランティアと

の交流を楽しむ様子が伺えた。

　　日　　時　 10月11日（火）７名、13日（木）４名、14日（金）４名　14時00分〜15時00分

　　　　　　　 10月12日（水）３名　12時45分〜14時15分

　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ10名、本学学生延べ８名

　　場　　所　 吹田市立千里第二小学校

　　協　　力　 吹田警察署生活安全課防犯係

　　内　　容　 小学校正門前での声掛け、見守り

　　企画学生の声

　・見守り活動中はできるだけ腰を屈めて、子どもたちと目線の高さを合わせて挨拶することを心が

けるようにしました。地域に根ざしたボランティア活動を企画できてよかったです。

・元気に挨拶をしてくれた子どもも多く、見守り活動をしている私たちの方が元気をもらいました。

　　参加者の声

　・実際に吹田警察署の方と連携して、見守り活動をするという貴重な経験ができて良かったです。

小学生から挨拶を返してもらえたりして本当にやってよかったと思いました。とてもいい経験に

なりました。（法学部・３年次生）

　・はじめてのボランティア活動で緊張していましたが、学生スタッフの方も職員の方も優しくて安

心しました。見守り活動もやりがいを感じることができたので、参加してよかったです。（商学部・

３年次生）

⑮　琵琶湖ツーリズム！～大学生で考える環境ボランティアの未来2022（実践編）〜
　関西大学ボランティアセンターは2017年度から琵琶湖の保全活動に

取り組んでいる。2017年度は特定外来生物オオバナミズキンバイ駆除

活動、2018年度は清掃活動を実施し、2019年度及び2020年度は新型

コロナウイルス感染症拡大の影響により実施を見合わせた。

　本学主催３大学（法政大学・明治大学・関西大学）連携事業として、

法政大学の学生ボランティアとともに、琵琶湖岸の環境保全活動として

滋賀県長浜市の南浜漁港にて、船の出港を妨げている特定外来生物ナガ

エツルノゲイトウの駆除活動を行った。

　当日は、学生ボランティア全員が胴長とライフジャケットを身につけ、

岸と舟上よりナガエツルノゲイトウの駆除活動を行った。ナガエツルノ

ゲイトウは、琵琶湖や内湖、河川などの水際に生育している水陸両生の多年生の植物で、茎の断片

からも再生するほど繁殖力が強いため、機械ではなく手作業で根や茎をできるだけ残さないように

根本から丁寧に引き抜き、陸に上げる作業を熱心に行った。

　その結果、夕方には、湖面が見えないほど群生していたナガエツルノゲイトウのほとんどを駆除

することができ、参加者全員がやりがいや充実感を得ることができ、大学生として環境ボランティ

アの未来を考えるうえでの契機となった。また、今回の活動を通して、大学の所属を超えて学生ボ

ランティア同士が交流を行うことができ、有意義な1日となった。

　　日　　時　 ①事前説明会：10月11日（火）12時15分〜12時50分

　　　　　　　 ②駆 除 活 動：10月16日（日）７時30分〜18時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②滋賀県長浜市　南浜漁港

　　活動協力　 滋賀県立琵琶湖博物館　特別研究員 /

　　　　　　　 滋賀県琵琶湖環境部 自然環境保全課 副主幹　中井 克樹 氏

　　　　　　　 南浜漁業協同組合

　　参加者数　 ①36名（学生スタッフ30名、本学学生６名）

　　　　　　　 ②42名（学生スタッフ24名、本学学生５名、法政大学９名、教職員４名）

　　内　　容　 特定外来生物ナガエツルノゲイトウの駆除活動

　　企画学生の声

　・ナガエツルノゲイトウは、とるのが難しく、無理に引っ張っても途中で切れてしまうと意味が

なく、ナガエツルノゲイトウの駆除の大変さに驚きました。活動後のきれいな湖面を見たからこ

そ、自然をこれからも大切にしていかなければいけないと感じました。

　・関西大学及び法政大学の学生、職員の方たちと活動中に交流できたので、楽しかったです。自分

たちの活動の成果を現地の方が喜んでくれていたことで、より達成感を感じることができました。

　　参加者の声

　・ナガエツルノゲイトウの駆除活動は、協力することが必須な作業だったので、参加者同士でコ

ミュニケーションをとり新しい輪を広げられてよかったです。（関西大学・３年次生）

　・外来種の駆除という貴重な体験をしてみたいと思い、参加しました。目に見える形で成果が現れ

るので、達成感を感じることができ参加してよかったと感じました。（関西大学・１年次生）

　・晴天の中、関西大学の皆さんと協力して非常に楽しく活動することができました。また、漁協の

方も優しく特定外来生物の駆除方法を教えてくださり、初心者でもすぐに取り組める内容でした。

昼食時は関西大学のみなさんとコミュニケーションを取りながら時間を過ごすことができ、２大

学合同ボランティア活動ならではの有意義な経験となりました。（法政大学・３年次生）

　・関西大学の方々と連携して、特定外来生物を駆除することができて良かったです。また、今回の

駆除活動を通じて、どれだけ湖が汚れているのかを目の当たりにし、今後、自分がどのように環

境活動に関わっていけばいいのかを考える良い機会になりました。（法政大学・２年次生）

⑯　2022年度学園祭「環境問題ってなんだろな？〜クイズで！ゲームで！楽しく学ぼう！〜」
　学生スタッフは、淀川河川敷の清掃活動や琵琶湖の特定外来生物の

駆除活動などといった環境保全活動を普段から多数実施している。そ

ういった経験を活かし、遊びを通して子ども達に環境問題について考

えるきかっけをもってもらえるような企画とした。また、統一学園祭

に来訪される保護者の方や地域の方及び本学学生に、ボランティア活

動の魅力と学生スタッフの活動を知ってもらうことを目的として実施

した。

　本学統一学園祭には、親子連れや子どもが多く来場するため、子ど

もを対象としてSDGs（特に環境問題）について学んでもらうため、環

境問題というテーマで3つのブースを設けた。当日は多くの子ども達が

訪れ、ゲームを通して環境問題について学びを得る機会となった。

　　日　　時　 11月３日（木）12時00分〜15時30分

　　　　　　　 11月４日（金）10時00分〜16時00分

　　　　　　　 11月６日（日）10時00分〜13時00分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館１階学生ラウンジ

　　参加者数　 102名（学生スタッフ延べ94名、本学学生延べ８名）

企画内容：

・紙芝居

　海洋プラスチック問題を中心とした環境問題について紙芝居で説

明したあと、身近な例を使ったクイズで環境問題について楽しく学

んでもらった。

・ミニゲーム

　牛乳パックや段ボールなどを再利用して作ったおもちゃで魚釣り

ゲームをしてもらった。捨てるはずだったもので遊んでもらうこと

で、リサイクルの大切さやゴミを減らす工夫などについて楽しみな

がら学んでもらった。

・塗り絵

　色鉛筆やクレヨンを使ってSDGsや地球をモチーフにした塗り絵

をしてもらいながら、SDGsについて興味を持ってもらった。

　　企画学生の声

　・初めて学園祭に参加しましたが、とても楽しかったです。子ども達が楽しみながらも環境問題に

ついて学びを深めてくれている姿が、とてもいきいきとしていたのが嬉しかったです。

　・ミニゲームも塗り絵も紙芝居も全て子ども達は楽しそうに体験してくれていました。笑顔で帰っ

ていく子ども達を見ると、とても嬉しく感じました。

　　参加者の声

　・一度もボランティアに参加したことがなかったので、参加してみたいと思って参加しました。来

場してくれた子ども達が可愛かったです。（経済学部・３年次生）

　・子どもとコミュニケーションを取れる良い機会だと思ったので参加しました。学生スタッフの方

も親切で楽しく活動できました。（社会学部・１年次生）

⑰　千里キャンドルロード2022
　吹田市と豊中市にまたがる千里ニュータウンの人口にちなんだ９万個

のキャンドルに灯をともすイベント「千里キャンドルロード」に本セン

ターは2014年度から参加し、今回で８回目となる。10周年を迎えた今

年は、『「出会い」これまでも…これからも…』をテーマに、３年ぶりに

来場予約なしでの開催となった。

　学生スタッフはキャンドルのデザインから考え、2022年度は、約

2000個の紙コップを色づけした大きな赤いハート２つを中心に、伸び

る 蔦 葉 や 青 い 紙 コ ッ プ で 縁 取 り し た「Kandai Volunteer Center 

2022」の白い文字など、工夫を凝らしたデザインを作成した。

　当日は、多くの方が訪れ、暗くなってキャンドルに火が灯されると、

あたり一帯が幻想的な光景になる様子を訪れた方たちが足を止め写真撮影をするなど、笑顔溢れる

光景となった。

　　日　　時　 11月５日（土）11時30分〜21時00分

　　場　　所　 吹田市立千里南公園

　　主　　催　 千里キャンドルロードプロジェクト

　　参加者数　 40名（学生スタッフ33名、本学学生７名）

　　内　　容　 キャンドルデザイン案の作成、キャンドルを入れる紙コップの色付け、

　　　　　　　 キャンドルの設置・点火・見回り・片付け

　　企画学生の声

　・「ここ（関大の作品）すごい！」「ここがメインやね。」などと、来場した方からの嬉しい言葉を

たくさん耳にしました。準備は大変でしたが成功して良かったと思えた瞬間でした。

　・スペースの問題もあり、当日にデザインの変更をしましたが、とても上手に完成させることがで

きて達成感がありました。学生スタッフの参加人数がとても多く、学生スタッフの交流の場となっ

ていたのも良かったです。

　　参加者の声

　・楽しそうだと思ったので参加しました。みんなで一つのものを作れていい経験になりました。（経

済学部・３年次生）

　・学園祭期間で授業がなく時間が空いていたこともあり、参加を決めました。想像していた以上に

キャンドルに灯をともした光景が綺麗で、また、地域の人達にも満足していただけたようでやり

がいを感じました。（法学部・２年次生）

⑱　大阪マラソン2023給水ボランティア
　今回で11回目の開催を迎える大阪マラソンは、チャリティ文化の普

及を目指す日本最大規模の都市型市民マラソンである。本学は第1回大

会からオフィシャルスポンサーとして参画している。

　活動を通して本学学生が大阪を盛り上げるとともに、ボランティアの

楽しさややりがいを感じてもらう機会とすることを目的として実施し

た。

　当日は、本学学生が給水ボランティアとして携わり「みんなでかける

虹。」というスローガンのもと、29,285人のランナーをサポートした。

給水や応援を通してランナーの方と関わり、参加した学生にもよりボラ

ンティア楽しさやスポーツの魅力を感じてもらうことができる活動と

なった。

　　日　　時　 ①事前説明会：２月15日（水）13時00分〜14時30分

　　　　　　　 ②活　　　動：２月26日（日）７時30分〜12時00分

　　場　　所　 ①千里山キャンパス第２学舎４号館BIGホール100

　　　　　　　 ②大阪マラソン第１給水所（５ km地点／中之島・本町ブロック）

　　参加者数　 191名（学生スタッフ22名、本学学生58名、体育会所属学生108名、職員３名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明、ボランティアセンターの紹介

　　　　　　　 ②給水所でのランナーへの給水提供

　　参加者の声

　・中学校の頃からマラソンに興味があり、実際に見てみたかったので参加しました。ランナーの皆

さんが一生懸命走りつつも、僕らボランティアに「ありがとう」と声を掛けてくれたことがすご

く嬉しかったです。（環境都市工学部・２年次生）

　・2021年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響で中止になってしまったので、今回は絶対に

参加しようと決めていました。関西大学の多くの学生が大阪マラソンという大きなイベントに携

われて、盛り上げることができて良かったです。（システム理工学部・2年次生）

⑲　飛鳥ハーフマラソン2023給水ボランティア
　関西大学と縁の深い奈良県明日香村で開催される飛鳥ハーフマラソン

に2021年度に引き続き2022年度も学生ボランティアをいう形で参加

した。本学学生が学生ボランティアとして参加することで地域貢献活動

に寄与するとともに、ボランティア経験の浅い学生に対してボランティ

アのやりがいや魅力を広めることを目的として実施した。

　明日香村は「飛鳥・藤原の宮都とその関連資産群」として世界遺産登

録をめざしており、その構成資産の半分以上を巡ることができるように

コースが設定されている。また、持続可能な社会づくりのためにソフト

フラスク（折りたためる携行給水ボトル）の配布や、参加費等の一部で

菜の花のタネを購入して景観保全に役立てるなど、様々な取り組みが行

われている。

　当日は、スタートからおよそ11km地点の棚田に設けられた第２給食所で甘酒の提供を行った。

　　日　　時　 ①事前説明会：３月１日（水）10時00分〜11時30分 

　　　　　　　 ②活　　　動：３月12日（日）８時00分〜13時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②奈良県高市郡明日香村

　　参加者数　 18名（学生スタッフ11名、本学学生７名）

　　内　　容　 ランナーへの給水

　　企画学生の声

　・給水を行っていると、ランナーの方に「ありがとう」と声をかけていただくことがあり、ボラ

ンティアをしている側の自分たちが元気をもらい、ボランティアに参加してくれた学生に活動を

通してやりがいを感じてもらうことができました。

　・ボランティアに参加していただいた関大生との交流を楽しむことができ、ランナーの方の笑顔を

見ることができてとても充実した時間を過ごすことができました。

　　参加者の声

　・スポーツが好きなので、スポーツに関われるボランティアをやってみたいと思い参加しました。

ランナーの方に「ありがとう」と声をかけていただくこともあり、喜んでいただけていると感じ

られて嬉しかったです。（文学部・１年次生）

　・もともと給水ボランティアをしてみたいと思っていたので参加しました。ランナーの方と言葉を

交わしたり、アイコンタクトを取ることができたりしたことが嬉しかったです。（法学部・２年

次生）

⑳　子ども遊びボランティアinまちなかリビング北千里
　2022年度初めて企画を募集し、ベストアイデア賞を獲得した「学童

保育ボランティア」として、まちなかリビング北千里にて、ソフトバス

ケット大会（3on3）のお手伝いやボードゲーム・カードゲームを使用

した遊び等、子どもとのふれあいを通して、子どもとのかかわり方や距

離の縮め方を学び、コミュニケーション能力を向上させることを目的と

して実施した。

　当日はソフトバスケット大会の運営補助だけでなく、子ども達と一緒

にチームを組んで参加したり、小学生vs大学生の試合を行い、ソフトバ

スケット大会を盛り上げた。また、同施設で管理しているボードゲーム

やカードゲーム等の様々な遊び道具を使用して、ソフトバスケットの参

加待ちの子ども達やスポーツが苦手な子ども達と遊ぶ活動も行った。

　　日　　時　 ３月23日（木）16時00分〜18時00分

　　場　　所　 まちなかリビング北千里

　　参加者数　 13名（学生スタッフ５名、本学学生８名）

　　内　　容　 ソフトバスケット大会の運営補助・参加、子ども達との交流

　　企画学生の声

　・下見を行った時より子ども達の人数が多かったのにも関わらず、学生ボランティアの方々全員が

子ども達と交流をしていただくことができました。活動の最後まで、子ども達と交流するという

ことができ、手持ち無沙汰にならなかったことが非常に良かったと思います。また、児童センター

の職員さんには行くたびに「来てくれてありがとう。」というお言葉をいただくことができて、

嬉しいです。

　　参加者の声

　・子どもと遊ぶことがボランティアになるのならやってみたいと思ったので参加しました。子ども

と触れ合う中で、子どもにしかない発想を多く学び、とても楽しく活動することができ、ボラン

ティアに参加して良かったと思いました。（経済学部・1年次生）

　・子どもと遊びたいと思ったので参加しました。ボランティアに参加した自分が子どもから元気を

もらい、ボランティアにはこんな魅力もあるんだと実感しました。（大学院・2年次生）

（３）雨天中止事業

①　第4回大和川大掃除～未来につなげよう300人の小さな一歩～
　堺キャンパスの近くを流れる大和川河川敷において、各キャンパスの

学生、体育会所属学生、ボランティア団体所属学生、大学職員、ミズノ

株式会社社員など総勢300名が海につながる河川の環境美化に取り組む

ことで、SDGsや海洋プラスチック問題などを改めて意識してもらうこ

とを目的として企画したもの。

　学生スタッフは設立以来、本学学生にボランティア活動を通じてボラ

ンティアの魅力を知ってもらうために、様々なボランティア活動を同じ

学生目線で企画・運営してきた。特に河川敷の清掃活動については、

2011年度から2016年度まで500名規模で淀川河川敷の大掃除を行い、

ゴミの減少に貢献した。2017年度からは大和川河川敷に活動場所を移

し、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により規模を縮小することもあったが、継続的に清掃活

動を行っている。

　2022年度は多くの関大生にボランティア活動の魅力を知ってもらうべく、体育会11団体にご協

力いただき、コロナ禍前と同規模の300名で実施することを企画した。また、ボランティア活動を

通じて双方の充実と発展に寄与するため、本学と連携協定を結んでいるミズノ株式会社にもご参加

いただくことになっていたが、残念ながら当日雨天のため中止となった。

　　日　　時　 ２月19日（日）10時00分〜12時00分

　　場　　所　 大和川公園河川敷周辺

　　協　　力　 大和川河川事務所

　　　　　　　 ミズノ株式会社

　　内　　容　 大和川河川敷での清掃

歓談の様子 クイズの様子
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　学生の中には「ボランティアに関心があるけど一歩踏み出せない」という学生もおり、学生スタッ

フはそのような学生を後押しできるような学内のボランティア活動の企画のほか、様々な社会問題へ

の啓発活動を行っている。

（１）学生スタッフ企画

　学生スタッフ企画とは、ボランティア活動の魅力を広めるため、まずは学生スタッフ自身がボラ

ンティアの魅力を再認識するために企画・参加しているプログラムである。

①　ボランティア懇談会
　ボランティアに関心のある関西大学の学生にボランティア活動の魅力

を発信する１つの手段として、ボランティアコーディネートを実施して

いる。より多くの学生に参加してもらうことを目的として普段はお昼休

みに実施しているボランティアコーディネートを、今回はお昼休みから

３限終わりまで開室時間を延長して実施した。

　　日　　時　 ５月 13 日（金） 12時20分〜15時00分

　　場　　所　 誠之館２号館１階ボランティアステーション

　　内　　容　 ボランティアコーディネート

②　富士山自然保護ボランティアツアー（法政大学主催3大学連携事業）
　3大学（法政大学・明治大学・関西大学）連携事業の一環として、法政大学主催の世界遺産であ

る富士山の麓で森林整備事業に参加した。

　団体の方からオーバーユーズ（使いすぎ）やアンダーユーズ（活用不足）の重要性、環境問題に

ついてなどのお話を伺った後、6〜7名ずつのグループに分かれて森林保全活動に取り組んだ。草

木の伐採や薪割り、枯れ木処理など、慣れない作業を行うのは大変であったが、休憩時間には木登

りをしたりブランコに乗ったりして、日常では味わえない大自然とのふれあいを楽しんだ。

　　日　　時　 ５月22日（日）９時45分〜17時00分

　　場　　所　 静岡県富士宮市

　　主　　催　 認定特定非営利活動法人富士山クラブ

　　参加者数　 37名（学生スタッフ4名、職員1名、

　　　　　　　 他大学学生32名）

　　内　　容　 草木の伐採、薪割り、枯れ木処理

　　学生スタッフの声

　・階段づくりや道の開拓など、自分が想像していたよりもはるかに本格的な活動ができました。日

常生活の中で鍬や鋸を使ったりすることがないため、初めはうまく使えませんでしたが、コツを

つかんだ後は気持ち良い程スムーズに切れるようになったのが本当に楽しかったです。

③　びわ湖を美しくする運動
　 2022年度に引き続き、琵琶湖の特定外来生物の現状を把握

するために、実際に琵琶湖に足を運び、滋賀県が毎年7月1日

において「びわ湖の日」に実施している「びわ湖を美しくする

運動」の特定外来生物のオオバナミズキンバイおよびナガエツ

ルノゲイトウの駆除活動に参加した。

　滋賀県が取り組む、琵琶湖の環境保全について、現状と課題、

特に侵略的外来水生植物の繁殖力やその影響による被害を伺

い、行政として滋賀県が取り組むボランティアに関して知見を

深めた。また、実際に、湖岸に生息する大量のナガエツルノゲ

イトウを手作業で取り除く体験を行い、学生スタッフとして何

ができるのかを考えることに繋げ、今後企画する「琵琶湖ツー

リズム！～大学生で考える環境ボランティアの未来2022（実

践編）〜」で実現することとした。

　　日　　時　 ７月１日（金）９時00分〜10時30分

　　場　　所　 滋賀県大津市　大津市なぎさ公園周辺

　　協　　力　 滋賀県琵琶湖環境部自然環境保全課

　　参加者数　 ７名（学生スタッフ５名、職員２名）

　　内　　容　 特定外来生物オオバナミズキンバイおよびナガエツルノゲイトウの駆除及び関係者

への取材

④　2022ボランティア新企画募集～あなたの想いを伝えよう～
　関大生からボランティアの新企画を募集し、学生スタッフが企画者のボランティアへの想いを他

の学生に伝えるお手伝いをする。また、そのボランティアを実現することで学生スタッフの活動に

新しい視点を取り入れることを目的として、2022年度から新しく実施した。

　SDGsを意識した内容のボランティア活動で、関大生が学生スタッフとともに行うことができる

新たな企画を募集したところ、８事業の応募があり、ヒアリングなど選考を重ねベストアイデア賞

として「学童保育ボランティア」、学生スタッフ特別賞として「動物愛護団体のお手伝いをして、

犬猫と触れ合おう」の２事業が選ばれた。

　ベストアイデア賞として選ばれた「学童保育ボランティア」は学生スタッフのサポートのもと、

大阪府吹田市の「まちなかリビング北千里」にて、来館する子ども達と遊び、交流するボランティ

アとして実際に実施し、特典②として本センター活動報告書にも掲載した。

　　募集期間　 ７月25日（月）〜８月31日（金）

　　募集内容　 SDGsを意識した内容で、複数名が参加できて、みんなで

楽しめるボランティア活動のアイデア

　　募集対象　 関西大学に所属の個人またはグループ
特典： ①選ばれたアイデアは、学生スタッフのサポートのもと、実際に企画として実施

②ボランティアセンターが発行する「活動報告書」に記載
③ボランティア体験ツアーに企画者の名前を付すことができる

　　応 募 数　 ８グループ
○ キャンパスで大地震発生から避難までを考える・新！関大クリーン大作戦
○ 子ども達が防災について学べる遊びを提供する活動・子ども達とのふれあい大作戦
○ 二酸化炭素を減らし地球の環境を守るための植林ボランティア
○ 私たちの手で綺麗な海を守ろう！海岸清掃in大阪湾沿岸の浅場
○ 学童保育ボランティア・動物愛護団体のお手伝いをして、犬猫と触れ合おう

　　学生スタッフの声

　・アイデアを応募してくれたグループへヒアリングを行うことで、アイデアをより具体的に深掘す

ることができました。

　・多くの学生に参加してもらうために、広報期間をより長く設け、ボランティアセンター機関誌の

配布などで知ってもらう機会を作る工夫をするべきでした。また、体験ツアー化する企画を選定

してから実施までに時間がかかりすぎたため、次に実施する際は実施までのプロセスまで細かく

決めておきたいです。

⑤　ようこそ！　関大サロンへ
　コロナ禍でも実施できるボランティア活動として、吹田市社会福祉協議会の協力を得て、2021

年度から高齢者施設に入所する方々とZoomを繋いだオンライン交流会を開始した。

　同世代の交流だけでなく、高齢者のような日常の中ではつながりを持ちにくい異世代との交流を

通して、高齢者の人々の文化を享受するだけでなく、一緒にゲームや歓談を行い、地域において世

代を超えたつながりや相互理解を深める機会を創出することを目的として実施した。加えて、高齢

者の方との接し方を学び、学生のコミュニケーション能力の向上を図るとともに、高齢者の方や施

設職員との関わりの中で、どのようなボランティアや支援が必要なのかを知り、これから新たに行

う活動を企画する際の気づきを得ることができた。

　今後は、関大生を募集してボランティア体験ツアーとして実施することを予定している。

　　日　　時　 ①９月５日（月）13時30分〜14時30分

　　　　　　　 ②３月15日（水）13時30分〜14時30分

　　場　　所　 オンライン（Zoom）

　　受入団体　 社会福祉法人 秀明会「特別養護老人ホーム あす～る吹田」

　　参加者数　 ①10名（学生スタッフ４名、職員２名、高齢者３名、施設職員１名）

　　　　　　　 ②11名（学生スタッフ３名、職員３名、高齢者３名、施設職員２名）

　　内　　容 高齢者とのゲーム・クイズ、歓談

　　学生スタッフの声

　・高齢者の方が「楽しかった、ありがとう」と言って涙まで流してくださり、短い時間で、これほ

ど感動していただけたのがとても嬉しかったです。

　・普段あまり話すことのない年代の方々と会話することができ、とても思い出に残る良い時間を過

ごせました。

⑥　まちFUNまつりin関西大学2022　子ども店長サポートボランティア
　子ども達を中心に、ともに楽しみ学べる場を地域に作ることを目的として活動している特定非営

利活動法人 ママふぁん関西との共催事業として実施した。

　「地域に開かれた大学」を目指して始まった本イベントは、今回で6回目を迎えた。学生スタッ

フも毎年運営補助ボランティアとして参加しており、2022年度は子ども達が店長となって出展

ブースのお店を手伝い、お金のやりとりも行うことで働く楽しさやお金の大切さを学ぶ職業体験イ

ベント「子ども店長」企画のサポートを行った。

　事前にお給料袋やくじを作成し、当日も会場設営の手伝いを行った。来場した子ども達がエプロ

ンに着替える手伝いや働くお店を決めるくじ引きの対応をする中で、学生スタッフは子ども達の緊

張がほぐれるように、声掛けをするなど工夫しながら活動をした。

　　日　　時　 10月９日（日）10時00分〜13時30分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館およびその周辺

　　参加者数　 学生スタッフ７名

　　内　　容　 お給料袋やくじの作成、会場設営、「子ども店長」事業のサポート、子ども達との交流

　　学生スタッフの声

　・子ども達の元気な姿に勇気づけられる、楽しい時間でした。

　・子ども店長自身が楽しかったと笑顔で言ってくれたり、お給料を手渡しするときにありがとうと

声をかけてくれたりして、うれしかったです。

⑦　非常食配布イベント
　防災意識の向上はもちろん食品ロス削減に取り組むことでSDGsの「つくる責任　使う責任」の

達成への貢献を目指して、公益社団法人 日本非常食推進機構より提供していただいた使用期限が

迫った非常食（防災備蓄品）を配布した。

　当日は、保存用ビスケット、保存用飲料水、アルファ化米の三種類の非常食を配布するのにあわ

せて、学生スタッフが広く認知されるように広報を行った。

　配布数は、保存用ビスケット300個、保存用飲料水100本、アルファ化米41個だった。

　　日　　時　 10月10日（月）12時20分〜12時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館１階学生センター前

　　参加者数　 学生スタッフ７名

　　内　　容　 保存用ビスケット・保存用飲料水・アルファ化米の配布

（２）ボランティア体験ツアー

　ボランティア体験ツアーとは、「ボランティアに関心があるけど一歩踏み出せない」という学生に、

ボランティアの第一歩として気軽に参加できるボランティア活動として実施しているプログラムで

ある。

①　関大クリーン大作戦～関大前の交流の輪を広げよう！～
　関西大学周辺まちづくり勉強会※主催の清掃活動にボランティア活動

として参加した。

　当日は、地域の方や体育会学生と協力して、関大前通りや千里山ユー

トピア遊園の清掃を行った。道端にはタバコの吸い殻が多く、側溝にも

マスクや包装紙のゴミが多く落ちていた。ゴミ拾いを終えたら、根を残

さないように専用の道具などで掘り起こしながら千里山ユートピア遊園

の除草作業を行った。普段なかなか関わることのない地域の方と交流し

ながらの活動となり、終始笑顔が絶えない時間となった。

※阪急電鉄関大前駅周辺の地域において、安心・安全で活力と魅力あふれる「ま
ちづくり」を推進し、自治会、関大前商店街、学校法人関西大学及び行政で
課題を共有し、方策を検討することを目的とした組織。現在は、関大前ラボ
ラトリ（通称まち・かん）の管理運営及び関大前周辺地域の美化活動を主な活動としている。

　　日　　時　 ４月14日（木）８名、５月12日（木）雨天中止、６月９日（木）６名、10月13日（木）

７名、11月10日（木）３名、12月８日（木）７名　14時00分〜15時00分

　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ15名、本学学生延べ16名

　　場　　所　 阪急電鉄関大前駅～関西大学正門の周辺道路、千里山ユートピア遊園

　　主　　催　 関西大学周辺まちづくり勉強会

　　内　　容　 関大前通り、千里山ユートピア遊園の清掃

　　企画学生の声

　・関大前はタバコのゴミや雑草が多く、清掃のやりがいが大きいと感じました。また、地域の方や

関大生とも交流しながら行えたため、最後まで良い雰囲気で清掃できたと思います。

　・参加してくれた関大生と活動中もたくさん話せました。１人で清掃に集中するよりも話しながら

のほうが楽しく、時間が過ぎるのが早かったです。

　　参加者の声

　・コロナ禍でも自分がやれることに挑戦したかったから参加しました。地域の人と交流できてよ

かったです。（社会学部・２年次生）

　・街が綺麗になっていくのがうれしかったです。地域の人たちとも協力しあうことができて、充実

した時間でした。（法学部・1年次生）

②　関大クリーン大作戦in高槻
　普段利用している駅やキャンパス周辺を清掃し、景観を保護すること

で、学生や地域の方々が気持ちよく利用することを目的に、また、阪急

高槻市で活動することで高槻キャンパス、高槻ミューズキャンパスの学

生も気軽にボランティアに参加できる機会を設けることを目的として実

施した。

　4月実施時は、阪急高槻市駅周辺の本通り商店街と中通り商店街の二

手に分かれて、清掃活動を実施した。11月実施時は、参加者全員で清

掃活動を実施した。両日とも、最初にアイスブレイクを行い、交流をし

てから清掃活動に取り組んだため、雰囲気がよく楽しく活動することが

できた。

　　日　　時　 ①４月17日（日）９時00分〜10時30分

　　　　　　　 ②11月27日（日）９時00分〜10時30分

　　場　　所　 阪急高槻市駅周辺

　　参加者数　 ①15名（学生スタッフ５名、本学学生10名）

　　　　　　　 ②７名（学生スタッフ６名、本学学生１名）

　　内　　容　 阪急高槻市駅周辺の清掃

　　企画学生の声

　・想像していたよりも多くの人に参加してもらうことができて、アイスブレイクや清掃活動中は参

加者同士の交流があり、いい雰囲気で活動することができてよかったです。

　・活動中に通りがかった地域の方から「お疲れ様です。」というお言葉をいただくことができて、

嬉しかったです。

　　参加者の声

　・友達の輪を広げたいと思い参加しました。ゴミをたくさん拾うことができてやりがいがありまし

た。（社会安全学部・１年次生）

　・少人数のグループに分かれてのゴミ拾いだったので、1人で参加しても他の参加者と話しながら

活動しやすくて良かったです。（総合情報学部・３年次生）

③　淀川掃除
　淀川河川敷の清掃をすることで、大阪湾へゴミが流れ込むことを防ぎ、

淀川の水質や景観を保護することを目的に、また、清掃活動という気軽

に参加できる点を活かして、関大生にボランティア活動の魅力を広める

機会にすることを目的として実施した。2021年度には、淀川河川事務

所に相談を行ったうえで、これまで清掃を行っていた南方地区から行政

の対応が追い付いていないより河口の西淀川区福町地区へ場所の変更を

行った。

　４月実施時は雨天だったため、河川敷の手前を２グループに分かれて

清掃活動を行い、途中でグループを入れ替える等、参加者同士がより多

く関われるよう工夫を行った。

　10月実施時は晴天に恵まれ、5グループに分かれて河川敷を広く清掃

した。

　　日　　時　 ①４月24日（日）10時00分〜12時00分

　　　　　　　 ②10月23日（日）10時00分〜12時00分

　　場　　所　 大阪市西淀川区　阪神福駅近くの河川敷

　　参加者数　 ①26名（学生スタッフ8名、本学学生18名）

　　　　　　　 ②20名（学生スタッフ10名、本学学生10名）

　　内　　容　 淀川河川敷の清掃

　　企画学生の声

　・雨の中での実施となり、予定していた通りの淀川掃除は出来ませんでしたが、参加者の方から「楽

しかった」という言葉が聞けて嬉しかったです。

　・通りすがりの地域の方からどこの大学の団体なのかと尋ねられ、「ありがとうね、頑張って！」

とお声掛けいただいて嬉しかったです。

　　参加者の声

　・河川敷には多くのゴミが落ちていて、それらを拾っていくことが単純に楽しかったし、学生ス

タッフの方や参加者の方と色々話せてよかったです。（外国語学部・１年次生）

　・前に参加した清掃ボランティアで誘ってもらったので、参加しました。思っていたよりもプラス

チックのゴミが多くて驚きました。（政策創造学部・１年次生）

④　献血呼びかけボランティア

　献血の必要性を多くの学生に伝えることが、社会貢献につながるとい

うことを知ってもらうこと、また、気軽に参加できる学内ボランティア

を通じて、ボランティアの良さを身近に感じてもらい次のボランティア

活動参加のきっかけを創出することを目的として実施した。

　現在の日本では少子高齢化が進み、輸血を必要とする高齢者の割合が

増える一方で、それを支える若者の献血者数が減っているという危機的

状況にある。また、血液は長期の保存ができないため、安定的な供給が

必要であるが、献血について学生の関心が薄いのが現状である。

　献血を実施の広報だけでなく、当日は、献血車前で看板を持って献血

協力の呼びかけを行った。

　　日　　時　 ４月25日（月）14名、４月26日（火）９名、５月10日（火）６名、６月７日（火）８名

　　　　　　　 10月12日（水）10名、10月20日（木）３名、11月11日（金）６名、12月５日（月）４名

　　　　　　　 11時30分〜13時30分、12時00分〜13時00分

　　　　　　　 ※10月20日は関大防災DAYの事業の一環として実施した。
　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ40名、本学学生延べ20名

　　場　　所　 千里山キャンパス総合図書館前、悠久の庭前、

　　協　　力　 大阪府赤十字血液センター

　　内　　容　 献血への協力呼びかけ

　　企画学生の声

　・授業終わりで人通りが多い時間帯に呼び込み時間を設定したため、効果的に呼びかけが行えたと

思います。前を通った方が自分たちの呼びかけに反応してくださって嬉しかったです。また、毎

月行っているので声を出すことに慣れてきて、積極的に声かけをすることができました。

　・呼びかけを行ったことで、多くの学生に献血実施中であることに気付いてもらうことができまし

た。呼びかけに反応してくださる方もいて嬉しかったです。

　　参加者の声

　・輸血経験があるため、恩返しになればと思って参加しました。活動はアットホームな雰囲気で楽

しむことができました。（文学部・２年次生）

　・自分が想像していた以上に人が集まり、献血に協力していたので、声掛けの達成感を感じました。

（商学部・３年次生）

⑤　関大花植え活動（大学昇格100年記念）
　大学昇格100年記念事業の一環として、経済学部と商学部の学び舎で

ある第２学舎１号館前の広場を、山岡順太郎の胸像とともにリニューア

ルすることとなり、管財課の協力のもと、花壇の花植え活動を実施した。

大学昇格100年という節目に、緑のなかで新しい仲間と出会って交流し

ながら、学生たちの愛校心を育むこと。また、今後の広報を含めて、「ボ

ランティアセンター学生スタッフ」が大学内で広く認知されることを目

的として実施した。

　当日は、業者の方の指示に従いながら土を掘り、花を植えた。活動の

途中から雨が降りだしたため、レインコートを着用しての活動になった

が、参加者全員が熱心に取り組んだ結果、予定よりも広い範囲に花を植

えることができた。

　　日　　時　 ５月13日（金）９時00分〜12時10分

　　場　　所　 千里山キャンパス第2学舎1号館前広場

　　参加者数　 30名（学生スタッフ９名、本学学生21名）

　　内　　容　 花壇の花植え

　　企画学生の声

　・花を植える場所の土が硬くて、掘るのに思ったより時間がかかって大変でした。また、植えると

きに花の間隔や全体のバランスを考えるのが難しかったので、わからないことがあったら業者の

方に質問しながら作業をすすめました。

　・業者の方から「これからも手伝いにきてほしい」と言って褒めていただけて、嬉しかったです。

　　参加者の声

　・花植えに興味が湧いたので参加しました。想像していたよりも体力を使い、花壇がきれいになっ

ていくのが分かってやりがいがありました。（システム理工学部・４年次生）

　・ボランティア活動を体験してみたかったので参加しました。自分の活動が花というかたちで残っ

て嬉しいです。（文学部・１年次生）

⑥　高槻景観美化ボランティア
　自然と共生する「花と緑のまちづくり」に寄与することを目的として

いる高槻市のNPO法人「花と緑のまちづくり 高槻景観園芸クラブ」と

の連携事業として活動に参加し、学生に環境美化、地域交流の必要性を

学んでもらうことを目的として実施した。

　高槻景観園芸クラブの方々から活動の説明を受けた後、初対面の学生

の緊張をほぐすためにアイスブレイクを行った。高槻景観園芸クラブの

方々の指示に従い、苗床を整備して花を植えていく中で、良い苗の見分

け方や植物の種類なども教えていただいた。

　11月実施時は花を植えた後、花壇周りや他の花壇に積もった大量の

落ち葉を拾い集め、花壇全体の景観を美しく整えた。

　幅広い世代の憩いの場所である公園を美化し、まちづくりに関心を持

てるような事業は貴重なものであり、団体の方々とコミュニケーション

を取りながら、楽しく花植え活動を行うことができた。

　　日　　時　 ①５月14日（土）８時50分〜11時00分

　　　　　　　 ②11月20日（日）９時00分〜11時00分

　　場　　所　 大阪府高槻市　高槻城公園

　　　　　　　 連携先 NPO法人 花と緑のまちづくり 高槻景観園芸クラブ

　　参加者数　 ①７名（学生スタッフ５名、本学学生２名）

　　　　　　　 ②６名（学生スタッフ４名、本学学生２名）

　　内　　容　 高槻城公園内の花壇の手入れ、地域の方との交流

　　企画学生の声

　・団体の方といろんなお話をしながら花植え活動を行い、花植えをしたことがない学生でも不安な

く楽しめた事業でした。参加学生にボランティアの魅力を伝えるとともに、自身も改めてボラン

ティアの魅力を感じることができました。

　・花にも一つ一つ個性があり、それぞれに花の魅せ方があるのだと初めて知り、ただ活動するので

はなく、何かを意識して取り組むことの大切さを学びました。

　　参加者の声

　・花壇の手入れをしたことがなく、一度してみたいと思ったので参加しました。花壇が綺麗になっ

た際に感じた達成感や団体の方々との交流を通じて、ボランティアの魅力や楽しさを感じること

ができました。（法学部・４年次生）

⑦　関大クリーン大作戦in梅田
　梅田キャンパスの周辺を清掃することで環境や景観を保護し、通行す

る人々が気持ちよく過ごすことができるようにすること、気軽に参加で

きるボランティア活動として清掃活動に参加することでボランティアの

やりがいや楽しさを感じてもらうことを目的として実施した。

　当日は、梅田キャンパスの教室にてアイスブレイクを行ったあと、２

グループに分かれて茶屋町エリアの清掃を約１時間行った。清掃活動中

には、通りがかった人や清掃ルートの並びにある店舗の方からお礼の言

葉をもらうことができ、参加者の達成感や満足感につながった。日曜の

朝ではあったが人通りや車が多く、学生スタッフが時折声をかけて注意

を促しながら活動した。

　　日　　時　 ①５月15日（日）９時00分〜11時00分

　　　　　　　 ②11月13日（日）９時00分〜11時00分

　　場　　所　 梅田キャンパス周辺

　　参加者数　 ①19名（学生スタッフ５名、本学学生14名）

　　　　　　　 ②13名（学生スタッフ３名、本学学生10名）

　　内　　容　 梅田キャンパス周辺の清掃

　　企画学生の声

　・アイスブレイクで学部や趣味などの自己紹介を行ったので、活動中の話題ができてすごく話しや

すかったです。友達同士が一緒になるようにグループ分けしたのがよかったのか、参加した学生

同士楽しそうに活動していました。

　・清掃の距離を延ばすなどの工夫をしましたが、ルートによってゴミの量が違っていたので、ルー

トの見直しが必要だと感じました。雨の中での活動でしたが、みんなで楽しく清掃活動ができた

ので嬉しかったです。

　　参加者の声

　・活動場所が梅田なので参加しやすいと思い参加しました。普段なかなかゴミ拾いを行う機会がな

かったので経験できて良かったです。（商学部・１年次生）

　・一度ボランティアに参加してみたいと思ったので参加しました。自分たちで街を少しでも綺麗に

する活動ができ、良い経験になりました。（社会安全学部・１年次生）

⑧　関大クリーン大作戦～千里山キャンパス周辺の清掃～
　普段自分たちが利用している千里山キャンパス周辺を清掃することで

環境や景観を保護し、関大生や地域の方々がより気持ちよく過ごすこと

ができる。また、授業の空きコマに気軽に参加できることでボランティ

ア活動を身近に感じてもらうことを目的として実施した。

　活動前にアイスブレイクを行い、学部や学年に関係なく学生同士が交

流することで、その後の活動も和やかな雰囲気で進めることができた。

清掃は関大前ルートと名神高速道路沿いルートの2コースに分かれて

行った。ゴミは「燃えるゴミ」「ビン・カン」「ペットボトル」の3つに

分類して集めたが、タバコの吸い殻が最も多く、ゴミを拾うだけでなく、

今後はゴミを捨てる人が少なくなるように啓発を目的とした活動も検討

している。

　　日　　時　 ①５月21日（土）10時40分〜12時10分

　　　　　　　 ②10月15日（土）10時40分〜12時10分

　　場　　所　 千里山キャンパス周辺

　　参加者数　 ①10名（学生スタッフ３名、本学学生７名）

　　　　　　　 ②16名（学生スタッフ７名、本学学生９名）

　　内　　容　 千里山キャンパス周辺の清掃

　　企画学生の声

　・ゴミの量が少なく、やりがいを感じにくいのではないかと心配でしたが、清掃中はずっと楽しく

会話しながら活動を行うことができました。

　・参加者の１回生が１人で、他の上級生と仲良くなれるかどうか不安がありましたが、始まってみ

ればみんな会話が絶えず、終始楽しく活動することができました。

　　参加者の声

　・自分が通っている大学に恩返しをしたいと思って参加しました。意外と大学の周りが綺麗だった

ことに驚きました。（社会学部・３年次生）

　・アルバイトをやっていないため、他に何か出来ることはないか、頑張れることはないか、と探し

ていたらこのボランティアを見つけて参加しました。意外と細かいゴミが多く、拾うのが大変で

したが、充実した時間を過ごせました。（法学部・１年次生）

⑨　関西大学×法政大学 スポーツゴミ拾い
　法政大学と連携しZoomを用いて合同でゴミ拾いを実施した。「スポー

ツゴミ拾い」とは、制限時間内に指定されたエリアのゴミを拾い、拾っ

たゴミの量と種類で得点を競い合うというスポーツ要素を加えた、日本

発祥の新感覚清掃活動である。ゴミ拾いにスポーツ要素をかけ合わせる

ことで、ゴミ拾いをスポーツ感覚で楽しみ、ボランティアへの興味を引

き出し、法政大学の学生と交流を深め、参加者同士で協力してゴミ拾い

を行うことで連帯感や達成感を得ることを目的として実施した。

　当日は、Zoomを繋ぎながらキャンパス周辺の清掃を行い、清掃の様

子だけでなく、キャンパスの様子なども映すことで大学の所属を超えて、

学生ボランティア同士の交流も行うことができた。

　　日　　時　 ①５月29日（日）14時00分〜16時20分

　　　　　　　 ②３月13日（月）13時50分〜16時20分

　　場　　所 ①関西大学千里山キャンパス周辺および凜風館１階学生ラ

ウンジ

　　　　　　　 　法政大学市ヶ谷キャンパス周辺および外濠校舎３階S305

　　　　　　　 ②関西大学千里山キャンパス周辺および尚文館１階マル

チメディアAV大教室

　　　　　　　 　法政大学市ヶ谷キャンパス周辺および外濠校舎３階S305

　　共　　催 法政大学ボランティアセンター、法政大学ボランティアセ

ンター学生スタッフ VSP

　　参加者数 ①32名（学生スタッフ10名、本学学生７名、法政大学15名）

　　　　　　　 ②25名（学生スタッフ７名、本学学生６名、法政大学12名）

　　内　　容 それぞれのキャンパス周辺のゴミ拾い、クイズ大会、法政大学との交流

　　企画学生の声

　・拾ったゴミを得点化して競うのはゲーム感覚があり、参加者

に楽しんでもらえたように思います。参加者の方がゴミを袋に

入れるときに何を拾ったかを伝えてくれたので、記録がスムー

ズに進みました。

　・単なるゴミ拾いではなく、ゴミを点数化してチーム対抗で競う

ことで、楽しみながらも一生懸命に取り組むことができ、参加

者にボランティアを楽しむ感覚を味わってもらえて、非常に良

かったです。

　　参加者の声

　・スポーツゴミ拾いはゲーム性があり、法政大学の学生と交流し

ながら楽しく活動することができました。（文学部・２年次生）

　・学生スタッフの方もほかの参加者の方も丁寧に接してくれて嬉

しかったです。おかげで楽しく街を綺麗にすることができまし

た。（法学部・２年次生）

⑩　1000000人のキャンドルナイト 茶屋町スロウデイ2022
　梅田・茶屋町エリアの企業、地域団体、学校および行政などが集まっ

て“歩いて楽しいまちづくり”を推進し、茶屋町の魅力を発信する本イ

ベントに2017年度から参加している。魅力発信に取り組み地域の活性

化を行い、キャンドルの灯りを見てくれる人に気持ち安らぐ時間や癒し

を提供することを目的として実施した。

　2022年度は「Convivial 〜ともに愉しむ日～」をテーマに、３年ぶ

りの現地開催となった。「キャンドルの灯りが人々の心に安らぎと未来

への希望をもたらすように」という願いを込めて、学生スタッフは

CHASKA茶屋町（ジュンク堂書店）前にキャンドルアートを設置した。

　事前に学生スタッフが考えたデザインを基にキャンドル装飾を行い、

設置・点火・火の見守り・会場の片付け等の活動を行った。

　キャンドルに火が灯り、日が落ちて街が暗くなるにつれて、大勢の方がキャンドルアート前で足

を止めて写真撮影を行い、キャンドルの光に照らされた笑顔に溢れたイベントとなった。

　　日　　時　 ①事前説明会：５月25日（水）12時20分〜12時50分

　　　　　　　 ②活　　　動：６月１日（水）13時00分〜22時00分

　　場　　所　 ①千里山キャンパス凜風館1階ピアエリア／オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②大阪市北区　CHASKA茶屋町

　　参加者数　 24名（学生スタッフ11名、本学学生13名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明会

　　　　　　　 ②キャンドル装飾の制作・設置・点灯・見守り

　　企画学生の声

　・CHASKA 茶屋町全体がキャンドルの温もりに包まれた空間を体感できて良かったし、自分がそ

の空間を作る側として携わることができて嬉しかったです。たくさんの方達が見に来てくれたり

写真を撮ったりしてくれて、地域の活性化に貢献できたと思えました。

　・日が沈んだ後、キャンドルが光っている景色を見た時に、とても感動しました。たくさん写真

を撮っている方や、キャンドルの灯をずっと眺めている方もいらっしゃって嬉しかったです。

　　参加者の声

　・点灯時間までにキャンドルの設置が間に合うか不安でしたが、参加者の方々と協力して取り組み、

デザイン通りのものを完成させることができました。点灯した綺麗なキャンドルを見ると、達成

感や安らぎを感じることができ、ボランティアに参加して良かったと感じました。（社会学部・

１年次生）

　・一緒に活動した関大生と仲良くなることができ、入学してなかなか友達ができなかった自分に

とってすごく嬉しく、楽しいボランティア活動でした。（社会学部・２年次生）

⑪　大和川掃除
　堺キャンパス周辺を流れる大和川河川敷を清掃することで景観を清潔

に保つことができ、地域の方が河川敷をより気持ちよく利用できると同

時に、堺キャンパス周辺の地域貢献活動を目的として実施した。

　本活動は、堺キャンパスに通う学生にとって参加しやすい活動場所で

あることから、堺エリアで活動を展開しているボランティア団体

「WEVO」とも連携して実施している。

　当日は雲が多かったが気温は高かったため、こまめに休憩をとり、熱

中症に気を付けながら清掃活動をした。河川敷には大和川上流から家庭

ゴミやペットボトル等が流れてくるため、参加者全員で力を合わせて清

掃することで河川敷を綺麗にすることができた。

　　日　　時　 ６月５日（日）９時30分〜11時30分

　　場　　所　 大阪府堺市　大和川左岸河川敷

　　参加者数　 72名（学生スタッフ14名、本学学生17名、WEVO所属学生41名）

　　内　　容　 大和川河川敷の清掃

　　協　　力　 WEVO

　　企画者の声

・普段交流する機会が少ないWEVOの方達と交流することが出来て、貴重な機会でした。一見何も

無いように見えても、掘ってみると靴が1足出てくるなど、砂に埋まっているゴミが沢山見られ

ました。

　・同じグループの方たちと楽しく話しながら協力して清掃することができて良かったです。堺キャ

ンパスの方と一緒に活動することは初めてだったので、とても新鮮でした。キャンパス間の交流

にもなり、有意義な活動となりました。

　　参加者の声

・社会経験を積むために参加しました。初対面の人とも話すことができたので良かったです。（法

学部・３年次生）

　・ボランティアの経験を積む良い機会になると考えたので、参加しました。活動自体は思っていた

よりも短く感じ、少人数でのグループだったので活動しやすかったです。（法学部・３年次生）

⑫　吹田くわいボランティア 
　若者の農業への関心が低下し、千里山キャンパスがある吹田市の特産

品である吹田くわいの認知度が低いという現状がある。そこで、吹田く

わいの植え付けから収穫まで一年を通した活動を通して、吹田くわいに

ついて深く理解してもらうとともにボランティアの魅力に気付いてもら

うことを目的として実施した。

　どちらの活動も、農園の方から吹田くわいの説明をしていただき、植

え付けや収穫のコツについてお話しいただいた後、作業を行った。植付

けでは、日常生活では着る機会のない胴長を着用しての作業に苦戦しな

がらも、参加者同士で声を掛け合い農業の大変さを感じながら活動した。

収穫では、備中鍬でくわいを傷つけないように慎重に泥をかき分けなが

ら、全部で約700グラムのくわいを収穫した。

　　日　　時　 ①植え付け：６月16日（木）14時45分〜17時00分

　　　　　　　 ②収　　穫：12月５日（月）14時45分〜17時00分

　　場　　所　 大阪府吹田市　西農園

　　協　　力　 吹田市都市魅力部 地域経済振興室

　　参加者数　 ①13名（学生スタッフ５名、本学学生８名）

　　　　　　　 ②６名（学生スタッフ６名）

　　内　　容 吹田くわいの植え付けと収穫作業の手伝い

　　企画者の声

　・大学のある吹田市の特産品に触れることができ、地域のことを少しでも知るきっかけとなりまし

た。

　・くわいを収穫する作業は考えていたよりも大変でしたが、そのぶん達成感があり、泥の中からく

わいを見つけた時は嬉しい気持ちになりました。頂いたくわいを家に帰って素揚げにして食べて

みると、自分達で収穫したこともあってとても美味しかったです。

　　参加者の声

　・普段の生活で農業に関わることがないので、やってみたいなと思って参加しました。農業体験だ

けでなく、くわいの事を知ることもできてよかったです。（文学部・４年次生）

　・「すいたん」のモチーフであるくわいに興味があったので参加しました。また、学生スタッフの

方が話しやすくてよかったです。農家の方のお話も面白かったです。（法学部・２年次生）

⑬　飛鳥光の回廊2022 ～明日香をともす「和」のひかり～
　明日香村で毎年行われている、石舞台古墳をはじめ岡寺や飛鳥寺など、

明日香村内の代表的な史跡・寺社・施設をろうそくやLEDライトの明か

りで彩る地域活性化イベントで、奈良県明日香村との連携事業として実

施した。

　「キャンドルの輪と和でつながる光」を関西大学のテーマとし、キャ

ンドルのデザインや配置を考え、他の活動では得られない大変さと、よ

り大きなやりがいや達成感を感じることができた。

　残念ながら1日目は雨天のため中止となったが、石舞台古墳や奈良県

立万葉文化館などを見学し、明日香村の歴史や文化的価値について学ん

だ。2日目は、用意した約3000個の色付き紙コップを「ボランティア

センター 2022」という文字やピラミッド、円の形に並べた。夕方から

は多くの方が来場し、写真撮影をしたりと笑顔溢れる楽しい空間となった。

　　日　　時　 ①事前説明会：９月１日（木）12時00分〜13時00分

　　　　　　　 ②活　　　動：９月23日（金）10時00分〜17時00分

　　　　　　　 　　　　　　　９月24日（土）11時00分〜22時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②奈良県高市郡明日香村　川原寺跡

　　連 携 先　 奈良県明日香村

　　参加者数　 40名（学生スタッフ延べ21名、本学学生延べ19名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明

　　　　　　　 ②キャンドルデザイン案の作成、キャンドルを入れる紙コップの制作、

　　　　　　　 　キャンドルの設置・点灯・撤去、明日香村の散策、地域の方との交流

　　企画学生の声

　・イベントが始まると多くの方が見に来てくださり、「きれい」「すごい」などのお声をきくことが

でき、このイベントに関西大学ボランティアセンター学生スタッフとして参加してよかったと思

いました。

　・気温が高い中、多くのキャンドルを並べていくのは大変だったが、みんなで協力し合いながら長

時間かけて作り上げたので、その分、夜になりキャンドルの灯りがきらきらしているのを見ると

とても達成感を感じることができました。

　　参加者の声

　・楽しそうだと思ったので参加しました。思っていたよりずっと大変だったけど、終わったあとの

達成感が気持ちよかったです。（社会安全学部・1年次生）

　・みんなでキャンドルを並べるのがとても楽しかったです。参加して良かったと思いました。（経

済学部・1年次生）

⑭　下校見守り活動
　吹田警察生活安全課防犯係と連携して、千里山キャンパス近くの小学

校に通う子どもが安全に下校できるような環境を守ることを目的とし

て、千里山キャンパス周辺の小学校の下校時間にあわせて正門前で見守

り、声かけを実施した。

　当日は、子どもたちが「さようなら」「気を付けて帰ってね」と声を

かけると元気よく挨拶を返してくれたり、関西大学という名前を見て

「知ってる！」と声をかけてくれたりと、参加した学生ボランティアと

の交流を楽しむ様子が伺えた。

　　日　　時　 10月11日（火）７名、13日（木）４名、14日（金）４名　14時00分〜15時00分

　　　　　　　 10月12日（水）３名　12時45分〜14時15分

　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ10名、本学学生延べ８名

　　場　　所　 吹田市立千里第二小学校

　　協　　力　 吹田警察署生活安全課防犯係

　　内　　容　 小学校正門前での声掛け、見守り

　　企画学生の声

　・見守り活動中はできるだけ腰を屈めて、子どもたちと目線の高さを合わせて挨拶することを心が

けるようにしました。地域に根ざしたボランティア活動を企画できてよかったです。

・元気に挨拶をしてくれた子どもも多く、見守り活動をしている私たちの方が元気をもらいました。

　　参加者の声

　・実際に吹田警察署の方と連携して、見守り活動をするという貴重な経験ができて良かったです。

小学生から挨拶を返してもらえたりして本当にやってよかったと思いました。とてもいい経験に

なりました。（法学部・３年次生）

　・はじめてのボランティア活動で緊張していましたが、学生スタッフの方も職員の方も優しくて安

心しました。見守り活動もやりがいを感じることができたので、参加してよかったです。（商学部・

３年次生）

⑮　琵琶湖ツーリズム！～大学生で考える環境ボランティアの未来2022（実践編）〜
　関西大学ボランティアセンターは2017年度から琵琶湖の保全活動に

取り組んでいる。2017年度は特定外来生物オオバナミズキンバイ駆除

活動、2018年度は清掃活動を実施し、2019年度及び2020年度は新型

コロナウイルス感染症拡大の影響により実施を見合わせた。

　本学主催３大学（法政大学・明治大学・関西大学）連携事業として、

法政大学の学生ボランティアとともに、琵琶湖岸の環境保全活動として

滋賀県長浜市の南浜漁港にて、船の出港を妨げている特定外来生物ナガ

エツルノゲイトウの駆除活動を行った。

　当日は、学生ボランティア全員が胴長とライフジャケットを身につけ、

岸と舟上よりナガエツルノゲイトウの駆除活動を行った。ナガエツルノ

ゲイトウは、琵琶湖や内湖、河川などの水際に生育している水陸両生の多年生の植物で、茎の断片

からも再生するほど繁殖力が強いため、機械ではなく手作業で根や茎をできるだけ残さないように

根本から丁寧に引き抜き、陸に上げる作業を熱心に行った。

　その結果、夕方には、湖面が見えないほど群生していたナガエツルノゲイトウのほとんどを駆除

することができ、参加者全員がやりがいや充実感を得ることができ、大学生として環境ボランティ

アの未来を考えるうえでの契機となった。また、今回の活動を通して、大学の所属を超えて学生ボ

ランティア同士が交流を行うことができ、有意義な1日となった。

　　日　　時　 ①事前説明会：10月11日（火）12時15分〜12時50分

　　　　　　　 ②駆 除 活 動：10月16日（日）７時30分〜18時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②滋賀県長浜市　南浜漁港

　　活動協力　 滋賀県立琵琶湖博物館　特別研究員 /

　　　　　　　 滋賀県琵琶湖環境部 自然環境保全課 副主幹　中井 克樹 氏

　　　　　　　 南浜漁業協同組合

　　参加者数　 ①36名（学生スタッフ30名、本学学生６名）

　　　　　　　 ②42名（学生スタッフ24名、本学学生５名、法政大学９名、教職員４名）

　　内　　容　 特定外来生物ナガエツルノゲイトウの駆除活動

　　企画学生の声

　・ナガエツルノゲイトウは、とるのが難しく、無理に引っ張っても途中で切れてしまうと意味が

なく、ナガエツルノゲイトウの駆除の大変さに驚きました。活動後のきれいな湖面を見たからこ

そ、自然をこれからも大切にしていかなければいけないと感じました。

　・関西大学及び法政大学の学生、職員の方たちと活動中に交流できたので、楽しかったです。自分

たちの活動の成果を現地の方が喜んでくれていたことで、より達成感を感じることができました。

　　参加者の声

　・ナガエツルノゲイトウの駆除活動は、協力することが必須な作業だったので、参加者同士でコ

ミュニケーションをとり新しい輪を広げられてよかったです。（関西大学・３年次生）

　・外来種の駆除という貴重な体験をしてみたいと思い、参加しました。目に見える形で成果が現れ

るので、達成感を感じることができ参加してよかったと感じました。（関西大学・１年次生）

　・晴天の中、関西大学の皆さんと協力して非常に楽しく活動することができました。また、漁協の

方も優しく特定外来生物の駆除方法を教えてくださり、初心者でもすぐに取り組める内容でした。

昼食時は関西大学のみなさんとコミュニケーションを取りながら時間を過ごすことができ、２大

学合同ボランティア活動ならではの有意義な経験となりました。（法政大学・３年次生）

　・関西大学の方々と連携して、特定外来生物を駆除することができて良かったです。また、今回の

駆除活動を通じて、どれだけ湖が汚れているのかを目の当たりにし、今後、自分がどのように環

境活動に関わっていけばいいのかを考える良い機会になりました。（法政大学・２年次生）

⑯　2022年度学園祭「環境問題ってなんだろな？〜クイズで！ゲームで！楽しく学ぼう！〜」
　学生スタッフは、淀川河川敷の清掃活動や琵琶湖の特定外来生物の

駆除活動などといった環境保全活動を普段から多数実施している。そ

ういった経験を活かし、遊びを通して子ども達に環境問題について考

えるきかっけをもってもらえるような企画とした。また、統一学園祭

に来訪される保護者の方や地域の方及び本学学生に、ボランティア活

動の魅力と学生スタッフの活動を知ってもらうことを目的として実施

した。

　本学統一学園祭には、親子連れや子どもが多く来場するため、子ど

もを対象としてSDGs（特に環境問題）について学んでもらうため、環

境問題というテーマで3つのブースを設けた。当日は多くの子ども達が

訪れ、ゲームを通して環境問題について学びを得る機会となった。

　　日　　時　 11月３日（木）12時00分〜15時30分

　　　　　　　 11月４日（金）10時00分〜16時00分

　　　　　　　 11月６日（日）10時00分〜13時00分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館１階学生ラウンジ

　　参加者数　 102名（学生スタッフ延べ94名、本学学生延べ８名）

企画内容：

・紙芝居

　海洋プラスチック問題を中心とした環境問題について紙芝居で説

明したあと、身近な例を使ったクイズで環境問題について楽しく学

んでもらった。

・ミニゲーム

　牛乳パックや段ボールなどを再利用して作ったおもちゃで魚釣り

ゲームをしてもらった。捨てるはずだったもので遊んでもらうこと

で、リサイクルの大切さやゴミを減らす工夫などについて楽しみな

がら学んでもらった。

・塗り絵

　色鉛筆やクレヨンを使ってSDGsや地球をモチーフにした塗り絵

をしてもらいながら、SDGsについて興味を持ってもらった。

　　企画学生の声

　・初めて学園祭に参加しましたが、とても楽しかったです。子ども達が楽しみながらも環境問題に

ついて学びを深めてくれている姿が、とてもいきいきとしていたのが嬉しかったです。

　・ミニゲームも塗り絵も紙芝居も全て子ども達は楽しそうに体験してくれていました。笑顔で帰っ

ていく子ども達を見ると、とても嬉しく感じました。

　　参加者の声

　・一度もボランティアに参加したことがなかったので、参加してみたいと思って参加しました。来

場してくれた子ども達が可愛かったです。（経済学部・３年次生）

　・子どもとコミュニケーションを取れる良い機会だと思ったので参加しました。学生スタッフの方

も親切で楽しく活動できました。（社会学部・１年次生）

⑰　千里キャンドルロード2022
　吹田市と豊中市にまたがる千里ニュータウンの人口にちなんだ９万個

のキャンドルに灯をともすイベント「千里キャンドルロード」に本セン

ターは2014年度から参加し、今回で８回目となる。10周年を迎えた今

年は、『「出会い」これまでも…これからも…』をテーマに、３年ぶりに

来場予約なしでの開催となった。

　学生スタッフはキャンドルのデザインから考え、2022年度は、約

2000個の紙コップを色づけした大きな赤いハート２つを中心に、伸び

る 蔦 葉 や 青 い 紙 コ ッ プ で 縁 取 り し た「Kandai Volunteer Center 

2022」の白い文字など、工夫を凝らしたデザインを作成した。

　当日は、多くの方が訪れ、暗くなってキャンドルに火が灯されると、

あたり一帯が幻想的な光景になる様子を訪れた方たちが足を止め写真撮影をするなど、笑顔溢れる

光景となった。

　　日　　時　 11月５日（土）11時30分〜21時00分

　　場　　所　 吹田市立千里南公園

　　主　　催　 千里キャンドルロードプロジェクト

　　参加者数　 40名（学生スタッフ33名、本学学生７名）

　　内　　容　 キャンドルデザイン案の作成、キャンドルを入れる紙コップの色付け、

　　　　　　　 キャンドルの設置・点火・見回り・片付け

　　企画学生の声

　・「ここ（関大の作品）すごい！」「ここがメインやね。」などと、来場した方からの嬉しい言葉を

たくさん耳にしました。準備は大変でしたが成功して良かったと思えた瞬間でした。

　・スペースの問題もあり、当日にデザインの変更をしましたが、とても上手に完成させることがで

きて達成感がありました。学生スタッフの参加人数がとても多く、学生スタッフの交流の場となっ

ていたのも良かったです。

　　参加者の声

　・楽しそうだと思ったので参加しました。みんなで一つのものを作れていい経験になりました。（経

済学部・３年次生）

　・学園祭期間で授業がなく時間が空いていたこともあり、参加を決めました。想像していた以上に

キャンドルに灯をともした光景が綺麗で、また、地域の人達にも満足していただけたようでやり

がいを感じました。（法学部・２年次生）

⑱　大阪マラソン2023給水ボランティア
　今回で11回目の開催を迎える大阪マラソンは、チャリティ文化の普

及を目指す日本最大規模の都市型市民マラソンである。本学は第1回大

会からオフィシャルスポンサーとして参画している。

　活動を通して本学学生が大阪を盛り上げるとともに、ボランティアの

楽しさややりがいを感じてもらう機会とすることを目的として実施し

た。

　当日は、本学学生が給水ボランティアとして携わり「みんなでかける

虹。」というスローガンのもと、29,285人のランナーをサポートした。

給水や応援を通してランナーの方と関わり、参加した学生にもよりボラ

ンティア楽しさやスポーツの魅力を感じてもらうことができる活動と

なった。

　　日　　時　 ①事前説明会：２月15日（水）13時00分〜14時30分

　　　　　　　 ②活　　　動：２月26日（日）７時30分〜12時00分

　　場　　所　 ①千里山キャンパス第２学舎４号館BIGホール100

　　　　　　　 ②大阪マラソン第１給水所（５ km地点／中之島・本町ブロック）

　　参加者数　 191名（学生スタッフ22名、本学学生58名、体育会所属学生108名、職員３名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明、ボランティアセンターの紹介

　　　　　　　 ②給水所でのランナーへの給水提供

　　参加者の声

　・中学校の頃からマラソンに興味があり、実際に見てみたかったので参加しました。ランナーの皆

さんが一生懸命走りつつも、僕らボランティアに「ありがとう」と声を掛けてくれたことがすご

く嬉しかったです。（環境都市工学部・２年次生）

　・2021年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響で中止になってしまったので、今回は絶対に

参加しようと決めていました。関西大学の多くの学生が大阪マラソンという大きなイベントに携

われて、盛り上げることができて良かったです。（システム理工学部・2年次生）

⑲　飛鳥ハーフマラソン2023給水ボランティア
　関西大学と縁の深い奈良県明日香村で開催される飛鳥ハーフマラソン

に2021年度に引き続き2022年度も学生ボランティアをいう形で参加

した。本学学生が学生ボランティアとして参加することで地域貢献活動

に寄与するとともに、ボランティア経験の浅い学生に対してボランティ

アのやりがいや魅力を広めることを目的として実施した。

　明日香村は「飛鳥・藤原の宮都とその関連資産群」として世界遺産登

録をめざしており、その構成資産の半分以上を巡ることができるように

コースが設定されている。また、持続可能な社会づくりのためにソフト

フラスク（折りたためる携行給水ボトル）の配布や、参加費等の一部で

菜の花のタネを購入して景観保全に役立てるなど、様々な取り組みが行

われている。

　当日は、スタートからおよそ11km地点の棚田に設けられた第２給食所で甘酒の提供を行った。

　　日　　時　 ①事前説明会：３月１日（水）10時00分〜11時30分 

　　　　　　　 ②活　　　動：３月12日（日）８時00分〜13時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②奈良県高市郡明日香村

　　参加者数　 18名（学生スタッフ11名、本学学生７名）

　　内　　容　 ランナーへの給水

　　企画学生の声

　・給水を行っていると、ランナーの方に「ありがとう」と声をかけていただくことがあり、ボラ

ンティアをしている側の自分たちが元気をもらい、ボランティアに参加してくれた学生に活動を

通してやりがいを感じてもらうことができました。

　・ボランティアに参加していただいた関大生との交流を楽しむことができ、ランナーの方の笑顔を

見ることができてとても充実した時間を過ごすことができました。

　　参加者の声

　・スポーツが好きなので、スポーツに関われるボランティアをやってみたいと思い参加しました。

ランナーの方に「ありがとう」と声をかけていただくこともあり、喜んでいただけていると感じ

られて嬉しかったです。（文学部・１年次生）

　・もともと給水ボランティアをしてみたいと思っていたので参加しました。ランナーの方と言葉を

交わしたり、アイコンタクトを取ることができたりしたことが嬉しかったです。（法学部・２年

次生）

⑳　子ども遊びボランティアinまちなかリビング北千里
　2022年度初めて企画を募集し、ベストアイデア賞を獲得した「学童

保育ボランティア」として、まちなかリビング北千里にて、ソフトバス

ケット大会（3on3）のお手伝いやボードゲーム・カードゲームを使用

した遊び等、子どもとのふれあいを通して、子どもとのかかわり方や距

離の縮め方を学び、コミュニケーション能力を向上させることを目的と

して実施した。

　当日はソフトバスケット大会の運営補助だけでなく、子ども達と一緒

にチームを組んで参加したり、小学生vs大学生の試合を行い、ソフトバ

スケット大会を盛り上げた。また、同施設で管理しているボードゲーム

やカードゲーム等の様々な遊び道具を使用して、ソフトバスケットの参

加待ちの子ども達やスポーツが苦手な子ども達と遊ぶ活動も行った。

　　日　　時　 ３月23日（木）16時00分〜18時00分

　　場　　所　 まちなかリビング北千里

　　参加者数　 13名（学生スタッフ５名、本学学生８名）

　　内　　容　 ソフトバスケット大会の運営補助・参加、子ども達との交流

　　企画学生の声

　・下見を行った時より子ども達の人数が多かったのにも関わらず、学生ボランティアの方々全員が

子ども達と交流をしていただくことができました。活動の最後まで、子ども達と交流するという

ことができ、手持ち無沙汰にならなかったことが非常に良かったと思います。また、児童センター

の職員さんには行くたびに「来てくれてありがとう。」というお言葉をいただくことができて、

嬉しいです。

　　参加者の声

　・子どもと遊ぶことがボランティアになるのならやってみたいと思ったので参加しました。子ども

と触れ合う中で、子どもにしかない発想を多く学び、とても楽しく活動することができ、ボラン

ティアに参加して良かったと思いました。（経済学部・1年次生）

　・子どもと遊びたいと思ったので参加しました。ボランティアに参加した自分が子どもから元気を

もらい、ボランティアにはこんな魅力もあるんだと実感しました。（大学院・2年次生）

（３）雨天中止事業

①　第4回大和川大掃除～未来につなげよう300人の小さな一歩～
　堺キャンパスの近くを流れる大和川河川敷において、各キャンパスの

学生、体育会所属学生、ボランティア団体所属学生、大学職員、ミズノ

株式会社社員など総勢300名が海につながる河川の環境美化に取り組む

ことで、SDGsや海洋プラスチック問題などを改めて意識してもらうこ

とを目的として企画したもの。

　学生スタッフは設立以来、本学学生にボランティア活動を通じてボラ

ンティアの魅力を知ってもらうために、様々なボランティア活動を同じ

学生目線で企画・運営してきた。特に河川敷の清掃活動については、

2011年度から2016年度まで500名規模で淀川河川敷の大掃除を行い、

ゴミの減少に貢献した。2017年度からは大和川河川敷に活動場所を移

し、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により規模を縮小することもあったが、継続的に清掃活

動を行っている。

　2022年度は多くの関大生にボランティア活動の魅力を知ってもらうべく、体育会11団体にご協

力いただき、コロナ禍前と同規模の300名で実施することを企画した。また、ボランティア活動を

通じて双方の充実と発展に寄与するため、本学と連携協定を結んでいるミズノ株式会社にもご参加

いただくことになっていたが、残念ながら当日雨天のため中止となった。

　　日　　時　 ２月19日（日）10時00分〜12時00分

　　場　　所　 大和川公園河川敷周辺

　　協　　力　 大和川河川事務所

　　　　　　　 ミズノ株式会社

　　内　　容　 大和川河川敷での清掃

「子ども店長」ブースの様子 「子ども店長」と学生スタッフの集合写真

非常食配布の様子 非常食配布ブースでの集合写真
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Ⅱ  ２  学生スタッフ事業報告

　学生の中には「ボランティアに関心があるけど一歩踏み出せない」という学生もおり、学生スタッ

フはそのような学生を後押しできるような学内のボランティア活動の企画のほか、様々な社会問題へ

の啓発活動を行っている。

（１）学生スタッフ企画

　学生スタッフ企画とは、ボランティア活動の魅力を広めるため、まずは学生スタッフ自身がボラ

ンティアの魅力を再認識するために企画・参加しているプログラムである。

①　ボランティア懇談会
　ボランティアに関心のある関西大学の学生にボランティア活動の魅力

を発信する１つの手段として、ボランティアコーディネートを実施して

いる。より多くの学生に参加してもらうことを目的として普段はお昼休

みに実施しているボランティアコーディネートを、今回はお昼休みから

３限終わりまで開室時間を延長して実施した。

　　日　　時　 ５月 13 日（金） 12時20分〜15時00分

　　場　　所　 誠之館２号館１階ボランティアステーション

　　内　　容　 ボランティアコーディネート

②　富士山自然保護ボランティアツアー（法政大学主催3大学連携事業）
　3大学（法政大学・明治大学・関西大学）連携事業の一環として、法政大学主催の世界遺産であ

る富士山の麓で森林整備事業に参加した。

　団体の方からオーバーユーズ（使いすぎ）やアンダーユーズ（活用不足）の重要性、環境問題に

ついてなどのお話を伺った後、6〜7名ずつのグループに分かれて森林保全活動に取り組んだ。草

木の伐採や薪割り、枯れ木処理など、慣れない作業を行うのは大変であったが、休憩時間には木登

りをしたりブランコに乗ったりして、日常では味わえない大自然とのふれあいを楽しんだ。

　　日　　時　 ５月22日（日）９時45分〜17時00分

　　場　　所　 静岡県富士宮市

　　主　　催　 認定特定非営利活動法人富士山クラブ

　　参加者数　 37名（学生スタッフ4名、職員1名、

　　　　　　　 他大学学生32名）

　　内　　容　 草木の伐採、薪割り、枯れ木処理

　　学生スタッフの声

　・階段づくりや道の開拓など、自分が想像していたよりもはるかに本格的な活動ができました。日

常生活の中で鍬や鋸を使ったりすることがないため、初めはうまく使えませんでしたが、コツを

つかんだ後は気持ち良い程スムーズに切れるようになったのが本当に楽しかったです。

③　びわ湖を美しくする運動
　 2022年度に引き続き、琵琶湖の特定外来生物の現状を把握

するために、実際に琵琶湖に足を運び、滋賀県が毎年7月1日

において「びわ湖の日」に実施している「びわ湖を美しくする

運動」の特定外来生物のオオバナミズキンバイおよびナガエツ

ルノゲイトウの駆除活動に参加した。

　滋賀県が取り組む、琵琶湖の環境保全について、現状と課題、

特に侵略的外来水生植物の繁殖力やその影響による被害を伺

い、行政として滋賀県が取り組むボランティアに関して知見を

深めた。また、実際に、湖岸に生息する大量のナガエツルノゲ

イトウを手作業で取り除く体験を行い、学生スタッフとして何

ができるのかを考えることに繋げ、今後企画する「琵琶湖ツー

リズム！～大学生で考える環境ボランティアの未来2022（実

践編）〜」で実現することとした。

　　日　　時　 ７月１日（金）９時00分〜10時30分

　　場　　所　 滋賀県大津市　大津市なぎさ公園周辺

　　協　　力　 滋賀県琵琶湖環境部自然環境保全課

　　参加者数　 ７名（学生スタッフ５名、職員２名）

　　内　　容　 特定外来生物オオバナミズキンバイおよびナガエツルノゲイトウの駆除及び関係者

への取材

④　2022ボランティア新企画募集～あなたの想いを伝えよう～
　関大生からボランティアの新企画を募集し、学生スタッフが企画者のボランティアへの想いを他

の学生に伝えるお手伝いをする。また、そのボランティアを実現することで学生スタッフの活動に

新しい視点を取り入れることを目的として、2022年度から新しく実施した。

　SDGsを意識した内容のボランティア活動で、関大生が学生スタッフとともに行うことができる

新たな企画を募集したところ、８事業の応募があり、ヒアリングなど選考を重ねベストアイデア賞

として「学童保育ボランティア」、学生スタッフ特別賞として「動物愛護団体のお手伝いをして、

犬猫と触れ合おう」の２事業が選ばれた。

　ベストアイデア賞として選ばれた「学童保育ボランティア」は学生スタッフのサポートのもと、

大阪府吹田市の「まちなかリビング北千里」にて、来館する子ども達と遊び、交流するボランティ

アとして実際に実施し、特典②として本センター活動報告書にも掲載した。

　　募集期間　 ７月25日（月）〜８月31日（金）

　　募集内容　 SDGsを意識した内容で、複数名が参加できて、みんなで

楽しめるボランティア活動のアイデア

　　募集対象　 関西大学に所属の個人またはグループ
特典： ①選ばれたアイデアは、学生スタッフのサポートのもと、実際に企画として実施

②ボランティアセンターが発行する「活動報告書」に記載
③ボランティア体験ツアーに企画者の名前を付すことができる

　　応 募 数　 ８グループ
○ キャンパスで大地震発生から避難までを考える・新！関大クリーン大作戦
○ 子ども達が防災について学べる遊びを提供する活動・子ども達とのふれあい大作戦
○ 二酸化炭素を減らし地球の環境を守るための植林ボランティア
○ 私たちの手で綺麗な海を守ろう！海岸清掃in大阪湾沿岸の浅場
○ 学童保育ボランティア・動物愛護団体のお手伝いをして、犬猫と触れ合おう

　　学生スタッフの声

　・アイデアを応募してくれたグループへヒアリングを行うことで、アイデアをより具体的に深掘す

ることができました。

　・多くの学生に参加してもらうために、広報期間をより長く設け、ボランティアセンター機関誌の

配布などで知ってもらう機会を作る工夫をするべきでした。また、体験ツアー化する企画を選定

してから実施までに時間がかかりすぎたため、次に実施する際は実施までのプロセスまで細かく

決めておきたいです。

⑤　ようこそ！　関大サロンへ
　コロナ禍でも実施できるボランティア活動として、吹田市社会福祉協議会の協力を得て、2021

年度から高齢者施設に入所する方々とZoomを繋いだオンライン交流会を開始した。

　同世代の交流だけでなく、高齢者のような日常の中ではつながりを持ちにくい異世代との交流を

通して、高齢者の人々の文化を享受するだけでなく、一緒にゲームや歓談を行い、地域において世

代を超えたつながりや相互理解を深める機会を創出することを目的として実施した。加えて、高齢

者の方との接し方を学び、学生のコミュニケーション能力の向上を図るとともに、高齢者の方や施

設職員との関わりの中で、どのようなボランティアや支援が必要なのかを知り、これから新たに行

う活動を企画する際の気づきを得ることができた。

　今後は、関大生を募集してボランティア体験ツアーとして実施することを予定している。

　　日　　時　 ①９月５日（月）13時30分〜14時30分

　　　　　　　 ②３月15日（水）13時30分〜14時30分

　　場　　所　 オンライン（Zoom）

　　受入団体　 社会福祉法人 秀明会「特別養護老人ホーム あす～る吹田」

　　参加者数　 ①10名（学生スタッフ４名、職員２名、高齢者３名、施設職員１名）

　　　　　　　 ②11名（学生スタッフ３名、職員３名、高齢者３名、施設職員２名）

　　内　　容 高齢者とのゲーム・クイズ、歓談

　　学生スタッフの声

　・高齢者の方が「楽しかった、ありがとう」と言って涙まで流してくださり、短い時間で、これほ

ど感動していただけたのがとても嬉しかったです。

　・普段あまり話すことのない年代の方々と会話することができ、とても思い出に残る良い時間を過

ごせました。

⑥　まちFUNまつりin関西大学2022　子ども店長サポートボランティア
　子ども達を中心に、ともに楽しみ学べる場を地域に作ることを目的として活動している特定非営

利活動法人 ママふぁん関西との共催事業として実施した。

　「地域に開かれた大学」を目指して始まった本イベントは、今回で6回目を迎えた。学生スタッ

フも毎年運営補助ボランティアとして参加しており、2022年度は子ども達が店長となって出展

ブースのお店を手伝い、お金のやりとりも行うことで働く楽しさやお金の大切さを学ぶ職業体験イ

ベント「子ども店長」企画のサポートを行った。

　事前にお給料袋やくじを作成し、当日も会場設営の手伝いを行った。来場した子ども達がエプロ

ンに着替える手伝いや働くお店を決めるくじ引きの対応をする中で、学生スタッフは子ども達の緊

張がほぐれるように、声掛けをするなど工夫しながら活動をした。

　　日　　時　 10月９日（日）10時00分〜13時30分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館およびその周辺

　　参加者数　 学生スタッフ７名

　　内　　容　 お給料袋やくじの作成、会場設営、「子ども店長」事業のサポート、子ども達との交流

　　学生スタッフの声

　・子ども達の元気な姿に勇気づけられる、楽しい時間でした。

　・子ども店長自身が楽しかったと笑顔で言ってくれたり、お給料を手渡しするときにありがとうと

声をかけてくれたりして、うれしかったです。

⑦　非常食配布イベント
　防災意識の向上はもちろん食品ロス削減に取り組むことでSDGsの「つくる責任　使う責任」の

達成への貢献を目指して、公益社団法人 日本非常食推進機構より提供していただいた使用期限が

迫った非常食（防災備蓄品）を配布した。

　当日は、保存用ビスケット、保存用飲料水、アルファ化米の三種類の非常食を配布するのにあわ

せて、学生スタッフが広く認知されるように広報を行った。

　配布数は、保存用ビスケット300個、保存用飲料水100本、アルファ化米41個だった。

　　日　　時　 10月10日（月）12時20分〜12時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館１階学生センター前

　　参加者数　 学生スタッフ７名

　　内　　容　 保存用ビスケット・保存用飲料水・アルファ化米の配布

（２）ボランティア体験ツアー

　ボランティア体験ツアーとは、「ボランティアに関心があるけど一歩踏み出せない」という学生に、

ボランティアの第一歩として気軽に参加できるボランティア活動として実施しているプログラムで

ある。

①　関大クリーン大作戦～関大前の交流の輪を広げよう！～
　関西大学周辺まちづくり勉強会※主催の清掃活動にボランティア活動

として参加した。

　当日は、地域の方や体育会学生と協力して、関大前通りや千里山ユー

トピア遊園の清掃を行った。道端にはタバコの吸い殻が多く、側溝にも

マスクや包装紙のゴミが多く落ちていた。ゴミ拾いを終えたら、根を残

さないように専用の道具などで掘り起こしながら千里山ユートピア遊園

の除草作業を行った。普段なかなか関わることのない地域の方と交流し

ながらの活動となり、終始笑顔が絶えない時間となった。

※阪急電鉄関大前駅周辺の地域において、安心・安全で活力と魅力あふれる「ま
ちづくり」を推進し、自治会、関大前商店街、学校法人関西大学及び行政で
課題を共有し、方策を検討することを目的とした組織。現在は、関大前ラボ
ラトリ（通称まち・かん）の管理運営及び関大前周辺地域の美化活動を主な活動としている。

　　日　　時　 ４月14日（木）８名、５月12日（木）雨天中止、６月９日（木）６名、10月13日（木）

７名、11月10日（木）３名、12月８日（木）７名　14時00分〜15時00分

　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ15名、本学学生延べ16名

　　場　　所　 阪急電鉄関大前駅～関西大学正門の周辺道路、千里山ユートピア遊園

　　主　　催　 関西大学周辺まちづくり勉強会

　　内　　容　 関大前通り、千里山ユートピア遊園の清掃

　　企画学生の声

　・関大前はタバコのゴミや雑草が多く、清掃のやりがいが大きいと感じました。また、地域の方や

関大生とも交流しながら行えたため、最後まで良い雰囲気で清掃できたと思います。

　・参加してくれた関大生と活動中もたくさん話せました。１人で清掃に集中するよりも話しながら

のほうが楽しく、時間が過ぎるのが早かったです。

　　参加者の声

　・コロナ禍でも自分がやれることに挑戦したかったから参加しました。地域の人と交流できてよ

かったです。（社会学部・２年次生）

　・街が綺麗になっていくのがうれしかったです。地域の人たちとも協力しあうことができて、充実

した時間でした。（法学部・1年次生）

②　関大クリーン大作戦in高槻
　普段利用している駅やキャンパス周辺を清掃し、景観を保護すること

で、学生や地域の方々が気持ちよく利用することを目的に、また、阪急

高槻市で活動することで高槻キャンパス、高槻ミューズキャンパスの学

生も気軽にボランティアに参加できる機会を設けることを目的として実

施した。

　4月実施時は、阪急高槻市駅周辺の本通り商店街と中通り商店街の二

手に分かれて、清掃活動を実施した。11月実施時は、参加者全員で清

掃活動を実施した。両日とも、最初にアイスブレイクを行い、交流をし

てから清掃活動に取り組んだため、雰囲気がよく楽しく活動することが

できた。

　　日　　時　 ①４月17日（日）９時00分〜10時30分

　　　　　　　 ②11月27日（日）９時00分〜10時30分

　　場　　所　 阪急高槻市駅周辺

　　参加者数　 ①15名（学生スタッフ５名、本学学生10名）

　　　　　　　 ②７名（学生スタッフ６名、本学学生１名）

　　内　　容　 阪急高槻市駅周辺の清掃

　　企画学生の声

　・想像していたよりも多くの人に参加してもらうことができて、アイスブレイクや清掃活動中は参

加者同士の交流があり、いい雰囲気で活動することができてよかったです。

　・活動中に通りがかった地域の方から「お疲れ様です。」というお言葉をいただくことができて、

嬉しかったです。

　　参加者の声

　・友達の輪を広げたいと思い参加しました。ゴミをたくさん拾うことができてやりがいがありまし

た。（社会安全学部・１年次生）

　・少人数のグループに分かれてのゴミ拾いだったので、1人で参加しても他の参加者と話しながら

活動しやすくて良かったです。（総合情報学部・３年次生）

③　淀川掃除
　淀川河川敷の清掃をすることで、大阪湾へゴミが流れ込むことを防ぎ、

淀川の水質や景観を保護することを目的に、また、清掃活動という気軽

に参加できる点を活かして、関大生にボランティア活動の魅力を広める

機会にすることを目的として実施した。2021年度には、淀川河川事務

所に相談を行ったうえで、これまで清掃を行っていた南方地区から行政

の対応が追い付いていないより河口の西淀川区福町地区へ場所の変更を

行った。

　４月実施時は雨天だったため、河川敷の手前を２グループに分かれて

清掃活動を行い、途中でグループを入れ替える等、参加者同士がより多

く関われるよう工夫を行った。

　10月実施時は晴天に恵まれ、5グループに分かれて河川敷を広く清掃

した。

　　日　　時　 ①４月24日（日）10時00分〜12時00分

　　　　　　　 ②10月23日（日）10時00分〜12時00分

　　場　　所　 大阪市西淀川区　阪神福駅近くの河川敷

　　参加者数　 ①26名（学生スタッフ8名、本学学生18名）

　　　　　　　 ②20名（学生スタッフ10名、本学学生10名）

　　内　　容　 淀川河川敷の清掃

　　企画学生の声

　・雨の中での実施となり、予定していた通りの淀川掃除は出来ませんでしたが、参加者の方から「楽

しかった」という言葉が聞けて嬉しかったです。

　・通りすがりの地域の方からどこの大学の団体なのかと尋ねられ、「ありがとうね、頑張って！」

とお声掛けいただいて嬉しかったです。

　　参加者の声

　・河川敷には多くのゴミが落ちていて、それらを拾っていくことが単純に楽しかったし、学生ス

タッフの方や参加者の方と色々話せてよかったです。（外国語学部・１年次生）

　・前に参加した清掃ボランティアで誘ってもらったので、参加しました。思っていたよりもプラス

チックのゴミが多くて驚きました。（政策創造学部・１年次生）

④　献血呼びかけボランティア

　献血の必要性を多くの学生に伝えることが、社会貢献につながるとい

うことを知ってもらうこと、また、気軽に参加できる学内ボランティア

を通じて、ボランティアの良さを身近に感じてもらい次のボランティア

活動参加のきっかけを創出することを目的として実施した。

　現在の日本では少子高齢化が進み、輸血を必要とする高齢者の割合が

増える一方で、それを支える若者の献血者数が減っているという危機的

状況にある。また、血液は長期の保存ができないため、安定的な供給が

必要であるが、献血について学生の関心が薄いのが現状である。

　献血を実施の広報だけでなく、当日は、献血車前で看板を持って献血

協力の呼びかけを行った。

　　日　　時　 ４月25日（月）14名、４月26日（火）９名、５月10日（火）６名、６月７日（火）８名

　　　　　　　 10月12日（水）10名、10月20日（木）３名、11月11日（金）６名、12月５日（月）４名

　　　　　　　 11時30分〜13時30分、12時00分〜13時00分

　　　　　　　 ※10月20日は関大防災DAYの事業の一環として実施した。
　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ40名、本学学生延べ20名

　　場　　所　 千里山キャンパス総合図書館前、悠久の庭前、

　　協　　力　 大阪府赤十字血液センター

　　内　　容　 献血への協力呼びかけ

　　企画学生の声

　・授業終わりで人通りが多い時間帯に呼び込み時間を設定したため、効果的に呼びかけが行えたと

思います。前を通った方が自分たちの呼びかけに反応してくださって嬉しかったです。また、毎

月行っているので声を出すことに慣れてきて、積極的に声かけをすることができました。

　・呼びかけを行ったことで、多くの学生に献血実施中であることに気付いてもらうことができまし

た。呼びかけに反応してくださる方もいて嬉しかったです。

　　参加者の声

　・輸血経験があるため、恩返しになればと思って参加しました。活動はアットホームな雰囲気で楽

しむことができました。（文学部・２年次生）

　・自分が想像していた以上に人が集まり、献血に協力していたので、声掛けの達成感を感じました。

（商学部・３年次生）

⑤　関大花植え活動（大学昇格100年記念）
　大学昇格100年記念事業の一環として、経済学部と商学部の学び舎で

ある第２学舎１号館前の広場を、山岡順太郎の胸像とともにリニューア

ルすることとなり、管財課の協力のもと、花壇の花植え活動を実施した。

大学昇格100年という節目に、緑のなかで新しい仲間と出会って交流し

ながら、学生たちの愛校心を育むこと。また、今後の広報を含めて、「ボ

ランティアセンター学生スタッフ」が大学内で広く認知されることを目

的として実施した。

　当日は、業者の方の指示に従いながら土を掘り、花を植えた。活動の

途中から雨が降りだしたため、レインコートを着用しての活動になった

が、参加者全員が熱心に取り組んだ結果、予定よりも広い範囲に花を植

えることができた。

　　日　　時　 ５月13日（金）９時00分〜12時10分

　　場　　所　 千里山キャンパス第2学舎1号館前広場

　　参加者数　 30名（学生スタッフ９名、本学学生21名）

　　内　　容　 花壇の花植え

　　企画学生の声

　・花を植える場所の土が硬くて、掘るのに思ったより時間がかかって大変でした。また、植えると

きに花の間隔や全体のバランスを考えるのが難しかったので、わからないことがあったら業者の

方に質問しながら作業をすすめました。

　・業者の方から「これからも手伝いにきてほしい」と言って褒めていただけて、嬉しかったです。

　　参加者の声

　・花植えに興味が湧いたので参加しました。想像していたよりも体力を使い、花壇がきれいになっ

ていくのが分かってやりがいがありました。（システム理工学部・４年次生）

　・ボランティア活動を体験してみたかったので参加しました。自分の活動が花というかたちで残っ

て嬉しいです。（文学部・１年次生）

⑥　高槻景観美化ボランティア
　自然と共生する「花と緑のまちづくり」に寄与することを目的として

いる高槻市のNPO法人「花と緑のまちづくり 高槻景観園芸クラブ」と

の連携事業として活動に参加し、学生に環境美化、地域交流の必要性を

学んでもらうことを目的として実施した。

　高槻景観園芸クラブの方々から活動の説明を受けた後、初対面の学生

の緊張をほぐすためにアイスブレイクを行った。高槻景観園芸クラブの

方々の指示に従い、苗床を整備して花を植えていく中で、良い苗の見分

け方や植物の種類なども教えていただいた。

　11月実施時は花を植えた後、花壇周りや他の花壇に積もった大量の

落ち葉を拾い集め、花壇全体の景観を美しく整えた。

　幅広い世代の憩いの場所である公園を美化し、まちづくりに関心を持

てるような事業は貴重なものであり、団体の方々とコミュニケーション

を取りながら、楽しく花植え活動を行うことができた。

　　日　　時　 ①５月14日（土）８時50分〜11時00分

　　　　　　　 ②11月20日（日）９時00分〜11時00分

　　場　　所　 大阪府高槻市　高槻城公園

　　　　　　　 連携先 NPO法人 花と緑のまちづくり 高槻景観園芸クラブ

　　参加者数　 ①７名（学生スタッフ５名、本学学生２名）

　　　　　　　 ②６名（学生スタッフ４名、本学学生２名）

　　内　　容　 高槻城公園内の花壇の手入れ、地域の方との交流

　　企画学生の声

　・団体の方といろんなお話をしながら花植え活動を行い、花植えをしたことがない学生でも不安な

く楽しめた事業でした。参加学生にボランティアの魅力を伝えるとともに、自身も改めてボラン

ティアの魅力を感じることができました。

　・花にも一つ一つ個性があり、それぞれに花の魅せ方があるのだと初めて知り、ただ活動するので

はなく、何かを意識して取り組むことの大切さを学びました。

　　参加者の声

　・花壇の手入れをしたことがなく、一度してみたいと思ったので参加しました。花壇が綺麗になっ

た際に感じた達成感や団体の方々との交流を通じて、ボランティアの魅力や楽しさを感じること

ができました。（法学部・４年次生）

⑦　関大クリーン大作戦in梅田
　梅田キャンパスの周辺を清掃することで環境や景観を保護し、通行す

る人々が気持ちよく過ごすことができるようにすること、気軽に参加で

きるボランティア活動として清掃活動に参加することでボランティアの

やりがいや楽しさを感じてもらうことを目的として実施した。

　当日は、梅田キャンパスの教室にてアイスブレイクを行ったあと、２

グループに分かれて茶屋町エリアの清掃を約１時間行った。清掃活動中

には、通りがかった人や清掃ルートの並びにある店舗の方からお礼の言

葉をもらうことができ、参加者の達成感や満足感につながった。日曜の

朝ではあったが人通りや車が多く、学生スタッフが時折声をかけて注意

を促しながら活動した。

　　日　　時　 ①５月15日（日）９時00分〜11時00分

　　　　　　　 ②11月13日（日）９時00分〜11時00分

　　場　　所　 梅田キャンパス周辺

　　参加者数　 ①19名（学生スタッフ５名、本学学生14名）

　　　　　　　 ②13名（学生スタッフ３名、本学学生10名）

　　内　　容　 梅田キャンパス周辺の清掃

　　企画学生の声

　・アイスブレイクで学部や趣味などの自己紹介を行ったので、活動中の話題ができてすごく話しや

すかったです。友達同士が一緒になるようにグループ分けしたのがよかったのか、参加した学生

同士楽しそうに活動していました。

　・清掃の距離を延ばすなどの工夫をしましたが、ルートによってゴミの量が違っていたので、ルー

トの見直しが必要だと感じました。雨の中での活動でしたが、みんなで楽しく清掃活動ができた

ので嬉しかったです。

　　参加者の声

　・活動場所が梅田なので参加しやすいと思い参加しました。普段なかなかゴミ拾いを行う機会がな

かったので経験できて良かったです。（商学部・１年次生）

　・一度ボランティアに参加してみたいと思ったので参加しました。自分たちで街を少しでも綺麗に

する活動ができ、良い経験になりました。（社会安全学部・１年次生）

⑧　関大クリーン大作戦～千里山キャンパス周辺の清掃～
　普段自分たちが利用している千里山キャンパス周辺を清掃することで

環境や景観を保護し、関大生や地域の方々がより気持ちよく過ごすこと

ができる。また、授業の空きコマに気軽に参加できることでボランティ

ア活動を身近に感じてもらうことを目的として実施した。

　活動前にアイスブレイクを行い、学部や学年に関係なく学生同士が交

流することで、その後の活動も和やかな雰囲気で進めることができた。

清掃は関大前ルートと名神高速道路沿いルートの2コースに分かれて

行った。ゴミは「燃えるゴミ」「ビン・カン」「ペットボトル」の3つに

分類して集めたが、タバコの吸い殻が最も多く、ゴミを拾うだけでなく、

今後はゴミを捨てる人が少なくなるように啓発を目的とした活動も検討

している。

　　日　　時　 ①５月21日（土）10時40分〜12時10分

　　　　　　　 ②10月15日（土）10時40分〜12時10分

　　場　　所　 千里山キャンパス周辺

　　参加者数　 ①10名（学生スタッフ３名、本学学生７名）

　　　　　　　 ②16名（学生スタッフ７名、本学学生９名）

　　内　　容　 千里山キャンパス周辺の清掃

　　企画学生の声

　・ゴミの量が少なく、やりがいを感じにくいのではないかと心配でしたが、清掃中はずっと楽しく

会話しながら活動を行うことができました。

　・参加者の１回生が１人で、他の上級生と仲良くなれるかどうか不安がありましたが、始まってみ

ればみんな会話が絶えず、終始楽しく活動することができました。

　　参加者の声

　・自分が通っている大学に恩返しをしたいと思って参加しました。意外と大学の周りが綺麗だった

ことに驚きました。（社会学部・３年次生）

　・アルバイトをやっていないため、他に何か出来ることはないか、頑張れることはないか、と探し

ていたらこのボランティアを見つけて参加しました。意外と細かいゴミが多く、拾うのが大変で

したが、充実した時間を過ごせました。（法学部・１年次生）

⑨　関西大学×法政大学 スポーツゴミ拾い
　法政大学と連携しZoomを用いて合同でゴミ拾いを実施した。「スポー

ツゴミ拾い」とは、制限時間内に指定されたエリアのゴミを拾い、拾っ

たゴミの量と種類で得点を競い合うというスポーツ要素を加えた、日本

発祥の新感覚清掃活動である。ゴミ拾いにスポーツ要素をかけ合わせる

ことで、ゴミ拾いをスポーツ感覚で楽しみ、ボランティアへの興味を引

き出し、法政大学の学生と交流を深め、参加者同士で協力してゴミ拾い

を行うことで連帯感や達成感を得ることを目的として実施した。

　当日は、Zoomを繋ぎながらキャンパス周辺の清掃を行い、清掃の様

子だけでなく、キャンパスの様子なども映すことで大学の所属を超えて、

学生ボランティア同士の交流も行うことができた。

　　日　　時　 ①５月29日（日）14時00分〜16時20分

　　　　　　　 ②３月13日（月）13時50分〜16時20分

　　場　　所 ①関西大学千里山キャンパス周辺および凜風館１階学生ラ

ウンジ

　　　　　　　 　法政大学市ヶ谷キャンパス周辺および外濠校舎３階S305

　　　　　　　 ②関西大学千里山キャンパス周辺および尚文館１階マル

チメディアAV大教室

　　　　　　　 　法政大学市ヶ谷キャンパス周辺および外濠校舎３階S305

　　共　　催 法政大学ボランティアセンター、法政大学ボランティアセ

ンター学生スタッフ VSP

　　参加者数 ①32名（学生スタッフ10名、本学学生７名、法政大学15名）

　　　　　　　 ②25名（学生スタッフ７名、本学学生６名、法政大学12名）

　　内　　容 それぞれのキャンパス周辺のゴミ拾い、クイズ大会、法政大学との交流

　　企画学生の声

　・拾ったゴミを得点化して競うのはゲーム感覚があり、参加者

に楽しんでもらえたように思います。参加者の方がゴミを袋に

入れるときに何を拾ったかを伝えてくれたので、記録がスムー

ズに進みました。

　・単なるゴミ拾いではなく、ゴミを点数化してチーム対抗で競う

ことで、楽しみながらも一生懸命に取り組むことができ、参加

者にボランティアを楽しむ感覚を味わってもらえて、非常に良

かったです。

　　参加者の声

　・スポーツゴミ拾いはゲーム性があり、法政大学の学生と交流し

ながら楽しく活動することができました。（文学部・２年次生）

　・学生スタッフの方もほかの参加者の方も丁寧に接してくれて嬉

しかったです。おかげで楽しく街を綺麗にすることができまし

た。（法学部・２年次生）

⑩　1000000人のキャンドルナイト 茶屋町スロウデイ2022
　梅田・茶屋町エリアの企業、地域団体、学校および行政などが集まっ

て“歩いて楽しいまちづくり”を推進し、茶屋町の魅力を発信する本イ

ベントに2017年度から参加している。魅力発信に取り組み地域の活性

化を行い、キャンドルの灯りを見てくれる人に気持ち安らぐ時間や癒し

を提供することを目的として実施した。

　2022年度は「Convivial 〜ともに愉しむ日～」をテーマに、３年ぶ

りの現地開催となった。「キャンドルの灯りが人々の心に安らぎと未来

への希望をもたらすように」という願いを込めて、学生スタッフは

CHASKA茶屋町（ジュンク堂書店）前にキャンドルアートを設置した。

　事前に学生スタッフが考えたデザインを基にキャンドル装飾を行い、

設置・点火・火の見守り・会場の片付け等の活動を行った。

　キャンドルに火が灯り、日が落ちて街が暗くなるにつれて、大勢の方がキャンドルアート前で足

を止めて写真撮影を行い、キャンドルの光に照らされた笑顔に溢れたイベントとなった。

　　日　　時　 ①事前説明会：５月25日（水）12時20分〜12時50分

　　　　　　　 ②活　　　動：６月１日（水）13時00分〜22時00分

　　場　　所　 ①千里山キャンパス凜風館1階ピアエリア／オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②大阪市北区　CHASKA茶屋町

　　参加者数　 24名（学生スタッフ11名、本学学生13名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明会

　　　　　　　 ②キャンドル装飾の制作・設置・点灯・見守り

　　企画学生の声

　・CHASKA 茶屋町全体がキャンドルの温もりに包まれた空間を体感できて良かったし、自分がそ

の空間を作る側として携わることができて嬉しかったです。たくさんの方達が見に来てくれたり

写真を撮ったりしてくれて、地域の活性化に貢献できたと思えました。

　・日が沈んだ後、キャンドルが光っている景色を見た時に、とても感動しました。たくさん写真

を撮っている方や、キャンドルの灯をずっと眺めている方もいらっしゃって嬉しかったです。

　　参加者の声

　・点灯時間までにキャンドルの設置が間に合うか不安でしたが、参加者の方々と協力して取り組み、

デザイン通りのものを完成させることができました。点灯した綺麗なキャンドルを見ると、達成

感や安らぎを感じることができ、ボランティアに参加して良かったと感じました。（社会学部・

１年次生）

　・一緒に活動した関大生と仲良くなることができ、入学してなかなか友達ができなかった自分に

とってすごく嬉しく、楽しいボランティア活動でした。（社会学部・２年次生）

⑪　大和川掃除
　堺キャンパス周辺を流れる大和川河川敷を清掃することで景観を清潔

に保つことができ、地域の方が河川敷をより気持ちよく利用できると同

時に、堺キャンパス周辺の地域貢献活動を目的として実施した。

　本活動は、堺キャンパスに通う学生にとって参加しやすい活動場所で

あることから、堺エリアで活動を展開しているボランティア団体

「WEVO」とも連携して実施している。

　当日は雲が多かったが気温は高かったため、こまめに休憩をとり、熱

中症に気を付けながら清掃活動をした。河川敷には大和川上流から家庭

ゴミやペットボトル等が流れてくるため、参加者全員で力を合わせて清

掃することで河川敷を綺麗にすることができた。

　　日　　時　 ６月５日（日）９時30分〜11時30分

　　場　　所　 大阪府堺市　大和川左岸河川敷

　　参加者数　 72名（学生スタッフ14名、本学学生17名、WEVO所属学生41名）

　　内　　容　 大和川河川敷の清掃

　　協　　力　 WEVO

　　企画者の声

・普段交流する機会が少ないWEVOの方達と交流することが出来て、貴重な機会でした。一見何も

無いように見えても、掘ってみると靴が1足出てくるなど、砂に埋まっているゴミが沢山見られ

ました。

　・同じグループの方たちと楽しく話しながら協力して清掃することができて良かったです。堺キャ

ンパスの方と一緒に活動することは初めてだったので、とても新鮮でした。キャンパス間の交流

にもなり、有意義な活動となりました。

　　参加者の声

・社会経験を積むために参加しました。初対面の人とも話すことができたので良かったです。（法

学部・３年次生）

　・ボランティアの経験を積む良い機会になると考えたので、参加しました。活動自体は思っていた

よりも短く感じ、少人数でのグループだったので活動しやすかったです。（法学部・３年次生）

⑫　吹田くわいボランティア 
　若者の農業への関心が低下し、千里山キャンパスがある吹田市の特産

品である吹田くわいの認知度が低いという現状がある。そこで、吹田く

わいの植え付けから収穫まで一年を通した活動を通して、吹田くわいに

ついて深く理解してもらうとともにボランティアの魅力に気付いてもら

うことを目的として実施した。

　どちらの活動も、農園の方から吹田くわいの説明をしていただき、植

え付けや収穫のコツについてお話しいただいた後、作業を行った。植付

けでは、日常生活では着る機会のない胴長を着用しての作業に苦戦しな

がらも、参加者同士で声を掛け合い農業の大変さを感じながら活動した。

収穫では、備中鍬でくわいを傷つけないように慎重に泥をかき分けなが

ら、全部で約700グラムのくわいを収穫した。

　　日　　時　 ①植え付け：６月16日（木）14時45分〜17時00分

　　　　　　　 ②収　　穫：12月５日（月）14時45分〜17時00分

　　場　　所　 大阪府吹田市　西農園

　　協　　力　 吹田市都市魅力部 地域経済振興室

　　参加者数　 ①13名（学生スタッフ５名、本学学生８名）

　　　　　　　 ②６名（学生スタッフ６名）

　　内　　容 吹田くわいの植え付けと収穫作業の手伝い

　　企画者の声

　・大学のある吹田市の特産品に触れることができ、地域のことを少しでも知るきっかけとなりまし

た。

　・くわいを収穫する作業は考えていたよりも大変でしたが、そのぶん達成感があり、泥の中からく

わいを見つけた時は嬉しい気持ちになりました。頂いたくわいを家に帰って素揚げにして食べて

みると、自分達で収穫したこともあってとても美味しかったです。

　　参加者の声

　・普段の生活で農業に関わることがないので、やってみたいなと思って参加しました。農業体験だ

けでなく、くわいの事を知ることもできてよかったです。（文学部・４年次生）

　・「すいたん」のモチーフであるくわいに興味があったので参加しました。また、学生スタッフの

方が話しやすくてよかったです。農家の方のお話も面白かったです。（法学部・２年次生）

⑬　飛鳥光の回廊2022 ～明日香をともす「和」のひかり～
　明日香村で毎年行われている、石舞台古墳をはじめ岡寺や飛鳥寺など、

明日香村内の代表的な史跡・寺社・施設をろうそくやLEDライトの明か

りで彩る地域活性化イベントで、奈良県明日香村との連携事業として実

施した。

　「キャンドルの輪と和でつながる光」を関西大学のテーマとし、キャ

ンドルのデザインや配置を考え、他の活動では得られない大変さと、よ

り大きなやりがいや達成感を感じることができた。

　残念ながら1日目は雨天のため中止となったが、石舞台古墳や奈良県

立万葉文化館などを見学し、明日香村の歴史や文化的価値について学ん

だ。2日目は、用意した約3000個の色付き紙コップを「ボランティア

センター 2022」という文字やピラミッド、円の形に並べた。夕方から

は多くの方が来場し、写真撮影をしたりと笑顔溢れる楽しい空間となった。

　　日　　時　 ①事前説明会：９月１日（木）12時00分〜13時00分

　　　　　　　 ②活　　　動：９月23日（金）10時00分〜17時00分

　　　　　　　 　　　　　　　９月24日（土）11時00分〜22時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②奈良県高市郡明日香村　川原寺跡

　　連 携 先　 奈良県明日香村

　　参加者数　 40名（学生スタッフ延べ21名、本学学生延べ19名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明

　　　　　　　 ②キャンドルデザイン案の作成、キャンドルを入れる紙コップの制作、

　　　　　　　 　キャンドルの設置・点灯・撤去、明日香村の散策、地域の方との交流

　　企画学生の声

　・イベントが始まると多くの方が見に来てくださり、「きれい」「すごい」などのお声をきくことが

でき、このイベントに関西大学ボランティアセンター学生スタッフとして参加してよかったと思

いました。

　・気温が高い中、多くのキャンドルを並べていくのは大変だったが、みんなで協力し合いながら長

時間かけて作り上げたので、その分、夜になりキャンドルの灯りがきらきらしているのを見ると

とても達成感を感じることができました。

　　参加者の声

　・楽しそうだと思ったので参加しました。思っていたよりずっと大変だったけど、終わったあとの

達成感が気持ちよかったです。（社会安全学部・1年次生）

　・みんなでキャンドルを並べるのがとても楽しかったです。参加して良かったと思いました。（経

済学部・1年次生）

⑭　下校見守り活動
　吹田警察生活安全課防犯係と連携して、千里山キャンパス近くの小学

校に通う子どもが安全に下校できるような環境を守ることを目的とし

て、千里山キャンパス周辺の小学校の下校時間にあわせて正門前で見守

り、声かけを実施した。

　当日は、子どもたちが「さようなら」「気を付けて帰ってね」と声を

かけると元気よく挨拶を返してくれたり、関西大学という名前を見て

「知ってる！」と声をかけてくれたりと、参加した学生ボランティアと

の交流を楽しむ様子が伺えた。

　　日　　時　 10月11日（火）７名、13日（木）４名、14日（金）４名　14時00分〜15時00分

　　　　　　　 10月12日（水）３名　12時45分〜14時15分

　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ10名、本学学生延べ８名

　　場　　所　 吹田市立千里第二小学校

　　協　　力　 吹田警察署生活安全課防犯係

　　内　　容　 小学校正門前での声掛け、見守り

　　企画学生の声

　・見守り活動中はできるだけ腰を屈めて、子どもたちと目線の高さを合わせて挨拶することを心が

けるようにしました。地域に根ざしたボランティア活動を企画できてよかったです。

・元気に挨拶をしてくれた子どもも多く、見守り活動をしている私たちの方が元気をもらいました。

　　参加者の声

　・実際に吹田警察署の方と連携して、見守り活動をするという貴重な経験ができて良かったです。

小学生から挨拶を返してもらえたりして本当にやってよかったと思いました。とてもいい経験に

なりました。（法学部・３年次生）

　・はじめてのボランティア活動で緊張していましたが、学生スタッフの方も職員の方も優しくて安

心しました。見守り活動もやりがいを感じることができたので、参加してよかったです。（商学部・

３年次生）

⑮　琵琶湖ツーリズム！～大学生で考える環境ボランティアの未来2022（実践編）〜
　関西大学ボランティアセンターは2017年度から琵琶湖の保全活動に

取り組んでいる。2017年度は特定外来生物オオバナミズキンバイ駆除

活動、2018年度は清掃活動を実施し、2019年度及び2020年度は新型

コロナウイルス感染症拡大の影響により実施を見合わせた。

　本学主催３大学（法政大学・明治大学・関西大学）連携事業として、

法政大学の学生ボランティアとともに、琵琶湖岸の環境保全活動として

滋賀県長浜市の南浜漁港にて、船の出港を妨げている特定外来生物ナガ

エツルノゲイトウの駆除活動を行った。

　当日は、学生ボランティア全員が胴長とライフジャケットを身につけ、

岸と舟上よりナガエツルノゲイトウの駆除活動を行った。ナガエツルノ

ゲイトウは、琵琶湖や内湖、河川などの水際に生育している水陸両生の多年生の植物で、茎の断片

からも再生するほど繁殖力が強いため、機械ではなく手作業で根や茎をできるだけ残さないように

根本から丁寧に引き抜き、陸に上げる作業を熱心に行った。

　その結果、夕方には、湖面が見えないほど群生していたナガエツルノゲイトウのほとんどを駆除

することができ、参加者全員がやりがいや充実感を得ることができ、大学生として環境ボランティ

アの未来を考えるうえでの契機となった。また、今回の活動を通して、大学の所属を超えて学生ボ

ランティア同士が交流を行うことができ、有意義な1日となった。

　　日　　時　 ①事前説明会：10月11日（火）12時15分〜12時50分

　　　　　　　 ②駆 除 活 動：10月16日（日）７時30分〜18時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②滋賀県長浜市　南浜漁港

　　活動協力　 滋賀県立琵琶湖博物館　特別研究員 /

　　　　　　　 滋賀県琵琶湖環境部 自然環境保全課 副主幹　中井 克樹 氏

　　　　　　　 南浜漁業協同組合

　　参加者数　 ①36名（学生スタッフ30名、本学学生６名）

　　　　　　　 ②42名（学生スタッフ24名、本学学生５名、法政大学９名、教職員４名）

　　内　　容　 特定外来生物ナガエツルノゲイトウの駆除活動

　　企画学生の声

　・ナガエツルノゲイトウは、とるのが難しく、無理に引っ張っても途中で切れてしまうと意味が

なく、ナガエツルノゲイトウの駆除の大変さに驚きました。活動後のきれいな湖面を見たからこ

そ、自然をこれからも大切にしていかなければいけないと感じました。

　・関西大学及び法政大学の学生、職員の方たちと活動中に交流できたので、楽しかったです。自分

たちの活動の成果を現地の方が喜んでくれていたことで、より達成感を感じることができました。

　　参加者の声

　・ナガエツルノゲイトウの駆除活動は、協力することが必須な作業だったので、参加者同士でコ

ミュニケーションをとり新しい輪を広げられてよかったです。（関西大学・３年次生）

　・外来種の駆除という貴重な体験をしてみたいと思い、参加しました。目に見える形で成果が現れ

るので、達成感を感じることができ参加してよかったと感じました。（関西大学・１年次生）

　・晴天の中、関西大学の皆さんと協力して非常に楽しく活動することができました。また、漁協の

方も優しく特定外来生物の駆除方法を教えてくださり、初心者でもすぐに取り組める内容でした。

昼食時は関西大学のみなさんとコミュニケーションを取りながら時間を過ごすことができ、２大

学合同ボランティア活動ならではの有意義な経験となりました。（法政大学・３年次生）

　・関西大学の方々と連携して、特定外来生物を駆除することができて良かったです。また、今回の

駆除活動を通じて、どれだけ湖が汚れているのかを目の当たりにし、今後、自分がどのように環

境活動に関わっていけばいいのかを考える良い機会になりました。（法政大学・２年次生）

⑯　2022年度学園祭「環境問題ってなんだろな？〜クイズで！ゲームで！楽しく学ぼう！〜」
　学生スタッフは、淀川河川敷の清掃活動や琵琶湖の特定外来生物の

駆除活動などといった環境保全活動を普段から多数実施している。そ

ういった経験を活かし、遊びを通して子ども達に環境問題について考

えるきかっけをもってもらえるような企画とした。また、統一学園祭

に来訪される保護者の方や地域の方及び本学学生に、ボランティア活

動の魅力と学生スタッフの活動を知ってもらうことを目的として実施

した。

　本学統一学園祭には、親子連れや子どもが多く来場するため、子ど

もを対象としてSDGs（特に環境問題）について学んでもらうため、環

境問題というテーマで3つのブースを設けた。当日は多くの子ども達が

訪れ、ゲームを通して環境問題について学びを得る機会となった。

　　日　　時　 11月３日（木）12時00分〜15時30分

　　　　　　　 11月４日（金）10時00分〜16時00分

　　　　　　　 11月６日（日）10時00分〜13時00分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館１階学生ラウンジ

　　参加者数　 102名（学生スタッフ延べ94名、本学学生延べ８名）

企画内容：

・紙芝居

　海洋プラスチック問題を中心とした環境問題について紙芝居で説

明したあと、身近な例を使ったクイズで環境問題について楽しく学

んでもらった。

・ミニゲーム

　牛乳パックや段ボールなどを再利用して作ったおもちゃで魚釣り

ゲームをしてもらった。捨てるはずだったもので遊んでもらうこと

で、リサイクルの大切さやゴミを減らす工夫などについて楽しみな

がら学んでもらった。

・塗り絵

　色鉛筆やクレヨンを使ってSDGsや地球をモチーフにした塗り絵

をしてもらいながら、SDGsについて興味を持ってもらった。

　　企画学生の声

　・初めて学園祭に参加しましたが、とても楽しかったです。子ども達が楽しみながらも環境問題に

ついて学びを深めてくれている姿が、とてもいきいきとしていたのが嬉しかったです。

　・ミニゲームも塗り絵も紙芝居も全て子ども達は楽しそうに体験してくれていました。笑顔で帰っ

ていく子ども達を見ると、とても嬉しく感じました。

　　参加者の声

　・一度もボランティアに参加したことがなかったので、参加してみたいと思って参加しました。来

場してくれた子ども達が可愛かったです。（経済学部・３年次生）

　・子どもとコミュニケーションを取れる良い機会だと思ったので参加しました。学生スタッフの方

も親切で楽しく活動できました。（社会学部・１年次生）

⑰　千里キャンドルロード2022
　吹田市と豊中市にまたがる千里ニュータウンの人口にちなんだ９万個

のキャンドルに灯をともすイベント「千里キャンドルロード」に本セン

ターは2014年度から参加し、今回で８回目となる。10周年を迎えた今

年は、『「出会い」これまでも…これからも…』をテーマに、３年ぶりに

来場予約なしでの開催となった。

　学生スタッフはキャンドルのデザインから考え、2022年度は、約

2000個の紙コップを色づけした大きな赤いハート２つを中心に、伸び

る 蔦 葉 や 青 い 紙 コ ッ プ で 縁 取 り し た「Kandai Volunteer Center 

2022」の白い文字など、工夫を凝らしたデザインを作成した。

　当日は、多くの方が訪れ、暗くなってキャンドルに火が灯されると、

あたり一帯が幻想的な光景になる様子を訪れた方たちが足を止め写真撮影をするなど、笑顔溢れる

光景となった。

　　日　　時　 11月５日（土）11時30分〜21時00分

　　場　　所　 吹田市立千里南公園

　　主　　催　 千里キャンドルロードプロジェクト

　　参加者数　 40名（学生スタッフ33名、本学学生７名）

　　内　　容　 キャンドルデザイン案の作成、キャンドルを入れる紙コップの色付け、

　　　　　　　 キャンドルの設置・点火・見回り・片付け

　　企画学生の声

　・「ここ（関大の作品）すごい！」「ここがメインやね。」などと、来場した方からの嬉しい言葉を

たくさん耳にしました。準備は大変でしたが成功して良かったと思えた瞬間でした。

　・スペースの問題もあり、当日にデザインの変更をしましたが、とても上手に完成させることがで

きて達成感がありました。学生スタッフの参加人数がとても多く、学生スタッフの交流の場となっ

ていたのも良かったです。

　　参加者の声

　・楽しそうだと思ったので参加しました。みんなで一つのものを作れていい経験になりました。（経

済学部・３年次生）

　・学園祭期間で授業がなく時間が空いていたこともあり、参加を決めました。想像していた以上に

キャンドルに灯をともした光景が綺麗で、また、地域の人達にも満足していただけたようでやり

がいを感じました。（法学部・２年次生）

⑱　大阪マラソン2023給水ボランティア
　今回で11回目の開催を迎える大阪マラソンは、チャリティ文化の普

及を目指す日本最大規模の都市型市民マラソンである。本学は第1回大

会からオフィシャルスポンサーとして参画している。

　活動を通して本学学生が大阪を盛り上げるとともに、ボランティアの

楽しさややりがいを感じてもらう機会とすることを目的として実施し

た。

　当日は、本学学生が給水ボランティアとして携わり「みんなでかける

虹。」というスローガンのもと、29,285人のランナーをサポートした。

給水や応援を通してランナーの方と関わり、参加した学生にもよりボラ

ンティア楽しさやスポーツの魅力を感じてもらうことができる活動と

なった。

　　日　　時　 ①事前説明会：２月15日（水）13時00分〜14時30分

　　　　　　　 ②活　　　動：２月26日（日）７時30分〜12時00分

　　場　　所　 ①千里山キャンパス第２学舎４号館BIGホール100

　　　　　　　 ②大阪マラソン第１給水所（５ km地点／中之島・本町ブロック）

　　参加者数　 191名（学生スタッフ22名、本学学生58名、体育会所属学生108名、職員３名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明、ボランティアセンターの紹介

　　　　　　　 ②給水所でのランナーへの給水提供

　　参加者の声

　・中学校の頃からマラソンに興味があり、実際に見てみたかったので参加しました。ランナーの皆

さんが一生懸命走りつつも、僕らボランティアに「ありがとう」と声を掛けてくれたことがすご

く嬉しかったです。（環境都市工学部・２年次生）

　・2021年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響で中止になってしまったので、今回は絶対に

参加しようと決めていました。関西大学の多くの学生が大阪マラソンという大きなイベントに携

われて、盛り上げることができて良かったです。（システム理工学部・2年次生）

⑲　飛鳥ハーフマラソン2023給水ボランティア
　関西大学と縁の深い奈良県明日香村で開催される飛鳥ハーフマラソン

に2021年度に引き続き2022年度も学生ボランティアをいう形で参加

した。本学学生が学生ボランティアとして参加することで地域貢献活動

に寄与するとともに、ボランティア経験の浅い学生に対してボランティ

アのやりがいや魅力を広めることを目的として実施した。

　明日香村は「飛鳥・藤原の宮都とその関連資産群」として世界遺産登

録をめざしており、その構成資産の半分以上を巡ることができるように

コースが設定されている。また、持続可能な社会づくりのためにソフト

フラスク（折りたためる携行給水ボトル）の配布や、参加費等の一部で

菜の花のタネを購入して景観保全に役立てるなど、様々な取り組みが行

われている。

　当日は、スタートからおよそ11km地点の棚田に設けられた第２給食所で甘酒の提供を行った。

　　日　　時　 ①事前説明会：３月１日（水）10時00分〜11時30分 

　　　　　　　 ②活　　　動：３月12日（日）８時00分〜13時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②奈良県高市郡明日香村

　　参加者数　 18名（学生スタッフ11名、本学学生７名）

　　内　　容　 ランナーへの給水

　　企画学生の声

　・給水を行っていると、ランナーの方に「ありがとう」と声をかけていただくことがあり、ボラ

ンティアをしている側の自分たちが元気をもらい、ボランティアに参加してくれた学生に活動を

通してやりがいを感じてもらうことができました。

　・ボランティアに参加していただいた関大生との交流を楽しむことができ、ランナーの方の笑顔を

見ることができてとても充実した時間を過ごすことができました。

　　参加者の声

　・スポーツが好きなので、スポーツに関われるボランティアをやってみたいと思い参加しました。

ランナーの方に「ありがとう」と声をかけていただくこともあり、喜んでいただけていると感じ

られて嬉しかったです。（文学部・１年次生）

　・もともと給水ボランティアをしてみたいと思っていたので参加しました。ランナーの方と言葉を

交わしたり、アイコンタクトを取ることができたりしたことが嬉しかったです。（法学部・２年

次生）

⑳　子ども遊びボランティアinまちなかリビング北千里
　2022年度初めて企画を募集し、ベストアイデア賞を獲得した「学童

保育ボランティア」として、まちなかリビング北千里にて、ソフトバス

ケット大会（3on3）のお手伝いやボードゲーム・カードゲームを使用

した遊び等、子どもとのふれあいを通して、子どもとのかかわり方や距

離の縮め方を学び、コミュニケーション能力を向上させることを目的と

して実施した。

　当日はソフトバスケット大会の運営補助だけでなく、子ども達と一緒

にチームを組んで参加したり、小学生vs大学生の試合を行い、ソフトバ

スケット大会を盛り上げた。また、同施設で管理しているボードゲーム

やカードゲーム等の様々な遊び道具を使用して、ソフトバスケットの参

加待ちの子ども達やスポーツが苦手な子ども達と遊ぶ活動も行った。

　　日　　時　 ３月23日（木）16時00分〜18時00分

　　場　　所　 まちなかリビング北千里

　　参加者数　 13名（学生スタッフ５名、本学学生８名）

　　内　　容　 ソフトバスケット大会の運営補助・参加、子ども達との交流

　　企画学生の声

　・下見を行った時より子ども達の人数が多かったのにも関わらず、学生ボランティアの方々全員が

子ども達と交流をしていただくことができました。活動の最後まで、子ども達と交流するという

ことができ、手持ち無沙汰にならなかったことが非常に良かったと思います。また、児童センター

の職員さんには行くたびに「来てくれてありがとう。」というお言葉をいただくことができて、

嬉しいです。

　　参加者の声

　・子どもと遊ぶことがボランティアになるのならやってみたいと思ったので参加しました。子ども

と触れ合う中で、子どもにしかない発想を多く学び、とても楽しく活動することができ、ボラン

ティアに参加して良かったと思いました。（経済学部・1年次生）

　・子どもと遊びたいと思ったので参加しました。ボランティアに参加した自分が子どもから元気を

もらい、ボランティアにはこんな魅力もあるんだと実感しました。（大学院・2年次生）

（３）雨天中止事業

①　第4回大和川大掃除～未来につなげよう300人の小さな一歩～
　堺キャンパスの近くを流れる大和川河川敷において、各キャンパスの

学生、体育会所属学生、ボランティア団体所属学生、大学職員、ミズノ

株式会社社員など総勢300名が海につながる河川の環境美化に取り組む

ことで、SDGsや海洋プラスチック問題などを改めて意識してもらうこ

とを目的として企画したもの。

　学生スタッフは設立以来、本学学生にボランティア活動を通じてボラ

ンティアの魅力を知ってもらうために、様々なボランティア活動を同じ

学生目線で企画・運営してきた。特に河川敷の清掃活動については、

2011年度から2016年度まで500名規模で淀川河川敷の大掃除を行い、

ゴミの減少に貢献した。2017年度からは大和川河川敷に活動場所を移

し、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により規模を縮小することもあったが、継続的に清掃活

動を行っている。

　2022年度は多くの関大生にボランティア活動の魅力を知ってもらうべく、体育会11団体にご協

力いただき、コロナ禍前と同規模の300名で実施することを企画した。また、ボランティア活動を

通じて双方の充実と発展に寄与するため、本学と連携協定を結んでいるミズノ株式会社にもご参加

いただくことになっていたが、残念ながら当日雨天のため中止となった。

　　日　　時　 ２月19日（日）10時00分〜12時00分

　　場　　所　 大和川公園河川敷周辺

　　協　　力　 大和川河川事務所

　　　　　　　 ミズノ株式会社

　　内　　容　 大和川河川敷での清掃

関大前通りの清掃の様子 千里山ユートピア遊園の除草の様子 関大前通りの清掃の様子



− 25 − − 26 − − 27 − − 28 − − 29 − − 30 − − 31 − − 32 −

− 33 − − 34 − − 35 − − 36 − − 37 − − 38 − − 39 − − 40 − − 41 − − 42 −

− 43 − − 44 − − 45 − − 46 − − 47 − − 48 − − 49 − − 50 − − 51 − − 52 −

− 53 − − 54 − − 55 − − 56 − − 57 −

　学生の中には「ボランティアに関心があるけど一歩踏み出せない」という学生もおり、学生スタッ

フはそのような学生を後押しできるような学内のボランティア活動の企画のほか、様々な社会問題へ

の啓発活動を行っている。

（１）学生スタッフ企画

　学生スタッフ企画とは、ボランティア活動の魅力を広めるため、まずは学生スタッフ自身がボラ

ンティアの魅力を再認識するために企画・参加しているプログラムである。

①　ボランティア懇談会
　ボランティアに関心のある関西大学の学生にボランティア活動の魅力

を発信する１つの手段として、ボランティアコーディネートを実施して

いる。より多くの学生に参加してもらうことを目的として普段はお昼休

みに実施しているボランティアコーディネートを、今回はお昼休みから

３限終わりまで開室時間を延長して実施した。

　　日　　時　 ５月 13 日（金） 12時20分〜15時00分

　　場　　所　 誠之館２号館１階ボランティアステーション

　　内　　容　 ボランティアコーディネート

②　富士山自然保護ボランティアツアー（法政大学主催3大学連携事業）
　3大学（法政大学・明治大学・関西大学）連携事業の一環として、法政大学主催の世界遺産であ

る富士山の麓で森林整備事業に参加した。

　団体の方からオーバーユーズ（使いすぎ）やアンダーユーズ（活用不足）の重要性、環境問題に

ついてなどのお話を伺った後、6〜7名ずつのグループに分かれて森林保全活動に取り組んだ。草

木の伐採や薪割り、枯れ木処理など、慣れない作業を行うのは大変であったが、休憩時間には木登

りをしたりブランコに乗ったりして、日常では味わえない大自然とのふれあいを楽しんだ。

　　日　　時　 ５月22日（日）９時45分〜17時00分

　　場　　所　 静岡県富士宮市

　　主　　催　 認定特定非営利活動法人富士山クラブ

　　参加者数　 37名（学生スタッフ4名、職員1名、

　　　　　　　 他大学学生32名）

　　内　　容　 草木の伐採、薪割り、枯れ木処理

　　学生スタッフの声

　・階段づくりや道の開拓など、自分が想像していたよりもはるかに本格的な活動ができました。日

常生活の中で鍬や鋸を使ったりすることがないため、初めはうまく使えませんでしたが、コツを

つかんだ後は気持ち良い程スムーズに切れるようになったのが本当に楽しかったです。

③　びわ湖を美しくする運動
　 2022年度に引き続き、琵琶湖の特定外来生物の現状を把握

するために、実際に琵琶湖に足を運び、滋賀県が毎年7月1日

において「びわ湖の日」に実施している「びわ湖を美しくする

運動」の特定外来生物のオオバナミズキンバイおよびナガエツ

ルノゲイトウの駆除活動に参加した。

　滋賀県が取り組む、琵琶湖の環境保全について、現状と課題、

特に侵略的外来水生植物の繁殖力やその影響による被害を伺

い、行政として滋賀県が取り組むボランティアに関して知見を

深めた。また、実際に、湖岸に生息する大量のナガエツルノゲ

イトウを手作業で取り除く体験を行い、学生スタッフとして何

ができるのかを考えることに繋げ、今後企画する「琵琶湖ツー

リズム！～大学生で考える環境ボランティアの未来2022（実

践編）〜」で実現することとした。

　　日　　時　 ７月１日（金）９時00分〜10時30分

　　場　　所　 滋賀県大津市　大津市なぎさ公園周辺

　　協　　力　 滋賀県琵琶湖環境部自然環境保全課

　　参加者数　 ７名（学生スタッフ５名、職員２名）

　　内　　容　 特定外来生物オオバナミズキンバイおよびナガエツルノゲイトウの駆除及び関係者

への取材

④　2022ボランティア新企画募集～あなたの想いを伝えよう～
　関大生からボランティアの新企画を募集し、学生スタッフが企画者のボランティアへの想いを他

の学生に伝えるお手伝いをする。また、そのボランティアを実現することで学生スタッフの活動に

新しい視点を取り入れることを目的として、2022年度から新しく実施した。

　SDGsを意識した内容のボランティア活動で、関大生が学生スタッフとともに行うことができる

新たな企画を募集したところ、８事業の応募があり、ヒアリングなど選考を重ねベストアイデア賞

として「学童保育ボランティア」、学生スタッフ特別賞として「動物愛護団体のお手伝いをして、

犬猫と触れ合おう」の２事業が選ばれた。

　ベストアイデア賞として選ばれた「学童保育ボランティア」は学生スタッフのサポートのもと、

大阪府吹田市の「まちなかリビング北千里」にて、来館する子ども達と遊び、交流するボランティ

アとして実際に実施し、特典②として本センター活動報告書にも掲載した。

　　募集期間　 ７月25日（月）〜８月31日（金）

　　募集内容　 SDGsを意識した内容で、複数名が参加できて、みんなで

楽しめるボランティア活動のアイデア

　　募集対象　 関西大学に所属の個人またはグループ
特典： ①選ばれたアイデアは、学生スタッフのサポートのもと、実際に企画として実施

②ボランティアセンターが発行する「活動報告書」に記載
③ボランティア体験ツアーに企画者の名前を付すことができる

　　応 募 数　 ８グループ
○ キャンパスで大地震発生から避難までを考える・新！関大クリーン大作戦
○ 子ども達が防災について学べる遊びを提供する活動・子ども達とのふれあい大作戦
○ 二酸化炭素を減らし地球の環境を守るための植林ボランティア
○ 私たちの手で綺麗な海を守ろう！海岸清掃in大阪湾沿岸の浅場
○ 学童保育ボランティア・動物愛護団体のお手伝いをして、犬猫と触れ合おう

　　学生スタッフの声

　・アイデアを応募してくれたグループへヒアリングを行うことで、アイデアをより具体的に深掘す

ることができました。

　・多くの学生に参加してもらうために、広報期間をより長く設け、ボランティアセンター機関誌の

配布などで知ってもらう機会を作る工夫をするべきでした。また、体験ツアー化する企画を選定

してから実施までに時間がかかりすぎたため、次に実施する際は実施までのプロセスまで細かく

決めておきたいです。

⑤　ようこそ！　関大サロンへ
　コロナ禍でも実施できるボランティア活動として、吹田市社会福祉協議会の協力を得て、2021

年度から高齢者施設に入所する方々とZoomを繋いだオンライン交流会を開始した。

　同世代の交流だけでなく、高齢者のような日常の中ではつながりを持ちにくい異世代との交流を

通して、高齢者の人々の文化を享受するだけでなく、一緒にゲームや歓談を行い、地域において世

代を超えたつながりや相互理解を深める機会を創出することを目的として実施した。加えて、高齢

者の方との接し方を学び、学生のコミュニケーション能力の向上を図るとともに、高齢者の方や施

設職員との関わりの中で、どのようなボランティアや支援が必要なのかを知り、これから新たに行

う活動を企画する際の気づきを得ることができた。

　今後は、関大生を募集してボランティア体験ツアーとして実施することを予定している。

　　日　　時　 ①９月５日（月）13時30分〜14時30分

　　　　　　　 ②３月15日（水）13時30分〜14時30分

　　場　　所　 オンライン（Zoom）

　　受入団体　 社会福祉法人 秀明会「特別養護老人ホーム あす～る吹田」

　　参加者数　 ①10名（学生スタッフ４名、職員２名、高齢者３名、施設職員１名）

　　　　　　　 ②11名（学生スタッフ３名、職員３名、高齢者３名、施設職員２名）

　　内　　容 高齢者とのゲーム・クイズ、歓談

　　学生スタッフの声

　・高齢者の方が「楽しかった、ありがとう」と言って涙まで流してくださり、短い時間で、これほ

ど感動していただけたのがとても嬉しかったです。

　・普段あまり話すことのない年代の方々と会話することができ、とても思い出に残る良い時間を過

ごせました。

⑥　まちFUNまつりin関西大学2022　子ども店長サポートボランティア
　子ども達を中心に、ともに楽しみ学べる場を地域に作ることを目的として活動している特定非営

利活動法人 ママふぁん関西との共催事業として実施した。

　「地域に開かれた大学」を目指して始まった本イベントは、今回で6回目を迎えた。学生スタッ

フも毎年運営補助ボランティアとして参加しており、2022年度は子ども達が店長となって出展

ブースのお店を手伝い、お金のやりとりも行うことで働く楽しさやお金の大切さを学ぶ職業体験イ

ベント「子ども店長」企画のサポートを行った。

　事前にお給料袋やくじを作成し、当日も会場設営の手伝いを行った。来場した子ども達がエプロ

ンに着替える手伝いや働くお店を決めるくじ引きの対応をする中で、学生スタッフは子ども達の緊

張がほぐれるように、声掛けをするなど工夫しながら活動をした。

　　日　　時　 10月９日（日）10時00分〜13時30分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館およびその周辺

　　参加者数　 学生スタッフ７名

　　内　　容　 お給料袋やくじの作成、会場設営、「子ども店長」事業のサポート、子ども達との交流

　　学生スタッフの声

　・子ども達の元気な姿に勇気づけられる、楽しい時間でした。

　・子ども店長自身が楽しかったと笑顔で言ってくれたり、お給料を手渡しするときにありがとうと

声をかけてくれたりして、うれしかったです。

⑦　非常食配布イベント
　防災意識の向上はもちろん食品ロス削減に取り組むことでSDGsの「つくる責任　使う責任」の

達成への貢献を目指して、公益社団法人 日本非常食推進機構より提供していただいた使用期限が

迫った非常食（防災備蓄品）を配布した。

　当日は、保存用ビスケット、保存用飲料水、アルファ化米の三種類の非常食を配布するのにあわ

せて、学生スタッフが広く認知されるように広報を行った。

　配布数は、保存用ビスケット300個、保存用飲料水100本、アルファ化米41個だった。

　　日　　時　 10月10日（月）12時20分〜12時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館１階学生センター前

　　参加者数　 学生スタッフ７名

　　内　　容　 保存用ビスケット・保存用飲料水・アルファ化米の配布

（２）ボランティア体験ツアー

　ボランティア体験ツアーとは、「ボランティアに関心があるけど一歩踏み出せない」という学生に、

ボランティアの第一歩として気軽に参加できるボランティア活動として実施しているプログラムで

ある。

①　関大クリーン大作戦～関大前の交流の輪を広げよう！～
　関西大学周辺まちづくり勉強会※主催の清掃活動にボランティア活動

として参加した。

　当日は、地域の方や体育会学生と協力して、関大前通りや千里山ユー

トピア遊園の清掃を行った。道端にはタバコの吸い殻が多く、側溝にも

マスクや包装紙のゴミが多く落ちていた。ゴミ拾いを終えたら、根を残

さないように専用の道具などで掘り起こしながら千里山ユートピア遊園

の除草作業を行った。普段なかなか関わることのない地域の方と交流し

ながらの活動となり、終始笑顔が絶えない時間となった。

※阪急電鉄関大前駅周辺の地域において、安心・安全で活力と魅力あふれる「ま
ちづくり」を推進し、自治会、関大前商店街、学校法人関西大学及び行政で
課題を共有し、方策を検討することを目的とした組織。現在は、関大前ラボ
ラトリ（通称まち・かん）の管理運営及び関大前周辺地域の美化活動を主な活動としている。

　　日　　時　 ４月14日（木）８名、５月12日（木）雨天中止、６月９日（木）６名、10月13日（木）

７名、11月10日（木）３名、12月８日（木）７名　14時00分〜15時00分

　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ15名、本学学生延べ16名

　　場　　所　 阪急電鉄関大前駅～関西大学正門の周辺道路、千里山ユートピア遊園

　　主　　催　 関西大学周辺まちづくり勉強会

　　内　　容　 関大前通り、千里山ユートピア遊園の清掃

　　企画学生の声

　・関大前はタバコのゴミや雑草が多く、清掃のやりがいが大きいと感じました。また、地域の方や

関大生とも交流しながら行えたため、最後まで良い雰囲気で清掃できたと思います。

　・参加してくれた関大生と活動中もたくさん話せました。１人で清掃に集中するよりも話しながら

のほうが楽しく、時間が過ぎるのが早かったです。

　　参加者の声

　・コロナ禍でも自分がやれることに挑戦したかったから参加しました。地域の人と交流できてよ

かったです。（社会学部・２年次生）

　・街が綺麗になっていくのがうれしかったです。地域の人たちとも協力しあうことができて、充実

した時間でした。（法学部・1年次生）

②　関大クリーン大作戦in高槻
　普段利用している駅やキャンパス周辺を清掃し、景観を保護すること

で、学生や地域の方々が気持ちよく利用することを目的に、また、阪急

高槻市で活動することで高槻キャンパス、高槻ミューズキャンパスの学

生も気軽にボランティアに参加できる機会を設けることを目的として実

施した。

　4月実施時は、阪急高槻市駅周辺の本通り商店街と中通り商店街の二

手に分かれて、清掃活動を実施した。11月実施時は、参加者全員で清

掃活動を実施した。両日とも、最初にアイスブレイクを行い、交流をし

てから清掃活動に取り組んだため、雰囲気がよく楽しく活動することが

できた。

　　日　　時　 ①４月17日（日）９時00分〜10時30分

　　　　　　　 ②11月27日（日）９時00分〜10時30分

　　場　　所　 阪急高槻市駅周辺

　　参加者数　 ①15名（学生スタッフ５名、本学学生10名）

　　　　　　　 ②７名（学生スタッフ６名、本学学生１名）

　　内　　容　 阪急高槻市駅周辺の清掃

　　企画学生の声

　・想像していたよりも多くの人に参加してもらうことができて、アイスブレイクや清掃活動中は参

加者同士の交流があり、いい雰囲気で活動することができてよかったです。

　・活動中に通りがかった地域の方から「お疲れ様です。」というお言葉をいただくことができて、

嬉しかったです。

　　参加者の声

　・友達の輪を広げたいと思い参加しました。ゴミをたくさん拾うことができてやりがいがありまし

た。（社会安全学部・１年次生）

　・少人数のグループに分かれてのゴミ拾いだったので、1人で参加しても他の参加者と話しながら

活動しやすくて良かったです。（総合情報学部・３年次生）

③　淀川掃除
　淀川河川敷の清掃をすることで、大阪湾へゴミが流れ込むことを防ぎ、

淀川の水質や景観を保護することを目的に、また、清掃活動という気軽

に参加できる点を活かして、関大生にボランティア活動の魅力を広める

機会にすることを目的として実施した。2021年度には、淀川河川事務

所に相談を行ったうえで、これまで清掃を行っていた南方地区から行政

の対応が追い付いていないより河口の西淀川区福町地区へ場所の変更を

行った。

　４月実施時は雨天だったため、河川敷の手前を２グループに分かれて

清掃活動を行い、途中でグループを入れ替える等、参加者同士がより多

く関われるよう工夫を行った。

　10月実施時は晴天に恵まれ、5グループに分かれて河川敷を広く清掃

した。

　　日　　時　 ①４月24日（日）10時00分〜12時00分

　　　　　　　 ②10月23日（日）10時00分〜12時00分

　　場　　所　 大阪市西淀川区　阪神福駅近くの河川敷

　　参加者数　 ①26名（学生スタッフ8名、本学学生18名）

　　　　　　　 ②20名（学生スタッフ10名、本学学生10名）

　　内　　容　 淀川河川敷の清掃

　　企画学生の声

　・雨の中での実施となり、予定していた通りの淀川掃除は出来ませんでしたが、参加者の方から「楽

しかった」という言葉が聞けて嬉しかったです。

　・通りすがりの地域の方からどこの大学の団体なのかと尋ねられ、「ありがとうね、頑張って！」

とお声掛けいただいて嬉しかったです。

　　参加者の声

　・河川敷には多くのゴミが落ちていて、それらを拾っていくことが単純に楽しかったし、学生ス

タッフの方や参加者の方と色々話せてよかったです。（外国語学部・１年次生）

　・前に参加した清掃ボランティアで誘ってもらったので、参加しました。思っていたよりもプラス

チックのゴミが多くて驚きました。（政策創造学部・１年次生）

④　献血呼びかけボランティア

　献血の必要性を多くの学生に伝えることが、社会貢献につながるとい

うことを知ってもらうこと、また、気軽に参加できる学内ボランティア

を通じて、ボランティアの良さを身近に感じてもらい次のボランティア

活動参加のきっかけを創出することを目的として実施した。

　現在の日本では少子高齢化が進み、輸血を必要とする高齢者の割合が

増える一方で、それを支える若者の献血者数が減っているという危機的

状況にある。また、血液は長期の保存ができないため、安定的な供給が

必要であるが、献血について学生の関心が薄いのが現状である。

　献血を実施の広報だけでなく、当日は、献血車前で看板を持って献血

協力の呼びかけを行った。

　　日　　時　 ４月25日（月）14名、４月26日（火）９名、５月10日（火）６名、６月７日（火）８名

　　　　　　　 10月12日（水）10名、10月20日（木）３名、11月11日（金）６名、12月５日（月）４名

　　　　　　　 11時30分〜13時30分、12時00分〜13時00分

　　　　　　　 ※10月20日は関大防災DAYの事業の一環として実施した。
　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ40名、本学学生延べ20名

　　場　　所　 千里山キャンパス総合図書館前、悠久の庭前、

　　協　　力　 大阪府赤十字血液センター

　　内　　容　 献血への協力呼びかけ

　　企画学生の声

　・授業終わりで人通りが多い時間帯に呼び込み時間を設定したため、効果的に呼びかけが行えたと

思います。前を通った方が自分たちの呼びかけに反応してくださって嬉しかったです。また、毎

月行っているので声を出すことに慣れてきて、積極的に声かけをすることができました。

　・呼びかけを行ったことで、多くの学生に献血実施中であることに気付いてもらうことができまし

た。呼びかけに反応してくださる方もいて嬉しかったです。

　　参加者の声

　・輸血経験があるため、恩返しになればと思って参加しました。活動はアットホームな雰囲気で楽

しむことができました。（文学部・２年次生）

　・自分が想像していた以上に人が集まり、献血に協力していたので、声掛けの達成感を感じました。

（商学部・３年次生）

⑤　関大花植え活動（大学昇格100年記念）
　大学昇格100年記念事業の一環として、経済学部と商学部の学び舎で

ある第２学舎１号館前の広場を、山岡順太郎の胸像とともにリニューア

ルすることとなり、管財課の協力のもと、花壇の花植え活動を実施した。

大学昇格100年という節目に、緑のなかで新しい仲間と出会って交流し

ながら、学生たちの愛校心を育むこと。また、今後の広報を含めて、「ボ

ランティアセンター学生スタッフ」が大学内で広く認知されることを目

的として実施した。

　当日は、業者の方の指示に従いながら土を掘り、花を植えた。活動の

途中から雨が降りだしたため、レインコートを着用しての活動になった

が、参加者全員が熱心に取り組んだ結果、予定よりも広い範囲に花を植

えることができた。

　　日　　時　 ５月13日（金）９時00分〜12時10分

　　場　　所　 千里山キャンパス第2学舎1号館前広場

　　参加者数　 30名（学生スタッフ９名、本学学生21名）

　　内　　容　 花壇の花植え

　　企画学生の声

　・花を植える場所の土が硬くて、掘るのに思ったより時間がかかって大変でした。また、植えると

きに花の間隔や全体のバランスを考えるのが難しかったので、わからないことがあったら業者の

方に質問しながら作業をすすめました。

　・業者の方から「これからも手伝いにきてほしい」と言って褒めていただけて、嬉しかったです。

　　参加者の声

　・花植えに興味が湧いたので参加しました。想像していたよりも体力を使い、花壇がきれいになっ

ていくのが分かってやりがいがありました。（システム理工学部・４年次生）

　・ボランティア活動を体験してみたかったので参加しました。自分の活動が花というかたちで残っ

て嬉しいです。（文学部・１年次生）

⑥　高槻景観美化ボランティア
　自然と共生する「花と緑のまちづくり」に寄与することを目的として

いる高槻市のNPO法人「花と緑のまちづくり 高槻景観園芸クラブ」と

の連携事業として活動に参加し、学生に環境美化、地域交流の必要性を

学んでもらうことを目的として実施した。

　高槻景観園芸クラブの方々から活動の説明を受けた後、初対面の学生

の緊張をほぐすためにアイスブレイクを行った。高槻景観園芸クラブの

方々の指示に従い、苗床を整備して花を植えていく中で、良い苗の見分

け方や植物の種類なども教えていただいた。

　11月実施時は花を植えた後、花壇周りや他の花壇に積もった大量の

落ち葉を拾い集め、花壇全体の景観を美しく整えた。

　幅広い世代の憩いの場所である公園を美化し、まちづくりに関心を持

てるような事業は貴重なものであり、団体の方々とコミュニケーション

を取りながら、楽しく花植え活動を行うことができた。

　　日　　時　 ①５月14日（土）８時50分〜11時00分

　　　　　　　 ②11月20日（日）９時00分〜11時00分

　　場　　所　 大阪府高槻市　高槻城公園

　　　　　　　 連携先 NPO法人 花と緑のまちづくり 高槻景観園芸クラブ

　　参加者数　 ①７名（学生スタッフ５名、本学学生２名）

　　　　　　　 ②６名（学生スタッフ４名、本学学生２名）

　　内　　容　 高槻城公園内の花壇の手入れ、地域の方との交流

　　企画学生の声

　・団体の方といろんなお話をしながら花植え活動を行い、花植えをしたことがない学生でも不安な

く楽しめた事業でした。参加学生にボランティアの魅力を伝えるとともに、自身も改めてボラン

ティアの魅力を感じることができました。

　・花にも一つ一つ個性があり、それぞれに花の魅せ方があるのだと初めて知り、ただ活動するので

はなく、何かを意識して取り組むことの大切さを学びました。

　　参加者の声

　・花壇の手入れをしたことがなく、一度してみたいと思ったので参加しました。花壇が綺麗になっ

た際に感じた達成感や団体の方々との交流を通じて、ボランティアの魅力や楽しさを感じること

ができました。（法学部・４年次生）

⑦　関大クリーン大作戦in梅田
　梅田キャンパスの周辺を清掃することで環境や景観を保護し、通行す

る人々が気持ちよく過ごすことができるようにすること、気軽に参加で

きるボランティア活動として清掃活動に参加することでボランティアの

やりがいや楽しさを感じてもらうことを目的として実施した。

　当日は、梅田キャンパスの教室にてアイスブレイクを行ったあと、２

グループに分かれて茶屋町エリアの清掃を約１時間行った。清掃活動中

には、通りがかった人や清掃ルートの並びにある店舗の方からお礼の言

葉をもらうことができ、参加者の達成感や満足感につながった。日曜の

朝ではあったが人通りや車が多く、学生スタッフが時折声をかけて注意

を促しながら活動した。

　　日　　時　 ①５月15日（日）９時00分〜11時00分

　　　　　　　 ②11月13日（日）９時00分〜11時00分

　　場　　所　 梅田キャンパス周辺

　　参加者数　 ①19名（学生スタッフ５名、本学学生14名）

　　　　　　　 ②13名（学生スタッフ３名、本学学生10名）

　　内　　容　 梅田キャンパス周辺の清掃

　　企画学生の声

　・アイスブレイクで学部や趣味などの自己紹介を行ったので、活動中の話題ができてすごく話しや

すかったです。友達同士が一緒になるようにグループ分けしたのがよかったのか、参加した学生

同士楽しそうに活動していました。

　・清掃の距離を延ばすなどの工夫をしましたが、ルートによってゴミの量が違っていたので、ルー

トの見直しが必要だと感じました。雨の中での活動でしたが、みんなで楽しく清掃活動ができた

ので嬉しかったです。

　　参加者の声

　・活動場所が梅田なので参加しやすいと思い参加しました。普段なかなかゴミ拾いを行う機会がな

かったので経験できて良かったです。（商学部・１年次生）

　・一度ボランティアに参加してみたいと思ったので参加しました。自分たちで街を少しでも綺麗に

する活動ができ、良い経験になりました。（社会安全学部・１年次生）

⑧　関大クリーン大作戦～千里山キャンパス周辺の清掃～
　普段自分たちが利用している千里山キャンパス周辺を清掃することで

環境や景観を保護し、関大生や地域の方々がより気持ちよく過ごすこと

ができる。また、授業の空きコマに気軽に参加できることでボランティ

ア活動を身近に感じてもらうことを目的として実施した。

　活動前にアイスブレイクを行い、学部や学年に関係なく学生同士が交

流することで、その後の活動も和やかな雰囲気で進めることができた。

清掃は関大前ルートと名神高速道路沿いルートの2コースに分かれて

行った。ゴミは「燃えるゴミ」「ビン・カン」「ペットボトル」の3つに

分類して集めたが、タバコの吸い殻が最も多く、ゴミを拾うだけでなく、

今後はゴミを捨てる人が少なくなるように啓発を目的とした活動も検討

している。

　　日　　時　 ①５月21日（土）10時40分〜12時10分

　　　　　　　 ②10月15日（土）10時40分〜12時10分

　　場　　所　 千里山キャンパス周辺

　　参加者数　 ①10名（学生スタッフ３名、本学学生７名）

　　　　　　　 ②16名（学生スタッフ７名、本学学生９名）

　　内　　容　 千里山キャンパス周辺の清掃

　　企画学生の声

　・ゴミの量が少なく、やりがいを感じにくいのではないかと心配でしたが、清掃中はずっと楽しく

会話しながら活動を行うことができました。

　・参加者の１回生が１人で、他の上級生と仲良くなれるかどうか不安がありましたが、始まってみ

ればみんな会話が絶えず、終始楽しく活動することができました。

　　参加者の声

　・自分が通っている大学に恩返しをしたいと思って参加しました。意外と大学の周りが綺麗だった

ことに驚きました。（社会学部・３年次生）

　・アルバイトをやっていないため、他に何か出来ることはないか、頑張れることはないか、と探し

ていたらこのボランティアを見つけて参加しました。意外と細かいゴミが多く、拾うのが大変で

したが、充実した時間を過ごせました。（法学部・１年次生）

⑨　関西大学×法政大学 スポーツゴミ拾い
　法政大学と連携しZoomを用いて合同でゴミ拾いを実施した。「スポー

ツゴミ拾い」とは、制限時間内に指定されたエリアのゴミを拾い、拾っ

たゴミの量と種類で得点を競い合うというスポーツ要素を加えた、日本

発祥の新感覚清掃活動である。ゴミ拾いにスポーツ要素をかけ合わせる

ことで、ゴミ拾いをスポーツ感覚で楽しみ、ボランティアへの興味を引

き出し、法政大学の学生と交流を深め、参加者同士で協力してゴミ拾い

を行うことで連帯感や達成感を得ることを目的として実施した。

　当日は、Zoomを繋ぎながらキャンパス周辺の清掃を行い、清掃の様

子だけでなく、キャンパスの様子なども映すことで大学の所属を超えて、

学生ボランティア同士の交流も行うことができた。

　　日　　時　 ①５月29日（日）14時00分〜16時20分

　　　　　　　 ②３月13日（月）13時50分〜16時20分

　　場　　所 ①関西大学千里山キャンパス周辺および凜風館１階学生ラ

ウンジ

　　　　　　　 　法政大学市ヶ谷キャンパス周辺および外濠校舎３階S305

　　　　　　　 ②関西大学千里山キャンパス周辺および尚文館１階マル

チメディアAV大教室

　　　　　　　 　法政大学市ヶ谷キャンパス周辺および外濠校舎３階S305

　　共　　催 法政大学ボランティアセンター、法政大学ボランティアセ

ンター学生スタッフ VSP

　　参加者数 ①32名（学生スタッフ10名、本学学生７名、法政大学15名）

　　　　　　　 ②25名（学生スタッフ７名、本学学生６名、法政大学12名）

　　内　　容 それぞれのキャンパス周辺のゴミ拾い、クイズ大会、法政大学との交流

　　企画学生の声

　・拾ったゴミを得点化して競うのはゲーム感覚があり、参加者

に楽しんでもらえたように思います。参加者の方がゴミを袋に

入れるときに何を拾ったかを伝えてくれたので、記録がスムー

ズに進みました。

　・単なるゴミ拾いではなく、ゴミを点数化してチーム対抗で競う

ことで、楽しみながらも一生懸命に取り組むことができ、参加

者にボランティアを楽しむ感覚を味わってもらえて、非常に良

かったです。

　　参加者の声

　・スポーツゴミ拾いはゲーム性があり、法政大学の学生と交流し

ながら楽しく活動することができました。（文学部・２年次生）

　・学生スタッフの方もほかの参加者の方も丁寧に接してくれて嬉

しかったです。おかげで楽しく街を綺麗にすることができまし

た。（法学部・２年次生）

⑩　1000000人のキャンドルナイト 茶屋町スロウデイ2022
　梅田・茶屋町エリアの企業、地域団体、学校および行政などが集まっ

て“歩いて楽しいまちづくり”を推進し、茶屋町の魅力を発信する本イ

ベントに2017年度から参加している。魅力発信に取り組み地域の活性

化を行い、キャンドルの灯りを見てくれる人に気持ち安らぐ時間や癒し

を提供することを目的として実施した。

　2022年度は「Convivial 〜ともに愉しむ日～」をテーマに、３年ぶ

りの現地開催となった。「キャンドルの灯りが人々の心に安らぎと未来

への希望をもたらすように」という願いを込めて、学生スタッフは

CHASKA茶屋町（ジュンク堂書店）前にキャンドルアートを設置した。

　事前に学生スタッフが考えたデザインを基にキャンドル装飾を行い、

設置・点火・火の見守り・会場の片付け等の活動を行った。

　キャンドルに火が灯り、日が落ちて街が暗くなるにつれて、大勢の方がキャンドルアート前で足

を止めて写真撮影を行い、キャンドルの光に照らされた笑顔に溢れたイベントとなった。

　　日　　時　 ①事前説明会：５月25日（水）12時20分〜12時50分

　　　　　　　 ②活　　　動：６月１日（水）13時00分〜22時00分

　　場　　所　 ①千里山キャンパス凜風館1階ピアエリア／オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②大阪市北区　CHASKA茶屋町

　　参加者数　 24名（学生スタッフ11名、本学学生13名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明会

　　　　　　　 ②キャンドル装飾の制作・設置・点灯・見守り

　　企画学生の声

　・CHASKA 茶屋町全体がキャンドルの温もりに包まれた空間を体感できて良かったし、自分がそ

の空間を作る側として携わることができて嬉しかったです。たくさんの方達が見に来てくれたり

写真を撮ったりしてくれて、地域の活性化に貢献できたと思えました。

　・日が沈んだ後、キャンドルが光っている景色を見た時に、とても感動しました。たくさん写真

を撮っている方や、キャンドルの灯をずっと眺めている方もいらっしゃって嬉しかったです。

　　参加者の声

　・点灯時間までにキャンドルの設置が間に合うか不安でしたが、参加者の方々と協力して取り組み、

デザイン通りのものを完成させることができました。点灯した綺麗なキャンドルを見ると、達成

感や安らぎを感じることができ、ボランティアに参加して良かったと感じました。（社会学部・

１年次生）

　・一緒に活動した関大生と仲良くなることができ、入学してなかなか友達ができなかった自分に

とってすごく嬉しく、楽しいボランティア活動でした。（社会学部・２年次生）

⑪　大和川掃除
　堺キャンパス周辺を流れる大和川河川敷を清掃することで景観を清潔

に保つことができ、地域の方が河川敷をより気持ちよく利用できると同

時に、堺キャンパス周辺の地域貢献活動を目的として実施した。

　本活動は、堺キャンパスに通う学生にとって参加しやすい活動場所で

あることから、堺エリアで活動を展開しているボランティア団体

「WEVO」とも連携して実施している。

　当日は雲が多かったが気温は高かったため、こまめに休憩をとり、熱

中症に気を付けながら清掃活動をした。河川敷には大和川上流から家庭

ゴミやペットボトル等が流れてくるため、参加者全員で力を合わせて清

掃することで河川敷を綺麗にすることができた。

　　日　　時　 ６月５日（日）９時30分〜11時30分

　　場　　所　 大阪府堺市　大和川左岸河川敷

　　参加者数　 72名（学生スタッフ14名、本学学生17名、WEVO所属学生41名）

　　内　　容　 大和川河川敷の清掃

　　協　　力　 WEVO

　　企画者の声

・普段交流する機会が少ないWEVOの方達と交流することが出来て、貴重な機会でした。一見何も

無いように見えても、掘ってみると靴が1足出てくるなど、砂に埋まっているゴミが沢山見られ

ました。

　・同じグループの方たちと楽しく話しながら協力して清掃することができて良かったです。堺キャ

ンパスの方と一緒に活動することは初めてだったので、とても新鮮でした。キャンパス間の交流

にもなり、有意義な活動となりました。

　　参加者の声

・社会経験を積むために参加しました。初対面の人とも話すことができたので良かったです。（法

学部・３年次生）

　・ボランティアの経験を積む良い機会になると考えたので、参加しました。活動自体は思っていた

よりも短く感じ、少人数でのグループだったので活動しやすかったです。（法学部・３年次生）

⑫　吹田くわいボランティア 
　若者の農業への関心が低下し、千里山キャンパスがある吹田市の特産

品である吹田くわいの認知度が低いという現状がある。そこで、吹田く

わいの植え付けから収穫まで一年を通した活動を通して、吹田くわいに

ついて深く理解してもらうとともにボランティアの魅力に気付いてもら

うことを目的として実施した。

　どちらの活動も、農園の方から吹田くわいの説明をしていただき、植

え付けや収穫のコツについてお話しいただいた後、作業を行った。植付

けでは、日常生活では着る機会のない胴長を着用しての作業に苦戦しな

がらも、参加者同士で声を掛け合い農業の大変さを感じながら活動した。

収穫では、備中鍬でくわいを傷つけないように慎重に泥をかき分けなが

ら、全部で約700グラムのくわいを収穫した。

　　日　　時　 ①植え付け：６月16日（木）14時45分〜17時00分

　　　　　　　 ②収　　穫：12月５日（月）14時45分〜17時00分

　　場　　所　 大阪府吹田市　西農園

　　協　　力　 吹田市都市魅力部 地域経済振興室

　　参加者数　 ①13名（学生スタッフ５名、本学学生８名）

　　　　　　　 ②６名（学生スタッフ６名）

　　内　　容 吹田くわいの植え付けと収穫作業の手伝い

　　企画者の声

　・大学のある吹田市の特産品に触れることができ、地域のことを少しでも知るきっかけとなりまし

た。

　・くわいを収穫する作業は考えていたよりも大変でしたが、そのぶん達成感があり、泥の中からく

わいを見つけた時は嬉しい気持ちになりました。頂いたくわいを家に帰って素揚げにして食べて

みると、自分達で収穫したこともあってとても美味しかったです。

　　参加者の声

　・普段の生活で農業に関わることがないので、やってみたいなと思って参加しました。農業体験だ

けでなく、くわいの事を知ることもできてよかったです。（文学部・４年次生）

　・「すいたん」のモチーフであるくわいに興味があったので参加しました。また、学生スタッフの

方が話しやすくてよかったです。農家の方のお話も面白かったです。（法学部・２年次生）

⑬　飛鳥光の回廊2022 ～明日香をともす「和」のひかり～
　明日香村で毎年行われている、石舞台古墳をはじめ岡寺や飛鳥寺など、

明日香村内の代表的な史跡・寺社・施設をろうそくやLEDライトの明か

りで彩る地域活性化イベントで、奈良県明日香村との連携事業として実

施した。

　「キャンドルの輪と和でつながる光」を関西大学のテーマとし、キャ

ンドルのデザインや配置を考え、他の活動では得られない大変さと、よ

り大きなやりがいや達成感を感じることができた。

　残念ながら1日目は雨天のため中止となったが、石舞台古墳や奈良県

立万葉文化館などを見学し、明日香村の歴史や文化的価値について学ん

だ。2日目は、用意した約3000個の色付き紙コップを「ボランティア

センター 2022」という文字やピラミッド、円の形に並べた。夕方から

は多くの方が来場し、写真撮影をしたりと笑顔溢れる楽しい空間となった。

　　日　　時　 ①事前説明会：９月１日（木）12時00分〜13時00分

　　　　　　　 ②活　　　動：９月23日（金）10時00分〜17時00分

　　　　　　　 　　　　　　　９月24日（土）11時00分〜22時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②奈良県高市郡明日香村　川原寺跡

　　連 携 先　 奈良県明日香村

　　参加者数　 40名（学生スタッフ延べ21名、本学学生延べ19名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明

　　　　　　　 ②キャンドルデザイン案の作成、キャンドルを入れる紙コップの制作、

　　　　　　　 　キャンドルの設置・点灯・撤去、明日香村の散策、地域の方との交流

　　企画学生の声

　・イベントが始まると多くの方が見に来てくださり、「きれい」「すごい」などのお声をきくことが

でき、このイベントに関西大学ボランティアセンター学生スタッフとして参加してよかったと思

いました。

　・気温が高い中、多くのキャンドルを並べていくのは大変だったが、みんなで協力し合いながら長

時間かけて作り上げたので、その分、夜になりキャンドルの灯りがきらきらしているのを見ると

とても達成感を感じることができました。

　　参加者の声

　・楽しそうだと思ったので参加しました。思っていたよりずっと大変だったけど、終わったあとの

達成感が気持ちよかったです。（社会安全学部・1年次生）

　・みんなでキャンドルを並べるのがとても楽しかったです。参加して良かったと思いました。（経

済学部・1年次生）

⑭　下校見守り活動
　吹田警察生活安全課防犯係と連携して、千里山キャンパス近くの小学

校に通う子どもが安全に下校できるような環境を守ることを目的とし

て、千里山キャンパス周辺の小学校の下校時間にあわせて正門前で見守

り、声かけを実施した。

　当日は、子どもたちが「さようなら」「気を付けて帰ってね」と声を

かけると元気よく挨拶を返してくれたり、関西大学という名前を見て

「知ってる！」と声をかけてくれたりと、参加した学生ボランティアと

の交流を楽しむ様子が伺えた。

　　日　　時　 10月11日（火）７名、13日（木）４名、14日（金）４名　14時00分〜15時00分

　　　　　　　 10月12日（水）３名　12時45分〜14時15分

　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ10名、本学学生延べ８名

　　場　　所　 吹田市立千里第二小学校

　　協　　力　 吹田警察署生活安全課防犯係

　　内　　容　 小学校正門前での声掛け、見守り

　　企画学生の声

　・見守り活動中はできるだけ腰を屈めて、子どもたちと目線の高さを合わせて挨拶することを心が

けるようにしました。地域に根ざしたボランティア活動を企画できてよかったです。

・元気に挨拶をしてくれた子どもも多く、見守り活動をしている私たちの方が元気をもらいました。

　　参加者の声

　・実際に吹田警察署の方と連携して、見守り活動をするという貴重な経験ができて良かったです。

小学生から挨拶を返してもらえたりして本当にやってよかったと思いました。とてもいい経験に

なりました。（法学部・３年次生）

　・はじめてのボランティア活動で緊張していましたが、学生スタッフの方も職員の方も優しくて安

心しました。見守り活動もやりがいを感じることができたので、参加してよかったです。（商学部・

３年次生）

⑮　琵琶湖ツーリズム！～大学生で考える環境ボランティアの未来2022（実践編）〜
　関西大学ボランティアセンターは2017年度から琵琶湖の保全活動に

取り組んでいる。2017年度は特定外来生物オオバナミズキンバイ駆除

活動、2018年度は清掃活動を実施し、2019年度及び2020年度は新型

コロナウイルス感染症拡大の影響により実施を見合わせた。

　本学主催３大学（法政大学・明治大学・関西大学）連携事業として、

法政大学の学生ボランティアとともに、琵琶湖岸の環境保全活動として

滋賀県長浜市の南浜漁港にて、船の出港を妨げている特定外来生物ナガ

エツルノゲイトウの駆除活動を行った。

　当日は、学生ボランティア全員が胴長とライフジャケットを身につけ、

岸と舟上よりナガエツルノゲイトウの駆除活動を行った。ナガエツルノ

ゲイトウは、琵琶湖や内湖、河川などの水際に生育している水陸両生の多年生の植物で、茎の断片

からも再生するほど繁殖力が強いため、機械ではなく手作業で根や茎をできるだけ残さないように

根本から丁寧に引き抜き、陸に上げる作業を熱心に行った。

　その結果、夕方には、湖面が見えないほど群生していたナガエツルノゲイトウのほとんどを駆除

することができ、参加者全員がやりがいや充実感を得ることができ、大学生として環境ボランティ

アの未来を考えるうえでの契機となった。また、今回の活動を通して、大学の所属を超えて学生ボ

ランティア同士が交流を行うことができ、有意義な1日となった。

　　日　　時　 ①事前説明会：10月11日（火）12時15分〜12時50分

　　　　　　　 ②駆 除 活 動：10月16日（日）７時30分〜18時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②滋賀県長浜市　南浜漁港

　　活動協力　 滋賀県立琵琶湖博物館　特別研究員 /

　　　　　　　 滋賀県琵琶湖環境部 自然環境保全課 副主幹　中井 克樹 氏

　　　　　　　 南浜漁業協同組合

　　参加者数　 ①36名（学生スタッフ30名、本学学生６名）

　　　　　　　 ②42名（学生スタッフ24名、本学学生５名、法政大学９名、教職員４名）

　　内　　容　 特定外来生物ナガエツルノゲイトウの駆除活動

　　企画学生の声

　・ナガエツルノゲイトウは、とるのが難しく、無理に引っ張っても途中で切れてしまうと意味が

なく、ナガエツルノゲイトウの駆除の大変さに驚きました。活動後のきれいな湖面を見たからこ

そ、自然をこれからも大切にしていかなければいけないと感じました。

　・関西大学及び法政大学の学生、職員の方たちと活動中に交流できたので、楽しかったです。自分

たちの活動の成果を現地の方が喜んでくれていたことで、より達成感を感じることができました。

　　参加者の声

　・ナガエツルノゲイトウの駆除活動は、協力することが必須な作業だったので、参加者同士でコ

ミュニケーションをとり新しい輪を広げられてよかったです。（関西大学・３年次生）

　・外来種の駆除という貴重な体験をしてみたいと思い、参加しました。目に見える形で成果が現れ

るので、達成感を感じることができ参加してよかったと感じました。（関西大学・１年次生）

　・晴天の中、関西大学の皆さんと協力して非常に楽しく活動することができました。また、漁協の

方も優しく特定外来生物の駆除方法を教えてくださり、初心者でもすぐに取り組める内容でした。

昼食時は関西大学のみなさんとコミュニケーションを取りながら時間を過ごすことができ、２大

学合同ボランティア活動ならではの有意義な経験となりました。（法政大学・３年次生）

　・関西大学の方々と連携して、特定外来生物を駆除することができて良かったです。また、今回の

駆除活動を通じて、どれだけ湖が汚れているのかを目の当たりにし、今後、自分がどのように環

境活動に関わっていけばいいのかを考える良い機会になりました。（法政大学・２年次生）

⑯　2022年度学園祭「環境問題ってなんだろな？〜クイズで！ゲームで！楽しく学ぼう！〜」
　学生スタッフは、淀川河川敷の清掃活動や琵琶湖の特定外来生物の

駆除活動などといった環境保全活動を普段から多数実施している。そ

ういった経験を活かし、遊びを通して子ども達に環境問題について考

えるきかっけをもってもらえるような企画とした。また、統一学園祭

に来訪される保護者の方や地域の方及び本学学生に、ボランティア活

動の魅力と学生スタッフの活動を知ってもらうことを目的として実施

した。

　本学統一学園祭には、親子連れや子どもが多く来場するため、子ど

もを対象としてSDGs（特に環境問題）について学んでもらうため、環

境問題というテーマで3つのブースを設けた。当日は多くの子ども達が

訪れ、ゲームを通して環境問題について学びを得る機会となった。

　　日　　時　 11月３日（木）12時00分〜15時30分

　　　　　　　 11月４日（金）10時00分〜16時00分

　　　　　　　 11月６日（日）10時00分〜13時00分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館１階学生ラウンジ

　　参加者数　 102名（学生スタッフ延べ94名、本学学生延べ８名）

企画内容：

・紙芝居

　海洋プラスチック問題を中心とした環境問題について紙芝居で説

明したあと、身近な例を使ったクイズで環境問題について楽しく学

んでもらった。

・ミニゲーム

　牛乳パックや段ボールなどを再利用して作ったおもちゃで魚釣り

ゲームをしてもらった。捨てるはずだったもので遊んでもらうこと

で、リサイクルの大切さやゴミを減らす工夫などについて楽しみな

がら学んでもらった。

・塗り絵

　色鉛筆やクレヨンを使ってSDGsや地球をモチーフにした塗り絵

をしてもらいながら、SDGsについて興味を持ってもらった。

　　企画学生の声

　・初めて学園祭に参加しましたが、とても楽しかったです。子ども達が楽しみながらも環境問題に

ついて学びを深めてくれている姿が、とてもいきいきとしていたのが嬉しかったです。

　・ミニゲームも塗り絵も紙芝居も全て子ども達は楽しそうに体験してくれていました。笑顔で帰っ

ていく子ども達を見ると、とても嬉しく感じました。

　　参加者の声

　・一度もボランティアに参加したことがなかったので、参加してみたいと思って参加しました。来

場してくれた子ども達が可愛かったです。（経済学部・３年次生）

　・子どもとコミュニケーションを取れる良い機会だと思ったので参加しました。学生スタッフの方

も親切で楽しく活動できました。（社会学部・１年次生）

⑰　千里キャンドルロード2022
　吹田市と豊中市にまたがる千里ニュータウンの人口にちなんだ９万個

のキャンドルに灯をともすイベント「千里キャンドルロード」に本セン

ターは2014年度から参加し、今回で８回目となる。10周年を迎えた今

年は、『「出会い」これまでも…これからも…』をテーマに、３年ぶりに

来場予約なしでの開催となった。

　学生スタッフはキャンドルのデザインから考え、2022年度は、約

2000個の紙コップを色づけした大きな赤いハート２つを中心に、伸び

る 蔦 葉 や 青 い 紙 コ ッ プ で 縁 取 り し た「Kandai Volunteer Center 

2022」の白い文字など、工夫を凝らしたデザインを作成した。

　当日は、多くの方が訪れ、暗くなってキャンドルに火が灯されると、

あたり一帯が幻想的な光景になる様子を訪れた方たちが足を止め写真撮影をするなど、笑顔溢れる

光景となった。

　　日　　時　 11月５日（土）11時30分〜21時00分

　　場　　所　 吹田市立千里南公園

　　主　　催　 千里キャンドルロードプロジェクト

　　参加者数　 40名（学生スタッフ33名、本学学生７名）

　　内　　容　 キャンドルデザイン案の作成、キャンドルを入れる紙コップの色付け、

　　　　　　　 キャンドルの設置・点火・見回り・片付け

　　企画学生の声

　・「ここ（関大の作品）すごい！」「ここがメインやね。」などと、来場した方からの嬉しい言葉を

たくさん耳にしました。準備は大変でしたが成功して良かったと思えた瞬間でした。

　・スペースの問題もあり、当日にデザインの変更をしましたが、とても上手に完成させることがで

きて達成感がありました。学生スタッフの参加人数がとても多く、学生スタッフの交流の場となっ

ていたのも良かったです。

　　参加者の声

　・楽しそうだと思ったので参加しました。みんなで一つのものを作れていい経験になりました。（経

済学部・３年次生）

　・学園祭期間で授業がなく時間が空いていたこともあり、参加を決めました。想像していた以上に

キャンドルに灯をともした光景が綺麗で、また、地域の人達にも満足していただけたようでやり

がいを感じました。（法学部・２年次生）

⑱　大阪マラソン2023給水ボランティア
　今回で11回目の開催を迎える大阪マラソンは、チャリティ文化の普

及を目指す日本最大規模の都市型市民マラソンである。本学は第1回大

会からオフィシャルスポンサーとして参画している。

　活動を通して本学学生が大阪を盛り上げるとともに、ボランティアの

楽しさややりがいを感じてもらう機会とすることを目的として実施し

た。

　当日は、本学学生が給水ボランティアとして携わり「みんなでかける

虹。」というスローガンのもと、29,285人のランナーをサポートした。

給水や応援を通してランナーの方と関わり、参加した学生にもよりボラ

ンティア楽しさやスポーツの魅力を感じてもらうことができる活動と

なった。

　　日　　時　 ①事前説明会：２月15日（水）13時00分〜14時30分

　　　　　　　 ②活　　　動：２月26日（日）７時30分〜12時00分

　　場　　所　 ①千里山キャンパス第２学舎４号館BIGホール100

　　　　　　　 ②大阪マラソン第１給水所（５ km地点／中之島・本町ブロック）

　　参加者数　 191名（学生スタッフ22名、本学学生58名、体育会所属学生108名、職員３名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明、ボランティアセンターの紹介

　　　　　　　 ②給水所でのランナーへの給水提供

　　参加者の声

　・中学校の頃からマラソンに興味があり、実際に見てみたかったので参加しました。ランナーの皆

さんが一生懸命走りつつも、僕らボランティアに「ありがとう」と声を掛けてくれたことがすご

く嬉しかったです。（環境都市工学部・２年次生）

　・2021年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響で中止になってしまったので、今回は絶対に

参加しようと決めていました。関西大学の多くの学生が大阪マラソンという大きなイベントに携

われて、盛り上げることができて良かったです。（システム理工学部・2年次生）

⑲　飛鳥ハーフマラソン2023給水ボランティア
　関西大学と縁の深い奈良県明日香村で開催される飛鳥ハーフマラソン

に2021年度に引き続き2022年度も学生ボランティアをいう形で参加

した。本学学生が学生ボランティアとして参加することで地域貢献活動

に寄与するとともに、ボランティア経験の浅い学生に対してボランティ

アのやりがいや魅力を広めることを目的として実施した。

　明日香村は「飛鳥・藤原の宮都とその関連資産群」として世界遺産登

録をめざしており、その構成資産の半分以上を巡ることができるように

コースが設定されている。また、持続可能な社会づくりのためにソフト

フラスク（折りたためる携行給水ボトル）の配布や、参加費等の一部で

菜の花のタネを購入して景観保全に役立てるなど、様々な取り組みが行

われている。

　当日は、スタートからおよそ11km地点の棚田に設けられた第２給食所で甘酒の提供を行った。

　　日　　時　 ①事前説明会：３月１日（水）10時00分〜11時30分 

　　　　　　　 ②活　　　動：３月12日（日）８時00分〜13時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②奈良県高市郡明日香村

　　参加者数　 18名（学生スタッフ11名、本学学生７名）

　　内　　容　 ランナーへの給水

　　企画学生の声

　・給水を行っていると、ランナーの方に「ありがとう」と声をかけていただくことがあり、ボラ

ンティアをしている側の自分たちが元気をもらい、ボランティアに参加してくれた学生に活動を

通してやりがいを感じてもらうことができました。

　・ボランティアに参加していただいた関大生との交流を楽しむことができ、ランナーの方の笑顔を

見ることができてとても充実した時間を過ごすことができました。

　　参加者の声

　・スポーツが好きなので、スポーツに関われるボランティアをやってみたいと思い参加しました。

ランナーの方に「ありがとう」と声をかけていただくこともあり、喜んでいただけていると感じ

られて嬉しかったです。（文学部・１年次生）

　・もともと給水ボランティアをしてみたいと思っていたので参加しました。ランナーの方と言葉を

交わしたり、アイコンタクトを取ることができたりしたことが嬉しかったです。（法学部・２年

次生）

⑳　子ども遊びボランティアinまちなかリビング北千里
　2022年度初めて企画を募集し、ベストアイデア賞を獲得した「学童

保育ボランティア」として、まちなかリビング北千里にて、ソフトバス

ケット大会（3on3）のお手伝いやボードゲーム・カードゲームを使用

した遊び等、子どもとのふれあいを通して、子どもとのかかわり方や距

離の縮め方を学び、コミュニケーション能力を向上させることを目的と

して実施した。

　当日はソフトバスケット大会の運営補助だけでなく、子ども達と一緒

にチームを組んで参加したり、小学生vs大学生の試合を行い、ソフトバ

スケット大会を盛り上げた。また、同施設で管理しているボードゲーム

やカードゲーム等の様々な遊び道具を使用して、ソフトバスケットの参

加待ちの子ども達やスポーツが苦手な子ども達と遊ぶ活動も行った。

　　日　　時　 ３月23日（木）16時00分〜18時00分

　　場　　所　 まちなかリビング北千里

　　参加者数　 13名（学生スタッフ５名、本学学生８名）

　　内　　容　 ソフトバスケット大会の運営補助・参加、子ども達との交流

　　企画学生の声

　・下見を行った時より子ども達の人数が多かったのにも関わらず、学生ボランティアの方々全員が

子ども達と交流をしていただくことができました。活動の最後まで、子ども達と交流するという

ことができ、手持ち無沙汰にならなかったことが非常に良かったと思います。また、児童センター

の職員さんには行くたびに「来てくれてありがとう。」というお言葉をいただくことができて、

嬉しいです。

　　参加者の声

　・子どもと遊ぶことがボランティアになるのならやってみたいと思ったので参加しました。子ども

と触れ合う中で、子どもにしかない発想を多く学び、とても楽しく活動することができ、ボラン

ティアに参加して良かったと思いました。（経済学部・1年次生）

　・子どもと遊びたいと思ったので参加しました。ボランティアに参加した自分が子どもから元気を

もらい、ボランティアにはこんな魅力もあるんだと実感しました。（大学院・2年次生）

（３）雨天中止事業

①　第4回大和川大掃除～未来につなげよう300人の小さな一歩～
　堺キャンパスの近くを流れる大和川河川敷において、各キャンパスの

学生、体育会所属学生、ボランティア団体所属学生、大学職員、ミズノ

株式会社社員など総勢300名が海につながる河川の環境美化に取り組む

ことで、SDGsや海洋プラスチック問題などを改めて意識してもらうこ

とを目的として企画したもの。

　学生スタッフは設立以来、本学学生にボランティア活動を通じてボラ

ンティアの魅力を知ってもらうために、様々なボランティア活動を同じ

学生目線で企画・運営してきた。特に河川敷の清掃活動については、

2011年度から2016年度まで500名規模で淀川河川敷の大掃除を行い、

ゴミの減少に貢献した。2017年度からは大和川河川敷に活動場所を移

し、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により規模を縮小することもあったが、継続的に清掃活

動を行っている。

　2022年度は多くの関大生にボランティア活動の魅力を知ってもらうべく、体育会11団体にご協

力いただき、コロナ禍前と同規模の300名で実施することを企画した。また、ボランティア活動を

通じて双方の充実と発展に寄与するため、本学と連携協定を結んでいるミズノ株式会社にもご参加

いただくことになっていたが、残念ながら当日雨天のため中止となった。

　　日　　時　 ２月19日（日）10時00分〜12時00分

　　場　　所　 大和川公園河川敷周辺

　　協　　力　 大和川河川事務所

　　　　　　　 ミズノ株式会社

　　内　　容　 大和川河川敷での清掃

清掃の様子 清掃の様子 集合写真
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Ⅱ  ２  学生スタッフ事業報告

　学生の中には「ボランティアに関心があるけど一歩踏み出せない」という学生もおり、学生スタッ

フはそのような学生を後押しできるような学内のボランティア活動の企画のほか、様々な社会問題へ

の啓発活動を行っている。

（１）学生スタッフ企画

　学生スタッフ企画とは、ボランティア活動の魅力を広めるため、まずは学生スタッフ自身がボラ

ンティアの魅力を再認識するために企画・参加しているプログラムである。

①　ボランティア懇談会
　ボランティアに関心のある関西大学の学生にボランティア活動の魅力

を発信する１つの手段として、ボランティアコーディネートを実施して

いる。より多くの学生に参加してもらうことを目的として普段はお昼休

みに実施しているボランティアコーディネートを、今回はお昼休みから

３限終わりまで開室時間を延長して実施した。

　　日　　時　 ５月 13 日（金） 12時20分〜15時00分

　　場　　所　 誠之館２号館１階ボランティアステーション

　　内　　容　 ボランティアコーディネート

②　富士山自然保護ボランティアツアー（法政大学主催3大学連携事業）
　3大学（法政大学・明治大学・関西大学）連携事業の一環として、法政大学主催の世界遺産であ

る富士山の麓で森林整備事業に参加した。

　団体の方からオーバーユーズ（使いすぎ）やアンダーユーズ（活用不足）の重要性、環境問題に

ついてなどのお話を伺った後、6〜7名ずつのグループに分かれて森林保全活動に取り組んだ。草

木の伐採や薪割り、枯れ木処理など、慣れない作業を行うのは大変であったが、休憩時間には木登

りをしたりブランコに乗ったりして、日常では味わえない大自然とのふれあいを楽しんだ。

　　日　　時　 ５月22日（日）９時45分〜17時00分

　　場　　所　 静岡県富士宮市

　　主　　催　 認定特定非営利活動法人富士山クラブ

　　参加者数　 37名（学生スタッフ4名、職員1名、

　　　　　　　 他大学学生32名）

　　内　　容　 草木の伐採、薪割り、枯れ木処理

　　学生スタッフの声

　・階段づくりや道の開拓など、自分が想像していたよりもはるかに本格的な活動ができました。日

常生活の中で鍬や鋸を使ったりすることがないため、初めはうまく使えませんでしたが、コツを

つかんだ後は気持ち良い程スムーズに切れるようになったのが本当に楽しかったです。

③　びわ湖を美しくする運動
　 2022年度に引き続き、琵琶湖の特定外来生物の現状を把握

するために、実際に琵琶湖に足を運び、滋賀県が毎年7月1日

において「びわ湖の日」に実施している「びわ湖を美しくする

運動」の特定外来生物のオオバナミズキンバイおよびナガエツ

ルノゲイトウの駆除活動に参加した。

　滋賀県が取り組む、琵琶湖の環境保全について、現状と課題、

特に侵略的外来水生植物の繁殖力やその影響による被害を伺

い、行政として滋賀県が取り組むボランティアに関して知見を

深めた。また、実際に、湖岸に生息する大量のナガエツルノゲ

イトウを手作業で取り除く体験を行い、学生スタッフとして何

ができるのかを考えることに繋げ、今後企画する「琵琶湖ツー

リズム！～大学生で考える環境ボランティアの未来2022（実

践編）〜」で実現することとした。

　　日　　時　 ７月１日（金）９時00分〜10時30分

　　場　　所　 滋賀県大津市　大津市なぎさ公園周辺

　　協　　力　 滋賀県琵琶湖環境部自然環境保全課

　　参加者数　 ７名（学生スタッフ５名、職員２名）

　　内　　容　 特定外来生物オオバナミズキンバイおよびナガエツルノゲイトウの駆除及び関係者

への取材

④　2022ボランティア新企画募集～あなたの想いを伝えよう～
　関大生からボランティアの新企画を募集し、学生スタッフが企画者のボランティアへの想いを他

の学生に伝えるお手伝いをする。また、そのボランティアを実現することで学生スタッフの活動に

新しい視点を取り入れることを目的として、2022年度から新しく実施した。

　SDGsを意識した内容のボランティア活動で、関大生が学生スタッフとともに行うことができる

新たな企画を募集したところ、８事業の応募があり、ヒアリングなど選考を重ねベストアイデア賞

として「学童保育ボランティア」、学生スタッフ特別賞として「動物愛護団体のお手伝いをして、

犬猫と触れ合おう」の２事業が選ばれた。

　ベストアイデア賞として選ばれた「学童保育ボランティア」は学生スタッフのサポートのもと、

大阪府吹田市の「まちなかリビング北千里」にて、来館する子ども達と遊び、交流するボランティ

アとして実際に実施し、特典②として本センター活動報告書にも掲載した。

　　募集期間　 ７月25日（月）〜８月31日（金）

　　募集内容　 SDGsを意識した内容で、複数名が参加できて、みんなで

楽しめるボランティア活動のアイデア

　　募集対象　 関西大学に所属の個人またはグループ
特典： ①選ばれたアイデアは、学生スタッフのサポートのもと、実際に企画として実施

②ボランティアセンターが発行する「活動報告書」に記載
③ボランティア体験ツアーに企画者の名前を付すことができる

　　応 募 数　 ８グループ
○ キャンパスで大地震発生から避難までを考える・新！関大クリーン大作戦
○ 子ども達が防災について学べる遊びを提供する活動・子ども達とのふれあい大作戦
○ 二酸化炭素を減らし地球の環境を守るための植林ボランティア
○ 私たちの手で綺麗な海を守ろう！海岸清掃in大阪湾沿岸の浅場
○ 学童保育ボランティア・動物愛護団体のお手伝いをして、犬猫と触れ合おう

　　学生スタッフの声

　・アイデアを応募してくれたグループへヒアリングを行うことで、アイデアをより具体的に深掘す

ることができました。

　・多くの学生に参加してもらうために、広報期間をより長く設け、ボランティアセンター機関誌の

配布などで知ってもらう機会を作る工夫をするべきでした。また、体験ツアー化する企画を選定

してから実施までに時間がかかりすぎたため、次に実施する際は実施までのプロセスまで細かく

決めておきたいです。

⑤　ようこそ！　関大サロンへ
　コロナ禍でも実施できるボランティア活動として、吹田市社会福祉協議会の協力を得て、2021

年度から高齢者施設に入所する方々とZoomを繋いだオンライン交流会を開始した。

　同世代の交流だけでなく、高齢者のような日常の中ではつながりを持ちにくい異世代との交流を

通して、高齢者の人々の文化を享受するだけでなく、一緒にゲームや歓談を行い、地域において世

代を超えたつながりや相互理解を深める機会を創出することを目的として実施した。加えて、高齢

者の方との接し方を学び、学生のコミュニケーション能力の向上を図るとともに、高齢者の方や施

設職員との関わりの中で、どのようなボランティアや支援が必要なのかを知り、これから新たに行

う活動を企画する際の気づきを得ることができた。

　今後は、関大生を募集してボランティア体験ツアーとして実施することを予定している。

　　日　　時　 ①９月５日（月）13時30分〜14時30分

　　　　　　　 ②３月15日（水）13時30分〜14時30分

　　場　　所　 オンライン（Zoom）

　　受入団体　 社会福祉法人 秀明会「特別養護老人ホーム あす～る吹田」

　　参加者数　 ①10名（学生スタッフ４名、職員２名、高齢者３名、施設職員１名）

　　　　　　　 ②11名（学生スタッフ３名、職員３名、高齢者３名、施設職員２名）

　　内　　容 高齢者とのゲーム・クイズ、歓談

　　学生スタッフの声

　・高齢者の方が「楽しかった、ありがとう」と言って涙まで流してくださり、短い時間で、これほ

ど感動していただけたのがとても嬉しかったです。

　・普段あまり話すことのない年代の方々と会話することができ、とても思い出に残る良い時間を過

ごせました。

⑥　まちFUNまつりin関西大学2022　子ども店長サポートボランティア
　子ども達を中心に、ともに楽しみ学べる場を地域に作ることを目的として活動している特定非営

利活動法人 ママふぁん関西との共催事業として実施した。

　「地域に開かれた大学」を目指して始まった本イベントは、今回で6回目を迎えた。学生スタッ

フも毎年運営補助ボランティアとして参加しており、2022年度は子ども達が店長となって出展

ブースのお店を手伝い、お金のやりとりも行うことで働く楽しさやお金の大切さを学ぶ職業体験イ

ベント「子ども店長」企画のサポートを行った。

　事前にお給料袋やくじを作成し、当日も会場設営の手伝いを行った。来場した子ども達がエプロ

ンに着替える手伝いや働くお店を決めるくじ引きの対応をする中で、学生スタッフは子ども達の緊

張がほぐれるように、声掛けをするなど工夫しながら活動をした。

　　日　　時　 10月９日（日）10時00分〜13時30分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館およびその周辺

　　参加者数　 学生スタッフ７名

　　内　　容　 お給料袋やくじの作成、会場設営、「子ども店長」事業のサポート、子ども達との交流

　　学生スタッフの声

　・子ども達の元気な姿に勇気づけられる、楽しい時間でした。

　・子ども店長自身が楽しかったと笑顔で言ってくれたり、お給料を手渡しするときにありがとうと

声をかけてくれたりして、うれしかったです。

⑦　非常食配布イベント
　防災意識の向上はもちろん食品ロス削減に取り組むことでSDGsの「つくる責任　使う責任」の

達成への貢献を目指して、公益社団法人 日本非常食推進機構より提供していただいた使用期限が

迫った非常食（防災備蓄品）を配布した。

　当日は、保存用ビスケット、保存用飲料水、アルファ化米の三種類の非常食を配布するのにあわ

せて、学生スタッフが広く認知されるように広報を行った。

　配布数は、保存用ビスケット300個、保存用飲料水100本、アルファ化米41個だった。

　　日　　時　 10月10日（月）12時20分〜12時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館１階学生センター前

　　参加者数　 学生スタッフ７名

　　内　　容　 保存用ビスケット・保存用飲料水・アルファ化米の配布

（２）ボランティア体験ツアー

　ボランティア体験ツアーとは、「ボランティアに関心があるけど一歩踏み出せない」という学生に、

ボランティアの第一歩として気軽に参加できるボランティア活動として実施しているプログラムで

ある。

①　関大クリーン大作戦～関大前の交流の輪を広げよう！～
　関西大学周辺まちづくり勉強会※主催の清掃活動にボランティア活動

として参加した。

　当日は、地域の方や体育会学生と協力して、関大前通りや千里山ユー

トピア遊園の清掃を行った。道端にはタバコの吸い殻が多く、側溝にも

マスクや包装紙のゴミが多く落ちていた。ゴミ拾いを終えたら、根を残

さないように専用の道具などで掘り起こしながら千里山ユートピア遊園

の除草作業を行った。普段なかなか関わることのない地域の方と交流し

ながらの活動となり、終始笑顔が絶えない時間となった。

※阪急電鉄関大前駅周辺の地域において、安心・安全で活力と魅力あふれる「ま
ちづくり」を推進し、自治会、関大前商店街、学校法人関西大学及び行政で
課題を共有し、方策を検討することを目的とした組織。現在は、関大前ラボ
ラトリ（通称まち・かん）の管理運営及び関大前周辺地域の美化活動を主な活動としている。

　　日　　時　 ４月14日（木）８名、５月12日（木）雨天中止、６月９日（木）６名、10月13日（木）

７名、11月10日（木）３名、12月８日（木）７名　14時00分〜15時00分

　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ15名、本学学生延べ16名

　　場　　所　 阪急電鉄関大前駅～関西大学正門の周辺道路、千里山ユートピア遊園

　　主　　催　 関西大学周辺まちづくり勉強会

　　内　　容　 関大前通り、千里山ユートピア遊園の清掃

　　企画学生の声

　・関大前はタバコのゴミや雑草が多く、清掃のやりがいが大きいと感じました。また、地域の方や

関大生とも交流しながら行えたため、最後まで良い雰囲気で清掃できたと思います。

　・参加してくれた関大生と活動中もたくさん話せました。１人で清掃に集中するよりも話しながら

のほうが楽しく、時間が過ぎるのが早かったです。

　　参加者の声

　・コロナ禍でも自分がやれることに挑戦したかったから参加しました。地域の人と交流できてよ

かったです。（社会学部・２年次生）

　・街が綺麗になっていくのがうれしかったです。地域の人たちとも協力しあうことができて、充実

した時間でした。（法学部・1年次生）

②　関大クリーン大作戦in高槻
　普段利用している駅やキャンパス周辺を清掃し、景観を保護すること

で、学生や地域の方々が気持ちよく利用することを目的に、また、阪急

高槻市で活動することで高槻キャンパス、高槻ミューズキャンパスの学

生も気軽にボランティアに参加できる機会を設けることを目的として実

施した。

　4月実施時は、阪急高槻市駅周辺の本通り商店街と中通り商店街の二

手に分かれて、清掃活動を実施した。11月実施時は、参加者全員で清

掃活動を実施した。両日とも、最初にアイスブレイクを行い、交流をし

てから清掃活動に取り組んだため、雰囲気がよく楽しく活動することが

できた。

　　日　　時　 ①４月17日（日）９時00分〜10時30分

　　　　　　　 ②11月27日（日）９時00分〜10時30分

　　場　　所　 阪急高槻市駅周辺

　　参加者数　 ①15名（学生スタッフ５名、本学学生10名）

　　　　　　　 ②７名（学生スタッフ６名、本学学生１名）

　　内　　容　 阪急高槻市駅周辺の清掃

　　企画学生の声

　・想像していたよりも多くの人に参加してもらうことができて、アイスブレイクや清掃活動中は参

加者同士の交流があり、いい雰囲気で活動することができてよかったです。

　・活動中に通りがかった地域の方から「お疲れ様です。」というお言葉をいただくことができて、

嬉しかったです。

　　参加者の声

　・友達の輪を広げたいと思い参加しました。ゴミをたくさん拾うことができてやりがいがありまし

た。（社会安全学部・１年次生）

　・少人数のグループに分かれてのゴミ拾いだったので、1人で参加しても他の参加者と話しながら

活動しやすくて良かったです。（総合情報学部・３年次生）

③　淀川掃除
　淀川河川敷の清掃をすることで、大阪湾へゴミが流れ込むことを防ぎ、

淀川の水質や景観を保護することを目的に、また、清掃活動という気軽

に参加できる点を活かして、関大生にボランティア活動の魅力を広める

機会にすることを目的として実施した。2021年度には、淀川河川事務

所に相談を行ったうえで、これまで清掃を行っていた南方地区から行政

の対応が追い付いていないより河口の西淀川区福町地区へ場所の変更を

行った。

　４月実施時は雨天だったため、河川敷の手前を２グループに分かれて

清掃活動を行い、途中でグループを入れ替える等、参加者同士がより多

く関われるよう工夫を行った。

　10月実施時は晴天に恵まれ、5グループに分かれて河川敷を広く清掃

した。

　　日　　時　 ①４月24日（日）10時00分〜12時00分

　　　　　　　 ②10月23日（日）10時00分〜12時00分

　　場　　所　 大阪市西淀川区　阪神福駅近くの河川敷

　　参加者数　 ①26名（学生スタッフ8名、本学学生18名）

　　　　　　　 ②20名（学生スタッフ10名、本学学生10名）

　　内　　容　 淀川河川敷の清掃

　　企画学生の声

　・雨の中での実施となり、予定していた通りの淀川掃除は出来ませんでしたが、参加者の方から「楽

しかった」という言葉が聞けて嬉しかったです。

　・通りすがりの地域の方からどこの大学の団体なのかと尋ねられ、「ありがとうね、頑張って！」

とお声掛けいただいて嬉しかったです。

　　参加者の声

　・河川敷には多くのゴミが落ちていて、それらを拾っていくことが単純に楽しかったし、学生ス

タッフの方や参加者の方と色々話せてよかったです。（外国語学部・１年次生）

　・前に参加した清掃ボランティアで誘ってもらったので、参加しました。思っていたよりもプラス

チックのゴミが多くて驚きました。（政策創造学部・１年次生）

④　献血呼びかけボランティア

　献血の必要性を多くの学生に伝えることが、社会貢献につながるとい

うことを知ってもらうこと、また、気軽に参加できる学内ボランティア

を通じて、ボランティアの良さを身近に感じてもらい次のボランティア

活動参加のきっかけを創出することを目的として実施した。

　現在の日本では少子高齢化が進み、輸血を必要とする高齢者の割合が

増える一方で、それを支える若者の献血者数が減っているという危機的

状況にある。また、血液は長期の保存ができないため、安定的な供給が

必要であるが、献血について学生の関心が薄いのが現状である。

　献血を実施の広報だけでなく、当日は、献血車前で看板を持って献血

協力の呼びかけを行った。

　　日　　時　 ４月25日（月）14名、４月26日（火）９名、５月10日（火）６名、６月７日（火）８名

　　　　　　　 10月12日（水）10名、10月20日（木）３名、11月11日（金）６名、12月５日（月）４名

　　　　　　　 11時30分〜13時30分、12時00分〜13時00分

　　　　　　　 ※10月20日は関大防災DAYの事業の一環として実施した。
　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ40名、本学学生延べ20名

　　場　　所　 千里山キャンパス総合図書館前、悠久の庭前、

　　協　　力　 大阪府赤十字血液センター

　　内　　容　 献血への協力呼びかけ

　　企画学生の声

　・授業終わりで人通りが多い時間帯に呼び込み時間を設定したため、効果的に呼びかけが行えたと

思います。前を通った方が自分たちの呼びかけに反応してくださって嬉しかったです。また、毎

月行っているので声を出すことに慣れてきて、積極的に声かけをすることができました。

　・呼びかけを行ったことで、多くの学生に献血実施中であることに気付いてもらうことができまし

た。呼びかけに反応してくださる方もいて嬉しかったです。

　　参加者の声

　・輸血経験があるため、恩返しになればと思って参加しました。活動はアットホームな雰囲気で楽

しむことができました。（文学部・２年次生）

　・自分が想像していた以上に人が集まり、献血に協力していたので、声掛けの達成感を感じました。

（商学部・３年次生）

⑤　関大花植え活動（大学昇格100年記念）
　大学昇格100年記念事業の一環として、経済学部と商学部の学び舎で

ある第２学舎１号館前の広場を、山岡順太郎の胸像とともにリニューア

ルすることとなり、管財課の協力のもと、花壇の花植え活動を実施した。

大学昇格100年という節目に、緑のなかで新しい仲間と出会って交流し

ながら、学生たちの愛校心を育むこと。また、今後の広報を含めて、「ボ

ランティアセンター学生スタッフ」が大学内で広く認知されることを目

的として実施した。

　当日は、業者の方の指示に従いながら土を掘り、花を植えた。活動の

途中から雨が降りだしたため、レインコートを着用しての活動になった

が、参加者全員が熱心に取り組んだ結果、予定よりも広い範囲に花を植

えることができた。

　　日　　時　 ５月13日（金）９時00分〜12時10分

　　場　　所　 千里山キャンパス第2学舎1号館前広場

　　参加者数　 30名（学生スタッフ９名、本学学生21名）

　　内　　容　 花壇の花植え

　　企画学生の声

　・花を植える場所の土が硬くて、掘るのに思ったより時間がかかって大変でした。また、植えると

きに花の間隔や全体のバランスを考えるのが難しかったので、わからないことがあったら業者の

方に質問しながら作業をすすめました。

　・業者の方から「これからも手伝いにきてほしい」と言って褒めていただけて、嬉しかったです。

　　参加者の声

　・花植えに興味が湧いたので参加しました。想像していたよりも体力を使い、花壇がきれいになっ

ていくのが分かってやりがいがありました。（システム理工学部・４年次生）

　・ボランティア活動を体験してみたかったので参加しました。自分の活動が花というかたちで残っ

て嬉しいです。（文学部・１年次生）

⑥　高槻景観美化ボランティア
　自然と共生する「花と緑のまちづくり」に寄与することを目的として

いる高槻市のNPO法人「花と緑のまちづくり 高槻景観園芸クラブ」と

の連携事業として活動に参加し、学生に環境美化、地域交流の必要性を

学んでもらうことを目的として実施した。

　高槻景観園芸クラブの方々から活動の説明を受けた後、初対面の学生

の緊張をほぐすためにアイスブレイクを行った。高槻景観園芸クラブの

方々の指示に従い、苗床を整備して花を植えていく中で、良い苗の見分

け方や植物の種類なども教えていただいた。

　11月実施時は花を植えた後、花壇周りや他の花壇に積もった大量の

落ち葉を拾い集め、花壇全体の景観を美しく整えた。

　幅広い世代の憩いの場所である公園を美化し、まちづくりに関心を持

てるような事業は貴重なものであり、団体の方々とコミュニケーション

を取りながら、楽しく花植え活動を行うことができた。

　　日　　時　 ①５月14日（土）８時50分〜11時00分

　　　　　　　 ②11月20日（日）９時00分〜11時00分

　　場　　所　 大阪府高槻市　高槻城公園

　　　　　　　 連携先 NPO法人 花と緑のまちづくり 高槻景観園芸クラブ

　　参加者数　 ①７名（学生スタッフ５名、本学学生２名）

　　　　　　　 ②６名（学生スタッフ４名、本学学生２名）

　　内　　容　 高槻城公園内の花壇の手入れ、地域の方との交流

　　企画学生の声

　・団体の方といろんなお話をしながら花植え活動を行い、花植えをしたことがない学生でも不安な

く楽しめた事業でした。参加学生にボランティアの魅力を伝えるとともに、自身も改めてボラン

ティアの魅力を感じることができました。

　・花にも一つ一つ個性があり、それぞれに花の魅せ方があるのだと初めて知り、ただ活動するので

はなく、何かを意識して取り組むことの大切さを学びました。

　　参加者の声

　・花壇の手入れをしたことがなく、一度してみたいと思ったので参加しました。花壇が綺麗になっ

た際に感じた達成感や団体の方々との交流を通じて、ボランティアの魅力や楽しさを感じること

ができました。（法学部・４年次生）

⑦　関大クリーン大作戦in梅田
　梅田キャンパスの周辺を清掃することで環境や景観を保護し、通行す

る人々が気持ちよく過ごすことができるようにすること、気軽に参加で

きるボランティア活動として清掃活動に参加することでボランティアの

やりがいや楽しさを感じてもらうことを目的として実施した。

　当日は、梅田キャンパスの教室にてアイスブレイクを行ったあと、２

グループに分かれて茶屋町エリアの清掃を約１時間行った。清掃活動中

には、通りがかった人や清掃ルートの並びにある店舗の方からお礼の言

葉をもらうことができ、参加者の達成感や満足感につながった。日曜の

朝ではあったが人通りや車が多く、学生スタッフが時折声をかけて注意

を促しながら活動した。

　　日　　時　 ①５月15日（日）９時00分〜11時00分

　　　　　　　 ②11月13日（日）９時00分〜11時00分

　　場　　所　 梅田キャンパス周辺

　　参加者数　 ①19名（学生スタッフ５名、本学学生14名）

　　　　　　　 ②13名（学生スタッフ３名、本学学生10名）

　　内　　容　 梅田キャンパス周辺の清掃

　　企画学生の声

　・アイスブレイクで学部や趣味などの自己紹介を行ったので、活動中の話題ができてすごく話しや

すかったです。友達同士が一緒になるようにグループ分けしたのがよかったのか、参加した学生

同士楽しそうに活動していました。

　・清掃の距離を延ばすなどの工夫をしましたが、ルートによってゴミの量が違っていたので、ルー

トの見直しが必要だと感じました。雨の中での活動でしたが、みんなで楽しく清掃活動ができた

ので嬉しかったです。

　　参加者の声

　・活動場所が梅田なので参加しやすいと思い参加しました。普段なかなかゴミ拾いを行う機会がな

かったので経験できて良かったです。（商学部・１年次生）

　・一度ボランティアに参加してみたいと思ったので参加しました。自分たちで街を少しでも綺麗に

する活動ができ、良い経験になりました。（社会安全学部・１年次生）

⑧　関大クリーン大作戦～千里山キャンパス周辺の清掃～
　普段自分たちが利用している千里山キャンパス周辺を清掃することで

環境や景観を保護し、関大生や地域の方々がより気持ちよく過ごすこと

ができる。また、授業の空きコマに気軽に参加できることでボランティ

ア活動を身近に感じてもらうことを目的として実施した。

　活動前にアイスブレイクを行い、学部や学年に関係なく学生同士が交

流することで、その後の活動も和やかな雰囲気で進めることができた。

清掃は関大前ルートと名神高速道路沿いルートの2コースに分かれて

行った。ゴミは「燃えるゴミ」「ビン・カン」「ペットボトル」の3つに

分類して集めたが、タバコの吸い殻が最も多く、ゴミを拾うだけでなく、

今後はゴミを捨てる人が少なくなるように啓発を目的とした活動も検討

している。

　　日　　時　 ①５月21日（土）10時40分〜12時10分

　　　　　　　 ②10月15日（土）10時40分〜12時10分

　　場　　所　 千里山キャンパス周辺

　　参加者数　 ①10名（学生スタッフ３名、本学学生７名）

　　　　　　　 ②16名（学生スタッフ７名、本学学生９名）

　　内　　容　 千里山キャンパス周辺の清掃

　　企画学生の声

　・ゴミの量が少なく、やりがいを感じにくいのではないかと心配でしたが、清掃中はずっと楽しく

会話しながら活動を行うことができました。

　・参加者の１回生が１人で、他の上級生と仲良くなれるかどうか不安がありましたが、始まってみ

ればみんな会話が絶えず、終始楽しく活動することができました。

　　参加者の声

　・自分が通っている大学に恩返しをしたいと思って参加しました。意外と大学の周りが綺麗だった

ことに驚きました。（社会学部・３年次生）

　・アルバイトをやっていないため、他に何か出来ることはないか、頑張れることはないか、と探し

ていたらこのボランティアを見つけて参加しました。意外と細かいゴミが多く、拾うのが大変で

したが、充実した時間を過ごせました。（法学部・１年次生）

⑨　関西大学×法政大学 スポーツゴミ拾い
　法政大学と連携しZoomを用いて合同でゴミ拾いを実施した。「スポー

ツゴミ拾い」とは、制限時間内に指定されたエリアのゴミを拾い、拾っ

たゴミの量と種類で得点を競い合うというスポーツ要素を加えた、日本

発祥の新感覚清掃活動である。ゴミ拾いにスポーツ要素をかけ合わせる

ことで、ゴミ拾いをスポーツ感覚で楽しみ、ボランティアへの興味を引

き出し、法政大学の学生と交流を深め、参加者同士で協力してゴミ拾い

を行うことで連帯感や達成感を得ることを目的として実施した。

　当日は、Zoomを繋ぎながらキャンパス周辺の清掃を行い、清掃の様

子だけでなく、キャンパスの様子なども映すことで大学の所属を超えて、

学生ボランティア同士の交流も行うことができた。

　　日　　時　 ①５月29日（日）14時00分〜16時20分

　　　　　　　 ②３月13日（月）13時50分〜16時20分

　　場　　所 ①関西大学千里山キャンパス周辺および凜風館１階学生ラ

ウンジ

　　　　　　　 　法政大学市ヶ谷キャンパス周辺および外濠校舎３階S305

　　　　　　　 ②関西大学千里山キャンパス周辺および尚文館１階マル

チメディアAV大教室

　　　　　　　 　法政大学市ヶ谷キャンパス周辺および外濠校舎３階S305

　　共　　催 法政大学ボランティアセンター、法政大学ボランティアセ

ンター学生スタッフ VSP

　　参加者数 ①32名（学生スタッフ10名、本学学生７名、法政大学15名）

　　　　　　　 ②25名（学生スタッフ７名、本学学生６名、法政大学12名）

　　内　　容 それぞれのキャンパス周辺のゴミ拾い、クイズ大会、法政大学との交流

　　企画学生の声

　・拾ったゴミを得点化して競うのはゲーム感覚があり、参加者

に楽しんでもらえたように思います。参加者の方がゴミを袋に

入れるときに何を拾ったかを伝えてくれたので、記録がスムー

ズに進みました。

　・単なるゴミ拾いではなく、ゴミを点数化してチーム対抗で競う

ことで、楽しみながらも一生懸命に取り組むことができ、参加

者にボランティアを楽しむ感覚を味わってもらえて、非常に良

かったです。

　　参加者の声

　・スポーツゴミ拾いはゲーム性があり、法政大学の学生と交流し

ながら楽しく活動することができました。（文学部・２年次生）

　・学生スタッフの方もほかの参加者の方も丁寧に接してくれて嬉

しかったです。おかげで楽しく街を綺麗にすることができまし

た。（法学部・２年次生）

⑩　1000000人のキャンドルナイト 茶屋町スロウデイ2022
　梅田・茶屋町エリアの企業、地域団体、学校および行政などが集まっ

て“歩いて楽しいまちづくり”を推進し、茶屋町の魅力を発信する本イ

ベントに2017年度から参加している。魅力発信に取り組み地域の活性

化を行い、キャンドルの灯りを見てくれる人に気持ち安らぐ時間や癒し

を提供することを目的として実施した。

　2022年度は「Convivial 〜ともに愉しむ日～」をテーマに、３年ぶ

りの現地開催となった。「キャンドルの灯りが人々の心に安らぎと未来

への希望をもたらすように」という願いを込めて、学生スタッフは

CHASKA茶屋町（ジュンク堂書店）前にキャンドルアートを設置した。

　事前に学生スタッフが考えたデザインを基にキャンドル装飾を行い、

設置・点火・火の見守り・会場の片付け等の活動を行った。

　キャンドルに火が灯り、日が落ちて街が暗くなるにつれて、大勢の方がキャンドルアート前で足

を止めて写真撮影を行い、キャンドルの光に照らされた笑顔に溢れたイベントとなった。

　　日　　時　 ①事前説明会：５月25日（水）12時20分〜12時50分

　　　　　　　 ②活　　　動：６月１日（水）13時00分〜22時00分

　　場　　所　 ①千里山キャンパス凜風館1階ピアエリア／オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②大阪市北区　CHASKA茶屋町

　　参加者数　 24名（学生スタッフ11名、本学学生13名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明会

　　　　　　　 ②キャンドル装飾の制作・設置・点灯・見守り

　　企画学生の声

　・CHASKA 茶屋町全体がキャンドルの温もりに包まれた空間を体感できて良かったし、自分がそ

の空間を作る側として携わることができて嬉しかったです。たくさんの方達が見に来てくれたり

写真を撮ったりしてくれて、地域の活性化に貢献できたと思えました。

　・日が沈んだ後、キャンドルが光っている景色を見た時に、とても感動しました。たくさん写真

を撮っている方や、キャンドルの灯をずっと眺めている方もいらっしゃって嬉しかったです。

　　参加者の声

　・点灯時間までにキャンドルの設置が間に合うか不安でしたが、参加者の方々と協力して取り組み、

デザイン通りのものを完成させることができました。点灯した綺麗なキャンドルを見ると、達成

感や安らぎを感じることができ、ボランティアに参加して良かったと感じました。（社会学部・

１年次生）

　・一緒に活動した関大生と仲良くなることができ、入学してなかなか友達ができなかった自分に

とってすごく嬉しく、楽しいボランティア活動でした。（社会学部・２年次生）

⑪　大和川掃除
　堺キャンパス周辺を流れる大和川河川敷を清掃することで景観を清潔

に保つことができ、地域の方が河川敷をより気持ちよく利用できると同

時に、堺キャンパス周辺の地域貢献活動を目的として実施した。

　本活動は、堺キャンパスに通う学生にとって参加しやすい活動場所で

あることから、堺エリアで活動を展開しているボランティア団体

「WEVO」とも連携して実施している。

　当日は雲が多かったが気温は高かったため、こまめに休憩をとり、熱

中症に気を付けながら清掃活動をした。河川敷には大和川上流から家庭

ゴミやペットボトル等が流れてくるため、参加者全員で力を合わせて清

掃することで河川敷を綺麗にすることができた。

　　日　　時　 ６月５日（日）９時30分〜11時30分

　　場　　所　 大阪府堺市　大和川左岸河川敷

　　参加者数　 72名（学生スタッフ14名、本学学生17名、WEVO所属学生41名）

　　内　　容　 大和川河川敷の清掃

　　協　　力　 WEVO

　　企画者の声

・普段交流する機会が少ないWEVOの方達と交流することが出来て、貴重な機会でした。一見何も

無いように見えても、掘ってみると靴が1足出てくるなど、砂に埋まっているゴミが沢山見られ

ました。

　・同じグループの方たちと楽しく話しながら協力して清掃することができて良かったです。堺キャ

ンパスの方と一緒に活動することは初めてだったので、とても新鮮でした。キャンパス間の交流

にもなり、有意義な活動となりました。

　　参加者の声

・社会経験を積むために参加しました。初対面の人とも話すことができたので良かったです。（法

学部・３年次生）

　・ボランティアの経験を積む良い機会になると考えたので、参加しました。活動自体は思っていた

よりも短く感じ、少人数でのグループだったので活動しやすかったです。（法学部・３年次生）

⑫　吹田くわいボランティア 
　若者の農業への関心が低下し、千里山キャンパスがある吹田市の特産

品である吹田くわいの認知度が低いという現状がある。そこで、吹田く

わいの植え付けから収穫まで一年を通した活動を通して、吹田くわいに

ついて深く理解してもらうとともにボランティアの魅力に気付いてもら

うことを目的として実施した。

　どちらの活動も、農園の方から吹田くわいの説明をしていただき、植

え付けや収穫のコツについてお話しいただいた後、作業を行った。植付

けでは、日常生活では着る機会のない胴長を着用しての作業に苦戦しな

がらも、参加者同士で声を掛け合い農業の大変さを感じながら活動した。

収穫では、備中鍬でくわいを傷つけないように慎重に泥をかき分けなが

ら、全部で約700グラムのくわいを収穫した。

　　日　　時　 ①植え付け：６月16日（木）14時45分〜17時00分

　　　　　　　 ②収　　穫：12月５日（月）14時45分〜17時00分

　　場　　所　 大阪府吹田市　西農園

　　協　　力　 吹田市都市魅力部 地域経済振興室

　　参加者数　 ①13名（学生スタッフ５名、本学学生８名）

　　　　　　　 ②６名（学生スタッフ６名）

　　内　　容 吹田くわいの植え付けと収穫作業の手伝い

　　企画者の声

　・大学のある吹田市の特産品に触れることができ、地域のことを少しでも知るきっかけとなりまし

た。

　・くわいを収穫する作業は考えていたよりも大変でしたが、そのぶん達成感があり、泥の中からく

わいを見つけた時は嬉しい気持ちになりました。頂いたくわいを家に帰って素揚げにして食べて

みると、自分達で収穫したこともあってとても美味しかったです。

　　参加者の声

　・普段の生活で農業に関わることがないので、やってみたいなと思って参加しました。農業体験だ

けでなく、くわいの事を知ることもできてよかったです。（文学部・４年次生）

　・「すいたん」のモチーフであるくわいに興味があったので参加しました。また、学生スタッフの

方が話しやすくてよかったです。農家の方のお話も面白かったです。（法学部・２年次生）

⑬　飛鳥光の回廊2022 ～明日香をともす「和」のひかり～
　明日香村で毎年行われている、石舞台古墳をはじめ岡寺や飛鳥寺など、

明日香村内の代表的な史跡・寺社・施設をろうそくやLEDライトの明か

りで彩る地域活性化イベントで、奈良県明日香村との連携事業として実

施した。

　「キャンドルの輪と和でつながる光」を関西大学のテーマとし、キャ

ンドルのデザインや配置を考え、他の活動では得られない大変さと、よ

り大きなやりがいや達成感を感じることができた。

　残念ながら1日目は雨天のため中止となったが、石舞台古墳や奈良県

立万葉文化館などを見学し、明日香村の歴史や文化的価値について学ん

だ。2日目は、用意した約3000個の色付き紙コップを「ボランティア

センター 2022」という文字やピラミッド、円の形に並べた。夕方から

は多くの方が来場し、写真撮影をしたりと笑顔溢れる楽しい空間となった。

　　日　　時　 ①事前説明会：９月１日（木）12時00分〜13時00分

　　　　　　　 ②活　　　動：９月23日（金）10時00分〜17時00分

　　　　　　　 　　　　　　　９月24日（土）11時00分〜22時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②奈良県高市郡明日香村　川原寺跡

　　連 携 先　 奈良県明日香村

　　参加者数　 40名（学生スタッフ延べ21名、本学学生延べ19名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明

　　　　　　　 ②キャンドルデザイン案の作成、キャンドルを入れる紙コップの制作、

　　　　　　　 　キャンドルの設置・点灯・撤去、明日香村の散策、地域の方との交流

　　企画学生の声

　・イベントが始まると多くの方が見に来てくださり、「きれい」「すごい」などのお声をきくことが

でき、このイベントに関西大学ボランティアセンター学生スタッフとして参加してよかったと思

いました。

　・気温が高い中、多くのキャンドルを並べていくのは大変だったが、みんなで協力し合いながら長

時間かけて作り上げたので、その分、夜になりキャンドルの灯りがきらきらしているのを見ると

とても達成感を感じることができました。

　　参加者の声

　・楽しそうだと思ったので参加しました。思っていたよりずっと大変だったけど、終わったあとの

達成感が気持ちよかったです。（社会安全学部・1年次生）

　・みんなでキャンドルを並べるのがとても楽しかったです。参加して良かったと思いました。（経

済学部・1年次生）

⑭　下校見守り活動
　吹田警察生活安全課防犯係と連携して、千里山キャンパス近くの小学

校に通う子どもが安全に下校できるような環境を守ることを目的とし

て、千里山キャンパス周辺の小学校の下校時間にあわせて正門前で見守

り、声かけを実施した。

　当日は、子どもたちが「さようなら」「気を付けて帰ってね」と声を

かけると元気よく挨拶を返してくれたり、関西大学という名前を見て

「知ってる！」と声をかけてくれたりと、参加した学生ボランティアと

の交流を楽しむ様子が伺えた。

　　日　　時　 10月11日（火）７名、13日（木）４名、14日（金）４名　14時00分〜15時00分

　　　　　　　 10月12日（水）３名　12時45分〜14時15分

　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ10名、本学学生延べ８名

　　場　　所　 吹田市立千里第二小学校

　　協　　力　 吹田警察署生活安全課防犯係

　　内　　容　 小学校正門前での声掛け、見守り

　　企画学生の声

　・見守り活動中はできるだけ腰を屈めて、子どもたちと目線の高さを合わせて挨拶することを心が

けるようにしました。地域に根ざしたボランティア活動を企画できてよかったです。

・元気に挨拶をしてくれた子どもも多く、見守り活動をしている私たちの方が元気をもらいました。

　　参加者の声

　・実際に吹田警察署の方と連携して、見守り活動をするという貴重な経験ができて良かったです。

小学生から挨拶を返してもらえたりして本当にやってよかったと思いました。とてもいい経験に

なりました。（法学部・３年次生）

　・はじめてのボランティア活動で緊張していましたが、学生スタッフの方も職員の方も優しくて安

心しました。見守り活動もやりがいを感じることができたので、参加してよかったです。（商学部・

３年次生）

⑮　琵琶湖ツーリズム！～大学生で考える環境ボランティアの未来2022（実践編）〜
　関西大学ボランティアセンターは2017年度から琵琶湖の保全活動に

取り組んでいる。2017年度は特定外来生物オオバナミズキンバイ駆除

活動、2018年度は清掃活動を実施し、2019年度及び2020年度は新型

コロナウイルス感染症拡大の影響により実施を見合わせた。

　本学主催３大学（法政大学・明治大学・関西大学）連携事業として、

法政大学の学生ボランティアとともに、琵琶湖岸の環境保全活動として

滋賀県長浜市の南浜漁港にて、船の出港を妨げている特定外来生物ナガ

エツルノゲイトウの駆除活動を行った。

　当日は、学生ボランティア全員が胴長とライフジャケットを身につけ、

岸と舟上よりナガエツルノゲイトウの駆除活動を行った。ナガエツルノ

ゲイトウは、琵琶湖や内湖、河川などの水際に生育している水陸両生の多年生の植物で、茎の断片

からも再生するほど繁殖力が強いため、機械ではなく手作業で根や茎をできるだけ残さないように

根本から丁寧に引き抜き、陸に上げる作業を熱心に行った。

　その結果、夕方には、湖面が見えないほど群生していたナガエツルノゲイトウのほとんどを駆除

することができ、参加者全員がやりがいや充実感を得ることができ、大学生として環境ボランティ

アの未来を考えるうえでの契機となった。また、今回の活動を通して、大学の所属を超えて学生ボ

ランティア同士が交流を行うことができ、有意義な1日となった。

　　日　　時　 ①事前説明会：10月11日（火）12時15分〜12時50分

　　　　　　　 ②駆 除 活 動：10月16日（日）７時30分〜18時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②滋賀県長浜市　南浜漁港

　　活動協力　 滋賀県立琵琶湖博物館　特別研究員 /

　　　　　　　 滋賀県琵琶湖環境部 自然環境保全課 副主幹　中井 克樹 氏

　　　　　　　 南浜漁業協同組合

　　参加者数　 ①36名（学生スタッフ30名、本学学生６名）

　　　　　　　 ②42名（学生スタッフ24名、本学学生５名、法政大学９名、教職員４名）

　　内　　容　 特定外来生物ナガエツルノゲイトウの駆除活動

　　企画学生の声

　・ナガエツルノゲイトウは、とるのが難しく、無理に引っ張っても途中で切れてしまうと意味が

なく、ナガエツルノゲイトウの駆除の大変さに驚きました。活動後のきれいな湖面を見たからこ

そ、自然をこれからも大切にしていかなければいけないと感じました。

　・関西大学及び法政大学の学生、職員の方たちと活動中に交流できたので、楽しかったです。自分

たちの活動の成果を現地の方が喜んでくれていたことで、より達成感を感じることができました。

　　参加者の声

　・ナガエツルノゲイトウの駆除活動は、協力することが必須な作業だったので、参加者同士でコ

ミュニケーションをとり新しい輪を広げられてよかったです。（関西大学・３年次生）

　・外来種の駆除という貴重な体験をしてみたいと思い、参加しました。目に見える形で成果が現れ

るので、達成感を感じることができ参加してよかったと感じました。（関西大学・１年次生）

　・晴天の中、関西大学の皆さんと協力して非常に楽しく活動することができました。また、漁協の

方も優しく特定外来生物の駆除方法を教えてくださり、初心者でもすぐに取り組める内容でした。

昼食時は関西大学のみなさんとコミュニケーションを取りながら時間を過ごすことができ、２大

学合同ボランティア活動ならではの有意義な経験となりました。（法政大学・３年次生）

　・関西大学の方々と連携して、特定外来生物を駆除することができて良かったです。また、今回の

駆除活動を通じて、どれだけ湖が汚れているのかを目の当たりにし、今後、自分がどのように環

境活動に関わっていけばいいのかを考える良い機会になりました。（法政大学・２年次生）

⑯　2022年度学園祭「環境問題ってなんだろな？〜クイズで！ゲームで！楽しく学ぼう！〜」
　学生スタッフは、淀川河川敷の清掃活動や琵琶湖の特定外来生物の

駆除活動などといった環境保全活動を普段から多数実施している。そ

ういった経験を活かし、遊びを通して子ども達に環境問題について考

えるきかっけをもってもらえるような企画とした。また、統一学園祭

に来訪される保護者の方や地域の方及び本学学生に、ボランティア活

動の魅力と学生スタッフの活動を知ってもらうことを目的として実施

した。

　本学統一学園祭には、親子連れや子どもが多く来場するため、子ど

もを対象としてSDGs（特に環境問題）について学んでもらうため、環

境問題というテーマで3つのブースを設けた。当日は多くの子ども達が

訪れ、ゲームを通して環境問題について学びを得る機会となった。

　　日　　時　 11月３日（木）12時00分〜15時30分

　　　　　　　 11月４日（金）10時00分〜16時00分

　　　　　　　 11月６日（日）10時00分〜13時00分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館１階学生ラウンジ

　　参加者数　 102名（学生スタッフ延べ94名、本学学生延べ８名）

企画内容：

・紙芝居

　海洋プラスチック問題を中心とした環境問題について紙芝居で説

明したあと、身近な例を使ったクイズで環境問題について楽しく学

んでもらった。

・ミニゲーム

　牛乳パックや段ボールなどを再利用して作ったおもちゃで魚釣り

ゲームをしてもらった。捨てるはずだったもので遊んでもらうこと

で、リサイクルの大切さやゴミを減らす工夫などについて楽しみな

がら学んでもらった。

・塗り絵

　色鉛筆やクレヨンを使ってSDGsや地球をモチーフにした塗り絵

をしてもらいながら、SDGsについて興味を持ってもらった。

　　企画学生の声

　・初めて学園祭に参加しましたが、とても楽しかったです。子ども達が楽しみながらも環境問題に

ついて学びを深めてくれている姿が、とてもいきいきとしていたのが嬉しかったです。

　・ミニゲームも塗り絵も紙芝居も全て子ども達は楽しそうに体験してくれていました。笑顔で帰っ

ていく子ども達を見ると、とても嬉しく感じました。

　　参加者の声

　・一度もボランティアに参加したことがなかったので、参加してみたいと思って参加しました。来

場してくれた子ども達が可愛かったです。（経済学部・３年次生）

　・子どもとコミュニケーションを取れる良い機会だと思ったので参加しました。学生スタッフの方

も親切で楽しく活動できました。（社会学部・１年次生）

⑰　千里キャンドルロード2022
　吹田市と豊中市にまたがる千里ニュータウンの人口にちなんだ９万個

のキャンドルに灯をともすイベント「千里キャンドルロード」に本セン

ターは2014年度から参加し、今回で８回目となる。10周年を迎えた今

年は、『「出会い」これまでも…これからも…』をテーマに、３年ぶりに

来場予約なしでの開催となった。

　学生スタッフはキャンドルのデザインから考え、2022年度は、約

2000個の紙コップを色づけした大きな赤いハート２つを中心に、伸び

る 蔦 葉 や 青 い 紙 コ ッ プ で 縁 取 り し た「Kandai Volunteer Center 

2022」の白い文字など、工夫を凝らしたデザインを作成した。

　当日は、多くの方が訪れ、暗くなってキャンドルに火が灯されると、

あたり一帯が幻想的な光景になる様子を訪れた方たちが足を止め写真撮影をするなど、笑顔溢れる

光景となった。

　　日　　時　 11月５日（土）11時30分〜21時00分

　　場　　所　 吹田市立千里南公園

　　主　　催　 千里キャンドルロードプロジェクト

　　参加者数　 40名（学生スタッフ33名、本学学生７名）

　　内　　容　 キャンドルデザイン案の作成、キャンドルを入れる紙コップの色付け、

　　　　　　　 キャンドルの設置・点火・見回り・片付け

　　企画学生の声

　・「ここ（関大の作品）すごい！」「ここがメインやね。」などと、来場した方からの嬉しい言葉を

たくさん耳にしました。準備は大変でしたが成功して良かったと思えた瞬間でした。

　・スペースの問題もあり、当日にデザインの変更をしましたが、とても上手に完成させることがで

きて達成感がありました。学生スタッフの参加人数がとても多く、学生スタッフの交流の場となっ

ていたのも良かったです。

　　参加者の声

　・楽しそうだと思ったので参加しました。みんなで一つのものを作れていい経験になりました。（経

済学部・３年次生）

　・学園祭期間で授業がなく時間が空いていたこともあり、参加を決めました。想像していた以上に

キャンドルに灯をともした光景が綺麗で、また、地域の人達にも満足していただけたようでやり

がいを感じました。（法学部・２年次生）

⑱　大阪マラソン2023給水ボランティア
　今回で11回目の開催を迎える大阪マラソンは、チャリティ文化の普

及を目指す日本最大規模の都市型市民マラソンである。本学は第1回大

会からオフィシャルスポンサーとして参画している。

　活動を通して本学学生が大阪を盛り上げるとともに、ボランティアの

楽しさややりがいを感じてもらう機会とすることを目的として実施し

た。

　当日は、本学学生が給水ボランティアとして携わり「みんなでかける

虹。」というスローガンのもと、29,285人のランナーをサポートした。

給水や応援を通してランナーの方と関わり、参加した学生にもよりボラ

ンティア楽しさやスポーツの魅力を感じてもらうことができる活動と

なった。

　　日　　時　 ①事前説明会：２月15日（水）13時00分〜14時30分

　　　　　　　 ②活　　　動：２月26日（日）７時30分〜12時00分

　　場　　所　 ①千里山キャンパス第２学舎４号館BIGホール100

　　　　　　　 ②大阪マラソン第１給水所（５ km地点／中之島・本町ブロック）

　　参加者数　 191名（学生スタッフ22名、本学学生58名、体育会所属学生108名、職員３名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明、ボランティアセンターの紹介

　　　　　　　 ②給水所でのランナーへの給水提供

　　参加者の声

　・中学校の頃からマラソンに興味があり、実際に見てみたかったので参加しました。ランナーの皆

さんが一生懸命走りつつも、僕らボランティアに「ありがとう」と声を掛けてくれたことがすご

く嬉しかったです。（環境都市工学部・２年次生）

　・2021年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響で中止になってしまったので、今回は絶対に

参加しようと決めていました。関西大学の多くの学生が大阪マラソンという大きなイベントに携

われて、盛り上げることができて良かったです。（システム理工学部・2年次生）

⑲　飛鳥ハーフマラソン2023給水ボランティア
　関西大学と縁の深い奈良県明日香村で開催される飛鳥ハーフマラソン

に2021年度に引き続き2022年度も学生ボランティアをいう形で参加

した。本学学生が学生ボランティアとして参加することで地域貢献活動

に寄与するとともに、ボランティア経験の浅い学生に対してボランティ

アのやりがいや魅力を広めることを目的として実施した。

　明日香村は「飛鳥・藤原の宮都とその関連資産群」として世界遺産登

録をめざしており、その構成資産の半分以上を巡ることができるように

コースが設定されている。また、持続可能な社会づくりのためにソフト

フラスク（折りたためる携行給水ボトル）の配布や、参加費等の一部で

菜の花のタネを購入して景観保全に役立てるなど、様々な取り組みが行

われている。

　当日は、スタートからおよそ11km地点の棚田に設けられた第２給食所で甘酒の提供を行った。

　　日　　時　 ①事前説明会：３月１日（水）10時00分〜11時30分 

　　　　　　　 ②活　　　動：３月12日（日）８時00分〜13時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②奈良県高市郡明日香村

　　参加者数　 18名（学生スタッフ11名、本学学生７名）

　　内　　容　 ランナーへの給水

　　企画学生の声

　・給水を行っていると、ランナーの方に「ありがとう」と声をかけていただくことがあり、ボラ

ンティアをしている側の自分たちが元気をもらい、ボランティアに参加してくれた学生に活動を

通してやりがいを感じてもらうことができました。

　・ボランティアに参加していただいた関大生との交流を楽しむことができ、ランナーの方の笑顔を

見ることができてとても充実した時間を過ごすことができました。

　　参加者の声

　・スポーツが好きなので、スポーツに関われるボランティアをやってみたいと思い参加しました。

ランナーの方に「ありがとう」と声をかけていただくこともあり、喜んでいただけていると感じ

られて嬉しかったです。（文学部・１年次生）

　・もともと給水ボランティアをしてみたいと思っていたので参加しました。ランナーの方と言葉を

交わしたり、アイコンタクトを取ることができたりしたことが嬉しかったです。（法学部・２年

次生）

⑳　子ども遊びボランティアinまちなかリビング北千里
　2022年度初めて企画を募集し、ベストアイデア賞を獲得した「学童

保育ボランティア」として、まちなかリビング北千里にて、ソフトバス

ケット大会（3on3）のお手伝いやボードゲーム・カードゲームを使用

した遊び等、子どもとのふれあいを通して、子どもとのかかわり方や距

離の縮め方を学び、コミュニケーション能力を向上させることを目的と

して実施した。

　当日はソフトバスケット大会の運営補助だけでなく、子ども達と一緒

にチームを組んで参加したり、小学生vs大学生の試合を行い、ソフトバ

スケット大会を盛り上げた。また、同施設で管理しているボードゲーム

やカードゲーム等の様々な遊び道具を使用して、ソフトバスケットの参

加待ちの子ども達やスポーツが苦手な子ども達と遊ぶ活動も行った。

　　日　　時　 ３月23日（木）16時00分〜18時00分

　　場　　所　 まちなかリビング北千里

　　参加者数　 13名（学生スタッフ５名、本学学生８名）

　　内　　容　 ソフトバスケット大会の運営補助・参加、子ども達との交流

　　企画学生の声

　・下見を行った時より子ども達の人数が多かったのにも関わらず、学生ボランティアの方々全員が

子ども達と交流をしていただくことができました。活動の最後まで、子ども達と交流するという

ことができ、手持ち無沙汰にならなかったことが非常に良かったと思います。また、児童センター

の職員さんには行くたびに「来てくれてありがとう。」というお言葉をいただくことができて、

嬉しいです。

　　参加者の声

　・子どもと遊ぶことがボランティアになるのならやってみたいと思ったので参加しました。子ども

と触れ合う中で、子どもにしかない発想を多く学び、とても楽しく活動することができ、ボラン

ティアに参加して良かったと思いました。（経済学部・1年次生）

　・子どもと遊びたいと思ったので参加しました。ボランティアに参加した自分が子どもから元気を

もらい、ボランティアにはこんな魅力もあるんだと実感しました。（大学院・2年次生）

（３）雨天中止事業

①　第4回大和川大掃除～未来につなげよう300人の小さな一歩～
　堺キャンパスの近くを流れる大和川河川敷において、各キャンパスの

学生、体育会所属学生、ボランティア団体所属学生、大学職員、ミズノ

株式会社社員など総勢300名が海につながる河川の環境美化に取り組む

ことで、SDGsや海洋プラスチック問題などを改めて意識してもらうこ

とを目的として企画したもの。

　学生スタッフは設立以来、本学学生にボランティア活動を通じてボラ

ンティアの魅力を知ってもらうために、様々なボランティア活動を同じ

学生目線で企画・運営してきた。特に河川敷の清掃活動については、

2011年度から2016年度まで500名規模で淀川河川敷の大掃除を行い、

ゴミの減少に貢献した。2017年度からは大和川河川敷に活動場所を移

し、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により規模を縮小することもあったが、継続的に清掃活

動を行っている。

　2022年度は多くの関大生にボランティア活動の魅力を知ってもらうべく、体育会11団体にご協

力いただき、コロナ禍前と同規模の300名で実施することを企画した。また、ボランティア活動を

通じて双方の充実と発展に寄与するため、本学と連携協定を結んでいるミズノ株式会社にもご参加

いただくことになっていたが、残念ながら当日雨天のため中止となった。

　　日　　時　 ２月19日（日）10時00分〜12時00分

　　場　　所　 大和川公園河川敷周辺

　　協　　力　 大和川河川事務所

　　　　　　　 ミズノ株式会社

　　内　　容　 大和川河川敷での清掃

４月清掃活動の様子 10月清掃活動の様子 集合写真



− 25 − − 26 − − 27 − − 28 − − 29 − − 30 − − 31 − − 32 −

− 33 − − 34 − − 35 − − 36 − − 37 − − 38 − − 39 − − 40 − − 41 − − 42 −

− 43 − − 44 − − 45 − − 46 − − 47 − − 48 − − 49 − − 50 − − 51 − − 52 −

− 53 − − 54 − − 55 − − 56 − − 57 −

　学生の中には「ボランティアに関心があるけど一歩踏み出せない」という学生もおり、学生スタッ

フはそのような学生を後押しできるような学内のボランティア活動の企画のほか、様々な社会問題へ

の啓発活動を行っている。

（１）学生スタッフ企画

　学生スタッフ企画とは、ボランティア活動の魅力を広めるため、まずは学生スタッフ自身がボラ

ンティアの魅力を再認識するために企画・参加しているプログラムである。

①　ボランティア懇談会
　ボランティアに関心のある関西大学の学生にボランティア活動の魅力

を発信する１つの手段として、ボランティアコーディネートを実施して

いる。より多くの学生に参加してもらうことを目的として普段はお昼休

みに実施しているボランティアコーディネートを、今回はお昼休みから

３限終わりまで開室時間を延長して実施した。

　　日　　時　 ５月 13 日（金） 12時20分〜15時00分

　　場　　所　 誠之館２号館１階ボランティアステーション

　　内　　容　 ボランティアコーディネート

②　富士山自然保護ボランティアツアー（法政大学主催3大学連携事業）
　3大学（法政大学・明治大学・関西大学）連携事業の一環として、法政大学主催の世界遺産であ

る富士山の麓で森林整備事業に参加した。

　団体の方からオーバーユーズ（使いすぎ）やアンダーユーズ（活用不足）の重要性、環境問題に

ついてなどのお話を伺った後、6〜7名ずつのグループに分かれて森林保全活動に取り組んだ。草

木の伐採や薪割り、枯れ木処理など、慣れない作業を行うのは大変であったが、休憩時間には木登

りをしたりブランコに乗ったりして、日常では味わえない大自然とのふれあいを楽しんだ。

　　日　　時　 ５月22日（日）９時45分〜17時00分

　　場　　所　 静岡県富士宮市

　　主　　催　 認定特定非営利活動法人富士山クラブ

　　参加者数　 37名（学生スタッフ4名、職員1名、

　　　　　　　 他大学学生32名）

　　内　　容　 草木の伐採、薪割り、枯れ木処理

　　学生スタッフの声

　・階段づくりや道の開拓など、自分が想像していたよりもはるかに本格的な活動ができました。日

常生活の中で鍬や鋸を使ったりすることがないため、初めはうまく使えませんでしたが、コツを

つかんだ後は気持ち良い程スムーズに切れるようになったのが本当に楽しかったです。

③　びわ湖を美しくする運動
　 2022年度に引き続き、琵琶湖の特定外来生物の現状を把握

するために、実際に琵琶湖に足を運び、滋賀県が毎年7月1日

において「びわ湖の日」に実施している「びわ湖を美しくする

運動」の特定外来生物のオオバナミズキンバイおよびナガエツ

ルノゲイトウの駆除活動に参加した。

　滋賀県が取り組む、琵琶湖の環境保全について、現状と課題、

特に侵略的外来水生植物の繁殖力やその影響による被害を伺

い、行政として滋賀県が取り組むボランティアに関して知見を

深めた。また、実際に、湖岸に生息する大量のナガエツルノゲ

イトウを手作業で取り除く体験を行い、学生スタッフとして何

ができるのかを考えることに繋げ、今後企画する「琵琶湖ツー

リズム！～大学生で考える環境ボランティアの未来2022（実

践編）〜」で実現することとした。

　　日　　時　 ７月１日（金）９時00分〜10時30分

　　場　　所　 滋賀県大津市　大津市なぎさ公園周辺

　　協　　力　 滋賀県琵琶湖環境部自然環境保全課

　　参加者数　 ７名（学生スタッフ５名、職員２名）

　　内　　容　 特定外来生物オオバナミズキンバイおよびナガエツルノゲイトウの駆除及び関係者

への取材

④　2022ボランティア新企画募集～あなたの想いを伝えよう～
　関大生からボランティアの新企画を募集し、学生スタッフが企画者のボランティアへの想いを他

の学生に伝えるお手伝いをする。また、そのボランティアを実現することで学生スタッフの活動に

新しい視点を取り入れることを目的として、2022年度から新しく実施した。

　SDGsを意識した内容のボランティア活動で、関大生が学生スタッフとともに行うことができる

新たな企画を募集したところ、８事業の応募があり、ヒアリングなど選考を重ねベストアイデア賞

として「学童保育ボランティア」、学生スタッフ特別賞として「動物愛護団体のお手伝いをして、

犬猫と触れ合おう」の２事業が選ばれた。

　ベストアイデア賞として選ばれた「学童保育ボランティア」は学生スタッフのサポートのもと、

大阪府吹田市の「まちなかリビング北千里」にて、来館する子ども達と遊び、交流するボランティ

アとして実際に実施し、特典②として本センター活動報告書にも掲載した。

　　募集期間　 ７月25日（月）〜８月31日（金）

　　募集内容　 SDGsを意識した内容で、複数名が参加できて、みんなで

楽しめるボランティア活動のアイデア

　　募集対象　 関西大学に所属の個人またはグループ
特典： ①選ばれたアイデアは、学生スタッフのサポートのもと、実際に企画として実施

②ボランティアセンターが発行する「活動報告書」に記載
③ボランティア体験ツアーに企画者の名前を付すことができる

　　応 募 数　 ８グループ
○ キャンパスで大地震発生から避難までを考える ○ 新！関大クリーン大作戦
○ 子ども達が防災について学べる遊びを提供する活動 ○ 子ども達とのふれあい大作戦
○ 二酸化炭素を減らし地球の環境を守るための植林ボランティア
○ 私たちの手で綺麗な海を守ろう！海岸清掃in大阪湾沿岸の浅場
○ 学童保育ボランティア ○ 動物愛護団体のお手伝いをして、犬猫と触れ合おう

　　学生スタッフの声

　・アイデアを応募してくれたグループへヒアリングを行うことで、アイデアをより具体的に深掘す

ることができました。

　・多くの学生に参加してもらうために、広報期間をより長く設け、ボランティアセンター機関誌の

配布などで知ってもらう機会を作る工夫をするべきでした。また、体験ツアー化する企画を選定

してから実施までに時間がかかりすぎたため、次に実施する際は実施までのプロセスまで細かく

決めておきたいです。

⑤　ようこそ！　関大サロンへ
　コロナ禍でも実施できるボランティア活動として、吹田市社会福祉協議会の協力を得て、2021

年度から高齢者施設に入所する方々とZoomを繋いだオンライン交流会を開始した。

　同世代の交流だけでなく、高齢者のような日常の中ではつながりを持ちにくい異世代との交流を

通して、高齢者の人々の文化を享受するだけでなく、一緒にゲームや歓談を行い、地域において世

代を超えたつながりや相互理解を深める機会を創出することを目的として実施した。加えて、高齢

者の方との接し方を学び、学生のコミュニケーション能力の向上を図るとともに、高齢者の方や施

設職員との関わりの中で、どのようなボランティアや支援が必要なのかを知り、これから新たに行

う活動を企画する際の気づきを得ることができた。

　今後は、関大生を募集してボランティア体験ツアーとして実施することを予定している。

　　日　　時　 ①９月５日（月）13時30分〜14時30分

　　　　　　　 ②３月15日（水）13時30分〜14時30分

　　場　　所　 オンライン（Zoom）

　　受入団体　 社会福祉法人 秀明会「特別養護老人ホーム あす～る吹田」

　　参加者数　 ①10名（学生スタッフ４名、職員２名、高齢者３名、施設職員１名）

　　　　　　　 ②11名（学生スタッフ３名、職員３名、高齢者３名、施設職員２名）

　　内　　容 高齢者とのゲーム・クイズ、歓談

　　学生スタッフの声

　・高齢者の方が「楽しかった、ありがとう」と言って涙まで流してくださり、短い時間で、これほ

ど感動していただけたのがとても嬉しかったです。

　・普段あまり話すことのない年代の方々と会話することができ、とても思い出に残る良い時間を過

ごせました。

⑥　まちFUNまつりin関西大学2022　子ども店長サポートボランティア
　子ども達を中心に、ともに楽しみ学べる場を地域に作ることを目的として活動している特定非営

利活動法人 ママふぁん関西との共催事業として実施した。

　「地域に開かれた大学」を目指して始まった本イベントは、今回で6回目を迎えた。学生スタッ

フも毎年運営補助ボランティアとして参加しており、2022年度は子ども達が店長となって出展

ブースのお店を手伝い、お金のやりとりも行うことで働く楽しさやお金の大切さを学ぶ職業体験イ

ベント「子ども店長」企画のサポートを行った。

　事前にお給料袋やくじを作成し、当日も会場設営の手伝いを行った。来場した子ども達がエプロ

ンに着替える手伝いや働くお店を決めるくじ引きの対応をする中で、学生スタッフは子ども達の緊

張がほぐれるように、声掛けをするなど工夫しながら活動をした。

　　日　　時　 10月９日（日）10時00分〜13時30分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館およびその周辺

　　参加者数　 学生スタッフ７名

　　内　　容　 お給料袋やくじの作成、会場設営、「子ども店長」事業のサポート、子ども達との交流

　　学生スタッフの声

　・子ども達の元気な姿に勇気づけられる、楽しい時間でした。

　・子ども店長自身が楽しかったと笑顔で言ってくれたり、お給料を手渡しするときにありがとうと

声をかけてくれたりして、うれしかったです。

⑦　非常食配布イベント
　防災意識の向上はもちろん食品ロス削減に取り組むことでSDGsの「つくる責任　使う責任」の

達成への貢献を目指して、公益社団法人 日本非常食推進機構より提供していただいた使用期限が

迫った非常食（防災備蓄品）を配布した。

　当日は、保存用ビスケット、保存用飲料水、アルファ化米の三種類の非常食を配布するのにあわ

せて、学生スタッフが広く認知されるように広報を行った。

　配布数は、保存用ビスケット300個、保存用飲料水100本、アルファ化米41個だった。

　　日　　時　 10月10日（月）12時20分〜12時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館１階学生センター前

　　参加者数　 学生スタッフ７名

　　内　　容　 保存用ビスケット・保存用飲料水・アルファ化米の配布

（２）ボランティア体験ツアー

　ボランティア体験ツアーとは、「ボランティアに関心があるけど一歩踏み出せない」という学生に、

ボランティアの第一歩として気軽に参加できるボランティア活動として実施しているプログラムで

ある。

①　関大クリーン大作戦～関大前の交流の輪を広げよう！～
　関西大学周辺まちづくり勉強会※主催の清掃活動にボランティア活動

として参加した。

　当日は、地域の方や体育会学生と協力して、関大前通りや千里山ユー

トピア遊園の清掃を行った。道端にはタバコの吸い殻が多く、側溝にも

マスクや包装紙のゴミが多く落ちていた。ゴミ拾いを終えたら、根を残

さないように専用の道具などで掘り起こしながら千里山ユートピア遊園

の除草作業を行った。普段なかなか関わることのない地域の方と交流し

ながらの活動となり、終始笑顔が絶えない時間となった。

※阪急電鉄関大前駅周辺の地域において、安心・安全で活力と魅力あふれる「ま
ちづくり」を推進し、自治会、関大前商店街、学校法人関西大学及び行政で
課題を共有し、方策を検討することを目的とした組織。現在は、関大前ラボ
ラトリ（通称まち・かん）の管理運営及び関大前周辺地域の美化活動を主な活動としている。

　　日　　時　 ４月14日（木）８名、５月12日（木）雨天中止、６月９日（木）６名、10月13日（木）

７名、11月10日（木）３名、12月８日（木）７名　14時00分〜15時00分

　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ15名、本学学生延べ16名

　　場　　所　 阪急電鉄関大前駅～関西大学正門の周辺道路、千里山ユートピア遊園

　　主　　催　 関西大学周辺まちづくり勉強会

　　内　　容　 関大前通り、千里山ユートピア遊園の清掃

　　企画学生の声

　・関大前はタバコのゴミや雑草が多く、清掃のやりがいが大きいと感じました。また、地域の方や

関大生とも交流しながら行えたため、最後まで良い雰囲気で清掃できたと思います。

　・参加してくれた関大生と活動中もたくさん話せました。１人で清掃に集中するよりも話しながら

のほうが楽しく、時間が過ぎるのが早かったです。

　　参加者の声

　・コロナ禍でも自分がやれることに挑戦したかったから参加しました。地域の人と交流できてよ

かったです。（社会学部・２年次生）

　・街が綺麗になっていくのがうれしかったです。地域の人たちとも協力しあうことができて、充実

した時間でした。（法学部・1年次生）

②　関大クリーン大作戦in高槻
　普段利用している駅やキャンパス周辺を清掃し、景観を保護すること

で、学生や地域の方々が気持ちよく利用することを目的に、また、阪急

高槻市で活動することで高槻キャンパス、高槻ミューズキャンパスの学

生も気軽にボランティアに参加できる機会を設けることを目的として実

施した。

　4月実施時は、阪急高槻市駅周辺の本通り商店街と中通り商店街の二

手に分かれて、清掃活動を実施した。11月実施時は、参加者全員で清

掃活動を実施した。両日とも、最初にアイスブレイクを行い、交流をし

てから清掃活動に取り組んだため、雰囲気がよく楽しく活動することが

できた。

　　日　　時　 ①４月17日（日）９時00分〜10時30分

　　　　　　　 ②11月27日（日）９時00分〜10時30分

　　場　　所　 阪急高槻市駅周辺

　　参加者数　 ①15名（学生スタッフ５名、本学学生10名）

　　　　　　　 ②７名（学生スタッフ６名、本学学生１名）

　　内　　容　 阪急高槻市駅周辺の清掃

　　企画学生の声

　・想像していたよりも多くの人に参加してもらうことができて、アイスブレイクや清掃活動中は参

加者同士の交流があり、いい雰囲気で活動することができてよかったです。

　・活動中に通りがかった地域の方から「お疲れ様です。」というお言葉をいただくことができて、

嬉しかったです。

　　参加者の声

　・友達の輪を広げたいと思い参加しました。ゴミをたくさん拾うことができてやりがいがありまし

た。（社会安全学部・１年次生）

　・少人数のグループに分かれてのゴミ拾いだったので、1人で参加しても他の参加者と話しながら

活動しやすくて良かったです。（総合情報学部・３年次生）

③　淀川掃除
　淀川河川敷の清掃をすることで、大阪湾へゴミが流れ込むことを防ぎ、

淀川の水質や景観を保護することを目的に、また、清掃活動という気軽

に参加できる点を活かして、関大生にボランティア活動の魅力を広める

機会にすることを目的として実施した。2021年度には、淀川河川事務

所に相談を行ったうえで、これまで清掃を行っていた南方地区から行政

の対応が追い付いていないより河口の西淀川区福町地区へ場所の変更を

行った。

　４月実施時は雨天だったため、河川敷の手前を２グループに分かれて

清掃活動を行い、途中でグループを入れ替える等、参加者同士がより多

く関われるよう工夫を行った。

　10月実施時は晴天に恵まれ、5グループに分かれて河川敷を広く清掃

した。

　　日　　時　 ①４月24日（日）10時00分〜12時00分

　　　　　　　 ②10月23日（日）10時00分〜12時00分

　　場　　所　 大阪市西淀川区　阪神福駅近くの河川敷

　　参加者数　 ①26名（学生スタッフ8名、本学学生18名）

　　　　　　　 ②20名（学生スタッフ10名、本学学生10名）

　　内　　容　 淀川河川敷の清掃

　　企画学生の声

　・雨の中での実施となり、予定していた通りの淀川掃除は出来ませんでしたが、参加者の方から「楽

しかった」という言葉が聞けて嬉しかったです。

　・通りすがりの地域の方からどこの大学の団体なのかと尋ねられ、「ありがとうね、頑張って！」

とお声掛けいただいて嬉しかったです。

　　参加者の声

　・河川敷には多くのゴミが落ちていて、それらを拾っていくことが単純に楽しかったし、学生ス

タッフの方や参加者の方と色々話せてよかったです。（外国語学部・１年次生）

　・前に参加した清掃ボランティアで誘ってもらったので、参加しました。思っていたよりもプラス

チックのゴミが多くて驚きました。（政策創造学部・１年次生）

④　献血呼びかけボランティア

　献血の必要性を多くの学生に伝えることが、社会貢献につながるとい

うことを知ってもらうこと、また、気軽に参加できる学内ボランティア

を通じて、ボランティアの良さを身近に感じてもらい次のボランティア

活動参加のきっかけを創出することを目的として実施した。

　現在の日本では少子高齢化が進み、輸血を必要とする高齢者の割合が

増える一方で、それを支える若者の献血者数が減っているという危機的

状況にある。また、血液は長期の保存ができないため、安定的な供給が

必要であるが、献血について学生の関心が薄いのが現状である。

　献血を実施の広報だけでなく、当日は、献血車前で看板を持って献血

協力の呼びかけを行った。

　　日　　時　 ４月25日（月）14名、４月26日（火）９名、５月10日（火）６名、６月７日（火）８名

　　　　　　　 10月12日（水）10名、10月20日（木）３名、11月11日（金）６名、12月５日（月）４名

　　　　　　　 11時30分〜13時30分、12時00分〜13時00分

　　　　　　　 ※10月20日は関大防災DAYの事業の一環として実施した。
　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ40名、本学学生延べ20名

　　場　　所　 千里山キャンパス総合図書館前、悠久の庭前

　　協　　力　 大阪府赤十字血液センター

　　内　　容　 献血への協力呼びかけ

　　企画学生の声

　・授業終わりで人通りが多い時間帯に呼び込み時間を設定したため、効果的に呼びかけが行えたと

思います。前を通った方が自分たちの呼びかけに反応してくださって嬉しかったです。また、毎

月行っているので声を出すことに慣れてきて、積極的に声かけをすることができました。

　・呼びかけを行ったことで、多くの学生に献血実施中であることに気付いてもらうことができまし

た。呼びかけに反応してくださる方もいて嬉しかったです。

　　参加者の声

　・輸血経験があるため、恩返しになればと思って参加しました。活動はアットホームな雰囲気で楽

しむことができました。（文学部・２年次生）

　・自分が想像していた以上に人が集まり、献血に協力していたので、声掛けの達成感を感じました。

（商学部・３年次生）

⑤　関大花植え活動（大学昇格100年記念）
　大学昇格100年記念事業の一環として、経済学部と商学部の学び舎で

ある第２学舎１号館前の広場を、山岡順太郎の胸像とともにリニューア

ルすることとなり、管財課の協力のもと、花壇の花植え活動を実施した。

大学昇格100年という節目に、緑のなかで新しい仲間と出会って交流し

ながら、学生たちの愛校心を育むこと。また、今後の広報を含めて、「ボ

ランティアセンター学生スタッフ」が大学内で広く認知されることを目

的として実施した。

　当日は、業者の方の指示に従いながら土を掘り、花を植えた。活動の

途中から雨が降りだしたため、レインコートを着用しての活動になった

が、参加者全員が熱心に取り組んだ結果、予定よりも広い範囲に花を植

えることができた。

　　日　　時　 ５月13日（金）９時00分〜12時10分

　　場　　所　 千里山キャンパス第2学舎1号館前広場

　　参加者数　 30名（学生スタッフ９名、本学学生21名）

　　内　　容　 花壇の花植え

　　企画学生の声

　・花を植える場所の土が硬くて、掘るのに思ったより時間がかかって大変でした。また、植えると

きに花の間隔や全体のバランスを考えるのが難しかったので、わからないことがあったら業者の

方に質問しながら作業をすすめました。

　・業者の方から「これからも手伝いにきてほしい」と言って褒めていただけて、嬉しかったです。

　　参加者の声

　・花植えに興味が湧いたので参加しました。想像していたよりも体力を使い、花壇がきれいになっ

ていくのが分かってやりがいがありました。（システム理工学部・４年次生）

　・ボランティア活動を体験してみたかったので参加しました。自分の活動が花というかたちで残っ

て嬉しいです。（文学部・１年次生）

⑥　高槻景観美化ボランティア
　自然と共生する「花と緑のまちづくり」に寄与することを目的として

いる高槻市のNPO法人「花と緑のまちづくり 高槻景観園芸クラブ」と

の連携事業として活動に参加し、学生に環境美化、地域交流の必要性を

学んでもらうことを目的として実施した。

　高槻景観園芸クラブの方々から活動の説明を受けた後、初対面の学生

の緊張をほぐすためにアイスブレイクを行った。高槻景観園芸クラブの

方々の指示に従い、苗床を整備して花を植えていく中で、良い苗の見分

け方や植物の種類なども教えていただいた。

　11月実施時は花を植えた後、花壇周りや他の花壇に積もった大量の

落ち葉を拾い集め、花壇全体の景観を美しく整えた。

　幅広い世代の憩いの場所である公園を美化し、まちづくりに関心を持

てるような事業は貴重なものであり、団体の方々とコミュニケーション

を取りながら、楽しく花植え活動を行うことができた。

　　日　　時　 ①５月14日（土）８時50分〜11時00分

　　　　　　　 ②11月20日（日）９時00分〜11時00分

　　場　　所　 大阪府高槻市　高槻城公園

　　　　　　　 連携先 NPO法人 花と緑のまちづくり 高槻景観園芸クラブ

　　参加者数　 ①７名（学生スタッフ５名、本学学生２名）

　　　　　　　 ②６名（学生スタッフ４名、本学学生２名）

　　内　　容　 高槻城公園内の花壇の手入れ、地域の方との交流

　　企画学生の声

　・団体の方といろんなお話をしながら花植え活動を行い、花植えをしたことがない学生でも不安な

く楽しめた事業でした。参加学生にボランティアの魅力を伝えるとともに、自身も改めてボラン

ティアの魅力を感じることができました。

　・花にも一つ一つ個性があり、それぞれに花の魅せ方があるのだと初めて知り、ただ活動するので

はなく、何かを意識して取り組むことの大切さを学びました。

　　参加者の声

　・花壇の手入れをしたことがなく、一度してみたいと思ったので参加しました。花壇が綺麗になっ

た際に感じた達成感や団体の方々との交流を通じて、ボランティアの魅力や楽しさを感じること

ができました。（法学部・４年次生）

⑦　関大クリーン大作戦in梅田
　梅田キャンパスの周辺を清掃することで環境や景観を保護し、通行す

る人々が気持ちよく過ごすことができるようにすること、気軽に参加で

きるボランティア活動として清掃活動に参加することでボランティアの

やりがいや楽しさを感じてもらうことを目的として実施した。

　当日は、梅田キャンパスの教室にてアイスブレイクを行ったあと、２

グループに分かれて茶屋町エリアの清掃を約１時間行った。清掃活動中

には、通りがかった人や清掃ルートの並びにある店舗の方からお礼の言

葉をもらうことができ、参加者の達成感や満足感につながった。日曜の

朝ではあったが人通りや車が多く、学生スタッフが時折声をかけて注意

を促しながら活動した。

　　日　　時　 ①５月15日（日）９時00分〜11時00分

　　　　　　　 ②11月13日（日）９時00分〜11時00分

　　場　　所　 梅田キャンパス周辺

　　参加者数　 ①19名（学生スタッフ５名、本学学生14名）

　　　　　　　 ②13名（学生スタッフ３名、本学学生10名）

　　内　　容　 梅田キャンパス周辺の清掃

　　企画学生の声

　・アイスブレイクで学部や趣味などの自己紹介を行ったので、活動中の話題ができてすごく話しや

すかったです。友達同士が一緒になるようにグループ分けしたのがよかったのか、参加した学生

同士楽しそうに活動していました。

　・清掃の距離を延ばすなどの工夫をしましたが、ルートによってゴミの量が違っていたので、ルー

トの見直しが必要だと感じました。雨の中での活動でしたが、みんなで楽しく清掃活動ができた

ので嬉しかったです。

　　参加者の声

　・活動場所が梅田なので参加しやすいと思い参加しました。普段なかなかゴミ拾いを行う機会がな

かったので経験できて良かったです。（商学部・１年次生）

　・一度ボランティアに参加してみたいと思ったので参加しました。自分たちで街を少しでも綺麗に

する活動ができ、良い経験になりました。（社会安全学部・１年次生）

⑧　関大クリーン大作戦～千里山キャンパス周辺の清掃～
　普段自分たちが利用している千里山キャンパス周辺を清掃することで

環境や景観を保護し、関大生や地域の方々がより気持ちよく過ごすこと

ができる。また、授業の空きコマに気軽に参加できることでボランティ

ア活動を身近に感じてもらうことを目的として実施した。

　活動前にアイスブレイクを行い、学部や学年に関係なく学生同士が交

流することで、その後の活動も和やかな雰囲気で進めることができた。

清掃は関大前ルートと名神高速道路沿いルートの2コースに分かれて

行った。ゴミは「燃えるゴミ」「ビン・カン」「ペットボトル」の3つに

分類して集めたが、タバコの吸い殻が最も多く、ゴミを拾うだけでなく、

今後はゴミを捨てる人が少なくなるように啓発を目的とした活動も検討

している。

　　日　　時　 ①５月21日（土）10時40分〜12時10分

　　　　　　　 ②10月15日（土）10時40分〜12時10分

　　場　　所　 千里山キャンパス周辺

　　参加者数　 ①10名（学生スタッフ３名、本学学生７名）

　　　　　　　 ②16名（学生スタッフ７名、本学学生９名）

　　内　　容　 千里山キャンパス周辺の清掃

　　企画学生の声

　・ゴミの量が少なく、やりがいを感じにくいのではないかと心配でしたが、清掃中はずっと楽しく

会話しながら活動を行うことができました。

　・参加者の１回生が１人で、他の上級生と仲良くなれるかどうか不安がありましたが、始まってみ

ればみんな会話が絶えず、終始楽しく活動することができました。

　　参加者の声

　・自分が通っている大学に恩返しをしたいと思って参加しました。意外と大学の周りが綺麗だった

ことに驚きました。（社会学部・３年次生）

　・アルバイトをやっていないため、他に何か出来ることはないか、頑張れることはないか、と探し

ていたらこのボランティアを見つけて参加しました。意外と細かいゴミが多く、拾うのが大変で

したが、充実した時間を過ごせました。（法学部・１年次生）

⑨　関西大学×法政大学 スポーツゴミ拾い
　法政大学と連携しZoomを用いて合同でゴミ拾いを実施した。「スポー

ツゴミ拾い」とは、制限時間内に指定されたエリアのゴミを拾い、拾っ

たゴミの量と種類で得点を競い合うというスポーツ要素を加えた、日本

発祥の新感覚清掃活動である。ゴミ拾いにスポーツ要素をかけ合わせる

ことで、ゴミ拾いをスポーツ感覚で楽しみ、ボランティアへの興味を引

き出し、法政大学の学生と交流を深め、参加者同士で協力してゴミ拾い

を行うことで連帯感や達成感を得ることを目的として実施した。

　当日は、Zoomを繋ぎながらキャンパス周辺の清掃を行い、清掃の様

子だけでなく、キャンパスの様子なども映すことで大学の所属を超えて、

学生ボランティア同士の交流も行うことができた。

　　日　　時　 ①５月29日（日）14時00分〜16時20分

　　　　　　　 ②３月13日（月）13時50分〜16時20分

　　場　　所 ①関西大学千里山キャンパス周辺および凜風館１階学生ラ

ウンジ

　　　　　　　 　法政大学市ヶ谷キャンパス周辺および外濠校舎３階S305

　　　　　　　 ②関西大学千里山キャンパス周辺および尚文館１階マル

チメディアAV大教室

　　　　　　　 　法政大学市ヶ谷キャンパス周辺および外濠校舎３階S305

　　共　　催 法政大学ボランティアセンター、法政大学ボランティアセ

ンター学生スタッフ VSP

　　参加者数 ①32名（学生スタッフ10名、本学学生７名、法政大学15名）

　　　　　　　 ②25名（学生スタッフ７名、本学学生６名、法政大学12名）

　　内　　容 それぞれのキャンパス周辺のゴミ拾い、クイズ大会、法政大学との交流

　　企画学生の声

　・拾ったゴミを得点化して競うのはゲーム感覚があり、参加者

に楽しんでもらえたように思います。参加者の方がゴミを袋に

入れるときに何を拾ったかを伝えてくれたので、記録がスムー

ズに進みました。

　・単なるゴミ拾いではなく、ゴミを点数化してチーム対抗で競う

ことで、楽しみながらも一生懸命に取り組むことができ、参加

者にボランティアを楽しむ感覚を味わってもらえて、非常に良

かったです。

　　参加者の声

　・スポーツゴミ拾いはゲーム性があり、法政大学の学生と交流し

ながら楽しく活動することができました。（文学部・２年次生）

　・学生スタッフの方もほかの参加者の方も丁寧に接してくれて嬉

しかったです。おかげで楽しく街を綺麗にすることができまし

た。（法学部・２年次生）

⑩　1000000人のキャンドルナイト 茶屋町スロウデイ2022
　梅田・茶屋町エリアの企業、地域団体、学校および行政などが集まっ

て“歩いて楽しいまちづくり”を推進し、茶屋町の魅力を発信する本イ

ベントに2017年度から参加している。魅力発信に取り組み地域の活性

化を行い、キャンドルの灯りを見てくれる人に気持ち安らぐ時間や癒し

を提供することを目的として実施した。

　2022年度は「Convivial 〜ともに愉しむ日～」をテーマに、３年ぶ

りの現地開催となった。「キャンドルの灯りが人々の心に安らぎと未来

への希望をもたらすように」という願いを込めて、学生スタッフは

CHASKA茶屋町（ジュンク堂書店）前にキャンドルアートを設置した。

　事前に学生スタッフが考えたデザインを基にキャンドル装飾を行い、

設置・点火・火の見守り・会場の片付け等の活動を行った。

　キャンドルに火が灯り、日が落ちて街が暗くなるにつれて、大勢の方がキャンドルアート前で足

を止めて写真撮影を行い、キャンドルの光に照らされた笑顔に溢れたイベントとなった。

　　日　　時　 ①事前説明会：５月25日（水）12時20分〜12時50分

　　　　　　　 ②活　　　動：６月１日（水）13時00分〜22時00分

　　場　　所　 ①千里山キャンパス凜風館1階ピアエリア／オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②大阪市北区　CHASKA茶屋町

　　参加者数　 24名（学生スタッフ11名、本学学生13名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明会

　　　　　　　 ②キャンドル装飾の制作・設置・点灯・見守り

　　企画学生の声

　・CHASKA 茶屋町全体がキャンドルの温もりに包まれた空間を体感できて良かったし、自分がそ

の空間を作る側として携わることができて嬉しかったです。たくさんの方達が見に来てくれたり

写真を撮ったりしてくれて、地域の活性化に貢献できたと思えました。

　・日が沈んだ後、キャンドルが光っている景色を見た時に、とても感動しました。たくさん写真

を撮っている方や、キャンドルの灯をずっと眺めている方もいらっしゃって嬉しかったです。

　　参加者の声

　・点灯時間までにキャンドルの設置が間に合うか不安でしたが、参加者の方々と協力して取り組み、

デザイン通りのものを完成させることができました。点灯した綺麗なキャンドルを見ると、達成

感や安らぎを感じることができ、ボランティアに参加して良かったと感じました。（社会学部・

１年次生）

　・一緒に活動した関大生と仲良くなることができ、入学してなかなか友達ができなかった自分に

とってすごく嬉しく、楽しいボランティア活動でした。（社会学部・２年次生）

⑪　大和川掃除
　堺キャンパス周辺を流れる大和川河川敷を清掃することで景観を清潔

に保つことができ、地域の方が河川敷をより気持ちよく利用できると同

時に、堺キャンパス周辺の地域貢献活動を目的として実施した。

　本活動は、堺キャンパスに通う学生にとって参加しやすい活動場所で

あることから、堺エリアで活動を展開しているボランティア団体

「WEVO」とも連携して実施している。

　当日は雲が多かったが気温は高かったため、こまめに休憩をとり、熱

中症に気を付けながら清掃活動をした。河川敷には大和川上流から家庭

ゴミやペットボトル等が流れてくるため、参加者全員で力を合わせて清

掃することで河川敷を綺麗にすることができた。

　　日　　時　 ６月５日（日）９時30分〜11時30分

　　場　　所　 大阪府堺市　大和川左岸河川敷

　　参加者数　 72名（学生スタッフ14名、本学学生17名、WEVO所属学生41名）

　　内　　容　 大和川河川敷の清掃

　　協　　力　 WEVO

　　企画者の声

・普段交流する機会が少ないWEVOの方達と交流することが出来て、貴重な機会でした。一見何も

無いように見えても、掘ってみると靴が1足出てくるなど、砂に埋まっているゴミが沢山見られ

ました。

　・同じグループの方たちと楽しく話しながら協力して清掃することができて良かったです。堺キャ

ンパスの方と一緒に活動することは初めてだったので、とても新鮮でした。キャンパス間の交流

にもなり、有意義な活動となりました。

　　参加者の声

・社会経験を積むために参加しました。初対面の人とも話すことができたので良かったです。（法

学部・３年次生）

　・ボランティアの経験を積む良い機会になると考えたので、参加しました。活動自体は思っていた

よりも短く感じ、少人数でのグループだったので活動しやすかったです。（法学部・３年次生）

⑫　吹田くわいボランティア 
　若者の農業への関心が低下し、千里山キャンパスがある吹田市の特産

品である吹田くわいの認知度が低いという現状がある。そこで、吹田く

わいの植え付けから収穫まで一年を通した活動を通して、吹田くわいに

ついて深く理解してもらうとともにボランティアの魅力に気付いてもら

うことを目的として実施した。

　どちらの活動も、農園の方から吹田くわいの説明をしていただき、植

え付けや収穫のコツについてお話しいただいた後、作業を行った。植付

けでは、日常生活では着る機会のない胴長を着用しての作業に苦戦しな

がらも、参加者同士で声を掛け合い農業の大変さを感じながら活動した。

収穫では、備中鍬でくわいを傷つけないように慎重に泥をかき分けなが

ら、全部で約700グラムのくわいを収穫した。

　　日　　時　 ①植え付け：６月16日（木）14時45分〜17時00分

　　　　　　　 ②収　　穫：12月５日（月）14時45分〜17時00分

　　場　　所　 大阪府吹田市　西農園

　　協　　力　 吹田市都市魅力部 地域経済振興室

　　参加者数　 ①13名（学生スタッフ５名、本学学生８名）

　　　　　　　 ②６名（学生スタッフ６名）

　　内　　容 吹田くわいの植え付けと収穫作業の手伝い

　　企画者の声

　・大学のある吹田市の特産品に触れることができ、地域のことを少しでも知るきっかけとなりまし

た。

　・くわいを収穫する作業は考えていたよりも大変でしたが、そのぶん達成感があり、泥の中からく

わいを見つけた時は嬉しい気持ちになりました。頂いたくわいを家に帰って素揚げにして食べて

みると、自分達で収穫したこともあってとても美味しかったです。

　　参加者の声

　・普段の生活で農業に関わることがないので、やってみたいなと思って参加しました。農業体験だ

けでなく、くわいの事を知ることもできてよかったです。（文学部・４年次生）

　・「すいたん」のモチーフであるくわいに興味があったので参加しました。また、学生スタッフの

方が話しやすくてよかったです。農家の方のお話も面白かったです。（法学部・２年次生）

⑬　飛鳥光の回廊2022 ～明日香をともす「和」のひかり～
　明日香村で毎年行われている、石舞台古墳をはじめ岡寺や飛鳥寺など、

明日香村内の代表的な史跡・寺社・施設をろうそくやLEDライトの明か

りで彩る地域活性化イベントで、奈良県明日香村との連携事業として実

施した。

　「キャンドルの輪と和でつながる光」を関西大学のテーマとし、キャ

ンドルのデザインや配置を考え、他の活動では得られない大変さと、よ

り大きなやりがいや達成感を感じることができた。

　残念ながら1日目は雨天のため中止となったが、石舞台古墳や奈良県

立万葉文化館などを見学し、明日香村の歴史や文化的価値について学ん

だ。2日目は、用意した約3000個の色付き紙コップを「ボランティア

センター 2022」という文字やピラミッド、円の形に並べた。夕方から

は多くの方が来場し、写真撮影をしたりと笑顔溢れる楽しい空間となった。

　　日　　時　 ①事前説明会：９月１日（木）12時00分〜13時00分

　　　　　　　 ②活　　　動：９月23日（金）10時00分〜17時00分

　　　　　　　 　　　　　　　９月24日（土）11時00分〜22時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②奈良県高市郡明日香村　川原寺跡

　　連 携 先　 奈良県明日香村

　　参加者数　 40名（学生スタッフ延べ21名、本学学生延べ19名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明

　　　　　　　 ②キャンドルデザイン案の作成、キャンドルを入れる紙コップの制作、

　　　　　　　 　キャンドルの設置・点灯・撤去、明日香村の散策、地域の方との交流

　　企画学生の声

　・イベントが始まると多くの方が見に来てくださり、「きれい」「すごい」などのお声をきくことが

でき、このイベントに関西大学ボランティアセンター学生スタッフとして参加してよかったと思

いました。

　・気温が高い中、多くのキャンドルを並べていくのは大変だったが、みんなで協力し合いながら長

時間かけて作り上げたので、その分、夜になりキャンドルの灯りがきらきらしているのを見ると

とても達成感を感じることができました。

　　参加者の声

　・楽しそうだと思ったので参加しました。思っていたよりずっと大変だったけど、終わったあとの

達成感が気持ちよかったです。（社会安全学部・1年次生）

　・みんなでキャンドルを並べるのがとても楽しかったです。参加して良かったと思いました。（経

済学部・1年次生）

⑭　下校見守り活動
　吹田警察生活安全課防犯係と連携して、千里山キャンパス近くの小学

校に通う子どもが安全に下校できるような環境を守ることを目的とし

て、千里山キャンパス周辺の小学校の下校時間にあわせて正門前で見守

り、声かけを実施した。

　当日は、子どもたちが「さようなら」「気を付けて帰ってね」と声を

かけると元気よく挨拶を返してくれたり、関西大学という名前を見て

「知ってる！」と声をかけてくれたりと、参加した学生ボランティアと

の交流を楽しむ様子が伺えた。

　　日　　時　 10月11日（火）７名、13日（木）４名、14日（金）４名　14時00分〜15時00分

　　　　　　　 10月12日（水）３名　12時45分〜14時15分

　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ10名、本学学生延べ８名

　　場　　所　 吹田市立千里第二小学校

　　協　　力　 吹田警察署生活安全課防犯係

　　内　　容　 小学校正門前での声掛け、見守り

　　企画学生の声

　・見守り活動中はできるだけ腰を屈めて、子どもたちと目線の高さを合わせて挨拶することを心が

けるようにしました。地域に根ざしたボランティア活動を企画できてよかったです。

・元気に挨拶をしてくれた子どもも多く、見守り活動をしている私たちの方が元気をもらいました。

　　参加者の声

　・実際に吹田警察署の方と連携して、見守り活動をするという貴重な経験ができて良かったです。

小学生から挨拶を返してもらえたりして本当にやってよかったと思いました。とてもいい経験に

なりました。（法学部・３年次生）

　・はじめてのボランティア活動で緊張していましたが、学生スタッフの方も職員の方も優しくて安

心しました。見守り活動もやりがいを感じることができたので、参加してよかったです。（商学部・

３年次生）

⑮　琵琶湖ツーリズム！～大学生で考える環境ボランティアの未来2022（実践編）〜
　関西大学ボランティアセンターは2017年度から琵琶湖の保全活動に

取り組んでいる。2017年度は特定外来生物オオバナミズキンバイ駆除

活動、2018年度は清掃活動を実施し、2019年度及び2020年度は新型

コロナウイルス感染症拡大の影響により実施を見合わせた。

　本学主催３大学（法政大学・明治大学・関西大学）連携事業として、

法政大学の学生ボランティアとともに、琵琶湖岸の環境保全活動として

滋賀県長浜市の南浜漁港にて、船の出港を妨げている特定外来生物ナガ

エツルノゲイトウの駆除活動を行った。

　当日は、学生ボランティア全員が胴長とライフジャケットを身につけ、

岸と舟上よりナガエツルノゲイトウの駆除活動を行った。ナガエツルノ

ゲイトウは、琵琶湖や内湖、河川などの水際に生育している水陸両生の多年生の植物で、茎の断片

からも再生するほど繁殖力が強いため、機械ではなく手作業で根や茎をできるだけ残さないように

根本から丁寧に引き抜き、陸に上げる作業を熱心に行った。

　その結果、夕方には、湖面が見えないほど群生していたナガエツルノゲイトウのほとんどを駆除

することができ、参加者全員がやりがいや充実感を得ることができ、大学生として環境ボランティ

アの未来を考えるうえでの契機となった。また、今回の活動を通して、大学の所属を超えて学生ボ

ランティア同士が交流を行うことができ、有意義な1日となった。

　　日　　時　 ①事前説明会：10月11日（火）12時15分〜12時50分

　　　　　　　 ②駆 除 活 動：10月16日（日）７時30分〜18時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②滋賀県長浜市　南浜漁港

　　活動協力　 滋賀県立琵琶湖博物館　特別研究員 /

　　　　　　　 滋賀県琵琶湖環境部 自然環境保全課 副主幹　中井 克樹 氏

　　　　　　　 南浜漁業協同組合

　　参加者数　 ①36名（学生スタッフ30名、本学学生６名）

　　　　　　　 ②42名（学生スタッフ24名、本学学生５名、法政大学９名、教職員４名）

　　内　　容　 特定外来生物ナガエツルノゲイトウの駆除活動

　　企画学生の声

　・ナガエツルノゲイトウは、とるのが難しく、無理に引っ張っても途中で切れてしまうと意味が

なく、ナガエツルノゲイトウの駆除の大変さに驚きました。活動後のきれいな湖面を見たからこ

そ、自然をこれからも大切にしていかなければいけないと感じました。

　・関西大学及び法政大学の学生、職員の方たちと活動中に交流できたので、楽しかったです。自分

たちの活動の成果を現地の方が喜んでくれていたことで、より達成感を感じることができました。

　　参加者の声

　・ナガエツルノゲイトウの駆除活動は、協力することが必須な作業だったので、参加者同士でコ

ミュニケーションをとり新しい輪を広げられてよかったです。（関西大学・３年次生）

　・外来種の駆除という貴重な体験をしてみたいと思い、参加しました。目に見える形で成果が現れ

るので、達成感を感じることができ参加してよかったと感じました。（関西大学・１年次生）

　・晴天の中、関西大学の皆さんと協力して非常に楽しく活動することができました。また、漁協の

方も優しく特定外来生物の駆除方法を教えてくださり、初心者でもすぐに取り組める内容でした。

昼食時は関西大学のみなさんとコミュニケーションを取りながら時間を過ごすことができ、２大

学合同ボランティア活動ならではの有意義な経験となりました。（法政大学・３年次生）

　・関西大学の方々と連携して、特定外来生物を駆除することができて良かったです。また、今回の

駆除活動を通じて、どれだけ湖が汚れているのかを目の当たりにし、今後、自分がどのように環

境活動に関わっていけばいいのかを考える良い機会になりました。（法政大学・２年次生）

⑯　2022年度学園祭「環境問題ってなんだろな？〜クイズで！ゲームで！楽しく学ぼう！〜」
　学生スタッフは、淀川河川敷の清掃活動や琵琶湖の特定外来生物の

駆除活動などといった環境保全活動を普段から多数実施している。そ

ういった経験を活かし、遊びを通して子ども達に環境問題について考

えるきかっけをもってもらえるような企画とした。また、統一学園祭

に来訪される保護者の方や地域の方及び本学学生に、ボランティア活

動の魅力と学生スタッフの活動を知ってもらうことを目的として実施

した。

　本学統一学園祭には、親子連れや子どもが多く来場するため、子ど

もを対象としてSDGs（特に環境問題）について学んでもらうため、環

境問題というテーマで3つのブースを設けた。当日は多くの子ども達が

訪れ、ゲームを通して環境問題について学びを得る機会となった。

　　日　　時　 11月３日（木）12時00分〜15時30分

　　　　　　　 11月４日（金）10時00分〜16時00分

　　　　　　　 11月６日（日）10時00分〜13時00分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館１階学生ラウンジ

　　参加者数　 102名（学生スタッフ延べ94名、本学学生延べ８名）

企画内容：

・紙芝居

　海洋プラスチック問題を中心とした環境問題について紙芝居で説

明したあと、身近な例を使ったクイズで環境問題について楽しく学

んでもらった。

・ミニゲーム

　牛乳パックや段ボールなどを再利用して作ったおもちゃで魚釣り

ゲームをしてもらった。捨てるはずだったもので遊んでもらうこと

で、リサイクルの大切さやゴミを減らす工夫などについて楽しみな

がら学んでもらった。

・塗り絵

　色鉛筆やクレヨンを使ってSDGsや地球をモチーフにした塗り絵

をしてもらいながら、SDGsについて興味を持ってもらった。

　　企画学生の声

　・初めて学園祭に参加しましたが、とても楽しかったです。子ども達が楽しみながらも環境問題に

ついて学びを深めてくれている姿が、とてもいきいきとしていたのが嬉しかったです。

　・ミニゲームも塗り絵も紙芝居も全て子ども達は楽しそうに体験してくれていました。笑顔で帰っ

ていく子ども達を見ると、とても嬉しく感じました。

　　参加者の声

　・一度もボランティアに参加したことがなかったので、参加してみたいと思って参加しました。来

場してくれた子ども達が可愛かったです。（経済学部・３年次生）

　・子どもとコミュニケーションを取れる良い機会だと思ったので参加しました。学生スタッフの方

も親切で楽しく活動できました。（社会学部・１年次生）

⑰　千里キャンドルロード2022
　吹田市と豊中市にまたがる千里ニュータウンの人口にちなんだ９万個

のキャンドルに灯をともすイベント「千里キャンドルロード」に本セン

ターは2014年度から参加し、今回で８回目となる。10周年を迎えた今

年は、『「出会い」これまでも…これからも…』をテーマに、３年ぶりに

来場予約なしでの開催となった。

　学生スタッフはキャンドルのデザインから考え、2022年度は、約

2000個の紙コップを色づけした大きな赤いハート２つを中心に、伸び

る 蔦 葉 や 青 い 紙 コ ッ プ で 縁 取 り し た「Kandai Volunteer Center 

2022」の白い文字など、工夫を凝らしたデザインを作成した。

　当日は、多くの方が訪れ、暗くなってキャンドルに火が灯されると、

あたり一帯が幻想的な光景になる様子を訪れた方たちが足を止め写真撮影をするなど、笑顔溢れる

光景となった。

　　日　　時　 11月５日（土）11時30分〜21時00分

　　場　　所　 吹田市立千里南公園

　　主　　催　 千里キャンドルロードプロジェクト

　　参加者数　 40名（学生スタッフ33名、本学学生７名）

　　内　　容　 キャンドルデザイン案の作成、キャンドルを入れる紙コップの色付け、

　　　　　　　 キャンドルの設置・点火・見回り・片付け

　　企画学生の声

　・「ここ（関大の作品）すごい！」「ここがメインやね。」などと、来場した方からの嬉しい言葉を

たくさん耳にしました。準備は大変でしたが成功して良かったと思えた瞬間でした。

　・スペースの問題もあり、当日にデザインの変更をしましたが、とても上手に完成させることがで

きて達成感がありました。学生スタッフの参加人数がとても多く、学生スタッフの交流の場となっ

ていたのも良かったです。

　　参加者の声

　・楽しそうだと思ったので参加しました。みんなで一つのものを作れていい経験になりました。（経

済学部・３年次生）

　・学園祭期間で授業がなく時間が空いていたこともあり、参加を決めました。想像していた以上に

キャンドルに灯をともした光景が綺麗で、また、地域の人達にも満足していただけたようでやり

がいを感じました。（法学部・２年次生）

⑱　大阪マラソン2023給水ボランティア
　今回で11回目の開催を迎える大阪マラソンは、チャリティ文化の普

及を目指す日本最大規模の都市型市民マラソンである。本学は第1回大

会からオフィシャルスポンサーとして参画している。

　活動を通して本学学生が大阪を盛り上げるとともに、ボランティアの

楽しさややりがいを感じてもらう機会とすることを目的として実施し

た。

　当日は、本学学生が給水ボランティアとして携わり「みんなでかける

虹。」というスローガンのもと、29,285人のランナーをサポートした。

給水や応援を通してランナーの方と関わり、参加した学生にもよりボラ

ンティア楽しさやスポーツの魅力を感じてもらうことができる活動と

なった。

　　日　　時　 ①事前説明会：２月15日（水）13時00分〜14時30分

　　　　　　　 ②活　　　動：２月26日（日）７時30分〜12時00分

　　場　　所　 ①千里山キャンパス第２学舎４号館BIGホール100

　　　　　　　 ②大阪マラソン第１給水所（５ km地点／中之島・本町ブロック）

　　参加者数　 191名（学生スタッフ22名、本学学生58名、体育会所属学生108名、職員３名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明、ボランティアセンターの紹介

　　　　　　　 ②給水所でのランナーへの給水提供

　　参加者の声

　・中学校の頃からマラソンに興味があり、実際に見てみたかったので参加しました。ランナーの皆

さんが一生懸命走りつつも、僕らボランティアに「ありがとう」と声を掛けてくれたことがすご

く嬉しかったです。（環境都市工学部・２年次生）

　・2021年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響で中止になってしまったので、今回は絶対に

参加しようと決めていました。関西大学の多くの学生が大阪マラソンという大きなイベントに携

われて、盛り上げることができて良かったです。（システム理工学部・2年次生）

⑲　飛鳥ハーフマラソン2023給水ボランティア
　関西大学と縁の深い奈良県明日香村で開催される飛鳥ハーフマラソン

に2021年度に引き続き2022年度も学生ボランティアをいう形で参加

した。本学学生が学生ボランティアとして参加することで地域貢献活動

に寄与するとともに、ボランティア経験の浅い学生に対してボランティ

アのやりがいや魅力を広めることを目的として実施した。

　明日香村は「飛鳥・藤原の宮都とその関連資産群」として世界遺産登

録をめざしており、その構成資産の半分以上を巡ることができるように

コースが設定されている。また、持続可能な社会づくりのためにソフト

フラスク（折りたためる携行給水ボトル）の配布や、参加費等の一部で

菜の花のタネを購入して景観保全に役立てるなど、様々な取り組みが行

われている。

　当日は、スタートからおよそ11km地点の棚田に設けられた第２給食所で甘酒の提供を行った。

　　日　　時　 ①事前説明会：３月１日（水）10時00分〜11時30分 

　　　　　　　 ②活　　　動：３月12日（日）８時00分〜13時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②奈良県高市郡明日香村

　　参加者数　 18名（学生スタッフ11名、本学学生７名）

　　内　　容　 ランナーへの給水

　　企画学生の声

　・給水を行っていると、ランナーの方に「ありがとう」と声をかけていただくことがあり、ボラ

ンティアをしている側の自分たちが元気をもらい、ボランティアに参加してくれた学生に活動を

通してやりがいを感じてもらうことができました。

　・ボランティアに参加していただいた関大生との交流を楽しむことができ、ランナーの方の笑顔を

見ることができてとても充実した時間を過ごすことができました。

　　参加者の声

　・スポーツが好きなので、スポーツに関われるボランティアをやってみたいと思い参加しました。

ランナーの方に「ありがとう」と声をかけていただくこともあり、喜んでいただけていると感じ

られて嬉しかったです。（文学部・１年次生）

　・もともと給水ボランティアをしてみたいと思っていたので参加しました。ランナーの方と言葉を

交わしたり、アイコンタクトを取ることができたりしたことが嬉しかったです。（法学部・２年

次生）

⑳　子ども遊びボランティアinまちなかリビング北千里
　2022年度初めて企画を募集し、ベストアイデア賞を獲得した「学童

保育ボランティア」として、まちなかリビング北千里にて、ソフトバス

ケット大会（3on3）のお手伝いやボードゲーム・カードゲームを使用

した遊び等、子どもとのふれあいを通して、子どもとのかかわり方や距

離の縮め方を学び、コミュニケーション能力を向上させることを目的と

して実施した。

　当日はソフトバスケット大会の運営補助だけでなく、子ども達と一緒

にチームを組んで参加したり、小学生vs大学生の試合を行い、ソフトバ

スケット大会を盛り上げた。また、同施設で管理しているボードゲーム

やカードゲーム等の様々な遊び道具を使用して、ソフトバスケットの参

加待ちの子ども達やスポーツが苦手な子ども達と遊ぶ活動も行った。

　　日　　時　 ３月23日（木）16時00分〜18時00分

　　場　　所　 まちなかリビング北千里

　　参加者数　 13名（学生スタッフ５名、本学学生８名）

　　内　　容　 ソフトバスケット大会の運営補助・参加、子ども達との交流

　　企画学生の声

　・下見を行った時より子ども達の人数が多かったのにも関わらず、学生ボランティアの方々全員が

子ども達と交流をしていただくことができました。活動の最後まで、子ども達と交流するという

ことができ、手持ち無沙汰にならなかったことが非常に良かったと思います。また、児童センター

の職員さんには行くたびに「来てくれてありがとう。」というお言葉をいただくことができて、

嬉しいです。

　　参加者の声

　・子どもと遊ぶことがボランティアになるのならやってみたいと思ったので参加しました。子ども

と触れ合う中で、子どもにしかない発想を多く学び、とても楽しく活動することができ、ボラン

ティアに参加して良かったと思いました。（経済学部・1年次生）

　・子どもと遊びたいと思ったので参加しました。ボランティアに参加した自分が子どもから元気を

もらい、ボランティアにはこんな魅力もあるんだと実感しました。（大学院・2年次生）

（３）雨天中止事業

①　第4回大和川大掃除～未来につなげよう300人の小さな一歩～
　堺キャンパスの近くを流れる大和川河川敷において、各キャンパスの

学生、体育会所属学生、ボランティア団体所属学生、大学職員、ミズノ

株式会社社員など総勢300名が海につながる河川の環境美化に取り組む

ことで、SDGsや海洋プラスチック問題などを改めて意識してもらうこ

とを目的として企画したもの。

　学生スタッフは設立以来、本学学生にボランティア活動を通じてボラ

ンティアの魅力を知ってもらうために、様々なボランティア活動を同じ

学生目線で企画・運営してきた。特に河川敷の清掃活動については、

2011年度から2016年度まで500名規模で淀川河川敷の大掃除を行い、

ゴミの減少に貢献した。2017年度からは大和川河川敷に活動場所を移

し、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により規模を縮小することもあったが、継続的に清掃活

動を行っている。

　2022年度は多くの関大生にボランティア活動の魅力を知ってもらうべく、体育会11団体にご協

力いただき、コロナ禍前と同規模の300名で実施することを企画した。また、ボランティア活動を

通じて双方の充実と発展に寄与するため、本学と連携協定を結んでいるミズノ株式会社にもご参加

いただくことになっていたが、残念ながら当日雨天のため中止となった。

　　日　　時　 ２月19日（日）10時00分〜12時00分

　　場　　所　 大和川公園河川敷周辺

　　協　　力　 大和川河川事務所

　　　　　　　 ミズノ株式会社

　　内　　容　 大和川河川敷での清掃

献血呼びかけ活動の様子 献血呼びかけ活動の様子
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Ⅱ  ２  学生スタッフ事業報告

　学生の中には「ボランティアに関心があるけど一歩踏み出せない」という学生もおり、学生スタッ

フはそのような学生を後押しできるような学内のボランティア活動の企画のほか、様々な社会問題へ

の啓発活動を行っている。

（１）学生スタッフ企画

　学生スタッフ企画とは、ボランティア活動の魅力を広めるため、まずは学生スタッフ自身がボラ

ンティアの魅力を再認識するために企画・参加しているプログラムである。

①　ボランティア懇談会
　ボランティアに関心のある関西大学の学生にボランティア活動の魅力

を発信する１つの手段として、ボランティアコーディネートを実施して

いる。より多くの学生に参加してもらうことを目的として普段はお昼休

みに実施しているボランティアコーディネートを、今回はお昼休みから

３限終わりまで開室時間を延長して実施した。

　　日　　時　 ５月 13 日（金） 12時20分〜15時00分

　　場　　所　 誠之館２号館１階ボランティアステーション

　　内　　容　 ボランティアコーディネート

②　富士山自然保護ボランティアツアー（法政大学主催3大学連携事業）
　3大学（法政大学・明治大学・関西大学）連携事業の一環として、法政大学主催の世界遺産であ

る富士山の麓で森林整備事業に参加した。

　団体の方からオーバーユーズ（使いすぎ）やアンダーユーズ（活用不足）の重要性、環境問題に

ついてなどのお話を伺った後、6〜7名ずつのグループに分かれて森林保全活動に取り組んだ。草

木の伐採や薪割り、枯れ木処理など、慣れない作業を行うのは大変であったが、休憩時間には木登

りをしたりブランコに乗ったりして、日常では味わえない大自然とのふれあいを楽しんだ。

　　日　　時　 ５月22日（日）９時45分〜17時00分

　　場　　所　 静岡県富士宮市

　　主　　催　 認定特定非営利活動法人富士山クラブ

　　参加者数　 37名（学生スタッフ4名、職員1名、

　　　　　　　 他大学学生32名）

　　内　　容　 草木の伐採、薪割り、枯れ木処理

　　学生スタッフの声

　・階段づくりや道の開拓など、自分が想像していたよりもはるかに本格的な活動ができました。日

常生活の中で鍬や鋸を使ったりすることがないため、初めはうまく使えませんでしたが、コツを

つかんだ後は気持ち良い程スムーズに切れるようになったのが本当に楽しかったです。

③　びわ湖を美しくする運動
　 2022年度に引き続き、琵琶湖の特定外来生物の現状を把握

するために、実際に琵琶湖に足を運び、滋賀県が毎年7月1日

において「びわ湖の日」に実施している「びわ湖を美しくする

運動」の特定外来生物のオオバナミズキンバイおよびナガエツ

ルノゲイトウの駆除活動に参加した。

　滋賀県が取り組む、琵琶湖の環境保全について、現状と課題、

特に侵略的外来水生植物の繁殖力やその影響による被害を伺

い、行政として滋賀県が取り組むボランティアに関して知見を

深めた。また、実際に、湖岸に生息する大量のナガエツルノゲ

イトウを手作業で取り除く体験を行い、学生スタッフとして何

ができるのかを考えることに繋げ、今後企画する「琵琶湖ツー

リズム！～大学生で考える環境ボランティアの未来2022（実

践編）〜」で実現することとした。

　　日　　時　 ７月１日（金）９時00分〜10時30分

　　場　　所　 滋賀県大津市　大津市なぎさ公園周辺

　　協　　力　 滋賀県琵琶湖環境部自然環境保全課

　　参加者数　 ７名（学生スタッフ５名、職員２名）

　　内　　容　 特定外来生物オオバナミズキンバイおよびナガエツルノゲイトウの駆除及び関係者

への取材

④　2022ボランティア新企画募集～あなたの想いを伝えよう～
　関大生からボランティアの新企画を募集し、学生スタッフが企画者のボランティアへの想いを他

の学生に伝えるお手伝いをする。また、そのボランティアを実現することで学生スタッフの活動に

新しい視点を取り入れることを目的として、2022年度から新しく実施した。

　SDGsを意識した内容のボランティア活動で、関大生が学生スタッフとともに行うことができる

新たな企画を募集したところ、８事業の応募があり、ヒアリングなど選考を重ねベストアイデア賞

として「学童保育ボランティア」、学生スタッフ特別賞として「動物愛護団体のお手伝いをして、

犬猫と触れ合おう」の２事業が選ばれた。

　ベストアイデア賞として選ばれた「学童保育ボランティア」は学生スタッフのサポートのもと、

大阪府吹田市の「まちなかリビング北千里」にて、来館する子ども達と遊び、交流するボランティ

アとして実際に実施し、特典②として本センター活動報告書にも掲載した。

　　募集期間　 ７月25日（月）〜８月31日（金）

　　募集内容　 SDGsを意識した内容で、複数名が参加できて、みんなで

楽しめるボランティア活動のアイデア

　　募集対象　 関西大学に所属の個人またはグループ
特典： ①選ばれたアイデアは、学生スタッフのサポートのもと、実際に企画として実施

②ボランティアセンターが発行する「活動報告書」に記載
③ボランティア体験ツアーに企画者の名前を付すことができる

　　応 募 数　 ８グループ
○ キャンパスで大地震発生から避難までを考える・新！関大クリーン大作戦
○ 子ども達が防災について学べる遊びを提供する活動・子ども達とのふれあい大作戦
○ 二酸化炭素を減らし地球の環境を守るための植林ボランティア
○ 私たちの手で綺麗な海を守ろう！海岸清掃in大阪湾沿岸の浅場
○ 学童保育ボランティア・動物愛護団体のお手伝いをして、犬猫と触れ合おう

　　学生スタッフの声

　・アイデアを応募してくれたグループへヒアリングを行うことで、アイデアをより具体的に深掘す

ることができました。

　・多くの学生に参加してもらうために、広報期間をより長く設け、ボランティアセンター機関誌の

配布などで知ってもらう機会を作る工夫をするべきでした。また、体験ツアー化する企画を選定

してから実施までに時間がかかりすぎたため、次に実施する際は実施までのプロセスまで細かく

決めておきたいです。

⑤　ようこそ！　関大サロンへ
　コロナ禍でも実施できるボランティア活動として、吹田市社会福祉協議会の協力を得て、2021

年度から高齢者施設に入所する方々とZoomを繋いだオンライン交流会を開始した。

　同世代の交流だけでなく、高齢者のような日常の中ではつながりを持ちにくい異世代との交流を

通して、高齢者の人々の文化を享受するだけでなく、一緒にゲームや歓談を行い、地域において世

代を超えたつながりや相互理解を深める機会を創出することを目的として実施した。加えて、高齢

者の方との接し方を学び、学生のコミュニケーション能力の向上を図るとともに、高齢者の方や施

設職員との関わりの中で、どのようなボランティアや支援が必要なのかを知り、これから新たに行

う活動を企画する際の気づきを得ることができた。

　今後は、関大生を募集してボランティア体験ツアーとして実施することを予定している。

　　日　　時　 ①９月５日（月）13時30分〜14時30分

　　　　　　　 ②３月15日（水）13時30分〜14時30分

　　場　　所　 オンライン（Zoom）

　　受入団体　 社会福祉法人 秀明会「特別養護老人ホーム あす～る吹田」

　　参加者数　 ①10名（学生スタッフ４名、職員２名、高齢者３名、施設職員１名）

　　　　　　　 ②11名（学生スタッフ３名、職員３名、高齢者３名、施設職員２名）

　　内　　容 高齢者とのゲーム・クイズ、歓談

　　学生スタッフの声

　・高齢者の方が「楽しかった、ありがとう」と言って涙まで流してくださり、短い時間で、これほ

ど感動していただけたのがとても嬉しかったです。

　・普段あまり話すことのない年代の方々と会話することができ、とても思い出に残る良い時間を過

ごせました。

⑥　まちFUNまつりin関西大学2022　子ども店長サポートボランティア
　子ども達を中心に、ともに楽しみ学べる場を地域に作ることを目的として活動している特定非営

利活動法人 ママふぁん関西との共催事業として実施した。

　「地域に開かれた大学」を目指して始まった本イベントは、今回で6回目を迎えた。学生スタッ

フも毎年運営補助ボランティアとして参加しており、2022年度は子ども達が店長となって出展

ブースのお店を手伝い、お金のやりとりも行うことで働く楽しさやお金の大切さを学ぶ職業体験イ

ベント「子ども店長」企画のサポートを行った。

　事前にお給料袋やくじを作成し、当日も会場設営の手伝いを行った。来場した子ども達がエプロ

ンに着替える手伝いや働くお店を決めるくじ引きの対応をする中で、学生スタッフは子ども達の緊

張がほぐれるように、声掛けをするなど工夫しながら活動をした。

　　日　　時　 10月９日（日）10時00分〜13時30分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館およびその周辺

　　参加者数　 学生スタッフ７名

　　内　　容　 お給料袋やくじの作成、会場設営、「子ども店長」事業のサポート、子ども達との交流

　　学生スタッフの声

　・子ども達の元気な姿に勇気づけられる、楽しい時間でした。

　・子ども店長自身が楽しかったと笑顔で言ってくれたり、お給料を手渡しするときにありがとうと

声をかけてくれたりして、うれしかったです。

⑦　非常食配布イベント
　防災意識の向上はもちろん食品ロス削減に取り組むことでSDGsの「つくる責任　使う責任」の

達成への貢献を目指して、公益社団法人 日本非常食推進機構より提供していただいた使用期限が

迫った非常食（防災備蓄品）を配布した。

　当日は、保存用ビスケット、保存用飲料水、アルファ化米の三種類の非常食を配布するのにあわ

せて、学生スタッフが広く認知されるように広報を行った。

　配布数は、保存用ビスケット300個、保存用飲料水100本、アルファ化米41個だった。

　　日　　時　 10月10日（月）12時20分〜12時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館１階学生センター前

　　参加者数　 学生スタッフ７名

　　内　　容　 保存用ビスケット・保存用飲料水・アルファ化米の配布

（２）ボランティア体験ツアー

　ボランティア体験ツアーとは、「ボランティアに関心があるけど一歩踏み出せない」という学生に、

ボランティアの第一歩として気軽に参加できるボランティア活動として実施しているプログラムで

ある。

①　関大クリーン大作戦～関大前の交流の輪を広げよう！～
　関西大学周辺まちづくり勉強会※主催の清掃活動にボランティア活動

として参加した。

　当日は、地域の方や体育会学生と協力して、関大前通りや千里山ユー

トピア遊園の清掃を行った。道端にはタバコの吸い殻が多く、側溝にも

マスクや包装紙のゴミが多く落ちていた。ゴミ拾いを終えたら、根を残

さないように専用の道具などで掘り起こしながら千里山ユートピア遊園

の除草作業を行った。普段なかなか関わることのない地域の方と交流し

ながらの活動となり、終始笑顔が絶えない時間となった。

※阪急電鉄関大前駅周辺の地域において、安心・安全で活力と魅力あふれる「ま
ちづくり」を推進し、自治会、関大前商店街、学校法人関西大学及び行政で
課題を共有し、方策を検討することを目的とした組織。現在は、関大前ラボ
ラトリ（通称まち・かん）の管理運営及び関大前周辺地域の美化活動を主な活動としている。

　　日　　時　 ４月14日（木）８名、５月12日（木）雨天中止、６月９日（木）６名、10月13日（木）

７名、11月10日（木）３名、12月８日（木）７名　14時00分〜15時00分

　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ15名、本学学生延べ16名

　　場　　所　 阪急電鉄関大前駅～関西大学正門の周辺道路、千里山ユートピア遊園

　　主　　催　 関西大学周辺まちづくり勉強会

　　内　　容　 関大前通り、千里山ユートピア遊園の清掃

　　企画学生の声

　・関大前はタバコのゴミや雑草が多く、清掃のやりがいが大きいと感じました。また、地域の方や

関大生とも交流しながら行えたため、最後まで良い雰囲気で清掃できたと思います。

　・参加してくれた関大生と活動中もたくさん話せました。１人で清掃に集中するよりも話しながら

のほうが楽しく、時間が過ぎるのが早かったです。

　　参加者の声

　・コロナ禍でも自分がやれることに挑戦したかったから参加しました。地域の人と交流できてよ

かったです。（社会学部・２年次生）

　・街が綺麗になっていくのがうれしかったです。地域の人たちとも協力しあうことができて、充実

した時間でした。（法学部・1年次生）

②　関大クリーン大作戦in高槻
　普段利用している駅やキャンパス周辺を清掃し、景観を保護すること

で、学生や地域の方々が気持ちよく利用することを目的に、また、阪急

高槻市で活動することで高槻キャンパス、高槻ミューズキャンパスの学

生も気軽にボランティアに参加できる機会を設けることを目的として実

施した。

　4月実施時は、阪急高槻市駅周辺の本通り商店街と中通り商店街の二

手に分かれて、清掃活動を実施した。11月実施時は、参加者全員で清

掃活動を実施した。両日とも、最初にアイスブレイクを行い、交流をし

てから清掃活動に取り組んだため、雰囲気がよく楽しく活動することが

できた。

　　日　　時　 ①４月17日（日）９時00分〜10時30分

　　　　　　　 ②11月27日（日）９時00分〜10時30分

　　場　　所　 阪急高槻市駅周辺

　　参加者数　 ①15名（学生スタッフ５名、本学学生10名）

　　　　　　　 ②７名（学生スタッフ６名、本学学生１名）

　　内　　容　 阪急高槻市駅周辺の清掃

　　企画学生の声

　・想像していたよりも多くの人に参加してもらうことができて、アイスブレイクや清掃活動中は参

加者同士の交流があり、いい雰囲気で活動することができてよかったです。

　・活動中に通りがかった地域の方から「お疲れ様です。」というお言葉をいただくことができて、

嬉しかったです。

　　参加者の声

　・友達の輪を広げたいと思い参加しました。ゴミをたくさん拾うことができてやりがいがありまし

た。（社会安全学部・１年次生）

　・少人数のグループに分かれてのゴミ拾いだったので、1人で参加しても他の参加者と話しながら

活動しやすくて良かったです。（総合情報学部・３年次生）

③　淀川掃除
　淀川河川敷の清掃をすることで、大阪湾へゴミが流れ込むことを防ぎ、

淀川の水質や景観を保護することを目的に、また、清掃活動という気軽

に参加できる点を活かして、関大生にボランティア活動の魅力を広める

機会にすることを目的として実施した。2021年度には、淀川河川事務

所に相談を行ったうえで、これまで清掃を行っていた南方地区から行政

の対応が追い付いていないより河口の西淀川区福町地区へ場所の変更を

行った。

　４月実施時は雨天だったため、河川敷の手前を２グループに分かれて

清掃活動を行い、途中でグループを入れ替える等、参加者同士がより多

く関われるよう工夫を行った。

　10月実施時は晴天に恵まれ、5グループに分かれて河川敷を広く清掃

した。

　　日　　時　 ①４月24日（日）10時00分〜12時00分

　　　　　　　 ②10月23日（日）10時00分〜12時00分

　　場　　所　 大阪市西淀川区　阪神福駅近くの河川敷

　　参加者数　 ①26名（学生スタッフ8名、本学学生18名）

　　　　　　　 ②20名（学生スタッフ10名、本学学生10名）

　　内　　容　 淀川河川敷の清掃

　　企画学生の声

　・雨の中での実施となり、予定していた通りの淀川掃除は出来ませんでしたが、参加者の方から「楽

しかった」という言葉が聞けて嬉しかったです。

　・通りすがりの地域の方からどこの大学の団体なのかと尋ねられ、「ありがとうね、頑張って！」

とお声掛けいただいて嬉しかったです。

　　参加者の声

　・河川敷には多くのゴミが落ちていて、それらを拾っていくことが単純に楽しかったし、学生ス

タッフの方や参加者の方と色々話せてよかったです。（外国語学部・１年次生）

　・前に参加した清掃ボランティアで誘ってもらったので、参加しました。思っていたよりもプラス

チックのゴミが多くて驚きました。（政策創造学部・１年次生）

④　献血呼びかけボランティア

　献血の必要性を多くの学生に伝えることが、社会貢献につながるとい

うことを知ってもらうこと、また、気軽に参加できる学内ボランティア

を通じて、ボランティアの良さを身近に感じてもらい次のボランティア

活動参加のきっかけを創出することを目的として実施した。

　現在の日本では少子高齢化が進み、輸血を必要とする高齢者の割合が

増える一方で、それを支える若者の献血者数が減っているという危機的

状況にある。また、血液は長期の保存ができないため、安定的な供給が

必要であるが、献血について学生の関心が薄いのが現状である。

　献血を実施の広報だけでなく、当日は、献血車前で看板を持って献血

協力の呼びかけを行った。

　　日　　時　 ４月25日（月）14名、４月26日（火）９名、５月10日（火）６名、６月７日（火）８名

　　　　　　　 10月12日（水）10名、10月20日（木）３名、11月11日（金）６名、12月５日（月）４名

　　　　　　　 11時30分〜13時30分、12時00分〜13時00分

　　　　　　　 ※10月20日は関大防災DAYの事業の一環として実施した。
　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ40名、本学学生延べ20名

　　場　　所　 千里山キャンパス総合図書館前、悠久の庭前、

　　協　　力　 大阪府赤十字血液センター

　　内　　容　 献血への協力呼びかけ

　　企画学生の声

　・授業終わりで人通りが多い時間帯に呼び込み時間を設定したため、効果的に呼びかけが行えたと

思います。前を通った方が自分たちの呼びかけに反応してくださって嬉しかったです。また、毎

月行っているので声を出すことに慣れてきて、積極的に声かけをすることができました。

　・呼びかけを行ったことで、多くの学生に献血実施中であることに気付いてもらうことができまし

た。呼びかけに反応してくださる方もいて嬉しかったです。

　　参加者の声

　・輸血経験があるため、恩返しになればと思って参加しました。活動はアットホームな雰囲気で楽

しむことができました。（文学部・２年次生）

　・自分が想像していた以上に人が集まり、献血に協力していたので、声掛けの達成感を感じました。

（商学部・３年次生）

⑤　関大花植え活動（大学昇格100年記念）
　大学昇格100年記念事業の一環として、経済学部と商学部の学び舎で

ある第２学舎１号館前の広場を、山岡順太郎の胸像とともにリニューア

ルすることとなり、管財課の協力のもと、花壇の花植え活動を実施した。

大学昇格100年という節目に、緑のなかで新しい仲間と出会って交流し

ながら、学生たちの愛校心を育むこと。また、今後の広報を含めて、「ボ

ランティアセンター学生スタッフ」が大学内で広く認知されることを目

的として実施した。

　当日は、業者の方の指示に従いながら土を掘り、花を植えた。活動の

途中から雨が降りだしたため、レインコートを着用しての活動になった

が、参加者全員が熱心に取り組んだ結果、予定よりも広い範囲に花を植

えることができた。

　　日　　時　 ５月13日（金）９時00分〜12時10分

　　場　　所　 千里山キャンパス第2学舎1号館前広場

　　参加者数　 30名（学生スタッフ９名、本学学生21名）

　　内　　容　 花壇の花植え

　　企画学生の声

　・花を植える場所の土が硬くて、掘るのに思ったより時間がかかって大変でした。また、植えると

きに花の間隔や全体のバランスを考えるのが難しかったので、わからないことがあったら業者の

方に質問しながら作業をすすめました。

　・業者の方から「これからも手伝いにきてほしい」と言って褒めていただけて、嬉しかったです。

　　参加者の声

　・花植えに興味が湧いたので参加しました。想像していたよりも体力を使い、花壇がきれいになっ

ていくのが分かってやりがいがありました。（システム理工学部・４年次生）

　・ボランティア活動を体験してみたかったので参加しました。自分の活動が花というかたちで残っ

て嬉しいです。（文学部・１年次生）

⑥　高槻景観美化ボランティア
　自然と共生する「花と緑のまちづくり」に寄与することを目的として

いる高槻市のNPO法人「花と緑のまちづくり 高槻景観園芸クラブ」と

の連携事業として活動に参加し、学生に環境美化、地域交流の必要性を

学んでもらうことを目的として実施した。

　高槻景観園芸クラブの方々から活動の説明を受けた後、初対面の学生

の緊張をほぐすためにアイスブレイクを行った。高槻景観園芸クラブの

方々の指示に従い、苗床を整備して花を植えていく中で、良い苗の見分

け方や植物の種類なども教えていただいた。

　11月実施時は花を植えた後、花壇周りや他の花壇に積もった大量の

落ち葉を拾い集め、花壇全体の景観を美しく整えた。

　幅広い世代の憩いの場所である公園を美化し、まちづくりに関心を持

てるような事業は貴重なものであり、団体の方々とコミュニケーション

を取りながら、楽しく花植え活動を行うことができた。

　　日　　時　 ①５月14日（土）８時50分〜11時00分

　　　　　　　 ②11月20日（日）９時00分〜11時00分

　　場　　所　 大阪府高槻市　高槻城公園

　　　　　　　 連携先 NPO法人 花と緑のまちづくり 高槻景観園芸クラブ

　　参加者数　 ①７名（学生スタッフ５名、本学学生２名）

　　　　　　　 ②６名（学生スタッフ４名、本学学生２名）

　　内　　容　 高槻城公園内の花壇の手入れ、地域の方との交流

　　企画学生の声

　・団体の方といろんなお話をしながら花植え活動を行い、花植えをしたことがない学生でも不安な

く楽しめた事業でした。参加学生にボランティアの魅力を伝えるとともに、自身も改めてボラン

ティアの魅力を感じることができました。

　・花にも一つ一つ個性があり、それぞれに花の魅せ方があるのだと初めて知り、ただ活動するので

はなく、何かを意識して取り組むことの大切さを学びました。

　　参加者の声

　・花壇の手入れをしたことがなく、一度してみたいと思ったので参加しました。花壇が綺麗になっ

た際に感じた達成感や団体の方々との交流を通じて、ボランティアの魅力や楽しさを感じること

ができました。（法学部・４年次生）

⑦　関大クリーン大作戦in梅田
　梅田キャンパスの周辺を清掃することで環境や景観を保護し、通行す

る人々が気持ちよく過ごすことができるようにすること、気軽に参加で

きるボランティア活動として清掃活動に参加することでボランティアの

やりがいや楽しさを感じてもらうことを目的として実施した。

　当日は、梅田キャンパスの教室にてアイスブレイクを行ったあと、２

グループに分かれて茶屋町エリアの清掃を約１時間行った。清掃活動中

には、通りがかった人や清掃ルートの並びにある店舗の方からお礼の言

葉をもらうことができ、参加者の達成感や満足感につながった。日曜の

朝ではあったが人通りや車が多く、学生スタッフが時折声をかけて注意

を促しながら活動した。

　　日　　時　 ①５月15日（日）９時00分〜11時00分

　　　　　　　 ②11月13日（日）９時00分〜11時00分

　　場　　所　 梅田キャンパス周辺

　　参加者数　 ①19名（学生スタッフ５名、本学学生14名）

　　　　　　　 ②13名（学生スタッフ３名、本学学生10名）

　　内　　容　 梅田キャンパス周辺の清掃

　　企画学生の声

　・アイスブレイクで学部や趣味などの自己紹介を行ったので、活動中の話題ができてすごく話しや

すかったです。友達同士が一緒になるようにグループ分けしたのがよかったのか、参加した学生

同士楽しそうに活動していました。

　・清掃の距離を延ばすなどの工夫をしましたが、ルートによってゴミの量が違っていたので、ルー

トの見直しが必要だと感じました。雨の中での活動でしたが、みんなで楽しく清掃活動ができた

ので嬉しかったです。

　　参加者の声

　・活動場所が梅田なので参加しやすいと思い参加しました。普段なかなかゴミ拾いを行う機会がな

かったので経験できて良かったです。（商学部・１年次生）

　・一度ボランティアに参加してみたいと思ったので参加しました。自分たちで街を少しでも綺麗に

する活動ができ、良い経験になりました。（社会安全学部・１年次生）

⑧　関大クリーン大作戦～千里山キャンパス周辺の清掃～
　普段自分たちが利用している千里山キャンパス周辺を清掃することで

環境や景観を保護し、関大生や地域の方々がより気持ちよく過ごすこと

ができる。また、授業の空きコマに気軽に参加できることでボランティ

ア活動を身近に感じてもらうことを目的として実施した。

　活動前にアイスブレイクを行い、学部や学年に関係なく学生同士が交

流することで、その後の活動も和やかな雰囲気で進めることができた。

清掃は関大前ルートと名神高速道路沿いルートの2コースに分かれて

行った。ゴミは「燃えるゴミ」「ビン・カン」「ペットボトル」の3つに

分類して集めたが、タバコの吸い殻が最も多く、ゴミを拾うだけでなく、

今後はゴミを捨てる人が少なくなるように啓発を目的とした活動も検討

している。

　　日　　時　 ①５月21日（土）10時40分〜12時10分

　　　　　　　 ②10月15日（土）10時40分〜12時10分

　　場　　所　 千里山キャンパス周辺

　　参加者数　 ①10名（学生スタッフ３名、本学学生７名）

　　　　　　　 ②16名（学生スタッフ７名、本学学生９名）

　　内　　容　 千里山キャンパス周辺の清掃

　　企画学生の声

　・ゴミの量が少なく、やりがいを感じにくいのではないかと心配でしたが、清掃中はずっと楽しく

会話しながら活動を行うことができました。

　・参加者の１回生が１人で、他の上級生と仲良くなれるかどうか不安がありましたが、始まってみ

ればみんな会話が絶えず、終始楽しく活動することができました。

　　参加者の声

　・自分が通っている大学に恩返しをしたいと思って参加しました。意外と大学の周りが綺麗だった

ことに驚きました。（社会学部・３年次生）

　・アルバイトをやっていないため、他に何か出来ることはないか、頑張れることはないか、と探し

ていたらこのボランティアを見つけて参加しました。意外と細かいゴミが多く、拾うのが大変で

したが、充実した時間を過ごせました。（法学部・１年次生）

⑨　関西大学×法政大学 スポーツゴミ拾い
　法政大学と連携しZoomを用いて合同でゴミ拾いを実施した。「スポー

ツゴミ拾い」とは、制限時間内に指定されたエリアのゴミを拾い、拾っ

たゴミの量と種類で得点を競い合うというスポーツ要素を加えた、日本

発祥の新感覚清掃活動である。ゴミ拾いにスポーツ要素をかけ合わせる

ことで、ゴミ拾いをスポーツ感覚で楽しみ、ボランティアへの興味を引

き出し、法政大学の学生と交流を深め、参加者同士で協力してゴミ拾い

を行うことで連帯感や達成感を得ることを目的として実施した。

　当日は、Zoomを繋ぎながらキャンパス周辺の清掃を行い、清掃の様

子だけでなく、キャンパスの様子なども映すことで大学の所属を超えて、

学生ボランティア同士の交流も行うことができた。

　　日　　時　 ①５月29日（日）14時00分〜16時20分

　　　　　　　 ②３月13日（月）13時50分〜16時20分

　　場　　所 ①関西大学千里山キャンパス周辺および凜風館１階学生ラ

ウンジ

　　　　　　　 　法政大学市ヶ谷キャンパス周辺および外濠校舎３階S305

　　　　　　　 ②関西大学千里山キャンパス周辺および尚文館１階マル

チメディアAV大教室

　　　　　　　 　法政大学市ヶ谷キャンパス周辺および外濠校舎３階S305

　　共　　催 法政大学ボランティアセンター、法政大学ボランティアセ

ンター学生スタッフ VSP

　　参加者数 ①32名（学生スタッフ10名、本学学生７名、法政大学15名）

　　　　　　　 ②25名（学生スタッフ７名、本学学生６名、法政大学12名）

　　内　　容 それぞれのキャンパス周辺のゴミ拾い、クイズ大会、法政大学との交流

　　企画学生の声

　・拾ったゴミを得点化して競うのはゲーム感覚があり、参加者

に楽しんでもらえたように思います。参加者の方がゴミを袋に

入れるときに何を拾ったかを伝えてくれたので、記録がスムー

ズに進みました。

　・単なるゴミ拾いではなく、ゴミを点数化してチーム対抗で競う

ことで、楽しみながらも一生懸命に取り組むことができ、参加

者にボランティアを楽しむ感覚を味わってもらえて、非常に良

かったです。

　　参加者の声

　・スポーツゴミ拾いはゲーム性があり、法政大学の学生と交流し

ながら楽しく活動することができました。（文学部・２年次生）

　・学生スタッフの方もほかの参加者の方も丁寧に接してくれて嬉

しかったです。おかげで楽しく街を綺麗にすることができまし

た。（法学部・２年次生）

⑩　1000000人のキャンドルナイト 茶屋町スロウデイ2022
　梅田・茶屋町エリアの企業、地域団体、学校および行政などが集まっ

て“歩いて楽しいまちづくり”を推進し、茶屋町の魅力を発信する本イ

ベントに2017年度から参加している。魅力発信に取り組み地域の活性

化を行い、キャンドルの灯りを見てくれる人に気持ち安らぐ時間や癒し

を提供することを目的として実施した。

　2022年度は「Convivial 〜ともに愉しむ日～」をテーマに、３年ぶ

りの現地開催となった。「キャンドルの灯りが人々の心に安らぎと未来

への希望をもたらすように」という願いを込めて、学生スタッフは

CHASKA茶屋町（ジュンク堂書店）前にキャンドルアートを設置した。

　事前に学生スタッフが考えたデザインを基にキャンドル装飾を行い、

設置・点火・火の見守り・会場の片付け等の活動を行った。

　キャンドルに火が灯り、日が落ちて街が暗くなるにつれて、大勢の方がキャンドルアート前で足

を止めて写真撮影を行い、キャンドルの光に照らされた笑顔に溢れたイベントとなった。

　　日　　時　 ①事前説明会：５月25日（水）12時20分〜12時50分

　　　　　　　 ②活　　　動：６月１日（水）13時00分〜22時00分

　　場　　所　 ①千里山キャンパス凜風館1階ピアエリア／オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②大阪市北区　CHASKA茶屋町

　　参加者数　 24名（学生スタッフ11名、本学学生13名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明会

　　　　　　　 ②キャンドル装飾の制作・設置・点灯・見守り

　　企画学生の声

　・CHASKA 茶屋町全体がキャンドルの温もりに包まれた空間を体感できて良かったし、自分がそ

の空間を作る側として携わることができて嬉しかったです。たくさんの方達が見に来てくれたり

写真を撮ったりしてくれて、地域の活性化に貢献できたと思えました。

　・日が沈んだ後、キャンドルが光っている景色を見た時に、とても感動しました。たくさん写真

を撮っている方や、キャンドルの灯をずっと眺めている方もいらっしゃって嬉しかったです。

　　参加者の声

　・点灯時間までにキャンドルの設置が間に合うか不安でしたが、参加者の方々と協力して取り組み、

デザイン通りのものを完成させることができました。点灯した綺麗なキャンドルを見ると、達成

感や安らぎを感じることができ、ボランティアに参加して良かったと感じました。（社会学部・

１年次生）

　・一緒に活動した関大生と仲良くなることができ、入学してなかなか友達ができなかった自分に

とってすごく嬉しく、楽しいボランティア活動でした。（社会学部・２年次生）

⑪　大和川掃除
　堺キャンパス周辺を流れる大和川河川敷を清掃することで景観を清潔

に保つことができ、地域の方が河川敷をより気持ちよく利用できると同

時に、堺キャンパス周辺の地域貢献活動を目的として実施した。

　本活動は、堺キャンパスに通う学生にとって参加しやすい活動場所で

あることから、堺エリアで活動を展開しているボランティア団体

「WEVO」とも連携して実施している。

　当日は雲が多かったが気温は高かったため、こまめに休憩をとり、熱

中症に気を付けながら清掃活動をした。河川敷には大和川上流から家庭

ゴミやペットボトル等が流れてくるため、参加者全員で力を合わせて清

掃することで河川敷を綺麗にすることができた。

　　日　　時　 ６月５日（日）９時30分〜11時30分

　　場　　所　 大阪府堺市　大和川左岸河川敷

　　参加者数　 72名（学生スタッフ14名、本学学生17名、WEVO所属学生41名）

　　内　　容　 大和川河川敷の清掃

　　協　　力　 WEVO

　　企画者の声

・普段交流する機会が少ないWEVOの方達と交流することが出来て、貴重な機会でした。一見何も

無いように見えても、掘ってみると靴が1足出てくるなど、砂に埋まっているゴミが沢山見られ

ました。

　・同じグループの方たちと楽しく話しながら協力して清掃することができて良かったです。堺キャ

ンパスの方と一緒に活動することは初めてだったので、とても新鮮でした。キャンパス間の交流

にもなり、有意義な活動となりました。

　　参加者の声

・社会経験を積むために参加しました。初対面の人とも話すことができたので良かったです。（法

学部・３年次生）

　・ボランティアの経験を積む良い機会になると考えたので、参加しました。活動自体は思っていた

よりも短く感じ、少人数でのグループだったので活動しやすかったです。（法学部・３年次生）

⑫　吹田くわいボランティア 
　若者の農業への関心が低下し、千里山キャンパスがある吹田市の特産

品である吹田くわいの認知度が低いという現状がある。そこで、吹田く

わいの植え付けから収穫まで一年を通した活動を通して、吹田くわいに

ついて深く理解してもらうとともにボランティアの魅力に気付いてもら

うことを目的として実施した。

　どちらの活動も、農園の方から吹田くわいの説明をしていただき、植

え付けや収穫のコツについてお話しいただいた後、作業を行った。植付

けでは、日常生活では着る機会のない胴長を着用しての作業に苦戦しな

がらも、参加者同士で声を掛け合い農業の大変さを感じながら活動した。

収穫では、備中鍬でくわいを傷つけないように慎重に泥をかき分けなが

ら、全部で約700グラムのくわいを収穫した。

　　日　　時　 ①植え付け：６月16日（木）14時45分〜17時00分

　　　　　　　 ②収　　穫：12月５日（月）14時45分〜17時00分

　　場　　所　 大阪府吹田市　西農園

　　協　　力　 吹田市都市魅力部 地域経済振興室

　　参加者数　 ①13名（学生スタッフ５名、本学学生８名）

　　　　　　　 ②６名（学生スタッフ６名）

　　内　　容 吹田くわいの植え付けと収穫作業の手伝い

　　企画者の声

　・大学のある吹田市の特産品に触れることができ、地域のことを少しでも知るきっかけとなりまし

た。

　・くわいを収穫する作業は考えていたよりも大変でしたが、そのぶん達成感があり、泥の中からく

わいを見つけた時は嬉しい気持ちになりました。頂いたくわいを家に帰って素揚げにして食べて

みると、自分達で収穫したこともあってとても美味しかったです。

　　参加者の声

　・普段の生活で農業に関わることがないので、やってみたいなと思って参加しました。農業体験だ

けでなく、くわいの事を知ることもできてよかったです。（文学部・４年次生）

　・「すいたん」のモチーフであるくわいに興味があったので参加しました。また、学生スタッフの

方が話しやすくてよかったです。農家の方のお話も面白かったです。（法学部・２年次生）

⑬　飛鳥光の回廊2022 ～明日香をともす「和」のひかり～
　明日香村で毎年行われている、石舞台古墳をはじめ岡寺や飛鳥寺など、

明日香村内の代表的な史跡・寺社・施設をろうそくやLEDライトの明か

りで彩る地域活性化イベントで、奈良県明日香村との連携事業として実

施した。

　「キャンドルの輪と和でつながる光」を関西大学のテーマとし、キャ

ンドルのデザインや配置を考え、他の活動では得られない大変さと、よ

り大きなやりがいや達成感を感じることができた。

　残念ながら1日目は雨天のため中止となったが、石舞台古墳や奈良県

立万葉文化館などを見学し、明日香村の歴史や文化的価値について学ん

だ。2日目は、用意した約3000個の色付き紙コップを「ボランティア

センター 2022」という文字やピラミッド、円の形に並べた。夕方から

は多くの方が来場し、写真撮影をしたりと笑顔溢れる楽しい空間となった。

　　日　　時　 ①事前説明会：９月１日（木）12時00分〜13時00分

　　　　　　　 ②活　　　動：９月23日（金）10時00分〜17時00分

　　　　　　　 　　　　　　　９月24日（土）11時00分〜22時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②奈良県高市郡明日香村　川原寺跡

　　連 携 先　 奈良県明日香村

　　参加者数　 40名（学生スタッフ延べ21名、本学学生延べ19名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明

　　　　　　　 ②キャンドルデザイン案の作成、キャンドルを入れる紙コップの制作、

　　　　　　　 　キャンドルの設置・点灯・撤去、明日香村の散策、地域の方との交流

　　企画学生の声

　・イベントが始まると多くの方が見に来てくださり、「きれい」「すごい」などのお声をきくことが

でき、このイベントに関西大学ボランティアセンター学生スタッフとして参加してよかったと思

いました。

　・気温が高い中、多くのキャンドルを並べていくのは大変だったが、みんなで協力し合いながら長

時間かけて作り上げたので、その分、夜になりキャンドルの灯りがきらきらしているのを見ると

とても達成感を感じることができました。

　　参加者の声

　・楽しそうだと思ったので参加しました。思っていたよりずっと大変だったけど、終わったあとの

達成感が気持ちよかったです。（社会安全学部・1年次生）

　・みんなでキャンドルを並べるのがとても楽しかったです。参加して良かったと思いました。（経

済学部・1年次生）

⑭　下校見守り活動
　吹田警察生活安全課防犯係と連携して、千里山キャンパス近くの小学

校に通う子どもが安全に下校できるような環境を守ることを目的とし

て、千里山キャンパス周辺の小学校の下校時間にあわせて正門前で見守

り、声かけを実施した。

　当日は、子どもたちが「さようなら」「気を付けて帰ってね」と声を

かけると元気よく挨拶を返してくれたり、関西大学という名前を見て

「知ってる！」と声をかけてくれたりと、参加した学生ボランティアと

の交流を楽しむ様子が伺えた。

　　日　　時　 10月11日（火）７名、13日（木）４名、14日（金）４名　14時00分〜15時00分

　　　　　　　 10月12日（水）３名　12時45分〜14時15分

　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ10名、本学学生延べ８名

　　場　　所　 吹田市立千里第二小学校

　　協　　力　 吹田警察署生活安全課防犯係

　　内　　容　 小学校正門前での声掛け、見守り

　　企画学生の声

　・見守り活動中はできるだけ腰を屈めて、子どもたちと目線の高さを合わせて挨拶することを心が

けるようにしました。地域に根ざしたボランティア活動を企画できてよかったです。

・元気に挨拶をしてくれた子どもも多く、見守り活動をしている私たちの方が元気をもらいました。

　　参加者の声

　・実際に吹田警察署の方と連携して、見守り活動をするという貴重な経験ができて良かったです。

小学生から挨拶を返してもらえたりして本当にやってよかったと思いました。とてもいい経験に

なりました。（法学部・３年次生）

　・はじめてのボランティア活動で緊張していましたが、学生スタッフの方も職員の方も優しくて安

心しました。見守り活動もやりがいを感じることができたので、参加してよかったです。（商学部・

３年次生）

⑮　琵琶湖ツーリズム！～大学生で考える環境ボランティアの未来2022（実践編）〜
　関西大学ボランティアセンターは2017年度から琵琶湖の保全活動に

取り組んでいる。2017年度は特定外来生物オオバナミズキンバイ駆除

活動、2018年度は清掃活動を実施し、2019年度及び2020年度は新型

コロナウイルス感染症拡大の影響により実施を見合わせた。

　本学主催３大学（法政大学・明治大学・関西大学）連携事業として、

法政大学の学生ボランティアとともに、琵琶湖岸の環境保全活動として

滋賀県長浜市の南浜漁港にて、船の出港を妨げている特定外来生物ナガ

エツルノゲイトウの駆除活動を行った。

　当日は、学生ボランティア全員が胴長とライフジャケットを身につけ、

岸と舟上よりナガエツルノゲイトウの駆除活動を行った。ナガエツルノ

ゲイトウは、琵琶湖や内湖、河川などの水際に生育している水陸両生の多年生の植物で、茎の断片

からも再生するほど繁殖力が強いため、機械ではなく手作業で根や茎をできるだけ残さないように

根本から丁寧に引き抜き、陸に上げる作業を熱心に行った。

　その結果、夕方には、湖面が見えないほど群生していたナガエツルノゲイトウのほとんどを駆除

することができ、参加者全員がやりがいや充実感を得ることができ、大学生として環境ボランティ

アの未来を考えるうえでの契機となった。また、今回の活動を通して、大学の所属を超えて学生ボ

ランティア同士が交流を行うことができ、有意義な1日となった。

　　日　　時　 ①事前説明会：10月11日（火）12時15分〜12時50分

　　　　　　　 ②駆 除 活 動：10月16日（日）７時30分〜18時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②滋賀県長浜市　南浜漁港

　　活動協力　 滋賀県立琵琶湖博物館　特別研究員 /

　　　　　　　 滋賀県琵琶湖環境部 自然環境保全課 副主幹　中井 克樹 氏

　　　　　　　 南浜漁業協同組合

　　参加者数　 ①36名（学生スタッフ30名、本学学生６名）

　　　　　　　 ②42名（学生スタッフ24名、本学学生５名、法政大学９名、教職員４名）

　　内　　容　 特定外来生物ナガエツルノゲイトウの駆除活動

　　企画学生の声

　・ナガエツルノゲイトウは、とるのが難しく、無理に引っ張っても途中で切れてしまうと意味が

なく、ナガエツルノゲイトウの駆除の大変さに驚きました。活動後のきれいな湖面を見たからこ

そ、自然をこれからも大切にしていかなければいけないと感じました。

　・関西大学及び法政大学の学生、職員の方たちと活動中に交流できたので、楽しかったです。自分

たちの活動の成果を現地の方が喜んでくれていたことで、より達成感を感じることができました。

　　参加者の声

　・ナガエツルノゲイトウの駆除活動は、協力することが必須な作業だったので、参加者同士でコ

ミュニケーションをとり新しい輪を広げられてよかったです。（関西大学・３年次生）

　・外来種の駆除という貴重な体験をしてみたいと思い、参加しました。目に見える形で成果が現れ

るので、達成感を感じることができ参加してよかったと感じました。（関西大学・１年次生）

　・晴天の中、関西大学の皆さんと協力して非常に楽しく活動することができました。また、漁協の

方も優しく特定外来生物の駆除方法を教えてくださり、初心者でもすぐに取り組める内容でした。

昼食時は関西大学のみなさんとコミュニケーションを取りながら時間を過ごすことができ、２大

学合同ボランティア活動ならではの有意義な経験となりました。（法政大学・３年次生）

　・関西大学の方々と連携して、特定外来生物を駆除することができて良かったです。また、今回の

駆除活動を通じて、どれだけ湖が汚れているのかを目の当たりにし、今後、自分がどのように環

境活動に関わっていけばいいのかを考える良い機会になりました。（法政大学・２年次生）

⑯　2022年度学園祭「環境問題ってなんだろな？〜クイズで！ゲームで！楽しく学ぼう！〜」
　学生スタッフは、淀川河川敷の清掃活動や琵琶湖の特定外来生物の

駆除活動などといった環境保全活動を普段から多数実施している。そ

ういった経験を活かし、遊びを通して子ども達に環境問題について考

えるきかっけをもってもらえるような企画とした。また、統一学園祭

に来訪される保護者の方や地域の方及び本学学生に、ボランティア活

動の魅力と学生スタッフの活動を知ってもらうことを目的として実施

した。

　本学統一学園祭には、親子連れや子どもが多く来場するため、子ど

もを対象としてSDGs（特に環境問題）について学んでもらうため、環

境問題というテーマで3つのブースを設けた。当日は多くの子ども達が

訪れ、ゲームを通して環境問題について学びを得る機会となった。

　　日　　時　 11月３日（木）12時00分〜15時30分

　　　　　　　 11月４日（金）10時00分〜16時00分

　　　　　　　 11月６日（日）10時00分〜13時00分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館１階学生ラウンジ

　　参加者数　 102名（学生スタッフ延べ94名、本学学生延べ８名）

企画内容：

・紙芝居

　海洋プラスチック問題を中心とした環境問題について紙芝居で説

明したあと、身近な例を使ったクイズで環境問題について楽しく学

んでもらった。

・ミニゲーム

　牛乳パックや段ボールなどを再利用して作ったおもちゃで魚釣り

ゲームをしてもらった。捨てるはずだったもので遊んでもらうこと

で、リサイクルの大切さやゴミを減らす工夫などについて楽しみな

がら学んでもらった。

・塗り絵

　色鉛筆やクレヨンを使ってSDGsや地球をモチーフにした塗り絵

をしてもらいながら、SDGsについて興味を持ってもらった。

　　企画学生の声

　・初めて学園祭に参加しましたが、とても楽しかったです。子ども達が楽しみながらも環境問題に

ついて学びを深めてくれている姿が、とてもいきいきとしていたのが嬉しかったです。

　・ミニゲームも塗り絵も紙芝居も全て子ども達は楽しそうに体験してくれていました。笑顔で帰っ

ていく子ども達を見ると、とても嬉しく感じました。

　　参加者の声

　・一度もボランティアに参加したことがなかったので、参加してみたいと思って参加しました。来

場してくれた子ども達が可愛かったです。（経済学部・３年次生）

　・子どもとコミュニケーションを取れる良い機会だと思ったので参加しました。学生スタッフの方

も親切で楽しく活動できました。（社会学部・１年次生）

⑰　千里キャンドルロード2022
　吹田市と豊中市にまたがる千里ニュータウンの人口にちなんだ９万個

のキャンドルに灯をともすイベント「千里キャンドルロード」に本セン

ターは2014年度から参加し、今回で８回目となる。10周年を迎えた今

年は、『「出会い」これまでも…これからも…』をテーマに、３年ぶりに

来場予約なしでの開催となった。

　学生スタッフはキャンドルのデザインから考え、2022年度は、約

2000個の紙コップを色づけした大きな赤いハート２つを中心に、伸び

る 蔦 葉 や 青 い 紙 コ ッ プ で 縁 取 り し た「Kandai Volunteer Center 

2022」の白い文字など、工夫を凝らしたデザインを作成した。

　当日は、多くの方が訪れ、暗くなってキャンドルに火が灯されると、

あたり一帯が幻想的な光景になる様子を訪れた方たちが足を止め写真撮影をするなど、笑顔溢れる

光景となった。

　　日　　時　 11月５日（土）11時30分〜21時00分

　　場　　所　 吹田市立千里南公園

　　主　　催　 千里キャンドルロードプロジェクト

　　参加者数　 40名（学生スタッフ33名、本学学生７名）

　　内　　容　 キャンドルデザイン案の作成、キャンドルを入れる紙コップの色付け、

　　　　　　　 キャンドルの設置・点火・見回り・片付け

　　企画学生の声

　・「ここ（関大の作品）すごい！」「ここがメインやね。」などと、来場した方からの嬉しい言葉を

たくさん耳にしました。準備は大変でしたが成功して良かったと思えた瞬間でした。

　・スペースの問題もあり、当日にデザインの変更をしましたが、とても上手に完成させることがで

きて達成感がありました。学生スタッフの参加人数がとても多く、学生スタッフの交流の場となっ

ていたのも良かったです。

　　参加者の声

　・楽しそうだと思ったので参加しました。みんなで一つのものを作れていい経験になりました。（経

済学部・３年次生）

　・学園祭期間で授業がなく時間が空いていたこともあり、参加を決めました。想像していた以上に

キャンドルに灯をともした光景が綺麗で、また、地域の人達にも満足していただけたようでやり

がいを感じました。（法学部・２年次生）

⑱　大阪マラソン2023給水ボランティア
　今回で11回目の開催を迎える大阪マラソンは、チャリティ文化の普

及を目指す日本最大規模の都市型市民マラソンである。本学は第1回大

会からオフィシャルスポンサーとして参画している。

　活動を通して本学学生が大阪を盛り上げるとともに、ボランティアの

楽しさややりがいを感じてもらう機会とすることを目的として実施し

た。

　当日は、本学学生が給水ボランティアとして携わり「みんなでかける

虹。」というスローガンのもと、29,285人のランナーをサポートした。

給水や応援を通してランナーの方と関わり、参加した学生にもよりボラ

ンティア楽しさやスポーツの魅力を感じてもらうことができる活動と

なった。

　　日　　時　 ①事前説明会：２月15日（水）13時00分〜14時30分

　　　　　　　 ②活　　　動：２月26日（日）７時30分〜12時00分

　　場　　所　 ①千里山キャンパス第２学舎４号館BIGホール100

　　　　　　　 ②大阪マラソン第１給水所（５ km地点／中之島・本町ブロック）

　　参加者数　 191名（学生スタッフ22名、本学学生58名、体育会所属学生108名、職員３名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明、ボランティアセンターの紹介

　　　　　　　 ②給水所でのランナーへの給水提供

　　参加者の声

　・中学校の頃からマラソンに興味があり、実際に見てみたかったので参加しました。ランナーの皆

さんが一生懸命走りつつも、僕らボランティアに「ありがとう」と声を掛けてくれたことがすご

く嬉しかったです。（環境都市工学部・２年次生）

　・2021年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響で中止になってしまったので、今回は絶対に

参加しようと決めていました。関西大学の多くの学生が大阪マラソンという大きなイベントに携

われて、盛り上げることができて良かったです。（システム理工学部・2年次生）

⑲　飛鳥ハーフマラソン2023給水ボランティア
　関西大学と縁の深い奈良県明日香村で開催される飛鳥ハーフマラソン

に2021年度に引き続き2022年度も学生ボランティアをいう形で参加

した。本学学生が学生ボランティアとして参加することで地域貢献活動

に寄与するとともに、ボランティア経験の浅い学生に対してボランティ

アのやりがいや魅力を広めることを目的として実施した。

　明日香村は「飛鳥・藤原の宮都とその関連資産群」として世界遺産登

録をめざしており、その構成資産の半分以上を巡ることができるように

コースが設定されている。また、持続可能な社会づくりのためにソフト

フラスク（折りたためる携行給水ボトル）の配布や、参加費等の一部で

菜の花のタネを購入して景観保全に役立てるなど、様々な取り組みが行

われている。

　当日は、スタートからおよそ11km地点の棚田に設けられた第２給食所で甘酒の提供を行った。

　　日　　時　 ①事前説明会：３月１日（水）10時00分〜11時30分 

　　　　　　　 ②活　　　動：３月12日（日）８時00分〜13時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②奈良県高市郡明日香村

　　参加者数　 18名（学生スタッフ11名、本学学生７名）

　　内　　容　 ランナーへの給水

　　企画学生の声

　・給水を行っていると、ランナーの方に「ありがとう」と声をかけていただくことがあり、ボラ

ンティアをしている側の自分たちが元気をもらい、ボランティアに参加してくれた学生に活動を

通してやりがいを感じてもらうことができました。

　・ボランティアに参加していただいた関大生との交流を楽しむことができ、ランナーの方の笑顔を

見ることができてとても充実した時間を過ごすことができました。

　　参加者の声

　・スポーツが好きなので、スポーツに関われるボランティアをやってみたいと思い参加しました。

ランナーの方に「ありがとう」と声をかけていただくこともあり、喜んでいただけていると感じ

られて嬉しかったです。（文学部・１年次生）

　・もともと給水ボランティアをしてみたいと思っていたので参加しました。ランナーの方と言葉を

交わしたり、アイコンタクトを取ることができたりしたことが嬉しかったです。（法学部・２年

次生）

⑳　子ども遊びボランティアinまちなかリビング北千里
　2022年度初めて企画を募集し、ベストアイデア賞を獲得した「学童

保育ボランティア」として、まちなかリビング北千里にて、ソフトバス

ケット大会（3on3）のお手伝いやボードゲーム・カードゲームを使用

した遊び等、子どもとのふれあいを通して、子どもとのかかわり方や距

離の縮め方を学び、コミュニケーション能力を向上させることを目的と

して実施した。

　当日はソフトバスケット大会の運営補助だけでなく、子ども達と一緒

にチームを組んで参加したり、小学生vs大学生の試合を行い、ソフトバ

スケット大会を盛り上げた。また、同施設で管理しているボードゲーム

やカードゲーム等の様々な遊び道具を使用して、ソフトバスケットの参

加待ちの子ども達やスポーツが苦手な子ども達と遊ぶ活動も行った。

　　日　　時　 ３月23日（木）16時00分〜18時00分

　　場　　所　 まちなかリビング北千里

　　参加者数　 13名（学生スタッフ５名、本学学生８名）

　　内　　容　 ソフトバスケット大会の運営補助・参加、子ども達との交流

　　企画学生の声

　・下見を行った時より子ども達の人数が多かったのにも関わらず、学生ボランティアの方々全員が

子ども達と交流をしていただくことができました。活動の最後まで、子ども達と交流するという

ことができ、手持ち無沙汰にならなかったことが非常に良かったと思います。また、児童センター

の職員さんには行くたびに「来てくれてありがとう。」というお言葉をいただくことができて、

嬉しいです。

　　参加者の声

　・子どもと遊ぶことがボランティアになるのならやってみたいと思ったので参加しました。子ども

と触れ合う中で、子どもにしかない発想を多く学び、とても楽しく活動することができ、ボラン

ティアに参加して良かったと思いました。（経済学部・1年次生）

　・子どもと遊びたいと思ったので参加しました。ボランティアに参加した自分が子どもから元気を

もらい、ボランティアにはこんな魅力もあるんだと実感しました。（大学院・2年次生）

（３）雨天中止事業

①　第4回大和川大掃除～未来につなげよう300人の小さな一歩～
　堺キャンパスの近くを流れる大和川河川敷において、各キャンパスの

学生、体育会所属学生、ボランティア団体所属学生、大学職員、ミズノ

株式会社社員など総勢300名が海につながる河川の環境美化に取り組む

ことで、SDGsや海洋プラスチック問題などを改めて意識してもらうこ

とを目的として企画したもの。

　学生スタッフは設立以来、本学学生にボランティア活動を通じてボラ

ンティアの魅力を知ってもらうために、様々なボランティア活動を同じ

学生目線で企画・運営してきた。特に河川敷の清掃活動については、

2011年度から2016年度まで500名規模で淀川河川敷の大掃除を行い、

ゴミの減少に貢献した。2017年度からは大和川河川敷に活動場所を移

し、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により規模を縮小することもあったが、継続的に清掃活

動を行っている。

　2022年度は多くの関大生にボランティア活動の魅力を知ってもらうべく、体育会11団体にご協

力いただき、コロナ禍前と同規模の300名で実施することを企画した。また、ボランティア活動を

通じて双方の充実と発展に寄与するため、本学と連携協定を結んでいるミズノ株式会社にもご参加

いただくことになっていたが、残念ながら当日雨天のため中止となった。

　　日　　時　 ２月19日（日）10時00分〜12時00分

　　場　　所　 大和川公園河川敷周辺

　　協　　力　 大和川河川事務所

　　　　　　　 ミズノ株式会社

　　内　　容　 大和川河川敷での清掃

花植え活動の様子 花植え活動の様子 花植え活動の様子



− 25 − − 26 − − 27 − − 28 − − 29 − − 30 − − 31 − − 32 −

− 33 − − 34 − − 35 − − 36 − − 37 − − 38 − − 39 − − 40 − − 41 − − 42 −

− 43 − − 44 − − 45 − − 46 − − 47 − − 48 − − 49 − − 50 − − 51 − − 52 −
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　学生の中には「ボランティアに関心があるけど一歩踏み出せない」という学生もおり、学生スタッ

フはそのような学生を後押しできるような学内のボランティア活動の企画のほか、様々な社会問題へ

の啓発活動を行っている。

（１）学生スタッフ企画

　学生スタッフ企画とは、ボランティア活動の魅力を広めるため、まずは学生スタッフ自身がボラ

ンティアの魅力を再認識するために企画・参加しているプログラムである。

①　ボランティア懇談会
　ボランティアに関心のある関西大学の学生にボランティア活動の魅力

を発信する１つの手段として、ボランティアコーディネートを実施して

いる。より多くの学生に参加してもらうことを目的として普段はお昼休

みに実施しているボランティアコーディネートを、今回はお昼休みから

３限終わりまで開室時間を延長して実施した。

　　日　　時　 ５月 13 日（金） 12時20分〜15時00分

　　場　　所　 誠之館２号館１階ボランティアステーション

　　内　　容　 ボランティアコーディネート

②　富士山自然保護ボランティアツアー（法政大学主催3大学連携事業）
　3大学（法政大学・明治大学・関西大学）連携事業の一環として、法政大学主催の世界遺産であ

る富士山の麓で森林整備事業に参加した。

　団体の方からオーバーユーズ（使いすぎ）やアンダーユーズ（活用不足）の重要性、環境問題に

ついてなどのお話を伺った後、6〜7名ずつのグループに分かれて森林保全活動に取り組んだ。草

木の伐採や薪割り、枯れ木処理など、慣れない作業を行うのは大変であったが、休憩時間には木登

りをしたりブランコに乗ったりして、日常では味わえない大自然とのふれあいを楽しんだ。

　　日　　時　 ５月22日（日）９時45分〜17時00分

　　場　　所　 静岡県富士宮市

　　主　　催　 認定特定非営利活動法人富士山クラブ

　　参加者数　 37名（学生スタッフ4名、職員1名、

　　　　　　　 他大学学生32名）

　　内　　容　 草木の伐採、薪割り、枯れ木処理

　　学生スタッフの声

　・階段づくりや道の開拓など、自分が想像していたよりもはるかに本格的な活動ができました。日

常生活の中で鍬や鋸を使ったりすることがないため、初めはうまく使えませんでしたが、コツを

つかんだ後は気持ち良い程スムーズに切れるようになったのが本当に楽しかったです。

③　びわ湖を美しくする運動
　 2022年度に引き続き、琵琶湖の特定外来生物の現状を把握

するために、実際に琵琶湖に足を運び、滋賀県が毎年7月1日

において「びわ湖の日」に実施している「びわ湖を美しくする

運動」の特定外来生物のオオバナミズキンバイおよびナガエツ

ルノゲイトウの駆除活動に参加した。

　滋賀県が取り組む、琵琶湖の環境保全について、現状と課題、

特に侵略的外来水生植物の繁殖力やその影響による被害を伺

い、行政として滋賀県が取り組むボランティアに関して知見を

深めた。また、実際に、湖岸に生息する大量のナガエツルノゲ

イトウを手作業で取り除く体験を行い、学生スタッフとして何

ができるのかを考えることに繋げ、今後企画する「琵琶湖ツー

リズム！～大学生で考える環境ボランティアの未来2022（実

践編）〜」で実現することとした。

　　日　　時　 ７月１日（金）９時00分〜10時30分

　　場　　所　 滋賀県大津市　大津市なぎさ公園周辺

　　協　　力　 滋賀県琵琶湖環境部自然環境保全課

　　参加者数　 ７名（学生スタッフ５名、職員２名）

　　内　　容　 特定外来生物オオバナミズキンバイおよびナガエツルノゲイトウの駆除及び関係者

への取材

④　2022ボランティア新企画募集～あなたの想いを伝えよう～
　関大生からボランティアの新企画を募集し、学生スタッフが企画者のボランティアへの想いを他

の学生に伝えるお手伝いをする。また、そのボランティアを実現することで学生スタッフの活動に

新しい視点を取り入れることを目的として、2022年度から新しく実施した。

　SDGsを意識した内容のボランティア活動で、関大生が学生スタッフとともに行うことができる

新たな企画を募集したところ、８事業の応募があり、ヒアリングなど選考を重ねベストアイデア賞

として「学童保育ボランティア」、学生スタッフ特別賞として「動物愛護団体のお手伝いをして、

犬猫と触れ合おう」の２事業が選ばれた。

　ベストアイデア賞として選ばれた「学童保育ボランティア」は学生スタッフのサポートのもと、

大阪府吹田市の「まちなかリビング北千里」にて、来館する子ども達と遊び、交流するボランティ

アとして実際に実施し、特典②として本センター活動報告書にも掲載した。

　　募集期間　 ７月25日（月）〜８月31日（金）

　　募集内容　 SDGsを意識した内容で、複数名が参加できて、みんなで

楽しめるボランティア活動のアイデア

　　募集対象　 関西大学に所属の個人またはグループ
特典： ①選ばれたアイデアは、学生スタッフのサポートのもと、実際に企画として実施

②ボランティアセンターが発行する「活動報告書」に記載
③ボランティア体験ツアーに企画者の名前を付すことができる

　　応 募 数　 ８グループ
○ キャンパスで大地震発生から避難までを考える・新！関大クリーン大作戦
○ 子ども達が防災について学べる遊びを提供する活動・子ども達とのふれあい大作戦
○ 二酸化炭素を減らし地球の環境を守るための植林ボランティア
○ 私たちの手で綺麗な海を守ろう！海岸清掃in大阪湾沿岸の浅場
○ 学童保育ボランティア・動物愛護団体のお手伝いをして、犬猫と触れ合おう

　　学生スタッフの声

　・アイデアを応募してくれたグループへヒアリングを行うことで、アイデアをより具体的に深掘す

ることができました。

　・多くの学生に参加してもらうために、広報期間をより長く設け、ボランティアセンター機関誌の

配布などで知ってもらう機会を作る工夫をするべきでした。また、体験ツアー化する企画を選定

してから実施までに時間がかかりすぎたため、次に実施する際は実施までのプロセスまで細かく

決めておきたいです。

⑤　ようこそ！　関大サロンへ
　コロナ禍でも実施できるボランティア活動として、吹田市社会福祉協議会の協力を得て、2021

年度から高齢者施設に入所する方々とZoomを繋いだオンライン交流会を開始した。

　同世代の交流だけでなく、高齢者のような日常の中ではつながりを持ちにくい異世代との交流を

通して、高齢者の人々の文化を享受するだけでなく、一緒にゲームや歓談を行い、地域において世

代を超えたつながりや相互理解を深める機会を創出することを目的として実施した。加えて、高齢

者の方との接し方を学び、学生のコミュニケーション能力の向上を図るとともに、高齢者の方や施

設職員との関わりの中で、どのようなボランティアや支援が必要なのかを知り、これから新たに行

う活動を企画する際の気づきを得ることができた。

　今後は、関大生を募集してボランティア体験ツアーとして実施することを予定している。

　　日　　時　 ①９月５日（月）13時30分〜14時30分

　　　　　　　 ②３月15日（水）13時30分〜14時30分

　　場　　所　 オンライン（Zoom）

　　受入団体　 社会福祉法人 秀明会「特別養護老人ホーム あす～る吹田」

　　参加者数　 ①10名（学生スタッフ４名、職員２名、高齢者３名、施設職員１名）

　　　　　　　 ②11名（学生スタッフ３名、職員３名、高齢者３名、施設職員２名）

　　内　　容 高齢者とのゲーム・クイズ、歓談

　　学生スタッフの声

　・高齢者の方が「楽しかった、ありがとう」と言って涙まで流してくださり、短い時間で、これほ

ど感動していただけたのがとても嬉しかったです。

　・普段あまり話すことのない年代の方々と会話することができ、とても思い出に残る良い時間を過

ごせました。

⑥　まちFUNまつりin関西大学2022　子ども店長サポートボランティア
　子ども達を中心に、ともに楽しみ学べる場を地域に作ることを目的として活動している特定非営

利活動法人 ママふぁん関西との共催事業として実施した。

　「地域に開かれた大学」を目指して始まった本イベントは、今回で6回目を迎えた。学生スタッ

フも毎年運営補助ボランティアとして参加しており、2022年度は子ども達が店長となって出展

ブースのお店を手伝い、お金のやりとりも行うことで働く楽しさやお金の大切さを学ぶ職業体験イ

ベント「子ども店長」企画のサポートを行った。

　事前にお給料袋やくじを作成し、当日も会場設営の手伝いを行った。来場した子ども達がエプロ

ンに着替える手伝いや働くお店を決めるくじ引きの対応をする中で、学生スタッフは子ども達の緊

張がほぐれるように、声掛けをするなど工夫しながら活動をした。

　　日　　時　 10月９日（日）10時00分〜13時30分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館およびその周辺

　　参加者数　 学生スタッフ７名

　　内　　容　 お給料袋やくじの作成、会場設営、「子ども店長」事業のサポート、子ども達との交流

　　学生スタッフの声

　・子ども達の元気な姿に勇気づけられる、楽しい時間でした。

　・子ども店長自身が楽しかったと笑顔で言ってくれたり、お給料を手渡しするときにありがとうと

声をかけてくれたりして、うれしかったです。

⑦　非常食配布イベント
　防災意識の向上はもちろん食品ロス削減に取り組むことでSDGsの「つくる責任　使う責任」の

達成への貢献を目指して、公益社団法人 日本非常食推進機構より提供していただいた使用期限が

迫った非常食（防災備蓄品）を配布した。

　当日は、保存用ビスケット、保存用飲料水、アルファ化米の三種類の非常食を配布するのにあわ

せて、学生スタッフが広く認知されるように広報を行った。

　配布数は、保存用ビスケット300個、保存用飲料水100本、アルファ化米41個だった。

　　日　　時　 10月10日（月）12時20分〜12時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館１階学生センター前

　　参加者数　 学生スタッフ７名

　　内　　容　 保存用ビスケット・保存用飲料水・アルファ化米の配布

（２）ボランティア体験ツアー

　ボランティア体験ツアーとは、「ボランティアに関心があるけど一歩踏み出せない」という学生に、

ボランティアの第一歩として気軽に参加できるボランティア活動として実施しているプログラムで

ある。

①　関大クリーン大作戦～関大前の交流の輪を広げよう！～
　関西大学周辺まちづくり勉強会※主催の清掃活動にボランティア活動

として参加した。

　当日は、地域の方や体育会学生と協力して、関大前通りや千里山ユー

トピア遊園の清掃を行った。道端にはタバコの吸い殻が多く、側溝にも

マスクや包装紙のゴミが多く落ちていた。ゴミ拾いを終えたら、根を残

さないように専用の道具などで掘り起こしながら千里山ユートピア遊園

の除草作業を行った。普段なかなか関わることのない地域の方と交流し

ながらの活動となり、終始笑顔が絶えない時間となった。

※阪急電鉄関大前駅周辺の地域において、安心・安全で活力と魅力あふれる「ま
ちづくり」を推進し、自治会、関大前商店街、学校法人関西大学及び行政で
課題を共有し、方策を検討することを目的とした組織。現在は、関大前ラボ
ラトリ（通称まち・かん）の管理運営及び関大前周辺地域の美化活動を主な活動としている。

　　日　　時　 ４月14日（木）８名、５月12日（木）雨天中止、６月９日（木）６名、10月13日（木）

７名、11月10日（木）３名、12月８日（木）７名　14時00分〜15時00分

　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ15名、本学学生延べ16名

　　場　　所　 阪急電鉄関大前駅～関西大学正門の周辺道路、千里山ユートピア遊園

　　主　　催　 関西大学周辺まちづくり勉強会

　　内　　容　 関大前通り、千里山ユートピア遊園の清掃

　　企画学生の声

　・関大前はタバコのゴミや雑草が多く、清掃のやりがいが大きいと感じました。また、地域の方や

関大生とも交流しながら行えたため、最後まで良い雰囲気で清掃できたと思います。

　・参加してくれた関大生と活動中もたくさん話せました。１人で清掃に集中するよりも話しながら

のほうが楽しく、時間が過ぎるのが早かったです。

　　参加者の声

　・コロナ禍でも自分がやれることに挑戦したかったから参加しました。地域の人と交流できてよ

かったです。（社会学部・２年次生）

　・街が綺麗になっていくのがうれしかったです。地域の人たちとも協力しあうことができて、充実

した時間でした。（法学部・1年次生）

②　関大クリーン大作戦in高槻
　普段利用している駅やキャンパス周辺を清掃し、景観を保護すること

で、学生や地域の方々が気持ちよく利用することを目的に、また、阪急

高槻市で活動することで高槻キャンパス、高槻ミューズキャンパスの学

生も気軽にボランティアに参加できる機会を設けることを目的として実

施した。

　4月実施時は、阪急高槻市駅周辺の本通り商店街と中通り商店街の二

手に分かれて、清掃活動を実施した。11月実施時は、参加者全員で清

掃活動を実施した。両日とも、最初にアイスブレイクを行い、交流をし

てから清掃活動に取り組んだため、雰囲気がよく楽しく活動することが

できた。

　　日　　時　 ①４月17日（日）９時00分〜10時30分

　　　　　　　 ②11月27日（日）９時00分〜10時30分

　　場　　所　 阪急高槻市駅周辺

　　参加者数　 ①15名（学生スタッフ５名、本学学生10名）

　　　　　　　 ②７名（学生スタッフ６名、本学学生１名）

　　内　　容　 阪急高槻市駅周辺の清掃

　　企画学生の声

　・想像していたよりも多くの人に参加してもらうことができて、アイスブレイクや清掃活動中は参

加者同士の交流があり、いい雰囲気で活動することができてよかったです。

　・活動中に通りがかった地域の方から「お疲れ様です。」というお言葉をいただくことができて、

嬉しかったです。

　　参加者の声

　・友達の輪を広げたいと思い参加しました。ゴミをたくさん拾うことができてやりがいがありまし

た。（社会安全学部・１年次生）

　・少人数のグループに分かれてのゴミ拾いだったので、1人で参加しても他の参加者と話しながら

活動しやすくて良かったです。（総合情報学部・３年次生）

③　淀川掃除
　淀川河川敷の清掃をすることで、大阪湾へゴミが流れ込むことを防ぎ、

淀川の水質や景観を保護することを目的に、また、清掃活動という気軽

に参加できる点を活かして、関大生にボランティア活動の魅力を広める

機会にすることを目的として実施した。2021年度には、淀川河川事務

所に相談を行ったうえで、これまで清掃を行っていた南方地区から行政

の対応が追い付いていないより河口の西淀川区福町地区へ場所の変更を

行った。

　４月実施時は雨天だったため、河川敷の手前を２グループに分かれて

清掃活動を行い、途中でグループを入れ替える等、参加者同士がより多

く関われるよう工夫を行った。

　10月実施時は晴天に恵まれ、5グループに分かれて河川敷を広く清掃

した。

　　日　　時　 ①４月24日（日）10時00分〜12時00分

　　　　　　　 ②10月23日（日）10時00分〜12時00分

　　場　　所　 大阪市西淀川区　阪神福駅近くの河川敷

　　参加者数　 ①26名（学生スタッフ8名、本学学生18名）

　　　　　　　 ②20名（学生スタッフ10名、本学学生10名）

　　内　　容　 淀川河川敷の清掃

　　企画学生の声

　・雨の中での実施となり、予定していた通りの淀川掃除は出来ませんでしたが、参加者の方から「楽

しかった」という言葉が聞けて嬉しかったです。

　・通りすがりの地域の方からどこの大学の団体なのかと尋ねられ、「ありがとうね、頑張って！」

とお声掛けいただいて嬉しかったです。

　　参加者の声

　・河川敷には多くのゴミが落ちていて、それらを拾っていくことが単純に楽しかったし、学生ス

タッフの方や参加者の方と色々話せてよかったです。（外国語学部・１年次生）

　・前に参加した清掃ボランティアで誘ってもらったので、参加しました。思っていたよりもプラス

チックのゴミが多くて驚きました。（政策創造学部・１年次生）

④　献血呼びかけボランティア

　献血の必要性を多くの学生に伝えることが、社会貢献につながるとい

うことを知ってもらうこと、また、気軽に参加できる学内ボランティア

を通じて、ボランティアの良さを身近に感じてもらい次のボランティア

活動参加のきっかけを創出することを目的として実施した。

　現在の日本では少子高齢化が進み、輸血を必要とする高齢者の割合が

増える一方で、それを支える若者の献血者数が減っているという危機的

状況にある。また、血液は長期の保存ができないため、安定的な供給が

必要であるが、献血について学生の関心が薄いのが現状である。

　献血を実施の広報だけでなく、当日は、献血車前で看板を持って献血

協力の呼びかけを行った。

　　日　　時　 ４月25日（月）14名、４月26日（火）９名、５月10日（火）６名、６月７日（火）８名

　　　　　　　 10月12日（水）10名、10月20日（木）３名、11月11日（金）６名、12月５日（月）４名

　　　　　　　 11時30分〜13時30分、12時00分〜13時00分

　　　　　　　 ※10月20日は関大防災DAYの事業の一環として実施した。
　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ40名、本学学生延べ20名

　　場　　所　 千里山キャンパス総合図書館前、悠久の庭前、

　　協　　力　 大阪府赤十字血液センター

　　内　　容　 献血への協力呼びかけ

　　企画学生の声

　・授業終わりで人通りが多い時間帯に呼び込み時間を設定したため、効果的に呼びかけが行えたと

思います。前を通った方が自分たちの呼びかけに反応してくださって嬉しかったです。また、毎

月行っているので声を出すことに慣れてきて、積極的に声かけをすることができました。

　・呼びかけを行ったことで、多くの学生に献血実施中であることに気付いてもらうことができまし

た。呼びかけに反応してくださる方もいて嬉しかったです。

　　参加者の声

　・輸血経験があるため、恩返しになればと思って参加しました。活動はアットホームな雰囲気で楽

しむことができました。（文学部・２年次生）

　・自分が想像していた以上に人が集まり、献血に協力していたので、声掛けの達成感を感じました。

（商学部・３年次生）

⑤　関大花植え活動（大学昇格100年記念）
　大学昇格100年記念事業の一環として、経済学部と商学部の学び舎で

ある第２学舎１号館前の広場を、山岡順太郎の胸像とともにリニューア

ルすることとなり、管財課の協力のもと、花壇の花植え活動を実施した。

大学昇格100年という節目に、緑のなかで新しい仲間と出会って交流し

ながら、学生たちの愛校心を育むこと。また、今後の広報を含めて、「ボ

ランティアセンター学生スタッフ」が大学内で広く認知されることを目

的として実施した。

　当日は、業者の方の指示に従いながら土を掘り、花を植えた。活動の

途中から雨が降りだしたため、レインコートを着用しての活動になった

が、参加者全員が熱心に取り組んだ結果、予定よりも広い範囲に花を植

えることができた。

　　日　　時　 ５月13日（金）９時00分〜12時10分

　　場　　所　 千里山キャンパス第2学舎1号館前広場

　　参加者数　 30名（学生スタッフ９名、本学学生21名）

　　内　　容　 花壇の花植え

　　企画学生の声

　・花を植える場所の土が硬くて、掘るのに思ったより時間がかかって大変でした。また、植えると

きに花の間隔や全体のバランスを考えるのが難しかったので、わからないことがあったら業者の

方に質問しながら作業をすすめました。

　・業者の方から「これからも手伝いにきてほしい」と言って褒めていただけて、嬉しかったです。

　　参加者の声

　・花植えに興味が湧いたので参加しました。想像していたよりも体力を使い、花壇がきれいになっ

ていくのが分かってやりがいがありました。（システム理工学部・４年次生）

　・ボランティア活動を体験してみたかったので参加しました。自分の活動が花というかたちで残っ

て嬉しいです。（文学部・１年次生）

⑥　高槻景観美化ボランティア
　自然と共生する「花と緑のまちづくり」に寄与することを目的として

いる高槻市のNPO法人「花と緑のまちづくり 高槻景観園芸クラブ」と

の連携事業として活動に参加し、学生に環境美化、地域交流の必要性を

学んでもらうことを目的として実施した。

　高槻景観園芸クラブの方々から活動の説明を受けた後、初対面の学生

の緊張をほぐすためにアイスブレイクを行った。高槻景観園芸クラブの

方々の指示に従い、苗床を整備して花を植えていく中で、良い苗の見分

け方や植物の種類なども教えていただいた。

　11月実施時は花を植えた後、花壇周りや他の花壇に積もった大量の

落ち葉を拾い集め、花壇全体の景観を美しく整えた。

　幅広い世代の憩いの場所である公園を美化し、まちづくりに関心を持

てるような事業は貴重なものであり、団体の方々とコミュニケーション

を取りながら、楽しく花植え活動を行うことができた。

　　日　　時　 ①５月14日（土）８時50分〜11時00分

　　　　　　　 ②11月20日（日）９時00分〜11時00分

　　場　　所　 大阪府高槻市　高槻城公園

　　　　　　　 連携先 NPO法人 花と緑のまちづくり 高槻景観園芸クラブ

　　参加者数　 ①７名（学生スタッフ５名、本学学生２名）

　　　　　　　 ②６名（学生スタッフ４名、本学学生２名）

　　内　　容　 高槻城公園内の花壇の手入れ、地域の方との交流

　　企画学生の声

　・団体の方といろんなお話をしながら花植え活動を行い、花植えをしたことがない学生でも不安な

く楽しめた事業でした。参加学生にボランティアの魅力を伝えるとともに、自身も改めてボラン

ティアの魅力を感じることができました。

　・花にも一つ一つ個性があり、それぞれに花の魅せ方があるのだと初めて知り、ただ活動するので

はなく、何かを意識して取り組むことの大切さを学びました。

　　参加者の声

　・花壇の手入れをしたことがなく、一度してみたいと思ったので参加しました。花壇が綺麗になっ

た際に感じた達成感や団体の方々との交流を通じて、ボランティアの魅力や楽しさを感じること

ができました。（法学部・４年次生）

⑦　関大クリーン大作戦in梅田
　梅田キャンパスの周辺を清掃することで環境や景観を保護し、通行す

る人々が気持ちよく過ごすことができるようにすること、気軽に参加で

きるボランティア活動として清掃活動に参加することでボランティアの

やりがいや楽しさを感じてもらうことを目的として実施した。

　当日は、梅田キャンパスの教室にてアイスブレイクを行ったあと、２

グループに分かれて茶屋町エリアの清掃を約１時間行った。清掃活動中

には、通りがかった人や清掃ルートの並びにある店舗の方からお礼の言

葉をもらうことができ、参加者の達成感や満足感につながった。日曜の

朝ではあったが人通りや車が多く、学生スタッフが時折声をかけて注意

を促しながら活動した。

　　日　　時　 ①５月15日（日）９時00分〜11時00分

　　　　　　　 ②11月13日（日）９時00分〜11時00分

　　場　　所　 梅田キャンパス周辺

　　参加者数　 ①19名（学生スタッフ５名、本学学生14名）

　　　　　　　 ②13名（学生スタッフ３名、本学学生10名）

　　内　　容　 梅田キャンパス周辺の清掃

　　企画学生の声

　・アイスブレイクで学部や趣味などの自己紹介を行ったので、活動中の話題ができてすごく話しや

すかったです。友達同士が一緒になるようにグループ分けしたのがよかったのか、参加した学生

同士楽しそうに活動していました。

　・清掃の距離を延ばすなどの工夫をしましたが、ルートによってゴミの量が違っていたので、ルー

トの見直しが必要だと感じました。雨の中での活動でしたが、みんなで楽しく清掃活動ができた

ので嬉しかったです。

　　参加者の声

　・活動場所が梅田なので参加しやすいと思い参加しました。普段なかなかゴミ拾いを行う機会がな

かったので経験できて良かったです。（商学部・１年次生）

　・一度ボランティアに参加してみたいと思ったので参加しました。自分たちで街を少しでも綺麗に

する活動ができ、良い経験になりました。（社会安全学部・１年次生）

⑧　関大クリーン大作戦～千里山キャンパス周辺の清掃～
　普段自分たちが利用している千里山キャンパス周辺を清掃することで

環境や景観を保護し、関大生や地域の方々がより気持ちよく過ごすこと

ができる。また、授業の空きコマに気軽に参加できることでボランティ

ア活動を身近に感じてもらうことを目的として実施した。

　活動前にアイスブレイクを行い、学部や学年に関係なく学生同士が交

流することで、その後の活動も和やかな雰囲気で進めることができた。

清掃は関大前ルートと名神高速道路沿いルートの2コースに分かれて

行った。ゴミは「燃えるゴミ」「ビン・カン」「ペットボトル」の3つに

分類して集めたが、タバコの吸い殻が最も多く、ゴミを拾うだけでなく、

今後はゴミを捨てる人が少なくなるように啓発を目的とした活動も検討

している。

　　日　　時　 ①５月21日（土）10時40分〜12時10分

　　　　　　　 ②10月15日（土）10時40分〜12時10分

　　場　　所　 千里山キャンパス周辺

　　参加者数　 ①10名（学生スタッフ３名、本学学生７名）

　　　　　　　 ②16名（学生スタッフ７名、本学学生９名）

　　内　　容　 千里山キャンパス周辺の清掃

　　企画学生の声

　・ゴミの量が少なく、やりがいを感じにくいのではないかと心配でしたが、清掃中はずっと楽しく

会話しながら活動を行うことができました。

　・参加者の１回生が１人で、他の上級生と仲良くなれるかどうか不安がありましたが、始まってみ

ればみんな会話が絶えず、終始楽しく活動することができました。

　　参加者の声

　・自分が通っている大学に恩返しをしたいと思って参加しました。意外と大学の周りが綺麗だった

ことに驚きました。（社会学部・３年次生）

　・アルバイトをやっていないため、他に何か出来ることはないか、頑張れることはないか、と探し

ていたらこのボランティアを見つけて参加しました。意外と細かいゴミが多く、拾うのが大変で

したが、充実した時間を過ごせました。（法学部・１年次生）

⑨　関西大学×法政大学 スポーツゴミ拾い
　法政大学と連携しZoomを用いて合同でゴミ拾いを実施した。「スポー

ツゴミ拾い」とは、制限時間内に指定されたエリアのゴミを拾い、拾っ

たゴミの量と種類で得点を競い合うというスポーツ要素を加えた、日本

発祥の新感覚清掃活動である。ゴミ拾いにスポーツ要素をかけ合わせる

ことで、ゴミ拾いをスポーツ感覚で楽しみ、ボランティアへの興味を引

き出し、法政大学の学生と交流を深め、参加者同士で協力してゴミ拾い

を行うことで連帯感や達成感を得ることを目的として実施した。

　当日は、Zoomを繋ぎながらキャンパス周辺の清掃を行い、清掃の様

子だけでなく、キャンパスの様子なども映すことで大学の所属を超えて、

学生ボランティア同士の交流も行うことができた。

　　日　　時　 ①５月29日（日）14時00分〜16時20分

　　　　　　　 ②３月13日（月）13時50分〜16時20分

　　場　　所 ①関西大学千里山キャンパス周辺および凜風館１階学生ラ

ウンジ

　　　　　　　 　法政大学市ヶ谷キャンパス周辺および外濠校舎３階S305

　　　　　　　 ②関西大学千里山キャンパス周辺および尚文館１階マル

チメディアAV大教室

　　　　　　　 　法政大学市ヶ谷キャンパス周辺および外濠校舎３階S305

　　共　　催 法政大学ボランティアセンター、法政大学ボランティアセ

ンター学生スタッフ VSP

　　参加者数 ①32名（学生スタッフ10名、本学学生７名、法政大学15名）

　　　　　　　 ②25名（学生スタッフ７名、本学学生６名、法政大学12名）

　　内　　容 それぞれのキャンパス周辺のゴミ拾い、クイズ大会、法政大学との交流

　　企画学生の声

　・拾ったゴミを得点化して競うのはゲーム感覚があり、参加者

に楽しんでもらえたように思います。参加者の方がゴミを袋に

入れるときに何を拾ったかを伝えてくれたので、記録がスムー

ズに進みました。

　・単なるゴミ拾いではなく、ゴミを点数化してチーム対抗で競う

ことで、楽しみながらも一生懸命に取り組むことができ、参加

者にボランティアを楽しむ感覚を味わってもらえて、非常に良

かったです。

　　参加者の声

　・スポーツゴミ拾いはゲーム性があり、法政大学の学生と交流し

ながら楽しく活動することができました。（文学部・２年次生）

　・学生スタッフの方もほかの参加者の方も丁寧に接してくれて嬉

しかったです。おかげで楽しく街を綺麗にすることができまし

た。（法学部・２年次生）

⑩　1000000人のキャンドルナイト 茶屋町スロウデイ2022
　梅田・茶屋町エリアの企業、地域団体、学校および行政などが集まっ

て“歩いて楽しいまちづくり”を推進し、茶屋町の魅力を発信する本イ

ベントに2017年度から参加している。魅力発信に取り組み地域の活性

化を行い、キャンドルの灯りを見てくれる人に気持ち安らぐ時間や癒し

を提供することを目的として実施した。

　2022年度は「Convivial 〜ともに愉しむ日～」をテーマに、３年ぶ

りの現地開催となった。「キャンドルの灯りが人々の心に安らぎと未来

への希望をもたらすように」という願いを込めて、学生スタッフは

CHASKA茶屋町（ジュンク堂書店）前にキャンドルアートを設置した。

　事前に学生スタッフが考えたデザインを基にキャンドル装飾を行い、

設置・点火・火の見守り・会場の片付け等の活動を行った。

　キャンドルに火が灯り、日が落ちて街が暗くなるにつれて、大勢の方がキャンドルアート前で足

を止めて写真撮影を行い、キャンドルの光に照らされた笑顔に溢れたイベントとなった。

　　日　　時　 ①事前説明会：５月25日（水）12時20分〜12時50分

　　　　　　　 ②活　　　動：６月１日（水）13時00分〜22時00分

　　場　　所　 ①千里山キャンパス凜風館1階ピアエリア／オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②大阪市北区　CHASKA茶屋町

　　参加者数　 24名（学生スタッフ11名、本学学生13名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明会

　　　　　　　 ②キャンドル装飾の制作・設置・点灯・見守り

　　企画学生の声

　・CHASKA 茶屋町全体がキャンドルの温もりに包まれた空間を体感できて良かったし、自分がそ

の空間を作る側として携わることができて嬉しかったです。たくさんの方達が見に来てくれたり

写真を撮ったりしてくれて、地域の活性化に貢献できたと思えました。

　・日が沈んだ後、キャンドルが光っている景色を見た時に、とても感動しました。たくさん写真

を撮っている方や、キャンドルの灯をずっと眺めている方もいらっしゃって嬉しかったです。

　　参加者の声

　・点灯時間までにキャンドルの設置が間に合うか不安でしたが、参加者の方々と協力して取り組み、

デザイン通りのものを完成させることができました。点灯した綺麗なキャンドルを見ると、達成

感や安らぎを感じることができ、ボランティアに参加して良かったと感じました。（社会学部・

１年次生）

　・一緒に活動した関大生と仲良くなることができ、入学してなかなか友達ができなかった自分に

とってすごく嬉しく、楽しいボランティア活動でした。（社会学部・２年次生）

⑪　大和川掃除
　堺キャンパス周辺を流れる大和川河川敷を清掃することで景観を清潔

に保つことができ、地域の方が河川敷をより気持ちよく利用できると同

時に、堺キャンパス周辺の地域貢献活動を目的として実施した。

　本活動は、堺キャンパスに通う学生にとって参加しやすい活動場所で

あることから、堺エリアで活動を展開しているボランティア団体

「WEVO」とも連携して実施している。

　当日は雲が多かったが気温は高かったため、こまめに休憩をとり、熱

中症に気を付けながら清掃活動をした。河川敷には大和川上流から家庭

ゴミやペットボトル等が流れてくるため、参加者全員で力を合わせて清

掃することで河川敷を綺麗にすることができた。

　　日　　時　 ６月５日（日）９時30分〜11時30分

　　場　　所　 大阪府堺市　大和川左岸河川敷

　　参加者数　 72名（学生スタッフ14名、本学学生17名、WEVO所属学生41名）

　　内　　容　 大和川河川敷の清掃

　　協　　力　 WEVO

　　企画者の声

・普段交流する機会が少ないWEVOの方達と交流することが出来て、貴重な機会でした。一見何も

無いように見えても、掘ってみると靴が1足出てくるなど、砂に埋まっているゴミが沢山見られ

ました。

　・同じグループの方たちと楽しく話しながら協力して清掃することができて良かったです。堺キャ

ンパスの方と一緒に活動することは初めてだったので、とても新鮮でした。キャンパス間の交流

にもなり、有意義な活動となりました。

　　参加者の声

・社会経験を積むために参加しました。初対面の人とも話すことができたので良かったです。（法

学部・３年次生）

　・ボランティアの経験を積む良い機会になると考えたので、参加しました。活動自体は思っていた

よりも短く感じ、少人数でのグループだったので活動しやすかったです。（法学部・３年次生）

⑫　吹田くわいボランティア 
　若者の農業への関心が低下し、千里山キャンパスがある吹田市の特産

品である吹田くわいの認知度が低いという現状がある。そこで、吹田く

わいの植え付けから収穫まで一年を通した活動を通して、吹田くわいに

ついて深く理解してもらうとともにボランティアの魅力に気付いてもら

うことを目的として実施した。

　どちらの活動も、農園の方から吹田くわいの説明をしていただき、植

え付けや収穫のコツについてお話しいただいた後、作業を行った。植付

けでは、日常生活では着る機会のない胴長を着用しての作業に苦戦しな

がらも、参加者同士で声を掛け合い農業の大変さを感じながら活動した。

収穫では、備中鍬でくわいを傷つけないように慎重に泥をかき分けなが

ら、全部で約700グラムのくわいを収穫した。

　　日　　時　 ①植え付け：６月16日（木）14時45分〜17時00分

　　　　　　　 ②収　　穫：12月５日（月）14時45分〜17時00分

　　場　　所　 大阪府吹田市　西農園

　　協　　力　 吹田市都市魅力部 地域経済振興室

　　参加者数　 ①13名（学生スタッフ５名、本学学生８名）

　　　　　　　 ②６名（学生スタッフ６名）

　　内　　容 吹田くわいの植え付けと収穫作業の手伝い

　　企画者の声

　・大学のある吹田市の特産品に触れることができ、地域のことを少しでも知るきっかけとなりまし

た。

　・くわいを収穫する作業は考えていたよりも大変でしたが、そのぶん達成感があり、泥の中からく

わいを見つけた時は嬉しい気持ちになりました。頂いたくわいを家に帰って素揚げにして食べて

みると、自分達で収穫したこともあってとても美味しかったです。

　　参加者の声

　・普段の生活で農業に関わることがないので、やってみたいなと思って参加しました。農業体験だ

けでなく、くわいの事を知ることもできてよかったです。（文学部・４年次生）

　・「すいたん」のモチーフであるくわいに興味があったので参加しました。また、学生スタッフの

方が話しやすくてよかったです。農家の方のお話も面白かったです。（法学部・２年次生）

⑬　飛鳥光の回廊2022 ～明日香をともす「和」のひかり～
　明日香村で毎年行われている、石舞台古墳をはじめ岡寺や飛鳥寺など、

明日香村内の代表的な史跡・寺社・施設をろうそくやLEDライトの明か

りで彩る地域活性化イベントで、奈良県明日香村との連携事業として実

施した。

　「キャンドルの輪と和でつながる光」を関西大学のテーマとし、キャ

ンドルのデザインや配置を考え、他の活動では得られない大変さと、よ

り大きなやりがいや達成感を感じることができた。

　残念ながら1日目は雨天のため中止となったが、石舞台古墳や奈良県

立万葉文化館などを見学し、明日香村の歴史や文化的価値について学ん

だ。2日目は、用意した約3000個の色付き紙コップを「ボランティア

センター 2022」という文字やピラミッド、円の形に並べた。夕方から

は多くの方が来場し、写真撮影をしたりと笑顔溢れる楽しい空間となった。

　　日　　時　 ①事前説明会：９月１日（木）12時00分〜13時00分

　　　　　　　 ②活　　　動：９月23日（金）10時00分〜17時00分

　　　　　　　 　　　　　　　９月24日（土）11時00分〜22時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②奈良県高市郡明日香村　川原寺跡

　　連 携 先　 奈良県明日香村

　　参加者数　 40名（学生スタッフ延べ21名、本学学生延べ19名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明

　　　　　　　 ②キャンドルデザイン案の作成、キャンドルを入れる紙コップの制作、

　　　　　　　 　キャンドルの設置・点灯・撤去、明日香村の散策、地域の方との交流

　　企画学生の声

　・イベントが始まると多くの方が見に来てくださり、「きれい」「すごい」などのお声をきくことが

でき、このイベントに関西大学ボランティアセンター学生スタッフとして参加してよかったと思

いました。

　・気温が高い中、多くのキャンドルを並べていくのは大変だったが、みんなで協力し合いながら長

時間かけて作り上げたので、その分、夜になりキャンドルの灯りがきらきらしているのを見ると

とても達成感を感じることができました。

　　参加者の声

　・楽しそうだと思ったので参加しました。思っていたよりずっと大変だったけど、終わったあとの

達成感が気持ちよかったです。（社会安全学部・1年次生）

　・みんなでキャンドルを並べるのがとても楽しかったです。参加して良かったと思いました。（経

済学部・1年次生）

⑭　下校見守り活動
　吹田警察生活安全課防犯係と連携して、千里山キャンパス近くの小学

校に通う子どもが安全に下校できるような環境を守ることを目的とし

て、千里山キャンパス周辺の小学校の下校時間にあわせて正門前で見守

り、声かけを実施した。

　当日は、子どもたちが「さようなら」「気を付けて帰ってね」と声を

かけると元気よく挨拶を返してくれたり、関西大学という名前を見て

「知ってる！」と声をかけてくれたりと、参加した学生ボランティアと

の交流を楽しむ様子が伺えた。

　　日　　時　 10月11日（火）７名、13日（木）４名、14日（金）４名　14時00分〜15時00分

　　　　　　　 10月12日（水）３名　12時45分〜14時15分

　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ10名、本学学生延べ８名

　　場　　所　 吹田市立千里第二小学校

　　協　　力　 吹田警察署生活安全課防犯係

　　内　　容　 小学校正門前での声掛け、見守り

　　企画学生の声

　・見守り活動中はできるだけ腰を屈めて、子どもたちと目線の高さを合わせて挨拶することを心が

けるようにしました。地域に根ざしたボランティア活動を企画できてよかったです。

・元気に挨拶をしてくれた子どもも多く、見守り活動をしている私たちの方が元気をもらいました。

　　参加者の声

　・実際に吹田警察署の方と連携して、見守り活動をするという貴重な経験ができて良かったです。

小学生から挨拶を返してもらえたりして本当にやってよかったと思いました。とてもいい経験に

なりました。（法学部・３年次生）

　・はじめてのボランティア活動で緊張していましたが、学生スタッフの方も職員の方も優しくて安

心しました。見守り活動もやりがいを感じることができたので、参加してよかったです。（商学部・

３年次生）

⑮　琵琶湖ツーリズム！～大学生で考える環境ボランティアの未来2022（実践編）〜
　関西大学ボランティアセンターは2017年度から琵琶湖の保全活動に

取り組んでいる。2017年度は特定外来生物オオバナミズキンバイ駆除

活動、2018年度は清掃活動を実施し、2019年度及び2020年度は新型

コロナウイルス感染症拡大の影響により実施を見合わせた。

　本学主催３大学（法政大学・明治大学・関西大学）連携事業として、

法政大学の学生ボランティアとともに、琵琶湖岸の環境保全活動として

滋賀県長浜市の南浜漁港にて、船の出港を妨げている特定外来生物ナガ

エツルノゲイトウの駆除活動を行った。

　当日は、学生ボランティア全員が胴長とライフジャケットを身につけ、

岸と舟上よりナガエツルノゲイトウの駆除活動を行った。ナガエツルノ

ゲイトウは、琵琶湖や内湖、河川などの水際に生育している水陸両生の多年生の植物で、茎の断片

からも再生するほど繁殖力が強いため、機械ではなく手作業で根や茎をできるだけ残さないように

根本から丁寧に引き抜き、陸に上げる作業を熱心に行った。

　その結果、夕方には、湖面が見えないほど群生していたナガエツルノゲイトウのほとんどを駆除

することができ、参加者全員がやりがいや充実感を得ることができ、大学生として環境ボランティ

アの未来を考えるうえでの契機となった。また、今回の活動を通して、大学の所属を超えて学生ボ

ランティア同士が交流を行うことができ、有意義な1日となった。

　　日　　時　 ①事前説明会：10月11日（火）12時15分〜12時50分

　　　　　　　 ②駆 除 活 動：10月16日（日）７時30分〜18時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②滋賀県長浜市　南浜漁港

　　活動協力　 滋賀県立琵琶湖博物館　特別研究員 /

　　　　　　　 滋賀県琵琶湖環境部 自然環境保全課 副主幹　中井 克樹 氏

　　　　　　　 南浜漁業協同組合

　　参加者数　 ①36名（学生スタッフ30名、本学学生６名）

　　　　　　　 ②42名（学生スタッフ24名、本学学生５名、法政大学９名、教職員４名）

　　内　　容　 特定外来生物ナガエツルノゲイトウの駆除活動

　　企画学生の声

　・ナガエツルノゲイトウは、とるのが難しく、無理に引っ張っても途中で切れてしまうと意味が

なく、ナガエツルノゲイトウの駆除の大変さに驚きました。活動後のきれいな湖面を見たからこ

そ、自然をこれからも大切にしていかなければいけないと感じました。

　・関西大学及び法政大学の学生、職員の方たちと活動中に交流できたので、楽しかったです。自分

たちの活動の成果を現地の方が喜んでくれていたことで、より達成感を感じることができました。

　　参加者の声

　・ナガエツルノゲイトウの駆除活動は、協力することが必須な作業だったので、参加者同士でコ

ミュニケーションをとり新しい輪を広げられてよかったです。（関西大学・３年次生）

　・外来種の駆除という貴重な体験をしてみたいと思い、参加しました。目に見える形で成果が現れ

るので、達成感を感じることができ参加してよかったと感じました。（関西大学・１年次生）

　・晴天の中、関西大学の皆さんと協力して非常に楽しく活動することができました。また、漁協の

方も優しく特定外来生物の駆除方法を教えてくださり、初心者でもすぐに取り組める内容でした。

昼食時は関西大学のみなさんとコミュニケーションを取りながら時間を過ごすことができ、２大

学合同ボランティア活動ならではの有意義な経験となりました。（法政大学・３年次生）

　・関西大学の方々と連携して、特定外来生物を駆除することができて良かったです。また、今回の

駆除活動を通じて、どれだけ湖が汚れているのかを目の当たりにし、今後、自分がどのように環

境活動に関わっていけばいいのかを考える良い機会になりました。（法政大学・２年次生）

⑯　2022年度学園祭「環境問題ってなんだろな？〜クイズで！ゲームで！楽しく学ぼう！〜」
　学生スタッフは、淀川河川敷の清掃活動や琵琶湖の特定外来生物の

駆除活動などといった環境保全活動を普段から多数実施している。そ

ういった経験を活かし、遊びを通して子ども達に環境問題について考

えるきかっけをもってもらえるような企画とした。また、統一学園祭

に来訪される保護者の方や地域の方及び本学学生に、ボランティア活

動の魅力と学生スタッフの活動を知ってもらうことを目的として実施

した。

　本学統一学園祭には、親子連れや子どもが多く来場するため、子ど

もを対象としてSDGs（特に環境問題）について学んでもらうため、環

境問題というテーマで3つのブースを設けた。当日は多くの子ども達が

訪れ、ゲームを通して環境問題について学びを得る機会となった。

　　日　　時　 11月３日（木）12時00分〜15時30分

　　　　　　　 11月４日（金）10時00分〜16時00分

　　　　　　　 11月６日（日）10時00分〜13時00分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館１階学生ラウンジ

　　参加者数　 102名（学生スタッフ延べ94名、本学学生延べ８名）

企画内容：

・紙芝居

　海洋プラスチック問題を中心とした環境問題について紙芝居で説

明したあと、身近な例を使ったクイズで環境問題について楽しく学

んでもらった。

・ミニゲーム

　牛乳パックや段ボールなどを再利用して作ったおもちゃで魚釣り

ゲームをしてもらった。捨てるはずだったもので遊んでもらうこと

で、リサイクルの大切さやゴミを減らす工夫などについて楽しみな

がら学んでもらった。

・塗り絵

　色鉛筆やクレヨンを使ってSDGsや地球をモチーフにした塗り絵

をしてもらいながら、SDGsについて興味を持ってもらった。

　　企画学生の声

　・初めて学園祭に参加しましたが、とても楽しかったです。子ども達が楽しみながらも環境問題に

ついて学びを深めてくれている姿が、とてもいきいきとしていたのが嬉しかったです。

　・ミニゲームも塗り絵も紙芝居も全て子ども達は楽しそうに体験してくれていました。笑顔で帰っ

ていく子ども達を見ると、とても嬉しく感じました。

　　参加者の声

　・一度もボランティアに参加したことがなかったので、参加してみたいと思って参加しました。来

場してくれた子ども達が可愛かったです。（経済学部・３年次生）

　・子どもとコミュニケーションを取れる良い機会だと思ったので参加しました。学生スタッフの方

も親切で楽しく活動できました。（社会学部・１年次生）

⑰　千里キャンドルロード2022
　吹田市と豊中市にまたがる千里ニュータウンの人口にちなんだ９万個

のキャンドルに灯をともすイベント「千里キャンドルロード」に本セン

ターは2014年度から参加し、今回で８回目となる。10周年を迎えた今

年は、『「出会い」これまでも…これからも…』をテーマに、３年ぶりに

来場予約なしでの開催となった。

　学生スタッフはキャンドルのデザインから考え、2022年度は、約

2000個の紙コップを色づけした大きな赤いハート２つを中心に、伸び

る 蔦 葉 や 青 い 紙 コ ッ プ で 縁 取 り し た「Kandai Volunteer Center 

2022」の白い文字など、工夫を凝らしたデザインを作成した。

　当日は、多くの方が訪れ、暗くなってキャンドルに火が灯されると、

あたり一帯が幻想的な光景になる様子を訪れた方たちが足を止め写真撮影をするなど、笑顔溢れる

光景となった。

　　日　　時　 11月５日（土）11時30分〜21時00分

　　場　　所　 吹田市立千里南公園

　　主　　催　 千里キャンドルロードプロジェクト

　　参加者数　 40名（学生スタッフ33名、本学学生７名）

　　内　　容　 キャンドルデザイン案の作成、キャンドルを入れる紙コップの色付け、

　　　　　　　 キャンドルの設置・点火・見回り・片付け

　　企画学生の声

　・「ここ（関大の作品）すごい！」「ここがメインやね。」などと、来場した方からの嬉しい言葉を

たくさん耳にしました。準備は大変でしたが成功して良かったと思えた瞬間でした。

　・スペースの問題もあり、当日にデザインの変更をしましたが、とても上手に完成させることがで

きて達成感がありました。学生スタッフの参加人数がとても多く、学生スタッフの交流の場となっ

ていたのも良かったです。

　　参加者の声

　・楽しそうだと思ったので参加しました。みんなで一つのものを作れていい経験になりました。（経

済学部・３年次生）

　・学園祭期間で授業がなく時間が空いていたこともあり、参加を決めました。想像していた以上に

キャンドルに灯をともした光景が綺麗で、また、地域の人達にも満足していただけたようでやり

がいを感じました。（法学部・２年次生）

⑱　大阪マラソン2023給水ボランティア
　今回で11回目の開催を迎える大阪マラソンは、チャリティ文化の普

及を目指す日本最大規模の都市型市民マラソンである。本学は第1回大

会からオフィシャルスポンサーとして参画している。

　活動を通して本学学生が大阪を盛り上げるとともに、ボランティアの

楽しさややりがいを感じてもらう機会とすることを目的として実施し

た。

　当日は、本学学生が給水ボランティアとして携わり「みんなでかける

虹。」というスローガンのもと、29,285人のランナーをサポートした。

給水や応援を通してランナーの方と関わり、参加した学生にもよりボラ

ンティア楽しさやスポーツの魅力を感じてもらうことができる活動と

なった。

　　日　　時　 ①事前説明会：２月15日（水）13時00分〜14時30分

　　　　　　　 ②活　　　動：２月26日（日）７時30分〜12時00分

　　場　　所　 ①千里山キャンパス第２学舎４号館BIGホール100

　　　　　　　 ②大阪マラソン第１給水所（５ km地点／中之島・本町ブロック）

　　参加者数　 191名（学生スタッフ22名、本学学生58名、体育会所属学生108名、職員３名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明、ボランティアセンターの紹介

　　　　　　　 ②給水所でのランナーへの給水提供

　　参加者の声

　・中学校の頃からマラソンに興味があり、実際に見てみたかったので参加しました。ランナーの皆

さんが一生懸命走りつつも、僕らボランティアに「ありがとう」と声を掛けてくれたことがすご

く嬉しかったです。（環境都市工学部・２年次生）

　・2021年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響で中止になってしまったので、今回は絶対に

参加しようと決めていました。関西大学の多くの学生が大阪マラソンという大きなイベントに携

われて、盛り上げることができて良かったです。（システム理工学部・2年次生）

⑲　飛鳥ハーフマラソン2023給水ボランティア
　関西大学と縁の深い奈良県明日香村で開催される飛鳥ハーフマラソン

に2021年度に引き続き2022年度も学生ボランティアをいう形で参加

した。本学学生が学生ボランティアとして参加することで地域貢献活動

に寄与するとともに、ボランティア経験の浅い学生に対してボランティ

アのやりがいや魅力を広めることを目的として実施した。

　明日香村は「飛鳥・藤原の宮都とその関連資産群」として世界遺産登

録をめざしており、その構成資産の半分以上を巡ることができるように

コースが設定されている。また、持続可能な社会づくりのためにソフト

フラスク（折りたためる携行給水ボトル）の配布や、参加費等の一部で

菜の花のタネを購入して景観保全に役立てるなど、様々な取り組みが行

われている。

　当日は、スタートからおよそ11km地点の棚田に設けられた第２給食所で甘酒の提供を行った。

　　日　　時　 ①事前説明会：３月１日（水）10時00分〜11時30分 

　　　　　　　 ②活　　　動：３月12日（日）８時00分〜13時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②奈良県高市郡明日香村

　　参加者数　 18名（学生スタッフ11名、本学学生７名）

　　内　　容　 ランナーへの給水

　　企画学生の声

　・給水を行っていると、ランナーの方に「ありがとう」と声をかけていただくことがあり、ボラ

ンティアをしている側の自分たちが元気をもらい、ボランティアに参加してくれた学生に活動を

通してやりがいを感じてもらうことができました。

　・ボランティアに参加していただいた関大生との交流を楽しむことができ、ランナーの方の笑顔を

見ることができてとても充実した時間を過ごすことができました。

　　参加者の声

　・スポーツが好きなので、スポーツに関われるボランティアをやってみたいと思い参加しました。

ランナーの方に「ありがとう」と声をかけていただくこともあり、喜んでいただけていると感じ

られて嬉しかったです。（文学部・１年次生）

　・もともと給水ボランティアをしてみたいと思っていたので参加しました。ランナーの方と言葉を

交わしたり、アイコンタクトを取ることができたりしたことが嬉しかったです。（法学部・２年

次生）

⑳　子ども遊びボランティアinまちなかリビング北千里
　2022年度初めて企画を募集し、ベストアイデア賞を獲得した「学童

保育ボランティア」として、まちなかリビング北千里にて、ソフトバス

ケット大会（3on3）のお手伝いやボードゲーム・カードゲームを使用

した遊び等、子どもとのふれあいを通して、子どもとのかかわり方や距

離の縮め方を学び、コミュニケーション能力を向上させることを目的と

して実施した。

　当日はソフトバスケット大会の運営補助だけでなく、子ども達と一緒

にチームを組んで参加したり、小学生vs大学生の試合を行い、ソフトバ

スケット大会を盛り上げた。また、同施設で管理しているボードゲーム

やカードゲーム等の様々な遊び道具を使用して、ソフトバスケットの参

加待ちの子ども達やスポーツが苦手な子ども達と遊ぶ活動も行った。

　　日　　時　 ３月23日（木）16時00分〜18時00分

　　場　　所　 まちなかリビング北千里

　　参加者数　 13名（学生スタッフ５名、本学学生８名）

　　内　　容　 ソフトバスケット大会の運営補助・参加、子ども達との交流

　　企画学生の声

　・下見を行った時より子ども達の人数が多かったのにも関わらず、学生ボランティアの方々全員が

子ども達と交流をしていただくことができました。活動の最後まで、子ども達と交流するという

ことができ、手持ち無沙汰にならなかったことが非常に良かったと思います。また、児童センター

の職員さんには行くたびに「来てくれてありがとう。」というお言葉をいただくことができて、

嬉しいです。

　　参加者の声

　・子どもと遊ぶことがボランティアになるのならやってみたいと思ったので参加しました。子ども

と触れ合う中で、子どもにしかない発想を多く学び、とても楽しく活動することができ、ボラン

ティアに参加して良かったと思いました。（経済学部・1年次生）

　・子どもと遊びたいと思ったので参加しました。ボランティアに参加した自分が子どもから元気を

もらい、ボランティアにはこんな魅力もあるんだと実感しました。（大学院・2年次生）

（３）雨天中止事業

①　第4回大和川大掃除～未来につなげよう300人の小さな一歩～
　堺キャンパスの近くを流れる大和川河川敷において、各キャンパスの

学生、体育会所属学生、ボランティア団体所属学生、大学職員、ミズノ

株式会社社員など総勢300名が海につながる河川の環境美化に取り組む

ことで、SDGsや海洋プラスチック問題などを改めて意識してもらうこ

とを目的として企画したもの。

　学生スタッフは設立以来、本学学生にボランティア活動を通じてボラ

ンティアの魅力を知ってもらうために、様々なボランティア活動を同じ

学生目線で企画・運営してきた。特に河川敷の清掃活動については、

2011年度から2016年度まで500名規模で淀川河川敷の大掃除を行い、

ゴミの減少に貢献した。2017年度からは大和川河川敷に活動場所を移

し、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により規模を縮小することもあったが、継続的に清掃活

動を行っている。

　2022年度は多くの関大生にボランティア活動の魅力を知ってもらうべく、体育会11団体にご協

力いただき、コロナ禍前と同規模の300名で実施することを企画した。また、ボランティア活動を

通じて双方の充実と発展に寄与するため、本学と連携協定を結んでいるミズノ株式会社にもご参加

いただくことになっていたが、残念ながら当日雨天のため中止となった。

　　日　　時　 ２月19日（日）10時00分〜12時00分

　　場　　所　 大和川公園河川敷周辺

　　協　　力　 大和川河川事務所

　　　　　　　 ミズノ株式会社

　　内　　容　 大和川河川敷での清掃
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Ⅱ  ２  学生スタッフ事業報告

　学生の中には「ボランティアに関心があるけど一歩踏み出せない」という学生もおり、学生スタッ

フはそのような学生を後押しできるような学内のボランティア活動の企画のほか、様々な社会問題へ

の啓発活動を行っている。

（１）学生スタッフ企画

　学生スタッフ企画とは、ボランティア活動の魅力を広めるため、まずは学生スタッフ自身がボラ

ンティアの魅力を再認識するために企画・参加しているプログラムである。

①　ボランティア懇談会
　ボランティアに関心のある関西大学の学生にボランティア活動の魅力

を発信する１つの手段として、ボランティアコーディネートを実施して

いる。より多くの学生に参加してもらうことを目的として普段はお昼休

みに実施しているボランティアコーディネートを、今回はお昼休みから

３限終わりまで開室時間を延長して実施した。

　　日　　時　 ５月 13 日（金） 12時20分〜15時00分

　　場　　所　 誠之館２号館１階ボランティアステーション

　　内　　容　 ボランティアコーディネート

②　富士山自然保護ボランティアツアー（法政大学主催3大学連携事業）
　3大学（法政大学・明治大学・関西大学）連携事業の一環として、法政大学主催の世界遺産であ

る富士山の麓で森林整備事業に参加した。

　団体の方からオーバーユーズ（使いすぎ）やアンダーユーズ（活用不足）の重要性、環境問題に

ついてなどのお話を伺った後、6〜7名ずつのグループに分かれて森林保全活動に取り組んだ。草

木の伐採や薪割り、枯れ木処理など、慣れない作業を行うのは大変であったが、休憩時間には木登

りをしたりブランコに乗ったりして、日常では味わえない大自然とのふれあいを楽しんだ。

　　日　　時　 ５月22日（日）９時45分〜17時00分

　　場　　所　 静岡県富士宮市

　　主　　催　 認定特定非営利活動法人富士山クラブ

　　参加者数　 37名（学生スタッフ4名、職員1名、

　　　　　　　 他大学学生32名）

　　内　　容　 草木の伐採、薪割り、枯れ木処理

　　学生スタッフの声

　・階段づくりや道の開拓など、自分が想像していたよりもはるかに本格的な活動ができました。日

常生活の中で鍬や鋸を使ったりすることがないため、初めはうまく使えませんでしたが、コツを

つかんだ後は気持ち良い程スムーズに切れるようになったのが本当に楽しかったです。

③　びわ湖を美しくする運動
　 2022年度に引き続き、琵琶湖の特定外来生物の現状を把握

するために、実際に琵琶湖に足を運び、滋賀県が毎年7月1日

において「びわ湖の日」に実施している「びわ湖を美しくする

運動」の特定外来生物のオオバナミズキンバイおよびナガエツ

ルノゲイトウの駆除活動に参加した。

　滋賀県が取り組む、琵琶湖の環境保全について、現状と課題、

特に侵略的外来水生植物の繁殖力やその影響による被害を伺

い、行政として滋賀県が取り組むボランティアに関して知見を

深めた。また、実際に、湖岸に生息する大量のナガエツルノゲ

イトウを手作業で取り除く体験を行い、学生スタッフとして何

ができるのかを考えることに繋げ、今後企画する「琵琶湖ツー

リズム！～大学生で考える環境ボランティアの未来2022（実

践編）〜」で実現することとした。

　　日　　時　 ７月１日（金）９時00分〜10時30分

　　場　　所　 滋賀県大津市　大津市なぎさ公園周辺

　　協　　力　 滋賀県琵琶湖環境部自然環境保全課

　　参加者数　 ７名（学生スタッフ５名、職員２名）

　　内　　容　 特定外来生物オオバナミズキンバイおよびナガエツルノゲイトウの駆除及び関係者

への取材

④　2022ボランティア新企画募集～あなたの想いを伝えよう～
　関大生からボランティアの新企画を募集し、学生スタッフが企画者のボランティアへの想いを他

の学生に伝えるお手伝いをする。また、そのボランティアを実現することで学生スタッフの活動に

新しい視点を取り入れることを目的として、2022年度から新しく実施した。

　SDGsを意識した内容のボランティア活動で、関大生が学生スタッフとともに行うことができる

新たな企画を募集したところ、８事業の応募があり、ヒアリングなど選考を重ねベストアイデア賞

として「学童保育ボランティア」、学生スタッフ特別賞として「動物愛護団体のお手伝いをして、

犬猫と触れ合おう」の２事業が選ばれた。

　ベストアイデア賞として選ばれた「学童保育ボランティア」は学生スタッフのサポートのもと、

大阪府吹田市の「まちなかリビング北千里」にて、来館する子ども達と遊び、交流するボランティ

アとして実際に実施し、特典②として本センター活動報告書にも掲載した。

　　募集期間　 ７月25日（月）〜８月31日（金）

　　募集内容　 SDGsを意識した内容で、複数名が参加できて、みんなで

楽しめるボランティア活動のアイデア

　　募集対象　 関西大学に所属の個人またはグループ
特典： ①選ばれたアイデアは、学生スタッフのサポートのもと、実際に企画として実施

②ボランティアセンターが発行する「活動報告書」に記載
③ボランティア体験ツアーに企画者の名前を付すことができる

　　応 募 数　 ８グループ
○ キャンパスで大地震発生から避難までを考える・新！関大クリーン大作戦
○ 子ども達が防災について学べる遊びを提供する活動・子ども達とのふれあい大作戦
○ 二酸化炭素を減らし地球の環境を守るための植林ボランティア
○ 私たちの手で綺麗な海を守ろう！海岸清掃in大阪湾沿岸の浅場
○ 学童保育ボランティア・動物愛護団体のお手伝いをして、犬猫と触れ合おう

　　学生スタッフの声

　・アイデアを応募してくれたグループへヒアリングを行うことで、アイデアをより具体的に深掘す

ることができました。

　・多くの学生に参加してもらうために、広報期間をより長く設け、ボランティアセンター機関誌の

配布などで知ってもらう機会を作る工夫をするべきでした。また、体験ツアー化する企画を選定

してから実施までに時間がかかりすぎたため、次に実施する際は実施までのプロセスまで細かく

決めておきたいです。

⑤　ようこそ！　関大サロンへ
　コロナ禍でも実施できるボランティア活動として、吹田市社会福祉協議会の協力を得て、2021

年度から高齢者施設に入所する方々とZoomを繋いだオンライン交流会を開始した。

　同世代の交流だけでなく、高齢者のような日常の中ではつながりを持ちにくい異世代との交流を

通して、高齢者の人々の文化を享受するだけでなく、一緒にゲームや歓談を行い、地域において世

代を超えたつながりや相互理解を深める機会を創出することを目的として実施した。加えて、高齢

者の方との接し方を学び、学生のコミュニケーション能力の向上を図るとともに、高齢者の方や施

設職員との関わりの中で、どのようなボランティアや支援が必要なのかを知り、これから新たに行

う活動を企画する際の気づきを得ることができた。

　今後は、関大生を募集してボランティア体験ツアーとして実施することを予定している。

　　日　　時　 ①９月５日（月）13時30分〜14時30分

　　　　　　　 ②３月15日（水）13時30分〜14時30分

　　場　　所　 オンライン（Zoom）

　　受入団体　 社会福祉法人 秀明会「特別養護老人ホーム あす～る吹田」

　　参加者数　 ①10名（学生スタッフ４名、職員２名、高齢者３名、施設職員１名）

　　　　　　　 ②11名（学生スタッフ３名、職員３名、高齢者３名、施設職員２名）

　　内　　容 高齢者とのゲーム・クイズ、歓談

　　学生スタッフの声

　・高齢者の方が「楽しかった、ありがとう」と言って涙まで流してくださり、短い時間で、これほ

ど感動していただけたのがとても嬉しかったです。

　・普段あまり話すことのない年代の方々と会話することができ、とても思い出に残る良い時間を過

ごせました。

⑥　まちFUNまつりin関西大学2022　子ども店長サポートボランティア
　子ども達を中心に、ともに楽しみ学べる場を地域に作ることを目的として活動している特定非営

利活動法人 ママふぁん関西との共催事業として実施した。

　「地域に開かれた大学」を目指して始まった本イベントは、今回で6回目を迎えた。学生スタッ

フも毎年運営補助ボランティアとして参加しており、2022年度は子ども達が店長となって出展

ブースのお店を手伝い、お金のやりとりも行うことで働く楽しさやお金の大切さを学ぶ職業体験イ

ベント「子ども店長」企画のサポートを行った。

　事前にお給料袋やくじを作成し、当日も会場設営の手伝いを行った。来場した子ども達がエプロ

ンに着替える手伝いや働くお店を決めるくじ引きの対応をする中で、学生スタッフは子ども達の緊

張がほぐれるように、声掛けをするなど工夫しながら活動をした。

　　日　　時　 10月９日（日）10時00分〜13時30分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館およびその周辺

　　参加者数　 学生スタッフ７名

　　内　　容　 お給料袋やくじの作成、会場設営、「子ども店長」事業のサポート、子ども達との交流

　　学生スタッフの声

　・子ども達の元気な姿に勇気づけられる、楽しい時間でした。

　・子ども店長自身が楽しかったと笑顔で言ってくれたり、お給料を手渡しするときにありがとうと

声をかけてくれたりして、うれしかったです。

⑦　非常食配布イベント
　防災意識の向上はもちろん食品ロス削減に取り組むことでSDGsの「つくる責任　使う責任」の

達成への貢献を目指して、公益社団法人 日本非常食推進機構より提供していただいた使用期限が

迫った非常食（防災備蓄品）を配布した。

　当日は、保存用ビスケット、保存用飲料水、アルファ化米の三種類の非常食を配布するのにあわ

せて、学生スタッフが広く認知されるように広報を行った。

　配布数は、保存用ビスケット300個、保存用飲料水100本、アルファ化米41個だった。

　　日　　時　 10月10日（月）12時20分〜12時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館１階学生センター前

　　参加者数　 学生スタッフ７名

　　内　　容　 保存用ビスケット・保存用飲料水・アルファ化米の配布

（２）ボランティア体験ツアー

　ボランティア体験ツアーとは、「ボランティアに関心があるけど一歩踏み出せない」という学生に、

ボランティアの第一歩として気軽に参加できるボランティア活動として実施しているプログラムで

ある。

①　関大クリーン大作戦～関大前の交流の輪を広げよう！～
　関西大学周辺まちづくり勉強会※主催の清掃活動にボランティア活動

として参加した。

　当日は、地域の方や体育会学生と協力して、関大前通りや千里山ユー

トピア遊園の清掃を行った。道端にはタバコの吸い殻が多く、側溝にも

マスクや包装紙のゴミが多く落ちていた。ゴミ拾いを終えたら、根を残

さないように専用の道具などで掘り起こしながら千里山ユートピア遊園

の除草作業を行った。普段なかなか関わることのない地域の方と交流し

ながらの活動となり、終始笑顔が絶えない時間となった。

※阪急電鉄関大前駅周辺の地域において、安心・安全で活力と魅力あふれる「ま
ちづくり」を推進し、自治会、関大前商店街、学校法人関西大学及び行政で
課題を共有し、方策を検討することを目的とした組織。現在は、関大前ラボ
ラトリ（通称まち・かん）の管理運営及び関大前周辺地域の美化活動を主な活動としている。

　　日　　時　 ４月14日（木）８名、５月12日（木）雨天中止、６月９日（木）６名、10月13日（木）

７名、11月10日（木）３名、12月８日（木）７名　14時00分〜15時00分

　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ15名、本学学生延べ16名

　　場　　所　 阪急電鉄関大前駅～関西大学正門の周辺道路、千里山ユートピア遊園

　　主　　催　 関西大学周辺まちづくり勉強会

　　内　　容　 関大前通り、千里山ユートピア遊園の清掃

　　企画学生の声

　・関大前はタバコのゴミや雑草が多く、清掃のやりがいが大きいと感じました。また、地域の方や

関大生とも交流しながら行えたため、最後まで良い雰囲気で清掃できたと思います。

　・参加してくれた関大生と活動中もたくさん話せました。１人で清掃に集中するよりも話しながら

のほうが楽しく、時間が過ぎるのが早かったです。

　　参加者の声

　・コロナ禍でも自分がやれることに挑戦したかったから参加しました。地域の人と交流できてよ

かったです。（社会学部・２年次生）

　・街が綺麗になっていくのがうれしかったです。地域の人たちとも協力しあうことができて、充実

した時間でした。（法学部・1年次生）

②　関大クリーン大作戦in高槻
　普段利用している駅やキャンパス周辺を清掃し、景観を保護すること

で、学生や地域の方々が気持ちよく利用することを目的に、また、阪急

高槻市で活動することで高槻キャンパス、高槻ミューズキャンパスの学

生も気軽にボランティアに参加できる機会を設けることを目的として実

施した。

　4月実施時は、阪急高槻市駅周辺の本通り商店街と中通り商店街の二

手に分かれて、清掃活動を実施した。11月実施時は、参加者全員で清

掃活動を実施した。両日とも、最初にアイスブレイクを行い、交流をし

てから清掃活動に取り組んだため、雰囲気がよく楽しく活動することが

できた。

　　日　　時　 ①４月17日（日）９時00分〜10時30分

　　　　　　　 ②11月27日（日）９時00分〜10時30分

　　場　　所　 阪急高槻市駅周辺

　　参加者数　 ①15名（学生スタッフ５名、本学学生10名）

　　　　　　　 ②７名（学生スタッフ６名、本学学生１名）

　　内　　容　 阪急高槻市駅周辺の清掃

　　企画学生の声

　・想像していたよりも多くの人に参加してもらうことができて、アイスブレイクや清掃活動中は参

加者同士の交流があり、いい雰囲気で活動することができてよかったです。

　・活動中に通りがかった地域の方から「お疲れ様です。」というお言葉をいただくことができて、

嬉しかったです。

　　参加者の声

　・友達の輪を広げたいと思い参加しました。ゴミをたくさん拾うことができてやりがいがありまし

た。（社会安全学部・１年次生）

　・少人数のグループに分かれてのゴミ拾いだったので、1人で参加しても他の参加者と話しながら

活動しやすくて良かったです。（総合情報学部・３年次生）

③　淀川掃除
　淀川河川敷の清掃をすることで、大阪湾へゴミが流れ込むことを防ぎ、

淀川の水質や景観を保護することを目的に、また、清掃活動という気軽

に参加できる点を活かして、関大生にボランティア活動の魅力を広める

機会にすることを目的として実施した。2021年度には、淀川河川事務

所に相談を行ったうえで、これまで清掃を行っていた南方地区から行政

の対応が追い付いていないより河口の西淀川区福町地区へ場所の変更を

行った。

　４月実施時は雨天だったため、河川敷の手前を２グループに分かれて

清掃活動を行い、途中でグループを入れ替える等、参加者同士がより多

く関われるよう工夫を行った。

　10月実施時は晴天に恵まれ、5グループに分かれて河川敷を広く清掃

した。

　　日　　時　 ①４月24日（日）10時00分〜12時00分

　　　　　　　 ②10月23日（日）10時00分〜12時00分

　　場　　所　 大阪市西淀川区　阪神福駅近くの河川敷

　　参加者数　 ①26名（学生スタッフ8名、本学学生18名）

　　　　　　　 ②20名（学生スタッフ10名、本学学生10名）

　　内　　容　 淀川河川敷の清掃

　　企画学生の声

　・雨の中での実施となり、予定していた通りの淀川掃除は出来ませんでしたが、参加者の方から「楽

しかった」という言葉が聞けて嬉しかったです。

　・通りすがりの地域の方からどこの大学の団体なのかと尋ねられ、「ありがとうね、頑張って！」

とお声掛けいただいて嬉しかったです。

　　参加者の声

　・河川敷には多くのゴミが落ちていて、それらを拾っていくことが単純に楽しかったし、学生ス

タッフの方や参加者の方と色々話せてよかったです。（外国語学部・１年次生）

　・前に参加した清掃ボランティアで誘ってもらったので、参加しました。思っていたよりもプラス

チックのゴミが多くて驚きました。（政策創造学部・１年次生）

④　献血呼びかけボランティア

　献血の必要性を多くの学生に伝えることが、社会貢献につながるとい

うことを知ってもらうこと、また、気軽に参加できる学内ボランティア

を通じて、ボランティアの良さを身近に感じてもらい次のボランティア

活動参加のきっかけを創出することを目的として実施した。

　現在の日本では少子高齢化が進み、輸血を必要とする高齢者の割合が

増える一方で、それを支える若者の献血者数が減っているという危機的

状況にある。また、血液は長期の保存ができないため、安定的な供給が

必要であるが、献血について学生の関心が薄いのが現状である。

　献血を実施の広報だけでなく、当日は、献血車前で看板を持って献血

協力の呼びかけを行った。

　　日　　時　 ４月25日（月）14名、４月26日（火）９名、５月10日（火）６名、６月７日（火）８名

　　　　　　　 10月12日（水）10名、10月20日（木）３名、11月11日（金）６名、12月５日（月）４名

　　　　　　　 11時30分〜13時30分、12時00分〜13時00分

　　　　　　　 ※10月20日は関大防災DAYの事業の一環として実施した。
　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ40名、本学学生延べ20名

　　場　　所　 千里山キャンパス総合図書館前、悠久の庭前、

　　協　　力　 大阪府赤十字血液センター

　　内　　容　 献血への協力呼びかけ

　　企画学生の声

　・授業終わりで人通りが多い時間帯に呼び込み時間を設定したため、効果的に呼びかけが行えたと

思います。前を通った方が自分たちの呼びかけに反応してくださって嬉しかったです。また、毎

月行っているので声を出すことに慣れてきて、積極的に声かけをすることができました。

　・呼びかけを行ったことで、多くの学生に献血実施中であることに気付いてもらうことができまし

た。呼びかけに反応してくださる方もいて嬉しかったです。

　　参加者の声

　・輸血経験があるため、恩返しになればと思って参加しました。活動はアットホームな雰囲気で楽

しむことができました。（文学部・２年次生）

　・自分が想像していた以上に人が集まり、献血に協力していたので、声掛けの達成感を感じました。

（商学部・３年次生）

⑤　関大花植え活動（大学昇格100年記念）
　大学昇格100年記念事業の一環として、経済学部と商学部の学び舎で

ある第２学舎１号館前の広場を、山岡順太郎の胸像とともにリニューア

ルすることとなり、管財課の協力のもと、花壇の花植え活動を実施した。

大学昇格100年という節目に、緑のなかで新しい仲間と出会って交流し

ながら、学生たちの愛校心を育むこと。また、今後の広報を含めて、「ボ

ランティアセンター学生スタッフ」が大学内で広く認知されることを目

的として実施した。

　当日は、業者の方の指示に従いながら土を掘り、花を植えた。活動の

途中から雨が降りだしたため、レインコートを着用しての活動になった

が、参加者全員が熱心に取り組んだ結果、予定よりも広い範囲に花を植

えることができた。

　　日　　時　 ５月13日（金）９時00分〜12時10分

　　場　　所　 千里山キャンパス第2学舎1号館前広場

　　参加者数　 30名（学生スタッフ９名、本学学生21名）

　　内　　容　 花壇の花植え

　　企画学生の声

　・花を植える場所の土が硬くて、掘るのに思ったより時間がかかって大変でした。また、植えると

きに花の間隔や全体のバランスを考えるのが難しかったので、わからないことがあったら業者の

方に質問しながら作業をすすめました。

　・業者の方から「これからも手伝いにきてほしい」と言って褒めていただけて、嬉しかったです。

　　参加者の声

　・花植えに興味が湧いたので参加しました。想像していたよりも体力を使い、花壇がきれいになっ

ていくのが分かってやりがいがありました。（システム理工学部・４年次生）

　・ボランティア活動を体験してみたかったので参加しました。自分の活動が花というかたちで残っ

て嬉しいです。（文学部・１年次生）

⑥　高槻景観美化ボランティア
　自然と共生する「花と緑のまちづくり」に寄与することを目的として

いる高槻市のNPO法人「花と緑のまちづくり 高槻景観園芸クラブ」と

の連携事業として活動に参加し、学生に環境美化、地域交流の必要性を

学んでもらうことを目的として実施した。

　高槻景観園芸クラブの方々から活動の説明を受けた後、初対面の学生

の緊張をほぐすためにアイスブレイクを行った。高槻景観園芸クラブの

方々の指示に従い、苗床を整備して花を植えていく中で、良い苗の見分

け方や植物の種類なども教えていただいた。

　11月実施時は花を植えた後、花壇周りや他の花壇に積もった大量の

落ち葉を拾い集め、花壇全体の景観を美しく整えた。

　幅広い世代の憩いの場所である公園を美化し、まちづくりに関心を持

てるような事業は貴重なものであり、団体の方々とコミュニケーション

を取りながら、楽しく花植え活動を行うことができた。

　　日　　時　 ①５月14日（土）８時50分〜11時00分

　　　　　　　 ②11月20日（日）９時00分〜11時00分

　　場　　所　 大阪府高槻市　高槻城公園

　　　　　　　 連携先 NPO法人 花と緑のまちづくり 高槻景観園芸クラブ

　　参加者数　 ①７名（学生スタッフ５名、本学学生２名）

　　　　　　　 ②６名（学生スタッフ４名、本学学生２名）

　　内　　容　 高槻城公園内の花壇の手入れ、地域の方との交流

　　企画学生の声

　・団体の方といろんなお話をしながら花植え活動を行い、花植えをしたことがない学生でも不安な

く楽しめた事業でした。参加学生にボランティアの魅力を伝えるとともに、自身も改めてボラン

ティアの魅力を感じることができました。

　・花にも一つ一つ個性があり、それぞれに花の魅せ方があるのだと初めて知り、ただ活動するので

はなく、何かを意識して取り組むことの大切さを学びました。

　　参加者の声

　・花壇の手入れをしたことがなく、一度してみたいと思ったので参加しました。花壇が綺麗になっ

た際に感じた達成感や団体の方々との交流を通じて、ボランティアの魅力や楽しさを感じること

ができました。（法学部・４年次生）

⑦　関大クリーン大作戦in梅田
　梅田キャンパスの周辺を清掃することで環境や景観を保護し、通行す

る人々が気持ちよく過ごすことができるようにすること、気軽に参加で

きるボランティア活動として清掃活動に参加することでボランティアの

やりがいや楽しさを感じてもらうことを目的として実施した。

　当日は、梅田キャンパスの教室にてアイスブレイクを行ったあと、２

グループに分かれて茶屋町エリアの清掃を約１時間行った。清掃活動中

には、通りがかった人や清掃ルートの並びにある店舗の方からお礼の言

葉をもらうことができ、参加者の達成感や満足感につながった。日曜の

朝ではあったが人通りや車が多く、学生スタッフが時折声をかけて注意

を促しながら活動した。

　　日　　時　 ①５月15日（日）９時00分〜11時00分

　　　　　　　 ②11月13日（日）９時00分〜11時00分

　　場　　所　 梅田キャンパス周辺

　　参加者数　 ①19名（学生スタッフ５名、本学学生14名）

　　　　　　　 ②13名（学生スタッフ３名、本学学生10名）

　　内　　容　 梅田キャンパス周辺の清掃

　　企画学生の声

　・アイスブレイクで学部や趣味などの自己紹介を行ったので、活動中の話題ができてすごく話しや

すかったです。友達同士が一緒になるようにグループ分けしたのがよかったのか、参加した学生

同士楽しそうに活動していました。

　・清掃の距離を延ばすなどの工夫をしましたが、ルートによってゴミの量が違っていたので、ルー

トの見直しが必要だと感じました。雨の中での活動でしたが、みんなで楽しく清掃活動ができた

ので嬉しかったです。

　　参加者の声

　・活動場所が梅田なので参加しやすいと思い参加しました。普段なかなかゴミ拾いを行う機会がな

かったので経験できて良かったです。（商学部・１年次生）

　・一度ボランティアに参加してみたいと思ったので参加しました。自分たちで街を少しでも綺麗に

する活動ができ、良い経験になりました。（社会安全学部・１年次生）

⑧　関大クリーン大作戦～千里山キャンパス周辺の清掃～
　普段自分たちが利用している千里山キャンパス周辺を清掃することで

環境や景観を保護し、関大生や地域の方々がより気持ちよく過ごすこと

ができる。また、授業の空きコマに気軽に参加できることでボランティ

ア活動を身近に感じてもらうことを目的として実施した。

　活動前にアイスブレイクを行い、学部や学年に関係なく学生同士が交

流することで、その後の活動も和やかな雰囲気で進めることができた。

清掃は関大前ルートと名神高速道路沿いルートの2コースに分かれて

行った。ゴミは「燃えるゴミ」「ビン・カン」「ペットボトル」の3つに

分類して集めたが、タバコの吸い殻が最も多く、ゴミを拾うだけでなく、

今後はゴミを捨てる人が少なくなるように啓発を目的とした活動も検討

している。

　　日　　時　 ①５月21日（土）10時40分〜12時10分

　　　　　　　 ②10月15日（土）10時40分〜12時10分

　　場　　所　 千里山キャンパス周辺

　　参加者数　 ①10名（学生スタッフ３名、本学学生７名）

　　　　　　　 ②16名（学生スタッフ７名、本学学生９名）

　　内　　容　 千里山キャンパス周辺の清掃

　　企画学生の声

　・ゴミの量が少なく、やりがいを感じにくいのではないかと心配でしたが、清掃中はずっと楽しく

会話しながら活動を行うことができました。

　・参加者の１回生が１人で、他の上級生と仲良くなれるかどうか不安がありましたが、始まってみ

ればみんな会話が絶えず、終始楽しく活動することができました。

　　参加者の声

　・自分が通っている大学に恩返しをしたいと思って参加しました。意外と大学の周りが綺麗だった

ことに驚きました。（社会学部・３年次生）

　・アルバイトをやっていないため、他に何か出来ることはないか、頑張れることはないか、と探し

ていたらこのボランティアを見つけて参加しました。意外と細かいゴミが多く、拾うのが大変で

したが、充実した時間を過ごせました。（法学部・１年次生）

⑨　関西大学×法政大学 スポーツゴミ拾い
　法政大学と連携しZoomを用いて合同でゴミ拾いを実施した。「スポー

ツゴミ拾い」とは、制限時間内に指定されたエリアのゴミを拾い、拾っ

たゴミの量と種類で得点を競い合うというスポーツ要素を加えた、日本

発祥の新感覚清掃活動である。ゴミ拾いにスポーツ要素をかけ合わせる

ことで、ゴミ拾いをスポーツ感覚で楽しみ、ボランティアへの興味を引

き出し、法政大学の学生と交流を深め、参加者同士で協力してゴミ拾い

を行うことで連帯感や達成感を得ることを目的として実施した。

　当日は、Zoomを繋ぎながらキャンパス周辺の清掃を行い、清掃の様

子だけでなく、キャンパスの様子なども映すことで大学の所属を超えて、

学生ボランティア同士の交流も行うことができた。

　　日　　時　 ①５月29日（日）14時00分〜16時20分

　　　　　　　 ②３月13日（月）13時50分〜16時20分

　　場　　所 ①関西大学千里山キャンパス周辺および凜風館１階学生ラ

ウンジ

　　　　　　　 　法政大学市ヶ谷キャンパス周辺および外濠校舎３階S305

　　　　　　　 ②関西大学千里山キャンパス周辺および尚文館１階マル

チメディアAV大教室

　　　　　　　 　法政大学市ヶ谷キャンパス周辺および外濠校舎３階S305

　　共　　催 法政大学ボランティアセンター、法政大学ボランティアセ

ンター学生スタッフ VSP

　　参加者数 ①32名（学生スタッフ10名、本学学生７名、法政大学15名）

　　　　　　　 ②25名（学生スタッフ７名、本学学生６名、法政大学12名）

　　内　　容 それぞれのキャンパス周辺のゴミ拾い、クイズ大会、法政大学との交流

　　企画学生の声

　・拾ったゴミを得点化して競うのはゲーム感覚があり、参加者

に楽しんでもらえたように思います。参加者の方がゴミを袋に

入れるときに何を拾ったかを伝えてくれたので、記録がスムー

ズに進みました。

　・単なるゴミ拾いではなく、ゴミを点数化してチーム対抗で競う

ことで、楽しみながらも一生懸命に取り組むことができ、参加

者にボランティアを楽しむ感覚を味わってもらえて、非常に良

かったです。

　　参加者の声

　・スポーツゴミ拾いはゲーム性があり、法政大学の学生と交流し

ながら楽しく活動することができました。（文学部・２年次生）

　・学生スタッフの方もほかの参加者の方も丁寧に接してくれて嬉

しかったです。おかげで楽しく街を綺麗にすることができまし

た。（法学部・２年次生）

⑩　1000000人のキャンドルナイト 茶屋町スロウデイ2022
　梅田・茶屋町エリアの企業、地域団体、学校および行政などが集まっ

て“歩いて楽しいまちづくり”を推進し、茶屋町の魅力を発信する本イ

ベントに2017年度から参加している。魅力発信に取り組み地域の活性

化を行い、キャンドルの灯りを見てくれる人に気持ち安らぐ時間や癒し

を提供することを目的として実施した。

　2022年度は「Convivial 〜ともに愉しむ日～」をテーマに、３年ぶ

りの現地開催となった。「キャンドルの灯りが人々の心に安らぎと未来

への希望をもたらすように」という願いを込めて、学生スタッフは

CHASKA茶屋町（ジュンク堂書店）前にキャンドルアートを設置した。

　事前に学生スタッフが考えたデザインを基にキャンドル装飾を行い、

設置・点火・火の見守り・会場の片付け等の活動を行った。

　キャンドルに火が灯り、日が落ちて街が暗くなるにつれて、大勢の方がキャンドルアート前で足

を止めて写真撮影を行い、キャンドルの光に照らされた笑顔に溢れたイベントとなった。

　　日　　時　 ①事前説明会：５月25日（水）12時20分〜12時50分

　　　　　　　 ②活　　　動：６月１日（水）13時00分〜22時00分

　　場　　所　 ①千里山キャンパス凜風館1階ピアエリア／オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②大阪市北区　CHASKA茶屋町

　　参加者数　 24名（学生スタッフ11名、本学学生13名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明会

　　　　　　　 ②キャンドル装飾の制作・設置・点灯・見守り

　　企画学生の声

　・CHASKA 茶屋町全体がキャンドルの温もりに包まれた空間を体感できて良かったし、自分がそ

の空間を作る側として携わることができて嬉しかったです。たくさんの方達が見に来てくれたり

写真を撮ったりしてくれて、地域の活性化に貢献できたと思えました。

　・日が沈んだ後、キャンドルが光っている景色を見た時に、とても感動しました。たくさん写真

を撮っている方や、キャンドルの灯をずっと眺めている方もいらっしゃって嬉しかったです。

　　参加者の声

　・点灯時間までにキャンドルの設置が間に合うか不安でしたが、参加者の方々と協力して取り組み、

デザイン通りのものを完成させることができました。点灯した綺麗なキャンドルを見ると、達成

感や安らぎを感じることができ、ボランティアに参加して良かったと感じました。（社会学部・

１年次生）

　・一緒に活動した関大生と仲良くなることができ、入学してなかなか友達ができなかった自分に

とってすごく嬉しく、楽しいボランティア活動でした。（社会学部・２年次生）

⑪　大和川掃除
　堺キャンパス周辺を流れる大和川河川敷を清掃することで景観を清潔

に保つことができ、地域の方が河川敷をより気持ちよく利用できると同

時に、堺キャンパス周辺の地域貢献活動を目的として実施した。

　本活動は、堺キャンパスに通う学生にとって参加しやすい活動場所で

あることから、堺エリアで活動を展開しているボランティア団体

「WEVO」とも連携して実施している。

　当日は雲が多かったが気温は高かったため、こまめに休憩をとり、熱

中症に気を付けながら清掃活動をした。河川敷には大和川上流から家庭

ゴミやペットボトル等が流れてくるため、参加者全員で力を合わせて清

掃することで河川敷を綺麗にすることができた。

　　日　　時　 ６月５日（日）９時30分〜11時30分

　　場　　所　 大阪府堺市　大和川左岸河川敷

　　参加者数　 72名（学生スタッフ14名、本学学生17名、WEVO所属学生41名）

　　内　　容　 大和川河川敷の清掃

　　協　　力　 WEVO

　　企画者の声

・普段交流する機会が少ないWEVOの方達と交流することが出来て、貴重な機会でした。一見何も

無いように見えても、掘ってみると靴が1足出てくるなど、砂に埋まっているゴミが沢山見られ

ました。

　・同じグループの方たちと楽しく話しながら協力して清掃することができて良かったです。堺キャ

ンパスの方と一緒に活動することは初めてだったので、とても新鮮でした。キャンパス間の交流

にもなり、有意義な活動となりました。

　　参加者の声

・社会経験を積むために参加しました。初対面の人とも話すことができたので良かったです。（法

学部・３年次生）

　・ボランティアの経験を積む良い機会になると考えたので、参加しました。活動自体は思っていた

よりも短く感じ、少人数でのグループだったので活動しやすかったです。（法学部・３年次生）

⑫　吹田くわいボランティア 
　若者の農業への関心が低下し、千里山キャンパスがある吹田市の特産

品である吹田くわいの認知度が低いという現状がある。そこで、吹田く

わいの植え付けから収穫まで一年を通した活動を通して、吹田くわいに

ついて深く理解してもらうとともにボランティアの魅力に気付いてもら

うことを目的として実施した。

　どちらの活動も、農園の方から吹田くわいの説明をしていただき、植

え付けや収穫のコツについてお話しいただいた後、作業を行った。植付

けでは、日常生活では着る機会のない胴長を着用しての作業に苦戦しな

がらも、参加者同士で声を掛け合い農業の大変さを感じながら活動した。

収穫では、備中鍬でくわいを傷つけないように慎重に泥をかき分けなが

ら、全部で約700グラムのくわいを収穫した。

　　日　　時　 ①植え付け：６月16日（木）14時45分〜17時00分

　　　　　　　 ②収　　穫：12月５日（月）14時45分〜17時00分

　　場　　所　 大阪府吹田市　西農園

　　協　　力　 吹田市都市魅力部 地域経済振興室

　　参加者数　 ①13名（学生スタッフ５名、本学学生８名）

　　　　　　　 ②６名（学生スタッフ６名）

　　内　　容 吹田くわいの植え付けと収穫作業の手伝い

　　企画者の声

　・大学のある吹田市の特産品に触れることができ、地域のことを少しでも知るきっかけとなりまし

た。

　・くわいを収穫する作業は考えていたよりも大変でしたが、そのぶん達成感があり、泥の中からく

わいを見つけた時は嬉しい気持ちになりました。頂いたくわいを家に帰って素揚げにして食べて

みると、自分達で収穫したこともあってとても美味しかったです。

　　参加者の声

　・普段の生活で農業に関わることがないので、やってみたいなと思って参加しました。農業体験だ

けでなく、くわいの事を知ることもできてよかったです。（文学部・４年次生）

　・「すいたん」のモチーフであるくわいに興味があったので参加しました。また、学生スタッフの

方が話しやすくてよかったです。農家の方のお話も面白かったです。（法学部・２年次生）

⑬　飛鳥光の回廊2022 ～明日香をともす「和」のひかり～
　明日香村で毎年行われている、石舞台古墳をはじめ岡寺や飛鳥寺など、

明日香村内の代表的な史跡・寺社・施設をろうそくやLEDライトの明か

りで彩る地域活性化イベントで、奈良県明日香村との連携事業として実

施した。

　「キャンドルの輪と和でつながる光」を関西大学のテーマとし、キャ

ンドルのデザインや配置を考え、他の活動では得られない大変さと、よ

り大きなやりがいや達成感を感じることができた。

　残念ながら1日目は雨天のため中止となったが、石舞台古墳や奈良県

立万葉文化館などを見学し、明日香村の歴史や文化的価値について学ん

だ。2日目は、用意した約3000個の色付き紙コップを「ボランティア

センター 2022」という文字やピラミッド、円の形に並べた。夕方から

は多くの方が来場し、写真撮影をしたりと笑顔溢れる楽しい空間となった。

　　日　　時　 ①事前説明会：９月１日（木）12時00分〜13時00分

　　　　　　　 ②活　　　動：９月23日（金）10時00分〜17時00分

　　　　　　　 　　　　　　　９月24日（土）11時00分〜22時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②奈良県高市郡明日香村　川原寺跡

　　連 携 先　 奈良県明日香村

　　参加者数　 40名（学生スタッフ延べ21名、本学学生延べ19名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明

　　　　　　　 ②キャンドルデザイン案の作成、キャンドルを入れる紙コップの制作、

　　　　　　　 　キャンドルの設置・点灯・撤去、明日香村の散策、地域の方との交流

　　企画学生の声

　・イベントが始まると多くの方が見に来てくださり、「きれい」「すごい」などのお声をきくことが

でき、このイベントに関西大学ボランティアセンター学生スタッフとして参加してよかったと思

いました。

　・気温が高い中、多くのキャンドルを並べていくのは大変だったが、みんなで協力し合いながら長

時間かけて作り上げたので、その分、夜になりキャンドルの灯りがきらきらしているのを見ると

とても達成感を感じることができました。

　　参加者の声

　・楽しそうだと思ったので参加しました。思っていたよりずっと大変だったけど、終わったあとの

達成感が気持ちよかったです。（社会安全学部・1年次生）

　・みんなでキャンドルを並べるのがとても楽しかったです。参加して良かったと思いました。（経

済学部・1年次生）

⑭　下校見守り活動
　吹田警察生活安全課防犯係と連携して、千里山キャンパス近くの小学

校に通う子どもが安全に下校できるような環境を守ることを目的とし

て、千里山キャンパス周辺の小学校の下校時間にあわせて正門前で見守

り、声かけを実施した。

　当日は、子どもたちが「さようなら」「気を付けて帰ってね」と声を

かけると元気よく挨拶を返してくれたり、関西大学という名前を見て

「知ってる！」と声をかけてくれたりと、参加した学生ボランティアと

の交流を楽しむ様子が伺えた。

　　日　　時　 10月11日（火）７名、13日（木）４名、14日（金）４名　14時00分〜15時00分

　　　　　　　 10月12日（水）３名　12時45分〜14時15分

　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ10名、本学学生延べ８名

　　場　　所　 吹田市立千里第二小学校

　　協　　力　 吹田警察署生活安全課防犯係

　　内　　容　 小学校正門前での声掛け、見守り

　　企画学生の声

　・見守り活動中はできるだけ腰を屈めて、子どもたちと目線の高さを合わせて挨拶することを心が

けるようにしました。地域に根ざしたボランティア活動を企画できてよかったです。

・元気に挨拶をしてくれた子どもも多く、見守り活動をしている私たちの方が元気をもらいました。

　　参加者の声

　・実際に吹田警察署の方と連携して、見守り活動をするという貴重な経験ができて良かったです。

小学生から挨拶を返してもらえたりして本当にやってよかったと思いました。とてもいい経験に

なりました。（法学部・３年次生）

　・はじめてのボランティア活動で緊張していましたが、学生スタッフの方も職員の方も優しくて安

心しました。見守り活動もやりがいを感じることができたので、参加してよかったです。（商学部・

３年次生）

⑮　琵琶湖ツーリズム！～大学生で考える環境ボランティアの未来2022（実践編）〜
　関西大学ボランティアセンターは2017年度から琵琶湖の保全活動に

取り組んでいる。2017年度は特定外来生物オオバナミズキンバイ駆除

活動、2018年度は清掃活動を実施し、2019年度及び2020年度は新型

コロナウイルス感染症拡大の影響により実施を見合わせた。

　本学主催３大学（法政大学・明治大学・関西大学）連携事業として、

法政大学の学生ボランティアとともに、琵琶湖岸の環境保全活動として

滋賀県長浜市の南浜漁港にて、船の出港を妨げている特定外来生物ナガ

エツルノゲイトウの駆除活動を行った。

　当日は、学生ボランティア全員が胴長とライフジャケットを身につけ、

岸と舟上よりナガエツルノゲイトウの駆除活動を行った。ナガエツルノ

ゲイトウは、琵琶湖や内湖、河川などの水際に生育している水陸両生の多年生の植物で、茎の断片

からも再生するほど繁殖力が強いため、機械ではなく手作業で根や茎をできるだけ残さないように

根本から丁寧に引き抜き、陸に上げる作業を熱心に行った。

　その結果、夕方には、湖面が見えないほど群生していたナガエツルノゲイトウのほとんどを駆除

することができ、参加者全員がやりがいや充実感を得ることができ、大学生として環境ボランティ

アの未来を考えるうえでの契機となった。また、今回の活動を通して、大学の所属を超えて学生ボ

ランティア同士が交流を行うことができ、有意義な1日となった。

　　日　　時　 ①事前説明会：10月11日（火）12時15分〜12時50分

　　　　　　　 ②駆 除 活 動：10月16日（日）７時30分〜18時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②滋賀県長浜市　南浜漁港

　　活動協力　 滋賀県立琵琶湖博物館　特別研究員 /

　　　　　　　 滋賀県琵琶湖環境部 自然環境保全課 副主幹　中井 克樹 氏

　　　　　　　 南浜漁業協同組合

　　参加者数　 ①36名（学生スタッフ30名、本学学生６名）

　　　　　　　 ②42名（学生スタッフ24名、本学学生５名、法政大学９名、教職員４名）

　　内　　容　 特定外来生物ナガエツルノゲイトウの駆除活動

　　企画学生の声

　・ナガエツルノゲイトウは、とるのが難しく、無理に引っ張っても途中で切れてしまうと意味が

なく、ナガエツルノゲイトウの駆除の大変さに驚きました。活動後のきれいな湖面を見たからこ

そ、自然をこれからも大切にしていかなければいけないと感じました。

　・関西大学及び法政大学の学生、職員の方たちと活動中に交流できたので、楽しかったです。自分

たちの活動の成果を現地の方が喜んでくれていたことで、より達成感を感じることができました。

　　参加者の声

　・ナガエツルノゲイトウの駆除活動は、協力することが必須な作業だったので、参加者同士でコ

ミュニケーションをとり新しい輪を広げられてよかったです。（関西大学・３年次生）

　・外来種の駆除という貴重な体験をしてみたいと思い、参加しました。目に見える形で成果が現れ

るので、達成感を感じることができ参加してよかったと感じました。（関西大学・１年次生）

　・晴天の中、関西大学の皆さんと協力して非常に楽しく活動することができました。また、漁協の

方も優しく特定外来生物の駆除方法を教えてくださり、初心者でもすぐに取り組める内容でした。

昼食時は関西大学のみなさんとコミュニケーションを取りながら時間を過ごすことができ、２大

学合同ボランティア活動ならではの有意義な経験となりました。（法政大学・３年次生）

　・関西大学の方々と連携して、特定外来生物を駆除することができて良かったです。また、今回の

駆除活動を通じて、どれだけ湖が汚れているのかを目の当たりにし、今後、自分がどのように環

境活動に関わっていけばいいのかを考える良い機会になりました。（法政大学・２年次生）

⑯　2022年度学園祭「環境問題ってなんだろな？〜クイズで！ゲームで！楽しく学ぼう！〜」
　学生スタッフは、淀川河川敷の清掃活動や琵琶湖の特定外来生物の

駆除活動などといった環境保全活動を普段から多数実施している。そ

ういった経験を活かし、遊びを通して子ども達に環境問題について考

えるきかっけをもってもらえるような企画とした。また、統一学園祭

に来訪される保護者の方や地域の方及び本学学生に、ボランティア活

動の魅力と学生スタッフの活動を知ってもらうことを目的として実施

した。

　本学統一学園祭には、親子連れや子どもが多く来場するため、子ど

もを対象としてSDGs（特に環境問題）について学んでもらうため、環

境問題というテーマで3つのブースを設けた。当日は多くの子ども達が

訪れ、ゲームを通して環境問題について学びを得る機会となった。

　　日　　時　 11月３日（木）12時00分〜15時30分

　　　　　　　 11月４日（金）10時00分〜16時00分

　　　　　　　 11月６日（日）10時00分〜13時00分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館１階学生ラウンジ

　　参加者数　 102名（学生スタッフ延べ94名、本学学生延べ８名）

企画内容：

・紙芝居

　海洋プラスチック問題を中心とした環境問題について紙芝居で説

明したあと、身近な例を使ったクイズで環境問題について楽しく学

んでもらった。

・ミニゲーム

　牛乳パックや段ボールなどを再利用して作ったおもちゃで魚釣り

ゲームをしてもらった。捨てるはずだったもので遊んでもらうこと

で、リサイクルの大切さやゴミを減らす工夫などについて楽しみな

がら学んでもらった。

・塗り絵

　色鉛筆やクレヨンを使ってSDGsや地球をモチーフにした塗り絵

をしてもらいながら、SDGsについて興味を持ってもらった。

　　企画学生の声

　・初めて学園祭に参加しましたが、とても楽しかったです。子ども達が楽しみながらも環境問題に

ついて学びを深めてくれている姿が、とてもいきいきとしていたのが嬉しかったです。

　・ミニゲームも塗り絵も紙芝居も全て子ども達は楽しそうに体験してくれていました。笑顔で帰っ

ていく子ども達を見ると、とても嬉しく感じました。

　　参加者の声

　・一度もボランティアに参加したことがなかったので、参加してみたいと思って参加しました。来

場してくれた子ども達が可愛かったです。（経済学部・３年次生）

　・子どもとコミュニケーションを取れる良い機会だと思ったので参加しました。学生スタッフの方

も親切で楽しく活動できました。（社会学部・１年次生）

⑰　千里キャンドルロード2022
　吹田市と豊中市にまたがる千里ニュータウンの人口にちなんだ９万個

のキャンドルに灯をともすイベント「千里キャンドルロード」に本セン

ターは2014年度から参加し、今回で８回目となる。10周年を迎えた今

年は、『「出会い」これまでも…これからも…』をテーマに、３年ぶりに

来場予約なしでの開催となった。

　学生スタッフはキャンドルのデザインから考え、2022年度は、約

2000個の紙コップを色づけした大きな赤いハート２つを中心に、伸び

る 蔦 葉 や 青 い 紙 コ ッ プ で 縁 取 り し た「Kandai Volunteer Center 

2022」の白い文字など、工夫を凝らしたデザインを作成した。

　当日は、多くの方が訪れ、暗くなってキャンドルに火が灯されると、

あたり一帯が幻想的な光景になる様子を訪れた方たちが足を止め写真撮影をするなど、笑顔溢れる

光景となった。

　　日　　時　 11月５日（土）11時30分〜21時00分

　　場　　所　 吹田市立千里南公園

　　主　　催　 千里キャンドルロードプロジェクト

　　参加者数　 40名（学生スタッフ33名、本学学生７名）

　　内　　容　 キャンドルデザイン案の作成、キャンドルを入れる紙コップの色付け、

　　　　　　　 キャンドルの設置・点火・見回り・片付け

　　企画学生の声

　・「ここ（関大の作品）すごい！」「ここがメインやね。」などと、来場した方からの嬉しい言葉を

たくさん耳にしました。準備は大変でしたが成功して良かったと思えた瞬間でした。

　・スペースの問題もあり、当日にデザインの変更をしましたが、とても上手に完成させることがで

きて達成感がありました。学生スタッフの参加人数がとても多く、学生スタッフの交流の場となっ

ていたのも良かったです。

　　参加者の声

　・楽しそうだと思ったので参加しました。みんなで一つのものを作れていい経験になりました。（経

済学部・３年次生）

　・学園祭期間で授業がなく時間が空いていたこともあり、参加を決めました。想像していた以上に

キャンドルに灯をともした光景が綺麗で、また、地域の人達にも満足していただけたようでやり

がいを感じました。（法学部・２年次生）

⑱　大阪マラソン2023給水ボランティア
　今回で11回目の開催を迎える大阪マラソンは、チャリティ文化の普

及を目指す日本最大規模の都市型市民マラソンである。本学は第1回大

会からオフィシャルスポンサーとして参画している。

　活動を通して本学学生が大阪を盛り上げるとともに、ボランティアの

楽しさややりがいを感じてもらう機会とすることを目的として実施し

た。

　当日は、本学学生が給水ボランティアとして携わり「みんなでかける

虹。」というスローガンのもと、29,285人のランナーをサポートした。

給水や応援を通してランナーの方と関わり、参加した学生にもよりボラ

ンティア楽しさやスポーツの魅力を感じてもらうことができる活動と

なった。

　　日　　時　 ①事前説明会：２月15日（水）13時00分〜14時30分

　　　　　　　 ②活　　　動：２月26日（日）７時30分〜12時00分

　　場　　所　 ①千里山キャンパス第２学舎４号館BIGホール100

　　　　　　　 ②大阪マラソン第１給水所（５ km地点／中之島・本町ブロック）

　　参加者数　 191名（学生スタッフ22名、本学学生58名、体育会所属学生108名、職員３名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明、ボランティアセンターの紹介

　　　　　　　 ②給水所でのランナーへの給水提供

　　参加者の声

　・中学校の頃からマラソンに興味があり、実際に見てみたかったので参加しました。ランナーの皆

さんが一生懸命走りつつも、僕らボランティアに「ありがとう」と声を掛けてくれたことがすご

く嬉しかったです。（環境都市工学部・２年次生）

　・2021年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響で中止になってしまったので、今回は絶対に

参加しようと決めていました。関西大学の多くの学生が大阪マラソンという大きなイベントに携

われて、盛り上げることができて良かったです。（システム理工学部・2年次生）

⑲　飛鳥ハーフマラソン2023給水ボランティア
　関西大学と縁の深い奈良県明日香村で開催される飛鳥ハーフマラソン

に2021年度に引き続き2022年度も学生ボランティアをいう形で参加

した。本学学生が学生ボランティアとして参加することで地域貢献活動

に寄与するとともに、ボランティア経験の浅い学生に対してボランティ

アのやりがいや魅力を広めることを目的として実施した。

　明日香村は「飛鳥・藤原の宮都とその関連資産群」として世界遺産登

録をめざしており、その構成資産の半分以上を巡ることができるように

コースが設定されている。また、持続可能な社会づくりのためにソフト

フラスク（折りたためる携行給水ボトル）の配布や、参加費等の一部で

菜の花のタネを購入して景観保全に役立てるなど、様々な取り組みが行

われている。

　当日は、スタートからおよそ11km地点の棚田に設けられた第２給食所で甘酒の提供を行った。

　　日　　時　 ①事前説明会：３月１日（水）10時00分〜11時30分 

　　　　　　　 ②活　　　動：３月12日（日）８時00分〜13時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②奈良県高市郡明日香村

　　参加者数　 18名（学生スタッフ11名、本学学生７名）

　　内　　容　 ランナーへの給水

　　企画学生の声

　・給水を行っていると、ランナーの方に「ありがとう」と声をかけていただくことがあり、ボラ

ンティアをしている側の自分たちが元気をもらい、ボランティアに参加してくれた学生に活動を

通してやりがいを感じてもらうことができました。

　・ボランティアに参加していただいた関大生との交流を楽しむことができ、ランナーの方の笑顔を

見ることができてとても充実した時間を過ごすことができました。

　　参加者の声

　・スポーツが好きなので、スポーツに関われるボランティアをやってみたいと思い参加しました。

ランナーの方に「ありがとう」と声をかけていただくこともあり、喜んでいただけていると感じ

られて嬉しかったです。（文学部・１年次生）

　・もともと給水ボランティアをしてみたいと思っていたので参加しました。ランナーの方と言葉を

交わしたり、アイコンタクトを取ることができたりしたことが嬉しかったです。（法学部・２年

次生）

⑳　子ども遊びボランティアinまちなかリビング北千里
　2022年度初めて企画を募集し、ベストアイデア賞を獲得した「学童

保育ボランティア」として、まちなかリビング北千里にて、ソフトバス

ケット大会（3on3）のお手伝いやボードゲーム・カードゲームを使用

した遊び等、子どもとのふれあいを通して、子どもとのかかわり方や距

離の縮め方を学び、コミュニケーション能力を向上させることを目的と

して実施した。

　当日はソフトバスケット大会の運営補助だけでなく、子ども達と一緒

にチームを組んで参加したり、小学生vs大学生の試合を行い、ソフトバ

スケット大会を盛り上げた。また、同施設で管理しているボードゲーム

やカードゲーム等の様々な遊び道具を使用して、ソフトバスケットの参

加待ちの子ども達やスポーツが苦手な子ども達と遊ぶ活動も行った。

　　日　　時　 ３月23日（木）16時00分〜18時00分

　　場　　所　 まちなかリビング北千里

　　参加者数　 13名（学生スタッフ５名、本学学生８名）

　　内　　容　 ソフトバスケット大会の運営補助・参加、子ども達との交流

　　企画学生の声

　・下見を行った時より子ども達の人数が多かったのにも関わらず、学生ボランティアの方々全員が

子ども達と交流をしていただくことができました。活動の最後まで、子ども達と交流するという

ことができ、手持ち無沙汰にならなかったことが非常に良かったと思います。また、児童センター

の職員さんには行くたびに「来てくれてありがとう。」というお言葉をいただくことができて、

嬉しいです。

　　参加者の声

　・子どもと遊ぶことがボランティアになるのならやってみたいと思ったので参加しました。子ども

と触れ合う中で、子どもにしかない発想を多く学び、とても楽しく活動することができ、ボラン

ティアに参加して良かったと思いました。（経済学部・1年次生）

　・子どもと遊びたいと思ったので参加しました。ボランティアに参加した自分が子どもから元気を

もらい、ボランティアにはこんな魅力もあるんだと実感しました。（大学院・2年次生）

（３）雨天中止事業

①　第4回大和川大掃除～未来につなげよう300人の小さな一歩～
　堺キャンパスの近くを流れる大和川河川敷において、各キャンパスの

学生、体育会所属学生、ボランティア団体所属学生、大学職員、ミズノ

株式会社社員など総勢300名が海につながる河川の環境美化に取り組む

ことで、SDGsや海洋プラスチック問題などを改めて意識してもらうこ

とを目的として企画したもの。

　学生スタッフは設立以来、本学学生にボランティア活動を通じてボラ

ンティアの魅力を知ってもらうために、様々なボランティア活動を同じ

学生目線で企画・運営してきた。特に河川敷の清掃活動については、

2011年度から2016年度まで500名規模で淀川河川敷の大掃除を行い、

ゴミの減少に貢献した。2017年度からは大和川河川敷に活動場所を移

し、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により規模を縮小することもあったが、継続的に清掃活

動を行っている。

　2022年度は多くの関大生にボランティア活動の魅力を知ってもらうべく、体育会11団体にご協

力いただき、コロナ禍前と同規模の300名で実施することを企画した。また、ボランティア活動を

通じて双方の充実と発展に寄与するため、本学と連携協定を結んでいるミズノ株式会社にもご参加

いただくことになっていたが、残念ながら当日雨天のため中止となった。

　　日　　時　 ２月19日（日）10時00分〜12時00分

　　場　　所　 大和川公園河川敷周辺

　　協　　力　 大和川河川事務所

　　　　　　　 ミズノ株式会社

　　内　　容　 大和川河川敷での清掃

清掃活動の様子 清掃活動の様子 集合写真



− 25 − − 26 − − 27 − − 28 − − 29 − − 30 − − 31 − − 32 −

− 33 − − 34 − − 35 − − 36 − − 37 − − 38 − − 39 − − 40 − − 41 − − 42 −

− 43 − − 44 − − 45 − − 46 − − 47 − − 48 − − 49 − − 50 − − 51 − − 52 −

− 53 − − 54 − − 55 − − 56 − − 57 −

　学生の中には「ボランティアに関心があるけど一歩踏み出せない」という学生もおり、学生スタッ

フはそのような学生を後押しできるような学内のボランティア活動の企画のほか、様々な社会問題へ

の啓発活動を行っている。

（１）学生スタッフ企画

　学生スタッフ企画とは、ボランティア活動の魅力を広めるため、まずは学生スタッフ自身がボラ

ンティアの魅力を再認識するために企画・参加しているプログラムである。

①　ボランティア懇談会
　ボランティアに関心のある関西大学の学生にボランティア活動の魅力

を発信する１つの手段として、ボランティアコーディネートを実施して

いる。より多くの学生に参加してもらうことを目的として普段はお昼休

みに実施しているボランティアコーディネートを、今回はお昼休みから

３限終わりまで開室時間を延長して実施した。

　　日　　時　 ５月 13 日（金） 12時20分〜15時00分

　　場　　所　 誠之館２号館１階ボランティアステーション

　　内　　容　 ボランティアコーディネート

②　富士山自然保護ボランティアツアー（法政大学主催3大学連携事業）
　3大学（法政大学・明治大学・関西大学）連携事業の一環として、法政大学主催の世界遺産であ

る富士山の麓で森林整備事業に参加した。

　団体の方からオーバーユーズ（使いすぎ）やアンダーユーズ（活用不足）の重要性、環境問題に

ついてなどのお話を伺った後、6〜7名ずつのグループに分かれて森林保全活動に取り組んだ。草

木の伐採や薪割り、枯れ木処理など、慣れない作業を行うのは大変であったが、休憩時間には木登

りをしたりブランコに乗ったりして、日常では味わえない大自然とのふれあいを楽しんだ。

　　日　　時　 ５月22日（日）９時45分〜17時00分

　　場　　所　 静岡県富士宮市

　　主　　催　 認定特定非営利活動法人富士山クラブ

　　参加者数　 37名（学生スタッフ4名、職員1名、

　　　　　　　 他大学学生32名）

　　内　　容　 草木の伐採、薪割り、枯れ木処理

　　学生スタッフの声

　・階段づくりや道の開拓など、自分が想像していたよりもはるかに本格的な活動ができました。日

常生活の中で鍬や鋸を使ったりすることがないため、初めはうまく使えませんでしたが、コツを

つかんだ後は気持ち良い程スムーズに切れるようになったのが本当に楽しかったです。

③　びわ湖を美しくする運動
　 2022年度に引き続き、琵琶湖の特定外来生物の現状を把握

するために、実際に琵琶湖に足を運び、滋賀県が毎年7月1日

において「びわ湖の日」に実施している「びわ湖を美しくする

運動」の特定外来生物のオオバナミズキンバイおよびナガエツ

ルノゲイトウの駆除活動に参加した。

　滋賀県が取り組む、琵琶湖の環境保全について、現状と課題、

特に侵略的外来水生植物の繁殖力やその影響による被害を伺

い、行政として滋賀県が取り組むボランティアに関して知見を

深めた。また、実際に、湖岸に生息する大量のナガエツルノゲ

イトウを手作業で取り除く体験を行い、学生スタッフとして何

ができるのかを考えることに繋げ、今後企画する「琵琶湖ツー

リズム！～大学生で考える環境ボランティアの未来2022（実

践編）〜」で実現することとした。

　　日　　時　 ７月１日（金）９時00分〜10時30分

　　場　　所　 滋賀県大津市　大津市なぎさ公園周辺

　　協　　力　 滋賀県琵琶湖環境部自然環境保全課

　　参加者数　 ７名（学生スタッフ５名、職員２名）

　　内　　容　 特定外来生物オオバナミズキンバイおよびナガエツルノゲイトウの駆除及び関係者

への取材

④　2022ボランティア新企画募集～あなたの想いを伝えよう～
　関大生からボランティアの新企画を募集し、学生スタッフが企画者のボランティアへの想いを他

の学生に伝えるお手伝いをする。また、そのボランティアを実現することで学生スタッフの活動に

新しい視点を取り入れることを目的として、2022年度から新しく実施した。

　SDGsを意識した内容のボランティア活動で、関大生が学生スタッフとともに行うことができる

新たな企画を募集したところ、８事業の応募があり、ヒアリングなど選考を重ねベストアイデア賞

として「学童保育ボランティア」、学生スタッフ特別賞として「動物愛護団体のお手伝いをして、

犬猫と触れ合おう」の２事業が選ばれた。

　ベストアイデア賞として選ばれた「学童保育ボランティア」は学生スタッフのサポートのもと、

大阪府吹田市の「まちなかリビング北千里」にて、来館する子ども達と遊び、交流するボランティ

アとして実際に実施し、特典②として本センター活動報告書にも掲載した。

　　募集期間　 ７月25日（月）〜８月31日（金）

　　募集内容　 SDGsを意識した内容で、複数名が参加できて、みんなで

楽しめるボランティア活動のアイデア

　　募集対象　 関西大学に所属の個人またはグループ
特典： ①選ばれたアイデアは、学生スタッフのサポートのもと、実際に企画として実施

②ボランティアセンターが発行する「活動報告書」に記載
③ボランティア体験ツアーに企画者の名前を付すことができる

　　応 募 数　 ８グループ
○ キャンパスで大地震発生から避難までを考える・新！関大クリーン大作戦
○ 子ども達が防災について学べる遊びを提供する活動・子ども達とのふれあい大作戦
○ 二酸化炭素を減らし地球の環境を守るための植林ボランティア
○ 私たちの手で綺麗な海を守ろう！海岸清掃in大阪湾沿岸の浅場
○ 学童保育ボランティア・動物愛護団体のお手伝いをして、犬猫と触れ合おう

　　学生スタッフの声

　・アイデアを応募してくれたグループへヒアリングを行うことで、アイデアをより具体的に深掘す

ることができました。

　・多くの学生に参加してもらうために、広報期間をより長く設け、ボランティアセンター機関誌の

配布などで知ってもらう機会を作る工夫をするべきでした。また、体験ツアー化する企画を選定

してから実施までに時間がかかりすぎたため、次に実施する際は実施までのプロセスまで細かく

決めておきたいです。

⑤　ようこそ！　関大サロンへ
　コロナ禍でも実施できるボランティア活動として、吹田市社会福祉協議会の協力を得て、2021

年度から高齢者施設に入所する方々とZoomを繋いだオンライン交流会を開始した。

　同世代の交流だけでなく、高齢者のような日常の中ではつながりを持ちにくい異世代との交流を

通して、高齢者の人々の文化を享受するだけでなく、一緒にゲームや歓談を行い、地域において世

代を超えたつながりや相互理解を深める機会を創出することを目的として実施した。加えて、高齢

者の方との接し方を学び、学生のコミュニケーション能力の向上を図るとともに、高齢者の方や施

設職員との関わりの中で、どのようなボランティアや支援が必要なのかを知り、これから新たに行

う活動を企画する際の気づきを得ることができた。

　今後は、関大生を募集してボランティア体験ツアーとして実施することを予定している。

　　日　　時　 ①９月５日（月）13時30分〜14時30分

　　　　　　　 ②３月15日（水）13時30分〜14時30分

　　場　　所　 オンライン（Zoom）

　　受入団体　 社会福祉法人 秀明会「特別養護老人ホーム あす～る吹田」

　　参加者数　 ①10名（学生スタッフ４名、職員２名、高齢者３名、施設職員１名）

　　　　　　　 ②11名（学生スタッフ３名、職員３名、高齢者３名、施設職員２名）

　　内　　容 高齢者とのゲーム・クイズ、歓談

　　学生スタッフの声

　・高齢者の方が「楽しかった、ありがとう」と言って涙まで流してくださり、短い時間で、これほ

ど感動していただけたのがとても嬉しかったです。

　・普段あまり話すことのない年代の方々と会話することができ、とても思い出に残る良い時間を過

ごせました。

⑥　まちFUNまつりin関西大学2022　子ども店長サポートボランティア
　子ども達を中心に、ともに楽しみ学べる場を地域に作ることを目的として活動している特定非営

利活動法人 ママふぁん関西との共催事業として実施した。

　「地域に開かれた大学」を目指して始まった本イベントは、今回で6回目を迎えた。学生スタッ

フも毎年運営補助ボランティアとして参加しており、2022年度は子ども達が店長となって出展

ブースのお店を手伝い、お金のやりとりも行うことで働く楽しさやお金の大切さを学ぶ職業体験イ

ベント「子ども店長」企画のサポートを行った。

　事前にお給料袋やくじを作成し、当日も会場設営の手伝いを行った。来場した子ども達がエプロ

ンに着替える手伝いや働くお店を決めるくじ引きの対応をする中で、学生スタッフは子ども達の緊

張がほぐれるように、声掛けをするなど工夫しながら活動をした。

　　日　　時　 10月９日（日）10時00分〜13時30分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館およびその周辺

　　参加者数　 学生スタッフ７名

　　内　　容　 お給料袋やくじの作成、会場設営、「子ども店長」事業のサポート、子ども達との交流

　　学生スタッフの声

　・子ども達の元気な姿に勇気づけられる、楽しい時間でした。

　・子ども店長自身が楽しかったと笑顔で言ってくれたり、お給料を手渡しするときにありがとうと

声をかけてくれたりして、うれしかったです。

⑦　非常食配布イベント
　防災意識の向上はもちろん食品ロス削減に取り組むことでSDGsの「つくる責任　使う責任」の

達成への貢献を目指して、公益社団法人 日本非常食推進機構より提供していただいた使用期限が

迫った非常食（防災備蓄品）を配布した。

　当日は、保存用ビスケット、保存用飲料水、アルファ化米の三種類の非常食を配布するのにあわ

せて、学生スタッフが広く認知されるように広報を行った。

　配布数は、保存用ビスケット300個、保存用飲料水100本、アルファ化米41個だった。

　　日　　時　 10月10日（月）12時20分〜12時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館１階学生センター前

　　参加者数　 学生スタッフ７名

　　内　　容　 保存用ビスケット・保存用飲料水・アルファ化米の配布

（２）ボランティア体験ツアー

　ボランティア体験ツアーとは、「ボランティアに関心があるけど一歩踏み出せない」という学生に、

ボランティアの第一歩として気軽に参加できるボランティア活動として実施しているプログラムで

ある。

①　関大クリーン大作戦～関大前の交流の輪を広げよう！～
　関西大学周辺まちづくり勉強会※主催の清掃活動にボランティア活動

として参加した。

　当日は、地域の方や体育会学生と協力して、関大前通りや千里山ユー

トピア遊園の清掃を行った。道端にはタバコの吸い殻が多く、側溝にも

マスクや包装紙のゴミが多く落ちていた。ゴミ拾いを終えたら、根を残

さないように専用の道具などで掘り起こしながら千里山ユートピア遊園

の除草作業を行った。普段なかなか関わることのない地域の方と交流し

ながらの活動となり、終始笑顔が絶えない時間となった。

※阪急電鉄関大前駅周辺の地域において、安心・安全で活力と魅力あふれる「ま
ちづくり」を推進し、自治会、関大前商店街、学校法人関西大学及び行政で
課題を共有し、方策を検討することを目的とした組織。現在は、関大前ラボ
ラトリ（通称まち・かん）の管理運営及び関大前周辺地域の美化活動を主な活動としている。

　　日　　時　 ４月14日（木）８名、５月12日（木）雨天中止、６月９日（木）６名、10月13日（木）

７名、11月10日（木）３名、12月８日（木）７名　14時00分〜15時00分

　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ15名、本学学生延べ16名

　　場　　所　 阪急電鉄関大前駅～関西大学正門の周辺道路、千里山ユートピア遊園

　　主　　催　 関西大学周辺まちづくり勉強会

　　内　　容　 関大前通り、千里山ユートピア遊園の清掃

　　企画学生の声

　・関大前はタバコのゴミや雑草が多く、清掃のやりがいが大きいと感じました。また、地域の方や

関大生とも交流しながら行えたため、最後まで良い雰囲気で清掃できたと思います。

　・参加してくれた関大生と活動中もたくさん話せました。１人で清掃に集中するよりも話しながら

のほうが楽しく、時間が過ぎるのが早かったです。

　　参加者の声

　・コロナ禍でも自分がやれることに挑戦したかったから参加しました。地域の人と交流できてよ

かったです。（社会学部・２年次生）

　・街が綺麗になっていくのがうれしかったです。地域の人たちとも協力しあうことができて、充実

した時間でした。（法学部・1年次生）

②　関大クリーン大作戦in高槻
　普段利用している駅やキャンパス周辺を清掃し、景観を保護すること

で、学生や地域の方々が気持ちよく利用することを目的に、また、阪急

高槻市で活動することで高槻キャンパス、高槻ミューズキャンパスの学

生も気軽にボランティアに参加できる機会を設けることを目的として実

施した。

　4月実施時は、阪急高槻市駅周辺の本通り商店街と中通り商店街の二

手に分かれて、清掃活動を実施した。11月実施時は、参加者全員で清

掃活動を実施した。両日とも、最初にアイスブレイクを行い、交流をし

てから清掃活動に取り組んだため、雰囲気がよく楽しく活動することが

できた。

　　日　　時　 ①４月17日（日）９時00分〜10時30分

　　　　　　　 ②11月27日（日）９時00分〜10時30分

　　場　　所　 阪急高槻市駅周辺

　　参加者数　 ①15名（学生スタッフ５名、本学学生10名）

　　　　　　　 ②７名（学生スタッフ６名、本学学生１名）

　　内　　容　 阪急高槻市駅周辺の清掃

　　企画学生の声

　・想像していたよりも多くの人に参加してもらうことができて、アイスブレイクや清掃活動中は参

加者同士の交流があり、いい雰囲気で活動することができてよかったです。

　・活動中に通りがかった地域の方から「お疲れ様です。」というお言葉をいただくことができて、

嬉しかったです。

　　参加者の声

　・友達の輪を広げたいと思い参加しました。ゴミをたくさん拾うことができてやりがいがありまし

た。（社会安全学部・１年次生）

　・少人数のグループに分かれてのゴミ拾いだったので、1人で参加しても他の参加者と話しながら

活動しやすくて良かったです。（総合情報学部・３年次生）

③　淀川掃除
　淀川河川敷の清掃をすることで、大阪湾へゴミが流れ込むことを防ぎ、

淀川の水質や景観を保護することを目的に、また、清掃活動という気軽

に参加できる点を活かして、関大生にボランティア活動の魅力を広める

機会にすることを目的として実施した。2021年度には、淀川河川事務

所に相談を行ったうえで、これまで清掃を行っていた南方地区から行政

の対応が追い付いていないより河口の西淀川区福町地区へ場所の変更を

行った。

　４月実施時は雨天だったため、河川敷の手前を２グループに分かれて

清掃活動を行い、途中でグループを入れ替える等、参加者同士がより多

く関われるよう工夫を行った。

　10月実施時は晴天に恵まれ、5グループに分かれて河川敷を広く清掃

した。

　　日　　時　 ①４月24日（日）10時00分〜12時00分

　　　　　　　 ②10月23日（日）10時00分〜12時00分

　　場　　所　 大阪市西淀川区　阪神福駅近くの河川敷

　　参加者数　 ①26名（学生スタッフ8名、本学学生18名）

　　　　　　　 ②20名（学生スタッフ10名、本学学生10名）

　　内　　容　 淀川河川敷の清掃

　　企画学生の声

　・雨の中での実施となり、予定していた通りの淀川掃除は出来ませんでしたが、参加者の方から「楽

しかった」という言葉が聞けて嬉しかったです。

　・通りすがりの地域の方からどこの大学の団体なのかと尋ねられ、「ありがとうね、頑張って！」

とお声掛けいただいて嬉しかったです。

　　参加者の声

　・河川敷には多くのゴミが落ちていて、それらを拾っていくことが単純に楽しかったし、学生ス

タッフの方や参加者の方と色々話せてよかったです。（外国語学部・１年次生）

　・前に参加した清掃ボランティアで誘ってもらったので、参加しました。思っていたよりもプラス

チックのゴミが多くて驚きました。（政策創造学部・１年次生）

④　献血呼びかけボランティア

　献血の必要性を多くの学生に伝えることが、社会貢献につながるとい

うことを知ってもらうこと、また、気軽に参加できる学内ボランティア

を通じて、ボランティアの良さを身近に感じてもらい次のボランティア

活動参加のきっかけを創出することを目的として実施した。

　現在の日本では少子高齢化が進み、輸血を必要とする高齢者の割合が

増える一方で、それを支える若者の献血者数が減っているという危機的

状況にある。また、血液は長期の保存ができないため、安定的な供給が

必要であるが、献血について学生の関心が薄いのが現状である。

　献血を実施の広報だけでなく、当日は、献血車前で看板を持って献血

協力の呼びかけを行った。

　　日　　時　 ４月25日（月）14名、４月26日（火）９名、５月10日（火）６名、６月７日（火）８名

　　　　　　　 10月12日（水）10名、10月20日（木）３名、11月11日（金）６名、12月５日（月）４名

　　　　　　　 11時30分〜13時30分、12時00分〜13時00分

　　　　　　　 ※10月20日は関大防災DAYの事業の一環として実施した。
　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ40名、本学学生延べ20名

　　場　　所　 千里山キャンパス総合図書館前、悠久の庭前、

　　協　　力　 大阪府赤十字血液センター

　　内　　容　 献血への協力呼びかけ

　　企画学生の声

　・授業終わりで人通りが多い時間帯に呼び込み時間を設定したため、効果的に呼びかけが行えたと

思います。前を通った方が自分たちの呼びかけに反応してくださって嬉しかったです。また、毎

月行っているので声を出すことに慣れてきて、積極的に声かけをすることができました。

　・呼びかけを行ったことで、多くの学生に献血実施中であることに気付いてもらうことができまし

た。呼びかけに反応してくださる方もいて嬉しかったです。

　　参加者の声

　・輸血経験があるため、恩返しになればと思って参加しました。活動はアットホームな雰囲気で楽

しむことができました。（文学部・２年次生）

　・自分が想像していた以上に人が集まり、献血に協力していたので、声掛けの達成感を感じました。

（商学部・３年次生）

⑤　関大花植え活動（大学昇格100年記念）
　大学昇格100年記念事業の一環として、経済学部と商学部の学び舎で

ある第２学舎１号館前の広場を、山岡順太郎の胸像とともにリニューア

ルすることとなり、管財課の協力のもと、花壇の花植え活動を実施した。

大学昇格100年という節目に、緑のなかで新しい仲間と出会って交流し

ながら、学生たちの愛校心を育むこと。また、今後の広報を含めて、「ボ

ランティアセンター学生スタッフ」が大学内で広く認知されることを目

的として実施した。

　当日は、業者の方の指示に従いながら土を掘り、花を植えた。活動の

途中から雨が降りだしたため、レインコートを着用しての活動になった

が、参加者全員が熱心に取り組んだ結果、予定よりも広い範囲に花を植

えることができた。

　　日　　時　 ５月13日（金）９時00分〜12時10分

　　場　　所　 千里山キャンパス第2学舎1号館前広場

　　参加者数　 30名（学生スタッフ９名、本学学生21名）

　　内　　容　 花壇の花植え

　　企画学生の声

　・花を植える場所の土が硬くて、掘るのに思ったより時間がかかって大変でした。また、植えると

きに花の間隔や全体のバランスを考えるのが難しかったので、わからないことがあったら業者の

方に質問しながら作業をすすめました。

　・業者の方から「これからも手伝いにきてほしい」と言って褒めていただけて、嬉しかったです。

　　参加者の声

　・花植えに興味が湧いたので参加しました。想像していたよりも体力を使い、花壇がきれいになっ

ていくのが分かってやりがいがありました。（システム理工学部・４年次生）

　・ボランティア活動を体験してみたかったので参加しました。自分の活動が花というかたちで残っ

て嬉しいです。（文学部・１年次生）

⑥　高槻景観美化ボランティア
　自然と共生する「花と緑のまちづくり」に寄与することを目的として

いる高槻市のNPO法人「花と緑のまちづくり 高槻景観園芸クラブ」と

の連携事業として活動に参加し、学生に環境美化、地域交流の必要性を

学んでもらうことを目的として実施した。

　高槻景観園芸クラブの方々から活動の説明を受けた後、初対面の学生

の緊張をほぐすためにアイスブレイクを行った。高槻景観園芸クラブの

方々の指示に従い、苗床を整備して花を植えていく中で、良い苗の見分

け方や植物の種類なども教えていただいた。

　11月実施時は花を植えた後、花壇周りや他の花壇に積もった大量の

落ち葉を拾い集め、花壇全体の景観を美しく整えた。

　幅広い世代の憩いの場所である公園を美化し、まちづくりに関心を持

てるような事業は貴重なものであり、団体の方々とコミュニケーション

を取りながら、楽しく花植え活動を行うことができた。

　　日　　時　 ①５月14日（土）８時50分〜11時00分

　　　　　　　 ②11月20日（日）９時00分〜11時00分

　　場　　所　 大阪府高槻市　高槻城公園

　　　　　　　 連携先 NPO法人 花と緑のまちづくり 高槻景観園芸クラブ

　　参加者数　 ①７名（学生スタッフ５名、本学学生２名）

　　　　　　　 ②６名（学生スタッフ４名、本学学生２名）

　　内　　容　 高槻城公園内の花壇の手入れ、地域の方との交流

　　企画学生の声

　・団体の方といろんなお話をしながら花植え活動を行い、花植えをしたことがない学生でも不安な

く楽しめた事業でした。参加学生にボランティアの魅力を伝えるとともに、自身も改めてボラン

ティアの魅力を感じることができました。

　・花にも一つ一つ個性があり、それぞれに花の魅せ方があるのだと初めて知り、ただ活動するので

はなく、何かを意識して取り組むことの大切さを学びました。

　　参加者の声

　・花壇の手入れをしたことがなく、一度してみたいと思ったので参加しました。花壇が綺麗になっ

た際に感じた達成感や団体の方々との交流を通じて、ボランティアの魅力や楽しさを感じること

ができました。（法学部・４年次生）

⑦　関大クリーン大作戦in梅田
　梅田キャンパスの周辺を清掃することで環境や景観を保護し、通行す

る人々が気持ちよく過ごすことができるようにすること、気軽に参加で

きるボランティア活動として清掃活動に参加することでボランティアの

やりがいや楽しさを感じてもらうことを目的として実施した。

　当日は、梅田キャンパスの教室にてアイスブレイクを行ったあと、２

グループに分かれて茶屋町エリアの清掃を約１時間行った。清掃活動中

には、通りがかった人や清掃ルートの並びにある店舗の方からお礼の言

葉をもらうことができ、参加者の達成感や満足感につながった。日曜の

朝ではあったが人通りや車が多く、学生スタッフが時折声をかけて注意

を促しながら活動した。

　　日　　時　 ①５月15日（日）９時00分〜11時00分

　　　　　　　 ②11月13日（日）９時00分〜11時00分

　　場　　所　 梅田キャンパス周辺

　　参加者数　 ①19名（学生スタッフ５名、本学学生14名）

　　　　　　　 ②13名（学生スタッフ３名、本学学生10名）

　　内　　容　 梅田キャンパス周辺の清掃

　　企画学生の声

　・アイスブレイクで学部や趣味などの自己紹介を行ったので、活動中の話題ができてすごく話しや

すかったです。友達同士が一緒になるようにグループ分けしたのがよかったのか、参加した学生

同士楽しそうに活動していました。

　・清掃の距離を延ばすなどの工夫をしましたが、ルートによってゴミの量が違っていたので、ルー

トの見直しが必要だと感じました。雨の中での活動でしたが、みんなで楽しく清掃活動ができた

ので嬉しかったです。

　　参加者の声

　・活動場所が梅田なので参加しやすいと思い参加しました。普段なかなかゴミ拾いを行う機会がな

かったので経験できて良かったです。（商学部・１年次生）

　・一度ボランティアに参加してみたいと思ったので参加しました。自分たちで街を少しでも綺麗に

する活動ができ、良い経験になりました。（社会安全学部・１年次生）

⑧　関大クリーン大作戦～千里山キャンパス周辺の清掃～
　普段自分たちが利用している千里山キャンパス周辺を清掃することで

環境や景観を保護し、関大生や地域の方々がより気持ちよく過ごすこと

ができる。また、授業の空きコマに気軽に参加できることでボランティ

ア活動を身近に感じてもらうことを目的として実施した。

　活動前にアイスブレイクを行い、学部や学年に関係なく学生同士が交

流することで、その後の活動も和やかな雰囲気で進めることができた。

清掃は関大前ルートと名神高速道路沿いルートの2コースに分かれて

行った。ゴミは「燃えるゴミ」「ビン・カン」「ペットボトル」の3つに

分類して集めたが、タバコの吸い殻が最も多く、ゴミを拾うだけでなく、

今後はゴミを捨てる人が少なくなるように啓発を目的とした活動も検討

している。

　　日　　時　 ①５月21日（土）10時40分〜12時10分

　　　　　　　 ②10月15日（土）10時40分〜12時10分

　　場　　所　 千里山キャンパス周辺

　　参加者数　 ①10名（学生スタッフ３名、本学学生７名）

　　　　　　　 ②16名（学生スタッフ７名、本学学生９名）

　　内　　容　 千里山キャンパス周辺の清掃

　　企画学生の声

　・ゴミの量が少なく、やりがいを感じにくいのではないかと心配でしたが、清掃中はずっと楽しく

会話しながら活動を行うことができました。

　・参加者の１回生が１人で、他の上級生と仲良くなれるかどうか不安がありましたが、始まってみ

ればみんな会話が絶えず、終始楽しく活動することができました。

　　参加者の声

　・自分が通っている大学に恩返しをしたいと思って参加しました。意外と大学の周りが綺麗だった

ことに驚きました。（社会学部・３年次生）

　・アルバイトをやっていないため、他に何か出来ることはないか、頑張れることはないか、と探し

ていたらこのボランティアを見つけて参加しました。意外と細かいゴミが多く、拾うのが大変で

したが、充実した時間を過ごせました。（法学部・１年次生）

⑨　関西大学×法政大学 スポーツゴミ拾い
　法政大学と連携しZoomを用いて合同でゴミ拾いを実施した。「スポー

ツゴミ拾い」とは、制限時間内に指定されたエリアのゴミを拾い、拾っ

たゴミの量と種類で得点を競い合うというスポーツ要素を加えた、日本

発祥の新感覚清掃活動である。ゴミ拾いにスポーツ要素をかけ合わせる

ことで、ゴミ拾いをスポーツ感覚で楽しみ、ボランティアへの興味を引

き出し、法政大学の学生と交流を深め、参加者同士で協力してゴミ拾い

を行うことで連帯感や達成感を得ることを目的として実施した。

　当日は、Zoomを繋ぎながらキャンパス周辺の清掃を行い、清掃の様

子だけでなく、キャンパスの様子なども映すことで大学の所属を超えて、

学生ボランティア同士の交流も行うことができた。

　　日　　時　 ①５月29日（日）14時00分〜16時20分

　　　　　　　 ②３月13日（月）13時50分〜16時20分

　　場　　所 ①関西大学千里山キャンパス周辺および凜風館１階学生ラ

ウンジ

　　　　　　　 　法政大学市ヶ谷キャンパス周辺および外濠校舎３階S305

　　　　　　　 ②関西大学千里山キャンパス周辺および尚文館１階マル

チメディアAV大教室

　　　　　　　 　法政大学市ヶ谷キャンパス周辺および外濠校舎３階S305

　　共　　催 法政大学ボランティアセンター、法政大学ボランティアセ

ンター学生スタッフ VSP

　　参加者数 ①32名（学生スタッフ10名、本学学生７名、法政大学15名）

　　　　　　　 ②25名（学生スタッフ７名、本学学生６名、法政大学12名）

　　内　　容 それぞれのキャンパス周辺のゴミ拾い、クイズ大会、法政大学との交流

　　企画学生の声

　・拾ったゴミを得点化して競うのはゲーム感覚があり、参加者

に楽しんでもらえたように思います。参加者の方がゴミを袋に

入れるときに何を拾ったかを伝えてくれたので、記録がスムー

ズに進みました。

　・単なるゴミ拾いではなく、ゴミを点数化してチーム対抗で競う

ことで、楽しみながらも一生懸命に取り組むことができ、参加

者にボランティアを楽しむ感覚を味わってもらえて、非常に良

かったです。

　　参加者の声

　・スポーツゴミ拾いはゲーム性があり、法政大学の学生と交流し

ながら楽しく活動することができました。（文学部・２年次生）

　・学生スタッフの方もほかの参加者の方も丁寧に接してくれて嬉

しかったです。おかげで楽しく街を綺麗にすることができまし

た。（法学部・２年次生）

⑩　1000000人のキャンドルナイト 茶屋町スロウデイ2022
　梅田・茶屋町エリアの企業、地域団体、学校および行政などが集まっ

て“歩いて楽しいまちづくり”を推進し、茶屋町の魅力を発信する本イ

ベントに2017年度から参加している。魅力発信に取り組み地域の活性

化を行い、キャンドルの灯りを見てくれる人に気持ち安らぐ時間や癒し

を提供することを目的として実施した。

　2022年度は「Convivial 〜ともに愉しむ日～」をテーマに、３年ぶ

りの現地開催となった。「キャンドルの灯りが人々の心に安らぎと未来

への希望をもたらすように」という願いを込めて、学生スタッフは

CHASKA茶屋町（ジュンク堂書店）前にキャンドルアートを設置した。

　事前に学生スタッフが考えたデザインを基にキャンドル装飾を行い、

設置・点火・火の見守り・会場の片付け等の活動を行った。

　キャンドルに火が灯り、日が落ちて街が暗くなるにつれて、大勢の方がキャンドルアート前で足

を止めて写真撮影を行い、キャンドルの光に照らされた笑顔に溢れたイベントとなった。

　　日　　時　 ①事前説明会：５月25日（水）12時20分〜12時50分

　　　　　　　 ②活　　　動：６月１日（水）13時00分〜22時00分

　　場　　所　 ①千里山キャンパス凜風館1階ピアエリア／オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②大阪市北区　CHASKA茶屋町

　　参加者数　 24名（学生スタッフ11名、本学学生13名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明会

　　　　　　　 ②キャンドル装飾の制作・設置・点灯・見守り

　　企画学生の声

　・CHASKA 茶屋町全体がキャンドルの温もりに包まれた空間を体感できて良かったし、自分がそ

の空間を作る側として携わることができて嬉しかったです。たくさんの方達が見に来てくれたり

写真を撮ったりしてくれて、地域の活性化に貢献できたと思えました。

　・日が沈んだ後、キャンドルが光っている景色を見た時に、とても感動しました。たくさん写真

を撮っている方や、キャンドルの灯をずっと眺めている方もいらっしゃって嬉しかったです。

　　参加者の声

　・点灯時間までにキャンドルの設置が間に合うか不安でしたが、参加者の方々と協力して取り組み、

デザイン通りのものを完成させることができました。点灯した綺麗なキャンドルを見ると、達成

感や安らぎを感じることができ、ボランティアに参加して良かったと感じました。（社会学部・

１年次生）

　・一緒に活動した関大生と仲良くなることができ、入学してなかなか友達ができなかった自分に

とってすごく嬉しく、楽しいボランティア活動でした。（社会学部・２年次生）

⑪　大和川掃除
　堺キャンパス周辺を流れる大和川河川敷を清掃することで景観を清潔

に保つことができ、地域の方が河川敷をより気持ちよく利用できると同

時に、堺キャンパス周辺の地域貢献活動を目的として実施した。

　本活動は、堺キャンパスに通う学生にとって参加しやすい活動場所で

あることから、堺エリアで活動を展開しているボランティア団体

「WEVO」とも連携して実施している。

　当日は雲が多かったが気温は高かったため、こまめに休憩をとり、熱

中症に気を付けながら清掃活動をした。河川敷には大和川上流から家庭

ゴミやペットボトル等が流れてくるため、参加者全員で力を合わせて清

掃することで河川敷を綺麗にすることができた。

　　日　　時　 ６月５日（日）９時30分〜11時30分

　　場　　所　 大阪府堺市　大和川左岸河川敷

　　参加者数　 72名（学生スタッフ14名、本学学生17名、WEVO所属学生41名）

　　内　　容　 大和川河川敷の清掃

　　協　　力　 WEVO

　　企画者の声

・普段交流する機会が少ないWEVOの方達と交流することが出来て、貴重な機会でした。一見何も

無いように見えても、掘ってみると靴が1足出てくるなど、砂に埋まっているゴミが沢山見られ

ました。

　・同じグループの方たちと楽しく話しながら協力して清掃することができて良かったです。堺キャ

ンパスの方と一緒に活動することは初めてだったので、とても新鮮でした。キャンパス間の交流

にもなり、有意義な活動となりました。

　　参加者の声

・社会経験を積むために参加しました。初対面の人とも話すことができたので良かったです。（法

学部・３年次生）

　・ボランティアの経験を積む良い機会になると考えたので、参加しました。活動自体は思っていた

よりも短く感じ、少人数でのグループだったので活動しやすかったです。（法学部・３年次生）

⑫　吹田くわいボランティア 
　若者の農業への関心が低下し、千里山キャンパスがある吹田市の特産

品である吹田くわいの認知度が低いという現状がある。そこで、吹田く

わいの植え付けから収穫まで一年を通した活動を通して、吹田くわいに

ついて深く理解してもらうとともにボランティアの魅力に気付いてもら

うことを目的として実施した。

　どちらの活動も、農園の方から吹田くわいの説明をしていただき、植

え付けや収穫のコツについてお話しいただいた後、作業を行った。植付

けでは、日常生活では着る機会のない胴長を着用しての作業に苦戦しな

がらも、参加者同士で声を掛け合い農業の大変さを感じながら活動した。

収穫では、備中鍬でくわいを傷つけないように慎重に泥をかき分けなが

ら、全部で約700グラムのくわいを収穫した。

　　日　　時　 ①植え付け：６月16日（木）14時45分〜17時00分

　　　　　　　 ②収　　穫：12月５日（月）14時45分〜17時00分

　　場　　所　 大阪府吹田市　西農園

　　協　　力　 吹田市都市魅力部 地域経済振興室

　　参加者数　 ①13名（学生スタッフ５名、本学学生８名）

　　　　　　　 ②６名（学生スタッフ６名）

　　内　　容 吹田くわいの植え付けと収穫作業の手伝い

　　企画者の声

　・大学のある吹田市の特産品に触れることができ、地域のことを少しでも知るきっかけとなりまし

た。

　・くわいを収穫する作業は考えていたよりも大変でしたが、そのぶん達成感があり、泥の中からく

わいを見つけた時は嬉しい気持ちになりました。頂いたくわいを家に帰って素揚げにして食べて

みると、自分達で収穫したこともあってとても美味しかったです。

　　参加者の声

　・普段の生活で農業に関わることがないので、やってみたいなと思って参加しました。農業体験だ

けでなく、くわいの事を知ることもできてよかったです。（文学部・４年次生）

　・「すいたん」のモチーフであるくわいに興味があったので参加しました。また、学生スタッフの

方が話しやすくてよかったです。農家の方のお話も面白かったです。（法学部・２年次生）

⑬　飛鳥光の回廊2022 ～明日香をともす「和」のひかり～
　明日香村で毎年行われている、石舞台古墳をはじめ岡寺や飛鳥寺など、

明日香村内の代表的な史跡・寺社・施設をろうそくやLEDライトの明か

りで彩る地域活性化イベントで、奈良県明日香村との連携事業として実

施した。

　「キャンドルの輪と和でつながる光」を関西大学のテーマとし、キャ

ンドルのデザインや配置を考え、他の活動では得られない大変さと、よ

り大きなやりがいや達成感を感じることができた。

　残念ながら1日目は雨天のため中止となったが、石舞台古墳や奈良県

立万葉文化館などを見学し、明日香村の歴史や文化的価値について学ん

だ。2日目は、用意した約3000個の色付き紙コップを「ボランティア

センター 2022」という文字やピラミッド、円の形に並べた。夕方から

は多くの方が来場し、写真撮影をしたりと笑顔溢れる楽しい空間となった。

　　日　　時　 ①事前説明会：９月１日（木）12時00分〜13時00分

　　　　　　　 ②活　　　動：９月23日（金）10時00分〜17時00分

　　　　　　　 　　　　　　　９月24日（土）11時00分〜22時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②奈良県高市郡明日香村　川原寺跡

　　連 携 先　 奈良県明日香村

　　参加者数　 40名（学生スタッフ延べ21名、本学学生延べ19名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明

　　　　　　　 ②キャンドルデザイン案の作成、キャンドルを入れる紙コップの制作、

　　　　　　　 　キャンドルの設置・点灯・撤去、明日香村の散策、地域の方との交流

　　企画学生の声

　・イベントが始まると多くの方が見に来てくださり、「きれい」「すごい」などのお声をきくことが

でき、このイベントに関西大学ボランティアセンター学生スタッフとして参加してよかったと思

いました。

　・気温が高い中、多くのキャンドルを並べていくのは大変だったが、みんなで協力し合いながら長

時間かけて作り上げたので、その分、夜になりキャンドルの灯りがきらきらしているのを見ると

とても達成感を感じることができました。

　　参加者の声

　・楽しそうだと思ったので参加しました。思っていたよりずっと大変だったけど、終わったあとの

達成感が気持ちよかったです。（社会安全学部・1年次生）

　・みんなでキャンドルを並べるのがとても楽しかったです。参加して良かったと思いました。（経

済学部・1年次生）

⑭　下校見守り活動
　吹田警察生活安全課防犯係と連携して、千里山キャンパス近くの小学

校に通う子どもが安全に下校できるような環境を守ることを目的とし

て、千里山キャンパス周辺の小学校の下校時間にあわせて正門前で見守

り、声かけを実施した。

　当日は、子どもたちが「さようなら」「気を付けて帰ってね」と声を

かけると元気よく挨拶を返してくれたり、関西大学という名前を見て

「知ってる！」と声をかけてくれたりと、参加した学生ボランティアと

の交流を楽しむ様子が伺えた。

　　日　　時　 10月11日（火）７名、13日（木）４名、14日（金）４名　14時00分〜15時00分

　　　　　　　 10月12日（水）３名　12時45分〜14時15分

　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ10名、本学学生延べ８名

　　場　　所　 吹田市立千里第二小学校

　　協　　力　 吹田警察署生活安全課防犯係

　　内　　容　 小学校正門前での声掛け、見守り

　　企画学生の声

　・見守り活動中はできるだけ腰を屈めて、子どもたちと目線の高さを合わせて挨拶することを心が

けるようにしました。地域に根ざしたボランティア活動を企画できてよかったです。

・元気に挨拶をしてくれた子どもも多く、見守り活動をしている私たちの方が元気をもらいました。

　　参加者の声

　・実際に吹田警察署の方と連携して、見守り活動をするという貴重な経験ができて良かったです。

小学生から挨拶を返してもらえたりして本当にやってよかったと思いました。とてもいい経験に

なりました。（法学部・３年次生）

　・はじめてのボランティア活動で緊張していましたが、学生スタッフの方も職員の方も優しくて安

心しました。見守り活動もやりがいを感じることができたので、参加してよかったです。（商学部・

３年次生）

⑮　琵琶湖ツーリズム！～大学生で考える環境ボランティアの未来2022（実践編）〜
　関西大学ボランティアセンターは2017年度から琵琶湖の保全活動に

取り組んでいる。2017年度は特定外来生物オオバナミズキンバイ駆除

活動、2018年度は清掃活動を実施し、2019年度及び2020年度は新型

コロナウイルス感染症拡大の影響により実施を見合わせた。

　本学主催３大学（法政大学・明治大学・関西大学）連携事業として、

法政大学の学生ボランティアとともに、琵琶湖岸の環境保全活動として

滋賀県長浜市の南浜漁港にて、船の出港を妨げている特定外来生物ナガ

エツルノゲイトウの駆除活動を行った。

　当日は、学生ボランティア全員が胴長とライフジャケットを身につけ、

岸と舟上よりナガエツルノゲイトウの駆除活動を行った。ナガエツルノ

ゲイトウは、琵琶湖や内湖、河川などの水際に生育している水陸両生の多年生の植物で、茎の断片

からも再生するほど繁殖力が強いため、機械ではなく手作業で根や茎をできるだけ残さないように

根本から丁寧に引き抜き、陸に上げる作業を熱心に行った。

　その結果、夕方には、湖面が見えないほど群生していたナガエツルノゲイトウのほとんどを駆除

することができ、参加者全員がやりがいや充実感を得ることができ、大学生として環境ボランティ

アの未来を考えるうえでの契機となった。また、今回の活動を通して、大学の所属を超えて学生ボ

ランティア同士が交流を行うことができ、有意義な1日となった。

　　日　　時　 ①事前説明会：10月11日（火）12時15分〜12時50分

　　　　　　　 ②駆 除 活 動：10月16日（日）７時30分〜18時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②滋賀県長浜市　南浜漁港

　　活動協力　 滋賀県立琵琶湖博物館　特別研究員 /

　　　　　　　 滋賀県琵琶湖環境部 自然環境保全課 副主幹　中井 克樹 氏

　　　　　　　 南浜漁業協同組合

　　参加者数　 ①36名（学生スタッフ30名、本学学生６名）

　　　　　　　 ②42名（学生スタッフ24名、本学学生５名、法政大学９名、教職員４名）

　　内　　容　 特定外来生物ナガエツルノゲイトウの駆除活動

　　企画学生の声

　・ナガエツルノゲイトウは、とるのが難しく、無理に引っ張っても途中で切れてしまうと意味が

なく、ナガエツルノゲイトウの駆除の大変さに驚きました。活動後のきれいな湖面を見たからこ

そ、自然をこれからも大切にしていかなければいけないと感じました。

　・関西大学及び法政大学の学生、職員の方たちと活動中に交流できたので、楽しかったです。自分

たちの活動の成果を現地の方が喜んでくれていたことで、より達成感を感じることができました。

　　参加者の声

　・ナガエツルノゲイトウの駆除活動は、協力することが必須な作業だったので、参加者同士でコ

ミュニケーションをとり新しい輪を広げられてよかったです。（関西大学・３年次生）

　・外来種の駆除という貴重な体験をしてみたいと思い、参加しました。目に見える形で成果が現れ

るので、達成感を感じることができ参加してよかったと感じました。（関西大学・１年次生）

　・晴天の中、関西大学の皆さんと協力して非常に楽しく活動することができました。また、漁協の

方も優しく特定外来生物の駆除方法を教えてくださり、初心者でもすぐに取り組める内容でした。

昼食時は関西大学のみなさんとコミュニケーションを取りながら時間を過ごすことができ、２大

学合同ボランティア活動ならではの有意義な経験となりました。（法政大学・３年次生）

　・関西大学の方々と連携して、特定外来生物を駆除することができて良かったです。また、今回の

駆除活動を通じて、どれだけ湖が汚れているのかを目の当たりにし、今後、自分がどのように環

境活動に関わっていけばいいのかを考える良い機会になりました。（法政大学・２年次生）

⑯　2022年度学園祭「環境問題ってなんだろな？〜クイズで！ゲームで！楽しく学ぼう！〜」
　学生スタッフは、淀川河川敷の清掃活動や琵琶湖の特定外来生物の

駆除活動などといった環境保全活動を普段から多数実施している。そ

ういった経験を活かし、遊びを通して子ども達に環境問題について考

えるきかっけをもってもらえるような企画とした。また、統一学園祭

に来訪される保護者の方や地域の方及び本学学生に、ボランティア活

動の魅力と学生スタッフの活動を知ってもらうことを目的として実施

した。

　本学統一学園祭には、親子連れや子どもが多く来場するため、子ど

もを対象としてSDGs（特に環境問題）について学んでもらうため、環

境問題というテーマで3つのブースを設けた。当日は多くの子ども達が

訪れ、ゲームを通して環境問題について学びを得る機会となった。

　　日　　時　 11月３日（木）12時00分〜15時30分

　　　　　　　 11月４日（金）10時00分〜16時00分

　　　　　　　 11月６日（日）10時00分〜13時00分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館１階学生ラウンジ

　　参加者数　 102名（学生スタッフ延べ94名、本学学生延べ８名）

企画内容：

・紙芝居

　海洋プラスチック問題を中心とした環境問題について紙芝居で説

明したあと、身近な例を使ったクイズで環境問題について楽しく学

んでもらった。

・ミニゲーム

　牛乳パックや段ボールなどを再利用して作ったおもちゃで魚釣り

ゲームをしてもらった。捨てるはずだったもので遊んでもらうこと

で、リサイクルの大切さやゴミを減らす工夫などについて楽しみな

がら学んでもらった。

・塗り絵

　色鉛筆やクレヨンを使ってSDGsや地球をモチーフにした塗り絵

をしてもらいながら、SDGsについて興味を持ってもらった。

　　企画学生の声

　・初めて学園祭に参加しましたが、とても楽しかったです。子ども達が楽しみながらも環境問題に

ついて学びを深めてくれている姿が、とてもいきいきとしていたのが嬉しかったです。

　・ミニゲームも塗り絵も紙芝居も全て子ども達は楽しそうに体験してくれていました。笑顔で帰っ

ていく子ども達を見ると、とても嬉しく感じました。

　　参加者の声

　・一度もボランティアに参加したことがなかったので、参加してみたいと思って参加しました。来

場してくれた子ども達が可愛かったです。（経済学部・３年次生）

　・子どもとコミュニケーションを取れる良い機会だと思ったので参加しました。学生スタッフの方

も親切で楽しく活動できました。（社会学部・１年次生）

⑰　千里キャンドルロード2022
　吹田市と豊中市にまたがる千里ニュータウンの人口にちなんだ９万個

のキャンドルに灯をともすイベント「千里キャンドルロード」に本セン

ターは2014年度から参加し、今回で８回目となる。10周年を迎えた今

年は、『「出会い」これまでも…これからも…』をテーマに、３年ぶりに

来場予約なしでの開催となった。

　学生スタッフはキャンドルのデザインから考え、2022年度は、約

2000個の紙コップを色づけした大きな赤いハート２つを中心に、伸び

る 蔦 葉 や 青 い 紙 コ ッ プ で 縁 取 り し た「Kandai Volunteer Center 

2022」の白い文字など、工夫を凝らしたデザインを作成した。

　当日は、多くの方が訪れ、暗くなってキャンドルに火が灯されると、

あたり一帯が幻想的な光景になる様子を訪れた方たちが足を止め写真撮影をするなど、笑顔溢れる

光景となった。

　　日　　時　 11月５日（土）11時30分〜21時00分

　　場　　所　 吹田市立千里南公園

　　主　　催　 千里キャンドルロードプロジェクト

　　参加者数　 40名（学生スタッフ33名、本学学生７名）

　　内　　容　 キャンドルデザイン案の作成、キャンドルを入れる紙コップの色付け、

　　　　　　　 キャンドルの設置・点火・見回り・片付け

　　企画学生の声

　・「ここ（関大の作品）すごい！」「ここがメインやね。」などと、来場した方からの嬉しい言葉を

たくさん耳にしました。準備は大変でしたが成功して良かったと思えた瞬間でした。

　・スペースの問題もあり、当日にデザインの変更をしましたが、とても上手に完成させることがで

きて達成感がありました。学生スタッフの参加人数がとても多く、学生スタッフの交流の場となっ

ていたのも良かったです。

　　参加者の声

　・楽しそうだと思ったので参加しました。みんなで一つのものを作れていい経験になりました。（経

済学部・３年次生）

　・学園祭期間で授業がなく時間が空いていたこともあり、参加を決めました。想像していた以上に

キャンドルに灯をともした光景が綺麗で、また、地域の人達にも満足していただけたようでやり

がいを感じました。（法学部・２年次生）

⑱　大阪マラソン2023給水ボランティア
　今回で11回目の開催を迎える大阪マラソンは、チャリティ文化の普

及を目指す日本最大規模の都市型市民マラソンである。本学は第1回大

会からオフィシャルスポンサーとして参画している。

　活動を通して本学学生が大阪を盛り上げるとともに、ボランティアの

楽しさややりがいを感じてもらう機会とすることを目的として実施し

た。

　当日は、本学学生が給水ボランティアとして携わり「みんなでかける

虹。」というスローガンのもと、29,285人のランナーをサポートした。

給水や応援を通してランナーの方と関わり、参加した学生にもよりボラ

ンティア楽しさやスポーツの魅力を感じてもらうことができる活動と

なった。

　　日　　時　 ①事前説明会：２月15日（水）13時00分〜14時30分

　　　　　　　 ②活　　　動：２月26日（日）７時30分〜12時00分

　　場　　所　 ①千里山キャンパス第２学舎４号館BIGホール100

　　　　　　　 ②大阪マラソン第１給水所（５ km地点／中之島・本町ブロック）

　　参加者数　 191名（学生スタッフ22名、本学学生58名、体育会所属学生108名、職員３名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明、ボランティアセンターの紹介

　　　　　　　 ②給水所でのランナーへの給水提供

　　参加者の声

　・中学校の頃からマラソンに興味があり、実際に見てみたかったので参加しました。ランナーの皆

さんが一生懸命走りつつも、僕らボランティアに「ありがとう」と声を掛けてくれたことがすご

く嬉しかったです。（環境都市工学部・２年次生）

　・2021年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響で中止になってしまったので、今回は絶対に

参加しようと決めていました。関西大学の多くの学生が大阪マラソンという大きなイベントに携

われて、盛り上げることができて良かったです。（システム理工学部・2年次生）

⑲　飛鳥ハーフマラソン2023給水ボランティア
　関西大学と縁の深い奈良県明日香村で開催される飛鳥ハーフマラソン

に2021年度に引き続き2022年度も学生ボランティアをいう形で参加

した。本学学生が学生ボランティアとして参加することで地域貢献活動

に寄与するとともに、ボランティア経験の浅い学生に対してボランティ

アのやりがいや魅力を広めることを目的として実施した。

　明日香村は「飛鳥・藤原の宮都とその関連資産群」として世界遺産登

録をめざしており、その構成資産の半分以上を巡ることができるように

コースが設定されている。また、持続可能な社会づくりのためにソフト

フラスク（折りたためる携行給水ボトル）の配布や、参加費等の一部で

菜の花のタネを購入して景観保全に役立てるなど、様々な取り組みが行

われている。

　当日は、スタートからおよそ11km地点の棚田に設けられた第２給食所で甘酒の提供を行った。

　　日　　時　 ①事前説明会：３月１日（水）10時00分〜11時30分 

　　　　　　　 ②活　　　動：３月12日（日）８時00分〜13時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②奈良県高市郡明日香村

　　参加者数　 18名（学生スタッフ11名、本学学生７名）

　　内　　容　 ランナーへの給水

　　企画学生の声

　・給水を行っていると、ランナーの方に「ありがとう」と声をかけていただくことがあり、ボラ

ンティアをしている側の自分たちが元気をもらい、ボランティアに参加してくれた学生に活動を

通してやりがいを感じてもらうことができました。

　・ボランティアに参加していただいた関大生との交流を楽しむことができ、ランナーの方の笑顔を

見ることができてとても充実した時間を過ごすことができました。

　　参加者の声

　・スポーツが好きなので、スポーツに関われるボランティアをやってみたいと思い参加しました。

ランナーの方に「ありがとう」と声をかけていただくこともあり、喜んでいただけていると感じ

られて嬉しかったです。（文学部・１年次生）

　・もともと給水ボランティアをしてみたいと思っていたので参加しました。ランナーの方と言葉を

交わしたり、アイコンタクトを取ることができたりしたことが嬉しかったです。（法学部・２年

次生）

⑳　子ども遊びボランティアinまちなかリビング北千里
　2022年度初めて企画を募集し、ベストアイデア賞を獲得した「学童

保育ボランティア」として、まちなかリビング北千里にて、ソフトバス

ケット大会（3on3）のお手伝いやボードゲーム・カードゲームを使用

した遊び等、子どもとのふれあいを通して、子どもとのかかわり方や距

離の縮め方を学び、コミュニケーション能力を向上させることを目的と

して実施した。

　当日はソフトバスケット大会の運営補助だけでなく、子ども達と一緒

にチームを組んで参加したり、小学生vs大学生の試合を行い、ソフトバ

スケット大会を盛り上げた。また、同施設で管理しているボードゲーム

やカードゲーム等の様々な遊び道具を使用して、ソフトバスケットの参

加待ちの子ども達やスポーツが苦手な子ども達と遊ぶ活動も行った。

　　日　　時　 ３月23日（木）16時00分〜18時00分

　　場　　所　 まちなかリビング北千里

　　参加者数　 13名（学生スタッフ５名、本学学生８名）

　　内　　容　 ソフトバスケット大会の運営補助・参加、子ども達との交流

　　企画学生の声

　・下見を行った時より子ども達の人数が多かったのにも関わらず、学生ボランティアの方々全員が

子ども達と交流をしていただくことができました。活動の最後まで、子ども達と交流するという

ことができ、手持ち無沙汰にならなかったことが非常に良かったと思います。また、児童センター

の職員さんには行くたびに「来てくれてありがとう。」というお言葉をいただくことができて、

嬉しいです。

　　参加者の声

　・子どもと遊ぶことがボランティアになるのならやってみたいと思ったので参加しました。子ども

と触れ合う中で、子どもにしかない発想を多く学び、とても楽しく活動することができ、ボラン

ティアに参加して良かったと思いました。（経済学部・1年次生）

　・子どもと遊びたいと思ったので参加しました。ボランティアに参加した自分が子どもから元気を

もらい、ボランティアにはこんな魅力もあるんだと実感しました。（大学院・2年次生）

（３）雨天中止事業

①　第4回大和川大掃除～未来につなげよう300人の小さな一歩～
　堺キャンパスの近くを流れる大和川河川敷において、各キャンパスの

学生、体育会所属学生、ボランティア団体所属学生、大学職員、ミズノ

株式会社社員など総勢300名が海につながる河川の環境美化に取り組む

ことで、SDGsや海洋プラスチック問題などを改めて意識してもらうこ

とを目的として企画したもの。

　学生スタッフは設立以来、本学学生にボランティア活動を通じてボラ

ンティアの魅力を知ってもらうために、様々なボランティア活動を同じ

学生目線で企画・運営してきた。特に河川敷の清掃活動については、

2011年度から2016年度まで500名規模で淀川河川敷の大掃除を行い、

ゴミの減少に貢献した。2017年度からは大和川河川敷に活動場所を移

し、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により規模を縮小することもあったが、継続的に清掃活

動を行っている。

　2022年度は多くの関大生にボランティア活動の魅力を知ってもらうべく、体育会11団体にご協

力いただき、コロナ禍前と同規模の300名で実施することを企画した。また、ボランティア活動を

通じて双方の充実と発展に寄与するため、本学と連携協定を結んでいるミズノ株式会社にもご参加

いただくことになっていたが、残念ながら当日雨天のため中止となった。

　　日　　時　 ２月19日（日）10時00分〜12時00分

　　場　　所　 大和川公園河川敷周辺

　　協　　力　 大和川河川事務所

　　　　　　　 ミズノ株式会社

　　内　　容　 大和川河川敷での清掃

清掃活動の様子 清掃活動の様子 清掃活動の様子
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Ⅱ  ２  学生スタッフ事業報告

　学生の中には「ボランティアに関心があるけど一歩踏み出せない」という学生もおり、学生スタッ

フはそのような学生を後押しできるような学内のボランティア活動の企画のほか、様々な社会問題へ

の啓発活動を行っている。

（１）学生スタッフ企画

　学生スタッフ企画とは、ボランティア活動の魅力を広めるため、まずは学生スタッフ自身がボラ

ンティアの魅力を再認識するために企画・参加しているプログラムである。

①　ボランティア懇談会
　ボランティアに関心のある関西大学の学生にボランティア活動の魅力

を発信する１つの手段として、ボランティアコーディネートを実施して

いる。より多くの学生に参加してもらうことを目的として普段はお昼休

みに実施しているボランティアコーディネートを、今回はお昼休みから

３限終わりまで開室時間を延長して実施した。

　　日　　時　 ５月 13 日（金） 12時20分〜15時00分

　　場　　所　 誠之館２号館１階ボランティアステーション

　　内　　容　 ボランティアコーディネート

②　富士山自然保護ボランティアツアー（法政大学主催3大学連携事業）
　3大学（法政大学・明治大学・関西大学）連携事業の一環として、法政大学主催の世界遺産であ

る富士山の麓で森林整備事業に参加した。

　団体の方からオーバーユーズ（使いすぎ）やアンダーユーズ（活用不足）の重要性、環境問題に

ついてなどのお話を伺った後、6〜7名ずつのグループに分かれて森林保全活動に取り組んだ。草

木の伐採や薪割り、枯れ木処理など、慣れない作業を行うのは大変であったが、休憩時間には木登

りをしたりブランコに乗ったりして、日常では味わえない大自然とのふれあいを楽しんだ。

　　日　　時　 ５月22日（日）９時45分〜17時00分

　　場　　所　 静岡県富士宮市

　　主　　催　 認定特定非営利活動法人富士山クラブ

　　参加者数　 37名（学生スタッフ4名、職員1名、

　　　　　　　 他大学学生32名）

　　内　　容　 草木の伐採、薪割り、枯れ木処理

　　学生スタッフの声

　・階段づくりや道の開拓など、自分が想像していたよりもはるかに本格的な活動ができました。日

常生活の中で鍬や鋸を使ったりすることがないため、初めはうまく使えませんでしたが、コツを

つかんだ後は気持ち良い程スムーズに切れるようになったのが本当に楽しかったです。

③　びわ湖を美しくする運動
　 2022年度に引き続き、琵琶湖の特定外来生物の現状を把握

するために、実際に琵琶湖に足を運び、滋賀県が毎年7月1日

において「びわ湖の日」に実施している「びわ湖を美しくする

運動」の特定外来生物のオオバナミズキンバイおよびナガエツ

ルノゲイトウの駆除活動に参加した。

　滋賀県が取り組む、琵琶湖の環境保全について、現状と課題、

特に侵略的外来水生植物の繁殖力やその影響による被害を伺

い、行政として滋賀県が取り組むボランティアに関して知見を

深めた。また、実際に、湖岸に生息する大量のナガエツルノゲ

イトウを手作業で取り除く体験を行い、学生スタッフとして何

ができるのかを考えることに繋げ、今後企画する「琵琶湖ツー

リズム！～大学生で考える環境ボランティアの未来2022（実

践編）〜」で実現することとした。

　　日　　時　 ７月１日（金）９時00分〜10時30分

　　場　　所　 滋賀県大津市　大津市なぎさ公園周辺

　　協　　力　 滋賀県琵琶湖環境部自然環境保全課

　　参加者数　 ７名（学生スタッフ５名、職員２名）

　　内　　容　 特定外来生物オオバナミズキンバイおよびナガエツルノゲイトウの駆除及び関係者

への取材

④　2022ボランティア新企画募集～あなたの想いを伝えよう～
　関大生からボランティアの新企画を募集し、学生スタッフが企画者のボランティアへの想いを他

の学生に伝えるお手伝いをする。また、そのボランティアを実現することで学生スタッフの活動に

新しい視点を取り入れることを目的として、2022年度から新しく実施した。

　SDGsを意識した内容のボランティア活動で、関大生が学生スタッフとともに行うことができる

新たな企画を募集したところ、８事業の応募があり、ヒアリングなど選考を重ねベストアイデア賞

として「学童保育ボランティア」、学生スタッフ特別賞として「動物愛護団体のお手伝いをして、

犬猫と触れ合おう」の２事業が選ばれた。

　ベストアイデア賞として選ばれた「学童保育ボランティア」は学生スタッフのサポートのもと、

大阪府吹田市の「まちなかリビング北千里」にて、来館する子ども達と遊び、交流するボランティ

アとして実際に実施し、特典②として本センター活動報告書にも掲載した。

　　募集期間　 ７月25日（月）〜８月31日（金）

　　募集内容　 SDGsを意識した内容で、複数名が参加できて、みんなで

楽しめるボランティア活動のアイデア

　　募集対象　 関西大学に所属の個人またはグループ
特典： ①選ばれたアイデアは、学生スタッフのサポートのもと、実際に企画として実施

②ボランティアセンターが発行する「活動報告書」に記載
③ボランティア体験ツアーに企画者の名前を付すことができる

　　応 募 数　 ８グループ
○ キャンパスで大地震発生から避難までを考える・新！関大クリーン大作戦
○ 子ども達が防災について学べる遊びを提供する活動・子ども達とのふれあい大作戦
○ 二酸化炭素を減らし地球の環境を守るための植林ボランティア
○ 私たちの手で綺麗な海を守ろう！海岸清掃in大阪湾沿岸の浅場
○ 学童保育ボランティア・動物愛護団体のお手伝いをして、犬猫と触れ合おう

　　学生スタッフの声

　・アイデアを応募してくれたグループへヒアリングを行うことで、アイデアをより具体的に深掘す

ることができました。

　・多くの学生に参加してもらうために、広報期間をより長く設け、ボランティアセンター機関誌の

配布などで知ってもらう機会を作る工夫をするべきでした。また、体験ツアー化する企画を選定

してから実施までに時間がかかりすぎたため、次に実施する際は実施までのプロセスまで細かく

決めておきたいです。

⑤　ようこそ！　関大サロンへ
　コロナ禍でも実施できるボランティア活動として、吹田市社会福祉協議会の協力を得て、2021

年度から高齢者施設に入所する方々とZoomを繋いだオンライン交流会を開始した。

　同世代の交流だけでなく、高齢者のような日常の中ではつながりを持ちにくい異世代との交流を

通して、高齢者の人々の文化を享受するだけでなく、一緒にゲームや歓談を行い、地域において世

代を超えたつながりや相互理解を深める機会を創出することを目的として実施した。加えて、高齢

者の方との接し方を学び、学生のコミュニケーション能力の向上を図るとともに、高齢者の方や施

設職員との関わりの中で、どのようなボランティアや支援が必要なのかを知り、これから新たに行

う活動を企画する際の気づきを得ることができた。

　今後は、関大生を募集してボランティア体験ツアーとして実施することを予定している。

　　日　　時　 ①９月５日（月）13時30分〜14時30分

　　　　　　　 ②３月15日（水）13時30分〜14時30分

　　場　　所　 オンライン（Zoom）

　　受入団体　 社会福祉法人 秀明会「特別養護老人ホーム あす～る吹田」

　　参加者数　 ①10名（学生スタッフ４名、職員２名、高齢者３名、施設職員１名）

　　　　　　　 ②11名（学生スタッフ３名、職員３名、高齢者３名、施設職員２名）

　　内　　容 高齢者とのゲーム・クイズ、歓談

　　学生スタッフの声

　・高齢者の方が「楽しかった、ありがとう」と言って涙まで流してくださり、短い時間で、これほ

ど感動していただけたのがとても嬉しかったです。

　・普段あまり話すことのない年代の方々と会話することができ、とても思い出に残る良い時間を過

ごせました。

⑥　まちFUNまつりin関西大学2022　子ども店長サポートボランティア
　子ども達を中心に、ともに楽しみ学べる場を地域に作ることを目的として活動している特定非営

利活動法人 ママふぁん関西との共催事業として実施した。

　「地域に開かれた大学」を目指して始まった本イベントは、今回で6回目を迎えた。学生スタッ

フも毎年運営補助ボランティアとして参加しており、2022年度は子ども達が店長となって出展

ブースのお店を手伝い、お金のやりとりも行うことで働く楽しさやお金の大切さを学ぶ職業体験イ

ベント「子ども店長」企画のサポートを行った。

　事前にお給料袋やくじを作成し、当日も会場設営の手伝いを行った。来場した子ども達がエプロ

ンに着替える手伝いや働くお店を決めるくじ引きの対応をする中で、学生スタッフは子ども達の緊

張がほぐれるように、声掛けをするなど工夫しながら活動をした。

　　日　　時　 10月９日（日）10時00分〜13時30分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館およびその周辺

　　参加者数　 学生スタッフ７名

　　内　　容　 お給料袋やくじの作成、会場設営、「子ども店長」事業のサポート、子ども達との交流

　　学生スタッフの声

　・子ども達の元気な姿に勇気づけられる、楽しい時間でした。

　・子ども店長自身が楽しかったと笑顔で言ってくれたり、お給料を手渡しするときにありがとうと

声をかけてくれたりして、うれしかったです。

⑦　非常食配布イベント
　防災意識の向上はもちろん食品ロス削減に取り組むことでSDGsの「つくる責任　使う責任」の

達成への貢献を目指して、公益社団法人 日本非常食推進機構より提供していただいた使用期限が

迫った非常食（防災備蓄品）を配布した。

　当日は、保存用ビスケット、保存用飲料水、アルファ化米の三種類の非常食を配布するのにあわ

せて、学生スタッフが広く認知されるように広報を行った。

　配布数は、保存用ビスケット300個、保存用飲料水100本、アルファ化米41個だった。

　　日　　時　 10月10日（月）12時20分〜12時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館１階学生センター前

　　参加者数　 学生スタッフ７名

　　内　　容　 保存用ビスケット・保存用飲料水・アルファ化米の配布

（２）ボランティア体験ツアー

　ボランティア体験ツアーとは、「ボランティアに関心があるけど一歩踏み出せない」という学生に、

ボランティアの第一歩として気軽に参加できるボランティア活動として実施しているプログラムで

ある。

①　関大クリーン大作戦～関大前の交流の輪を広げよう！～
　関西大学周辺まちづくり勉強会※主催の清掃活動にボランティア活動

として参加した。

　当日は、地域の方や体育会学生と協力して、関大前通りや千里山ユー

トピア遊園の清掃を行った。道端にはタバコの吸い殻が多く、側溝にも

マスクや包装紙のゴミが多く落ちていた。ゴミ拾いを終えたら、根を残

さないように専用の道具などで掘り起こしながら千里山ユートピア遊園

の除草作業を行った。普段なかなか関わることのない地域の方と交流し

ながらの活動となり、終始笑顔が絶えない時間となった。

※阪急電鉄関大前駅周辺の地域において、安心・安全で活力と魅力あふれる「ま
ちづくり」を推進し、自治会、関大前商店街、学校法人関西大学及び行政で
課題を共有し、方策を検討することを目的とした組織。現在は、関大前ラボ
ラトリ（通称まち・かん）の管理運営及び関大前周辺地域の美化活動を主な活動としている。

　　日　　時　 ４月14日（木）８名、５月12日（木）雨天中止、６月９日（木）６名、10月13日（木）

７名、11月10日（木）３名、12月８日（木）７名　14時00分〜15時00分

　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ15名、本学学生延べ16名

　　場　　所　 阪急電鉄関大前駅～関西大学正門の周辺道路、千里山ユートピア遊園

　　主　　催　 関西大学周辺まちづくり勉強会

　　内　　容　 関大前通り、千里山ユートピア遊園の清掃

　　企画学生の声

　・関大前はタバコのゴミや雑草が多く、清掃のやりがいが大きいと感じました。また、地域の方や

関大生とも交流しながら行えたため、最後まで良い雰囲気で清掃できたと思います。

　・参加してくれた関大生と活動中もたくさん話せました。１人で清掃に集中するよりも話しながら

のほうが楽しく、時間が過ぎるのが早かったです。

　　参加者の声

　・コロナ禍でも自分がやれることに挑戦したかったから参加しました。地域の人と交流できてよ

かったです。（社会学部・２年次生）

　・街が綺麗になっていくのがうれしかったです。地域の人たちとも協力しあうことができて、充実

した時間でした。（法学部・1年次生）

②　関大クリーン大作戦in高槻
　普段利用している駅やキャンパス周辺を清掃し、景観を保護すること

で、学生や地域の方々が気持ちよく利用することを目的に、また、阪急

高槻市で活動することで高槻キャンパス、高槻ミューズキャンパスの学

生も気軽にボランティアに参加できる機会を設けることを目的として実

施した。

　4月実施時は、阪急高槻市駅周辺の本通り商店街と中通り商店街の二

手に分かれて、清掃活動を実施した。11月実施時は、参加者全員で清

掃活動を実施した。両日とも、最初にアイスブレイクを行い、交流をし

てから清掃活動に取り組んだため、雰囲気がよく楽しく活動することが

できた。

　　日　　時　 ①４月17日（日）９時00分〜10時30分

　　　　　　　 ②11月27日（日）９時00分〜10時30分

　　場　　所　 阪急高槻市駅周辺

　　参加者数　 ①15名（学生スタッフ５名、本学学生10名）

　　　　　　　 ②７名（学生スタッフ６名、本学学生１名）

　　内　　容　 阪急高槻市駅周辺の清掃

　　企画学生の声

　・想像していたよりも多くの人に参加してもらうことができて、アイスブレイクや清掃活動中は参

加者同士の交流があり、いい雰囲気で活動することができてよかったです。

　・活動中に通りがかった地域の方から「お疲れ様です。」というお言葉をいただくことができて、

嬉しかったです。

　　参加者の声

　・友達の輪を広げたいと思い参加しました。ゴミをたくさん拾うことができてやりがいがありまし

た。（社会安全学部・１年次生）

　・少人数のグループに分かれてのゴミ拾いだったので、1人で参加しても他の参加者と話しながら

活動しやすくて良かったです。（総合情報学部・３年次生）

③　淀川掃除
　淀川河川敷の清掃をすることで、大阪湾へゴミが流れ込むことを防ぎ、

淀川の水質や景観を保護することを目的に、また、清掃活動という気軽

に参加できる点を活かして、関大生にボランティア活動の魅力を広める

機会にすることを目的として実施した。2021年度には、淀川河川事務

所に相談を行ったうえで、これまで清掃を行っていた南方地区から行政

の対応が追い付いていないより河口の西淀川区福町地区へ場所の変更を

行った。

　４月実施時は雨天だったため、河川敷の手前を２グループに分かれて

清掃活動を行い、途中でグループを入れ替える等、参加者同士がより多

く関われるよう工夫を行った。

　10月実施時は晴天に恵まれ、5グループに分かれて河川敷を広く清掃

した。

　　日　　時　 ①４月24日（日）10時00分〜12時00分

　　　　　　　 ②10月23日（日）10時00分〜12時00分

　　場　　所　 大阪市西淀川区　阪神福駅近くの河川敷

　　参加者数　 ①26名（学生スタッフ8名、本学学生18名）

　　　　　　　 ②20名（学生スタッフ10名、本学学生10名）

　　内　　容　 淀川河川敷の清掃

　　企画学生の声

　・雨の中での実施となり、予定していた通りの淀川掃除は出来ませんでしたが、参加者の方から「楽

しかった」という言葉が聞けて嬉しかったです。

　・通りすがりの地域の方からどこの大学の団体なのかと尋ねられ、「ありがとうね、頑張って！」

とお声掛けいただいて嬉しかったです。

　　参加者の声

　・河川敷には多くのゴミが落ちていて、それらを拾っていくことが単純に楽しかったし、学生ス

タッフの方や参加者の方と色々話せてよかったです。（外国語学部・１年次生）

　・前に参加した清掃ボランティアで誘ってもらったので、参加しました。思っていたよりもプラス

チックのゴミが多くて驚きました。（政策創造学部・１年次生）

④　献血呼びかけボランティア

　献血の必要性を多くの学生に伝えることが、社会貢献につながるとい

うことを知ってもらうこと、また、気軽に参加できる学内ボランティア

を通じて、ボランティアの良さを身近に感じてもらい次のボランティア

活動参加のきっかけを創出することを目的として実施した。

　現在の日本では少子高齢化が進み、輸血を必要とする高齢者の割合が

増える一方で、それを支える若者の献血者数が減っているという危機的

状況にある。また、血液は長期の保存ができないため、安定的な供給が

必要であるが、献血について学生の関心が薄いのが現状である。

　献血を実施の広報だけでなく、当日は、献血車前で看板を持って献血

協力の呼びかけを行った。

　　日　　時　 ４月25日（月）14名、４月26日（火）９名、５月10日（火）６名、６月７日（火）８名

　　　　　　　 10月12日（水）10名、10月20日（木）３名、11月11日（金）６名、12月５日（月）４名

　　　　　　　 11時30分〜13時30分、12時00分〜13時00分

　　　　　　　 ※10月20日は関大防災DAYの事業の一環として実施した。
　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ40名、本学学生延べ20名

　　場　　所　 千里山キャンパス総合図書館前、悠久の庭前、

　　協　　力　 大阪府赤十字血液センター

　　内　　容　 献血への協力呼びかけ

　　企画学生の声

　・授業終わりで人通りが多い時間帯に呼び込み時間を設定したため、効果的に呼びかけが行えたと

思います。前を通った方が自分たちの呼びかけに反応してくださって嬉しかったです。また、毎

月行っているので声を出すことに慣れてきて、積極的に声かけをすることができました。

　・呼びかけを行ったことで、多くの学生に献血実施中であることに気付いてもらうことができまし

た。呼びかけに反応してくださる方もいて嬉しかったです。

　　参加者の声

　・輸血経験があるため、恩返しになればと思って参加しました。活動はアットホームな雰囲気で楽

しむことができました。（文学部・２年次生）

　・自分が想像していた以上に人が集まり、献血に協力していたので、声掛けの達成感を感じました。

（商学部・３年次生）

⑤　関大花植え活動（大学昇格100年記念）
　大学昇格100年記念事業の一環として、経済学部と商学部の学び舎で

ある第２学舎１号館前の広場を、山岡順太郎の胸像とともにリニューア

ルすることとなり、管財課の協力のもと、花壇の花植え活動を実施した。

大学昇格100年という節目に、緑のなかで新しい仲間と出会って交流し

ながら、学生たちの愛校心を育むこと。また、今後の広報を含めて、「ボ

ランティアセンター学生スタッフ」が大学内で広く認知されることを目

的として実施した。

　当日は、業者の方の指示に従いながら土を掘り、花を植えた。活動の

途中から雨が降りだしたため、レインコートを着用しての活動になった

が、参加者全員が熱心に取り組んだ結果、予定よりも広い範囲に花を植

えることができた。

　　日　　時　 ５月13日（金）９時00分〜12時10分

　　場　　所　 千里山キャンパス第2学舎1号館前広場

　　参加者数　 30名（学生スタッフ９名、本学学生21名）

　　内　　容　 花壇の花植え

　　企画学生の声

　・花を植える場所の土が硬くて、掘るのに思ったより時間がかかって大変でした。また、植えると

きに花の間隔や全体のバランスを考えるのが難しかったので、わからないことがあったら業者の

方に質問しながら作業をすすめました。

　・業者の方から「これからも手伝いにきてほしい」と言って褒めていただけて、嬉しかったです。

　　参加者の声

　・花植えに興味が湧いたので参加しました。想像していたよりも体力を使い、花壇がきれいになっ

ていくのが分かってやりがいがありました。（システム理工学部・４年次生）

　・ボランティア活動を体験してみたかったので参加しました。自分の活動が花というかたちで残っ

て嬉しいです。（文学部・１年次生）

⑥　高槻景観美化ボランティア
　自然と共生する「花と緑のまちづくり」に寄与することを目的として

いる高槻市のNPO法人「花と緑のまちづくり 高槻景観園芸クラブ」と

の連携事業として活動に参加し、学生に環境美化、地域交流の必要性を

学んでもらうことを目的として実施した。

　高槻景観園芸クラブの方々から活動の説明を受けた後、初対面の学生

の緊張をほぐすためにアイスブレイクを行った。高槻景観園芸クラブの

方々の指示に従い、苗床を整備して花を植えていく中で、良い苗の見分

け方や植物の種類なども教えていただいた。

　11月実施時は花を植えた後、花壇周りや他の花壇に積もった大量の

落ち葉を拾い集め、花壇全体の景観を美しく整えた。

　幅広い世代の憩いの場所である公園を美化し、まちづくりに関心を持

てるような事業は貴重なものであり、団体の方々とコミュニケーション

を取りながら、楽しく花植え活動を行うことができた。

　　日　　時　 ①５月14日（土）８時50分〜11時00分

　　　　　　　 ②11月20日（日）９時00分〜11時00分

　　場　　所　 大阪府高槻市　高槻城公園

　　　　　　　 連携先 NPO法人 花と緑のまちづくり 高槻景観園芸クラブ

　　参加者数　 ①７名（学生スタッフ５名、本学学生２名）

　　　　　　　 ②６名（学生スタッフ４名、本学学生２名）

　　内　　容　 高槻城公園内の花壇の手入れ、地域の方との交流

　　企画学生の声

　・団体の方といろんなお話をしながら花植え活動を行い、花植えをしたことがない学生でも不安な

く楽しめた事業でした。参加学生にボランティアの魅力を伝えるとともに、自身も改めてボラン

ティアの魅力を感じることができました。

　・花にも一つ一つ個性があり、それぞれに花の魅せ方があるのだと初めて知り、ただ活動するので

はなく、何かを意識して取り組むことの大切さを学びました。

　　参加者の声

　・花壇の手入れをしたことがなく、一度してみたいと思ったので参加しました。花壇が綺麗になっ

た際に感じた達成感や団体の方々との交流を通じて、ボランティアの魅力や楽しさを感じること

ができました。（法学部・４年次生）

⑦　関大クリーン大作戦in梅田
　梅田キャンパスの周辺を清掃することで環境や景観を保護し、通行す

る人々が気持ちよく過ごすことができるようにすること、気軽に参加で

きるボランティア活動として清掃活動に参加することでボランティアの

やりがいや楽しさを感じてもらうことを目的として実施した。

　当日は、梅田キャンパスの教室にてアイスブレイクを行ったあと、２

グループに分かれて茶屋町エリアの清掃を約１時間行った。清掃活動中

には、通りがかった人や清掃ルートの並びにある店舗の方からお礼の言

葉をもらうことができ、参加者の達成感や満足感につながった。日曜の

朝ではあったが人通りや車が多く、学生スタッフが時折声をかけて注意

を促しながら活動した。

　　日　　時　 ①５月15日（日）９時00分〜11時00分

　　　　　　　 ②11月13日（日）９時00分〜11時00分

　　場　　所　 梅田キャンパス周辺

　　参加者数　 ①19名（学生スタッフ５名、本学学生14名）

　　　　　　　 ②13名（学生スタッフ３名、本学学生10名）

　　内　　容　 梅田キャンパス周辺の清掃

　　企画学生の声

　・アイスブレイクで学部や趣味などの自己紹介を行ったので、活動中の話題ができてすごく話しや

すかったです。友達同士が一緒になるようにグループ分けしたのがよかったのか、参加した学生

同士楽しそうに活動していました。

　・清掃の距離を延ばすなどの工夫をしましたが、ルートによってゴミの量が違っていたので、ルー

トの見直しが必要だと感じました。雨の中での活動でしたが、みんなで楽しく清掃活動ができた

ので嬉しかったです。

　　参加者の声

　・活動場所が梅田なので参加しやすいと思い参加しました。普段なかなかゴミ拾いを行う機会がな

かったので経験できて良かったです。（商学部・１年次生）

　・一度ボランティアに参加してみたいと思ったので参加しました。自分たちで街を少しでも綺麗に

する活動ができ、良い経験になりました。（社会安全学部・１年次生）

⑧　関大クリーン大作戦～千里山キャンパス周辺の清掃～
　普段自分たちが利用している千里山キャンパス周辺を清掃することで

環境や景観を保護し、関大生や地域の方々がより気持ちよく過ごすこと

ができる。また、授業の空きコマに気軽に参加できることでボランティ

ア活動を身近に感じてもらうことを目的として実施した。

　活動前にアイスブレイクを行い、学部や学年に関係なく学生同士が交

流することで、その後の活動も和やかな雰囲気で進めることができた。

清掃は関大前ルートと名神高速道路沿いルートの2コースに分かれて

行った。ゴミは「燃えるゴミ」「ビン・カン」「ペットボトル」の3つに

分類して集めたが、タバコの吸い殻が最も多く、ゴミを拾うだけでなく、

今後はゴミを捨てる人が少なくなるように啓発を目的とした活動も検討

している。

　　日　　時　 ①５月21日（土）10時40分〜12時10分

　　　　　　　 ②10月15日（土）10時40分〜12時10分

　　場　　所　 千里山キャンパス周辺

　　参加者数　 ①10名（学生スタッフ３名、本学学生７名）

　　　　　　　 ②16名（学生スタッフ７名、本学学生９名）

　　内　　容　 千里山キャンパス周辺の清掃

　　企画学生の声

　・ゴミの量が少なく、やりがいを感じにくいのではないかと心配でしたが、清掃中はずっと楽しく

会話しながら活動を行うことができました。

　・参加者の１回生が１人で、他の上級生と仲良くなれるかどうか不安がありましたが、始まってみ

ればみんな会話が絶えず、終始楽しく活動することができました。

　　参加者の声

　・自分が通っている大学に恩返しをしたいと思って参加しました。意外と大学の周りが綺麗だった

ことに驚きました。（社会学部・３年次生）

　・アルバイトをやっていないため、他に何か出来ることはないか、頑張れることはないか、と探し

ていたらこのボランティアを見つけて参加しました。意外と細かいゴミが多く、拾うのが大変で

したが、充実した時間を過ごせました。（法学部・１年次生）

⑨　関西大学×法政大学 スポーツゴミ拾い
　法政大学と連携しZoomを用いて合同でゴミ拾いを実施した。「スポー

ツゴミ拾い」とは、制限時間内に指定されたエリアのゴミを拾い、拾っ

たゴミの量と種類で得点を競い合うというスポーツ要素を加えた、日本

発祥の新感覚清掃活動である。ゴミ拾いにスポーツ要素をかけ合わせる

ことで、ゴミ拾いをスポーツ感覚で楽しみ、ボランティアへの興味を引

き出し、法政大学の学生と交流を深め、参加者同士で協力してゴミ拾い

を行うことで連帯感や達成感を得ることを目的として実施した。

　当日は、Zoomを繋ぎながらキャンパス周辺の清掃を行い、清掃の様

子だけでなく、キャンパスの様子なども映すことで大学の所属を超えて、

学生ボランティア同士の交流も行うことができた。

　　日　　時　 ①５月29日（日）14時00分〜16時20分

　　　　　　　 ②３月13日（月）13時50分〜16時20分

　　場　　所 ①関西大学千里山キャンパス周辺および凜風館１階学生ラ

ウンジ

　　　　　　　 　法政大学市ヶ谷キャンパス周辺および外濠校舎３階S305

　　　　　　　 ②関西大学千里山キャンパス周辺および尚文館１階マル

チメディアAV大教室

　　　　　　　 　法政大学市ヶ谷キャンパス周辺および外濠校舎３階S305

　　共　　催 法政大学ボランティアセンター、法政大学ボランティアセ

ンター学生スタッフ VSP

　　参加者数 ①32名（学生スタッフ10名、本学学生７名、法政大学15名）

　　　　　　　 ②25名（学生スタッフ７名、本学学生６名、法政大学12名）

　　内　　容 それぞれのキャンパス周辺のゴミ拾い、クイズ大会、法政大学との交流

　　企画学生の声

　・拾ったゴミを得点化して競うのはゲーム感覚があり、参加者

に楽しんでもらえたように思います。参加者の方がゴミを袋に

入れるときに何を拾ったかを伝えてくれたので、記録がスムー

ズに進みました。

　・単なるゴミ拾いではなく、ゴミを点数化してチーム対抗で競う

ことで、楽しみながらも一生懸命に取り組むことができ、参加

者にボランティアを楽しむ感覚を味わってもらえて、非常に良

かったです。

　　参加者の声

　・スポーツゴミ拾いはゲーム性があり、法政大学の学生と交流し

ながら楽しく活動することができました。（文学部・２年次生）

　・学生スタッフの方もほかの参加者の方も丁寧に接してくれて嬉

しかったです。おかげで楽しく街を綺麗にすることができまし

た。（法学部・２年次生）

⑩　1000000人のキャンドルナイト 茶屋町スロウデイ2022
　梅田・茶屋町エリアの企業、地域団体、学校および行政などが集まっ

て“歩いて楽しいまちづくり”を推進し、茶屋町の魅力を発信する本イ

ベントに2017年度から参加している。魅力発信に取り組み地域の活性

化を行い、キャンドルの灯りを見てくれる人に気持ち安らぐ時間や癒し

を提供することを目的として実施した。

　2022年度は「Convivial 〜ともに愉しむ日～」をテーマに、３年ぶ

りの現地開催となった。「キャンドルの灯りが人々の心に安らぎと未来

への希望をもたらすように」という願いを込めて、学生スタッフは

CHASKA茶屋町（ジュンク堂書店）前にキャンドルアートを設置した。

　事前に学生スタッフが考えたデザインを基にキャンドル装飾を行い、

設置・点火・火の見守り・会場の片付け等の活動を行った。

　キャンドルに火が灯り、日が落ちて街が暗くなるにつれて、大勢の方がキャンドルアート前で足

を止めて写真撮影を行い、キャンドルの光に照らされた笑顔に溢れたイベントとなった。

　　日　　時　 ①事前説明会：５月25日（水）12時20分〜12時50分

　　　　　　　 ②活　　　動：６月１日（水）13時00分〜22時00分

　　場　　所　 ①千里山キャンパス凜風館1階ピアエリア／オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②大阪市北区　CHASKA茶屋町

　　参加者数　 24名（学生スタッフ11名、本学学生13名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明会

　　　　　　　 ②キャンドル装飾の制作・設置・点灯・見守り

　　企画学生の声

　・CHASKA 茶屋町全体がキャンドルの温もりに包まれた空間を体感できて良かったし、自分がそ

の空間を作る側として携わることができて嬉しかったです。たくさんの方達が見に来てくれたり

写真を撮ったりしてくれて、地域の活性化に貢献できたと思えました。

　・日が沈んだ後、キャンドルが光っている景色を見た時に、とても感動しました。たくさん写真

を撮っている方や、キャンドルの灯をずっと眺めている方もいらっしゃって嬉しかったです。

　　参加者の声

　・点灯時間までにキャンドルの設置が間に合うか不安でしたが、参加者の方々と協力して取り組み、

デザイン通りのものを完成させることができました。点灯した綺麗なキャンドルを見ると、達成

感や安らぎを感じることができ、ボランティアに参加して良かったと感じました。（社会学部・

１年次生）

　・一緒に活動した関大生と仲良くなることができ、入学してなかなか友達ができなかった自分に

とってすごく嬉しく、楽しいボランティア活動でした。（社会学部・２年次生）

⑪　大和川掃除
　堺キャンパス周辺を流れる大和川河川敷を清掃することで景観を清潔

に保つことができ、地域の方が河川敷をより気持ちよく利用できると同

時に、堺キャンパス周辺の地域貢献活動を目的として実施した。

　本活動は、堺キャンパスに通う学生にとって参加しやすい活動場所で

あることから、堺エリアで活動を展開しているボランティア団体

「WEVO」とも連携して実施している。

　当日は雲が多かったが気温は高かったため、こまめに休憩をとり、熱

中症に気を付けながら清掃活動をした。河川敷には大和川上流から家庭

ゴミやペットボトル等が流れてくるため、参加者全員で力を合わせて清

掃することで河川敷を綺麗にすることができた。

　　日　　時　 ６月５日（日）９時30分〜11時30分

　　場　　所　 大阪府堺市　大和川左岸河川敷

　　参加者数　 72名（学生スタッフ14名、本学学生17名、WEVO所属学生41名）

　　内　　容　 大和川河川敷の清掃

　　協　　力　 WEVO

　　企画者の声

・普段交流する機会が少ないWEVOの方達と交流することが出来て、貴重な機会でした。一見何も

無いように見えても、掘ってみると靴が1足出てくるなど、砂に埋まっているゴミが沢山見られ

ました。

　・同じグループの方たちと楽しく話しながら協力して清掃することができて良かったです。堺キャ

ンパスの方と一緒に活動することは初めてだったので、とても新鮮でした。キャンパス間の交流

にもなり、有意義な活動となりました。

　　参加者の声

・社会経験を積むために参加しました。初対面の人とも話すことができたので良かったです。（法

学部・３年次生）

　・ボランティアの経験を積む良い機会になると考えたので、参加しました。活動自体は思っていた

よりも短く感じ、少人数でのグループだったので活動しやすかったです。（法学部・３年次生）

⑫　吹田くわいボランティア 
　若者の農業への関心が低下し、千里山キャンパスがある吹田市の特産

品である吹田くわいの認知度が低いという現状がある。そこで、吹田く

わいの植え付けから収穫まで一年を通した活動を通して、吹田くわいに

ついて深く理解してもらうとともにボランティアの魅力に気付いてもら

うことを目的として実施した。

　どちらの活動も、農園の方から吹田くわいの説明をしていただき、植

え付けや収穫のコツについてお話しいただいた後、作業を行った。植付

けでは、日常生活では着る機会のない胴長を着用しての作業に苦戦しな

がらも、参加者同士で声を掛け合い農業の大変さを感じながら活動した。

収穫では、備中鍬でくわいを傷つけないように慎重に泥をかき分けなが

ら、全部で約700グラムのくわいを収穫した。

　　日　　時　 ①植え付け：６月16日（木）14時45分〜17時00分

　　　　　　　 ②収　　穫：12月５日（月）14時45分〜17時00分

　　場　　所　 大阪府吹田市　西農園

　　協　　力　 吹田市都市魅力部 地域経済振興室

　　参加者数　 ①13名（学生スタッフ５名、本学学生８名）

　　　　　　　 ②６名（学生スタッフ６名）

　　内　　容 吹田くわいの植え付けと収穫作業の手伝い

　　企画者の声

　・大学のある吹田市の特産品に触れることができ、地域のことを少しでも知るきっかけとなりまし

た。

　・くわいを収穫する作業は考えていたよりも大変でしたが、そのぶん達成感があり、泥の中からく

わいを見つけた時は嬉しい気持ちになりました。頂いたくわいを家に帰って素揚げにして食べて

みると、自分達で収穫したこともあってとても美味しかったです。

　　参加者の声

　・普段の生活で農業に関わることがないので、やってみたいなと思って参加しました。農業体験だ

けでなく、くわいの事を知ることもできてよかったです。（文学部・４年次生）

　・「すいたん」のモチーフであるくわいに興味があったので参加しました。また、学生スタッフの

方が話しやすくてよかったです。農家の方のお話も面白かったです。（法学部・２年次生）

⑬　飛鳥光の回廊2022 ～明日香をともす「和」のひかり～
　明日香村で毎年行われている、石舞台古墳をはじめ岡寺や飛鳥寺など、

明日香村内の代表的な史跡・寺社・施設をろうそくやLEDライトの明か

りで彩る地域活性化イベントで、奈良県明日香村との連携事業として実

施した。

　「キャンドルの輪と和でつながる光」を関西大学のテーマとし、キャ

ンドルのデザインや配置を考え、他の活動では得られない大変さと、よ

り大きなやりがいや達成感を感じることができた。

　残念ながら1日目は雨天のため中止となったが、石舞台古墳や奈良県

立万葉文化館などを見学し、明日香村の歴史や文化的価値について学ん

だ。2日目は、用意した約3000個の色付き紙コップを「ボランティア

センター 2022」という文字やピラミッド、円の形に並べた。夕方から

は多くの方が来場し、写真撮影をしたりと笑顔溢れる楽しい空間となった。

　　日　　時　 ①事前説明会：９月１日（木）12時00分〜13時00分

　　　　　　　 ②活　　　動：９月23日（金）10時00分〜17時00分

　　　　　　　 　　　　　　　９月24日（土）11時00分〜22時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②奈良県高市郡明日香村　川原寺跡

　　連 携 先　 奈良県明日香村

　　参加者数　 40名（学生スタッフ延べ21名、本学学生延べ19名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明

　　　　　　　 ②キャンドルデザイン案の作成、キャンドルを入れる紙コップの制作、

　　　　　　　 　キャンドルの設置・点灯・撤去、明日香村の散策、地域の方との交流

　　企画学生の声

　・イベントが始まると多くの方が見に来てくださり、「きれい」「すごい」などのお声をきくことが

でき、このイベントに関西大学ボランティアセンター学生スタッフとして参加してよかったと思

いました。

　・気温が高い中、多くのキャンドルを並べていくのは大変だったが、みんなで協力し合いながら長

時間かけて作り上げたので、その分、夜になりキャンドルの灯りがきらきらしているのを見ると

とても達成感を感じることができました。

　　参加者の声

　・楽しそうだと思ったので参加しました。思っていたよりずっと大変だったけど、終わったあとの

達成感が気持ちよかったです。（社会安全学部・1年次生）

　・みんなでキャンドルを並べるのがとても楽しかったです。参加して良かったと思いました。（経

済学部・1年次生）

⑭　下校見守り活動
　吹田警察生活安全課防犯係と連携して、千里山キャンパス近くの小学

校に通う子どもが安全に下校できるような環境を守ることを目的とし

て、千里山キャンパス周辺の小学校の下校時間にあわせて正門前で見守

り、声かけを実施した。

　当日は、子どもたちが「さようなら」「気を付けて帰ってね」と声を

かけると元気よく挨拶を返してくれたり、関西大学という名前を見て

「知ってる！」と声をかけてくれたりと、参加した学生ボランティアと

の交流を楽しむ様子が伺えた。

　　日　　時　 10月11日（火）７名、13日（木）４名、14日（金）４名　14時00分〜15時00分

　　　　　　　 10月12日（水）３名　12時45分〜14時15分

　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ10名、本学学生延べ８名

　　場　　所　 吹田市立千里第二小学校

　　協　　力　 吹田警察署生活安全課防犯係

　　内　　容　 小学校正門前での声掛け、見守り

　　企画学生の声

　・見守り活動中はできるだけ腰を屈めて、子どもたちと目線の高さを合わせて挨拶することを心が

けるようにしました。地域に根ざしたボランティア活動を企画できてよかったです。

・元気に挨拶をしてくれた子どもも多く、見守り活動をしている私たちの方が元気をもらいました。

　　参加者の声

　・実際に吹田警察署の方と連携して、見守り活動をするという貴重な経験ができて良かったです。

小学生から挨拶を返してもらえたりして本当にやってよかったと思いました。とてもいい経験に

なりました。（法学部・３年次生）

　・はじめてのボランティア活動で緊張していましたが、学生スタッフの方も職員の方も優しくて安

心しました。見守り活動もやりがいを感じることができたので、参加してよかったです。（商学部・

３年次生）

⑮　琵琶湖ツーリズム！～大学生で考える環境ボランティアの未来2022（実践編）〜
　関西大学ボランティアセンターは2017年度から琵琶湖の保全活動に

取り組んでいる。2017年度は特定外来生物オオバナミズキンバイ駆除

活動、2018年度は清掃活動を実施し、2019年度及び2020年度は新型

コロナウイルス感染症拡大の影響により実施を見合わせた。

　本学主催３大学（法政大学・明治大学・関西大学）連携事業として、

法政大学の学生ボランティアとともに、琵琶湖岸の環境保全活動として

滋賀県長浜市の南浜漁港にて、船の出港を妨げている特定外来生物ナガ

エツルノゲイトウの駆除活動を行った。

　当日は、学生ボランティア全員が胴長とライフジャケットを身につけ、

岸と舟上よりナガエツルノゲイトウの駆除活動を行った。ナガエツルノ

ゲイトウは、琵琶湖や内湖、河川などの水際に生育している水陸両生の多年生の植物で、茎の断片

からも再生するほど繁殖力が強いため、機械ではなく手作業で根や茎をできるだけ残さないように

根本から丁寧に引き抜き、陸に上げる作業を熱心に行った。

　その結果、夕方には、湖面が見えないほど群生していたナガエツルノゲイトウのほとんどを駆除

することができ、参加者全員がやりがいや充実感を得ることができ、大学生として環境ボランティ

アの未来を考えるうえでの契機となった。また、今回の活動を通して、大学の所属を超えて学生ボ

ランティア同士が交流を行うことができ、有意義な1日となった。

　　日　　時　 ①事前説明会：10月11日（火）12時15分〜12時50分

　　　　　　　 ②駆 除 活 動：10月16日（日）７時30分〜18時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②滋賀県長浜市　南浜漁港

　　活動協力　 滋賀県立琵琶湖博物館　特別研究員 /

　　　　　　　 滋賀県琵琶湖環境部 自然環境保全課 副主幹　中井 克樹 氏

　　　　　　　 南浜漁業協同組合

　　参加者数　 ①36名（学生スタッフ30名、本学学生６名）

　　　　　　　 ②42名（学生スタッフ24名、本学学生５名、法政大学９名、教職員４名）

　　内　　容　 特定外来生物ナガエツルノゲイトウの駆除活動

　　企画学生の声

　・ナガエツルノゲイトウは、とるのが難しく、無理に引っ張っても途中で切れてしまうと意味が

なく、ナガエツルノゲイトウの駆除の大変さに驚きました。活動後のきれいな湖面を見たからこ

そ、自然をこれからも大切にしていかなければいけないと感じました。

　・関西大学及び法政大学の学生、職員の方たちと活動中に交流できたので、楽しかったです。自分

たちの活動の成果を現地の方が喜んでくれていたことで、より達成感を感じることができました。

　　参加者の声

　・ナガエツルノゲイトウの駆除活動は、協力することが必須な作業だったので、参加者同士でコ

ミュニケーションをとり新しい輪を広げられてよかったです。（関西大学・３年次生）

　・外来種の駆除という貴重な体験をしてみたいと思い、参加しました。目に見える形で成果が現れ

るので、達成感を感じることができ参加してよかったと感じました。（関西大学・１年次生）

　・晴天の中、関西大学の皆さんと協力して非常に楽しく活動することができました。また、漁協の

方も優しく特定外来生物の駆除方法を教えてくださり、初心者でもすぐに取り組める内容でした。

昼食時は関西大学のみなさんとコミュニケーションを取りながら時間を過ごすことができ、２大

学合同ボランティア活動ならではの有意義な経験となりました。（法政大学・３年次生）

　・関西大学の方々と連携して、特定外来生物を駆除することができて良かったです。また、今回の

駆除活動を通じて、どれだけ湖が汚れているのかを目の当たりにし、今後、自分がどのように環

境活動に関わっていけばいいのかを考える良い機会になりました。（法政大学・２年次生）

⑯　2022年度学園祭「環境問題ってなんだろな？〜クイズで！ゲームで！楽しく学ぼう！〜」
　学生スタッフは、淀川河川敷の清掃活動や琵琶湖の特定外来生物の

駆除活動などといった環境保全活動を普段から多数実施している。そ

ういった経験を活かし、遊びを通して子ども達に環境問題について考

えるきかっけをもってもらえるような企画とした。また、統一学園祭

に来訪される保護者の方や地域の方及び本学学生に、ボランティア活

動の魅力と学生スタッフの活動を知ってもらうことを目的として実施

した。

　本学統一学園祭には、親子連れや子どもが多く来場するため、子ど

もを対象としてSDGs（特に環境問題）について学んでもらうため、環

境問題というテーマで3つのブースを設けた。当日は多くの子ども達が

訪れ、ゲームを通して環境問題について学びを得る機会となった。

　　日　　時　 11月３日（木）12時00分〜15時30分

　　　　　　　 11月４日（金）10時00分〜16時00分

　　　　　　　 11月６日（日）10時00分〜13時00分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館１階学生ラウンジ

　　参加者数　 102名（学生スタッフ延べ94名、本学学生延べ８名）

企画内容：

・紙芝居

　海洋プラスチック問題を中心とした環境問題について紙芝居で説

明したあと、身近な例を使ったクイズで環境問題について楽しく学

んでもらった。

・ミニゲーム

　牛乳パックや段ボールなどを再利用して作ったおもちゃで魚釣り

ゲームをしてもらった。捨てるはずだったもので遊んでもらうこと

で、リサイクルの大切さやゴミを減らす工夫などについて楽しみな

がら学んでもらった。

・塗り絵

　色鉛筆やクレヨンを使ってSDGsや地球をモチーフにした塗り絵

をしてもらいながら、SDGsについて興味を持ってもらった。

　　企画学生の声

　・初めて学園祭に参加しましたが、とても楽しかったです。子ども達が楽しみながらも環境問題に

ついて学びを深めてくれている姿が、とてもいきいきとしていたのが嬉しかったです。

　・ミニゲームも塗り絵も紙芝居も全て子ども達は楽しそうに体験してくれていました。笑顔で帰っ

ていく子ども達を見ると、とても嬉しく感じました。

　　参加者の声

　・一度もボランティアに参加したことがなかったので、参加してみたいと思って参加しました。来

場してくれた子ども達が可愛かったです。（経済学部・３年次生）

　・子どもとコミュニケーションを取れる良い機会だと思ったので参加しました。学生スタッフの方

も親切で楽しく活動できました。（社会学部・１年次生）

⑰　千里キャンドルロード2022
　吹田市と豊中市にまたがる千里ニュータウンの人口にちなんだ９万個

のキャンドルに灯をともすイベント「千里キャンドルロード」に本セン

ターは2014年度から参加し、今回で８回目となる。10周年を迎えた今

年は、『「出会い」これまでも…これからも…』をテーマに、３年ぶりに

来場予約なしでの開催となった。

　学生スタッフはキャンドルのデザインから考え、2022年度は、約

2000個の紙コップを色づけした大きな赤いハート２つを中心に、伸び

る 蔦 葉 や 青 い 紙 コ ッ プ で 縁 取 り し た「Kandai Volunteer Center 

2022」の白い文字など、工夫を凝らしたデザインを作成した。

　当日は、多くの方が訪れ、暗くなってキャンドルに火が灯されると、

あたり一帯が幻想的な光景になる様子を訪れた方たちが足を止め写真撮影をするなど、笑顔溢れる

光景となった。

　　日　　時　 11月５日（土）11時30分〜21時00分

　　場　　所　 吹田市立千里南公園

　　主　　催　 千里キャンドルロードプロジェクト

　　参加者数　 40名（学生スタッフ33名、本学学生７名）

　　内　　容　 キャンドルデザイン案の作成、キャンドルを入れる紙コップの色付け、

　　　　　　　 キャンドルの設置・点火・見回り・片付け

　　企画学生の声

　・「ここ（関大の作品）すごい！」「ここがメインやね。」などと、来場した方からの嬉しい言葉を

たくさん耳にしました。準備は大変でしたが成功して良かったと思えた瞬間でした。

　・スペースの問題もあり、当日にデザインの変更をしましたが、とても上手に完成させることがで

きて達成感がありました。学生スタッフの参加人数がとても多く、学生スタッフの交流の場となっ

ていたのも良かったです。

　　参加者の声

　・楽しそうだと思ったので参加しました。みんなで一つのものを作れていい経験になりました。（経

済学部・３年次生）

　・学園祭期間で授業がなく時間が空いていたこともあり、参加を決めました。想像していた以上に

キャンドルに灯をともした光景が綺麗で、また、地域の人達にも満足していただけたようでやり

がいを感じました。（法学部・２年次生）

⑱　大阪マラソン2023給水ボランティア
　今回で11回目の開催を迎える大阪マラソンは、チャリティ文化の普

及を目指す日本最大規模の都市型市民マラソンである。本学は第1回大

会からオフィシャルスポンサーとして参画している。

　活動を通して本学学生が大阪を盛り上げるとともに、ボランティアの

楽しさややりがいを感じてもらう機会とすることを目的として実施し

た。

　当日は、本学学生が給水ボランティアとして携わり「みんなでかける

虹。」というスローガンのもと、29,285人のランナーをサポートした。

給水や応援を通してランナーの方と関わり、参加した学生にもよりボラ

ンティア楽しさやスポーツの魅力を感じてもらうことができる活動と

なった。

　　日　　時　 ①事前説明会：２月15日（水）13時00分〜14時30分

　　　　　　　 ②活　　　動：２月26日（日） ７時30分〜12時00分

　　場　　所　 ①千里山キャンパス第２学舎４号館BIGホール100

　　　　　　　 ②大阪マラソン第１給水所（５ km地点／中之島・本町ブロック）

　　参加者数　 191名（学生スタッフ22名、本学学生58名、体育会所属学生108名、職員３名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明、ボランティアセンターの紹介

　　　　　　　 ②給水所でのランナーへの給水提供

　　参加者の声

　・中学校の頃からマラソンに興味があり、実際に見てみたかったので参加しました。ランナーの皆

さんが一生懸命走りつつも、僕らボランティアに「ありがとう」と声を掛けてくれたことがすご

く嬉しかったです。（環境都市工学部・２年次生）

　・2021年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響で中止になってしまったので、今回は絶対に

参加しようと決めていました。関西大学の多くの学生が大阪マラソンという大きなイベントに携

われて、盛り上げることができて良かったです。（システム理工学部・2年次生）

⑲　飛鳥ハーフマラソン2023給水ボランティア
　関西大学と縁の深い奈良県明日香村で開催される飛鳥ハーフマラソン

に2021年度に引き続き2022年度も学生ボランティアをいう形で参加

した。本学学生が学生ボランティアとして参加することで地域貢献活動

に寄与するとともに、ボランティア経験の浅い学生に対してボランティ

アのやりがいや魅力を広めることを目的として実施した。

　明日香村は「飛鳥・藤原の宮都とその関連資産群」として世界遺産登

録をめざしており、その構成資産の半分以上を巡ることができるように

コースが設定されている。また、持続可能な社会づくりのためにソフト

フラスク（折りたためる携行給水ボトル）の配布や、参加費等の一部で

菜の花のタネを購入して景観保全に役立てるなど、様々な取り組みが行

われている。

　当日は、スタートからおよそ11km地点の棚田に設けられた第２給食所で甘酒の提供を行った。

　　日　　時　 ①事前説明会：３月１日（水）10時00分〜11時30分 

　　　　　　　 ②活　　　動：３月12日（日）８時00分〜13時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②奈良県高市郡明日香村

　　参加者数　 18名（学生スタッフ11名、本学学生７名）

　　内　　容　 ランナーへの給水

　　企画学生の声

　・給水を行っていると、ランナーの方に「ありがとう」と声をかけていただくことがあり、ボラ

ンティアをしている側の自分たちが元気をもらい、ボランティアに参加してくれた学生に活動を

通してやりがいを感じてもらうことができました。

　・ボランティアに参加していただいた関大生との交流を楽しむことができ、ランナーの方の笑顔を

見ることができてとても充実した時間を過ごすことができました。

　　参加者の声

　・スポーツが好きなので、スポーツに関われるボランティアをやってみたいと思い参加しました。

ランナーの方に「ありがとう」と声をかけていただくこともあり、喜んでいただけていると感じ

られて嬉しかったです。（文学部・１年次生）

　・もともと給水ボランティアをしてみたいと思っていたので参加しました。ランナーの方と言葉を

交わしたり、アイコンタクトを取ることができたりしたことが嬉しかったです。（法学部・２年

次生）

⑳　子ども遊びボランティアinまちなかリビング北千里
　2022年度初めて企画を募集し、ベストアイデア賞を獲得した「学童

保育ボランティア」として、まちなかリビング北千里にて、ソフトバス

ケット大会（3on3）のお手伝いやボードゲーム・カードゲームを使用

した遊び等、子どもとのふれあいを通して、子どもとのかかわり方や距

離の縮め方を学び、コミュニケーション能力を向上させることを目的と

して実施した。

　当日はソフトバスケット大会の運営補助だけでなく、子ども達と一緒

にチームを組んで参加したり、小学生vs大学生の試合を行い、ソフトバ

スケット大会を盛り上げた。また、同施設で管理しているボードゲーム

やカードゲーム等の様々な遊び道具を使用して、ソフトバスケットの参

加待ちの子ども達やスポーツが苦手な子ども達と遊ぶ活動も行った。

　　日　　時　 ３月23日（木）16時00分〜18時00分

　　場　　所　 まちなかリビング北千里

　　参加者数　 13名（学生スタッフ５名、本学学生８名）

　　内　　容　 ソフトバスケット大会の運営補助・参加、子ども達との交流

　　企画学生の声

　・下見を行った時より子ども達の人数が多かったのにも関わらず、学生ボランティアの方々全員が

子ども達と交流をしていただくことができました。活動の最後まで、子ども達と交流するという

ことができ、手持ち無沙汰にならなかったことが非常に良かったと思います。また、児童センター

の職員さんには行くたびに「来てくれてありがとう。」というお言葉をいただくことができて、

嬉しいです。

　　参加者の声

　・子どもと遊ぶことがボランティアになるのならやってみたいと思ったので参加しました。子ども

と触れ合う中で、子どもにしかない発想を多く学び、とても楽しく活動することができ、ボラン

ティアに参加して良かったと思いました。（経済学部・1年次生）

　・子どもと遊びたいと思ったので参加しました。ボランティアに参加した自分が子どもから元気を

もらい、ボランティアにはこんな魅力もあるんだと実感しました。（大学院・2年次生）

（３）雨天中止事業

①　第4回大和川大掃除～未来につなげよう300人の小さな一歩～
　堺キャンパスの近くを流れる大和川河川敷において、各キャンパスの

学生、体育会所属学生、ボランティア団体所属学生、大学職員、ミズノ

株式会社社員など総勢300名が海につながる河川の環境美化に取り組む

ことで、SDGsや海洋プラスチック問題などを改めて意識してもらうこ

とを目的として企画したもの。

　学生スタッフは設立以来、本学学生にボランティア活動を通じてボラ

ンティアの魅力を知ってもらうために、様々なボランティア活動を同じ

学生目線で企画・運営してきた。特に河川敷の清掃活動については、

2011年度から2016年度まで500名規模で淀川河川敷の大掃除を行い、

ゴミの減少に貢献した。2017年度からは大和川河川敷に活動場所を移

し、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により規模を縮小することもあったが、継続的に清掃活

動を行っている。

　2022年度は多くの関大生にボランティア活動の魅力を知ってもらうべく、体育会11団体にご協

力いただき、コロナ禍前と同規模の300名で実施することを企画した。また、ボランティア活動を

通じて双方の充実と発展に寄与するため、本学と連携協定を結んでいるミズノ株式会社にもご参加

いただくことになっていたが、残念ながら当日雨天のため中止となった。

　　日　　時　 ２月19日（日）10時00分〜12時00分

　　場　　所　 大和川公園河川敷周辺

　　協　　力　 大和川河川事務所

　　　　　　　 ミズノ株式会社

　　内　　容　 大和川河川敷での清掃

クイズ大会の様子

集合写真



− 25 − − 26 − − 27 − − 28 − − 29 − − 30 − − 31 − − 32 −

− 33 − − 34 − − 35 − − 36 − − 37 − − 38 − − 39 − − 40 − − 41 − − 42 −

− 43 − − 44 − − 45 − − 46 − − 47 − − 48 − − 49 − − 50 − − 51 − − 52 −

− 53 − − 54 − − 55 − − 56 − − 57 −

　学生の中には「ボランティアに関心があるけど一歩踏み出せない」という学生もおり、学生スタッ

フはそのような学生を後押しできるような学内のボランティア活動の企画のほか、様々な社会問題へ

の啓発活動を行っている。

（１）学生スタッフ企画

　学生スタッフ企画とは、ボランティア活動の魅力を広めるため、まずは学生スタッフ自身がボラ

ンティアの魅力を再認識するために企画・参加しているプログラムである。

①　ボランティア懇談会
　ボランティアに関心のある関西大学の学生にボランティア活動の魅力

を発信する１つの手段として、ボランティアコーディネートを実施して

いる。より多くの学生に参加してもらうことを目的として普段はお昼休

みに実施しているボランティアコーディネートを、今回はお昼休みから

３限終わりまで開室時間を延長して実施した。

　　日　　時　 ５月 13 日（金） 12時20分〜15時00分

　　場　　所　 誠之館２号館１階ボランティアステーション

　　内　　容　 ボランティアコーディネート

②　富士山自然保護ボランティアツアー（法政大学主催3大学連携事業）
　3大学（法政大学・明治大学・関西大学）連携事業の一環として、法政大学主催の世界遺産であ

る富士山の麓で森林整備事業に参加した。

　団体の方からオーバーユーズ（使いすぎ）やアンダーユーズ（活用不足）の重要性、環境問題に

ついてなどのお話を伺った後、6〜7名ずつのグループに分かれて森林保全活動に取り組んだ。草

木の伐採や薪割り、枯れ木処理など、慣れない作業を行うのは大変であったが、休憩時間には木登

りをしたりブランコに乗ったりして、日常では味わえない大自然とのふれあいを楽しんだ。

　　日　　時　 ５月22日（日）９時45分〜17時00分

　　場　　所　 静岡県富士宮市

　　主　　催　 認定特定非営利活動法人富士山クラブ

　　参加者数　 37名（学生スタッフ4名、職員1名、

　　　　　　　 他大学学生32名）

　　内　　容　 草木の伐採、薪割り、枯れ木処理

　　学生スタッフの声

　・階段づくりや道の開拓など、自分が想像していたよりもはるかに本格的な活動ができました。日

常生活の中で鍬や鋸を使ったりすることがないため、初めはうまく使えませんでしたが、コツを

つかんだ後は気持ち良い程スムーズに切れるようになったのが本当に楽しかったです。

③　びわ湖を美しくする運動
　 2022年度に引き続き、琵琶湖の特定外来生物の現状を把握

するために、実際に琵琶湖に足を運び、滋賀県が毎年7月1日

において「びわ湖の日」に実施している「びわ湖を美しくする

運動」の特定外来生物のオオバナミズキンバイおよびナガエツ

ルノゲイトウの駆除活動に参加した。

　滋賀県が取り組む、琵琶湖の環境保全について、現状と課題、

特に侵略的外来水生植物の繁殖力やその影響による被害を伺

い、行政として滋賀県が取り組むボランティアに関して知見を

深めた。また、実際に、湖岸に生息する大量のナガエツルノゲ

イトウを手作業で取り除く体験を行い、学生スタッフとして何

ができるのかを考えることに繋げ、今後企画する「琵琶湖ツー

リズム！～大学生で考える環境ボランティアの未来2022（実

践編）〜」で実現することとした。

　　日　　時　 ７月１日（金）９時00分〜10時30分

　　場　　所　 滋賀県大津市　大津市なぎさ公園周辺

　　協　　力　 滋賀県琵琶湖環境部自然環境保全課

　　参加者数　 ７名（学生スタッフ５名、職員２名）

　　内　　容　 特定外来生物オオバナミズキンバイおよびナガエツルノゲイトウの駆除及び関係者

への取材

④　2022ボランティア新企画募集～あなたの想いを伝えよう～
　関大生からボランティアの新企画を募集し、学生スタッフが企画者のボランティアへの想いを他

の学生に伝えるお手伝いをする。また、そのボランティアを実現することで学生スタッフの活動に

新しい視点を取り入れることを目的として、2022年度から新しく実施した。

　SDGsを意識した内容のボランティア活動で、関大生が学生スタッフとともに行うことができる

新たな企画を募集したところ、８事業の応募があり、ヒアリングなど選考を重ねベストアイデア賞

として「学童保育ボランティア」、学生スタッフ特別賞として「動物愛護団体のお手伝いをして、

犬猫と触れ合おう」の２事業が選ばれた。

　ベストアイデア賞として選ばれた「学童保育ボランティア」は学生スタッフのサポートのもと、

大阪府吹田市の「まちなかリビング北千里」にて、来館する子ども達と遊び、交流するボランティ

アとして実際に実施し、特典②として本センター活動報告書にも掲載した。

　　募集期間　 ７月25日（月）〜８月31日（金）

　　募集内容　 SDGsを意識した内容で、複数名が参加できて、みんなで

楽しめるボランティア活動のアイデア

　　募集対象　 関西大学に所属の個人またはグループ
特典： ①選ばれたアイデアは、学生スタッフのサポートのもと、実際に企画として実施

②ボランティアセンターが発行する「活動報告書」に記載
③ボランティア体験ツアーに企画者の名前を付すことができる

　　応 募 数　 ８グループ
○ キャンパスで大地震発生から避難までを考える・新！関大クリーン大作戦
○ 子ども達が防災について学べる遊びを提供する活動・子ども達とのふれあい大作戦
○ 二酸化炭素を減らし地球の環境を守るための植林ボランティア
○ 私たちの手で綺麗な海を守ろう！海岸清掃in大阪湾沿岸の浅場
○ 学童保育ボランティア・動物愛護団体のお手伝いをして、犬猫と触れ合おう

　　学生スタッフの声

　・アイデアを応募してくれたグループへヒアリングを行うことで、アイデアをより具体的に深掘す

ることができました。

　・多くの学生に参加してもらうために、広報期間をより長く設け、ボランティアセンター機関誌の

配布などで知ってもらう機会を作る工夫をするべきでした。また、体験ツアー化する企画を選定

してから実施までに時間がかかりすぎたため、次に実施する際は実施までのプロセスまで細かく

決めておきたいです。

⑤　ようこそ！　関大サロンへ
　コロナ禍でも実施できるボランティア活動として、吹田市社会福祉協議会の協力を得て、2021

年度から高齢者施設に入所する方々とZoomを繋いだオンライン交流会を開始した。

　同世代の交流だけでなく、高齢者のような日常の中ではつながりを持ちにくい異世代との交流を

通して、高齢者の人々の文化を享受するだけでなく、一緒にゲームや歓談を行い、地域において世

代を超えたつながりや相互理解を深める機会を創出することを目的として実施した。加えて、高齢

者の方との接し方を学び、学生のコミュニケーション能力の向上を図るとともに、高齢者の方や施

設職員との関わりの中で、どのようなボランティアや支援が必要なのかを知り、これから新たに行

う活動を企画する際の気づきを得ることができた。

　今後は、関大生を募集してボランティア体験ツアーとして実施することを予定している。

　　日　　時　 ①９月５日（月）13時30分〜14時30分

　　　　　　　 ②３月15日（水）13時30分〜14時30分

　　場　　所　 オンライン（Zoom）

　　受入団体　 社会福祉法人 秀明会「特別養護老人ホーム あす～る吹田」

　　参加者数　 ①10名（学生スタッフ４名、職員２名、高齢者３名、施設職員１名）

　　　　　　　 ②11名（学生スタッフ３名、職員３名、高齢者３名、施設職員２名）

　　内　　容 高齢者とのゲーム・クイズ、歓談

　　学生スタッフの声

　・高齢者の方が「楽しかった、ありがとう」と言って涙まで流してくださり、短い時間で、これほ

ど感動していただけたのがとても嬉しかったです。

　・普段あまり話すことのない年代の方々と会話することができ、とても思い出に残る良い時間を過

ごせました。

⑥　まちFUNまつりin関西大学2022　子ども店長サポートボランティア
　子ども達を中心に、ともに楽しみ学べる場を地域に作ることを目的として活動している特定非営

利活動法人 ママふぁん関西との共催事業として実施した。

　「地域に開かれた大学」を目指して始まった本イベントは、今回で6回目を迎えた。学生スタッ

フも毎年運営補助ボランティアとして参加しており、2022年度は子ども達が店長となって出展

ブースのお店を手伝い、お金のやりとりも行うことで働く楽しさやお金の大切さを学ぶ職業体験イ

ベント「子ども店長」企画のサポートを行った。

　事前にお給料袋やくじを作成し、当日も会場設営の手伝いを行った。来場した子ども達がエプロ

ンに着替える手伝いや働くお店を決めるくじ引きの対応をする中で、学生スタッフは子ども達の緊

張がほぐれるように、声掛けをするなど工夫しながら活動をした。

　　日　　時　 10月９日（日）10時00分〜13時30分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館およびその周辺

　　参加者数　 学生スタッフ７名

　　内　　容　 お給料袋やくじの作成、会場設営、「子ども店長」事業のサポート、子ども達との交流

　　学生スタッフの声

　・子ども達の元気な姿に勇気づけられる、楽しい時間でした。

　・子ども店長自身が楽しかったと笑顔で言ってくれたり、お給料を手渡しするときにありがとうと

声をかけてくれたりして、うれしかったです。

⑦　非常食配布イベント
　防災意識の向上はもちろん食品ロス削減に取り組むことでSDGsの「つくる責任　使う責任」の

達成への貢献を目指して、公益社団法人 日本非常食推進機構より提供していただいた使用期限が

迫った非常食（防災備蓄品）を配布した。

　当日は、保存用ビスケット、保存用飲料水、アルファ化米の三種類の非常食を配布するのにあわ

せて、学生スタッフが広く認知されるように広報を行った。

　配布数は、保存用ビスケット300個、保存用飲料水100本、アルファ化米41個だった。

　　日　　時　 10月10日（月）12時20分〜12時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館１階学生センター前

　　参加者数　 学生スタッフ７名

　　内　　容　 保存用ビスケット・保存用飲料水・アルファ化米の配布

（２）ボランティア体験ツアー

　ボランティア体験ツアーとは、「ボランティアに関心があるけど一歩踏み出せない」という学生に、

ボランティアの第一歩として気軽に参加できるボランティア活動として実施しているプログラムで

ある。

①　関大クリーン大作戦～関大前の交流の輪を広げよう！～
　関西大学周辺まちづくり勉強会※主催の清掃活動にボランティア活動

として参加した。

　当日は、地域の方や体育会学生と協力して、関大前通りや千里山ユー

トピア遊園の清掃を行った。道端にはタバコの吸い殻が多く、側溝にも

マスクや包装紙のゴミが多く落ちていた。ゴミ拾いを終えたら、根を残

さないように専用の道具などで掘り起こしながら千里山ユートピア遊園

の除草作業を行った。普段なかなか関わることのない地域の方と交流し

ながらの活動となり、終始笑顔が絶えない時間となった。

※阪急電鉄関大前駅周辺の地域において、安心・安全で活力と魅力あふれる「ま
ちづくり」を推進し、自治会、関大前商店街、学校法人関西大学及び行政で
課題を共有し、方策を検討することを目的とした組織。現在は、関大前ラボ
ラトリ（通称まち・かん）の管理運営及び関大前周辺地域の美化活動を主な活動としている。

　　日　　時　 ４月14日（木）８名、５月12日（木）雨天中止、６月９日（木）６名、10月13日（木）

７名、11月10日（木）３名、12月８日（木）７名　14時00分〜15時00分

　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ15名、本学学生延べ16名

　　場　　所　 阪急電鉄関大前駅～関西大学正門の周辺道路、千里山ユートピア遊園

　　主　　催　 関西大学周辺まちづくり勉強会

　　内　　容　 関大前通り、千里山ユートピア遊園の清掃

　　企画学生の声

　・関大前はタバコのゴミや雑草が多く、清掃のやりがいが大きいと感じました。また、地域の方や

関大生とも交流しながら行えたため、最後まで良い雰囲気で清掃できたと思います。

　・参加してくれた関大生と活動中もたくさん話せました。１人で清掃に集中するよりも話しながら

のほうが楽しく、時間が過ぎるのが早かったです。

　　参加者の声

　・コロナ禍でも自分がやれることに挑戦したかったから参加しました。地域の人と交流できてよ

かったです。（社会学部・２年次生）

　・街が綺麗になっていくのがうれしかったです。地域の人たちとも協力しあうことができて、充実

した時間でした。（法学部・1年次生）

②　関大クリーン大作戦in高槻
　普段利用している駅やキャンパス周辺を清掃し、景観を保護すること

で、学生や地域の方々が気持ちよく利用することを目的に、また、阪急

高槻市で活動することで高槻キャンパス、高槻ミューズキャンパスの学

生も気軽にボランティアに参加できる機会を設けることを目的として実

施した。

　4月実施時は、阪急高槻市駅周辺の本通り商店街と中通り商店街の二

手に分かれて、清掃活動を実施した。11月実施時は、参加者全員で清

掃活動を実施した。両日とも、最初にアイスブレイクを行い、交流をし

てから清掃活動に取り組んだため、雰囲気がよく楽しく活動することが

できた。

　　日　　時　 ①４月17日（日）９時00分〜10時30分

　　　　　　　 ②11月27日（日）９時00分〜10時30分

　　場　　所　 阪急高槻市駅周辺

　　参加者数　 ①15名（学生スタッフ５名、本学学生10名）

　　　　　　　 ②７名（学生スタッフ６名、本学学生１名）

　　内　　容　 阪急高槻市駅周辺の清掃

　　企画学生の声

　・想像していたよりも多くの人に参加してもらうことができて、アイスブレイクや清掃活動中は参

加者同士の交流があり、いい雰囲気で活動することができてよかったです。

　・活動中に通りがかった地域の方から「お疲れ様です。」というお言葉をいただくことができて、

嬉しかったです。

　　参加者の声

　・友達の輪を広げたいと思い参加しました。ゴミをたくさん拾うことができてやりがいがありまし

た。（社会安全学部・１年次生）

　・少人数のグループに分かれてのゴミ拾いだったので、1人で参加しても他の参加者と話しながら

活動しやすくて良かったです。（総合情報学部・３年次生）

③　淀川掃除
　淀川河川敷の清掃をすることで、大阪湾へゴミが流れ込むことを防ぎ、

淀川の水質や景観を保護することを目的に、また、清掃活動という気軽

に参加できる点を活かして、関大生にボランティア活動の魅力を広める

機会にすることを目的として実施した。2021年度には、淀川河川事務

所に相談を行ったうえで、これまで清掃を行っていた南方地区から行政

の対応が追い付いていないより河口の西淀川区福町地区へ場所の変更を

行った。

　４月実施時は雨天だったため、河川敷の手前を２グループに分かれて

清掃活動を行い、途中でグループを入れ替える等、参加者同士がより多

く関われるよう工夫を行った。

　10月実施時は晴天に恵まれ、5グループに分かれて河川敷を広く清掃

した。

　　日　　時　 ①４月24日（日）10時00分〜12時00分

　　　　　　　 ②10月23日（日）10時00分〜12時00分

　　場　　所　 大阪市西淀川区　阪神福駅近くの河川敷

　　参加者数　 ①26名（学生スタッフ8名、本学学生18名）

　　　　　　　 ②20名（学生スタッフ10名、本学学生10名）

　　内　　容　 淀川河川敷の清掃

　　企画学生の声

　・雨の中での実施となり、予定していた通りの淀川掃除は出来ませんでしたが、参加者の方から「楽

しかった」という言葉が聞けて嬉しかったです。

　・通りすがりの地域の方からどこの大学の団体なのかと尋ねられ、「ありがとうね、頑張って！」

とお声掛けいただいて嬉しかったです。

　　参加者の声

　・河川敷には多くのゴミが落ちていて、それらを拾っていくことが単純に楽しかったし、学生ス

タッフの方や参加者の方と色々話せてよかったです。（外国語学部・１年次生）

　・前に参加した清掃ボランティアで誘ってもらったので、参加しました。思っていたよりもプラス

チックのゴミが多くて驚きました。（政策創造学部・１年次生）

④　献血呼びかけボランティア

　献血の必要性を多くの学生に伝えることが、社会貢献につながるとい

うことを知ってもらうこと、また、気軽に参加できる学内ボランティア

を通じて、ボランティアの良さを身近に感じてもらい次のボランティア

活動参加のきっかけを創出することを目的として実施した。

　現在の日本では少子高齢化が進み、輸血を必要とする高齢者の割合が

増える一方で、それを支える若者の献血者数が減っているという危機的

状況にある。また、血液は長期の保存ができないため、安定的な供給が

必要であるが、献血について学生の関心が薄いのが現状である。

　献血を実施の広報だけでなく、当日は、献血車前で看板を持って献血

協力の呼びかけを行った。

　　日　　時　 ４月25日（月）14名、４月26日（火）９名、５月10日（火）６名、６月７日（火）８名

　　　　　　　 10月12日（水）10名、10月20日（木）３名、11月11日（金）６名、12月５日（月）４名

　　　　　　　 11時30分〜13時30分、12時00分〜13時00分

　　　　　　　 ※10月20日は関大防災DAYの事業の一環として実施した。
　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ40名、本学学生延べ20名

　　場　　所　 千里山キャンパス総合図書館前、悠久の庭前、

　　協　　力　 大阪府赤十字血液センター

　　内　　容　 献血への協力呼びかけ

　　企画学生の声

　・授業終わりで人通りが多い時間帯に呼び込み時間を設定したため、効果的に呼びかけが行えたと

思います。前を通った方が自分たちの呼びかけに反応してくださって嬉しかったです。また、毎

月行っているので声を出すことに慣れてきて、積極的に声かけをすることができました。

　・呼びかけを行ったことで、多くの学生に献血実施中であることに気付いてもらうことができまし

た。呼びかけに反応してくださる方もいて嬉しかったです。

　　参加者の声

　・輸血経験があるため、恩返しになればと思って参加しました。活動はアットホームな雰囲気で楽

しむことができました。（文学部・２年次生）

　・自分が想像していた以上に人が集まり、献血に協力していたので、声掛けの達成感を感じました。

（商学部・３年次生）

⑤　関大花植え活動（大学昇格100年記念）
　大学昇格100年記念事業の一環として、経済学部と商学部の学び舎で

ある第２学舎１号館前の広場を、山岡順太郎の胸像とともにリニューア

ルすることとなり、管財課の協力のもと、花壇の花植え活動を実施した。

大学昇格100年という節目に、緑のなかで新しい仲間と出会って交流し

ながら、学生たちの愛校心を育むこと。また、今後の広報を含めて、「ボ

ランティアセンター学生スタッフ」が大学内で広く認知されることを目

的として実施した。

　当日は、業者の方の指示に従いながら土を掘り、花を植えた。活動の

途中から雨が降りだしたため、レインコートを着用しての活動になった

が、参加者全員が熱心に取り組んだ結果、予定よりも広い範囲に花を植

えることができた。

　　日　　時　 ５月13日（金）９時00分〜12時10分

　　場　　所　 千里山キャンパス第2学舎1号館前広場

　　参加者数　 30名（学生スタッフ９名、本学学生21名）

　　内　　容　 花壇の花植え

　　企画学生の声

　・花を植える場所の土が硬くて、掘るのに思ったより時間がかかって大変でした。また、植えると

きに花の間隔や全体のバランスを考えるのが難しかったので、わからないことがあったら業者の

方に質問しながら作業をすすめました。

　・業者の方から「これからも手伝いにきてほしい」と言って褒めていただけて、嬉しかったです。

　　参加者の声

　・花植えに興味が湧いたので参加しました。想像していたよりも体力を使い、花壇がきれいになっ

ていくのが分かってやりがいがありました。（システム理工学部・４年次生）

　・ボランティア活動を体験してみたかったので参加しました。自分の活動が花というかたちで残っ

て嬉しいです。（文学部・１年次生）

⑥　高槻景観美化ボランティア
　自然と共生する「花と緑のまちづくり」に寄与することを目的として

いる高槻市のNPO法人「花と緑のまちづくり 高槻景観園芸クラブ」と

の連携事業として活動に参加し、学生に環境美化、地域交流の必要性を

学んでもらうことを目的として実施した。

　高槻景観園芸クラブの方々から活動の説明を受けた後、初対面の学生

の緊張をほぐすためにアイスブレイクを行った。高槻景観園芸クラブの

方々の指示に従い、苗床を整備して花を植えていく中で、良い苗の見分

け方や植物の種類なども教えていただいた。

　11月実施時は花を植えた後、花壇周りや他の花壇に積もった大量の

落ち葉を拾い集め、花壇全体の景観を美しく整えた。

　幅広い世代の憩いの場所である公園を美化し、まちづくりに関心を持

てるような事業は貴重なものであり、団体の方々とコミュニケーション

を取りながら、楽しく花植え活動を行うことができた。

　　日　　時　 ①５月14日（土）８時50分〜11時00分

　　　　　　　 ②11月20日（日）９時00分〜11時00分

　　場　　所　 大阪府高槻市　高槻城公園

　　　　　　　 連携先 NPO法人 花と緑のまちづくり 高槻景観園芸クラブ

　　参加者数　 ①７名（学生スタッフ５名、本学学生２名）

　　　　　　　 ②６名（学生スタッフ４名、本学学生２名）

　　内　　容　 高槻城公園内の花壇の手入れ、地域の方との交流

　　企画学生の声

　・団体の方といろんなお話をしながら花植え活動を行い、花植えをしたことがない学生でも不安な

く楽しめた事業でした。参加学生にボランティアの魅力を伝えるとともに、自身も改めてボラン

ティアの魅力を感じることができました。

　・花にも一つ一つ個性があり、それぞれに花の魅せ方があるのだと初めて知り、ただ活動するので

はなく、何かを意識して取り組むことの大切さを学びました。

　　参加者の声

　・花壇の手入れをしたことがなく、一度してみたいと思ったので参加しました。花壇が綺麗になっ

た際に感じた達成感や団体の方々との交流を通じて、ボランティアの魅力や楽しさを感じること

ができました。（法学部・４年次生）

⑦　関大クリーン大作戦in梅田
　梅田キャンパスの周辺を清掃することで環境や景観を保護し、通行す

る人々が気持ちよく過ごすことができるようにすること、気軽に参加で

きるボランティア活動として清掃活動に参加することでボランティアの

やりがいや楽しさを感じてもらうことを目的として実施した。

　当日は、梅田キャンパスの教室にてアイスブレイクを行ったあと、２

グループに分かれて茶屋町エリアの清掃を約１時間行った。清掃活動中

には、通りがかった人や清掃ルートの並びにある店舗の方からお礼の言

葉をもらうことができ、参加者の達成感や満足感につながった。日曜の

朝ではあったが人通りや車が多く、学生スタッフが時折声をかけて注意

を促しながら活動した。

　　日　　時　 ①５月15日（日）９時00分〜11時00分

　　　　　　　 ②11月13日（日）９時00分〜11時00分

　　場　　所　 梅田キャンパス周辺

　　参加者数　 ①19名（学生スタッフ５名、本学学生14名）

　　　　　　　 ②13名（学生スタッフ３名、本学学生10名）

　　内　　容　 梅田キャンパス周辺の清掃

　　企画学生の声

　・アイスブレイクで学部や趣味などの自己紹介を行ったので、活動中の話題ができてすごく話しや

すかったです。友達同士が一緒になるようにグループ分けしたのがよかったのか、参加した学生

同士楽しそうに活動していました。

　・清掃の距離を延ばすなどの工夫をしましたが、ルートによってゴミの量が違っていたので、ルー

トの見直しが必要だと感じました。雨の中での活動でしたが、みんなで楽しく清掃活動ができた

ので嬉しかったです。

　　参加者の声

　・活動場所が梅田なので参加しやすいと思い参加しました。普段なかなかゴミ拾いを行う機会がな

かったので経験できて良かったです。（商学部・１年次生）

　・一度ボランティアに参加してみたいと思ったので参加しました。自分たちで街を少しでも綺麗に

する活動ができ、良い経験になりました。（社会安全学部・１年次生）

⑧　関大クリーン大作戦～千里山キャンパス周辺の清掃～
　普段自分たちが利用している千里山キャンパス周辺を清掃することで

環境や景観を保護し、関大生や地域の方々がより気持ちよく過ごすこと

ができる。また、授業の空きコマに気軽に参加できることでボランティ

ア活動を身近に感じてもらうことを目的として実施した。

　活動前にアイスブレイクを行い、学部や学年に関係なく学生同士が交

流することで、その後の活動も和やかな雰囲気で進めることができた。

清掃は関大前ルートと名神高速道路沿いルートの2コースに分かれて

行った。ゴミは「燃えるゴミ」「ビン・カン」「ペットボトル」の3つに

分類して集めたが、タバコの吸い殻が最も多く、ゴミを拾うだけでなく、

今後はゴミを捨てる人が少なくなるように啓発を目的とした活動も検討

している。

　　日　　時　 ①５月21日（土）10時40分〜12時10分

　　　　　　　 ②10月15日（土）10時40分〜12時10分

　　場　　所　 千里山キャンパス周辺

　　参加者数　 ①10名（学生スタッフ３名、本学学生７名）

　　　　　　　 ②16名（学生スタッフ７名、本学学生９名）

　　内　　容　 千里山キャンパス周辺の清掃

　　企画学生の声

　・ゴミの量が少なく、やりがいを感じにくいのではないかと心配でしたが、清掃中はずっと楽しく

会話しながら活動を行うことができました。

　・参加者の１回生が１人で、他の上級生と仲良くなれるかどうか不安がありましたが、始まってみ

ればみんな会話が絶えず、終始楽しく活動することができました。

　　参加者の声

　・自分が通っている大学に恩返しをしたいと思って参加しました。意外と大学の周りが綺麗だった

ことに驚きました。（社会学部・３年次生）

　・アルバイトをやっていないため、他に何か出来ることはないか、頑張れることはないか、と探し

ていたらこのボランティアを見つけて参加しました。意外と細かいゴミが多く、拾うのが大変で

したが、充実した時間を過ごせました。（法学部・１年次生）

⑨　関西大学×法政大学 スポーツゴミ拾い
　法政大学と連携しZoomを用いて合同でゴミ拾いを実施した。「スポー

ツゴミ拾い」とは、制限時間内に指定されたエリアのゴミを拾い、拾っ

たゴミの量と種類で得点を競い合うというスポーツ要素を加えた、日本

発祥の新感覚清掃活動である。ゴミ拾いにスポーツ要素をかけ合わせる

ことで、ゴミ拾いをスポーツ感覚で楽しみ、ボランティアへの興味を引

き出し、法政大学の学生と交流を深め、参加者同士で協力してゴミ拾い

を行うことで連帯感や達成感を得ることを目的として実施した。

　当日は、Zoomを繋ぎながらキャンパス周辺の清掃を行い、清掃の様

子だけでなく、キャンパスの様子なども映すことで大学の所属を超えて、

学生ボランティア同士の交流も行うことができた。

　　日　　時　 ①５月29日（日）14時00分〜16時20分

　　　　　　　 ②３月13日（月）13時50分〜16時20分

　　場　　所 ①関西大学千里山キャンパス周辺および凜風館１階学生ラ

ウンジ

　　　　　　　 　法政大学市ヶ谷キャンパス周辺および外濠校舎３階S305

　　　　　　　 ②関西大学千里山キャンパス周辺および尚文館１階マル

チメディアAV大教室

　　　　　　　 　法政大学市ヶ谷キャンパス周辺および外濠校舎３階S305

　　共　　催 法政大学ボランティアセンター、法政大学ボランティアセ

ンター学生スタッフ VSP

　　参加者数 ①32名（学生スタッフ10名、本学学生７名、法政大学15名）

　　　　　　　 ②25名（学生スタッフ７名、本学学生６名、法政大学12名）

　　内　　容 それぞれのキャンパス周辺のゴミ拾い、クイズ大会、法政大学との交流

　　企画学生の声

　・拾ったゴミを得点化して競うのはゲーム感覚があり、参加者

に楽しんでもらえたように思います。参加者の方がゴミを袋に

入れるときに何を拾ったかを伝えてくれたので、記録がスムー

ズに進みました。

　・単なるゴミ拾いではなく、ゴミを点数化してチーム対抗で競う

ことで、楽しみながらも一生懸命に取り組むことができ、参加

者にボランティアを楽しむ感覚を味わってもらえて、非常に良

かったです。

　　参加者の声

　・スポーツゴミ拾いはゲーム性があり、法政大学の学生と交流し

ながら楽しく活動することができました。（文学部・２年次生）

　・学生スタッフの方もほかの参加者の方も丁寧に接してくれて嬉

しかったです。おかげで楽しく街を綺麗にすることができまし

た。（法学部・２年次生）

⑩　1000000人のキャンドルナイト 茶屋町スロウデイ2022
　梅田・茶屋町エリアの企業、地域団体、学校および行政などが集まっ

て“歩いて楽しいまちづくり”を推進し、茶屋町の魅力を発信する本イ

ベントに2017年度から参加している。魅力発信に取り組み地域の活性

化を行い、キャンドルの灯りを見てくれる人に気持ち安らぐ時間や癒し

を提供することを目的として実施した。

　2022年度は「Convivial 〜ともに愉しむ日～」をテーマに、３年ぶ

りの現地開催となった。「キャンドルの灯りが人々の心に安らぎと未来

への希望をもたらすように」という願いを込めて、学生スタッフは

CHASKA茶屋町（ジュンク堂書店）前にキャンドルアートを設置した。

　事前に学生スタッフが考えたデザインを基にキャンドル装飾を行い、

設置・点火・火の見守り・会場の片付け等の活動を行った。

　キャンドルに火が灯り、日が落ちて街が暗くなるにつれて、大勢の方がキャンドルアート前で足

を止めて写真撮影を行い、キャンドルの光に照らされた笑顔に溢れたイベントとなった。

　　日　　時　 ①事前説明会：５月25日（水）12時20分〜12時50分

　　　　　　　 ②活　　　動：６月１日（水）13時00分〜22時00分

　　場　　所　 ①千里山キャンパス凜風館1階ピアエリア／オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②大阪市北区　CHASKA茶屋町

　　参加者数　 24名（学生スタッフ11名、本学学生13名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明会

　　　　　　　 ②キャンドル装飾の制作・設置・点灯・見守り

　　企画学生の声

　・CHASKA 茶屋町全体がキャンドルの温もりに包まれた空間を体感できて良かったし、自分がそ

の空間を作る側として携わることができて嬉しかったです。たくさんの方達が見に来てくれたり

写真を撮ったりしてくれて、地域の活性化に貢献できたと思えました。

　・日が沈んだ後、キャンドルが光っている景色を見た時に、とても感動しました。たくさん写真

を撮っている方や、キャンドルの灯をずっと眺めている方もいらっしゃって嬉しかったです。

　　参加者の声

　・点灯時間までにキャンドルの設置が間に合うか不安でしたが、参加者の方々と協力して取り組み、

デザイン通りのものを完成させることができました。点灯した綺麗なキャンドルを見ると、達成

感や安らぎを感じることができ、ボランティアに参加して良かったと感じました。（社会学部・

１年次生）

　・一緒に活動した関大生と仲良くなることができ、入学してなかなか友達ができなかった自分に

とってすごく嬉しく、楽しいボランティア活動でした。（社会学部・２年次生）

⑪　大和川掃除
　堺キャンパス周辺を流れる大和川河川敷を清掃することで景観を清潔

に保つことができ、地域の方が河川敷をより気持ちよく利用できると同

時に、堺キャンパス周辺の地域貢献活動を目的として実施した。

　本活動は、堺キャンパスに通う学生にとって参加しやすい活動場所で

あることから、堺エリアで活動を展開しているボランティア団体

「WEVO」とも連携して実施している。

　当日は雲が多かったが気温は高かったため、こまめに休憩をとり、熱

中症に気を付けながら清掃活動をした。河川敷には大和川上流から家庭

ゴミやペットボトル等が流れてくるため、参加者全員で力を合わせて清

掃することで河川敷を綺麗にすることができた。

　　日　　時　 ６月５日（日）９時30分〜11時30分

　　場　　所　 大阪府堺市　大和川左岸河川敷

　　参加者数　 72名（学生スタッフ14名、本学学生17名、WEVO所属学生41名）

　　内　　容　 大和川河川敷の清掃

　　協　　力　 WEVO

　　企画者の声

・普段交流する機会が少ないWEVOの方達と交流することが出来て、貴重な機会でした。一見何も

無いように見えても、掘ってみると靴が1足出てくるなど、砂に埋まっているゴミが沢山見られ

ました。

　・同じグループの方たちと楽しく話しながら協力して清掃することができて良かったです。堺キャ

ンパスの方と一緒に活動することは初めてだったので、とても新鮮でした。キャンパス間の交流

にもなり、有意義な活動となりました。

　　参加者の声

・社会経験を積むために参加しました。初対面の人とも話すことができたので良かったです。（法

学部・３年次生）

　・ボランティアの経験を積む良い機会になると考えたので、参加しました。活動自体は思っていた

よりも短く感じ、少人数でのグループだったので活動しやすかったです。（法学部・３年次生）

⑫　吹田くわいボランティア 
　若者の農業への関心が低下し、千里山キャンパスがある吹田市の特産

品である吹田くわいの認知度が低いという現状がある。そこで、吹田く

わいの植え付けから収穫まで一年を通した活動を通して、吹田くわいに

ついて深く理解してもらうとともにボランティアの魅力に気付いてもら

うことを目的として実施した。

　どちらの活動も、農園の方から吹田くわいの説明をしていただき、植

え付けや収穫のコツについてお話しいただいた後、作業を行った。植付

けでは、日常生活では着る機会のない胴長を着用しての作業に苦戦しな

がらも、参加者同士で声を掛け合い農業の大変さを感じながら活動した。

収穫では、備中鍬でくわいを傷つけないように慎重に泥をかき分けなが

ら、全部で約700グラムのくわいを収穫した。

　　日　　時　 ①植え付け：６月16日（木）14時45分〜17時00分

　　　　　　　 ②収　　穫：12月５日（月）14時45分〜17時00分

　　場　　所　 大阪府吹田市　西農園

　　協　　力　 吹田市都市魅力部 地域経済振興室

　　参加者数　 ①13名（学生スタッフ５名、本学学生８名）

　　　　　　　 ②６名（学生スタッフ６名）

　　内　　容 吹田くわいの植え付けと収穫作業の手伝い

　　企画者の声

　・大学のある吹田市の特産品に触れることができ、地域のことを少しでも知るきっかけとなりまし

た。

　・くわいを収穫する作業は考えていたよりも大変でしたが、そのぶん達成感があり、泥の中からく

わいを見つけた時は嬉しい気持ちになりました。頂いたくわいを家に帰って素揚げにして食べて

みると、自分達で収穫したこともあってとても美味しかったです。

　　参加者の声

　・普段の生活で農業に関わることがないので、やってみたいなと思って参加しました。農業体験だ

けでなく、くわいの事を知ることもできてよかったです。（文学部・４年次生）

　・「すいたん」のモチーフであるくわいに興味があったので参加しました。また、学生スタッフの

方が話しやすくてよかったです。農家の方のお話も面白かったです。（法学部・２年次生）

⑬　飛鳥光の回廊2022 ～明日香をともす「和」のひかり～
　明日香村で毎年行われている、石舞台古墳をはじめ岡寺や飛鳥寺など、

明日香村内の代表的な史跡・寺社・施設をろうそくやLEDライトの明か

りで彩る地域活性化イベントで、奈良県明日香村との連携事業として実

施した。

　「キャンドルの輪と和でつながる光」を関西大学のテーマとし、キャ

ンドルのデザインや配置を考え、他の活動では得られない大変さと、よ

り大きなやりがいや達成感を感じることができた。

　残念ながら1日目は雨天のため中止となったが、石舞台古墳や奈良県

立万葉文化館などを見学し、明日香村の歴史や文化的価値について学ん

だ。2日目は、用意した約3000個の色付き紙コップを「ボランティア

センター 2022」という文字やピラミッド、円の形に並べた。夕方から

は多くの方が来場し、写真撮影をしたりと笑顔溢れる楽しい空間となった。

　　日　　時　 ①事前説明会：９月１日（木）12時00分〜13時00分

　　　　　　　 ②活　　　動：９月23日（金）10時00分〜17時00分

　　　　　　　 　　　　　　　９月24日（土）11時00分〜22時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②奈良県高市郡明日香村　川原寺跡

　　連 携 先　 奈良県明日香村

　　参加者数　 40名（学生スタッフ延べ21名、本学学生延べ19名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明

　　　　　　　 ②キャンドルデザイン案の作成、キャンドルを入れる紙コップの制作、

　　　　　　　 　キャンドルの設置・点灯・撤去、明日香村の散策、地域の方との交流

　　企画学生の声

　・イベントが始まると多くの方が見に来てくださり、「きれい」「すごい」などのお声をきくことが

でき、このイベントに関西大学ボランティアセンター学生スタッフとして参加してよかったと思

いました。

　・気温が高い中、多くのキャンドルを並べていくのは大変だったが、みんなで協力し合いながら長

時間かけて作り上げたので、その分、夜になりキャンドルの灯りがきらきらしているのを見ると

とても達成感を感じることができました。

　　参加者の声

　・楽しそうだと思ったので参加しました。思っていたよりずっと大変だったけど、終わったあとの

達成感が気持ちよかったです。（社会安全学部・1年次生）

　・みんなでキャンドルを並べるのがとても楽しかったです。参加して良かったと思いました。（経

済学部・1年次生）

⑭　下校見守り活動
　吹田警察生活安全課防犯係と連携して、千里山キャンパス近くの小学

校に通う子どもが安全に下校できるような環境を守ることを目的とし

て、千里山キャンパス周辺の小学校の下校時間にあわせて正門前で見守

り、声かけを実施した。

　当日は、子どもたちが「さようなら」「気を付けて帰ってね」と声を

かけると元気よく挨拶を返してくれたり、関西大学という名前を見て

「知ってる！」と声をかけてくれたりと、参加した学生ボランティアと

の交流を楽しむ様子が伺えた。

　　日　　時　 10月11日（火）７名、13日（木）４名、14日（金）４名　14時00分〜15時00分

　　　　　　　 10月12日（水）３名　12時45分〜14時15分

　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ10名、本学学生延べ８名

　　場　　所　 吹田市立千里第二小学校

　　協　　力　 吹田警察署生活安全課防犯係

　　内　　容　 小学校正門前での声掛け、見守り

　　企画学生の声

　・見守り活動中はできるだけ腰を屈めて、子どもたちと目線の高さを合わせて挨拶することを心が

けるようにしました。地域に根ざしたボランティア活動を企画できてよかったです。

・元気に挨拶をしてくれた子どもも多く、見守り活動をしている私たちの方が元気をもらいました。

　　参加者の声

　・実際に吹田警察署の方と連携して、見守り活動をするという貴重な経験ができて良かったです。

小学生から挨拶を返してもらえたりして本当にやってよかったと思いました。とてもいい経験に

なりました。（法学部・３年次生）

　・はじめてのボランティア活動で緊張していましたが、学生スタッフの方も職員の方も優しくて安

心しました。見守り活動もやりがいを感じることができたので、参加してよかったです。（商学部・

３年次生）

⑮　琵琶湖ツーリズム！～大学生で考える環境ボランティアの未来2022（実践編）〜
　関西大学ボランティアセンターは2017年度から琵琶湖の保全活動に

取り組んでいる。2017年度は特定外来生物オオバナミズキンバイ駆除

活動、2018年度は清掃活動を実施し、2019年度及び2020年度は新型

コロナウイルス感染症拡大の影響により実施を見合わせた。

　本学主催３大学（法政大学・明治大学・関西大学）連携事業として、

法政大学の学生ボランティアとともに、琵琶湖岸の環境保全活動として

滋賀県長浜市の南浜漁港にて、船の出港を妨げている特定外来生物ナガ

エツルノゲイトウの駆除活動を行った。

　当日は、学生ボランティア全員が胴長とライフジャケットを身につけ、

岸と舟上よりナガエツルノゲイトウの駆除活動を行った。ナガエツルノ

ゲイトウは、琵琶湖や内湖、河川などの水際に生育している水陸両生の多年生の植物で、茎の断片

からも再生するほど繁殖力が強いため、機械ではなく手作業で根や茎をできるだけ残さないように

根本から丁寧に引き抜き、陸に上げる作業を熱心に行った。

　その結果、夕方には、湖面が見えないほど群生していたナガエツルノゲイトウのほとんどを駆除

することができ、参加者全員がやりがいや充実感を得ることができ、大学生として環境ボランティ

アの未来を考えるうえでの契機となった。また、今回の活動を通して、大学の所属を超えて学生ボ

ランティア同士が交流を行うことができ、有意義な1日となった。

　　日　　時　 ①事前説明会：10月11日（火）12時15分〜12時50分

　　　　　　　 ②駆 除 活 動：10月16日（日）７時30分〜18時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②滋賀県長浜市　南浜漁港

　　活動協力　 滋賀県立琵琶湖博物館　特別研究員 /

　　　　　　　 滋賀県琵琶湖環境部 自然環境保全課 副主幹　中井 克樹 氏

　　　　　　　 南浜漁業協同組合

　　参加者数　 ①36名（学生スタッフ30名、本学学生６名）

　　　　　　　 ②42名（学生スタッフ24名、本学学生５名、法政大学９名、教職員４名）

　　内　　容　 特定外来生物ナガエツルノゲイトウの駆除活動

　　企画学生の声

　・ナガエツルノゲイトウは、とるのが難しく、無理に引っ張っても途中で切れてしまうと意味が

なく、ナガエツルノゲイトウの駆除の大変さに驚きました。活動後のきれいな湖面を見たからこ

そ、自然をこれからも大切にしていかなければいけないと感じました。

　・関西大学及び法政大学の学生、職員の方たちと活動中に交流できたので、楽しかったです。自分

たちの活動の成果を現地の方が喜んでくれていたことで、より達成感を感じることができました。

　　参加者の声

　・ナガエツルノゲイトウの駆除活動は、協力することが必須な作業だったので、参加者同士でコ

ミュニケーションをとり新しい輪を広げられてよかったです。（関西大学・３年次生）

　・外来種の駆除という貴重な体験をしてみたいと思い、参加しました。目に見える形で成果が現れ

るので、達成感を感じることができ参加してよかったと感じました。（関西大学・１年次生）

　・晴天の中、関西大学の皆さんと協力して非常に楽しく活動することができました。また、漁協の

方も優しく特定外来生物の駆除方法を教えてくださり、初心者でもすぐに取り組める内容でした。

昼食時は関西大学のみなさんとコミュニケーションを取りながら時間を過ごすことができ、２大

学合同ボランティア活動ならではの有意義な経験となりました。（法政大学・３年次生）

　・関西大学の方々と連携して、特定外来生物を駆除することができて良かったです。また、今回の

駆除活動を通じて、どれだけ湖が汚れているのかを目の当たりにし、今後、自分がどのように環

境活動に関わっていけばいいのかを考える良い機会になりました。（法政大学・２年次生）

⑯　2022年度学園祭「環境問題ってなんだろな？〜クイズで！ゲームで！楽しく学ぼう！〜」
　学生スタッフは、淀川河川敷の清掃活動や琵琶湖の特定外来生物の

駆除活動などといった環境保全活動を普段から多数実施している。そ

ういった経験を活かし、遊びを通して子ども達に環境問題について考

えるきかっけをもってもらえるような企画とした。また、統一学園祭

に来訪される保護者の方や地域の方及び本学学生に、ボランティア活

動の魅力と学生スタッフの活動を知ってもらうことを目的として実施

した。

　本学統一学園祭には、親子連れや子どもが多く来場するため、子ど

もを対象としてSDGs（特に環境問題）について学んでもらうため、環

境問題というテーマで3つのブースを設けた。当日は多くの子ども達が

訪れ、ゲームを通して環境問題について学びを得る機会となった。

　　日　　時　 11月３日（木）12時00分〜15時30分

　　　　　　　 11月４日（金）10時00分〜16時00分

　　　　　　　 11月６日（日）10時00分〜13時00分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館１階学生ラウンジ

　　参加者数　 102名（学生スタッフ延べ94名、本学学生延べ８名）

企画内容：

・紙芝居

　海洋プラスチック問題を中心とした環境問題について紙芝居で説

明したあと、身近な例を使ったクイズで環境問題について楽しく学

んでもらった。

・ミニゲーム

　牛乳パックや段ボールなどを再利用して作ったおもちゃで魚釣り

ゲームをしてもらった。捨てるはずだったもので遊んでもらうこと

で、リサイクルの大切さやゴミを減らす工夫などについて楽しみな

がら学んでもらった。

・塗り絵

　色鉛筆やクレヨンを使ってSDGsや地球をモチーフにした塗り絵

をしてもらいながら、SDGsについて興味を持ってもらった。

　　企画学生の声

　・初めて学園祭に参加しましたが、とても楽しかったです。子ども達が楽しみながらも環境問題に

ついて学びを深めてくれている姿が、とてもいきいきとしていたのが嬉しかったです。

　・ミニゲームも塗り絵も紙芝居も全て子ども達は楽しそうに体験してくれていました。笑顔で帰っ

ていく子ども達を見ると、とても嬉しく感じました。

　　参加者の声

　・一度もボランティアに参加したことがなかったので、参加してみたいと思って参加しました。来

場してくれた子ども達が可愛かったです。（経済学部・３年次生）

　・子どもとコミュニケーションを取れる良い機会だと思ったので参加しました。学生スタッフの方

も親切で楽しく活動できました。（社会学部・１年次生）

⑰　千里キャンドルロード2022
　吹田市と豊中市にまたがる千里ニュータウンの人口にちなんだ９万個

のキャンドルに灯をともすイベント「千里キャンドルロード」に本セン

ターは2014年度から参加し、今回で８回目となる。10周年を迎えた今

年は、『「出会い」これまでも…これからも…』をテーマに、３年ぶりに

来場予約なしでの開催となった。

　学生スタッフはキャンドルのデザインから考え、2022年度は、約

2000個の紙コップを色づけした大きな赤いハート２つを中心に、伸び

る 蔦 葉 や 青 い 紙 コ ッ プ で 縁 取 り し た「Kandai Volunteer Center 

2022」の白い文字など、工夫を凝らしたデザインを作成した。

　当日は、多くの方が訪れ、暗くなってキャンドルに火が灯されると、

あたり一帯が幻想的な光景になる様子を訪れた方たちが足を止め写真撮影をするなど、笑顔溢れる

光景となった。

　　日　　時　 11月５日（土）11時30分〜21時00分

　　場　　所　 吹田市立千里南公園

　　主　　催　 千里キャンドルロードプロジェクト

　　参加者数　 40名（学生スタッフ33名、本学学生７名）

　　内　　容　 キャンドルデザイン案の作成、キャンドルを入れる紙コップの色付け、

　　　　　　　 キャンドルの設置・点火・見回り・片付け

　　企画学生の声

　・「ここ（関大の作品）すごい！」「ここがメインやね。」などと、来場した方からの嬉しい言葉を

たくさん耳にしました。準備は大変でしたが成功して良かったと思えた瞬間でした。

　・スペースの問題もあり、当日にデザインの変更をしましたが、とても上手に完成させることがで

きて達成感がありました。学生スタッフの参加人数がとても多く、学生スタッフの交流の場となっ

ていたのも良かったです。

　　参加者の声

　・楽しそうだと思ったので参加しました。みんなで一つのものを作れていい経験になりました。（経

済学部・３年次生）

　・学園祭期間で授業がなく時間が空いていたこともあり、参加を決めました。想像していた以上に

キャンドルに灯をともした光景が綺麗で、また、地域の人達にも満足していただけたようでやり

がいを感じました。（法学部・２年次生）

⑱　大阪マラソン2023給水ボランティア
　今回で11回目の開催を迎える大阪マラソンは、チャリティ文化の普

及を目指す日本最大規模の都市型市民マラソンである。本学は第1回大

会からオフィシャルスポンサーとして参画している。

　活動を通して本学学生が大阪を盛り上げるとともに、ボランティアの

楽しさややりがいを感じてもらう機会とすることを目的として実施し

た。

　当日は、本学学生が給水ボランティアとして携わり「みんなでかける

虹。」というスローガンのもと、29,285人のランナーをサポートした。

給水や応援を通してランナーの方と関わり、参加した学生にもよりボラ

ンティア楽しさやスポーツの魅力を感じてもらうことができる活動と

なった。

　　日　　時　 ①事前説明会：２月15日（水）13時00分〜14時30分

　　　　　　　 ②活　　　動：２月26日（日）７時30分〜12時00分

　　場　　所　 ①千里山キャンパス第２学舎４号館BIGホール100

　　　　　　　 ②大阪マラソン第１給水所（５ km地点／中之島・本町ブロック）

　　参加者数　 191名（学生スタッフ22名、本学学生58名、体育会所属学生108名、職員３名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明、ボランティアセンターの紹介

　　　　　　　 ②給水所でのランナーへの給水提供

　　参加者の声

　・中学校の頃からマラソンに興味があり、実際に見てみたかったので参加しました。ランナーの皆

さんが一生懸命走りつつも、僕らボランティアに「ありがとう」と声を掛けてくれたことがすご

く嬉しかったです。（環境都市工学部・２年次生）

　・2021年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響で中止になってしまったので、今回は絶対に

参加しようと決めていました。関西大学の多くの学生が大阪マラソンという大きなイベントに携

われて、盛り上げることができて良かったです。（システム理工学部・2年次生）

⑲　飛鳥ハーフマラソン2023給水ボランティア
　関西大学と縁の深い奈良県明日香村で開催される飛鳥ハーフマラソン

に2021年度に引き続き2022年度も学生ボランティアをいう形で参加

した。本学学生が学生ボランティアとして参加することで地域貢献活動

に寄与するとともに、ボランティア経験の浅い学生に対してボランティ

アのやりがいや魅力を広めることを目的として実施した。

　明日香村は「飛鳥・藤原の宮都とその関連資産群」として世界遺産登

録をめざしており、その構成資産の半分以上を巡ることができるように

コースが設定されている。また、持続可能な社会づくりのためにソフト

フラスク（折りたためる携行給水ボトル）の配布や、参加費等の一部で

菜の花のタネを購入して景観保全に役立てるなど、様々な取り組みが行

われている。

　当日は、スタートからおよそ11km地点の棚田に設けられた第２給食所で甘酒の提供を行った。

　　日　　時　 ①事前説明会：３月１日（水）10時00分〜11時30分 

　　　　　　　 ②活　　　動：３月12日（日）８時00分〜13時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②奈良県高市郡明日香村

　　参加者数　 18名（学生スタッフ11名、本学学生７名）

　　内　　容　 ランナーへの給水

　　企画学生の声

　・給水を行っていると、ランナーの方に「ありがとう」と声をかけていただくことがあり、ボラ

ンティアをしている側の自分たちが元気をもらい、ボランティアに参加してくれた学生に活動を

通してやりがいを感じてもらうことができました。

　・ボランティアに参加していただいた関大生との交流を楽しむことができ、ランナーの方の笑顔を

見ることができてとても充実した時間を過ごすことができました。

　　参加者の声

　・スポーツが好きなので、スポーツに関われるボランティアをやってみたいと思い参加しました。

ランナーの方に「ありがとう」と声をかけていただくこともあり、喜んでいただけていると感じ

られて嬉しかったです。（文学部・１年次生）

　・もともと給水ボランティアをしてみたいと思っていたので参加しました。ランナーの方と言葉を

交わしたり、アイコンタクトを取ることができたりしたことが嬉しかったです。（法学部・２年

次生）

⑳　子ども遊びボランティアinまちなかリビング北千里
　2022年度初めて企画を募集し、ベストアイデア賞を獲得した「学童

保育ボランティア」として、まちなかリビング北千里にて、ソフトバス

ケット大会（3on3）のお手伝いやボードゲーム・カードゲームを使用

した遊び等、子どもとのふれあいを通して、子どもとのかかわり方や距

離の縮め方を学び、コミュニケーション能力を向上させることを目的と

して実施した。

　当日はソフトバスケット大会の運営補助だけでなく、子ども達と一緒

にチームを組んで参加したり、小学生vs大学生の試合を行い、ソフトバ

スケット大会を盛り上げた。また、同施設で管理しているボードゲーム

やカードゲーム等の様々な遊び道具を使用して、ソフトバスケットの参

加待ちの子ども達やスポーツが苦手な子ども達と遊ぶ活動も行った。

　　日　　時　 ３月23日（木）16時00分〜18時00分

　　場　　所　 まちなかリビング北千里

　　参加者数　 13名（学生スタッフ５名、本学学生８名）

　　内　　容　 ソフトバスケット大会の運営補助・参加、子ども達との交流

　　企画学生の声

　・下見を行った時より子ども達の人数が多かったのにも関わらず、学生ボランティアの方々全員が

子ども達と交流をしていただくことができました。活動の最後まで、子ども達と交流するという

ことができ、手持ち無沙汰にならなかったことが非常に良かったと思います。また、児童センター

の職員さんには行くたびに「来てくれてありがとう。」というお言葉をいただくことができて、

嬉しいです。

　　参加者の声

　・子どもと遊ぶことがボランティアになるのならやってみたいと思ったので参加しました。子ども

と触れ合う中で、子どもにしかない発想を多く学び、とても楽しく活動することができ、ボラン

ティアに参加して良かったと思いました。（経済学部・1年次生）

　・子どもと遊びたいと思ったので参加しました。ボランティアに参加した自分が子どもから元気を

もらい、ボランティアにはこんな魅力もあるんだと実感しました。（大学院・2年次生）

（３）雨天中止事業

①　第4回大和川大掃除～未来につなげよう300人の小さな一歩～
　堺キャンパスの近くを流れる大和川河川敷において、各キャンパスの

学生、体育会所属学生、ボランティア団体所属学生、大学職員、ミズノ

株式会社社員など総勢300名が海につながる河川の環境美化に取り組む

ことで、SDGsや海洋プラスチック問題などを改めて意識してもらうこ

とを目的として企画したもの。

　学生スタッフは設立以来、本学学生にボランティア活動を通じてボラ

ンティアの魅力を知ってもらうために、様々なボランティア活動を同じ

学生目線で企画・運営してきた。特に河川敷の清掃活動については、

2011年度から2016年度まで500名規模で淀川河川敷の大掃除を行い、

ゴミの減少に貢献した。2017年度からは大和川河川敷に活動場所を移

し、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により規模を縮小することもあったが、継続的に清掃活

動を行っている。

　2022年度は多くの関大生にボランティア活動の魅力を知ってもらうべく、体育会11団体にご協

力いただき、コロナ禍前と同規模の300名で実施することを企画した。また、ボランティア活動を

通じて双方の充実と発展に寄与するため、本学と連携協定を結んでいるミズノ株式会社にもご参加

いただくことになっていたが、残念ながら当日雨天のため中止となった。

　　日　　時　 ２月19日（日）10時00分〜12時00分

　　場　　所　 大和川公園河川敷周辺

　　協　　力　 大和川河川事務所

　　　　　　　 ミズノ株式会社

　　内　　容　 大和川河川敷での清掃

キャンドルを設置している様子 キャンドルを点灯した様子 集合写真
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Ⅱ  ２  学生スタッフ事業報告

　学生の中には「ボランティアに関心があるけど一歩踏み出せない」という学生もおり、学生スタッ

フはそのような学生を後押しできるような学内のボランティア活動の企画のほか、様々な社会問題へ

の啓発活動を行っている。

（１）学生スタッフ企画

　学生スタッフ企画とは、ボランティア活動の魅力を広めるため、まずは学生スタッフ自身がボラ

ンティアの魅力を再認識するために企画・参加しているプログラムである。

①　ボランティア懇談会
　ボランティアに関心のある関西大学の学生にボランティア活動の魅力

を発信する１つの手段として、ボランティアコーディネートを実施して

いる。より多くの学生に参加してもらうことを目的として普段はお昼休

みに実施しているボランティアコーディネートを、今回はお昼休みから

３限終わりまで開室時間を延長して実施した。

　　日　　時　 ５月 13 日（金） 12時20分〜15時00分

　　場　　所　 誠之館２号館１階ボランティアステーション

　　内　　容　 ボランティアコーディネート

②　富士山自然保護ボランティアツアー（法政大学主催3大学連携事業）
　3大学（法政大学・明治大学・関西大学）連携事業の一環として、法政大学主催の世界遺産であ

る富士山の麓で森林整備事業に参加した。

　団体の方からオーバーユーズ（使いすぎ）やアンダーユーズ（活用不足）の重要性、環境問題に

ついてなどのお話を伺った後、6〜7名ずつのグループに分かれて森林保全活動に取り組んだ。草

木の伐採や薪割り、枯れ木処理など、慣れない作業を行うのは大変であったが、休憩時間には木登

りをしたりブランコに乗ったりして、日常では味わえない大自然とのふれあいを楽しんだ。

　　日　　時　 ５月22日（日）９時45分〜17時00分

　　場　　所　 静岡県富士宮市

　　主　　催　 認定特定非営利活動法人富士山クラブ

　　参加者数　 37名（学生スタッフ4名、職員1名、

　　　　　　　 他大学学生32名）

　　内　　容　 草木の伐採、薪割り、枯れ木処理

　　学生スタッフの声

　・階段づくりや道の開拓など、自分が想像していたよりもはるかに本格的な活動ができました。日

常生活の中で鍬や鋸を使ったりすることがないため、初めはうまく使えませんでしたが、コツを

つかんだ後は気持ち良い程スムーズに切れるようになったのが本当に楽しかったです。

③　びわ湖を美しくする運動
　 2022年度に引き続き、琵琶湖の特定外来生物の現状を把握

するために、実際に琵琶湖に足を運び、滋賀県が毎年7月1日

において「びわ湖の日」に実施している「びわ湖を美しくする

運動」の特定外来生物のオオバナミズキンバイおよびナガエツ

ルノゲイトウの駆除活動に参加した。

　滋賀県が取り組む、琵琶湖の環境保全について、現状と課題、

特に侵略的外来水生植物の繁殖力やその影響による被害を伺

い、行政として滋賀県が取り組むボランティアに関して知見を

深めた。また、実際に、湖岸に生息する大量のナガエツルノゲ

イトウを手作業で取り除く体験を行い、学生スタッフとして何

ができるのかを考えることに繋げ、今後企画する「琵琶湖ツー

リズム！～大学生で考える環境ボランティアの未来2022（実

践編）〜」で実現することとした。

　　日　　時　 ７月１日（金）９時00分〜10時30分

　　場　　所　 滋賀県大津市　大津市なぎさ公園周辺

　　協　　力　 滋賀県琵琶湖環境部自然環境保全課

　　参加者数　 ７名（学生スタッフ５名、職員２名）

　　内　　容　 特定外来生物オオバナミズキンバイおよびナガエツルノゲイトウの駆除及び関係者

への取材

④　2022ボランティア新企画募集～あなたの想いを伝えよう～
　関大生からボランティアの新企画を募集し、学生スタッフが企画者のボランティアへの想いを他

の学生に伝えるお手伝いをする。また、そのボランティアを実現することで学生スタッフの活動に

新しい視点を取り入れることを目的として、2022年度から新しく実施した。

　SDGsを意識した内容のボランティア活動で、関大生が学生スタッフとともに行うことができる

新たな企画を募集したところ、８事業の応募があり、ヒアリングなど選考を重ねベストアイデア賞

として「学童保育ボランティア」、学生スタッフ特別賞として「動物愛護団体のお手伝いをして、

犬猫と触れ合おう」の２事業が選ばれた。

　ベストアイデア賞として選ばれた「学童保育ボランティア」は学生スタッフのサポートのもと、

大阪府吹田市の「まちなかリビング北千里」にて、来館する子ども達と遊び、交流するボランティ

アとして実際に実施し、特典②として本センター活動報告書にも掲載した。

　　募集期間　 ７月25日（月）〜８月31日（金）

　　募集内容　 SDGsを意識した内容で、複数名が参加できて、みんなで

楽しめるボランティア活動のアイデア

　　募集対象　 関西大学に所属の個人またはグループ
特典： ①選ばれたアイデアは、学生スタッフのサポートのもと、実際に企画として実施

②ボランティアセンターが発行する「活動報告書」に記載
③ボランティア体験ツアーに企画者の名前を付すことができる

　　応 募 数　 ８グループ
○ キャンパスで大地震発生から避難までを考える・新！関大クリーン大作戦
○ 子ども達が防災について学べる遊びを提供する活動・子ども達とのふれあい大作戦
○ 二酸化炭素を減らし地球の環境を守るための植林ボランティア
○ 私たちの手で綺麗な海を守ろう！海岸清掃in大阪湾沿岸の浅場
○ 学童保育ボランティア・動物愛護団体のお手伝いをして、犬猫と触れ合おう

　　学生スタッフの声

　・アイデアを応募してくれたグループへヒアリングを行うことで、アイデアをより具体的に深掘す

ることができました。

　・多くの学生に参加してもらうために、広報期間をより長く設け、ボランティアセンター機関誌の

配布などで知ってもらう機会を作る工夫をするべきでした。また、体験ツアー化する企画を選定

してから実施までに時間がかかりすぎたため、次に実施する際は実施までのプロセスまで細かく

決めておきたいです。

⑤　ようこそ！　関大サロンへ
　コロナ禍でも実施できるボランティア活動として、吹田市社会福祉協議会の協力を得て、2021

年度から高齢者施設に入所する方々とZoomを繋いだオンライン交流会を開始した。

　同世代の交流だけでなく、高齢者のような日常の中ではつながりを持ちにくい異世代との交流を

通して、高齢者の人々の文化を享受するだけでなく、一緒にゲームや歓談を行い、地域において世

代を超えたつながりや相互理解を深める機会を創出することを目的として実施した。加えて、高齢

者の方との接し方を学び、学生のコミュニケーション能力の向上を図るとともに、高齢者の方や施

設職員との関わりの中で、どのようなボランティアや支援が必要なのかを知り、これから新たに行

う活動を企画する際の気づきを得ることができた。

　今後は、関大生を募集してボランティア体験ツアーとして実施することを予定している。

　　日　　時　 ①９月５日（月）13時30分〜14時30分

　　　　　　　 ②３月15日（水）13時30分〜14時30分

　　場　　所　 オンライン（Zoom）

　　受入団体　 社会福祉法人 秀明会「特別養護老人ホーム あす～る吹田」

　　参加者数　 ①10名（学生スタッフ４名、職員２名、高齢者３名、施設職員１名）

　　　　　　　 ②11名（学生スタッフ３名、職員３名、高齢者３名、施設職員２名）

　　内　　容 高齢者とのゲーム・クイズ、歓談

　　学生スタッフの声

　・高齢者の方が「楽しかった、ありがとう」と言って涙まで流してくださり、短い時間で、これほ

ど感動していただけたのがとても嬉しかったです。

　・普段あまり話すことのない年代の方々と会話することができ、とても思い出に残る良い時間を過

ごせました。

⑥　まちFUNまつりin関西大学2022　子ども店長サポートボランティア
　子ども達を中心に、ともに楽しみ学べる場を地域に作ることを目的として活動している特定非営

利活動法人 ママふぁん関西との共催事業として実施した。

　「地域に開かれた大学」を目指して始まった本イベントは、今回で6回目を迎えた。学生スタッ

フも毎年運営補助ボランティアとして参加しており、2022年度は子ども達が店長となって出展

ブースのお店を手伝い、お金のやりとりも行うことで働く楽しさやお金の大切さを学ぶ職業体験イ

ベント「子ども店長」企画のサポートを行った。

　事前にお給料袋やくじを作成し、当日も会場設営の手伝いを行った。来場した子ども達がエプロ

ンに着替える手伝いや働くお店を決めるくじ引きの対応をする中で、学生スタッフは子ども達の緊

張がほぐれるように、声掛けをするなど工夫しながら活動をした。

　　日　　時　 10月９日（日）10時00分〜13時30分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館およびその周辺

　　参加者数　 学生スタッフ７名

　　内　　容　 お給料袋やくじの作成、会場設営、「子ども店長」事業のサポート、子ども達との交流

　　学生スタッフの声

　・子ども達の元気な姿に勇気づけられる、楽しい時間でした。

　・子ども店長自身が楽しかったと笑顔で言ってくれたり、お給料を手渡しするときにありがとうと

声をかけてくれたりして、うれしかったです。

⑦　非常食配布イベント
　防災意識の向上はもちろん食品ロス削減に取り組むことでSDGsの「つくる責任　使う責任」の

達成への貢献を目指して、公益社団法人 日本非常食推進機構より提供していただいた使用期限が

迫った非常食（防災備蓄品）を配布した。

　当日は、保存用ビスケット、保存用飲料水、アルファ化米の三種類の非常食を配布するのにあわ

せて、学生スタッフが広く認知されるように広報を行った。

　配布数は、保存用ビスケット300個、保存用飲料水100本、アルファ化米41個だった。

　　日　　時　 10月10日（月）12時20分〜12時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館１階学生センター前

　　参加者数　 学生スタッフ７名

　　内　　容　 保存用ビスケット・保存用飲料水・アルファ化米の配布

（２）ボランティア体験ツアー

　ボランティア体験ツアーとは、「ボランティアに関心があるけど一歩踏み出せない」という学生に、

ボランティアの第一歩として気軽に参加できるボランティア活動として実施しているプログラムで

ある。

①　関大クリーン大作戦～関大前の交流の輪を広げよう！～
　関西大学周辺まちづくり勉強会※主催の清掃活動にボランティア活動

として参加した。

　当日は、地域の方や体育会学生と協力して、関大前通りや千里山ユー

トピア遊園の清掃を行った。道端にはタバコの吸い殻が多く、側溝にも

マスクや包装紙のゴミが多く落ちていた。ゴミ拾いを終えたら、根を残

さないように専用の道具などで掘り起こしながら千里山ユートピア遊園

の除草作業を行った。普段なかなか関わることのない地域の方と交流し

ながらの活動となり、終始笑顔が絶えない時間となった。

※阪急電鉄関大前駅周辺の地域において、安心・安全で活力と魅力あふれる「ま
ちづくり」を推進し、自治会、関大前商店街、学校法人関西大学及び行政で
課題を共有し、方策を検討することを目的とした組織。現在は、関大前ラボ
ラトリ（通称まち・かん）の管理運営及び関大前周辺地域の美化活動を主な活動としている。

　　日　　時　 ４月14日（木）８名、５月12日（木）雨天中止、６月９日（木）６名、10月13日（木）

７名、11月10日（木）３名、12月８日（木）７名　14時00分〜15時00分

　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ15名、本学学生延べ16名

　　場　　所　 阪急電鉄関大前駅～関西大学正門の周辺道路、千里山ユートピア遊園

　　主　　催　 関西大学周辺まちづくり勉強会

　　内　　容　 関大前通り、千里山ユートピア遊園の清掃

　　企画学生の声

　・関大前はタバコのゴミや雑草が多く、清掃のやりがいが大きいと感じました。また、地域の方や

関大生とも交流しながら行えたため、最後まで良い雰囲気で清掃できたと思います。

　・参加してくれた関大生と活動中もたくさん話せました。１人で清掃に集中するよりも話しながら

のほうが楽しく、時間が過ぎるのが早かったです。

　　参加者の声

　・コロナ禍でも自分がやれることに挑戦したかったから参加しました。地域の人と交流できてよ

かったです。（社会学部・２年次生）

　・街が綺麗になっていくのがうれしかったです。地域の人たちとも協力しあうことができて、充実

した時間でした。（法学部・1年次生）

②　関大クリーン大作戦in高槻
　普段利用している駅やキャンパス周辺を清掃し、景観を保護すること

で、学生や地域の方々が気持ちよく利用することを目的に、また、阪急

高槻市で活動することで高槻キャンパス、高槻ミューズキャンパスの学

生も気軽にボランティアに参加できる機会を設けることを目的として実

施した。

　4月実施時は、阪急高槻市駅周辺の本通り商店街と中通り商店街の二

手に分かれて、清掃活動を実施した。11月実施時は、参加者全員で清

掃活動を実施した。両日とも、最初にアイスブレイクを行い、交流をし

てから清掃活動に取り組んだため、雰囲気がよく楽しく活動することが

できた。

　　日　　時　 ①４月17日（日）９時00分〜10時30分

　　　　　　　 ②11月27日（日）９時00分〜10時30分

　　場　　所　 阪急高槻市駅周辺

　　参加者数　 ①15名（学生スタッフ５名、本学学生10名）

　　　　　　　 ②７名（学生スタッフ６名、本学学生１名）

　　内　　容　 阪急高槻市駅周辺の清掃

　　企画学生の声

　・想像していたよりも多くの人に参加してもらうことができて、アイスブレイクや清掃活動中は参

加者同士の交流があり、いい雰囲気で活動することができてよかったです。

　・活動中に通りがかった地域の方から「お疲れ様です。」というお言葉をいただくことができて、

嬉しかったです。

　　参加者の声

　・友達の輪を広げたいと思い参加しました。ゴミをたくさん拾うことができてやりがいがありまし

た。（社会安全学部・１年次生）

　・少人数のグループに分かれてのゴミ拾いだったので、1人で参加しても他の参加者と話しながら

活動しやすくて良かったです。（総合情報学部・３年次生）

③　淀川掃除
　淀川河川敷の清掃をすることで、大阪湾へゴミが流れ込むことを防ぎ、

淀川の水質や景観を保護することを目的に、また、清掃活動という気軽

に参加できる点を活かして、関大生にボランティア活動の魅力を広める

機会にすることを目的として実施した。2021年度には、淀川河川事務

所に相談を行ったうえで、これまで清掃を行っていた南方地区から行政

の対応が追い付いていないより河口の西淀川区福町地区へ場所の変更を

行った。

　４月実施時は雨天だったため、河川敷の手前を２グループに分かれて

清掃活動を行い、途中でグループを入れ替える等、参加者同士がより多

く関われるよう工夫を行った。

　10月実施時は晴天に恵まれ、5グループに分かれて河川敷を広く清掃

した。

　　日　　時　 ①４月24日（日）10時00分〜12時00分

　　　　　　　 ②10月23日（日）10時00分〜12時00分

　　場　　所　 大阪市西淀川区　阪神福駅近くの河川敷

　　参加者数　 ①26名（学生スタッフ8名、本学学生18名）

　　　　　　　 ②20名（学生スタッフ10名、本学学生10名）

　　内　　容　 淀川河川敷の清掃

　　企画学生の声

　・雨の中での実施となり、予定していた通りの淀川掃除は出来ませんでしたが、参加者の方から「楽

しかった」という言葉が聞けて嬉しかったです。

　・通りすがりの地域の方からどこの大学の団体なのかと尋ねられ、「ありがとうね、頑張って！」

とお声掛けいただいて嬉しかったです。

　　参加者の声

　・河川敷には多くのゴミが落ちていて、それらを拾っていくことが単純に楽しかったし、学生ス

タッフの方や参加者の方と色々話せてよかったです。（外国語学部・１年次生）

　・前に参加した清掃ボランティアで誘ってもらったので、参加しました。思っていたよりもプラス

チックのゴミが多くて驚きました。（政策創造学部・１年次生）

④　献血呼びかけボランティア

　献血の必要性を多くの学生に伝えることが、社会貢献につながるとい

うことを知ってもらうこと、また、気軽に参加できる学内ボランティア

を通じて、ボランティアの良さを身近に感じてもらい次のボランティア

活動参加のきっかけを創出することを目的として実施した。

　現在の日本では少子高齢化が進み、輸血を必要とする高齢者の割合が

増える一方で、それを支える若者の献血者数が減っているという危機的

状況にある。また、血液は長期の保存ができないため、安定的な供給が

必要であるが、献血について学生の関心が薄いのが現状である。

　献血を実施の広報だけでなく、当日は、献血車前で看板を持って献血

協力の呼びかけを行った。

　　日　　時　 ４月25日（月）14名、４月26日（火）９名、５月10日（火）６名、６月７日（火）８名

　　　　　　　 10月12日（水）10名、10月20日（木）３名、11月11日（金）６名、12月５日（月）４名

　　　　　　　 11時30分〜13時30分、12時00分〜13時00分

　　　　　　　 ※10月20日は関大防災DAYの事業の一環として実施した。
　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ40名、本学学生延べ20名

　　場　　所　 千里山キャンパス総合図書館前、悠久の庭前、

　　協　　力　 大阪府赤十字血液センター

　　内　　容　 献血への協力呼びかけ

　　企画学生の声

　・授業終わりで人通りが多い時間帯に呼び込み時間を設定したため、効果的に呼びかけが行えたと

思います。前を通った方が自分たちの呼びかけに反応してくださって嬉しかったです。また、毎

月行っているので声を出すことに慣れてきて、積極的に声かけをすることができました。

　・呼びかけを行ったことで、多くの学生に献血実施中であることに気付いてもらうことができまし

た。呼びかけに反応してくださる方もいて嬉しかったです。

　　参加者の声

　・輸血経験があるため、恩返しになればと思って参加しました。活動はアットホームな雰囲気で楽

しむことができました。（文学部・２年次生）

　・自分が想像していた以上に人が集まり、献血に協力していたので、声掛けの達成感を感じました。

（商学部・３年次生）

⑤　関大花植え活動（大学昇格100年記念）
　大学昇格100年記念事業の一環として、経済学部と商学部の学び舎で

ある第２学舎１号館前の広場を、山岡順太郎の胸像とともにリニューア

ルすることとなり、管財課の協力のもと、花壇の花植え活動を実施した。

大学昇格100年という節目に、緑のなかで新しい仲間と出会って交流し

ながら、学生たちの愛校心を育むこと。また、今後の広報を含めて、「ボ

ランティアセンター学生スタッフ」が大学内で広く認知されることを目

的として実施した。

　当日は、業者の方の指示に従いながら土を掘り、花を植えた。活動の

途中から雨が降りだしたため、レインコートを着用しての活動になった

が、参加者全員が熱心に取り組んだ結果、予定よりも広い範囲に花を植

えることができた。

　　日　　時　 ５月13日（金）９時00分〜12時10分

　　場　　所　 千里山キャンパス第2学舎1号館前広場

　　参加者数　 30名（学生スタッフ９名、本学学生21名）

　　内　　容　 花壇の花植え

　　企画学生の声

　・花を植える場所の土が硬くて、掘るのに思ったより時間がかかって大変でした。また、植えると

きに花の間隔や全体のバランスを考えるのが難しかったので、わからないことがあったら業者の

方に質問しながら作業をすすめました。

　・業者の方から「これからも手伝いにきてほしい」と言って褒めていただけて、嬉しかったです。

　　参加者の声

　・花植えに興味が湧いたので参加しました。想像していたよりも体力を使い、花壇がきれいになっ

ていくのが分かってやりがいがありました。（システム理工学部・４年次生）

　・ボランティア活動を体験してみたかったので参加しました。自分の活動が花というかたちで残っ

て嬉しいです。（文学部・１年次生）

⑥　高槻景観美化ボランティア
　自然と共生する「花と緑のまちづくり」に寄与することを目的として

いる高槻市のNPO法人「花と緑のまちづくり 高槻景観園芸クラブ」と

の連携事業として活動に参加し、学生に環境美化、地域交流の必要性を

学んでもらうことを目的として実施した。

　高槻景観園芸クラブの方々から活動の説明を受けた後、初対面の学生

の緊張をほぐすためにアイスブレイクを行った。高槻景観園芸クラブの

方々の指示に従い、苗床を整備して花を植えていく中で、良い苗の見分

け方や植物の種類なども教えていただいた。

　11月実施時は花を植えた後、花壇周りや他の花壇に積もった大量の

落ち葉を拾い集め、花壇全体の景観を美しく整えた。

　幅広い世代の憩いの場所である公園を美化し、まちづくりに関心を持

てるような事業は貴重なものであり、団体の方々とコミュニケーション

を取りながら、楽しく花植え活動を行うことができた。

　　日　　時　 ①５月14日（土）８時50分〜11時00分

　　　　　　　 ②11月20日（日）９時00分〜11時00分

　　場　　所　 大阪府高槻市　高槻城公園

　　　　　　　 連携先 NPO法人 花と緑のまちづくり 高槻景観園芸クラブ

　　参加者数　 ①７名（学生スタッフ５名、本学学生２名）

　　　　　　　 ②６名（学生スタッフ４名、本学学生２名）

　　内　　容　 高槻城公園内の花壇の手入れ、地域の方との交流

　　企画学生の声

　・団体の方といろんなお話をしながら花植え活動を行い、花植えをしたことがない学生でも不安な

く楽しめた事業でした。参加学生にボランティアの魅力を伝えるとともに、自身も改めてボラン

ティアの魅力を感じることができました。

　・花にも一つ一つ個性があり、それぞれに花の魅せ方があるのだと初めて知り、ただ活動するので

はなく、何かを意識して取り組むことの大切さを学びました。

　　参加者の声

　・花壇の手入れをしたことがなく、一度してみたいと思ったので参加しました。花壇が綺麗になっ

た際に感じた達成感や団体の方々との交流を通じて、ボランティアの魅力や楽しさを感じること

ができました。（法学部・４年次生）

⑦　関大クリーン大作戦in梅田
　梅田キャンパスの周辺を清掃することで環境や景観を保護し、通行す

る人々が気持ちよく過ごすことができるようにすること、気軽に参加で

きるボランティア活動として清掃活動に参加することでボランティアの

やりがいや楽しさを感じてもらうことを目的として実施した。

　当日は、梅田キャンパスの教室にてアイスブレイクを行ったあと、２

グループに分かれて茶屋町エリアの清掃を約１時間行った。清掃活動中

には、通りがかった人や清掃ルートの並びにある店舗の方からお礼の言

葉をもらうことができ、参加者の達成感や満足感につながった。日曜の

朝ではあったが人通りや車が多く、学生スタッフが時折声をかけて注意

を促しながら活動した。

　　日　　時　 ①５月15日（日）９時00分〜11時00分

　　　　　　　 ②11月13日（日）９時00分〜11時00分

　　場　　所　 梅田キャンパス周辺

　　参加者数　 ①19名（学生スタッフ５名、本学学生14名）

　　　　　　　 ②13名（学生スタッフ３名、本学学生10名）

　　内　　容　 梅田キャンパス周辺の清掃

　　企画学生の声

　・アイスブレイクで学部や趣味などの自己紹介を行ったので、活動中の話題ができてすごく話しや

すかったです。友達同士が一緒になるようにグループ分けしたのがよかったのか、参加した学生

同士楽しそうに活動していました。

　・清掃の距離を延ばすなどの工夫をしましたが、ルートによってゴミの量が違っていたので、ルー

トの見直しが必要だと感じました。雨の中での活動でしたが、みんなで楽しく清掃活動ができた

ので嬉しかったです。

　　参加者の声

　・活動場所が梅田なので参加しやすいと思い参加しました。普段なかなかゴミ拾いを行う機会がな

かったので経験できて良かったです。（商学部・１年次生）

　・一度ボランティアに参加してみたいと思ったので参加しました。自分たちで街を少しでも綺麗に

する活動ができ、良い経験になりました。（社会安全学部・１年次生）

⑧　関大クリーン大作戦～千里山キャンパス周辺の清掃～
　普段自分たちが利用している千里山キャンパス周辺を清掃することで

環境や景観を保護し、関大生や地域の方々がより気持ちよく過ごすこと

ができる。また、授業の空きコマに気軽に参加できることでボランティ

ア活動を身近に感じてもらうことを目的として実施した。

　活動前にアイスブレイクを行い、学部や学年に関係なく学生同士が交

流することで、その後の活動も和やかな雰囲気で進めることができた。

清掃は関大前ルートと名神高速道路沿いルートの2コースに分かれて

行った。ゴミは「燃えるゴミ」「ビン・カン」「ペットボトル」の3つに

分類して集めたが、タバコの吸い殻が最も多く、ゴミを拾うだけでなく、

今後はゴミを捨てる人が少なくなるように啓発を目的とした活動も検討

している。

　　日　　時　 ①５月21日（土）10時40分〜12時10分

　　　　　　　 ②10月15日（土）10時40分〜12時10分

　　場　　所　 千里山キャンパス周辺

　　参加者数　 ①10名（学生スタッフ３名、本学学生７名）

　　　　　　　 ②16名（学生スタッフ７名、本学学生９名）

　　内　　容　 千里山キャンパス周辺の清掃

　　企画学生の声

　・ゴミの量が少なく、やりがいを感じにくいのではないかと心配でしたが、清掃中はずっと楽しく

会話しながら活動を行うことができました。

　・参加者の１回生が１人で、他の上級生と仲良くなれるかどうか不安がありましたが、始まってみ

ればみんな会話が絶えず、終始楽しく活動することができました。

　　参加者の声

　・自分が通っている大学に恩返しをしたいと思って参加しました。意外と大学の周りが綺麗だった

ことに驚きました。（社会学部・３年次生）

　・アルバイトをやっていないため、他に何か出来ることはないか、頑張れることはないか、と探し

ていたらこのボランティアを見つけて参加しました。意外と細かいゴミが多く、拾うのが大変で

したが、充実した時間を過ごせました。（法学部・１年次生）

⑨　関西大学×法政大学 スポーツゴミ拾い
　法政大学と連携しZoomを用いて合同でゴミ拾いを実施した。「スポー

ツゴミ拾い」とは、制限時間内に指定されたエリアのゴミを拾い、拾っ

たゴミの量と種類で得点を競い合うというスポーツ要素を加えた、日本

発祥の新感覚清掃活動である。ゴミ拾いにスポーツ要素をかけ合わせる

ことで、ゴミ拾いをスポーツ感覚で楽しみ、ボランティアへの興味を引

き出し、法政大学の学生と交流を深め、参加者同士で協力してゴミ拾い

を行うことで連帯感や達成感を得ることを目的として実施した。

　当日は、Zoomを繋ぎながらキャンパス周辺の清掃を行い、清掃の様

子だけでなく、キャンパスの様子なども映すことで大学の所属を超えて、

学生ボランティア同士の交流も行うことができた。

　　日　　時　 ①５月29日（日）14時00分〜16時20分

　　　　　　　 ②３月13日（月）13時50分〜16時20分

　　場　　所 ①関西大学千里山キャンパス周辺および凜風館１階学生ラ

ウンジ

　　　　　　　 　法政大学市ヶ谷キャンパス周辺および外濠校舎３階S305

　　　　　　　 ②関西大学千里山キャンパス周辺および尚文館１階マル

チメディアAV大教室

　　　　　　　 　法政大学市ヶ谷キャンパス周辺および外濠校舎３階S305

　　共　　催 法政大学ボランティアセンター、法政大学ボランティアセ

ンター学生スタッフ VSP

　　参加者数 ①32名（学生スタッフ10名、本学学生７名、法政大学15名）

　　　　　　　 ②25名（学生スタッフ７名、本学学生６名、法政大学12名）

　　内　　容 それぞれのキャンパス周辺のゴミ拾い、クイズ大会、法政大学との交流

　　企画学生の声

　・拾ったゴミを得点化して競うのはゲーム感覚があり、参加者

に楽しんでもらえたように思います。参加者の方がゴミを袋に

入れるときに何を拾ったかを伝えてくれたので、記録がスムー

ズに進みました。

　・単なるゴミ拾いではなく、ゴミを点数化してチーム対抗で競う

ことで、楽しみながらも一生懸命に取り組むことができ、参加

者にボランティアを楽しむ感覚を味わってもらえて、非常に良

かったです。

　　参加者の声

　・スポーツゴミ拾いはゲーム性があり、法政大学の学生と交流し

ながら楽しく活動することができました。（文学部・２年次生）

　・学生スタッフの方もほかの参加者の方も丁寧に接してくれて嬉

しかったです。おかげで楽しく街を綺麗にすることができまし

た。（法学部・２年次生）

⑩　1000000人のキャンドルナイト 茶屋町スロウデイ2022
　梅田・茶屋町エリアの企業、地域団体、学校および行政などが集まっ

て“歩いて楽しいまちづくり”を推進し、茶屋町の魅力を発信する本イ

ベントに2017年度から参加している。魅力発信に取り組み地域の活性

化を行い、キャンドルの灯りを見てくれる人に気持ち安らぐ時間や癒し

を提供することを目的として実施した。

　2022年度は「Convivial 〜ともに愉しむ日～」をテーマに、３年ぶ

りの現地開催となった。「キャンドルの灯りが人々の心に安らぎと未来

への希望をもたらすように」という願いを込めて、学生スタッフは

CHASKA茶屋町（ジュンク堂書店）前にキャンドルアートを設置した。

　事前に学生スタッフが考えたデザインを基にキャンドル装飾を行い、

設置・点火・火の見守り・会場の片付け等の活動を行った。

　キャンドルに火が灯り、日が落ちて街が暗くなるにつれて、大勢の方がキャンドルアート前で足

を止めて写真撮影を行い、キャンドルの光に照らされた笑顔に溢れたイベントとなった。

　　日　　時　 ①事前説明会：５月25日（水）12時20分〜12時50分

　　　　　　　 ②活　　　動：６月１日（水）13時00分〜22時00分

　　場　　所　 ①千里山キャンパス凜風館1階ピアエリア／オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②大阪市北区　CHASKA茶屋町

　　参加者数　 24名（学生スタッフ11名、本学学生13名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明会

　　　　　　　 ②キャンドル装飾の制作・設置・点灯・見守り

　　企画学生の声

　・CHASKA 茶屋町全体がキャンドルの温もりに包まれた空間を体感できて良かったし、自分がそ

の空間を作る側として携わることができて嬉しかったです。たくさんの方達が見に来てくれたり

写真を撮ったりしてくれて、地域の活性化に貢献できたと思えました。

　・日が沈んだ後、キャンドルが光っている景色を見た時に、とても感動しました。たくさん写真

を撮っている方や、キャンドルの灯をずっと眺めている方もいらっしゃって嬉しかったです。

　　参加者の声

　・点灯時間までにキャンドルの設置が間に合うか不安でしたが、参加者の方々と協力して取り組み、

デザイン通りのものを完成させることができました。点灯した綺麗なキャンドルを見ると、達成

感や安らぎを感じることができ、ボランティアに参加して良かったと感じました。（社会学部・

１年次生）

　・一緒に活動した関大生と仲良くなることができ、入学してなかなか友達ができなかった自分に

とってすごく嬉しく、楽しいボランティア活動でした。（社会学部・２年次生）

⑪　大和川掃除
　堺キャンパス周辺を流れる大和川河川敷を清掃することで景観を清潔

に保つことができ、地域の方が河川敷をより気持ちよく利用できると同

時に、堺キャンパス周辺の地域貢献活動を目的として実施した。

　本活動は、堺キャンパスに通う学生にとって参加しやすい活動場所で

あることから、堺エリアで活動を展開しているボランティア団体

「WEVO」とも連携して実施している。

　当日は雲が多かったが気温は高かったため、こまめに休憩をとり、熱

中症に気を付けながら清掃活動をした。河川敷には大和川上流から家庭

ゴミやペットボトル等が流れてくるため、参加者全員で力を合わせて清

掃することで河川敷を綺麗にすることができた。

　　日　　時　 ６月５日（日）９時30分〜11時30分

　　場　　所　 大阪府堺市　大和川左岸河川敷

　　参加者数　 72名（学生スタッフ14名、本学学生17名、WEVO所属学生41名）

　　内　　容　 大和川河川敷の清掃

　　協　　力　 WEVO

　　企画者の声

・普段交流する機会が少ないWEVOの方達と交流することが出来て、貴重な機会でした。一見何も

無いように見えても、掘ってみると靴が1足出てくるなど、砂に埋まっているゴミが沢山見られ

ました。

　・同じグループの方たちと楽しく話しながら協力して清掃することができて良かったです。堺キャ

ンパスの方と一緒に活動することは初めてだったので、とても新鮮でした。キャンパス間の交流

にもなり、有意義な活動となりました。

　　参加者の声

・社会経験を積むために参加しました。初対面の人とも話すことができたので良かったです。（法

学部・３年次生）

　・ボランティアの経験を積む良い機会になると考えたので、参加しました。活動自体は思っていた

よりも短く感じ、少人数でのグループだったので活動しやすかったです。（法学部・３年次生）

⑫　吹田くわいボランティア 
　若者の農業への関心が低下し、千里山キャンパスがある吹田市の特産

品である吹田くわいの認知度が低いという現状がある。そこで、吹田く

わいの植え付けから収穫まで一年を通した活動を通して、吹田くわいに

ついて深く理解してもらうとともにボランティアの魅力に気付いてもら

うことを目的として実施した。

　どちらの活動も、農園の方から吹田くわいの説明をしていただき、植

え付けや収穫のコツについてお話しいただいた後、作業を行った。植付

けでは、日常生活では着る機会のない胴長を着用しての作業に苦戦しな

がらも、参加者同士で声を掛け合い農業の大変さを感じながら活動した。

収穫では、備中鍬でくわいを傷つけないように慎重に泥をかき分けなが

ら、全部で約700グラムのくわいを収穫した。

　　日　　時　 ①植え付け：６月16日（木）14時45分〜17時00分

　　　　　　　 ②収　　穫：12月５日（月）14時45分〜17時00分

　　場　　所　 大阪府吹田市　西農園

　　協　　力　 吹田市都市魅力部 地域経済振興室

　　参加者数　 ①13名（学生スタッフ５名、本学学生８名）

　　　　　　　 ②６名（学生スタッフ６名）

　　内　　容 吹田くわいの植え付けと収穫作業の手伝い

　　企画者の声

　・大学のある吹田市の特産品に触れることができ、地域のことを少しでも知るきっかけとなりまし

た。

　・くわいを収穫する作業は考えていたよりも大変でしたが、そのぶん達成感があり、泥の中からく

わいを見つけた時は嬉しい気持ちになりました。頂いたくわいを家に帰って素揚げにして食べて

みると、自分達で収穫したこともあってとても美味しかったです。

　　参加者の声

　・普段の生活で農業に関わることがないので、やってみたいなと思って参加しました。農業体験だ

けでなく、くわいの事を知ることもできてよかったです。（文学部・４年次生）

　・「すいたん」のモチーフであるくわいに興味があったので参加しました。また、学生スタッフの

方が話しやすくてよかったです。農家の方のお話も面白かったです。（法学部・２年次生）

⑬　飛鳥光の回廊2022 ～明日香をともす「和」のひかり～
　明日香村で毎年行われている、石舞台古墳をはじめ岡寺や飛鳥寺など、

明日香村内の代表的な史跡・寺社・施設をろうそくやLEDライトの明か

りで彩る地域活性化イベントで、奈良県明日香村との連携事業として実

施した。

　「キャンドルの輪と和でつながる光」を関西大学のテーマとし、キャ

ンドルのデザインや配置を考え、他の活動では得られない大変さと、よ

り大きなやりがいや達成感を感じることができた。

　残念ながら1日目は雨天のため中止となったが、石舞台古墳や奈良県

立万葉文化館などを見学し、明日香村の歴史や文化的価値について学ん

だ。2日目は、用意した約3000個の色付き紙コップを「ボランティア

センター 2022」という文字やピラミッド、円の形に並べた。夕方から

は多くの方が来場し、写真撮影をしたりと笑顔溢れる楽しい空間となった。

　　日　　時　 ①事前説明会：９月１日（木）12時00分〜13時00分

　　　　　　　 ②活　　　動：９月23日（金）10時00分〜17時00分

　　　　　　　 　　　　　　　９月24日（土）11時00分〜22時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②奈良県高市郡明日香村　川原寺跡

　　連 携 先　 奈良県明日香村

　　参加者数　 40名（学生スタッフ延べ21名、本学学生延べ19名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明

　　　　　　　 ②キャンドルデザイン案の作成、キャンドルを入れる紙コップの制作、

　　　　　　　 　キャンドルの設置・点灯・撤去、明日香村の散策、地域の方との交流

　　企画学生の声

　・イベントが始まると多くの方が見に来てくださり、「きれい」「すごい」などのお声をきくことが

でき、このイベントに関西大学ボランティアセンター学生スタッフとして参加してよかったと思

いました。

　・気温が高い中、多くのキャンドルを並べていくのは大変だったが、みんなで協力し合いながら長

時間かけて作り上げたので、その分、夜になりキャンドルの灯りがきらきらしているのを見ると

とても達成感を感じることができました。

　　参加者の声

　・楽しそうだと思ったので参加しました。思っていたよりずっと大変だったけど、終わったあとの

達成感が気持ちよかったです。（社会安全学部・1年次生）

　・みんなでキャンドルを並べるのがとても楽しかったです。参加して良かったと思いました。（経

済学部・1年次生）

⑭　下校見守り活動
　吹田警察生活安全課防犯係と連携して、千里山キャンパス近くの小学

校に通う子どもが安全に下校できるような環境を守ることを目的とし

て、千里山キャンパス周辺の小学校の下校時間にあわせて正門前で見守

り、声かけを実施した。

　当日は、子どもたちが「さようなら」「気を付けて帰ってね」と声を

かけると元気よく挨拶を返してくれたり、関西大学という名前を見て

「知ってる！」と声をかけてくれたりと、参加した学生ボランティアと

の交流を楽しむ様子が伺えた。

　　日　　時　 10月11日（火）７名、13日（木）４名、14日（金）４名　14時00分〜15時00分

　　　　　　　 10月12日（水）３名　12時45分〜14時15分

　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ10名、本学学生延べ８名

　　場　　所　 吹田市立千里第二小学校

　　協　　力　 吹田警察署生活安全課防犯係

　　内　　容　 小学校正門前での声掛け、見守り

　　企画学生の声

　・見守り活動中はできるだけ腰を屈めて、子どもたちと目線の高さを合わせて挨拶することを心が

けるようにしました。地域に根ざしたボランティア活動を企画できてよかったです。

・元気に挨拶をしてくれた子どもも多く、見守り活動をしている私たちの方が元気をもらいました。

　　参加者の声

　・実際に吹田警察署の方と連携して、見守り活動をするという貴重な経験ができて良かったです。

小学生から挨拶を返してもらえたりして本当にやってよかったと思いました。とてもいい経験に

なりました。（法学部・３年次生）

　・はじめてのボランティア活動で緊張していましたが、学生スタッフの方も職員の方も優しくて安

心しました。見守り活動もやりがいを感じることができたので、参加してよかったです。（商学部・

３年次生）

⑮　琵琶湖ツーリズム！～大学生で考える環境ボランティアの未来2022（実践編）〜
　関西大学ボランティアセンターは2017年度から琵琶湖の保全活動に

取り組んでいる。2017年度は特定外来生物オオバナミズキンバイ駆除

活動、2018年度は清掃活動を実施し、2019年度及び2020年度は新型

コロナウイルス感染症拡大の影響により実施を見合わせた。

　本学主催３大学（法政大学・明治大学・関西大学）連携事業として、

法政大学の学生ボランティアとともに、琵琶湖岸の環境保全活動として

滋賀県長浜市の南浜漁港にて、船の出港を妨げている特定外来生物ナガ

エツルノゲイトウの駆除活動を行った。

　当日は、学生ボランティア全員が胴長とライフジャケットを身につけ、

岸と舟上よりナガエツルノゲイトウの駆除活動を行った。ナガエツルノ

ゲイトウは、琵琶湖や内湖、河川などの水際に生育している水陸両生の多年生の植物で、茎の断片

からも再生するほど繁殖力が強いため、機械ではなく手作業で根や茎をできるだけ残さないように

根本から丁寧に引き抜き、陸に上げる作業を熱心に行った。

　その結果、夕方には、湖面が見えないほど群生していたナガエツルノゲイトウのほとんどを駆除

することができ、参加者全員がやりがいや充実感を得ることができ、大学生として環境ボランティ

アの未来を考えるうえでの契機となった。また、今回の活動を通して、大学の所属を超えて学生ボ

ランティア同士が交流を行うことができ、有意義な1日となった。

　　日　　時　 ①事前説明会：10月11日（火）12時15分〜12時50分

　　　　　　　 ②駆 除 活 動：10月16日（日）７時30分〜18時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②滋賀県長浜市　南浜漁港

　　活動協力　 滋賀県立琵琶湖博物館　特別研究員 /

　　　　　　　 滋賀県琵琶湖環境部 自然環境保全課 副主幹　中井 克樹 氏

　　　　　　　 南浜漁業協同組合

　　参加者数　 ①36名（学生スタッフ30名、本学学生６名）

　　　　　　　 ②42名（学生スタッフ24名、本学学生５名、法政大学９名、教職員４名）

　　内　　容　 特定外来生物ナガエツルノゲイトウの駆除活動

　　企画学生の声

　・ナガエツルノゲイトウは、とるのが難しく、無理に引っ張っても途中で切れてしまうと意味が

なく、ナガエツルノゲイトウの駆除の大変さに驚きました。活動後のきれいな湖面を見たからこ

そ、自然をこれからも大切にしていかなければいけないと感じました。

　・関西大学及び法政大学の学生、職員の方たちと活動中に交流できたので、楽しかったです。自分

たちの活動の成果を現地の方が喜んでくれていたことで、より達成感を感じることができました。

　　参加者の声

　・ナガエツルノゲイトウの駆除活動は、協力することが必須な作業だったので、参加者同士でコ

ミュニケーションをとり新しい輪を広げられてよかったです。（関西大学・３年次生）

　・外来種の駆除という貴重な体験をしてみたいと思い、参加しました。目に見える形で成果が現れ

るので、達成感を感じることができ参加してよかったと感じました。（関西大学・１年次生）

　・晴天の中、関西大学の皆さんと協力して非常に楽しく活動することができました。また、漁協の

方も優しく特定外来生物の駆除方法を教えてくださり、初心者でもすぐに取り組める内容でした。

昼食時は関西大学のみなさんとコミュニケーションを取りながら時間を過ごすことができ、２大

学合同ボランティア活動ならではの有意義な経験となりました。（法政大学・３年次生）

　・関西大学の方々と連携して、特定外来生物を駆除することができて良かったです。また、今回の

駆除活動を通じて、どれだけ湖が汚れているのかを目の当たりにし、今後、自分がどのように環

境活動に関わっていけばいいのかを考える良い機会になりました。（法政大学・２年次生）

⑯　2022年度学園祭「環境問題ってなんだろな？〜クイズで！ゲームで！楽しく学ぼう！〜」
　学生スタッフは、淀川河川敷の清掃活動や琵琶湖の特定外来生物の

駆除活動などといった環境保全活動を普段から多数実施している。そ

ういった経験を活かし、遊びを通して子ども達に環境問題について考

えるきかっけをもってもらえるような企画とした。また、統一学園祭

に来訪される保護者の方や地域の方及び本学学生に、ボランティア活

動の魅力と学生スタッフの活動を知ってもらうことを目的として実施

した。

　本学統一学園祭には、親子連れや子どもが多く来場するため、子ど

もを対象としてSDGs（特に環境問題）について学んでもらうため、環

境問題というテーマで3つのブースを設けた。当日は多くの子ども達が

訪れ、ゲームを通して環境問題について学びを得る機会となった。

　　日　　時　 11月３日（木）12時00分〜15時30分

　　　　　　　 11月４日（金）10時00分〜16時00分

　　　　　　　 11月６日（日）10時00分〜13時00分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館１階学生ラウンジ

　　参加者数　 102名（学生スタッフ延べ94名、本学学生延べ８名）

企画内容：

・紙芝居

　海洋プラスチック問題を中心とした環境問題について紙芝居で説

明したあと、身近な例を使ったクイズで環境問題について楽しく学

んでもらった。

・ミニゲーム

　牛乳パックや段ボールなどを再利用して作ったおもちゃで魚釣り

ゲームをしてもらった。捨てるはずだったもので遊んでもらうこと

で、リサイクルの大切さやゴミを減らす工夫などについて楽しみな

がら学んでもらった。

・塗り絵

　色鉛筆やクレヨンを使ってSDGsや地球をモチーフにした塗り絵

をしてもらいながら、SDGsについて興味を持ってもらった。

　　企画学生の声

　・初めて学園祭に参加しましたが、とても楽しかったです。子ども達が楽しみながらも環境問題に

ついて学びを深めてくれている姿が、とてもいきいきとしていたのが嬉しかったです。

　・ミニゲームも塗り絵も紙芝居も全て子ども達は楽しそうに体験してくれていました。笑顔で帰っ

ていく子ども達を見ると、とても嬉しく感じました。

　　参加者の声

　・一度もボランティアに参加したことがなかったので、参加してみたいと思って参加しました。来

場してくれた子ども達が可愛かったです。（経済学部・３年次生）

　・子どもとコミュニケーションを取れる良い機会だと思ったので参加しました。学生スタッフの方

も親切で楽しく活動できました。（社会学部・１年次生）

⑰　千里キャンドルロード2022
　吹田市と豊中市にまたがる千里ニュータウンの人口にちなんだ９万個

のキャンドルに灯をともすイベント「千里キャンドルロード」に本セン

ターは2014年度から参加し、今回で８回目となる。10周年を迎えた今

年は、『「出会い」これまでも…これからも…』をテーマに、３年ぶりに

来場予約なしでの開催となった。

　学生スタッフはキャンドルのデザインから考え、2022年度は、約

2000個の紙コップを色づけした大きな赤いハート２つを中心に、伸び

る 蔦 葉 や 青 い 紙 コ ッ プ で 縁 取 り し た「Kandai Volunteer Center 

2022」の白い文字など、工夫を凝らしたデザインを作成した。

　当日は、多くの方が訪れ、暗くなってキャンドルに火が灯されると、

あたり一帯が幻想的な光景になる様子を訪れた方たちが足を止め写真撮影をするなど、笑顔溢れる

光景となった。

　　日　　時　 11月５日（土）11時30分〜21時00分

　　場　　所　 吹田市立千里南公園

　　主　　催　 千里キャンドルロードプロジェクト

　　参加者数　 40名（学生スタッフ33名、本学学生７名）

　　内　　容　 キャンドルデザイン案の作成、キャンドルを入れる紙コップの色付け、

　　　　　　　 キャンドルの設置・点火・見回り・片付け

　　企画学生の声

　・「ここ（関大の作品）すごい！」「ここがメインやね。」などと、来場した方からの嬉しい言葉を

たくさん耳にしました。準備は大変でしたが成功して良かったと思えた瞬間でした。

　・スペースの問題もあり、当日にデザインの変更をしましたが、とても上手に完成させることがで

きて達成感がありました。学生スタッフの参加人数がとても多く、学生スタッフの交流の場となっ

ていたのも良かったです。

　　参加者の声

　・楽しそうだと思ったので参加しました。みんなで一つのものを作れていい経験になりました。（経

済学部・３年次生）

　・学園祭期間で授業がなく時間が空いていたこともあり、参加を決めました。想像していた以上に

キャンドルに灯をともした光景が綺麗で、また、地域の人達にも満足していただけたようでやり

がいを感じました。（法学部・２年次生）

⑱　大阪マラソン2023給水ボランティア
　今回で11回目の開催を迎える大阪マラソンは、チャリティ文化の普

及を目指す日本最大規模の都市型市民マラソンである。本学は第1回大

会からオフィシャルスポンサーとして参画している。

　活動を通して本学学生が大阪を盛り上げるとともに、ボランティアの

楽しさややりがいを感じてもらう機会とすることを目的として実施し

た。

　当日は、本学学生が給水ボランティアとして携わり「みんなでかける

虹。」というスローガンのもと、29,285人のランナーをサポートした。

給水や応援を通してランナーの方と関わり、参加した学生にもよりボラ

ンティア楽しさやスポーツの魅力を感じてもらうことができる活動と

なった。

　　日　　時　 ①事前説明会：２月15日（水）13時00分〜14時30分

　　　　　　　 ②活　　　動：２月26日（日）７時30分〜12時00分

　　場　　所　 ①千里山キャンパス第２学舎４号館BIGホール100

　　　　　　　 ②大阪マラソン第１給水所（５ km地点／中之島・本町ブロック）

　　参加者数　 191名（学生スタッフ22名、本学学生58名、体育会所属学生108名、職員３名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明、ボランティアセンターの紹介

　　　　　　　 ②給水所でのランナーへの給水提供

　　参加者の声

　・中学校の頃からマラソンに興味があり、実際に見てみたかったので参加しました。ランナーの皆

さんが一生懸命走りつつも、僕らボランティアに「ありがとう」と声を掛けてくれたことがすご

く嬉しかったです。（環境都市工学部・２年次生）

　・2021年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響で中止になってしまったので、今回は絶対に

参加しようと決めていました。関西大学の多くの学生が大阪マラソンという大きなイベントに携

われて、盛り上げることができて良かったです。（システム理工学部・2年次生）

⑲　飛鳥ハーフマラソン2023給水ボランティア
　関西大学と縁の深い奈良県明日香村で開催される飛鳥ハーフマラソン

に2021年度に引き続き2022年度も学生ボランティアをいう形で参加

した。本学学生が学生ボランティアとして参加することで地域貢献活動

に寄与するとともに、ボランティア経験の浅い学生に対してボランティ

アのやりがいや魅力を広めることを目的として実施した。

　明日香村は「飛鳥・藤原の宮都とその関連資産群」として世界遺産登

録をめざしており、その構成資産の半分以上を巡ることができるように

コースが設定されている。また、持続可能な社会づくりのためにソフト

フラスク（折りたためる携行給水ボトル）の配布や、参加費等の一部で

菜の花のタネを購入して景観保全に役立てるなど、様々な取り組みが行

われている。

　当日は、スタートからおよそ11km地点の棚田に設けられた第２給食所で甘酒の提供を行った。

　　日　　時　 ①事前説明会：３月１日（水）10時00分〜11時30分 

　　　　　　　 ②活　　　動：３月12日（日）８時00分〜13時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②奈良県高市郡明日香村

　　参加者数　 18名（学生スタッフ11名、本学学生７名）

　　内　　容　 ランナーへの給水

　　企画学生の声

　・給水を行っていると、ランナーの方に「ありがとう」と声をかけていただくことがあり、ボラ

ンティアをしている側の自分たちが元気をもらい、ボランティアに参加してくれた学生に活動を

通してやりがいを感じてもらうことができました。

　・ボランティアに参加していただいた関大生との交流を楽しむことができ、ランナーの方の笑顔を

見ることができてとても充実した時間を過ごすことができました。

　　参加者の声

　・スポーツが好きなので、スポーツに関われるボランティアをやってみたいと思い参加しました。

ランナーの方に「ありがとう」と声をかけていただくこともあり、喜んでいただけていると感じ

られて嬉しかったです。（文学部・１年次生）

　・もともと給水ボランティアをしてみたいと思っていたので参加しました。ランナーの方と言葉を

交わしたり、アイコンタクトを取ることができたりしたことが嬉しかったです。（法学部・２年

次生）

⑳　子ども遊びボランティアinまちなかリビング北千里
　2022年度初めて企画を募集し、ベストアイデア賞を獲得した「学童

保育ボランティア」として、まちなかリビング北千里にて、ソフトバス

ケット大会（3on3）のお手伝いやボードゲーム・カードゲームを使用

した遊び等、子どもとのふれあいを通して、子どもとのかかわり方や距

離の縮め方を学び、コミュニケーション能力を向上させることを目的と

して実施した。

　当日はソフトバスケット大会の運営補助だけでなく、子ども達と一緒

にチームを組んで参加したり、小学生vs大学生の試合を行い、ソフトバ

スケット大会を盛り上げた。また、同施設で管理しているボードゲーム

やカードゲーム等の様々な遊び道具を使用して、ソフトバスケットの参

加待ちの子ども達やスポーツが苦手な子ども達と遊ぶ活動も行った。

　　日　　時　 ３月23日（木）16時00分〜18時00分

　　場　　所　 まちなかリビング北千里

　　参加者数　 13名（学生スタッフ５名、本学学生８名）

　　内　　容　 ソフトバスケット大会の運営補助・参加、子ども達との交流

　　企画学生の声

　・下見を行った時より子ども達の人数が多かったのにも関わらず、学生ボランティアの方々全員が

子ども達と交流をしていただくことができました。活動の最後まで、子ども達と交流するという

ことができ、手持ち無沙汰にならなかったことが非常に良かったと思います。また、児童センター

の職員さんには行くたびに「来てくれてありがとう。」というお言葉をいただくことができて、

嬉しいです。

　　参加者の声

　・子どもと遊ぶことがボランティアになるのならやってみたいと思ったので参加しました。子ども

と触れ合う中で、子どもにしかない発想を多く学び、とても楽しく活動することができ、ボラン

ティアに参加して良かったと思いました。（経済学部・1年次生）

　・子どもと遊びたいと思ったので参加しました。ボランティアに参加した自分が子どもから元気を

もらい、ボランティアにはこんな魅力もあるんだと実感しました。（大学院・2年次生）

（３）雨天中止事業

①　第4回大和川大掃除～未来につなげよう300人の小さな一歩～
　堺キャンパスの近くを流れる大和川河川敷において、各キャンパスの

学生、体育会所属学生、ボランティア団体所属学生、大学職員、ミズノ

株式会社社員など総勢300名が海につながる河川の環境美化に取り組む

ことで、SDGsや海洋プラスチック問題などを改めて意識してもらうこ

とを目的として企画したもの。

　学生スタッフは設立以来、本学学生にボランティア活動を通じてボラ

ンティアの魅力を知ってもらうために、様々なボランティア活動を同じ

学生目線で企画・運営してきた。特に河川敷の清掃活動については、

2011年度から2016年度まで500名規模で淀川河川敷の大掃除を行い、

ゴミの減少に貢献した。2017年度からは大和川河川敷に活動場所を移

し、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により規模を縮小することもあったが、継続的に清掃活

動を行っている。

　2022年度は多くの関大生にボランティア活動の魅力を知ってもらうべく、体育会11団体にご協

力いただき、コロナ禍前と同規模の300名で実施することを企画した。また、ボランティア活動を

通じて双方の充実と発展に寄与するため、本学と連携協定を結んでいるミズノ株式会社にもご参加

いただくことになっていたが、残念ながら当日雨天のため中止となった。

　　日　　時　 ２月19日（日）10時00分〜12時00分

　　場　　所　 大和川公園河川敷周辺

　　協　　力　 大和川河川事務所

　　　　　　　 ミズノ株式会社

　　内　　容　 大和川河川敷での清掃

清掃活動の様子 清掃活動の様子 集合写真



− 25 − − 26 − − 27 − − 28 − − 29 − − 30 − − 31 − − 32 −

− 33 − − 34 − − 35 − − 36 − − 37 − − 38 − − 39 − − 40 − − 41 − − 42 −

− 43 − − 44 − − 45 − − 46 − − 47 − − 48 − − 49 − − 50 − − 51 − − 52 −

− 53 − − 54 − − 55 − − 56 − − 57 −

　学生の中には「ボランティアに関心があるけど一歩踏み出せない」という学生もおり、学生スタッ

フはそのような学生を後押しできるような学内のボランティア活動の企画のほか、様々な社会問題へ

の啓発活動を行っている。

（１）学生スタッフ企画

　学生スタッフ企画とは、ボランティア活動の魅力を広めるため、まずは学生スタッフ自身がボラ

ンティアの魅力を再認識するために企画・参加しているプログラムである。

①　ボランティア懇談会
　ボランティアに関心のある関西大学の学生にボランティア活動の魅力

を発信する１つの手段として、ボランティアコーディネートを実施して

いる。より多くの学生に参加してもらうことを目的として普段はお昼休

みに実施しているボランティアコーディネートを、今回はお昼休みから

３限終わりまで開室時間を延長して実施した。

　　日　　時　 ５月 13 日（金） 12時20分〜15時00分

　　場　　所　 誠之館２号館１階ボランティアステーション

　　内　　容　 ボランティアコーディネート

②　富士山自然保護ボランティアツアー（法政大学主催3大学連携事業）
　3大学（法政大学・明治大学・関西大学）連携事業の一環として、法政大学主催の世界遺産であ

る富士山の麓で森林整備事業に参加した。

　団体の方からオーバーユーズ（使いすぎ）やアンダーユーズ（活用不足）の重要性、環境問題に

ついてなどのお話を伺った後、6〜7名ずつのグループに分かれて森林保全活動に取り組んだ。草

木の伐採や薪割り、枯れ木処理など、慣れない作業を行うのは大変であったが、休憩時間には木登

りをしたりブランコに乗ったりして、日常では味わえない大自然とのふれあいを楽しんだ。

　　日　　時　 ５月22日（日）９時45分〜17時00分

　　場　　所　 静岡県富士宮市

　　主　　催　 認定特定非営利活動法人富士山クラブ

　　参加者数　 37名（学生スタッフ4名、職員1名、

　　　　　　　 他大学学生32名）

　　内　　容　 草木の伐採、薪割り、枯れ木処理

　　学生スタッフの声

　・階段づくりや道の開拓など、自分が想像していたよりもはるかに本格的な活動ができました。日

常生活の中で鍬や鋸を使ったりすることがないため、初めはうまく使えませんでしたが、コツを

つかんだ後は気持ち良い程スムーズに切れるようになったのが本当に楽しかったです。

③　びわ湖を美しくする運動
　 2022年度に引き続き、琵琶湖の特定外来生物の現状を把握

するために、実際に琵琶湖に足を運び、滋賀県が毎年7月1日

において「びわ湖の日」に実施している「びわ湖を美しくする

運動」の特定外来生物のオオバナミズキンバイおよびナガエツ

ルノゲイトウの駆除活動に参加した。

　滋賀県が取り組む、琵琶湖の環境保全について、現状と課題、

特に侵略的外来水生植物の繁殖力やその影響による被害を伺

い、行政として滋賀県が取り組むボランティアに関して知見を

深めた。また、実際に、湖岸に生息する大量のナガエツルノゲ

イトウを手作業で取り除く体験を行い、学生スタッフとして何

ができるのかを考えることに繋げ、今後企画する「琵琶湖ツー

リズム！～大学生で考える環境ボランティアの未来2022（実

践編）〜」で実現することとした。

　　日　　時　 ７月１日（金）９時00分〜10時30分

　　場　　所　 滋賀県大津市　大津市なぎさ公園周辺

　　協　　力　 滋賀県琵琶湖環境部自然環境保全課

　　参加者数　 ７名（学生スタッフ５名、職員２名）

　　内　　容　 特定外来生物オオバナミズキンバイおよびナガエツルノゲイトウの駆除及び関係者

への取材

④　2022ボランティア新企画募集～あなたの想いを伝えよう～
　関大生からボランティアの新企画を募集し、学生スタッフが企画者のボランティアへの想いを他

の学生に伝えるお手伝いをする。また、そのボランティアを実現することで学生スタッフの活動に

新しい視点を取り入れることを目的として、2022年度から新しく実施した。

　SDGsを意識した内容のボランティア活動で、関大生が学生スタッフとともに行うことができる

新たな企画を募集したところ、８事業の応募があり、ヒアリングなど選考を重ねベストアイデア賞

として「学童保育ボランティア」、学生スタッフ特別賞として「動物愛護団体のお手伝いをして、

犬猫と触れ合おう」の２事業が選ばれた。

　ベストアイデア賞として選ばれた「学童保育ボランティア」は学生スタッフのサポートのもと、

大阪府吹田市の「まちなかリビング北千里」にて、来館する子ども達と遊び、交流するボランティ

アとして実際に実施し、特典②として本センター活動報告書にも掲載した。

　　募集期間　 ７月25日（月）〜８月31日（金）

　　募集内容　 SDGsを意識した内容で、複数名が参加できて、みんなで

楽しめるボランティア活動のアイデア

　　募集対象　 関西大学に所属の個人またはグループ
特典： ①選ばれたアイデアは、学生スタッフのサポートのもと、実際に企画として実施

②ボランティアセンターが発行する「活動報告書」に記載
③ボランティア体験ツアーに企画者の名前を付すことができる

　　応 募 数　 ８グループ
○ キャンパスで大地震発生から避難までを考える・新！関大クリーン大作戦
○ 子ども達が防災について学べる遊びを提供する活動・子ども達とのふれあい大作戦
○ 二酸化炭素を減らし地球の環境を守るための植林ボランティア
○ 私たちの手で綺麗な海を守ろう！海岸清掃in大阪湾沿岸の浅場
○ 学童保育ボランティア・動物愛護団体のお手伝いをして、犬猫と触れ合おう

　　学生スタッフの声

　・アイデアを応募してくれたグループへヒアリングを行うことで、アイデアをより具体的に深掘す

ることができました。

　・多くの学生に参加してもらうために、広報期間をより長く設け、ボランティアセンター機関誌の

配布などで知ってもらう機会を作る工夫をするべきでした。また、体験ツアー化する企画を選定

してから実施までに時間がかかりすぎたため、次に実施する際は実施までのプロセスまで細かく

決めておきたいです。

⑤　ようこそ！　関大サロンへ
　コロナ禍でも実施できるボランティア活動として、吹田市社会福祉協議会の協力を得て、2021

年度から高齢者施設に入所する方々とZoomを繋いだオンライン交流会を開始した。

　同世代の交流だけでなく、高齢者のような日常の中ではつながりを持ちにくい異世代との交流を

通して、高齢者の人々の文化を享受するだけでなく、一緒にゲームや歓談を行い、地域において世

代を超えたつながりや相互理解を深める機会を創出することを目的として実施した。加えて、高齢

者の方との接し方を学び、学生のコミュニケーション能力の向上を図るとともに、高齢者の方や施

設職員との関わりの中で、どのようなボランティアや支援が必要なのかを知り、これから新たに行

う活動を企画する際の気づきを得ることができた。

　今後は、関大生を募集してボランティア体験ツアーとして実施することを予定している。

　　日　　時　 ①９月５日（月）13時30分〜14時30分

　　　　　　　 ②３月15日（水）13時30分〜14時30分

　　場　　所　 オンライン（Zoom）

　　受入団体　 社会福祉法人 秀明会「特別養護老人ホーム あす～る吹田」

　　参加者数　 ①10名（学生スタッフ４名、職員２名、高齢者３名、施設職員１名）

　　　　　　　 ②11名（学生スタッフ３名、職員３名、高齢者３名、施設職員２名）

　　内　　容 高齢者とのゲーム・クイズ、歓談

　　学生スタッフの声

　・高齢者の方が「楽しかった、ありがとう」と言って涙まで流してくださり、短い時間で、これほ

ど感動していただけたのがとても嬉しかったです。

　・普段あまり話すことのない年代の方々と会話することができ、とても思い出に残る良い時間を過

ごせました。

⑥　まちFUNまつりin関西大学2022　子ども店長サポートボランティア
　子ども達を中心に、ともに楽しみ学べる場を地域に作ることを目的として活動している特定非営

利活動法人 ママふぁん関西との共催事業として実施した。

　「地域に開かれた大学」を目指して始まった本イベントは、今回で6回目を迎えた。学生スタッ

フも毎年運営補助ボランティアとして参加しており、2022年度は子ども達が店長となって出展

ブースのお店を手伝い、お金のやりとりも行うことで働く楽しさやお金の大切さを学ぶ職業体験イ

ベント「子ども店長」企画のサポートを行った。

　事前にお給料袋やくじを作成し、当日も会場設営の手伝いを行った。来場した子ども達がエプロ

ンに着替える手伝いや働くお店を決めるくじ引きの対応をする中で、学生スタッフは子ども達の緊

張がほぐれるように、声掛けをするなど工夫しながら活動をした。

　　日　　時　 10月９日（日）10時00分〜13時30分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館およびその周辺

　　参加者数　 学生スタッフ７名

　　内　　容　 お給料袋やくじの作成、会場設営、「子ども店長」事業のサポート、子ども達との交流

　　学生スタッフの声

　・子ども達の元気な姿に勇気づけられる、楽しい時間でした。

　・子ども店長自身が楽しかったと笑顔で言ってくれたり、お給料を手渡しするときにありがとうと

声をかけてくれたりして、うれしかったです。

⑦　非常食配布イベント
　防災意識の向上はもちろん食品ロス削減に取り組むことでSDGsの「つくる責任　使う責任」の

達成への貢献を目指して、公益社団法人 日本非常食推進機構より提供していただいた使用期限が

迫った非常食（防災備蓄品）を配布した。

　当日は、保存用ビスケット、保存用飲料水、アルファ化米の三種類の非常食を配布するのにあわ

せて、学生スタッフが広く認知されるように広報を行った。

　配布数は、保存用ビスケット300個、保存用飲料水100本、アルファ化米41個だった。

　　日　　時　 10月10日（月）12時20分〜12時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館１階学生センター前

　　参加者数　 学生スタッフ７名

　　内　　容　 保存用ビスケット・保存用飲料水・アルファ化米の配布

（２）ボランティア体験ツアー

　ボランティア体験ツアーとは、「ボランティアに関心があるけど一歩踏み出せない」という学生に、

ボランティアの第一歩として気軽に参加できるボランティア活動として実施しているプログラムで

ある。

①　関大クリーン大作戦～関大前の交流の輪を広げよう！～
　関西大学周辺まちづくり勉強会※主催の清掃活動にボランティア活動

として参加した。

　当日は、地域の方や体育会学生と協力して、関大前通りや千里山ユー

トピア遊園の清掃を行った。道端にはタバコの吸い殻が多く、側溝にも

マスクや包装紙のゴミが多く落ちていた。ゴミ拾いを終えたら、根を残

さないように専用の道具などで掘り起こしながら千里山ユートピア遊園

の除草作業を行った。普段なかなか関わることのない地域の方と交流し

ながらの活動となり、終始笑顔が絶えない時間となった。

※阪急電鉄関大前駅周辺の地域において、安心・安全で活力と魅力あふれる「ま
ちづくり」を推進し、自治会、関大前商店街、学校法人関西大学及び行政で
課題を共有し、方策を検討することを目的とした組織。現在は、関大前ラボ
ラトリ（通称まち・かん）の管理運営及び関大前周辺地域の美化活動を主な活動としている。

　　日　　時　 ４月14日（木）８名、５月12日（木）雨天中止、６月９日（木）６名、10月13日（木）

７名、11月10日（木）３名、12月８日（木）７名　14時00分〜15時00分

　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ15名、本学学生延べ16名

　　場　　所　 阪急電鉄関大前駅～関西大学正門の周辺道路、千里山ユートピア遊園

　　主　　催　 関西大学周辺まちづくり勉強会

　　内　　容　 関大前通り、千里山ユートピア遊園の清掃

　　企画学生の声

　・関大前はタバコのゴミや雑草が多く、清掃のやりがいが大きいと感じました。また、地域の方や

関大生とも交流しながら行えたため、最後まで良い雰囲気で清掃できたと思います。

　・参加してくれた関大生と活動中もたくさん話せました。１人で清掃に集中するよりも話しながら

のほうが楽しく、時間が過ぎるのが早かったです。

　　参加者の声

　・コロナ禍でも自分がやれることに挑戦したかったから参加しました。地域の人と交流できてよ

かったです。（社会学部・２年次生）

　・街が綺麗になっていくのがうれしかったです。地域の人たちとも協力しあうことができて、充実

した時間でした。（法学部・1年次生）

②　関大クリーン大作戦in高槻
　普段利用している駅やキャンパス周辺を清掃し、景観を保護すること

で、学生や地域の方々が気持ちよく利用することを目的に、また、阪急

高槻市で活動することで高槻キャンパス、高槻ミューズキャンパスの学

生も気軽にボランティアに参加できる機会を設けることを目的として実

施した。

　4月実施時は、阪急高槻市駅周辺の本通り商店街と中通り商店街の二

手に分かれて、清掃活動を実施した。11月実施時は、参加者全員で清

掃活動を実施した。両日とも、最初にアイスブレイクを行い、交流をし

てから清掃活動に取り組んだため、雰囲気がよく楽しく活動することが

できた。

　　日　　時　 ①４月17日（日）９時00分〜10時30分

　　　　　　　 ②11月27日（日）９時00分〜10時30分

　　場　　所　 阪急高槻市駅周辺

　　参加者数　 ①15名（学生スタッフ５名、本学学生10名）

　　　　　　　 ②７名（学生スタッフ６名、本学学生１名）

　　内　　容　 阪急高槻市駅周辺の清掃

　　企画学生の声

　・想像していたよりも多くの人に参加してもらうことができて、アイスブレイクや清掃活動中は参

加者同士の交流があり、いい雰囲気で活動することができてよかったです。

　・活動中に通りがかった地域の方から「お疲れ様です。」というお言葉をいただくことができて、

嬉しかったです。

　　参加者の声

　・友達の輪を広げたいと思い参加しました。ゴミをたくさん拾うことができてやりがいがありまし

た。（社会安全学部・１年次生）

　・少人数のグループに分かれてのゴミ拾いだったので、1人で参加しても他の参加者と話しながら

活動しやすくて良かったです。（総合情報学部・３年次生）

③　淀川掃除
　淀川河川敷の清掃をすることで、大阪湾へゴミが流れ込むことを防ぎ、

淀川の水質や景観を保護することを目的に、また、清掃活動という気軽

に参加できる点を活かして、関大生にボランティア活動の魅力を広める

機会にすることを目的として実施した。2021年度には、淀川河川事務

所に相談を行ったうえで、これまで清掃を行っていた南方地区から行政

の対応が追い付いていないより河口の西淀川区福町地区へ場所の変更を

行った。

　４月実施時は雨天だったため、河川敷の手前を２グループに分かれて

清掃活動を行い、途中でグループを入れ替える等、参加者同士がより多

く関われるよう工夫を行った。

　10月実施時は晴天に恵まれ、5グループに分かれて河川敷を広く清掃

した。

　　日　　時　 ①４月24日（日）10時00分〜12時00分

　　　　　　　 ②10月23日（日）10時00分〜12時00分

　　場　　所　 大阪市西淀川区　阪神福駅近くの河川敷

　　参加者数　 ①26名（学生スタッフ8名、本学学生18名）

　　　　　　　 ②20名（学生スタッフ10名、本学学生10名）

　　内　　容　 淀川河川敷の清掃

　　企画学生の声

　・雨の中での実施となり、予定していた通りの淀川掃除は出来ませんでしたが、参加者の方から「楽

しかった」という言葉が聞けて嬉しかったです。

　・通りすがりの地域の方からどこの大学の団体なのかと尋ねられ、「ありがとうね、頑張って！」

とお声掛けいただいて嬉しかったです。

　　参加者の声

　・河川敷には多くのゴミが落ちていて、それらを拾っていくことが単純に楽しかったし、学生ス

タッフの方や参加者の方と色々話せてよかったです。（外国語学部・１年次生）

　・前に参加した清掃ボランティアで誘ってもらったので、参加しました。思っていたよりもプラス

チックのゴミが多くて驚きました。（政策創造学部・１年次生）

④　献血呼びかけボランティア

　献血の必要性を多くの学生に伝えることが、社会貢献につながるとい

うことを知ってもらうこと、また、気軽に参加できる学内ボランティア

を通じて、ボランティアの良さを身近に感じてもらい次のボランティア

活動参加のきっかけを創出することを目的として実施した。

　現在の日本では少子高齢化が進み、輸血を必要とする高齢者の割合が

増える一方で、それを支える若者の献血者数が減っているという危機的

状況にある。また、血液は長期の保存ができないため、安定的な供給が

必要であるが、献血について学生の関心が薄いのが現状である。

　献血を実施の広報だけでなく、当日は、献血車前で看板を持って献血

協力の呼びかけを行った。

　　日　　時　 ４月25日（月）14名、４月26日（火）９名、５月10日（火）６名、６月７日（火）８名

　　　　　　　 10月12日（水）10名、10月20日（木）３名、11月11日（金）６名、12月５日（月）４名

　　　　　　　 11時30分〜13時30分、12時00分〜13時00分

　　　　　　　 ※10月20日は関大防災DAYの事業の一環として実施した。
　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ40名、本学学生延べ20名

　　場　　所　 千里山キャンパス総合図書館前、悠久の庭前、

　　協　　力　 大阪府赤十字血液センター

　　内　　容　 献血への協力呼びかけ

　　企画学生の声

　・授業終わりで人通りが多い時間帯に呼び込み時間を設定したため、効果的に呼びかけが行えたと

思います。前を通った方が自分たちの呼びかけに反応してくださって嬉しかったです。また、毎

月行っているので声を出すことに慣れてきて、積極的に声かけをすることができました。

　・呼びかけを行ったことで、多くの学生に献血実施中であることに気付いてもらうことができまし

た。呼びかけに反応してくださる方もいて嬉しかったです。

　　参加者の声

　・輸血経験があるため、恩返しになればと思って参加しました。活動はアットホームな雰囲気で楽

しむことができました。（文学部・２年次生）

　・自分が想像していた以上に人が集まり、献血に協力していたので、声掛けの達成感を感じました。

（商学部・３年次生）

⑤　関大花植え活動（大学昇格100年記念）
　大学昇格100年記念事業の一環として、経済学部と商学部の学び舎で

ある第２学舎１号館前の広場を、山岡順太郎の胸像とともにリニューア

ルすることとなり、管財課の協力のもと、花壇の花植え活動を実施した。

大学昇格100年という節目に、緑のなかで新しい仲間と出会って交流し

ながら、学生たちの愛校心を育むこと。また、今後の広報を含めて、「ボ

ランティアセンター学生スタッフ」が大学内で広く認知されることを目

的として実施した。

　当日は、業者の方の指示に従いながら土を掘り、花を植えた。活動の

途中から雨が降りだしたため、レインコートを着用しての活動になった

が、参加者全員が熱心に取り組んだ結果、予定よりも広い範囲に花を植

えることができた。

　　日　　時　 ５月13日（金）９時00分〜12時10分

　　場　　所　 千里山キャンパス第2学舎1号館前広場

　　参加者数　 30名（学生スタッフ９名、本学学生21名）

　　内　　容　 花壇の花植え

　　企画学生の声

　・花を植える場所の土が硬くて、掘るのに思ったより時間がかかって大変でした。また、植えると

きに花の間隔や全体のバランスを考えるのが難しかったので、わからないことがあったら業者の

方に質問しながら作業をすすめました。

　・業者の方から「これからも手伝いにきてほしい」と言って褒めていただけて、嬉しかったです。

　　参加者の声

　・花植えに興味が湧いたので参加しました。想像していたよりも体力を使い、花壇がきれいになっ

ていくのが分かってやりがいがありました。（システム理工学部・４年次生）

　・ボランティア活動を体験してみたかったので参加しました。自分の活動が花というかたちで残っ

て嬉しいです。（文学部・１年次生）

⑥　高槻景観美化ボランティア
　自然と共生する「花と緑のまちづくり」に寄与することを目的として

いる高槻市のNPO法人「花と緑のまちづくり 高槻景観園芸クラブ」と

の連携事業として活動に参加し、学生に環境美化、地域交流の必要性を

学んでもらうことを目的として実施した。

　高槻景観園芸クラブの方々から活動の説明を受けた後、初対面の学生

の緊張をほぐすためにアイスブレイクを行った。高槻景観園芸クラブの

方々の指示に従い、苗床を整備して花を植えていく中で、良い苗の見分

け方や植物の種類なども教えていただいた。

　11月実施時は花を植えた後、花壇周りや他の花壇に積もった大量の

落ち葉を拾い集め、花壇全体の景観を美しく整えた。

　幅広い世代の憩いの場所である公園を美化し、まちづくりに関心を持

てるような事業は貴重なものであり、団体の方々とコミュニケーション

を取りながら、楽しく花植え活動を行うことができた。

　　日　　時　 ①５月14日（土）８時50分〜11時00分

　　　　　　　 ②11月20日（日）９時00分〜11時00分

　　場　　所　 大阪府高槻市　高槻城公園

　　　　　　　 連携先 NPO法人 花と緑のまちづくり 高槻景観園芸クラブ

　　参加者数　 ①７名（学生スタッフ５名、本学学生２名）

　　　　　　　 ②６名（学生スタッフ４名、本学学生２名）

　　内　　容　 高槻城公園内の花壇の手入れ、地域の方との交流

　　企画学生の声

　・団体の方といろんなお話をしながら花植え活動を行い、花植えをしたことがない学生でも不安な

く楽しめた事業でした。参加学生にボランティアの魅力を伝えるとともに、自身も改めてボラン

ティアの魅力を感じることができました。

　・花にも一つ一つ個性があり、それぞれに花の魅せ方があるのだと初めて知り、ただ活動するので

はなく、何かを意識して取り組むことの大切さを学びました。

　　参加者の声

　・花壇の手入れをしたことがなく、一度してみたいと思ったので参加しました。花壇が綺麗になっ

た際に感じた達成感や団体の方々との交流を通じて、ボランティアの魅力や楽しさを感じること

ができました。（法学部・４年次生）

⑦　関大クリーン大作戦in梅田
　梅田キャンパスの周辺を清掃することで環境や景観を保護し、通行す

る人々が気持ちよく過ごすことができるようにすること、気軽に参加で

きるボランティア活動として清掃活動に参加することでボランティアの

やりがいや楽しさを感じてもらうことを目的として実施した。

　当日は、梅田キャンパスの教室にてアイスブレイクを行ったあと、２

グループに分かれて茶屋町エリアの清掃を約１時間行った。清掃活動中

には、通りがかった人や清掃ルートの並びにある店舗の方からお礼の言

葉をもらうことができ、参加者の達成感や満足感につながった。日曜の

朝ではあったが人通りや車が多く、学生スタッフが時折声をかけて注意

を促しながら活動した。

　　日　　時　 ①５月15日（日）９時00分〜11時00分

　　　　　　　 ②11月13日（日）９時00分〜11時00分

　　場　　所　 梅田キャンパス周辺

　　参加者数　 ①19名（学生スタッフ５名、本学学生14名）

　　　　　　　 ②13名（学生スタッフ３名、本学学生10名）

　　内　　容　 梅田キャンパス周辺の清掃

　　企画学生の声

　・アイスブレイクで学部や趣味などの自己紹介を行ったので、活動中の話題ができてすごく話しや

すかったです。友達同士が一緒になるようにグループ分けしたのがよかったのか、参加した学生

同士楽しそうに活動していました。

　・清掃の距離を延ばすなどの工夫をしましたが、ルートによってゴミの量が違っていたので、ルー

トの見直しが必要だと感じました。雨の中での活動でしたが、みんなで楽しく清掃活動ができた

ので嬉しかったです。

　　参加者の声

　・活動場所が梅田なので参加しやすいと思い参加しました。普段なかなかゴミ拾いを行う機会がな

かったので経験できて良かったです。（商学部・１年次生）

　・一度ボランティアに参加してみたいと思ったので参加しました。自分たちで街を少しでも綺麗に

する活動ができ、良い経験になりました。（社会安全学部・１年次生）

⑧　関大クリーン大作戦～千里山キャンパス周辺の清掃～
　普段自分たちが利用している千里山キャンパス周辺を清掃することで

環境や景観を保護し、関大生や地域の方々がより気持ちよく過ごすこと

ができる。また、授業の空きコマに気軽に参加できることでボランティ

ア活動を身近に感じてもらうことを目的として実施した。

　活動前にアイスブレイクを行い、学部や学年に関係なく学生同士が交

流することで、その後の活動も和やかな雰囲気で進めることができた。

清掃は関大前ルートと名神高速道路沿いルートの2コースに分かれて

行った。ゴミは「燃えるゴミ」「ビン・カン」「ペットボトル」の3つに

分類して集めたが、タバコの吸い殻が最も多く、ゴミを拾うだけでなく、

今後はゴミを捨てる人が少なくなるように啓発を目的とした活動も検討

している。

　　日　　時　 ①５月21日（土）10時40分〜12時10分

　　　　　　　 ②10月15日（土）10時40分〜12時10分

　　場　　所　 千里山キャンパス周辺

　　参加者数　 ①10名（学生スタッフ３名、本学学生７名）

　　　　　　　 ②16名（学生スタッフ７名、本学学生９名）

　　内　　容　 千里山キャンパス周辺の清掃

　　企画学生の声

　・ゴミの量が少なく、やりがいを感じにくいのではないかと心配でしたが、清掃中はずっと楽しく

会話しながら活動を行うことができました。

　・参加者の１回生が１人で、他の上級生と仲良くなれるかどうか不安がありましたが、始まってみ

ればみんな会話が絶えず、終始楽しく活動することができました。

　　参加者の声

　・自分が通っている大学に恩返しをしたいと思って参加しました。意外と大学の周りが綺麗だった

ことに驚きました。（社会学部・３年次生）

　・アルバイトをやっていないため、他に何か出来ることはないか、頑張れることはないか、と探し

ていたらこのボランティアを見つけて参加しました。意外と細かいゴミが多く、拾うのが大変で

したが、充実した時間を過ごせました。（法学部・１年次生）

⑨　関西大学×法政大学 スポーツゴミ拾い
　法政大学と連携しZoomを用いて合同でゴミ拾いを実施した。「スポー

ツゴミ拾い」とは、制限時間内に指定されたエリアのゴミを拾い、拾っ

たゴミの量と種類で得点を競い合うというスポーツ要素を加えた、日本

発祥の新感覚清掃活動である。ゴミ拾いにスポーツ要素をかけ合わせる

ことで、ゴミ拾いをスポーツ感覚で楽しみ、ボランティアへの興味を引

き出し、法政大学の学生と交流を深め、参加者同士で協力してゴミ拾い

を行うことで連帯感や達成感を得ることを目的として実施した。

　当日は、Zoomを繋ぎながらキャンパス周辺の清掃を行い、清掃の様

子だけでなく、キャンパスの様子なども映すことで大学の所属を超えて、

学生ボランティア同士の交流も行うことができた。

　　日　　時　 ①５月29日（日）14時00分〜16時20分

　　　　　　　 ②３月13日（月）13時50分〜16時20分

　　場　　所 ①関西大学千里山キャンパス周辺および凜風館１階学生ラ

ウンジ

　　　　　　　 　法政大学市ヶ谷キャンパス周辺および外濠校舎３階S305

　　　　　　　 ②関西大学千里山キャンパス周辺および尚文館１階マル

チメディアAV大教室

　　　　　　　 　法政大学市ヶ谷キャンパス周辺および外濠校舎３階S305

　　共　　催 法政大学ボランティアセンター、法政大学ボランティアセ

ンター学生スタッフ VSP

　　参加者数 ①32名（学生スタッフ10名、本学学生７名、法政大学15名）

　　　　　　　 ②25名（学生スタッフ７名、本学学生６名、法政大学12名）

　　内　　容 それぞれのキャンパス周辺のゴミ拾い、クイズ大会、法政大学との交流

　　企画学生の声

　・拾ったゴミを得点化して競うのはゲーム感覚があり、参加者

に楽しんでもらえたように思います。参加者の方がゴミを袋に

入れるときに何を拾ったかを伝えてくれたので、記録がスムー

ズに進みました。

　・単なるゴミ拾いではなく、ゴミを点数化してチーム対抗で競う

ことで、楽しみながらも一生懸命に取り組むことができ、参加

者にボランティアを楽しむ感覚を味わってもらえて、非常に良

かったです。

　　参加者の声

　・スポーツゴミ拾いはゲーム性があり、法政大学の学生と交流し

ながら楽しく活動することができました。（文学部・２年次生）

　・学生スタッフの方もほかの参加者の方も丁寧に接してくれて嬉

しかったです。おかげで楽しく街を綺麗にすることができまし

た。（法学部・２年次生）

⑩　1000000人のキャンドルナイト 茶屋町スロウデイ2022
　梅田・茶屋町エリアの企業、地域団体、学校および行政などが集まっ

て“歩いて楽しいまちづくり”を推進し、茶屋町の魅力を発信する本イ

ベントに2017年度から参加している。魅力発信に取り組み地域の活性

化を行い、キャンドルの灯りを見てくれる人に気持ち安らぐ時間や癒し

を提供することを目的として実施した。

　2022年度は「Convivial 〜ともに愉しむ日～」をテーマに、３年ぶ

りの現地開催となった。「キャンドルの灯りが人々の心に安らぎと未来

への希望をもたらすように」という願いを込めて、学生スタッフは

CHASKA茶屋町（ジュンク堂書店）前にキャンドルアートを設置した。

　事前に学生スタッフが考えたデザインを基にキャンドル装飾を行い、

設置・点火・火の見守り・会場の片付け等の活動を行った。

　キャンドルに火が灯り、日が落ちて街が暗くなるにつれて、大勢の方がキャンドルアート前で足

を止めて写真撮影を行い、キャンドルの光に照らされた笑顔に溢れたイベントとなった。

　　日　　時　 ①事前説明会：５月25日（水）12時20分〜12時50分

　　　　　　　 ②活　　　動：６月１日（水）13時00分〜22時00分

　　場　　所　 ①千里山キャンパス凜風館1階ピアエリア／オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②大阪市北区　CHASKA茶屋町

　　参加者数　 24名（学生スタッフ11名、本学学生13名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明会

　　　　　　　 ②キャンドル装飾の制作・設置・点灯・見守り

　　企画学生の声

　・CHASKA 茶屋町全体がキャンドルの温もりに包まれた空間を体感できて良かったし、自分がそ

の空間を作る側として携わることができて嬉しかったです。たくさんの方達が見に来てくれたり

写真を撮ったりしてくれて、地域の活性化に貢献できたと思えました。

　・日が沈んだ後、キャンドルが光っている景色を見た時に、とても感動しました。たくさん写真

を撮っている方や、キャンドルの灯をずっと眺めている方もいらっしゃって嬉しかったです。

　　参加者の声

　・点灯時間までにキャンドルの設置が間に合うか不安でしたが、参加者の方々と協力して取り組み、

デザイン通りのものを完成させることができました。点灯した綺麗なキャンドルを見ると、達成

感や安らぎを感じることができ、ボランティアに参加して良かったと感じました。（社会学部・

１年次生）

　・一緒に活動した関大生と仲良くなることができ、入学してなかなか友達ができなかった自分に

とってすごく嬉しく、楽しいボランティア活動でした。（社会学部・２年次生）

⑪　大和川掃除
　堺キャンパス周辺を流れる大和川河川敷を清掃することで景観を清潔

に保つことができ、地域の方が河川敷をより気持ちよく利用できると同

時に、堺キャンパス周辺の地域貢献活動を目的として実施した。

　本活動は、堺キャンパスに通う学生にとって参加しやすい活動場所で

あることから、堺エリアで活動を展開しているボランティア団体

「WEVO」とも連携して実施している。

　当日は雲が多かったが気温は高かったため、こまめに休憩をとり、熱

中症に気を付けながら清掃活動をした。河川敷には大和川上流から家庭

ゴミやペットボトル等が流れてくるため、参加者全員で力を合わせて清

掃することで河川敷を綺麗にすることができた。

　　日　　時　 ６月５日（日）９時30分〜11時30分

　　場　　所　 大阪府堺市　大和川左岸河川敷

　　参加者数　 72名（学生スタッフ14名、本学学生17名、WEVO所属学生41名）

　　内　　容　 大和川河川敷の清掃

　　協　　力　 WEVO

　　企画者の声

・普段交流する機会が少ないWEVOの方達と交流することが出来て、貴重な機会でした。一見何も

無いように見えても、掘ってみると靴が1足出てくるなど、砂に埋まっているゴミが沢山見られ

ました。

　・同じグループの方たちと楽しく話しながら協力して清掃することができて良かったです。堺キャ

ンパスの方と一緒に活動することは初めてだったので、とても新鮮でした。キャンパス間の交流

にもなり、有意義な活動となりました。

　　参加者の声

・社会経験を積むために参加しました。初対面の人とも話すことができたので良かったです。（法

学部・３年次生）

　・ボランティアの経験を積む良い機会になると考えたので、参加しました。活動自体は思っていた

よりも短く感じ、少人数でのグループだったので活動しやすかったです。（法学部・３年次生）

⑫　吹田くわいボランティア 
　若者の農業への関心が低下し、千里山キャンパスがある吹田市の特産

品である吹田くわいの認知度が低いという現状がある。そこで、吹田く

わいの植え付けから収穫まで一年を通した活動を通して、吹田くわいに

ついて深く理解してもらうとともにボランティアの魅力に気付いてもら

うことを目的として実施した。

　どちらの活動も、農園の方から吹田くわいの説明をしていただき、植

え付けや収穫のコツについてお話しいただいた後、作業を行った。植付

けでは、日常生活では着る機会のない胴長を着用しての作業に苦戦しな

がらも、参加者同士で声を掛け合い農業の大変さを感じながら活動した。

収穫では、備中鍬でくわいを傷つけないように慎重に泥をかき分けなが

ら、全部で約700グラムのくわいを収穫した。

　　日　　時　 ①植え付け：６月16日（木）14時45分〜17時00分

　　　　　　　 ②収　　穫：12月５日（月）14時45分〜17時00分

　　場　　所　 大阪府吹田市　西農園

　　協　　力　 吹田市都市魅力部 地域経済振興室

　　参加者数　 ①13名（学生スタッフ５名、本学学生８名）

　　　　　　　 ②６名（学生スタッフ６名）

　　内　　容 吹田くわいの植え付けと収穫作業の手伝い

　　企画者の声

　・大学のある吹田市の特産品に触れることができ、地域のことを少しでも知るきっかけとなりまし

た。

　・くわいを収穫する作業は考えていたよりも大変でしたが、そのぶん達成感があり、泥の中からく

わいを見つけた時は嬉しい気持ちになりました。頂いたくわいを家に帰って素揚げにして食べて

みると、自分達で収穫したこともあってとても美味しかったです。

　　参加者の声

　・普段の生活で農業に関わることがないので、やってみたいなと思って参加しました。農業体験だ

けでなく、くわいの事を知ることもできてよかったです。（文学部・４年次生）

　・「すいたん」のモチーフであるくわいに興味があったので参加しました。また、学生スタッフの

方が話しやすくてよかったです。農家の方のお話も面白かったです。（法学部・２年次生）

⑬　飛鳥光の回廊2022 ～明日香をともす「和」のひかり～
　明日香村で毎年行われている、石舞台古墳をはじめ岡寺や飛鳥寺など、

明日香村内の代表的な史跡・寺社・施設をろうそくやLEDライトの明か

りで彩る地域活性化イベントで、奈良県明日香村との連携事業として実

施した。

　「キャンドルの輪と和でつながる光」を関西大学のテーマとし、キャ

ンドルのデザインや配置を考え、他の活動では得られない大変さと、よ

り大きなやりがいや達成感を感じることができた。

　残念ながら1日目は雨天のため中止となったが、石舞台古墳や奈良県

立万葉文化館などを見学し、明日香村の歴史や文化的価値について学ん

だ。2日目は、用意した約3000個の色付き紙コップを「ボランティア

センター 2022」という文字やピラミッド、円の形に並べた。夕方から

は多くの方が来場し、写真撮影をしたりと笑顔溢れる楽しい空間となった。

　　日　　時　 ①事前説明会：９月１日（木）12時00分〜13時00分

　　　　　　　 ②活　　　動：９月23日（金）10時00分〜17時00分

　　　　　　　 　　　　　　　９月24日（土）11時00分〜22時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②奈良県高市郡明日香村　川原寺跡

　　連 携 先　 奈良県明日香村

　　参加者数　 40名（学生スタッフ延べ21名、本学学生延べ19名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明

　　　　　　　 ②キャンドルデザイン案の作成、キャンドルを入れる紙コップの制作、

　　　　　　　 　キャンドルの設置・点灯・撤去、明日香村の散策、地域の方との交流

　　企画学生の声

　・イベントが始まると多くの方が見に来てくださり、「きれい」「すごい」などのお声をきくことが

でき、このイベントに関西大学ボランティアセンター学生スタッフとして参加してよかったと思

いました。

　・気温が高い中、多くのキャンドルを並べていくのは大変だったが、みんなで協力し合いながら長

時間かけて作り上げたので、その分、夜になりキャンドルの灯りがきらきらしているのを見ると

とても達成感を感じることができました。

　　参加者の声

　・楽しそうだと思ったので参加しました。思っていたよりずっと大変だったけど、終わったあとの

達成感が気持ちよかったです。（社会安全学部・1年次生）

　・みんなでキャンドルを並べるのがとても楽しかったです。参加して良かったと思いました。（経

済学部・1年次生）

⑭　下校見守り活動
　吹田警察生活安全課防犯係と連携して、千里山キャンパス近くの小学

校に通う子どもが安全に下校できるような環境を守ることを目的とし

て、千里山キャンパス周辺の小学校の下校時間にあわせて正門前で見守

り、声かけを実施した。

　当日は、子どもたちが「さようなら」「気を付けて帰ってね」と声を

かけると元気よく挨拶を返してくれたり、関西大学という名前を見て

「知ってる！」と声をかけてくれたりと、参加した学生ボランティアと

の交流を楽しむ様子が伺えた。

　　日　　時　 10月11日（火）７名、13日（木）４名、14日（金）４名　14時00分〜15時00分

　　　　　　　 10月12日（水）３名　12時45分〜14時15分

　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ10名、本学学生延べ８名

　　場　　所　 吹田市立千里第二小学校

　　協　　力　 吹田警察署生活安全課防犯係

　　内　　容　 小学校正門前での声掛け、見守り

　　企画学生の声

　・見守り活動中はできるだけ腰を屈めて、子どもたちと目線の高さを合わせて挨拶することを心が

けるようにしました。地域に根ざしたボランティア活動を企画できてよかったです。

・元気に挨拶をしてくれた子どもも多く、見守り活動をしている私たちの方が元気をもらいました。

　　参加者の声

　・実際に吹田警察署の方と連携して、見守り活動をするという貴重な経験ができて良かったです。

小学生から挨拶を返してもらえたりして本当にやってよかったと思いました。とてもいい経験に

なりました。（法学部・３年次生）

　・はじめてのボランティア活動で緊張していましたが、学生スタッフの方も職員の方も優しくて安

心しました。見守り活動もやりがいを感じることができたので、参加してよかったです。（商学部・

３年次生）

⑮　琵琶湖ツーリズム！～大学生で考える環境ボランティアの未来2022（実践編）〜
　関西大学ボランティアセンターは2017年度から琵琶湖の保全活動に

取り組んでいる。2017年度は特定外来生物オオバナミズキンバイ駆除

活動、2018年度は清掃活動を実施し、2019年度及び2020年度は新型

コロナウイルス感染症拡大の影響により実施を見合わせた。

　本学主催３大学（法政大学・明治大学・関西大学）連携事業として、

法政大学の学生ボランティアとともに、琵琶湖岸の環境保全活動として

滋賀県長浜市の南浜漁港にて、船の出港を妨げている特定外来生物ナガ

エツルノゲイトウの駆除活動を行った。

　当日は、学生ボランティア全員が胴長とライフジャケットを身につけ、

岸と舟上よりナガエツルノゲイトウの駆除活動を行った。ナガエツルノ

ゲイトウは、琵琶湖や内湖、河川などの水際に生育している水陸両生の多年生の植物で、茎の断片

からも再生するほど繁殖力が強いため、機械ではなく手作業で根や茎をできるだけ残さないように

根本から丁寧に引き抜き、陸に上げる作業を熱心に行った。

　その結果、夕方には、湖面が見えないほど群生していたナガエツルノゲイトウのほとんどを駆除

することができ、参加者全員がやりがいや充実感を得ることができ、大学生として環境ボランティ

アの未来を考えるうえでの契機となった。また、今回の活動を通して、大学の所属を超えて学生ボ

ランティア同士が交流を行うことができ、有意義な1日となった。

　　日　　時　 ①事前説明会：10月11日（火）12時15分〜12時50分

　　　　　　　 ②駆 除 活 動：10月16日（日）７時30分〜18時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②滋賀県長浜市　南浜漁港

　　活動協力　 滋賀県立琵琶湖博物館　特別研究員 /

　　　　　　　 滋賀県琵琶湖環境部 自然環境保全課 副主幹　中井 克樹 氏

　　　　　　　 南浜漁業協同組合

　　参加者数　 ①36名（学生スタッフ30名、本学学生６名）

　　　　　　　 ②42名（学生スタッフ24名、本学学生５名、法政大学９名、教職員４名）

　　内　　容　 特定外来生物ナガエツルノゲイトウの駆除活動

　　企画学生の声

　・ナガエツルノゲイトウは、とるのが難しく、無理に引っ張っても途中で切れてしまうと意味が

なく、ナガエツルノゲイトウの駆除の大変さに驚きました。活動後のきれいな湖面を見たからこ

そ、自然をこれからも大切にしていかなければいけないと感じました。

　・関西大学及び法政大学の学生、職員の方たちと活動中に交流できたので、楽しかったです。自分

たちの活動の成果を現地の方が喜んでくれていたことで、より達成感を感じることができました。

　　参加者の声

　・ナガエツルノゲイトウの駆除活動は、協力することが必須な作業だったので、参加者同士でコ

ミュニケーションをとり新しい輪を広げられてよかったです。（関西大学・３年次生）

　・外来種の駆除という貴重な体験をしてみたいと思い、参加しました。目に見える形で成果が現れ

るので、達成感を感じることができ参加してよかったと感じました。（関西大学・１年次生）

　・晴天の中、関西大学の皆さんと協力して非常に楽しく活動することができました。また、漁協の

方も優しく特定外来生物の駆除方法を教えてくださり、初心者でもすぐに取り組める内容でした。

昼食時は関西大学のみなさんとコミュニケーションを取りながら時間を過ごすことができ、２大

学合同ボランティア活動ならではの有意義な経験となりました。（法政大学・３年次生）

　・関西大学の方々と連携して、特定外来生物を駆除することができて良かったです。また、今回の

駆除活動を通じて、どれだけ湖が汚れているのかを目の当たりにし、今後、自分がどのように環

境活動に関わっていけばいいのかを考える良い機会になりました。（法政大学・２年次生）

⑯　2022年度学園祭「環境問題ってなんだろな？〜クイズで！ゲームで！楽しく学ぼう！〜」
　学生スタッフは、淀川河川敷の清掃活動や琵琶湖の特定外来生物の

駆除活動などといった環境保全活動を普段から多数実施している。そ

ういった経験を活かし、遊びを通して子ども達に環境問題について考

えるきかっけをもってもらえるような企画とした。また、統一学園祭

に来訪される保護者の方や地域の方及び本学学生に、ボランティア活

動の魅力と学生スタッフの活動を知ってもらうことを目的として実施

した。

　本学統一学園祭には、親子連れや子どもが多く来場するため、子ど

もを対象としてSDGs（特に環境問題）について学んでもらうため、環

境問題というテーマで3つのブースを設けた。当日は多くの子ども達が

訪れ、ゲームを通して環境問題について学びを得る機会となった。

　　日　　時　 11月３日（木）12時00分〜15時30分

　　　　　　　 11月４日（金）10時00分〜16時00分

　　　　　　　 11月６日（日）10時00分〜13時00分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館１階学生ラウンジ

　　参加者数　 102名（学生スタッフ延べ94名、本学学生延べ８名）

企画内容：

・紙芝居

　海洋プラスチック問題を中心とした環境問題について紙芝居で説

明したあと、身近な例を使ったクイズで環境問題について楽しく学

んでもらった。

・ミニゲーム

　牛乳パックや段ボールなどを再利用して作ったおもちゃで魚釣り

ゲームをしてもらった。捨てるはずだったもので遊んでもらうこと

で、リサイクルの大切さやゴミを減らす工夫などについて楽しみな

がら学んでもらった。

・塗り絵

　色鉛筆やクレヨンを使ってSDGsや地球をモチーフにした塗り絵

をしてもらいながら、SDGsについて興味を持ってもらった。

　　企画学生の声

　・初めて学園祭に参加しましたが、とても楽しかったです。子ども達が楽しみながらも環境問題に

ついて学びを深めてくれている姿が、とてもいきいきとしていたのが嬉しかったです。

　・ミニゲームも塗り絵も紙芝居も全て子ども達は楽しそうに体験してくれていました。笑顔で帰っ

ていく子ども達を見ると、とても嬉しく感じました。

　　参加者の声

　・一度もボランティアに参加したことがなかったので、参加してみたいと思って参加しました。来

場してくれた子ども達が可愛かったです。（経済学部・３年次生）

　・子どもとコミュニケーションを取れる良い機会だと思ったので参加しました。学生スタッフの方

も親切で楽しく活動できました。（社会学部・１年次生）

⑰　千里キャンドルロード2022
　吹田市と豊中市にまたがる千里ニュータウンの人口にちなんだ９万個

のキャンドルに灯をともすイベント「千里キャンドルロード」に本セン

ターは2014年度から参加し、今回で８回目となる。10周年を迎えた今

年は、『「出会い」これまでも…これからも…』をテーマに、３年ぶりに

来場予約なしでの開催となった。

　学生スタッフはキャンドルのデザインから考え、2022年度は、約

2000個の紙コップを色づけした大きな赤いハート２つを中心に、伸び

る 蔦 葉 や 青 い 紙 コ ッ プ で 縁 取 り し た「Kandai Volunteer Center 

2022」の白い文字など、工夫を凝らしたデザインを作成した。

　当日は、多くの方が訪れ、暗くなってキャンドルに火が灯されると、

あたり一帯が幻想的な光景になる様子を訪れた方たちが足を止め写真撮影をするなど、笑顔溢れる

光景となった。

　　日　　時　 11月５日（土）11時30分〜21時00分

　　場　　所　 吹田市立千里南公園

　　主　　催　 千里キャンドルロードプロジェクト

　　参加者数　 40名（学生スタッフ33名、本学学生７名）

　　内　　容　 キャンドルデザイン案の作成、キャンドルを入れる紙コップの色付け、

　　　　　　　 キャンドルの設置・点火・見回り・片付け

　　企画学生の声

　・「ここ（関大の作品）すごい！」「ここがメインやね。」などと、来場した方からの嬉しい言葉を

たくさん耳にしました。準備は大変でしたが成功して良かったと思えた瞬間でした。

　・スペースの問題もあり、当日にデザインの変更をしましたが、とても上手に完成させることがで

きて達成感がありました。学生スタッフの参加人数がとても多く、学生スタッフの交流の場となっ

ていたのも良かったです。

　　参加者の声

　・楽しそうだと思ったので参加しました。みんなで一つのものを作れていい経験になりました。（経

済学部・３年次生）

　・学園祭期間で授業がなく時間が空いていたこともあり、参加を決めました。想像していた以上に

キャンドルに灯をともした光景が綺麗で、また、地域の人達にも満足していただけたようでやり

がいを感じました。（法学部・２年次生）

⑱　大阪マラソン2023給水ボランティア
　今回で11回目の開催を迎える大阪マラソンは、チャリティ文化の普

及を目指す日本最大規模の都市型市民マラソンである。本学は第1回大

会からオフィシャルスポンサーとして参画している。

　活動を通して本学学生が大阪を盛り上げるとともに、ボランティアの

楽しさややりがいを感じてもらう機会とすることを目的として実施し

た。

　当日は、本学学生が給水ボランティアとして携わり「みんなでかける

虹。」というスローガンのもと、29,285人のランナーをサポートした。

給水や応援を通してランナーの方と関わり、参加した学生にもよりボラ

ンティア楽しさやスポーツの魅力を感じてもらうことができる活動と

なった。

　　日　　時　 ①事前説明会：２月15日（水）13時00分〜14時30分

　　　　　　　 ②活　　　動：２月26日（日）７時30分〜12時00分

　　場　　所　 ①千里山キャンパス第２学舎４号館BIGホール100

　　　　　　　 ②大阪マラソン第１給水所（５ km地点／中之島・本町ブロック）

　　参加者数　 191名（学生スタッフ22名、本学学生58名、体育会所属学生108名、職員３名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明、ボランティアセンターの紹介

　　　　　　　 ②給水所でのランナーへの給水提供

　　参加者の声

　・中学校の頃からマラソンに興味があり、実際に見てみたかったので参加しました。ランナーの皆

さんが一生懸命走りつつも、僕らボランティアに「ありがとう」と声を掛けてくれたことがすご

く嬉しかったです。（環境都市工学部・２年次生）

　・2021年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響で中止になってしまったので、今回は絶対に

参加しようと決めていました。関西大学の多くの学生が大阪マラソンという大きなイベントに携

われて、盛り上げることができて良かったです。（システム理工学部・2年次生）

⑲　飛鳥ハーフマラソン2023給水ボランティア
　関西大学と縁の深い奈良県明日香村で開催される飛鳥ハーフマラソン

に2021年度に引き続き2022年度も学生ボランティアをいう形で参加

した。本学学生が学生ボランティアとして参加することで地域貢献活動

に寄与するとともに、ボランティア経験の浅い学生に対してボランティ

アのやりがいや魅力を広めることを目的として実施した。

　明日香村は「飛鳥・藤原の宮都とその関連資産群」として世界遺産登

録をめざしており、その構成資産の半分以上を巡ることができるように

コースが設定されている。また、持続可能な社会づくりのためにソフト

フラスク（折りたためる携行給水ボトル）の配布や、参加費等の一部で

菜の花のタネを購入して景観保全に役立てるなど、様々な取り組みが行

われている。

　当日は、スタートからおよそ11km地点の棚田に設けられた第２給食所で甘酒の提供を行った。

　　日　　時　 ①事前説明会：３月１日（水）10時00分〜11時30分 

　　　　　　　 ②活　　　動：３月12日（日）８時00分〜13時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②奈良県高市郡明日香村

　　参加者数　 18名（学生スタッフ11名、本学学生７名）

　　内　　容　 ランナーへの給水

　　企画学生の声

　・給水を行っていると、ランナーの方に「ありがとう」と声をかけていただくことがあり、ボラ

ンティアをしている側の自分たちが元気をもらい、ボランティアに参加してくれた学生に活動を

通してやりがいを感じてもらうことができました。

　・ボランティアに参加していただいた関大生との交流を楽しむことができ、ランナーの方の笑顔を

見ることができてとても充実した時間を過ごすことができました。

　　参加者の声

　・スポーツが好きなので、スポーツに関われるボランティアをやってみたいと思い参加しました。

ランナーの方に「ありがとう」と声をかけていただくこともあり、喜んでいただけていると感じ

られて嬉しかったです。（文学部・１年次生）

　・もともと給水ボランティアをしてみたいと思っていたので参加しました。ランナーの方と言葉を

交わしたり、アイコンタクトを取ることができたりしたことが嬉しかったです。（法学部・２年

次生）

⑳　子ども遊びボランティアinまちなかリビング北千里
　2022年度初めて企画を募集し、ベストアイデア賞を獲得した「学童

保育ボランティア」として、まちなかリビング北千里にて、ソフトバス

ケット大会（3on3）のお手伝いやボードゲーム・カードゲームを使用

した遊び等、子どもとのふれあいを通して、子どもとのかかわり方や距

離の縮め方を学び、コミュニケーション能力を向上させることを目的と

して実施した。

　当日はソフトバスケット大会の運営補助だけでなく、子ども達と一緒

にチームを組んで参加したり、小学生vs大学生の試合を行い、ソフトバ

スケット大会を盛り上げた。また、同施設で管理しているボードゲーム

やカードゲーム等の様々な遊び道具を使用して、ソフトバスケットの参

加待ちの子ども達やスポーツが苦手な子ども達と遊ぶ活動も行った。

　　日　　時　 ３月23日（木）16時00分〜18時00分

　　場　　所　 まちなかリビング北千里

　　参加者数　 13名（学生スタッフ５名、本学学生８名）

　　内　　容　 ソフトバスケット大会の運営補助・参加、子ども達との交流

　　企画学生の声

　・下見を行った時より子ども達の人数が多かったのにも関わらず、学生ボランティアの方々全員が

子ども達と交流をしていただくことができました。活動の最後まで、子ども達と交流するという

ことができ、手持ち無沙汰にならなかったことが非常に良かったと思います。また、児童センター

の職員さんには行くたびに「来てくれてありがとう。」というお言葉をいただくことができて、

嬉しいです。

　　参加者の声

　・子どもと遊ぶことがボランティアになるのならやってみたいと思ったので参加しました。子ども

と触れ合う中で、子どもにしかない発想を多く学び、とても楽しく活動することができ、ボラン

ティアに参加して良かったと思いました。（経済学部・1年次生）

　・子どもと遊びたいと思ったので参加しました。ボランティアに参加した自分が子どもから元気を

もらい、ボランティアにはこんな魅力もあるんだと実感しました。（大学院・2年次生）

（３）雨天中止事業

①　第4回大和川大掃除～未来につなげよう300人の小さな一歩～
　堺キャンパスの近くを流れる大和川河川敷において、各キャンパスの

学生、体育会所属学生、ボランティア団体所属学生、大学職員、ミズノ

株式会社社員など総勢300名が海につながる河川の環境美化に取り組む

ことで、SDGsや海洋プラスチック問題などを改めて意識してもらうこ

とを目的として企画したもの。

　学生スタッフは設立以来、本学学生にボランティア活動を通じてボラ

ンティアの魅力を知ってもらうために、様々なボランティア活動を同じ

学生目線で企画・運営してきた。特に河川敷の清掃活動については、

2011年度から2016年度まで500名規模で淀川河川敷の大掃除を行い、

ゴミの減少に貢献した。2017年度からは大和川河川敷に活動場所を移

し、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により規模を縮小することもあったが、継続的に清掃活

動を行っている。

　2022年度は多くの関大生にボランティア活動の魅力を知ってもらうべく、体育会11団体にご協

力いただき、コロナ禍前と同規模の300名で実施することを企画した。また、ボランティア活動を

通じて双方の充実と発展に寄与するため、本学と連携協定を結んでいるミズノ株式会社にもご参加

いただくことになっていたが、残念ながら当日雨天のため中止となった。

　　日　　時　 ２月19日（日）10時00分〜12時00分

　　場　　所　 大和川公園河川敷周辺

　　協　　力　 大和川河川事務所

　　　　　　　 ミズノ株式会社

　　内　　容　 大和川河川敷での清掃
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Ⅱ  ２  学生スタッフ事業報告

　学生の中には「ボランティアに関心があるけど一歩踏み出せない」という学生もおり、学生スタッ

フはそのような学生を後押しできるような学内のボランティア活動の企画のほか、様々な社会問題へ

の啓発活動を行っている。

（１）学生スタッフ企画

　学生スタッフ企画とは、ボランティア活動の魅力を広めるため、まずは学生スタッフ自身がボラ

ンティアの魅力を再認識するために企画・参加しているプログラムである。

①　ボランティア懇談会
　ボランティアに関心のある関西大学の学生にボランティア活動の魅力

を発信する１つの手段として、ボランティアコーディネートを実施して

いる。より多くの学生に参加してもらうことを目的として普段はお昼休

みに実施しているボランティアコーディネートを、今回はお昼休みから

３限終わりまで開室時間を延長して実施した。

　　日　　時　 ５月 13 日（金） 12時20分〜15時00分

　　場　　所　 誠之館２号館１階ボランティアステーション

　　内　　容　 ボランティアコーディネート

②　富士山自然保護ボランティアツアー（法政大学主催3大学連携事業）
　3大学（法政大学・明治大学・関西大学）連携事業の一環として、法政大学主催の世界遺産であ

る富士山の麓で森林整備事業に参加した。

　団体の方からオーバーユーズ（使いすぎ）やアンダーユーズ（活用不足）の重要性、環境問題に

ついてなどのお話を伺った後、6〜7名ずつのグループに分かれて森林保全活動に取り組んだ。草

木の伐採や薪割り、枯れ木処理など、慣れない作業を行うのは大変であったが、休憩時間には木登

りをしたりブランコに乗ったりして、日常では味わえない大自然とのふれあいを楽しんだ。

　　日　　時　 ５月22日（日）９時45分〜17時00分

　　場　　所　 静岡県富士宮市

　　主　　催　 認定特定非営利活動法人富士山クラブ

　　参加者数　 37名（学生スタッフ4名、職員1名、

　　　　　　　 他大学学生32名）

　　内　　容　 草木の伐採、薪割り、枯れ木処理

　　学生スタッフの声

　・階段づくりや道の開拓など、自分が想像していたよりもはるかに本格的な活動ができました。日

常生活の中で鍬や鋸を使ったりすることがないため、初めはうまく使えませんでしたが、コツを

つかんだ後は気持ち良い程スムーズに切れるようになったのが本当に楽しかったです。

③　びわ湖を美しくする運動
　 2022年度に引き続き、琵琶湖の特定外来生物の現状を把握

するために、実際に琵琶湖に足を運び、滋賀県が毎年7月1日

において「びわ湖の日」に実施している「びわ湖を美しくする

運動」の特定外来生物のオオバナミズキンバイおよびナガエツ

ルノゲイトウの駆除活動に参加した。

　滋賀県が取り組む、琵琶湖の環境保全について、現状と課題、

特に侵略的外来水生植物の繁殖力やその影響による被害を伺

い、行政として滋賀県が取り組むボランティアに関して知見を

深めた。また、実際に、湖岸に生息する大量のナガエツルノゲ

イトウを手作業で取り除く体験を行い、学生スタッフとして何

ができるのかを考えることに繋げ、今後企画する「琵琶湖ツー

リズム！～大学生で考える環境ボランティアの未来2022（実

践編）〜」で実現することとした。

　　日　　時　 ７月１日（金）９時00分〜10時30分

　　場　　所　 滋賀県大津市　大津市なぎさ公園周辺

　　協　　力　 滋賀県琵琶湖環境部自然環境保全課

　　参加者数　 ７名（学生スタッフ５名、職員２名）

　　内　　容　 特定外来生物オオバナミズキンバイおよびナガエツルノゲイトウの駆除及び関係者

への取材

④　2022ボランティア新企画募集～あなたの想いを伝えよう～
　関大生からボランティアの新企画を募集し、学生スタッフが企画者のボランティアへの想いを他

の学生に伝えるお手伝いをする。また、そのボランティアを実現することで学生スタッフの活動に

新しい視点を取り入れることを目的として、2022年度から新しく実施した。

　SDGsを意識した内容のボランティア活動で、関大生が学生スタッフとともに行うことができる

新たな企画を募集したところ、８事業の応募があり、ヒアリングなど選考を重ねベストアイデア賞

として「学童保育ボランティア」、学生スタッフ特別賞として「動物愛護団体のお手伝いをして、

犬猫と触れ合おう」の２事業が選ばれた。

　ベストアイデア賞として選ばれた「学童保育ボランティア」は学生スタッフのサポートのもと、

大阪府吹田市の「まちなかリビング北千里」にて、来館する子ども達と遊び、交流するボランティ

アとして実際に実施し、特典②として本センター活動報告書にも掲載した。

　　募集期間　 ７月25日（月）〜８月31日（金）

　　募集内容　 SDGsを意識した内容で、複数名が参加できて、みんなで

楽しめるボランティア活動のアイデア

　　募集対象　 関西大学に所属の個人またはグループ
特典： ①選ばれたアイデアは、学生スタッフのサポートのもと、実際に企画として実施

②ボランティアセンターが発行する「活動報告書」に記載
③ボランティア体験ツアーに企画者の名前を付すことができる

　　応 募 数　 ８グループ
○ キャンパスで大地震発生から避難までを考える・新！関大クリーン大作戦
○ 子ども達が防災について学べる遊びを提供する活動・子ども達とのふれあい大作戦
○ 二酸化炭素を減らし地球の環境を守るための植林ボランティア
○ 私たちの手で綺麗な海を守ろう！海岸清掃in大阪湾沿岸の浅場
○ 学童保育ボランティア・動物愛護団体のお手伝いをして、犬猫と触れ合おう

　　学生スタッフの声

　・アイデアを応募してくれたグループへヒアリングを行うことで、アイデアをより具体的に深掘す

ることができました。

　・多くの学生に参加してもらうために、広報期間をより長く設け、ボランティアセンター機関誌の

配布などで知ってもらう機会を作る工夫をするべきでした。また、体験ツアー化する企画を選定

してから実施までに時間がかかりすぎたため、次に実施する際は実施までのプロセスまで細かく

決めておきたいです。

⑤　ようこそ！　関大サロンへ
　コロナ禍でも実施できるボランティア活動として、吹田市社会福祉協議会の協力を得て、2021

年度から高齢者施設に入所する方々とZoomを繋いだオンライン交流会を開始した。

　同世代の交流だけでなく、高齢者のような日常の中ではつながりを持ちにくい異世代との交流を

通して、高齢者の人々の文化を享受するだけでなく、一緒にゲームや歓談を行い、地域において世

代を超えたつながりや相互理解を深める機会を創出することを目的として実施した。加えて、高齢

者の方との接し方を学び、学生のコミュニケーション能力の向上を図るとともに、高齢者の方や施

設職員との関わりの中で、どのようなボランティアや支援が必要なのかを知り、これから新たに行

う活動を企画する際の気づきを得ることができた。

　今後は、関大生を募集してボランティア体験ツアーとして実施することを予定している。

　　日　　時　 ①９月５日（月）13時30分〜14時30分

　　　　　　　 ②３月15日（水）13時30分〜14時30分

　　場　　所　 オンライン（Zoom）

　　受入団体　 社会福祉法人 秀明会「特別養護老人ホーム あす～る吹田」

　　参加者数　 ①10名（学生スタッフ４名、職員２名、高齢者３名、施設職員１名）

　　　　　　　 ②11名（学生スタッフ３名、職員３名、高齢者３名、施設職員２名）

　　内　　容 高齢者とのゲーム・クイズ、歓談

　　学生スタッフの声

　・高齢者の方が「楽しかった、ありがとう」と言って涙まで流してくださり、短い時間で、これほ

ど感動していただけたのがとても嬉しかったです。

　・普段あまり話すことのない年代の方々と会話することができ、とても思い出に残る良い時間を過

ごせました。

⑥　まちFUNまつりin関西大学2022　子ども店長サポートボランティア
　子ども達を中心に、ともに楽しみ学べる場を地域に作ることを目的として活動している特定非営

利活動法人 ママふぁん関西との共催事業として実施した。

　「地域に開かれた大学」を目指して始まった本イベントは、今回で6回目を迎えた。学生スタッ

フも毎年運営補助ボランティアとして参加しており、2022年度は子ども達が店長となって出展

ブースのお店を手伝い、お金のやりとりも行うことで働く楽しさやお金の大切さを学ぶ職業体験イ

ベント「子ども店長」企画のサポートを行った。

　事前にお給料袋やくじを作成し、当日も会場設営の手伝いを行った。来場した子ども達がエプロ

ンに着替える手伝いや働くお店を決めるくじ引きの対応をする中で、学生スタッフは子ども達の緊

張がほぐれるように、声掛けをするなど工夫しながら活動をした。

　　日　　時　 10月９日（日）10時00分〜13時30分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館およびその周辺

　　参加者数　 学生スタッフ７名

　　内　　容　 お給料袋やくじの作成、会場設営、「子ども店長」事業のサポート、子ども達との交流

　　学生スタッフの声

　・子ども達の元気な姿に勇気づけられる、楽しい時間でした。

　・子ども店長自身が楽しかったと笑顔で言ってくれたり、お給料を手渡しするときにありがとうと

声をかけてくれたりして、うれしかったです。

⑦　非常食配布イベント
　防災意識の向上はもちろん食品ロス削減に取り組むことでSDGsの「つくる責任　使う責任」の

達成への貢献を目指して、公益社団法人 日本非常食推進機構より提供していただいた使用期限が

迫った非常食（防災備蓄品）を配布した。

　当日は、保存用ビスケット、保存用飲料水、アルファ化米の三種類の非常食を配布するのにあわ

せて、学生スタッフが広く認知されるように広報を行った。

　配布数は、保存用ビスケット300個、保存用飲料水100本、アルファ化米41個だった。

　　日　　時　 10月10日（月）12時20分〜12時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館１階学生センター前

　　参加者数　 学生スタッフ７名

　　内　　容　 保存用ビスケット・保存用飲料水・アルファ化米の配布

（２）ボランティア体験ツアー

　ボランティア体験ツアーとは、「ボランティアに関心があるけど一歩踏み出せない」という学生に、

ボランティアの第一歩として気軽に参加できるボランティア活動として実施しているプログラムで

ある。

①　関大クリーン大作戦～関大前の交流の輪を広げよう！～
　関西大学周辺まちづくり勉強会※主催の清掃活動にボランティア活動

として参加した。

　当日は、地域の方や体育会学生と協力して、関大前通りや千里山ユー

トピア遊園の清掃を行った。道端にはタバコの吸い殻が多く、側溝にも

マスクや包装紙のゴミが多く落ちていた。ゴミ拾いを終えたら、根を残

さないように専用の道具などで掘り起こしながら千里山ユートピア遊園

の除草作業を行った。普段なかなか関わることのない地域の方と交流し

ながらの活動となり、終始笑顔が絶えない時間となった。

※阪急電鉄関大前駅周辺の地域において、安心・安全で活力と魅力あふれる「ま
ちづくり」を推進し、自治会、関大前商店街、学校法人関西大学及び行政で
課題を共有し、方策を検討することを目的とした組織。現在は、関大前ラボ
ラトリ（通称まち・かん）の管理運営及び関大前周辺地域の美化活動を主な活動としている。

　　日　　時　 ４月14日（木）８名、５月12日（木）雨天中止、６月９日（木）６名、10月13日（木）

７名、11月10日（木）３名、12月８日（木）７名　14時00分〜15時00分

　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ15名、本学学生延べ16名

　　場　　所　 阪急電鉄関大前駅～関西大学正門の周辺道路、千里山ユートピア遊園

　　主　　催　 関西大学周辺まちづくり勉強会

　　内　　容　 関大前通り、千里山ユートピア遊園の清掃

　　企画学生の声

　・関大前はタバコのゴミや雑草が多く、清掃のやりがいが大きいと感じました。また、地域の方や

関大生とも交流しながら行えたため、最後まで良い雰囲気で清掃できたと思います。

　・参加してくれた関大生と活動中もたくさん話せました。１人で清掃に集中するよりも話しながら

のほうが楽しく、時間が過ぎるのが早かったです。

　　参加者の声

　・コロナ禍でも自分がやれることに挑戦したかったから参加しました。地域の人と交流できてよ

かったです。（社会学部・２年次生）

　・街が綺麗になっていくのがうれしかったです。地域の人たちとも協力しあうことができて、充実

した時間でした。（法学部・1年次生）

②　関大クリーン大作戦in高槻
　普段利用している駅やキャンパス周辺を清掃し、景観を保護すること

で、学生や地域の方々が気持ちよく利用することを目的に、また、阪急

高槻市で活動することで高槻キャンパス、高槻ミューズキャンパスの学

生も気軽にボランティアに参加できる機会を設けることを目的として実

施した。

　4月実施時は、阪急高槻市駅周辺の本通り商店街と中通り商店街の二

手に分かれて、清掃活動を実施した。11月実施時は、参加者全員で清

掃活動を実施した。両日とも、最初にアイスブレイクを行い、交流をし

てから清掃活動に取り組んだため、雰囲気がよく楽しく活動することが

できた。

　　日　　時　 ①４月17日（日）９時00分〜10時30分

　　　　　　　 ②11月27日（日）９時00分〜10時30分

　　場　　所　 阪急高槻市駅周辺

　　参加者数　 ①15名（学生スタッフ５名、本学学生10名）

　　　　　　　 ②７名（学生スタッフ６名、本学学生１名）

　　内　　容　 阪急高槻市駅周辺の清掃

　　企画学生の声

　・想像していたよりも多くの人に参加してもらうことができて、アイスブレイクや清掃活動中は参

加者同士の交流があり、いい雰囲気で活動することができてよかったです。

　・活動中に通りがかった地域の方から「お疲れ様です。」というお言葉をいただくことができて、

嬉しかったです。

　　参加者の声

　・友達の輪を広げたいと思い参加しました。ゴミをたくさん拾うことができてやりがいがありまし

た。（社会安全学部・１年次生）

　・少人数のグループに分かれてのゴミ拾いだったので、1人で参加しても他の参加者と話しながら

活動しやすくて良かったです。（総合情報学部・３年次生）

③　淀川掃除
　淀川河川敷の清掃をすることで、大阪湾へゴミが流れ込むことを防ぎ、

淀川の水質や景観を保護することを目的に、また、清掃活動という気軽

に参加できる点を活かして、関大生にボランティア活動の魅力を広める

機会にすることを目的として実施した。2021年度には、淀川河川事務

所に相談を行ったうえで、これまで清掃を行っていた南方地区から行政

の対応が追い付いていないより河口の西淀川区福町地区へ場所の変更を

行った。

　４月実施時は雨天だったため、河川敷の手前を２グループに分かれて

清掃活動を行い、途中でグループを入れ替える等、参加者同士がより多

く関われるよう工夫を行った。

　10月実施時は晴天に恵まれ、5グループに分かれて河川敷を広く清掃

した。

　　日　　時　 ①４月24日（日）10時00分〜12時00分

　　　　　　　 ②10月23日（日）10時00分〜12時00分

　　場　　所　 大阪市西淀川区　阪神福駅近くの河川敷

　　参加者数　 ①26名（学生スタッフ8名、本学学生18名）

　　　　　　　 ②20名（学生スタッフ10名、本学学生10名）

　　内　　容　 淀川河川敷の清掃

　　企画学生の声

　・雨の中での実施となり、予定していた通りの淀川掃除は出来ませんでしたが、参加者の方から「楽

しかった」という言葉が聞けて嬉しかったです。

　・通りすがりの地域の方からどこの大学の団体なのかと尋ねられ、「ありがとうね、頑張って！」

とお声掛けいただいて嬉しかったです。

　　参加者の声

　・河川敷には多くのゴミが落ちていて、それらを拾っていくことが単純に楽しかったし、学生ス

タッフの方や参加者の方と色々話せてよかったです。（外国語学部・１年次生）

　・前に参加した清掃ボランティアで誘ってもらったので、参加しました。思っていたよりもプラス

チックのゴミが多くて驚きました。（政策創造学部・１年次生）

④　献血呼びかけボランティア

　献血の必要性を多くの学生に伝えることが、社会貢献につながるとい

うことを知ってもらうこと、また、気軽に参加できる学内ボランティア

を通じて、ボランティアの良さを身近に感じてもらい次のボランティア

活動参加のきっかけを創出することを目的として実施した。

　現在の日本では少子高齢化が進み、輸血を必要とする高齢者の割合が

増える一方で、それを支える若者の献血者数が減っているという危機的

状況にある。また、血液は長期の保存ができないため、安定的な供給が

必要であるが、献血について学生の関心が薄いのが現状である。

　献血を実施の広報だけでなく、当日は、献血車前で看板を持って献血

協力の呼びかけを行った。

　　日　　時　 ４月25日（月）14名、４月26日（火）９名、５月10日（火）６名、６月７日（火）８名

　　　　　　　 10月12日（水）10名、10月20日（木）３名、11月11日（金）６名、12月５日（月）４名

　　　　　　　 11時30分〜13時30分、12時00分〜13時00分

　　　　　　　 ※10月20日は関大防災DAYの事業の一環として実施した。
　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ40名、本学学生延べ20名

　　場　　所　 千里山キャンパス総合図書館前、悠久の庭前、

　　協　　力　 大阪府赤十字血液センター

　　内　　容　 献血への協力呼びかけ

　　企画学生の声

　・授業終わりで人通りが多い時間帯に呼び込み時間を設定したため、効果的に呼びかけが行えたと

思います。前を通った方が自分たちの呼びかけに反応してくださって嬉しかったです。また、毎

月行っているので声を出すことに慣れてきて、積極的に声かけをすることができました。

　・呼びかけを行ったことで、多くの学生に献血実施中であることに気付いてもらうことができまし

た。呼びかけに反応してくださる方もいて嬉しかったです。

　　参加者の声

　・輸血経験があるため、恩返しになればと思って参加しました。活動はアットホームな雰囲気で楽

しむことができました。（文学部・２年次生）

　・自分が想像していた以上に人が集まり、献血に協力していたので、声掛けの達成感を感じました。

（商学部・３年次生）

⑤　関大花植え活動（大学昇格100年記念）
　大学昇格100年記念事業の一環として、経済学部と商学部の学び舎で

ある第２学舎１号館前の広場を、山岡順太郎の胸像とともにリニューア

ルすることとなり、管財課の協力のもと、花壇の花植え活動を実施した。

大学昇格100年という節目に、緑のなかで新しい仲間と出会って交流し

ながら、学生たちの愛校心を育むこと。また、今後の広報を含めて、「ボ

ランティアセンター学生スタッフ」が大学内で広く認知されることを目

的として実施した。

　当日は、業者の方の指示に従いながら土を掘り、花を植えた。活動の

途中から雨が降りだしたため、レインコートを着用しての活動になった

が、参加者全員が熱心に取り組んだ結果、予定よりも広い範囲に花を植

えることができた。

　　日　　時　 ５月13日（金）９時00分〜12時10分

　　場　　所　 千里山キャンパス第2学舎1号館前広場

　　参加者数　 30名（学生スタッフ９名、本学学生21名）

　　内　　容　 花壇の花植え

　　企画学生の声

　・花を植える場所の土が硬くて、掘るのに思ったより時間がかかって大変でした。また、植えると

きに花の間隔や全体のバランスを考えるのが難しかったので、わからないことがあったら業者の

方に質問しながら作業をすすめました。

　・業者の方から「これからも手伝いにきてほしい」と言って褒めていただけて、嬉しかったです。

　　参加者の声

　・花植えに興味が湧いたので参加しました。想像していたよりも体力を使い、花壇がきれいになっ

ていくのが分かってやりがいがありました。（システム理工学部・４年次生）

　・ボランティア活動を体験してみたかったので参加しました。自分の活動が花というかたちで残っ

て嬉しいです。（文学部・１年次生）

⑥　高槻景観美化ボランティア
　自然と共生する「花と緑のまちづくり」に寄与することを目的として

いる高槻市のNPO法人「花と緑のまちづくり 高槻景観園芸クラブ」と

の連携事業として活動に参加し、学生に環境美化、地域交流の必要性を

学んでもらうことを目的として実施した。

　高槻景観園芸クラブの方々から活動の説明を受けた後、初対面の学生

の緊張をほぐすためにアイスブレイクを行った。高槻景観園芸クラブの

方々の指示に従い、苗床を整備して花を植えていく中で、良い苗の見分

け方や植物の種類なども教えていただいた。

　11月実施時は花を植えた後、花壇周りや他の花壇に積もった大量の

落ち葉を拾い集め、花壇全体の景観を美しく整えた。

　幅広い世代の憩いの場所である公園を美化し、まちづくりに関心を持

てるような事業は貴重なものであり、団体の方々とコミュニケーション

を取りながら、楽しく花植え活動を行うことができた。

　　日　　時　 ①５月14日（土）８時50分〜11時00分

　　　　　　　 ②11月20日（日）９時00分〜11時00分

　　場　　所　 大阪府高槻市　高槻城公園

　　　　　　　 連携先 NPO法人 花と緑のまちづくり 高槻景観園芸クラブ

　　参加者数　 ①７名（学生スタッフ５名、本学学生２名）

　　　　　　　 ②６名（学生スタッフ４名、本学学生２名）

　　内　　容　 高槻城公園内の花壇の手入れ、地域の方との交流

　　企画学生の声

　・団体の方といろんなお話をしながら花植え活動を行い、花植えをしたことがない学生でも不安な

く楽しめた事業でした。参加学生にボランティアの魅力を伝えるとともに、自身も改めてボラン

ティアの魅力を感じることができました。

　・花にも一つ一つ個性があり、それぞれに花の魅せ方があるのだと初めて知り、ただ活動するので

はなく、何かを意識して取り組むことの大切さを学びました。

　　参加者の声

　・花壇の手入れをしたことがなく、一度してみたいと思ったので参加しました。花壇が綺麗になっ

た際に感じた達成感や団体の方々との交流を通じて、ボランティアの魅力や楽しさを感じること

ができました。（法学部・４年次生）

⑦　関大クリーン大作戦in梅田
　梅田キャンパスの周辺を清掃することで環境や景観を保護し、通行す

る人々が気持ちよく過ごすことができるようにすること、気軽に参加で

きるボランティア活動として清掃活動に参加することでボランティアの

やりがいや楽しさを感じてもらうことを目的として実施した。

　当日は、梅田キャンパスの教室にてアイスブレイクを行ったあと、２

グループに分かれて茶屋町エリアの清掃を約１時間行った。清掃活動中

には、通りがかった人や清掃ルートの並びにある店舗の方からお礼の言

葉をもらうことができ、参加者の達成感や満足感につながった。日曜の

朝ではあったが人通りや車が多く、学生スタッフが時折声をかけて注意

を促しながら活動した。

　　日　　時　 ①５月15日（日）９時00分〜11時00分

　　　　　　　 ②11月13日（日）９時00分〜11時00分

　　場　　所　 梅田キャンパス周辺

　　参加者数　 ①19名（学生スタッフ５名、本学学生14名）

　　　　　　　 ②13名（学生スタッフ３名、本学学生10名）

　　内　　容　 梅田キャンパス周辺の清掃

　　企画学生の声

　・アイスブレイクで学部や趣味などの自己紹介を行ったので、活動中の話題ができてすごく話しや

すかったです。友達同士が一緒になるようにグループ分けしたのがよかったのか、参加した学生

同士楽しそうに活動していました。

　・清掃の距離を延ばすなどの工夫をしましたが、ルートによってゴミの量が違っていたので、ルー

トの見直しが必要だと感じました。雨の中での活動でしたが、みんなで楽しく清掃活動ができた

ので嬉しかったです。

　　参加者の声

　・活動場所が梅田なので参加しやすいと思い参加しました。普段なかなかゴミ拾いを行う機会がな

かったので経験できて良かったです。（商学部・１年次生）

　・一度ボランティアに参加してみたいと思ったので参加しました。自分たちで街を少しでも綺麗に

する活動ができ、良い経験になりました。（社会安全学部・１年次生）

⑧　関大クリーン大作戦～千里山キャンパス周辺の清掃～
　普段自分たちが利用している千里山キャンパス周辺を清掃することで

環境や景観を保護し、関大生や地域の方々がより気持ちよく過ごすこと

ができる。また、授業の空きコマに気軽に参加できることでボランティ

ア活動を身近に感じてもらうことを目的として実施した。

　活動前にアイスブレイクを行い、学部や学年に関係なく学生同士が交

流することで、その後の活動も和やかな雰囲気で進めることができた。

清掃は関大前ルートと名神高速道路沿いルートの2コースに分かれて

行った。ゴミは「燃えるゴミ」「ビン・カン」「ペットボトル」の3つに

分類して集めたが、タバコの吸い殻が最も多く、ゴミを拾うだけでなく、

今後はゴミを捨てる人が少なくなるように啓発を目的とした活動も検討

している。

　　日　　時　 ①５月21日（土）10時40分〜12時10分

　　　　　　　 ②10月15日（土）10時40分〜12時10分

　　場　　所　 千里山キャンパス周辺

　　参加者数　 ①10名（学生スタッフ３名、本学学生７名）

　　　　　　　 ②16名（学生スタッフ７名、本学学生９名）

　　内　　容　 千里山キャンパス周辺の清掃

　　企画学生の声

　・ゴミの量が少なく、やりがいを感じにくいのではないかと心配でしたが、清掃中はずっと楽しく

会話しながら活動を行うことができました。

　・参加者の１回生が１人で、他の上級生と仲良くなれるかどうか不安がありましたが、始まってみ

ればみんな会話が絶えず、終始楽しく活動することができました。

　　参加者の声

　・自分が通っている大学に恩返しをしたいと思って参加しました。意外と大学の周りが綺麗だった

ことに驚きました。（社会学部・３年次生）

　・アルバイトをやっていないため、他に何か出来ることはないか、頑張れることはないか、と探し

ていたらこのボランティアを見つけて参加しました。意外と細かいゴミが多く、拾うのが大変で

したが、充実した時間を過ごせました。（法学部・１年次生）

⑨　関西大学×法政大学 スポーツゴミ拾い
　法政大学と連携しZoomを用いて合同でゴミ拾いを実施した。「スポー

ツゴミ拾い」とは、制限時間内に指定されたエリアのゴミを拾い、拾っ

たゴミの量と種類で得点を競い合うというスポーツ要素を加えた、日本

発祥の新感覚清掃活動である。ゴミ拾いにスポーツ要素をかけ合わせる

ことで、ゴミ拾いをスポーツ感覚で楽しみ、ボランティアへの興味を引

き出し、法政大学の学生と交流を深め、参加者同士で協力してゴミ拾い

を行うことで連帯感や達成感を得ることを目的として実施した。

　当日は、Zoomを繋ぎながらキャンパス周辺の清掃を行い、清掃の様

子だけでなく、キャンパスの様子なども映すことで大学の所属を超えて、

学生ボランティア同士の交流も行うことができた。

　　日　　時　 ①５月29日（日）14時00分〜16時20分

　　　　　　　 ②３月13日（月）13時50分〜16時20分

　　場　　所 ①関西大学千里山キャンパス周辺および凜風館１階学生ラ

ウンジ

　　　　　　　 　法政大学市ヶ谷キャンパス周辺および外濠校舎３階S305

　　　　　　　 ②関西大学千里山キャンパス周辺および尚文館１階マル

チメディアAV大教室

　　　　　　　 　法政大学市ヶ谷キャンパス周辺および外濠校舎３階S305

　　共　　催 法政大学ボランティアセンター、法政大学ボランティアセ

ンター学生スタッフ VSP

　　参加者数 ①32名（学生スタッフ10名、本学学生７名、法政大学15名）

　　　　　　　 ②25名（学生スタッフ７名、本学学生６名、法政大学12名）

　　内　　容 それぞれのキャンパス周辺のゴミ拾い、クイズ大会、法政大学との交流

　　企画学生の声

　・拾ったゴミを得点化して競うのはゲーム感覚があり、参加者

に楽しんでもらえたように思います。参加者の方がゴミを袋に

入れるときに何を拾ったかを伝えてくれたので、記録がスムー

ズに進みました。

　・単なるゴミ拾いではなく、ゴミを点数化してチーム対抗で競う

ことで、楽しみながらも一生懸命に取り組むことができ、参加

者にボランティアを楽しむ感覚を味わってもらえて、非常に良

かったです。

　　参加者の声

　・スポーツゴミ拾いはゲーム性があり、法政大学の学生と交流し

ながら楽しく活動することができました。（文学部・２年次生）

　・学生スタッフの方もほかの参加者の方も丁寧に接してくれて嬉

しかったです。おかげで楽しく街を綺麗にすることができまし

た。（法学部・２年次生）

⑩　1000000人のキャンドルナイト 茶屋町スロウデイ2022
　梅田・茶屋町エリアの企業、地域団体、学校および行政などが集まっ

て“歩いて楽しいまちづくり”を推進し、茶屋町の魅力を発信する本イ

ベントに2017年度から参加している。魅力発信に取り組み地域の活性

化を行い、キャンドルの灯りを見てくれる人に気持ち安らぐ時間や癒し

を提供することを目的として実施した。

　2022年度は「Convivial 〜ともに愉しむ日～」をテーマに、３年ぶ

りの現地開催となった。「キャンドルの灯りが人々の心に安らぎと未来

への希望をもたらすように」という願いを込めて、学生スタッフは

CHASKA茶屋町（ジュンク堂書店）前にキャンドルアートを設置した。

　事前に学生スタッフが考えたデザインを基にキャンドル装飾を行い、

設置・点火・火の見守り・会場の片付け等の活動を行った。

　キャンドルに火が灯り、日が落ちて街が暗くなるにつれて、大勢の方がキャンドルアート前で足

を止めて写真撮影を行い、キャンドルの光に照らされた笑顔に溢れたイベントとなった。

　　日　　時　 ①事前説明会：５月25日（水）12時20分〜12時50分

　　　　　　　 ②活　　　動：６月１日（水）13時00分〜22時00分

　　場　　所　 ①千里山キャンパス凜風館1階ピアエリア／オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②大阪市北区　CHASKA茶屋町

　　参加者数　 24名（学生スタッフ11名、本学学生13名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明会

　　　　　　　 ②キャンドル装飾の制作・設置・点灯・見守り

　　企画学生の声

　・CHASKA 茶屋町全体がキャンドルの温もりに包まれた空間を体感できて良かったし、自分がそ

の空間を作る側として携わることができて嬉しかったです。たくさんの方達が見に来てくれたり

写真を撮ったりしてくれて、地域の活性化に貢献できたと思えました。

　・日が沈んだ後、キャンドルが光っている景色を見た時に、とても感動しました。たくさん写真

を撮っている方や、キャンドルの灯をずっと眺めている方もいらっしゃって嬉しかったです。

　　参加者の声

　・点灯時間までにキャンドルの設置が間に合うか不安でしたが、参加者の方々と協力して取り組み、

デザイン通りのものを完成させることができました。点灯した綺麗なキャンドルを見ると、達成

感や安らぎを感じることができ、ボランティアに参加して良かったと感じました。（社会学部・

１年次生）

　・一緒に活動した関大生と仲良くなることができ、入学してなかなか友達ができなかった自分に

とってすごく嬉しく、楽しいボランティア活動でした。（社会学部・２年次生）

⑪　大和川掃除
　堺キャンパス周辺を流れる大和川河川敷を清掃することで景観を清潔

に保つことができ、地域の方が河川敷をより気持ちよく利用できると同

時に、堺キャンパス周辺の地域貢献活動を目的として実施した。

　本活動は、堺キャンパスに通う学生にとって参加しやすい活動場所で

あることから、堺エリアで活動を展開しているボランティア団体

「WEVO」とも連携して実施している。

　当日は雲が多かったが気温は高かったため、こまめに休憩をとり、熱

中症に気を付けながら清掃活動をした。河川敷には大和川上流から家庭

ゴミやペットボトル等が流れてくるため、参加者全員で力を合わせて清

掃することで河川敷を綺麗にすることができた。

　　日　　時　 ６月５日（日）９時30分〜11時30分

　　場　　所　 大阪府堺市　大和川左岸河川敷

　　参加者数　 72名（学生スタッフ14名、本学学生17名、WEVO所属学生41名）

　　内　　容　 大和川河川敷の清掃

　　協　　力　 WEVO

　　企画者の声

・普段交流する機会が少ないWEVOの方達と交流することが出来て、貴重な機会でした。一見何も

無いように見えても、掘ってみると靴が1足出てくるなど、砂に埋まっているゴミが沢山見られ

ました。

　・同じグループの方たちと楽しく話しながら協力して清掃することができて良かったです。堺キャ

ンパスの方と一緒に活動することは初めてだったので、とても新鮮でした。キャンパス間の交流

にもなり、有意義な活動となりました。

　　参加者の声

・社会経験を積むために参加しました。初対面の人とも話すことができたので良かったです。（法

学部・３年次生）

　・ボランティアの経験を積む良い機会になると考えたので、参加しました。活動自体は思っていた

よりも短く感じ、少人数でのグループだったので活動しやすかったです。（法学部・３年次生）

⑫　吹田くわいボランティア 
　若者の農業への関心が低下し、千里山キャンパスがある吹田市の特産

品である吹田くわいの認知度が低いという現状がある。そこで、吹田く

わいの植え付けから収穫まで一年を通した活動を通して、吹田くわいに

ついて深く理解してもらうとともにボランティアの魅力に気付いてもら

うことを目的として実施した。

　どちらの活動も、農園の方から吹田くわいの説明をしていただき、植

え付けや収穫のコツについてお話しいただいた後、作業を行った。植付

けでは、日常生活では着る機会のない胴長を着用しての作業に苦戦しな

がらも、参加者同士で声を掛け合い農業の大変さを感じながら活動した。

収穫では、備中鍬でくわいを傷つけないように慎重に泥をかき分けなが

ら、全部で約700グラムのくわいを収穫した。

　　日　　時　 ①植え付け：６月16日（木）14時45分〜17時00分

　　　　　　　 ②収　　穫：12月５日（月）14時45分〜17時00分

　　場　　所　 大阪府吹田市　西農園

　　協　　力　 吹田市都市魅力部 地域経済振興室

　　参加者数　 ①13名（学生スタッフ５名、本学学生８名）

　　　　　　　 ②６名（学生スタッフ６名）

　　内　　容 吹田くわいの植え付けと収穫作業の手伝い

　　企画者の声

　・大学のある吹田市の特産品に触れることができ、地域のことを少しでも知るきっかけとなりまし

た。

　・くわいを収穫する作業は考えていたよりも大変でしたが、そのぶん達成感があり、泥の中からく

わいを見つけた時は嬉しい気持ちになりました。頂いたくわいを家に帰って素揚げにして食べて

みると、自分達で収穫したこともあってとても美味しかったです。

　　参加者の声

　・普段の生活で農業に関わることがないので、やってみたいなと思って参加しました。農業体験だ

けでなく、くわいの事を知ることもできてよかったです。（文学部・４年次生）

　・「すいたん」のモチーフであるくわいに興味があったので参加しました。また、学生スタッフの

方が話しやすくてよかったです。農家の方のお話も面白かったです。（法学部・２年次生）

⑬　飛鳥光の回廊2022 ～明日香をともす「和」のひかり～
　明日香村で毎年行われている、石舞台古墳をはじめ岡寺や飛鳥寺など、

明日香村内の代表的な史跡・寺社・施設をろうそくやLEDライトの明か

りで彩る地域活性化イベントで、奈良県明日香村との連携事業として実

施した。

　「キャンドルの輪と和でつながる光」を関西大学のテーマとし、キャ

ンドルのデザインや配置を考え、他の活動では得られない大変さと、よ

り大きなやりがいや達成感を感じることができた。

　残念ながら1日目は雨天のため中止となったが、石舞台古墳や奈良県

立万葉文化館などを見学し、明日香村の歴史や文化的価値について学ん

だ。2日目は、用意した約3000個の色付き紙コップを「ボランティア

センター 2022」という文字やピラミッド、円の形に並べた。夕方から

は多くの方が来場し、写真撮影をしたりと笑顔溢れる楽しい空間となった。

　　日　　時　 ①事前説明会：９月１日（木）12時00分〜13時00分

　　　　　　　 ②活　　　動：９月23日（金）10時00分〜17時00分

　　　　　　　 　　　　　　　９月24日（土）11時00分〜22時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②奈良県高市郡明日香村　川原寺跡

　　連 携 先　 奈良県明日香村

　　参加者数　 40名（学生スタッフ延べ21名、本学学生延べ19名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明

　　　　　　　 ②キャンドルデザイン案の作成、キャンドルを入れる紙コップの制作、

　　　　　　　 　キャンドルの設置・点灯・撤去、明日香村の散策、地域の方との交流

　　企画学生の声

　・イベントが始まると多くの方が見に来てくださり、「きれい」「すごい」などのお声をきくことが

でき、このイベントに関西大学ボランティアセンター学生スタッフとして参加してよかったと思

いました。

　・気温が高い中、多くのキャンドルを並べていくのは大変だったが、みんなで協力し合いながら長

時間かけて作り上げたので、その分、夜になりキャンドルの灯りがきらきらしているのを見ると

とても達成感を感じることができました。

　　参加者の声

　・楽しそうだと思ったので参加しました。思っていたよりずっと大変だったけど、終わったあとの

達成感が気持ちよかったです。（社会安全学部・1年次生）

　・みんなでキャンドルを並べるのがとても楽しかったです。参加して良かったと思いました。（経

済学部・1年次生）

⑭　下校見守り活動
　吹田警察生活安全課防犯係と連携して、千里山キャンパス近くの小学

校に通う子どもが安全に下校できるような環境を守ることを目的とし

て、千里山キャンパス周辺の小学校の下校時間にあわせて正門前で見守

り、声かけを実施した。

　当日は、子どもたちが「さようなら」「気を付けて帰ってね」と声を

かけると元気よく挨拶を返してくれたり、関西大学という名前を見て

「知ってる！」と声をかけてくれたりと、参加した学生ボランティアと

の交流を楽しむ様子が伺えた。

　　日　　時　 10月11日（火）７名、13日（木）４名、14日（金）４名　14時00分〜15時00分

　　　　　　　 10月12日（水）３名　12時45分〜14時15分

　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ10名、本学学生延べ８名

　　場　　所　 吹田市立千里第二小学校

　　協　　力　 吹田警察署生活安全課防犯係

　　内　　容　 小学校正門前での声掛け、見守り

　　企画学生の声

　・見守り活動中はできるだけ腰を屈めて、子どもたちと目線の高さを合わせて挨拶することを心が

けるようにしました。地域に根ざしたボランティア活動を企画できてよかったです。

・元気に挨拶をしてくれた子どもも多く、見守り活動をしている私たちの方が元気をもらいました。

　　参加者の声

　・実際に吹田警察署の方と連携して、見守り活動をするという貴重な経験ができて良かったです。

小学生から挨拶を返してもらえたりして本当にやってよかったと思いました。とてもいい経験に

なりました。（法学部・３年次生）

　・はじめてのボランティア活動で緊張していましたが、学生スタッフの方も職員の方も優しくて安

心しました。見守り活動もやりがいを感じることができたので、参加してよかったです。（商学部・

３年次生）

⑮　琵琶湖ツーリズム！～大学生で考える環境ボランティアの未来2022（実践編）〜
　関西大学ボランティアセンターは2017年度から琵琶湖の保全活動に

取り組んでいる。2017年度は特定外来生物オオバナミズキンバイ駆除

活動、2018年度は清掃活動を実施し、2019年度及び2020年度は新型

コロナウイルス感染症拡大の影響により実施を見合わせた。

　本学主催３大学（法政大学・明治大学・関西大学）連携事業として、

法政大学の学生ボランティアとともに、琵琶湖岸の環境保全活動として

滋賀県長浜市の南浜漁港にて、船の出港を妨げている特定外来生物ナガ

エツルノゲイトウの駆除活動を行った。

　当日は、学生ボランティア全員が胴長とライフジャケットを身につけ、

岸と舟上よりナガエツルノゲイトウの駆除活動を行った。ナガエツルノ

ゲイトウは、琵琶湖や内湖、河川などの水際に生育している水陸両生の多年生の植物で、茎の断片

からも再生するほど繁殖力が強いため、機械ではなく手作業で根や茎をできるだけ残さないように

根本から丁寧に引き抜き、陸に上げる作業を熱心に行った。

　その結果、夕方には、湖面が見えないほど群生していたナガエツルノゲイトウのほとんどを駆除

することができ、参加者全員がやりがいや充実感を得ることができ、大学生として環境ボランティ

アの未来を考えるうえでの契機となった。また、今回の活動を通して、大学の所属を超えて学生ボ

ランティア同士が交流を行うことができ、有意義な1日となった。

　　日　　時　 ①事前説明会：10月11日（火）12時15分〜12時50分

　　　　　　　 ②駆 除 活 動：10月16日（日）７時30分〜18時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②滋賀県長浜市　南浜漁港

　　活動協力　 滋賀県立琵琶湖博物館　特別研究員 /

　　　　　　　 滋賀県琵琶湖環境部 自然環境保全課 副主幹　中井 克樹 氏

　　　　　　　 南浜漁業協同組合

　　参加者数　 ①36名（学生スタッフ30名、本学学生６名）

　　　　　　　 ②42名（学生スタッフ24名、本学学生５名、法政大学９名、教職員４名）

　　内　　容　 特定外来生物ナガエツルノゲイトウの駆除活動

　　企画学生の声

　・ナガエツルノゲイトウは、とるのが難しく、無理に引っ張っても途中で切れてしまうと意味が

なく、ナガエツルノゲイトウの駆除の大変さに驚きました。活動後のきれいな湖面を見たからこ

そ、自然をこれからも大切にしていかなければいけないと感じました。

　・関西大学及び法政大学の学生、職員の方たちと活動中に交流できたので、楽しかったです。自分

たちの活動の成果を現地の方が喜んでくれていたことで、より達成感を感じることができました。

　　参加者の声

　・ナガエツルノゲイトウの駆除活動は、協力することが必須な作業だったので、参加者同士でコ

ミュニケーションをとり新しい輪を広げられてよかったです。（関西大学・３年次生）

　・外来種の駆除という貴重な体験をしてみたいと思い、参加しました。目に見える形で成果が現れ

るので、達成感を感じることができ参加してよかったと感じました。（関西大学・１年次生）

　・晴天の中、関西大学の皆さんと協力して非常に楽しく活動することができました。また、漁協の

方も優しく特定外来生物の駆除方法を教えてくださり、初心者でもすぐに取り組める内容でした。

昼食時は関西大学のみなさんとコミュニケーションを取りながら時間を過ごすことができ、２大

学合同ボランティア活動ならではの有意義な経験となりました。（法政大学・３年次生）

　・関西大学の方々と連携して、特定外来生物を駆除することができて良かったです。また、今回の

駆除活動を通じて、どれだけ湖が汚れているのかを目の当たりにし、今後、自分がどのように環

境活動に関わっていけばいいのかを考える良い機会になりました。（法政大学・２年次生）

⑯　2022年度学園祭「環境問題ってなんだろな？〜クイズで！ゲームで！楽しく学ぼう！〜」
　学生スタッフは、淀川河川敷の清掃活動や琵琶湖の特定外来生物の

駆除活動などといった環境保全活動を普段から多数実施している。そ

ういった経験を活かし、遊びを通して子ども達に環境問題について考

えるきかっけをもってもらえるような企画とした。また、統一学園祭

に来訪される保護者の方や地域の方及び本学学生に、ボランティア活

動の魅力と学生スタッフの活動を知ってもらうことを目的として実施

した。

　本学統一学園祭には、親子連れや子どもが多く来場するため、子ど

もを対象としてSDGs（特に環境問題）について学んでもらうため、環

境問題というテーマで3つのブースを設けた。当日は多くの子ども達が

訪れ、ゲームを通して環境問題について学びを得る機会となった。

　　日　　時　 11月３日（木）12時00分〜15時30分

　　　　　　　 11月４日（金）10時00分〜16時00分

　　　　　　　 11月６日（日）10時00分〜13時00分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館１階学生ラウンジ

　　参加者数　 102名（学生スタッフ延べ94名、本学学生延べ８名）

企画内容：

・紙芝居

　海洋プラスチック問題を中心とした環境問題について紙芝居で説

明したあと、身近な例を使ったクイズで環境問題について楽しく学

んでもらった。

・ミニゲーム

　牛乳パックや段ボールなどを再利用して作ったおもちゃで魚釣り

ゲームをしてもらった。捨てるはずだったもので遊んでもらうこと

で、リサイクルの大切さやゴミを減らす工夫などについて楽しみな

がら学んでもらった。

・塗り絵

　色鉛筆やクレヨンを使ってSDGsや地球をモチーフにした塗り絵

をしてもらいながら、SDGsについて興味を持ってもらった。

　　企画学生の声

　・初めて学園祭に参加しましたが、とても楽しかったです。子ども達が楽しみながらも環境問題に

ついて学びを深めてくれている姿が、とてもいきいきとしていたのが嬉しかったです。

　・ミニゲームも塗り絵も紙芝居も全て子ども達は楽しそうに体験してくれていました。笑顔で帰っ

ていく子ども達を見ると、とても嬉しく感じました。

　　参加者の声

　・一度もボランティアに参加したことがなかったので、参加してみたいと思って参加しました。来

場してくれた子ども達が可愛かったです。（経済学部・３年次生）

　・子どもとコミュニケーションを取れる良い機会だと思ったので参加しました。学生スタッフの方

も親切で楽しく活動できました。（社会学部・１年次生）

⑰　千里キャンドルロード2022
　吹田市と豊中市にまたがる千里ニュータウンの人口にちなんだ９万個

のキャンドルに灯をともすイベント「千里キャンドルロード」に本セン

ターは2014年度から参加し、今回で８回目となる。10周年を迎えた今

年は、『「出会い」これまでも…これからも…』をテーマに、３年ぶりに

来場予約なしでの開催となった。

　学生スタッフはキャンドルのデザインから考え、2022年度は、約

2000個の紙コップを色づけした大きな赤いハート２つを中心に、伸び

る 蔦 葉 や 青 い 紙 コ ッ プ で 縁 取 り し た「Kandai Volunteer Center 

2022」の白い文字など、工夫を凝らしたデザインを作成した。

　当日は、多くの方が訪れ、暗くなってキャンドルに火が灯されると、

あたり一帯が幻想的な光景になる様子を訪れた方たちが足を止め写真撮影をするなど、笑顔溢れる

光景となった。

　　日　　時　 11月５日（土）11時30分〜21時00分

　　場　　所　 吹田市立千里南公園

　　主　　催　 千里キャンドルロードプロジェクト

　　参加者数　 40名（学生スタッフ33名、本学学生７名）

　　内　　容　 キャンドルデザイン案の作成、キャンドルを入れる紙コップの色付け、

　　　　　　　 キャンドルの設置・点火・見回り・片付け

　　企画学生の声

　・「ここ（関大の作品）すごい！」「ここがメインやね。」などと、来場した方からの嬉しい言葉を

たくさん耳にしました。準備は大変でしたが成功して良かったと思えた瞬間でした。

　・スペースの問題もあり、当日にデザインの変更をしましたが、とても上手に完成させることがで

きて達成感がありました。学生スタッフの参加人数がとても多く、学生スタッフの交流の場となっ

ていたのも良かったです。

　　参加者の声

　・楽しそうだと思ったので参加しました。みんなで一つのものを作れていい経験になりました。（経

済学部・３年次生）

　・学園祭期間で授業がなく時間が空いていたこともあり、参加を決めました。想像していた以上に

キャンドルに灯をともした光景が綺麗で、また、地域の人達にも満足していただけたようでやり

がいを感じました。（法学部・２年次生）

⑱　大阪マラソン2023給水ボランティア
　今回で11回目の開催を迎える大阪マラソンは、チャリティ文化の普

及を目指す日本最大規模の都市型市民マラソンである。本学は第1回大

会からオフィシャルスポンサーとして参画している。

　活動を通して本学学生が大阪を盛り上げるとともに、ボランティアの

楽しさややりがいを感じてもらう機会とすることを目的として実施し

た。

　当日は、本学学生が給水ボランティアとして携わり「みんなでかける

虹。」というスローガンのもと、29,285人のランナーをサポートした。

給水や応援を通してランナーの方と関わり、参加した学生にもよりボラ

ンティア楽しさやスポーツの魅力を感じてもらうことができる活動と

なった。

　　日　　時　 ①事前説明会：２月15日（水）13時00分〜14時30分

　　　　　　　 ②活　　　動：２月26日（日）７時30分〜12時00分

　　場　　所　 ①千里山キャンパス第２学舎４号館BIGホール100

　　　　　　　 ②大阪マラソン第１給水所（５ km地点／中之島・本町ブロック）

　　参加者数　 191名（学生スタッフ22名、本学学生58名、体育会所属学生108名、職員３名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明、ボランティアセンターの紹介

　　　　　　　 ②給水所でのランナーへの給水提供

　　参加者の声

　・中学校の頃からマラソンに興味があり、実際に見てみたかったので参加しました。ランナーの皆

さんが一生懸命走りつつも、僕らボランティアに「ありがとう」と声を掛けてくれたことがすご

く嬉しかったです。（環境都市工学部・２年次生）

　・2021年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響で中止になってしまったので、今回は絶対に

参加しようと決めていました。関西大学の多くの学生が大阪マラソンという大きなイベントに携

われて、盛り上げることができて良かったです。（システム理工学部・2年次生）

⑲　飛鳥ハーフマラソン2023給水ボランティア
　関西大学と縁の深い奈良県明日香村で開催される飛鳥ハーフマラソン

に2021年度に引き続き2022年度も学生ボランティアをいう形で参加

した。本学学生が学生ボランティアとして参加することで地域貢献活動

に寄与するとともに、ボランティア経験の浅い学生に対してボランティ

アのやりがいや魅力を広めることを目的として実施した。

　明日香村は「飛鳥・藤原の宮都とその関連資産群」として世界遺産登

録をめざしており、その構成資産の半分以上を巡ることができるように

コースが設定されている。また、持続可能な社会づくりのためにソフト

フラスク（折りたためる携行給水ボトル）の配布や、参加費等の一部で

菜の花のタネを購入して景観保全に役立てるなど、様々な取り組みが行

われている。

　当日は、スタートからおよそ11km地点の棚田に設けられた第２給食所で甘酒の提供を行った。

　　日　　時　 ①事前説明会：３月１日（水）10時00分〜11時30分 

　　　　　　　 ②活　　　動：３月12日（日）８時00分〜13時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②奈良県高市郡明日香村

　　参加者数　 18名（学生スタッフ11名、本学学生７名）

　　内　　容　 ランナーへの給水

　　企画学生の声

　・給水を行っていると、ランナーの方に「ありがとう」と声をかけていただくことがあり、ボラ

ンティアをしている側の自分たちが元気をもらい、ボランティアに参加してくれた学生に活動を

通してやりがいを感じてもらうことができました。

　・ボランティアに参加していただいた関大生との交流を楽しむことができ、ランナーの方の笑顔を

見ることができてとても充実した時間を過ごすことができました。

　　参加者の声

　・スポーツが好きなので、スポーツに関われるボランティアをやってみたいと思い参加しました。

ランナーの方に「ありがとう」と声をかけていただくこともあり、喜んでいただけていると感じ

られて嬉しかったです。（文学部・１年次生）

　・もともと給水ボランティアをしてみたいと思っていたので参加しました。ランナーの方と言葉を

交わしたり、アイコンタクトを取ることができたりしたことが嬉しかったです。（法学部・２年

次生）

⑳　子ども遊びボランティアinまちなかリビング北千里
　2022年度初めて企画を募集し、ベストアイデア賞を獲得した「学童

保育ボランティア」として、まちなかリビング北千里にて、ソフトバス

ケット大会（3on3）のお手伝いやボードゲーム・カードゲームを使用

した遊び等、子どもとのふれあいを通して、子どもとのかかわり方や距

離の縮め方を学び、コミュニケーション能力を向上させることを目的と

して実施した。

　当日はソフトバスケット大会の運営補助だけでなく、子ども達と一緒

にチームを組んで参加したり、小学生vs大学生の試合を行い、ソフトバ

スケット大会を盛り上げた。また、同施設で管理しているボードゲーム

やカードゲーム等の様々な遊び道具を使用して、ソフトバスケットの参

加待ちの子ども達やスポーツが苦手な子ども達と遊ぶ活動も行った。

　　日　　時　 ３月23日（木）16時00分〜18時00分

　　場　　所　 まちなかリビング北千里

　　参加者数　 13名（学生スタッフ５名、本学学生８名）

　　内　　容　 ソフトバスケット大会の運営補助・参加、子ども達との交流

　　企画学生の声

　・下見を行った時より子ども達の人数が多かったのにも関わらず、学生ボランティアの方々全員が

子ども達と交流をしていただくことができました。活動の最後まで、子ども達と交流するという

ことができ、手持ち無沙汰にならなかったことが非常に良かったと思います。また、児童センター

の職員さんには行くたびに「来てくれてありがとう。」というお言葉をいただくことができて、

嬉しいです。

　　参加者の声

　・子どもと遊ぶことがボランティアになるのならやってみたいと思ったので参加しました。子ども

と触れ合う中で、子どもにしかない発想を多く学び、とても楽しく活動することができ、ボラン

ティアに参加して良かったと思いました。（経済学部・1年次生）

　・子どもと遊びたいと思ったので参加しました。ボランティアに参加した自分が子どもから元気を

もらい、ボランティアにはこんな魅力もあるんだと実感しました。（大学院・2年次生）

（３）雨天中止事業

①　第4回大和川大掃除～未来につなげよう300人の小さな一歩～
　堺キャンパスの近くを流れる大和川河川敷において、各キャンパスの

学生、体育会所属学生、ボランティア団体所属学生、大学職員、ミズノ

株式会社社員など総勢300名が海につながる河川の環境美化に取り組む

ことで、SDGsや海洋プラスチック問題などを改めて意識してもらうこ

とを目的として企画したもの。

　学生スタッフは設立以来、本学学生にボランティア活動を通じてボラ

ンティアの魅力を知ってもらうために、様々なボランティア活動を同じ

学生目線で企画・運営してきた。特に河川敷の清掃活動については、

2011年度から2016年度まで500名規模で淀川河川敷の大掃除を行い、

ゴミの減少に貢献した。2017年度からは大和川河川敷に活動場所を移

し、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により規模を縮小することもあったが、継続的に清掃活

動を行っている。

　2022年度は多くの関大生にボランティア活動の魅力を知ってもらうべく、体育会11団体にご協

力いただき、コロナ禍前と同規模の300名で実施することを企画した。また、ボランティア活動を

通じて双方の充実と発展に寄与するため、本学と連携協定を結んでいるミズノ株式会社にもご参加

いただくことになっていたが、残念ながら当日雨天のため中止となった。

　　日　　時　 ２月19日（日）10時00分〜12時00分

　　場　　所　 大和川公園河川敷周辺

　　協　　力　 大和川河川事務所

　　　　　　　 ミズノ株式会社

　　内　　容　 大和川河川敷での清掃

キャンドルを設置している様子 キャンドルを設置している様子 集合写真
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　学生の中には「ボランティアに関心があるけど一歩踏み出せない」という学生もおり、学生スタッ

フはそのような学生を後押しできるような学内のボランティア活動の企画のほか、様々な社会問題へ

の啓発活動を行っている。

（１）学生スタッフ企画

　学生スタッフ企画とは、ボランティア活動の魅力を広めるため、まずは学生スタッフ自身がボラ

ンティアの魅力を再認識するために企画・参加しているプログラムである。

①　ボランティア懇談会
　ボランティアに関心のある関西大学の学生にボランティア活動の魅力

を発信する１つの手段として、ボランティアコーディネートを実施して

いる。より多くの学生に参加してもらうことを目的として普段はお昼休

みに実施しているボランティアコーディネートを、今回はお昼休みから

３限終わりまで開室時間を延長して実施した。

　　日　　時　 ５月 13 日（金） 12時20分〜15時00分

　　場　　所　 誠之館２号館１階ボランティアステーション

　　内　　容　 ボランティアコーディネート

②　富士山自然保護ボランティアツアー（法政大学主催3大学連携事業）
　3大学（法政大学・明治大学・関西大学）連携事業の一環として、法政大学主催の世界遺産であ

る富士山の麓で森林整備事業に参加した。

　団体の方からオーバーユーズ（使いすぎ）やアンダーユーズ（活用不足）の重要性、環境問題に

ついてなどのお話を伺った後、6〜7名ずつのグループに分かれて森林保全活動に取り組んだ。草

木の伐採や薪割り、枯れ木処理など、慣れない作業を行うのは大変であったが、休憩時間には木登

りをしたりブランコに乗ったりして、日常では味わえない大自然とのふれあいを楽しんだ。

　　日　　時　 ５月22日（日）９時45分〜17時00分

　　場　　所　 静岡県富士宮市

　　主　　催　 認定特定非営利活動法人富士山クラブ

　　参加者数　 37名（学生スタッフ4名、職員1名、

　　　　　　　 他大学学生32名）

　　内　　容　 草木の伐採、薪割り、枯れ木処理

　　学生スタッフの声

　・階段づくりや道の開拓など、自分が想像していたよりもはるかに本格的な活動ができました。日

常生活の中で鍬や鋸を使ったりすることがないため、初めはうまく使えませんでしたが、コツを

つかんだ後は気持ち良い程スムーズに切れるようになったのが本当に楽しかったです。

③　びわ湖を美しくする運動
　 2022年度に引き続き、琵琶湖の特定外来生物の現状を把握

するために、実際に琵琶湖に足を運び、滋賀県が毎年7月1日

において「びわ湖の日」に実施している「びわ湖を美しくする

運動」の特定外来生物のオオバナミズキンバイおよびナガエツ

ルノゲイトウの駆除活動に参加した。

　滋賀県が取り組む、琵琶湖の環境保全について、現状と課題、

特に侵略的外来水生植物の繁殖力やその影響による被害を伺

い、行政として滋賀県が取り組むボランティアに関して知見を

深めた。また、実際に、湖岸に生息する大量のナガエツルノゲ

イトウを手作業で取り除く体験を行い、学生スタッフとして何

ができるのかを考えることに繋げ、今後企画する「琵琶湖ツー

リズム！～大学生で考える環境ボランティアの未来2022（実

践編）〜」で実現することとした。

　　日　　時　 ７月１日（金）９時00分〜10時30分

　　場　　所　 滋賀県大津市　大津市なぎさ公園周辺

　　協　　力　 滋賀県琵琶湖環境部自然環境保全課

　　参加者数　 ７名（学生スタッフ５名、職員２名）

　　内　　容　 特定外来生物オオバナミズキンバイおよびナガエツルノゲイトウの駆除及び関係者

への取材

④　2022ボランティア新企画募集～あなたの想いを伝えよう～
　関大生からボランティアの新企画を募集し、学生スタッフが企画者のボランティアへの想いを他

の学生に伝えるお手伝いをする。また、そのボランティアを実現することで学生スタッフの活動に

新しい視点を取り入れることを目的として、2022年度から新しく実施した。

　SDGsを意識した内容のボランティア活動で、関大生が学生スタッフとともに行うことができる

新たな企画を募集したところ、８事業の応募があり、ヒアリングなど選考を重ねベストアイデア賞

として「学童保育ボランティア」、学生スタッフ特別賞として「動物愛護団体のお手伝いをして、

犬猫と触れ合おう」の２事業が選ばれた。

　ベストアイデア賞として選ばれた「学童保育ボランティア」は学生スタッフのサポートのもと、

大阪府吹田市の「まちなかリビング北千里」にて、来館する子ども達と遊び、交流するボランティ

アとして実際に実施し、特典②として本センター活動報告書にも掲載した。

　　募集期間　 ７月25日（月）〜８月31日（金）

　　募集内容　 SDGsを意識した内容で、複数名が参加できて、みんなで

楽しめるボランティア活動のアイデア

　　募集対象　 関西大学に所属の個人またはグループ
特典： ①選ばれたアイデアは、学生スタッフのサポートのもと、実際に企画として実施

②ボランティアセンターが発行する「活動報告書」に記載
③ボランティア体験ツアーに企画者の名前を付すことができる

　　応 募 数　 ８グループ
○ キャンパスで大地震発生から避難までを考える・新！関大クリーン大作戦
○ 子ども達が防災について学べる遊びを提供する活動・子ども達とのふれあい大作戦
○ 二酸化炭素を減らし地球の環境を守るための植林ボランティア
○ 私たちの手で綺麗な海を守ろう！海岸清掃in大阪湾沿岸の浅場
○ 学童保育ボランティア・動物愛護団体のお手伝いをして、犬猫と触れ合おう

　　学生スタッフの声

　・アイデアを応募してくれたグループへヒアリングを行うことで、アイデアをより具体的に深掘す

ることができました。

　・多くの学生に参加してもらうために、広報期間をより長く設け、ボランティアセンター機関誌の

配布などで知ってもらう機会を作る工夫をするべきでした。また、体験ツアー化する企画を選定

してから実施までに時間がかかりすぎたため、次に実施する際は実施までのプロセスまで細かく

決めておきたいです。

⑤　ようこそ！　関大サロンへ
　コロナ禍でも実施できるボランティア活動として、吹田市社会福祉協議会の協力を得て、2021

年度から高齢者施設に入所する方々とZoomを繋いだオンライン交流会を開始した。

　同世代の交流だけでなく、高齢者のような日常の中ではつながりを持ちにくい異世代との交流を

通して、高齢者の人々の文化を享受するだけでなく、一緒にゲームや歓談を行い、地域において世

代を超えたつながりや相互理解を深める機会を創出することを目的として実施した。加えて、高齢

者の方との接し方を学び、学生のコミュニケーション能力の向上を図るとともに、高齢者の方や施

設職員との関わりの中で、どのようなボランティアや支援が必要なのかを知り、これから新たに行

う活動を企画する際の気づきを得ることができた。

　今後は、関大生を募集してボランティア体験ツアーとして実施することを予定している。

　　日　　時　 ①９月５日（月）13時30分〜14時30分

　　　　　　　 ②３月15日（水）13時30分〜14時30分

　　場　　所　 オンライン（Zoom）

　　受入団体　 社会福祉法人 秀明会「特別養護老人ホーム あす～る吹田」

　　参加者数　 ①10名（学生スタッフ４名、職員２名、高齢者３名、施設職員１名）

　　　　　　　 ②11名（学生スタッフ３名、職員３名、高齢者３名、施設職員２名）

　　内　　容 高齢者とのゲーム・クイズ、歓談

　　学生スタッフの声

　・高齢者の方が「楽しかった、ありがとう」と言って涙まで流してくださり、短い時間で、これほ

ど感動していただけたのがとても嬉しかったです。

　・普段あまり話すことのない年代の方々と会話することができ、とても思い出に残る良い時間を過

ごせました。

⑥　まちFUNまつりin関西大学2022　子ども店長サポートボランティア
　子ども達を中心に、ともに楽しみ学べる場を地域に作ることを目的として活動している特定非営

利活動法人 ママふぁん関西との共催事業として実施した。

　「地域に開かれた大学」を目指して始まった本イベントは、今回で6回目を迎えた。学生スタッ

フも毎年運営補助ボランティアとして参加しており、2022年度は子ども達が店長となって出展

ブースのお店を手伝い、お金のやりとりも行うことで働く楽しさやお金の大切さを学ぶ職業体験イ

ベント「子ども店長」企画のサポートを行った。

　事前にお給料袋やくじを作成し、当日も会場設営の手伝いを行った。来場した子ども達がエプロ

ンに着替える手伝いや働くお店を決めるくじ引きの対応をする中で、学生スタッフは子ども達の緊

張がほぐれるように、声掛けをするなど工夫しながら活動をした。

　　日　　時　 10月９日（日）10時00分〜13時30分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館およびその周辺

　　参加者数　 学生スタッフ７名

　　内　　容　 お給料袋やくじの作成、会場設営、「子ども店長」事業のサポート、子ども達との交流

　　学生スタッフの声

　・子ども達の元気な姿に勇気づけられる、楽しい時間でした。

　・子ども店長自身が楽しかったと笑顔で言ってくれたり、お給料を手渡しするときにありがとうと

声をかけてくれたりして、うれしかったです。

⑦　非常食配布イベント
　防災意識の向上はもちろん食品ロス削減に取り組むことでSDGsの「つくる責任　使う責任」の

達成への貢献を目指して、公益社団法人 日本非常食推進機構より提供していただいた使用期限が

迫った非常食（防災備蓄品）を配布した。

　当日は、保存用ビスケット、保存用飲料水、アルファ化米の三種類の非常食を配布するのにあわ

せて、学生スタッフが広く認知されるように広報を行った。

　配布数は、保存用ビスケット300個、保存用飲料水100本、アルファ化米41個だった。

　　日　　時　 10月10日（月）12時20分〜12時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館１階学生センター前

　　参加者数　 学生スタッフ７名

　　内　　容　 保存用ビスケット・保存用飲料水・アルファ化米の配布

（２）ボランティア体験ツアー

　ボランティア体験ツアーとは、「ボランティアに関心があるけど一歩踏み出せない」という学生に、

ボランティアの第一歩として気軽に参加できるボランティア活動として実施しているプログラムで

ある。

①　関大クリーン大作戦～関大前の交流の輪を広げよう！～
　関西大学周辺まちづくり勉強会※主催の清掃活動にボランティア活動

として参加した。

　当日は、地域の方や体育会学生と協力して、関大前通りや千里山ユー

トピア遊園の清掃を行った。道端にはタバコの吸い殻が多く、側溝にも

マスクや包装紙のゴミが多く落ちていた。ゴミ拾いを終えたら、根を残

さないように専用の道具などで掘り起こしながら千里山ユートピア遊園

の除草作業を行った。普段なかなか関わることのない地域の方と交流し

ながらの活動となり、終始笑顔が絶えない時間となった。

※阪急電鉄関大前駅周辺の地域において、安心・安全で活力と魅力あふれる「ま
ちづくり」を推進し、自治会、関大前商店街、学校法人関西大学及び行政で
課題を共有し、方策を検討することを目的とした組織。現在は、関大前ラボ
ラトリ（通称まち・かん）の管理運営及び関大前周辺地域の美化活動を主な活動としている。

　　日　　時　 ４月14日（木）８名、５月12日（木）雨天中止、６月９日（木）６名、10月13日（木）

７名、11月10日（木）３名、12月８日（木）７名　14時00分〜15時00分

　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ15名、本学学生延べ16名

　　場　　所　 阪急電鉄関大前駅～関西大学正門の周辺道路、千里山ユートピア遊園

　　主　　催　 関西大学周辺まちづくり勉強会

　　内　　容　 関大前通り、千里山ユートピア遊園の清掃

　　企画学生の声

　・関大前はタバコのゴミや雑草が多く、清掃のやりがいが大きいと感じました。また、地域の方や

関大生とも交流しながら行えたため、最後まで良い雰囲気で清掃できたと思います。

　・参加してくれた関大生と活動中もたくさん話せました。１人で清掃に集中するよりも話しながら

のほうが楽しく、時間が過ぎるのが早かったです。

　　参加者の声

　・コロナ禍でも自分がやれることに挑戦したかったから参加しました。地域の人と交流できてよ

かったです。（社会学部・２年次生）

　・街が綺麗になっていくのがうれしかったです。地域の人たちとも協力しあうことができて、充実

した時間でした。（法学部・1年次生）

②　関大クリーン大作戦in高槻
　普段利用している駅やキャンパス周辺を清掃し、景観を保護すること

で、学生や地域の方々が気持ちよく利用することを目的に、また、阪急

高槻市で活動することで高槻キャンパス、高槻ミューズキャンパスの学

生も気軽にボランティアに参加できる機会を設けることを目的として実

施した。

　4月実施時は、阪急高槻市駅周辺の本通り商店街と中通り商店街の二

手に分かれて、清掃活動を実施した。11月実施時は、参加者全員で清

掃活動を実施した。両日とも、最初にアイスブレイクを行い、交流をし

てから清掃活動に取り組んだため、雰囲気がよく楽しく活動することが

できた。

　　日　　時　 ①４月17日（日）９時00分〜10時30分

　　　　　　　 ②11月27日（日）９時00分〜10時30分

　　場　　所　 阪急高槻市駅周辺

　　参加者数　 ①15名（学生スタッフ５名、本学学生10名）

　　　　　　　 ②７名（学生スタッフ６名、本学学生１名）

　　内　　容　 阪急高槻市駅周辺の清掃

　　企画学生の声

　・想像していたよりも多くの人に参加してもらうことができて、アイスブレイクや清掃活動中は参

加者同士の交流があり、いい雰囲気で活動することができてよかったです。

　・活動中に通りがかった地域の方から「お疲れ様です。」というお言葉をいただくことができて、

嬉しかったです。

　　参加者の声

　・友達の輪を広げたいと思い参加しました。ゴミをたくさん拾うことができてやりがいがありまし

た。（社会安全学部・１年次生）

　・少人数のグループに分かれてのゴミ拾いだったので、1人で参加しても他の参加者と話しながら

活動しやすくて良かったです。（総合情報学部・３年次生）

③　淀川掃除
　淀川河川敷の清掃をすることで、大阪湾へゴミが流れ込むことを防ぎ、

淀川の水質や景観を保護することを目的に、また、清掃活動という気軽

に参加できる点を活かして、関大生にボランティア活動の魅力を広める

機会にすることを目的として実施した。2021年度には、淀川河川事務

所に相談を行ったうえで、これまで清掃を行っていた南方地区から行政

の対応が追い付いていないより河口の西淀川区福町地区へ場所の変更を

行った。

　４月実施時は雨天だったため、河川敷の手前を２グループに分かれて

清掃活動を行い、途中でグループを入れ替える等、参加者同士がより多

く関われるよう工夫を行った。

　10月実施時は晴天に恵まれ、5グループに分かれて河川敷を広く清掃

した。

　　日　　時　 ①４月24日（日）10時00分〜12時00分

　　　　　　　 ②10月23日（日）10時00分〜12時00分

　　場　　所　 大阪市西淀川区　阪神福駅近くの河川敷

　　参加者数　 ①26名（学生スタッフ8名、本学学生18名）

　　　　　　　 ②20名（学生スタッフ10名、本学学生10名）

　　内　　容　 淀川河川敷の清掃

　　企画学生の声

　・雨の中での実施となり、予定していた通りの淀川掃除は出来ませんでしたが、参加者の方から「楽

しかった」という言葉が聞けて嬉しかったです。

　・通りすがりの地域の方からどこの大学の団体なのかと尋ねられ、「ありがとうね、頑張って！」

とお声掛けいただいて嬉しかったです。

　　参加者の声

　・河川敷には多くのゴミが落ちていて、それらを拾っていくことが単純に楽しかったし、学生ス

タッフの方や参加者の方と色々話せてよかったです。（外国語学部・１年次生）

　・前に参加した清掃ボランティアで誘ってもらったので、参加しました。思っていたよりもプラス

チックのゴミが多くて驚きました。（政策創造学部・１年次生）

④　献血呼びかけボランティア

　献血の必要性を多くの学生に伝えることが、社会貢献につながるとい

うことを知ってもらうこと、また、気軽に参加できる学内ボランティア

を通じて、ボランティアの良さを身近に感じてもらい次のボランティア

活動参加のきっかけを創出することを目的として実施した。

　現在の日本では少子高齢化が進み、輸血を必要とする高齢者の割合が

増える一方で、それを支える若者の献血者数が減っているという危機的

状況にある。また、血液は長期の保存ができないため、安定的な供給が

必要であるが、献血について学生の関心が薄いのが現状である。

　献血を実施の広報だけでなく、当日は、献血車前で看板を持って献血

協力の呼びかけを行った。

　　日　　時　 ４月25日（月）14名、４月26日（火）９名、５月10日（火）６名、６月７日（火）８名

　　　　　　　 10月12日（水）10名、10月20日（木）３名、11月11日（金）６名、12月５日（月）４名

　　　　　　　 11時30分〜13時30分、12時00分〜13時00分

　　　　　　　 ※10月20日は関大防災DAYの事業の一環として実施した。
　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ40名、本学学生延べ20名

　　場　　所　 千里山キャンパス総合図書館前、悠久の庭前、

　　協　　力　 大阪府赤十字血液センター

　　内　　容　 献血への協力呼びかけ

　　企画学生の声

　・授業終わりで人通りが多い時間帯に呼び込み時間を設定したため、効果的に呼びかけが行えたと

思います。前を通った方が自分たちの呼びかけに反応してくださって嬉しかったです。また、毎

月行っているので声を出すことに慣れてきて、積極的に声かけをすることができました。

　・呼びかけを行ったことで、多くの学生に献血実施中であることに気付いてもらうことができまし

た。呼びかけに反応してくださる方もいて嬉しかったです。

　　参加者の声

　・輸血経験があるため、恩返しになればと思って参加しました。活動はアットホームな雰囲気で楽

しむことができました。（文学部・２年次生）

　・自分が想像していた以上に人が集まり、献血に協力していたので、声掛けの達成感を感じました。

（商学部・３年次生）

⑤　関大花植え活動（大学昇格100年記念）
　大学昇格100年記念事業の一環として、経済学部と商学部の学び舎で

ある第２学舎１号館前の広場を、山岡順太郎の胸像とともにリニューア

ルすることとなり、管財課の協力のもと、花壇の花植え活動を実施した。

大学昇格100年という節目に、緑のなかで新しい仲間と出会って交流し

ながら、学生たちの愛校心を育むこと。また、今後の広報を含めて、「ボ

ランティアセンター学生スタッフ」が大学内で広く認知されることを目

的として実施した。

　当日は、業者の方の指示に従いながら土を掘り、花を植えた。活動の

途中から雨が降りだしたため、レインコートを着用しての活動になった

が、参加者全員が熱心に取り組んだ結果、予定よりも広い範囲に花を植

えることができた。

　　日　　時　 ５月13日（金）９時00分〜12時10分

　　場　　所　 千里山キャンパス第2学舎1号館前広場

　　参加者数　 30名（学生スタッフ９名、本学学生21名）

　　内　　容　 花壇の花植え

　　企画学生の声

　・花を植える場所の土が硬くて、掘るのに思ったより時間がかかって大変でした。また、植えると

きに花の間隔や全体のバランスを考えるのが難しかったので、わからないことがあったら業者の

方に質問しながら作業をすすめました。

　・業者の方から「これからも手伝いにきてほしい」と言って褒めていただけて、嬉しかったです。

　　参加者の声

　・花植えに興味が湧いたので参加しました。想像していたよりも体力を使い、花壇がきれいになっ

ていくのが分かってやりがいがありました。（システム理工学部・４年次生）

　・ボランティア活動を体験してみたかったので参加しました。自分の活動が花というかたちで残っ

て嬉しいです。（文学部・１年次生）

⑥　高槻景観美化ボランティア
　自然と共生する「花と緑のまちづくり」に寄与することを目的として

いる高槻市のNPO法人「花と緑のまちづくり 高槻景観園芸クラブ」と

の連携事業として活動に参加し、学生に環境美化、地域交流の必要性を

学んでもらうことを目的として実施した。

　高槻景観園芸クラブの方々から活動の説明を受けた後、初対面の学生

の緊張をほぐすためにアイスブレイクを行った。高槻景観園芸クラブの

方々の指示に従い、苗床を整備して花を植えていく中で、良い苗の見分

け方や植物の種類なども教えていただいた。

　11月実施時は花を植えた後、花壇周りや他の花壇に積もった大量の

落ち葉を拾い集め、花壇全体の景観を美しく整えた。

　幅広い世代の憩いの場所である公園を美化し、まちづくりに関心を持

てるような事業は貴重なものであり、団体の方々とコミュニケーション

を取りながら、楽しく花植え活動を行うことができた。

　　日　　時　 ①５月14日（土）８時50分〜11時00分

　　　　　　　 ②11月20日（日）９時00分〜11時00分

　　場　　所　 大阪府高槻市　高槻城公園

　　　　　　　 連携先 NPO法人 花と緑のまちづくり 高槻景観園芸クラブ

　　参加者数　 ①７名（学生スタッフ５名、本学学生２名）

　　　　　　　 ②６名（学生スタッフ４名、本学学生２名）

　　内　　容　 高槻城公園内の花壇の手入れ、地域の方との交流

　　企画学生の声

　・団体の方といろんなお話をしながら花植え活動を行い、花植えをしたことがない学生でも不安な

く楽しめた事業でした。参加学生にボランティアの魅力を伝えるとともに、自身も改めてボラン

ティアの魅力を感じることができました。

　・花にも一つ一つ個性があり、それぞれに花の魅せ方があるのだと初めて知り、ただ活動するので

はなく、何かを意識して取り組むことの大切さを学びました。

　　参加者の声

　・花壇の手入れをしたことがなく、一度してみたいと思ったので参加しました。花壇が綺麗になっ

た際に感じた達成感や団体の方々との交流を通じて、ボランティアの魅力や楽しさを感じること

ができました。（法学部・４年次生）

⑦　関大クリーン大作戦in梅田
　梅田キャンパスの周辺を清掃することで環境や景観を保護し、通行す

る人々が気持ちよく過ごすことができるようにすること、気軽に参加で

きるボランティア活動として清掃活動に参加することでボランティアの

やりがいや楽しさを感じてもらうことを目的として実施した。

　当日は、梅田キャンパスの教室にてアイスブレイクを行ったあと、２

グループに分かれて茶屋町エリアの清掃を約１時間行った。清掃活動中

には、通りがかった人や清掃ルートの並びにある店舗の方からお礼の言

葉をもらうことができ、参加者の達成感や満足感につながった。日曜の

朝ではあったが人通りや車が多く、学生スタッフが時折声をかけて注意

を促しながら活動した。

　　日　　時　 ①５月15日（日）９時00分〜11時00分

　　　　　　　 ②11月13日（日）９時00分〜11時00分

　　場　　所　 梅田キャンパス周辺

　　参加者数　 ①19名（学生スタッフ５名、本学学生14名）

　　　　　　　 ②13名（学生スタッフ３名、本学学生10名）

　　内　　容　 梅田キャンパス周辺の清掃

　　企画学生の声

　・アイスブレイクで学部や趣味などの自己紹介を行ったので、活動中の話題ができてすごく話しや

すかったです。友達同士が一緒になるようにグループ分けしたのがよかったのか、参加した学生

同士楽しそうに活動していました。

　・清掃の距離を延ばすなどの工夫をしましたが、ルートによってゴミの量が違っていたので、ルー

トの見直しが必要だと感じました。雨の中での活動でしたが、みんなで楽しく清掃活動ができた

ので嬉しかったです。

　　参加者の声

　・活動場所が梅田なので参加しやすいと思い参加しました。普段なかなかゴミ拾いを行う機会がな

かったので経験できて良かったです。（商学部・１年次生）

　・一度ボランティアに参加してみたいと思ったので参加しました。自分たちで街を少しでも綺麗に

する活動ができ、良い経験になりました。（社会安全学部・１年次生）

⑧　関大クリーン大作戦～千里山キャンパス周辺の清掃～
　普段自分たちが利用している千里山キャンパス周辺を清掃することで

環境や景観を保護し、関大生や地域の方々がより気持ちよく過ごすこと

ができる。また、授業の空きコマに気軽に参加できることでボランティ

ア活動を身近に感じてもらうことを目的として実施した。

　活動前にアイスブレイクを行い、学部や学年に関係なく学生同士が交

流することで、その後の活動も和やかな雰囲気で進めることができた。

清掃は関大前ルートと名神高速道路沿いルートの2コースに分かれて

行った。ゴミは「燃えるゴミ」「ビン・カン」「ペットボトル」の3つに

分類して集めたが、タバコの吸い殻が最も多く、ゴミを拾うだけでなく、

今後はゴミを捨てる人が少なくなるように啓発を目的とした活動も検討

している。

　　日　　時　 ①５月21日（土）10時40分〜12時10分

　　　　　　　 ②10月15日（土）10時40分〜12時10分

　　場　　所　 千里山キャンパス周辺

　　参加者数　 ①10名（学生スタッフ３名、本学学生７名）

　　　　　　　 ②16名（学生スタッフ７名、本学学生９名）

　　内　　容　 千里山キャンパス周辺の清掃

　　企画学生の声

　・ゴミの量が少なく、やりがいを感じにくいのではないかと心配でしたが、清掃中はずっと楽しく

会話しながら活動を行うことができました。

　・参加者の１回生が１人で、他の上級生と仲良くなれるかどうか不安がありましたが、始まってみ

ればみんな会話が絶えず、終始楽しく活動することができました。

　　参加者の声

　・自分が通っている大学に恩返しをしたいと思って参加しました。意外と大学の周りが綺麗だった

ことに驚きました。（社会学部・３年次生）

　・アルバイトをやっていないため、他に何か出来ることはないか、頑張れることはないか、と探し

ていたらこのボランティアを見つけて参加しました。意外と細かいゴミが多く、拾うのが大変で

したが、充実した時間を過ごせました。（法学部・１年次生）

⑨　関西大学×法政大学 スポーツゴミ拾い
　法政大学と連携しZoomを用いて合同でゴミ拾いを実施した。「スポー

ツゴミ拾い」とは、制限時間内に指定されたエリアのゴミを拾い、拾っ

たゴミの量と種類で得点を競い合うというスポーツ要素を加えた、日本

発祥の新感覚清掃活動である。ゴミ拾いにスポーツ要素をかけ合わせる

ことで、ゴミ拾いをスポーツ感覚で楽しみ、ボランティアへの興味を引

き出し、法政大学の学生と交流を深め、参加者同士で協力してゴミ拾い

を行うことで連帯感や達成感を得ることを目的として実施した。

　当日は、Zoomを繋ぎながらキャンパス周辺の清掃を行い、清掃の様

子だけでなく、キャンパスの様子なども映すことで大学の所属を超えて、

学生ボランティア同士の交流も行うことができた。

　　日　　時　 ①５月29日（日）14時00分〜16時20分

　　　　　　　 ②３月13日（月）13時50分〜16時20分

　　場　　所 ①関西大学千里山キャンパス周辺および凜風館１階学生ラ

ウンジ

　　　　　　　 　法政大学市ヶ谷キャンパス周辺および外濠校舎３階S305

　　　　　　　 ②関西大学千里山キャンパス周辺および尚文館１階マル

チメディアAV大教室

　　　　　　　 　法政大学市ヶ谷キャンパス周辺および外濠校舎３階S305

　　共　　催 法政大学ボランティアセンター、法政大学ボランティアセ

ンター学生スタッフ VSP

　　参加者数 ①32名（学生スタッフ10名、本学学生７名、法政大学15名）

　　　　　　　 ②25名（学生スタッフ７名、本学学生６名、法政大学12名）

　　内　　容 それぞれのキャンパス周辺のゴミ拾い、クイズ大会、法政大学との交流

　　企画学生の声

　・拾ったゴミを得点化して競うのはゲーム感覚があり、参加者

に楽しんでもらえたように思います。参加者の方がゴミを袋に

入れるときに何を拾ったかを伝えてくれたので、記録がスムー

ズに進みました。

　・単なるゴミ拾いではなく、ゴミを点数化してチーム対抗で競う

ことで、楽しみながらも一生懸命に取り組むことができ、参加

者にボランティアを楽しむ感覚を味わってもらえて、非常に良

かったです。

　　参加者の声

　・スポーツゴミ拾いはゲーム性があり、法政大学の学生と交流し

ながら楽しく活動することができました。（文学部・２年次生）

　・学生スタッフの方もほかの参加者の方も丁寧に接してくれて嬉

しかったです。おかげで楽しく街を綺麗にすることができまし

た。（法学部・２年次生）

⑩　1000000人のキャンドルナイト 茶屋町スロウデイ2022
　梅田・茶屋町エリアの企業、地域団体、学校および行政などが集まっ

て“歩いて楽しいまちづくり”を推進し、茶屋町の魅力を発信する本イ

ベントに2017年度から参加している。魅力発信に取り組み地域の活性

化を行い、キャンドルの灯りを見てくれる人に気持ち安らぐ時間や癒し

を提供することを目的として実施した。

　2022年度は「Convivial 〜ともに愉しむ日～」をテーマに、３年ぶ

りの現地開催となった。「キャンドルの灯りが人々の心に安らぎと未来

への希望をもたらすように」という願いを込めて、学生スタッフは

CHASKA茶屋町（ジュンク堂書店）前にキャンドルアートを設置した。

　事前に学生スタッフが考えたデザインを基にキャンドル装飾を行い、

設置・点火・火の見守り・会場の片付け等の活動を行った。

　キャンドルに火が灯り、日が落ちて街が暗くなるにつれて、大勢の方がキャンドルアート前で足

を止めて写真撮影を行い、キャンドルの光に照らされた笑顔に溢れたイベントとなった。

　　日　　時　 ①事前説明会：５月25日（水）12時20分〜12時50分

　　　　　　　 ②活　　　動：６月１日（水）13時00分〜22時00分

　　場　　所　 ①千里山キャンパス凜風館1階ピアエリア／オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②大阪市北区　CHASKA茶屋町

　　参加者数　 24名（学生スタッフ11名、本学学生13名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明会

　　　　　　　 ②キャンドル装飾の制作・設置・点灯・見守り

　　企画学生の声

　・CHASKA 茶屋町全体がキャンドルの温もりに包まれた空間を体感できて良かったし、自分がそ

の空間を作る側として携わることができて嬉しかったです。たくさんの方達が見に来てくれたり

写真を撮ったりしてくれて、地域の活性化に貢献できたと思えました。

　・日が沈んだ後、キャンドルが光っている景色を見た時に、とても感動しました。たくさん写真

を撮っている方や、キャンドルの灯をずっと眺めている方もいらっしゃって嬉しかったです。

　　参加者の声

　・点灯時間までにキャンドルの設置が間に合うか不安でしたが、参加者の方々と協力して取り組み、

デザイン通りのものを完成させることができました。点灯した綺麗なキャンドルを見ると、達成

感や安らぎを感じることができ、ボランティアに参加して良かったと感じました。（社会学部・

１年次生）

　・一緒に活動した関大生と仲良くなることができ、入学してなかなか友達ができなかった自分に

とってすごく嬉しく、楽しいボランティア活動でした。（社会学部・２年次生）

⑪　大和川掃除
　堺キャンパス周辺を流れる大和川河川敷を清掃することで景観を清潔

に保つことができ、地域の方が河川敷をより気持ちよく利用できると同

時に、堺キャンパス周辺の地域貢献活動を目的として実施した。

　本活動は、堺キャンパスに通う学生にとって参加しやすい活動場所で

あることから、堺エリアで活動を展開しているボランティア団体

「WEVO」とも連携して実施している。

　当日は雲が多かったが気温は高かったため、こまめに休憩をとり、熱

中症に気を付けながら清掃活動をした。河川敷には大和川上流から家庭

ゴミやペットボトル等が流れてくるため、参加者全員で力を合わせて清

掃することで河川敷を綺麗にすることができた。

　　日　　時　 ６月５日（日）９時30分〜11時30分

　　場　　所　 大阪府堺市　大和川左岸河川敷

　　参加者数　 72名（学生スタッフ14名、本学学生17名、WEVO所属学生41名）

　　内　　容　 大和川河川敷の清掃

　　協　　力　 WEVO

　　企画者の声

・普段交流する機会が少ないWEVOの方達と交流することが出来て、貴重な機会でした。一見何も

無いように見えても、掘ってみると靴が1足出てくるなど、砂に埋まっているゴミが沢山見られ

ました。

　・同じグループの方たちと楽しく話しながら協力して清掃することができて良かったです。堺キャ

ンパスの方と一緒に活動することは初めてだったので、とても新鮮でした。キャンパス間の交流

にもなり、有意義な活動となりました。

　　参加者の声

・社会経験を積むために参加しました。初対面の人とも話すことができたので良かったです。（法

学部・３年次生）

　・ボランティアの経験を積む良い機会になると考えたので、参加しました。活動自体は思っていた

よりも短く感じ、少人数でのグループだったので活動しやすかったです。（法学部・３年次生）

⑫　吹田くわいボランティア 
　若者の農業への関心が低下し、千里山キャンパスがある吹田市の特産

品である吹田くわいの認知度が低いという現状がある。そこで、吹田く

わいの植え付けから収穫まで一年を通した活動を通して、吹田くわいに

ついて深く理解してもらうとともにボランティアの魅力に気付いてもら

うことを目的として実施した。

　どちらの活動も、農園の方から吹田くわいの説明をしていただき、植

え付けや収穫のコツについてお話しいただいた後、作業を行った。植付

けでは、日常生活では着る機会のない胴長を着用しての作業に苦戦しな

がらも、参加者同士で声を掛け合い農業の大変さを感じながら活動した。

収穫では、備中鍬でくわいを傷つけないように慎重に泥をかき分けなが

ら、全部で約700グラムのくわいを収穫した。

　　日　　時　 ①植え付け：６月16日（木）14時45分〜17時00分

　　　　　　　 ②収　　穫：12月５日（月）14時45分〜17時00分

　　場　　所　 大阪府吹田市　西農園

　　協　　力　 吹田市都市魅力部 地域経済振興室

　　参加者数　 ①13名（学生スタッフ５名、本学学生８名）

　　　　　　　 ②６名（学生スタッフ６名）

　　内　　容 吹田くわいの植え付けと収穫作業の手伝い

　　企画者の声

　・大学のある吹田市の特産品に触れることができ、地域のことを少しでも知るきっかけとなりまし

た。

　・くわいを収穫する作業は考えていたよりも大変でしたが、そのぶん達成感があり、泥の中からく

わいを見つけた時は嬉しい気持ちになりました。頂いたくわいを家に帰って素揚げにして食べて

みると、自分達で収穫したこともあってとても美味しかったです。

　　参加者の声

　・普段の生活で農業に関わることがないので、やってみたいなと思って参加しました。農業体験だ

けでなく、くわいの事を知ることもできてよかったです。（文学部・４年次生）

　・「すいたん」のモチーフであるくわいに興味があったので参加しました。また、学生スタッフの

方が話しやすくてよかったです。農家の方のお話も面白かったです。（法学部・２年次生）

⑬　飛鳥光の回廊2022 ～明日香をともす「和」のひかり～
　明日香村で毎年行われている、石舞台古墳をはじめ岡寺や飛鳥寺など、

明日香村内の代表的な史跡・寺社・施設をろうそくやLEDライトの明か

りで彩る地域活性化イベントで、奈良県明日香村との連携事業として実

施した。

　「キャンドルの輪と和でつながる光」を関西大学のテーマとし、キャ

ンドルのデザインや配置を考え、他の活動では得られない大変さと、よ

り大きなやりがいや達成感を感じることができた。

　残念ながら1日目は雨天のため中止となったが、石舞台古墳や奈良県

立万葉文化館などを見学し、明日香村の歴史や文化的価値について学ん

だ。2日目は、用意した約3000個の色付き紙コップを「ボランティア

センター 2022」という文字やピラミッド、円の形に並べた。夕方から

は多くの方が来場し、写真撮影をしたりと笑顔溢れる楽しい空間となった。

　　日　　時　 ①事前説明会：９月１日（木）12時00分〜13時00分

　　　　　　　 ②活　　　動：９月23日（金）10時00分〜17時00分

　　　　　　　 　　　　　　　９月24日（土）11時00分〜22時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②奈良県高市郡明日香村　川原寺跡

　　連 携 先　 奈良県明日香村

　　参加者数　 40名（学生スタッフ延べ21名、本学学生延べ19名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明

　　　　　　　 ②キャンドルデザイン案の作成、キャンドルを入れる紙コップの制作、

　　　　　　　 　キャンドルの設置・点灯・撤去、明日香村の散策、地域の方との交流

　　企画学生の声

　・イベントが始まると多くの方が見に来てくださり、「きれい」「すごい」などのお声をきくことが

でき、このイベントに関西大学ボランティアセンター学生スタッフとして参加してよかったと思

いました。

　・気温が高い中、多くのキャンドルを並べていくのは大変だったが、みんなで協力し合いながら長

時間かけて作り上げたので、その分、夜になりキャンドルの灯りがきらきらしているのを見ると

とても達成感を感じることができました。

　　参加者の声

　・楽しそうだと思ったので参加しました。思っていたよりずっと大変だったけど、終わったあとの

達成感が気持ちよかったです。（社会安全学部・1年次生）

　・みんなでキャンドルを並べるのがとても楽しかったです。参加して良かったと思いました。（経

済学部・1年次生）

⑭　下校見守り活動
　吹田警察生活安全課防犯係と連携して、千里山キャンパス近くの小学

校に通う子どもが安全に下校できるような環境を守ることを目的とし

て、千里山キャンパス周辺の小学校の下校時間にあわせて正門前で見守

り、声かけを実施した。

　当日は、子どもたちが「さようなら」「気を付けて帰ってね」と声を

かけると元気よく挨拶を返してくれたり、関西大学という名前を見て

「知ってる！」と声をかけてくれたりと、参加した学生ボランティアと

の交流を楽しむ様子が伺えた。

　　日　　時　 10月11日（火）７名、13日（木）４名、14日（金）４名　14時00分〜15時00分

　　　　　　　 10月12日（水）３名　12時45分〜14時15分

　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ10名、本学学生延べ８名

　　場　　所　 吹田市立千里第二小学校

　　協　　力　 吹田警察署生活安全課防犯係

　　内　　容　 小学校正門前での声掛け、見守り

　　企画学生の声

　・見守り活動中はできるだけ腰を屈めて、子どもたちと目線の高さを合わせて挨拶することを心が

けるようにしました。地域に根ざしたボランティア活動を企画できてよかったです。

・元気に挨拶をしてくれた子どもも多く、見守り活動をしている私たちの方が元気をもらいました。

　　参加者の声

　・実際に吹田警察署の方と連携して、見守り活動をするという貴重な経験ができて良かったです。

小学生から挨拶を返してもらえたりして本当にやってよかったと思いました。とてもいい経験に

なりました。（法学部・３年次生）

　・はじめてのボランティア活動で緊張していましたが、学生スタッフの方も職員の方も優しくて安

心しました。見守り活動もやりがいを感じることができたので、参加してよかったです。（商学部・

３年次生）

⑮　琵琶湖ツーリズム！～大学生で考える環境ボランティアの未来2022（実践編）〜
　関西大学ボランティアセンターは2017年度から琵琶湖の保全活動に

取り組んでいる。2017年度は特定外来生物オオバナミズキンバイ駆除

活動、2018年度は清掃活動を実施し、2019年度及び2020年度は新型

コロナウイルス感染症拡大の影響により実施を見合わせた。

　本学主催３大学（法政大学・明治大学・関西大学）連携事業として、

法政大学の学生ボランティアとともに、琵琶湖岸の環境保全活動として

滋賀県長浜市の南浜漁港にて、船の出港を妨げている特定外来生物ナガ

エツルノゲイトウの駆除活動を行った。

　当日は、学生ボランティア全員が胴長とライフジャケットを身につけ、

岸と舟上よりナガエツルノゲイトウの駆除活動を行った。ナガエツルノ

ゲイトウは、琵琶湖や内湖、河川などの水際に生育している水陸両生の多年生の植物で、茎の断片

からも再生するほど繁殖力が強いため、機械ではなく手作業で根や茎をできるだけ残さないように

根本から丁寧に引き抜き、陸に上げる作業を熱心に行った。

　その結果、夕方には、湖面が見えないほど群生していたナガエツルノゲイトウのほとんどを駆除

することができ、参加者全員がやりがいや充実感を得ることができ、大学生として環境ボランティ

アの未来を考えるうえでの契機となった。また、今回の活動を通して、大学の所属を超えて学生ボ

ランティア同士が交流を行うことができ、有意義な1日となった。

　　日　　時　 ①事前説明会：10月11日（火）12時15分〜12時50分

　　　　　　　 ②駆 除 活 動：10月16日（日）７時30分〜18時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②滋賀県長浜市　南浜漁港

　　活動協力　 滋賀県立琵琶湖博物館　特別研究員 /

　　　　　　　 滋賀県琵琶湖環境部 自然環境保全課 副主幹　中井 克樹 氏

　　　　　　　 南浜漁業協同組合

　　参加者数　 ①36名（学生スタッフ30名、本学学生６名）

　　　　　　　 ②42名（学生スタッフ24名、本学学生５名、法政大学９名、教職員４名）

　　内　　容　 特定外来生物ナガエツルノゲイトウの駆除活動

　　企画学生の声

　・ナガエツルノゲイトウは、とるのが難しく、無理に引っ張っても途中で切れてしまうと意味が

なく、ナガエツルノゲイトウの駆除の大変さに驚きました。活動後のきれいな湖面を見たからこ

そ、自然をこれからも大切にしていかなければいけないと感じました。

　・関西大学及び法政大学の学生、職員の方たちと活動中に交流できたので、楽しかったです。自分

たちの活動の成果を現地の方が喜んでくれていたことで、より達成感を感じることができました。

　　参加者の声

　・ナガエツルノゲイトウの駆除活動は、協力することが必須な作業だったので、参加者同士でコ

ミュニケーションをとり新しい輪を広げられてよかったです。（関西大学・３年次生）

　・外来種の駆除という貴重な体験をしてみたいと思い、参加しました。目に見える形で成果が現れ

るので、達成感を感じることができ参加してよかったと感じました。（関西大学・１年次生）

　・晴天の中、関西大学の皆さんと協力して非常に楽しく活動することができました。また、漁協の

方も優しく特定外来生物の駆除方法を教えてくださり、初心者でもすぐに取り組める内容でした。

昼食時は関西大学のみなさんとコミュニケーションを取りながら時間を過ごすことができ、２大

学合同ボランティア活動ならではの有意義な経験となりました。（法政大学・３年次生）

　・関西大学の方々と連携して、特定外来生物を駆除することができて良かったです。また、今回の

駆除活動を通じて、どれだけ湖が汚れているのかを目の当たりにし、今後、自分がどのように環

境活動に関わっていけばいいのかを考える良い機会になりました。（法政大学・２年次生）

⑯　2022年度学園祭「環境問題ってなんだろな？〜クイズで！ゲームで！楽しく学ぼう！〜」
　学生スタッフは、淀川河川敷の清掃活動や琵琶湖の特定外来生物の

駆除活動などといった環境保全活動を普段から多数実施している。そ

ういった経験を活かし、遊びを通して子ども達に環境問題について考

えるきかっけをもってもらえるような企画とした。また、統一学園祭

に来訪される保護者の方や地域の方及び本学学生に、ボランティア活

動の魅力と学生スタッフの活動を知ってもらうことを目的として実施

した。

　本学統一学園祭には、親子連れや子どもが多く来場するため、子ど

もを対象としてSDGs（特に環境問題）について学んでもらうため、環

境問題というテーマで3つのブースを設けた。当日は多くの子ども達が

訪れ、ゲームを通して環境問題について学びを得る機会となった。

　　日　　時　 11月３日（木）12時00分〜15時30分

　　　　　　　 11月４日（金）10時00分〜16時00分

　　　　　　　 11月６日（日）10時00分〜13時00分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館１階学生ラウンジ

　　参加者数　 102名（学生スタッフ延べ94名、本学学生延べ８名）

企画内容：

・紙芝居

　海洋プラスチック問題を中心とした環境問題について紙芝居で説

明したあと、身近な例を使ったクイズで環境問題について楽しく学

んでもらった。

・ミニゲーム

　牛乳パックや段ボールなどを再利用して作ったおもちゃで魚釣り

ゲームをしてもらった。捨てるはずだったもので遊んでもらうこと

で、リサイクルの大切さやゴミを減らす工夫などについて楽しみな

がら学んでもらった。

・塗り絵

　色鉛筆やクレヨンを使ってSDGsや地球をモチーフにした塗り絵

をしてもらいながら、SDGsについて興味を持ってもらった。

　　企画学生の声

　・初めて学園祭に参加しましたが、とても楽しかったです。子ども達が楽しみながらも環境問題に

ついて学びを深めてくれている姿が、とてもいきいきとしていたのが嬉しかったです。

　・ミニゲームも塗り絵も紙芝居も全て子ども達は楽しそうに体験してくれていました。笑顔で帰っ

ていく子ども達を見ると、とても嬉しく感じました。

　　参加者の声

　・一度もボランティアに参加したことがなかったので、参加してみたいと思って参加しました。来

場してくれた子ども達が可愛かったです。（経済学部・３年次生）

　・子どもとコミュニケーションを取れる良い機会だと思ったので参加しました。学生スタッフの方

も親切で楽しく活動できました。（社会学部・１年次生）

⑰　千里キャンドルロード2022
　吹田市と豊中市にまたがる千里ニュータウンの人口にちなんだ９万個

のキャンドルに灯をともすイベント「千里キャンドルロード」に本セン

ターは2014年度から参加し、今回で８回目となる。10周年を迎えた今

年は、『「出会い」これまでも…これからも…』をテーマに、３年ぶりに

来場予約なしでの開催となった。

　学生スタッフはキャンドルのデザインから考え、2022年度は、約

2000個の紙コップを色づけした大きな赤いハート２つを中心に、伸び

る 蔦 葉 や 青 い 紙 コ ッ プ で 縁 取 り し た「Kandai Volunteer Center 

2022」の白い文字など、工夫を凝らしたデザインを作成した。

　当日は、多くの方が訪れ、暗くなってキャンドルに火が灯されると、

あたり一帯が幻想的な光景になる様子を訪れた方たちが足を止め写真撮影をするなど、笑顔溢れる

光景となった。

　　日　　時　 11月５日（土）11時30分〜21時00分

　　場　　所　 吹田市立千里南公園

　　主　　催　 千里キャンドルロードプロジェクト

　　参加者数　 40名（学生スタッフ33名、本学学生７名）

　　内　　容　 キャンドルデザイン案の作成、キャンドルを入れる紙コップの色付け、

　　　　　　　 キャンドルの設置・点火・見回り・片付け

　　企画学生の声

　・「ここ（関大の作品）すごい！」「ここがメインやね。」などと、来場した方からの嬉しい言葉を

たくさん耳にしました。準備は大変でしたが成功して良かったと思えた瞬間でした。

　・スペースの問題もあり、当日にデザインの変更をしましたが、とても上手に完成させることがで

きて達成感がありました。学生スタッフの参加人数がとても多く、学生スタッフの交流の場となっ

ていたのも良かったです。

　　参加者の声

　・楽しそうだと思ったので参加しました。みんなで一つのものを作れていい経験になりました。（経

済学部・３年次生）

　・学園祭期間で授業がなく時間が空いていたこともあり、参加を決めました。想像していた以上に

キャンドルに灯をともした光景が綺麗で、また、地域の人達にも満足していただけたようでやり

がいを感じました。（法学部・２年次生）

⑱　大阪マラソン2023給水ボランティア
　今回で11回目の開催を迎える大阪マラソンは、チャリティ文化の普

及を目指す日本最大規模の都市型市民マラソンである。本学は第1回大

会からオフィシャルスポンサーとして参画している。

　活動を通して本学学生が大阪を盛り上げるとともに、ボランティアの

楽しさややりがいを感じてもらう機会とすることを目的として実施し

た。

　当日は、本学学生が給水ボランティアとして携わり「みんなでかける

虹。」というスローガンのもと、29,285人のランナーをサポートした。

給水や応援を通してランナーの方と関わり、参加した学生にもよりボラ

ンティア楽しさやスポーツの魅力を感じてもらうことができる活動と

なった。

　　日　　時　 ①事前説明会：２月15日（水）13時00分〜14時30分

　　　　　　　 ②活　　　動：２月26日（日）７時30分〜12時00分

　　場　　所　 ①千里山キャンパス第２学舎４号館BIGホール100

　　　　　　　 ②大阪マラソン第１給水所（５ km地点／中之島・本町ブロック）

　　参加者数　 191名（学生スタッフ22名、本学学生58名、体育会所属学生108名、職員３名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明、ボランティアセンターの紹介

　　　　　　　 ②給水所でのランナーへの給水提供

　　参加者の声

　・中学校の頃からマラソンに興味があり、実際に見てみたかったので参加しました。ランナーの皆

さんが一生懸命走りつつも、僕らボランティアに「ありがとう」と声を掛けてくれたことがすご

く嬉しかったです。（環境都市工学部・２年次生）

　・2021年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響で中止になってしまったので、今回は絶対に

参加しようと決めていました。関西大学の多くの学生が大阪マラソンという大きなイベントに携

われて、盛り上げることができて良かったです。（システム理工学部・2年次生）

⑲　飛鳥ハーフマラソン2023給水ボランティア
　関西大学と縁の深い奈良県明日香村で開催される飛鳥ハーフマラソン

に2021年度に引き続き2022年度も学生ボランティアをいう形で参加

した。本学学生が学生ボランティアとして参加することで地域貢献活動

に寄与するとともに、ボランティア経験の浅い学生に対してボランティ

アのやりがいや魅力を広めることを目的として実施した。

　明日香村は「飛鳥・藤原の宮都とその関連資産群」として世界遺産登

録をめざしており、その構成資産の半分以上を巡ることができるように

コースが設定されている。また、持続可能な社会づくりのためにソフト

フラスク（折りたためる携行給水ボトル）の配布や、参加費等の一部で

菜の花のタネを購入して景観保全に役立てるなど、様々な取り組みが行

われている。

　当日は、スタートからおよそ11km地点の棚田に設けられた第２給食所で甘酒の提供を行った。

　　日　　時　 ①事前説明会：３月１日（水）10時00分〜11時30分 

　　　　　　　 ②活　　　動：３月12日（日）８時00分〜13時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②奈良県高市郡明日香村

　　参加者数　 18名（学生スタッフ11名、本学学生７名）

　　内　　容　 ランナーへの給水

　　企画学生の声

　・給水を行っていると、ランナーの方に「ありがとう」と声をかけていただくことがあり、ボラ

ンティアをしている側の自分たちが元気をもらい、ボランティアに参加してくれた学生に活動を

通してやりがいを感じてもらうことができました。

　・ボランティアに参加していただいた関大生との交流を楽しむことができ、ランナーの方の笑顔を

見ることができてとても充実した時間を過ごすことができました。

　　参加者の声

　・スポーツが好きなので、スポーツに関われるボランティアをやってみたいと思い参加しました。

ランナーの方に「ありがとう」と声をかけていただくこともあり、喜んでいただけていると感じ

られて嬉しかったです。（文学部・１年次生）

　・もともと給水ボランティアをしてみたいと思っていたので参加しました。ランナーの方と言葉を

交わしたり、アイコンタクトを取ることができたりしたことが嬉しかったです。（法学部・２年

次生）

⑳　子ども遊びボランティアinまちなかリビング北千里
　2022年度初めて企画を募集し、ベストアイデア賞を獲得した「学童

保育ボランティア」として、まちなかリビング北千里にて、ソフトバス

ケット大会（3on3）のお手伝いやボードゲーム・カードゲームを使用

した遊び等、子どもとのふれあいを通して、子どもとのかかわり方や距

離の縮め方を学び、コミュニケーション能力を向上させることを目的と

して実施した。

　当日はソフトバスケット大会の運営補助だけでなく、子ども達と一緒

にチームを組んで参加したり、小学生vs大学生の試合を行い、ソフトバ

スケット大会を盛り上げた。また、同施設で管理しているボードゲーム

やカードゲーム等の様々な遊び道具を使用して、ソフトバスケットの参

加待ちの子ども達やスポーツが苦手な子ども達と遊ぶ活動も行った。

　　日　　時　 ３月23日（木）16時00分〜18時00分

　　場　　所　 まちなかリビング北千里

　　参加者数　 13名（学生スタッフ５名、本学学生８名）

　　内　　容　 ソフトバスケット大会の運営補助・参加、子ども達との交流

　　企画学生の声

　・下見を行った時より子ども達の人数が多かったのにも関わらず、学生ボランティアの方々全員が

子ども達と交流をしていただくことができました。活動の最後まで、子ども達と交流するという

ことができ、手持ち無沙汰にならなかったことが非常に良かったと思います。また、児童センター

の職員さんには行くたびに「来てくれてありがとう。」というお言葉をいただくことができて、

嬉しいです。

　　参加者の声

　・子どもと遊ぶことがボランティアになるのならやってみたいと思ったので参加しました。子ども

と触れ合う中で、子どもにしかない発想を多く学び、とても楽しく活動することができ、ボラン

ティアに参加して良かったと思いました。（経済学部・1年次生）

　・子どもと遊びたいと思ったので参加しました。ボランティアに参加した自分が子どもから元気を

もらい、ボランティアにはこんな魅力もあるんだと実感しました。（大学院・2年次生）

（３）雨天中止事業

①　第4回大和川大掃除～未来につなげよう300人の小さな一歩～
　堺キャンパスの近くを流れる大和川河川敷において、各キャンパスの

学生、体育会所属学生、ボランティア団体所属学生、大学職員、ミズノ

株式会社社員など総勢300名が海につながる河川の環境美化に取り組む

ことで、SDGsや海洋プラスチック問題などを改めて意識してもらうこ

とを目的として企画したもの。

　学生スタッフは設立以来、本学学生にボランティア活動を通じてボラ

ンティアの魅力を知ってもらうために、様々なボランティア活動を同じ

学生目線で企画・運営してきた。特に河川敷の清掃活動については、

2011年度から2016年度まで500名規模で淀川河川敷の大掃除を行い、

ゴミの減少に貢献した。2017年度からは大和川河川敷に活動場所を移

し、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により規模を縮小することもあったが、継続的に清掃活

動を行っている。

　2022年度は多くの関大生にボランティア活動の魅力を知ってもらうべく、体育会11団体にご協

力いただき、コロナ禍前と同規模の300名で実施することを企画した。また、ボランティア活動を

通じて双方の充実と発展に寄与するため、本学と連携協定を結んでいるミズノ株式会社にもご参加

いただくことになっていたが、残念ながら当日雨天のため中止となった。

　　日　　時　 ２月19日（日）10時00分〜12時00分

　　場　　所　 大和川公園河川敷周辺

　　協　　力　 大和川河川事務所

　　　　　　　 ミズノ株式会社

　　内　　容　 大和川河川敷での清掃
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Ⅱ  ２  学生スタッフ事業報告

　学生の中には「ボランティアに関心があるけど一歩踏み出せない」という学生もおり、学生スタッ

フはそのような学生を後押しできるような学内のボランティア活動の企画のほか、様々な社会問題へ

の啓発活動を行っている。

（１）学生スタッフ企画

　学生スタッフ企画とは、ボランティア活動の魅力を広めるため、まずは学生スタッフ自身がボラ

ンティアの魅力を再認識するために企画・参加しているプログラムである。

①　ボランティア懇談会
　ボランティアに関心のある関西大学の学生にボランティア活動の魅力

を発信する１つの手段として、ボランティアコーディネートを実施して

いる。より多くの学生に参加してもらうことを目的として普段はお昼休

みに実施しているボランティアコーディネートを、今回はお昼休みから

３限終わりまで開室時間を延長して実施した。

　　日　　時　 ５月 13 日（金） 12時20分〜15時00分

　　場　　所　 誠之館２号館１階ボランティアステーション

　　内　　容　 ボランティアコーディネート

②　富士山自然保護ボランティアツアー（法政大学主催3大学連携事業）
　3大学（法政大学・明治大学・関西大学）連携事業の一環として、法政大学主催の世界遺産であ

る富士山の麓で森林整備事業に参加した。

　団体の方からオーバーユーズ（使いすぎ）やアンダーユーズ（活用不足）の重要性、環境問題に

ついてなどのお話を伺った後、6〜7名ずつのグループに分かれて森林保全活動に取り組んだ。草

木の伐採や薪割り、枯れ木処理など、慣れない作業を行うのは大変であったが、休憩時間には木登

りをしたりブランコに乗ったりして、日常では味わえない大自然とのふれあいを楽しんだ。

　　日　　時　 ５月22日（日）９時45分〜17時00分

　　場　　所　 静岡県富士宮市

　　主　　催　 認定特定非営利活動法人富士山クラブ

　　参加者数　 37名（学生スタッフ4名、職員1名、

　　　　　　　 他大学学生32名）

　　内　　容　 草木の伐採、薪割り、枯れ木処理

　　学生スタッフの声

　・階段づくりや道の開拓など、自分が想像していたよりもはるかに本格的な活動ができました。日

常生活の中で鍬や鋸を使ったりすることがないため、初めはうまく使えませんでしたが、コツを

つかんだ後は気持ち良い程スムーズに切れるようになったのが本当に楽しかったです。

③　びわ湖を美しくする運動
　 2022年度に引き続き、琵琶湖の特定外来生物の現状を把握

するために、実際に琵琶湖に足を運び、滋賀県が毎年7月1日

において「びわ湖の日」に実施している「びわ湖を美しくする

運動」の特定外来生物のオオバナミズキンバイおよびナガエツ

ルノゲイトウの駆除活動に参加した。

　滋賀県が取り組む、琵琶湖の環境保全について、現状と課題、

特に侵略的外来水生植物の繁殖力やその影響による被害を伺

い、行政として滋賀県が取り組むボランティアに関して知見を

深めた。また、実際に、湖岸に生息する大量のナガエツルノゲ

イトウを手作業で取り除く体験を行い、学生スタッフとして何

ができるのかを考えることに繋げ、今後企画する「琵琶湖ツー

リズム！～大学生で考える環境ボランティアの未来2022（実

践編）〜」で実現することとした。

　　日　　時　 ７月１日（金）９時00分〜10時30分

　　場　　所　 滋賀県大津市　大津市なぎさ公園周辺

　　協　　力　 滋賀県琵琶湖環境部自然環境保全課

　　参加者数　 ７名（学生スタッフ５名、職員２名）

　　内　　容　 特定外来生物オオバナミズキンバイおよびナガエツルノゲイトウの駆除及び関係者

への取材

④　2022ボランティア新企画募集～あなたの想いを伝えよう～
　関大生からボランティアの新企画を募集し、学生スタッフが企画者のボランティアへの想いを他

の学生に伝えるお手伝いをする。また、そのボランティアを実現することで学生スタッフの活動に

新しい視点を取り入れることを目的として、2022年度から新しく実施した。

　SDGsを意識した内容のボランティア活動で、関大生が学生スタッフとともに行うことができる

新たな企画を募集したところ、８事業の応募があり、ヒアリングなど選考を重ねベストアイデア賞

として「学童保育ボランティア」、学生スタッフ特別賞として「動物愛護団体のお手伝いをして、

犬猫と触れ合おう」の２事業が選ばれた。

　ベストアイデア賞として選ばれた「学童保育ボランティア」は学生スタッフのサポートのもと、

大阪府吹田市の「まちなかリビング北千里」にて、来館する子ども達と遊び、交流するボランティ

アとして実際に実施し、特典②として本センター活動報告書にも掲載した。

　　募集期間　 ７月25日（月）〜８月31日（金）

　　募集内容　 SDGsを意識した内容で、複数名が参加できて、みんなで

楽しめるボランティア活動のアイデア

　　募集対象　 関西大学に所属の個人またはグループ
特典： ①選ばれたアイデアは、学生スタッフのサポートのもと、実際に企画として実施

②ボランティアセンターが発行する「活動報告書」に記載
③ボランティア体験ツアーに企画者の名前を付すことができる

　　応 募 数　 ８グループ
○ キャンパスで大地震発生から避難までを考える・新！関大クリーン大作戦
○ 子ども達が防災について学べる遊びを提供する活動・子ども達とのふれあい大作戦
○ 二酸化炭素を減らし地球の環境を守るための植林ボランティア
○ 私たちの手で綺麗な海を守ろう！海岸清掃in大阪湾沿岸の浅場
○ 学童保育ボランティア・動物愛護団体のお手伝いをして、犬猫と触れ合おう

　　学生スタッフの声

　・アイデアを応募してくれたグループへヒアリングを行うことで、アイデアをより具体的に深掘す

ることができました。

　・多くの学生に参加してもらうために、広報期間をより長く設け、ボランティアセンター機関誌の

配布などで知ってもらう機会を作る工夫をするべきでした。また、体験ツアー化する企画を選定

してから実施までに時間がかかりすぎたため、次に実施する際は実施までのプロセスまで細かく

決めておきたいです。

⑤　ようこそ！　関大サロンへ
　コロナ禍でも実施できるボランティア活動として、吹田市社会福祉協議会の協力を得て、2021

年度から高齢者施設に入所する方々とZoomを繋いだオンライン交流会を開始した。

　同世代の交流だけでなく、高齢者のような日常の中ではつながりを持ちにくい異世代との交流を

通して、高齢者の人々の文化を享受するだけでなく、一緒にゲームや歓談を行い、地域において世

代を超えたつながりや相互理解を深める機会を創出することを目的として実施した。加えて、高齢

者の方との接し方を学び、学生のコミュニケーション能力の向上を図るとともに、高齢者の方や施

設職員との関わりの中で、どのようなボランティアや支援が必要なのかを知り、これから新たに行

う活動を企画する際の気づきを得ることができた。

　今後は、関大生を募集してボランティア体験ツアーとして実施することを予定している。

　　日　　時　 ①９月５日（月）13時30分〜14時30分

　　　　　　　 ②３月15日（水）13時30分〜14時30分

　　場　　所　 オンライン（Zoom）

　　受入団体　 社会福祉法人 秀明会「特別養護老人ホーム あす～る吹田」

　　参加者数　 ①10名（学生スタッフ４名、職員２名、高齢者３名、施設職員１名）

　　　　　　　 ②11名（学生スタッフ３名、職員３名、高齢者３名、施設職員２名）

　　内　　容 高齢者とのゲーム・クイズ、歓談

　　学生スタッフの声

　・高齢者の方が「楽しかった、ありがとう」と言って涙まで流してくださり、短い時間で、これほ

ど感動していただけたのがとても嬉しかったです。

　・普段あまり話すことのない年代の方々と会話することができ、とても思い出に残る良い時間を過

ごせました。

⑥　まちFUNまつりin関西大学2022　子ども店長サポートボランティア
　子ども達を中心に、ともに楽しみ学べる場を地域に作ることを目的として活動している特定非営

利活動法人 ママふぁん関西との共催事業として実施した。

　「地域に開かれた大学」を目指して始まった本イベントは、今回で6回目を迎えた。学生スタッ

フも毎年運営補助ボランティアとして参加しており、2022年度は子ども達が店長となって出展

ブースのお店を手伝い、お金のやりとりも行うことで働く楽しさやお金の大切さを学ぶ職業体験イ

ベント「子ども店長」企画のサポートを行った。

　事前にお給料袋やくじを作成し、当日も会場設営の手伝いを行った。来場した子ども達がエプロ

ンに着替える手伝いや働くお店を決めるくじ引きの対応をする中で、学生スタッフは子ども達の緊

張がほぐれるように、声掛けをするなど工夫しながら活動をした。

　　日　　時　 10月９日（日）10時00分〜13時30分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館およびその周辺

　　参加者数　 学生スタッフ７名

　　内　　容　 お給料袋やくじの作成、会場設営、「子ども店長」事業のサポート、子ども達との交流

　　学生スタッフの声

　・子ども達の元気な姿に勇気づけられる、楽しい時間でした。

　・子ども店長自身が楽しかったと笑顔で言ってくれたり、お給料を手渡しするときにありがとうと

声をかけてくれたりして、うれしかったです。

⑦　非常食配布イベント
　防災意識の向上はもちろん食品ロス削減に取り組むことでSDGsの「つくる責任　使う責任」の

達成への貢献を目指して、公益社団法人 日本非常食推進機構より提供していただいた使用期限が

迫った非常食（防災備蓄品）を配布した。

　当日は、保存用ビスケット、保存用飲料水、アルファ化米の三種類の非常食を配布するのにあわ

せて、学生スタッフが広く認知されるように広報を行った。

　配布数は、保存用ビスケット300個、保存用飲料水100本、アルファ化米41個だった。

　　日　　時　 10月10日（月）12時20分〜12時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館１階学生センター前

　　参加者数　 学生スタッフ７名

　　内　　容　 保存用ビスケット・保存用飲料水・アルファ化米の配布

（２）ボランティア体験ツアー

　ボランティア体験ツアーとは、「ボランティアに関心があるけど一歩踏み出せない」という学生に、

ボランティアの第一歩として気軽に参加できるボランティア活動として実施しているプログラムで

ある。

①　関大クリーン大作戦～関大前の交流の輪を広げよう！～
　関西大学周辺まちづくり勉強会※主催の清掃活動にボランティア活動

として参加した。

　当日は、地域の方や体育会学生と協力して、関大前通りや千里山ユー

トピア遊園の清掃を行った。道端にはタバコの吸い殻が多く、側溝にも

マスクや包装紙のゴミが多く落ちていた。ゴミ拾いを終えたら、根を残

さないように専用の道具などで掘り起こしながら千里山ユートピア遊園

の除草作業を行った。普段なかなか関わることのない地域の方と交流し

ながらの活動となり、終始笑顔が絶えない時間となった。

※阪急電鉄関大前駅周辺の地域において、安心・安全で活力と魅力あふれる「ま
ちづくり」を推進し、自治会、関大前商店街、学校法人関西大学及び行政で
課題を共有し、方策を検討することを目的とした組織。現在は、関大前ラボ
ラトリ（通称まち・かん）の管理運営及び関大前周辺地域の美化活動を主な活動としている。

　　日　　時　 ４月14日（木）８名、５月12日（木）雨天中止、６月９日（木）６名、10月13日（木）

７名、11月10日（木）３名、12月８日（木）７名　14時00分〜15時00分

　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ15名、本学学生延べ16名

　　場　　所　 阪急電鉄関大前駅～関西大学正門の周辺道路、千里山ユートピア遊園

　　主　　催　 関西大学周辺まちづくり勉強会

　　内　　容　 関大前通り、千里山ユートピア遊園の清掃

　　企画学生の声

　・関大前はタバコのゴミや雑草が多く、清掃のやりがいが大きいと感じました。また、地域の方や

関大生とも交流しながら行えたため、最後まで良い雰囲気で清掃できたと思います。

　・参加してくれた関大生と活動中もたくさん話せました。１人で清掃に集中するよりも話しながら

のほうが楽しく、時間が過ぎるのが早かったです。

　　参加者の声

　・コロナ禍でも自分がやれることに挑戦したかったから参加しました。地域の人と交流できてよ

かったです。（社会学部・２年次生）

　・街が綺麗になっていくのがうれしかったです。地域の人たちとも協力しあうことができて、充実

した時間でした。（法学部・1年次生）

②　関大クリーン大作戦in高槻
　普段利用している駅やキャンパス周辺を清掃し、景観を保護すること

で、学生や地域の方々が気持ちよく利用することを目的に、また、阪急

高槻市で活動することで高槻キャンパス、高槻ミューズキャンパスの学

生も気軽にボランティアに参加できる機会を設けることを目的として実

施した。

　4月実施時は、阪急高槻市駅周辺の本通り商店街と中通り商店街の二

手に分かれて、清掃活動を実施した。11月実施時は、参加者全員で清

掃活動を実施した。両日とも、最初にアイスブレイクを行い、交流をし

てから清掃活動に取り組んだため、雰囲気がよく楽しく活動することが

できた。

　　日　　時　 ①４月17日（日）９時00分〜10時30分

　　　　　　　 ②11月27日（日）９時00分〜10時30分

　　場　　所　 阪急高槻市駅周辺

　　参加者数　 ①15名（学生スタッフ５名、本学学生10名）

　　　　　　　 ②７名（学生スタッフ６名、本学学生１名）

　　内　　容　 阪急高槻市駅周辺の清掃

　　企画学生の声

　・想像していたよりも多くの人に参加してもらうことができて、アイスブレイクや清掃活動中は参

加者同士の交流があり、いい雰囲気で活動することができてよかったです。

　・活動中に通りがかった地域の方から「お疲れ様です。」というお言葉をいただくことができて、

嬉しかったです。

　　参加者の声

　・友達の輪を広げたいと思い参加しました。ゴミをたくさん拾うことができてやりがいがありまし

た。（社会安全学部・１年次生）

　・少人数のグループに分かれてのゴミ拾いだったので、1人で参加しても他の参加者と話しながら

活動しやすくて良かったです。（総合情報学部・３年次生）

③　淀川掃除
　淀川河川敷の清掃をすることで、大阪湾へゴミが流れ込むことを防ぎ、

淀川の水質や景観を保護することを目的に、また、清掃活動という気軽

に参加できる点を活かして、関大生にボランティア活動の魅力を広める

機会にすることを目的として実施した。2021年度には、淀川河川事務

所に相談を行ったうえで、これまで清掃を行っていた南方地区から行政

の対応が追い付いていないより河口の西淀川区福町地区へ場所の変更を

行った。

　４月実施時は雨天だったため、河川敷の手前を２グループに分かれて

清掃活動を行い、途中でグループを入れ替える等、参加者同士がより多

く関われるよう工夫を行った。

　10月実施時は晴天に恵まれ、5グループに分かれて河川敷を広く清掃

した。

　　日　　時　 ①４月24日（日）10時00分〜12時00分

　　　　　　　 ②10月23日（日）10時00分〜12時00分

　　場　　所　 大阪市西淀川区　阪神福駅近くの河川敷

　　参加者数　 ①26名（学生スタッフ8名、本学学生18名）

　　　　　　　 ②20名（学生スタッフ10名、本学学生10名）

　　内　　容　 淀川河川敷の清掃

　　企画学生の声

　・雨の中での実施となり、予定していた通りの淀川掃除は出来ませんでしたが、参加者の方から「楽

しかった」という言葉が聞けて嬉しかったです。

　・通りすがりの地域の方からどこの大学の団体なのかと尋ねられ、「ありがとうね、頑張って！」

とお声掛けいただいて嬉しかったです。

　　参加者の声

　・河川敷には多くのゴミが落ちていて、それらを拾っていくことが単純に楽しかったし、学生ス

タッフの方や参加者の方と色々話せてよかったです。（外国語学部・１年次生）

　・前に参加した清掃ボランティアで誘ってもらったので、参加しました。思っていたよりもプラス

チックのゴミが多くて驚きました。（政策創造学部・１年次生）

④　献血呼びかけボランティア

　献血の必要性を多くの学生に伝えることが、社会貢献につながるとい

うことを知ってもらうこと、また、気軽に参加できる学内ボランティア

を通じて、ボランティアの良さを身近に感じてもらい次のボランティア

活動参加のきっかけを創出することを目的として実施した。

　現在の日本では少子高齢化が進み、輸血を必要とする高齢者の割合が

増える一方で、それを支える若者の献血者数が減っているという危機的

状況にある。また、血液は長期の保存ができないため、安定的な供給が

必要であるが、献血について学生の関心が薄いのが現状である。

　献血を実施の広報だけでなく、当日は、献血車前で看板を持って献血

協力の呼びかけを行った。

　　日　　時　 ４月25日（月）14名、４月26日（火）９名、５月10日（火）６名、６月７日（火）８名

　　　　　　　 10月12日（水）10名、10月20日（木）３名、11月11日（金）６名、12月５日（月）４名

　　　　　　　 11時30分〜13時30分、12時00分〜13時00分

　　　　　　　 ※10月20日は関大防災DAYの事業の一環として実施した。
　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ40名、本学学生延べ20名

　　場　　所　 千里山キャンパス総合図書館前、悠久の庭前、

　　協　　力　 大阪府赤十字血液センター

　　内　　容　 献血への協力呼びかけ

　　企画学生の声

　・授業終わりで人通りが多い時間帯に呼び込み時間を設定したため、効果的に呼びかけが行えたと

思います。前を通った方が自分たちの呼びかけに反応してくださって嬉しかったです。また、毎

月行っているので声を出すことに慣れてきて、積極的に声かけをすることができました。

　・呼びかけを行ったことで、多くの学生に献血実施中であることに気付いてもらうことができまし

た。呼びかけに反応してくださる方もいて嬉しかったです。

　　参加者の声

　・輸血経験があるため、恩返しになればと思って参加しました。活動はアットホームな雰囲気で楽

しむことができました。（文学部・２年次生）

　・自分が想像していた以上に人が集まり、献血に協力していたので、声掛けの達成感を感じました。

（商学部・３年次生）

⑤　関大花植え活動（大学昇格100年記念）
　大学昇格100年記念事業の一環として、経済学部と商学部の学び舎で

ある第２学舎１号館前の広場を、山岡順太郎の胸像とともにリニューア

ルすることとなり、管財課の協力のもと、花壇の花植え活動を実施した。

大学昇格100年という節目に、緑のなかで新しい仲間と出会って交流し

ながら、学生たちの愛校心を育むこと。また、今後の広報を含めて、「ボ

ランティアセンター学生スタッフ」が大学内で広く認知されることを目

的として実施した。

　当日は、業者の方の指示に従いながら土を掘り、花を植えた。活動の

途中から雨が降りだしたため、レインコートを着用しての活動になった

が、参加者全員が熱心に取り組んだ結果、予定よりも広い範囲に花を植

えることができた。

　　日　　時　 ５月13日（金）９時00分〜12時10分

　　場　　所　 千里山キャンパス第2学舎1号館前広場

　　参加者数　 30名（学生スタッフ９名、本学学生21名）

　　内　　容　 花壇の花植え

　　企画学生の声

　・花を植える場所の土が硬くて、掘るのに思ったより時間がかかって大変でした。また、植えると

きに花の間隔や全体のバランスを考えるのが難しかったので、わからないことがあったら業者の

方に質問しながら作業をすすめました。

　・業者の方から「これからも手伝いにきてほしい」と言って褒めていただけて、嬉しかったです。

　　参加者の声

　・花植えに興味が湧いたので参加しました。想像していたよりも体力を使い、花壇がきれいになっ

ていくのが分かってやりがいがありました。（システム理工学部・４年次生）

　・ボランティア活動を体験してみたかったので参加しました。自分の活動が花というかたちで残っ

て嬉しいです。（文学部・１年次生）

⑥　高槻景観美化ボランティア
　自然と共生する「花と緑のまちづくり」に寄与することを目的として

いる高槻市のNPO法人「花と緑のまちづくり 高槻景観園芸クラブ」と

の連携事業として活動に参加し、学生に環境美化、地域交流の必要性を

学んでもらうことを目的として実施した。

　高槻景観園芸クラブの方々から活動の説明を受けた後、初対面の学生

の緊張をほぐすためにアイスブレイクを行った。高槻景観園芸クラブの

方々の指示に従い、苗床を整備して花を植えていく中で、良い苗の見分

け方や植物の種類なども教えていただいた。

　11月実施時は花を植えた後、花壇周りや他の花壇に積もった大量の

落ち葉を拾い集め、花壇全体の景観を美しく整えた。

　幅広い世代の憩いの場所である公園を美化し、まちづくりに関心を持

てるような事業は貴重なものであり、団体の方々とコミュニケーション

を取りながら、楽しく花植え活動を行うことができた。

　　日　　時　 ①５月14日（土）８時50分〜11時00分

　　　　　　　 ②11月20日（日）９時00分〜11時00分

　　場　　所　 大阪府高槻市　高槻城公園

　　　　　　　 連携先 NPO法人 花と緑のまちづくり 高槻景観園芸クラブ

　　参加者数　 ①７名（学生スタッフ５名、本学学生２名）

　　　　　　　 ②６名（学生スタッフ４名、本学学生２名）

　　内　　容　 高槻城公園内の花壇の手入れ、地域の方との交流

　　企画学生の声

　・団体の方といろんなお話をしながら花植え活動を行い、花植えをしたことがない学生でも不安な

く楽しめた事業でした。参加学生にボランティアの魅力を伝えるとともに、自身も改めてボラン

ティアの魅力を感じることができました。

　・花にも一つ一つ個性があり、それぞれに花の魅せ方があるのだと初めて知り、ただ活動するので

はなく、何かを意識して取り組むことの大切さを学びました。

　　参加者の声

　・花壇の手入れをしたことがなく、一度してみたいと思ったので参加しました。花壇が綺麗になっ

た際に感じた達成感や団体の方々との交流を通じて、ボランティアの魅力や楽しさを感じること

ができました。（法学部・４年次生）

⑦　関大クリーン大作戦in梅田
　梅田キャンパスの周辺を清掃することで環境や景観を保護し、通行す

る人々が気持ちよく過ごすことができるようにすること、気軽に参加で

きるボランティア活動として清掃活動に参加することでボランティアの

やりがいや楽しさを感じてもらうことを目的として実施した。

　当日は、梅田キャンパスの教室にてアイスブレイクを行ったあと、２

グループに分かれて茶屋町エリアの清掃を約１時間行った。清掃活動中

には、通りがかった人や清掃ルートの並びにある店舗の方からお礼の言

葉をもらうことができ、参加者の達成感や満足感につながった。日曜の

朝ではあったが人通りや車が多く、学生スタッフが時折声をかけて注意

を促しながら活動した。

　　日　　時　 ①５月15日（日）９時00分〜11時00分

　　　　　　　 ②11月13日（日）９時00分〜11時00分

　　場　　所　 梅田キャンパス周辺

　　参加者数　 ①19名（学生スタッフ５名、本学学生14名）

　　　　　　　 ②13名（学生スタッフ３名、本学学生10名）

　　内　　容　 梅田キャンパス周辺の清掃

　　企画学生の声

　・アイスブレイクで学部や趣味などの自己紹介を行ったので、活動中の話題ができてすごく話しや

すかったです。友達同士が一緒になるようにグループ分けしたのがよかったのか、参加した学生

同士楽しそうに活動していました。

　・清掃の距離を延ばすなどの工夫をしましたが、ルートによってゴミの量が違っていたので、ルー

トの見直しが必要だと感じました。雨の中での活動でしたが、みんなで楽しく清掃活動ができた

ので嬉しかったです。

　　参加者の声

　・活動場所が梅田なので参加しやすいと思い参加しました。普段なかなかゴミ拾いを行う機会がな

かったので経験できて良かったです。（商学部・１年次生）

　・一度ボランティアに参加してみたいと思ったので参加しました。自分たちで街を少しでも綺麗に

する活動ができ、良い経験になりました。（社会安全学部・１年次生）

⑧　関大クリーン大作戦～千里山キャンパス周辺の清掃～
　普段自分たちが利用している千里山キャンパス周辺を清掃することで

環境や景観を保護し、関大生や地域の方々がより気持ちよく過ごすこと

ができる。また、授業の空きコマに気軽に参加できることでボランティ

ア活動を身近に感じてもらうことを目的として実施した。

　活動前にアイスブレイクを行い、学部や学年に関係なく学生同士が交

流することで、その後の活動も和やかな雰囲気で進めることができた。

清掃は関大前ルートと名神高速道路沿いルートの2コースに分かれて

行った。ゴミは「燃えるゴミ」「ビン・カン」「ペットボトル」の3つに

分類して集めたが、タバコの吸い殻が最も多く、ゴミを拾うだけでなく、

今後はゴミを捨てる人が少なくなるように啓発を目的とした活動も検討

している。

　　日　　時　 ①５月21日（土）10時40分〜12時10分

　　　　　　　 ②10月15日（土）10時40分〜12時10分

　　場　　所　 千里山キャンパス周辺

　　参加者数　 ①10名（学生スタッフ３名、本学学生７名）

　　　　　　　 ②16名（学生スタッフ７名、本学学生９名）

　　内　　容　 千里山キャンパス周辺の清掃

　　企画学生の声

　・ゴミの量が少なく、やりがいを感じにくいのではないかと心配でしたが、清掃中はずっと楽しく

会話しながら活動を行うことができました。

　・参加者の１回生が１人で、他の上級生と仲良くなれるかどうか不安がありましたが、始まってみ

ればみんな会話が絶えず、終始楽しく活動することができました。

　　参加者の声

　・自分が通っている大学に恩返しをしたいと思って参加しました。意外と大学の周りが綺麗だった

ことに驚きました。（社会学部・３年次生）

　・アルバイトをやっていないため、他に何か出来ることはないか、頑張れることはないか、と探し

ていたらこのボランティアを見つけて参加しました。意外と細かいゴミが多く、拾うのが大変で

したが、充実した時間を過ごせました。（法学部・１年次生）

⑨　関西大学×法政大学 スポーツゴミ拾い
　法政大学と連携しZoomを用いて合同でゴミ拾いを実施した。「スポー

ツゴミ拾い」とは、制限時間内に指定されたエリアのゴミを拾い、拾っ

たゴミの量と種類で得点を競い合うというスポーツ要素を加えた、日本

発祥の新感覚清掃活動である。ゴミ拾いにスポーツ要素をかけ合わせる

ことで、ゴミ拾いをスポーツ感覚で楽しみ、ボランティアへの興味を引

き出し、法政大学の学生と交流を深め、参加者同士で協力してゴミ拾い

を行うことで連帯感や達成感を得ることを目的として実施した。

　当日は、Zoomを繋ぎながらキャンパス周辺の清掃を行い、清掃の様

子だけでなく、キャンパスの様子なども映すことで大学の所属を超えて、

学生ボランティア同士の交流も行うことができた。

　　日　　時　 ①５月29日（日）14時00分〜16時20分

　　　　　　　 ②３月13日（月）13時50分〜16時20分

　　場　　所 ①関西大学千里山キャンパス周辺および凜風館１階学生ラ

ウンジ

　　　　　　　 　法政大学市ヶ谷キャンパス周辺および外濠校舎３階S305

　　　　　　　 ②関西大学千里山キャンパス周辺および尚文館１階マル

チメディアAV大教室

　　　　　　　 　法政大学市ヶ谷キャンパス周辺および外濠校舎３階S305

　　共　　催 法政大学ボランティアセンター、法政大学ボランティアセ

ンター学生スタッフ VSP

　　参加者数 ①32名（学生スタッフ10名、本学学生７名、法政大学15名）

　　　　　　　 ②25名（学生スタッフ７名、本学学生６名、法政大学12名）

　　内　　容 それぞれのキャンパス周辺のゴミ拾い、クイズ大会、法政大学との交流

　　企画学生の声

　・拾ったゴミを得点化して競うのはゲーム感覚があり、参加者

に楽しんでもらえたように思います。参加者の方がゴミを袋に

入れるときに何を拾ったかを伝えてくれたので、記録がスムー

ズに進みました。

　・単なるゴミ拾いではなく、ゴミを点数化してチーム対抗で競う

ことで、楽しみながらも一生懸命に取り組むことができ、参加

者にボランティアを楽しむ感覚を味わってもらえて、非常に良

かったです。

　　参加者の声

　・スポーツゴミ拾いはゲーム性があり、法政大学の学生と交流し

ながら楽しく活動することができました。（文学部・２年次生）

　・学生スタッフの方もほかの参加者の方も丁寧に接してくれて嬉

しかったです。おかげで楽しく街を綺麗にすることができまし

た。（法学部・２年次生）

⑩　1000000人のキャンドルナイト 茶屋町スロウデイ2022
　梅田・茶屋町エリアの企業、地域団体、学校および行政などが集まっ

て“歩いて楽しいまちづくり”を推進し、茶屋町の魅力を発信する本イ

ベントに2017年度から参加している。魅力発信に取り組み地域の活性

化を行い、キャンドルの灯りを見てくれる人に気持ち安らぐ時間や癒し

を提供することを目的として実施した。

　2022年度は「Convivial 〜ともに愉しむ日～」をテーマに、３年ぶ

りの現地開催となった。「キャンドルの灯りが人々の心に安らぎと未来

への希望をもたらすように」という願いを込めて、学生スタッフは

CHASKA茶屋町（ジュンク堂書店）前にキャンドルアートを設置した。

　事前に学生スタッフが考えたデザインを基にキャンドル装飾を行い、

設置・点火・火の見守り・会場の片付け等の活動を行った。

　キャンドルに火が灯り、日が落ちて街が暗くなるにつれて、大勢の方がキャンドルアート前で足

を止めて写真撮影を行い、キャンドルの光に照らされた笑顔に溢れたイベントとなった。

　　日　　時　 ①事前説明会：５月25日（水）12時20分〜12時50分

　　　　　　　 ②活　　　動：６月１日（水）13時00分〜22時00分

　　場　　所　 ①千里山キャンパス凜風館1階ピアエリア／オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②大阪市北区　CHASKA茶屋町

　　参加者数　 24名（学生スタッフ11名、本学学生13名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明会

　　　　　　　 ②キャンドル装飾の制作・設置・点灯・見守り

　　企画学生の声

　・CHASKA 茶屋町全体がキャンドルの温もりに包まれた空間を体感できて良かったし、自分がそ

の空間を作る側として携わることができて嬉しかったです。たくさんの方達が見に来てくれたり

写真を撮ったりしてくれて、地域の活性化に貢献できたと思えました。

　・日が沈んだ後、キャンドルが光っている景色を見た時に、とても感動しました。たくさん写真

を撮っている方や、キャンドルの灯をずっと眺めている方もいらっしゃって嬉しかったです。

　　参加者の声

　・点灯時間までにキャンドルの設置が間に合うか不安でしたが、参加者の方々と協力して取り組み、

デザイン通りのものを完成させることができました。点灯した綺麗なキャンドルを見ると、達成

感や安らぎを感じることができ、ボランティアに参加して良かったと感じました。（社会学部・

１年次生）

　・一緒に活動した関大生と仲良くなることができ、入学してなかなか友達ができなかった自分に

とってすごく嬉しく、楽しいボランティア活動でした。（社会学部・２年次生）

⑪　大和川掃除
　堺キャンパス周辺を流れる大和川河川敷を清掃することで景観を清潔

に保つことができ、地域の方が河川敷をより気持ちよく利用できると同

時に、堺キャンパス周辺の地域貢献活動を目的として実施した。

　本活動は、堺キャンパスに通う学生にとって参加しやすい活動場所で

あることから、堺エリアで活動を展開しているボランティア団体

「WEVO」とも連携して実施している。

　当日は雲が多かったが気温は高かったため、こまめに休憩をとり、熱

中症に気を付けながら清掃活動をした。河川敷には大和川上流から家庭

ゴミやペットボトル等が流れてくるため、参加者全員で力を合わせて清

掃することで河川敷を綺麗にすることができた。

　　日　　時　 ６月５日（日）９時30分〜11時30分

　　場　　所　 大阪府堺市　大和川左岸河川敷

　　参加者数　 72名（学生スタッフ14名、本学学生17名、WEVO所属学生41名）

　　内　　容　 大和川河川敷の清掃

　　協　　力　 WEVO

　　企画者の声

・普段交流する機会が少ないWEVOの方達と交流することが出来て、貴重な機会でした。一見何も

無いように見えても、掘ってみると靴が1足出てくるなど、砂に埋まっているゴミが沢山見られ

ました。

　・同じグループの方たちと楽しく話しながら協力して清掃することができて良かったです。堺キャ

ンパスの方と一緒に活動することは初めてだったので、とても新鮮でした。キャンパス間の交流

にもなり、有意義な活動となりました。

　　参加者の声

・社会経験を積むために参加しました。初対面の人とも話すことができたので良かったです。（法

学部・３年次生）

　・ボランティアの経験を積む良い機会になると考えたので、参加しました。活動自体は思っていた

よりも短く感じ、少人数でのグループだったので活動しやすかったです。（法学部・３年次生）

⑫　吹田くわいボランティア 
　若者の農業への関心が低下し、千里山キャンパスがある吹田市の特産

品である吹田くわいの認知度が低いという現状がある。そこで、吹田く

わいの植え付けから収穫まで一年を通した活動を通して、吹田くわいに

ついて深く理解してもらうとともにボランティアの魅力に気付いてもら

うことを目的として実施した。

　どちらの活動も、農園の方から吹田くわいの説明をしていただき、植

え付けや収穫のコツについてお話しいただいた後、作業を行った。植付

けでは、日常生活では着る機会のない胴長を着用しての作業に苦戦しな

がらも、参加者同士で声を掛け合い農業の大変さを感じながら活動した。

収穫では、備中鍬でくわいを傷つけないように慎重に泥をかき分けなが

ら、全部で約700グラムのくわいを収穫した。

　　日　　時　 ①植え付け：６月16日（木）14時45分〜17時00分

　　　　　　　 ②収　　穫：12月５日（月）14時45分〜17時00分

　　場　　所　 大阪府吹田市　西農園

　　協　　力　 吹田市都市魅力部 地域経済振興室

　　参加者数　 ①13名（学生スタッフ５名、本学学生８名）

　　　　　　　 ②６名（学生スタッフ６名）

　　内　　容 吹田くわいの植え付けと収穫作業の手伝い

　　企画者の声

　・大学のある吹田市の特産品に触れることができ、地域のことを少しでも知るきっかけとなりまし

た。

　・くわいを収穫する作業は考えていたよりも大変でしたが、そのぶん達成感があり、泥の中からく

わいを見つけた時は嬉しい気持ちになりました。頂いたくわいを家に帰って素揚げにして食べて

みると、自分達で収穫したこともあってとても美味しかったです。

　　参加者の声

　・普段の生活で農業に関わることがないので、やってみたいなと思って参加しました。農業体験だ

けでなく、くわいの事を知ることもできてよかったです。（文学部・４年次生）

　・「すいたん」のモチーフであるくわいに興味があったので参加しました。また、学生スタッフの

方が話しやすくてよかったです。農家の方のお話も面白かったです。（法学部・２年次生）

⑬　飛鳥光の回廊2022 ～明日香をともす「和」のひかり～
　明日香村で毎年行われている、石舞台古墳をはじめ岡寺や飛鳥寺など、

明日香村内の代表的な史跡・寺社・施設をろうそくやLEDライトの明か

りで彩る地域活性化イベントで、奈良県明日香村との連携事業として実

施した。

　「キャンドルの輪と和でつながる光」を関西大学のテーマとし、キャ

ンドルのデザインや配置を考え、他の活動では得られない大変さと、よ

り大きなやりがいや達成感を感じることができた。

　残念ながら1日目は雨天のため中止となったが、石舞台古墳や奈良県

立万葉文化館などを見学し、明日香村の歴史や文化的価値について学ん

だ。2日目は、用意した約3000個の色付き紙コップを「ボランティア

センター 2022」という文字やピラミッド、円の形に並べた。夕方から

は多くの方が来場し、写真撮影をしたりと笑顔溢れる楽しい空間となった。

　　日　　時　 ①事前説明会：９月１日（木）12時00分〜13時00分

　　　　　　　 ②活　　　動：９月23日（金）10時00分〜17時00分

　　　　　　　 　　　　　　　９月24日（土）11時00分〜22時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②奈良県高市郡明日香村　川原寺跡

　　連 携 先　 奈良県明日香村

　　参加者数　 40名（学生スタッフ延べ21名、本学学生延べ19名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明

　　　　　　　 ②キャンドルデザイン案の作成、キャンドルを入れる紙コップの制作、

　　　　　　　 　キャンドルの設置・点灯・撤去、明日香村の散策、地域の方との交流

　　企画学生の声

　・イベントが始まると多くの方が見に来てくださり、「きれい」「すごい」などのお声をきくことが

でき、このイベントに関西大学ボランティアセンター学生スタッフとして参加してよかったと思

いました。

　・気温が高い中、多くのキャンドルを並べていくのは大変だったが、みんなで協力し合いながら長

時間かけて作り上げたので、その分、夜になりキャンドルの灯りがきらきらしているのを見ると

とても達成感を感じることができました。

　　参加者の声

　・楽しそうだと思ったので参加しました。思っていたよりずっと大変だったけど、終わったあとの

達成感が気持ちよかったです。（社会安全学部・1年次生）

　・みんなでキャンドルを並べるのがとても楽しかったです。参加して良かったと思いました。（経

済学部・1年次生）

⑭　下校見守り活動
　吹田警察生活安全課防犯係と連携して、千里山キャンパス近くの小学

校に通う子どもが安全に下校できるような環境を守ることを目的とし

て、千里山キャンパス周辺の小学校の下校時間にあわせて正門前で見守

り、声かけを実施した。

　当日は、子どもたちが「さようなら」「気を付けて帰ってね」と声を

かけると元気よく挨拶を返してくれたり、関西大学という名前を見て

「知ってる！」と声をかけてくれたりと、参加した学生ボランティアと

の交流を楽しむ様子が伺えた。

　　日　　時　 10月11日（火）７名、13日（木）４名、14日（金）４名　14時00分〜15時00分

　　　　　　　 10月12日（水）３名　12時45分〜14時15分

　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ10名、本学学生延べ８名

　　場　　所　 吹田市立千里第二小学校

　　協　　力　 吹田警察署生活安全課防犯係

　　内　　容　 小学校正門前での声掛け、見守り

　　企画学生の声

　・見守り活動中はできるだけ腰を屈めて、子どもたちと目線の高さを合わせて挨拶することを心が

けるようにしました。地域に根ざしたボランティア活動を企画できてよかったです。

・元気に挨拶をしてくれた子どもも多く、見守り活動をしている私たちの方が元気をもらいました。

　　参加者の声

　・実際に吹田警察署の方と連携して、見守り活動をするという貴重な経験ができて良かったです。

小学生から挨拶を返してもらえたりして本当にやってよかったと思いました。とてもいい経験に

なりました。（法学部・３年次生）

　・はじめてのボランティア活動で緊張していましたが、学生スタッフの方も職員の方も優しくて安

心しました。見守り活動もやりがいを感じることができたので、参加してよかったです。（商学部・

３年次生）

⑮　琵琶湖ツーリズム！～大学生で考える環境ボランティアの未来2022（実践編）〜
　関西大学ボランティアセンターは2017年度から琵琶湖の保全活動に

取り組んでいる。2017年度は特定外来生物オオバナミズキンバイ駆除

活動、2018年度は清掃活動を実施し、2019年度及び2020年度は新型

コロナウイルス感染症拡大の影響により実施を見合わせた。

　本学主催３大学（法政大学・明治大学・関西大学）連携事業として、

法政大学の学生ボランティアとともに、琵琶湖岸の環境保全活動として

滋賀県長浜市の南浜漁港にて、船の出港を妨げている特定外来生物ナガ

エツルノゲイトウの駆除活動を行った。

　当日は、学生ボランティア全員が胴長とライフジャケットを身につけ、

岸と舟上よりナガエツルノゲイトウの駆除活動を行った。ナガエツルノ

ゲイトウは、琵琶湖や内湖、河川などの水際に生育している水陸両生の多年生の植物で、茎の断片

からも再生するほど繁殖力が強いため、機械ではなく手作業で根や茎をできるだけ残さないように

根本から丁寧に引き抜き、陸に上げる作業を熱心に行った。

　その結果、夕方には、湖面が見えないほど群生していたナガエツルノゲイトウのほとんどを駆除

することができ、参加者全員がやりがいや充実感を得ることができ、大学生として環境ボランティ

アの未来を考えるうえでの契機となった。また、今回の活動を通して、大学の所属を超えて学生ボ

ランティア同士が交流を行うことができ、有意義な1日となった。

　　日　　時　 ①事前説明会：10月11日（火）12時15分〜12時50分

　　　　　　　 ②駆 除 活 動：10月16日（日）７時30分〜18時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②滋賀県長浜市　南浜漁港

　　活動協力　 滋賀県立琵琶湖博物館　特別研究員 /

　　　　　　　 滋賀県琵琶湖環境部 自然環境保全課 副主幹　中井 克樹 氏

　　　　　　　 南浜漁業協同組合

　　参加者数　 ①36名（学生スタッフ30名、本学学生６名）

　　　　　　　 ②42名（学生スタッフ24名、本学学生５名、法政大学９名、教職員４名）

　　内　　容　 特定外来生物ナガエツルノゲイトウの駆除活動

　　企画学生の声

　・ナガエツルノゲイトウは、とるのが難しく、無理に引っ張っても途中で切れてしまうと意味が

なく、ナガエツルノゲイトウの駆除の大変さに驚きました。活動後のきれいな湖面を見たからこ

そ、自然をこれからも大切にしていかなければいけないと感じました。

　・関西大学及び法政大学の学生、職員の方たちと活動中に交流できたので、楽しかったです。自分

たちの活動の成果を現地の方が喜んでくれていたことで、より達成感を感じることができました。

　　参加者の声

　・ナガエツルノゲイトウの駆除活動は、協力することが必須な作業だったので、参加者同士でコ

ミュニケーションをとり新しい輪を広げられてよかったです。（関西大学・３年次生）

　・外来種の駆除という貴重な体験をしてみたいと思い、参加しました。目に見える形で成果が現れ

るので、達成感を感じることができ参加してよかったと感じました。（関西大学・１年次生）

　・晴天の中、関西大学の皆さんと協力して非常に楽しく活動することができました。また、漁協の

方も優しく特定外来生物の駆除方法を教えてくださり、初心者でもすぐに取り組める内容でした。

昼食時は関西大学のみなさんとコミュニケーションを取りながら時間を過ごすことができ、２大

学合同ボランティア活動ならではの有意義な経験となりました。（法政大学・３年次生）

　・関西大学の方々と連携して、特定外来生物を駆除することができて良かったです。また、今回の

駆除活動を通じて、どれだけ湖が汚れているのかを目の当たりにし、今後、自分がどのように環

境活動に関わっていけばいいのかを考える良い機会になりました。（法政大学・２年次生）

⑯　2022年度学園祭「環境問題ってなんだろな？〜クイズで！ゲームで！楽しく学ぼう！〜」
　学生スタッフは、淀川河川敷の清掃活動や琵琶湖の特定外来生物の

駆除活動などといった環境保全活動を普段から多数実施している。そ

ういった経験を活かし、遊びを通して子ども達に環境問題について考

えるきかっけをもってもらえるような企画とした。また、統一学園祭

に来訪される保護者の方や地域の方及び本学学生に、ボランティア活

動の魅力と学生スタッフの活動を知ってもらうことを目的として実施

した。

　本学統一学園祭には、親子連れや子どもが多く来場するため、子ど

もを対象としてSDGs（特に環境問題）について学んでもらうため、環

境問題というテーマで3つのブースを設けた。当日は多くの子ども達が

訪れ、ゲームを通して環境問題について学びを得る機会となった。

　　日　　時　 11月３日（木）12時00分〜15時30分

　　　　　　　 11月４日（金）10時00分〜16時00分

　　　　　　　 11月６日（日）10時00分〜13時00分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館１階学生ラウンジ

　　参加者数　 102名（学生スタッフ延べ94名、本学学生延べ８名）

企画内容：

・紙芝居

　海洋プラスチック問題を中心とした環境問題について紙芝居で説

明したあと、身近な例を使ったクイズで環境問題について楽しく学

んでもらった。

・ミニゲーム

　牛乳パックや段ボールなどを再利用して作ったおもちゃで魚釣り

ゲームをしてもらった。捨てるはずだったもので遊んでもらうこと

で、リサイクルの大切さやゴミを減らす工夫などについて楽しみな

がら学んでもらった。

・塗り絵

　色鉛筆やクレヨンを使ってSDGsや地球をモチーフにした塗り絵

をしてもらいながら、SDGsについて興味を持ってもらった。

　　企画学生の声

　・初めて学園祭に参加しましたが、とても楽しかったです。子ども達が楽しみながらも環境問題に

ついて学びを深めてくれている姿が、とてもいきいきとしていたのが嬉しかったです。

　・ミニゲームも塗り絵も紙芝居も全て子ども達は楽しそうに体験してくれていました。笑顔で帰っ

ていく子ども達を見ると、とても嬉しく感じました。

　　参加者の声

　・一度もボランティアに参加したことがなかったので、参加してみたいと思って参加しました。来

場してくれた子ども達が可愛かったです。（経済学部・３年次生）

　・子どもとコミュニケーションを取れる良い機会だと思ったので参加しました。学生スタッフの方

も親切で楽しく活動できました。（社会学部・１年次生）

⑰　千里キャンドルロード2022
　吹田市と豊中市にまたがる千里ニュータウンの人口にちなんだ９万個

のキャンドルに灯をともすイベント「千里キャンドルロード」に本セン

ターは2014年度から参加し、今回で８回目となる。10周年を迎えた今

年は、『「出会い」これまでも…これからも…』をテーマに、３年ぶりに

来場予約なしでの開催となった。

　学生スタッフはキャンドルのデザインから考え、2022年度は、約

2000個の紙コップを色づけした大きな赤いハート２つを中心に、伸び

る 蔦 葉 や 青 い 紙 コ ッ プ で 縁 取 り し た「Kandai Volunteer Center 

2022」の白い文字など、工夫を凝らしたデザインを作成した。

　当日は、多くの方が訪れ、暗くなってキャンドルに火が灯されると、

あたり一帯が幻想的な光景になる様子を訪れた方たちが足を止め写真撮影をするなど、笑顔溢れる

光景となった。

　　日　　時　 11月５日（土）11時30分〜21時00分

　　場　　所　 吹田市立千里南公園

　　主　　催　 千里キャンドルロードプロジェクト

　　参加者数　 40名（学生スタッフ33名、本学学生７名）

　　内　　容　 キャンドルデザイン案の作成、キャンドルを入れる紙コップの色付け、

　　　　　　　 キャンドルの設置・点火・見回り・片付け

　　企画学生の声

　・「ここ（関大の作品）すごい！」「ここがメインやね。」などと、来場した方からの嬉しい言葉を

たくさん耳にしました。準備は大変でしたが成功して良かったと思えた瞬間でした。

　・スペースの問題もあり、当日にデザインの変更をしましたが、とても上手に完成させることがで

きて達成感がありました。学生スタッフの参加人数がとても多く、学生スタッフの交流の場となっ

ていたのも良かったです。

　　参加者の声

　・楽しそうだと思ったので参加しました。みんなで一つのものを作れていい経験になりました。（経

済学部・３年次生）

　・学園祭期間で授業がなく時間が空いていたこともあり、参加を決めました。想像していた以上に

キャンドルに灯をともした光景が綺麗で、また、地域の人達にも満足していただけたようでやり

がいを感じました。（法学部・２年次生）

⑱　大阪マラソン2023給水ボランティア
　今回で11回目の開催を迎える大阪マラソンは、チャリティ文化の普

及を目指す日本最大規模の都市型市民マラソンである。本学は第1回大

会からオフィシャルスポンサーとして参画している。

　活動を通して本学学生が大阪を盛り上げるとともに、ボランティアの

楽しさややりがいを感じてもらう機会とすることを目的として実施し

た。

　当日は、本学学生が給水ボランティアとして携わり「みんなでかける

虹。」というスローガンのもと、29,285人のランナーをサポートした。

給水や応援を通してランナーの方と関わり、参加した学生にもよりボラ

ンティア楽しさやスポーツの魅力を感じてもらうことができる活動と

なった。

　　日　　時　 ①事前説明会：２月15日（水）13時00分〜14時30分

　　　　　　　 ②活　　　動：２月26日（日）７時30分〜12時00分

　　場　　所　 ①千里山キャンパス第２学舎４号館BIGホール100

　　　　　　　 ②大阪マラソン第１給水所（５ km地点／中之島・本町ブロック）

　　参加者数　 191名（学生スタッフ22名、本学学生58名、体育会所属学生108名、職員３名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明、ボランティアセンターの紹介

　　　　　　　 ②給水所でのランナーへの給水提供

　　参加者の声

　・中学校の頃からマラソンに興味があり、実際に見てみたかったので参加しました。ランナーの皆

さんが一生懸命走りつつも、僕らボランティアに「ありがとう」と声を掛けてくれたことがすご

く嬉しかったです。（環境都市工学部・２年次生）

　・2021年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響で中止になってしまったので、今回は絶対に

参加しようと決めていました。関西大学の多くの学生が大阪マラソンという大きなイベントに携

われて、盛り上げることができて良かったです。（システム理工学部・2年次生）

⑲　飛鳥ハーフマラソン2023給水ボランティア
　関西大学と縁の深い奈良県明日香村で開催される飛鳥ハーフマラソン

に2021年度に引き続き2022年度も学生ボランティアをいう形で参加

した。本学学生が学生ボランティアとして参加することで地域貢献活動

に寄与するとともに、ボランティア経験の浅い学生に対してボランティ

アのやりがいや魅力を広めることを目的として実施した。

　明日香村は「飛鳥・藤原の宮都とその関連資産群」として世界遺産登

録をめざしており、その構成資産の半分以上を巡ることができるように

コースが設定されている。また、持続可能な社会づくりのためにソフト

フラスク（折りたためる携行給水ボトル）の配布や、参加費等の一部で

菜の花のタネを購入して景観保全に役立てるなど、様々な取り組みが行

われている。

　当日は、スタートからおよそ11km地点の棚田に設けられた第２給食所で甘酒の提供を行った。

　　日　　時　 ①事前説明会：３月１日（水）10時00分〜11時30分 

　　　　　　　 ②活　　　動：３月12日（日）８時00分〜13時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②奈良県高市郡明日香村

　　参加者数　 18名（学生スタッフ11名、本学学生７名）

　　内　　容　 ランナーへの給水

　　企画学生の声

　・給水を行っていると、ランナーの方に「ありがとう」と声をかけていただくことがあり、ボラ

ンティアをしている側の自分たちが元気をもらい、ボランティアに参加してくれた学生に活動を

通してやりがいを感じてもらうことができました。

　・ボランティアに参加していただいた関大生との交流を楽しむことができ、ランナーの方の笑顔を

見ることができてとても充実した時間を過ごすことができました。

　　参加者の声

　・スポーツが好きなので、スポーツに関われるボランティアをやってみたいと思い参加しました。

ランナーの方に「ありがとう」と声をかけていただくこともあり、喜んでいただけていると感じ

られて嬉しかったです。（文学部・１年次生）

　・もともと給水ボランティアをしてみたいと思っていたので参加しました。ランナーの方と言葉を

交わしたり、アイコンタクトを取ることができたりしたことが嬉しかったです。（法学部・２年

次生）

⑳　子ども遊びボランティアinまちなかリビング北千里
　2022年度初めて企画を募集し、ベストアイデア賞を獲得した「学童

保育ボランティア」として、まちなかリビング北千里にて、ソフトバス

ケット大会（3on3）のお手伝いやボードゲーム・カードゲームを使用

した遊び等、子どもとのふれあいを通して、子どもとのかかわり方や距

離の縮め方を学び、コミュニケーション能力を向上させることを目的と

して実施した。

　当日はソフトバスケット大会の運営補助だけでなく、子ども達と一緒

にチームを組んで参加したり、小学生vs大学生の試合を行い、ソフトバ

スケット大会を盛り上げた。また、同施設で管理しているボードゲーム

やカードゲーム等の様々な遊び道具を使用して、ソフトバスケットの参

加待ちの子ども達やスポーツが苦手な子ども達と遊ぶ活動も行った。

　　日　　時　 ３月23日（木）16時00分〜18時00分

　　場　　所　 まちなかリビング北千里

　　参加者数　 13名（学生スタッフ５名、本学学生８名）

　　内　　容　 ソフトバスケット大会の運営補助・参加、子ども達との交流

　　企画学生の声

　・下見を行った時より子ども達の人数が多かったのにも関わらず、学生ボランティアの方々全員が

子ども達と交流をしていただくことができました。活動の最後まで、子ども達と交流するという

ことができ、手持ち無沙汰にならなかったことが非常に良かったと思います。また、児童センター

の職員さんには行くたびに「来てくれてありがとう。」というお言葉をいただくことができて、

嬉しいです。

　　参加者の声

　・子どもと遊ぶことがボランティアになるのならやってみたいと思ったので参加しました。子ども

と触れ合う中で、子どもにしかない発想を多く学び、とても楽しく活動することができ、ボラン

ティアに参加して良かったと思いました。（経済学部・1年次生）

　・子どもと遊びたいと思ったので参加しました。ボランティアに参加した自分が子どもから元気を

もらい、ボランティアにはこんな魅力もあるんだと実感しました。（大学院・2年次生）

（３）雨天中止事業

①　第4回大和川大掃除～未来につなげよう300人の小さな一歩～
　堺キャンパスの近くを流れる大和川河川敷において、各キャンパスの

学生、体育会所属学生、ボランティア団体所属学生、大学職員、ミズノ

株式会社社員など総勢300名が海につながる河川の環境美化に取り組む

ことで、SDGsや海洋プラスチック問題などを改めて意識してもらうこ

とを目的として企画したもの。

　学生スタッフは設立以来、本学学生にボランティア活動を通じてボラ

ンティアの魅力を知ってもらうために、様々なボランティア活動を同じ

学生目線で企画・運営してきた。特に河川敷の清掃活動については、

2011年度から2016年度まで500名規模で淀川河川敷の大掃除を行い、

ゴミの減少に貢献した。2017年度からは大和川河川敷に活動場所を移

し、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により規模を縮小することもあったが、継続的に清掃活

動を行っている。

　2022年度は多くの関大生にボランティア活動の魅力を知ってもらうべく、体育会11団体にご協

力いただき、コロナ禍前と同規模の300名で実施することを企画した。また、ボランティア活動を

通じて双方の充実と発展に寄与するため、本学と連携協定を結んでいるミズノ株式会社にもご参加

いただくことになっていたが、残念ながら当日雨天のため中止となった。

　　日　　時　 ２月19日（日）10時00分〜12時00分

　　場　　所　 大和川公園河川敷周辺

　　協　　力　 大和川河川事務所

　　　　　　　 ミズノ株式会社

　　内　　容　 大和川河川敷での清掃
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　学生の中には「ボランティアに関心があるけど一歩踏み出せない」という学生もおり、学生スタッ

フはそのような学生を後押しできるような学内のボランティア活動の企画のほか、様々な社会問題へ

の啓発活動を行っている。

（１）学生スタッフ企画

　学生スタッフ企画とは、ボランティア活動の魅力を広めるため、まずは学生スタッフ自身がボラ

ンティアの魅力を再認識するために企画・参加しているプログラムである。

①　ボランティア懇談会
　ボランティアに関心のある関西大学の学生にボランティア活動の魅力

を発信する１つの手段として、ボランティアコーディネートを実施して

いる。より多くの学生に参加してもらうことを目的として普段はお昼休

みに実施しているボランティアコーディネートを、今回はお昼休みから

３限終わりまで開室時間を延長して実施した。

　　日　　時　 ５月 13 日（金） 12時20分〜15時00分

　　場　　所　 誠之館２号館１階ボランティアステーション

　　内　　容　 ボランティアコーディネート

②　富士山自然保護ボランティアツアー（法政大学主催3大学連携事業）
　3大学（法政大学・明治大学・関西大学）連携事業の一環として、法政大学主催の世界遺産であ

る富士山の麓で森林整備事業に参加した。

　団体の方からオーバーユーズ（使いすぎ）やアンダーユーズ（活用不足）の重要性、環境問題に

ついてなどのお話を伺った後、6〜7名ずつのグループに分かれて森林保全活動に取り組んだ。草

木の伐採や薪割り、枯れ木処理など、慣れない作業を行うのは大変であったが、休憩時間には木登

りをしたりブランコに乗ったりして、日常では味わえない大自然とのふれあいを楽しんだ。

　　日　　時　 ５月22日（日）９時45分〜17時00分

　　場　　所　 静岡県富士宮市

　　主　　催　 認定特定非営利活動法人富士山クラブ

　　参加者数　 37名（学生スタッフ4名、職員1名、

　　　　　　　 他大学学生32名）

　　内　　容　 草木の伐採、薪割り、枯れ木処理

　　学生スタッフの声

　・階段づくりや道の開拓など、自分が想像していたよりもはるかに本格的な活動ができました。日

常生活の中で鍬や鋸を使ったりすることがないため、初めはうまく使えませんでしたが、コツを

つかんだ後は気持ち良い程スムーズに切れるようになったのが本当に楽しかったです。

③　びわ湖を美しくする運動
　 2022年度に引き続き、琵琶湖の特定外来生物の現状を把握

するために、実際に琵琶湖に足を運び、滋賀県が毎年7月1日

において「びわ湖の日」に実施している「びわ湖を美しくする

運動」の特定外来生物のオオバナミズキンバイおよびナガエツ

ルノゲイトウの駆除活動に参加した。

　滋賀県が取り組む、琵琶湖の環境保全について、現状と課題、

特に侵略的外来水生植物の繁殖力やその影響による被害を伺

い、行政として滋賀県が取り組むボランティアに関して知見を

深めた。また、実際に、湖岸に生息する大量のナガエツルノゲ

イトウを手作業で取り除く体験を行い、学生スタッフとして何

ができるのかを考えることに繋げ、今後企画する「琵琶湖ツー

リズム！～大学生で考える環境ボランティアの未来2022（実

践編）〜」で実現することとした。

　　日　　時　 ７月１日（金）９時00分〜10時30分

　　場　　所　 滋賀県大津市　大津市なぎさ公園周辺

　　協　　力　 滋賀県琵琶湖環境部自然環境保全課

　　参加者数　 ７名（学生スタッフ５名、職員２名）

　　内　　容　 特定外来生物オオバナミズキンバイおよびナガエツルノゲイトウの駆除及び関係者

への取材

④　2022ボランティア新企画募集～あなたの想いを伝えよう～
　関大生からボランティアの新企画を募集し、学生スタッフが企画者のボランティアへの想いを他

の学生に伝えるお手伝いをする。また、そのボランティアを実現することで学生スタッフの活動に

新しい視点を取り入れることを目的として、2022年度から新しく実施した。

　SDGsを意識した内容のボランティア活動で、関大生が学生スタッフとともに行うことができる

新たな企画を募集したところ、８事業の応募があり、ヒアリングなど選考を重ねベストアイデア賞

として「学童保育ボランティア」、学生スタッフ特別賞として「動物愛護団体のお手伝いをして、

犬猫と触れ合おう」の２事業が選ばれた。

　ベストアイデア賞として選ばれた「学童保育ボランティア」は学生スタッフのサポートのもと、

大阪府吹田市の「まちなかリビング北千里」にて、来館する子ども達と遊び、交流するボランティ

アとして実際に実施し、特典②として本センター活動報告書にも掲載した。

　　募集期間　 ７月25日（月）〜８月31日（金）

　　募集内容　 SDGsを意識した内容で、複数名が参加できて、みんなで

楽しめるボランティア活動のアイデア

　　募集対象　 関西大学に所属の個人またはグループ
特典： ①選ばれたアイデアは、学生スタッフのサポートのもと、実際に企画として実施

②ボランティアセンターが発行する「活動報告書」に記載
③ボランティア体験ツアーに企画者の名前を付すことができる

　　応 募 数　 ８グループ
○ キャンパスで大地震発生から避難までを考える・新！関大クリーン大作戦
○ 子ども達が防災について学べる遊びを提供する活動・子ども達とのふれあい大作戦
○ 二酸化炭素を減らし地球の環境を守るための植林ボランティア
○ 私たちの手で綺麗な海を守ろう！海岸清掃in大阪湾沿岸の浅場
○ 学童保育ボランティア・動物愛護団体のお手伝いをして、犬猫と触れ合おう

　　学生スタッフの声

　・アイデアを応募してくれたグループへヒアリングを行うことで、アイデアをより具体的に深掘す

ることができました。

　・多くの学生に参加してもらうために、広報期間をより長く設け、ボランティアセンター機関誌の

配布などで知ってもらう機会を作る工夫をするべきでした。また、体験ツアー化する企画を選定

してから実施までに時間がかかりすぎたため、次に実施する際は実施までのプロセスまで細かく

決めておきたいです。

⑤　ようこそ！　関大サロンへ
　コロナ禍でも実施できるボランティア活動として、吹田市社会福祉協議会の協力を得て、2021

年度から高齢者施設に入所する方々とZoomを繋いだオンライン交流会を開始した。

　同世代の交流だけでなく、高齢者のような日常の中ではつながりを持ちにくい異世代との交流を

通して、高齢者の人々の文化を享受するだけでなく、一緒にゲームや歓談を行い、地域において世

代を超えたつながりや相互理解を深める機会を創出することを目的として実施した。加えて、高齢

者の方との接し方を学び、学生のコミュニケーション能力の向上を図るとともに、高齢者の方や施

設職員との関わりの中で、どのようなボランティアや支援が必要なのかを知り、これから新たに行

う活動を企画する際の気づきを得ることができた。

　今後は、関大生を募集してボランティア体験ツアーとして実施することを予定している。

　　日　　時　 ①９月５日（月）13時30分〜14時30分

　　　　　　　 ②３月15日（水）13時30分〜14時30分

　　場　　所　 オンライン（Zoom）

　　受入団体　 社会福祉法人 秀明会「特別養護老人ホーム あす～る吹田」

　　参加者数　 ①10名（学生スタッフ４名、職員２名、高齢者３名、施設職員１名）

　　　　　　　 ②11名（学生スタッフ３名、職員３名、高齢者３名、施設職員２名）

　　内　　容 高齢者とのゲーム・クイズ、歓談

　　学生スタッフの声

　・高齢者の方が「楽しかった、ありがとう」と言って涙まで流してくださり、短い時間で、これほ

ど感動していただけたのがとても嬉しかったです。

　・普段あまり話すことのない年代の方々と会話することができ、とても思い出に残る良い時間を過

ごせました。

⑥　まちFUNまつりin関西大学2022　子ども店長サポートボランティア
　子ども達を中心に、ともに楽しみ学べる場を地域に作ることを目的として活動している特定非営

利活動法人 ママふぁん関西との共催事業として実施した。

　「地域に開かれた大学」を目指して始まった本イベントは、今回で6回目を迎えた。学生スタッ

フも毎年運営補助ボランティアとして参加しており、2022年度は子ども達が店長となって出展

ブースのお店を手伝い、お金のやりとりも行うことで働く楽しさやお金の大切さを学ぶ職業体験イ

ベント「子ども店長」企画のサポートを行った。

　事前にお給料袋やくじを作成し、当日も会場設営の手伝いを行った。来場した子ども達がエプロ

ンに着替える手伝いや働くお店を決めるくじ引きの対応をする中で、学生スタッフは子ども達の緊

張がほぐれるように、声掛けをするなど工夫しながら活動をした。

　　日　　時　 10月９日（日）10時00分〜13時30分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館およびその周辺

　　参加者数　 学生スタッフ７名

　　内　　容　 お給料袋やくじの作成、会場設営、「子ども店長」事業のサポート、子ども達との交流

　　学生スタッフの声

　・子ども達の元気な姿に勇気づけられる、楽しい時間でした。

　・子ども店長自身が楽しかったと笑顔で言ってくれたり、お給料を手渡しするときにありがとうと

声をかけてくれたりして、うれしかったです。

⑦　非常食配布イベント
　防災意識の向上はもちろん食品ロス削減に取り組むことでSDGsの「つくる責任　使う責任」の

達成への貢献を目指して、公益社団法人 日本非常食推進機構より提供していただいた使用期限が

迫った非常食（防災備蓄品）を配布した。

　当日は、保存用ビスケット、保存用飲料水、アルファ化米の三種類の非常食を配布するのにあわ

せて、学生スタッフが広く認知されるように広報を行った。

　配布数は、保存用ビスケット300個、保存用飲料水100本、アルファ化米41個だった。

　　日　　時　 10月10日（月）12時20分〜12時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館１階学生センター前

　　参加者数　 学生スタッフ７名

　　内　　容　 保存用ビスケット・保存用飲料水・アルファ化米の配布

（２）ボランティア体験ツアー

　ボランティア体験ツアーとは、「ボランティアに関心があるけど一歩踏み出せない」という学生に、

ボランティアの第一歩として気軽に参加できるボランティア活動として実施しているプログラムで

ある。

①　関大クリーン大作戦～関大前の交流の輪を広げよう！～
　関西大学周辺まちづくり勉強会※主催の清掃活動にボランティア活動

として参加した。

　当日は、地域の方や体育会学生と協力して、関大前通りや千里山ユー

トピア遊園の清掃を行った。道端にはタバコの吸い殻が多く、側溝にも

マスクや包装紙のゴミが多く落ちていた。ゴミ拾いを終えたら、根を残

さないように専用の道具などで掘り起こしながら千里山ユートピア遊園

の除草作業を行った。普段なかなか関わることのない地域の方と交流し

ながらの活動となり、終始笑顔が絶えない時間となった。

※阪急電鉄関大前駅周辺の地域において、安心・安全で活力と魅力あふれる「ま
ちづくり」を推進し、自治会、関大前商店街、学校法人関西大学及び行政で
課題を共有し、方策を検討することを目的とした組織。現在は、関大前ラボ
ラトリ（通称まち・かん）の管理運営及び関大前周辺地域の美化活動を主な活動としている。

　　日　　時　 ４月14日（木）８名、５月12日（木）雨天中止、６月９日（木）６名、10月13日（木）

７名、11月10日（木）３名、12月８日（木）７名　14時00分〜15時00分

　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ15名、本学学生延べ16名

　　場　　所　 阪急電鉄関大前駅～関西大学正門の周辺道路、千里山ユートピア遊園

　　主　　催　 関西大学周辺まちづくり勉強会

　　内　　容　 関大前通り、千里山ユートピア遊園の清掃

　　企画学生の声

　・関大前はタバコのゴミや雑草が多く、清掃のやりがいが大きいと感じました。また、地域の方や

関大生とも交流しながら行えたため、最後まで良い雰囲気で清掃できたと思います。

　・参加してくれた関大生と活動中もたくさん話せました。１人で清掃に集中するよりも話しながら

のほうが楽しく、時間が過ぎるのが早かったです。

　　参加者の声

　・コロナ禍でも自分がやれることに挑戦したかったから参加しました。地域の人と交流できてよ

かったです。（社会学部・２年次生）

　・街が綺麗になっていくのがうれしかったです。地域の人たちとも協力しあうことができて、充実

した時間でした。（法学部・1年次生）

②　関大クリーン大作戦in高槻
　普段利用している駅やキャンパス周辺を清掃し、景観を保護すること

で、学生や地域の方々が気持ちよく利用することを目的に、また、阪急

高槻市で活動することで高槻キャンパス、高槻ミューズキャンパスの学

生も気軽にボランティアに参加できる機会を設けることを目的として実

施した。

　4月実施時は、阪急高槻市駅周辺の本通り商店街と中通り商店街の二

手に分かれて、清掃活動を実施した。11月実施時は、参加者全員で清

掃活動を実施した。両日とも、最初にアイスブレイクを行い、交流をし

てから清掃活動に取り組んだため、雰囲気がよく楽しく活動することが

できた。

　　日　　時　 ①４月17日（日）９時00分〜10時30分

　　　　　　　 ②11月27日（日）９時00分〜10時30分

　　場　　所　 阪急高槻市駅周辺

　　参加者数　 ①15名（学生スタッフ５名、本学学生10名）

　　　　　　　 ②７名（学生スタッフ６名、本学学生１名）

　　内　　容　 阪急高槻市駅周辺の清掃

　　企画学生の声

　・想像していたよりも多くの人に参加してもらうことができて、アイスブレイクや清掃活動中は参

加者同士の交流があり、いい雰囲気で活動することができてよかったです。

　・活動中に通りがかった地域の方から「お疲れ様です。」というお言葉をいただくことができて、

嬉しかったです。

　　参加者の声

　・友達の輪を広げたいと思い参加しました。ゴミをたくさん拾うことができてやりがいがありまし

た。（社会安全学部・１年次生）

　・少人数のグループに分かれてのゴミ拾いだったので、1人で参加しても他の参加者と話しながら

活動しやすくて良かったです。（総合情報学部・３年次生）

③　淀川掃除
　淀川河川敷の清掃をすることで、大阪湾へゴミが流れ込むことを防ぎ、

淀川の水質や景観を保護することを目的に、また、清掃活動という気軽

に参加できる点を活かして、関大生にボランティア活動の魅力を広める

機会にすることを目的として実施した。2021年度には、淀川河川事務

所に相談を行ったうえで、これまで清掃を行っていた南方地区から行政

の対応が追い付いていないより河口の西淀川区福町地区へ場所の変更を

行った。

　４月実施時は雨天だったため、河川敷の手前を２グループに分かれて

清掃活動を行い、途中でグループを入れ替える等、参加者同士がより多

く関われるよう工夫を行った。

　10月実施時は晴天に恵まれ、5グループに分かれて河川敷を広く清掃

した。

　　日　　時　 ①４月24日（日）10時00分〜12時00分

　　　　　　　 ②10月23日（日）10時00分〜12時00分

　　場　　所　 大阪市西淀川区　阪神福駅近くの河川敷

　　参加者数　 ①26名（学生スタッフ8名、本学学生18名）

　　　　　　　 ②20名（学生スタッフ10名、本学学生10名）

　　内　　容　 淀川河川敷の清掃

　　企画学生の声

　・雨の中での実施となり、予定していた通りの淀川掃除は出来ませんでしたが、参加者の方から「楽

しかった」という言葉が聞けて嬉しかったです。

　・通りすがりの地域の方からどこの大学の団体なのかと尋ねられ、「ありがとうね、頑張って！」

とお声掛けいただいて嬉しかったです。

　　参加者の声

　・河川敷には多くのゴミが落ちていて、それらを拾っていくことが単純に楽しかったし、学生ス

タッフの方や参加者の方と色々話せてよかったです。（外国語学部・１年次生）

　・前に参加した清掃ボランティアで誘ってもらったので、参加しました。思っていたよりもプラス

チックのゴミが多くて驚きました。（政策創造学部・１年次生）

④　献血呼びかけボランティア

　献血の必要性を多くの学生に伝えることが、社会貢献につながるとい

うことを知ってもらうこと、また、気軽に参加できる学内ボランティア

を通じて、ボランティアの良さを身近に感じてもらい次のボランティア

活動参加のきっかけを創出することを目的として実施した。

　現在の日本では少子高齢化が進み、輸血を必要とする高齢者の割合が

増える一方で、それを支える若者の献血者数が減っているという危機的

状況にある。また、血液は長期の保存ができないため、安定的な供給が

必要であるが、献血について学生の関心が薄いのが現状である。

　献血を実施の広報だけでなく、当日は、献血車前で看板を持って献血

協力の呼びかけを行った。

　　日　　時　 ４月25日（月）14名、４月26日（火）９名、５月10日（火）６名、６月７日（火）８名

　　　　　　　 10月12日（水）10名、10月20日（木）３名、11月11日（金）６名、12月５日（月）４名

　　　　　　　 11時30分〜13時30分、12時00分〜13時00分

　　　　　　　 ※10月20日は関大防災DAYの事業の一環として実施した。
　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ40名、本学学生延べ20名

　　場　　所　 千里山キャンパス総合図書館前、悠久の庭前、

　　協　　力　 大阪府赤十字血液センター

　　内　　容　 献血への協力呼びかけ

　　企画学生の声

　・授業終わりで人通りが多い時間帯に呼び込み時間を設定したため、効果的に呼びかけが行えたと

思います。前を通った方が自分たちの呼びかけに反応してくださって嬉しかったです。また、毎

月行っているので声を出すことに慣れてきて、積極的に声かけをすることができました。

　・呼びかけを行ったことで、多くの学生に献血実施中であることに気付いてもらうことができまし

た。呼びかけに反応してくださる方もいて嬉しかったです。

　　参加者の声

　・輸血経験があるため、恩返しになればと思って参加しました。活動はアットホームな雰囲気で楽

しむことができました。（文学部・２年次生）

　・自分が想像していた以上に人が集まり、献血に協力していたので、声掛けの達成感を感じました。

（商学部・３年次生）

⑤　関大花植え活動（大学昇格100年記念）
　大学昇格100年記念事業の一環として、経済学部と商学部の学び舎で

ある第２学舎１号館前の広場を、山岡順太郎の胸像とともにリニューア

ルすることとなり、管財課の協力のもと、花壇の花植え活動を実施した。

大学昇格100年という節目に、緑のなかで新しい仲間と出会って交流し

ながら、学生たちの愛校心を育むこと。また、今後の広報を含めて、「ボ

ランティアセンター学生スタッフ」が大学内で広く認知されることを目

的として実施した。

　当日は、業者の方の指示に従いながら土を掘り、花を植えた。活動の

途中から雨が降りだしたため、レインコートを着用しての活動になった

が、参加者全員が熱心に取り組んだ結果、予定よりも広い範囲に花を植

えることができた。

　　日　　時　 ５月13日（金）９時00分〜12時10分

　　場　　所　 千里山キャンパス第2学舎1号館前広場

　　参加者数　 30名（学生スタッフ９名、本学学生21名）

　　内　　容　 花壇の花植え

　　企画学生の声

　・花を植える場所の土が硬くて、掘るのに思ったより時間がかかって大変でした。また、植えると

きに花の間隔や全体のバランスを考えるのが難しかったので、わからないことがあったら業者の

方に質問しながら作業をすすめました。

　・業者の方から「これからも手伝いにきてほしい」と言って褒めていただけて、嬉しかったです。

　　参加者の声

　・花植えに興味が湧いたので参加しました。想像していたよりも体力を使い、花壇がきれいになっ

ていくのが分かってやりがいがありました。（システム理工学部・４年次生）

　・ボランティア活動を体験してみたかったので参加しました。自分の活動が花というかたちで残っ

て嬉しいです。（文学部・１年次生）

⑥　高槻景観美化ボランティア
　自然と共生する「花と緑のまちづくり」に寄与することを目的として

いる高槻市のNPO法人「花と緑のまちづくり 高槻景観園芸クラブ」と

の連携事業として活動に参加し、学生に環境美化、地域交流の必要性を

学んでもらうことを目的として実施した。

　高槻景観園芸クラブの方々から活動の説明を受けた後、初対面の学生

の緊張をほぐすためにアイスブレイクを行った。高槻景観園芸クラブの

方々の指示に従い、苗床を整備して花を植えていく中で、良い苗の見分

け方や植物の種類なども教えていただいた。

　11月実施時は花を植えた後、花壇周りや他の花壇に積もった大量の

落ち葉を拾い集め、花壇全体の景観を美しく整えた。

　幅広い世代の憩いの場所である公園を美化し、まちづくりに関心を持

てるような事業は貴重なものであり、団体の方々とコミュニケーション

を取りながら、楽しく花植え活動を行うことができた。

　　日　　時　 ①５月14日（土）８時50分〜11時00分

　　　　　　　 ②11月20日（日）９時00分〜11時00分

　　場　　所　 大阪府高槻市　高槻城公園

　　　　　　　 連携先 NPO法人 花と緑のまちづくり 高槻景観園芸クラブ

　　参加者数　 ①７名（学生スタッフ５名、本学学生２名）

　　　　　　　 ②６名（学生スタッフ４名、本学学生２名）

　　内　　容　 高槻城公園内の花壇の手入れ、地域の方との交流

　　企画学生の声

　・団体の方といろんなお話をしながら花植え活動を行い、花植えをしたことがない学生でも不安な

く楽しめた事業でした。参加学生にボランティアの魅力を伝えるとともに、自身も改めてボラン

ティアの魅力を感じることができました。

　・花にも一つ一つ個性があり、それぞれに花の魅せ方があるのだと初めて知り、ただ活動するので

はなく、何かを意識して取り組むことの大切さを学びました。

　　参加者の声

　・花壇の手入れをしたことがなく、一度してみたいと思ったので参加しました。花壇が綺麗になっ

た際に感じた達成感や団体の方々との交流を通じて、ボランティアの魅力や楽しさを感じること

ができました。（法学部・４年次生）

⑦　関大クリーン大作戦in梅田
　梅田キャンパスの周辺を清掃することで環境や景観を保護し、通行す

る人々が気持ちよく過ごすことができるようにすること、気軽に参加で

きるボランティア活動として清掃活動に参加することでボランティアの

やりがいや楽しさを感じてもらうことを目的として実施した。

　当日は、梅田キャンパスの教室にてアイスブレイクを行ったあと、２

グループに分かれて茶屋町エリアの清掃を約１時間行った。清掃活動中

には、通りがかった人や清掃ルートの並びにある店舗の方からお礼の言

葉をもらうことができ、参加者の達成感や満足感につながった。日曜の

朝ではあったが人通りや車が多く、学生スタッフが時折声をかけて注意

を促しながら活動した。

　　日　　時　 ①５月15日（日）９時00分〜11時00分

　　　　　　　 ②11月13日（日）９時00分〜11時00分

　　場　　所　 梅田キャンパス周辺

　　参加者数　 ①19名（学生スタッフ５名、本学学生14名）

　　　　　　　 ②13名（学生スタッフ３名、本学学生10名）

　　内　　容　 梅田キャンパス周辺の清掃

　　企画学生の声

　・アイスブレイクで学部や趣味などの自己紹介を行ったので、活動中の話題ができてすごく話しや

すかったです。友達同士が一緒になるようにグループ分けしたのがよかったのか、参加した学生

同士楽しそうに活動していました。

　・清掃の距離を延ばすなどの工夫をしましたが、ルートによってゴミの量が違っていたので、ルー

トの見直しが必要だと感じました。雨の中での活動でしたが、みんなで楽しく清掃活動ができた

ので嬉しかったです。

　　参加者の声

　・活動場所が梅田なので参加しやすいと思い参加しました。普段なかなかゴミ拾いを行う機会がな

かったので経験できて良かったです。（商学部・１年次生）

　・一度ボランティアに参加してみたいと思ったので参加しました。自分たちで街を少しでも綺麗に

する活動ができ、良い経験になりました。（社会安全学部・１年次生）

⑧　関大クリーン大作戦～千里山キャンパス周辺の清掃～
　普段自分たちが利用している千里山キャンパス周辺を清掃することで

環境や景観を保護し、関大生や地域の方々がより気持ちよく過ごすこと

ができる。また、授業の空きコマに気軽に参加できることでボランティ

ア活動を身近に感じてもらうことを目的として実施した。

　活動前にアイスブレイクを行い、学部や学年に関係なく学生同士が交

流することで、その後の活動も和やかな雰囲気で進めることができた。

清掃は関大前ルートと名神高速道路沿いルートの2コースに分かれて

行った。ゴミは「燃えるゴミ」「ビン・カン」「ペットボトル」の3つに

分類して集めたが、タバコの吸い殻が最も多く、ゴミを拾うだけでなく、

今後はゴミを捨てる人が少なくなるように啓発を目的とした活動も検討

している。

　　日　　時　 ①５月21日（土）10時40分〜12時10分

　　　　　　　 ②10月15日（土）10時40分〜12時10分

　　場　　所　 千里山キャンパス周辺

　　参加者数　 ①10名（学生スタッフ３名、本学学生７名）

　　　　　　　 ②16名（学生スタッフ７名、本学学生９名）

　　内　　容　 千里山キャンパス周辺の清掃

　　企画学生の声

　・ゴミの量が少なく、やりがいを感じにくいのではないかと心配でしたが、清掃中はずっと楽しく

会話しながら活動を行うことができました。

　・参加者の１回生が１人で、他の上級生と仲良くなれるかどうか不安がありましたが、始まってみ

ればみんな会話が絶えず、終始楽しく活動することができました。

　　参加者の声

　・自分が通っている大学に恩返しをしたいと思って参加しました。意外と大学の周りが綺麗だった

ことに驚きました。（社会学部・３年次生）

　・アルバイトをやっていないため、他に何か出来ることはないか、頑張れることはないか、と探し

ていたらこのボランティアを見つけて参加しました。意外と細かいゴミが多く、拾うのが大変で

したが、充実した時間を過ごせました。（法学部・１年次生）

⑨　関西大学×法政大学 スポーツゴミ拾い
　法政大学と連携しZoomを用いて合同でゴミ拾いを実施した。「スポー

ツゴミ拾い」とは、制限時間内に指定されたエリアのゴミを拾い、拾っ

たゴミの量と種類で得点を競い合うというスポーツ要素を加えた、日本

発祥の新感覚清掃活動である。ゴミ拾いにスポーツ要素をかけ合わせる

ことで、ゴミ拾いをスポーツ感覚で楽しみ、ボランティアへの興味を引

き出し、法政大学の学生と交流を深め、参加者同士で協力してゴミ拾い

を行うことで連帯感や達成感を得ることを目的として実施した。

　当日は、Zoomを繋ぎながらキャンパス周辺の清掃を行い、清掃の様

子だけでなく、キャンパスの様子なども映すことで大学の所属を超えて、

学生ボランティア同士の交流も行うことができた。

　　日　　時　 ①５月29日（日）14時00分〜16時20分

　　　　　　　 ②３月13日（月）13時50分〜16時20分

　　場　　所 ①関西大学千里山キャンパス周辺および凜風館１階学生ラ

ウンジ

　　　　　　　 　法政大学市ヶ谷キャンパス周辺および外濠校舎３階S305

　　　　　　　 ②関西大学千里山キャンパス周辺および尚文館１階マル

チメディアAV大教室

　　　　　　　 　法政大学市ヶ谷キャンパス周辺および外濠校舎３階S305

　　共　　催 法政大学ボランティアセンター、法政大学ボランティアセ

ンター学生スタッフ VSP

　　参加者数 ①32名（学生スタッフ10名、本学学生７名、法政大学15名）

　　　　　　　 ②25名（学生スタッフ７名、本学学生６名、法政大学12名）

　　内　　容 それぞれのキャンパス周辺のゴミ拾い、クイズ大会、法政大学との交流

　　企画学生の声

　・拾ったゴミを得点化して競うのはゲーム感覚があり、参加者

に楽しんでもらえたように思います。参加者の方がゴミを袋に

入れるときに何を拾ったかを伝えてくれたので、記録がスムー

ズに進みました。

　・単なるゴミ拾いではなく、ゴミを点数化してチーム対抗で競う

ことで、楽しみながらも一生懸命に取り組むことができ、参加

者にボランティアを楽しむ感覚を味わってもらえて、非常に良

かったです。

　　参加者の声

　・スポーツゴミ拾いはゲーム性があり、法政大学の学生と交流し

ながら楽しく活動することができました。（文学部・２年次生）

　・学生スタッフの方もほかの参加者の方も丁寧に接してくれて嬉

しかったです。おかげで楽しく街を綺麗にすることができまし

た。（法学部・２年次生）

⑩　1000000人のキャンドルナイト 茶屋町スロウデイ2022
　梅田・茶屋町エリアの企業、地域団体、学校および行政などが集まっ

て“歩いて楽しいまちづくり”を推進し、茶屋町の魅力を発信する本イ

ベントに2017年度から参加している。魅力発信に取り組み地域の活性

化を行い、キャンドルの灯りを見てくれる人に気持ち安らぐ時間や癒し

を提供することを目的として実施した。

　2022年度は「Convivial 〜ともに愉しむ日～」をテーマに、３年ぶ

りの現地開催となった。「キャンドルの灯りが人々の心に安らぎと未来

への希望をもたらすように」という願いを込めて、学生スタッフは

CHASKA茶屋町（ジュンク堂書店）前にキャンドルアートを設置した。

　事前に学生スタッフが考えたデザインを基にキャンドル装飾を行い、

設置・点火・火の見守り・会場の片付け等の活動を行った。

　キャンドルに火が灯り、日が落ちて街が暗くなるにつれて、大勢の方がキャンドルアート前で足

を止めて写真撮影を行い、キャンドルの光に照らされた笑顔に溢れたイベントとなった。

　　日　　時　 ①事前説明会：５月25日（水）12時20分〜12時50分

　　　　　　　 ②活　　　動：６月１日（水）13時00分〜22時00分

　　場　　所　 ①千里山キャンパス凜風館1階ピアエリア／オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②大阪市北区　CHASKA茶屋町

　　参加者数　 24名（学生スタッフ11名、本学学生13名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明会

　　　　　　　 ②キャンドル装飾の制作・設置・点灯・見守り

　　企画学生の声

　・CHASKA 茶屋町全体がキャンドルの温もりに包まれた空間を体感できて良かったし、自分がそ

の空間を作る側として携わることができて嬉しかったです。たくさんの方達が見に来てくれたり

写真を撮ったりしてくれて、地域の活性化に貢献できたと思えました。

　・日が沈んだ後、キャンドルが光っている景色を見た時に、とても感動しました。たくさん写真

を撮っている方や、キャンドルの灯をずっと眺めている方もいらっしゃって嬉しかったです。

　　参加者の声

　・点灯時間までにキャンドルの設置が間に合うか不安でしたが、参加者の方々と協力して取り組み、

デザイン通りのものを完成させることができました。点灯した綺麗なキャンドルを見ると、達成

感や安らぎを感じることができ、ボランティアに参加して良かったと感じました。（社会学部・

１年次生）

　・一緒に活動した関大生と仲良くなることができ、入学してなかなか友達ができなかった自分に

とってすごく嬉しく、楽しいボランティア活動でした。（社会学部・２年次生）

⑪　大和川掃除
　堺キャンパス周辺を流れる大和川河川敷を清掃することで景観を清潔

に保つことができ、地域の方が河川敷をより気持ちよく利用できると同

時に、堺キャンパス周辺の地域貢献活動を目的として実施した。

　本活動は、堺キャンパスに通う学生にとって参加しやすい活動場所で

あることから、堺エリアで活動を展開しているボランティア団体

「WEVO」とも連携して実施している。

　当日は雲が多かったが気温は高かったため、こまめに休憩をとり、熱

中症に気を付けながら清掃活動をした。河川敷には大和川上流から家庭

ゴミやペットボトル等が流れてくるため、参加者全員で力を合わせて清

掃することで河川敷を綺麗にすることができた。

　　日　　時　 ６月５日（日）９時30分〜11時30分

　　場　　所　 大阪府堺市　大和川左岸河川敷

　　参加者数　 72名（学生スタッフ14名、本学学生17名、WEVO所属学生41名）

　　内　　容　 大和川河川敷の清掃

　　協　　力　 WEVO

　　企画者の声

・普段交流する機会が少ないWEVOの方達と交流することが出来て、貴重な機会でした。一見何も

無いように見えても、掘ってみると靴が1足出てくるなど、砂に埋まっているゴミが沢山見られ

ました。

　・同じグループの方たちと楽しく話しながら協力して清掃することができて良かったです。堺キャ

ンパスの方と一緒に活動することは初めてだったので、とても新鮮でした。キャンパス間の交流

にもなり、有意義な活動となりました。

　　参加者の声

・社会経験を積むために参加しました。初対面の人とも話すことができたので良かったです。（法

学部・３年次生）

　・ボランティアの経験を積む良い機会になると考えたので、参加しました。活動自体は思っていた

よりも短く感じ、少人数でのグループだったので活動しやすかったです。（法学部・３年次生）

⑫　吹田くわいボランティア 
　若者の農業への関心が低下し、千里山キャンパスがある吹田市の特産

品である吹田くわいの認知度が低いという現状がある。そこで、吹田く

わいの植え付けから収穫まで一年を通した活動を通して、吹田くわいに

ついて深く理解してもらうとともにボランティアの魅力に気付いてもら

うことを目的として実施した。

　どちらの活動も、農園の方から吹田くわいの説明をしていただき、植

え付けや収穫のコツについてお話しいただいた後、作業を行った。植付

けでは、日常生活では着る機会のない胴長を着用しての作業に苦戦しな

がらも、参加者同士で声を掛け合い農業の大変さを感じながら活動した。

収穫では、備中鍬でくわいを傷つけないように慎重に泥をかき分けなが

ら、全部で約700グラムのくわいを収穫した。

　　日　　時　 ①植え付け：６月16日（木）14時45分〜17時00分

　　　　　　　 ②収　　穫：12月５日（月）14時45分〜17時00分

　　場　　所　 大阪府吹田市　西農園

　　協　　力　 吹田市都市魅力部 地域経済振興室

　　参加者数　 ①13名（学生スタッフ５名、本学学生８名）

　　　　　　　 ②６名（学生スタッフ６名）

　　内　　容 吹田くわいの植え付けと収穫作業の手伝い

　　企画者の声

　・大学のある吹田市の特産品に触れることができ、地域のことを少しでも知るきっかけとなりまし

た。

　・くわいを収穫する作業は考えていたよりも大変でしたが、そのぶん達成感があり、泥の中からく

わいを見つけた時は嬉しい気持ちになりました。頂いたくわいを家に帰って素揚げにして食べて

みると、自分達で収穫したこともあってとても美味しかったです。

　　参加者の声

　・普段の生活で農業に関わることがないので、やってみたいなと思って参加しました。農業体験だ

けでなく、くわいの事を知ることもできてよかったです。（文学部・４年次生）

　・「すいたん」のモチーフであるくわいに興味があったので参加しました。また、学生スタッフの

方が話しやすくてよかったです。農家の方のお話も面白かったです。（法学部・２年次生）

⑬　飛鳥光の回廊2022 ～明日香をともす「和」のひかり～
　明日香村で毎年行われている、石舞台古墳をはじめ岡寺や飛鳥寺など、

明日香村内の代表的な史跡・寺社・施設をろうそくやLEDライトの明か

りで彩る地域活性化イベントで、奈良県明日香村との連携事業として実

施した。

　「キャンドルの輪と和でつながる光」を関西大学のテーマとし、キャ

ンドルのデザインや配置を考え、他の活動では得られない大変さと、よ

り大きなやりがいや達成感を感じることができた。

　残念ながら1日目は雨天のため中止となったが、石舞台古墳や奈良県

立万葉文化館などを見学し、明日香村の歴史や文化的価値について学ん

だ。2日目は、用意した約3000個の色付き紙コップを「ボランティア

センター 2022」という文字やピラミッド、円の形に並べた。夕方から

は多くの方が来場し、写真撮影をしたりと笑顔溢れる楽しい空間となった。

　　日　　時　 ①事前説明会：９月１日（木）12時00分〜13時00分

　　　　　　　 ②活　　　動：９月23日（金）10時00分〜17時00分

　　　　　　　 　　　　　　　９月24日（土）11時00分〜22時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②奈良県高市郡明日香村　川原寺跡

　　連 携 先　 奈良県明日香村

　　参加者数　 40名（学生スタッフ延べ21名、本学学生延べ19名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明

　　　　　　　 ②キャンドルデザイン案の作成、キャンドルを入れる紙コップの制作、

　　　　　　　 　キャンドルの設置・点灯・撤去、明日香村の散策、地域の方との交流

　　企画学生の声

　・イベントが始まると多くの方が見に来てくださり、「きれい」「すごい」などのお声をきくことが

でき、このイベントに関西大学ボランティアセンター学生スタッフとして参加してよかったと思

いました。

　・気温が高い中、多くのキャンドルを並べていくのは大変だったが、みんなで協力し合いながら長

時間かけて作り上げたので、その分、夜になりキャンドルの灯りがきらきらしているのを見ると

とても達成感を感じることができました。

　　参加者の声

　・楽しそうだと思ったので参加しました。思っていたよりずっと大変だったけど、終わったあとの

達成感が気持ちよかったです。（社会安全学部・1年次生）

　・みんなでキャンドルを並べるのがとても楽しかったです。参加して良かったと思いました。（経

済学部・1年次生）

⑭　下校見守り活動
　吹田警察生活安全課防犯係と連携して、千里山キャンパス近くの小学

校に通う子どもが安全に下校できるような環境を守ることを目的とし

て、千里山キャンパス周辺の小学校の下校時間にあわせて正門前で見守

り、声かけを実施した。

　当日は、子どもたちが「さようなら」「気を付けて帰ってね」と声を

かけると元気よく挨拶を返してくれたり、関西大学という名前を見て

「知ってる！」と声をかけてくれたりと、参加した学生ボランティアと

の交流を楽しむ様子が伺えた。

　　日　　時　 10月11日（火）７名、13日（木）４名、14日（金）４名　14時00分〜15時00分

　　　　　　　 10月12日（水）３名　12時45分〜14時15分

　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ10名、本学学生延べ８名

　　場　　所　 吹田市立千里第二小学校

　　協　　力　 吹田警察署生活安全課防犯係

　　内　　容　 小学校正門前での声掛け、見守り

　　企画学生の声

　・見守り活動中はできるだけ腰を屈めて、子どもたちと目線の高さを合わせて挨拶することを心が

けるようにしました。地域に根ざしたボランティア活動を企画できてよかったです。

・元気に挨拶をしてくれた子どもも多く、見守り活動をしている私たちの方が元気をもらいました。

　　参加者の声

　・実際に吹田警察署の方と連携して、見守り活動をするという貴重な経験ができて良かったです。

小学生から挨拶を返してもらえたりして本当にやってよかったと思いました。とてもいい経験に

なりました。（法学部・３年次生）

　・はじめてのボランティア活動で緊張していましたが、学生スタッフの方も職員の方も優しくて安

心しました。見守り活動もやりがいを感じることができたので、参加してよかったです。（商学部・

３年次生）

⑮　琵琶湖ツーリズム！～大学生で考える環境ボランティアの未来2022（実践編）〜
　関西大学ボランティアセンターは2017年度から琵琶湖の保全活動に

取り組んでいる。2017年度は特定外来生物オオバナミズキンバイ駆除

活動、2018年度は清掃活動を実施し、2019年度及び2020年度は新型

コロナウイルス感染症拡大の影響により実施を見合わせた。

　本学主催３大学（法政大学・明治大学・関西大学）連携事業として、

法政大学の学生ボランティアとともに、琵琶湖岸の環境保全活動として

滋賀県長浜市の南浜漁港にて、船の出港を妨げている特定外来生物ナガ

エツルノゲイトウの駆除活動を行った。

　当日は、学生ボランティア全員が胴長とライフジャケットを身につけ、

岸と舟上よりナガエツルノゲイトウの駆除活動を行った。ナガエツルノ

ゲイトウは、琵琶湖や内湖、河川などの水際に生育している水陸両生の多年生の植物で、茎の断片

からも再生するほど繁殖力が強いため、機械ではなく手作業で根や茎をできるだけ残さないように

根本から丁寧に引き抜き、陸に上げる作業を熱心に行った。

　その結果、夕方には、湖面が見えないほど群生していたナガエツルノゲイトウのほとんどを駆除

することができ、参加者全員がやりがいや充実感を得ることができ、大学生として環境ボランティ

アの未来を考えるうえでの契機となった。また、今回の活動を通して、大学の所属を超えて学生ボ

ランティア同士が交流を行うことができ、有意義な1日となった。

　　日　　時　 ①事前説明会：10月11日（火）12時15分〜12時50分

　　　　　　　 ②駆 除 活 動：10月16日（日）７時30分〜18時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②滋賀県長浜市　南浜漁港

　　活動協力　 滋賀県立琵琶湖博物館　特別研究員 /

　　　　　　　 滋賀県琵琶湖環境部 自然環境保全課 副主幹　中井 克樹 氏

　　　　　　　 南浜漁業協同組合

　　参加者数　 ①36名（学生スタッフ30名、本学学生６名）

　　　　　　　 ②42名（学生スタッフ24名、本学学生５名、法政大学９名、教職員４名）

　　内　　容　 特定外来生物ナガエツルノゲイトウの駆除活動

　　企画学生の声

　・ナガエツルノゲイトウは、とるのが難しく、無理に引っ張っても途中で切れてしまうと意味が

なく、ナガエツルノゲイトウの駆除の大変さに驚きました。活動後のきれいな湖面を見たからこ

そ、自然をこれからも大切にしていかなければいけないと感じました。

　・関西大学及び法政大学の学生、職員の方たちと活動中に交流できたので、楽しかったです。自分

たちの活動の成果を現地の方が喜んでくれていたことで、より達成感を感じることができました。

　　参加者の声

　・ナガエツルノゲイトウの駆除活動は、協力することが必須な作業だったので、参加者同士でコ

ミュニケーションをとり新しい輪を広げられてよかったです。（関西大学・３年次生）

　・外来種の駆除という貴重な体験をしてみたいと思い、参加しました。目に見える形で成果が現れ

るので、達成感を感じることができ参加してよかったと感じました。（関西大学・１年次生）

　・晴天の中、関西大学の皆さんと協力して非常に楽しく活動することができました。また、漁協の

方も優しく特定外来生物の駆除方法を教えてくださり、初心者でもすぐに取り組める内容でした。

昼食時は関西大学のみなさんとコミュニケーションを取りながら時間を過ごすことができ、２大

学合同ボランティア活動ならではの有意義な経験となりました。（法政大学・３年次生）

　・関西大学の方々と連携して、特定外来生物を駆除することができて良かったです。また、今回の

駆除活動を通じて、どれだけ湖が汚れているのかを目の当たりにし、今後、自分がどのように環

境活動に関わっていけばいいのかを考える良い機会になりました。（法政大学・２年次生）

⑯　2022年度学園祭「環境問題ってなんだろな？〜クイズで！ゲームで！楽しく学ぼう！〜」
　学生スタッフは、淀川河川敷の清掃活動や琵琶湖の特定外来生物の

駆除活動などといった環境保全活動を普段から多数実施している。そ

ういった経験を活かし、遊びを通して子ども達に環境問題について考

えるきかっけをもってもらえるような企画とした。また、統一学園祭

に来訪される保護者の方や地域の方及び本学学生に、ボランティア活

動の魅力と学生スタッフの活動を知ってもらうことを目的として実施

した。

　本学統一学園祭には、親子連れや子どもが多く来場するため、子ど

もを対象としてSDGs（特に環境問題）について学んでもらうため、環

境問題というテーマで3つのブースを設けた。当日は多くの子ども達が

訪れ、ゲームを通して環境問題について学びを得る機会となった。

　　日　　時　 11月３日（木）12時00分〜15時30分

　　　　　　　 11月４日（金）10時00分〜16時00分

　　　　　　　 11月６日（日）10時00分〜13時00分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館１階学生ラウンジ

　　参加者数　 102名（学生スタッフ延べ94名、本学学生延べ８名）

企画内容：

・紙芝居

　海洋プラスチック問題を中心とした環境問題について紙芝居で説

明したあと、身近な例を使ったクイズで環境問題について楽しく学

んでもらった。

・ミニゲーム

　牛乳パックや段ボールなどを再利用して作ったおもちゃで魚釣り

ゲームをしてもらった。捨てるはずだったもので遊んでもらうこと

で、リサイクルの大切さやゴミを減らす工夫などについて楽しみな

がら学んでもらった。

・塗り絵

　色鉛筆やクレヨンを使ってSDGsや地球をモチーフにした塗り絵

をしてもらいながら、SDGsについて興味を持ってもらった。

　　企画学生の声

　・初めて学園祭に参加しましたが、とても楽しかったです。子ども達が楽しみながらも環境問題に

ついて学びを深めてくれている姿が、とてもいきいきとしていたのが嬉しかったです。

　・ミニゲームも塗り絵も紙芝居も全て子ども達は楽しそうに体験してくれていました。笑顔で帰っ

ていく子ども達を見ると、とても嬉しく感じました。

　　参加者の声

　・一度もボランティアに参加したことがなかったので、参加してみたいと思って参加しました。来

場してくれた子ども達が可愛かったです。（経済学部・３年次生）

　・子どもとコミュニケーションを取れる良い機会だと思ったので参加しました。学生スタッフの方

も親切で楽しく活動できました。（社会学部・１年次生）

⑰　千里キャンドルロード2022
　吹田市と豊中市にまたがる千里ニュータウンの人口にちなんだ９万個

のキャンドルに灯をともすイベント「千里キャンドルロード」に本セン

ターは2014年度から参加し、今回で８回目となる。10周年を迎えた今

年は、『「出会い」これまでも…これからも…』をテーマに、３年ぶりに

来場予約なしでの開催となった。

　学生スタッフはキャンドルのデザインから考え、2022年度は、約

2000個の紙コップを色づけした大きな赤いハート２つを中心に、伸び

る 蔦 葉 や 青 い 紙 コ ッ プ で 縁 取 り し た「Kandai Volunteer Center 

2022」の白い文字など、工夫を凝らしたデザインを作成した。

　当日は、多くの方が訪れ、暗くなってキャンドルに火が灯されると、

あたり一帯が幻想的な光景になる様子を訪れた方たちが足を止め写真撮影をするなど、笑顔溢れる

光景となった。

　　日　　時　 11月５日（土）11時30分〜21時00分

　　場　　所　 吹田市立千里南公園

　　主　　催　 千里キャンドルロードプロジェクト

　　参加者数　 40名（学生スタッフ33名、本学学生７名）

　　内　　容　 キャンドルデザイン案の作成、キャンドルを入れる紙コップの色付け、

　　　　　　　 キャンドルの設置・点火・見回り・片付け

　　企画学生の声

　・「ここ（関大の作品）すごい！」「ここがメインやね。」などと、来場した方からの嬉しい言葉を

たくさん耳にしました。準備は大変でしたが成功して良かったと思えた瞬間でした。

　・スペースの問題もあり、当日にデザインの変更をしましたが、とても上手に完成させることがで

きて達成感がありました。学生スタッフの参加人数がとても多く、学生スタッフの交流の場となっ

ていたのも良かったです。

　　参加者の声

　・楽しそうだと思ったので参加しました。みんなで一つのものを作れていい経験になりました。（経

済学部・３年次生）

　・学園祭期間で授業がなく時間が空いていたこともあり、参加を決めました。想像していた以上に

キャンドルに灯をともした光景が綺麗で、また、地域の人達にも満足していただけたようでやり

がいを感じました。（法学部・２年次生）

⑱　大阪マラソン2023給水ボランティア
　今回で11回目の開催を迎える大阪マラソンは、チャリティ文化の普

及を目指す日本最大規模の都市型市民マラソンである。本学は第1回大

会からオフィシャルスポンサーとして参画している。

　活動を通して本学学生が大阪を盛り上げるとともに、ボランティアの

楽しさややりがいを感じてもらう機会とすることを目的として実施し

た。

　当日は、本学学生が給水ボランティアとして携わり「みんなでかける

虹。」というスローガンのもと、29,285人のランナーをサポートした。

給水や応援を通してランナーの方と関わり、参加した学生にもよりボラ

ンティア楽しさやスポーツの魅力を感じてもらうことができる活動と

なった。

　　日　　時　 ①事前説明会：２月15日（水）13時00分〜14時30分

　　　　　　　 ②活　　　動：２月26日（日）７時30分〜12時00分

　　場　　所　 ①千里山キャンパス第２学舎４号館BIGホール100

　　　　　　　 ②大阪マラソン第１給水所（５ km地点／中之島・本町ブロック）

　　参加者数　 191名（学生スタッフ22名、本学学生58名、体育会所属学生108名、職員３名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明、ボランティアセンターの紹介

　　　　　　　 ②給水所でのランナーへの給水提供

　　参加者の声

　・中学校の頃からマラソンに興味があり、実際に見てみたかったので参加しました。ランナーの皆

さんが一生懸命走りつつも、僕らボランティアに「ありがとう」と声を掛けてくれたことがすご

く嬉しかったです。（環境都市工学部・２年次生）

　・2021年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響で中止になってしまったので、今回は絶対に

参加しようと決めていました。関西大学の多くの学生が大阪マラソンという大きなイベントに携

われて、盛り上げることができて良かったです。（システム理工学部・2年次生）

⑲　飛鳥ハーフマラソン2023給水ボランティア
　関西大学と縁の深い奈良県明日香村で開催される飛鳥ハーフマラソン

に2021年度に引き続き2022年度も学生ボランティアをいう形で参加

した。本学学生が学生ボランティアとして参加することで地域貢献活動

に寄与するとともに、ボランティア経験の浅い学生に対してボランティ

アのやりがいや魅力を広めることを目的として実施した。

　明日香村は「飛鳥・藤原の宮都とその関連資産群」として世界遺産登

録をめざしており、その構成資産の半分以上を巡ることができるように

コースが設定されている。また、持続可能な社会づくりのためにソフト

フラスク（折りたためる携行給水ボトル）の配布や、参加費等の一部で

菜の花のタネを購入して景観保全に役立てるなど、様々な取り組みが行

われている。

　当日は、スタートからおよそ11km地点の棚田に設けられた第２給食所で甘酒の提供を行った。

　　日　　時　 ①事前説明会：３月１日（水）10時00分〜11時30分 

　　　　　　　 ②活　　　動：３月12日（日）８時00分〜13時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②奈良県高市郡明日香村

　　参加者数　 18名（学生スタッフ11名、本学学生７名）

　　内　　容　 ランナーへの給水

　　企画学生の声

　・給水を行っていると、ランナーの方に「ありがとう」と声をかけていただくことがあり、ボラ

ンティアをしている側の自分たちが元気をもらい、ボランティアに参加してくれた学生に活動を

通してやりがいを感じてもらうことができました。

　・ボランティアに参加していただいた関大生との交流を楽しむことができ、ランナーの方の笑顔を

見ることができてとても充実した時間を過ごすことができました。

　　参加者の声

　・スポーツが好きなので、スポーツに関われるボランティアをやってみたいと思い参加しました。

ランナーの方に「ありがとう」と声をかけていただくこともあり、喜んでいただけていると感じ

られて嬉しかったです。（文学部・１年次生）

　・もともと給水ボランティアをしてみたいと思っていたので参加しました。ランナーの方と言葉を

交わしたり、アイコンタクトを取ることができたりしたことが嬉しかったです。（法学部・２年

次生）

⑳　子ども遊びボランティアinまちなかリビング北千里
　2022年度初めて企画を募集し、ベストアイデア賞を獲得した「学童

保育ボランティア」として、まちなかリビング北千里にて、ソフトバス

ケット大会（3on3）のお手伝いやボードゲーム・カードゲームを使用

した遊び等、子どもとのふれあいを通して、子どもとのかかわり方や距

離の縮め方を学び、コミュニケーション能力を向上させることを目的と

して実施した。

　当日はソフトバスケット大会の運営補助だけでなく、子ども達と一緒

にチームを組んで参加したり、小学生vs大学生の試合を行い、ソフトバ

スケット大会を盛り上げた。また、同施設で管理しているボードゲーム

やカードゲーム等の様々な遊び道具を使用して、ソフトバスケットの参

加待ちの子ども達やスポーツが苦手な子ども達と遊ぶ活動も行った。

　　日　　時　 ３月23日（木）16時00分〜18時00分

　　場　　所　 まちなかリビング北千里

　　参加者数　 13名（学生スタッフ５名、本学学生８名）

　　内　　容　 ソフトバスケット大会の運営補助・参加、子ども達との交流

　　企画学生の声

　・下見を行った時より子ども達の人数が多かったのにも関わらず、学生ボランティアの方々全員が

子ども達と交流をしていただくことができました。活動の最後まで、子ども達と交流するという

ことができ、手持ち無沙汰にならなかったことが非常に良かったと思います。また、児童センター

の職員さんには行くたびに「来てくれてありがとう。」というお言葉をいただくことができて、

嬉しいです。

　　参加者の声

　・子どもと遊ぶことがボランティアになるのならやってみたいと思ったので参加しました。子ども

と触れ合う中で、子どもにしかない発想を多く学び、とても楽しく活動することができ、ボラン

ティアに参加して良かったと思いました。（経済学部・1年次生）

　・子どもと遊びたいと思ったので参加しました。ボランティアに参加した自分が子どもから元気を

もらい、ボランティアにはこんな魅力もあるんだと実感しました。（大学院・2年次生）

（３）雨天中止事業

①　第4回大和川大掃除～未来につなげよう300人の小さな一歩～
　堺キャンパスの近くを流れる大和川河川敷において、各キャンパスの

学生、体育会所属学生、ボランティア団体所属学生、大学職員、ミズノ

株式会社社員など総勢300名が海につながる河川の環境美化に取り組む

ことで、SDGsや海洋プラスチック問題などを改めて意識してもらうこ

とを目的として企画したもの。

　学生スタッフは設立以来、本学学生にボランティア活動を通じてボラ

ンティアの魅力を知ってもらうために、様々なボランティア活動を同じ

学生目線で企画・運営してきた。特に河川敷の清掃活動については、

2011年度から2016年度まで500名規模で淀川河川敷の大掃除を行い、

ゴミの減少に貢献した。2017年度からは大和川河川敷に活動場所を移

し、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により規模を縮小することもあったが、継続的に清掃活

動を行っている。

　2022年度は多くの関大生にボランティア活動の魅力を知ってもらうべく、体育会11団体にご協

力いただき、コロナ禍前と同規模の300名で実施することを企画した。また、ボランティア活動を

通じて双方の充実と発展に寄与するため、本学と連携協定を結んでいるミズノ株式会社にもご参加

いただくことになっていたが、残念ながら当日雨天のため中止となった。

　　日　　時　 ２月19日（日）10時00分〜12時00分

　　場　　所　 大和川公園河川敷周辺

　　協　　力　 大和川河川事務所

　　　　　　　 ミズノ株式会社

　　内　　容　 大和川河川敷での清掃

駆除活動の様子 舟上での駆除活動の様子 集合写真
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Ⅱ  ２  学生スタッフ事業報告

　学生の中には「ボランティアに関心があるけど一歩踏み出せない」という学生もおり、学生スタッ

フはそのような学生を後押しできるような学内のボランティア活動の企画のほか、様々な社会問題へ

の啓発活動を行っている。

（１）学生スタッフ企画

　学生スタッフ企画とは、ボランティア活動の魅力を広めるため、まずは学生スタッフ自身がボラ

ンティアの魅力を再認識するために企画・参加しているプログラムである。

①　ボランティア懇談会
　ボランティアに関心のある関西大学の学生にボランティア活動の魅力

を発信する１つの手段として、ボランティアコーディネートを実施して

いる。より多くの学生に参加してもらうことを目的として普段はお昼休

みに実施しているボランティアコーディネートを、今回はお昼休みから

３限終わりまで開室時間を延長して実施した。

　　日　　時　 ５月 13 日（金） 12時20分〜15時00分

　　場　　所　 誠之館２号館１階ボランティアステーション

　　内　　容　 ボランティアコーディネート

②　富士山自然保護ボランティアツアー（法政大学主催3大学連携事業）
　3大学（法政大学・明治大学・関西大学）連携事業の一環として、法政大学主催の世界遺産であ

る富士山の麓で森林整備事業に参加した。

　団体の方からオーバーユーズ（使いすぎ）やアンダーユーズ（活用不足）の重要性、環境問題に

ついてなどのお話を伺った後、6〜7名ずつのグループに分かれて森林保全活動に取り組んだ。草

木の伐採や薪割り、枯れ木処理など、慣れない作業を行うのは大変であったが、休憩時間には木登

りをしたりブランコに乗ったりして、日常では味わえない大自然とのふれあいを楽しんだ。

　　日　　時　 ５月22日（日）９時45分〜17時00分

　　場　　所　 静岡県富士宮市

　　主　　催　 認定特定非営利活動法人富士山クラブ

　　参加者数　 37名（学生スタッフ4名、職員1名、

　　　　　　　 他大学学生32名）

　　内　　容　 草木の伐採、薪割り、枯れ木処理

　　学生スタッフの声

　・階段づくりや道の開拓など、自分が想像していたよりもはるかに本格的な活動ができました。日

常生活の中で鍬や鋸を使ったりすることがないため、初めはうまく使えませんでしたが、コツを

つかんだ後は気持ち良い程スムーズに切れるようになったのが本当に楽しかったです。

③　びわ湖を美しくする運動
　 2022年度に引き続き、琵琶湖の特定外来生物の現状を把握

するために、実際に琵琶湖に足を運び、滋賀県が毎年7月1日

において「びわ湖の日」に実施している「びわ湖を美しくする

運動」の特定外来生物のオオバナミズキンバイおよびナガエツ

ルノゲイトウの駆除活動に参加した。

　滋賀県が取り組む、琵琶湖の環境保全について、現状と課題、

特に侵略的外来水生植物の繁殖力やその影響による被害を伺

い、行政として滋賀県が取り組むボランティアに関して知見を

深めた。また、実際に、湖岸に生息する大量のナガエツルノゲ

イトウを手作業で取り除く体験を行い、学生スタッフとして何

ができるのかを考えることに繋げ、今後企画する「琵琶湖ツー

リズム！～大学生で考える環境ボランティアの未来2022（実

践編）〜」で実現することとした。

　　日　　時　 ７月１日（金）９時00分〜10時30分

　　場　　所　 滋賀県大津市　大津市なぎさ公園周辺

　　協　　力　 滋賀県琵琶湖環境部自然環境保全課

　　参加者数　 ７名（学生スタッフ５名、職員２名）

　　内　　容　 特定外来生物オオバナミズキンバイおよびナガエツルノゲイトウの駆除及び関係者

への取材

④　2022ボランティア新企画募集～あなたの想いを伝えよう～
　関大生からボランティアの新企画を募集し、学生スタッフが企画者のボランティアへの想いを他

の学生に伝えるお手伝いをする。また、そのボランティアを実現することで学生スタッフの活動に

新しい視点を取り入れることを目的として、2022年度から新しく実施した。

　SDGsを意識した内容のボランティア活動で、関大生が学生スタッフとともに行うことができる

新たな企画を募集したところ、８事業の応募があり、ヒアリングなど選考を重ねベストアイデア賞

として「学童保育ボランティア」、学生スタッフ特別賞として「動物愛護団体のお手伝いをして、

犬猫と触れ合おう」の２事業が選ばれた。

　ベストアイデア賞として選ばれた「学童保育ボランティア」は学生スタッフのサポートのもと、

大阪府吹田市の「まちなかリビング北千里」にて、来館する子ども達と遊び、交流するボランティ

アとして実際に実施し、特典②として本センター活動報告書にも掲載した。

　　募集期間　 ７月25日（月）〜８月31日（金）

　　募集内容　 SDGsを意識した内容で、複数名が参加できて、みんなで

楽しめるボランティア活動のアイデア

　　募集対象　 関西大学に所属の個人またはグループ
特典： ①選ばれたアイデアは、学生スタッフのサポートのもと、実際に企画として実施

②ボランティアセンターが発行する「活動報告書」に記載
③ボランティア体験ツアーに企画者の名前を付すことができる

　　応 募 数　 ８グループ
○ キャンパスで大地震発生から避難までを考える・新！関大クリーン大作戦
○ 子ども達が防災について学べる遊びを提供する活動・子ども達とのふれあい大作戦
○ 二酸化炭素を減らし地球の環境を守るための植林ボランティア
○ 私たちの手で綺麗な海を守ろう！海岸清掃in大阪湾沿岸の浅場
○ 学童保育ボランティア・動物愛護団体のお手伝いをして、犬猫と触れ合おう

　　学生スタッフの声

　・アイデアを応募してくれたグループへヒアリングを行うことで、アイデアをより具体的に深掘す

ることができました。

　・多くの学生に参加してもらうために、広報期間をより長く設け、ボランティアセンター機関誌の

配布などで知ってもらう機会を作る工夫をするべきでした。また、体験ツアー化する企画を選定

してから実施までに時間がかかりすぎたため、次に実施する際は実施までのプロセスまで細かく

決めておきたいです。

⑤　ようこそ！　関大サロンへ
　コロナ禍でも実施できるボランティア活動として、吹田市社会福祉協議会の協力を得て、2021

年度から高齢者施設に入所する方々とZoomを繋いだオンライン交流会を開始した。

　同世代の交流だけでなく、高齢者のような日常の中ではつながりを持ちにくい異世代との交流を

通して、高齢者の人々の文化を享受するだけでなく、一緒にゲームや歓談を行い、地域において世

代を超えたつながりや相互理解を深める機会を創出することを目的として実施した。加えて、高齢

者の方との接し方を学び、学生のコミュニケーション能力の向上を図るとともに、高齢者の方や施

設職員との関わりの中で、どのようなボランティアや支援が必要なのかを知り、これから新たに行

う活動を企画する際の気づきを得ることができた。

　今後は、関大生を募集してボランティア体験ツアーとして実施することを予定している。

　　日　　時　 ①９月５日（月）13時30分〜14時30分

　　　　　　　 ②３月15日（水）13時30分〜14時30分

　　場　　所　 オンライン（Zoom）

　　受入団体　 社会福祉法人 秀明会「特別養護老人ホーム あす～る吹田」

　　参加者数　 ①10名（学生スタッフ４名、職員２名、高齢者３名、施設職員１名）

　　　　　　　 ②11名（学生スタッフ３名、職員３名、高齢者３名、施設職員２名）

　　内　　容 高齢者とのゲーム・クイズ、歓談

　　学生スタッフの声

　・高齢者の方が「楽しかった、ありがとう」と言って涙まで流してくださり、短い時間で、これほ

ど感動していただけたのがとても嬉しかったです。

　・普段あまり話すことのない年代の方々と会話することができ、とても思い出に残る良い時間を過

ごせました。

⑥　まちFUNまつりin関西大学2022　子ども店長サポートボランティア
　子ども達を中心に、ともに楽しみ学べる場を地域に作ることを目的として活動している特定非営

利活動法人 ママふぁん関西との共催事業として実施した。

　「地域に開かれた大学」を目指して始まった本イベントは、今回で6回目を迎えた。学生スタッ

フも毎年運営補助ボランティアとして参加しており、2022年度は子ども達が店長となって出展

ブースのお店を手伝い、お金のやりとりも行うことで働く楽しさやお金の大切さを学ぶ職業体験イ

ベント「子ども店長」企画のサポートを行った。

　事前にお給料袋やくじを作成し、当日も会場設営の手伝いを行った。来場した子ども達がエプロ

ンに着替える手伝いや働くお店を決めるくじ引きの対応をする中で、学生スタッフは子ども達の緊

張がほぐれるように、声掛けをするなど工夫しながら活動をした。

　　日　　時　 10月９日（日）10時00分〜13時30分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館およびその周辺

　　参加者数　 学生スタッフ７名

　　内　　容　 お給料袋やくじの作成、会場設営、「子ども店長」事業のサポート、子ども達との交流

　　学生スタッフの声

　・子ども達の元気な姿に勇気づけられる、楽しい時間でした。

　・子ども店長自身が楽しかったと笑顔で言ってくれたり、お給料を手渡しするときにありがとうと

声をかけてくれたりして、うれしかったです。

⑦　非常食配布イベント
　防災意識の向上はもちろん食品ロス削減に取り組むことでSDGsの「つくる責任　使う責任」の

達成への貢献を目指して、公益社団法人 日本非常食推進機構より提供していただいた使用期限が

迫った非常食（防災備蓄品）を配布した。

　当日は、保存用ビスケット、保存用飲料水、アルファ化米の三種類の非常食を配布するのにあわ

せて、学生スタッフが広く認知されるように広報を行った。

　配布数は、保存用ビスケット300個、保存用飲料水100本、アルファ化米41個だった。

　　日　　時　 10月10日（月）12時20分〜12時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館１階学生センター前

　　参加者数　 学生スタッフ７名

　　内　　容　 保存用ビスケット・保存用飲料水・アルファ化米の配布

（２）ボランティア体験ツアー

　ボランティア体験ツアーとは、「ボランティアに関心があるけど一歩踏み出せない」という学生に、

ボランティアの第一歩として気軽に参加できるボランティア活動として実施しているプログラムで

ある。

①　関大クリーン大作戦～関大前の交流の輪を広げよう！～
　関西大学周辺まちづくり勉強会※主催の清掃活動にボランティア活動

として参加した。

　当日は、地域の方や体育会学生と協力して、関大前通りや千里山ユー

トピア遊園の清掃を行った。道端にはタバコの吸い殻が多く、側溝にも

マスクや包装紙のゴミが多く落ちていた。ゴミ拾いを終えたら、根を残

さないように専用の道具などで掘り起こしながら千里山ユートピア遊園

の除草作業を行った。普段なかなか関わることのない地域の方と交流し

ながらの活動となり、終始笑顔が絶えない時間となった。

※阪急電鉄関大前駅周辺の地域において、安心・安全で活力と魅力あふれる「ま
ちづくり」を推進し、自治会、関大前商店街、学校法人関西大学及び行政で
課題を共有し、方策を検討することを目的とした組織。現在は、関大前ラボ
ラトリ（通称まち・かん）の管理運営及び関大前周辺地域の美化活動を主な活動としている。

　　日　　時　 ４月14日（木）８名、５月12日（木）雨天中止、６月９日（木）６名、10月13日（木）

７名、11月10日（木）３名、12月８日（木）７名　14時00分〜15時00分

　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ15名、本学学生延べ16名

　　場　　所　 阪急電鉄関大前駅～関西大学正門の周辺道路、千里山ユートピア遊園

　　主　　催　 関西大学周辺まちづくり勉強会

　　内　　容　 関大前通り、千里山ユートピア遊園の清掃

　　企画学生の声

　・関大前はタバコのゴミや雑草が多く、清掃のやりがいが大きいと感じました。また、地域の方や

関大生とも交流しながら行えたため、最後まで良い雰囲気で清掃できたと思います。

　・参加してくれた関大生と活動中もたくさん話せました。１人で清掃に集中するよりも話しながら

のほうが楽しく、時間が過ぎるのが早かったです。

　　参加者の声

　・コロナ禍でも自分がやれることに挑戦したかったから参加しました。地域の人と交流できてよ

かったです。（社会学部・２年次生）

　・街が綺麗になっていくのがうれしかったです。地域の人たちとも協力しあうことができて、充実

した時間でした。（法学部・1年次生）

②　関大クリーン大作戦in高槻
　普段利用している駅やキャンパス周辺を清掃し、景観を保護すること

で、学生や地域の方々が気持ちよく利用することを目的に、また、阪急

高槻市で活動することで高槻キャンパス、高槻ミューズキャンパスの学

生も気軽にボランティアに参加できる機会を設けることを目的として実

施した。

　4月実施時は、阪急高槻市駅周辺の本通り商店街と中通り商店街の二

手に分かれて、清掃活動を実施した。11月実施時は、参加者全員で清

掃活動を実施した。両日とも、最初にアイスブレイクを行い、交流をし

てから清掃活動に取り組んだため、雰囲気がよく楽しく活動することが

できた。

　　日　　時　 ①４月17日（日）９時00分〜10時30分

　　　　　　　 ②11月27日（日）９時00分〜10時30分

　　場　　所　 阪急高槻市駅周辺

　　参加者数　 ①15名（学生スタッフ５名、本学学生10名）

　　　　　　　 ②７名（学生スタッフ６名、本学学生１名）

　　内　　容　 阪急高槻市駅周辺の清掃

　　企画学生の声

　・想像していたよりも多くの人に参加してもらうことができて、アイスブレイクや清掃活動中は参

加者同士の交流があり、いい雰囲気で活動することができてよかったです。

　・活動中に通りがかった地域の方から「お疲れ様です。」というお言葉をいただくことができて、

嬉しかったです。

　　参加者の声

　・友達の輪を広げたいと思い参加しました。ゴミをたくさん拾うことができてやりがいがありまし

た。（社会安全学部・１年次生）

　・少人数のグループに分かれてのゴミ拾いだったので、1人で参加しても他の参加者と話しながら

活動しやすくて良かったです。（総合情報学部・３年次生）

③　淀川掃除
　淀川河川敷の清掃をすることで、大阪湾へゴミが流れ込むことを防ぎ、

淀川の水質や景観を保護することを目的に、また、清掃活動という気軽

に参加できる点を活かして、関大生にボランティア活動の魅力を広める

機会にすることを目的として実施した。2021年度には、淀川河川事務

所に相談を行ったうえで、これまで清掃を行っていた南方地区から行政

の対応が追い付いていないより河口の西淀川区福町地区へ場所の変更を

行った。

　４月実施時は雨天だったため、河川敷の手前を２グループに分かれて

清掃活動を行い、途中でグループを入れ替える等、参加者同士がより多

く関われるよう工夫を行った。

　10月実施時は晴天に恵まれ、5グループに分かれて河川敷を広く清掃

した。

　　日　　時　 ①４月24日（日）10時00分〜12時00分

　　　　　　　 ②10月23日（日）10時00分〜12時00分

　　場　　所　 大阪市西淀川区　阪神福駅近くの河川敷

　　参加者数　 ①26名（学生スタッフ8名、本学学生18名）

　　　　　　　 ②20名（学生スタッフ10名、本学学生10名）

　　内　　容　 淀川河川敷の清掃

　　企画学生の声

　・雨の中での実施となり、予定していた通りの淀川掃除は出来ませんでしたが、参加者の方から「楽

しかった」という言葉が聞けて嬉しかったです。

　・通りすがりの地域の方からどこの大学の団体なのかと尋ねられ、「ありがとうね、頑張って！」

とお声掛けいただいて嬉しかったです。

　　参加者の声

　・河川敷には多くのゴミが落ちていて、それらを拾っていくことが単純に楽しかったし、学生ス

タッフの方や参加者の方と色々話せてよかったです。（外国語学部・１年次生）

　・前に参加した清掃ボランティアで誘ってもらったので、参加しました。思っていたよりもプラス

チックのゴミが多くて驚きました。（政策創造学部・１年次生）

④　献血呼びかけボランティア

　献血の必要性を多くの学生に伝えることが、社会貢献につながるとい

うことを知ってもらうこと、また、気軽に参加できる学内ボランティア

を通じて、ボランティアの良さを身近に感じてもらい次のボランティア

活動参加のきっかけを創出することを目的として実施した。

　現在の日本では少子高齢化が進み、輸血を必要とする高齢者の割合が

増える一方で、それを支える若者の献血者数が減っているという危機的

状況にある。また、血液は長期の保存ができないため、安定的な供給が

必要であるが、献血について学生の関心が薄いのが現状である。

　献血を実施の広報だけでなく、当日は、献血車前で看板を持って献血

協力の呼びかけを行った。

　　日　　時　 ４月25日（月）14名、４月26日（火）９名、５月10日（火）６名、６月７日（火）８名

　　　　　　　 10月12日（水）10名、10月20日（木）３名、11月11日（金）６名、12月５日（月）４名

　　　　　　　 11時30分〜13時30分、12時00分〜13時00分

　　　　　　　 ※10月20日は関大防災DAYの事業の一環として実施した。
　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ40名、本学学生延べ20名

　　場　　所　 千里山キャンパス総合図書館前、悠久の庭前、

　　協　　力　 大阪府赤十字血液センター

　　内　　容　 献血への協力呼びかけ

　　企画学生の声

　・授業終わりで人通りが多い時間帯に呼び込み時間を設定したため、効果的に呼びかけが行えたと

思います。前を通った方が自分たちの呼びかけに反応してくださって嬉しかったです。また、毎

月行っているので声を出すことに慣れてきて、積極的に声かけをすることができました。

　・呼びかけを行ったことで、多くの学生に献血実施中であることに気付いてもらうことができまし

た。呼びかけに反応してくださる方もいて嬉しかったです。

　　参加者の声

　・輸血経験があるため、恩返しになればと思って参加しました。活動はアットホームな雰囲気で楽

しむことができました。（文学部・２年次生）

　・自分が想像していた以上に人が集まり、献血に協力していたので、声掛けの達成感を感じました。

（商学部・３年次生）

⑤　関大花植え活動（大学昇格100年記念）
　大学昇格100年記念事業の一環として、経済学部と商学部の学び舎で

ある第２学舎１号館前の広場を、山岡順太郎の胸像とともにリニューア

ルすることとなり、管財課の協力のもと、花壇の花植え活動を実施した。

大学昇格100年という節目に、緑のなかで新しい仲間と出会って交流し

ながら、学生たちの愛校心を育むこと。また、今後の広報を含めて、「ボ

ランティアセンター学生スタッフ」が大学内で広く認知されることを目

的として実施した。

　当日は、業者の方の指示に従いながら土を掘り、花を植えた。活動の

途中から雨が降りだしたため、レインコートを着用しての活動になった

が、参加者全員が熱心に取り組んだ結果、予定よりも広い範囲に花を植

えることができた。

　　日　　時　 ５月13日（金）９時00分〜12時10分

　　場　　所　 千里山キャンパス第2学舎1号館前広場

　　参加者数　 30名（学生スタッフ９名、本学学生21名）

　　内　　容　 花壇の花植え

　　企画学生の声

　・花を植える場所の土が硬くて、掘るのに思ったより時間がかかって大変でした。また、植えると

きに花の間隔や全体のバランスを考えるのが難しかったので、わからないことがあったら業者の

方に質問しながら作業をすすめました。

　・業者の方から「これからも手伝いにきてほしい」と言って褒めていただけて、嬉しかったです。

　　参加者の声

　・花植えに興味が湧いたので参加しました。想像していたよりも体力を使い、花壇がきれいになっ

ていくのが分かってやりがいがありました。（システム理工学部・４年次生）

　・ボランティア活動を体験してみたかったので参加しました。自分の活動が花というかたちで残っ

て嬉しいです。（文学部・１年次生）

⑥　高槻景観美化ボランティア
　自然と共生する「花と緑のまちづくり」に寄与することを目的として

いる高槻市のNPO法人「花と緑のまちづくり 高槻景観園芸クラブ」と

の連携事業として活動に参加し、学生に環境美化、地域交流の必要性を

学んでもらうことを目的として実施した。

　高槻景観園芸クラブの方々から活動の説明を受けた後、初対面の学生

の緊張をほぐすためにアイスブレイクを行った。高槻景観園芸クラブの

方々の指示に従い、苗床を整備して花を植えていく中で、良い苗の見分

け方や植物の種類なども教えていただいた。

　11月実施時は花を植えた後、花壇周りや他の花壇に積もった大量の

落ち葉を拾い集め、花壇全体の景観を美しく整えた。

　幅広い世代の憩いの場所である公園を美化し、まちづくりに関心を持

てるような事業は貴重なものであり、団体の方々とコミュニケーション

を取りながら、楽しく花植え活動を行うことができた。

　　日　　時　 ①５月14日（土）８時50分〜11時00分

　　　　　　　 ②11月20日（日）９時00分〜11時00分

　　場　　所　 大阪府高槻市　高槻城公園

　　　　　　　 連携先 NPO法人 花と緑のまちづくり 高槻景観園芸クラブ

　　参加者数　 ①７名（学生スタッフ５名、本学学生２名）

　　　　　　　 ②６名（学生スタッフ４名、本学学生２名）

　　内　　容　 高槻城公園内の花壇の手入れ、地域の方との交流

　　企画学生の声

　・団体の方といろんなお話をしながら花植え活動を行い、花植えをしたことがない学生でも不安な

く楽しめた事業でした。参加学生にボランティアの魅力を伝えるとともに、自身も改めてボラン

ティアの魅力を感じることができました。

　・花にも一つ一つ個性があり、それぞれに花の魅せ方があるのだと初めて知り、ただ活動するので

はなく、何かを意識して取り組むことの大切さを学びました。

　　参加者の声

　・花壇の手入れをしたことがなく、一度してみたいと思ったので参加しました。花壇が綺麗になっ

た際に感じた達成感や団体の方々との交流を通じて、ボランティアの魅力や楽しさを感じること

ができました。（法学部・４年次生）

⑦　関大クリーン大作戦in梅田
　梅田キャンパスの周辺を清掃することで環境や景観を保護し、通行す

る人々が気持ちよく過ごすことができるようにすること、気軽に参加で

きるボランティア活動として清掃活動に参加することでボランティアの

やりがいや楽しさを感じてもらうことを目的として実施した。

　当日は、梅田キャンパスの教室にてアイスブレイクを行ったあと、２

グループに分かれて茶屋町エリアの清掃を約１時間行った。清掃活動中

には、通りがかった人や清掃ルートの並びにある店舗の方からお礼の言

葉をもらうことができ、参加者の達成感や満足感につながった。日曜の

朝ではあったが人通りや車が多く、学生スタッフが時折声をかけて注意

を促しながら活動した。

　　日　　時　 ①５月15日（日）９時00分〜11時00分

　　　　　　　 ②11月13日（日）９時00分〜11時00分

　　場　　所　 梅田キャンパス周辺

　　参加者数　 ①19名（学生スタッフ５名、本学学生14名）

　　　　　　　 ②13名（学生スタッフ３名、本学学生10名）

　　内　　容　 梅田キャンパス周辺の清掃

　　企画学生の声

　・アイスブレイクで学部や趣味などの自己紹介を行ったので、活動中の話題ができてすごく話しや

すかったです。友達同士が一緒になるようにグループ分けしたのがよかったのか、参加した学生

同士楽しそうに活動していました。

　・清掃の距離を延ばすなどの工夫をしましたが、ルートによってゴミの量が違っていたので、ルー

トの見直しが必要だと感じました。雨の中での活動でしたが、みんなで楽しく清掃活動ができた

ので嬉しかったです。

　　参加者の声

　・活動場所が梅田なので参加しやすいと思い参加しました。普段なかなかゴミ拾いを行う機会がな

かったので経験できて良かったです。（商学部・１年次生）

　・一度ボランティアに参加してみたいと思ったので参加しました。自分たちで街を少しでも綺麗に

する活動ができ、良い経験になりました。（社会安全学部・１年次生）

⑧　関大クリーン大作戦～千里山キャンパス周辺の清掃～
　普段自分たちが利用している千里山キャンパス周辺を清掃することで

環境や景観を保護し、関大生や地域の方々がより気持ちよく過ごすこと

ができる。また、授業の空きコマに気軽に参加できることでボランティ

ア活動を身近に感じてもらうことを目的として実施した。

　活動前にアイスブレイクを行い、学部や学年に関係なく学生同士が交

流することで、その後の活動も和やかな雰囲気で進めることができた。

清掃は関大前ルートと名神高速道路沿いルートの2コースに分かれて

行った。ゴミは「燃えるゴミ」「ビン・カン」「ペットボトル」の3つに

分類して集めたが、タバコの吸い殻が最も多く、ゴミを拾うだけでなく、

今後はゴミを捨てる人が少なくなるように啓発を目的とした活動も検討

している。

　　日　　時　 ①５月21日（土）10時40分〜12時10分

　　　　　　　 ②10月15日（土）10時40分〜12時10分

　　場　　所　 千里山キャンパス周辺

　　参加者数　 ①10名（学生スタッフ３名、本学学生７名）

　　　　　　　 ②16名（学生スタッフ７名、本学学生９名）

　　内　　容　 千里山キャンパス周辺の清掃

　　企画学生の声

　・ゴミの量が少なく、やりがいを感じにくいのではないかと心配でしたが、清掃中はずっと楽しく

会話しながら活動を行うことができました。

　・参加者の１回生が１人で、他の上級生と仲良くなれるかどうか不安がありましたが、始まってみ

ればみんな会話が絶えず、終始楽しく活動することができました。

　　参加者の声

　・自分が通っている大学に恩返しをしたいと思って参加しました。意外と大学の周りが綺麗だった

ことに驚きました。（社会学部・３年次生）

　・アルバイトをやっていないため、他に何か出来ることはないか、頑張れることはないか、と探し

ていたらこのボランティアを見つけて参加しました。意外と細かいゴミが多く、拾うのが大変で

したが、充実した時間を過ごせました。（法学部・１年次生）

⑨　関西大学×法政大学 スポーツゴミ拾い
　法政大学と連携しZoomを用いて合同でゴミ拾いを実施した。「スポー

ツゴミ拾い」とは、制限時間内に指定されたエリアのゴミを拾い、拾っ

たゴミの量と種類で得点を競い合うというスポーツ要素を加えた、日本

発祥の新感覚清掃活動である。ゴミ拾いにスポーツ要素をかけ合わせる

ことで、ゴミ拾いをスポーツ感覚で楽しみ、ボランティアへの興味を引

き出し、法政大学の学生と交流を深め、参加者同士で協力してゴミ拾い

を行うことで連帯感や達成感を得ることを目的として実施した。

　当日は、Zoomを繋ぎながらキャンパス周辺の清掃を行い、清掃の様

子だけでなく、キャンパスの様子なども映すことで大学の所属を超えて、

学生ボランティア同士の交流も行うことができた。

　　日　　時　 ①５月29日（日）14時00分〜16時20分

　　　　　　　 ②３月13日（月）13時50分〜16時20分

　　場　　所 ①関西大学千里山キャンパス周辺および凜風館１階学生ラ

ウンジ

　　　　　　　 　法政大学市ヶ谷キャンパス周辺および外濠校舎３階S305

　　　　　　　 ②関西大学千里山キャンパス周辺および尚文館１階マル

チメディアAV大教室

　　　　　　　 　法政大学市ヶ谷キャンパス周辺および外濠校舎３階S305

　　共　　催 法政大学ボランティアセンター、法政大学ボランティアセ

ンター学生スタッフ VSP

　　参加者数 ①32名（学生スタッフ10名、本学学生７名、法政大学15名）

　　　　　　　 ②25名（学生スタッフ７名、本学学生６名、法政大学12名）

　　内　　容 それぞれのキャンパス周辺のゴミ拾い、クイズ大会、法政大学との交流

　　企画学生の声

　・拾ったゴミを得点化して競うのはゲーム感覚があり、参加者

に楽しんでもらえたように思います。参加者の方がゴミを袋に

入れるときに何を拾ったかを伝えてくれたので、記録がスムー

ズに進みました。

　・単なるゴミ拾いではなく、ゴミを点数化してチーム対抗で競う

ことで、楽しみながらも一生懸命に取り組むことができ、参加

者にボランティアを楽しむ感覚を味わってもらえて、非常に良

かったです。

　　参加者の声

　・スポーツゴミ拾いはゲーム性があり、法政大学の学生と交流し

ながら楽しく活動することができました。（文学部・２年次生）

　・学生スタッフの方もほかの参加者の方も丁寧に接してくれて嬉

しかったです。おかげで楽しく街を綺麗にすることができまし

た。（法学部・２年次生）

⑩　1000000人のキャンドルナイト 茶屋町スロウデイ2022
　梅田・茶屋町エリアの企業、地域団体、学校および行政などが集まっ

て“歩いて楽しいまちづくり”を推進し、茶屋町の魅力を発信する本イ

ベントに2017年度から参加している。魅力発信に取り組み地域の活性

化を行い、キャンドルの灯りを見てくれる人に気持ち安らぐ時間や癒し

を提供することを目的として実施した。

　2022年度は「Convivial 〜ともに愉しむ日～」をテーマに、３年ぶ

りの現地開催となった。「キャンドルの灯りが人々の心に安らぎと未来

への希望をもたらすように」という願いを込めて、学生スタッフは

CHASKA茶屋町（ジュンク堂書店）前にキャンドルアートを設置した。

　事前に学生スタッフが考えたデザインを基にキャンドル装飾を行い、

設置・点火・火の見守り・会場の片付け等の活動を行った。

　キャンドルに火が灯り、日が落ちて街が暗くなるにつれて、大勢の方がキャンドルアート前で足

を止めて写真撮影を行い、キャンドルの光に照らされた笑顔に溢れたイベントとなった。

　　日　　時　 ①事前説明会：５月25日（水）12時20分〜12時50分

　　　　　　　 ②活　　　動：６月１日（水）13時00分〜22時00分

　　場　　所　 ①千里山キャンパス凜風館1階ピアエリア／オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②大阪市北区　CHASKA茶屋町

　　参加者数　 24名（学生スタッフ11名、本学学生13名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明会

　　　　　　　 ②キャンドル装飾の制作・設置・点灯・見守り

　　企画学生の声

　・CHASKA 茶屋町全体がキャンドルの温もりに包まれた空間を体感できて良かったし、自分がそ

の空間を作る側として携わることができて嬉しかったです。たくさんの方達が見に来てくれたり

写真を撮ったりしてくれて、地域の活性化に貢献できたと思えました。

　・日が沈んだ後、キャンドルが光っている景色を見た時に、とても感動しました。たくさん写真

を撮っている方や、キャンドルの灯をずっと眺めている方もいらっしゃって嬉しかったです。

　　参加者の声

　・点灯時間までにキャンドルの設置が間に合うか不安でしたが、参加者の方々と協力して取り組み、

デザイン通りのものを完成させることができました。点灯した綺麗なキャンドルを見ると、達成

感や安らぎを感じることができ、ボランティアに参加して良かったと感じました。（社会学部・

１年次生）

　・一緒に活動した関大生と仲良くなることができ、入学してなかなか友達ができなかった自分に

とってすごく嬉しく、楽しいボランティア活動でした。（社会学部・２年次生）

⑪　大和川掃除
　堺キャンパス周辺を流れる大和川河川敷を清掃することで景観を清潔

に保つことができ、地域の方が河川敷をより気持ちよく利用できると同

時に、堺キャンパス周辺の地域貢献活動を目的として実施した。

　本活動は、堺キャンパスに通う学生にとって参加しやすい活動場所で

あることから、堺エリアで活動を展開しているボランティア団体

「WEVO」とも連携して実施している。

　当日は雲が多かったが気温は高かったため、こまめに休憩をとり、熱

中症に気を付けながら清掃活動をした。河川敷には大和川上流から家庭

ゴミやペットボトル等が流れてくるため、参加者全員で力を合わせて清

掃することで河川敷を綺麗にすることができた。

　　日　　時　 ６月５日（日）９時30分〜11時30分

　　場　　所　 大阪府堺市　大和川左岸河川敷

　　参加者数　 72名（学生スタッフ14名、本学学生17名、WEVO所属学生41名）

　　内　　容　 大和川河川敷の清掃

　　協　　力　 WEVO

　　企画者の声

・普段交流する機会が少ないWEVOの方達と交流することが出来て、貴重な機会でした。一見何も

無いように見えても、掘ってみると靴が1足出てくるなど、砂に埋まっているゴミが沢山見られ

ました。

　・同じグループの方たちと楽しく話しながら協力して清掃することができて良かったです。堺キャ

ンパスの方と一緒に活動することは初めてだったので、とても新鮮でした。キャンパス間の交流

にもなり、有意義な活動となりました。

　　参加者の声

・社会経験を積むために参加しました。初対面の人とも話すことができたので良かったです。（法

学部・３年次生）

　・ボランティアの経験を積む良い機会になると考えたので、参加しました。活動自体は思っていた

よりも短く感じ、少人数でのグループだったので活動しやすかったです。（法学部・３年次生）

⑫　吹田くわいボランティア 
　若者の農業への関心が低下し、千里山キャンパスがある吹田市の特産

品である吹田くわいの認知度が低いという現状がある。そこで、吹田く

わいの植え付けから収穫まで一年を通した活動を通して、吹田くわいに

ついて深く理解してもらうとともにボランティアの魅力に気付いてもら

うことを目的として実施した。

　どちらの活動も、農園の方から吹田くわいの説明をしていただき、植

え付けや収穫のコツについてお話しいただいた後、作業を行った。植付

けでは、日常生活では着る機会のない胴長を着用しての作業に苦戦しな

がらも、参加者同士で声を掛け合い農業の大変さを感じながら活動した。

収穫では、備中鍬でくわいを傷つけないように慎重に泥をかき分けなが

ら、全部で約700グラムのくわいを収穫した。

　　日　　時　 ①植え付け：６月16日（木）14時45分〜17時00分

　　　　　　　 ②収　　穫：12月５日（月）14時45分〜17時00分

　　場　　所　 大阪府吹田市　西農園

　　協　　力　 吹田市都市魅力部 地域経済振興室

　　参加者数　 ①13名（学生スタッフ５名、本学学生８名）

　　　　　　　 ②６名（学生スタッフ６名）

　　内　　容 吹田くわいの植え付けと収穫作業の手伝い

　　企画者の声

　・大学のある吹田市の特産品に触れることができ、地域のことを少しでも知るきっかけとなりまし

た。

　・くわいを収穫する作業は考えていたよりも大変でしたが、そのぶん達成感があり、泥の中からく

わいを見つけた時は嬉しい気持ちになりました。頂いたくわいを家に帰って素揚げにして食べて

みると、自分達で収穫したこともあってとても美味しかったです。

　　参加者の声

　・普段の生活で農業に関わることがないので、やってみたいなと思って参加しました。農業体験だ

けでなく、くわいの事を知ることもできてよかったです。（文学部・４年次生）

　・「すいたん」のモチーフであるくわいに興味があったので参加しました。また、学生スタッフの

方が話しやすくてよかったです。農家の方のお話も面白かったです。（法学部・２年次生）

⑬　飛鳥光の回廊2022 ～明日香をともす「和」のひかり～
　明日香村で毎年行われている、石舞台古墳をはじめ岡寺や飛鳥寺など、

明日香村内の代表的な史跡・寺社・施設をろうそくやLEDライトの明か

りで彩る地域活性化イベントで、奈良県明日香村との連携事業として実

施した。

　「キャンドルの輪と和でつながる光」を関西大学のテーマとし、キャ

ンドルのデザインや配置を考え、他の活動では得られない大変さと、よ

り大きなやりがいや達成感を感じることができた。

　残念ながら1日目は雨天のため中止となったが、石舞台古墳や奈良県

立万葉文化館などを見学し、明日香村の歴史や文化的価値について学ん

だ。2日目は、用意した約3000個の色付き紙コップを「ボランティア

センター 2022」という文字やピラミッド、円の形に並べた。夕方から

は多くの方が来場し、写真撮影をしたりと笑顔溢れる楽しい空間となった。

　　日　　時　 ①事前説明会：９月１日（木）12時00分〜13時00分

　　　　　　　 ②活　　　動：９月23日（金）10時00分〜17時00分

　　　　　　　 　　　　　　　９月24日（土）11時00分〜22時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②奈良県高市郡明日香村　川原寺跡

　　連 携 先　 奈良県明日香村

　　参加者数　 40名（学生スタッフ延べ21名、本学学生延べ19名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明

　　　　　　　 ②キャンドルデザイン案の作成、キャンドルを入れる紙コップの制作、

　　　　　　　 　キャンドルの設置・点灯・撤去、明日香村の散策、地域の方との交流

　　企画学生の声

　・イベントが始まると多くの方が見に来てくださり、「きれい」「すごい」などのお声をきくことが

でき、このイベントに関西大学ボランティアセンター学生スタッフとして参加してよかったと思

いました。

　・気温が高い中、多くのキャンドルを並べていくのは大変だったが、みんなで協力し合いながら長

時間かけて作り上げたので、その分、夜になりキャンドルの灯りがきらきらしているのを見ると

とても達成感を感じることができました。

　　参加者の声

　・楽しそうだと思ったので参加しました。思っていたよりずっと大変だったけど、終わったあとの

達成感が気持ちよかったです。（社会安全学部・1年次生）

　・みんなでキャンドルを並べるのがとても楽しかったです。参加して良かったと思いました。（経

済学部・1年次生）

⑭　下校見守り活動
　吹田警察生活安全課防犯係と連携して、千里山キャンパス近くの小学

校に通う子どもが安全に下校できるような環境を守ることを目的とし

て、千里山キャンパス周辺の小学校の下校時間にあわせて正門前で見守

り、声かけを実施した。

　当日は、子どもたちが「さようなら」「気を付けて帰ってね」と声を

かけると元気よく挨拶を返してくれたり、関西大学という名前を見て

「知ってる！」と声をかけてくれたりと、参加した学生ボランティアと

の交流を楽しむ様子が伺えた。

　　日　　時　 10月11日（火）７名、13日（木）４名、14日（金）４名　14時00分〜15時00分

　　　　　　　 10月12日（水）３名　12時45分〜14時15分

　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ10名、本学学生延べ８名

　　場　　所　 吹田市立千里第二小学校

　　協　　力　 吹田警察署生活安全課防犯係

　　内　　容　 小学校正門前での声掛け、見守り

　　企画学生の声

　・見守り活動中はできるだけ腰を屈めて、子どもたちと目線の高さを合わせて挨拶することを心が

けるようにしました。地域に根ざしたボランティア活動を企画できてよかったです。

・元気に挨拶をしてくれた子どもも多く、見守り活動をしている私たちの方が元気をもらいました。

　　参加者の声

　・実際に吹田警察署の方と連携して、見守り活動をするという貴重な経験ができて良かったです。

小学生から挨拶を返してもらえたりして本当にやってよかったと思いました。とてもいい経験に

なりました。（法学部・３年次生）

　・はじめてのボランティア活動で緊張していましたが、学生スタッフの方も職員の方も優しくて安

心しました。見守り活動もやりがいを感じることができたので、参加してよかったです。（商学部・

３年次生）

⑮　琵琶湖ツーリズム！～大学生で考える環境ボランティアの未来2022（実践編）〜
　関西大学ボランティアセンターは2017年度から琵琶湖の保全活動に

取り組んでいる。2017年度は特定外来生物オオバナミズキンバイ駆除

活動、2018年度は清掃活動を実施し、2019年度及び2020年度は新型

コロナウイルス感染症拡大の影響により実施を見合わせた。

　本学主催３大学（法政大学・明治大学・関西大学）連携事業として、

法政大学の学生ボランティアとともに、琵琶湖岸の環境保全活動として

滋賀県長浜市の南浜漁港にて、船の出港を妨げている特定外来生物ナガ

エツルノゲイトウの駆除活動を行った。

　当日は、学生ボランティア全員が胴長とライフジャケットを身につけ、

岸と舟上よりナガエツルノゲイトウの駆除活動を行った。ナガエツルノ

ゲイトウは、琵琶湖や内湖、河川などの水際に生育している水陸両生の多年生の植物で、茎の断片

からも再生するほど繁殖力が強いため、機械ではなく手作業で根や茎をできるだけ残さないように

根本から丁寧に引き抜き、陸に上げる作業を熱心に行った。

　その結果、夕方には、湖面が見えないほど群生していたナガエツルノゲイトウのほとんどを駆除

することができ、参加者全員がやりがいや充実感を得ることができ、大学生として環境ボランティ

アの未来を考えるうえでの契機となった。また、今回の活動を通して、大学の所属を超えて学生ボ

ランティア同士が交流を行うことができ、有意義な1日となった。

　　日　　時　 ①事前説明会：10月11日（火）12時15分〜12時50分

　　　　　　　 ②駆 除 活 動：10月16日（日）７時30分〜18時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②滋賀県長浜市　南浜漁港

　　活動協力　 滋賀県立琵琶湖博物館　特別研究員 /

　　　　　　　 滋賀県琵琶湖環境部 自然環境保全課 副主幹　中井 克樹 氏

　　　　　　　 南浜漁業協同組合

　　参加者数　 ①36名（学生スタッフ30名、本学学生６名）

　　　　　　　 ②42名（学生スタッフ24名、本学学生５名、法政大学９名、教職員４名）

　　内　　容　 特定外来生物ナガエツルノゲイトウの駆除活動

　　企画学生の声

　・ナガエツルノゲイトウは、とるのが難しく、無理に引っ張っても途中で切れてしまうと意味が

なく、ナガエツルノゲイトウの駆除の大変さに驚きました。活動後のきれいな湖面を見たからこ

そ、自然をこれからも大切にしていかなければいけないと感じました。

　・関西大学及び法政大学の学生、職員の方たちと活動中に交流できたので、楽しかったです。自分

たちの活動の成果を現地の方が喜んでくれていたことで、より達成感を感じることができました。

　　参加者の声

　・ナガエツルノゲイトウの駆除活動は、協力することが必須な作業だったので、参加者同士でコ

ミュニケーションをとり新しい輪を広げられてよかったです。（関西大学・３年次生）

　・外来種の駆除という貴重な体験をしてみたいと思い、参加しました。目に見える形で成果が現れ

るので、達成感を感じることができ参加してよかったと感じました。（関西大学・１年次生）

　・晴天の中、関西大学の皆さんと協力して非常に楽しく活動することができました。また、漁協の

方も優しく特定外来生物の駆除方法を教えてくださり、初心者でもすぐに取り組める内容でした。

昼食時は関西大学のみなさんとコミュニケーションを取りながら時間を過ごすことができ、２大

学合同ボランティア活動ならではの有意義な経験となりました。（法政大学・３年次生）

　・関西大学の方々と連携して、特定外来生物を駆除することができて良かったです。また、今回の

駆除活動を通じて、どれだけ湖が汚れているのかを目の当たりにし、今後、自分がどのように環

境活動に関わっていけばいいのかを考える良い機会になりました。（法政大学・２年次生）

⑯　2022年度学園祭「環境問題ってなんだろな？〜クイズで！ゲームで！楽しく学ぼう！〜」
　学生スタッフは、淀川河川敷の清掃活動や琵琶湖の特定外来生物の

駆除活動などといった環境保全活動を普段から多数実施している。そ

ういった経験を活かし、遊びを通して子ども達に環境問題について考

えるきかっけをもってもらえるような企画とした。また、統一学園祭

に来訪される保護者の方や地域の方及び本学学生に、ボランティア活

動の魅力と学生スタッフの活動を知ってもらうことを目的として実施

した。

　本学統一学園祭には、親子連れや子どもが多く来場するため、子ど

もを対象としてSDGs（特に環境問題）について学んでもらうため、環

境問題というテーマで3つのブースを設けた。当日は多くの子ども達が

訪れ、ゲームを通して環境問題について学びを得る機会となった。

　　日　　時　 11月３日（木）12時00分〜15時30分

　　　　　　　 11月４日（金）10時00分〜16時00分

　　　　　　　 11月６日（日）10時00分〜13時00分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館１階学生ラウンジ

　　参加者数　 102名（学生スタッフ延べ94名、本学学生延べ８名）

企画内容：

・紙芝居

　海洋プラスチック問題を中心とした環境問題について紙芝居で説

明したあと、身近な例を使ったクイズで環境問題について楽しく学

んでもらった。

・ミニゲーム

　牛乳パックや段ボールなどを再利用して作ったおもちゃで魚釣り

ゲームをしてもらった。捨てるはずだったもので遊んでもらうこと

で、リサイクルの大切さやゴミを減らす工夫などについて楽しみな

がら学んでもらった。

・塗り絵

　色鉛筆やクレヨンを使ってSDGsや地球をモチーフにした塗り絵

をしてもらいながら、SDGsについて興味を持ってもらった。

　　企画学生の声

　・初めて学園祭に参加しましたが、とても楽しかったです。子ども達が楽しみながらも環境問題に

ついて学びを深めてくれている姿が、とてもいきいきとしていたのが嬉しかったです。

　・ミニゲームも塗り絵も紙芝居も全て子ども達は楽しそうに体験してくれていました。笑顔で帰っ

ていく子ども達を見ると、とても嬉しく感じました。

　　参加者の声

　・一度もボランティアに参加したことがなかったので、参加してみたいと思って参加しました。来

場してくれた子ども達が可愛かったです。（経済学部・３年次生）

　・子どもとコミュニケーションを取れる良い機会だと思ったので参加しました。学生スタッフの方

も親切で楽しく活動できました。（社会学部・１年次生）

⑰　千里キャンドルロード2022
　吹田市と豊中市にまたがる千里ニュータウンの人口にちなんだ９万個

のキャンドルに灯をともすイベント「千里キャンドルロード」に本セン

ターは2014年度から参加し、今回で８回目となる。10周年を迎えた今

年は、『「出会い」これまでも…これからも…』をテーマに、３年ぶりに

来場予約なしでの開催となった。

　学生スタッフはキャンドルのデザインから考え、2022年度は、約

2000個の紙コップを色づけした大きな赤いハート２つを中心に、伸び

る 蔦 葉 や 青 い 紙 コ ッ プ で 縁 取 り し た「Kandai Volunteer Center 

2022」の白い文字など、工夫を凝らしたデザインを作成した。

　当日は、多くの方が訪れ、暗くなってキャンドルに火が灯されると、

あたり一帯が幻想的な光景になる様子を訪れた方たちが足を止め写真撮影をするなど、笑顔溢れる

光景となった。

　　日　　時　 11月５日（土）11時30分〜21時00分

　　場　　所　 吹田市立千里南公園

　　主　　催　 千里キャンドルロードプロジェクト

　　参加者数　 40名（学生スタッフ33名、本学学生７名）

　　内　　容　 キャンドルデザイン案の作成、キャンドルを入れる紙コップの色付け、

　　　　　　　 キャンドルの設置・点火・見回り・片付け

　　企画学生の声

　・「ここ（関大の作品）すごい！」「ここがメインやね。」などと、来場した方からの嬉しい言葉を

たくさん耳にしました。準備は大変でしたが成功して良かったと思えた瞬間でした。

　・スペースの問題もあり、当日にデザインの変更をしましたが、とても上手に完成させることがで

きて達成感がありました。学生スタッフの参加人数がとても多く、学生スタッフの交流の場となっ

ていたのも良かったです。

　　参加者の声

　・楽しそうだと思ったので参加しました。みんなで一つのものを作れていい経験になりました。（経

済学部・３年次生）

　・学園祭期間で授業がなく時間が空いていたこともあり、参加を決めました。想像していた以上に

キャンドルに灯をともした光景が綺麗で、また、地域の人達にも満足していただけたようでやり

がいを感じました。（法学部・２年次生）

⑱　大阪マラソン2023給水ボランティア
　今回で11回目の開催を迎える大阪マラソンは、チャリティ文化の普

及を目指す日本最大規模の都市型市民マラソンである。本学は第1回大

会からオフィシャルスポンサーとして参画している。

　活動を通して本学学生が大阪を盛り上げるとともに、ボランティアの

楽しさややりがいを感じてもらう機会とすることを目的として実施し

た。

　当日は、本学学生が給水ボランティアとして携わり「みんなでかける

虹。」というスローガンのもと、29,285人のランナーをサポートした。

給水や応援を通してランナーの方と関わり、参加した学生にもよりボラ

ンティア楽しさやスポーツの魅力を感じてもらうことができる活動と

なった。

　　日　　時　 ①事前説明会：２月15日（水）13時00分〜14時30分

　　　　　　　 ②活　　　動：２月26日（日）７時30分〜12時00分

　　場　　所　 ①千里山キャンパス第２学舎４号館BIGホール100

　　　　　　　 ②大阪マラソン第１給水所（５ km地点／中之島・本町ブロック）

　　参加者数　 191名（学生スタッフ22名、本学学生58名、体育会所属学生108名、職員３名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明、ボランティアセンターの紹介

　　　　　　　 ②給水所でのランナーへの給水提供

　　参加者の声

　・中学校の頃からマラソンに興味があり、実際に見てみたかったので参加しました。ランナーの皆

さんが一生懸命走りつつも、僕らボランティアに「ありがとう」と声を掛けてくれたことがすご

く嬉しかったです。（環境都市工学部・２年次生）

　・2021年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響で中止になってしまったので、今回は絶対に

参加しようと決めていました。関西大学の多くの学生が大阪マラソンという大きなイベントに携

われて、盛り上げることができて良かったです。（システム理工学部・2年次生）

⑲　飛鳥ハーフマラソン2023給水ボランティア
　関西大学と縁の深い奈良県明日香村で開催される飛鳥ハーフマラソン

に2021年度に引き続き2022年度も学生ボランティアをいう形で参加

した。本学学生が学生ボランティアとして参加することで地域貢献活動

に寄与するとともに、ボランティア経験の浅い学生に対してボランティ

アのやりがいや魅力を広めることを目的として実施した。

　明日香村は「飛鳥・藤原の宮都とその関連資産群」として世界遺産登

録をめざしており、その構成資産の半分以上を巡ることができるように

コースが設定されている。また、持続可能な社会づくりのためにソフト

フラスク（折りたためる携行給水ボトル）の配布や、参加費等の一部で

菜の花のタネを購入して景観保全に役立てるなど、様々な取り組みが行

われている。

　当日は、スタートからおよそ11km地点の棚田に設けられた第２給食所で甘酒の提供を行った。

　　日　　時　 ①事前説明会：３月１日（水）10時00分〜11時30分 

　　　　　　　 ②活　　　動：３月12日（日）８時00分〜13時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②奈良県高市郡明日香村

　　参加者数　 18名（学生スタッフ11名、本学学生７名）

　　内　　容　 ランナーへの給水

　　企画学生の声

　・給水を行っていると、ランナーの方に「ありがとう」と声をかけていただくことがあり、ボラ

ンティアをしている側の自分たちが元気をもらい、ボランティアに参加してくれた学生に活動を

通してやりがいを感じてもらうことができました。

　・ボランティアに参加していただいた関大生との交流を楽しむことができ、ランナーの方の笑顔を

見ることができてとても充実した時間を過ごすことができました。

　　参加者の声

　・スポーツが好きなので、スポーツに関われるボランティアをやってみたいと思い参加しました。

ランナーの方に「ありがとう」と声をかけていただくこともあり、喜んでいただけていると感じ

られて嬉しかったです。（文学部・１年次生）

　・もともと給水ボランティアをしてみたいと思っていたので参加しました。ランナーの方と言葉を

交わしたり、アイコンタクトを取ることができたりしたことが嬉しかったです。（法学部・２年

次生）

⑳　子ども遊びボランティアinまちなかリビング北千里
　2022年度初めて企画を募集し、ベストアイデア賞を獲得した「学童

保育ボランティア」として、まちなかリビング北千里にて、ソフトバス

ケット大会（3on3）のお手伝いやボードゲーム・カードゲームを使用

した遊び等、子どもとのふれあいを通して、子どもとのかかわり方や距

離の縮め方を学び、コミュニケーション能力を向上させることを目的と

して実施した。

　当日はソフトバスケット大会の運営補助だけでなく、子ども達と一緒

にチームを組んで参加したり、小学生vs大学生の試合を行い、ソフトバ

スケット大会を盛り上げた。また、同施設で管理しているボードゲーム

やカードゲーム等の様々な遊び道具を使用して、ソフトバスケットの参

加待ちの子ども達やスポーツが苦手な子ども達と遊ぶ活動も行った。

　　日　　時　 ３月23日（木）16時00分〜18時00分

　　場　　所　 まちなかリビング北千里

　　参加者数　 13名（学生スタッフ５名、本学学生８名）

　　内　　容　 ソフトバスケット大会の運営補助・参加、子ども達との交流

　　企画学生の声

　・下見を行った時より子ども達の人数が多かったのにも関わらず、学生ボランティアの方々全員が

子ども達と交流をしていただくことができました。活動の最後まで、子ども達と交流するという

ことができ、手持ち無沙汰にならなかったことが非常に良かったと思います。また、児童センター

の職員さんには行くたびに「来てくれてありがとう。」というお言葉をいただくことができて、

嬉しいです。

　　参加者の声

　・子どもと遊ぶことがボランティアになるのならやってみたいと思ったので参加しました。子ども

と触れ合う中で、子どもにしかない発想を多く学び、とても楽しく活動することができ、ボラン

ティアに参加して良かったと思いました。（経済学部・1年次生）

　・子どもと遊びたいと思ったので参加しました。ボランティアに参加した自分が子どもから元気を

もらい、ボランティアにはこんな魅力もあるんだと実感しました。（大学院・2年次生）

（３）雨天中止事業

①　第4回大和川大掃除～未来につなげよう300人の小さな一歩～
　堺キャンパスの近くを流れる大和川河川敷において、各キャンパスの

学生、体育会所属学生、ボランティア団体所属学生、大学職員、ミズノ

株式会社社員など総勢300名が海につながる河川の環境美化に取り組む

ことで、SDGsや海洋プラスチック問題などを改めて意識してもらうこ

とを目的として企画したもの。

　学生スタッフは設立以来、本学学生にボランティア活動を通じてボラ

ンティアの魅力を知ってもらうために、様々なボランティア活動を同じ

学生目線で企画・運営してきた。特に河川敷の清掃活動については、

2011年度から2016年度まで500名規模で淀川河川敷の大掃除を行い、

ゴミの減少に貢献した。2017年度からは大和川河川敷に活動場所を移

し、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により規模を縮小することもあったが、継続的に清掃活

動を行っている。

　2022年度は多くの関大生にボランティア活動の魅力を知ってもらうべく、体育会11団体にご協

力いただき、コロナ禍前と同規模の300名で実施することを企画した。また、ボランティア活動を

通じて双方の充実と発展に寄与するため、本学と連携協定を結んでいるミズノ株式会社にもご参加

いただくことになっていたが、残念ながら当日雨天のため中止となった。

　　日　　時　 ２月19日（日）10時00分〜12時00分

　　場　　所　 大和川公園河川敷周辺

　　協　　力　 大和川河川事務所

　　　　　　　 ミズノ株式会社

　　内　　容　 大和川河川敷での清掃



− 25 − − 26 − − 27 − − 28 − − 29 − − 30 − − 31 − − 32 −

− 33 − − 34 − − 35 − − 36 − − 37 − − 38 − − 39 − − 40 − − 41 − − 42 −

− 43 − − 44 − − 45 − − 46 − − 47 − − 48 − − 49 − − 50 − − 51 − − 52 −

− 53 − − 54 − − 55 − − 56 − − 57 −

　学生の中には「ボランティアに関心があるけど一歩踏み出せない」という学生もおり、学生スタッ

フはそのような学生を後押しできるような学内のボランティア活動の企画のほか、様々な社会問題へ

の啓発活動を行っている。

（１）学生スタッフ企画

　学生スタッフ企画とは、ボランティア活動の魅力を広めるため、まずは学生スタッフ自身がボラ

ンティアの魅力を再認識するために企画・参加しているプログラムである。

①　ボランティア懇談会
　ボランティアに関心のある関西大学の学生にボランティア活動の魅力

を発信する１つの手段として、ボランティアコーディネートを実施して

いる。より多くの学生に参加してもらうことを目的として普段はお昼休

みに実施しているボランティアコーディネートを、今回はお昼休みから

３限終わりまで開室時間を延長して実施した。

　　日　　時　 ５月 13 日（金） 12時20分〜15時00分

　　場　　所　 誠之館２号館１階ボランティアステーション

　　内　　容　 ボランティアコーディネート

②　富士山自然保護ボランティアツアー（法政大学主催3大学連携事業）
　3大学（法政大学・明治大学・関西大学）連携事業の一環として、法政大学主催の世界遺産であ

る富士山の麓で森林整備事業に参加した。

　団体の方からオーバーユーズ（使いすぎ）やアンダーユーズ（活用不足）の重要性、環境問題に

ついてなどのお話を伺った後、6〜7名ずつのグループに分かれて森林保全活動に取り組んだ。草

木の伐採や薪割り、枯れ木処理など、慣れない作業を行うのは大変であったが、休憩時間には木登

りをしたりブランコに乗ったりして、日常では味わえない大自然とのふれあいを楽しんだ。

　　日　　時　 ５月22日（日）９時45分〜17時00分

　　場　　所　 静岡県富士宮市

　　主　　催　 認定特定非営利活動法人富士山クラブ

　　参加者数　 37名（学生スタッフ4名、職員1名、

　　　　　　　 他大学学生32名）

　　内　　容　 草木の伐採、薪割り、枯れ木処理

　　学生スタッフの声

　・階段づくりや道の開拓など、自分が想像していたよりもはるかに本格的な活動ができました。日

常生活の中で鍬や鋸を使ったりすることがないため、初めはうまく使えませんでしたが、コツを

つかんだ後は気持ち良い程スムーズに切れるようになったのが本当に楽しかったです。

③　びわ湖を美しくする運動
　 2022年度に引き続き、琵琶湖の特定外来生物の現状を把握

するために、実際に琵琶湖に足を運び、滋賀県が毎年7月1日

において「びわ湖の日」に実施している「びわ湖を美しくする

運動」の特定外来生物のオオバナミズキンバイおよびナガエツ

ルノゲイトウの駆除活動に参加した。

　滋賀県が取り組む、琵琶湖の環境保全について、現状と課題、

特に侵略的外来水生植物の繁殖力やその影響による被害を伺

い、行政として滋賀県が取り組むボランティアに関して知見を

深めた。また、実際に、湖岸に生息する大量のナガエツルノゲ

イトウを手作業で取り除く体験を行い、学生スタッフとして何

ができるのかを考えることに繋げ、今後企画する「琵琶湖ツー

リズム！～大学生で考える環境ボランティアの未来2022（実

践編）〜」で実現することとした。

　　日　　時　 ７月１日（金）９時00分〜10時30分

　　場　　所　 滋賀県大津市　大津市なぎさ公園周辺

　　協　　力　 滋賀県琵琶湖環境部自然環境保全課

　　参加者数　 ７名（学生スタッフ５名、職員２名）

　　内　　容　 特定外来生物オオバナミズキンバイおよびナガエツルノゲイトウの駆除及び関係者

への取材

④　2022ボランティア新企画募集～あなたの想いを伝えよう～
　関大生からボランティアの新企画を募集し、学生スタッフが企画者のボランティアへの想いを他

の学生に伝えるお手伝いをする。また、そのボランティアを実現することで学生スタッフの活動に

新しい視点を取り入れることを目的として、2022年度から新しく実施した。

　SDGsを意識した内容のボランティア活動で、関大生が学生スタッフとともに行うことができる

新たな企画を募集したところ、８事業の応募があり、ヒアリングなど選考を重ねベストアイデア賞

として「学童保育ボランティア」、学生スタッフ特別賞として「動物愛護団体のお手伝いをして、

犬猫と触れ合おう」の２事業が選ばれた。

　ベストアイデア賞として選ばれた「学童保育ボランティア」は学生スタッフのサポートのもと、

大阪府吹田市の「まちなかリビング北千里」にて、来館する子ども達と遊び、交流するボランティ

アとして実際に実施し、特典②として本センター活動報告書にも掲載した。

　　募集期間　 ７月25日（月）〜８月31日（金）

　　募集内容　 SDGsを意識した内容で、複数名が参加できて、みんなで

楽しめるボランティア活動のアイデア

　　募集対象　 関西大学に所属の個人またはグループ
特典： ①選ばれたアイデアは、学生スタッフのサポートのもと、実際に企画として実施

②ボランティアセンターが発行する「活動報告書」に記載
③ボランティア体験ツアーに企画者の名前を付すことができる

　　応 募 数　 ８グループ
○ キャンパスで大地震発生から避難までを考える・新！関大クリーン大作戦
○ 子ども達が防災について学べる遊びを提供する活動・子ども達とのふれあい大作戦
○ 二酸化炭素を減らし地球の環境を守るための植林ボランティア
○ 私たちの手で綺麗な海を守ろう！海岸清掃in大阪湾沿岸の浅場
○ 学童保育ボランティア・動物愛護団体のお手伝いをして、犬猫と触れ合おう

　　学生スタッフの声

　・アイデアを応募してくれたグループへヒアリングを行うことで、アイデアをより具体的に深掘す

ることができました。

　・多くの学生に参加してもらうために、広報期間をより長く設け、ボランティアセンター機関誌の

配布などで知ってもらう機会を作る工夫をするべきでした。また、体験ツアー化する企画を選定

してから実施までに時間がかかりすぎたため、次に実施する際は実施までのプロセスまで細かく

決めておきたいです。

⑤　ようこそ！　関大サロンへ
　コロナ禍でも実施できるボランティア活動として、吹田市社会福祉協議会の協力を得て、2021

年度から高齢者施設に入所する方々とZoomを繋いだオンライン交流会を開始した。

　同世代の交流だけでなく、高齢者のような日常の中ではつながりを持ちにくい異世代との交流を

通して、高齢者の人々の文化を享受するだけでなく、一緒にゲームや歓談を行い、地域において世

代を超えたつながりや相互理解を深める機会を創出することを目的として実施した。加えて、高齢

者の方との接し方を学び、学生のコミュニケーション能力の向上を図るとともに、高齢者の方や施

設職員との関わりの中で、どのようなボランティアや支援が必要なのかを知り、これから新たに行

う活動を企画する際の気づきを得ることができた。

　今後は、関大生を募集してボランティア体験ツアーとして実施することを予定している。

　　日　　時　 ①９月５日（月）13時30分〜14時30分

　　　　　　　 ②３月15日（水）13時30分〜14時30分

　　場　　所　 オンライン（Zoom）

　　受入団体　 社会福祉法人 秀明会「特別養護老人ホーム あす～る吹田」

　　参加者数　 ①10名（学生スタッフ４名、職員２名、高齢者３名、施設職員１名）

　　　　　　　 ②11名（学生スタッフ３名、職員３名、高齢者３名、施設職員２名）

　　内　　容 高齢者とのゲーム・クイズ、歓談

　　学生スタッフの声

　・高齢者の方が「楽しかった、ありがとう」と言って涙まで流してくださり、短い時間で、これほ

ど感動していただけたのがとても嬉しかったです。

　・普段あまり話すことのない年代の方々と会話することができ、とても思い出に残る良い時間を過

ごせました。

⑥　まちFUNまつりin関西大学2022　子ども店長サポートボランティア
　子ども達を中心に、ともに楽しみ学べる場を地域に作ることを目的として活動している特定非営

利活動法人 ママふぁん関西との共催事業として実施した。

　「地域に開かれた大学」を目指して始まった本イベントは、今回で6回目を迎えた。学生スタッ

フも毎年運営補助ボランティアとして参加しており、2022年度は子ども達が店長となって出展

ブースのお店を手伝い、お金のやりとりも行うことで働く楽しさやお金の大切さを学ぶ職業体験イ

ベント「子ども店長」企画のサポートを行った。

　事前にお給料袋やくじを作成し、当日も会場設営の手伝いを行った。来場した子ども達がエプロ

ンに着替える手伝いや働くお店を決めるくじ引きの対応をする中で、学生スタッフは子ども達の緊

張がほぐれるように、声掛けをするなど工夫しながら活動をした。

　　日　　時　 10月９日（日）10時00分〜13時30分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館およびその周辺

　　参加者数　 学生スタッフ７名

　　内　　容　 お給料袋やくじの作成、会場設営、「子ども店長」事業のサポート、子ども達との交流

　　学生スタッフの声

　・子ども達の元気な姿に勇気づけられる、楽しい時間でした。

　・子ども店長自身が楽しかったと笑顔で言ってくれたり、お給料を手渡しするときにありがとうと

声をかけてくれたりして、うれしかったです。

⑦　非常食配布イベント
　防災意識の向上はもちろん食品ロス削減に取り組むことでSDGsの「つくる責任　使う責任」の

達成への貢献を目指して、公益社団法人 日本非常食推進機構より提供していただいた使用期限が

迫った非常食（防災備蓄品）を配布した。

　当日は、保存用ビスケット、保存用飲料水、アルファ化米の三種類の非常食を配布するのにあわ

せて、学生スタッフが広く認知されるように広報を行った。

　配布数は、保存用ビスケット300個、保存用飲料水100本、アルファ化米41個だった。

　　日　　時　 10月10日（月）12時20分〜12時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館１階学生センター前

　　参加者数　 学生スタッフ７名

　　内　　容　 保存用ビスケット・保存用飲料水・アルファ化米の配布

（２）ボランティア体験ツアー

　ボランティア体験ツアーとは、「ボランティアに関心があるけど一歩踏み出せない」という学生に、

ボランティアの第一歩として気軽に参加できるボランティア活動として実施しているプログラムで

ある。

①　関大クリーン大作戦～関大前の交流の輪を広げよう！～
　関西大学周辺まちづくり勉強会※主催の清掃活動にボランティア活動

として参加した。

　当日は、地域の方や体育会学生と協力して、関大前通りや千里山ユー

トピア遊園の清掃を行った。道端にはタバコの吸い殻が多く、側溝にも

マスクや包装紙のゴミが多く落ちていた。ゴミ拾いを終えたら、根を残

さないように専用の道具などで掘り起こしながら千里山ユートピア遊園

の除草作業を行った。普段なかなか関わることのない地域の方と交流し

ながらの活動となり、終始笑顔が絶えない時間となった。

※阪急電鉄関大前駅周辺の地域において、安心・安全で活力と魅力あふれる「ま
ちづくり」を推進し、自治会、関大前商店街、学校法人関西大学及び行政で
課題を共有し、方策を検討することを目的とした組織。現在は、関大前ラボ
ラトリ（通称まち・かん）の管理運営及び関大前周辺地域の美化活動を主な活動としている。

　　日　　時　 ４月14日（木）８名、５月12日（木）雨天中止、６月９日（木）６名、10月13日（木）

７名、11月10日（木）３名、12月８日（木）７名　14時00分〜15時00分

　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ15名、本学学生延べ16名

　　場　　所　 阪急電鉄関大前駅～関西大学正門の周辺道路、千里山ユートピア遊園

　　主　　催　 関西大学周辺まちづくり勉強会

　　内　　容　 関大前通り、千里山ユートピア遊園の清掃

　　企画学生の声

　・関大前はタバコのゴミや雑草が多く、清掃のやりがいが大きいと感じました。また、地域の方や

関大生とも交流しながら行えたため、最後まで良い雰囲気で清掃できたと思います。

　・参加してくれた関大生と活動中もたくさん話せました。１人で清掃に集中するよりも話しながら

のほうが楽しく、時間が過ぎるのが早かったです。

　　参加者の声

　・コロナ禍でも自分がやれることに挑戦したかったから参加しました。地域の人と交流できてよ

かったです。（社会学部・２年次生）

　・街が綺麗になっていくのがうれしかったです。地域の人たちとも協力しあうことができて、充実

した時間でした。（法学部・1年次生）

②　関大クリーン大作戦in高槻
　普段利用している駅やキャンパス周辺を清掃し、景観を保護すること

で、学生や地域の方々が気持ちよく利用することを目的に、また、阪急

高槻市で活動することで高槻キャンパス、高槻ミューズキャンパスの学

生も気軽にボランティアに参加できる機会を設けることを目的として実

施した。

　4月実施時は、阪急高槻市駅周辺の本通り商店街と中通り商店街の二

手に分かれて、清掃活動を実施した。11月実施時は、参加者全員で清

掃活動を実施した。両日とも、最初にアイスブレイクを行い、交流をし

てから清掃活動に取り組んだため、雰囲気がよく楽しく活動することが

できた。

　　日　　時　 ①４月17日（日）９時00分〜10時30分

　　　　　　　 ②11月27日（日）９時00分〜10時30分

　　場　　所　 阪急高槻市駅周辺

　　参加者数　 ①15名（学生スタッフ５名、本学学生10名）

　　　　　　　 ②７名（学生スタッフ６名、本学学生１名）

　　内　　容　 阪急高槻市駅周辺の清掃

　　企画学生の声

　・想像していたよりも多くの人に参加してもらうことができて、アイスブレイクや清掃活動中は参

加者同士の交流があり、いい雰囲気で活動することができてよかったです。

　・活動中に通りがかった地域の方から「お疲れ様です。」というお言葉をいただくことができて、

嬉しかったです。

　　参加者の声

　・友達の輪を広げたいと思い参加しました。ゴミをたくさん拾うことができてやりがいがありまし

た。（社会安全学部・１年次生）

　・少人数のグループに分かれてのゴミ拾いだったので、1人で参加しても他の参加者と話しながら

活動しやすくて良かったです。（総合情報学部・３年次生）

③　淀川掃除
　淀川河川敷の清掃をすることで、大阪湾へゴミが流れ込むことを防ぎ、

淀川の水質や景観を保護することを目的に、また、清掃活動という気軽

に参加できる点を活かして、関大生にボランティア活動の魅力を広める

機会にすることを目的として実施した。2021年度には、淀川河川事務

所に相談を行ったうえで、これまで清掃を行っていた南方地区から行政

の対応が追い付いていないより河口の西淀川区福町地区へ場所の変更を

行った。

　４月実施時は雨天だったため、河川敷の手前を２グループに分かれて

清掃活動を行い、途中でグループを入れ替える等、参加者同士がより多

く関われるよう工夫を行った。

　10月実施時は晴天に恵まれ、5グループに分かれて河川敷を広く清掃

した。

　　日　　時　 ①４月24日（日）10時00分〜12時00分

　　　　　　　 ②10月23日（日）10時00分〜12時00分

　　場　　所　 大阪市西淀川区　阪神福駅近くの河川敷

　　参加者数　 ①26名（学生スタッフ8名、本学学生18名）

　　　　　　　 ②20名（学生スタッフ10名、本学学生10名）

　　内　　容　 淀川河川敷の清掃

　　企画学生の声

　・雨の中での実施となり、予定していた通りの淀川掃除は出来ませんでしたが、参加者の方から「楽

しかった」という言葉が聞けて嬉しかったです。

　・通りすがりの地域の方からどこの大学の団体なのかと尋ねられ、「ありがとうね、頑張って！」

とお声掛けいただいて嬉しかったです。

　　参加者の声

　・河川敷には多くのゴミが落ちていて、それらを拾っていくことが単純に楽しかったし、学生ス

タッフの方や参加者の方と色々話せてよかったです。（外国語学部・１年次生）

　・前に参加した清掃ボランティアで誘ってもらったので、参加しました。思っていたよりもプラス

チックのゴミが多くて驚きました。（政策創造学部・１年次生）

④　献血呼びかけボランティア

　献血の必要性を多くの学生に伝えることが、社会貢献につながるとい

うことを知ってもらうこと、また、気軽に参加できる学内ボランティア

を通じて、ボランティアの良さを身近に感じてもらい次のボランティア

活動参加のきっかけを創出することを目的として実施した。

　現在の日本では少子高齢化が進み、輸血を必要とする高齢者の割合が

増える一方で、それを支える若者の献血者数が減っているという危機的

状況にある。また、血液は長期の保存ができないため、安定的な供給が

必要であるが、献血について学生の関心が薄いのが現状である。

　献血を実施の広報だけでなく、当日は、献血車前で看板を持って献血

協力の呼びかけを行った。

　　日　　時　 ４月25日（月）14名、４月26日（火）９名、５月10日（火）６名、６月７日（火）８名

　　　　　　　 10月12日（水）10名、10月20日（木）３名、11月11日（金）６名、12月５日（月）４名

　　　　　　　 11時30分〜13時30分、12時00分〜13時00分

　　　　　　　 ※10月20日は関大防災DAYの事業の一環として実施した。
　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ40名、本学学生延べ20名

　　場　　所　 千里山キャンパス総合図書館前、悠久の庭前、

　　協　　力　 大阪府赤十字血液センター

　　内　　容　 献血への協力呼びかけ

　　企画学生の声

　・授業終わりで人通りが多い時間帯に呼び込み時間を設定したため、効果的に呼びかけが行えたと

思います。前を通った方が自分たちの呼びかけに反応してくださって嬉しかったです。また、毎

月行っているので声を出すことに慣れてきて、積極的に声かけをすることができました。

　・呼びかけを行ったことで、多くの学生に献血実施中であることに気付いてもらうことができまし

た。呼びかけに反応してくださる方もいて嬉しかったです。

　　参加者の声

　・輸血経験があるため、恩返しになればと思って参加しました。活動はアットホームな雰囲気で楽

しむことができました。（文学部・２年次生）

　・自分が想像していた以上に人が集まり、献血に協力していたので、声掛けの達成感を感じました。

（商学部・３年次生）

⑤　関大花植え活動（大学昇格100年記念）
　大学昇格100年記念事業の一環として、経済学部と商学部の学び舎で

ある第２学舎１号館前の広場を、山岡順太郎の胸像とともにリニューア

ルすることとなり、管財課の協力のもと、花壇の花植え活動を実施した。

大学昇格100年という節目に、緑のなかで新しい仲間と出会って交流し

ながら、学生たちの愛校心を育むこと。また、今後の広報を含めて、「ボ

ランティアセンター学生スタッフ」が大学内で広く認知されることを目

的として実施した。

　当日は、業者の方の指示に従いながら土を掘り、花を植えた。活動の

途中から雨が降りだしたため、レインコートを着用しての活動になった

が、参加者全員が熱心に取り組んだ結果、予定よりも広い範囲に花を植

えることができた。

　　日　　時　 ５月13日（金）９時00分〜12時10分

　　場　　所　 千里山キャンパス第2学舎1号館前広場

　　参加者数　 30名（学生スタッフ９名、本学学生21名）

　　内　　容　 花壇の花植え

　　企画学生の声

　・花を植える場所の土が硬くて、掘るのに思ったより時間がかかって大変でした。また、植えると

きに花の間隔や全体のバランスを考えるのが難しかったので、わからないことがあったら業者の

方に質問しながら作業をすすめました。

　・業者の方から「これからも手伝いにきてほしい」と言って褒めていただけて、嬉しかったです。

　　参加者の声

　・花植えに興味が湧いたので参加しました。想像していたよりも体力を使い、花壇がきれいになっ

ていくのが分かってやりがいがありました。（システム理工学部・４年次生）

　・ボランティア活動を体験してみたかったので参加しました。自分の活動が花というかたちで残っ

て嬉しいです。（文学部・１年次生）

⑥　高槻景観美化ボランティア
　自然と共生する「花と緑のまちづくり」に寄与することを目的として

いる高槻市のNPO法人「花と緑のまちづくり 高槻景観園芸クラブ」と

の連携事業として活動に参加し、学生に環境美化、地域交流の必要性を

学んでもらうことを目的として実施した。

　高槻景観園芸クラブの方々から活動の説明を受けた後、初対面の学生

の緊張をほぐすためにアイスブレイクを行った。高槻景観園芸クラブの

方々の指示に従い、苗床を整備して花を植えていく中で、良い苗の見分

け方や植物の種類なども教えていただいた。

　11月実施時は花を植えた後、花壇周りや他の花壇に積もった大量の

落ち葉を拾い集め、花壇全体の景観を美しく整えた。

　幅広い世代の憩いの場所である公園を美化し、まちづくりに関心を持

てるような事業は貴重なものであり、団体の方々とコミュニケーション

を取りながら、楽しく花植え活動を行うことができた。

　　日　　時　 ①５月14日（土）８時50分〜11時00分

　　　　　　　 ②11月20日（日）９時00分〜11時00分

　　場　　所　 大阪府高槻市　高槻城公園

　　　　　　　 連携先 NPO法人 花と緑のまちづくり 高槻景観園芸クラブ

　　参加者数　 ①７名（学生スタッフ５名、本学学生２名）

　　　　　　　 ②６名（学生スタッフ４名、本学学生２名）

　　内　　容　 高槻城公園内の花壇の手入れ、地域の方との交流

　　企画学生の声

　・団体の方といろんなお話をしながら花植え活動を行い、花植えをしたことがない学生でも不安な

く楽しめた事業でした。参加学生にボランティアの魅力を伝えるとともに、自身も改めてボラン

ティアの魅力を感じることができました。

　・花にも一つ一つ個性があり、それぞれに花の魅せ方があるのだと初めて知り、ただ活動するので

はなく、何かを意識して取り組むことの大切さを学びました。

　　参加者の声

　・花壇の手入れをしたことがなく、一度してみたいと思ったので参加しました。花壇が綺麗になっ

た際に感じた達成感や団体の方々との交流を通じて、ボランティアの魅力や楽しさを感じること

ができました。（法学部・４年次生）

⑦　関大クリーン大作戦in梅田
　梅田キャンパスの周辺を清掃することで環境や景観を保護し、通行す

る人々が気持ちよく過ごすことができるようにすること、気軽に参加で

きるボランティア活動として清掃活動に参加することでボランティアの

やりがいや楽しさを感じてもらうことを目的として実施した。

　当日は、梅田キャンパスの教室にてアイスブレイクを行ったあと、２

グループに分かれて茶屋町エリアの清掃を約１時間行った。清掃活動中

には、通りがかった人や清掃ルートの並びにある店舗の方からお礼の言

葉をもらうことができ、参加者の達成感や満足感につながった。日曜の

朝ではあったが人通りや車が多く、学生スタッフが時折声をかけて注意

を促しながら活動した。

　　日　　時　 ①５月15日（日）９時00分〜11時00分

　　　　　　　 ②11月13日（日）９時00分〜11時00分

　　場　　所　 梅田キャンパス周辺

　　参加者数　 ①19名（学生スタッフ５名、本学学生14名）

　　　　　　　 ②13名（学生スタッフ３名、本学学生10名）

　　内　　容　 梅田キャンパス周辺の清掃

　　企画学生の声

　・アイスブレイクで学部や趣味などの自己紹介を行ったので、活動中の話題ができてすごく話しや

すかったです。友達同士が一緒になるようにグループ分けしたのがよかったのか、参加した学生

同士楽しそうに活動していました。

　・清掃の距離を延ばすなどの工夫をしましたが、ルートによってゴミの量が違っていたので、ルー

トの見直しが必要だと感じました。雨の中での活動でしたが、みんなで楽しく清掃活動ができた

ので嬉しかったです。

　　参加者の声

　・活動場所が梅田なので参加しやすいと思い参加しました。普段なかなかゴミ拾いを行う機会がな

かったので経験できて良かったです。（商学部・１年次生）

　・一度ボランティアに参加してみたいと思ったので参加しました。自分たちで街を少しでも綺麗に

する活動ができ、良い経験になりました。（社会安全学部・１年次生）

⑧　関大クリーン大作戦～千里山キャンパス周辺の清掃～
　普段自分たちが利用している千里山キャンパス周辺を清掃することで

環境や景観を保護し、関大生や地域の方々がより気持ちよく過ごすこと

ができる。また、授業の空きコマに気軽に参加できることでボランティ

ア活動を身近に感じてもらうことを目的として実施した。

　活動前にアイスブレイクを行い、学部や学年に関係なく学生同士が交

流することで、その後の活動も和やかな雰囲気で進めることができた。

清掃は関大前ルートと名神高速道路沿いルートの2コースに分かれて

行った。ゴミは「燃えるゴミ」「ビン・カン」「ペットボトル」の3つに

分類して集めたが、タバコの吸い殻が最も多く、ゴミを拾うだけでなく、

今後はゴミを捨てる人が少なくなるように啓発を目的とした活動も検討

している。

　　日　　時　 ①５月21日（土）10時40分〜12時10分

　　　　　　　 ②10月15日（土）10時40分〜12時10分

　　場　　所　 千里山キャンパス周辺

　　参加者数　 ①10名（学生スタッフ３名、本学学生７名）

　　　　　　　 ②16名（学生スタッフ７名、本学学生９名）

　　内　　容　 千里山キャンパス周辺の清掃

　　企画学生の声

　・ゴミの量が少なく、やりがいを感じにくいのではないかと心配でしたが、清掃中はずっと楽しく

会話しながら活動を行うことができました。

　・参加者の１回生が１人で、他の上級生と仲良くなれるかどうか不安がありましたが、始まってみ

ればみんな会話が絶えず、終始楽しく活動することができました。

　　参加者の声

　・自分が通っている大学に恩返しをしたいと思って参加しました。意外と大学の周りが綺麗だった

ことに驚きました。（社会学部・３年次生）

　・アルバイトをやっていないため、他に何か出来ることはないか、頑張れることはないか、と探し

ていたらこのボランティアを見つけて参加しました。意外と細かいゴミが多く、拾うのが大変で

したが、充実した時間を過ごせました。（法学部・１年次生）

⑨　関西大学×法政大学 スポーツゴミ拾い
　法政大学と連携しZoomを用いて合同でゴミ拾いを実施した。「スポー

ツゴミ拾い」とは、制限時間内に指定されたエリアのゴミを拾い、拾っ

たゴミの量と種類で得点を競い合うというスポーツ要素を加えた、日本

発祥の新感覚清掃活動である。ゴミ拾いにスポーツ要素をかけ合わせる

ことで、ゴミ拾いをスポーツ感覚で楽しみ、ボランティアへの興味を引

き出し、法政大学の学生と交流を深め、参加者同士で協力してゴミ拾い

を行うことで連帯感や達成感を得ることを目的として実施した。

　当日は、Zoomを繋ぎながらキャンパス周辺の清掃を行い、清掃の様

子だけでなく、キャンパスの様子なども映すことで大学の所属を超えて、

学生ボランティア同士の交流も行うことができた。

　　日　　時　 ①５月29日（日）14時00分〜16時20分

　　　　　　　 ②３月13日（月）13時50分〜16時20分

　　場　　所 ①関西大学千里山キャンパス周辺および凜風館１階学生ラ

ウンジ

　　　　　　　 　法政大学市ヶ谷キャンパス周辺および外濠校舎３階S305

　　　　　　　 ②関西大学千里山キャンパス周辺および尚文館１階マル

チメディアAV大教室

　　　　　　　 　法政大学市ヶ谷キャンパス周辺および外濠校舎３階S305

　　共　　催 法政大学ボランティアセンター、法政大学ボランティアセ

ンター学生スタッフ VSP

　　参加者数 ①32名（学生スタッフ10名、本学学生７名、法政大学15名）

　　　　　　　 ②25名（学生スタッフ７名、本学学生６名、法政大学12名）

　　内　　容 それぞれのキャンパス周辺のゴミ拾い、クイズ大会、法政大学との交流

　　企画学生の声

　・拾ったゴミを得点化して競うのはゲーム感覚があり、参加者

に楽しんでもらえたように思います。参加者の方がゴミを袋に

入れるときに何を拾ったかを伝えてくれたので、記録がスムー

ズに進みました。

　・単なるゴミ拾いではなく、ゴミを点数化してチーム対抗で競う

ことで、楽しみながらも一生懸命に取り組むことができ、参加

者にボランティアを楽しむ感覚を味わってもらえて、非常に良

かったです。

　　参加者の声

　・スポーツゴミ拾いはゲーム性があり、法政大学の学生と交流し

ながら楽しく活動することができました。（文学部・２年次生）

　・学生スタッフの方もほかの参加者の方も丁寧に接してくれて嬉

しかったです。おかげで楽しく街を綺麗にすることができまし

た。（法学部・２年次生）

⑩　1000000人のキャンドルナイト 茶屋町スロウデイ2022
　梅田・茶屋町エリアの企業、地域団体、学校および行政などが集まっ

て“歩いて楽しいまちづくり”を推進し、茶屋町の魅力を発信する本イ

ベントに2017年度から参加している。魅力発信に取り組み地域の活性

化を行い、キャンドルの灯りを見てくれる人に気持ち安らぐ時間や癒し

を提供することを目的として実施した。

　2022年度は「Convivial 〜ともに愉しむ日～」をテーマに、３年ぶ

りの現地開催となった。「キャンドルの灯りが人々の心に安らぎと未来

への希望をもたらすように」という願いを込めて、学生スタッフは

CHASKA茶屋町（ジュンク堂書店）前にキャンドルアートを設置した。

　事前に学生スタッフが考えたデザインを基にキャンドル装飾を行い、

設置・点火・火の見守り・会場の片付け等の活動を行った。

　キャンドルに火が灯り、日が落ちて街が暗くなるにつれて、大勢の方がキャンドルアート前で足

を止めて写真撮影を行い、キャンドルの光に照らされた笑顔に溢れたイベントとなった。

　　日　　時　 ①事前説明会：５月25日（水）12時20分〜12時50分

　　　　　　　 ②活　　　動：６月１日（水）13時00分〜22時00分

　　場　　所　 ①千里山キャンパス凜風館1階ピアエリア／オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②大阪市北区　CHASKA茶屋町

　　参加者数　 24名（学生スタッフ11名、本学学生13名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明会

　　　　　　　 ②キャンドル装飾の制作・設置・点灯・見守り

　　企画学生の声

　・CHASKA 茶屋町全体がキャンドルの温もりに包まれた空間を体感できて良かったし、自分がそ

の空間を作る側として携わることができて嬉しかったです。たくさんの方達が見に来てくれたり

写真を撮ったりしてくれて、地域の活性化に貢献できたと思えました。

　・日が沈んだ後、キャンドルが光っている景色を見た時に、とても感動しました。たくさん写真

を撮っている方や、キャンドルの灯をずっと眺めている方もいらっしゃって嬉しかったです。

　　参加者の声

　・点灯時間までにキャンドルの設置が間に合うか不安でしたが、参加者の方々と協力して取り組み、

デザイン通りのものを完成させることができました。点灯した綺麗なキャンドルを見ると、達成

感や安らぎを感じることができ、ボランティアに参加して良かったと感じました。（社会学部・

１年次生）

　・一緒に活動した関大生と仲良くなることができ、入学してなかなか友達ができなかった自分に

とってすごく嬉しく、楽しいボランティア活動でした。（社会学部・２年次生）

⑪　大和川掃除
　堺キャンパス周辺を流れる大和川河川敷を清掃することで景観を清潔

に保つことができ、地域の方が河川敷をより気持ちよく利用できると同

時に、堺キャンパス周辺の地域貢献活動を目的として実施した。

　本活動は、堺キャンパスに通う学生にとって参加しやすい活動場所で

あることから、堺エリアで活動を展開しているボランティア団体

「WEVO」とも連携して実施している。

　当日は雲が多かったが気温は高かったため、こまめに休憩をとり、熱

中症に気を付けながら清掃活動をした。河川敷には大和川上流から家庭

ゴミやペットボトル等が流れてくるため、参加者全員で力を合わせて清

掃することで河川敷を綺麗にすることができた。

　　日　　時　 ６月５日（日）９時30分〜11時30分

　　場　　所　 大阪府堺市　大和川左岸河川敷

　　参加者数　 72名（学生スタッフ14名、本学学生17名、WEVO所属学生41名）

　　内　　容　 大和川河川敷の清掃

　　協　　力　 WEVO

　　企画者の声

・普段交流する機会が少ないWEVOの方達と交流することが出来て、貴重な機会でした。一見何も

無いように見えても、掘ってみると靴が1足出てくるなど、砂に埋まっているゴミが沢山見られ

ました。

　・同じグループの方たちと楽しく話しながら協力して清掃することができて良かったです。堺キャ

ンパスの方と一緒に活動することは初めてだったので、とても新鮮でした。キャンパス間の交流

にもなり、有意義な活動となりました。

　　参加者の声

・社会経験を積むために参加しました。初対面の人とも話すことができたので良かったです。（法

学部・３年次生）

　・ボランティアの経験を積む良い機会になると考えたので、参加しました。活動自体は思っていた

よりも短く感じ、少人数でのグループだったので活動しやすかったです。（法学部・３年次生）

⑫　吹田くわいボランティア 
　若者の農業への関心が低下し、千里山キャンパスがある吹田市の特産

品である吹田くわいの認知度が低いという現状がある。そこで、吹田く

わいの植え付けから収穫まで一年を通した活動を通して、吹田くわいに

ついて深く理解してもらうとともにボランティアの魅力に気付いてもら

うことを目的として実施した。

　どちらの活動も、農園の方から吹田くわいの説明をしていただき、植

え付けや収穫のコツについてお話しいただいた後、作業を行った。植付

けでは、日常生活では着る機会のない胴長を着用しての作業に苦戦しな

がらも、参加者同士で声を掛け合い農業の大変さを感じながら活動した。

収穫では、備中鍬でくわいを傷つけないように慎重に泥をかき分けなが

ら、全部で約700グラムのくわいを収穫した。

　　日　　時　 ①植え付け：６月16日（木）14時45分〜17時00分

　　　　　　　 ②収　　穫：12月５日（月）14時45分〜17時00分

　　場　　所　 大阪府吹田市　西農園

　　協　　力　 吹田市都市魅力部 地域経済振興室

　　参加者数　 ①13名（学生スタッフ５名、本学学生８名）

　　　　　　　 ②６名（学生スタッフ６名）

　　内　　容 吹田くわいの植え付けと収穫作業の手伝い

　　企画者の声

　・大学のある吹田市の特産品に触れることができ、地域のことを少しでも知るきっかけとなりまし

た。

　・くわいを収穫する作業は考えていたよりも大変でしたが、そのぶん達成感があり、泥の中からく

わいを見つけた時は嬉しい気持ちになりました。頂いたくわいを家に帰って素揚げにして食べて

みると、自分達で収穫したこともあってとても美味しかったです。

　　参加者の声

　・普段の生活で農業に関わることがないので、やってみたいなと思って参加しました。農業体験だ

けでなく、くわいの事を知ることもできてよかったです。（文学部・４年次生）

　・「すいたん」のモチーフであるくわいに興味があったので参加しました。また、学生スタッフの

方が話しやすくてよかったです。農家の方のお話も面白かったです。（法学部・２年次生）

⑬　飛鳥光の回廊2022 ～明日香をともす「和」のひかり～
　明日香村で毎年行われている、石舞台古墳をはじめ岡寺や飛鳥寺など、

明日香村内の代表的な史跡・寺社・施設をろうそくやLEDライトの明か

りで彩る地域活性化イベントで、奈良県明日香村との連携事業として実

施した。

　「キャンドルの輪と和でつながる光」を関西大学のテーマとし、キャ

ンドルのデザインや配置を考え、他の活動では得られない大変さと、よ

り大きなやりがいや達成感を感じることができた。

　残念ながら1日目は雨天のため中止となったが、石舞台古墳や奈良県

立万葉文化館などを見学し、明日香村の歴史や文化的価値について学ん

だ。2日目は、用意した約3000個の色付き紙コップを「ボランティア

センター 2022」という文字やピラミッド、円の形に並べた。夕方から

は多くの方が来場し、写真撮影をしたりと笑顔溢れる楽しい空間となった。

　　日　　時　 ①事前説明会：９月１日（木）12時00分〜13時00分

　　　　　　　 ②活　　　動：９月23日（金）10時00分〜17時00分

　　　　　　　 　　　　　　　９月24日（土）11時00分〜22時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②奈良県高市郡明日香村　川原寺跡

　　連 携 先　 奈良県明日香村

　　参加者数　 40名（学生スタッフ延べ21名、本学学生延べ19名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明

　　　　　　　 ②キャンドルデザイン案の作成、キャンドルを入れる紙コップの制作、

　　　　　　　 　キャンドルの設置・点灯・撤去、明日香村の散策、地域の方との交流

　　企画学生の声

　・イベントが始まると多くの方が見に来てくださり、「きれい」「すごい」などのお声をきくことが

でき、このイベントに関西大学ボランティアセンター学生スタッフとして参加してよかったと思

いました。

　・気温が高い中、多くのキャンドルを並べていくのは大変だったが、みんなで協力し合いながら長

時間かけて作り上げたので、その分、夜になりキャンドルの灯りがきらきらしているのを見ると

とても達成感を感じることができました。

　　参加者の声

　・楽しそうだと思ったので参加しました。思っていたよりずっと大変だったけど、終わったあとの

達成感が気持ちよかったです。（社会安全学部・1年次生）

　・みんなでキャンドルを並べるのがとても楽しかったです。参加して良かったと思いました。（経

済学部・1年次生）

⑭　下校見守り活動
　吹田警察生活安全課防犯係と連携して、千里山キャンパス近くの小学

校に通う子どもが安全に下校できるような環境を守ることを目的とし

て、千里山キャンパス周辺の小学校の下校時間にあわせて正門前で見守

り、声かけを実施した。

　当日は、子どもたちが「さようなら」「気を付けて帰ってね」と声を

かけると元気よく挨拶を返してくれたり、関西大学という名前を見て

「知ってる！」と声をかけてくれたりと、参加した学生ボランティアと

の交流を楽しむ様子が伺えた。

　　日　　時　 10月11日（火）７名、13日（木）４名、14日（金）４名　14時00分〜15時00分

　　　　　　　 10月12日（水）３名　12時45分〜14時15分

　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ10名、本学学生延べ８名

　　場　　所　 吹田市立千里第二小学校

　　協　　力　 吹田警察署生活安全課防犯係

　　内　　容　 小学校正門前での声掛け、見守り

　　企画学生の声

　・見守り活動中はできるだけ腰を屈めて、子どもたちと目線の高さを合わせて挨拶することを心が

けるようにしました。地域に根ざしたボランティア活動を企画できてよかったです。

・元気に挨拶をしてくれた子どもも多く、見守り活動をしている私たちの方が元気をもらいました。

　　参加者の声

　・実際に吹田警察署の方と連携して、見守り活動をするという貴重な経験ができて良かったです。

小学生から挨拶を返してもらえたりして本当にやってよかったと思いました。とてもいい経験に

なりました。（法学部・３年次生）

　・はじめてのボランティア活動で緊張していましたが、学生スタッフの方も職員の方も優しくて安

心しました。見守り活動もやりがいを感じることができたので、参加してよかったです。（商学部・

３年次生）

⑮　琵琶湖ツーリズム！～大学生で考える環境ボランティアの未来2022（実践編）〜
　関西大学ボランティアセンターは2017年度から琵琶湖の保全活動に

取り組んでいる。2017年度は特定外来生物オオバナミズキンバイ駆除

活動、2018年度は清掃活動を実施し、2019年度及び2020年度は新型

コロナウイルス感染症拡大の影響により実施を見合わせた。

　本学主催３大学（法政大学・明治大学・関西大学）連携事業として、

法政大学の学生ボランティアとともに、琵琶湖岸の環境保全活動として

滋賀県長浜市の南浜漁港にて、船の出港を妨げている特定外来生物ナガ

エツルノゲイトウの駆除活動を行った。

　当日は、学生ボランティア全員が胴長とライフジャケットを身につけ、

岸と舟上よりナガエツルノゲイトウの駆除活動を行った。ナガエツルノ

ゲイトウは、琵琶湖や内湖、河川などの水際に生育している水陸両生の多年生の植物で、茎の断片

からも再生するほど繁殖力が強いため、機械ではなく手作業で根や茎をできるだけ残さないように

根本から丁寧に引き抜き、陸に上げる作業を熱心に行った。

　その結果、夕方には、湖面が見えないほど群生していたナガエツルノゲイトウのほとんどを駆除

することができ、参加者全員がやりがいや充実感を得ることができ、大学生として環境ボランティ

アの未来を考えるうえでの契機となった。また、今回の活動を通して、大学の所属を超えて学生ボ

ランティア同士が交流を行うことができ、有意義な1日となった。

　　日　　時　 ①事前説明会：10月11日（火）12時15分〜12時50分

　　　　　　　 ②駆 除 活 動：10月16日（日）７時30分〜18時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②滋賀県長浜市　南浜漁港

　　活動協力　 滋賀県立琵琶湖博物館　特別研究員 /

　　　　　　　 滋賀県琵琶湖環境部 自然環境保全課 副主幹　中井 克樹 氏

　　　　　　　 南浜漁業協同組合

　　参加者数　 ①36名（学生スタッフ30名、本学学生６名）

　　　　　　　 ②42名（学生スタッフ24名、本学学生５名、法政大学９名、教職員４名）

　　内　　容　 特定外来生物ナガエツルノゲイトウの駆除活動

　　企画学生の声

　・ナガエツルノゲイトウは、とるのが難しく、無理に引っ張っても途中で切れてしまうと意味が

なく、ナガエツルノゲイトウの駆除の大変さに驚きました。活動後のきれいな湖面を見たからこ

そ、自然をこれからも大切にしていかなければいけないと感じました。

　・関西大学及び法政大学の学生、職員の方たちと活動中に交流できたので、楽しかったです。自分

たちの活動の成果を現地の方が喜んでくれていたことで、より達成感を感じることができました。

　　参加者の声

　・ナガエツルノゲイトウの駆除活動は、協力することが必須な作業だったので、参加者同士でコ

ミュニケーションをとり新しい輪を広げられてよかったです。（関西大学・３年次生）

　・外来種の駆除という貴重な体験をしてみたいと思い、参加しました。目に見える形で成果が現れ

るので、達成感を感じることができ参加してよかったと感じました。（関西大学・１年次生）

　・晴天の中、関西大学の皆さんと協力して非常に楽しく活動することができました。また、漁協の

方も優しく特定外来生物の駆除方法を教えてくださり、初心者でもすぐに取り組める内容でした。

昼食時は関西大学のみなさんとコミュニケーションを取りながら時間を過ごすことができ、２大

学合同ボランティア活動ならではの有意義な経験となりました。（法政大学・３年次生）

　・関西大学の方々と連携して、特定外来生物を駆除することができて良かったです。また、今回の

駆除活動を通じて、どれだけ湖が汚れているのかを目の当たりにし、今後、自分がどのように環

境活動に関わっていけばいいのかを考える良い機会になりました。（法政大学・２年次生）

⑯　2022年度学園祭「環境問題ってなんだろな？〜クイズで！ゲームで！楽しく学ぼう！〜」
　学生スタッフは、淀川河川敷の清掃活動や琵琶湖の特定外来生物の

駆除活動などといった環境保全活動を普段から多数実施している。そ

ういった経験を活かし、遊びを通して子ども達に環境問題について考

えるきかっけをもってもらえるような企画とした。また、統一学園祭

に来訪される保護者の方や地域の方及び本学学生に、ボランティア活

動の魅力と学生スタッフの活動を知ってもらうことを目的として実施

した。

　本学統一学園祭には、親子連れや子どもが多く来場するため、子ど

もを対象としてSDGs（特に環境問題）について学んでもらうため、環

境問題というテーマで3つのブースを設けた。当日は多くの子ども達が

訪れ、ゲームを通して環境問題について学びを得る機会となった。

　　日　　時　 11月３日（木）12時00分〜15時30分

　　　　　　　 11月４日（金）10時00分〜16時00分

　　　　　　　 11月６日（日）10時00分〜13時00分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館１階学生ラウンジ

　　参加者数　 102名（学生スタッフ延べ94名、本学学生延べ８名）

企画内容：

・紙芝居

　海洋プラスチック問題を中心とした環境問題について紙芝居で説

明したあと、身近な例を使ったクイズで環境問題について楽しく学

んでもらった。

・ミニゲーム

　牛乳パックや段ボールなどを再利用して作ったおもちゃで魚釣り

ゲームをしてもらった。捨てるはずだったもので遊んでもらうこと

で、リサイクルの大切さやゴミを減らす工夫などについて楽しみな

がら学んでもらった。

・塗り絵

　色鉛筆やクレヨンを使ってSDGsや地球をモチーフにした塗り絵

をしてもらいながら、SDGsについて興味を持ってもらった。

　　企画学生の声

　・初めて学園祭に参加しましたが、とても楽しかったです。子ども達が楽しみながらも環境問題に

ついて学びを深めてくれている姿が、とてもいきいきとしていたのが嬉しかったです。

　・ミニゲームも塗り絵も紙芝居も全て子ども達は楽しそうに体験してくれていました。笑顔で帰っ

ていく子ども達を見ると、とても嬉しく感じました。

　　参加者の声

　・一度もボランティアに参加したことがなかったので、参加してみたいと思って参加しました。来

場してくれた子ども達が可愛かったです。（経済学部・３年次生）

　・子どもとコミュニケーションを取れる良い機会だと思ったので参加しました。学生スタッフの方

も親切で楽しく活動できました。（社会学部・１年次生）

⑰　千里キャンドルロード2022
　吹田市と豊中市にまたがる千里ニュータウンの人口にちなんだ９万個

のキャンドルに灯をともすイベント「千里キャンドルロード」に本セン

ターは2014年度から参加し、今回で８回目となる。10周年を迎えた今

年は、『「出会い」これまでも…これからも…』をテーマに、３年ぶりに

来場予約なしでの開催となった。

　学生スタッフはキャンドルのデザインから考え、2022年度は、約

2000個の紙コップを色づけした大きな赤いハート２つを中心に、伸び

る 蔦 葉 や 青 い 紙 コ ッ プ で 縁 取 り し た「Kandai Volunteer Center 

2022」の白い文字など、工夫を凝らしたデザインを作成した。

　当日は、多くの方が訪れ、暗くなってキャンドルに火が灯されると、

あたり一帯が幻想的な光景になる様子を訪れた方たちが足を止め写真撮影をするなど、笑顔溢れる

光景となった。

　　日　　時　 11月５日（土）11時30分〜21時00分

　　場　　所　 吹田市立千里南公園

　　主　　催　 千里キャンドルロードプロジェクト

　　参加者数　 40名（学生スタッフ33名、本学学生７名）

　　内　　容　 キャンドルデザイン案の作成、キャンドルを入れる紙コップの色付け、

　　　　　　　 キャンドルの設置・点火・見回り・片付け

　　企画学生の声

　・「ここ（関大の作品）すごい！」「ここがメインやね。」などと、来場した方からの嬉しい言葉を

たくさん耳にしました。準備は大変でしたが成功して良かったと思えた瞬間でした。

　・スペースの問題もあり、当日にデザインの変更をしましたが、とても上手に完成させることがで

きて達成感がありました。学生スタッフの参加人数がとても多く、学生スタッフの交流の場となっ

ていたのも良かったです。

　　参加者の声

　・楽しそうだと思ったので参加しました。みんなで一つのものを作れていい経験になりました。（経

済学部・３年次生）

　・学園祭期間で授業がなく時間が空いていたこともあり、参加を決めました。想像していた以上に

キャンドルに灯をともした光景が綺麗で、また、地域の人達にも満足していただけたようでやり

がいを感じました。（法学部・２年次生）

⑱　大阪マラソン2023給水ボランティア
　今回で11回目の開催を迎える大阪マラソンは、チャリティ文化の普

及を目指す日本最大規模の都市型市民マラソンである。本学は第1回大

会からオフィシャルスポンサーとして参画している。

　活動を通して本学学生が大阪を盛り上げるとともに、ボランティアの

楽しさややりがいを感じてもらう機会とすることを目的として実施し

た。

　当日は、本学学生が給水ボランティアとして携わり「みんなでかける

虹。」というスローガンのもと、29,285人のランナーをサポートした。

給水や応援を通してランナーの方と関わり、参加した学生にもよりボラ

ンティア楽しさやスポーツの魅力を感じてもらうことができる活動と

なった。

　　日　　時　 ①事前説明会：２月15日（水）13時00分〜14時30分

　　　　　　　 ②活　　　動：２月26日（日）７時30分〜12時00分

　　場　　所　 ①千里山キャンパス第２学舎４号館BIGホール100

　　　　　　　 ②大阪マラソン第１給水所（５ km地点／中之島・本町ブロック）

　　参加者数　 191名（学生スタッフ22名、本学学生58名、体育会所属学生108名、職員３名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明、ボランティアセンターの紹介

　　　　　　　 ②給水所でのランナーへの給水提供

　　参加者の声

　・中学校の頃からマラソンに興味があり、実際に見てみたかったので参加しました。ランナーの皆

さんが一生懸命走りつつも、僕らボランティアに「ありがとう」と声を掛けてくれたことがすご

く嬉しかったです。（環境都市工学部・２年次生）

　・2021年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響で中止になってしまったので、今回は絶対に

参加しようと決めていました。関西大学の多くの学生が大阪マラソンという大きなイベントに携

われて、盛り上げることができて良かったです。（システム理工学部・2年次生）

⑲　飛鳥ハーフマラソン2023給水ボランティア
　関西大学と縁の深い奈良県明日香村で開催される飛鳥ハーフマラソン

に2021年度に引き続き2022年度も学生ボランティアをいう形で参加

した。本学学生が学生ボランティアとして参加することで地域貢献活動

に寄与するとともに、ボランティア経験の浅い学生に対してボランティ

アのやりがいや魅力を広めることを目的として実施した。

　明日香村は「飛鳥・藤原の宮都とその関連資産群」として世界遺産登

録をめざしており、その構成資産の半分以上を巡ることができるように

コースが設定されている。また、持続可能な社会づくりのためにソフト

フラスク（折りたためる携行給水ボトル）の配布や、参加費等の一部で

菜の花のタネを購入して景観保全に役立てるなど、様々な取り組みが行

われている。

　当日は、スタートからおよそ11km地点の棚田に設けられた第２給食所で甘酒の提供を行った。

　　日　　時　 ①事前説明会：３月１日（水）10時00分〜11時30分 

　　　　　　　 ②活　　　動：３月12日（日）８時00分〜13時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②奈良県高市郡明日香村

　　参加者数　 18名（学生スタッフ11名、本学学生７名）

　　内　　容　 ランナーへの給水

　　企画学生の声

　・給水を行っていると、ランナーの方に「ありがとう」と声をかけていただくことがあり、ボラ

ンティアをしている側の自分たちが元気をもらい、ボランティアに参加してくれた学生に活動を

通してやりがいを感じてもらうことができました。

　・ボランティアに参加していただいた関大生との交流を楽しむことができ、ランナーの方の笑顔を

見ることができてとても充実した時間を過ごすことができました。

　　参加者の声

　・スポーツが好きなので、スポーツに関われるボランティアをやってみたいと思い参加しました。

ランナーの方に「ありがとう」と声をかけていただくこともあり、喜んでいただけていると感じ

られて嬉しかったです。（文学部・１年次生）

　・もともと給水ボランティアをしてみたいと思っていたので参加しました。ランナーの方と言葉を

交わしたり、アイコンタクトを取ることができたりしたことが嬉しかったです。（法学部・２年

次生）

⑳　子ども遊びボランティアinまちなかリビング北千里
　2022年度初めて企画を募集し、ベストアイデア賞を獲得した「学童

保育ボランティア」として、まちなかリビング北千里にて、ソフトバス

ケット大会（3on3）のお手伝いやボードゲーム・カードゲームを使用

した遊び等、子どもとのふれあいを通して、子どもとのかかわり方や距

離の縮め方を学び、コミュニケーション能力を向上させることを目的と

して実施した。

　当日はソフトバスケット大会の運営補助だけでなく、子ども達と一緒

にチームを組んで参加したり、小学生vs大学生の試合を行い、ソフトバ

スケット大会を盛り上げた。また、同施設で管理しているボードゲーム

やカードゲーム等の様々な遊び道具を使用して、ソフトバスケットの参

加待ちの子ども達やスポーツが苦手な子ども達と遊ぶ活動も行った。

　　日　　時　 ３月23日（木）16時00分〜18時00分

　　場　　所　 まちなかリビング北千里

　　参加者数　 13名（学生スタッフ５名、本学学生８名）

　　内　　容　 ソフトバスケット大会の運営補助・参加、子ども達との交流

　　企画学生の声

　・下見を行った時より子ども達の人数が多かったのにも関わらず、学生ボランティアの方々全員が

子ども達と交流をしていただくことができました。活動の最後まで、子ども達と交流するという

ことができ、手持ち無沙汰にならなかったことが非常に良かったと思います。また、児童センター

の職員さんには行くたびに「来てくれてありがとう。」というお言葉をいただくことができて、

嬉しいです。

　　参加者の声

　・子どもと遊ぶことがボランティアになるのならやってみたいと思ったので参加しました。子ども

と触れ合う中で、子どもにしかない発想を多く学び、とても楽しく活動することができ、ボラン

ティアに参加して良かったと思いました。（経済学部・1年次生）

　・子どもと遊びたいと思ったので参加しました。ボランティアに参加した自分が子どもから元気を

もらい、ボランティアにはこんな魅力もあるんだと実感しました。（大学院・2年次生）

（３）雨天中止事業

①　第4回大和川大掃除～未来につなげよう300人の小さな一歩～
　堺キャンパスの近くを流れる大和川河川敷において、各キャンパスの

学生、体育会所属学生、ボランティア団体所属学生、大学職員、ミズノ

株式会社社員など総勢300名が海につながる河川の環境美化に取り組む

ことで、SDGsや海洋プラスチック問題などを改めて意識してもらうこ

とを目的として企画したもの。

　学生スタッフは設立以来、本学学生にボランティア活動を通じてボラ

ンティアの魅力を知ってもらうために、様々なボランティア活動を同じ

学生目線で企画・運営してきた。特に河川敷の清掃活動については、

2011年度から2016年度まで500名規模で淀川河川敷の大掃除を行い、

ゴミの減少に貢献した。2017年度からは大和川河川敷に活動場所を移

し、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により規模を縮小することもあったが、継続的に清掃活

動を行っている。

　2022年度は多くの関大生にボランティア活動の魅力を知ってもらうべく、体育会11団体にご協

力いただき、コロナ禍前と同規模の300名で実施することを企画した。また、ボランティア活動を

通じて双方の充実と発展に寄与するため、本学と連携協定を結んでいるミズノ株式会社にもご参加

いただくことになっていたが、残念ながら当日雨天のため中止となった。

　　日　　時　 ２月19日（日）10時00分〜12時00分

　　場　　所　 大和川公園河川敷周辺

　　協　　力　 大和川河川事務所

　　　　　　　 ミズノ株式会社

　　内　　容　 大和川河川敷での清掃

キャンドルを設置している様子 キャンドル完成の様子 集合写真
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Ⅱ  ２  学生スタッフ事業報告

　学生の中には「ボランティアに関心があるけど一歩踏み出せない」という学生もおり、学生スタッ

フはそのような学生を後押しできるような学内のボランティア活動の企画のほか、様々な社会問題へ

の啓発活動を行っている。

（１）学生スタッフ企画

　学生スタッフ企画とは、ボランティア活動の魅力を広めるため、まずは学生スタッフ自身がボラ

ンティアの魅力を再認識するために企画・参加しているプログラムである。

①　ボランティア懇談会
　ボランティアに関心のある関西大学の学生にボランティア活動の魅力

を発信する１つの手段として、ボランティアコーディネートを実施して

いる。より多くの学生に参加してもらうことを目的として普段はお昼休

みに実施しているボランティアコーディネートを、今回はお昼休みから

３限終わりまで開室時間を延長して実施した。

　　日　　時　 ５月 13 日（金） 12時20分〜15時00分

　　場　　所　 誠之館２号館１階ボランティアステーション

　　内　　容　 ボランティアコーディネート

②　富士山自然保護ボランティアツアー（法政大学主催3大学連携事業）
　3大学（法政大学・明治大学・関西大学）連携事業の一環として、法政大学主催の世界遺産であ

る富士山の麓で森林整備事業に参加した。

　団体の方からオーバーユーズ（使いすぎ）やアンダーユーズ（活用不足）の重要性、環境問題に

ついてなどのお話を伺った後、6〜7名ずつのグループに分かれて森林保全活動に取り組んだ。草

木の伐採や薪割り、枯れ木処理など、慣れない作業を行うのは大変であったが、休憩時間には木登

りをしたりブランコに乗ったりして、日常では味わえない大自然とのふれあいを楽しんだ。

　　日　　時　 ５月22日（日）９時45分〜17時00分

　　場　　所　 静岡県富士宮市

　　主　　催　 認定特定非営利活動法人富士山クラブ

　　参加者数　 37名（学生スタッフ4名、職員1名、

　　　　　　　 他大学学生32名）

　　内　　容　 草木の伐採、薪割り、枯れ木処理

　　学生スタッフの声

　・階段づくりや道の開拓など、自分が想像していたよりもはるかに本格的な活動ができました。日

常生活の中で鍬や鋸を使ったりすることがないため、初めはうまく使えませんでしたが、コツを

つかんだ後は気持ち良い程スムーズに切れるようになったのが本当に楽しかったです。

③　びわ湖を美しくする運動
　 2022年度に引き続き、琵琶湖の特定外来生物の現状を把握

するために、実際に琵琶湖に足を運び、滋賀県が毎年7月1日

において「びわ湖の日」に実施している「びわ湖を美しくする

運動」の特定外来生物のオオバナミズキンバイおよびナガエツ

ルノゲイトウの駆除活動に参加した。

　滋賀県が取り組む、琵琶湖の環境保全について、現状と課題、

特に侵略的外来水生植物の繁殖力やその影響による被害を伺

い、行政として滋賀県が取り組むボランティアに関して知見を

深めた。また、実際に、湖岸に生息する大量のナガエツルノゲ

イトウを手作業で取り除く体験を行い、学生スタッフとして何

ができるのかを考えることに繋げ、今後企画する「琵琶湖ツー

リズム！～大学生で考える環境ボランティアの未来2022（実

践編）〜」で実現することとした。

　　日　　時　 ７月１日（金）９時00分〜10時30分

　　場　　所　 滋賀県大津市　大津市なぎさ公園周辺

　　協　　力　 滋賀県琵琶湖環境部自然環境保全課

　　参加者数　 ７名（学生スタッフ５名、職員２名）

　　内　　容　 特定外来生物オオバナミズキンバイおよびナガエツルノゲイトウの駆除及び関係者

への取材

④　2022ボランティア新企画募集～あなたの想いを伝えよう～
　関大生からボランティアの新企画を募集し、学生スタッフが企画者のボランティアへの想いを他

の学生に伝えるお手伝いをする。また、そのボランティアを実現することで学生スタッフの活動に

新しい視点を取り入れることを目的として、2022年度から新しく実施した。

　SDGsを意識した内容のボランティア活動で、関大生が学生スタッフとともに行うことができる

新たな企画を募集したところ、８事業の応募があり、ヒアリングなど選考を重ねベストアイデア賞

として「学童保育ボランティア」、学生スタッフ特別賞として「動物愛護団体のお手伝いをして、

犬猫と触れ合おう」の２事業が選ばれた。

　ベストアイデア賞として選ばれた「学童保育ボランティア」は学生スタッフのサポートのもと、

大阪府吹田市の「まちなかリビング北千里」にて、来館する子ども達と遊び、交流するボランティ

アとして実際に実施し、特典②として本センター活動報告書にも掲載した。

　　募集期間　 ７月25日（月）〜８月31日（金）

　　募集内容　 SDGsを意識した内容で、複数名が参加できて、みんなで

楽しめるボランティア活動のアイデア

　　募集対象　 関西大学に所属の個人またはグループ
特典： ①選ばれたアイデアは、学生スタッフのサポートのもと、実際に企画として実施

②ボランティアセンターが発行する「活動報告書」に記載
③ボランティア体験ツアーに企画者の名前を付すことができる

　　応 募 数　 ８グループ
○ キャンパスで大地震発生から避難までを考える・新！関大クリーン大作戦
○ 子ども達が防災について学べる遊びを提供する活動・子ども達とのふれあい大作戦
○ 二酸化炭素を減らし地球の環境を守るための植林ボランティア
○ 私たちの手で綺麗な海を守ろう！海岸清掃in大阪湾沿岸の浅場
○ 学童保育ボランティア・動物愛護団体のお手伝いをして、犬猫と触れ合おう

　　学生スタッフの声

　・アイデアを応募してくれたグループへヒアリングを行うことで、アイデアをより具体的に深掘す

ることができました。

　・多くの学生に参加してもらうために、広報期間をより長く設け、ボランティアセンター機関誌の

配布などで知ってもらう機会を作る工夫をするべきでした。また、体験ツアー化する企画を選定

してから実施までに時間がかかりすぎたため、次に実施する際は実施までのプロセスまで細かく

決めておきたいです。

⑤　ようこそ！　関大サロンへ
　コロナ禍でも実施できるボランティア活動として、吹田市社会福祉協議会の協力を得て、2021

年度から高齢者施設に入所する方々とZoomを繋いだオンライン交流会を開始した。

　同世代の交流だけでなく、高齢者のような日常の中ではつながりを持ちにくい異世代との交流を

通して、高齢者の人々の文化を享受するだけでなく、一緒にゲームや歓談を行い、地域において世

代を超えたつながりや相互理解を深める機会を創出することを目的として実施した。加えて、高齢

者の方との接し方を学び、学生のコミュニケーション能力の向上を図るとともに、高齢者の方や施

設職員との関わりの中で、どのようなボランティアや支援が必要なのかを知り、これから新たに行

う活動を企画する際の気づきを得ることができた。

　今後は、関大生を募集してボランティア体験ツアーとして実施することを予定している。

　　日　　時　 ①９月５日（月）13時30分〜14時30分

　　　　　　　 ②３月15日（水）13時30分〜14時30分

　　場　　所　 オンライン（Zoom）

　　受入団体　 社会福祉法人 秀明会「特別養護老人ホーム あす～る吹田」

　　参加者数　 ①10名（学生スタッフ４名、職員２名、高齢者３名、施設職員１名）

　　　　　　　 ②11名（学生スタッフ３名、職員３名、高齢者３名、施設職員２名）

　　内　　容 高齢者とのゲーム・クイズ、歓談

　　学生スタッフの声

　・高齢者の方が「楽しかった、ありがとう」と言って涙まで流してくださり、短い時間で、これほ

ど感動していただけたのがとても嬉しかったです。

　・普段あまり話すことのない年代の方々と会話することができ、とても思い出に残る良い時間を過

ごせました。

⑥　まちFUNまつりin関西大学2022　子ども店長サポートボランティア
　子ども達を中心に、ともに楽しみ学べる場を地域に作ることを目的として活動している特定非営

利活動法人 ママふぁん関西との共催事業として実施した。

　「地域に開かれた大学」を目指して始まった本イベントは、今回で6回目を迎えた。学生スタッ

フも毎年運営補助ボランティアとして参加しており、2022年度は子ども達が店長となって出展

ブースのお店を手伝い、お金のやりとりも行うことで働く楽しさやお金の大切さを学ぶ職業体験イ

ベント「子ども店長」企画のサポートを行った。

　事前にお給料袋やくじを作成し、当日も会場設営の手伝いを行った。来場した子ども達がエプロ

ンに着替える手伝いや働くお店を決めるくじ引きの対応をする中で、学生スタッフは子ども達の緊

張がほぐれるように、声掛けをするなど工夫しながら活動をした。

　　日　　時　 10月９日（日）10時00分〜13時30分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館およびその周辺

　　参加者数　 学生スタッフ７名

　　内　　容　 お給料袋やくじの作成、会場設営、「子ども店長」事業のサポート、子ども達との交流

　　学生スタッフの声

　・子ども達の元気な姿に勇気づけられる、楽しい時間でした。

　・子ども店長自身が楽しかったと笑顔で言ってくれたり、お給料を手渡しするときにありがとうと

声をかけてくれたりして、うれしかったです。

⑦　非常食配布イベント
　防災意識の向上はもちろん食品ロス削減に取り組むことでSDGsの「つくる責任　使う責任」の

達成への貢献を目指して、公益社団法人 日本非常食推進機構より提供していただいた使用期限が

迫った非常食（防災備蓄品）を配布した。

　当日は、保存用ビスケット、保存用飲料水、アルファ化米の三種類の非常食を配布するのにあわ

せて、学生スタッフが広く認知されるように広報を行った。

　配布数は、保存用ビスケット300個、保存用飲料水100本、アルファ化米41個だった。

　　日　　時　 10月10日（月）12時20分〜12時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館１階学生センター前

　　参加者数　 学生スタッフ７名

　　内　　容　 保存用ビスケット・保存用飲料水・アルファ化米の配布

（２）ボランティア体験ツアー

　ボランティア体験ツアーとは、「ボランティアに関心があるけど一歩踏み出せない」という学生に、

ボランティアの第一歩として気軽に参加できるボランティア活動として実施しているプログラムで

ある。

①　関大クリーン大作戦～関大前の交流の輪を広げよう！～
　関西大学周辺まちづくり勉強会※主催の清掃活動にボランティア活動

として参加した。

　当日は、地域の方や体育会学生と協力して、関大前通りや千里山ユー

トピア遊園の清掃を行った。道端にはタバコの吸い殻が多く、側溝にも

マスクや包装紙のゴミが多く落ちていた。ゴミ拾いを終えたら、根を残

さないように専用の道具などで掘り起こしながら千里山ユートピア遊園

の除草作業を行った。普段なかなか関わることのない地域の方と交流し

ながらの活動となり、終始笑顔が絶えない時間となった。

※阪急電鉄関大前駅周辺の地域において、安心・安全で活力と魅力あふれる「ま
ちづくり」を推進し、自治会、関大前商店街、学校法人関西大学及び行政で
課題を共有し、方策を検討することを目的とした組織。現在は、関大前ラボ
ラトリ（通称まち・かん）の管理運営及び関大前周辺地域の美化活動を主な活動としている。

　　日　　時　 ４月14日（木）８名、５月12日（木）雨天中止、６月９日（木）６名、10月13日（木）

７名、11月10日（木）３名、12月８日（木）７名　14時00分〜15時00分

　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ15名、本学学生延べ16名

　　場　　所　 阪急電鉄関大前駅～関西大学正門の周辺道路、千里山ユートピア遊園

　　主　　催　 関西大学周辺まちづくり勉強会

　　内　　容　 関大前通り、千里山ユートピア遊園の清掃

　　企画学生の声

　・関大前はタバコのゴミや雑草が多く、清掃のやりがいが大きいと感じました。また、地域の方や

関大生とも交流しながら行えたため、最後まで良い雰囲気で清掃できたと思います。

　・参加してくれた関大生と活動中もたくさん話せました。１人で清掃に集中するよりも話しながら

のほうが楽しく、時間が過ぎるのが早かったです。

　　参加者の声

　・コロナ禍でも自分がやれることに挑戦したかったから参加しました。地域の人と交流できてよ

かったです。（社会学部・２年次生）

　・街が綺麗になっていくのがうれしかったです。地域の人たちとも協力しあうことができて、充実

した時間でした。（法学部・1年次生）

②　関大クリーン大作戦in高槻
　普段利用している駅やキャンパス周辺を清掃し、景観を保護すること

で、学生や地域の方々が気持ちよく利用することを目的に、また、阪急

高槻市で活動することで高槻キャンパス、高槻ミューズキャンパスの学

生も気軽にボランティアに参加できる機会を設けることを目的として実

施した。

　4月実施時は、阪急高槻市駅周辺の本通り商店街と中通り商店街の二

手に分かれて、清掃活動を実施した。11月実施時は、参加者全員で清

掃活動を実施した。両日とも、最初にアイスブレイクを行い、交流をし

てから清掃活動に取り組んだため、雰囲気がよく楽しく活動することが

できた。

　　日　　時　 ①４月17日（日）９時00分〜10時30分

　　　　　　　 ②11月27日（日）９時00分〜10時30分

　　場　　所　 阪急高槻市駅周辺

　　参加者数　 ①15名（学生スタッフ５名、本学学生10名）

　　　　　　　 ②７名（学生スタッフ６名、本学学生１名）

　　内　　容　 阪急高槻市駅周辺の清掃

　　企画学生の声

　・想像していたよりも多くの人に参加してもらうことができて、アイスブレイクや清掃活動中は参

加者同士の交流があり、いい雰囲気で活動することができてよかったです。

　・活動中に通りがかった地域の方から「お疲れ様です。」というお言葉をいただくことができて、

嬉しかったです。

　　参加者の声

　・友達の輪を広げたいと思い参加しました。ゴミをたくさん拾うことができてやりがいがありまし

た。（社会安全学部・１年次生）

　・少人数のグループに分かれてのゴミ拾いだったので、1人で参加しても他の参加者と話しながら

活動しやすくて良かったです。（総合情報学部・３年次生）

③　淀川掃除
　淀川河川敷の清掃をすることで、大阪湾へゴミが流れ込むことを防ぎ、

淀川の水質や景観を保護することを目的に、また、清掃活動という気軽

に参加できる点を活かして、関大生にボランティア活動の魅力を広める

機会にすることを目的として実施した。2021年度には、淀川河川事務

所に相談を行ったうえで、これまで清掃を行っていた南方地区から行政

の対応が追い付いていないより河口の西淀川区福町地区へ場所の変更を

行った。

　４月実施時は雨天だったため、河川敷の手前を２グループに分かれて

清掃活動を行い、途中でグループを入れ替える等、参加者同士がより多

く関われるよう工夫を行った。

　10月実施時は晴天に恵まれ、5グループに分かれて河川敷を広く清掃

した。

　　日　　時　 ①４月24日（日）10時00分〜12時00分

　　　　　　　 ②10月23日（日）10時00分〜12時00分

　　場　　所　 大阪市西淀川区　阪神福駅近くの河川敷

　　参加者数　 ①26名（学生スタッフ8名、本学学生18名）

　　　　　　　 ②20名（学生スタッフ10名、本学学生10名）

　　内　　容　 淀川河川敷の清掃

　　企画学生の声

　・雨の中での実施となり、予定していた通りの淀川掃除は出来ませんでしたが、参加者の方から「楽

しかった」という言葉が聞けて嬉しかったです。

　・通りすがりの地域の方からどこの大学の団体なのかと尋ねられ、「ありがとうね、頑張って！」

とお声掛けいただいて嬉しかったです。

　　参加者の声

　・河川敷には多くのゴミが落ちていて、それらを拾っていくことが単純に楽しかったし、学生ス

タッフの方や参加者の方と色々話せてよかったです。（外国語学部・１年次生）

　・前に参加した清掃ボランティアで誘ってもらったので、参加しました。思っていたよりもプラス

チックのゴミが多くて驚きました。（政策創造学部・１年次生）

④　献血呼びかけボランティア

　献血の必要性を多くの学生に伝えることが、社会貢献につながるとい

うことを知ってもらうこと、また、気軽に参加できる学内ボランティア

を通じて、ボランティアの良さを身近に感じてもらい次のボランティア

活動参加のきっかけを創出することを目的として実施した。

　現在の日本では少子高齢化が進み、輸血を必要とする高齢者の割合が

増える一方で、それを支える若者の献血者数が減っているという危機的

状況にある。また、血液は長期の保存ができないため、安定的な供給が

必要であるが、献血について学生の関心が薄いのが現状である。

　献血を実施の広報だけでなく、当日は、献血車前で看板を持って献血

協力の呼びかけを行った。

　　日　　時　 ４月25日（月）14名、４月26日（火）９名、５月10日（火）６名、６月７日（火）８名

　　　　　　　 10月12日（水）10名、10月20日（木）３名、11月11日（金）６名、12月５日（月）４名

　　　　　　　 11時30分〜13時30分、12時00分〜13時00分

　　　　　　　 ※10月20日は関大防災DAYの事業の一環として実施した。
　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ40名、本学学生延べ20名

　　場　　所　 千里山キャンパス総合図書館前、悠久の庭前、

　　協　　力　 大阪府赤十字血液センター

　　内　　容　 献血への協力呼びかけ

　　企画学生の声

　・授業終わりで人通りが多い時間帯に呼び込み時間を設定したため、効果的に呼びかけが行えたと

思います。前を通った方が自分たちの呼びかけに反応してくださって嬉しかったです。また、毎

月行っているので声を出すことに慣れてきて、積極的に声かけをすることができました。

　・呼びかけを行ったことで、多くの学生に献血実施中であることに気付いてもらうことができまし

た。呼びかけに反応してくださる方もいて嬉しかったです。

　　参加者の声

　・輸血経験があるため、恩返しになればと思って参加しました。活動はアットホームな雰囲気で楽

しむことができました。（文学部・２年次生）

　・自分が想像していた以上に人が集まり、献血に協力していたので、声掛けの達成感を感じました。

（商学部・３年次生）

⑤　関大花植え活動（大学昇格100年記念）
　大学昇格100年記念事業の一環として、経済学部と商学部の学び舎で

ある第２学舎１号館前の広場を、山岡順太郎の胸像とともにリニューア

ルすることとなり、管財課の協力のもと、花壇の花植え活動を実施した。

大学昇格100年という節目に、緑のなかで新しい仲間と出会って交流し

ながら、学生たちの愛校心を育むこと。また、今後の広報を含めて、「ボ

ランティアセンター学生スタッフ」が大学内で広く認知されることを目

的として実施した。

　当日は、業者の方の指示に従いながら土を掘り、花を植えた。活動の

途中から雨が降りだしたため、レインコートを着用しての活動になった

が、参加者全員が熱心に取り組んだ結果、予定よりも広い範囲に花を植

えることができた。

　　日　　時　 ５月13日（金）９時00分〜12時10分

　　場　　所　 千里山キャンパス第2学舎1号館前広場

　　参加者数　 30名（学生スタッフ９名、本学学生21名）

　　内　　容　 花壇の花植え

　　企画学生の声

　・花を植える場所の土が硬くて、掘るのに思ったより時間がかかって大変でした。また、植えると

きに花の間隔や全体のバランスを考えるのが難しかったので、わからないことがあったら業者の

方に質問しながら作業をすすめました。

　・業者の方から「これからも手伝いにきてほしい」と言って褒めていただけて、嬉しかったです。

　　参加者の声

　・花植えに興味が湧いたので参加しました。想像していたよりも体力を使い、花壇がきれいになっ

ていくのが分かってやりがいがありました。（システム理工学部・４年次生）

　・ボランティア活動を体験してみたかったので参加しました。自分の活動が花というかたちで残っ

て嬉しいです。（文学部・１年次生）

⑥　高槻景観美化ボランティア
　自然と共生する「花と緑のまちづくり」に寄与することを目的として

いる高槻市のNPO法人「花と緑のまちづくり 高槻景観園芸クラブ」と

の連携事業として活動に参加し、学生に環境美化、地域交流の必要性を

学んでもらうことを目的として実施した。

　高槻景観園芸クラブの方々から活動の説明を受けた後、初対面の学生

の緊張をほぐすためにアイスブレイクを行った。高槻景観園芸クラブの

方々の指示に従い、苗床を整備して花を植えていく中で、良い苗の見分

け方や植物の種類なども教えていただいた。

　11月実施時は花を植えた後、花壇周りや他の花壇に積もった大量の

落ち葉を拾い集め、花壇全体の景観を美しく整えた。

　幅広い世代の憩いの場所である公園を美化し、まちづくりに関心を持

てるような事業は貴重なものであり、団体の方々とコミュニケーション

を取りながら、楽しく花植え活動を行うことができた。

　　日　　時　 ①５月14日（土）８時50分〜11時00分

　　　　　　　 ②11月20日（日）９時00分〜11時00分

　　場　　所　 大阪府高槻市　高槻城公園

　　　　　　　 連携先 NPO法人 花と緑のまちづくり 高槻景観園芸クラブ

　　参加者数　 ①７名（学生スタッフ５名、本学学生２名）

　　　　　　　 ②６名（学生スタッフ４名、本学学生２名）

　　内　　容　 高槻城公園内の花壇の手入れ、地域の方との交流

　　企画学生の声

　・団体の方といろんなお話をしながら花植え活動を行い、花植えをしたことがない学生でも不安な

く楽しめた事業でした。参加学生にボランティアの魅力を伝えるとともに、自身も改めてボラン

ティアの魅力を感じることができました。

　・花にも一つ一つ個性があり、それぞれに花の魅せ方があるのだと初めて知り、ただ活動するので

はなく、何かを意識して取り組むことの大切さを学びました。

　　参加者の声

　・花壇の手入れをしたことがなく、一度してみたいと思ったので参加しました。花壇が綺麗になっ

た際に感じた達成感や団体の方々との交流を通じて、ボランティアの魅力や楽しさを感じること

ができました。（法学部・４年次生）

⑦　関大クリーン大作戦in梅田
　梅田キャンパスの周辺を清掃することで環境や景観を保護し、通行す

る人々が気持ちよく過ごすことができるようにすること、気軽に参加で

きるボランティア活動として清掃活動に参加することでボランティアの

やりがいや楽しさを感じてもらうことを目的として実施した。

　当日は、梅田キャンパスの教室にてアイスブレイクを行ったあと、２

グループに分かれて茶屋町エリアの清掃を約１時間行った。清掃活動中

には、通りがかった人や清掃ルートの並びにある店舗の方からお礼の言

葉をもらうことができ、参加者の達成感や満足感につながった。日曜の

朝ではあったが人通りや車が多く、学生スタッフが時折声をかけて注意

を促しながら活動した。

　　日　　時　 ①５月15日（日）９時00分〜11時00分

　　　　　　　 ②11月13日（日）９時00分〜11時00分

　　場　　所　 梅田キャンパス周辺

　　参加者数　 ①19名（学生スタッフ５名、本学学生14名）

　　　　　　　 ②13名（学生スタッフ３名、本学学生10名）

　　内　　容　 梅田キャンパス周辺の清掃

　　企画学生の声

　・アイスブレイクで学部や趣味などの自己紹介を行ったので、活動中の話題ができてすごく話しや

すかったです。友達同士が一緒になるようにグループ分けしたのがよかったのか、参加した学生

同士楽しそうに活動していました。

　・清掃の距離を延ばすなどの工夫をしましたが、ルートによってゴミの量が違っていたので、ルー

トの見直しが必要だと感じました。雨の中での活動でしたが、みんなで楽しく清掃活動ができた

ので嬉しかったです。

　　参加者の声

　・活動場所が梅田なので参加しやすいと思い参加しました。普段なかなかゴミ拾いを行う機会がな

かったので経験できて良かったです。（商学部・１年次生）

　・一度ボランティアに参加してみたいと思ったので参加しました。自分たちで街を少しでも綺麗に

する活動ができ、良い経験になりました。（社会安全学部・１年次生）

⑧　関大クリーン大作戦～千里山キャンパス周辺の清掃～
　普段自分たちが利用している千里山キャンパス周辺を清掃することで

環境や景観を保護し、関大生や地域の方々がより気持ちよく過ごすこと

ができる。また、授業の空きコマに気軽に参加できることでボランティ

ア活動を身近に感じてもらうことを目的として実施した。

　活動前にアイスブレイクを行い、学部や学年に関係なく学生同士が交

流することで、その後の活動も和やかな雰囲気で進めることができた。

清掃は関大前ルートと名神高速道路沿いルートの2コースに分かれて

行った。ゴミは「燃えるゴミ」「ビン・カン」「ペットボトル」の3つに

分類して集めたが、タバコの吸い殻が最も多く、ゴミを拾うだけでなく、

今後はゴミを捨てる人が少なくなるように啓発を目的とした活動も検討

している。

　　日　　時　 ①５月21日（土）10時40分〜12時10分

　　　　　　　 ②10月15日（土）10時40分〜12時10分

　　場　　所　 千里山キャンパス周辺

　　参加者数　 ①10名（学生スタッフ３名、本学学生７名）

　　　　　　　 ②16名（学生スタッフ７名、本学学生９名）

　　内　　容　 千里山キャンパス周辺の清掃

　　企画学生の声

　・ゴミの量が少なく、やりがいを感じにくいのではないかと心配でしたが、清掃中はずっと楽しく

会話しながら活動を行うことができました。

　・参加者の１回生が１人で、他の上級生と仲良くなれるかどうか不安がありましたが、始まってみ

ればみんな会話が絶えず、終始楽しく活動することができました。

　　参加者の声

　・自分が通っている大学に恩返しをしたいと思って参加しました。意外と大学の周りが綺麗だった

ことに驚きました。（社会学部・３年次生）

　・アルバイトをやっていないため、他に何か出来ることはないか、頑張れることはないか、と探し

ていたらこのボランティアを見つけて参加しました。意外と細かいゴミが多く、拾うのが大変で

したが、充実した時間を過ごせました。（法学部・１年次生）

⑨　関西大学×法政大学 スポーツゴミ拾い
　法政大学と連携しZoomを用いて合同でゴミ拾いを実施した。「スポー

ツゴミ拾い」とは、制限時間内に指定されたエリアのゴミを拾い、拾っ

たゴミの量と種類で得点を競い合うというスポーツ要素を加えた、日本

発祥の新感覚清掃活動である。ゴミ拾いにスポーツ要素をかけ合わせる

ことで、ゴミ拾いをスポーツ感覚で楽しみ、ボランティアへの興味を引

き出し、法政大学の学生と交流を深め、参加者同士で協力してゴミ拾い

を行うことで連帯感や達成感を得ることを目的として実施した。

　当日は、Zoomを繋ぎながらキャンパス周辺の清掃を行い、清掃の様

子だけでなく、キャンパスの様子なども映すことで大学の所属を超えて、

学生ボランティア同士の交流も行うことができた。

　　日　　時　 ①５月29日（日）14時00分〜16時20分

　　　　　　　 ②３月13日（月）13時50分〜16時20分

　　場　　所 ①関西大学千里山キャンパス周辺および凜風館１階学生ラ

ウンジ

　　　　　　　 　法政大学市ヶ谷キャンパス周辺および外濠校舎３階S305

　　　　　　　 ②関西大学千里山キャンパス周辺および尚文館１階マル

チメディアAV大教室

　　　　　　　 　法政大学市ヶ谷キャンパス周辺および外濠校舎３階S305

　　共　　催 法政大学ボランティアセンター、法政大学ボランティアセ

ンター学生スタッフ VSP

　　参加者数 ①32名（学生スタッフ10名、本学学生７名、法政大学15名）

　　　　　　　 ②25名（学生スタッフ７名、本学学生６名、法政大学12名）

　　内　　容 それぞれのキャンパス周辺のゴミ拾い、クイズ大会、法政大学との交流

　　企画学生の声

　・拾ったゴミを得点化して競うのはゲーム感覚があり、参加者

に楽しんでもらえたように思います。参加者の方がゴミを袋に

入れるときに何を拾ったかを伝えてくれたので、記録がスムー

ズに進みました。

　・単なるゴミ拾いではなく、ゴミを点数化してチーム対抗で競う

ことで、楽しみながらも一生懸命に取り組むことができ、参加

者にボランティアを楽しむ感覚を味わってもらえて、非常に良

かったです。

　　参加者の声

　・スポーツゴミ拾いはゲーム性があり、法政大学の学生と交流し

ながら楽しく活動することができました。（文学部・２年次生）

　・学生スタッフの方もほかの参加者の方も丁寧に接してくれて嬉

しかったです。おかげで楽しく街を綺麗にすることができまし

た。（法学部・２年次生）

⑩　1000000人のキャンドルナイト 茶屋町スロウデイ2022
　梅田・茶屋町エリアの企業、地域団体、学校および行政などが集まっ

て“歩いて楽しいまちづくり”を推進し、茶屋町の魅力を発信する本イ

ベントに2017年度から参加している。魅力発信に取り組み地域の活性

化を行い、キャンドルの灯りを見てくれる人に気持ち安らぐ時間や癒し

を提供することを目的として実施した。

　2022年度は「Convivial 〜ともに愉しむ日～」をテーマに、３年ぶ

りの現地開催となった。「キャンドルの灯りが人々の心に安らぎと未来

への希望をもたらすように」という願いを込めて、学生スタッフは

CHASKA茶屋町（ジュンク堂書店）前にキャンドルアートを設置した。

　事前に学生スタッフが考えたデザインを基にキャンドル装飾を行い、

設置・点火・火の見守り・会場の片付け等の活動を行った。

　キャンドルに火が灯り、日が落ちて街が暗くなるにつれて、大勢の方がキャンドルアート前で足

を止めて写真撮影を行い、キャンドルの光に照らされた笑顔に溢れたイベントとなった。

　　日　　時　 ①事前説明会：５月25日（水）12時20分〜12時50分

　　　　　　　 ②活　　　動：６月１日（水）13時00分〜22時00分

　　場　　所　 ①千里山キャンパス凜風館1階ピアエリア／オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②大阪市北区　CHASKA茶屋町

　　参加者数　 24名（学生スタッフ11名、本学学生13名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明会

　　　　　　　 ②キャンドル装飾の制作・設置・点灯・見守り

　　企画学生の声

　・CHASKA 茶屋町全体がキャンドルの温もりに包まれた空間を体感できて良かったし、自分がそ

の空間を作る側として携わることができて嬉しかったです。たくさんの方達が見に来てくれたり

写真を撮ったりしてくれて、地域の活性化に貢献できたと思えました。

　・日が沈んだ後、キャンドルが光っている景色を見た時に、とても感動しました。たくさん写真

を撮っている方や、キャンドルの灯をずっと眺めている方もいらっしゃって嬉しかったです。

　　参加者の声

　・点灯時間までにキャンドルの設置が間に合うか不安でしたが、参加者の方々と協力して取り組み、

デザイン通りのものを完成させることができました。点灯した綺麗なキャンドルを見ると、達成

感や安らぎを感じることができ、ボランティアに参加して良かったと感じました。（社会学部・

１年次生）

　・一緒に活動した関大生と仲良くなることができ、入学してなかなか友達ができなかった自分に

とってすごく嬉しく、楽しいボランティア活動でした。（社会学部・２年次生）

⑪　大和川掃除
　堺キャンパス周辺を流れる大和川河川敷を清掃することで景観を清潔

に保つことができ、地域の方が河川敷をより気持ちよく利用できると同

時に、堺キャンパス周辺の地域貢献活動を目的として実施した。

　本活動は、堺キャンパスに通う学生にとって参加しやすい活動場所で

あることから、堺エリアで活動を展開しているボランティア団体

「WEVO」とも連携して実施している。

　当日は雲が多かったが気温は高かったため、こまめに休憩をとり、熱

中症に気を付けながら清掃活動をした。河川敷には大和川上流から家庭

ゴミやペットボトル等が流れてくるため、参加者全員で力を合わせて清

掃することで河川敷を綺麗にすることができた。

　　日　　時　 ６月５日（日）９時30分〜11時30分

　　場　　所　 大阪府堺市　大和川左岸河川敷

　　参加者数　 72名（学生スタッフ14名、本学学生17名、WEVO所属学生41名）

　　内　　容　 大和川河川敷の清掃

　　協　　力　 WEVO

　　企画者の声

・普段交流する機会が少ないWEVOの方達と交流することが出来て、貴重な機会でした。一見何も

無いように見えても、掘ってみると靴が1足出てくるなど、砂に埋まっているゴミが沢山見られ

ました。

　・同じグループの方たちと楽しく話しながら協力して清掃することができて良かったです。堺キャ

ンパスの方と一緒に活動することは初めてだったので、とても新鮮でした。キャンパス間の交流

にもなり、有意義な活動となりました。

　　参加者の声

・社会経験を積むために参加しました。初対面の人とも話すことができたので良かったです。（法

学部・３年次生）

　・ボランティアの経験を積む良い機会になると考えたので、参加しました。活動自体は思っていた

よりも短く感じ、少人数でのグループだったので活動しやすかったです。（法学部・３年次生）

⑫　吹田くわいボランティア 
　若者の農業への関心が低下し、千里山キャンパスがある吹田市の特産

品である吹田くわいの認知度が低いという現状がある。そこで、吹田く

わいの植え付けから収穫まで一年を通した活動を通して、吹田くわいに

ついて深く理解してもらうとともにボランティアの魅力に気付いてもら

うことを目的として実施した。

　どちらの活動も、農園の方から吹田くわいの説明をしていただき、植

え付けや収穫のコツについてお話しいただいた後、作業を行った。植付

けでは、日常生活では着る機会のない胴長を着用しての作業に苦戦しな

がらも、参加者同士で声を掛け合い農業の大変さを感じながら活動した。

収穫では、備中鍬でくわいを傷つけないように慎重に泥をかき分けなが

ら、全部で約700グラムのくわいを収穫した。

　　日　　時　 ①植え付け：６月16日（木）14時45分〜17時00分

　　　　　　　 ②収　　穫：12月５日（月）14時45分〜17時00分

　　場　　所　 大阪府吹田市　西農園

　　協　　力　 吹田市都市魅力部 地域経済振興室

　　参加者数　 ①13名（学生スタッフ５名、本学学生８名）

　　　　　　　 ②６名（学生スタッフ６名）

　　内　　容 吹田くわいの植え付けと収穫作業の手伝い

　　企画者の声

　・大学のある吹田市の特産品に触れることができ、地域のことを少しでも知るきっかけとなりまし

た。

　・くわいを収穫する作業は考えていたよりも大変でしたが、そのぶん達成感があり、泥の中からく

わいを見つけた時は嬉しい気持ちになりました。頂いたくわいを家に帰って素揚げにして食べて

みると、自分達で収穫したこともあってとても美味しかったです。

　　参加者の声

　・普段の生活で農業に関わることがないので、やってみたいなと思って参加しました。農業体験だ

けでなく、くわいの事を知ることもできてよかったです。（文学部・４年次生）

　・「すいたん」のモチーフであるくわいに興味があったので参加しました。また、学生スタッフの

方が話しやすくてよかったです。農家の方のお話も面白かったです。（法学部・２年次生）

⑬　飛鳥光の回廊2022 ～明日香をともす「和」のひかり～
　明日香村で毎年行われている、石舞台古墳をはじめ岡寺や飛鳥寺など、

明日香村内の代表的な史跡・寺社・施設をろうそくやLEDライトの明か

りで彩る地域活性化イベントで、奈良県明日香村との連携事業として実

施した。

　「キャンドルの輪と和でつながる光」を関西大学のテーマとし、キャ

ンドルのデザインや配置を考え、他の活動では得られない大変さと、よ

り大きなやりがいや達成感を感じることができた。

　残念ながら1日目は雨天のため中止となったが、石舞台古墳や奈良県

立万葉文化館などを見学し、明日香村の歴史や文化的価値について学ん

だ。2日目は、用意した約3000個の色付き紙コップを「ボランティア

センター 2022」という文字やピラミッド、円の形に並べた。夕方から

は多くの方が来場し、写真撮影をしたりと笑顔溢れる楽しい空間となった。

　　日　　時　 ①事前説明会：９月１日（木）12時00分〜13時00分

　　　　　　　 ②活　　　動：９月23日（金）10時00分〜17時00分

　　　　　　　 　　　　　　　９月24日（土）11時00分〜22時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②奈良県高市郡明日香村　川原寺跡

　　連 携 先　 奈良県明日香村

　　参加者数　 40名（学生スタッフ延べ21名、本学学生延べ19名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明

　　　　　　　 ②キャンドルデザイン案の作成、キャンドルを入れる紙コップの制作、

　　　　　　　 　キャンドルの設置・点灯・撤去、明日香村の散策、地域の方との交流

　　企画学生の声

　・イベントが始まると多くの方が見に来てくださり、「きれい」「すごい」などのお声をきくことが

でき、このイベントに関西大学ボランティアセンター学生スタッフとして参加してよかったと思

いました。

　・気温が高い中、多くのキャンドルを並べていくのは大変だったが、みんなで協力し合いながら長

時間かけて作り上げたので、その分、夜になりキャンドルの灯りがきらきらしているのを見ると

とても達成感を感じることができました。

　　参加者の声

　・楽しそうだと思ったので参加しました。思っていたよりずっと大変だったけど、終わったあとの

達成感が気持ちよかったです。（社会安全学部・1年次生）

　・みんなでキャンドルを並べるのがとても楽しかったです。参加して良かったと思いました。（経

済学部・1年次生）

⑭　下校見守り活動
　吹田警察生活安全課防犯係と連携して、千里山キャンパス近くの小学

校に通う子どもが安全に下校できるような環境を守ることを目的とし

て、千里山キャンパス周辺の小学校の下校時間にあわせて正門前で見守

り、声かけを実施した。

　当日は、子どもたちが「さようなら」「気を付けて帰ってね」と声を

かけると元気よく挨拶を返してくれたり、関西大学という名前を見て

「知ってる！」と声をかけてくれたりと、参加した学生ボランティアと

の交流を楽しむ様子が伺えた。

　　日　　時　 10月11日（火）７名、13日（木）４名、14日（金）４名　14時00分〜15時00分

　　　　　　　 10月12日（水）３名　12時45分〜14時15分

　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ10名、本学学生延べ８名

　　場　　所　 吹田市立千里第二小学校

　　協　　力　 吹田警察署生活安全課防犯係

　　内　　容　 小学校正門前での声掛け、見守り

　　企画学生の声

　・見守り活動中はできるだけ腰を屈めて、子どもたちと目線の高さを合わせて挨拶することを心が

けるようにしました。地域に根ざしたボランティア活動を企画できてよかったです。

・元気に挨拶をしてくれた子どもも多く、見守り活動をしている私たちの方が元気をもらいました。

　　参加者の声

　・実際に吹田警察署の方と連携して、見守り活動をするという貴重な経験ができて良かったです。

小学生から挨拶を返してもらえたりして本当にやってよかったと思いました。とてもいい経験に

なりました。（法学部・３年次生）

　・はじめてのボランティア活動で緊張していましたが、学生スタッフの方も職員の方も優しくて安

心しました。見守り活動もやりがいを感じることができたので、参加してよかったです。（商学部・

３年次生）

⑮　琵琶湖ツーリズム！～大学生で考える環境ボランティアの未来2022（実践編）〜
　関西大学ボランティアセンターは2017年度から琵琶湖の保全活動に

取り組んでいる。2017年度は特定外来生物オオバナミズキンバイ駆除

活動、2018年度は清掃活動を実施し、2019年度及び2020年度は新型

コロナウイルス感染症拡大の影響により実施を見合わせた。

　本学主催３大学（法政大学・明治大学・関西大学）連携事業として、

法政大学の学生ボランティアとともに、琵琶湖岸の環境保全活動として

滋賀県長浜市の南浜漁港にて、船の出港を妨げている特定外来生物ナガ

エツルノゲイトウの駆除活動を行った。

　当日は、学生ボランティア全員が胴長とライフジャケットを身につけ、

岸と舟上よりナガエツルノゲイトウの駆除活動を行った。ナガエツルノ

ゲイトウは、琵琶湖や内湖、河川などの水際に生育している水陸両生の多年生の植物で、茎の断片

からも再生するほど繁殖力が強いため、機械ではなく手作業で根や茎をできるだけ残さないように

根本から丁寧に引き抜き、陸に上げる作業を熱心に行った。

　その結果、夕方には、湖面が見えないほど群生していたナガエツルノゲイトウのほとんどを駆除

することができ、参加者全員がやりがいや充実感を得ることができ、大学生として環境ボランティ

アの未来を考えるうえでの契機となった。また、今回の活動を通して、大学の所属を超えて学生ボ

ランティア同士が交流を行うことができ、有意義な1日となった。

　　日　　時　 ①事前説明会：10月11日（火）12時15分〜12時50分

　　　　　　　 ②駆 除 活 動：10月16日（日）７時30分〜18時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②滋賀県長浜市　南浜漁港

　　活動協力　 滋賀県立琵琶湖博物館　特別研究員 /

　　　　　　　 滋賀県琵琶湖環境部 自然環境保全課 副主幹　中井 克樹 氏

　　　　　　　 南浜漁業協同組合

　　参加者数　 ①36名（学生スタッフ30名、本学学生６名）

　　　　　　　 ②42名（学生スタッフ24名、本学学生５名、法政大学９名、教職員４名）

　　内　　容　 特定外来生物ナガエツルノゲイトウの駆除活動

　　企画学生の声

　・ナガエツルノゲイトウは、とるのが難しく、無理に引っ張っても途中で切れてしまうと意味が

なく、ナガエツルノゲイトウの駆除の大変さに驚きました。活動後のきれいな湖面を見たからこ

そ、自然をこれからも大切にしていかなければいけないと感じました。

　・関西大学及び法政大学の学生、職員の方たちと活動中に交流できたので、楽しかったです。自分

たちの活動の成果を現地の方が喜んでくれていたことで、より達成感を感じることができました。

　　参加者の声

　・ナガエツルノゲイトウの駆除活動は、協力することが必須な作業だったので、参加者同士でコ

ミュニケーションをとり新しい輪を広げられてよかったです。（関西大学・３年次生）

　・外来種の駆除という貴重な体験をしてみたいと思い、参加しました。目に見える形で成果が現れ

るので、達成感を感じることができ参加してよかったと感じました。（関西大学・１年次生）

　・晴天の中、関西大学の皆さんと協力して非常に楽しく活動することができました。また、漁協の

方も優しく特定外来生物の駆除方法を教えてくださり、初心者でもすぐに取り組める内容でした。

昼食時は関西大学のみなさんとコミュニケーションを取りながら時間を過ごすことができ、２大

学合同ボランティア活動ならではの有意義な経験となりました。（法政大学・３年次生）

　・関西大学の方々と連携して、特定外来生物を駆除することができて良かったです。また、今回の

駆除活動を通じて、どれだけ湖が汚れているのかを目の当たりにし、今後、自分がどのように環

境活動に関わっていけばいいのかを考える良い機会になりました。（法政大学・２年次生）

⑯　2022年度学園祭「環境問題ってなんだろな？〜クイズで！ゲームで！楽しく学ぼう！〜」
　学生スタッフは、淀川河川敷の清掃活動や琵琶湖の特定外来生物の

駆除活動などといった環境保全活動を普段から多数実施している。そ

ういった経験を活かし、遊びを通して子ども達に環境問題について考

えるきかっけをもってもらえるような企画とした。また、統一学園祭

に来訪される保護者の方や地域の方及び本学学生に、ボランティア活

動の魅力と学生スタッフの活動を知ってもらうことを目的として実施

した。

　本学統一学園祭には、親子連れや子どもが多く来場するため、子ど

もを対象としてSDGs（特に環境問題）について学んでもらうため、環

境問題というテーマで3つのブースを設けた。当日は多くの子ども達が

訪れ、ゲームを通して環境問題について学びを得る機会となった。

　　日　　時　 11月３日（木）12時00分〜15時30分

　　　　　　　 11月４日（金）10時00分〜16時00分

　　　　　　　 11月６日（日）10時00分〜13時00分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館１階学生ラウンジ

　　参加者数　 102名（学生スタッフ延べ94名、本学学生延べ８名）

企画内容：

・紙芝居

　海洋プラスチック問題を中心とした環境問題について紙芝居で説

明したあと、身近な例を使ったクイズで環境問題について楽しく学

んでもらった。

・ミニゲーム

　牛乳パックや段ボールなどを再利用して作ったおもちゃで魚釣り

ゲームをしてもらった。捨てるはずだったもので遊んでもらうこと

で、リサイクルの大切さやゴミを減らす工夫などについて楽しみな

がら学んでもらった。

・塗り絵

　色鉛筆やクレヨンを使ってSDGsや地球をモチーフにした塗り絵

をしてもらいながら、SDGsについて興味を持ってもらった。

　　企画学生の声

　・初めて学園祭に参加しましたが、とても楽しかったです。子ども達が楽しみながらも環境問題に

ついて学びを深めてくれている姿が、とてもいきいきとしていたのが嬉しかったです。

　・ミニゲームも塗り絵も紙芝居も全て子ども達は楽しそうに体験してくれていました。笑顔で帰っ

ていく子ども達を見ると、とても嬉しく感じました。

　　参加者の声

　・一度もボランティアに参加したことがなかったので、参加してみたいと思って参加しました。来

場してくれた子ども達が可愛かったです。（経済学部・３年次生）

　・子どもとコミュニケーションを取れる良い機会だと思ったので参加しました。学生スタッフの方

も親切で楽しく活動できました。（社会学部・１年次生）

⑰　千里キャンドルロード2022
　吹田市と豊中市にまたがる千里ニュータウンの人口にちなんだ９万個

のキャンドルに灯をともすイベント「千里キャンドルロード」に本セン

ターは2014年度から参加し、今回で８回目となる。10周年を迎えた今

年は、『「出会い」これまでも…これからも…』をテーマに、３年ぶりに

来場予約なしでの開催となった。

　学生スタッフはキャンドルのデザインから考え、2022年度は、約

2000個の紙コップを色づけした大きな赤いハート２つを中心に、伸び

る 蔦 葉 や 青 い 紙 コ ッ プ で 縁 取 り し た「Kandai Volunteer Center 

2022」の白い文字など、工夫を凝らしたデザインを作成した。

　当日は、多くの方が訪れ、暗くなってキャンドルに火が灯されると、

あたり一帯が幻想的な光景になる様子を訪れた方たちが足を止め写真撮影をするなど、笑顔溢れる

光景となった。

　　日　　時　 11月５日（土）11時30分〜21時00分

　　場　　所　 吹田市立千里南公園

　　主　　催　 千里キャンドルロードプロジェクト

　　参加者数　 40名（学生スタッフ33名、本学学生７名）

　　内　　容　 キャンドルデザイン案の作成、キャンドルを入れる紙コップの色付け、

　　　　　　　 キャンドルの設置・点火・見回り・片付け

　　企画学生の声

　・「ここ（関大の作品）すごい！」「ここがメインやね。」などと、来場した方からの嬉しい言葉を

たくさん耳にしました。準備は大変でしたが成功して良かったと思えた瞬間でした。

　・スペースの問題もあり、当日にデザインの変更をしましたが、とても上手に完成させることがで

きて達成感がありました。学生スタッフの参加人数がとても多く、学生スタッフの交流の場となっ

ていたのも良かったです。

　　参加者の声

　・楽しそうだと思ったので参加しました。みんなで一つのものを作れていい経験になりました。（経

済学部・３年次生）

　・学園祭期間で授業がなく時間が空いていたこともあり、参加を決めました。想像していた以上に

キャンドルに灯をともした光景が綺麗で、また、地域の人達にも満足していただけたようでやり

がいを感じました。（法学部・２年次生）

⑱　大阪マラソン2023給水ボランティア
　今回で11回目の開催を迎える大阪マラソンは、チャリティ文化の普

及を目指す日本最大規模の都市型市民マラソンである。本学は第1回大

会からオフィシャルスポンサーとして参画している。

　活動を通して本学学生が大阪を盛り上げるとともに、ボランティアの

楽しさややりがいを感じてもらう機会とすることを目的として実施し

た。

　当日は、本学学生が給水ボランティアとして携わり「みんなでかける

虹。」というスローガンのもと、29,285人のランナーをサポートした。

給水や応援を通してランナーの方と関わり、参加した学生にもよりボラ

ンティア楽しさやスポーツの魅力を感じてもらうことができる活動と

なった。

　　日　　時　 ①事前説明会：２月15日（水）13時00分〜14時30分

　　　　　　　 ②活　　　動：２月26日（日）７時30分〜12時00分

　　場　　所　 ①千里山キャンパス第２学舎４号館BIGホール100

　　　　　　　 ②大阪マラソン第１給水所（５ km地点／中之島・本町ブロック）

　　参加者数　 191名（学生スタッフ22名、本学学生58名、体育会所属学生108名、職員３名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明、ボランティアセンターの紹介

　　　　　　　 ②給水所でのランナーへの給水提供

　　参加者の声

　・中学校の頃からマラソンに興味があり、実際に見てみたかったので参加しました。ランナーの皆

さんが一生懸命走りつつも、僕らボランティアに「ありがとう」と声を掛けてくれたことがすご

く嬉しかったです。（環境都市工学部・２年次生）

　・2021年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響で中止になってしまったので、今回は絶対に

参加しようと決めていました。関西大学の多くの学生が大阪マラソンという大きなイベントに携

われて、盛り上げることができて良かったです。（システム理工学部・2年次生）

⑲　飛鳥ハーフマラソン2023給水ボランティア
　関西大学と縁の深い奈良県明日香村で開催される飛鳥ハーフマラソン

に2021年度に引き続き2022年度も学生ボランティアをいう形で参加

した。本学学生が学生ボランティアとして参加することで地域貢献活動

に寄与するとともに、ボランティア経験の浅い学生に対してボランティ

アのやりがいや魅力を広めることを目的として実施した。

　明日香村は「飛鳥・藤原の宮都とその関連資産群」として世界遺産登

録をめざしており、その構成資産の半分以上を巡ることができるように

コースが設定されている。また、持続可能な社会づくりのためにソフト

フラスク（折りたためる携行給水ボトル）の配布や、参加費等の一部で

菜の花のタネを購入して景観保全に役立てるなど、様々な取り組みが行

われている。

　当日は、スタートからおよそ11km地点の棚田に設けられた第２給食所で甘酒の提供を行った。

　　日　　時　 ①事前説明会：３月１日（水）10時00分〜11時30分 

　　　　　　　 ②活　　　動：３月12日（日）８時00分〜13時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②奈良県高市郡明日香村

　　参加者数　 18名（学生スタッフ11名、本学学生７名）

　　内　　容　 ランナーへの給水

　　企画学生の声

　・給水を行っていると、ランナーの方に「ありがとう」と声をかけていただくことがあり、ボラ

ンティアをしている側の自分たちが元気をもらい、ボランティアに参加してくれた学生に活動を

通してやりがいを感じてもらうことができました。

　・ボランティアに参加していただいた関大生との交流を楽しむことができ、ランナーの方の笑顔を

見ることができてとても充実した時間を過ごすことができました。

　　参加者の声

　・スポーツが好きなので、スポーツに関われるボランティアをやってみたいと思い参加しました。

ランナーの方に「ありがとう」と声をかけていただくこともあり、喜んでいただけていると感じ

られて嬉しかったです。（文学部・１年次生）

　・もともと給水ボランティアをしてみたいと思っていたので参加しました。ランナーの方と言葉を

交わしたり、アイコンタクトを取ることができたりしたことが嬉しかったです。（法学部・２年

次生）

⑳　子ども遊びボランティアinまちなかリビング北千里
　2022年度初めて企画を募集し、ベストアイデア賞を獲得した「学童

保育ボランティア」として、まちなかリビング北千里にて、ソフトバス

ケット大会（3on3）のお手伝いやボードゲーム・カードゲームを使用

した遊び等、子どもとのふれあいを通して、子どもとのかかわり方や距

離の縮め方を学び、コミュニケーション能力を向上させることを目的と

して実施した。

　当日はソフトバスケット大会の運営補助だけでなく、子ども達と一緒

にチームを組んで参加したり、小学生vs大学生の試合を行い、ソフトバ

スケット大会を盛り上げた。また、同施設で管理しているボードゲーム

やカードゲーム等の様々な遊び道具を使用して、ソフトバスケットの参

加待ちの子ども達やスポーツが苦手な子ども達と遊ぶ活動も行った。

　　日　　時　 ３月23日（木）16時00分〜18時00分

　　場　　所　 まちなかリビング北千里

　　参加者数　 13名（学生スタッフ５名、本学学生８名）

　　内　　容　 ソフトバスケット大会の運営補助・参加、子ども達との交流

　　企画学生の声

　・下見を行った時より子ども達の人数が多かったのにも関わらず、学生ボランティアの方々全員が

子ども達と交流をしていただくことができました。活動の最後まで、子ども達と交流するという

ことができ、手持ち無沙汰にならなかったことが非常に良かったと思います。また、児童センター

の職員さんには行くたびに「来てくれてありがとう。」というお言葉をいただくことができて、

嬉しいです。

　　参加者の声

　・子どもと遊ぶことがボランティアになるのならやってみたいと思ったので参加しました。子ども

と触れ合う中で、子どもにしかない発想を多く学び、とても楽しく活動することができ、ボラン

ティアに参加して良かったと思いました。（経済学部・1年次生）

　・子どもと遊びたいと思ったので参加しました。ボランティアに参加した自分が子どもから元気を

もらい、ボランティアにはこんな魅力もあるんだと実感しました。（大学院・2年次生）

（３）雨天中止事業

①　第4回大和川大掃除～未来につなげよう300人の小さな一歩～
　堺キャンパスの近くを流れる大和川河川敷において、各キャンパスの

学生、体育会所属学生、ボランティア団体所属学生、大学職員、ミズノ

株式会社社員など総勢300名が海につながる河川の環境美化に取り組む

ことで、SDGsや海洋プラスチック問題などを改めて意識してもらうこ

とを目的として企画したもの。

　学生スタッフは設立以来、本学学生にボランティア活動を通じてボラ

ンティアの魅力を知ってもらうために、様々なボランティア活動を同じ

学生目線で企画・運営してきた。特に河川敷の清掃活動については、

2011年度から2016年度まで500名規模で淀川河川敷の大掃除を行い、

ゴミの減少に貢献した。2017年度からは大和川河川敷に活動場所を移

し、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により規模を縮小することもあったが、継続的に清掃活

動を行っている。

　2022年度は多くの関大生にボランティア活動の魅力を知ってもらうべく、体育会11団体にご協

力いただき、コロナ禍前と同規模の300名で実施することを企画した。また、ボランティア活動を

通じて双方の充実と発展に寄与するため、本学と連携協定を結んでいるミズノ株式会社にもご参加

いただくことになっていたが、残念ながら当日雨天のため中止となった。

　　日　　時　 ２月19日（日）10時00分〜12時00分

　　場　　所　 大和川公園河川敷周辺

　　協　　力　 大和川河川事務所

　　　　　　　 ミズノ株式会社

　　内　　容　 大和川河川敷での清掃

給水活動の様子 給水活動の様子 集合写真



− 25 − − 26 − − 27 − − 28 − − 29 − − 30 − − 31 − − 32 −

− 33 − − 34 − − 35 − − 36 − − 37 − − 38 − − 39 − − 40 − − 41 − − 42 −

− 43 − − 44 − − 45 − − 46 − − 47 − − 48 − − 49 − − 50 − − 51 − − 52 −

− 53 − − 54 − − 55 − − 56 − − 57 −

　学生の中には「ボランティアに関心があるけど一歩踏み出せない」という学生もおり、学生スタッ

フはそのような学生を後押しできるような学内のボランティア活動の企画のほか、様々な社会問題へ

の啓発活動を行っている。

（１）学生スタッフ企画

　学生スタッフ企画とは、ボランティア活動の魅力を広めるため、まずは学生スタッフ自身がボラ

ンティアの魅力を再認識するために企画・参加しているプログラムである。

①　ボランティア懇談会
　ボランティアに関心のある関西大学の学生にボランティア活動の魅力

を発信する１つの手段として、ボランティアコーディネートを実施して

いる。より多くの学生に参加してもらうことを目的として普段はお昼休

みに実施しているボランティアコーディネートを、今回はお昼休みから

３限終わりまで開室時間を延長して実施した。

　　日　　時　 ５月 13 日（金） 12時20分〜15時00分

　　場　　所　 誠之館２号館１階ボランティアステーション

　　内　　容　 ボランティアコーディネート

②　富士山自然保護ボランティアツアー（法政大学主催3大学連携事業）
　3大学（法政大学・明治大学・関西大学）連携事業の一環として、法政大学主催の世界遺産であ

る富士山の麓で森林整備事業に参加した。

　団体の方からオーバーユーズ（使いすぎ）やアンダーユーズ（活用不足）の重要性、環境問題に

ついてなどのお話を伺った後、6〜7名ずつのグループに分かれて森林保全活動に取り組んだ。草

木の伐採や薪割り、枯れ木処理など、慣れない作業を行うのは大変であったが、休憩時間には木登

りをしたりブランコに乗ったりして、日常では味わえない大自然とのふれあいを楽しんだ。

　　日　　時　 ５月22日（日）９時45分〜17時00分

　　場　　所　 静岡県富士宮市

　　主　　催　 認定特定非営利活動法人富士山クラブ

　　参加者数　 37名（学生スタッフ4名、職員1名、

　　　　　　　 他大学学生32名）

　　内　　容　 草木の伐採、薪割り、枯れ木処理

　　学生スタッフの声

　・階段づくりや道の開拓など、自分が想像していたよりもはるかに本格的な活動ができました。日

常生活の中で鍬や鋸を使ったりすることがないため、初めはうまく使えませんでしたが、コツを

つかんだ後は気持ち良い程スムーズに切れるようになったのが本当に楽しかったです。

③　びわ湖を美しくする運動
　 2022年度に引き続き、琵琶湖の特定外来生物の現状を把握

するために、実際に琵琶湖に足を運び、滋賀県が毎年7月1日

において「びわ湖の日」に実施している「びわ湖を美しくする

運動」の特定外来生物のオオバナミズキンバイおよびナガエツ

ルノゲイトウの駆除活動に参加した。

　滋賀県が取り組む、琵琶湖の環境保全について、現状と課題、

特に侵略的外来水生植物の繁殖力やその影響による被害を伺

い、行政として滋賀県が取り組むボランティアに関して知見を

深めた。また、実際に、湖岸に生息する大量のナガエツルノゲ

イトウを手作業で取り除く体験を行い、学生スタッフとして何

ができるのかを考えることに繋げ、今後企画する「琵琶湖ツー

リズム！～大学生で考える環境ボランティアの未来2022（実

践編）〜」で実現することとした。

　　日　　時　 ７月１日（金）９時00分〜10時30分

　　場　　所　 滋賀県大津市　大津市なぎさ公園周辺

　　協　　力　 滋賀県琵琶湖環境部自然環境保全課

　　参加者数　 ７名（学生スタッフ５名、職員２名）

　　内　　容　 特定外来生物オオバナミズキンバイおよびナガエツルノゲイトウの駆除及び関係者

への取材

④　2022ボランティア新企画募集～あなたの想いを伝えよう～
　関大生からボランティアの新企画を募集し、学生スタッフが企画者のボランティアへの想いを他

の学生に伝えるお手伝いをする。また、そのボランティアを実現することで学生スタッフの活動に

新しい視点を取り入れることを目的として、2022年度から新しく実施した。

　SDGsを意識した内容のボランティア活動で、関大生が学生スタッフとともに行うことができる

新たな企画を募集したところ、８事業の応募があり、ヒアリングなど選考を重ねベストアイデア賞

として「学童保育ボランティア」、学生スタッフ特別賞として「動物愛護団体のお手伝いをして、

犬猫と触れ合おう」の２事業が選ばれた。

　ベストアイデア賞として選ばれた「学童保育ボランティア」は学生スタッフのサポートのもと、

大阪府吹田市の「まちなかリビング北千里」にて、来館する子ども達と遊び、交流するボランティ

アとして実際に実施し、特典②として本センター活動報告書にも掲載した。

　　募集期間　 ７月25日（月）〜８月31日（金）

　　募集内容　 SDGsを意識した内容で、複数名が参加できて、みんなで

楽しめるボランティア活動のアイデア

　　募集対象　 関西大学に所属の個人またはグループ
特典： ①選ばれたアイデアは、学生スタッフのサポートのもと、実際に企画として実施

②ボランティアセンターが発行する「活動報告書」に記載
③ボランティア体験ツアーに企画者の名前を付すことができる

　　応 募 数　 ８グループ
○ キャンパスで大地震発生から避難までを考える・新！関大クリーン大作戦
○ 子ども達が防災について学べる遊びを提供する活動・子ども達とのふれあい大作戦
○ 二酸化炭素を減らし地球の環境を守るための植林ボランティア
○ 私たちの手で綺麗な海を守ろう！海岸清掃in大阪湾沿岸の浅場
○ 学童保育ボランティア・動物愛護団体のお手伝いをして、犬猫と触れ合おう

　　学生スタッフの声

　・アイデアを応募してくれたグループへヒアリングを行うことで、アイデアをより具体的に深掘す

ることができました。

　・多くの学生に参加してもらうために、広報期間をより長く設け、ボランティアセンター機関誌の

配布などで知ってもらう機会を作る工夫をするべきでした。また、体験ツアー化する企画を選定

してから実施までに時間がかかりすぎたため、次に実施する際は実施までのプロセスまで細かく

決めておきたいです。

⑤　ようこそ！　関大サロンへ
　コロナ禍でも実施できるボランティア活動として、吹田市社会福祉協議会の協力を得て、2021

年度から高齢者施設に入所する方々とZoomを繋いだオンライン交流会を開始した。

　同世代の交流だけでなく、高齢者のような日常の中ではつながりを持ちにくい異世代との交流を

通して、高齢者の人々の文化を享受するだけでなく、一緒にゲームや歓談を行い、地域において世

代を超えたつながりや相互理解を深める機会を創出することを目的として実施した。加えて、高齢

者の方との接し方を学び、学生のコミュニケーション能力の向上を図るとともに、高齢者の方や施

設職員との関わりの中で、どのようなボランティアや支援が必要なのかを知り、これから新たに行

う活動を企画する際の気づきを得ることができた。

　今後は、関大生を募集してボランティア体験ツアーとして実施することを予定している。

　　日　　時　 ①９月５日（月）13時30分〜14時30分

　　　　　　　 ②３月15日（水）13時30分〜14時30分

　　場　　所　 オンライン（Zoom）

　　受入団体　 社会福祉法人 秀明会「特別養護老人ホーム あす～る吹田」

　　参加者数　 ①10名（学生スタッフ４名、職員２名、高齢者３名、施設職員１名）

　　　　　　　 ②11名（学生スタッフ３名、職員３名、高齢者３名、施設職員２名）

　　内　　容 高齢者とのゲーム・クイズ、歓談

　　学生スタッフの声

　・高齢者の方が「楽しかった、ありがとう」と言って涙まで流してくださり、短い時間で、これほ

ど感動していただけたのがとても嬉しかったです。

　・普段あまり話すことのない年代の方々と会話することができ、とても思い出に残る良い時間を過

ごせました。

⑥　まちFUNまつりin関西大学2022　子ども店長サポートボランティア
　子ども達を中心に、ともに楽しみ学べる場を地域に作ることを目的として活動している特定非営

利活動法人 ママふぁん関西との共催事業として実施した。

　「地域に開かれた大学」を目指して始まった本イベントは、今回で6回目を迎えた。学生スタッ

フも毎年運営補助ボランティアとして参加しており、2022年度は子ども達が店長となって出展

ブースのお店を手伝い、お金のやりとりも行うことで働く楽しさやお金の大切さを学ぶ職業体験イ

ベント「子ども店長」企画のサポートを行った。

　事前にお給料袋やくじを作成し、当日も会場設営の手伝いを行った。来場した子ども達がエプロ

ンに着替える手伝いや働くお店を決めるくじ引きの対応をする中で、学生スタッフは子ども達の緊

張がほぐれるように、声掛けをするなど工夫しながら活動をした。

　　日　　時　 10月９日（日）10時00分〜13時30分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館およびその周辺

　　参加者数　 学生スタッフ７名

　　内　　容　 お給料袋やくじの作成、会場設営、「子ども店長」事業のサポート、子ども達との交流

　　学生スタッフの声

　・子ども達の元気な姿に勇気づけられる、楽しい時間でした。

　・子ども店長自身が楽しかったと笑顔で言ってくれたり、お給料を手渡しするときにありがとうと

声をかけてくれたりして、うれしかったです。

⑦　非常食配布イベント
　防災意識の向上はもちろん食品ロス削減に取り組むことでSDGsの「つくる責任　使う責任」の

達成への貢献を目指して、公益社団法人 日本非常食推進機構より提供していただいた使用期限が

迫った非常食（防災備蓄品）を配布した。

　当日は、保存用ビスケット、保存用飲料水、アルファ化米の三種類の非常食を配布するのにあわ

せて、学生スタッフが広く認知されるように広報を行った。

　配布数は、保存用ビスケット300個、保存用飲料水100本、アルファ化米41個だった。

　　日　　時　 10月10日（月）12時20分〜12時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館１階学生センター前

　　参加者数　 学生スタッフ７名

　　内　　容　 保存用ビスケット・保存用飲料水・アルファ化米の配布

（２）ボランティア体験ツアー

　ボランティア体験ツアーとは、「ボランティアに関心があるけど一歩踏み出せない」という学生に、

ボランティアの第一歩として気軽に参加できるボランティア活動として実施しているプログラムで

ある。

①　関大クリーン大作戦～関大前の交流の輪を広げよう！～
　関西大学周辺まちづくり勉強会※主催の清掃活動にボランティア活動

として参加した。

　当日は、地域の方や体育会学生と協力して、関大前通りや千里山ユー

トピア遊園の清掃を行った。道端にはタバコの吸い殻が多く、側溝にも

マスクや包装紙のゴミが多く落ちていた。ゴミ拾いを終えたら、根を残

さないように専用の道具などで掘り起こしながら千里山ユートピア遊園

の除草作業を行った。普段なかなか関わることのない地域の方と交流し

ながらの活動となり、終始笑顔が絶えない時間となった。

※阪急電鉄関大前駅周辺の地域において、安心・安全で活力と魅力あふれる「ま
ちづくり」を推進し、自治会、関大前商店街、学校法人関西大学及び行政で
課題を共有し、方策を検討することを目的とした組織。現在は、関大前ラボ
ラトリ（通称まち・かん）の管理運営及び関大前周辺地域の美化活動を主な活動としている。

　　日　　時　 ４月14日（木）８名、５月12日（木）雨天中止、６月９日（木）６名、10月13日（木）

７名、11月10日（木）３名、12月８日（木）７名　14時00分〜15時00分

　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ15名、本学学生延べ16名

　　場　　所　 阪急電鉄関大前駅～関西大学正門の周辺道路、千里山ユートピア遊園

　　主　　催　 関西大学周辺まちづくり勉強会

　　内　　容　 関大前通り、千里山ユートピア遊園の清掃

　　企画学生の声

　・関大前はタバコのゴミや雑草が多く、清掃のやりがいが大きいと感じました。また、地域の方や

関大生とも交流しながら行えたため、最後まで良い雰囲気で清掃できたと思います。

　・参加してくれた関大生と活動中もたくさん話せました。１人で清掃に集中するよりも話しながら

のほうが楽しく、時間が過ぎるのが早かったです。

　　参加者の声

　・コロナ禍でも自分がやれることに挑戦したかったから参加しました。地域の人と交流できてよ

かったです。（社会学部・２年次生）

　・街が綺麗になっていくのがうれしかったです。地域の人たちとも協力しあうことができて、充実

した時間でした。（法学部・1年次生）

②　関大クリーン大作戦in高槻
　普段利用している駅やキャンパス周辺を清掃し、景観を保護すること

で、学生や地域の方々が気持ちよく利用することを目的に、また、阪急

高槻市で活動することで高槻キャンパス、高槻ミューズキャンパスの学

生も気軽にボランティアに参加できる機会を設けることを目的として実

施した。

　4月実施時は、阪急高槻市駅周辺の本通り商店街と中通り商店街の二

手に分かれて、清掃活動を実施した。11月実施時は、参加者全員で清

掃活動を実施した。両日とも、最初にアイスブレイクを行い、交流をし

てから清掃活動に取り組んだため、雰囲気がよく楽しく活動することが

できた。

　　日　　時　 ①４月17日（日）９時00分〜10時30分

　　　　　　　 ②11月27日（日）９時00分〜10時30分

　　場　　所　 阪急高槻市駅周辺

　　参加者数　 ①15名（学生スタッフ５名、本学学生10名）

　　　　　　　 ②７名（学生スタッフ６名、本学学生１名）

　　内　　容　 阪急高槻市駅周辺の清掃

　　企画学生の声

　・想像していたよりも多くの人に参加してもらうことができて、アイスブレイクや清掃活動中は参

加者同士の交流があり、いい雰囲気で活動することができてよかったです。

　・活動中に通りがかった地域の方から「お疲れ様です。」というお言葉をいただくことができて、

嬉しかったです。

　　参加者の声

　・友達の輪を広げたいと思い参加しました。ゴミをたくさん拾うことができてやりがいがありまし

た。（社会安全学部・１年次生）

　・少人数のグループに分かれてのゴミ拾いだったので、1人で参加しても他の参加者と話しながら

活動しやすくて良かったです。（総合情報学部・３年次生）

③　淀川掃除
　淀川河川敷の清掃をすることで、大阪湾へゴミが流れ込むことを防ぎ、

淀川の水質や景観を保護することを目的に、また、清掃活動という気軽

に参加できる点を活かして、関大生にボランティア活動の魅力を広める

機会にすることを目的として実施した。2021年度には、淀川河川事務

所に相談を行ったうえで、これまで清掃を行っていた南方地区から行政

の対応が追い付いていないより河口の西淀川区福町地区へ場所の変更を

行った。

　４月実施時は雨天だったため、河川敷の手前を２グループに分かれて

清掃活動を行い、途中でグループを入れ替える等、参加者同士がより多

く関われるよう工夫を行った。

　10月実施時は晴天に恵まれ、5グループに分かれて河川敷を広く清掃

した。

　　日　　時　 ①４月24日（日）10時00分〜12時00分

　　　　　　　 ②10月23日（日）10時00分〜12時00分

　　場　　所　 大阪市西淀川区　阪神福駅近くの河川敷

　　参加者数　 ①26名（学生スタッフ8名、本学学生18名）

　　　　　　　 ②20名（学生スタッフ10名、本学学生10名）

　　内　　容　 淀川河川敷の清掃

　　企画学生の声

　・雨の中での実施となり、予定していた通りの淀川掃除は出来ませんでしたが、参加者の方から「楽

しかった」という言葉が聞けて嬉しかったです。

　・通りすがりの地域の方からどこの大学の団体なのかと尋ねられ、「ありがとうね、頑張って！」

とお声掛けいただいて嬉しかったです。

　　参加者の声

　・河川敷には多くのゴミが落ちていて、それらを拾っていくことが単純に楽しかったし、学生ス

タッフの方や参加者の方と色々話せてよかったです。（外国語学部・１年次生）

　・前に参加した清掃ボランティアで誘ってもらったので、参加しました。思っていたよりもプラス

チックのゴミが多くて驚きました。（政策創造学部・１年次生）

④　献血呼びかけボランティア

　献血の必要性を多くの学生に伝えることが、社会貢献につながるとい

うことを知ってもらうこと、また、気軽に参加できる学内ボランティア

を通じて、ボランティアの良さを身近に感じてもらい次のボランティア

活動参加のきっかけを創出することを目的として実施した。

　現在の日本では少子高齢化が進み、輸血を必要とする高齢者の割合が

増える一方で、それを支える若者の献血者数が減っているという危機的

状況にある。また、血液は長期の保存ができないため、安定的な供給が

必要であるが、献血について学生の関心が薄いのが現状である。

　献血を実施の広報だけでなく、当日は、献血車前で看板を持って献血

協力の呼びかけを行った。

　　日　　時　 ４月25日（月）14名、４月26日（火）９名、５月10日（火）６名、６月７日（火）８名

　　　　　　　 10月12日（水）10名、10月20日（木）３名、11月11日（金）６名、12月５日（月）４名

　　　　　　　 11時30分〜13時30分、12時00分〜13時00分

　　　　　　　 ※10月20日は関大防災DAYの事業の一環として実施した。
　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ40名、本学学生延べ20名

　　場　　所　 千里山キャンパス総合図書館前、悠久の庭前、

　　協　　力　 大阪府赤十字血液センター

　　内　　容　 献血への協力呼びかけ

　　企画学生の声

　・授業終わりで人通りが多い時間帯に呼び込み時間を設定したため、効果的に呼びかけが行えたと

思います。前を通った方が自分たちの呼びかけに反応してくださって嬉しかったです。また、毎

月行っているので声を出すことに慣れてきて、積極的に声かけをすることができました。

　・呼びかけを行ったことで、多くの学生に献血実施中であることに気付いてもらうことができまし

た。呼びかけに反応してくださる方もいて嬉しかったです。

　　参加者の声

　・輸血経験があるため、恩返しになればと思って参加しました。活動はアットホームな雰囲気で楽

しむことができました。（文学部・２年次生）

　・自分が想像していた以上に人が集まり、献血に協力していたので、声掛けの達成感を感じました。

（商学部・３年次生）

⑤　関大花植え活動（大学昇格100年記念）
　大学昇格100年記念事業の一環として、経済学部と商学部の学び舎で

ある第２学舎１号館前の広場を、山岡順太郎の胸像とともにリニューア

ルすることとなり、管財課の協力のもと、花壇の花植え活動を実施した。

大学昇格100年という節目に、緑のなかで新しい仲間と出会って交流し

ながら、学生たちの愛校心を育むこと。また、今後の広報を含めて、「ボ

ランティアセンター学生スタッフ」が大学内で広く認知されることを目

的として実施した。

　当日は、業者の方の指示に従いながら土を掘り、花を植えた。活動の

途中から雨が降りだしたため、レインコートを着用しての活動になった

が、参加者全員が熱心に取り組んだ結果、予定よりも広い範囲に花を植

えることができた。

　　日　　時　 ５月13日（金）９時00分〜12時10分

　　場　　所　 千里山キャンパス第2学舎1号館前広場

　　参加者数　 30名（学生スタッフ９名、本学学生21名）

　　内　　容　 花壇の花植え

　　企画学生の声

　・花を植える場所の土が硬くて、掘るのに思ったより時間がかかって大変でした。また、植えると

きに花の間隔や全体のバランスを考えるのが難しかったので、わからないことがあったら業者の

方に質問しながら作業をすすめました。

　・業者の方から「これからも手伝いにきてほしい」と言って褒めていただけて、嬉しかったです。

　　参加者の声

　・花植えに興味が湧いたので参加しました。想像していたよりも体力を使い、花壇がきれいになっ

ていくのが分かってやりがいがありました。（システム理工学部・４年次生）

　・ボランティア活動を体験してみたかったので参加しました。自分の活動が花というかたちで残っ

て嬉しいです。（文学部・１年次生）

⑥　高槻景観美化ボランティア
　自然と共生する「花と緑のまちづくり」に寄与することを目的として

いる高槻市のNPO法人「花と緑のまちづくり 高槻景観園芸クラブ」と

の連携事業として活動に参加し、学生に環境美化、地域交流の必要性を

学んでもらうことを目的として実施した。

　高槻景観園芸クラブの方々から活動の説明を受けた後、初対面の学生

の緊張をほぐすためにアイスブレイクを行った。高槻景観園芸クラブの

方々の指示に従い、苗床を整備して花を植えていく中で、良い苗の見分

け方や植物の種類なども教えていただいた。

　11月実施時は花を植えた後、花壇周りや他の花壇に積もった大量の

落ち葉を拾い集め、花壇全体の景観を美しく整えた。

　幅広い世代の憩いの場所である公園を美化し、まちづくりに関心を持

てるような事業は貴重なものであり、団体の方々とコミュニケーション

を取りながら、楽しく花植え活動を行うことができた。

　　日　　時　 ①５月14日（土）８時50分〜11時00分

　　　　　　　 ②11月20日（日）９時00分〜11時00分

　　場　　所　 大阪府高槻市　高槻城公園

　　　　　　　 連携先 NPO法人 花と緑のまちづくり 高槻景観園芸クラブ

　　参加者数　 ①７名（学生スタッフ５名、本学学生２名）

　　　　　　　 ②６名（学生スタッフ４名、本学学生２名）

　　内　　容　 高槻城公園内の花壇の手入れ、地域の方との交流

　　企画学生の声

　・団体の方といろんなお話をしながら花植え活動を行い、花植えをしたことがない学生でも不安な

く楽しめた事業でした。参加学生にボランティアの魅力を伝えるとともに、自身も改めてボラン

ティアの魅力を感じることができました。

　・花にも一つ一つ個性があり、それぞれに花の魅せ方があるのだと初めて知り、ただ活動するので

はなく、何かを意識して取り組むことの大切さを学びました。

　　参加者の声

　・花壇の手入れをしたことがなく、一度してみたいと思ったので参加しました。花壇が綺麗になっ

た際に感じた達成感や団体の方々との交流を通じて、ボランティアの魅力や楽しさを感じること

ができました。（法学部・４年次生）

⑦　関大クリーン大作戦in梅田
　梅田キャンパスの周辺を清掃することで環境や景観を保護し、通行す

る人々が気持ちよく過ごすことができるようにすること、気軽に参加で

きるボランティア活動として清掃活動に参加することでボランティアの

やりがいや楽しさを感じてもらうことを目的として実施した。

　当日は、梅田キャンパスの教室にてアイスブレイクを行ったあと、２

グループに分かれて茶屋町エリアの清掃を約１時間行った。清掃活動中

には、通りがかった人や清掃ルートの並びにある店舗の方からお礼の言

葉をもらうことができ、参加者の達成感や満足感につながった。日曜の

朝ではあったが人通りや車が多く、学生スタッフが時折声をかけて注意

を促しながら活動した。

　　日　　時　 ①５月15日（日）９時00分〜11時00分

　　　　　　　 ②11月13日（日）９時00分〜11時00分

　　場　　所　 梅田キャンパス周辺

　　参加者数　 ①19名（学生スタッフ５名、本学学生14名）

　　　　　　　 ②13名（学生スタッフ３名、本学学生10名）

　　内　　容　 梅田キャンパス周辺の清掃

　　企画学生の声

　・アイスブレイクで学部や趣味などの自己紹介を行ったので、活動中の話題ができてすごく話しや

すかったです。友達同士が一緒になるようにグループ分けしたのがよかったのか、参加した学生

同士楽しそうに活動していました。

　・清掃の距離を延ばすなどの工夫をしましたが、ルートによってゴミの量が違っていたので、ルー

トの見直しが必要だと感じました。雨の中での活動でしたが、みんなで楽しく清掃活動ができた

ので嬉しかったです。

　　参加者の声

　・活動場所が梅田なので参加しやすいと思い参加しました。普段なかなかゴミ拾いを行う機会がな

かったので経験できて良かったです。（商学部・１年次生）

　・一度ボランティアに参加してみたいと思ったので参加しました。自分たちで街を少しでも綺麗に

する活動ができ、良い経験になりました。（社会安全学部・１年次生）

⑧　関大クリーン大作戦～千里山キャンパス周辺の清掃～
　普段自分たちが利用している千里山キャンパス周辺を清掃することで

環境や景観を保護し、関大生や地域の方々がより気持ちよく過ごすこと

ができる。また、授業の空きコマに気軽に参加できることでボランティ

ア活動を身近に感じてもらうことを目的として実施した。

　活動前にアイスブレイクを行い、学部や学年に関係なく学生同士が交

流することで、その後の活動も和やかな雰囲気で進めることができた。

清掃は関大前ルートと名神高速道路沿いルートの2コースに分かれて

行った。ゴミは「燃えるゴミ」「ビン・カン」「ペットボトル」の3つに

分類して集めたが、タバコの吸い殻が最も多く、ゴミを拾うだけでなく、

今後はゴミを捨てる人が少なくなるように啓発を目的とした活動も検討

している。

　　日　　時　 ①５月21日（土）10時40分〜12時10分

　　　　　　　 ②10月15日（土）10時40分〜12時10分

　　場　　所　 千里山キャンパス周辺

　　参加者数　 ①10名（学生スタッフ３名、本学学生７名）

　　　　　　　 ②16名（学生スタッフ７名、本学学生９名）

　　内　　容　 千里山キャンパス周辺の清掃

　　企画学生の声

　・ゴミの量が少なく、やりがいを感じにくいのではないかと心配でしたが、清掃中はずっと楽しく

会話しながら活動を行うことができました。

　・参加者の１回生が１人で、他の上級生と仲良くなれるかどうか不安がありましたが、始まってみ

ればみんな会話が絶えず、終始楽しく活動することができました。

　　参加者の声

　・自分が通っている大学に恩返しをしたいと思って参加しました。意外と大学の周りが綺麗だった

ことに驚きました。（社会学部・３年次生）

　・アルバイトをやっていないため、他に何か出来ることはないか、頑張れることはないか、と探し

ていたらこのボランティアを見つけて参加しました。意外と細かいゴミが多く、拾うのが大変で

したが、充実した時間を過ごせました。（法学部・１年次生）

⑨　関西大学×法政大学 スポーツゴミ拾い
　法政大学と連携しZoomを用いて合同でゴミ拾いを実施した。「スポー

ツゴミ拾い」とは、制限時間内に指定されたエリアのゴミを拾い、拾っ

たゴミの量と種類で得点を競い合うというスポーツ要素を加えた、日本

発祥の新感覚清掃活動である。ゴミ拾いにスポーツ要素をかけ合わせる

ことで、ゴミ拾いをスポーツ感覚で楽しみ、ボランティアへの興味を引

き出し、法政大学の学生と交流を深め、参加者同士で協力してゴミ拾い

を行うことで連帯感や達成感を得ることを目的として実施した。

　当日は、Zoomを繋ぎながらキャンパス周辺の清掃を行い、清掃の様

子だけでなく、キャンパスの様子なども映すことで大学の所属を超えて、

学生ボランティア同士の交流も行うことができた。

　　日　　時　 ①５月29日（日）14時00分〜16時20分

　　　　　　　 ②３月13日（月）13時50分〜16時20分

　　場　　所 ①関西大学千里山キャンパス周辺および凜風館１階学生ラ

ウンジ

　　　　　　　 　法政大学市ヶ谷キャンパス周辺および外濠校舎３階S305

　　　　　　　 ②関西大学千里山キャンパス周辺および尚文館１階マル

チメディアAV大教室

　　　　　　　 　法政大学市ヶ谷キャンパス周辺および外濠校舎３階S305

　　共　　催 法政大学ボランティアセンター、法政大学ボランティアセ

ンター学生スタッフ VSP

　　参加者数 ①32名（学生スタッフ10名、本学学生７名、法政大学15名）

　　　　　　　 ②25名（学生スタッフ７名、本学学生６名、法政大学12名）

　　内　　容 それぞれのキャンパス周辺のゴミ拾い、クイズ大会、法政大学との交流

　　企画学生の声

　・拾ったゴミを得点化して競うのはゲーム感覚があり、参加者

に楽しんでもらえたように思います。参加者の方がゴミを袋に

入れるときに何を拾ったかを伝えてくれたので、記録がスムー

ズに進みました。

　・単なるゴミ拾いではなく、ゴミを点数化してチーム対抗で競う

ことで、楽しみながらも一生懸命に取り組むことができ、参加

者にボランティアを楽しむ感覚を味わってもらえて、非常に良

かったです。

　　参加者の声

　・スポーツゴミ拾いはゲーム性があり、法政大学の学生と交流し

ながら楽しく活動することができました。（文学部・２年次生）

　・学生スタッフの方もほかの参加者の方も丁寧に接してくれて嬉

しかったです。おかげで楽しく街を綺麗にすることができまし

た。（法学部・２年次生）

⑩　1000000人のキャンドルナイト 茶屋町スロウデイ2022
　梅田・茶屋町エリアの企業、地域団体、学校および行政などが集まっ

て“歩いて楽しいまちづくり”を推進し、茶屋町の魅力を発信する本イ

ベントに2017年度から参加している。魅力発信に取り組み地域の活性

化を行い、キャンドルの灯りを見てくれる人に気持ち安らぐ時間や癒し

を提供することを目的として実施した。

　2022年度は「Convivial 〜ともに愉しむ日～」をテーマに、３年ぶ

りの現地開催となった。「キャンドルの灯りが人々の心に安らぎと未来

への希望をもたらすように」という願いを込めて、学生スタッフは

CHASKA茶屋町（ジュンク堂書店）前にキャンドルアートを設置した。

　事前に学生スタッフが考えたデザインを基にキャンドル装飾を行い、

設置・点火・火の見守り・会場の片付け等の活動を行った。

　キャンドルに火が灯り、日が落ちて街が暗くなるにつれて、大勢の方がキャンドルアート前で足

を止めて写真撮影を行い、キャンドルの光に照らされた笑顔に溢れたイベントとなった。

　　日　　時　 ①事前説明会：５月25日（水）12時20分〜12時50分

　　　　　　　 ②活　　　動：６月１日（水）13時00分〜22時00分

　　場　　所　 ①千里山キャンパス凜風館1階ピアエリア／オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②大阪市北区　CHASKA茶屋町

　　参加者数　 24名（学生スタッフ11名、本学学生13名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明会

　　　　　　　 ②キャンドル装飾の制作・設置・点灯・見守り

　　企画学生の声

　・CHASKA 茶屋町全体がキャンドルの温もりに包まれた空間を体感できて良かったし、自分がそ

の空間を作る側として携わることができて嬉しかったです。たくさんの方達が見に来てくれたり

写真を撮ったりしてくれて、地域の活性化に貢献できたと思えました。

　・日が沈んだ後、キャンドルが光っている景色を見た時に、とても感動しました。たくさん写真

を撮っている方や、キャンドルの灯をずっと眺めている方もいらっしゃって嬉しかったです。

　　参加者の声

　・点灯時間までにキャンドルの設置が間に合うか不安でしたが、参加者の方々と協力して取り組み、

デザイン通りのものを完成させることができました。点灯した綺麗なキャンドルを見ると、達成

感や安らぎを感じることができ、ボランティアに参加して良かったと感じました。（社会学部・

１年次生）

　・一緒に活動した関大生と仲良くなることができ、入学してなかなか友達ができなかった自分に

とってすごく嬉しく、楽しいボランティア活動でした。（社会学部・２年次生）

⑪　大和川掃除
　堺キャンパス周辺を流れる大和川河川敷を清掃することで景観を清潔

に保つことができ、地域の方が河川敷をより気持ちよく利用できると同

時に、堺キャンパス周辺の地域貢献活動を目的として実施した。

　本活動は、堺キャンパスに通う学生にとって参加しやすい活動場所で

あることから、堺エリアで活動を展開しているボランティア団体

「WEVO」とも連携して実施している。

　当日は雲が多かったが気温は高かったため、こまめに休憩をとり、熱

中症に気を付けながら清掃活動をした。河川敷には大和川上流から家庭

ゴミやペットボトル等が流れてくるため、参加者全員で力を合わせて清

掃することで河川敷を綺麗にすることができた。

　　日　　時　 ６月５日（日）９時30分〜11時30分

　　場　　所　 大阪府堺市　大和川左岸河川敷

　　参加者数　 72名（学生スタッフ14名、本学学生17名、WEVO所属学生41名）

　　内　　容　 大和川河川敷の清掃

　　協　　力　 WEVO

　　企画者の声

・普段交流する機会が少ないWEVOの方達と交流することが出来て、貴重な機会でした。一見何も

無いように見えても、掘ってみると靴が1足出てくるなど、砂に埋まっているゴミが沢山見られ

ました。

　・同じグループの方たちと楽しく話しながら協力して清掃することができて良かったです。堺キャ

ンパスの方と一緒に活動することは初めてだったので、とても新鮮でした。キャンパス間の交流

にもなり、有意義な活動となりました。

　　参加者の声

・社会経験を積むために参加しました。初対面の人とも話すことができたので良かったです。（法

学部・３年次生）

　・ボランティアの経験を積む良い機会になると考えたので、参加しました。活動自体は思っていた

よりも短く感じ、少人数でのグループだったので活動しやすかったです。（法学部・３年次生）

⑫　吹田くわいボランティア 
　若者の農業への関心が低下し、千里山キャンパスがある吹田市の特産

品である吹田くわいの認知度が低いという現状がある。そこで、吹田く

わいの植え付けから収穫まで一年を通した活動を通して、吹田くわいに

ついて深く理解してもらうとともにボランティアの魅力に気付いてもら

うことを目的として実施した。

　どちらの活動も、農園の方から吹田くわいの説明をしていただき、植

え付けや収穫のコツについてお話しいただいた後、作業を行った。植付

けでは、日常生活では着る機会のない胴長を着用しての作業に苦戦しな

がらも、参加者同士で声を掛け合い農業の大変さを感じながら活動した。

収穫では、備中鍬でくわいを傷つけないように慎重に泥をかき分けなが

ら、全部で約700グラムのくわいを収穫した。

　　日　　時　 ①植え付け：６月16日（木）14時45分〜17時00分

　　　　　　　 ②収　　穫：12月５日（月）14時45分〜17時00分

　　場　　所　 大阪府吹田市　西農園

　　協　　力　 吹田市都市魅力部 地域経済振興室

　　参加者数　 ①13名（学生スタッフ５名、本学学生８名）

　　　　　　　 ②６名（学生スタッフ６名）

　　内　　容 吹田くわいの植え付けと収穫作業の手伝い

　　企画者の声

　・大学のある吹田市の特産品に触れることができ、地域のことを少しでも知るきっかけとなりまし

た。

　・くわいを収穫する作業は考えていたよりも大変でしたが、そのぶん達成感があり、泥の中からく

わいを見つけた時は嬉しい気持ちになりました。頂いたくわいを家に帰って素揚げにして食べて

みると、自分達で収穫したこともあってとても美味しかったです。

　　参加者の声

　・普段の生活で農業に関わることがないので、やってみたいなと思って参加しました。農業体験だ

けでなく、くわいの事を知ることもできてよかったです。（文学部・４年次生）

　・「すいたん」のモチーフであるくわいに興味があったので参加しました。また、学生スタッフの

方が話しやすくてよかったです。農家の方のお話も面白かったです。（法学部・２年次生）

⑬　飛鳥光の回廊2022 ～明日香をともす「和」のひかり～
　明日香村で毎年行われている、石舞台古墳をはじめ岡寺や飛鳥寺など、

明日香村内の代表的な史跡・寺社・施設をろうそくやLEDライトの明か

りで彩る地域活性化イベントで、奈良県明日香村との連携事業として実

施した。

　「キャンドルの輪と和でつながる光」を関西大学のテーマとし、キャ

ンドルのデザインや配置を考え、他の活動では得られない大変さと、よ

り大きなやりがいや達成感を感じることができた。

　残念ながら1日目は雨天のため中止となったが、石舞台古墳や奈良県

立万葉文化館などを見学し、明日香村の歴史や文化的価値について学ん

だ。2日目は、用意した約3000個の色付き紙コップを「ボランティア

センター 2022」という文字やピラミッド、円の形に並べた。夕方から

は多くの方が来場し、写真撮影をしたりと笑顔溢れる楽しい空間となった。

　　日　　時　 ①事前説明会：９月１日（木）12時00分〜13時00分

　　　　　　　 ②活　　　動：９月23日（金）10時00分〜17時00分

　　　　　　　 　　　　　　　９月24日（土）11時00分〜22時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②奈良県高市郡明日香村　川原寺跡

　　連 携 先　 奈良県明日香村

　　参加者数　 40名（学生スタッフ延べ21名、本学学生延べ19名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明

　　　　　　　 ②キャンドルデザイン案の作成、キャンドルを入れる紙コップの制作、

　　　　　　　 　キャンドルの設置・点灯・撤去、明日香村の散策、地域の方との交流

　　企画学生の声

　・イベントが始まると多くの方が見に来てくださり、「きれい」「すごい」などのお声をきくことが

でき、このイベントに関西大学ボランティアセンター学生スタッフとして参加してよかったと思

いました。

　・気温が高い中、多くのキャンドルを並べていくのは大変だったが、みんなで協力し合いながら長

時間かけて作り上げたので、その分、夜になりキャンドルの灯りがきらきらしているのを見ると

とても達成感を感じることができました。

　　参加者の声

　・楽しそうだと思ったので参加しました。思っていたよりずっと大変だったけど、終わったあとの

達成感が気持ちよかったです。（社会安全学部・1年次生）

　・みんなでキャンドルを並べるのがとても楽しかったです。参加して良かったと思いました。（経

済学部・1年次生）

⑭　下校見守り活動
　吹田警察生活安全課防犯係と連携して、千里山キャンパス近くの小学

校に通う子どもが安全に下校できるような環境を守ることを目的とし

て、千里山キャンパス周辺の小学校の下校時間にあわせて正門前で見守

り、声かけを実施した。

　当日は、子どもたちが「さようなら」「気を付けて帰ってね」と声を

かけると元気よく挨拶を返してくれたり、関西大学という名前を見て

「知ってる！」と声をかけてくれたりと、参加した学生ボランティアと

の交流を楽しむ様子が伺えた。

　　日　　時　 10月11日（火）７名、13日（木）４名、14日（金）４名　14時00分〜15時00分

　　　　　　　 10月12日（水）３名　12時45分〜14時15分

　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ10名、本学学生延べ８名

　　場　　所　 吹田市立千里第二小学校

　　協　　力　 吹田警察署生活安全課防犯係

　　内　　容　 小学校正門前での声掛け、見守り

　　企画学生の声

　・見守り活動中はできるだけ腰を屈めて、子どもたちと目線の高さを合わせて挨拶することを心が

けるようにしました。地域に根ざしたボランティア活動を企画できてよかったです。

・元気に挨拶をしてくれた子どもも多く、見守り活動をしている私たちの方が元気をもらいました。

　　参加者の声

　・実際に吹田警察署の方と連携して、見守り活動をするという貴重な経験ができて良かったです。

小学生から挨拶を返してもらえたりして本当にやってよかったと思いました。とてもいい経験に

なりました。（法学部・３年次生）

　・はじめてのボランティア活動で緊張していましたが、学生スタッフの方も職員の方も優しくて安

心しました。見守り活動もやりがいを感じることができたので、参加してよかったです。（商学部・

３年次生）

⑮　琵琶湖ツーリズム！～大学生で考える環境ボランティアの未来2022（実践編）〜
　関西大学ボランティアセンターは2017年度から琵琶湖の保全活動に

取り組んでいる。2017年度は特定外来生物オオバナミズキンバイ駆除

活動、2018年度は清掃活動を実施し、2019年度及び2020年度は新型

コロナウイルス感染症拡大の影響により実施を見合わせた。

　本学主催３大学（法政大学・明治大学・関西大学）連携事業として、

法政大学の学生ボランティアとともに、琵琶湖岸の環境保全活動として

滋賀県長浜市の南浜漁港にて、船の出港を妨げている特定外来生物ナガ

エツルノゲイトウの駆除活動を行った。

　当日は、学生ボランティア全員が胴長とライフジャケットを身につけ、

岸と舟上よりナガエツルノゲイトウの駆除活動を行った。ナガエツルノ

ゲイトウは、琵琶湖や内湖、河川などの水際に生育している水陸両生の多年生の植物で、茎の断片

からも再生するほど繁殖力が強いため、機械ではなく手作業で根や茎をできるだけ残さないように

根本から丁寧に引き抜き、陸に上げる作業を熱心に行った。

　その結果、夕方には、湖面が見えないほど群生していたナガエツルノゲイトウのほとんどを駆除

することができ、参加者全員がやりがいや充実感を得ることができ、大学生として環境ボランティ

アの未来を考えるうえでの契機となった。また、今回の活動を通して、大学の所属を超えて学生ボ

ランティア同士が交流を行うことができ、有意義な1日となった。

　　日　　時　 ①事前説明会：10月11日（火）12時15分〜12時50分

　　　　　　　 ②駆 除 活 動：10月16日（日）７時30分〜18時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②滋賀県長浜市　南浜漁港

　　活動協力　 滋賀県立琵琶湖博物館　特別研究員 /

　　　　　　　 滋賀県琵琶湖環境部 自然環境保全課 副主幹　中井 克樹 氏

　　　　　　　 南浜漁業協同組合

　　参加者数　 ①36名（学生スタッフ30名、本学学生６名）

　　　　　　　 ②42名（学生スタッフ24名、本学学生５名、法政大学９名、教職員４名）

　　内　　容　 特定外来生物ナガエツルノゲイトウの駆除活動

　　企画学生の声

　・ナガエツルノゲイトウは、とるのが難しく、無理に引っ張っても途中で切れてしまうと意味が

なく、ナガエツルノゲイトウの駆除の大変さに驚きました。活動後のきれいな湖面を見たからこ

そ、自然をこれからも大切にしていかなければいけないと感じました。

　・関西大学及び法政大学の学生、職員の方たちと活動中に交流できたので、楽しかったです。自分

たちの活動の成果を現地の方が喜んでくれていたことで、より達成感を感じることができました。

　　参加者の声

　・ナガエツルノゲイトウの駆除活動は、協力することが必須な作業だったので、参加者同士でコ

ミュニケーションをとり新しい輪を広げられてよかったです。（関西大学・３年次生）

　・外来種の駆除という貴重な体験をしてみたいと思い、参加しました。目に見える形で成果が現れ

るので、達成感を感じることができ参加してよかったと感じました。（関西大学・１年次生）

　・晴天の中、関西大学の皆さんと協力して非常に楽しく活動することができました。また、漁協の

方も優しく特定外来生物の駆除方法を教えてくださり、初心者でもすぐに取り組める内容でした。

昼食時は関西大学のみなさんとコミュニケーションを取りながら時間を過ごすことができ、２大

学合同ボランティア活動ならではの有意義な経験となりました。（法政大学・３年次生）

　・関西大学の方々と連携して、特定外来生物を駆除することができて良かったです。また、今回の

駆除活動を通じて、どれだけ湖が汚れているのかを目の当たりにし、今後、自分がどのように環

境活動に関わっていけばいいのかを考える良い機会になりました。（法政大学・２年次生）

⑯　2022年度学園祭「環境問題ってなんだろな？〜クイズで！ゲームで！楽しく学ぼう！〜」
　学生スタッフは、淀川河川敷の清掃活動や琵琶湖の特定外来生物の

駆除活動などといった環境保全活動を普段から多数実施している。そ

ういった経験を活かし、遊びを通して子ども達に環境問題について考

えるきかっけをもってもらえるような企画とした。また、統一学園祭

に来訪される保護者の方や地域の方及び本学学生に、ボランティア活

動の魅力と学生スタッフの活動を知ってもらうことを目的として実施

した。

　本学統一学園祭には、親子連れや子どもが多く来場するため、子ど

もを対象としてSDGs（特に環境問題）について学んでもらうため、環

境問題というテーマで3つのブースを設けた。当日は多くの子ども達が

訪れ、ゲームを通して環境問題について学びを得る機会となった。

　　日　　時　 11月３日（木）12時00分〜15時30分

　　　　　　　 11月４日（金）10時00分〜16時00分

　　　　　　　 11月６日（日）10時00分〜13時00分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館１階学生ラウンジ

　　参加者数　 102名（学生スタッフ延べ94名、本学学生延べ８名）

企画内容：

・紙芝居

　海洋プラスチック問題を中心とした環境問題について紙芝居で説

明したあと、身近な例を使ったクイズで環境問題について楽しく学

んでもらった。

・ミニゲーム

　牛乳パックや段ボールなどを再利用して作ったおもちゃで魚釣り

ゲームをしてもらった。捨てるはずだったもので遊んでもらうこと

で、リサイクルの大切さやゴミを減らす工夫などについて楽しみな

がら学んでもらった。

・塗り絵

　色鉛筆やクレヨンを使ってSDGsや地球をモチーフにした塗り絵

をしてもらいながら、SDGsについて興味を持ってもらった。

　　企画学生の声

　・初めて学園祭に参加しましたが、とても楽しかったです。子ども達が楽しみながらも環境問題に

ついて学びを深めてくれている姿が、とてもいきいきとしていたのが嬉しかったです。

　・ミニゲームも塗り絵も紙芝居も全て子ども達は楽しそうに体験してくれていました。笑顔で帰っ

ていく子ども達を見ると、とても嬉しく感じました。

　　参加者の声

　・一度もボランティアに参加したことがなかったので、参加してみたいと思って参加しました。来

場してくれた子ども達が可愛かったです。（経済学部・３年次生）

　・子どもとコミュニケーションを取れる良い機会だと思ったので参加しました。学生スタッフの方

も親切で楽しく活動できました。（社会学部・１年次生）

⑰　千里キャンドルロード2022
　吹田市と豊中市にまたがる千里ニュータウンの人口にちなんだ９万個

のキャンドルに灯をともすイベント「千里キャンドルロード」に本セン

ターは2014年度から参加し、今回で８回目となる。10周年を迎えた今

年は、『「出会い」これまでも…これからも…』をテーマに、３年ぶりに

来場予約なしでの開催となった。

　学生スタッフはキャンドルのデザインから考え、2022年度は、約

2000個の紙コップを色づけした大きな赤いハート２つを中心に、伸び

る 蔦 葉 や 青 い 紙 コ ッ プ で 縁 取 り し た「Kandai Volunteer Center 

2022」の白い文字など、工夫を凝らしたデザインを作成した。

　当日は、多くの方が訪れ、暗くなってキャンドルに火が灯されると、

あたり一帯が幻想的な光景になる様子を訪れた方たちが足を止め写真撮影をするなど、笑顔溢れる

光景となった。

　　日　　時　 11月５日（土）11時30分〜21時00分

　　場　　所　 吹田市立千里南公園

　　主　　催　 千里キャンドルロードプロジェクト

　　参加者数　 40名（学生スタッフ33名、本学学生７名）

　　内　　容　 キャンドルデザイン案の作成、キャンドルを入れる紙コップの色付け、

　　　　　　　 キャンドルの設置・点火・見回り・片付け

　　企画学生の声

　・「ここ（関大の作品）すごい！」「ここがメインやね。」などと、来場した方からの嬉しい言葉を

たくさん耳にしました。準備は大変でしたが成功して良かったと思えた瞬間でした。

　・スペースの問題もあり、当日にデザインの変更をしましたが、とても上手に完成させることがで

きて達成感がありました。学生スタッフの参加人数がとても多く、学生スタッフの交流の場となっ

ていたのも良かったです。

　　参加者の声

　・楽しそうだと思ったので参加しました。みんなで一つのものを作れていい経験になりました。（経

済学部・３年次生）

　・学園祭期間で授業がなく時間が空いていたこともあり、参加を決めました。想像していた以上に

キャンドルに灯をともした光景が綺麗で、また、地域の人達にも満足していただけたようでやり

がいを感じました。（法学部・２年次生）

⑱　大阪マラソン2023給水ボランティア
　今回で11回目の開催を迎える大阪マラソンは、チャリティ文化の普

及を目指す日本最大規模の都市型市民マラソンである。本学は第1回大

会からオフィシャルスポンサーとして参画している。

　活動を通して本学学生が大阪を盛り上げるとともに、ボランティアの

楽しさややりがいを感じてもらう機会とすることを目的として実施し

た。

　当日は、本学学生が給水ボランティアとして携わり「みんなでかける

虹。」というスローガンのもと、29,285人のランナーをサポートした。

給水や応援を通してランナーの方と関わり、参加した学生にもよりボラ

ンティア楽しさやスポーツの魅力を感じてもらうことができる活動と

なった。

　　日　　時　 ①事前説明会：２月15日（水）13時00分〜14時30分

　　　　　　　 ②活　　　動：２月26日（日）７時30分〜12時00分

　　場　　所　 ①千里山キャンパス第２学舎４号館BIGホール100

　　　　　　　 ②大阪マラソン第１給水所（５ km地点／中之島・本町ブロック）

　　参加者数　 191名（学生スタッフ22名、本学学生58名、体育会所属学生108名、職員３名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明、ボランティアセンターの紹介

　　　　　　　 ②給水所でのランナーへの給水提供

　　参加者の声

　・中学校の頃からマラソンに興味があり、実際に見てみたかったので参加しました。ランナーの皆

さんが一生懸命走りつつも、僕らボランティアに「ありがとう」と声を掛けてくれたことがすご

く嬉しかったです。（環境都市工学部・２年次生）

　・2021年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響で中止になってしまったので、今回は絶対に

参加しようと決めていました。関西大学の多くの学生が大阪マラソンという大きなイベントに携

われて、盛り上げることができて良かったです。（システム理工学部・2年次生）

⑲　飛鳥ハーフマラソン2023給水ボランティア
　関西大学と縁の深い奈良県明日香村で開催される飛鳥ハーフマラソン

に2021年度に引き続き2022年度も学生ボランティアをいう形で参加

した。本学学生が学生ボランティアとして参加することで地域貢献活動

に寄与するとともに、ボランティア経験の浅い学生に対してボランティ

アのやりがいや魅力を広めることを目的として実施した。

　明日香村は「飛鳥・藤原の宮都とその関連資産群」として世界遺産登

録をめざしており、その構成資産の半分以上を巡ることができるように

コースが設定されている。また、持続可能な社会づくりのためにソフト

フラスク（折りたためる携行給水ボトル）の配布や、参加費等の一部で

菜の花のタネを購入して景観保全に役立てるなど、様々な取り組みが行

われている。

　当日は、スタートからおよそ11km地点の棚田に設けられた第２給食所で甘酒の提供を行った。

　　日　　時　 ①事前説明会：３月１日（水）10時00分〜11時30分 

　　　　　　　 ②活　　　動：３月12日（日）８時00分〜13時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②奈良県高市郡明日香村

　　参加者数　 18名（学生スタッフ11名、本学学生７名）

　　内　　容　 ランナーへの給水

　　企画学生の声

　・給水を行っていると、ランナーの方に「ありがとう」と声をかけていただくことがあり、ボラ

ンティアをしている側の自分たちが元気をもらい、ボランティアに参加してくれた学生に活動を

通してやりがいを感じてもらうことができました。

　・ボランティアに参加していただいた関大生との交流を楽しむことができ、ランナーの方の笑顔を

見ることができてとても充実した時間を過ごすことができました。

　　参加者の声

　・スポーツが好きなので、スポーツに関われるボランティアをやってみたいと思い参加しました。

ランナーの方に「ありがとう」と声をかけていただくこともあり、喜んでいただけていると感じ

られて嬉しかったです。（文学部・１年次生）

　・もともと給水ボランティアをしてみたいと思っていたので参加しました。ランナーの方と言葉を

交わしたり、アイコンタクトを取ることができたりしたことが嬉しかったです。（法学部・２年

次生）

⑳　子ども遊びボランティアinまちなかリビング北千里
　2022年度初めて企画を募集し、ベストアイデア賞を獲得した「学童

保育ボランティア」として、まちなかリビング北千里にて、ソフトバス

ケット大会（3on3）のお手伝いやボードゲーム・カードゲームを使用

した遊び等、子どもとのふれあいを通して、子どもとのかかわり方や距

離の縮め方を学び、コミュニケーション能力を向上させることを目的と

して実施した。

　当日はソフトバスケット大会の運営補助だけでなく、子ども達と一緒

にチームを組んで参加したり、小学生vs大学生の試合を行い、ソフトバ

スケット大会を盛り上げた。また、同施設で管理しているボードゲーム

やカードゲーム等の様々な遊び道具を使用して、ソフトバスケットの参

加待ちの子ども達やスポーツが苦手な子ども達と遊ぶ活動も行った。

　　日　　時　 ３月23日（木）16時00分〜18時00分

　　場　　所　 まちなかリビング北千里

　　参加者数　 13名（学生スタッフ５名、本学学生８名）

　　内　　容　 ソフトバスケット大会の運営補助・参加、子ども達との交流

　　企画学生の声

　・下見を行った時より子ども達の人数が多かったのにも関わらず、学生ボランティアの方々全員が

子ども達と交流をしていただくことができました。活動の最後まで、子ども達と交流するという

ことができ、手持ち無沙汰にならなかったことが非常に良かったと思います。また、児童センター

の職員さんには行くたびに「来てくれてありがとう。」というお言葉をいただくことができて、

嬉しいです。

　　参加者の声

　・子どもと遊ぶことがボランティアになるのならやってみたいと思ったので参加しました。子ども

と触れ合う中で、子どもにしかない発想を多く学び、とても楽しく活動することができ、ボラン

ティアに参加して良かったと思いました。（経済学部・1年次生）

　・子どもと遊びたいと思ったので参加しました。ボランティアに参加した自分が子どもから元気を

もらい、ボランティアにはこんな魅力もあるんだと実感しました。（大学院・2年次生）

（３）雨天中止事業

①　第4回大和川大掃除～未来につなげよう300人の小さな一歩～
　堺キャンパスの近くを流れる大和川河川敷において、各キャンパスの

学生、体育会所属学生、ボランティア団体所属学生、大学職員、ミズノ

株式会社社員など総勢300名が海につながる河川の環境美化に取り組む

ことで、SDGsや海洋プラスチック問題などを改めて意識してもらうこ

とを目的として企画したもの。

　学生スタッフは設立以来、本学学生にボランティア活動を通じてボラ

ンティアの魅力を知ってもらうために、様々なボランティア活動を同じ

学生目線で企画・運営してきた。特に河川敷の清掃活動については、

2011年度から2016年度まで500名規模で淀川河川敷の大掃除を行い、

ゴミの減少に貢献した。2017年度からは大和川河川敷に活動場所を移

し、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により規模を縮小することもあったが、継続的に清掃活

動を行っている。

　2022年度は多くの関大生にボランティア活動の魅力を知ってもらうべく、体育会11団体にご協

力いただき、コロナ禍前と同規模の300名で実施することを企画した。また、ボランティア活動を

通じて双方の充実と発展に寄与するため、本学と連携協定を結んでいるミズノ株式会社にもご参加

いただくことになっていたが、残念ながら当日雨天のため中止となった。

　　日　　時　 ２月19日（日）10時00分〜12時00分

　　場　　所　 大和川公園河川敷周辺

　　協　　力　 大和川河川事務所

　　　　　　　 ミズノ株式会社

　　内　　容　 大和川河川敷での清掃
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Ⅱ  ２  学生スタッフ事業報告

　学生の中には「ボランティアに関心があるけど一歩踏み出せない」という学生もおり、学生スタッ

フはそのような学生を後押しできるような学内のボランティア活動の企画のほか、様々な社会問題へ

の啓発活動を行っている。

（１）学生スタッフ企画

　学生スタッフ企画とは、ボランティア活動の魅力を広めるため、まずは学生スタッフ自身がボラ

ンティアの魅力を再認識するために企画・参加しているプログラムである。

①　ボランティア懇談会
　ボランティアに関心のある関西大学の学生にボランティア活動の魅力

を発信する１つの手段として、ボランティアコーディネートを実施して

いる。より多くの学生に参加してもらうことを目的として普段はお昼休

みに実施しているボランティアコーディネートを、今回はお昼休みから

３限終わりまで開室時間を延長して実施した。

　　日　　時　 ５月 13 日（金） 12時20分〜15時00分

　　場　　所　 誠之館２号館１階ボランティアステーション

　　内　　容　 ボランティアコーディネート

②　富士山自然保護ボランティアツアー（法政大学主催3大学連携事業）
　3大学（法政大学・明治大学・関西大学）連携事業の一環として、法政大学主催の世界遺産であ

る富士山の麓で森林整備事業に参加した。

　団体の方からオーバーユーズ（使いすぎ）やアンダーユーズ（活用不足）の重要性、環境問題に

ついてなどのお話を伺った後、6〜7名ずつのグループに分かれて森林保全活動に取り組んだ。草

木の伐採や薪割り、枯れ木処理など、慣れない作業を行うのは大変であったが、休憩時間には木登

りをしたりブランコに乗ったりして、日常では味わえない大自然とのふれあいを楽しんだ。

　　日　　時　 ５月22日（日）９時45分〜17時00分

　　場　　所　 静岡県富士宮市

　　主　　催　 認定特定非営利活動法人富士山クラブ

　　参加者数　 37名（学生スタッフ4名、職員1名、

　　　　　　　 他大学学生32名）

　　内　　容　 草木の伐採、薪割り、枯れ木処理

　　学生スタッフの声

　・階段づくりや道の開拓など、自分が想像していたよりもはるかに本格的な活動ができました。日

常生活の中で鍬や鋸を使ったりすることがないため、初めはうまく使えませんでしたが、コツを

つかんだ後は気持ち良い程スムーズに切れるようになったのが本当に楽しかったです。

③　びわ湖を美しくする運動
　 2022年度に引き続き、琵琶湖の特定外来生物の現状を把握

するために、実際に琵琶湖に足を運び、滋賀県が毎年7月1日

において「びわ湖の日」に実施している「びわ湖を美しくする

運動」の特定外来生物のオオバナミズキンバイおよびナガエツ

ルノゲイトウの駆除活動に参加した。

　滋賀県が取り組む、琵琶湖の環境保全について、現状と課題、

特に侵略的外来水生植物の繁殖力やその影響による被害を伺

い、行政として滋賀県が取り組むボランティアに関して知見を

深めた。また、実際に、湖岸に生息する大量のナガエツルノゲ

イトウを手作業で取り除く体験を行い、学生スタッフとして何

ができるのかを考えることに繋げ、今後企画する「琵琶湖ツー

リズム！～大学生で考える環境ボランティアの未来2022（実

践編）〜」で実現することとした。

　　日　　時　 ７月１日（金）９時00分〜10時30分

　　場　　所　 滋賀県大津市　大津市なぎさ公園周辺

　　協　　力　 滋賀県琵琶湖環境部自然環境保全課

　　参加者数　 ７名（学生スタッフ５名、職員２名）

　　内　　容　 特定外来生物オオバナミズキンバイおよびナガエツルノゲイトウの駆除及び関係者

への取材

④　2022ボランティア新企画募集～あなたの想いを伝えよう～
　関大生からボランティアの新企画を募集し、学生スタッフが企画者のボランティアへの想いを他

の学生に伝えるお手伝いをする。また、そのボランティアを実現することで学生スタッフの活動に

新しい視点を取り入れることを目的として、2022年度から新しく実施した。

　SDGsを意識した内容のボランティア活動で、関大生が学生スタッフとともに行うことができる

新たな企画を募集したところ、８事業の応募があり、ヒアリングなど選考を重ねベストアイデア賞

として「学童保育ボランティア」、学生スタッフ特別賞として「動物愛護団体のお手伝いをして、

犬猫と触れ合おう」の２事業が選ばれた。

　ベストアイデア賞として選ばれた「学童保育ボランティア」は学生スタッフのサポートのもと、

大阪府吹田市の「まちなかリビング北千里」にて、来館する子ども達と遊び、交流するボランティ

アとして実際に実施し、特典②として本センター活動報告書にも掲載した。

　　募集期間　 ７月25日（月）〜８月31日（金）

　　募集内容　 SDGsを意識した内容で、複数名が参加できて、みんなで

楽しめるボランティア活動のアイデア

　　募集対象　 関西大学に所属の個人またはグループ
特典： ①選ばれたアイデアは、学生スタッフのサポートのもと、実際に企画として実施

②ボランティアセンターが発行する「活動報告書」に記載
③ボランティア体験ツアーに企画者の名前を付すことができる

　　応 募 数　 ８グループ
○ キャンパスで大地震発生から避難までを考える・新！関大クリーン大作戦
○ 子ども達が防災について学べる遊びを提供する活動・子ども達とのふれあい大作戦
○ 二酸化炭素を減らし地球の環境を守るための植林ボランティア
○ 私たちの手で綺麗な海を守ろう！海岸清掃in大阪湾沿岸の浅場
○ 学童保育ボランティア・動物愛護団体のお手伝いをして、犬猫と触れ合おう

　　学生スタッフの声

　・アイデアを応募してくれたグループへヒアリングを行うことで、アイデアをより具体的に深掘す

ることができました。

　・多くの学生に参加してもらうために、広報期間をより長く設け、ボランティアセンター機関誌の

配布などで知ってもらう機会を作る工夫をするべきでした。また、体験ツアー化する企画を選定

してから実施までに時間がかかりすぎたため、次に実施する際は実施までのプロセスまで細かく

決めておきたいです。

⑤　ようこそ！　関大サロンへ
　コロナ禍でも実施できるボランティア活動として、吹田市社会福祉協議会の協力を得て、2021

年度から高齢者施設に入所する方々とZoomを繋いだオンライン交流会を開始した。

　同世代の交流だけでなく、高齢者のような日常の中ではつながりを持ちにくい異世代との交流を

通して、高齢者の人々の文化を享受するだけでなく、一緒にゲームや歓談を行い、地域において世

代を超えたつながりや相互理解を深める機会を創出することを目的として実施した。加えて、高齢

者の方との接し方を学び、学生のコミュニケーション能力の向上を図るとともに、高齢者の方や施

設職員との関わりの中で、どのようなボランティアや支援が必要なのかを知り、これから新たに行

う活動を企画する際の気づきを得ることができた。

　今後は、関大生を募集してボランティア体験ツアーとして実施することを予定している。

　　日　　時　 ①９月５日（月）13時30分〜14時30分

　　　　　　　 ②３月15日（水）13時30分〜14時30分

　　場　　所　 オンライン（Zoom）

　　受入団体　 社会福祉法人 秀明会「特別養護老人ホーム あす～る吹田」

　　参加者数　 ①10名（学生スタッフ４名、職員２名、高齢者３名、施設職員１名）

　　　　　　　 ②11名（学生スタッフ３名、職員３名、高齢者３名、施設職員２名）

　　内　　容 高齢者とのゲーム・クイズ、歓談

　　学生スタッフの声

　・高齢者の方が「楽しかった、ありがとう」と言って涙まで流してくださり、短い時間で、これほ

ど感動していただけたのがとても嬉しかったです。

　・普段あまり話すことのない年代の方々と会話することができ、とても思い出に残る良い時間を過

ごせました。

⑥　まちFUNまつりin関西大学2022　子ども店長サポートボランティア
　子ども達を中心に、ともに楽しみ学べる場を地域に作ることを目的として活動している特定非営

利活動法人 ママふぁん関西との共催事業として実施した。

　「地域に開かれた大学」を目指して始まった本イベントは、今回で6回目を迎えた。学生スタッ

フも毎年運営補助ボランティアとして参加しており、2022年度は子ども達が店長となって出展

ブースのお店を手伝い、お金のやりとりも行うことで働く楽しさやお金の大切さを学ぶ職業体験イ

ベント「子ども店長」企画のサポートを行った。

　事前にお給料袋やくじを作成し、当日も会場設営の手伝いを行った。来場した子ども達がエプロ

ンに着替える手伝いや働くお店を決めるくじ引きの対応をする中で、学生スタッフは子ども達の緊

張がほぐれるように、声掛けをするなど工夫しながら活動をした。

　　日　　時　 10月９日（日）10時00分〜13時30分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館およびその周辺

　　参加者数　 学生スタッフ７名

　　内　　容　 お給料袋やくじの作成、会場設営、「子ども店長」事業のサポート、子ども達との交流

　　学生スタッフの声

　・子ども達の元気な姿に勇気づけられる、楽しい時間でした。

　・子ども店長自身が楽しかったと笑顔で言ってくれたり、お給料を手渡しするときにありがとうと

声をかけてくれたりして、うれしかったです。

⑦　非常食配布イベント
　防災意識の向上はもちろん食品ロス削減に取り組むことでSDGsの「つくる責任　使う責任」の

達成への貢献を目指して、公益社団法人 日本非常食推進機構より提供していただいた使用期限が

迫った非常食（防災備蓄品）を配布した。

　当日は、保存用ビスケット、保存用飲料水、アルファ化米の三種類の非常食を配布するのにあわ

せて、学生スタッフが広く認知されるように広報を行った。

　配布数は、保存用ビスケット300個、保存用飲料水100本、アルファ化米41個だった。

　　日　　時　 10月10日（月）12時20分〜12時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館１階学生センター前

　　参加者数　 学生スタッフ７名

　　内　　容　 保存用ビスケット・保存用飲料水・アルファ化米の配布

（２）ボランティア体験ツアー

　ボランティア体験ツアーとは、「ボランティアに関心があるけど一歩踏み出せない」という学生に、

ボランティアの第一歩として気軽に参加できるボランティア活動として実施しているプログラムで

ある。

①　関大クリーン大作戦～関大前の交流の輪を広げよう！～
　関西大学周辺まちづくり勉強会※主催の清掃活動にボランティア活動

として参加した。

　当日は、地域の方や体育会学生と協力して、関大前通りや千里山ユー

トピア遊園の清掃を行った。道端にはタバコの吸い殻が多く、側溝にも

マスクや包装紙のゴミが多く落ちていた。ゴミ拾いを終えたら、根を残

さないように専用の道具などで掘り起こしながら千里山ユートピア遊園

の除草作業を行った。普段なかなか関わることのない地域の方と交流し

ながらの活動となり、終始笑顔が絶えない時間となった。

※阪急電鉄関大前駅周辺の地域において、安心・安全で活力と魅力あふれる「ま
ちづくり」を推進し、自治会、関大前商店街、学校法人関西大学及び行政で
課題を共有し、方策を検討することを目的とした組織。現在は、関大前ラボ
ラトリ（通称まち・かん）の管理運営及び関大前周辺地域の美化活動を主な活動としている。

　　日　　時　 ４月14日（木）８名、５月12日（木）雨天中止、６月９日（木）６名、10月13日（木）

７名、11月10日（木）３名、12月８日（木）７名　14時00分〜15時00分

　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ15名、本学学生延べ16名

　　場　　所　 阪急電鉄関大前駅～関西大学正門の周辺道路、千里山ユートピア遊園

　　主　　催　 関西大学周辺まちづくり勉強会

　　内　　容　 関大前通り、千里山ユートピア遊園の清掃

　　企画学生の声

　・関大前はタバコのゴミや雑草が多く、清掃のやりがいが大きいと感じました。また、地域の方や

関大生とも交流しながら行えたため、最後まで良い雰囲気で清掃できたと思います。

　・参加してくれた関大生と活動中もたくさん話せました。１人で清掃に集中するよりも話しながら

のほうが楽しく、時間が過ぎるのが早かったです。

　　参加者の声

　・コロナ禍でも自分がやれることに挑戦したかったから参加しました。地域の人と交流できてよ

かったです。（社会学部・２年次生）

　・街が綺麗になっていくのがうれしかったです。地域の人たちとも協力しあうことができて、充実

した時間でした。（法学部・1年次生）

②　関大クリーン大作戦in高槻
　普段利用している駅やキャンパス周辺を清掃し、景観を保護すること

で、学生や地域の方々が気持ちよく利用することを目的に、また、阪急

高槻市で活動することで高槻キャンパス、高槻ミューズキャンパスの学

生も気軽にボランティアに参加できる機会を設けることを目的として実

施した。

　4月実施時は、阪急高槻市駅周辺の本通り商店街と中通り商店街の二

手に分かれて、清掃活動を実施した。11月実施時は、参加者全員で清

掃活動を実施した。両日とも、最初にアイスブレイクを行い、交流をし

てから清掃活動に取り組んだため、雰囲気がよく楽しく活動することが

できた。

　　日　　時　 ①４月17日（日）９時00分〜10時30分

　　　　　　　 ②11月27日（日）９時00分〜10時30分

　　場　　所　 阪急高槻市駅周辺

　　参加者数　 ①15名（学生スタッフ５名、本学学生10名）

　　　　　　　 ②７名（学生スタッフ６名、本学学生１名）

　　内　　容　 阪急高槻市駅周辺の清掃

　　企画学生の声

　・想像していたよりも多くの人に参加してもらうことができて、アイスブレイクや清掃活動中は参

加者同士の交流があり、いい雰囲気で活動することができてよかったです。

　・活動中に通りがかった地域の方から「お疲れ様です。」というお言葉をいただくことができて、

嬉しかったです。

　　参加者の声

　・友達の輪を広げたいと思い参加しました。ゴミをたくさん拾うことができてやりがいがありまし

た。（社会安全学部・１年次生）

　・少人数のグループに分かれてのゴミ拾いだったので、1人で参加しても他の参加者と話しながら

活動しやすくて良かったです。（総合情報学部・３年次生）

③　淀川掃除
　淀川河川敷の清掃をすることで、大阪湾へゴミが流れ込むことを防ぎ、

淀川の水質や景観を保護することを目的に、また、清掃活動という気軽

に参加できる点を活かして、関大生にボランティア活動の魅力を広める

機会にすることを目的として実施した。2021年度には、淀川河川事務

所に相談を行ったうえで、これまで清掃を行っていた南方地区から行政

の対応が追い付いていないより河口の西淀川区福町地区へ場所の変更を

行った。

　４月実施時は雨天だったため、河川敷の手前を２グループに分かれて

清掃活動を行い、途中でグループを入れ替える等、参加者同士がより多

く関われるよう工夫を行った。

　10月実施時は晴天に恵まれ、5グループに分かれて河川敷を広く清掃

した。

　　日　　時　 ①４月24日（日）10時00分〜12時00分

　　　　　　　 ②10月23日（日）10時00分〜12時00分

　　場　　所　 大阪市西淀川区　阪神福駅近くの河川敷

　　参加者数　 ①26名（学生スタッフ8名、本学学生18名）

　　　　　　　 ②20名（学生スタッフ10名、本学学生10名）

　　内　　容　 淀川河川敷の清掃

　　企画学生の声

　・雨の中での実施となり、予定していた通りの淀川掃除は出来ませんでしたが、参加者の方から「楽

しかった」という言葉が聞けて嬉しかったです。

　・通りすがりの地域の方からどこの大学の団体なのかと尋ねられ、「ありがとうね、頑張って！」

とお声掛けいただいて嬉しかったです。

　　参加者の声

　・河川敷には多くのゴミが落ちていて、それらを拾っていくことが単純に楽しかったし、学生ス

タッフの方や参加者の方と色々話せてよかったです。（外国語学部・１年次生）

　・前に参加した清掃ボランティアで誘ってもらったので、参加しました。思っていたよりもプラス

チックのゴミが多くて驚きました。（政策創造学部・１年次生）

④　献血呼びかけボランティア

　献血の必要性を多くの学生に伝えることが、社会貢献につながるとい

うことを知ってもらうこと、また、気軽に参加できる学内ボランティア

を通じて、ボランティアの良さを身近に感じてもらい次のボランティア

活動参加のきっかけを創出することを目的として実施した。

　現在の日本では少子高齢化が進み、輸血を必要とする高齢者の割合が

増える一方で、それを支える若者の献血者数が減っているという危機的

状況にある。また、血液は長期の保存ができないため、安定的な供給が

必要であるが、献血について学生の関心が薄いのが現状である。

　献血を実施の広報だけでなく、当日は、献血車前で看板を持って献血

協力の呼びかけを行った。

　　日　　時　 ４月25日（月）14名、４月26日（火）９名、５月10日（火）６名、６月７日（火）８名

　　　　　　　 10月12日（水）10名、10月20日（木）３名、11月11日（金）６名、12月５日（月）４名

　　　　　　　 11時30分〜13時30分、12時00分〜13時00分

　　　　　　　 ※10月20日は関大防災DAYの事業の一環として実施した。
　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ40名、本学学生延べ20名

　　場　　所　 千里山キャンパス総合図書館前、悠久の庭前、

　　協　　力　 大阪府赤十字血液センター

　　内　　容　 献血への協力呼びかけ

　　企画学生の声

　・授業終わりで人通りが多い時間帯に呼び込み時間を設定したため、効果的に呼びかけが行えたと

思います。前を通った方が自分たちの呼びかけに反応してくださって嬉しかったです。また、毎

月行っているので声を出すことに慣れてきて、積極的に声かけをすることができました。

　・呼びかけを行ったことで、多くの学生に献血実施中であることに気付いてもらうことができまし

た。呼びかけに反応してくださる方もいて嬉しかったです。

　　参加者の声

　・輸血経験があるため、恩返しになればと思って参加しました。活動はアットホームな雰囲気で楽

しむことができました。（文学部・２年次生）

　・自分が想像していた以上に人が集まり、献血に協力していたので、声掛けの達成感を感じました。

（商学部・３年次生）

⑤　関大花植え活動（大学昇格100年記念）
　大学昇格100年記念事業の一環として、経済学部と商学部の学び舎で

ある第２学舎１号館前の広場を、山岡順太郎の胸像とともにリニューア

ルすることとなり、管財課の協力のもと、花壇の花植え活動を実施した。

大学昇格100年という節目に、緑のなかで新しい仲間と出会って交流し

ながら、学生たちの愛校心を育むこと。また、今後の広報を含めて、「ボ

ランティアセンター学生スタッフ」が大学内で広く認知されることを目

的として実施した。

　当日は、業者の方の指示に従いながら土を掘り、花を植えた。活動の

途中から雨が降りだしたため、レインコートを着用しての活動になった

が、参加者全員が熱心に取り組んだ結果、予定よりも広い範囲に花を植

えることができた。

　　日　　時　 ５月13日（金）９時00分〜12時10分

　　場　　所　 千里山キャンパス第2学舎1号館前広場

　　参加者数　 30名（学生スタッフ９名、本学学生21名）

　　内　　容　 花壇の花植え

　　企画学生の声

　・花を植える場所の土が硬くて、掘るのに思ったより時間がかかって大変でした。また、植えると

きに花の間隔や全体のバランスを考えるのが難しかったので、わからないことがあったら業者の

方に質問しながら作業をすすめました。

　・業者の方から「これからも手伝いにきてほしい」と言って褒めていただけて、嬉しかったです。

　　参加者の声

　・花植えに興味が湧いたので参加しました。想像していたよりも体力を使い、花壇がきれいになっ

ていくのが分かってやりがいがありました。（システム理工学部・４年次生）

　・ボランティア活動を体験してみたかったので参加しました。自分の活動が花というかたちで残っ

て嬉しいです。（文学部・１年次生）

⑥　高槻景観美化ボランティア
　自然と共生する「花と緑のまちづくり」に寄与することを目的として

いる高槻市のNPO法人「花と緑のまちづくり 高槻景観園芸クラブ」と

の連携事業として活動に参加し、学生に環境美化、地域交流の必要性を

学んでもらうことを目的として実施した。

　高槻景観園芸クラブの方々から活動の説明を受けた後、初対面の学生

の緊張をほぐすためにアイスブレイクを行った。高槻景観園芸クラブの

方々の指示に従い、苗床を整備して花を植えていく中で、良い苗の見分

け方や植物の種類なども教えていただいた。

　11月実施時は花を植えた後、花壇周りや他の花壇に積もった大量の

落ち葉を拾い集め、花壇全体の景観を美しく整えた。

　幅広い世代の憩いの場所である公園を美化し、まちづくりに関心を持

てるような事業は貴重なものであり、団体の方々とコミュニケーション

を取りながら、楽しく花植え活動を行うことができた。

　　日　　時　 ①５月14日（土）８時50分〜11時00分

　　　　　　　 ②11月20日（日）９時00分〜11時00分

　　場　　所　 大阪府高槻市　高槻城公園

　　　　　　　 連携先 NPO法人 花と緑のまちづくり 高槻景観園芸クラブ

　　参加者数　 ①７名（学生スタッフ５名、本学学生２名）

　　　　　　　 ②６名（学生スタッフ４名、本学学生２名）

　　内　　容　 高槻城公園内の花壇の手入れ、地域の方との交流

　　企画学生の声

　・団体の方といろんなお話をしながら花植え活動を行い、花植えをしたことがない学生でも不安な

く楽しめた事業でした。参加学生にボランティアの魅力を伝えるとともに、自身も改めてボラン

ティアの魅力を感じることができました。

　・花にも一つ一つ個性があり、それぞれに花の魅せ方があるのだと初めて知り、ただ活動するので

はなく、何かを意識して取り組むことの大切さを学びました。

　　参加者の声

　・花壇の手入れをしたことがなく、一度してみたいと思ったので参加しました。花壇が綺麗になっ

た際に感じた達成感や団体の方々との交流を通じて、ボランティアの魅力や楽しさを感じること

ができました。（法学部・４年次生）

⑦　関大クリーン大作戦in梅田
　梅田キャンパスの周辺を清掃することで環境や景観を保護し、通行す

る人々が気持ちよく過ごすことができるようにすること、気軽に参加で

きるボランティア活動として清掃活動に参加することでボランティアの

やりがいや楽しさを感じてもらうことを目的として実施した。

　当日は、梅田キャンパスの教室にてアイスブレイクを行ったあと、２

グループに分かれて茶屋町エリアの清掃を約１時間行った。清掃活動中

には、通りがかった人や清掃ルートの並びにある店舗の方からお礼の言

葉をもらうことができ、参加者の達成感や満足感につながった。日曜の

朝ではあったが人通りや車が多く、学生スタッフが時折声をかけて注意

を促しながら活動した。

　　日　　時　 ①５月15日（日）９時00分〜11時00分

　　　　　　　 ②11月13日（日）９時00分〜11時00分

　　場　　所　 梅田キャンパス周辺

　　参加者数　 ①19名（学生スタッフ５名、本学学生14名）

　　　　　　　 ②13名（学生スタッフ３名、本学学生10名）

　　内　　容　 梅田キャンパス周辺の清掃

　　企画学生の声

　・アイスブレイクで学部や趣味などの自己紹介を行ったので、活動中の話題ができてすごく話しや

すかったです。友達同士が一緒になるようにグループ分けしたのがよかったのか、参加した学生

同士楽しそうに活動していました。

　・清掃の距離を延ばすなどの工夫をしましたが、ルートによってゴミの量が違っていたので、ルー

トの見直しが必要だと感じました。雨の中での活動でしたが、みんなで楽しく清掃活動ができた

ので嬉しかったです。

　　参加者の声

　・活動場所が梅田なので参加しやすいと思い参加しました。普段なかなかゴミ拾いを行う機会がな

かったので経験できて良かったです。（商学部・１年次生）

　・一度ボランティアに参加してみたいと思ったので参加しました。自分たちで街を少しでも綺麗に

する活動ができ、良い経験になりました。（社会安全学部・１年次生）

⑧　関大クリーン大作戦～千里山キャンパス周辺の清掃～
　普段自分たちが利用している千里山キャンパス周辺を清掃することで

環境や景観を保護し、関大生や地域の方々がより気持ちよく過ごすこと

ができる。また、授業の空きコマに気軽に参加できることでボランティ

ア活動を身近に感じてもらうことを目的として実施した。

　活動前にアイスブレイクを行い、学部や学年に関係なく学生同士が交

流することで、その後の活動も和やかな雰囲気で進めることができた。

清掃は関大前ルートと名神高速道路沿いルートの2コースに分かれて

行った。ゴミは「燃えるゴミ」「ビン・カン」「ペットボトル」の3つに

分類して集めたが、タバコの吸い殻が最も多く、ゴミを拾うだけでなく、

今後はゴミを捨てる人が少なくなるように啓発を目的とした活動も検討

している。

　　日　　時　 ①５月21日（土）10時40分〜12時10分

　　　　　　　 ②10月15日（土）10時40分〜12時10分

　　場　　所　 千里山キャンパス周辺

　　参加者数　 ①10名（学生スタッフ３名、本学学生７名）

　　　　　　　 ②16名（学生スタッフ７名、本学学生９名）

　　内　　容　 千里山キャンパス周辺の清掃

　　企画学生の声

　・ゴミの量が少なく、やりがいを感じにくいのではないかと心配でしたが、清掃中はずっと楽しく

会話しながら活動を行うことができました。

　・参加者の１回生が１人で、他の上級生と仲良くなれるかどうか不安がありましたが、始まってみ

ればみんな会話が絶えず、終始楽しく活動することができました。

　　参加者の声

　・自分が通っている大学に恩返しをしたいと思って参加しました。意外と大学の周りが綺麗だった

ことに驚きました。（社会学部・３年次生）

　・アルバイトをやっていないため、他に何か出来ることはないか、頑張れることはないか、と探し

ていたらこのボランティアを見つけて参加しました。意外と細かいゴミが多く、拾うのが大変で

したが、充実した時間を過ごせました。（法学部・１年次生）

⑨　関西大学×法政大学 スポーツゴミ拾い
　法政大学と連携しZoomを用いて合同でゴミ拾いを実施した。「スポー

ツゴミ拾い」とは、制限時間内に指定されたエリアのゴミを拾い、拾っ

たゴミの量と種類で得点を競い合うというスポーツ要素を加えた、日本

発祥の新感覚清掃活動である。ゴミ拾いにスポーツ要素をかけ合わせる

ことで、ゴミ拾いをスポーツ感覚で楽しみ、ボランティアへの興味を引

き出し、法政大学の学生と交流を深め、参加者同士で協力してゴミ拾い

を行うことで連帯感や達成感を得ることを目的として実施した。

　当日は、Zoomを繋ぎながらキャンパス周辺の清掃を行い、清掃の様

子だけでなく、キャンパスの様子なども映すことで大学の所属を超えて、

学生ボランティア同士の交流も行うことができた。

　　日　　時　 ①５月29日（日）14時00分〜16時20分

　　　　　　　 ②３月13日（月）13時50分〜16時20分

　　場　　所 ①関西大学千里山キャンパス周辺および凜風館１階学生ラ

ウンジ

　　　　　　　 　法政大学市ヶ谷キャンパス周辺および外濠校舎３階S305

　　　　　　　 ②関西大学千里山キャンパス周辺および尚文館１階マル

チメディアAV大教室

　　　　　　　 　法政大学市ヶ谷キャンパス周辺および外濠校舎３階S305

　　共　　催 法政大学ボランティアセンター、法政大学ボランティアセ

ンター学生スタッフ VSP

　　参加者数 ①32名（学生スタッフ10名、本学学生７名、法政大学15名）

　　　　　　　 ②25名（学生スタッフ７名、本学学生６名、法政大学12名）

　　内　　容 それぞれのキャンパス周辺のゴミ拾い、クイズ大会、法政大学との交流

　　企画学生の声

　・拾ったゴミを得点化して競うのはゲーム感覚があり、参加者

に楽しんでもらえたように思います。参加者の方がゴミを袋に

入れるときに何を拾ったかを伝えてくれたので、記録がスムー

ズに進みました。

　・単なるゴミ拾いではなく、ゴミを点数化してチーム対抗で競う

ことで、楽しみながらも一生懸命に取り組むことができ、参加

者にボランティアを楽しむ感覚を味わってもらえて、非常に良

かったです。

　　参加者の声

　・スポーツゴミ拾いはゲーム性があり、法政大学の学生と交流し

ながら楽しく活動することができました。（文学部・２年次生）

　・学生スタッフの方もほかの参加者の方も丁寧に接してくれて嬉

しかったです。おかげで楽しく街を綺麗にすることができまし

た。（法学部・２年次生）

⑩　1000000人のキャンドルナイト 茶屋町スロウデイ2022
　梅田・茶屋町エリアの企業、地域団体、学校および行政などが集まっ

て“歩いて楽しいまちづくり”を推進し、茶屋町の魅力を発信する本イ

ベントに2017年度から参加している。魅力発信に取り組み地域の活性

化を行い、キャンドルの灯りを見てくれる人に気持ち安らぐ時間や癒し

を提供することを目的として実施した。

　2022年度は「Convivial 〜ともに愉しむ日～」をテーマに、３年ぶ

りの現地開催となった。「キャンドルの灯りが人々の心に安らぎと未来

への希望をもたらすように」という願いを込めて、学生スタッフは

CHASKA茶屋町（ジュンク堂書店）前にキャンドルアートを設置した。

　事前に学生スタッフが考えたデザインを基にキャンドル装飾を行い、

設置・点火・火の見守り・会場の片付け等の活動を行った。

　キャンドルに火が灯り、日が落ちて街が暗くなるにつれて、大勢の方がキャンドルアート前で足

を止めて写真撮影を行い、キャンドルの光に照らされた笑顔に溢れたイベントとなった。

　　日　　時　 ①事前説明会：５月25日（水）12時20分〜12時50分

　　　　　　　 ②活　　　動：６月１日（水）13時00分〜22時00分

　　場　　所　 ①千里山キャンパス凜風館1階ピアエリア／オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②大阪市北区　CHASKA茶屋町

　　参加者数　 24名（学生スタッフ11名、本学学生13名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明会

　　　　　　　 ②キャンドル装飾の制作・設置・点灯・見守り

　　企画学生の声

　・CHASKA 茶屋町全体がキャンドルの温もりに包まれた空間を体感できて良かったし、自分がそ

の空間を作る側として携わることができて嬉しかったです。たくさんの方達が見に来てくれたり

写真を撮ったりしてくれて、地域の活性化に貢献できたと思えました。

　・日が沈んだ後、キャンドルが光っている景色を見た時に、とても感動しました。たくさん写真

を撮っている方や、キャンドルの灯をずっと眺めている方もいらっしゃって嬉しかったです。

　　参加者の声

　・点灯時間までにキャンドルの設置が間に合うか不安でしたが、参加者の方々と協力して取り組み、

デザイン通りのものを完成させることができました。点灯した綺麗なキャンドルを見ると、達成

感や安らぎを感じることができ、ボランティアに参加して良かったと感じました。（社会学部・

１年次生）

　・一緒に活動した関大生と仲良くなることができ、入学してなかなか友達ができなかった自分に

とってすごく嬉しく、楽しいボランティア活動でした。（社会学部・２年次生）

⑪　大和川掃除
　堺キャンパス周辺を流れる大和川河川敷を清掃することで景観を清潔

に保つことができ、地域の方が河川敷をより気持ちよく利用できると同

時に、堺キャンパス周辺の地域貢献活動を目的として実施した。

　本活動は、堺キャンパスに通う学生にとって参加しやすい活動場所で

あることから、堺エリアで活動を展開しているボランティア団体

「WEVO」とも連携して実施している。

　当日は雲が多かったが気温は高かったため、こまめに休憩をとり、熱

中症に気を付けながら清掃活動をした。河川敷には大和川上流から家庭

ゴミやペットボトル等が流れてくるため、参加者全員で力を合わせて清

掃することで河川敷を綺麗にすることができた。

　　日　　時　 ６月５日（日）９時30分〜11時30分

　　場　　所　 大阪府堺市　大和川左岸河川敷

　　参加者数　 72名（学生スタッフ14名、本学学生17名、WEVO所属学生41名）

　　内　　容　 大和川河川敷の清掃

　　協　　力　 WEVO

　　企画者の声

・普段交流する機会が少ないWEVOの方達と交流することが出来て、貴重な機会でした。一見何も

無いように見えても、掘ってみると靴が1足出てくるなど、砂に埋まっているゴミが沢山見られ

ました。

　・同じグループの方たちと楽しく話しながら協力して清掃することができて良かったです。堺キャ

ンパスの方と一緒に活動することは初めてだったので、とても新鮮でした。キャンパス間の交流

にもなり、有意義な活動となりました。

　　参加者の声

・社会経験を積むために参加しました。初対面の人とも話すことができたので良かったです。（法

学部・３年次生）

　・ボランティアの経験を積む良い機会になると考えたので、参加しました。活動自体は思っていた

よりも短く感じ、少人数でのグループだったので活動しやすかったです。（法学部・３年次生）

⑫　吹田くわいボランティア 
　若者の農業への関心が低下し、千里山キャンパスがある吹田市の特産

品である吹田くわいの認知度が低いという現状がある。そこで、吹田く

わいの植え付けから収穫まで一年を通した活動を通して、吹田くわいに

ついて深く理解してもらうとともにボランティアの魅力に気付いてもら

うことを目的として実施した。

　どちらの活動も、農園の方から吹田くわいの説明をしていただき、植

え付けや収穫のコツについてお話しいただいた後、作業を行った。植付

けでは、日常生活では着る機会のない胴長を着用しての作業に苦戦しな

がらも、参加者同士で声を掛け合い農業の大変さを感じながら活動した。

収穫では、備中鍬でくわいを傷つけないように慎重に泥をかき分けなが

ら、全部で約700グラムのくわいを収穫した。

　　日　　時　 ①植え付け：６月16日（木）14時45分〜17時00分

　　　　　　　 ②収　　穫：12月５日（月）14時45分〜17時00分

　　場　　所　 大阪府吹田市　西農園

　　協　　力　 吹田市都市魅力部 地域経済振興室

　　参加者数　 ①13名（学生スタッフ５名、本学学生８名）

　　　　　　　 ②６名（学生スタッフ６名）

　　内　　容 吹田くわいの植え付けと収穫作業の手伝い

　　企画者の声

　・大学のある吹田市の特産品に触れることができ、地域のことを少しでも知るきっかけとなりまし

た。

　・くわいを収穫する作業は考えていたよりも大変でしたが、そのぶん達成感があり、泥の中からく

わいを見つけた時は嬉しい気持ちになりました。頂いたくわいを家に帰って素揚げにして食べて

みると、自分達で収穫したこともあってとても美味しかったです。

　　参加者の声

　・普段の生活で農業に関わることがないので、やってみたいなと思って参加しました。農業体験だ

けでなく、くわいの事を知ることもできてよかったです。（文学部・４年次生）

　・「すいたん」のモチーフであるくわいに興味があったので参加しました。また、学生スタッフの

方が話しやすくてよかったです。農家の方のお話も面白かったです。（法学部・２年次生）

⑬　飛鳥光の回廊2022 ～明日香をともす「和」のひかり～
　明日香村で毎年行われている、石舞台古墳をはじめ岡寺や飛鳥寺など、

明日香村内の代表的な史跡・寺社・施設をろうそくやLEDライトの明か

りで彩る地域活性化イベントで、奈良県明日香村との連携事業として実

施した。

　「キャンドルの輪と和でつながる光」を関西大学のテーマとし、キャ

ンドルのデザインや配置を考え、他の活動では得られない大変さと、よ

り大きなやりがいや達成感を感じることができた。

　残念ながら1日目は雨天のため中止となったが、石舞台古墳や奈良県

立万葉文化館などを見学し、明日香村の歴史や文化的価値について学ん

だ。2日目は、用意した約3000個の色付き紙コップを「ボランティア

センター 2022」という文字やピラミッド、円の形に並べた。夕方から

は多くの方が来場し、写真撮影をしたりと笑顔溢れる楽しい空間となった。

　　日　　時　 ①事前説明会：９月１日（木）12時00分〜13時00分

　　　　　　　 ②活　　　動：９月23日（金）10時00分〜17時00分

　　　　　　　 　　　　　　　９月24日（土）11時00分〜22時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②奈良県高市郡明日香村　川原寺跡

　　連 携 先　 奈良県明日香村

　　参加者数　 40名（学生スタッフ延べ21名、本学学生延べ19名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明

　　　　　　　 ②キャンドルデザイン案の作成、キャンドルを入れる紙コップの制作、

　　　　　　　 　キャンドルの設置・点灯・撤去、明日香村の散策、地域の方との交流

　　企画学生の声

　・イベントが始まると多くの方が見に来てくださり、「きれい」「すごい」などのお声をきくことが

でき、このイベントに関西大学ボランティアセンター学生スタッフとして参加してよかったと思

いました。

　・気温が高い中、多くのキャンドルを並べていくのは大変だったが、みんなで協力し合いながら長

時間かけて作り上げたので、その分、夜になりキャンドルの灯りがきらきらしているのを見ると

とても達成感を感じることができました。

　　参加者の声

　・楽しそうだと思ったので参加しました。思っていたよりずっと大変だったけど、終わったあとの

達成感が気持ちよかったです。（社会安全学部・1年次生）

　・みんなでキャンドルを並べるのがとても楽しかったです。参加して良かったと思いました。（経

済学部・1年次生）

⑭　下校見守り活動
　吹田警察生活安全課防犯係と連携して、千里山キャンパス近くの小学

校に通う子どもが安全に下校できるような環境を守ることを目的とし

て、千里山キャンパス周辺の小学校の下校時間にあわせて正門前で見守

り、声かけを実施した。

　当日は、子どもたちが「さようなら」「気を付けて帰ってね」と声を

かけると元気よく挨拶を返してくれたり、関西大学という名前を見て

「知ってる！」と声をかけてくれたりと、参加した学生ボランティアと

の交流を楽しむ様子が伺えた。

　　日　　時　 10月11日（火）７名、13日（木）４名、14日（金）４名　14時00分〜15時00分

　　　　　　　 10月12日（水）３名　12時45分〜14時15分

　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ10名、本学学生延べ８名

　　場　　所　 吹田市立千里第二小学校

　　協　　力　 吹田警察署生活安全課防犯係

　　内　　容　 小学校正門前での声掛け、見守り

　　企画学生の声

　・見守り活動中はできるだけ腰を屈めて、子どもたちと目線の高さを合わせて挨拶することを心が

けるようにしました。地域に根ざしたボランティア活動を企画できてよかったです。

・元気に挨拶をしてくれた子どもも多く、見守り活動をしている私たちの方が元気をもらいました。

　　参加者の声

　・実際に吹田警察署の方と連携して、見守り活動をするという貴重な経験ができて良かったです。

小学生から挨拶を返してもらえたりして本当にやってよかったと思いました。とてもいい経験に

なりました。（法学部・３年次生）

　・はじめてのボランティア活動で緊張していましたが、学生スタッフの方も職員の方も優しくて安

心しました。見守り活動もやりがいを感じることができたので、参加してよかったです。（商学部・

３年次生）

⑮　琵琶湖ツーリズム！～大学生で考える環境ボランティアの未来2022（実践編）〜
　関西大学ボランティアセンターは2017年度から琵琶湖の保全活動に

取り組んでいる。2017年度は特定外来生物オオバナミズキンバイ駆除

活動、2018年度は清掃活動を実施し、2019年度及び2020年度は新型

コロナウイルス感染症拡大の影響により実施を見合わせた。

　本学主催３大学（法政大学・明治大学・関西大学）連携事業として、

法政大学の学生ボランティアとともに、琵琶湖岸の環境保全活動として

滋賀県長浜市の南浜漁港にて、船の出港を妨げている特定外来生物ナガ

エツルノゲイトウの駆除活動を行った。

　当日は、学生ボランティア全員が胴長とライフジャケットを身につけ、

岸と舟上よりナガエツルノゲイトウの駆除活動を行った。ナガエツルノ

ゲイトウは、琵琶湖や内湖、河川などの水際に生育している水陸両生の多年生の植物で、茎の断片

からも再生するほど繁殖力が強いため、機械ではなく手作業で根や茎をできるだけ残さないように

根本から丁寧に引き抜き、陸に上げる作業を熱心に行った。

　その結果、夕方には、湖面が見えないほど群生していたナガエツルノゲイトウのほとんどを駆除

することができ、参加者全員がやりがいや充実感を得ることができ、大学生として環境ボランティ

アの未来を考えるうえでの契機となった。また、今回の活動を通して、大学の所属を超えて学生ボ

ランティア同士が交流を行うことができ、有意義な1日となった。

　　日　　時　 ①事前説明会：10月11日（火）12時15分〜12時50分

　　　　　　　 ②駆 除 活 動：10月16日（日）７時30分〜18時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②滋賀県長浜市　南浜漁港

　　活動協力　 滋賀県立琵琶湖博物館　特別研究員 /

　　　　　　　 滋賀県琵琶湖環境部 自然環境保全課 副主幹　中井 克樹 氏

　　　　　　　 南浜漁業協同組合

　　参加者数　 ①36名（学生スタッフ30名、本学学生６名）

　　　　　　　 ②42名（学生スタッフ24名、本学学生５名、法政大学９名、教職員４名）

　　内　　容　 特定外来生物ナガエツルノゲイトウの駆除活動

　　企画学生の声

　・ナガエツルノゲイトウは、とるのが難しく、無理に引っ張っても途中で切れてしまうと意味が

なく、ナガエツルノゲイトウの駆除の大変さに驚きました。活動後のきれいな湖面を見たからこ

そ、自然をこれからも大切にしていかなければいけないと感じました。

　・関西大学及び法政大学の学生、職員の方たちと活動中に交流できたので、楽しかったです。自分

たちの活動の成果を現地の方が喜んでくれていたことで、より達成感を感じることができました。

　　参加者の声

　・ナガエツルノゲイトウの駆除活動は、協力することが必須な作業だったので、参加者同士でコ

ミュニケーションをとり新しい輪を広げられてよかったです。（関西大学・３年次生）

　・外来種の駆除という貴重な体験をしてみたいと思い、参加しました。目に見える形で成果が現れ

るので、達成感を感じることができ参加してよかったと感じました。（関西大学・１年次生）

　・晴天の中、関西大学の皆さんと協力して非常に楽しく活動することができました。また、漁協の

方も優しく特定外来生物の駆除方法を教えてくださり、初心者でもすぐに取り組める内容でした。

昼食時は関西大学のみなさんとコミュニケーションを取りながら時間を過ごすことができ、２大

学合同ボランティア活動ならではの有意義な経験となりました。（法政大学・３年次生）

　・関西大学の方々と連携して、特定外来生物を駆除することができて良かったです。また、今回の

駆除活動を通じて、どれだけ湖が汚れているのかを目の当たりにし、今後、自分がどのように環

境活動に関わっていけばいいのかを考える良い機会になりました。（法政大学・２年次生）

⑯　2022年度学園祭「環境問題ってなんだろな？〜クイズで！ゲームで！楽しく学ぼう！〜」
　学生スタッフは、淀川河川敷の清掃活動や琵琶湖の特定外来生物の

駆除活動などといった環境保全活動を普段から多数実施している。そ

ういった経験を活かし、遊びを通して子ども達に環境問題について考

えるきかっけをもってもらえるような企画とした。また、統一学園祭

に来訪される保護者の方や地域の方及び本学学生に、ボランティア活

動の魅力と学生スタッフの活動を知ってもらうことを目的として実施

した。

　本学統一学園祭には、親子連れや子どもが多く来場するため、子ど

もを対象としてSDGs（特に環境問題）について学んでもらうため、環

境問題というテーマで3つのブースを設けた。当日は多くの子ども達が

訪れ、ゲームを通して環境問題について学びを得る機会となった。

　　日　　時　 11月３日（木）12時00分〜15時30分

　　　　　　　 11月４日（金）10時00分〜16時00分

　　　　　　　 11月６日（日）10時00分〜13時00分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館１階学生ラウンジ

　　参加者数　 102名（学生スタッフ延べ94名、本学学生延べ８名）

企画内容：

・紙芝居

　海洋プラスチック問題を中心とした環境問題について紙芝居で説

明したあと、身近な例を使ったクイズで環境問題について楽しく学

んでもらった。

・ミニゲーム

　牛乳パックや段ボールなどを再利用して作ったおもちゃで魚釣り

ゲームをしてもらった。捨てるはずだったもので遊んでもらうこと

で、リサイクルの大切さやゴミを減らす工夫などについて楽しみな

がら学んでもらった。

・塗り絵

　色鉛筆やクレヨンを使ってSDGsや地球をモチーフにした塗り絵

をしてもらいながら、SDGsについて興味を持ってもらった。

　　企画学生の声

　・初めて学園祭に参加しましたが、とても楽しかったです。子ども達が楽しみながらも環境問題に

ついて学びを深めてくれている姿が、とてもいきいきとしていたのが嬉しかったです。

　・ミニゲームも塗り絵も紙芝居も全て子ども達は楽しそうに体験してくれていました。笑顔で帰っ

ていく子ども達を見ると、とても嬉しく感じました。

　　参加者の声

　・一度もボランティアに参加したことがなかったので、参加してみたいと思って参加しました。来

場してくれた子ども達が可愛かったです。（経済学部・３年次生）

　・子どもとコミュニケーションを取れる良い機会だと思ったので参加しました。学生スタッフの方

も親切で楽しく活動できました。（社会学部・１年次生）

⑰　千里キャンドルロード2022
　吹田市と豊中市にまたがる千里ニュータウンの人口にちなんだ９万個

のキャンドルに灯をともすイベント「千里キャンドルロード」に本セン

ターは2014年度から参加し、今回で８回目となる。10周年を迎えた今

年は、『「出会い」これまでも…これからも…』をテーマに、３年ぶりに

来場予約なしでの開催となった。

　学生スタッフはキャンドルのデザインから考え、2022年度は、約

2000個の紙コップを色づけした大きな赤いハート２つを中心に、伸び

る 蔦 葉 や 青 い 紙 コ ッ プ で 縁 取 り し た「Kandai Volunteer Center 

2022」の白い文字など、工夫を凝らしたデザインを作成した。

　当日は、多くの方が訪れ、暗くなってキャンドルに火が灯されると、

あたり一帯が幻想的な光景になる様子を訪れた方たちが足を止め写真撮影をするなど、笑顔溢れる

光景となった。

　　日　　時　 11月５日（土）11時30分〜21時00分

　　場　　所　 吹田市立千里南公園

　　主　　催　 千里キャンドルロードプロジェクト

　　参加者数　 40名（学生スタッフ33名、本学学生７名）

　　内　　容　 キャンドルデザイン案の作成、キャンドルを入れる紙コップの色付け、

　　　　　　　 キャンドルの設置・点火・見回り・片付け

　　企画学生の声

　・「ここ（関大の作品）すごい！」「ここがメインやね。」などと、来場した方からの嬉しい言葉を

たくさん耳にしました。準備は大変でしたが成功して良かったと思えた瞬間でした。

　・スペースの問題もあり、当日にデザインの変更をしましたが、とても上手に完成させることがで

きて達成感がありました。学生スタッフの参加人数がとても多く、学生スタッフの交流の場となっ

ていたのも良かったです。

　　参加者の声

　・楽しそうだと思ったので参加しました。みんなで一つのものを作れていい経験になりました。（経

済学部・３年次生）

　・学園祭期間で授業がなく時間が空いていたこともあり、参加を決めました。想像していた以上に

キャンドルに灯をともした光景が綺麗で、また、地域の人達にも満足していただけたようでやり

がいを感じました。（法学部・２年次生）

⑱　大阪マラソン2023給水ボランティア
　今回で11回目の開催を迎える大阪マラソンは、チャリティ文化の普

及を目指す日本最大規模の都市型市民マラソンである。本学は第1回大

会からオフィシャルスポンサーとして参画している。

　活動を通して本学学生が大阪を盛り上げるとともに、ボランティアの

楽しさややりがいを感じてもらう機会とすることを目的として実施し

た。

　当日は、本学学生が給水ボランティアとして携わり「みんなでかける

虹。」というスローガンのもと、29,285人のランナーをサポートした。

給水や応援を通してランナーの方と関わり、参加した学生にもよりボラ

ンティア楽しさやスポーツの魅力を感じてもらうことができる活動と

なった。

　　日　　時　 ①事前説明会：２月15日（水）13時00分〜14時30分

　　　　　　　 ②活　　　動：２月26日（日）７時30分〜12時00分

　　場　　所　 ①千里山キャンパス第２学舎４号館BIGホール100

　　　　　　　 ②大阪マラソン第１給水所（５ km地点／中之島・本町ブロック）

　　参加者数　 191名（学生スタッフ22名、本学学生58名、体育会所属学生108名、職員３名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明、ボランティアセンターの紹介

　　　　　　　 ②給水所でのランナーへの給水提供

　　参加者の声

　・中学校の頃からマラソンに興味があり、実際に見てみたかったので参加しました。ランナーの皆

さんが一生懸命走りつつも、僕らボランティアに「ありがとう」と声を掛けてくれたことがすご

く嬉しかったです。（環境都市工学部・２年次生）

　・2021年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響で中止になってしまったので、今回は絶対に

参加しようと決めていました。関西大学の多くの学生が大阪マラソンという大きなイベントに携

われて、盛り上げることができて良かったです。（システム理工学部・2年次生）

⑲　飛鳥ハーフマラソン2023給水ボランティア
　関西大学と縁の深い奈良県明日香村で開催される飛鳥ハーフマラソン

に2021年度に引き続き2022年度も学生ボランティアをいう形で参加

した。本学学生が学生ボランティアとして参加することで地域貢献活動

に寄与するとともに、ボランティア経験の浅い学生に対してボランティ

アのやりがいや魅力を広めることを目的として実施した。

　明日香村は「飛鳥・藤原の宮都とその関連資産群」として世界遺産登

録をめざしており、その構成資産の半分以上を巡ることができるように

コースが設定されている。また、持続可能な社会づくりのためにソフト

フラスク（折りたためる携行給水ボトル）の配布や、参加費等の一部で

菜の花のタネを購入して景観保全に役立てるなど、様々な取り組みが行

われている。

　当日は、スタートからおよそ11km地点の棚田に設けられた第２給食所で甘酒の提供を行った。

　　日　　時　 ①事前説明会：３月１日（水）10時00分〜11時30分 

　　　　　　　 ②活　　　動：３月12日（日）８時00分〜13時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②奈良県高市郡明日香村

　　参加者数　 18名（学生スタッフ11名、本学学生７名）

　　内　　容　 ランナーへの給水

　　企画学生の声

　・給水を行っていると、ランナーの方に「ありがとう」と声をかけていただくことがあり、ボラ

ンティアをしている側の自分たちが元気をもらい、ボランティアに参加してくれた学生に活動を

通してやりがいを感じてもらうことができました。

　・ボランティアに参加していただいた関大生との交流を楽しむことができ、ランナーの方の笑顔を

見ることができてとても充実した時間を過ごすことができました。

　　参加者の声

　・スポーツが好きなので、スポーツに関われるボランティアをやってみたいと思い参加しました。

ランナーの方に「ありがとう」と声をかけていただくこともあり、喜んでいただけていると感じ

られて嬉しかったです。（文学部・１年次生）

　・もともと給水ボランティアをしてみたいと思っていたので参加しました。ランナーの方と言葉を

交わしたり、アイコンタクトを取ることができたりしたことが嬉しかったです。（法学部・２年

次生）

⑳　子ども遊びボランティアinまちなかリビング北千里
　2022年度初めて企画を募集し、ベストアイデア賞を獲得した「学童

保育ボランティア」として、まちなかリビング北千里にて、ソフトバス

ケット大会（3on3）のお手伝いやボードゲーム・カードゲームを使用

した遊び等、子どもとのふれあいを通して、子どもとのかかわり方や距

離の縮め方を学び、コミュニケーション能力を向上させることを目的と

して実施した。

　当日はソフトバスケット大会の運営補助だけでなく、子ども達と一緒

にチームを組んで参加したり、小学生vs大学生の試合を行い、ソフトバ

スケット大会を盛り上げた。また、同施設で管理しているボードゲーム

やカードゲーム等の様々な遊び道具を使用して、ソフトバスケットの参

加待ちの子ども達やスポーツが苦手な子ども達と遊ぶ活動も行った。

　　日　　時　 ３月23日（木）16時00分〜18時00分

　　場　　所　 まちなかリビング北千里

　　参加者数　 13名（学生スタッフ５名、本学学生８名）

　　内　　容　 ソフトバスケット大会の運営補助・参加、子ども達との交流

　　企画学生の声

　・下見を行った時より子ども達の人数が多かったのにも関わらず、学生ボランティアの方々全員が

子ども達と交流をしていただくことができました。活動の最後まで、子ども達と交流するという

ことができ、手持ち無沙汰にならなかったことが非常に良かったと思います。また、児童センター

の職員さんには行くたびに「来てくれてありがとう。」というお言葉をいただくことができて、

嬉しいです。

　　参加者の声

　・子どもと遊ぶことがボランティアになるのならやってみたいと思ったので参加しました。子ども

と触れ合う中で、子どもにしかない発想を多く学び、とても楽しく活動することができ、ボラン

ティアに参加して良かったと思いました。（経済学部・1年次生）

　・子どもと遊びたいと思ったので参加しました。ボランティアに参加した自分が子どもから元気を

もらい、ボランティアにはこんな魅力もあるんだと実感しました。（大学院・2年次生）

（３）雨天中止事業

①　第4回大和川大掃除～未来につなげよう300人の小さな一歩～
　堺キャンパスの近くを流れる大和川河川敷において、各キャンパスの

学生、体育会所属学生、ボランティア団体所属学生、大学職員、ミズノ

株式会社社員など総勢300名が海につながる河川の環境美化に取り組む

ことで、SDGsや海洋プラスチック問題などを改めて意識してもらうこ

とを目的として企画したもの。

　学生スタッフは設立以来、本学学生にボランティア活動を通じてボラ

ンティアの魅力を知ってもらうために、様々なボランティア活動を同じ

学生目線で企画・運営してきた。特に河川敷の清掃活動については、

2011年度から2016年度まで500名規模で淀川河川敷の大掃除を行い、

ゴミの減少に貢献した。2017年度からは大和川河川敷に活動場所を移

し、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により規模を縮小することもあったが、継続的に清掃活

動を行っている。

　2022年度は多くの関大生にボランティア活動の魅力を知ってもらうべく、体育会11団体にご協

力いただき、コロナ禍前と同規模の300名で実施することを企画した。また、ボランティア活動を

通じて双方の充実と発展に寄与するため、本学と連携協定を結んでいるミズノ株式会社にもご参加

いただくことになっていたが、残念ながら当日雨天のため中止となった。

　　日　　時　 ２月19日（日）10時00分〜12時00分

　　場　　所　 大和川公園河川敷周辺

　　協　　力　 大和川河川事務所

　　　　　　　 ミズノ株式会社

　　内　　容　 大和川河川敷での清掃

ソフトバスケット大会の様子 ボードゲームをしている様子 集合写真



− 25 − − 26 − − 27 − − 28 − − 29 − − 30 − − 31 − − 32 −

− 33 − − 34 − − 35 − − 36 − − 37 − − 38 − − 39 − − 40 − − 41 − − 42 −

− 43 − − 44 − − 45 − − 46 − − 47 − − 48 − − 49 − − 50 − − 51 − − 52 −

− 53 − − 54 − − 55 − − 56 − − 57 −

　学生の中には「ボランティアに関心があるけど一歩踏み出せない」という学生もおり、学生スタッ

フはそのような学生を後押しできるような学内のボランティア活動の企画のほか、様々な社会問題へ

の啓発活動を行っている。

（１）学生スタッフ企画

　学生スタッフ企画とは、ボランティア活動の魅力を広めるため、まずは学生スタッフ自身がボラ

ンティアの魅力を再認識するために企画・参加しているプログラムである。

①　ボランティア懇談会
　ボランティアに関心のある関西大学の学生にボランティア活動の魅力

を発信する１つの手段として、ボランティアコーディネートを実施して

いる。より多くの学生に参加してもらうことを目的として普段はお昼休

みに実施しているボランティアコーディネートを、今回はお昼休みから

３限終わりまで開室時間を延長して実施した。

　　日　　時　 ５月 13 日（金） 12時20分〜15時00分

　　場　　所　 誠之館２号館１階ボランティアステーション

　　内　　容　 ボランティアコーディネート

②　富士山自然保護ボランティアツアー（法政大学主催3大学連携事業）
　3大学（法政大学・明治大学・関西大学）連携事業の一環として、法政大学主催の世界遺産であ

る富士山の麓で森林整備事業に参加した。

　団体の方からオーバーユーズ（使いすぎ）やアンダーユーズ（活用不足）の重要性、環境問題に

ついてなどのお話を伺った後、6〜7名ずつのグループに分かれて森林保全活動に取り組んだ。草

木の伐採や薪割り、枯れ木処理など、慣れない作業を行うのは大変であったが、休憩時間には木登

りをしたりブランコに乗ったりして、日常では味わえない大自然とのふれあいを楽しんだ。

　　日　　時　 ５月22日（日）９時45分〜17時00分

　　場　　所　 静岡県富士宮市

　　主　　催　 認定特定非営利活動法人富士山クラブ

　　参加者数　 37名（学生スタッフ4名、職員1名、

　　　　　　　 他大学学生32名）

　　内　　容　 草木の伐採、薪割り、枯れ木処理

　　学生スタッフの声

　・階段づくりや道の開拓など、自分が想像していたよりもはるかに本格的な活動ができました。日

常生活の中で鍬や鋸を使ったりすることがないため、初めはうまく使えませんでしたが、コツを

つかんだ後は気持ち良い程スムーズに切れるようになったのが本当に楽しかったです。

③　びわ湖を美しくする運動
　 2022年度に引き続き、琵琶湖の特定外来生物の現状を把握

するために、実際に琵琶湖に足を運び、滋賀県が毎年7月1日

において「びわ湖の日」に実施している「びわ湖を美しくする

運動」の特定外来生物のオオバナミズキンバイおよびナガエツ

ルノゲイトウの駆除活動に参加した。

　滋賀県が取り組む、琵琶湖の環境保全について、現状と課題、

特に侵略的外来水生植物の繁殖力やその影響による被害を伺

い、行政として滋賀県が取り組むボランティアに関して知見を

深めた。また、実際に、湖岸に生息する大量のナガエツルノゲ

イトウを手作業で取り除く体験を行い、学生スタッフとして何

ができるのかを考えることに繋げ、今後企画する「琵琶湖ツー

リズム！～大学生で考える環境ボランティアの未来2022（実

践編）〜」で実現することとした。

　　日　　時　 ７月１日（金）９時00分〜10時30分

　　場　　所　 滋賀県大津市　大津市なぎさ公園周辺

　　協　　力　 滋賀県琵琶湖環境部自然環境保全課

　　参加者数　 ７名（学生スタッフ５名、職員２名）

　　内　　容　 特定外来生物オオバナミズキンバイおよびナガエツルノゲイトウの駆除及び関係者

への取材

④　2022ボランティア新企画募集～あなたの想いを伝えよう～
　関大生からボランティアの新企画を募集し、学生スタッフが企画者のボランティアへの想いを他

の学生に伝えるお手伝いをする。また、そのボランティアを実現することで学生スタッフの活動に

新しい視点を取り入れることを目的として、2022年度から新しく実施した。

　SDGsを意識した内容のボランティア活動で、関大生が学生スタッフとともに行うことができる

新たな企画を募集したところ、８事業の応募があり、ヒアリングなど選考を重ねベストアイデア賞

として「学童保育ボランティア」、学生スタッフ特別賞として「動物愛護団体のお手伝いをして、

犬猫と触れ合おう」の２事業が選ばれた。

　ベストアイデア賞として選ばれた「学童保育ボランティア」は学生スタッフのサポートのもと、

大阪府吹田市の「まちなかリビング北千里」にて、来館する子ども達と遊び、交流するボランティ

アとして実際に実施し、特典②として本センター活動報告書にも掲載した。

　　募集期間　 ７月25日（月）〜８月31日（金）

　　募集内容　 SDGsを意識した内容で、複数名が参加できて、みんなで

楽しめるボランティア活動のアイデア

　　募集対象　 関西大学に所属の個人またはグループ
特典： ①選ばれたアイデアは、学生スタッフのサポートのもと、実際に企画として実施

②ボランティアセンターが発行する「活動報告書」に記載
③ボランティア体験ツアーに企画者の名前を付すことができる

　　応 募 数　 ８グループ
○ キャンパスで大地震発生から避難までを考える・新！関大クリーン大作戦
○ 子ども達が防災について学べる遊びを提供する活動・子ども達とのふれあい大作戦
○ 二酸化炭素を減らし地球の環境を守るための植林ボランティア
○ 私たちの手で綺麗な海を守ろう！海岸清掃in大阪湾沿岸の浅場
○ 学童保育ボランティア・動物愛護団体のお手伝いをして、犬猫と触れ合おう

　　学生スタッフの声

　・アイデアを応募してくれたグループへヒアリングを行うことで、アイデアをより具体的に深掘す

ることができました。

　・多くの学生に参加してもらうために、広報期間をより長く設け、ボランティアセンター機関誌の

配布などで知ってもらう機会を作る工夫をするべきでした。また、体験ツアー化する企画を選定

してから実施までに時間がかかりすぎたため、次に実施する際は実施までのプロセスまで細かく

決めておきたいです。

⑤　ようこそ！　関大サロンへ
　コロナ禍でも実施できるボランティア活動として、吹田市社会福祉協議会の協力を得て、2021

年度から高齢者施設に入所する方々とZoomを繋いだオンライン交流会を開始した。

　同世代の交流だけでなく、高齢者のような日常の中ではつながりを持ちにくい異世代との交流を

通して、高齢者の人々の文化を享受するだけでなく、一緒にゲームや歓談を行い、地域において世

代を超えたつながりや相互理解を深める機会を創出することを目的として実施した。加えて、高齢

者の方との接し方を学び、学生のコミュニケーション能力の向上を図るとともに、高齢者の方や施

設職員との関わりの中で、どのようなボランティアや支援が必要なのかを知り、これから新たに行

う活動を企画する際の気づきを得ることができた。

　今後は、関大生を募集してボランティア体験ツアーとして実施することを予定している。

　　日　　時　 ①９月５日（月）13時30分〜14時30分

　　　　　　　 ②３月15日（水）13時30分〜14時30分

　　場　　所　 オンライン（Zoom）

　　受入団体　 社会福祉法人 秀明会「特別養護老人ホーム あす～る吹田」

　　参加者数　 ①10名（学生スタッフ４名、職員２名、高齢者３名、施設職員１名）

　　　　　　　 ②11名（学生スタッフ３名、職員３名、高齢者３名、施設職員２名）

　　内　　容 高齢者とのゲーム・クイズ、歓談

　　学生スタッフの声

　・高齢者の方が「楽しかった、ありがとう」と言って涙まで流してくださり、短い時間で、これほ

ど感動していただけたのがとても嬉しかったです。

　・普段あまり話すことのない年代の方々と会話することができ、とても思い出に残る良い時間を過

ごせました。

⑥　まちFUNまつりin関西大学2022　子ども店長サポートボランティア
　子ども達を中心に、ともに楽しみ学べる場を地域に作ることを目的として活動している特定非営

利活動法人 ママふぁん関西との共催事業として実施した。

　「地域に開かれた大学」を目指して始まった本イベントは、今回で6回目を迎えた。学生スタッ

フも毎年運営補助ボランティアとして参加しており、2022年度は子ども達が店長となって出展

ブースのお店を手伝い、お金のやりとりも行うことで働く楽しさやお金の大切さを学ぶ職業体験イ

ベント「子ども店長」企画のサポートを行った。

　事前にお給料袋やくじを作成し、当日も会場設営の手伝いを行った。来場した子ども達がエプロ

ンに着替える手伝いや働くお店を決めるくじ引きの対応をする中で、学生スタッフは子ども達の緊

張がほぐれるように、声掛けをするなど工夫しながら活動をした。

　　日　　時　 10月９日（日）10時00分〜13時30分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館およびその周辺

　　参加者数　 学生スタッフ７名

　　内　　容　 お給料袋やくじの作成、会場設営、「子ども店長」事業のサポート、子ども達との交流

　　学生スタッフの声

　・子ども達の元気な姿に勇気づけられる、楽しい時間でした。

　・子ども店長自身が楽しかったと笑顔で言ってくれたり、お給料を手渡しするときにありがとうと

声をかけてくれたりして、うれしかったです。

⑦　非常食配布イベント
　防災意識の向上はもちろん食品ロス削減に取り組むことでSDGsの「つくる責任　使う責任」の

達成への貢献を目指して、公益社団法人 日本非常食推進機構より提供していただいた使用期限が

迫った非常食（防災備蓄品）を配布した。

　当日は、保存用ビスケット、保存用飲料水、アルファ化米の三種類の非常食を配布するのにあわ

せて、学生スタッフが広く認知されるように広報を行った。

　配布数は、保存用ビスケット300個、保存用飲料水100本、アルファ化米41個だった。

　　日　　時　 10月10日（月）12時20分〜12時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館１階学生センター前

　　参加者数　 学生スタッフ７名

　　内　　容　 保存用ビスケット・保存用飲料水・アルファ化米の配布

（２）ボランティア体験ツアー

　ボランティア体験ツアーとは、「ボランティアに関心があるけど一歩踏み出せない」という学生に、

ボランティアの第一歩として気軽に参加できるボランティア活動として実施しているプログラムで

ある。

①　関大クリーン大作戦～関大前の交流の輪を広げよう！～
　関西大学周辺まちづくり勉強会※主催の清掃活動にボランティア活動

として参加した。

　当日は、地域の方や体育会学生と協力して、関大前通りや千里山ユー

トピア遊園の清掃を行った。道端にはタバコの吸い殻が多く、側溝にも

マスクや包装紙のゴミが多く落ちていた。ゴミ拾いを終えたら、根を残

さないように専用の道具などで掘り起こしながら千里山ユートピア遊園

の除草作業を行った。普段なかなか関わることのない地域の方と交流し

ながらの活動となり、終始笑顔が絶えない時間となった。

※阪急電鉄関大前駅周辺の地域において、安心・安全で活力と魅力あふれる「ま
ちづくり」を推進し、自治会、関大前商店街、学校法人関西大学及び行政で
課題を共有し、方策を検討することを目的とした組織。現在は、関大前ラボ
ラトリ（通称まち・かん）の管理運営及び関大前周辺地域の美化活動を主な活動としている。

　　日　　時　 ４月14日（木）８名、５月12日（木）雨天中止、６月９日（木）６名、10月13日（木）

７名、11月10日（木）３名、12月８日（木）７名　14時00分〜15時00分

　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ15名、本学学生延べ16名

　　場　　所　 阪急電鉄関大前駅～関西大学正門の周辺道路、千里山ユートピア遊園

　　主　　催　 関西大学周辺まちづくり勉強会

　　内　　容　 関大前通り、千里山ユートピア遊園の清掃

　　企画学生の声

　・関大前はタバコのゴミや雑草が多く、清掃のやりがいが大きいと感じました。また、地域の方や

関大生とも交流しながら行えたため、最後まで良い雰囲気で清掃できたと思います。

　・参加してくれた関大生と活動中もたくさん話せました。１人で清掃に集中するよりも話しながら

のほうが楽しく、時間が過ぎるのが早かったです。

　　参加者の声

　・コロナ禍でも自分がやれることに挑戦したかったから参加しました。地域の人と交流できてよ

かったです。（社会学部・２年次生）

　・街が綺麗になっていくのがうれしかったです。地域の人たちとも協力しあうことができて、充実

した時間でした。（法学部・1年次生）

②　関大クリーン大作戦in高槻
　普段利用している駅やキャンパス周辺を清掃し、景観を保護すること

で、学生や地域の方々が気持ちよく利用することを目的に、また、阪急

高槻市で活動することで高槻キャンパス、高槻ミューズキャンパスの学

生も気軽にボランティアに参加できる機会を設けることを目的として実

施した。

　4月実施時は、阪急高槻市駅周辺の本通り商店街と中通り商店街の二

手に分かれて、清掃活動を実施した。11月実施時は、参加者全員で清

掃活動を実施した。両日とも、最初にアイスブレイクを行い、交流をし

てから清掃活動に取り組んだため、雰囲気がよく楽しく活動することが

できた。

　　日　　時　 ①４月17日（日）９時00分〜10時30分

　　　　　　　 ②11月27日（日）９時00分〜10時30分

　　場　　所　 阪急高槻市駅周辺

　　参加者数　 ①15名（学生スタッフ５名、本学学生10名）

　　　　　　　 ②７名（学生スタッフ６名、本学学生１名）

　　内　　容　 阪急高槻市駅周辺の清掃

　　企画学生の声

　・想像していたよりも多くの人に参加してもらうことができて、アイスブレイクや清掃活動中は参

加者同士の交流があり、いい雰囲気で活動することができてよかったです。

　・活動中に通りがかった地域の方から「お疲れ様です。」というお言葉をいただくことができて、

嬉しかったです。

　　参加者の声

　・友達の輪を広げたいと思い参加しました。ゴミをたくさん拾うことができてやりがいがありまし

た。（社会安全学部・１年次生）

　・少人数のグループに分かれてのゴミ拾いだったので、1人で参加しても他の参加者と話しながら

活動しやすくて良かったです。（総合情報学部・３年次生）

③　淀川掃除
　淀川河川敷の清掃をすることで、大阪湾へゴミが流れ込むことを防ぎ、

淀川の水質や景観を保護することを目的に、また、清掃活動という気軽

に参加できる点を活かして、関大生にボランティア活動の魅力を広める

機会にすることを目的として実施した。2021年度には、淀川河川事務

所に相談を行ったうえで、これまで清掃を行っていた南方地区から行政

の対応が追い付いていないより河口の西淀川区福町地区へ場所の変更を

行った。

　４月実施時は雨天だったため、河川敷の手前を２グループに分かれて

清掃活動を行い、途中でグループを入れ替える等、参加者同士がより多

く関われるよう工夫を行った。

　10月実施時は晴天に恵まれ、5グループに分かれて河川敷を広く清掃

した。

　　日　　時　 ①４月24日（日）10時00分〜12時00分

　　　　　　　 ②10月23日（日）10時00分〜12時00分

　　場　　所　 大阪市西淀川区　阪神福駅近くの河川敷

　　参加者数　 ①26名（学生スタッフ8名、本学学生18名）

　　　　　　　 ②20名（学生スタッフ10名、本学学生10名）

　　内　　容　 淀川河川敷の清掃

　　企画学生の声

　・雨の中での実施となり、予定していた通りの淀川掃除は出来ませんでしたが、参加者の方から「楽

しかった」という言葉が聞けて嬉しかったです。

　・通りすがりの地域の方からどこの大学の団体なのかと尋ねられ、「ありがとうね、頑張って！」

とお声掛けいただいて嬉しかったです。

　　参加者の声

　・河川敷には多くのゴミが落ちていて、それらを拾っていくことが単純に楽しかったし、学生ス

タッフの方や参加者の方と色々話せてよかったです。（外国語学部・１年次生）

　・前に参加した清掃ボランティアで誘ってもらったので、参加しました。思っていたよりもプラス

チックのゴミが多くて驚きました。（政策創造学部・１年次生）

④　献血呼びかけボランティア

　献血の必要性を多くの学生に伝えることが、社会貢献につながるとい

うことを知ってもらうこと、また、気軽に参加できる学内ボランティア

を通じて、ボランティアの良さを身近に感じてもらい次のボランティア

活動参加のきっかけを創出することを目的として実施した。

　現在の日本では少子高齢化が進み、輸血を必要とする高齢者の割合が

増える一方で、それを支える若者の献血者数が減っているという危機的

状況にある。また、血液は長期の保存ができないため、安定的な供給が

必要であるが、献血について学生の関心が薄いのが現状である。

　献血を実施の広報だけでなく、当日は、献血車前で看板を持って献血

協力の呼びかけを行った。

　　日　　時　 ４月25日（月）14名、４月26日（火）９名、５月10日（火）６名、６月７日（火）８名

　　　　　　　 10月12日（水）10名、10月20日（木）３名、11月11日（金）６名、12月５日（月）４名

　　　　　　　 11時30分〜13時30分、12時00分〜13時00分

　　　　　　　 ※10月20日は関大防災DAYの事業の一環として実施した。
　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ40名、本学学生延べ20名

　　場　　所　 千里山キャンパス総合図書館前、悠久の庭前、

　　協　　力　 大阪府赤十字血液センター

　　内　　容　 献血への協力呼びかけ

　　企画学生の声

　・授業終わりで人通りが多い時間帯に呼び込み時間を設定したため、効果的に呼びかけが行えたと

思います。前を通った方が自分たちの呼びかけに反応してくださって嬉しかったです。また、毎

月行っているので声を出すことに慣れてきて、積極的に声かけをすることができました。

　・呼びかけを行ったことで、多くの学生に献血実施中であることに気付いてもらうことができまし

た。呼びかけに反応してくださる方もいて嬉しかったです。

　　参加者の声

　・輸血経験があるため、恩返しになればと思って参加しました。活動はアットホームな雰囲気で楽

しむことができました。（文学部・２年次生）

　・自分が想像していた以上に人が集まり、献血に協力していたので、声掛けの達成感を感じました。

（商学部・３年次生）

⑤　関大花植え活動（大学昇格100年記念）
　大学昇格100年記念事業の一環として、経済学部と商学部の学び舎で

ある第２学舎１号館前の広場を、山岡順太郎の胸像とともにリニューア

ルすることとなり、管財課の協力のもと、花壇の花植え活動を実施した。

大学昇格100年という節目に、緑のなかで新しい仲間と出会って交流し

ながら、学生たちの愛校心を育むこと。また、今後の広報を含めて、「ボ

ランティアセンター学生スタッフ」が大学内で広く認知されることを目

的として実施した。

　当日は、業者の方の指示に従いながら土を掘り、花を植えた。活動の

途中から雨が降りだしたため、レインコートを着用しての活動になった

が、参加者全員が熱心に取り組んだ結果、予定よりも広い範囲に花を植

えることができた。

　　日　　時　 ５月13日（金）９時00分〜12時10分

　　場　　所　 千里山キャンパス第2学舎1号館前広場

　　参加者数　 30名（学生スタッフ９名、本学学生21名）

　　内　　容　 花壇の花植え

　　企画学生の声

　・花を植える場所の土が硬くて、掘るのに思ったより時間がかかって大変でした。また、植えると

きに花の間隔や全体のバランスを考えるのが難しかったので、わからないことがあったら業者の

方に質問しながら作業をすすめました。

　・業者の方から「これからも手伝いにきてほしい」と言って褒めていただけて、嬉しかったです。

　　参加者の声

　・花植えに興味が湧いたので参加しました。想像していたよりも体力を使い、花壇がきれいになっ

ていくのが分かってやりがいがありました。（システム理工学部・４年次生）

　・ボランティア活動を体験してみたかったので参加しました。自分の活動が花というかたちで残っ

て嬉しいです。（文学部・１年次生）

⑥　高槻景観美化ボランティア
　自然と共生する「花と緑のまちづくり」に寄与することを目的として

いる高槻市のNPO法人「花と緑のまちづくり 高槻景観園芸クラブ」と

の連携事業として活動に参加し、学生に環境美化、地域交流の必要性を

学んでもらうことを目的として実施した。

　高槻景観園芸クラブの方々から活動の説明を受けた後、初対面の学生

の緊張をほぐすためにアイスブレイクを行った。高槻景観園芸クラブの

方々の指示に従い、苗床を整備して花を植えていく中で、良い苗の見分

け方や植物の種類なども教えていただいた。

　11月実施時は花を植えた後、花壇周りや他の花壇に積もった大量の

落ち葉を拾い集め、花壇全体の景観を美しく整えた。

　幅広い世代の憩いの場所である公園を美化し、まちづくりに関心を持

てるような事業は貴重なものであり、団体の方々とコミュニケーション

を取りながら、楽しく花植え活動を行うことができた。

　　日　　時　 ①５月14日（土）８時50分〜11時00分

　　　　　　　 ②11月20日（日）９時00分〜11時00分

　　場　　所　 大阪府高槻市　高槻城公園

　　　　　　　 連携先 NPO法人 花と緑のまちづくり 高槻景観園芸クラブ

　　参加者数　 ①７名（学生スタッフ５名、本学学生２名）

　　　　　　　 ②６名（学生スタッフ４名、本学学生２名）

　　内　　容　 高槻城公園内の花壇の手入れ、地域の方との交流

　　企画学生の声

　・団体の方といろんなお話をしながら花植え活動を行い、花植えをしたことがない学生でも不安な

く楽しめた事業でした。参加学生にボランティアの魅力を伝えるとともに、自身も改めてボラン

ティアの魅力を感じることができました。

　・花にも一つ一つ個性があり、それぞれに花の魅せ方があるのだと初めて知り、ただ活動するので

はなく、何かを意識して取り組むことの大切さを学びました。

　　参加者の声

　・花壇の手入れをしたことがなく、一度してみたいと思ったので参加しました。花壇が綺麗になっ

た際に感じた達成感や団体の方々との交流を通じて、ボランティアの魅力や楽しさを感じること

ができました。（法学部・４年次生）

⑦　関大クリーン大作戦in梅田
　梅田キャンパスの周辺を清掃することで環境や景観を保護し、通行す

る人々が気持ちよく過ごすことができるようにすること、気軽に参加で

きるボランティア活動として清掃活動に参加することでボランティアの

やりがいや楽しさを感じてもらうことを目的として実施した。

　当日は、梅田キャンパスの教室にてアイスブレイクを行ったあと、２

グループに分かれて茶屋町エリアの清掃を約１時間行った。清掃活動中

には、通りがかった人や清掃ルートの並びにある店舗の方からお礼の言

葉をもらうことができ、参加者の達成感や満足感につながった。日曜の

朝ではあったが人通りや車が多く、学生スタッフが時折声をかけて注意

を促しながら活動した。

　　日　　時　 ①５月15日（日）９時00分〜11時00分

　　　　　　　 ②11月13日（日）９時00分〜11時00分

　　場　　所　 梅田キャンパス周辺

　　参加者数　 ①19名（学生スタッフ５名、本学学生14名）

　　　　　　　 ②13名（学生スタッフ３名、本学学生10名）

　　内　　容　 梅田キャンパス周辺の清掃

　　企画学生の声

　・アイスブレイクで学部や趣味などの自己紹介を行ったので、活動中の話題ができてすごく話しや

すかったです。友達同士が一緒になるようにグループ分けしたのがよかったのか、参加した学生

同士楽しそうに活動していました。

　・清掃の距離を延ばすなどの工夫をしましたが、ルートによってゴミの量が違っていたので、ルー

トの見直しが必要だと感じました。雨の中での活動でしたが、みんなで楽しく清掃活動ができた

ので嬉しかったです。

　　参加者の声

　・活動場所が梅田なので参加しやすいと思い参加しました。普段なかなかゴミ拾いを行う機会がな

かったので経験できて良かったです。（商学部・１年次生）

　・一度ボランティアに参加してみたいと思ったので参加しました。自分たちで街を少しでも綺麗に

する活動ができ、良い経験になりました。（社会安全学部・１年次生）

⑧　関大クリーン大作戦～千里山キャンパス周辺の清掃～
　普段自分たちが利用している千里山キャンパス周辺を清掃することで

環境や景観を保護し、関大生や地域の方々がより気持ちよく過ごすこと

ができる。また、授業の空きコマに気軽に参加できることでボランティ

ア活動を身近に感じてもらうことを目的として実施した。

　活動前にアイスブレイクを行い、学部や学年に関係なく学生同士が交

流することで、その後の活動も和やかな雰囲気で進めることができた。

清掃は関大前ルートと名神高速道路沿いルートの2コースに分かれて

行った。ゴミは「燃えるゴミ」「ビン・カン」「ペットボトル」の3つに

分類して集めたが、タバコの吸い殻が最も多く、ゴミを拾うだけでなく、

今後はゴミを捨てる人が少なくなるように啓発を目的とした活動も検討

している。

　　日　　時　 ①５月21日（土）10時40分〜12時10分

　　　　　　　 ②10月15日（土）10時40分〜12時10分

　　場　　所　 千里山キャンパス周辺

　　参加者数　 ①10名（学生スタッフ３名、本学学生７名）

　　　　　　　 ②16名（学生スタッフ７名、本学学生９名）

　　内　　容　 千里山キャンパス周辺の清掃

　　企画学生の声

　・ゴミの量が少なく、やりがいを感じにくいのではないかと心配でしたが、清掃中はずっと楽しく

会話しながら活動を行うことができました。

　・参加者の１回生が１人で、他の上級生と仲良くなれるかどうか不安がありましたが、始まってみ

ればみんな会話が絶えず、終始楽しく活動することができました。

　　参加者の声

　・自分が通っている大学に恩返しをしたいと思って参加しました。意外と大学の周りが綺麗だった

ことに驚きました。（社会学部・３年次生）

　・アルバイトをやっていないため、他に何か出来ることはないか、頑張れることはないか、と探し

ていたらこのボランティアを見つけて参加しました。意外と細かいゴミが多く、拾うのが大変で

したが、充実した時間を過ごせました。（法学部・１年次生）

⑨　関西大学×法政大学 スポーツゴミ拾い
　法政大学と連携しZoomを用いて合同でゴミ拾いを実施した。「スポー

ツゴミ拾い」とは、制限時間内に指定されたエリアのゴミを拾い、拾っ

たゴミの量と種類で得点を競い合うというスポーツ要素を加えた、日本

発祥の新感覚清掃活動である。ゴミ拾いにスポーツ要素をかけ合わせる

ことで、ゴミ拾いをスポーツ感覚で楽しみ、ボランティアへの興味を引

き出し、法政大学の学生と交流を深め、参加者同士で協力してゴミ拾い

を行うことで連帯感や達成感を得ることを目的として実施した。

　当日は、Zoomを繋ぎながらキャンパス周辺の清掃を行い、清掃の様

子だけでなく、キャンパスの様子なども映すことで大学の所属を超えて、

学生ボランティア同士の交流も行うことができた。

　　日　　時　 ①５月29日（日）14時00分〜16時20分

　　　　　　　 ②３月13日（月）13時50分〜16時20分

　　場　　所 ①関西大学千里山キャンパス周辺および凜風館１階学生ラ

ウンジ

　　　　　　　 　法政大学市ヶ谷キャンパス周辺および外濠校舎３階S305

　　　　　　　 ②関西大学千里山キャンパス周辺および尚文館１階マル

チメディアAV大教室

　　　　　　　 　法政大学市ヶ谷キャンパス周辺および外濠校舎３階S305

　　共　　催 法政大学ボランティアセンター、法政大学ボランティアセ

ンター学生スタッフ VSP

　　参加者数 ①32名（学生スタッフ10名、本学学生７名、法政大学15名）

　　　　　　　 ②25名（学生スタッフ７名、本学学生６名、法政大学12名）

　　内　　容 それぞれのキャンパス周辺のゴミ拾い、クイズ大会、法政大学との交流

　　企画学生の声

　・拾ったゴミを得点化して競うのはゲーム感覚があり、参加者

に楽しんでもらえたように思います。参加者の方がゴミを袋に

入れるときに何を拾ったかを伝えてくれたので、記録がスムー

ズに進みました。

　・単なるゴミ拾いではなく、ゴミを点数化してチーム対抗で競う

ことで、楽しみながらも一生懸命に取り組むことができ、参加

者にボランティアを楽しむ感覚を味わってもらえて、非常に良

かったです。

　　参加者の声

　・スポーツゴミ拾いはゲーム性があり、法政大学の学生と交流し

ながら楽しく活動することができました。（文学部・２年次生）

　・学生スタッフの方もほかの参加者の方も丁寧に接してくれて嬉

しかったです。おかげで楽しく街を綺麗にすることができまし

た。（法学部・２年次生）

⑩　1000000人のキャンドルナイト 茶屋町スロウデイ2022
　梅田・茶屋町エリアの企業、地域団体、学校および行政などが集まっ

て“歩いて楽しいまちづくり”を推進し、茶屋町の魅力を発信する本イ

ベントに2017年度から参加している。魅力発信に取り組み地域の活性

化を行い、キャンドルの灯りを見てくれる人に気持ち安らぐ時間や癒し

を提供することを目的として実施した。

　2022年度は「Convivial 〜ともに愉しむ日～」をテーマに、３年ぶ

りの現地開催となった。「キャンドルの灯りが人々の心に安らぎと未来

への希望をもたらすように」という願いを込めて、学生スタッフは

CHASKA茶屋町（ジュンク堂書店）前にキャンドルアートを設置した。

　事前に学生スタッフが考えたデザインを基にキャンドル装飾を行い、

設置・点火・火の見守り・会場の片付け等の活動を行った。

　キャンドルに火が灯り、日が落ちて街が暗くなるにつれて、大勢の方がキャンドルアート前で足

を止めて写真撮影を行い、キャンドルの光に照らされた笑顔に溢れたイベントとなった。

　　日　　時　 ①事前説明会：５月25日（水）12時20分〜12時50分

　　　　　　　 ②活　　　動：６月１日（水）13時00分〜22時00分

　　場　　所　 ①千里山キャンパス凜風館1階ピアエリア／オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②大阪市北区　CHASKA茶屋町

　　参加者数　 24名（学生スタッフ11名、本学学生13名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明会

　　　　　　　 ②キャンドル装飾の制作・設置・点灯・見守り

　　企画学生の声

　・CHASKA 茶屋町全体がキャンドルの温もりに包まれた空間を体感できて良かったし、自分がそ

の空間を作る側として携わることができて嬉しかったです。たくさんの方達が見に来てくれたり

写真を撮ったりしてくれて、地域の活性化に貢献できたと思えました。

　・日が沈んだ後、キャンドルが光っている景色を見た時に、とても感動しました。たくさん写真

を撮っている方や、キャンドルの灯をずっと眺めている方もいらっしゃって嬉しかったです。

　　参加者の声

　・点灯時間までにキャンドルの設置が間に合うか不安でしたが、参加者の方々と協力して取り組み、

デザイン通りのものを完成させることができました。点灯した綺麗なキャンドルを見ると、達成

感や安らぎを感じることができ、ボランティアに参加して良かったと感じました。（社会学部・

１年次生）

　・一緒に活動した関大生と仲良くなることができ、入学してなかなか友達ができなかった自分に

とってすごく嬉しく、楽しいボランティア活動でした。（社会学部・２年次生）

⑪　大和川掃除
　堺キャンパス周辺を流れる大和川河川敷を清掃することで景観を清潔

に保つことができ、地域の方が河川敷をより気持ちよく利用できると同

時に、堺キャンパス周辺の地域貢献活動を目的として実施した。

　本活動は、堺キャンパスに通う学生にとって参加しやすい活動場所で

あることから、堺エリアで活動を展開しているボランティア団体

「WEVO」とも連携して実施している。

　当日は雲が多かったが気温は高かったため、こまめに休憩をとり、熱

中症に気を付けながら清掃活動をした。河川敷には大和川上流から家庭

ゴミやペットボトル等が流れてくるため、参加者全員で力を合わせて清

掃することで河川敷を綺麗にすることができた。

　　日　　時　 ６月５日（日）９時30分〜11時30分

　　場　　所　 大阪府堺市　大和川左岸河川敷

　　参加者数　 72名（学生スタッフ14名、本学学生17名、WEVO所属学生41名）

　　内　　容　 大和川河川敷の清掃

　　協　　力　 WEVO

　　企画者の声

・普段交流する機会が少ないWEVOの方達と交流することが出来て、貴重な機会でした。一見何も

無いように見えても、掘ってみると靴が1足出てくるなど、砂に埋まっているゴミが沢山見られ

ました。

　・同じグループの方たちと楽しく話しながら協力して清掃することができて良かったです。堺キャ

ンパスの方と一緒に活動することは初めてだったので、とても新鮮でした。キャンパス間の交流

にもなり、有意義な活動となりました。

　　参加者の声

・社会経験を積むために参加しました。初対面の人とも話すことができたので良かったです。（法

学部・３年次生）

　・ボランティアの経験を積む良い機会になると考えたので、参加しました。活動自体は思っていた

よりも短く感じ、少人数でのグループだったので活動しやすかったです。（法学部・３年次生）

⑫　吹田くわいボランティア 
　若者の農業への関心が低下し、千里山キャンパスがある吹田市の特産

品である吹田くわいの認知度が低いという現状がある。そこで、吹田く

わいの植え付けから収穫まで一年を通した活動を通して、吹田くわいに

ついて深く理解してもらうとともにボランティアの魅力に気付いてもら

うことを目的として実施した。

　どちらの活動も、農園の方から吹田くわいの説明をしていただき、植

え付けや収穫のコツについてお話しいただいた後、作業を行った。植付

けでは、日常生活では着る機会のない胴長を着用しての作業に苦戦しな

がらも、参加者同士で声を掛け合い農業の大変さを感じながら活動した。

収穫では、備中鍬でくわいを傷つけないように慎重に泥をかき分けなが

ら、全部で約700グラムのくわいを収穫した。

　　日　　時　 ①植え付け：６月16日（木）14時45分〜17時00分

　　　　　　　 ②収　　穫：12月５日（月）14時45分〜17時00分

　　場　　所　 大阪府吹田市　西農園

　　協　　力　 吹田市都市魅力部 地域経済振興室

　　参加者数　 ①13名（学生スタッフ５名、本学学生８名）

　　　　　　　 ②６名（学生スタッフ６名）

　　内　　容 吹田くわいの植え付けと収穫作業の手伝い

　　企画者の声

　・大学のある吹田市の特産品に触れることができ、地域のことを少しでも知るきっかけとなりまし

た。

　・くわいを収穫する作業は考えていたよりも大変でしたが、そのぶん達成感があり、泥の中からく

わいを見つけた時は嬉しい気持ちになりました。頂いたくわいを家に帰って素揚げにして食べて

みると、自分達で収穫したこともあってとても美味しかったです。

　　参加者の声

　・普段の生活で農業に関わることがないので、やってみたいなと思って参加しました。農業体験だ

けでなく、くわいの事を知ることもできてよかったです。（文学部・４年次生）

　・「すいたん」のモチーフであるくわいに興味があったので参加しました。また、学生スタッフの

方が話しやすくてよかったです。農家の方のお話も面白かったです。（法学部・２年次生）

⑬　飛鳥光の回廊2022 ～明日香をともす「和」のひかり～
　明日香村で毎年行われている、石舞台古墳をはじめ岡寺や飛鳥寺など、

明日香村内の代表的な史跡・寺社・施設をろうそくやLEDライトの明か

りで彩る地域活性化イベントで、奈良県明日香村との連携事業として実

施した。

　「キャンドルの輪と和でつながる光」を関西大学のテーマとし、キャ

ンドルのデザインや配置を考え、他の活動では得られない大変さと、よ

り大きなやりがいや達成感を感じることができた。

　残念ながら1日目は雨天のため中止となったが、石舞台古墳や奈良県

立万葉文化館などを見学し、明日香村の歴史や文化的価値について学ん

だ。2日目は、用意した約3000個の色付き紙コップを「ボランティア

センター 2022」という文字やピラミッド、円の形に並べた。夕方から

は多くの方が来場し、写真撮影をしたりと笑顔溢れる楽しい空間となった。

　　日　　時　 ①事前説明会：９月１日（木）12時00分〜13時00分

　　　　　　　 ②活　　　動：９月23日（金）10時00分〜17時00分

　　　　　　　 　　　　　　　９月24日（土）11時00分〜22時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②奈良県高市郡明日香村　川原寺跡

　　連 携 先　 奈良県明日香村

　　参加者数　 40名（学生スタッフ延べ21名、本学学生延べ19名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明

　　　　　　　 ②キャンドルデザイン案の作成、キャンドルを入れる紙コップの制作、

　　　　　　　 　キャンドルの設置・点灯・撤去、明日香村の散策、地域の方との交流

　　企画学生の声

　・イベントが始まると多くの方が見に来てくださり、「きれい」「すごい」などのお声をきくことが

でき、このイベントに関西大学ボランティアセンター学生スタッフとして参加してよかったと思

いました。

　・気温が高い中、多くのキャンドルを並べていくのは大変だったが、みんなで協力し合いながら長

時間かけて作り上げたので、その分、夜になりキャンドルの灯りがきらきらしているのを見ると

とても達成感を感じることができました。

　　参加者の声

　・楽しそうだと思ったので参加しました。思っていたよりずっと大変だったけど、終わったあとの

達成感が気持ちよかったです。（社会安全学部・1年次生）

　・みんなでキャンドルを並べるのがとても楽しかったです。参加して良かったと思いました。（経

済学部・1年次生）

⑭　下校見守り活動
　吹田警察生活安全課防犯係と連携して、千里山キャンパス近くの小学

校に通う子どもが安全に下校できるような環境を守ることを目的とし

て、千里山キャンパス周辺の小学校の下校時間にあわせて正門前で見守

り、声かけを実施した。

　当日は、子どもたちが「さようなら」「気を付けて帰ってね」と声を

かけると元気よく挨拶を返してくれたり、関西大学という名前を見て

「知ってる！」と声をかけてくれたりと、参加した学生ボランティアと

の交流を楽しむ様子が伺えた。

　　日　　時　 10月11日（火）７名、13日（木）４名、14日（金）４名　14時00分〜15時00分

　　　　　　　 10月12日（水）３名　12時45分〜14時15分

　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ10名、本学学生延べ８名

　　場　　所　 吹田市立千里第二小学校

　　協　　力　 吹田警察署生活安全課防犯係

　　内　　容　 小学校正門前での声掛け、見守り

　　企画学生の声

　・見守り活動中はできるだけ腰を屈めて、子どもたちと目線の高さを合わせて挨拶することを心が

けるようにしました。地域に根ざしたボランティア活動を企画できてよかったです。

・元気に挨拶をしてくれた子どもも多く、見守り活動をしている私たちの方が元気をもらいました。

　　参加者の声

　・実際に吹田警察署の方と連携して、見守り活動をするという貴重な経験ができて良かったです。

小学生から挨拶を返してもらえたりして本当にやってよかったと思いました。とてもいい経験に

なりました。（法学部・３年次生）

　・はじめてのボランティア活動で緊張していましたが、学生スタッフの方も職員の方も優しくて安

心しました。見守り活動もやりがいを感じることができたので、参加してよかったです。（商学部・

３年次生）

⑮　琵琶湖ツーリズム！～大学生で考える環境ボランティアの未来2022（実践編）〜
　関西大学ボランティアセンターは2017年度から琵琶湖の保全活動に

取り組んでいる。2017年度は特定外来生物オオバナミズキンバイ駆除

活動、2018年度は清掃活動を実施し、2019年度及び2020年度は新型

コロナウイルス感染症拡大の影響により実施を見合わせた。

　本学主催３大学（法政大学・明治大学・関西大学）連携事業として、

法政大学の学生ボランティアとともに、琵琶湖岸の環境保全活動として

滋賀県長浜市の南浜漁港にて、船の出港を妨げている特定外来生物ナガ

エツルノゲイトウの駆除活動を行った。

　当日は、学生ボランティア全員が胴長とライフジャケットを身につけ、

岸と舟上よりナガエツルノゲイトウの駆除活動を行った。ナガエツルノ

ゲイトウは、琵琶湖や内湖、河川などの水際に生育している水陸両生の多年生の植物で、茎の断片

からも再生するほど繁殖力が強いため、機械ではなく手作業で根や茎をできるだけ残さないように

根本から丁寧に引き抜き、陸に上げる作業を熱心に行った。

　その結果、夕方には、湖面が見えないほど群生していたナガエツルノゲイトウのほとんどを駆除

することができ、参加者全員がやりがいや充実感を得ることができ、大学生として環境ボランティ

アの未来を考えるうえでの契機となった。また、今回の活動を通して、大学の所属を超えて学生ボ

ランティア同士が交流を行うことができ、有意義な1日となった。

　　日　　時　 ①事前説明会：10月11日（火）12時15分〜12時50分

　　　　　　　 ②駆 除 活 動：10月16日（日）７時30分〜18時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②滋賀県長浜市　南浜漁港

　　活動協力　 滋賀県立琵琶湖博物館　特別研究員 /

　　　　　　　 滋賀県琵琶湖環境部 自然環境保全課 副主幹　中井 克樹 氏

　　　　　　　 南浜漁業協同組合

　　参加者数　 ①36名（学生スタッフ30名、本学学生６名）

　　　　　　　 ②42名（学生スタッフ24名、本学学生５名、法政大学９名、教職員４名）

　　内　　容　 特定外来生物ナガエツルノゲイトウの駆除活動

　　企画学生の声

　・ナガエツルノゲイトウは、とるのが難しく、無理に引っ張っても途中で切れてしまうと意味が

なく、ナガエツルノゲイトウの駆除の大変さに驚きました。活動後のきれいな湖面を見たからこ

そ、自然をこれからも大切にしていかなければいけないと感じました。

　・関西大学及び法政大学の学生、職員の方たちと活動中に交流できたので、楽しかったです。自分

たちの活動の成果を現地の方が喜んでくれていたことで、より達成感を感じることができました。

　　参加者の声

　・ナガエツルノゲイトウの駆除活動は、協力することが必須な作業だったので、参加者同士でコ

ミュニケーションをとり新しい輪を広げられてよかったです。（関西大学・３年次生）

　・外来種の駆除という貴重な体験をしてみたいと思い、参加しました。目に見える形で成果が現れ

るので、達成感を感じることができ参加してよかったと感じました。（関西大学・１年次生）

　・晴天の中、関西大学の皆さんと協力して非常に楽しく活動することができました。また、漁協の

方も優しく特定外来生物の駆除方法を教えてくださり、初心者でもすぐに取り組める内容でした。

昼食時は関西大学のみなさんとコミュニケーションを取りながら時間を過ごすことができ、２大

学合同ボランティア活動ならではの有意義な経験となりました。（法政大学・３年次生）

　・関西大学の方々と連携して、特定外来生物を駆除することができて良かったです。また、今回の

駆除活動を通じて、どれだけ湖が汚れているのかを目の当たりにし、今後、自分がどのように環

境活動に関わっていけばいいのかを考える良い機会になりました。（法政大学・２年次生）

⑯　2022年度学園祭「環境問題ってなんだろな？〜クイズで！ゲームで！楽しく学ぼう！〜」
　学生スタッフは、淀川河川敷の清掃活動や琵琶湖の特定外来生物の

駆除活動などといった環境保全活動を普段から多数実施している。そ

ういった経験を活かし、遊びを通して子ども達に環境問題について考

えるきかっけをもってもらえるような企画とした。また、統一学園祭

に来訪される保護者の方や地域の方及び本学学生に、ボランティア活

動の魅力と学生スタッフの活動を知ってもらうことを目的として実施

した。

　本学統一学園祭には、親子連れや子どもが多く来場するため、子ど

もを対象としてSDGs（特に環境問題）について学んでもらうため、環

境問題というテーマで3つのブースを設けた。当日は多くの子ども達が

訪れ、ゲームを通して環境問題について学びを得る機会となった。

　　日　　時　 11月３日（木）12時00分〜15時30分

　　　　　　　 11月４日（金）10時00分〜16時00分

　　　　　　　 11月６日（日）10時00分〜13時00分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館１階学生ラウンジ

　　参加者数　 102名（学生スタッフ延べ94名、本学学生延べ８名）

企画内容：

・紙芝居

　海洋プラスチック問題を中心とした環境問題について紙芝居で説

明したあと、身近な例を使ったクイズで環境問題について楽しく学

んでもらった。

・ミニゲーム

　牛乳パックや段ボールなどを再利用して作ったおもちゃで魚釣り

ゲームをしてもらった。捨てるはずだったもので遊んでもらうこと

で、リサイクルの大切さやゴミを減らす工夫などについて楽しみな

がら学んでもらった。

・塗り絵

　色鉛筆やクレヨンを使ってSDGsや地球をモチーフにした塗り絵

をしてもらいながら、SDGsについて興味を持ってもらった。

　　企画学生の声

　・初めて学園祭に参加しましたが、とても楽しかったです。子ども達が楽しみながらも環境問題に

ついて学びを深めてくれている姿が、とてもいきいきとしていたのが嬉しかったです。

　・ミニゲームも塗り絵も紙芝居も全て子ども達は楽しそうに体験してくれていました。笑顔で帰っ

ていく子ども達を見ると、とても嬉しく感じました。

　　参加者の声

　・一度もボランティアに参加したことがなかったので、参加してみたいと思って参加しました。来

場してくれた子ども達が可愛かったです。（経済学部・３年次生）

　・子どもとコミュニケーションを取れる良い機会だと思ったので参加しました。学生スタッフの方

も親切で楽しく活動できました。（社会学部・１年次生）

⑰　千里キャンドルロード2022
　吹田市と豊中市にまたがる千里ニュータウンの人口にちなんだ９万個

のキャンドルに灯をともすイベント「千里キャンドルロード」に本セン

ターは2014年度から参加し、今回で８回目となる。10周年を迎えた今

年は、『「出会い」これまでも…これからも…』をテーマに、３年ぶりに

来場予約なしでの開催となった。

　学生スタッフはキャンドルのデザインから考え、2022年度は、約

2000個の紙コップを色づけした大きな赤いハート２つを中心に、伸び

る 蔦 葉 や 青 い 紙 コ ッ プ で 縁 取 り し た「Kandai Volunteer Center 

2022」の白い文字など、工夫を凝らしたデザインを作成した。

　当日は、多くの方が訪れ、暗くなってキャンドルに火が灯されると、

あたり一帯が幻想的な光景になる様子を訪れた方たちが足を止め写真撮影をするなど、笑顔溢れる

光景となった。

　　日　　時　 11月５日（土）11時30分〜21時00分

　　場　　所　 吹田市立千里南公園

　　主　　催　 千里キャンドルロードプロジェクト

　　参加者数　 40名（学生スタッフ33名、本学学生７名）

　　内　　容　 キャンドルデザイン案の作成、キャンドルを入れる紙コップの色付け、

　　　　　　　 キャンドルの設置・点火・見回り・片付け

　　企画学生の声

　・「ここ（関大の作品）すごい！」「ここがメインやね。」などと、来場した方からの嬉しい言葉を

たくさん耳にしました。準備は大変でしたが成功して良かったと思えた瞬間でした。

　・スペースの問題もあり、当日にデザインの変更をしましたが、とても上手に完成させることがで

きて達成感がありました。学生スタッフの参加人数がとても多く、学生スタッフの交流の場となっ

ていたのも良かったです。

　　参加者の声

　・楽しそうだと思ったので参加しました。みんなで一つのものを作れていい経験になりました。（経

済学部・３年次生）

　・学園祭期間で授業がなく時間が空いていたこともあり、参加を決めました。想像していた以上に

キャンドルに灯をともした光景が綺麗で、また、地域の人達にも満足していただけたようでやり

がいを感じました。（法学部・２年次生）

⑱　大阪マラソン2023給水ボランティア
　今回で11回目の開催を迎える大阪マラソンは、チャリティ文化の普

及を目指す日本最大規模の都市型市民マラソンである。本学は第1回大

会からオフィシャルスポンサーとして参画している。

　活動を通して本学学生が大阪を盛り上げるとともに、ボランティアの

楽しさややりがいを感じてもらう機会とすることを目的として実施し

た。

　当日は、本学学生が給水ボランティアとして携わり「みんなでかける

虹。」というスローガンのもと、29,285人のランナーをサポートした。

給水や応援を通してランナーの方と関わり、参加した学生にもよりボラ

ンティア楽しさやスポーツの魅力を感じてもらうことができる活動と

なった。

　　日　　時　 ①事前説明会：２月15日（水）13時00分〜14時30分

　　　　　　　 ②活　　　動：２月26日（日）７時30分〜12時00分

　　場　　所　 ①千里山キャンパス第２学舎４号館BIGホール100

　　　　　　　 ②大阪マラソン第１給水所（５ km地点／中之島・本町ブロック）

　　参加者数　 191名（学生スタッフ22名、本学学生58名、体育会所属学生108名、職員３名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明、ボランティアセンターの紹介

　　　　　　　 ②給水所でのランナーへの給水提供

　　参加者の声

　・中学校の頃からマラソンに興味があり、実際に見てみたかったので参加しました。ランナーの皆

さんが一生懸命走りつつも、僕らボランティアに「ありがとう」と声を掛けてくれたことがすご

く嬉しかったです。（環境都市工学部・２年次生）

　・2021年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響で中止になってしまったので、今回は絶対に

参加しようと決めていました。関西大学の多くの学生が大阪マラソンという大きなイベントに携

われて、盛り上げることができて良かったです。（システム理工学部・2年次生）

⑲　飛鳥ハーフマラソン2023給水ボランティア
　関西大学と縁の深い奈良県明日香村で開催される飛鳥ハーフマラソン

に2021年度に引き続き2022年度も学生ボランティアをいう形で参加

した。本学学生が学生ボランティアとして参加することで地域貢献活動

に寄与するとともに、ボランティア経験の浅い学生に対してボランティ

アのやりがいや魅力を広めることを目的として実施した。

　明日香村は「飛鳥・藤原の宮都とその関連資産群」として世界遺産登

録をめざしており、その構成資産の半分以上を巡ることができるように

コースが設定されている。また、持続可能な社会づくりのためにソフト

フラスク（折りたためる携行給水ボトル）の配布や、参加費等の一部で

菜の花のタネを購入して景観保全に役立てるなど、様々な取り組みが行

われている。

　当日は、スタートからおよそ11km地点の棚田に設けられた第２給食所で甘酒の提供を行った。

　　日　　時　 ①事前説明会：３月１日（水）10時00分〜11時30分 

　　　　　　　 ②活　　　動：３月12日（日）８時00分〜13時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②奈良県高市郡明日香村

　　参加者数　 18名（学生スタッフ11名、本学学生７名）

　　内　　容　 ランナーへの給水

　　企画学生の声

　・給水を行っていると、ランナーの方に「ありがとう」と声をかけていただくことがあり、ボラ

ンティアをしている側の自分たちが元気をもらい、ボランティアに参加してくれた学生に活動を

通してやりがいを感じてもらうことができました。

　・ボランティアに参加していただいた関大生との交流を楽しむことができ、ランナーの方の笑顔を

見ることができてとても充実した時間を過ごすことができました。

　　参加者の声

　・スポーツが好きなので、スポーツに関われるボランティアをやってみたいと思い参加しました。

ランナーの方に「ありがとう」と声をかけていただくこともあり、喜んでいただけていると感じ

られて嬉しかったです。（文学部・１年次生）

　・もともと給水ボランティアをしてみたいと思っていたので参加しました。ランナーの方と言葉を

交わしたり、アイコンタクトを取ることができたりしたことが嬉しかったです。（法学部・２年

次生）

⑳　子ども遊びボランティアinまちなかリビング北千里
　2022年度初めて企画を募集し、ベストアイデア賞を獲得した「学童

保育ボランティア」として、まちなかリビング北千里にて、ソフトバス

ケット大会（3on3）のお手伝いやボードゲーム・カードゲームを使用

した遊び等、子どもとのふれあいを通して、子どもとのかかわり方や距

離の縮め方を学び、コミュニケーション能力を向上させることを目的と

して実施した。

　当日はソフトバスケット大会の運営補助だけでなく、子ども達と一緒

にチームを組んで参加したり、小学生vs大学生の試合を行い、ソフトバ

スケット大会を盛り上げた。また、同施設で管理しているボードゲーム

やカードゲーム等の様々な遊び道具を使用して、ソフトバスケットの参

加待ちの子ども達やスポーツが苦手な子ども達と遊ぶ活動も行った。

　　日　　時　 ３月23日（木）16時00分〜18時00分

　　場　　所　 まちなかリビング北千里

　　参加者数　 13名（学生スタッフ５名、本学学生８名）

　　内　　容　 ソフトバスケット大会の運営補助・参加、子ども達との交流

　　企画学生の声

　・下見を行った時より子ども達の人数が多かったのにも関わらず、学生ボランティアの方々全員が

子ども達と交流をしていただくことができました。活動の最後まで、子ども達と交流するという

ことができ、手持ち無沙汰にならなかったことが非常に良かったと思います。また、児童センター

の職員さんには行くたびに「来てくれてありがとう。」というお言葉をいただくことができて、

嬉しいです。

　　参加者の声

　・子どもと遊ぶことがボランティアになるのならやってみたいと思ったので参加しました。子ども

と触れ合う中で、子どもにしかない発想を多く学び、とても楽しく活動することができ、ボラン

ティアに参加して良かったと思いました。（経済学部・1年次生）

　・子どもと遊びたいと思ったので参加しました。ボランティアに参加した自分が子どもから元気を

もらい、ボランティアにはこんな魅力もあるんだと実感しました。（大学院・2年次生）

（３）雨天中止事業

①　第4回大和川大掃除～未来につなげよう300人の小さな一歩～
　堺キャンパスの近くを流れる大和川河川敷において、各キャンパスの

学生、体育会所属学生、ボランティア団体所属学生、大学職員、ミズノ

株式会社社員など総勢300名が海につながる河川の環境美化に取り組む

ことで、SDGsや海洋プラスチック問題などを改めて意識してもらうこ

とを目的として企画したもの。

　学生スタッフは設立以来、本学学生にボランティア活動を通じてボラ

ンティアの魅力を知ってもらうために、様々なボランティア活動を同じ

学生目線で企画・運営してきた。特に河川敷の清掃活動については、

2011年度から2016年度まで500名規模で淀川河川敷の大掃除を行い、

ゴミの減少に貢献した。2017年度からは大和川河川敷に活動場所を移

し、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により規模を縮小することもあったが、継続的に清掃活

動を行っている。

　2022年度は多くの関大生にボランティア活動の魅力を知ってもらうべく、体育会11団体にご協

力いただき、コロナ禍前と同規模の300名で実施することを企画した。また、ボランティア活動を

通じて双方の充実と発展に寄与するため、本学と連携協定を結んでいるミズノ株式会社にもご参加

いただくことになっていたが、残念ながら当日雨天のため中止となった。

　　日　　時　 ２月19日（日）10時00分〜12時00分

　　場　　所　 大和川公園河川敷周辺

　　協　　力　 大和川河川事務所

　　　　　　　 ミズノ株式会社

　　内　　容　 大和川河川敷での清掃
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Ⅱ  ３  代表からの一言

　学生の中には「ボランティアに関心があるけど一歩踏み出せない」という学生もおり、学生スタッ

フはそのような学生を後押しできるような学内のボランティア活動の企画のほか、様々な社会問題へ

の啓発活動を行っている。

（１）学生スタッフ企画

　学生スタッフ企画とは、ボランティア活動の魅力を広めるため、まずは学生スタッフ自身がボラ

ンティアの魅力を再認識するために企画・参加しているプログラムである。

①　ボランティア懇談会
　ボランティアに関心のある関西大学の学生にボランティア活動の魅力

を発信する１つの手段として、ボランティアコーディネートを実施して

いる。より多くの学生に参加してもらうことを目的として普段はお昼休

みに実施しているボランティアコーディネートを、今回はお昼休みから

３限終わりまで開室時間を延長して実施した。

　　日　　時　 ５月 13 日（金） 12時20分〜15時00分

　　場　　所　 誠之館２号館１階ボランティアステーション

　　内　　容　 ボランティアコーディネート

②　富士山自然保護ボランティアツアー（法政大学主催3大学連携事業）
　3大学（法政大学・明治大学・関西大学）連携事業の一環として、法政大学主催の世界遺産であ

る富士山の麓で森林整備事業に参加した。

　団体の方からオーバーユーズ（使いすぎ）やアンダーユーズ（活用不足）の重要性、環境問題に

ついてなどのお話を伺った後、6〜7名ずつのグループに分かれて森林保全活動に取り組んだ。草

木の伐採や薪割り、枯れ木処理など、慣れない作業を行うのは大変であったが、休憩時間には木登

りをしたりブランコに乗ったりして、日常では味わえない大自然とのふれあいを楽しんだ。

　　日　　時　 ５月22日（日）９時45分〜17時00分

　　場　　所　 静岡県富士宮市

　　主　　催　 認定特定非営利活動法人富士山クラブ

　　参加者数　 37名（学生スタッフ4名、職員1名、

　　　　　　　 他大学学生32名）

　　内　　容　 草木の伐採、薪割り、枯れ木処理

　　学生スタッフの声

　・階段づくりや道の開拓など、自分が想像していたよりもはるかに本格的な活動ができました。日

常生活の中で鍬や鋸を使ったりすることがないため、初めはうまく使えませんでしたが、コツを

つかんだ後は気持ち良い程スムーズに切れるようになったのが本当に楽しかったです。

③　びわ湖を美しくする運動
　 2022年度に引き続き、琵琶湖の特定外来生物の現状を把握

するために、実際に琵琶湖に足を運び、滋賀県が毎年7月1日

において「びわ湖の日」に実施している「びわ湖を美しくする

運動」の特定外来生物のオオバナミズキンバイおよびナガエツ

ルノゲイトウの駆除活動に参加した。

　滋賀県が取り組む、琵琶湖の環境保全について、現状と課題、

特に侵略的外来水生植物の繁殖力やその影響による被害を伺

い、行政として滋賀県が取り組むボランティアに関して知見を

深めた。また、実際に、湖岸に生息する大量のナガエツルノゲ

イトウを手作業で取り除く体験を行い、学生スタッフとして何

ができるのかを考えることに繋げ、今後企画する「琵琶湖ツー

リズム！～大学生で考える環境ボランティアの未来2022（実

践編）〜」で実現することとした。

　　日　　時　 ７月１日（金）９時00分〜10時30分

　　場　　所　 滋賀県大津市　大津市なぎさ公園周辺

　　協　　力　 滋賀県琵琶湖環境部自然環境保全課

　　参加者数　 ７名（学生スタッフ５名、職員２名）

　　内　　容　 特定外来生物オオバナミズキンバイおよびナガエツルノゲイトウの駆除及び関係者

への取材

④　2022ボランティア新企画募集～あなたの想いを伝えよう～
　関大生からボランティアの新企画を募集し、学生スタッフが企画者のボランティアへの想いを他

の学生に伝えるお手伝いをする。また、そのボランティアを実現することで学生スタッフの活動に

新しい視点を取り入れることを目的として、2022年度から新しく実施した。

　SDGsを意識した内容のボランティア活動で、関大生が学生スタッフとともに行うことができる

新たな企画を募集したところ、８事業の応募があり、ヒアリングなど選考を重ねベストアイデア賞

として「学童保育ボランティア」、学生スタッフ特別賞として「動物愛護団体のお手伝いをして、

犬猫と触れ合おう」の２事業が選ばれた。

　ベストアイデア賞として選ばれた「学童保育ボランティア」は学生スタッフのサポートのもと、

大阪府吹田市の「まちなかリビング北千里」にて、来館する子ども達と遊び、交流するボランティ

アとして実際に実施し、特典②として本センター活動報告書にも掲載した。

　　募集期間　 ７月25日（月）〜８月31日（金）

　　募集内容　 SDGsを意識した内容で、複数名が参加できて、みんなで

楽しめるボランティア活動のアイデア

　　募集対象　 関西大学に所属の個人またはグループ
特典： ①選ばれたアイデアは、学生スタッフのサポートのもと、実際に企画として実施

②ボランティアセンターが発行する「活動報告書」に記載
③ボランティア体験ツアーに企画者の名前を付すことができる

　　応 募 数　 ８グループ
○ キャンパスで大地震発生から避難までを考える・新！関大クリーン大作戦
○ 子ども達が防災について学べる遊びを提供する活動・子ども達とのふれあい大作戦
○ 二酸化炭素を減らし地球の環境を守るための植林ボランティア
○ 私たちの手で綺麗な海を守ろう！海岸清掃in大阪湾沿岸の浅場
○ 学童保育ボランティア・動物愛護団体のお手伝いをして、犬猫と触れ合おう

　　学生スタッフの声

　・アイデアを応募してくれたグループへヒアリングを行うことで、アイデアをより具体的に深掘す

ることができました。

　・多くの学生に参加してもらうために、広報期間をより長く設け、ボランティアセンター機関誌の

配布などで知ってもらう機会を作る工夫をするべきでした。また、体験ツアー化する企画を選定

してから実施までに時間がかかりすぎたため、次に実施する際は実施までのプロセスまで細かく

決めておきたいです。

⑤　ようこそ！　関大サロンへ
　コロナ禍でも実施できるボランティア活動として、吹田市社会福祉協議会の協力を得て、2021

年度から高齢者施設に入所する方々とZoomを繋いだオンライン交流会を開始した。

　同世代の交流だけでなく、高齢者のような日常の中ではつながりを持ちにくい異世代との交流を

通して、高齢者の人々の文化を享受するだけでなく、一緒にゲームや歓談を行い、地域において世

代を超えたつながりや相互理解を深める機会を創出することを目的として実施した。加えて、高齢

者の方との接し方を学び、学生のコミュニケーション能力の向上を図るとともに、高齢者の方や施

設職員との関わりの中で、どのようなボランティアや支援が必要なのかを知り、これから新たに行

う活動を企画する際の気づきを得ることができた。

　今後は、関大生を募集してボランティア体験ツアーとして実施することを予定している。

　　日　　時　 ①９月５日（月）13時30分〜14時30分

　　　　　　　 ②３月15日（水）13時30分〜14時30分

　　場　　所　 オンライン（Zoom）

　　受入団体　 社会福祉法人 秀明会「特別養護老人ホーム あす～る吹田」

　　参加者数　 ①10名（学生スタッフ４名、職員２名、高齢者３名、施設職員１名）

　　　　　　　 ②11名（学生スタッフ３名、職員３名、高齢者３名、施設職員２名）

　　内　　容 高齢者とのゲーム・クイズ、歓談

　　学生スタッフの声

　・高齢者の方が「楽しかった、ありがとう」と言って涙まで流してくださり、短い時間で、これほ

ど感動していただけたのがとても嬉しかったです。

　・普段あまり話すことのない年代の方々と会話することができ、とても思い出に残る良い時間を過

ごせました。

⑥　まちFUNまつりin関西大学2022　子ども店長サポートボランティア
　子ども達を中心に、ともに楽しみ学べる場を地域に作ることを目的として活動している特定非営

利活動法人 ママふぁん関西との共催事業として実施した。

　「地域に開かれた大学」を目指して始まった本イベントは、今回で6回目を迎えた。学生スタッ

フも毎年運営補助ボランティアとして参加しており、2022年度は子ども達が店長となって出展

ブースのお店を手伝い、お金のやりとりも行うことで働く楽しさやお金の大切さを学ぶ職業体験イ

ベント「子ども店長」企画のサポートを行った。

　事前にお給料袋やくじを作成し、当日も会場設営の手伝いを行った。来場した子ども達がエプロ

ンに着替える手伝いや働くお店を決めるくじ引きの対応をする中で、学生スタッフは子ども達の緊

張がほぐれるように、声掛けをするなど工夫しながら活動をした。

　　日　　時　 10月９日（日）10時00分〜13時30分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館およびその周辺

　　参加者数　 学生スタッフ７名

　　内　　容　 お給料袋やくじの作成、会場設営、「子ども店長」事業のサポート、子ども達との交流

　　学生スタッフの声

　・子ども達の元気な姿に勇気づけられる、楽しい時間でした。

　・子ども店長自身が楽しかったと笑顔で言ってくれたり、お給料を手渡しするときにありがとうと

声をかけてくれたりして、うれしかったです。

⑦　非常食配布イベント
　防災意識の向上はもちろん食品ロス削減に取り組むことでSDGsの「つくる責任　使う責任」の

達成への貢献を目指して、公益社団法人 日本非常食推進機構より提供していただいた使用期限が

迫った非常食（防災備蓄品）を配布した。

　当日は、保存用ビスケット、保存用飲料水、アルファ化米の三種類の非常食を配布するのにあわ

せて、学生スタッフが広く認知されるように広報を行った。

　配布数は、保存用ビスケット300個、保存用飲料水100本、アルファ化米41個だった。

　　日　　時　 10月10日（月）12時20分〜12時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館１階学生センター前

　　参加者数　 学生スタッフ７名

　　内　　容　 保存用ビスケット・保存用飲料水・アルファ化米の配布

（２）ボランティア体験ツアー

　ボランティア体験ツアーとは、「ボランティアに関心があるけど一歩踏み出せない」という学生に、

ボランティアの第一歩として気軽に参加できるボランティア活動として実施しているプログラムで

ある。

①　関大クリーン大作戦～関大前の交流の輪を広げよう！～
　関西大学周辺まちづくり勉強会※主催の清掃活動にボランティア活動

として参加した。

　当日は、地域の方や体育会学生と協力して、関大前通りや千里山ユー

トピア遊園の清掃を行った。道端にはタバコの吸い殻が多く、側溝にも

マスクや包装紙のゴミが多く落ちていた。ゴミ拾いを終えたら、根を残

さないように専用の道具などで掘り起こしながら千里山ユートピア遊園

の除草作業を行った。普段なかなか関わることのない地域の方と交流し

ながらの活動となり、終始笑顔が絶えない時間となった。

※阪急電鉄関大前駅周辺の地域において、安心・安全で活力と魅力あふれる「ま
ちづくり」を推進し、自治会、関大前商店街、学校法人関西大学及び行政で
課題を共有し、方策を検討することを目的とした組織。現在は、関大前ラボ
ラトリ（通称まち・かん）の管理運営及び関大前周辺地域の美化活動を主な活動としている。

　　日　　時　 ４月14日（木）８名、５月12日（木）雨天中止、６月９日（木）６名、10月13日（木）

７名、11月10日（木）３名、12月８日（木）７名　14時00分〜15時00分

　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ15名、本学学生延べ16名

　　場　　所　 阪急電鉄関大前駅～関西大学正門の周辺道路、千里山ユートピア遊園

　　主　　催　 関西大学周辺まちづくり勉強会

　　内　　容　 関大前通り、千里山ユートピア遊園の清掃

　　企画学生の声

　・関大前はタバコのゴミや雑草が多く、清掃のやりがいが大きいと感じました。また、地域の方や

関大生とも交流しながら行えたため、最後まで良い雰囲気で清掃できたと思います。

　・参加してくれた関大生と活動中もたくさん話せました。１人で清掃に集中するよりも話しながら

のほうが楽しく、時間が過ぎるのが早かったです。

　　参加者の声

　・コロナ禍でも自分がやれることに挑戦したかったから参加しました。地域の人と交流できてよ

かったです。（社会学部・２年次生）

　・街が綺麗になっていくのがうれしかったです。地域の人たちとも協力しあうことができて、充実

した時間でした。（法学部・1年次生）

②　関大クリーン大作戦in高槻
　普段利用している駅やキャンパス周辺を清掃し、景観を保護すること

で、学生や地域の方々が気持ちよく利用することを目的に、また、阪急

高槻市で活動することで高槻キャンパス、高槻ミューズキャンパスの学

生も気軽にボランティアに参加できる機会を設けることを目的として実

施した。

　4月実施時は、阪急高槻市駅周辺の本通り商店街と中通り商店街の二

手に分かれて、清掃活動を実施した。11月実施時は、参加者全員で清

掃活動を実施した。両日とも、最初にアイスブレイクを行い、交流をし

てから清掃活動に取り組んだため、雰囲気がよく楽しく活動することが

できた。

　　日　　時　 ①４月17日（日）９時00分〜10時30分

　　　　　　　 ②11月27日（日）９時00分〜10時30分

　　場　　所　 阪急高槻市駅周辺

　　参加者数　 ①15名（学生スタッフ５名、本学学生10名）

　　　　　　　 ②７名（学生スタッフ６名、本学学生１名）

　　内　　容　 阪急高槻市駅周辺の清掃

　　企画学生の声

　・想像していたよりも多くの人に参加してもらうことができて、アイスブレイクや清掃活動中は参

加者同士の交流があり、いい雰囲気で活動することができてよかったです。

　・活動中に通りがかった地域の方から「お疲れ様です。」というお言葉をいただくことができて、

嬉しかったです。

　　参加者の声

　・友達の輪を広げたいと思い参加しました。ゴミをたくさん拾うことができてやりがいがありまし

た。（社会安全学部・１年次生）

　・少人数のグループに分かれてのゴミ拾いだったので、1人で参加しても他の参加者と話しながら

活動しやすくて良かったです。（総合情報学部・３年次生）

③　淀川掃除
　淀川河川敷の清掃をすることで、大阪湾へゴミが流れ込むことを防ぎ、

淀川の水質や景観を保護することを目的に、また、清掃活動という気軽

に参加できる点を活かして、関大生にボランティア活動の魅力を広める

機会にすることを目的として実施した。2021年度には、淀川河川事務

所に相談を行ったうえで、これまで清掃を行っていた南方地区から行政

の対応が追い付いていないより河口の西淀川区福町地区へ場所の変更を

行った。

　４月実施時は雨天だったため、河川敷の手前を２グループに分かれて

清掃活動を行い、途中でグループを入れ替える等、参加者同士がより多

く関われるよう工夫を行った。

　10月実施時は晴天に恵まれ、5グループに分かれて河川敷を広く清掃

した。

　　日　　時　 ①４月24日（日）10時00分〜12時00分

　　　　　　　 ②10月23日（日）10時00分〜12時00分

　　場　　所　 大阪市西淀川区　阪神福駅近くの河川敷

　　参加者数　 ①26名（学生スタッフ8名、本学学生18名）

　　　　　　　 ②20名（学生スタッフ10名、本学学生10名）

　　内　　容　 淀川河川敷の清掃

　　企画学生の声

　・雨の中での実施となり、予定していた通りの淀川掃除は出来ませんでしたが、参加者の方から「楽

しかった」という言葉が聞けて嬉しかったです。

　・通りすがりの地域の方からどこの大学の団体なのかと尋ねられ、「ありがとうね、頑張って！」

とお声掛けいただいて嬉しかったです。

　　参加者の声

　・河川敷には多くのゴミが落ちていて、それらを拾っていくことが単純に楽しかったし、学生ス

タッフの方や参加者の方と色々話せてよかったです。（外国語学部・１年次生）

　・前に参加した清掃ボランティアで誘ってもらったので、参加しました。思っていたよりもプラス

チックのゴミが多くて驚きました。（政策創造学部・１年次生）

④　献血呼びかけボランティア

　献血の必要性を多くの学生に伝えることが、社会貢献につながるとい

うことを知ってもらうこと、また、気軽に参加できる学内ボランティア

を通じて、ボランティアの良さを身近に感じてもらい次のボランティア

活動参加のきっかけを創出することを目的として実施した。

　現在の日本では少子高齢化が進み、輸血を必要とする高齢者の割合が

増える一方で、それを支える若者の献血者数が減っているという危機的

状況にある。また、血液は長期の保存ができないため、安定的な供給が

必要であるが、献血について学生の関心が薄いのが現状である。

　献血を実施の広報だけでなく、当日は、献血車前で看板を持って献血

協力の呼びかけを行った。

　　日　　時　 ４月25日（月）14名、４月26日（火）９名、５月10日（火）６名、６月７日（火）８名

　　　　　　　 10月12日（水）10名、10月20日（木）３名、11月11日（金）６名、12月５日（月）４名

　　　　　　　 11時30分〜13時30分、12時00分〜13時00分

　　　　　　　 ※10月20日は関大防災DAYの事業の一環として実施した。
　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ40名、本学学生延べ20名

　　場　　所　 千里山キャンパス総合図書館前、悠久の庭前、

　　協　　力　 大阪府赤十字血液センター

　　内　　容　 献血への協力呼びかけ

　　企画学生の声

　・授業終わりで人通りが多い時間帯に呼び込み時間を設定したため、効果的に呼びかけが行えたと

思います。前を通った方が自分たちの呼びかけに反応してくださって嬉しかったです。また、毎

月行っているので声を出すことに慣れてきて、積極的に声かけをすることができました。

　・呼びかけを行ったことで、多くの学生に献血実施中であることに気付いてもらうことができまし

た。呼びかけに反応してくださる方もいて嬉しかったです。

　　参加者の声

　・輸血経験があるため、恩返しになればと思って参加しました。活動はアットホームな雰囲気で楽

しむことができました。（文学部・２年次生）

　・自分が想像していた以上に人が集まり、献血に協力していたので、声掛けの達成感を感じました。

（商学部・３年次生）

⑤　関大花植え活動（大学昇格100年記念）
　大学昇格100年記念事業の一環として、経済学部と商学部の学び舎で

ある第２学舎１号館前の広場を、山岡順太郎の胸像とともにリニューア

ルすることとなり、管財課の協力のもと、花壇の花植え活動を実施した。

大学昇格100年という節目に、緑のなかで新しい仲間と出会って交流し

ながら、学生たちの愛校心を育むこと。また、今後の広報を含めて、「ボ

ランティアセンター学生スタッフ」が大学内で広く認知されることを目

的として実施した。

　当日は、業者の方の指示に従いながら土を掘り、花を植えた。活動の

途中から雨が降りだしたため、レインコートを着用しての活動になった

が、参加者全員が熱心に取り組んだ結果、予定よりも広い範囲に花を植

えることができた。

　　日　　時　 ５月13日（金）９時00分〜12時10分

　　場　　所　 千里山キャンパス第2学舎1号館前広場

　　参加者数　 30名（学生スタッフ９名、本学学生21名）

　　内　　容　 花壇の花植え

　　企画学生の声

　・花を植える場所の土が硬くて、掘るのに思ったより時間がかかって大変でした。また、植えると

きに花の間隔や全体のバランスを考えるのが難しかったので、わからないことがあったら業者の

方に質問しながら作業をすすめました。

　・業者の方から「これからも手伝いにきてほしい」と言って褒めていただけて、嬉しかったです。

　　参加者の声

　・花植えに興味が湧いたので参加しました。想像していたよりも体力を使い、花壇がきれいになっ

ていくのが分かってやりがいがありました。（システム理工学部・４年次生）

　・ボランティア活動を体験してみたかったので参加しました。自分の活動が花というかたちで残っ

て嬉しいです。（文学部・１年次生）

⑥　高槻景観美化ボランティア
　自然と共生する「花と緑のまちづくり」に寄与することを目的として

いる高槻市のNPO法人「花と緑のまちづくり 高槻景観園芸クラブ」と

の連携事業として活動に参加し、学生に環境美化、地域交流の必要性を

学んでもらうことを目的として実施した。

　高槻景観園芸クラブの方々から活動の説明を受けた後、初対面の学生

の緊張をほぐすためにアイスブレイクを行った。高槻景観園芸クラブの

方々の指示に従い、苗床を整備して花を植えていく中で、良い苗の見分

け方や植物の種類なども教えていただいた。

　11月実施時は花を植えた後、花壇周りや他の花壇に積もった大量の

落ち葉を拾い集め、花壇全体の景観を美しく整えた。

　幅広い世代の憩いの場所である公園を美化し、まちづくりに関心を持

てるような事業は貴重なものであり、団体の方々とコミュニケーション

を取りながら、楽しく花植え活動を行うことができた。

　　日　　時　 ①５月14日（土）８時50分〜11時00分

　　　　　　　 ②11月20日（日）９時00分〜11時00分

　　場　　所　 大阪府高槻市　高槻城公園

　　　　　　　 連携先 NPO法人 花と緑のまちづくり 高槻景観園芸クラブ

　　参加者数　 ①７名（学生スタッフ５名、本学学生２名）

　　　　　　　 ②６名（学生スタッフ４名、本学学生２名）

　　内　　容　 高槻城公園内の花壇の手入れ、地域の方との交流

　　企画学生の声

　・団体の方といろんなお話をしながら花植え活動を行い、花植えをしたことがない学生でも不安な

く楽しめた事業でした。参加学生にボランティアの魅力を伝えるとともに、自身も改めてボラン

ティアの魅力を感じることができました。

　・花にも一つ一つ個性があり、それぞれに花の魅せ方があるのだと初めて知り、ただ活動するので

はなく、何かを意識して取り組むことの大切さを学びました。

　　参加者の声

　・花壇の手入れをしたことがなく、一度してみたいと思ったので参加しました。花壇が綺麗になっ

た際に感じた達成感や団体の方々との交流を通じて、ボランティアの魅力や楽しさを感じること

ができました。（法学部・４年次生）

⑦　関大クリーン大作戦in梅田
　梅田キャンパスの周辺を清掃することで環境や景観を保護し、通行す

る人々が気持ちよく過ごすことができるようにすること、気軽に参加で

きるボランティア活動として清掃活動に参加することでボランティアの

やりがいや楽しさを感じてもらうことを目的として実施した。

　当日は、梅田キャンパスの教室にてアイスブレイクを行ったあと、２

グループに分かれて茶屋町エリアの清掃を約１時間行った。清掃活動中

には、通りがかった人や清掃ルートの並びにある店舗の方からお礼の言

葉をもらうことができ、参加者の達成感や満足感につながった。日曜の

朝ではあったが人通りや車が多く、学生スタッフが時折声をかけて注意

を促しながら活動した。

　　日　　時　 ①５月15日（日）９時00分〜11時00分

　　　　　　　 ②11月13日（日）９時00分〜11時00分

　　場　　所　 梅田キャンパス周辺

　　参加者数　 ①19名（学生スタッフ５名、本学学生14名）

　　　　　　　 ②13名（学生スタッフ３名、本学学生10名）

　　内　　容　 梅田キャンパス周辺の清掃

　　企画学生の声

　・アイスブレイクで学部や趣味などの自己紹介を行ったので、活動中の話題ができてすごく話しや

すかったです。友達同士が一緒になるようにグループ分けしたのがよかったのか、参加した学生

同士楽しそうに活動していました。

　・清掃の距離を延ばすなどの工夫をしましたが、ルートによってゴミの量が違っていたので、ルー

トの見直しが必要だと感じました。雨の中での活動でしたが、みんなで楽しく清掃活動ができた

ので嬉しかったです。

　　参加者の声

　・活動場所が梅田なので参加しやすいと思い参加しました。普段なかなかゴミ拾いを行う機会がな

かったので経験できて良かったです。（商学部・１年次生）

　・一度ボランティアに参加してみたいと思ったので参加しました。自分たちで街を少しでも綺麗に

する活動ができ、良い経験になりました。（社会安全学部・１年次生）

⑧　関大クリーン大作戦～千里山キャンパス周辺の清掃～
　普段自分たちが利用している千里山キャンパス周辺を清掃することで

環境や景観を保護し、関大生や地域の方々がより気持ちよく過ごすこと

ができる。また、授業の空きコマに気軽に参加できることでボランティ

ア活動を身近に感じてもらうことを目的として実施した。

　活動前にアイスブレイクを行い、学部や学年に関係なく学生同士が交

流することで、その後の活動も和やかな雰囲気で進めることができた。

清掃は関大前ルートと名神高速道路沿いルートの2コースに分かれて

行った。ゴミは「燃えるゴミ」「ビン・カン」「ペットボトル」の3つに

分類して集めたが、タバコの吸い殻が最も多く、ゴミを拾うだけでなく、

今後はゴミを捨てる人が少なくなるように啓発を目的とした活動も検討

している。

　　日　　時　 ①５月21日（土）10時40分〜12時10分

　　　　　　　 ②10月15日（土）10時40分〜12時10分

　　場　　所　 千里山キャンパス周辺

　　参加者数　 ①10名（学生スタッフ３名、本学学生７名）

　　　　　　　 ②16名（学生スタッフ７名、本学学生９名）

　　内　　容　 千里山キャンパス周辺の清掃

　　企画学生の声

　・ゴミの量が少なく、やりがいを感じにくいのではないかと心配でしたが、清掃中はずっと楽しく

会話しながら活動を行うことができました。

　・参加者の１回生が１人で、他の上級生と仲良くなれるかどうか不安がありましたが、始まってみ

ればみんな会話が絶えず、終始楽しく活動することができました。

　　参加者の声

　・自分が通っている大学に恩返しをしたいと思って参加しました。意外と大学の周りが綺麗だった

ことに驚きました。（社会学部・３年次生）

　・アルバイトをやっていないため、他に何か出来ることはないか、頑張れることはないか、と探し

ていたらこのボランティアを見つけて参加しました。意外と細かいゴミが多く、拾うのが大変で

したが、充実した時間を過ごせました。（法学部・１年次生）

⑨　関西大学×法政大学 スポーツゴミ拾い
　法政大学と連携しZoomを用いて合同でゴミ拾いを実施した。「スポー

ツゴミ拾い」とは、制限時間内に指定されたエリアのゴミを拾い、拾っ

たゴミの量と種類で得点を競い合うというスポーツ要素を加えた、日本

発祥の新感覚清掃活動である。ゴミ拾いにスポーツ要素をかけ合わせる

ことで、ゴミ拾いをスポーツ感覚で楽しみ、ボランティアへの興味を引

き出し、法政大学の学生と交流を深め、参加者同士で協力してゴミ拾い

を行うことで連帯感や達成感を得ることを目的として実施した。

　当日は、Zoomを繋ぎながらキャンパス周辺の清掃を行い、清掃の様

子だけでなく、キャンパスの様子なども映すことで大学の所属を超えて、

学生ボランティア同士の交流も行うことができた。

　　日　　時　 ①５月29日（日）14時00分〜16時20分

　　　　　　　 ②３月13日（月）13時50分〜16時20分

　　場　　所 ①関西大学千里山キャンパス周辺および凜風館１階学生ラ

ウンジ

　　　　　　　 　法政大学市ヶ谷キャンパス周辺および外濠校舎３階S305

　　　　　　　 ②関西大学千里山キャンパス周辺および尚文館１階マル

チメディアAV大教室

　　　　　　　 　法政大学市ヶ谷キャンパス周辺および外濠校舎３階S305

　　共　　催 法政大学ボランティアセンター、法政大学ボランティアセ

ンター学生スタッフ VSP

　　参加者数 ①32名（学生スタッフ10名、本学学生７名、法政大学15名）

　　　　　　　 ②25名（学生スタッフ７名、本学学生６名、法政大学12名）

　　内　　容 それぞれのキャンパス周辺のゴミ拾い、クイズ大会、法政大学との交流

　　企画学生の声

　・拾ったゴミを得点化して競うのはゲーム感覚があり、参加者

に楽しんでもらえたように思います。参加者の方がゴミを袋に

入れるときに何を拾ったかを伝えてくれたので、記録がスムー

ズに進みました。

　・単なるゴミ拾いではなく、ゴミを点数化してチーム対抗で競う

ことで、楽しみながらも一生懸命に取り組むことができ、参加

者にボランティアを楽しむ感覚を味わってもらえて、非常に良

かったです。

　　参加者の声

　・スポーツゴミ拾いはゲーム性があり、法政大学の学生と交流し

ながら楽しく活動することができました。（文学部・２年次生）

　・学生スタッフの方もほかの参加者の方も丁寧に接してくれて嬉

しかったです。おかげで楽しく街を綺麗にすることができまし

た。（法学部・２年次生）

⑩　1000000人のキャンドルナイト 茶屋町スロウデイ2022
　梅田・茶屋町エリアの企業、地域団体、学校および行政などが集まっ

て“歩いて楽しいまちづくり”を推進し、茶屋町の魅力を発信する本イ

ベントに2017年度から参加している。魅力発信に取り組み地域の活性

化を行い、キャンドルの灯りを見てくれる人に気持ち安らぐ時間や癒し

を提供することを目的として実施した。

　2022年度は「Convivial 〜ともに愉しむ日～」をテーマに、３年ぶ

りの現地開催となった。「キャンドルの灯りが人々の心に安らぎと未来

への希望をもたらすように」という願いを込めて、学生スタッフは

CHASKA茶屋町（ジュンク堂書店）前にキャンドルアートを設置した。

　事前に学生スタッフが考えたデザインを基にキャンドル装飾を行い、

設置・点火・火の見守り・会場の片付け等の活動を行った。

　キャンドルに火が灯り、日が落ちて街が暗くなるにつれて、大勢の方がキャンドルアート前で足

を止めて写真撮影を行い、キャンドルの光に照らされた笑顔に溢れたイベントとなった。

　　日　　時　 ①事前説明会：５月25日（水）12時20分〜12時50分

　　　　　　　 ②活　　　動：６月１日（水）13時00分〜22時00分

　　場　　所　 ①千里山キャンパス凜風館1階ピアエリア／オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②大阪市北区　CHASKA茶屋町

　　参加者数　 24名（学生スタッフ11名、本学学生13名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明会

　　　　　　　 ②キャンドル装飾の制作・設置・点灯・見守り

　　企画学生の声

　・CHASKA 茶屋町全体がキャンドルの温もりに包まれた空間を体感できて良かったし、自分がそ

の空間を作る側として携わることができて嬉しかったです。たくさんの方達が見に来てくれたり

写真を撮ったりしてくれて、地域の活性化に貢献できたと思えました。

　・日が沈んだ後、キャンドルが光っている景色を見た時に、とても感動しました。たくさん写真

を撮っている方や、キャンドルの灯をずっと眺めている方もいらっしゃって嬉しかったです。

　　参加者の声

　・点灯時間までにキャンドルの設置が間に合うか不安でしたが、参加者の方々と協力して取り組み、

デザイン通りのものを完成させることができました。点灯した綺麗なキャンドルを見ると、達成

感や安らぎを感じることができ、ボランティアに参加して良かったと感じました。（社会学部・

１年次生）

　・一緒に活動した関大生と仲良くなることができ、入学してなかなか友達ができなかった自分に

とってすごく嬉しく、楽しいボランティア活動でした。（社会学部・２年次生）

⑪　大和川掃除
　堺キャンパス周辺を流れる大和川河川敷を清掃することで景観を清潔

に保つことができ、地域の方が河川敷をより気持ちよく利用できると同

時に、堺キャンパス周辺の地域貢献活動を目的として実施した。

　本活動は、堺キャンパスに通う学生にとって参加しやすい活動場所で

あることから、堺エリアで活動を展開しているボランティア団体

「WEVO」とも連携して実施している。

　当日は雲が多かったが気温は高かったため、こまめに休憩をとり、熱

中症に気を付けながら清掃活動をした。河川敷には大和川上流から家庭

ゴミやペットボトル等が流れてくるため、参加者全員で力を合わせて清

掃することで河川敷を綺麗にすることができた。

　　日　　時　 ６月５日（日）９時30分〜11時30分

　　場　　所　 大阪府堺市　大和川左岸河川敷

　　参加者数　 72名（学生スタッフ14名、本学学生17名、WEVO所属学生41名）

　　内　　容　 大和川河川敷の清掃

　　協　　力　 WEVO

　　企画者の声

・普段交流する機会が少ないWEVOの方達と交流することが出来て、貴重な機会でした。一見何も

無いように見えても、掘ってみると靴が1足出てくるなど、砂に埋まっているゴミが沢山見られ

ました。

　・同じグループの方たちと楽しく話しながら協力して清掃することができて良かったです。堺キャ

ンパスの方と一緒に活動することは初めてだったので、とても新鮮でした。キャンパス間の交流

にもなり、有意義な活動となりました。

　　参加者の声

・社会経験を積むために参加しました。初対面の人とも話すことができたので良かったです。（法

学部・３年次生）

　・ボランティアの経験を積む良い機会になると考えたので、参加しました。活動自体は思っていた

よりも短く感じ、少人数でのグループだったので活動しやすかったです。（法学部・３年次生）

⑫　吹田くわいボランティア 
　若者の農業への関心が低下し、千里山キャンパスがある吹田市の特産

品である吹田くわいの認知度が低いという現状がある。そこで、吹田く

わいの植え付けから収穫まで一年を通した活動を通して、吹田くわいに

ついて深く理解してもらうとともにボランティアの魅力に気付いてもら

うことを目的として実施した。

　どちらの活動も、農園の方から吹田くわいの説明をしていただき、植

え付けや収穫のコツについてお話しいただいた後、作業を行った。植付

けでは、日常生活では着る機会のない胴長を着用しての作業に苦戦しな

がらも、参加者同士で声を掛け合い農業の大変さを感じながら活動した。

収穫では、備中鍬でくわいを傷つけないように慎重に泥をかき分けなが

ら、全部で約700グラムのくわいを収穫した。

　　日　　時　 ①植え付け：６月16日（木）14時45分〜17時00分

　　　　　　　 ②収　　穫：12月５日（月）14時45分〜17時00分

　　場　　所　 大阪府吹田市　西農園

　　協　　力　 吹田市都市魅力部 地域経済振興室

　　参加者数　 ①13名（学生スタッフ５名、本学学生８名）

　　　　　　　 ②６名（学生スタッフ６名）

　　内　　容 吹田くわいの植え付けと収穫作業の手伝い

　　企画者の声

　・大学のある吹田市の特産品に触れることができ、地域のことを少しでも知るきっかけとなりまし

た。

　・くわいを収穫する作業は考えていたよりも大変でしたが、そのぶん達成感があり、泥の中からく

わいを見つけた時は嬉しい気持ちになりました。頂いたくわいを家に帰って素揚げにして食べて

みると、自分達で収穫したこともあってとても美味しかったです。

　　参加者の声

　・普段の生活で農業に関わることがないので、やってみたいなと思って参加しました。農業体験だ

けでなく、くわいの事を知ることもできてよかったです。（文学部・４年次生）

　・「すいたん」のモチーフであるくわいに興味があったので参加しました。また、学生スタッフの

方が話しやすくてよかったです。農家の方のお話も面白かったです。（法学部・２年次生）

⑬　飛鳥光の回廊2022 ～明日香をともす「和」のひかり～
　明日香村で毎年行われている、石舞台古墳をはじめ岡寺や飛鳥寺など、

明日香村内の代表的な史跡・寺社・施設をろうそくやLEDライトの明か

りで彩る地域活性化イベントで、奈良県明日香村との連携事業として実

施した。

　「キャンドルの輪と和でつながる光」を関西大学のテーマとし、キャ

ンドルのデザインや配置を考え、他の活動では得られない大変さと、よ

り大きなやりがいや達成感を感じることができた。

　残念ながら1日目は雨天のため中止となったが、石舞台古墳や奈良県

立万葉文化館などを見学し、明日香村の歴史や文化的価値について学ん

だ。2日目は、用意した約3000個の色付き紙コップを「ボランティア

センター 2022」という文字やピラミッド、円の形に並べた。夕方から

は多くの方が来場し、写真撮影をしたりと笑顔溢れる楽しい空間となった。

　　日　　時　 ①事前説明会：９月１日（木）12時00分〜13時00分

　　　　　　　 ②活　　　動：９月23日（金）10時00分〜17時00分

　　　　　　　 　　　　　　　９月24日（土）11時00分〜22時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②奈良県高市郡明日香村　川原寺跡

　　連 携 先　 奈良県明日香村

　　参加者数　 40名（学生スタッフ延べ21名、本学学生延べ19名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明

　　　　　　　 ②キャンドルデザイン案の作成、キャンドルを入れる紙コップの制作、

　　　　　　　 　キャンドルの設置・点灯・撤去、明日香村の散策、地域の方との交流

　　企画学生の声

　・イベントが始まると多くの方が見に来てくださり、「きれい」「すごい」などのお声をきくことが

でき、このイベントに関西大学ボランティアセンター学生スタッフとして参加してよかったと思

いました。

　・気温が高い中、多くのキャンドルを並べていくのは大変だったが、みんなで協力し合いながら長

時間かけて作り上げたので、その分、夜になりキャンドルの灯りがきらきらしているのを見ると

とても達成感を感じることができました。

　　参加者の声

　・楽しそうだと思ったので参加しました。思っていたよりずっと大変だったけど、終わったあとの

達成感が気持ちよかったです。（社会安全学部・1年次生）

　・みんなでキャンドルを並べるのがとても楽しかったです。参加して良かったと思いました。（経

済学部・1年次生）

⑭　下校見守り活動
　吹田警察生活安全課防犯係と連携して、千里山キャンパス近くの小学

校に通う子どもが安全に下校できるような環境を守ることを目的とし

て、千里山キャンパス周辺の小学校の下校時間にあわせて正門前で見守

り、声かけを実施した。

　当日は、子どもたちが「さようなら」「気を付けて帰ってね」と声を

かけると元気よく挨拶を返してくれたり、関西大学という名前を見て

「知ってる！」と声をかけてくれたりと、参加した学生ボランティアと

の交流を楽しむ様子が伺えた。

　　日　　時　 10月11日（火）７名、13日（木）４名、14日（金）４名　14時00分〜15時00分

　　　　　　　 10月12日（水）３名　12時45分〜14時15分

　　　　　　　 ※参加者数　学生スタッフ延べ10名、本学学生延べ８名

　　場　　所　 吹田市立千里第二小学校

　　協　　力　 吹田警察署生活安全課防犯係

　　内　　容　 小学校正門前での声掛け、見守り

　　企画学生の声

　・見守り活動中はできるだけ腰を屈めて、子どもたちと目線の高さを合わせて挨拶することを心が

けるようにしました。地域に根ざしたボランティア活動を企画できてよかったです。

・元気に挨拶をしてくれた子どもも多く、見守り活動をしている私たちの方が元気をもらいました。

　　参加者の声

　・実際に吹田警察署の方と連携して、見守り活動をするという貴重な経験ができて良かったです。

小学生から挨拶を返してもらえたりして本当にやってよかったと思いました。とてもいい経験に

なりました。（法学部・３年次生）

　・はじめてのボランティア活動で緊張していましたが、学生スタッフの方も職員の方も優しくて安

心しました。見守り活動もやりがいを感じることができたので、参加してよかったです。（商学部・

３年次生）

⑮　琵琶湖ツーリズム！～大学生で考える環境ボランティアの未来2022（実践編）〜
　関西大学ボランティアセンターは2017年度から琵琶湖の保全活動に

取り組んでいる。2017年度は特定外来生物オオバナミズキンバイ駆除

活動、2018年度は清掃活動を実施し、2019年度及び2020年度は新型

コロナウイルス感染症拡大の影響により実施を見合わせた。

　本学主催３大学（法政大学・明治大学・関西大学）連携事業として、

法政大学の学生ボランティアとともに、琵琶湖岸の環境保全活動として

滋賀県長浜市の南浜漁港にて、船の出港を妨げている特定外来生物ナガ

エツルノゲイトウの駆除活動を行った。

　当日は、学生ボランティア全員が胴長とライフジャケットを身につけ、

岸と舟上よりナガエツルノゲイトウの駆除活動を行った。ナガエツルノ

ゲイトウは、琵琶湖や内湖、河川などの水際に生育している水陸両生の多年生の植物で、茎の断片

からも再生するほど繁殖力が強いため、機械ではなく手作業で根や茎をできるだけ残さないように

根本から丁寧に引き抜き、陸に上げる作業を熱心に行った。

　その結果、夕方には、湖面が見えないほど群生していたナガエツルノゲイトウのほとんどを駆除

することができ、参加者全員がやりがいや充実感を得ることができ、大学生として環境ボランティ

アの未来を考えるうえでの契機となった。また、今回の活動を通して、大学の所属を超えて学生ボ

ランティア同士が交流を行うことができ、有意義な1日となった。

　　日　　時　 ①事前説明会：10月11日（火）12時15分〜12時50分

　　　　　　　 ②駆 除 活 動：10月16日（日）７時30分〜18時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②滋賀県長浜市　南浜漁港

　　活動協力　 滋賀県立琵琶湖博物館　特別研究員 /

　　　　　　　 滋賀県琵琶湖環境部 自然環境保全課 副主幹　中井 克樹 氏

　　　　　　　 南浜漁業協同組合

　　参加者数　 ①36名（学生スタッフ30名、本学学生６名）

　　　　　　　 ②42名（学生スタッフ24名、本学学生５名、法政大学９名、教職員４名）

　　内　　容　 特定外来生物ナガエツルノゲイトウの駆除活動

　　企画学生の声

　・ナガエツルノゲイトウは、とるのが難しく、無理に引っ張っても途中で切れてしまうと意味が

なく、ナガエツルノゲイトウの駆除の大変さに驚きました。活動後のきれいな湖面を見たからこ

そ、自然をこれからも大切にしていかなければいけないと感じました。

　・関西大学及び法政大学の学生、職員の方たちと活動中に交流できたので、楽しかったです。自分

たちの活動の成果を現地の方が喜んでくれていたことで、より達成感を感じることができました。

　　参加者の声

　・ナガエツルノゲイトウの駆除活動は、協力することが必須な作業だったので、参加者同士でコ

ミュニケーションをとり新しい輪を広げられてよかったです。（関西大学・３年次生）

　・外来種の駆除という貴重な体験をしてみたいと思い、参加しました。目に見える形で成果が現れ

るので、達成感を感じることができ参加してよかったと感じました。（関西大学・１年次生）

　・晴天の中、関西大学の皆さんと協力して非常に楽しく活動することができました。また、漁協の

方も優しく特定外来生物の駆除方法を教えてくださり、初心者でもすぐに取り組める内容でした。

昼食時は関西大学のみなさんとコミュニケーションを取りながら時間を過ごすことができ、２大

学合同ボランティア活動ならではの有意義な経験となりました。（法政大学・３年次生）

　・関西大学の方々と連携して、特定外来生物を駆除することができて良かったです。また、今回の

駆除活動を通じて、どれだけ湖が汚れているのかを目の当たりにし、今後、自分がどのように環

境活動に関わっていけばいいのかを考える良い機会になりました。（法政大学・２年次生）

⑯　2022年度学園祭「環境問題ってなんだろな？〜クイズで！ゲームで！楽しく学ぼう！〜」
　学生スタッフは、淀川河川敷の清掃活動や琵琶湖の特定外来生物の

駆除活動などといった環境保全活動を普段から多数実施している。そ

ういった経験を活かし、遊びを通して子ども達に環境問題について考

えるきかっけをもってもらえるような企画とした。また、統一学園祭

に来訪される保護者の方や地域の方及び本学学生に、ボランティア活

動の魅力と学生スタッフの活動を知ってもらうことを目的として実施

した。

　本学統一学園祭には、親子連れや子どもが多く来場するため、子ど

もを対象としてSDGs（特に環境問題）について学んでもらうため、環

境問題というテーマで3つのブースを設けた。当日は多くの子ども達が

訪れ、ゲームを通して環境問題について学びを得る機会となった。

　　日　　時　 11月３日（木）12時00分〜15時30分

　　　　　　　 11月４日（金）10時00分〜16時00分

　　　　　　　 11月６日（日）10時00分〜13時00分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館１階学生ラウンジ

　　参加者数　 102名（学生スタッフ延べ94名、本学学生延べ８名）

企画内容：

・紙芝居

　海洋プラスチック問題を中心とした環境問題について紙芝居で説

明したあと、身近な例を使ったクイズで環境問題について楽しく学

んでもらった。

・ミニゲーム

　牛乳パックや段ボールなどを再利用して作ったおもちゃで魚釣り

ゲームをしてもらった。捨てるはずだったもので遊んでもらうこと

で、リサイクルの大切さやゴミを減らす工夫などについて楽しみな

がら学んでもらった。

・塗り絵

　色鉛筆やクレヨンを使ってSDGsや地球をモチーフにした塗り絵

をしてもらいながら、SDGsについて興味を持ってもらった。

　　企画学生の声

　・初めて学園祭に参加しましたが、とても楽しかったです。子ども達が楽しみながらも環境問題に

ついて学びを深めてくれている姿が、とてもいきいきとしていたのが嬉しかったです。

　・ミニゲームも塗り絵も紙芝居も全て子ども達は楽しそうに体験してくれていました。笑顔で帰っ

ていく子ども達を見ると、とても嬉しく感じました。

　　参加者の声

　・一度もボランティアに参加したことがなかったので、参加してみたいと思って参加しました。来

場してくれた子ども達が可愛かったです。（経済学部・３年次生）

　・子どもとコミュニケーションを取れる良い機会だと思ったので参加しました。学生スタッフの方

も親切で楽しく活動できました。（社会学部・１年次生）

⑰　千里キャンドルロード2022
　吹田市と豊中市にまたがる千里ニュータウンの人口にちなんだ９万個

のキャンドルに灯をともすイベント「千里キャンドルロード」に本セン

ターは2014年度から参加し、今回で８回目となる。10周年を迎えた今

年は、『「出会い」これまでも…これからも…』をテーマに、３年ぶりに

来場予約なしでの開催となった。

　学生スタッフはキャンドルのデザインから考え、2022年度は、約

2000個の紙コップを色づけした大きな赤いハート２つを中心に、伸び

る 蔦 葉 や 青 い 紙 コ ッ プ で 縁 取 り し た「Kandai Volunteer Center 

2022」の白い文字など、工夫を凝らしたデザインを作成した。

　当日は、多くの方が訪れ、暗くなってキャンドルに火が灯されると、

あたり一帯が幻想的な光景になる様子を訪れた方たちが足を止め写真撮影をするなど、笑顔溢れる

光景となった。

　　日　　時　 11月５日（土）11時30分〜21時00分

　　場　　所　 吹田市立千里南公園

　　主　　催　 千里キャンドルロードプロジェクト

　　参加者数　 40名（学生スタッフ33名、本学学生７名）

　　内　　容　 キャンドルデザイン案の作成、キャンドルを入れる紙コップの色付け、

　　　　　　　 キャンドルの設置・点火・見回り・片付け

　　企画学生の声

　・「ここ（関大の作品）すごい！」「ここがメインやね。」などと、来場した方からの嬉しい言葉を

たくさん耳にしました。準備は大変でしたが成功して良かったと思えた瞬間でした。

　・スペースの問題もあり、当日にデザインの変更をしましたが、とても上手に完成させることがで

きて達成感がありました。学生スタッフの参加人数がとても多く、学生スタッフの交流の場となっ

ていたのも良かったです。

　　参加者の声

　・楽しそうだと思ったので参加しました。みんなで一つのものを作れていい経験になりました。（経

済学部・３年次生）

　・学園祭期間で授業がなく時間が空いていたこともあり、参加を決めました。想像していた以上に

キャンドルに灯をともした光景が綺麗で、また、地域の人達にも満足していただけたようでやり

がいを感じました。（法学部・２年次生）

⑱　大阪マラソン2023給水ボランティア
　今回で11回目の開催を迎える大阪マラソンは、チャリティ文化の普

及を目指す日本最大規模の都市型市民マラソンである。本学は第1回大

会からオフィシャルスポンサーとして参画している。

　活動を通して本学学生が大阪を盛り上げるとともに、ボランティアの

楽しさややりがいを感じてもらう機会とすることを目的として実施し

た。

　当日は、本学学生が給水ボランティアとして携わり「みんなでかける

虹。」というスローガンのもと、29,285人のランナーをサポートした。

給水や応援を通してランナーの方と関わり、参加した学生にもよりボラ

ンティア楽しさやスポーツの魅力を感じてもらうことができる活動と

なった。

　　日　　時　 ①事前説明会：２月15日（水）13時00分〜14時30分

　　　　　　　 ②活　　　動：２月26日（日）７時30分〜12時00分

　　場　　所　 ①千里山キャンパス第２学舎４号館BIGホール100

　　　　　　　 ②大阪マラソン第１給水所（５ km地点／中之島・本町ブロック）

　　参加者数　 191名（学生スタッフ22名、本学学生58名、体育会所属学生108名、職員３名）

　　内　　容　 ①活動の事前説明、ボランティアセンターの紹介

　　　　　　　 ②給水所でのランナーへの給水提供

　　参加者の声

　・中学校の頃からマラソンに興味があり、実際に見てみたかったので参加しました。ランナーの皆

さんが一生懸命走りつつも、僕らボランティアに「ありがとう」と声を掛けてくれたことがすご

く嬉しかったです。（環境都市工学部・２年次生）

　・2021年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響で中止になってしまったので、今回は絶対に

参加しようと決めていました。関西大学の多くの学生が大阪マラソンという大きなイベントに携

われて、盛り上げることができて良かったです。（システム理工学部・2年次生）

⑲　飛鳥ハーフマラソン2023給水ボランティア
　関西大学と縁の深い奈良県明日香村で開催される飛鳥ハーフマラソン

に2021年度に引き続き2022年度も学生ボランティアをいう形で参加

した。本学学生が学生ボランティアとして参加することで地域貢献活動

に寄与するとともに、ボランティア経験の浅い学生に対してボランティ

アのやりがいや魅力を広めることを目的として実施した。

　明日香村は「飛鳥・藤原の宮都とその関連資産群」として世界遺産登

録をめざしており、その構成資産の半分以上を巡ることができるように

コースが設定されている。また、持続可能な社会づくりのためにソフト

フラスク（折りたためる携行給水ボトル）の配布や、参加費等の一部で

菜の花のタネを購入して景観保全に役立てるなど、様々な取り組みが行

われている。

　当日は、スタートからおよそ11km地点の棚田に設けられた第２給食所で甘酒の提供を行った。

　　日　　時　 ①事前説明会：３月１日（水）10時00分〜11時30分 

　　　　　　　 ②活　　　動：３月12日（日）８時00分〜13時00分

　　場　　所　 ①オンライン（Zoom）

　　　　　　　 ②奈良県高市郡明日香村

　　参加者数　 18名（学生スタッフ11名、本学学生７名）

　　内　　容　 ランナーへの給水

　　企画学生の声

　・給水を行っていると、ランナーの方に「ありがとう」と声をかけていただくことがあり、ボラ

ンティアをしている側の自分たちが元気をもらい、ボランティアに参加してくれた学生に活動を

通してやりがいを感じてもらうことができました。

　・ボランティアに参加していただいた関大生との交流を楽しむことができ、ランナーの方の笑顔を

見ることができてとても充実した時間を過ごすことができました。

　　参加者の声

　・スポーツが好きなので、スポーツに関われるボランティアをやってみたいと思い参加しました。

ランナーの方に「ありがとう」と声をかけていただくこともあり、喜んでいただけていると感じ

られて嬉しかったです。（文学部・１年次生）

　・もともと給水ボランティアをしてみたいと思っていたので参加しました。ランナーの方と言葉を

交わしたり、アイコンタクトを取ることができたりしたことが嬉しかったです。（法学部・２年

次生）

⑳　子ども遊びボランティアinまちなかリビング北千里
　2022年度初めて企画を募集し、ベストアイデア賞を獲得した「学童

保育ボランティア」として、まちなかリビング北千里にて、ソフトバス

ケット大会（3on3）のお手伝いやボードゲーム・カードゲームを使用

した遊び等、子どもとのふれあいを通して、子どもとのかかわり方や距

離の縮め方を学び、コミュニケーション能力を向上させることを目的と

して実施した。

　当日はソフトバスケット大会の運営補助だけでなく、子ども達と一緒

にチームを組んで参加したり、小学生vs大学生の試合を行い、ソフトバ

スケット大会を盛り上げた。また、同施設で管理しているボードゲーム

やカードゲーム等の様々な遊び道具を使用して、ソフトバスケットの参

加待ちの子ども達やスポーツが苦手な子ども達と遊ぶ活動も行った。

　　日　　時　 ３月23日（木）16時00分〜18時00分

　　場　　所　 まちなかリビング北千里

　　参加者数　 13名（学生スタッフ５名、本学学生８名）

　　内　　容　 ソフトバスケット大会の運営補助・参加、子ども達との交流

　　企画学生の声

　・下見を行った時より子ども達の人数が多かったのにも関わらず、学生ボランティアの方々全員が

子ども達と交流をしていただくことができました。活動の最後まで、子ども達と交流するという

ことができ、手持ち無沙汰にならなかったことが非常に良かったと思います。また、児童センター

の職員さんには行くたびに「来てくれてありがとう。」というお言葉をいただくことができて、

嬉しいです。

　　参加者の声

　・子どもと遊ぶことがボランティアになるのならやってみたいと思ったので参加しました。子ども

と触れ合う中で、子どもにしかない発想を多く学び、とても楽しく活動することができ、ボラン

ティアに参加して良かったと思いました。（経済学部・1年次生）

　・子どもと遊びたいと思ったので参加しました。ボランティアに参加した自分が子どもから元気を

もらい、ボランティアにはこんな魅力もあるんだと実感しました。（大学院・2年次生）

（３）雨天中止事業

①　第4回大和川大掃除～未来につなげよう300人の小さな一歩～
　堺キャンパスの近くを流れる大和川河川敷において、各キャンパスの

学生、体育会所属学生、ボランティア団体所属学生、大学職員、ミズノ

株式会社社員など総勢300名が海につながる河川の環境美化に取り組む

ことで、SDGsや海洋プラスチック問題などを改めて意識してもらうこ

とを目的として企画したもの。

　学生スタッフは設立以来、本学学生にボランティア活動を通じてボラ

ンティアの魅力を知ってもらうために、様々なボランティア活動を同じ

学生目線で企画・運営してきた。特に河川敷の清掃活動については、

2011年度から2016年度まで500名規模で淀川河川敷の大掃除を行い、

ゴミの減少に貢献した。2017年度からは大和川河川敷に活動場所を移

し、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により規模を縮小することもあったが、継続的に清掃活

動を行っている。

　2022年度は多くの関大生にボランティア活動の魅力を知ってもらうべく、体育会11団体にご協

力いただき、コロナ禍前と同規模の300名で実施することを企画した。また、ボランティア活動を

通じて双方の充実と発展に寄与するため、本学と連携協定を結んでいるミズノ株式会社にもご参加

いただくことになっていたが、残念ながら当日雨天のため中止となった。

　　日　　時　 ２月19日（日）10時00分〜12時00分

　　場　　所　 大和川公園河川敷周辺

　　協　　力　 大和川河川事務所

　　　　　　　 ミズノ株式会社

　　内　　容　 大和川河川敷での清掃

ボランティアセンター学生スタッフ代表  　　　　　　　　

2022年度代表　システム理工学部　３年次生　大前　友暉

　ボランティアセンター学生スタッフ代表の大前です。

　私は、高校生の頃からボランティアには興味がありましたが、参加する

という一歩が踏み出せず、これまで実際に参加することはありませんでし

た。高校生の時の私と同じように、興味があっても一歩を踏み出せずに、

ボランティア活動に参加したことがない人は多いのではないかと思いま

す。私が初めてボランティア活動に参加したのも大学生になった時でした。

最初は「大学生になって何か新しいことをしてみたい！」という気持ちで、

思い切ってインターネット上で募集していたボランティアに参加しまし

た。それまでボランティアは「就活の時に自分のアピールポイントになる

もの」くらいに思っていましたが、実際に参加してみて様々な魅力を感じ

ました。活動中に「ありがとう」という言葉をかけてもらい、とても嬉し

い気持ちになりました。また、社会人の方、他大学の学生、高

校生との、新しい出会いによってコミュニティが広がり、価値

観が広がりました。このような魅力をもっと多くの人に感じて

ほしいと思い、ボランティアセンター学生スタッフとして活動

しています。

　私は、様々な事に「挑戦」して「経験」することがとても大

事だと思います。私自身、授業の他にも大学が主催している講

座には積極的に参加して、多くのことを学んでいます。資格の

勉強もしながら、ボランティア活動の企画・運営にも挑戦して、

そして今はボランティアセンター学生スタッフの代表を経験して

います。

　私は、講座やボランティア活動に参加する理由は何でもいいと

思います。友達を遊びに誘うぐらいの感覚で予定が空いているか

ら友達を誘ってボランティア活動に参加する、講座を受講する、

ということが当たり前になるぐらい気軽にボランティア活動に参

加して楽しんでほしいと思います。何気なく参加した講座やボラ

ンティア活動でも、いずれも自分にプラスの経験となっていま

す。私たち学生スタッフは、多くの関大生に気軽に参加できる

ボランティアプログラムとして、ボランティア体験ツアーを企

画し、誰もが「挑戦」し「経験」できる機会を作り、そのサポー

トをしています。また、私たち学生スタッフも様々なことに挑

戦し、経験することで、日々成長して活動に精進しています。

私たちと一緒に、今、一歩踏み出しましょう！

３　学生スタッフ代表からの一言

おおまえ　　ゆう き
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Ⅲ　学内ボランティア団体について

１　学内ボランティア団体への支援

２　学内ボランティア団体の活動

　　活動者の声

　・夏合宿

　淡路島に２泊３日の手話合宿に行きました。手話合宿、とは文字の通り手話のみでコミュニケー

ションを図る合宿のことです。普段から活動内では手話を使っていましたが、生活においてずっと

使用するのは初めての体験で、自分の手話がいかに拙いものだったか気付かされるきっかけにもな

りました。さらに、長い時間一緒に過ごすことで、メンバー同士の距離も縮まり、私自身も新しい

友達ができて忘れられない思い出になりました。（社会学部・３年次生）

　・まちなかリビング北千里での手話お楽しみ会

　はじめにご依頼を頂いた際に、幹部で何を行うのか、どんな年齢のお子さんが中心に来てくださ

るのか、夜遅くまで話し合ったことが印象に残っています。初めてのことに挑戦するために、一致

団結できたと思えた出来事です。台風の影響で延期になってしまい、実施出来たのは幹部の代替わ

りをした後でしたが、それまでに話を進めることができたのが、イベントの成功につながったので

はないかと思います。（社会学部・３年次生）

　　代表者の声　 （社会安全学部・３年次生・
よし だ　さつ き 

吉田 颯樹）

　2022年度のあっぷるは、2021年度よりも一層コロナ禍前の通常活動に則したイベントを行う

ことができました。根拠は２点あります。まず、手話合宿の開催です。世間における感染者数の増

加から中止も危ぶまれましたが、ワクチン２回以上接種あるいはPCR検査の陰性証明の提出の義

務化、現地の保健所の場所などを記した緊急時対応マニュアルの作成など、感染対策に気を配るこ

とで無事終えることができました。もう1つは、学外の図書館から依頼を受けてのイベント開催で

す。しかしこちらは開催日に台風が直撃したことで中止となりました。図書館側のご厚意で別日を

提示していただきましたが、中止の判断をギリギリにしてしまったことが反省点でした。2023度

以降のあっぷるではメンバー同士の健全な交流を通してより活動を盛り上げていってもらえること

を切に願っています。

②　児童文化実践サークル「うぷ」

　　目　　的

　吹田市内の学童保育学級に通っている小学校１年生から４年生を対象と

し、子どもたちと年齢の近い私たち大学生が関わることで普段接している指

導員の方が見ることのない一面を引き出すことができる。そして私たちが子

どもの見本となる行動を、子どもの成長に携わることを目的としている。ま

た、子ども達に“楽しい”を共有することも目的とする。

　　内　　容

　吹田市にある小学校に放課後訪れ、子ども達と遊んだり、宿題をしたり、自分たちで考えたプロ

グラムを発表したりと学童保育を中心に行っている。プログラムでは、紙芝居やペープサート、ゲー

ム等、毎週違うプログラムを組み立てて、子ども達に楽しいを届けている。

　　主な活動

　・吹田市夢つながり未来館主催「夏祭り」　・学童保育

　・関西大学フェスティバル　・ゆいぴあ DE SDGsプロジェクト

　　部 員 数　　23名

　　活動者の声

　・学童保育

　毎週違う小学校に訪問し、毎回違うプログラムを行うので、新しい刺激を受けます。子ども達は

好奇心旺盛で、すぐに話に来てくれて、すぐ打ち解けることができます。子ども達の笑顔を見るこ

とができて、とてもうれしい気持ちになりました。ゲームの内容が子ども達にとって、少し合わな

いこともあり、試行錯誤しましたが、それも新しい発見で、子ども達のことを知っていくことがで

きるので、とてもためになります。（社会学部・２年次生）

　・ゆいぴあ DE SDGsプロジェクト

　一から子ども達が楽しく遊べる場所を作っていきました。何をテーマにするのか、どんな遊び場

にするのか、アイデアを出すことは大変でしたが、一から仲間と作り上げていくことが楽しかった

です。家で作れるものは作り、４日間でアイデアを出し合い、作り直しながらも、一気に作り上げ

ました。思ったよりも壮大な遊び場ができて、達成感が得られました。子ども達に楽しんでもらえ

るような場所が作れて、いい経験だったと感じています。（社会学部・２年次生）

　　代表者の声　 （法学部・１年次生・
なかやま

中山
さとし

聡 ）

　2022年度のうぷの活動としては、大きな成功を収めたのではないかと思います。その理由とし

て２点ほど挙げられます。まず１点目は、学童保育を2021年度よりもたくさんの学級に訪問させ

て頂けたからです。2021年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響で訪問が厳しくなり、うぷ

としても満足のいく活動はできなかったが、2022年度の活動では、紙芝居やペープサートといっ

たプログラムをたくさんの学級さんで行うことができました。

　次に２点目としては、学童保育や他の施設でプログラムを行なった際の子どもたちの笑顔であっ

たり感謝の言葉を頂けた所だと思います。

　うぷのメンバーもこぞって活動をしてよかったと口を揃えて言っていたので、お互い良い時間を

共有できたのではないかと思います。

　そして2022年度は、2021年度の活動を通して、良いところはより良くしていき、反省すべき

ところはメンバー同士で話し合いをして、良い活動に繋げて行けるように心がけていきたいと思い

ます。

③　児童文化研究サークルあかとんぼ

　　目　　的

　小学校の学童保育への訪問や子どもに関する地域行事への参加を通し、子ど

も達と交流することで「いつもとは違う有意義な体験」を子ども達に楽しんで

もらうことを目的とする。

　　内　　容

　例年毎週水曜日に吹田市内の小学校の放課後児童クラブを訪問し、紙芝居・

人形劇を披露したり、野外で子ども達と一緒に遊んだりする活動を行っていま

す。他にも、児童厚生施設や地域の商店街、商業施設などから依頼を受け、より多くの子ども達に

楽しんでもらえるよう、多種多様な活動に取り組んでいます。

（※定期的な学童訪問について、2022年度前半は新型コロナウイルス感染症拡大の影響により中

止していましたが、その後は再開しました。）

　　主な活動

　・夏季研修会　・おばけまつり　・段ボール工作イベント　・まちFUNまつり

　・商業施設における紙芝居、人形劇講演　・チルドレンコンサート　・節分イベント

　　部 員 数　　44名

　　活動者の声

　・学童訪問

　コロナ禍が落ち着くにつれて、吹田市内の学童を訪問させていただけるようになりました。子ど

も達の前で、紙芝居や人形劇を披露することは、子ども達の元気な反応や笑顔が見れ、私たちも充

実した時間を過ごすことができました。また、外遊びも再開し、鬼ごっこやドッジボール、サッカー

などたくさんの遊びを行いました。みんな積極的に誘ってくれたことや名前を覚えてくれたことが

嬉しかったです。（商学部・３年次生）

　・チルドレンコンサート

　2022年度もチルドレンコンサートは演劇の様子を収録し、動画として子ども達に届けました。

今までより動画の編集に更に力を入れようということで、本格的にカット割りなどに工夫を凝らし

て撮影に臨みました。編集後のイメージを考慮しながらの撮影だったので苦戦するも、皆で試行錯

誤しながら遂に動画を完成させ、プレゼントと一緒に学童教室に配布できました。

　その後の学童訪問で、そのプレゼントが教室に飾られているのを見つけたり、「動画観たよ。」と

子どもに言われた時は嬉しかったです。（システム理工学部・３年次生）

　　代表者の声　 （政策創造学部・３年次生・
なかむら  たい ち 

中村 泰地）

　あかとんぼにとって、2022年度は「激動の年」と括ることが出来ます。

予てからのコロナ禍による悪影響が軽減され、後期から定期的な学童訪問を再開し、更に例年より

も極めて積極的に紙芝居や人形劇の公演活動を推進しました。「一刻も早く、寂しがっているであ

ろう子ども達に会って笑顔にしたい」という強い思いで、度々活動参加者が不足する事態に陥りそ

うになりながら、2022年度は従来よりも全体として盛んに動きました。

　この方針は試行の意味もあったことから、団体としての課題点を多数認識できました。2022年

度は我々あかとんぼにとって大変意味のある年度であったと感じます。2023年度からも得られた

知見や要領を活かしていき、向上心を失念せずに、団体の繁栄と「子ども達を楽しませる」という

団体目的の達成を常に追い求めてまいります。

④　ボランティアサークル「チャレンジャー」

　　目　　的

　視覚特別支援学校や障害者福祉施設のイベントに、ボランティアとして参加

することによる社会貢献を目的としている。また、普段接する機会の少ない障

がいのある方との関わりを通して障がいに対する理解を深め、私たち自身も成

長することを目指している。

　　内　　容

　ヘルパーさん立会いのもと、視覚特別支援学校での行事における手引きやサ

ポート、障害者福祉施設「ゆうゆう会」での行事における車いすでの移動や食事介助などのお手伝

いを行うことが主な活動内容である。また、子どもとふれあうボランティアも行っている。

　　主な活動

　・まちをつくろう

※「まちをつくろう」とは、ダンボールを使って“まち”をつくる夏休みの小学生向けワークショップ。

　・風船バレー　・ゆうゆう会の行事補助

　　部 員 数　　50名

　　活動者の声

　・風船バレー

　月に１〜２回、障がいがある方々と風船バレーを実施し、楽しく体を動かすという活動を行いま

した。2020、2021年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響で長期的に活動できなかったこ

ともありましたが、2022年度は比較的継続して活動を行うことができました。活動をしていくな

かで、人によって障がいの程度が異なるためサポートの内容も様々であることに気付きました。そ

して、この気付きから臨機応変に対応することの重要性を学ぶことができました。（文学部・４年次生）

　・ゆうゆう会

　毎月１回、身体や脳に障がいがある会員さんとともに、お出かけやレクリエーションなどを通じ

てコミュニケーションを行いました。2020、2021年度と新型コロナウイルス感染症の拡大によ

り活動ができない日々が続いていましたが、2022年度はコロナ前の活動を再開することができま

した。また、大阪大学の学生と協力してレクリエーションやお出かけの準備を行うことで、自力で

手足を動かすことが難しい会員さんとそのお母さま方、ヘルパーさん、ボランティア学生全員が楽

しめるようにするためにはどうすればいいのかを考え、企画する力を身につけられました。お出か

けの際は、常に安全に気を配ってはいるものの、車いすの移動にはまだまだ不便なことが多いのだ

な、と新たな視点で物事を見ることができるようになりました。（法学部・３年次生）

　　代表者の声　 （法学部・２年次生・
よこたに  みつ ほ 

横谷 光保）

　活動休止が続いていた2021年度当初は、活動によって生まれた交流やサークルのみんなとの関

わりが薄れていくことへの漠然とした不安感がありました。しかし2022年度は新型コロナウイル

ス感染症の拡大による一時活動休止が数回あったものの、今まで行ってきた活動をかなり再開する

ことができたので、改めて対面で活動できることの喜びを感じました。2023年度は多くの学生が

継続して活動に参加してくれているので、役職の人数を増やし、サークルを運営してもらいたいと

考えています。また、Twitterの情報を見て、チャレンジャーに入会する学生が多いことを受け、

新たにInstagramも活用していき、広報にも力を入れてくれたらなと思います。2023年度は新し

い役職者が伸び伸びと活動できるように、私はサポートに回り、チャレンジャーの活動を支えてい

けたらなと思います。

（２）文化会

①　ユネスコ研究部

　　目　　的

　ユネスコ憲章にある「心の中に平和の砦を」という理念に則り、主に

子ども達との交流を中心としたボランティア活動を行っている。子ども

達に、普段あまり関わることのない大学生との交流を通じて、異世代交

流の楽しさや集団行動の大切さを学んでもらうことが目的である。また、

子ども達との交流により、部員が行動力や責任感を培い、新たな成長に

繋げていくことも目的の一つである。

　　内　　容

　吹田市在住の子ども達と月に一度交流する「スクール」を中心に活動している。「スクール」で

は運動や料理、工作などをしたり、遠足やキャンプなど遠くに出かける活動も行ったりしている。

　その他には、吹田市を中心に地域イベントの運営補助や企画、子ども会で行うイベントの運営補

助などのボランティア活動にも取り組んでいる。

　　主な活動

　・スクール　・スクールキャンプ　・片山地区こども会連合協議会イベント

　　部 員 数　　43名

　　活動者の声

　・スクール

　スクールは我が部にとってメインとなる活動です。吹田市の小学生と公園でドッチボールや鬼

ごっこなどを行ったり、室内でビンゴ大会や工作などで遊び、小学生との交流を深めました。一見

すると、大学生が小学生と遊んであげているように見えますが、実際は私たち大学生が小学生から

様々なことを学んでいます。小学生ならではの斬新な発想や成長に伴い忘れてしまう意見が衝突し

た時の誠実な対応など挙げきれないほど沢山の学びをスクールによって得ることができます。小学

生と関わることや体験を通じて学ぶことに興味のある方にはぜひ参加していただきたい活動です。

（経済学部・３年次生）

　・スクールキャンプ

　2022年度は京都府立るり渓少年自然の家に１泊２日でスクールキャンプを行いました。新型コ

ロナウイルス感染症拡大の影響で数年ぶりの開催となり、スクールキャンプを経験したことのある

部員がいなかったため、苦労することもありました。しかし、焼き板体験やキャンプファイヤー、

野外炊飯など小学生と大学生が共に自然を満喫することができました。キャンプを楽しみに参加し

てくれた小学生や大学生を信頼してお子様を預けてくださった保護者の期待に応えることができた

2日間であったのではないかと思います。（経済学部・３年次生）

　　代表者の声　 （文学部・３年次生・
さ とう りゅうた

佐藤 竜太）

　「With コロナ」の中で始まった2022年は、まさに再始動の年といえます。

　「大学生がサポートする子ども達の新たなコミュニティ作り」を2022年度の理念とし、まずは

新入部員の確保に取り組みました。結果的には20名以上の部員が加入してくれました。

　新入部員を含めた部員間の関係作りに取り組み、部会等も行った事が参加した子ども達と信頼関

係を築く事につながり、2023年度の継続参加にも大きく寄与したと考えます。

　数年ぶりに開催した夏季スクールキャンプ・学園祭模擬店に関しては、これまでの形式に捉われ

ず、円滑な実施に重点を置いた活動としました。

　新たにSNSの活用を意識しました。Instagramは広報面で入部希望者を多く獲得する要因となり、

公式LINEは保護者との連絡ツールとして大いに活躍しました。

　最終的には今後活動していく上での土壌を作れたと思います。

（３）準登録団体

①　学生団体KUMC

　　目　　的

　主に、高槻・吹田地域の住民や子ども達を中心として、地域に向けて防災に

関する情報を発信し、地域全体の防災意識の向上に貢献することを目的として、

地域密着型の防災啓発活動を展開している。そして、実際に災害が起こった時

に、自分たちが伝えたことが活かされることを目標にしている。また、地域の

お祭りやイベントなどにおいて、企画運営や警備のボランティアなどに参加す

ることで、地域振興のお手伝いをするなどの活動にも取り組んでいる。

　　内　　容

　地域の小学校における防災授業や図書館での防災絵本の読み聞かせなどさまざまなイベントに参

加し、防災の知識を楽しく学んでもらえるよう取り組んでいる。また、活動では自作のパワーポイ

ントやゲームを取り入れ、より楽しく知識を学んでもらえるような工夫をしている。

　地域貢献活動として、高槻市、吹田市などを中心にさまざまなイベントにボランティアとして参

加し、毎年春と冬には、学習の一環として東北地方を訪れ、語り部さんからお話を聞くなどして震

災とその復興について学んでいる。

　　主な活動

　・高槻ジャズストリート　・チャリティショップ　・すいたEXPO

　・万博フラワーカーペット　・東北ツアー　・淀川・芥川クリーンアップ大作戦

　　部 員 数　　846名

　　活動者の声

・すいたフェスタ

　半年以上かけて企画運営をする実行委員に約20名、当日ボランティアに約100名以上が参加し

ました。内容は、模擬店やスプラッシュパーティー、スカイランタン、学生ステージ企画の手伝い

等です。自分たちが楽しんでボランティアに参加して盛り上げることで、来場してくださった方々

もとても楽しんでくださいました。特に模擬店のスライムやミサンガ作りでは、子どもに１対１で

教えてあげて、一生懸命作ってくれている姿が可愛くて癒されました。（社会学部・３年次生）

　・東北ツアー

　新型コロナウイルス感染症拡大のため、例年からなかなか実施することができなかった東北ツ

アーを、2022年度の春（３月）に、４年ぶりにやっとの思いで実施することができました。ツアー

内容としては、震災遺構である小学校や伝承館を訪問し、現地の方のお話を伺いながら学習しました。

　このツアーでは、実際の被災地を訪れて、災害に対する新たな学びや発見、また、直接肌で感じ

ることの大切さなどを体験することができました。2023年度も3月に実施する予定です。（社会学

部・３年次生）

　　代表者の声　 （社会学部・３年次生・
ふく だ　  ゆ　ゆ　か

福田 優々花）

　新型コロナウイルスの感染状況が少し落ち着くとともに、徐々にコロナ禍以前のような活動がで

きるようになった1年でした。2022年も2021年に引き続き、エコカフェ NAZのチャリティー

ショップやしゅくだいカフェ等同じ団体から依頼をいただくことができ、コロナ禍を通して地域の

方々と関係性を築くことができました。また、KUMCの主な活動であるすいたフェスタと東北ツアー

を3年ぶりに実施することができ、コロナ禍に入学した私たちも、KUMCについて、より理解が深

まる年となりました。東北ツアーでは、小学校や学内での防災授業を例年よりも多く実施しました。

2022年度は、過去最高の部員数となり、大規模なボランティア活動に興味を持って入会してくれ

た人が多いので、安定してボランティアを依頼していただけるように参加者の確保や地域とのコ

ミュニケーションにより一層尽力したいです。

②　WEVO

　　目　　的

　ボランティア活動を行う楽しさを知る。そして、ボランティアを通じて

人と人、人と社会とのつながりについて学ぶ。また、地域の方との交流を

深め、１つの団体として、地域社会の輪の中に入る。そして、福祉施設や、

団体と協働して行う活動を通じて、今、起きている問題や、取り組みなど

を学び、自分たちには何が出来るのかについて考えることを目的とする。

　　内　　容

　主な活動は、社会福祉法人・堺福祉会・ハートピア堺での子ども食堂への参加、80代、90代を

対象とした英会話教室である。2022年度は高齢者を対象として英会話教室を月１回オンラインを

活用して実施し、子ども食堂は不定期で実施した。

　また、小さな森の学童での子ども食堂にも参加した。住吉総合福祉センターでは、障害者余暇支

援センターじらふでの水遊び活動（８月）やグループホームに住んでいる障がいがある方との交流

（月１回）を実施した。そして、WEVOからの企画として、大学を小学生に案内する大学冒険ツアーと、

堺市立熊野小学校のびのびルームで春祭りを実施した。

　　主な活動

　・高齢者を対象とした英会話教室　・子ども食堂

　・グループホームに入居している障がいがある方との交流活動

　・高齢者虐待防止啓発活動での動画作成

　　部 員 数　　83名

　　活動者の声

　・特別養護老人ホームハートピア堺での英会話教室

　このボランティア活動は毎月テーマを２つ決めてパワーポイントを作成し、それを使用して簡単

な英単語や文章を特別養護老人ホームハートピア堺の利用者と一緒に勉強している活動です。初め

はZoomで高齢者と交流するということで緊張や戸惑いもあったが、毎月行っていると、幅広い分

野の英語やクイズなどで交流することができました。参加してくださっている方の学生時代のお話

を聴いたり、私たちが教えるだけでなく、日本語を教えてもらったり、お互い勉強になっていると

感じています。（人間健康学部・３年次生）

　・小さな森の学童での子ども食堂

　このボランティアは2022年から始まりました。毎月１回地域の子ども達との交流をすることが

主な活動内容である。ご飯を一緒につくって食べて、食育にも重きを置いているので、子ども達に

食について知ってもらう機会にもなっています。2022年度は徐々にではあるが、活動も定期的に

実施することができました。子ども達と交流することで学校で流行っていることや好きなことを聞

いたりすることができ、一緒に楽しい時間を過ごすことができています。（人間健康学部・3年次生）

　　代表者の声　（人間健康学部・２年次生・
しち の 　ゆ　か　り 

七野 由佳梨）

　2022年度は、コロナ禍で思うように活動することができなかった悔しさから、徐々に規制が緩

和され、様々な活動の幅を広げることができました。また、ボランティア活動を通して人との繋が

りができ、他の活動に広げることもできました。今までは定期の活動を行っていたが、自分たちか

ら様々な人と関わり、企画し実行する活動をしたことで、新しい考え方や価値観を知ることができ

ました。そして、一つのことを創り上げる楽しさを知ることができました。

　また、サークル内の改革を行い、皆で参加する・協力する考え方に徐々に変えることができたよ

うに思います。実際2021年度より、ボランティア活動への参加者が増えていることも成果の一つ

です。反省点としては、他学年同士の交流が少ないことす。もっとたくさんの人が関われる機会を

作るように今後もメンバーで考えていきたいと思います。
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　　活動者の声

　・夏合宿

　淡路島に２泊３日の手話合宿に行きました。手話合宿、とは文字の通り手話のみでコミュニケー

ションを図る合宿のことです。普段から活動内では手話を使っていましたが、生活においてずっと

使用するのは初めての体験で、自分の手話がいかに拙いものだったか気付かされるきっかけにもな

りました。さらに、長い時間一緒に過ごすことで、メンバー同士の距離も縮まり、私自身も新しい

友達ができて忘れられない思い出になりました。（社会学部・３年次生）

　・まちなかリビング北千里での手話お楽しみ会

　はじめにご依頼を頂いた際に、幹部で何を行うのか、どんな年齢のお子さんが中心に来てくださ

るのか、夜遅くまで話し合ったことが印象に残っています。初めてのことに挑戦するために、一致

団結できたと思えた出来事です。台風の影響で延期になってしまい、実施出来たのは幹部の代替わ

りをした後でしたが、それまでに話を進めることができたのが、イベントの成功につながったので

はないかと思います。（社会学部・３年次生）

　　代表者の声　 （社会安全学部・３年次生・
よし だ　さつ き 

吉田 颯樹）

　2022年度のあっぷるは、2021年度よりも一層コロナ禍前の通常活動に則したイベントを行う

ことができました。根拠は２点あります。まず、手話合宿の開催です。世間における感染者数の増

加から中止も危ぶまれましたが、ワクチン２回以上接種あるいはPCR検査の陰性証明の提出の義

務化、現地の保健所の場所などを記した緊急時対応マニュアルの作成など、感染対策に気を配るこ

とで無事終えることができました。もう1つは、学外の図書館から依頼を受けてのイベント開催で

す。しかしこちらは開催日に台風が直撃したことで中止となりました。図書館側のご厚意で別日を

提示していただきましたが、中止の判断をギリギリにしてしまったことが反省点でした。2023度

以降のあっぷるではメンバー同士の健全な交流を通してより活動を盛り上げていってもらえること

を切に願っています。

②　児童文化実践サークル「うぷ」

　　目　　的

　吹田市内の学童保育学級に通っている小学校１年生から４年生を対象と

し、子どもたちと年齢の近い私たち大学生が関わることで普段接している指

導員の方が見ることのない一面を引き出すことができる。そして私たちが子

どもの見本となる行動を、子どもの成長に携わることを目的としている。ま

た、子ども達に“楽しい”を共有することも目的とする。

　　内　　容

　吹田市にある小学校に放課後訪れ、子ども達と遊んだり、宿題をしたり、自分たちで考えたプロ

グラムを発表したりと学童保育を中心に行っている。プログラムでは、紙芝居やペープサート、ゲー

ム等、毎週違うプログラムを組み立てて、子ども達に楽しいを届けている。

　　主な活動

　・吹田市夢つながり未来館主催「夏祭り」　・学童保育

　・関西大学フェスティバル　・ゆいぴあ DE SDGsプロジェクト

　　部 員 数　　23名

　　活動者の声

　・学童保育

　毎週違う小学校に訪問し、毎回違うプログラムを行うので、新しい刺激を受けます。子ども達は

好奇心旺盛で、すぐに話に来てくれて、すぐ打ち解けることができます。子ども達の笑顔を見るこ

とができて、とてもうれしい気持ちになりました。ゲームの内容が子ども達にとって、少し合わな

いこともあり、試行錯誤しましたが、それも新しい発見で、子ども達のことを知っていくことがで

きるので、とてもためになります。（社会学部・２年次生）

　・ゆいぴあ DE SDGsプロジェクト

　一から子ども達が楽しく遊べる場所を作っていきました。何をテーマにするのか、どんな遊び場

にするのか、アイデアを出すことは大変でしたが、一から仲間と作り上げていくことが楽しかった

です。家で作れるものは作り、４日間でアイデアを出し合い、作り直しながらも、一気に作り上げ

ました。思ったよりも壮大な遊び場ができて、達成感が得られました。子ども達に楽しんでもらえ

るような場所が作れて、いい経験だったと感じています。（社会学部・２年次生）

　　代表者の声　 （法学部・１年次生・
なかやま

中山
さとし

聡 ）

　2022年度のうぷの活動としては、大きな成功を収めたのではないかと思います。その理由とし

て２点ほど挙げられます。まず１点目は、学童保育を2021年度よりもたくさんの学級に訪問させ

て頂けたからです。2021年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響で訪問が厳しくなり、うぷ

としても満足のいく活動はできなかったが、2022年度の活動では、紙芝居やペープサートといっ

たプログラムをたくさんの学級さんで行うことができました。

　次に２点目としては、学童保育や他の施設でプログラムを行なった際の子どもたちの笑顔であっ

たり感謝の言葉を頂けた所だと思います。

　うぷのメンバーもこぞって活動をしてよかったと口を揃えて言っていたので、お互い良い時間を

共有できたのではないかと思います。

　そして2022年度は、2021年度の活動を通して、良いところはより良くしていき、反省すべき

ところはメンバー同士で話し合いをして、良い活動に繋げて行けるように心がけていきたいと思い

ます。

③　児童文化研究サークルあかとんぼ

　　目　　的

　小学校の学童保育への訪問や子どもに関する地域行事への参加を通し、子ど

も達と交流することで「いつもとは違う有意義な体験」を子ども達に楽しんで

もらうことを目的とする。

　　内　　容

　例年毎週水曜日に吹田市内の小学校の放課後児童クラブを訪問し、紙芝居・

人形劇を披露したり、野外で子ども達と一緒に遊んだりする活動を行っていま

す。他にも、児童厚生施設や地域の商店街、商業施設などから依頼を受け、より多くの子ども達に

楽しんでもらえるよう、多種多様な活動に取り組んでいます。

（※定期的な学童訪問について、2022年度前半は新型コロナウイルス感染症拡大の影響により中

止していましたが、その後は再開しました。）

　　主な活動

　・夏季研修会　・おばけまつり　・段ボール工作イベント　・まちFUNまつり

　・商業施設における紙芝居、人形劇講演　・チルドレンコンサート　・節分イベント

　　部 員 数　　44名

　　活動者の声

　・学童訪問

　コロナ禍が落ち着くにつれて、吹田市内の学童を訪問させていただけるようになりました。子ど

も達の前で、紙芝居や人形劇を披露することは、子ども達の元気な反応や笑顔が見れ、私たちも充

実した時間を過ごすことができました。また、外遊びも再開し、鬼ごっこやドッジボール、サッカー

などたくさんの遊びを行いました。みんな積極的に誘ってくれたことや名前を覚えてくれたことが

嬉しかったです。（商学部・３年次生）

　・チルドレンコンサート

　2022年度もチルドレンコンサートは演劇の様子を収録し、動画として子ども達に届けました。

今までより動画の編集に更に力を入れようということで、本格的にカット割りなどに工夫を凝らし

て撮影に臨みました。編集後のイメージを考慮しながらの撮影だったので苦戦するも、皆で試行錯

誤しながら遂に動画を完成させ、プレゼントと一緒に学童教室に配布できました。

　その後の学童訪問で、そのプレゼントが教室に飾られているのを見つけたり、「動画観たよ。」と

子どもに言われた時は嬉しかったです。（システム理工学部・３年次生）

　　代表者の声　 （政策創造学部・３年次生・
なかむら  たい ち 

中村 泰地）

　あかとんぼにとって、2022年度は「激動の年」と括ることが出来ます。

予てからのコロナ禍による悪影響が軽減され、後期から定期的な学童訪問を再開し、更に例年より

も極めて積極的に紙芝居や人形劇の公演活動を推進しました。「一刻も早く、寂しがっているであ

ろう子ども達に会って笑顔にしたい」という強い思いで、度々活動参加者が不足する事態に陥りそ

うになりながら、2022年度は従来よりも全体として盛んに動きました。

　この方針は試行の意味もあったことから、団体としての課題点を多数認識できました。2022年

度は我々あかとんぼにとって大変意味のある年度であったと感じます。2023年度からも得られた

知見や要領を活かしていき、向上心を失念せずに、団体の繁栄と「子ども達を楽しませる」という

団体目的の達成を常に追い求めてまいります。

④　ボランティアサークル「チャレンジャー」

　　目　　的

　視覚特別支援学校や障害者福祉施設のイベントに、ボランティアとして参加

することによる社会貢献を目的としている。また、普段接する機会の少ない障

がいのある方との関わりを通して障がいに対する理解を深め、私たち自身も成

長することを目指している。

　　内　　容

　ヘルパーさん立会いのもと、視覚特別支援学校での行事における手引きやサ

ポート、障害者福祉施設「ゆうゆう会」での行事における車いすでの移動や食事介助などのお手伝

いを行うことが主な活動内容である。また、子どもとふれあうボランティアも行っている。

　　主な活動

　・まちをつくろう

※「まちをつくろう」とは、ダンボールを使って“まち”をつくる夏休みの小学生向けワークショップ。

　・風船バレー　・ゆうゆう会の行事補助

　　部 員 数　　50名

　　活動者の声

　・風船バレー

　月に１〜２回、障がいがある方々と風船バレーを実施し、楽しく体を動かすという活動を行いま

した。2020、2021年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響で長期的に活動できなかったこ

ともありましたが、2022年度は比較的継続して活動を行うことができました。活動をしていくな

かで、人によって障がいの程度が異なるためサポートの内容も様々であることに気付きました。そ

して、この気付きから臨機応変に対応することの重要性を学ぶことができました。（文学部・４年次生）

　・ゆうゆう会

　毎月１回、身体や脳に障がいがある会員さんとともに、お出かけやレクリエーションなどを通じ

てコミュニケーションを行いました。2020、2021年度と新型コロナウイルス感染症の拡大によ

り活動ができない日々が続いていましたが、2022年度はコロナ前の活動を再開することができま

した。また、大阪大学の学生と協力してレクリエーションやお出かけの準備を行うことで、自力で

手足を動かすことが難しい会員さんとそのお母さま方、ヘルパーさん、ボランティア学生全員が楽

しめるようにするためにはどうすればいいのかを考え、企画する力を身につけられました。お出か

けの際は、常に安全に気を配ってはいるものの、車いすの移動にはまだまだ不便なことが多いのだ

な、と新たな視点で物事を見ることができるようになりました。（法学部・３年次生）

　　代表者の声　 （法学部・２年次生・
よこたに  みつ ほ 

横谷 光保）

　活動休止が続いていた2021年度当初は、活動によって生まれた交流やサークルのみんなとの関

わりが薄れていくことへの漠然とした不安感がありました。しかし2022年度は新型コロナウイル

ス感染症の拡大による一時活動休止が数回あったものの、今まで行ってきた活動をかなり再開する

ことができたので、改めて対面で活動できることの喜びを感じました。2023年度は多くの学生が

継続して活動に参加してくれているので、役職の人数を増やし、サークルを運営してもらいたいと

考えています。また、Twitterの情報を見て、チャレンジャーに入会する学生が多いことを受け、

新たにInstagramも活用していき、広報にも力を入れてくれたらなと思います。2023年度は新し

い役職者が伸び伸びと活動できるように、私はサポートに回り、チャレンジャーの活動を支えてい

けたらなと思います。

（２）文化会

①　ユネスコ研究部

　　目　　的

　ユネスコ憲章にある「心の中に平和の砦を」という理念に則り、主に

子ども達との交流を中心としたボランティア活動を行っている。子ども

達に、普段あまり関わることのない大学生との交流を通じて、異世代交

流の楽しさや集団行動の大切さを学んでもらうことが目的である。また、

子ども達との交流により、部員が行動力や責任感を培い、新たな成長に

繋げていくことも目的の一つである。

　　内　　容

　吹田市在住の子ども達と月に一度交流する「スクール」を中心に活動している。「スクール」で

は運動や料理、工作などをしたり、遠足やキャンプなど遠くに出かける活動も行ったりしている。

　その他には、吹田市を中心に地域イベントの運営補助や企画、子ども会で行うイベントの運営補

助などのボランティア活動にも取り組んでいる。

　　主な活動

　・スクール　・スクールキャンプ　・片山地区こども会連合協議会イベント

　　部 員 数　　43名

　　活動者の声

　・スクール

　スクールは我が部にとってメインとなる活動です。吹田市の小学生と公園でドッチボールや鬼

ごっこなどを行ったり、室内でビンゴ大会や工作などで遊び、小学生との交流を深めました。一見

すると、大学生が小学生と遊んであげているように見えますが、実際は私たち大学生が小学生から

様々なことを学んでいます。小学生ならではの斬新な発想や成長に伴い忘れてしまう意見が衝突し

た時の誠実な対応など挙げきれないほど沢山の学びをスクールによって得ることができます。小学

生と関わることや体験を通じて学ぶことに興味のある方にはぜひ参加していただきたい活動です。

（経済学部・３年次生）

　・スクールキャンプ

　2022年度は京都府立るり渓少年自然の家に１泊２日でスクールキャンプを行いました。新型コ

ロナウイルス感染症拡大の影響で数年ぶりの開催となり、スクールキャンプを経験したことのある

部員がいなかったため、苦労することもありました。しかし、焼き板体験やキャンプファイヤー、

野外炊飯など小学生と大学生が共に自然を満喫することができました。キャンプを楽しみに参加し

てくれた小学生や大学生を信頼してお子様を預けてくださった保護者の期待に応えることができた

2日間であったのではないかと思います。（経済学部・３年次生）

　　代表者の声　 （文学部・３年次生・
さ とう りゅうた

佐藤 竜太）

　「With コロナ」の中で始まった2022年は、まさに再始動の年といえます。

　「大学生がサポートする子ども達の新たなコミュニティ作り」を2022年度の理念とし、まずは

新入部員の確保に取り組みました。結果的には20名以上の部員が加入してくれました。

　新入部員を含めた部員間の関係作りに取り組み、部会等も行った事が参加した子ども達と信頼関

係を築く事につながり、2023年度の継続参加にも大きく寄与したと考えます。

　数年ぶりに開催した夏季スクールキャンプ・学園祭模擬店に関しては、これまでの形式に捉われ

ず、円滑な実施に重点を置いた活動としました。

　新たにSNSの活用を意識しました。Instagramは広報面で入部希望者を多く獲得する要因となり、

公式LINEは保護者との連絡ツールとして大いに活躍しました。

　最終的には今後活動していく上での土壌を作れたと思います。

（３）準登録団体

①　学生団体KUMC

　　目　　的

　主に、高槻・吹田地域の住民や子ども達を中心として、地域に向けて防災に

関する情報を発信し、地域全体の防災意識の向上に貢献することを目的として、

地域密着型の防災啓発活動を展開している。そして、実際に災害が起こった時

に、自分たちが伝えたことが活かされることを目標にしている。また、地域の

お祭りやイベントなどにおいて、企画運営や警備のボランティアなどに参加す

ることで、地域振興のお手伝いをするなどの活動にも取り組んでいる。

　　内　　容

　地域の小学校における防災授業や図書館での防災絵本の読み聞かせなどさまざまなイベントに参

加し、防災の知識を楽しく学んでもらえるよう取り組んでいる。また、活動では自作のパワーポイ

ントやゲームを取り入れ、より楽しく知識を学んでもらえるような工夫をしている。

　地域貢献活動として、高槻市、吹田市などを中心にさまざまなイベントにボランティアとして参

加し、毎年春と冬には、学習の一環として東北地方を訪れ、語り部さんからお話を聞くなどして震

災とその復興について学んでいる。

　　主な活動

　・高槻ジャズストリート　・チャリティショップ　・すいたEXPO

　・万博フラワーカーペット　・東北ツアー　・淀川・芥川クリーンアップ大作戦

　　部 員 数　　846名

　　活動者の声

・すいたフェスタ

　半年以上かけて企画運営をする実行委員に約20名、当日ボランティアに約100名以上が参加し

ました。内容は、模擬店やスプラッシュパーティー、スカイランタン、学生ステージ企画の手伝い

等です。自分たちが楽しんでボランティアに参加して盛り上げることで、来場してくださった方々

もとても楽しんでくださいました。特に模擬店のスライムやミサンガ作りでは、子どもに１対１で

教えてあげて、一生懸命作ってくれている姿が可愛くて癒されました。（社会学部・３年次生）

　・東北ツアー

　新型コロナウイルス感染症拡大のため、例年からなかなか実施することができなかった東北ツ

アーを、2022年度の春（３月）に、４年ぶりにやっとの思いで実施することができました。ツアー

内容としては、震災遺構である小学校や伝承館を訪問し、現地の方のお話を伺いながら学習しました。

　このツアーでは、実際の被災地を訪れて、災害に対する新たな学びや発見、また、直接肌で感じ

ることの大切さなどを体験することができました。2023年度も3月に実施する予定です。（社会学

部・３年次生）

　　代表者の声　 （社会学部・３年次生・
ふく だ　  ゆ　ゆ　か

福田 優々花）

　新型コロナウイルスの感染状況が少し落ち着くとともに、徐々にコロナ禍以前のような活動がで

きるようになった1年でした。2022年も2021年に引き続き、エコカフェ NAZのチャリティー

ショップやしゅくだいカフェ等同じ団体から依頼をいただくことができ、コロナ禍を通して地域の

方々と関係性を築くことができました。また、KUMCの主な活動であるすいたフェスタと東北ツアー

を3年ぶりに実施することができ、コロナ禍に入学した私たちも、KUMCについて、より理解が深

まる年となりました。東北ツアーでは、小学校や学内での防災授業を例年よりも多く実施しました。

2022年度は、過去最高の部員数となり、大規模なボランティア活動に興味を持って入会してくれ

た人が多いので、安定してボランティアを依頼していただけるように参加者の確保や地域とのコ

ミュニケーションにより一層尽力したいです。

②　WEVO

　　目　　的

　ボランティア活動を行う楽しさを知る。そして、ボランティアを通じて

人と人、人と社会とのつながりについて学ぶ。また、地域の方との交流を

深め、１つの団体として、地域社会の輪の中に入る。そして、福祉施設や、

団体と協働して行う活動を通じて、今、起きている問題や、取り組みなど

を学び、自分たちには何が出来るのかについて考えることを目的とする。

　　内　　容

　主な活動は、社会福祉法人・堺福祉会・ハートピア堺での子ども食堂への参加、80代、90代を

対象とした英会話教室である。2022年度は高齢者を対象として英会話教室を月１回オンラインを

活用して実施し、子ども食堂は不定期で実施した。

　また、小さな森の学童での子ども食堂にも参加した。住吉総合福祉センターでは、障害者余暇支

援センターじらふでの水遊び活動（８月）やグループホームに住んでいる障がいがある方との交流

（月１回）を実施した。そして、WEVOからの企画として、大学を小学生に案内する大学冒険ツアーと、

堺市立熊野小学校のびのびルームで春祭りを実施した。

　　主な活動

　・高齢者を対象とした英会話教室　・子ども食堂

　・グループホームに入居している障がいがある方との交流活動

　・高齢者虐待防止啓発活動での動画作成

　　部 員 数　　83名

　　活動者の声

　・特別養護老人ホームハートピア堺での英会話教室

　このボランティア活動は毎月テーマを２つ決めてパワーポイントを作成し、それを使用して簡単

な英単語や文章を特別養護老人ホームハートピア堺の利用者と一緒に勉強している活動です。初め

はZoomで高齢者と交流するということで緊張や戸惑いもあったが、毎月行っていると、幅広い分

野の英語やクイズなどで交流することができました。参加してくださっている方の学生時代のお話

を聴いたり、私たちが教えるだけでなく、日本語を教えてもらったり、お互い勉強になっていると

感じています。（人間健康学部・３年次生）

　・小さな森の学童での子ども食堂

　このボランティアは2022年から始まりました。毎月１回地域の子ども達との交流をすることが

主な活動内容である。ご飯を一緒につくって食べて、食育にも重きを置いているので、子ども達に

食について知ってもらう機会にもなっています。2022年度は徐々にではあるが、活動も定期的に

実施することができました。子ども達と交流することで学校で流行っていることや好きなことを聞

いたりすることができ、一緒に楽しい時間を過ごすことができています。（人間健康学部・3年次生）

　　代表者の声　（人間健康学部・２年次生・
しち の 　ゆ　か　り 

七野 由佳梨）

　2022年度は、コロナ禍で思うように活動することができなかった悔しさから、徐々に規制が緩

和され、様々な活動の幅を広げることができました。また、ボランティア活動を通して人との繋が

りができ、他の活動に広げることもできました。今までは定期の活動を行っていたが、自分たちか

ら様々な人と関わり、企画し実行する活動をしたことで、新しい考え方や価値観を知ることができ

ました。そして、一つのことを創り上げる楽しさを知ることができました。

　また、サークル内の改革を行い、皆で参加する・協力する考え方に徐々に変えることができたよ

うに思います。実際2021年度より、ボランティア活動への参加者が増えていることも成果の一つ

です。反省点としては、他学年同士の交流が少ないことす。もっとたくさんの人が関われる機会を

作るように今後もメンバーで考えていきたいと思います。
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Ⅲ  学内ボランティア団体

　学内のボランティア団体として、同好会が４団体、文化会が１団体、準登録団体が２団体それぞれ

精力的に活動を行っている。（詳細は61頁参照。）

（１）大学としての危機管理～ボランティア活動保険への加入の奨励～

　ボランティアセンターでは学内のボランティア団体（届出団体）及びボランティアセンター学生

スタッフ（以下、学生スタッフ）に対して、活動の安心・安全を確保するために、「ボランティア

活動保険」への加入を奨励している。大学からボランティア（地域貢献）活動を依頼することもあり、

学生の経済的負担を軽減するため、保険加入相当額を助成している。

　彼らの活動は学外からも高く評価されており、ボランティアセンターを通して各団体にボラン

ティア依頼が多数寄せられる。2022年度は9件のボランティア依頼を受けた。

　　助成団体　 手話サークル「あっぷる」、児童文化実践サークル「うぷ」、

　　　　　　　 児童文化研究サークルあかとんぼ、ボランティアサークル「チャレンジャー」、

　　　　　　　 ユネスコ研究部、学生団体KUMC、WEVO

（２）ボランティア団体ミーティングの実施

　ボランティア団体及び学生スタッフとともに定期的にミーティングを実施している。ミーティン

グを通して、ボランティア活動に関する情報共有をはじめ、ボランティアフェスティバルや新入生

オリエンテーション期間に協力して勧誘活動を行うなど、学生団体同士の連携が促進されている。

2022年度は、27回実施した。

　　開催日時　 隔週火曜日12時20分～ 12時50分

　　場　　所　 オンライン（Zoom）

　　参加団体　 手話サークル「あっぷる」、児童文化実践サークル「うぷ」、

　　　　　　　 児童文化研究サークルあかとんぼ、ボランティアサークル「チャレンジャー」、

　　　　　　　 ユネスコ研究部、学生団体KUMC、WEVO

（３）ボランティアフェスティバルの開催

　関大生に学内のボランティア団体及び学生スタッフのことを知っても

らうと共に、各団体の新メンバー勧誘を目的として2008年度から実施

し、2022年度で15回目となる。

　当日は、大型モニターを使用した広報のほか、７つのボランティア団

体及び学生スタッフが活動写真などで装飾したブースを出展し、各団体

が取り組んでいる日々の活動について紹介した。

　連日ボランティアに関心のある学生が多数訪れ、熱心にボランティア

団体の紹介を聞いていた。今回のイベントを通して、本学学生に学内ボ

ランティア団体について知ってもらうだけでなく、団体同士で交流を図

ることができ、団体同士のつながりという面でも有意義な時間を過ごす

ことができた。

　　日　　時　 ４月13日（水）〜15日（金）12時20分〜12時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館1階学生ラウンジ

　　参加団体　 手話サークル「あっぷる」、児童文化実践サークル「うぷ」、

　　　　　　　 児童文化研究サークルあかとんぼ、ボランティアサークル「チャレンジャー」、

　　　　　　　 ユネスコ研究部、学生団体KUMC、WEVO

　　内　　容　 学内ボランティア団体の活動紹介

（４）学外助成金

　学外の学生支援組織や社会福祉協議会は、学生のボランティア活動を振興するための助成事業を

行っている。ボランティアセンターでは、これらの団体から寄せられる助成事業について学内ボラ

ンティア団体に情報提供を行ったうえで推薦し、助成が受けられるように支援している。

　2022年度は以下の通り助成を受けた。

　　助成団体　 社会福祉法人 大阪府社会福祉協議会

　　推薦団体　 学生団体KUMC

　　活動内容　 「防災啓発」と「ボランティア活動による地域貢献」の2つを活動の軸として、高槻

ミューズキャンパスを拠点に活動をしている。千里山キャンパスに通う学生も多数

在籍していることから、千里山キャンパスにも支部を置き多岐にわたり活動に取り

組んでいる。小学生への防災の出前授業の実施や、防災関連のイベントの参加、防

災グッズ作りなどを通して楽しく防災について発信している。

　　助 成 額　 150,000円

　　助成団体　 一般財団法人 学生サポートセンター

　　推薦団体　 児童文化研究サークルあかとんぼ

　　活動内容　 毎週水曜日に吹田市内にある学童保育へ訪問し、子ども達に人形劇や紙芝居、ゲー

ムなどのプログラムを披露したり、外遊びを通して子ども達と交流を行っている。

また、子ども達を招待して劇を披露するイベントも実施している。 

　　助 成 額　 100,000円

　　活動者の声

　・夏合宿

　淡路島に２泊３日の手話合宿に行きました。手話合宿、とは文字の通り手話のみでコミュニケー

ションを図る合宿のことです。普段から活動内では手話を使っていましたが、生活においてずっと

使用するのは初めての体験で、自分の手話がいかに拙いものだったか気付かされるきっかけにもな

りました。さらに、長い時間一緒に過ごすことで、メンバー同士の距離も縮まり、私自身も新しい

友達ができて忘れられない思い出になりました。（社会学部・３年次生）

　・まちなかリビング北千里での手話お楽しみ会

　はじめにご依頼を頂いた際に、幹部で何を行うのか、どんな年齢のお子さんが中心に来てくださ

るのか、夜遅くまで話し合ったことが印象に残っています。初めてのことに挑戦するために、一致

団結できたと思えた出来事です。台風の影響で延期になってしまい、実施出来たのは幹部の代替わ

りをした後でしたが、それまでに話を進めることができたのが、イベントの成功につながったので

はないかと思います。（社会学部・３年次生）

　　代表者の声　 （社会安全学部・３年次生・
よし だ　さつ き 

吉田 颯樹）

　2022年度のあっぷるは、2021年度よりも一層コロナ禍前の通常活動に則したイベントを行う

ことができました。根拠は２点あります。まず、手話合宿の開催です。世間における感染者数の増

加から中止も危ぶまれましたが、ワクチン２回以上接種あるいはPCR検査の陰性証明の提出の義

務化、現地の保健所の場所などを記した緊急時対応マニュアルの作成など、感染対策に気を配るこ

とで無事終えることができました。もう1つは、学外の図書館から依頼を受けてのイベント開催で

す。しかしこちらは開催日に台風が直撃したことで中止となりました。図書館側のご厚意で別日を

提示していただきましたが、中止の判断をギリギリにしてしまったことが反省点でした。2023度

以降のあっぷるではメンバー同士の健全な交流を通してより活動を盛り上げていってもらえること

を切に願っています。

②　児童文化実践サークル「うぷ」

　　目　　的

　吹田市内の学童保育学級に通っている小学校１年生から４年生を対象と

し、子どもたちと年齢の近い私たち大学生が関わることで普段接している指

導員の方が見ることのない一面を引き出すことができる。そして私たちが子

どもの見本となる行動を、子どもの成長に携わることを目的としている。ま

た、子ども達に“楽しい”を共有することも目的とする。

　　内　　容

　吹田市にある小学校に放課後訪れ、子ども達と遊んだり、宿題をしたり、自分たちで考えたプロ

グラムを発表したりと学童保育を中心に行っている。プログラムでは、紙芝居やペープサート、ゲー

ム等、毎週違うプログラムを組み立てて、子ども達に楽しいを届けている。

　　主な活動

　・吹田市夢つながり未来館主催「夏祭り」　・学童保育

　・関西大学フェスティバル　・ゆいぴあ DE SDGsプロジェクト

　　部 員 数　　23名

　　活動者の声

　・学童保育

　毎週違う小学校に訪問し、毎回違うプログラムを行うので、新しい刺激を受けます。子ども達は

好奇心旺盛で、すぐに話に来てくれて、すぐ打ち解けることができます。子ども達の笑顔を見るこ

とができて、とてもうれしい気持ちになりました。ゲームの内容が子ども達にとって、少し合わな

いこともあり、試行錯誤しましたが、それも新しい発見で、子ども達のことを知っていくことがで

きるので、とてもためになります。（社会学部・２年次生）

　・ゆいぴあ DE SDGsプロジェクト

　一から子ども達が楽しく遊べる場所を作っていきました。何をテーマにするのか、どんな遊び場

にするのか、アイデアを出すことは大変でしたが、一から仲間と作り上げていくことが楽しかった

です。家で作れるものは作り、４日間でアイデアを出し合い、作り直しながらも、一気に作り上げ

ました。思ったよりも壮大な遊び場ができて、達成感が得られました。子ども達に楽しんでもらえ

るような場所が作れて、いい経験だったと感じています。（社会学部・２年次生）

　　代表者の声　 （法学部・１年次生・
なかやま

中山
さとし

聡 ）

　2022年度のうぷの活動としては、大きな成功を収めたのではないかと思います。その理由とし

て２点ほど挙げられます。まず１点目は、学童保育を2021年度よりもたくさんの学級に訪問させ

て頂けたからです。2021年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響で訪問が厳しくなり、うぷ

としても満足のいく活動はできなかったが、2022年度の活動では、紙芝居やペープサートといっ

たプログラムをたくさんの学級で行うことができました。

　次に２点目としては、学童保育や他の施設でプログラムを行なった際の子どもたちの笑顔であっ

たり感謝の言葉を頂けた所だと思います。

　うぷのメンバーもこぞって活動をしてよかったと口を揃えて言っていたので、お互い良い時間を

共有できたのではないかと思います。

　そして2022年度は、2021年度の活動を通して、良いところはより良くしていき、反省すべき

ところはメンバー同士で話し合いをして、良い活動に繋げて行けるように心がけていきたいと思い

ます。

③　児童文化研究サークルあかとんぼ

　　目　　的

　小学校の学童保育への訪問や子どもに関する地域行事への参加を通し、子ど

も達と交流することで「いつもとは違う有意義な体験」を子ども達に楽しんで

もらうことを目的とする。

　　内　　容

　例年毎週水曜日に吹田市内の小学校の放課後児童クラブを訪問し、紙芝居・

人形劇を披露したり、野外で子ども達と一緒に遊んだりする活動を行っていま

す。他にも、児童厚生施設や地域の商店街、商業施設などから依頼を受け、より多くの子ども達に

楽しんでもらえるよう、多種多様な活動に取り組んでいます。

（※定期的な学童訪問について、2022年度前半は新型コロナウイルス感染症拡大の影響により中

止していましたが、その後は再開しました。）

　　主な活動

　・夏季研修会　・おばけまつり　・段ボール工作イベント　・まちFUNまつり

　・商業施設における紙芝居、人形劇講演　・チルドレンコンサート　・節分イベント

　　部 員 数　　44名

　　活動者の声

　・学童訪問

　コロナ禍が落ち着くにつれて、吹田市内の学童を訪問させていただけるようになりました。子ど

も達の前で、紙芝居や人形劇を披露することは、子ども達の元気な反応や笑顔が見れ、私たちも充

実した時間を過ごすことができました。また、外遊びも再開し、鬼ごっこやドッジボール、サッカー

などたくさんの遊びを行いました。みんな積極的に誘ってくれたことや名前を覚えてくれたことが

嬉しかったです。（商学部・３年次生）

　・チルドレンコンサート

　2022年度もチルドレンコンサートは演劇の様子を収録し、動画として子ども達に届けました。

今までより動画の編集に更に力を入れようということで、本格的にカット割りなどに工夫を凝らし

て撮影に臨みました。編集後のイメージを考慮しながらの撮影だったので苦戦するも、皆で試行錯

誤しながら遂に動画を完成させ、プレゼントと一緒に学童教室に配布できました。

　その後の学童訪問で、そのプレゼントが教室に飾られているのを見つけたり、「動画観たよ。」と

子どもに言われた時は嬉しかったです。（システム理工学部・３年次生）

　　代表者の声　 （政策創造学部・３年次生・
なかむら  たい ち 

中村 泰地）

　あかとんぼにとって、2022年度は「激動の年」と括ることが出来ます。

予てからのコロナ禍による悪影響が軽減され、後期から定期的な学童訪問を再開し、更に例年より

も極めて積極的に紙芝居や人形劇の公演活動を推進しました。「一刻も早く、寂しがっているであ

ろう子ども達に会って笑顔にしたい」という強い思いで、度々活動参加者が不足する事態に陥りそ

うになりながら、2022年度は従来よりも全体として盛んに動きました。

　この方針は試行の意味もあったことから、団体としての課題点を多数認識できました。2022年

度は我々あかとんぼにとって大変意味のある年度であったと感じます。2023年度からも得られた

知見や要領を活かしていき、向上心を失念せずに、団体の繁栄と「子ども達を楽しませる」という

団体目的の達成を常に追い求めてまいります。

④　ボランティアサークル「チャレンジャー」

　　目　　的

　視覚特別支援学校や障害者福祉施設のイベントに、ボランティアとして参加

することによる社会貢献を目的としている。また、普段接する機会の少ない障

がいのある方との関わりを通して障がいに対する理解を深め、私たち自身も成

長することを目指している。

　　内　　容

　ヘルパーさん立会いのもと、視覚特別支援学校での行事における手引きやサ

ポート、障害者福祉施設「ゆうゆう会」での行事における車いすでの移動や食事介助などのお手伝

いを行うことが主な活動内容である。また、子どもとふれあうボランティアも行っている。

　　主な活動

　・まちをつくろう

※「まちをつくろう」とは、ダンボールを使って“まち”をつくる夏休みの小学生向けワークショップ。

　・風船バレー　・ゆうゆう会の行事補助

　　部 員 数　　50名

　　活動者の声

　・風船バレー

　月に１〜２回、障がいがある方々と風船バレーを実施し、楽しく体を動かすという活動を行いま

した。2020、2021年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響で長期的に活動できなかったこ

ともありましたが、2022年度は比較的継続して活動を行うことができました。活動をしていくな

かで、人によって障がいの程度が異なるためサポートの内容も様々であることに気付きました。そ

して、この気付きから臨機応変に対応することの重要性を学ぶことができました。（文学部・４年次生）

　・ゆうゆう会

　毎月１回、身体や脳に障がいがある会員さんとともに、お出かけやレクリエーションなどを通じ

てコミュニケーションを行いました。2020、2021年度と新型コロナウイルス感染症の拡大によ

り活動ができない日々が続いていましたが、2022年度はコロナ前の活動を再開することができま

した。また、大阪大学の学生と協力してレクリエーションやお出かけの準備を行うことで、自力で

手足を動かすことが難しい会員さんとそのお母さま方、ヘルパーさん、ボランティア学生全員が楽

しめるようにするためにはどうすればいいのかを考え、企画する力を身につけられました。お出か

けの際は、常に安全に気を配ってはいるものの、車いすの移動にはまだまだ不便なことが多いのだ

な、と新たな視点で物事を見ることができるようになりました。（法学部・３年次生）

　　代表者の声　 （法学部・２年次生・
よこたに  みつ ほ 

横谷 光保）

　活動休止が続いていた2021年度当初は、活動によって生まれた交流やサークルのみんなとの関

わりが薄れていくことへの漠然とした不安感がありました。しかし2022年度は新型コロナウイル

ス感染症の拡大による一時活動休止が数回あったものの、今まで行ってきた活動をかなり再開する

ことができたので、改めて対面で活動できることの喜びを感じました。2023年度は多くの学生が

継続して活動に参加してくれているので、役職の人数を増やし、サークルを運営してもらいたいと

考えています。また、Twitterの情報を見て、チャレンジャーに入会する学生が多いことを受け、

新たにInstagramも活用していき、広報にも力を入れてくれたらなと思います。2023年度は新し

い役職者が伸び伸びと活動できるように、私はサポートに回り、チャレンジャーの活動を支えてい

けたらなと思います。

（２）文化会

①　ユネスコ研究部

　　目　　的

　ユネスコ憲章にある「心の中に平和の砦を」という理念に則り、主に

子ども達との交流を中心としたボランティア活動を行っている。子ども

達に、普段あまり関わることのない大学生との交流を通じて、異世代交

流の楽しさや集団行動の大切さを学んでもらうことが目的である。また、

子ども達との交流により、部員が行動力や責任感を培い、新たな成長に

繋げていくことも目的の一つである。

　　内　　容

　吹田市在住の子ども達と月に一度交流する「スクール」を中心に活動している。「スクール」で

は運動や料理、工作などをしたり、遠足やキャンプなど遠くに出かける活動も行ったりしている。

　その他には、吹田市を中心に地域イベントの運営補助や企画、子ども会で行うイベントの運営補

助などのボランティア活動にも取り組んでいる。

　　主な活動

　・スクール　・スクールキャンプ　・片山地区こども会連合協議会イベント

　　部 員 数　　43名

　　活動者の声

　・スクール

　スクールは我が部にとってメインとなる活動です。吹田市の小学生と公園でドッチボールや鬼

ごっこなどを行ったり、室内でビンゴ大会や工作などで遊び、小学生との交流を深めました。一見

すると、大学生が小学生と遊んであげているように見えますが、実際は私たち大学生が小学生から

様々なことを学んでいます。小学生ならではの斬新な発想や成長に伴い忘れてしまう意見が衝突し

た時の誠実な対応など挙げきれないほど沢山の学びをスクールによって得ることができます。小学

生と関わることや体験を通じて学ぶことに興味のある方にはぜひ参加していただきたい活動です。

（経済学部・３年次生）

　・スクールキャンプ

　2022年度は京都府立るり渓少年自然の家に１泊２日でスクールキャンプを行いました。新型コ

ロナウイルス感染症拡大の影響で数年ぶりの開催となり、スクールキャンプを経験したことのある

部員がいなかったため、苦労することもありました。しかし、焼き板体験やキャンプファイヤー、

野外炊飯など小学生と大学生が共に自然を満喫することができました。キャンプを楽しみに参加し

てくれた小学生や大学生を信頼してお子様を預けてくださった保護者の期待に応えることができた

2日間であったのではないかと思います。（経済学部・３年次生）

　　代表者の声　 （文学部・３年次生・
さ とう りゅうた

佐藤 竜太）

　「With コロナ」の中で始まった2022年は、まさに再始動の年といえます。

　「大学生がサポートする子ども達の新たなコミュニティ作り」を2022年度の理念とし、まずは

新入部員の確保に取り組みました。結果的には20名以上の部員が加入してくれました。

　新入部員を含めた部員間の関係作りに取り組み、部会等も行った事が参加した子ども達と信頼関

係を築く事につながり、2023年度の継続参加にも大きく寄与したと考えます。

　数年ぶりに開催した夏季スクールキャンプ・学園祭模擬店に関しては、これまでの形式に捉われ

ず、円滑な実施に重点を置いた活動としました。

　新たにSNSの活用を意識しました。Instagramは広報面で入部希望者を多く獲得する要因となり、

公式LINEは保護者との連絡ツールとして大いに活躍しました。

　最終的には今後活動していく上での土壌を作れたと思います。

（３）準登録団体

①　学生団体KUMC

　　目　　的

　主に、高槻・吹田地域の住民や子ども達を中心として、地域に向けて防災に

関する情報を発信し、地域全体の防災意識の向上に貢献することを目的として、

地域密着型の防災啓発活動を展開している。そして、実際に災害が起こった時

に、自分たちが伝えたことが活かされることを目標にしている。また、地域の

お祭りやイベントなどにおいて、企画運営や警備のボランティアなどに参加す

ることで、地域振興のお手伝いをするなどの活動にも取り組んでいる。

　　内　　容

　地域の小学校における防災授業や図書館での防災絵本の読み聞かせなどさまざまなイベントに参

加し、防災の知識を楽しく学んでもらえるよう取り組んでいる。また、活動では自作のパワーポイ

ントやゲームを取り入れ、より楽しく知識を学んでもらえるような工夫をしている。

　地域貢献活動として、高槻市、吹田市などを中心にさまざまなイベントにボランティアとして参

加し、毎年春と冬には、学習の一環として東北地方を訪れ、語り部さんからお話を聞くなどして震

災とその復興について学んでいる。

　　主な活動

　・高槻ジャズストリート　・チャリティショップ　・すいたEXPO

　・万博フラワーカーペット　・東北ツアー　・淀川・芥川クリーンアップ大作戦

　　部 員 数　　846名

　　活動者の声

・すいたフェスタ

　半年以上かけて企画運営をする実行委員に約20名、当日ボランティアに約100名以上が参加し

ました。内容は、模擬店やスプラッシュパーティー、スカイランタン、学生ステージ企画の手伝い

等です。自分たちが楽しんでボランティアに参加して盛り上げることで、来場してくださった方々

もとても楽しんでくださいました。特に模擬店のスライムやミサンガ作りでは、子どもに１対１で

教えてあげて、一生懸命作ってくれている姿が可愛くて癒されました。（社会学部・３年次生）

　・東北ツアー

　新型コロナウイルス感染症拡大のため、例年からなかなか実施することができなかった東北ツ

アーを、2022年度の春（３月）に、４年ぶりにやっとの思いで実施することができました。ツアー

内容としては、震災遺構である小学校や伝承館を訪問し、現地の方のお話を伺いながら学習しました。

　このツアーでは、実際の被災地を訪れて、災害に対する新たな学びや発見、また、直接肌で感じ

ることの大切さなどを体験することができました。2023年度も3月に実施する予定です。（社会学

部・３年次生）

　　代表者の声　 （社会学部・３年次生・
ふく だ　  ゆ　ゆ　か

福田 優々花）

　新型コロナウイルスの感染状況が少し落ち着くとともに、徐々にコロナ禍以前のような活動がで

きるようになった1年でした。2022年も2021年に引き続き、エコカフェ NAZのチャリティー

ショップやしゅくだいカフェ等同じ団体から依頼をいただくことができ、コロナ禍を通して地域の

方々と関係性を築くことができました。また、KUMCの主な活動であるすいたフェスタと東北ツアー

を3年ぶりに実施することができ、コロナ禍に入学した私たちも、KUMCについて、より理解が深

まる年となりました。東北ツアーでは、小学校や学内での防災授業を例年よりも多く実施しました。

2022年度は、過去最高の部員数となり、大規模なボランティア活動に興味を持って入会してくれ

た人が多いので、安定してボランティアを依頼していただけるように参加者の確保や地域とのコ

ミュニケーションにより一層尽力したいです。

②　WEVO

　　目　　的

　ボランティア活動を行う楽しさを知る。そして、ボランティアを通じて

人と人、人と社会とのつながりについて学ぶ。また、地域の方との交流を

深め、１つの団体として、地域社会の輪の中に入る。そして、福祉施設や、

団体と協働して行う活動を通じて、今、起きている問題や、取り組みなど

を学び、自分たちには何が出来るのかについて考えることを目的とする。

　　内　　容

　主な活動は、社会福祉法人・堺福祉会・ハートピア堺での子ども食堂への参加、80代、90代を

対象とした英会話教室である。2022年度は高齢者を対象として英会話教室を月１回オンラインを

活用して実施し、子ども食堂は不定期で実施した。

　また、小さな森の学童での子ども食堂にも参加した。住吉総合福祉センターでは、障害者余暇支

援センターじらふでの水遊び活動（８月）やグループホームに住んでいる障がいがある方との交流

（月１回）を実施した。そして、WEVOからの企画として、大学を小学生に案内する大学冒険ツアーと、

堺市立熊野小学校のびのびルームで春祭りを実施した。

　　主な活動

　・高齢者を対象とした英会話教室　・子ども食堂

　・グループホームに入居している障がいがある方との交流活動

　・高齢者虐待防止啓発活動での動画作成

　　部 員 数　　83名

　　活動者の声

　・特別養護老人ホームハートピア堺での英会話教室

　このボランティア活動は毎月テーマを２つ決めてパワーポイントを作成し、それを使用して簡単

な英単語や文章を特別養護老人ホームハートピア堺の利用者と一緒に勉強している活動です。初め

はZoomで高齢者と交流するということで緊張や戸惑いもあったが、毎月行っていると、幅広い分

野の英語やクイズなどで交流することができました。参加してくださっている方の学生時代のお話

を聴いたり、私たちが教えるだけでなく、日本語を教えてもらったり、お互い勉強になっていると

感じています。（人間健康学部・３年次生）

　・小さな森の学童での子ども食堂

　このボランティアは2022年から始まりました。毎月１回地域の子ども達との交流をすることが

主な活動内容である。ご飯を一緒につくって食べて、食育にも重きを置いているので、子ども達に

食について知ってもらう機会にもなっています。2022年度は徐々にではあるが、活動も定期的に

実施することができました。子ども達と交流することで学校で流行っていることや好きなことを聞

いたりすることができ、一緒に楽しい時間を過ごすことができています。（人間健康学部・3年次生）

　　代表者の声　（人間健康学部・２年次生・
しち の 　ゆ　か　り 

七野 由佳梨）

　2022年度は、コロナ禍で思うように活動することができなかった悔しさから、徐々に規制が緩

和され、様々な活動の幅を広げることができました。また、ボランティア活動を通して人との繋が

りができ、他の活動に広げることもできました。今までは定期の活動を行っていたが、自分たちか

ら様々な人と関わり、企画し実行する活動をしたことで、新しい考え方や価値観を知ることができ

ました。そして、一つのことを創り上げる楽しさを知ることができました。

　また、サークル内の改革を行い、皆で参加する・協力する考え方に徐々に変えることができたよ

うに思います。実際2021年度より、ボランティア活動への参加者が増えていることも成果の一つ

です。反省点としては、他学年同士の交流が少ないことす。もっとたくさんの人が関われる機会を

作るように今後もメンバーで考えていきたいと思います。

１　学内ボランティア団体への支援

Ⅲ　学内ボランティア団体について



− 59 − − 60 − − 61 − − 62 − − 63 − − 64 − − 65 − − 66 −

− 67 − − 68 − − 69 − − 70 −

　学内のボランティア団体として、同好会が４団体、文化会が１団体、準登録団体が２団体それぞれ

精力的に活動を行っている。（詳細は61頁参照。）

（１）大学としての危機管理～ボランティア活動保険への加入の奨励～

　ボランティアセンターでは学内のボランティア団体（届出団体）及びボランティアセンター学生

スタッフ（以下、学生スタッフ）に対して、活動の安心・安全を確保するために、「ボランティア

活動保険」への加入を奨励している。大学からボランティア（地域貢献）活動を依頼することもあり、

学生の経済的負担を軽減するため、保険加入相当額を助成している。

　彼らの活動は学外からも高く評価されており、ボランティアセンターを通して各団体にボラン

ティア依頼が多数寄せられる。2022年度は9件のボランティア依頼を受けた。

　　助成団体　 手話サークル「あっぷる」、児童文化実践サークル「うぷ」、

　　　　　　　 児童文化研究サークルあかとんぼ、ボランティアサークル「チャレンジャー」、

　　　　　　　 ユネスコ研究部、学生団体KUMC、WEVO

（２）ボランティア団体ミーティングの実施

　ボランティア団体及び学生スタッフとともに定期的にミーティングを実施している。ミーティン

グを通して、ボランティア活動に関する情報共有をはじめ、ボランティアフェスティバルや新入生

オリエンテーション期間に協力して勧誘活動を行うなど、学生団体同士の連携が促進されている。

2022年度は、27回実施した。

　　開催日時　 隔週火曜日12時20分～ 12時50分

　　場　　所　 オンライン（Zoom）

　　参加団体　 手話サークル「あっぷる」、児童文化実践サークル「うぷ」、

　　　　　　　 児童文化研究サークルあかとんぼ、ボランティアサークル「チャレンジャー」、

　　　　　　　 ユネスコ研究部、学生団体KUMC、WEVO

（３）ボランティアフェスティバルの開催

　関大生に学内のボランティア団体及び学生スタッフのことを知っても

らうと共に、各団体の新メンバー勧誘を目的として2008年度から実施

し、2022年度で15回目となる。

　当日は、大型モニターを使用した広報のほか、７つのボランティア団

体及び学生スタッフが活動写真などで装飾したブースを出展し、各団体

が取り組んでいる日々の活動について紹介した。

　連日ボランティアに関心のある学生が多数訪れ、熱心にボランティア

団体の紹介を聞いていた。今回のイベントを通して、関大生に学内ボラ

ンティア団体について知ってもらうだけでなく、団体同士で交流を図る

ことができ、団体同士のつながりという面でも有意義な時間を過ごすこ

とができた。

　　日　　時　 ４月13日（水）〜15日（金）12時20分〜12時50分

　　場　　所　 千里山キャンパス凜風館1階学生ラウンジ

　　参加団体　 手話サークル「あっぷる」、児童文化実践サークル「うぷ」、

　　　　　　　 児童文化研究サークルあかとんぼ、ボランティアサークル「チャレンジャー」、

　　　　　　　 ユネスコ研究部、学生団体KUMC、WEVO

　　内　　容　 学内ボランティア団体の活動紹介

（４）学外助成金

　学外の学生支援組織や社会福祉協議会は、学生のボランティア活動を振興するための助成事業を

行っている。ボランティアセンターでは、これらの団体から寄せられる助成事業について学内ボラ

ンティア団体に情報提供を行ったうえで推薦し、助成が受けられるように支援している。

　2022年度は以下の通り助成を受けた。

　　助成団体　 社会福祉法人 大阪府社会福祉協議会

　　推薦団体　 学生団体KUMC

　　活動内容　 「防災啓発」と「ボランティア活動による地域貢献」の2つを活動の軸として、高槻

ミューズキャンパスを拠点に活動をしている。千里山キャンパスに通う学生も多数

在籍していることから、千里山キャンパスにも支部を置き多岐にわたり活動に取り

組んでいる。小学生への防災の出前授業の実施や、防災関連のイベントの参加、防

災グッズ作りなどを通して楽しく防災について発信している。

　　助 成 額　 150,000円

　　助成団体　 一般財団法人 学生サポートセンター

　　推薦団体　 児童文化研究サークルあかとんぼ

　　活動内容　 毎週水曜日に吹田市内にある学童保育へ訪問し、子ども達に人形劇や紙芝居、ゲー

ムなどのプログラムを披露したり、外遊びを通して子ども達と交流を行っている。

また、子ども達を招待して劇を披露するイベントも実施している。 

　　助 成 額　 100,000円

　　活動者の声

　・夏合宿

　淡路島に２泊３日の手話合宿に行きました。手話合宿、とは文字の通り手話のみでコミュニケー

ションを図る合宿のことです。普段から活動内では手話を使っていましたが、生活においてずっと

使用するのは初めての体験で、自分の手話がいかに拙いものだったか気付かされるきっかけにもな

りました。さらに、長い時間一緒に過ごすことで、メンバー同士の距離も縮まり、私自身も新しい

友達ができて忘れられない思い出になりました。（社会学部・３年次生）

　・まちなかリビング北千里での手話お楽しみ会

　はじめにご依頼を頂いた際に、幹部で何を行うのか、どんな年齢のお子さんが中心に来てくださ

るのか、夜遅くまで話し合ったことが印象に残っています。初めてのことに挑戦するために、一致

団結できたと思えた出来事です。台風の影響で延期になってしまい、実施出来たのは幹部の代替わ

りをした後でしたが、それまでに話を進めることができたのが、イベントの成功につながったので

はないかと思います。（社会学部・３年次生）

　　代表者の声　 （社会安全学部・３年次生・
よし だ　さつ き 

吉田 颯樹）

　2022年度のあっぷるは、2021年度よりも一層コロナ禍前の通常活動に則したイベントを行う

ことができました。根拠は２点あります。まず、手話合宿の開催です。世間における感染者数の増

加から中止も危ぶまれましたが、ワクチン２回以上接種あるいはPCR検査の陰性証明の提出の義

務化、現地の保健所の場所などを記した緊急時対応マニュアルの作成など、感染対策に気を配るこ

とで無事終えることができました。もう1つは、学外の図書館から依頼を受けてのイベント開催で

す。しかしこちらは開催日に台風が直撃したことで中止となりました。図書館側のご厚意で別日を

提示していただきましたが、中止の判断をギリギリにしてしまったことが反省点でした。2023度

以降のあっぷるではメンバー同士の健全な交流を通してより活動を盛り上げていってもらえること

を切に願っています。

②　児童文化実践サークル「うぷ」

　　目　　的

　吹田市内の学童保育学級に通っている小学校１年生から４年生を対象と

し、子どもたちと年齢の近い私たち大学生が関わることで普段接している指

導員の方が見ることのない一面を引き出すことができる。そして私たちが子

どもの見本となる行動を、子どもの成長に携わることを目的としている。ま

た、子ども達に“楽しい”を共有することも目的とする。

　　内　　容

　吹田市にある小学校に放課後訪れ、子ども達と遊んだり、宿題をしたり、自分たちで考えたプロ

グラムを発表したりと学童保育を中心に行っている。プログラムでは、紙芝居やペープサート、ゲー

ム等、毎週違うプログラムを組み立てて、子ども達に楽しいを届けている。

　　主な活動

　・吹田市夢つながり未来館主催「夏祭り」　・学童保育

　・関西大学フェスティバル　・ゆいぴあ DE SDGsプロジェクト

　　部 員 数　　23名

　　活動者の声

　・学童保育

　毎週違う小学校に訪問し、毎回違うプログラムを行うので、新しい刺激を受けます。子ども達は

好奇心旺盛で、すぐに話に来てくれて、すぐ打ち解けることができます。子ども達の笑顔を見るこ

とができて、とてもうれしい気持ちになりました。ゲームの内容が子ども達にとって、少し合わな

いこともあり、試行錯誤しましたが、それも新しい発見で、子ども達のことを知っていくことがで

きるので、とてもためになります。（社会学部・２年次生）

　・ゆいぴあ DE SDGsプロジェクト

　一から子ども達が楽しく遊べる場所を作っていきました。何をテーマにするのか、どんな遊び場

にするのか、アイデアを出すことは大変でしたが、一から仲間と作り上げていくことが楽しかった

です。家で作れるものは作り、４日間でアイデアを出し合い、作り直しながらも、一気に作り上げ

ました。思ったよりも壮大な遊び場ができて、達成感が得られました。子ども達に楽しんでもらえ

るような場所が作れて、いい経験だったと感じています。（社会学部・２年次生）

　　代表者の声　 （法学部・１年次生・
なかやま

中山
さとし

聡 ）

　2022年度のうぷの活動としては、大きな成功を収めたのではないかと思います。その理由とし

て２点ほど挙げられます。まず１点目は、学童保育を2021年度よりもたくさんの学級に訪問させ

て頂けたからです。2021年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響で訪問が厳しくなり、うぷ

としても満足のいく活動はできなかったが、2022年度の活動では、紙芝居やペープサートといっ

たプログラムをたくさんの学級さんで行うことができました。

　次に２点目としては、学童保育や他の施設でプログラムを行なった際の子どもたちの笑顔であっ

たり感謝の言葉を頂けた所だと思います。

　うぷのメンバーもこぞって活動をしてよかったと口を揃えて言っていたので、お互い良い時間を

共有できたのではないかと思います。

　そして2022年度は、2021年度の活動を通して、良いところはより良くしていき、反省すべき

ところはメンバー同士で話し合いをして、良い活動に繋げて行けるように心がけていきたいと思い

ます。

③　児童文化研究サークルあかとんぼ

　　目　　的

　小学校の学童保育への訪問や子どもに関する地域行事への参加を通し、子ど

も達と交流することで「いつもとは違う有意義な体験」を子ども達に楽しんで

もらうことを目的とする。

　　内　　容

　例年毎週水曜日に吹田市内の小学校の放課後児童クラブを訪問し、紙芝居・

人形劇を披露したり、野外で子ども達と一緒に遊んだりする活動を行っていま

す。他にも、児童厚生施設や地域の商店街、商業施設などから依頼を受け、より多くの子ども達に

楽しんでもらえるよう、多種多様な活動に取り組んでいます。

（※定期的な学童訪問について、2022年度前半は新型コロナウイルス感染症拡大の影響により中

止していましたが、その後は再開しました。）

　　主な活動

　・夏季研修会　・おばけまつり　・段ボール工作イベント　・まちFUNまつり

　・商業施設における紙芝居、人形劇講演　・チルドレンコンサート　・節分イベント

　　部 員 数　　44名

　　活動者の声

　・学童訪問

　コロナ禍が落ち着くにつれて、吹田市内の学童を訪問させていただけるようになりました。子ど

も達の前で、紙芝居や人形劇を披露することは、子ども達の元気な反応や笑顔が見れ、私たちも充

実した時間を過ごすことができました。また、外遊びも再開し、鬼ごっこやドッジボール、サッカー

などたくさんの遊びを行いました。みんな積極的に誘ってくれたことや名前を覚えてくれたことが

嬉しかったです。（商学部・３年次生）

　・チルドレンコンサート

　2022年度もチルドレンコンサートは演劇の様子を収録し、動画として子ども達に届けました。

今までより動画の編集に更に力を入れようということで、本格的にカット割りなどに工夫を凝らし

て撮影に臨みました。編集後のイメージを考慮しながらの撮影だったので苦戦するも、皆で試行錯

誤しながら遂に動画を完成させ、プレゼントと一緒に学童教室に配布できました。

　その後の学童訪問で、そのプレゼントが教室に飾られているのを見つけたり、「動画観たよ。」と

子どもに言われた時は嬉しかったです。（システム理工学部・３年次生）

　　代表者の声　 （政策創造学部・３年次生・
なかむら  たい ち 

中村 泰地）

　あかとんぼにとって、2022年度は「激動の年」と括ることが出来ます。

予てからのコロナ禍による悪影響が軽減され、後期から定期的な学童訪問を再開し、更に例年より

も極めて積極的に紙芝居や人形劇の公演活動を推進しました。「一刻も早く、寂しがっているであ

ろう子ども達に会って笑顔にしたい」という強い思いで、度々活動参加者が不足する事態に陥りそ

うになりながら、2022年度は従来よりも全体として盛んに動きました。

　この方針は試行の意味もあったことから、団体としての課題点を多数認識できました。2022年

度は我々あかとんぼにとって大変意味のある年度であったと感じます。2023年度からも得られた

知見や要領を活かしていき、向上心を失念せずに、団体の繁栄と「子ども達を楽しませる」という

団体目的の達成を常に追い求めてまいります。

④　ボランティアサークル「チャレンジャー」

　　目　　的

　視覚特別支援学校や障害者福祉施設のイベントに、ボランティアとして参加

することによる社会貢献を目的としている。また、普段接する機会の少ない障

がいのある方との関わりを通して障がいに対する理解を深め、私たち自身も成

長することを目指している。

　　内　　容

　ヘルパーさん立会いのもと、視覚特別支援学校での行事における手引きやサ

ポート、障害者福祉施設「ゆうゆう会」での行事における車いすでの移動や食事介助などのお手伝

いを行うことが主な活動内容である。また、子どもとふれあうボランティアも行っている。

　　主な活動

　・まちをつくろう

※「まちをつくろう」とは、ダンボールを使って“まち”をつくる夏休みの小学生向けワークショップ。

　・風船バレー　・ゆうゆう会の行事補助

　　部 員 数　　50名

　　活動者の声

　・風船バレー

　月に１〜２回、障がいがある方々と風船バレーを実施し、楽しく体を動かすという活動を行いま

した。2020、2021年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響で長期的に活動できなかったこ

ともありましたが、2022年度は比較的継続して活動を行うことができました。活動をしていくな

かで、人によって障がいの程度が異なるためサポートの内容も様々であることに気付きました。そ

して、この気付きから臨機応変に対応することの重要性を学ぶことができました。（文学部・４年次生）

　・ゆうゆう会

　毎月１回、身体や脳に障がいがある会員さんとともに、お出かけやレクリエーションなどを通じ

てコミュニケーションを行いました。2020、2021年度と新型コロナウイルス感染症の拡大によ

り活動ができない日々が続いていましたが、2022年度はコロナ前の活動を再開することができま

した。また、大阪大学の学生と協力してレクリエーションやお出かけの準備を行うことで、自力で

手足を動かすことが難しい会員さんとそのお母さま方、ヘルパーさん、ボランティア学生全員が楽

しめるようにするためにはどうすればいいのかを考え、企画する力を身につけられました。お出か

けの際は、常に安全に気を配ってはいるものの、車いすの移動にはまだまだ不便なことが多いのだ

な、と新たな視点で物事を見ることができるようになりました。（法学部・３年次生）

　　代表者の声　 （法学部・２年次生・
よこたに  みつ ほ 

横谷 光保）

　活動休止が続いていた2021年度当初は、活動によって生まれた交流やサークルのみんなとの関

わりが薄れていくことへの漠然とした不安感がありました。しかし2022年度は新型コロナウイル

ス感染症の拡大による一時活動休止が数回あったものの、今まで行ってきた活動をかなり再開する

ことができたので、改めて対面で活動できることの喜びを感じました。2023年度は多くの学生が

継続して活動に参加してくれているので、役職の人数を増やし、サークルを運営してもらいたいと

考えています。また、Twitterの情報を見て、チャレンジャーに入会する学生が多いことを受け、

新たにInstagramも活用していき、広報にも力を入れてくれたらなと思います。2023年度は新し

い役職者が伸び伸びと活動できるように、私はサポートに回り、チャレンジャーの活動を支えてい

けたらなと思います。

（２）文化会

①　ユネスコ研究部

　　目　　的

　ユネスコ憲章にある「心の中に平和の砦を」という理念に則り、主に

子ども達との交流を中心としたボランティア活動を行っている。子ども

達に、普段あまり関わることのない大学生との交流を通じて、異世代交

流の楽しさや集団行動の大切さを学んでもらうことが目的である。また、

子ども達との交流により、部員が行動力や責任感を培い、新たな成長に

繋げていくことも目的の一つである。

　　内　　容

　吹田市在住の子ども達と月に一度交流する「スクール」を中心に活動している。「スクール」で

は運動や料理、工作などをしたり、遠足やキャンプなど遠くに出かける活動も行ったりしている。

　その他には、吹田市を中心に地域イベントの運営補助や企画、子ども会で行うイベントの運営補

助などのボランティア活動にも取り組んでいる。

　　主な活動

　・スクール　・スクールキャンプ　・片山地区こども会連合協議会イベント

　　部 員 数　　43名

　　活動者の声

　・スクール

　スクールは我が部にとってメインとなる活動です。吹田市の小学生と公園でドッチボールや鬼

ごっこなどを行ったり、室内でビンゴ大会や工作などで遊び、小学生との交流を深めました。一見

すると、大学生が小学生と遊んであげているように見えますが、実際は私たち大学生が小学生から

様々なことを学んでいます。小学生ならではの斬新な発想や成長に伴い忘れてしまう意見が衝突し

た時の誠実な対応など挙げきれないほど沢山の学びをスクールによって得ることができます。小学

生と関わることや体験を通じて学ぶことに興味のある方にはぜひ参加していただきたい活動です。

（経済学部・３年次生）

　・スクールキャンプ

　2022年度は京都府立るり渓少年自然の家に１泊２日でスクールキャンプを行いました。新型コ

ロナウイルス感染症拡大の影響で数年ぶりの開催となり、スクールキャンプを経験したことのある

部員がいなかったため、苦労することもありました。しかし、焼き板体験やキャンプファイヤー、

野外炊飯など小学生と大学生が共に自然を満喫することができました。キャンプを楽しみに参加し

てくれた小学生や大学生を信頼してお子様を預けてくださった保護者の期待に応えることができた

2日間であったのではないかと思います。（経済学部・３年次生）

　　代表者の声　 （文学部・３年次生・
さ とう りゅうた

佐藤 竜太）

　「With コロナ」の中で始まった2022年は、まさに再始動の年といえます。

　「大学生がサポートする子ども達の新たなコミュニティ作り」を2022年度の理念とし、まずは

新入部員の確保に取り組みました。結果的には20名以上の部員が加入してくれました。

　新入部員を含めた部員間の関係作りに取り組み、部会等も行った事が参加した子ども達と信頼関

係を築く事につながり、2023年度の継続参加にも大きく寄与したと考えます。

　数年ぶりに開催した夏季スクールキャンプ・学園祭模擬店に関しては、これまでの形式に捉われ

ず、円滑な実施に重点を置いた活動としました。

　新たにSNSの活用を意識しました。Instagramは広報面で入部希望者を多く獲得する要因となり、

公式LINEは保護者との連絡ツールとして大いに活躍しました。

　最終的には今後活動していく上での土壌を作れたと思います。

（３）準登録団体

①　学生団体KUMC

　　目　　的

　主に、高槻・吹田地域の住民や子ども達を中心として、地域に向けて防災に

関する情報を発信し、地域全体の防災意識の向上に貢献することを目的として、

地域密着型の防災啓発活動を展開している。そして、実際に災害が起こった時

に、自分たちが伝えたことが活かされることを目標にしている。また、地域の

お祭りやイベントなどにおいて、企画運営や警備のボランティアなどに参加す

ることで、地域振興のお手伝いをするなどの活動にも取り組んでいる。

　　内　　容

　地域の小学校における防災授業や図書館での防災絵本の読み聞かせなどさまざまなイベントに参

加し、防災の知識を楽しく学んでもらえるよう取り組んでいる。また、活動では自作のパワーポイ

ントやゲームを取り入れ、より楽しく知識を学んでもらえるような工夫をしている。

　地域貢献活動として、高槻市、吹田市などを中心にさまざまなイベントにボランティアとして参

加し、毎年春と冬には、学習の一環として東北地方を訪れ、語り部さんからお話を聞くなどして震

災とその復興について学んでいる。

　　主な活動

　・高槻ジャズストリート　・チャリティショップ　・すいたEXPO

　・万博フラワーカーペット　・東北ツアー　・淀川・芥川クリーンアップ大作戦

　　部 員 数　　846名

　　活動者の声

・すいたフェスタ

　半年以上かけて企画運営をする実行委員に約20名、当日ボランティアに約100名以上が参加し

ました。内容は、模擬店やスプラッシュパーティー、スカイランタン、学生ステージ企画の手伝い

等です。自分たちが楽しんでボランティアに参加して盛り上げることで、来場してくださった方々

もとても楽しんでくださいました。特に模擬店のスライムやミサンガ作りでは、子どもに１対１で

教えてあげて、一生懸命作ってくれている姿が可愛くて癒されました。（社会学部・３年次生）

　・東北ツアー

　新型コロナウイルス感染症拡大のため、例年からなかなか実施することができなかった東北ツ

アーを、2022年度の春（３月）に、４年ぶりにやっとの思いで実施することができました。ツアー

内容としては、震災遺構である小学校や伝承館を訪問し、現地の方のお話を伺いながら学習しました。

　このツアーでは、実際の被災地を訪れて、災害に対する新たな学びや発見、また、直接肌で感じ

ることの大切さなどを体験することができました。2023年度も3月に実施する予定です。（社会学

部・３年次生）

　　代表者の声　 （社会学部・３年次生・
ふく だ　  ゆ　ゆ　か

福田 優々花）

　新型コロナウイルスの感染状況が少し落ち着くとともに、徐々にコロナ禍以前のような活動がで

きるようになった1年でした。2022年も2021年に引き続き、エコカフェ NAZのチャリティー

ショップやしゅくだいカフェ等同じ団体から依頼をいただくことができ、コロナ禍を通して地域の

方々と関係性を築くことができました。また、KUMCの主な活動であるすいたフェスタと東北ツアー

を3年ぶりに実施することができ、コロナ禍に入学した私たちも、KUMCについて、より理解が深

まる年となりました。東北ツアーでは、小学校や学内での防災授業を例年よりも多く実施しました。

2022年度は、過去最高の部員数となり、大規模なボランティア活動に興味を持って入会してくれ

た人が多いので、安定してボランティアを依頼していただけるように参加者の確保や地域とのコ

ミュニケーションにより一層尽力したいです。

②　WEVO

　　目　　的

　ボランティア活動を行う楽しさを知る。そして、ボランティアを通じて

人と人、人と社会とのつながりについて学ぶ。また、地域の方との交流を

深め、１つの団体として、地域社会の輪の中に入る。そして、福祉施設や、

団体と協働して行う活動を通じて、今、起きている問題や、取り組みなど

を学び、自分たちには何が出来るのかについて考えることを目的とする。

　　内　　容

　主な活動は、社会福祉法人・堺福祉会・ハートピア堺での子ども食堂への参加、80代、90代を

対象とした英会話教室である。2022年度は高齢者を対象として英会話教室を月１回オンラインを

活用して実施し、子ども食堂は不定期で実施した。

　また、小さな森の学童での子ども食堂にも参加した。住吉総合福祉センターでは、障害者余暇支

援センターじらふでの水遊び活動（８月）やグループホームに住んでいる障がいがある方との交流

（月１回）を実施した。そして、WEVOからの企画として、大学を小学生に案内する大学冒険ツアーと、

堺市立熊野小学校のびのびルームで春祭りを実施した。

　　主な活動

　・高齢者を対象とした英会話教室　・子ども食堂

　・グループホームに入居している障がいがある方との交流活動

　・高齢者虐待防止啓発活動での動画作成

　　部 員 数　　83名

　　活動者の声

　・特別養護老人ホームハートピア堺での英会話教室

　このボランティア活動は毎月テーマを２つ決めてパワーポイントを作成し、それを使用して簡単

な英単語や文章を特別養護老人ホームハートピア堺の利用者と一緒に勉強している活動です。初め

はZoomで高齢者と交流するということで緊張や戸惑いもあったが、毎月行っていると、幅広い分

野の英語やクイズなどで交流することができました。参加してくださっている方の学生時代のお話

を聴いたり、私たちが教えるだけでなく、日本語を教えてもらったり、お互い勉強になっていると

感じています。（人間健康学部・３年次生）

　・小さな森の学童での子ども食堂

　このボランティアは2022年から始まりました。毎月１回地域の子ども達との交流をすることが

主な活動内容である。ご飯を一緒につくって食べて、食育にも重きを置いているので、子ども達に

食について知ってもらう機会にもなっています。2022年度は徐々にではあるが、活動も定期的に

実施することができました。子ども達と交流することで学校で流行っていることや好きなことを聞

いたりすることができ、一緒に楽しい時間を過ごすことができています。（人間健康学部・3年次生）

　　代表者の声　（人間健康学部・２年次生・
しち の 　ゆ　か　り 

七野 由佳梨）

　2022年度は、コロナ禍で思うように活動することができなかった悔しさから、徐々に規制が緩

和され、様々な活動の幅を広げることができました。また、ボランティア活動を通して人との繋が

りができ、他の活動に広げることもできました。今までは定期の活動を行っていたが、自分たちか

ら様々な人と関わり、企画し実行する活動をしたことで、新しい考え方や価値観を知ることができ

ました。そして、一つのことを創り上げる楽しさを知ることができました。

　また、サークル内の改革を行い、皆で参加する・協力する考え方に徐々に変えることができたよ

うに思います。実際2021年度より、ボランティア活動への参加者が増えていることも成果の一つ

です。反省点としては、他学年同士の交流が少ないことす。もっとたくさんの人が関われる機会を

作るように今後もメンバーで考えていきたいと思います。

ブースで活動紹介をしている様子 ボランティアフェスティバルの様子 ブースで活動紹介をしている様子
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Ⅲ  学内ボランティア団体

　本学では、社会貢献活動を団体の活動として行っている学生がいる。彼らの活動は、学外からも高

く評価されており、ボランティアセンターを通して各団体にボランティア依頼が多数寄せられる。

ここでは、団体の活動紹介と活動に関わっている活動者の声を紹介する。

（１）同好会

①　手話サークル「あっぷる」

　　目　　的

　聞こえる・聞こえないに関わらず、楽しむことを大切にしながら、日々手話

の学習や手話エンターテインメント（手話歌・劇）などの練習を行っており、

手話における表現力とは何かということを意識し、その向上に取り組んでいる。

　学園祭では、手話を交えた歌の発表を行うことで手話の普及、認知の向上な

どを図っている。また、他の大学との交流や、地域のサークルでの活動で実際

に聞こえない方と会話することで実践力を高める活動も行っている。

　　内　　容

　毎週２回、手話の学習会を実施している。手話歌や劇などの発表では、団体として統一感を意識

しながら、さまざまな人に活動の成果を見てもらう機会を設けている。さらに、他団体との交流会

では活動施設の手配をしたり、手話通訳の依頼に応えたりと、大学外においても活動の幅を広げて

いる。それらの活動を通して、たくさんの人々との出会いや今までにない経験を積むことができる

よう取り組んでいる。

　（なお、2022年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、オンラインでの学習会や交流

会等を行った。）

　　主な活動

　・手話コーラスの動画撮影　・クリスマス会

　・まちなかリビング北千里での手話お楽しみ会

　　部 員 数　　29名

　　活動者の声

　・夏合宿

　淡路島に２泊３日の手話合宿に行きました。手話合宿、とは文字の通り手話のみでコミュニケー

ションを図る合宿のことです。普段から活動内では手話を使っていましたが、生活においてずっと

使用するのは初めての体験で、自分の手話がいかに拙いものだったか気付かされるきっかけにもな

りました。さらに、長い時間一緒に過ごすことで、メンバー同士の距離も縮まり、私自身も新しい

友達ができて忘れられない思い出になりました。（社会学部・３年次生）

　・まちなかリビング北千里での手話お楽しみ会

　はじめにご依頼を頂いた際に、幹部で何を行うのか、どんな年齢のお子さんが中心に来てくださ

るのか、夜遅くまで話し合ったことが印象に残っています。初めてのことに挑戦するために、一致

団結できたと思えた出来事です。台風の影響で延期になってしまい、実施出来たのは幹部の代替わ

りをした後でしたが、それまでに話を進めることができたのが、イベントの成功につながったので

はないかと思います。（社会学部・３年次生）

　　代表者の声　 （社会安全学部・３年次生・
よし だ　さつ き 

吉田 颯樹）

　2022年度のあっぷるは、2021年度よりも一層コロナ禍前の通常活動に則したイベントを行う

ことができました。根拠は２点あります。まず、手話合宿の開催です。世間における感染者数の増

加から中止も危ぶまれましたが、ワクチン２回以上接種あるいはPCR検査の陰性証明の提出の義

務化、現地の保健所の場所などを記した緊急時対応マニュアルの作成など、感染対策に気を配るこ

とで無事終えることができました。もう1つは、学外の図書館から依頼を受けてのイベント開催で

す。しかしこちらは開催日に台風が直撃したことで中止となりました。図書館側のご厚意で別日を

提示していただきましたが、中止の判断をギリギリにしてしまったことが反省点でした。2023度

以降のあっぷるではメンバー同士の健全な交流を通してより活動を盛り上げていってもらえること

を切に願っています。

②　児童文化実践サークル「うぷ」

　　目　　的

　吹田市内の学童保育学級に通っている小学校１年生から４年生を対象と

し、子どもたちと年齢の近い私たち大学生が関わることで普段接している指

導員の方が見ることのない一面を引き出すことができる。そして私たちが子

どもの見本となる行動を、子どもの成長に携わることを目的としている。ま

た、子ども達に“楽しい”を共有することも目的とする。

　　内　　容

　吹田市にある小学校に放課後訪れ、子ども達と遊んだり、宿題をしたり、自分たちで考えたプロ

グラムを発表したりと学童保育を中心に行っている。プログラムでは、紙芝居やペープサート、ゲー

ム等、毎週違うプログラムを組み立てて、子ども達に楽しいを届けている。

　　主な活動

　・吹田市夢つながり未来館主催「夏祭り」　・学童保育

　・関西大学フェスティバル　・ゆいぴあ DE SDGsプロジェクト

　　部 員 数　　23名

　　活動者の声

　・学童保育

　毎週違う小学校に訪問し、毎回違うプログラムを行うので、新しい刺激を受けます。子ども達は

好奇心旺盛で、すぐに話に来てくれて、すぐ打ち解けることができます。子ども達の笑顔を見るこ

とができて、とてもうれしい気持ちになりました。ゲームの内容が子ども達にとって、少し合わな

いこともあり、試行錯誤しましたが、それも新しい発見で、子ども達のことを知っていくことがで

きるので、とてもためになります。（社会学部・２年次生）

　・ゆいぴあ DE SDGsプロジェクト

　一から子ども達が楽しく遊べる場所を作っていきました。何をテーマにするのか、どんな遊び場

にするのか、アイデアを出すことは大変でしたが、一から仲間と作り上げていくことが楽しかった

です。家で作れるものは作り、４日間でアイデアを出し合い、作り直しながらも、一気に作り上げ

ました。思ったよりも壮大な遊び場ができて、達成感が得られました。子ども達に楽しんでもらえ

るような場所が作れて、いい経験だったと感じています。（社会学部・２年次生）

　　代表者の声　 （法学部・１年次生・
なかやま

中山
さとし

聡 ）

　2022年度のうぷの活動としては、大きな成功を収めたのではないかと思います。その理由とし

て２点ほど挙げられます。まず１点目は、学童保育を2021年度よりもたくさんの学級に訪問させ

て頂けたからです。2021年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響で訪問が厳しくなり、うぷ

としても満足のいく活動はできなかったが、2022年度の活動では、紙芝居やペープサートといっ

たプログラムをたくさんの学級さんで行うことができました。

　次に２点目としては、学童保育や他の施設でプログラムを行なった際の子どもたちの笑顔であっ

たり感謝の言葉を頂けた所だと思います。

　うぷのメンバーもこぞって活動をしてよかったと口を揃えて言っていたので、お互い良い時間を

共有できたのではないかと思います。

　そして2022年度は、2021年度の活動を通して、良いところはより良くしていき、反省すべき

ところはメンバー同士で話し合いをして、良い活動に繋げて行けるように心がけていきたいと思い

ます。

③　児童文化研究サークルあかとんぼ

　　目　　的

　小学校の学童保育への訪問や子どもに関する地域行事への参加を通し、子ど

も達と交流することで「いつもとは違う有意義な体験」を子ども達に楽しんで

もらうことを目的とする。

　　内　　容

　例年毎週水曜日に吹田市内の小学校の放課後児童クラブを訪問し、紙芝居・

人形劇を披露したり、野外で子ども達と一緒に遊んだりする活動を行っていま

す。他にも、児童厚生施設や地域の商店街、商業施設などから依頼を受け、より多くの子ども達に

楽しんでもらえるよう、多種多様な活動に取り組んでいます。

（※定期的な学童訪問について、2022年度前半は新型コロナウイルス感染症拡大の影響により中

止していましたが、その後は再開しました。）

　　主な活動

　・夏季研修会　・おばけまつり　・段ボール工作イベント　・まちFUNまつり

　・商業施設における紙芝居、人形劇講演　・チルドレンコンサート　・節分イベント

　　部 員 数　　44名

　　活動者の声

　・学童訪問

　コロナ禍が落ち着くにつれて、吹田市内の学童を訪問させていただけるようになりました。子ど

も達の前で、紙芝居や人形劇を披露することは、子ども達の元気な反応や笑顔が見れ、私たちも充

実した時間を過ごすことができました。また、外遊びも再開し、鬼ごっこやドッジボール、サッカー

などたくさんの遊びを行いました。みんな積極的に誘ってくれたことや名前を覚えてくれたことが

嬉しかったです。（商学部・３年次生）

　・チルドレンコンサート

　2022年度もチルドレンコンサートは演劇の様子を収録し、動画として子ども達に届けました。

今までより動画の編集に更に力を入れようということで、本格的にカット割りなどに工夫を凝らし

て撮影に臨みました。編集後のイメージを考慮しながらの撮影だったので苦戦するも、皆で試行錯

誤しながら遂に動画を完成させ、プレゼントと一緒に学童教室に配布できました。

　その後の学童訪問で、そのプレゼントが教室に飾られているのを見つけたり、「動画観たよ。」と

子どもに言われた時は嬉しかったです。（システム理工学部・３年次生）

　　代表者の声　 （政策創造学部・３年次生・
なかむら  たい ち 

中村 泰地）

　あかとんぼにとって、2022年度は「激動の年」と括ることが出来ます。

予てからのコロナ禍による悪影響が軽減され、後期から定期的な学童訪問を再開し、更に例年より

も極めて積極的に紙芝居や人形劇の公演活動を推進しました。「一刻も早く、寂しがっているであ

ろう子ども達に会って笑顔にしたい」という強い思いで、度々活動参加者が不足する事態に陥りそ

うになりながら、2022年度は従来よりも全体として盛んに動きました。

　この方針は試行の意味もあったことから、団体としての課題点を多数認識できました。2022年

度は我々あかとんぼにとって大変意味のある年度であったと感じます。2023年度からも得られた

知見や要領を活かしていき、向上心を失念せずに、団体の繁栄と「子ども達を楽しませる」という

団体目的の達成を常に追い求めてまいります。

④　ボランティアサークル「チャレンジャー」

　　目　　的

　視覚特別支援学校や障害者福祉施設のイベントに、ボランティアとして参加

することによる社会貢献を目的としている。また、普段接する機会の少ない障

がいのある方との関わりを通して障がいに対する理解を深め、私たち自身も成

長することを目指している。

　　内　　容

　ヘルパーさん立会いのもと、視覚特別支援学校での行事における手引きやサ

ポート、障害者福祉施設「ゆうゆう会」での行事における車いすでの移動や食事介助などのお手伝

いを行うことが主な活動内容である。また、子どもとふれあうボランティアも行っている。

　　主な活動

　・まちをつくろう

※「まちをつくろう」とは、ダンボールを使って“まち”をつくる夏休みの小学生向けワークショップ。

　・風船バレー　・ゆうゆう会の行事補助

　　部 員 数　　50名

　　活動者の声

　・風船バレー

　月に１〜２回、障がいがある方々と風船バレーを実施し、楽しく体を動かすという活動を行いま

した。2020、2021年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響で長期的に活動できなかったこ

ともありましたが、2022年度は比較的継続して活動を行うことができました。活動をしていくな

かで、人によって障がいの程度が異なるためサポートの内容も様々であることに気付きました。そ

して、この気付きから臨機応変に対応することの重要性を学ぶことができました。（文学部・４年次生）

　・ゆうゆう会

　毎月１回、身体や脳に障がいがある会員さんとともに、お出かけやレクリエーションなどを通じ

てコミュニケーションを行いました。2020、2021年度と新型コロナウイルス感染症の拡大によ

り活動ができない日々が続いていましたが、2022年度はコロナ前の活動を再開することができま

した。また、大阪大学の学生と協力してレクリエーションやお出かけの準備を行うことで、自力で

手足を動かすことが難しい会員さんとそのお母さま方、ヘルパーさん、ボランティア学生全員が楽

しめるようにするためにはどうすればいいのかを考え、企画する力を身につけられました。お出か

けの際は、常に安全に気を配ってはいるものの、車いすの移動にはまだまだ不便なことが多いのだ

な、と新たな視点で物事を見ることができるようになりました。（法学部・３年次生）

　　代表者の声　 （法学部・２年次生・
よこたに  みつ ほ 

横谷 光保）

　活動休止が続いていた2021年度当初は、活動によって生まれた交流やサークルのみんなとの関

わりが薄れていくことへの漠然とした不安感がありました。しかし2022年度は新型コロナウイル

ス感染症の拡大による一時活動休止が数回あったものの、今まで行ってきた活動をかなり再開する

ことができたので、改めて対面で活動できることの喜びを感じました。2023年度は多くの学生が

継続して活動に参加してくれているので、役職の人数を増やし、サークルを運営してもらいたいと

考えています。また、Twitterの情報を見て、チャレンジャーに入会する学生が多いことを受け、

新たにInstagramも活用していき、広報にも力を入れてくれたらなと思います。2023年度は新し

い役職者が伸び伸びと活動できるように、私はサポートに回り、チャレンジャーの活動を支えてい

けたらなと思います。

（２）文化会

①　ユネスコ研究部

　　目　　的

　ユネスコ憲章にある「心の中に平和の砦を」という理念に則り、主に

子ども達との交流を中心としたボランティア活動を行っている。子ども

達に、普段あまり関わることのない大学生との交流を通じて、異世代交

流の楽しさや集団行動の大切さを学んでもらうことが目的である。また、

子ども達との交流により、部員が行動力や責任感を培い、新たな成長に

繋げていくことも目的の一つである。

　　内　　容

　吹田市在住の子ども達と月に一度交流する「スクール」を中心に活動している。「スクール」で

は運動や料理、工作などをしたり、遠足やキャンプなど遠くに出かける活動も行ったりしている。

　その他には、吹田市を中心に地域イベントの運営補助や企画、子ども会で行うイベントの運営補

助などのボランティア活動にも取り組んでいる。

　　主な活動

　・スクール　・スクールキャンプ　・片山地区こども会連合協議会イベント

　　部 員 数　　43名

　　活動者の声

　・スクール

　スクールは我が部にとってメインとなる活動です。吹田市の小学生と公園でドッチボールや鬼

ごっこなどを行ったり、室内でビンゴ大会や工作などで遊び、小学生との交流を深めました。一見

すると、大学生が小学生と遊んであげているように見えますが、実際は私たち大学生が小学生から

様々なことを学んでいます。小学生ならではの斬新な発想や成長に伴い忘れてしまう意見が衝突し

た時の誠実な対応など挙げきれないほど沢山の学びをスクールによって得ることができます。小学

生と関わることや体験を通じて学ぶことに興味のある方にはぜひ参加していただきたい活動です。

（経済学部・３年次生）

　・スクールキャンプ

　2022年度は京都府立るり渓少年自然の家に１泊２日でスクールキャンプを行いました。新型コ

ロナウイルス感染症拡大の影響で数年ぶりの開催となり、スクールキャンプを経験したことのある

部員がいなかったため、苦労することもありました。しかし、焼き板体験やキャンプファイヤー、

野外炊飯など小学生と大学生が共に自然を満喫することができました。キャンプを楽しみに参加し

てくれた小学生や大学生を信頼してお子様を預けてくださった保護者の期待に応えることができた

2日間であったのではないかと思います。（経済学部・３年次生）

　　代表者の声　 （文学部・３年次生・
さ とう りゅうた

佐藤 竜太）

　「With コロナ」の中で始まった2022年は、まさに再始動の年といえます。

　「大学生がサポートする子ども達の新たなコミュニティ作り」を2022年度の理念とし、まずは

新入部員の確保に取り組みました。結果的には20名以上の部員が加入してくれました。

　新入部員を含めた部員間の関係作りに取り組み、部会等も行った事が参加した子ども達と信頼関

係を築く事につながり、2023年度の継続参加にも大きく寄与したと考えます。

　数年ぶりに開催した夏季スクールキャンプ・学園祭模擬店に関しては、これまでの形式に捉われ

ず、円滑な実施に重点を置いた活動としました。

　新たにSNSの活用を意識しました。Instagramは広報面で入部希望者を多く獲得する要因となり、

公式LINEは保護者との連絡ツールとして大いに活躍しました。

　最終的には今後活動していく上での土壌を作れたと思います。

（３）準登録団体

①　学生団体KUMC

　　目　　的

　主に、高槻・吹田地域の住民や子ども達を中心として、地域に向けて防災に

関する情報を発信し、地域全体の防災意識の向上に貢献することを目的として、

地域密着型の防災啓発活動を展開している。そして、実際に災害が起こった時

に、自分たちが伝えたことが活かされることを目標にしている。また、地域の

お祭りやイベントなどにおいて、企画運営や警備のボランティアなどに参加す

ることで、地域振興のお手伝いをするなどの活動にも取り組んでいる。

　　内　　容

　地域の小学校における防災授業や図書館での防災絵本の読み聞かせなどさまざまなイベントに参

加し、防災の知識を楽しく学んでもらえるよう取り組んでいる。また、活動では自作のパワーポイ

ントやゲームを取り入れ、より楽しく知識を学んでもらえるような工夫をしている。

　地域貢献活動として、高槻市、吹田市などを中心にさまざまなイベントにボランティアとして参

加し、毎年春と冬には、学習の一環として東北地方を訪れ、語り部さんからお話を聞くなどして震

災とその復興について学んでいる。

　　主な活動

　・高槻ジャズストリート　・チャリティショップ　・すいたEXPO

　・万博フラワーカーペット　・東北ツアー　・淀川・芥川クリーンアップ大作戦

　　部 員 数　　846名

　　活動者の声

・すいたフェスタ

　半年以上かけて企画運営をする実行委員に約20名、当日ボランティアに約100名以上が参加し

ました。内容は、模擬店やスプラッシュパーティー、スカイランタン、学生ステージ企画の手伝い

等です。自分たちが楽しんでボランティアに参加して盛り上げることで、来場してくださった方々

もとても楽しんでくださいました。特に模擬店のスライムやミサンガ作りでは、子どもに１対１で

教えてあげて、一生懸命作ってくれている姿が可愛くて癒されました。（社会学部・３年次生）

　・東北ツアー

　新型コロナウイルス感染症拡大のため、例年からなかなか実施することができなかった東北ツ

アーを、2022年度の春（３月）に、４年ぶりにやっとの思いで実施することができました。ツアー

内容としては、震災遺構である小学校や伝承館を訪問し、現地の方のお話を伺いながら学習しました。

　このツアーでは、実際の被災地を訪れて、災害に対する新たな学びや発見、また、直接肌で感じ

ることの大切さなどを体験することができました。2023年度も3月に実施する予定です。（社会学

部・３年次生）

　　代表者の声　 （社会学部・３年次生・
ふく だ　  ゆ　ゆ　か

福田 優々花）

　新型コロナウイルスの感染状況が少し落ち着くとともに、徐々にコロナ禍以前のような活動がで

きるようになった1年でした。2022年も2021年に引き続き、エコカフェ NAZのチャリティー

ショップやしゅくだいカフェ等同じ団体から依頼をいただくことができ、コロナ禍を通して地域の

方々と関係性を築くことができました。また、KUMCの主な活動であるすいたフェスタと東北ツアー

を3年ぶりに実施することができ、コロナ禍に入学した私たちも、KUMCについて、より理解が深

まる年となりました。東北ツアーでは、小学校や学内での防災授業を例年よりも多く実施しました。

2022年度は、過去最高の部員数となり、大規模なボランティア活動に興味を持って入会してくれ

た人が多いので、安定してボランティアを依頼していただけるように参加者の確保や地域とのコ

ミュニケーションにより一層尽力したいです。

②　WEVO

　　目　　的

　ボランティア活動を行う楽しさを知る。そして、ボランティアを通じて

人と人、人と社会とのつながりについて学ぶ。また、地域の方との交流を

深め、１つの団体として、地域社会の輪の中に入る。そして、福祉施設や、

団体と協働して行う活動を通じて、今、起きている問題や、取り組みなど

を学び、自分たちには何が出来るのかについて考えることを目的とする。

　　内　　容

　主な活動は、社会福祉法人・堺福祉会・ハートピア堺での子ども食堂への参加、80代、90代を

対象とした英会話教室である。2022年度は高齢者を対象として英会話教室を月１回オンラインを

活用して実施し、子ども食堂は不定期で実施した。

　また、小さな森の学童での子ども食堂にも参加した。住吉総合福祉センターでは、障害者余暇支

援センターじらふでの水遊び活動（８月）やグループホームに住んでいる障がいがある方との交流

（月１回）を実施した。そして、WEVOからの企画として、大学を小学生に案内する大学冒険ツアーと、

堺市立熊野小学校のびのびルームで春祭りを実施した。

　　主な活動

　・高齢者を対象とした英会話教室　・子ども食堂

　・グループホームに入居している障がいがある方との交流活動

　・高齢者虐待防止啓発活動での動画作成

　　部 員 数　　83名

　　活動者の声

　・特別養護老人ホームハートピア堺での英会話教室

　このボランティア活動は毎月テーマを２つ決めてパワーポイントを作成し、それを使用して簡単

な英単語や文章を特別養護老人ホームハートピア堺の利用者と一緒に勉強している活動です。初め

はZoomで高齢者と交流するということで緊張や戸惑いもあったが、毎月行っていると、幅広い分

野の英語やクイズなどで交流することができました。参加してくださっている方の学生時代のお話

を聴いたり、私たちが教えるだけでなく、日本語を教えてもらったり、お互い勉強になっていると

感じています。（人間健康学部・３年次生）

　・小さな森の学童での子ども食堂

　このボランティアは2022年から始まりました。毎月１回地域の子ども達との交流をすることが

主な活動内容である。ご飯を一緒につくって食べて、食育にも重きを置いているので、子ども達に

食について知ってもらう機会にもなっています。2022年度は徐々にではあるが、活動も定期的に

実施することができました。子ども達と交流することで学校で流行っていることや好きなことを聞

いたりすることができ、一緒に楽しい時間を過ごすことができています。（人間健康学部・3年次生）

　　代表者の声　（人間健康学部・２年次生・
しち の 　ゆ　か　り 

七野 由佳梨）

　2022年度は、コロナ禍で思うように活動することができなかった悔しさから、徐々に規制が緩

和され、様々な活動の幅を広げることができました。また、ボランティア活動を通して人との繋が

りができ、他の活動に広げることもできました。今までは定期の活動を行っていたが、自分たちか

ら様々な人と関わり、企画し実行する活動をしたことで、新しい考え方や価値観を知ることができ

ました。そして、一つのことを創り上げる楽しさを知ることができました。

　また、サークル内の改革を行い、皆で参加する・協力する考え方に徐々に変えることができたよ

うに思います。実際2021年度より、ボランティア活動への参加者が増えていることも成果の一つ

です。反省点としては、他学年同士の交流が少ないことす。もっとたくさんの人が関われる機会を

作るように今後もメンバーで考えていきたいと思います。

２　学内ボランティア団体の活動
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　　活動者の声

　・夏合宿

　淡路島に２泊３日の手話合宿に行きました。手話合宿、とは文字の通り手話のみでコミュニケー

ションを図る合宿のことです。普段から活動内では手話を使っていましたが、生活においてずっと

使用するのは初めての体験で、自分の手話がいかに拙いものだったか気付かされるきっかけにもな

りました。さらに、長い時間一緒に過ごすことで、メンバー同士の距離も縮まり、私自身も新しい

友達ができて忘れられない思い出になりました。（社会学部・３年次生）

　・まちなかリビング北千里での手話お楽しみ会

　はじめにご依頼を頂いた際に、幹部で何を行うのか、どんな年齢のお子さんが中心に来てくださ

るのか、夜遅くまで話し合ったことが印象に残っています。初めてのことに挑戦するために、一致

団結できたと思えた出来事です。台風の影響で延期になってしまい、実施出来たのは幹部の代替わ

りをした後でしたが、それまでに話を進めることができたのが、イベントの成功につながったので

はないかと思います。（社会学部・３年次生）

　　代表者の声　 （社会安全学部・３年次生・
よし だ　さつ き 

吉田 颯樹）

　2022年度のあっぷるは、2021年度よりも一層コロナ禍前の通常活動に則したイベントを行う

ことができました。根拠は２点あります。まず、手話合宿の開催です。世間における感染者数の増

加から中止も危ぶまれましたが、ワクチン２回以上接種あるいはPCR検査の陰性証明の提出の義

務化、現地の保健所の場所などを記した緊急時対応マニュアルの作成など、感染対策に気を配るこ

とで無事終えることができました。もう1つは、学外の図書館から依頼を受けてのイベント開催で

す。しかしこちらは開催日に台風が直撃したことで中止となりました。図書館側のご厚意で別日を

提示していただきましたが、中止の判断をギリギリにしてしまったことが反省点でした。2023度

以降のあっぷるではメンバー同士の健全な交流を通してより活動を盛り上げていってもらえること

を切に願っています。

②　児童文化実践サークル「うぷ」

　　目　　的

　吹田市内の学童保育学級に通っている小学校１年生から４年生を対象と

し、子どもたちと年齢の近い私たち大学生が関わることで普段接している指

導員の方が見ることのない一面を引き出すことができる。そして私たちが子

どもの見本となる行動を、子どもの成長に携わることを目的としている。ま

た、子ども達に“楽しい”を共有することも目的とする。

　　内　　容

　吹田市にある小学校に放課後訪れ、子ども達と遊んだり、宿題をしたり、自分たちで考えたプロ

グラムを発表したりと学童保育を中心に行っている。プログラムでは、紙芝居やペープサート、ゲー

ム等、毎週違うプログラムを組み立てて、子ども達に楽しいを届けている。

　　主な活動

　・吹田市夢つながり未来館主催「夏祭り」　・学童保育

　・関西大学フェスティバル　・ゆいぴあ DE SDGsプロジェクト

　　部 員 数　　23名

　　活動者の声

　・学童保育

　毎週違う小学校に訪問し、毎回違うプログラムを行うので、新しい刺激を受けます。子ども達は

好奇心旺盛で、すぐに話に来てくれて、すぐ打ち解けることができます。子ども達の笑顔を見るこ

とができて、とてもうれしい気持ちになりました。ゲームの内容が子ども達にとって、少し合わな

いこともあり、試行錯誤しましたが、それも新しい発見で、子ども達のことを知っていくことがで

きるので、とてもためになります。（社会学部・２年次生）

　・ゆいぴあ DE SDGsプロジェクト

　一から子ども達が楽しく遊べる場所を作っていきました。何をテーマにするのか、どんな遊び場

にするのか、アイデアを出すことは大変でしたが、一から仲間と作り上げていくことが楽しかった

です。家で作れるものは作り、４日間でアイデアを出し合い、作り直しながらも、一気に作り上げ

ました。思ったよりも壮大な遊び場ができて、達成感が得られました。子ども達に楽しんでもらえ

るような場所が作れて、いい経験だったと感じています。（社会学部・２年次生）

　　代表者の声　 （法学部・１年次生・
なかやま

中山
さとし

聡 ）

　2022年度のうぷの活動としては、大きな成功を収めたのではないかと思います。その理由とし

て２点ほど挙げられます。まず１点目は、学童保育を2021年度よりもたくさんの学級に訪問させ

て頂けたからです。2021年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響で訪問が厳しくなり、うぷ

としても満足のいく活動はできなかったが、2022年度の活動では、紙芝居やペープサートといっ

たプログラムをたくさんの学級さんで行うことができました。

　次に２点目としては、学童保育や他の施設でプログラムを行なった際の子どもたちの笑顔であっ

たり感謝の言葉を頂けた所だと思います。

　うぷのメンバーもこぞって活動をしてよかったと口を揃えて言っていたので、お互い良い時間を

共有できたのではないかと思います。

　そして2022年度は、2021年度の活動を通して、良いところはより良くしていき、反省すべき

ところはメンバー同士で話し合いをして、良い活動に繋げて行けるように心がけていきたいと思い

ます。

③　児童文化研究サークルあかとんぼ

　　目　　的

　小学校の学童保育への訪問や子どもに関する地域行事への参加を通し、子ど

も達と交流することで「いつもとは違う有意義な体験」を子ども達に楽しんで

もらうことを目的とする。

　　内　　容

　例年毎週水曜日に吹田市内の小学校の放課後児童クラブを訪問し、紙芝居・

人形劇を披露したり、野外で子ども達と一緒に遊んだりする活動を行っていま

す。他にも、児童厚生施設や地域の商店街、商業施設などから依頼を受け、より多くの子ども達に

楽しんでもらえるよう、多種多様な活動に取り組んでいます。

（※定期的な学童訪問について、2022年度前半は新型コロナウイルス感染症拡大の影響により中

止していましたが、その後は再開しました。）

　　主な活動

　・夏季研修会　・おばけまつり　・段ボール工作イベント　・まちFUNまつり

　・商業施設における紙芝居、人形劇講演　・チルドレンコンサート　・節分イベント

　　部 員 数　　44名

　　活動者の声

　・学童訪問

　コロナ禍が落ち着くにつれて、吹田市内の学童を訪問させていただけるようになりました。子ど

も達の前で、紙芝居や人形劇を披露することは、子ども達の元気な反応や笑顔が見れ、私たちも充

実した時間を過ごすことができました。また、外遊びも再開し、鬼ごっこやドッジボール、サッカー

などたくさんの遊びを行いました。みんな積極的に誘ってくれたことや名前を覚えてくれたことが

嬉しかったです。（商学部・３年次生）

　・チルドレンコンサート

　2022年度もチルドレンコンサートは演劇の様子を収録し、動画として子ども達に届けました。

今までより動画の編集に更に力を入れようということで、本格的にカット割りなどに工夫を凝らし

て撮影に臨みました。編集後のイメージを考慮しながらの撮影だったので苦戦するも、皆で試行錯

誤しながら遂に動画を完成させ、プレゼントと一緒に学童教室に配布できました。

　その後の学童訪問で、そのプレゼントが教室に飾られているのを見つけたり、「動画観たよ。」と

子どもに言われた時は嬉しかったです。（システム理工学部・３年次生）

　　代表者の声　 （政策創造学部・３年次生・
なかむら  たい ち 

中村 泰地）

　あかとんぼにとって、2022年度は「激動の年」と括ることが出来ます。

予てからのコロナ禍による悪影響が軽減され、後期から定期的な学童訪問を再開し、更に例年より

も極めて積極的に紙芝居や人形劇の公演活動を推進しました。「一刻も早く、寂しがっているであ

ろう子ども達に会って笑顔にしたい」という強い思いで、度々活動参加者が不足する事態に陥りそ

うになりながら、2022年度は従来よりも全体として盛んに動きました。

　この方針は試行の意味もあったことから、団体としての課題点を多数認識できました。2022年

度は我々あかとんぼにとって大変意味のある年度であったと感じます。2023年度からも得られた

知見や要領を活かしていき、向上心を失念せずに、団体の繁栄と「子ども達を楽しませる」という

団体目的の達成を常に追い求めてまいります。

④　ボランティアサークル「チャレンジャー」

　　目　　的

　視覚特別支援学校や障害者福祉施設のイベントに、ボランティアとして参加

することによる社会貢献を目的としている。また、普段接する機会の少ない障

がいのある方との関わりを通して障がいに対する理解を深め、私たち自身も成

長することを目指している。

　　内　　容

　ヘルパーさん立会いのもと、視覚特別支援学校での行事における手引きやサ

ポート、障害者福祉施設「ゆうゆう会」での行事における車いすでの移動や食事介助などのお手伝

いを行うことが主な活動内容である。また、子どもとふれあうボランティアも行っている。

　　主な活動

　・まちをつくろう

※「まちをつくろう」とは、ダンボールを使って“まち”をつくる夏休みの小学生向けワークショップ。

　・風船バレー　・ゆうゆう会の行事補助

　　部 員 数　　50名

　　活動者の声

　・風船バレー

　月に１〜２回、障がいがある方々と風船バレーを実施し、楽しく体を動かすという活動を行いま

した。2020、2021年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響で長期的に活動できなかったこ

ともありましたが、2022年度は比較的継続して活動を行うことができました。活動をしていくな

かで、人によって障がいの程度が異なるためサポートの内容も様々であることに気付きました。そ

して、この気付きから臨機応変に対応することの重要性を学ぶことができました。（文学部・４年次生）

　・ゆうゆう会

　毎月１回、身体や脳に障がいがある会員さんとともに、お出かけやレクリエーションなどを通じ

てコミュニケーションを行いました。2020、2021年度と新型コロナウイルス感染症の拡大によ

り活動ができない日々が続いていましたが、2022年度はコロナ前の活動を再開することができま

した。また、大阪大学の学生と協力してレクリエーションやお出かけの準備を行うことで、自力で

手足を動かすことが難しい会員さんとそのお母さま方、ヘルパーさん、ボランティア学生全員が楽

しめるようにするためにはどうすればいいのかを考え、企画する力を身につけられました。お出か

けの際は、常に安全に気を配ってはいるものの、車いすの移動にはまだまだ不便なことが多いのだ

な、と新たな視点で物事を見ることができるようになりました。（法学部・３年次生）

　　代表者の声　 （法学部・２年次生・
よこたに  みつ ほ 

横谷 光保）

　活動休止が続いていた2021年度当初は、活動によって生まれた交流やサークルのみんなとの関

わりが薄れていくことへの漠然とした不安感がありました。しかし2022年度は新型コロナウイル

ス感染症の拡大による一時活動休止が数回あったものの、今まで行ってきた活動をかなり再開する

ことができたので、改めて対面で活動できることの喜びを感じました。2023年度は多くの学生が

継続して活動に参加してくれているので、役職の人数を増やし、サークルを運営してもらいたいと

考えています。また、Twitterの情報を見て、チャレンジャーに入会する学生が多いことを受け、

新たにInstagramも活用していき、広報にも力を入れてくれたらなと思います。2023年度は新し

い役職者が伸び伸びと活動できるように、私はサポートに回り、チャレンジャーの活動を支えてい

けたらなと思います。

（２）文化会

①　ユネスコ研究部

　　目　　的

　ユネスコ憲章にある「心の中に平和の砦を」という理念に則り、主に

子ども達との交流を中心としたボランティア活動を行っている。子ども

達に、普段あまり関わることのない大学生との交流を通じて、異世代交

流の楽しさや集団行動の大切さを学んでもらうことが目的である。また、

子ども達との交流により、部員が行動力や責任感を培い、新たな成長に

繋げていくことも目的の一つである。

　　内　　容

　吹田市在住の子ども達と月に一度交流する「スクール」を中心に活動している。「スクール」で

は運動や料理、工作などをしたり、遠足やキャンプなど遠くに出かける活動も行ったりしている。

　その他には、吹田市を中心に地域イベントの運営補助や企画、子ども会で行うイベントの運営補

助などのボランティア活動にも取り組んでいる。

　　主な活動

　・スクール　・スクールキャンプ　・片山地区こども会連合協議会イベント

　　部 員 数　　43名

　　活動者の声

　・スクール

　スクールは我が部にとってメインとなる活動です。吹田市の小学生と公園でドッチボールや鬼

ごっこなどを行ったり、室内でビンゴ大会や工作などで遊び、小学生との交流を深めました。一見

すると、大学生が小学生と遊んであげているように見えますが、実際は私たち大学生が小学生から

様々なことを学んでいます。小学生ならではの斬新な発想や成長に伴い忘れてしまう意見が衝突し

た時の誠実な対応など挙げきれないほど沢山の学びをスクールによって得ることができます。小学

生と関わることや体験を通じて学ぶことに興味のある方にはぜひ参加していただきたい活動です。

（経済学部・３年次生）

　・スクールキャンプ

　2022年度は京都府立るり渓少年自然の家に１泊２日でスクールキャンプを行いました。新型コ

ロナウイルス感染症拡大の影響で数年ぶりの開催となり、スクールキャンプを経験したことのある

部員がいなかったため、苦労することもありました。しかし、焼き板体験やキャンプファイヤー、

野外炊飯など小学生と大学生が共に自然を満喫することができました。キャンプを楽しみに参加し

てくれた小学生や大学生を信頼してお子様を預けてくださった保護者の期待に応えることができた

2日間であったのではないかと思います。（経済学部・３年次生）

　　代表者の声　 （文学部・３年次生・
さ とう りゅうた

佐藤 竜太）

　「With コロナ」の中で始まった2022年は、まさに再始動の年といえます。

　「大学生がサポートする子ども達の新たなコミュニティ作り」を2022年度の理念とし、まずは

新入部員の確保に取り組みました。結果的には20名以上の部員が加入してくれました。

　新入部員を含めた部員間の関係作りに取り組み、部会等も行った事が参加した子ども達と信頼関

係を築く事につながり、2023年度の継続参加にも大きく寄与したと考えます。

　数年ぶりに開催した夏季スクールキャンプ・学園祭模擬店に関しては、これまでの形式に捉われ

ず、円滑な実施に重点を置いた活動としました。

　新たにSNSの活用を意識しました。Instagramは広報面で入部希望者を多く獲得する要因となり、

公式LINEは保護者との連絡ツールとして大いに活躍しました。

　最終的には今後活動していく上での土壌を作れたと思います。

（３）準登録団体

①　学生団体KUMC

　　目　　的

　主に、高槻・吹田地域の住民や子ども達を中心として、地域に向けて防災に

関する情報を発信し、地域全体の防災意識の向上に貢献することを目的として、

地域密着型の防災啓発活動を展開している。そして、実際に災害が起こった時

に、自分たちが伝えたことが活かされることを目標にしている。また、地域の

お祭りやイベントなどにおいて、企画運営や警備のボランティアなどに参加す

ることで、地域振興のお手伝いをするなどの活動にも取り組んでいる。

　　内　　容

　地域の小学校における防災授業や図書館での防災絵本の読み聞かせなどさまざまなイベントに参

加し、防災の知識を楽しく学んでもらえるよう取り組んでいる。また、活動では自作のパワーポイ

ントやゲームを取り入れ、より楽しく知識を学んでもらえるような工夫をしている。

　地域貢献活動として、高槻市、吹田市などを中心にさまざまなイベントにボランティアとして参

加し、毎年春と冬には、学習の一環として東北地方を訪れ、語り部さんからお話を聞くなどして震

災とその復興について学んでいる。

　　主な活動

　・高槻ジャズストリート　・チャリティショップ　・すいたEXPO

　・万博フラワーカーペット　・東北ツアー　・淀川・芥川クリーンアップ大作戦

　　部 員 数　　846名

　　活動者の声

・すいたフェスタ

　半年以上かけて企画運営をする実行委員に約20名、当日ボランティアに約100名以上が参加し

ました。内容は、模擬店やスプラッシュパーティー、スカイランタン、学生ステージ企画の手伝い

等です。自分たちが楽しんでボランティアに参加して盛り上げることで、来場してくださった方々

もとても楽しんでくださいました。特に模擬店のスライムやミサンガ作りでは、子どもに１対１で

教えてあげて、一生懸命作ってくれている姿が可愛くて癒されました。（社会学部・３年次生）

　・東北ツアー

　新型コロナウイルス感染症拡大のため、例年からなかなか実施することができなかった東北ツ

アーを、2022年度の春（３月）に、４年ぶりにやっとの思いで実施することができました。ツアー

内容としては、震災遺構である小学校や伝承館を訪問し、現地の方のお話を伺いながら学習しました。

　このツアーでは、実際の被災地を訪れて、災害に対する新たな学びや発見、また、直接肌で感じ

ることの大切さなどを体験することができました。2023年度も3月に実施する予定です。（社会学

部・３年次生）

　　代表者の声　 （社会学部・３年次生・
ふく だ　  ゆ　ゆ　か

福田 優々花）

　新型コロナウイルスの感染状況が少し落ち着くとともに、徐々にコロナ禍以前のような活動がで

きるようになった1年でした。2022年も2021年に引き続き、エコカフェ NAZのチャリティー

ショップやしゅくだいカフェ等同じ団体から依頼をいただくことができ、コロナ禍を通して地域の

方々と関係性を築くことができました。また、KUMCの主な活動であるすいたフェスタと東北ツアー

を3年ぶりに実施することができ、コロナ禍に入学した私たちも、KUMCについて、より理解が深

まる年となりました。東北ツアーでは、小学校や学内での防災授業を例年よりも多く実施しました。

2022年度は、過去最高の部員数となり、大規模なボランティア活動に興味を持って入会してくれ

た人が多いので、安定してボランティアを依頼していただけるように参加者の確保や地域とのコ

ミュニケーションにより一層尽力したいです。

②　WEVO

　　目　　的

　ボランティア活動を行う楽しさを知る。そして、ボランティアを通じて

人と人、人と社会とのつながりについて学ぶ。また、地域の方との交流を

深め、１つの団体として、地域社会の輪の中に入る。そして、福祉施設や、

団体と協働して行う活動を通じて、今、起きている問題や、取り組みなど

を学び、自分たちには何が出来るのかについて考えることを目的とする。

　　内　　容

　主な活動は、社会福祉法人・堺福祉会・ハートピア堺での子ども食堂への参加、80代、90代を

対象とした英会話教室である。2022年度は高齢者を対象として英会話教室を月１回オンラインを

活用して実施し、子ども食堂は不定期で実施した。

　また、小さな森の学童での子ども食堂にも参加した。住吉総合福祉センターでは、障害者余暇支

援センターじらふでの水遊び活動（８月）やグループホームに住んでいる障がいがある方との交流

（月１回）を実施した。そして、WEVOからの企画として、大学を小学生に案内する大学冒険ツアーと、

堺市立熊野小学校のびのびルームで春祭りを実施した。

　　主な活動

　・高齢者を対象とした英会話教室　・子ども食堂

　・グループホームに入居している障がいがある方との交流活動

　・高齢者虐待防止啓発活動での動画作成

　　部 員 数　　83名

　　活動者の声

　・特別養護老人ホームハートピア堺での英会話教室

　このボランティア活動は毎月テーマを２つ決めてパワーポイントを作成し、それを使用して簡単

な英単語や文章を特別養護老人ホームハートピア堺の利用者と一緒に勉強している活動です。初め

はZoomで高齢者と交流するということで緊張や戸惑いもあったが、毎月行っていると、幅広い分

野の英語やクイズなどで交流することができました。参加してくださっている方の学生時代のお話

を聴いたり、私たちが教えるだけでなく、日本語を教えてもらったり、お互い勉強になっていると

感じています。（人間健康学部・３年次生）

　・小さな森の学童での子ども食堂

　このボランティアは2022年から始まりました。毎月１回地域の子ども達との交流をすることが

主な活動内容である。ご飯を一緒につくって食べて、食育にも重きを置いているので、子ども達に

食について知ってもらう機会にもなっています。2022年度は徐々にではあるが、活動も定期的に

実施することができました。子ども達と交流することで学校で流行っていることや好きなことを聞

いたりすることができ、一緒に楽しい時間を過ごすことができています。（人間健康学部・3年次生）

　　代表者の声　（人間健康学部・２年次生・
しち の 　ゆ　か　り 

七野 由佳梨）

　2022年度は、コロナ禍で思うように活動することができなかった悔しさから、徐々に規制が緩

和され、様々な活動の幅を広げることができました。また、ボランティア活動を通して人との繋が

りができ、他の活動に広げることもできました。今までは定期の活動を行っていたが、自分たちか

ら様々な人と関わり、企画し実行する活動をしたことで、新しい考え方や価値観を知ることができ

ました。そして、一つのことを創り上げる楽しさを知ることができました。

　また、サークル内の改革を行い、皆で参加する・協力する考え方に徐々に変えることができたよ

うに思います。実際2021年度より、ボランティア活動への参加者が増えていることも成果の一つ

です。反省点としては、他学年同士の交流が少ないことす。もっとたくさんの人が関われる機会を

作るように今後もメンバーで考えていきたいと思います。

ぱんぐーちゃん

うぷマスコットキャラクター
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Ⅲ  学内ボランティア団体

　　活動者の声

　・夏合宿

　淡路島に２泊３日の手話合宿に行きました。手話合宿、とは文字の通り手話のみでコミュニケー

ションを図る合宿のことです。普段から活動内では手話を使っていましたが、生活においてずっと

使用するのは初めての体験で、自分の手話がいかに拙いものだったか気付かされるきっかけにもな

りました。さらに、長い時間一緒に過ごすことで、メンバー同士の距離も縮まり、私自身も新しい

友達ができて忘れられない思い出になりました。（社会学部・３年次生）

　・まちなかリビング北千里での手話お楽しみ会

　はじめにご依頼を頂いた際に、幹部で何を行うのか、どんな年齢のお子さんが中心に来てくださ

るのか、夜遅くまで話し合ったことが印象に残っています。初めてのことに挑戦するために、一致

団結できたと思えた出来事です。台風の影響で延期になってしまい、実施出来たのは幹部の代替わ

りをした後でしたが、それまでに話を進めることができたのが、イベントの成功につながったので

はないかと思います。（社会学部・３年次生）

　　代表者の声　 （社会安全学部・３年次生・
よし だ　さつ き 

吉田 颯樹）

　2022年度のあっぷるは、2021年度よりも一層コロナ禍前の通常活動に則したイベントを行う

ことができました。根拠は２点あります。まず、手話合宿の開催です。世間における感染者数の増

加から中止も危ぶまれましたが、ワクチン２回以上接種あるいはPCR検査の陰性証明の提出の義

務化、現地の保健所の場所などを記した緊急時対応マニュアルの作成など、感染対策に気を配るこ

とで無事終えることができました。もう1つは、学外の図書館から依頼を受けてのイベント開催で

す。しかしこちらは開催日に台風が直撃したことで中止となりました。図書館側のご厚意で別日を

提示していただきましたが、中止の判断をギリギリにしてしまったことが反省点でした。2023度

以降のあっぷるではメンバー同士の健全な交流を通してより活動を盛り上げていってもらえること

を切に願っています。

②　児童文化実践サークル「うぷ」

　　目　　的

　吹田市内の学童保育学級に通っている小学校１年生から４年生を対象と

し、子どもたちと年齢の近い私たち大学生が関わることで普段接している指

導員の方が見ることのない一面を引き出すことができる。そして私たちが子

どもの見本となる行動を、子どもの成長に携わることを目的としている。ま

た、子ども達に“楽しい”を共有することも目的とする。

　　内　　容

　吹田市にある小学校に放課後訪れ、子ども達と遊んだり、宿題をしたり、自分たちで考えたプロ

グラムを発表したりと学童保育を中心に行っている。プログラムでは、紙芝居やペープサート、ゲー

ム等、毎週違うプログラムを組み立てて、子ども達に楽しいを届けている。

　　主な活動

　・吹田市夢つながり未来館主催「夏祭り」　・学童保育

　・関西大学フェスティバル　・ゆいぴあ DE SDGsプロジェクト

　　部 員 数　　23名

　　活動者の声

　・学童保育

　毎週違う小学校に訪問し、毎回違うプログラムを行うので、新しい刺激を受けます。子ども達は

好奇心旺盛で、すぐに話に来てくれて、すぐ打ち解けることができます。子ども達の笑顔を見るこ

とができて、とてもうれしい気持ちになりました。ゲームの内容が子ども達にとって、少し合わな

いこともあり、試行錯誤しましたが、それも新しい発見で、子ども達のことを知っていくことがで

きるので、とてもためになります。（社会学部・２年次生）

　・ゆいぴあ DE SDGsプロジェクト

　一から子ども達が楽しく遊べる場所を作っていきました。何をテーマにするのか、どんな遊び場

にするのか、アイデアを出すことは大変でしたが、一から仲間と作り上げていくことが楽しかった

です。家で作れるものは作り、４日間でアイデアを出し合い、作り直しながらも、一気に作り上げ

ました。思ったよりも壮大な遊び場ができて、達成感が得られました。子ども達に楽しんでもらえ

るような場所が作れて、いい経験だったと感じています。（社会学部・２年次生）

　　代表者の声　 （法学部・１年次生・
なかやま

中山
さとし

聡 ）

　2022年度のうぷの活動としては、大きな成功を収めたのではないかと思います。その理由とし

て２点ほど挙げられます。まず１点目は、学童保育を2021年度よりもたくさんの学級に訪問させ

て頂けたからです。2021年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響で訪問が厳しくなり、うぷ

としても満足のいく活動はできなかったが、2022年度の活動では、紙芝居やペープサートといっ

たプログラムをたくさんの学級で行うことができました。

　次に２点目としては、学童保育や他の施設でプログラムを行なった際の子どもたちの笑顔であっ

たり感謝の言葉を頂けた所だと思います。

　うぷのメンバーもこぞって活動をしてよかったと口を揃えて言っていたので、お互い良い時間を

共有できたのではないかと思います。

　そして2022年度は、2021年度の活動を通して、良いところはより良くしていき、反省すべき

ところはメンバー同士で話し合いをして、良い活動に繋げて行けるように心がけていきたいと思い

ます。

③　児童文化研究サークルあかとんぼ

　　目　　的

　小学校の学童保育への訪問や子どもに関する地域行事への参加を通し、子ど

も達と交流することで「いつもとは違う有意義な体験」を子ども達に楽しんで

もらうことを目的とする。

　　内　　容

　例年毎週水曜日に吹田市内の小学校の放課後児童クラブを訪問し、紙芝居・

人形劇を披露したり、野外で子ども達と一緒に遊んだりする活動を行っていま

す。他にも、児童厚生施設や地域の商店街、商業施設などから依頼を受け、より多くの子ども達に

楽しんでもらえるよう、多種多様な活動に取り組んでいます。

（※定期的な学童訪問について、2022年度前半は新型コロナウイルス感染症拡大の影響により中

止していましたが、その後は再開しました。）

　　主な活動

　・夏季研修会　・おばけまつり　・段ボール工作イベント　・まちFUNまつり

　・商業施設における紙芝居、人形劇講演　・チルドレンコンサート　・節分イベント

　　部 員 数　　44名

　　活動者の声

　・学童訪問

　コロナ禍が落ち着くにつれて、吹田市内の学童を訪問させていただけるようになりました。子ど

も達の前で、紙芝居や人形劇を披露することは、子ども達の元気な反応や笑顔が見れ、私たちも充

実した時間を過ごすことができました。また、外遊びも再開し、鬼ごっこやドッジボール、サッカー

などたくさんの遊びを行いました。みんな積極的に誘ってくれたことや名前を覚えてくれたことが

嬉しかったです。（商学部・３年次生）

　・チルドレンコンサート

　2022年度もチルドレンコンサートは演劇の様子を収録し、動画として子ども達に届けました。

今までより動画の編集に更に力を入れようということで、本格的にカット割りなどに工夫を凝らし

て撮影に臨みました。編集後のイメージを考慮しながらの撮影だったので苦戦するも、皆で試行錯

誤しながら遂に動画を完成させ、プレゼントと一緒に学童教室に配布できました。

　その後の学童訪問で、そのプレゼントが教室に飾られているのを見つけたり、「動画観たよ。」と

子どもに言われた時は嬉しかったです。（システム理工学部・３年次生）

　　代表者の声　 （政策創造学部・３年次生・
なかむら  たい ち 

中村 泰地）

　あかとんぼにとって、2022年度は「激動の年」と括ることが出来ます。

予てからのコロナ禍による悪影響が軽減され、後期から定期的な学童訪問を再開し、更に例年より

も極めて積極的に紙芝居や人形劇の公演活動を推進しました。「一刻も早く、寂しがっているであ

ろう子ども達に会って笑顔にしたい」という強い思いで、度々活動参加者が不足する事態に陥りそ

うになりながら、2022年度は従来よりも全体として盛んに動きました。

　この方針は試行の意味もあったことから、団体としての課題点を多数認識できました。2022年

度は我々あかとんぼにとって大変意味のある年度であったと感じます。2023年度からも得られた

知見や要領を活かしていき、向上心を失念せずに、団体の繁栄と「子ども達を楽しませる」という

団体目的の達成を常に追い求めてまいります。

④　ボランティアサークル「チャレンジャー」

　　目　　的

　視覚特別支援学校や障害者福祉施設のイベントに、ボランティアとして参加

することによる社会貢献を目的としている。また、普段接する機会の少ない障

がいのある方との関わりを通して障がいに対する理解を深め、私たち自身も成

長することを目指している。

　　内　　容

　ヘルパーさん立会いのもと、視覚特別支援学校での行事における手引きやサ

ポート、障害者福祉施設「ゆうゆう会」での行事における車いすでの移動や食事介助などのお手伝

いを行うことが主な活動内容である。また、子どもとふれあうボランティアも行っている。

　　主な活動

　・まちをつくろう

※「まちをつくろう」とは、ダンボールを使って“まち”をつくる夏休みの小学生向けワークショップ。

　・風船バレー　・ゆうゆう会の行事補助

　　部 員 数　　50名

　　活動者の声

　・風船バレー

　月に１〜２回、障がいがある方々と風船バレーを実施し、楽しく体を動かすという活動を行いま

した。2020、2021年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響で長期的に活動できなかったこ

ともありましたが、2022年度は比較的継続して活動を行うことができました。活動をしていくな

かで、人によって障がいの程度が異なるためサポートの内容も様々であることに気付きました。そ

して、この気付きから臨機応変に対応することの重要性を学ぶことができました。（文学部・４年次生）

　・ゆうゆう会

　毎月１回、身体や脳に障がいがある会員さんとともに、お出かけやレクリエーションなどを通じ

てコミュニケーションを行いました。2020、2021年度と新型コロナウイルス感染症の拡大によ

り活動ができない日々が続いていましたが、2022年度はコロナ前の活動を再開することができま

した。また、大阪大学の学生と協力してレクリエーションやお出かけの準備を行うことで、自力で

手足を動かすことが難しい会員さんとそのお母さま方、ヘルパーさん、ボランティア学生全員が楽

しめるようにするためにはどうすればいいのかを考え、企画する力を身につけられました。お出か

けの際は、常に安全に気を配ってはいるものの、車いすの移動にはまだまだ不便なことが多いのだ

な、と新たな視点で物事を見ることができるようになりました。（法学部・３年次生）

　　代表者の声　 （法学部・２年次生・
よこたに  みつ ほ 

横谷 光保）

　活動休止が続いていた2021年度当初は、活動によって生まれた交流やサークルのみんなとの関

わりが薄れていくことへの漠然とした不安感がありました。しかし2022年度は新型コロナウイル

ス感染症の拡大による一時活動休止が数回あったものの、今まで行ってきた活動をかなり再開する

ことができたので、改めて対面で活動できることの喜びを感じました。2023年度は多くの学生が

継続して活動に参加してくれているので、役職の人数を増やし、サークルを運営してもらいたいと

考えています。また、Twitterの情報を見て、チャレンジャーに入会する学生が多いことを受け、

新たにInstagramも活用していき、広報にも力を入れてくれたらなと思います。2023年度は新し

い役職者が伸び伸びと活動できるように、私はサポートに回り、チャレンジャーの活動を支えてい

けたらなと思います。

（２）文化会

①　ユネスコ研究部

　　目　　的

　ユネスコ憲章にある「心の中に平和の砦を」という理念に則り、主に

子ども達との交流を中心としたボランティア活動を行っている。子ども

達に、普段あまり関わることのない大学生との交流を通じて、異世代交

流の楽しさや集団行動の大切さを学んでもらうことが目的である。また、

子ども達との交流により、部員が行動力や責任感を培い、新たな成長に

繋げていくことも目的の一つである。

　　内　　容

　吹田市在住の子ども達と月に一度交流する「スクール」を中心に活動している。「スクール」で

は運動や料理、工作などをしたり、遠足やキャンプなど遠くに出かける活動も行ったりしている。

　その他には、吹田市を中心に地域イベントの運営補助や企画、子ども会で行うイベントの運営補

助などのボランティア活動にも取り組んでいる。

　　主な活動

　・スクール　・スクールキャンプ　・片山地区こども会連合協議会イベント

　　部 員 数　　43名

　　活動者の声

　・スクール

　スクールは我が部にとってメインとなる活動です。吹田市の小学生と公園でドッチボールや鬼

ごっこなどを行ったり、室内でビンゴ大会や工作などで遊び、小学生との交流を深めました。一見

すると、大学生が小学生と遊んであげているように見えますが、実際は私たち大学生が小学生から

様々なことを学んでいます。小学生ならではの斬新な発想や成長に伴い忘れてしまう意見が衝突し

た時の誠実な対応など挙げきれないほど沢山の学びをスクールによって得ることができます。小学

生と関わることや体験を通じて学ぶことに興味のある方にはぜひ参加していただきたい活動です。

（経済学部・３年次生）

　・スクールキャンプ

　2022年度は京都府立るり渓少年自然の家に１泊２日でスクールキャンプを行いました。新型コ

ロナウイルス感染症拡大の影響で数年ぶりの開催となり、スクールキャンプを経験したことのある

部員がいなかったため、苦労することもありました。しかし、焼き板体験やキャンプファイヤー、

野外炊飯など小学生と大学生が共に自然を満喫することができました。キャンプを楽しみに参加し

てくれた小学生や大学生を信頼してお子様を預けてくださった保護者の期待に応えることができた

2日間であったのではないかと思います。（経済学部・３年次生）

　　代表者の声　 （文学部・３年次生・
さ とう りゅうた

佐藤 竜太）

　「With コロナ」の中で始まった2022年は、まさに再始動の年といえます。

　「大学生がサポートする子ども達の新たなコミュニティ作り」を2022年度の理念とし、まずは

新入部員の確保に取り組みました。結果的には20名以上の部員が加入してくれました。

　新入部員を含めた部員間の関係作りに取り組み、部会等も行った事が参加した子ども達と信頼関

係を築く事につながり、2023年度の継続参加にも大きく寄与したと考えます。

　数年ぶりに開催した夏季スクールキャンプ・学園祭模擬店に関しては、これまでの形式に捉われ

ず、円滑な実施に重点を置いた活動としました。

　新たにSNSの活用を意識しました。Instagramは広報面で入部希望者を多く獲得する要因となり、

公式LINEは保護者との連絡ツールとして大いに活躍しました。

　最終的には今後活動していく上での土壌を作れたと思います。

（３）準登録団体

①　学生団体KUMC

　　目　　的

　主に、高槻・吹田地域の住民や子ども達を中心として、地域に向けて防災に

関する情報を発信し、地域全体の防災意識の向上に貢献することを目的として、

地域密着型の防災啓発活動を展開している。そして、実際に災害が起こった時

に、自分たちが伝えたことが活かされることを目標にしている。また、地域の

お祭りやイベントなどにおいて、企画運営や警備のボランティアなどに参加す

ることで、地域振興のお手伝いをするなどの活動にも取り組んでいる。

　　内　　容

　地域の小学校における防災授業や図書館での防災絵本の読み聞かせなどさまざまなイベントに参

加し、防災の知識を楽しく学んでもらえるよう取り組んでいる。また、活動では自作のパワーポイ

ントやゲームを取り入れ、より楽しく知識を学んでもらえるような工夫をしている。

　地域貢献活動として、高槻市、吹田市などを中心にさまざまなイベントにボランティアとして参

加し、毎年春と冬には、学習の一環として東北地方を訪れ、語り部さんからお話を聞くなどして震

災とその復興について学んでいる。

　　主な活動

　・高槻ジャズストリート　・チャリティショップ　・すいたEXPO

　・万博フラワーカーペット　・東北ツアー　・淀川・芥川クリーンアップ大作戦

　　部 員 数　　846名

　　活動者の声

・すいたフェスタ

　半年以上かけて企画運営をする実行委員に約20名、当日ボランティアに約100名以上が参加し

ました。内容は、模擬店やスプラッシュパーティー、スカイランタン、学生ステージ企画の手伝い

等です。自分たちが楽しんでボランティアに参加して盛り上げることで、来場してくださった方々

もとても楽しんでくださいました。特に模擬店のスライムやミサンガ作りでは、子どもに１対１で

教えてあげて、一生懸命作ってくれている姿が可愛くて癒されました。（社会学部・３年次生）

　・東北ツアー

　新型コロナウイルス感染症拡大のため、例年からなかなか実施することができなかった東北ツ

アーを、2022年度の春（３月）に、４年ぶりにやっとの思いで実施することができました。ツアー

内容としては、震災遺構である小学校や伝承館を訪問し、現地の方のお話を伺いながら学習しました。

　このツアーでは、実際の被災地を訪れて、災害に対する新たな学びや発見、また、直接肌で感じ

ることの大切さなどを体験することができました。2023年度も3月に実施する予定です。（社会学

部・３年次生）

　　代表者の声　 （社会学部・３年次生・
ふく だ　  ゆ　ゆ　か

福田 優々花）

　新型コロナウイルスの感染状況が少し落ち着くとともに、徐々にコロナ禍以前のような活動がで

きるようになった1年でした。2022年も2021年に引き続き、エコカフェ NAZのチャリティー

ショップやしゅくだいカフェ等同じ団体から依頼をいただくことができ、コロナ禍を通して地域の

方々と関係性を築くことができました。また、KUMCの主な活動であるすいたフェスタと東北ツアー

を3年ぶりに実施することができ、コロナ禍に入学した私たちも、KUMCについて、より理解が深

まる年となりました。東北ツアーでは、小学校や学内での防災授業を例年よりも多く実施しました。

2022年度は、過去最高の部員数となり、大規模なボランティア活動に興味を持って入会してくれ

た人が多いので、安定してボランティアを依頼していただけるように参加者の確保や地域とのコ

ミュニケーションにより一層尽力したいです。

②　WEVO

　　目　　的

　ボランティア活動を行う楽しさを知る。そして、ボランティアを通じて

人と人、人と社会とのつながりについて学ぶ。また、地域の方との交流を

深め、１つの団体として、地域社会の輪の中に入る。そして、福祉施設や、

団体と協働して行う活動を通じて、今、起きている問題や、取り組みなど

を学び、自分たちには何が出来るのかについて考えることを目的とする。

　　内　　容

　主な活動は、社会福祉法人・堺福祉会・ハートピア堺での子ども食堂への参加、80代、90代を

対象とした英会話教室である。2022年度は高齢者を対象として英会話教室を月１回オンラインを

活用して実施し、子ども食堂は不定期で実施した。

　また、小さな森の学童での子ども食堂にも参加した。住吉総合福祉センターでは、障害者余暇支

援センターじらふでの水遊び活動（８月）やグループホームに住んでいる障がいがある方との交流

（月１回）を実施した。そして、WEVOからの企画として、大学を小学生に案内する大学冒険ツアーと、

堺市立熊野小学校のびのびルームで春祭りを実施した。

　　主な活動

　・高齢者を対象とした英会話教室　・子ども食堂

　・グループホームに入居している障がいがある方との交流活動

　・高齢者虐待防止啓発活動での動画作成

　　部 員 数　　83名

　　活動者の声

　・特別養護老人ホームハートピア堺での英会話教室

　このボランティア活動は毎月テーマを２つ決めてパワーポイントを作成し、それを使用して簡単

な英単語や文章を特別養護老人ホームハートピア堺の利用者と一緒に勉強している活動です。初め

はZoomで高齢者と交流するということで緊張や戸惑いもあったが、毎月行っていると、幅広い分

野の英語やクイズなどで交流することができました。参加してくださっている方の学生時代のお話

を聴いたり、私たちが教えるだけでなく、日本語を教えてもらったり、お互い勉強になっていると

感じています。（人間健康学部・３年次生）

　・小さな森の学童での子ども食堂

　このボランティアは2022年から始まりました。毎月１回地域の子ども達との交流をすることが

主な活動内容である。ご飯を一緒につくって食べて、食育にも重きを置いているので、子ども達に

食について知ってもらう機会にもなっています。2022年度は徐々にではあるが、活動も定期的に

実施することができました。子ども達と交流することで学校で流行っていることや好きなことを聞

いたりすることができ、一緒に楽しい時間を過ごすことができています。（人間健康学部・3年次生）

　　代表者の声　（人間健康学部・２年次生・
しち の 　ゆ　か　り 

七野 由佳梨）

　2022年度は、コロナ禍で思うように活動することができなかった悔しさから、徐々に規制が緩

和され、様々な活動の幅を広げることができました。また、ボランティア活動を通して人との繋が

りができ、他の活動に広げることもできました。今までは定期の活動を行っていたが、自分たちか

ら様々な人と関わり、企画し実行する活動をしたことで、新しい考え方や価値観を知ることができ

ました。そして、一つのことを創り上げる楽しさを知ることができました。

　また、サークル内の改革を行い、皆で参加する・協力する考え方に徐々に変えることができたよ

うに思います。実際2021年度より、ボランティア活動への参加者が増えていることも成果の一つ

です。反省点としては、他学年同士の交流が少ないことす。もっとたくさんの人が関われる機会を

作るように今後もメンバーで考えていきたいと思います。

ペットボトルボウリングで遊んでいる様子 子ども達に向けて紙芝居をしている様子
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　　活動者の声

　・夏合宿

　淡路島に２泊３日の手話合宿に行きました。手話合宿、とは文字の通り手話のみでコミュニケー

ションを図る合宿のことです。普段から活動内では手話を使っていましたが、生活においてずっと

使用するのは初めての体験で、自分の手話がいかに拙いものだったか気付かされるきっかけにもな

りました。さらに、長い時間一緒に過ごすことで、メンバー同士の距離も縮まり、私自身も新しい

友達ができて忘れられない思い出になりました。（社会学部・３年次生）

　・まちなかリビング北千里での手話お楽しみ会

　はじめにご依頼を頂いた際に、幹部で何を行うのか、どんな年齢のお子さんが中心に来てくださ

るのか、夜遅くまで話し合ったことが印象に残っています。初めてのことに挑戦するために、一致

団結できたと思えた出来事です。台風の影響で延期になってしまい、実施出来たのは幹部の代替わ

りをした後でしたが、それまでに話を進めることができたのが、イベントの成功につながったので

はないかと思います。（社会学部・３年次生）

　　代表者の声　 （社会安全学部・３年次生・
よし だ　さつ き 

吉田 颯樹）

　2022年度のあっぷるは、2021年度よりも一層コロナ禍前の通常活動に則したイベントを行う

ことができました。根拠は２点あります。まず、手話合宿の開催です。世間における感染者数の増

加から中止も危ぶまれましたが、ワクチン２回以上接種あるいはPCR検査の陰性証明の提出の義

務化、現地の保健所の場所などを記した緊急時対応マニュアルの作成など、感染対策に気を配るこ

とで無事終えることができました。もう1つは、学外の図書館から依頼を受けてのイベント開催で

す。しかしこちらは開催日に台風が直撃したことで中止となりました。図書館側のご厚意で別日を

提示していただきましたが、中止の判断をギリギリにしてしまったことが反省点でした。2023度

以降のあっぷるではメンバー同士の健全な交流を通してより活動を盛り上げていってもらえること

を切に願っています。

②　児童文化実践サークル「うぷ」

　　目　　的

　吹田市内の学童保育学級に通っている小学校１年生から４年生を対象と

し、子どもたちと年齢の近い私たち大学生が関わることで普段接している指

導員の方が見ることのない一面を引き出すことができる。そして私たちが子

どもの見本となる行動を、子どもの成長に携わることを目的としている。ま

た、子ども達に“楽しい”を共有することも目的とする。

　　内　　容

　吹田市にある小学校に放課後訪れ、子ども達と遊んだり、宿題をしたり、自分たちで考えたプロ

グラムを発表したりと学童保育を中心に行っている。プログラムでは、紙芝居やペープサート、ゲー

ム等、毎週違うプログラムを組み立てて、子ども達に楽しいを届けている。

　　主な活動

　・吹田市夢つながり未来館主催「夏祭り」　・学童保育

　・関西大学フェスティバル　・ゆいぴあ DE SDGsプロジェクト

　　部 員 数　　23名

　　活動者の声

　・学童保育

　毎週違う小学校に訪問し、毎回違うプログラムを行うので、新しい刺激を受けます。子ども達は

好奇心旺盛で、すぐに話に来てくれて、すぐ打ち解けることができます。子ども達の笑顔を見るこ

とができて、とてもうれしい気持ちになりました。ゲームの内容が子ども達にとって、少し合わな

いこともあり、試行錯誤しましたが、それも新しい発見で、子ども達のことを知っていくことがで

きるので、とてもためになります。（社会学部・２年次生）

　・ゆいぴあ DE SDGsプロジェクト

　一から子ども達が楽しく遊べる場所を作っていきました。何をテーマにするのか、どんな遊び場

にするのか、アイデアを出すことは大変でしたが、一から仲間と作り上げていくことが楽しかった

です。家で作れるものは作り、４日間でアイデアを出し合い、作り直しながらも、一気に作り上げ

ました。思ったよりも壮大な遊び場ができて、達成感が得られました。子ども達に楽しんでもらえ

るような場所が作れて、いい経験だったと感じています。（社会学部・２年次生）

　　代表者の声　 （法学部・１年次生・
なかやま

中山
さとし

聡 ）

　2022年度のうぷの活動としては、大きな成功を収めたのではないかと思います。その理由とし

て２点ほど挙げられます。まず１点目は、学童保育を2021年度よりもたくさんの学級に訪問させ

て頂けたからです。2021年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響で訪問が厳しくなり、うぷ

としても満足のいく活動はできなかったが、2022年度の活動では、紙芝居やペープサートといっ

たプログラムをたくさんの学級さんで行うことができました。

　次に２点目としては、学童保育や他の施設でプログラムを行なった際の子どもたちの笑顔であっ

たり感謝の言葉を頂けた所だと思います。

　うぷのメンバーもこぞって活動をしてよかったと口を揃えて言っていたので、お互い良い時間を

共有できたのではないかと思います。

　そして2022年度は、2021年度の活動を通して、良いところはより良くしていき、反省すべき

ところはメンバー同士で話し合いをして、良い活動に繋げて行けるように心がけていきたいと思い

ます。

③　児童文化研究サークルあかとんぼ

　　目　　的

　小学校の学童保育への訪問や子どもに関する地域行事への参加を通し、子ど

も達と交流することで「いつもとは違う有意義な体験」を子ども達に楽しんで

もらうことを目的とする。

　　内　　容

　例年毎週水曜日に吹田市内の小学校の放課後児童クラブを訪問し、紙芝居・

人形劇を披露したり、野外で子ども達と一緒に遊んだりする活動を行っていま

す。他にも、児童厚生施設や地域の商店街、商業施設などから依頼を受け、より多くの子ども達に

楽しんでもらえるよう、多種多様な活動に取り組んでいます。

（※定期的な学童訪問について、2022年度前半は新型コロナウイルス感染症拡大の影響により中

止していましたが、その後は再開しました。）

　　主な活動

　・夏季研修会　・おばけまつり　・段ボール工作イベント　・まちFUNまつり

　・商業施設における紙芝居、人形劇講演　・チルドレンコンサート　・節分イベント

　　部 員 数　　44名

　　活動者の声

　・学童訪問

　コロナ禍が落ち着くにつれて、吹田市内の学童を訪問させていただけるようになりました。子ど

も達の前で、紙芝居や人形劇を披露することは、子ども達の元気な反応や笑顔が見れ、私たちも充

実した時間を過ごすことができました。また、外遊びも再開し、鬼ごっこやドッジボール、サッカー

などたくさんの遊びを行いました。みんな積極的に誘ってくれたことや名前を覚えてくれたことが

嬉しかったです。（商学部・３年次生）

　・チルドレンコンサート

　2022年度もチルドレンコンサートは演劇の様子を収録し、動画として子ども達に届けました。

今までより動画の編集に更に力を入れようということで、本格的にカット割りなどに工夫を凝らし

て撮影に臨みました。編集後のイメージを考慮しながらの撮影だったので苦戦するも、皆で試行錯

誤しながら遂に動画を完成させ、プレゼントと一緒に学童教室に配布できました。

　その後の学童訪問で、そのプレゼントが教室に飾られているのを見つけたり、「動画観たよ。」と

子どもに言われた時は嬉しかったです。（システム理工学部・３年次生）

　　代表者の声　 （政策創造学部・３年次生・
なかむら  たい ち 

中村 泰地）

　あかとんぼにとって、2022年度は「激動の年」と括ることが出来ます。

予てからのコロナ禍による悪影響が軽減され、後期から定期的な学童訪問を再開し、更に例年より

も極めて積極的に紙芝居や人形劇の公演活動を推進しました。「一刻も早く、寂しがっているであ

ろう子ども達に会って笑顔にしたい」という強い思いで、度々活動参加者が不足する事態に陥りそ

うになりながら、2022年度は従来よりも全体として盛んに動きました。

　この方針は試行の意味もあったことから、団体としての課題点を多数認識できました。2022年

度は我々あかとんぼにとって大変意味のある年度であったと感じます。2023年度からも得られた

知見や要領を活かしていき、向上心を失念せずに、団体の繁栄と「子ども達を楽しませる」という

団体目的の達成を常に追い求めてまいります。

④　ボランティアサークル「チャレンジャー」

　　目　　的

　視覚特別支援学校や障害者福祉施設のイベントに、ボランティアとして参加

することによる社会貢献を目的としている。また、普段接する機会の少ない障

がいのある方との関わりを通して障がいに対する理解を深め、私たち自身も成

長することを目指している。

　　内　　容

　ヘルパーさん立会いのもと、視覚特別支援学校での行事における手引きやサ

ポート、障害者福祉施設「ゆうゆう会」での行事における車いすでの移動や食事介助などのお手伝

いを行うことが主な活動内容である。また、子どもとふれあうボランティアも行っている。

　　主な活動

　・まちをつくろう

※「まちをつくろう」とは、ダンボールを使って“まち”をつくる夏休みの小学生向けワークショップ。

　・風船バレー　・ゆうゆう会の行事補助

　　部 員 数　　50名

　　活動者の声

　・風船バレー

　月に１〜２回、障がいがある方々と風船バレーを実施し、楽しく体を動かすという活動を行いま

した。2020、2021年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響で長期的に活動できなかったこ

ともありましたが、2022年度は比較的継続して活動を行うことができました。活動をしていくな

かで、人によって障がいの程度が異なるためサポートの内容も様々であることに気付きました。そ

して、この気付きから臨機応変に対応することの重要性を学ぶことができました。（文学部・４年次生）

　・ゆうゆう会

　毎月１回、身体や脳に障がいがある会員さんとともに、お出かけやレクリエーションなどを通じ

てコミュニケーションを行いました。2020、2021年度と新型コロナウイルス感染症の拡大によ

り活動ができない日々が続いていましたが、2022年度はコロナ前の活動を再開することができま

した。また、大阪大学の学生と協力してレクリエーションやお出かけの準備を行うことで、自力で

手足を動かすことが難しい会員さんとそのお母さま方、ヘルパーさん、ボランティア学生全員が楽

しめるようにするためにはどうすればいいのかを考え、企画する力を身につけられました。お出か

けの際は、常に安全に気を配ってはいるものの、車いすの移動にはまだまだ不便なことが多いのだ

な、と新たな視点で物事を見ることができるようになりました。（法学部・３年次生）

　　代表者の声　 （法学部・２年次生・
よこたに  みつ ほ 

横谷 光保）

　活動休止が続いていた2021年度当初は、活動によって生まれた交流やサークルのみんなとの関

わりが薄れていくことへの漠然とした不安感がありました。しかし2022年度は新型コロナウイル

ス感染症の拡大による一時活動休止が数回あったものの、今まで行ってきた活動をかなり再開する

ことができたので、改めて対面で活動できることの喜びを感じました。2023年度は多くの学生が

継続して活動に参加してくれているので、役職の人数を増やし、サークルを運営してもらいたいと

考えています。また、Twitterの情報を見て、チャレンジャーに入会する学生が多いことを受け、

新たにInstagramも活用していき、広報にも力を入れてくれたらなと思います。2023年度は新し

い役職者が伸び伸びと活動できるように、私はサポートに回り、チャレンジャーの活動を支えてい

けたらなと思います。

（２）文化会

①　ユネスコ研究部

　　目　　的

　ユネスコ憲章にある「心の中に平和の砦を」という理念に則り、主に

子ども達との交流を中心としたボランティア活動を行っている。子ども

達に、普段あまり関わることのない大学生との交流を通じて、異世代交

流の楽しさや集団行動の大切さを学んでもらうことが目的である。また、

子ども達との交流により、部員が行動力や責任感を培い、新たな成長に

繋げていくことも目的の一つである。

　　内　　容

　吹田市在住の子ども達と月に一度交流する「スクール」を中心に活動している。「スクール」で

は運動や料理、工作などをしたり、遠足やキャンプなど遠くに出かける活動も行ったりしている。

　その他には、吹田市を中心に地域イベントの運営補助や企画、子ども会で行うイベントの運営補

助などのボランティア活動にも取り組んでいる。

　　主な活動

　・スクール　・スクールキャンプ　・片山地区こども会連合協議会イベント

　　部 員 数　　43名

　　活動者の声

　・スクール

　スクールは我が部にとってメインとなる活動です。吹田市の小学生と公園でドッチボールや鬼

ごっこなどを行ったり、室内でビンゴ大会や工作などで遊び、小学生との交流を深めました。一見

すると、大学生が小学生と遊んであげているように見えますが、実際は私たち大学生が小学生から

様々なことを学んでいます。小学生ならではの斬新な発想や成長に伴い忘れてしまう意見が衝突し

た時の誠実な対応など挙げきれないほど沢山の学びをスクールによって得ることができます。小学

生と関わることや体験を通じて学ぶことに興味のある方にはぜひ参加していただきたい活動です。

（経済学部・３年次生）

　・スクールキャンプ

　2022年度は京都府立るり渓少年自然の家に１泊２日でスクールキャンプを行いました。新型コ

ロナウイルス感染症拡大の影響で数年ぶりの開催となり、スクールキャンプを経験したことのある

部員がいなかったため、苦労することもありました。しかし、焼き板体験やキャンプファイヤー、

野外炊飯など小学生と大学生が共に自然を満喫することができました。キャンプを楽しみに参加し

てくれた小学生や大学生を信頼してお子様を預けてくださった保護者の期待に応えることができた

2日間であったのではないかと思います。（経済学部・３年次生）

　　代表者の声　 （文学部・３年次生・
さ とう りゅうた

佐藤 竜太）

　「With コロナ」の中で始まった2022年は、まさに再始動の年といえます。

　「大学生がサポートする子ども達の新たなコミュニティ作り」を2022年度の理念とし、まずは

新入部員の確保に取り組みました。結果的には20名以上の部員が加入してくれました。

　新入部員を含めた部員間の関係作りに取り組み、部会等も行った事が参加した子ども達と信頼関

係を築く事につながり、2023年度の継続参加にも大きく寄与したと考えます。

　数年ぶりに開催した夏季スクールキャンプ・学園祭模擬店に関しては、これまでの形式に捉われ

ず、円滑な実施に重点を置いた活動としました。

　新たにSNSの活用を意識しました。Instagramは広報面で入部希望者を多く獲得する要因となり、

公式LINEは保護者との連絡ツールとして大いに活躍しました。

　最終的には今後活動していく上での土壌を作れたと思います。

（３）準登録団体

①　学生団体KUMC

　　目　　的

　主に、高槻・吹田地域の住民や子ども達を中心として、地域に向けて防災に

関する情報を発信し、地域全体の防災意識の向上に貢献することを目的として、

地域密着型の防災啓発活動を展開している。そして、実際に災害が起こった時

に、自分たちが伝えたことが活かされることを目標にしている。また、地域の

お祭りやイベントなどにおいて、企画運営や警備のボランティアなどに参加す

ることで、地域振興のお手伝いをするなどの活動にも取り組んでいる。

　　内　　容

　地域の小学校における防災授業や図書館での防災絵本の読み聞かせなどさまざまなイベントに参

加し、防災の知識を楽しく学んでもらえるよう取り組んでいる。また、活動では自作のパワーポイ

ントやゲームを取り入れ、より楽しく知識を学んでもらえるような工夫をしている。

　地域貢献活動として、高槻市、吹田市などを中心にさまざまなイベントにボランティアとして参

加し、毎年春と冬には、学習の一環として東北地方を訪れ、語り部さんからお話を聞くなどして震

災とその復興について学んでいる。

　　主な活動

　・高槻ジャズストリート　・チャリティショップ　・すいたEXPO

　・万博フラワーカーペット　・東北ツアー　・淀川・芥川クリーンアップ大作戦

　　部 員 数　　846名

　　活動者の声

・すいたフェスタ

　半年以上かけて企画運営をする実行委員に約20名、当日ボランティアに約100名以上が参加し

ました。内容は、模擬店やスプラッシュパーティー、スカイランタン、学生ステージ企画の手伝い

等です。自分たちが楽しんでボランティアに参加して盛り上げることで、来場してくださった方々

もとても楽しんでくださいました。特に模擬店のスライムやミサンガ作りでは、子どもに１対１で

教えてあげて、一生懸命作ってくれている姿が可愛くて癒されました。（社会学部・３年次生）

　・東北ツアー

　新型コロナウイルス感染症拡大のため、例年からなかなか実施することができなかった東北ツ

アーを、2022年度の春（３月）に、４年ぶりにやっとの思いで実施することができました。ツアー

内容としては、震災遺構である小学校や伝承館を訪問し、現地の方のお話を伺いながら学習しました。

　このツアーでは、実際の被災地を訪れて、災害に対する新たな学びや発見、また、直接肌で感じ

ることの大切さなどを体験することができました。2023年度も3月に実施する予定です。（社会学

部・３年次生）

　　代表者の声　 （社会学部・３年次生・
ふく だ　  ゆ　ゆ　か

福田 優々花）

　新型コロナウイルスの感染状況が少し落ち着くとともに、徐々にコロナ禍以前のような活動がで

きるようになった1年でした。2022年も2021年に引き続き、エコカフェ NAZのチャリティー

ショップやしゅくだいカフェ等同じ団体から依頼をいただくことができ、コロナ禍を通して地域の

方々と関係性を築くことができました。また、KUMCの主な活動であるすいたフェスタと東北ツアー

を3年ぶりに実施することができ、コロナ禍に入学した私たちも、KUMCについて、より理解が深

まる年となりました。東北ツアーでは、小学校や学内での防災授業を例年よりも多く実施しました。

2022年度は、過去最高の部員数となり、大規模なボランティア活動に興味を持って入会してくれ

た人が多いので、安定してボランティアを依頼していただけるように参加者の確保や地域とのコ

ミュニケーションにより一層尽力したいです。

②　WEVO

　　目　　的

　ボランティア活動を行う楽しさを知る。そして、ボランティアを通じて

人と人、人と社会とのつながりについて学ぶ。また、地域の方との交流を

深め、１つの団体として、地域社会の輪の中に入る。そして、福祉施設や、

団体と協働して行う活動を通じて、今、起きている問題や、取り組みなど

を学び、自分たちには何が出来るのかについて考えることを目的とする。

　　内　　容

　主な活動は、社会福祉法人・堺福祉会・ハートピア堺での子ども食堂への参加、80代、90代を

対象とした英会話教室である。2022年度は高齢者を対象として英会話教室を月１回オンラインを

活用して実施し、子ども食堂は不定期で実施した。

　また、小さな森の学童での子ども食堂にも参加した。住吉総合福祉センターでは、障害者余暇支

援センターじらふでの水遊び活動（８月）やグループホームに住んでいる障がいがある方との交流

（月１回）を実施した。そして、WEVOからの企画として、大学を小学生に案内する大学冒険ツアーと、

堺市立熊野小学校のびのびルームで春祭りを実施した。

　　主な活動

　・高齢者を対象とした英会話教室　・子ども食堂

　・グループホームに入居している障がいがある方との交流活動

　・高齢者虐待防止啓発活動での動画作成

　　部 員 数　　83名

　　活動者の声

　・特別養護老人ホームハートピア堺での英会話教室

　このボランティア活動は毎月テーマを２つ決めてパワーポイントを作成し、それを使用して簡単

な英単語や文章を特別養護老人ホームハートピア堺の利用者と一緒に勉強している活動です。初め

はZoomで高齢者と交流するということで緊張や戸惑いもあったが、毎月行っていると、幅広い分

野の英語やクイズなどで交流することができました。参加してくださっている方の学生時代のお話

を聴いたり、私たちが教えるだけでなく、日本語を教えてもらったり、お互い勉強になっていると

感じています。（人間健康学部・３年次生）

　・小さな森の学童での子ども食堂

　このボランティアは2022年から始まりました。毎月１回地域の子ども達との交流をすることが

主な活動内容である。ご飯を一緒につくって食べて、食育にも重きを置いているので、子ども達に

食について知ってもらう機会にもなっています。2022年度は徐々にではあるが、活動も定期的に

実施することができました。子ども達と交流することで学校で流行っていることや好きなことを聞

いたりすることができ、一緒に楽しい時間を過ごすことができています。（人間健康学部・3年次生）

　　代表者の声　（人間健康学部・２年次生・
しち の 　ゆ　か　り 

七野 由佳梨）

　2022年度は、コロナ禍で思うように活動することができなかった悔しさから、徐々に規制が緩

和され、様々な活動の幅を広げることができました。また、ボランティア活動を通して人との繋が

りができ、他の活動に広げることもできました。今までは定期の活動を行っていたが、自分たちか

ら様々な人と関わり、企画し実行する活動をしたことで、新しい考え方や価値観を知ることができ

ました。そして、一つのことを創り上げる楽しさを知ることができました。

　また、サークル内の改革を行い、皆で参加する・協力する考え方に徐々に変えることができたよ

うに思います。実際2021年度より、ボランティア活動への参加者が増えていることも成果の一つ

です。反省点としては、他学年同士の交流が少ないことす。もっとたくさんの人が関われる機会を

作るように今後もメンバーで考えていきたいと思います。

ピロンくん

あかとんぼマスコットキャラクター

五月山児童文化センターでのアウトドアクッキングの様子 イズミヤ千里丘店での紙芝居の様子
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Ⅲ  学内ボランティア団体

　　活動者の声

　・夏合宿

　淡路島に２泊３日の手話合宿に行きました。手話合宿、とは文字の通り手話のみでコミュニケー

ションを図る合宿のことです。普段から活動内では手話を使っていましたが、生活においてずっと

使用するのは初めての体験で、自分の手話がいかに拙いものだったか気付かされるきっかけにもな

りました。さらに、長い時間一緒に過ごすことで、メンバー同士の距離も縮まり、私自身も新しい

友達ができて忘れられない思い出になりました。（社会学部・３年次生）

　・まちなかリビング北千里での手話お楽しみ会

　はじめにご依頼を頂いた際に、幹部で何を行うのか、どんな年齢のお子さんが中心に来てくださ

るのか、夜遅くまで話し合ったことが印象に残っています。初めてのことに挑戦するために、一致

団結できたと思えた出来事です。台風の影響で延期になってしまい、実施出来たのは幹部の代替わ

りをした後でしたが、それまでに話を進めることができたのが、イベントの成功につながったので

はないかと思います。（社会学部・３年次生）

　　代表者の声　 （社会安全学部・３年次生・
よし だ　さつ き 

吉田 颯樹）

　2022年度のあっぷるは、2021年度よりも一層コロナ禍前の通常活動に則したイベントを行う

ことができました。根拠は２点あります。まず、手話合宿の開催です。世間における感染者数の増

加から中止も危ぶまれましたが、ワクチン２回以上接種あるいはPCR検査の陰性証明の提出の義

務化、現地の保健所の場所などを記した緊急時対応マニュアルの作成など、感染対策に気を配るこ

とで無事終えることができました。もう1つは、学外の図書館から依頼を受けてのイベント開催で

す。しかしこちらは開催日に台風が直撃したことで中止となりました。図書館側のご厚意で別日を

提示していただきましたが、中止の判断をギリギリにしてしまったことが反省点でした。2023度

以降のあっぷるではメンバー同士の健全な交流を通してより活動を盛り上げていってもらえること

を切に願っています。

②　児童文化実践サークル「うぷ」

　　目　　的

　吹田市内の学童保育学級に通っている小学校１年生から４年生を対象と

し、子どもたちと年齢の近い私たち大学生が関わることで普段接している指

導員の方が見ることのない一面を引き出すことができる。そして私たちが子

どもの見本となる行動を、子どもの成長に携わることを目的としている。ま

た、子ども達に“楽しい”を共有することも目的とする。

　　内　　容

　吹田市にある小学校に放課後訪れ、子ども達と遊んだり、宿題をしたり、自分たちで考えたプロ

グラムを発表したりと学童保育を中心に行っている。プログラムでは、紙芝居やペープサート、ゲー

ム等、毎週違うプログラムを組み立てて、子ども達に楽しいを届けている。

　　主な活動

　・吹田市夢つながり未来館主催「夏祭り」　・学童保育

　・関西大学フェスティバル　・ゆいぴあ DE SDGsプロジェクト

　　部 員 数　　23名

　　活動者の声

　・学童保育

　毎週違う小学校に訪問し、毎回違うプログラムを行うので、新しい刺激を受けます。子ども達は

好奇心旺盛で、すぐに話に来てくれて、すぐ打ち解けることができます。子ども達の笑顔を見るこ

とができて、とてもうれしい気持ちになりました。ゲームの内容が子ども達にとって、少し合わな

いこともあり、試行錯誤しましたが、それも新しい発見で、子ども達のことを知っていくことがで

きるので、とてもためになります。（社会学部・２年次生）

　・ゆいぴあ DE SDGsプロジェクト

　一から子ども達が楽しく遊べる場所を作っていきました。何をテーマにするのか、どんな遊び場

にするのか、アイデアを出すことは大変でしたが、一から仲間と作り上げていくことが楽しかった

です。家で作れるものは作り、４日間でアイデアを出し合い、作り直しながらも、一気に作り上げ

ました。思ったよりも壮大な遊び場ができて、達成感が得られました。子ども達に楽しんでもらえ

るような場所が作れて、いい経験だったと感じています。（社会学部・２年次生）

　　代表者の声　 （法学部・１年次生・
なかやま

中山
さとし

聡 ）

　2022年度のうぷの活動としては、大きな成功を収めたのではないかと思います。その理由とし

て２点ほど挙げられます。まず１点目は、学童保育を2021年度よりもたくさんの学級に訪問させ

て頂けたからです。2021年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響で訪問が厳しくなり、うぷ

としても満足のいく活動はできなかったが、2022年度の活動では、紙芝居やペープサートといっ

たプログラムをたくさんの学級さんで行うことができました。

　次に２点目としては、学童保育や他の施設でプログラムを行なった際の子どもたちの笑顔であっ

たり感謝の言葉を頂けた所だと思います。

　うぷのメンバーもこぞって活動をしてよかったと口を揃えて言っていたので、お互い良い時間を

共有できたのではないかと思います。

　そして2022年度は、2021年度の活動を通して、良いところはより良くしていき、反省すべき

ところはメンバー同士で話し合いをして、良い活動に繋げて行けるように心がけていきたいと思い

ます。

③　児童文化研究サークルあかとんぼ

　　目　　的

　小学校の学童保育への訪問や子どもに関する地域行事への参加を通し、子ど

も達と交流することで「いつもとは違う有意義な体験」を子ども達に楽しんで

もらうことを目的とする。

　　内　　容

　例年毎週水曜日に吹田市内の小学校の放課後児童クラブを訪問し、紙芝居・

人形劇を披露したり、野外で子ども達と一緒に遊んだりする活動を行っていま

す。他にも、児童厚生施設や地域の商店街、商業施設などから依頼を受け、より多くの子ども達に

楽しんでもらえるよう、多種多様な活動に取り組んでいます。

（※定期的な学童訪問について、2022年度前半は新型コロナウイルス感染症拡大の影響により中

止していましたが、その後は再開しました。）

　　主な活動

　・夏季研修会　・おばけまつり　・段ボール工作イベント　・まちFUNまつり

　・商業施設における紙芝居、人形劇講演　・チルドレンコンサート　・節分イベント

　　部 員 数　　44名

　　活動者の声

　・学童訪問

　コロナ禍が落ち着くにつれて、吹田市内の学童を訪問させていただけるようになりました。子ど

も達の前で、紙芝居や人形劇を披露することは、子ども達の元気な反応や笑顔が見れ、私たちも充

実した時間を過ごすことができました。また、外遊びも再開し、鬼ごっこやドッジボール、サッカー

などたくさんの遊びを行いました。みんな積極的に誘ってくれたことや名前を覚えてくれたことが

嬉しかったです。（商学部・３年次生）

　・チルドレンコンサート

　2022年度もチルドレンコンサートは演劇の様子を収録し、動画として子ども達に届けました。

今までより動画の編集に更に力を入れようということで、本格的にカット割りなどに工夫を凝らし

て撮影に臨みました。編集後のイメージを考慮しながらの撮影だったので苦戦するも、皆で試行錯

誤しながら遂に動画を完成させ、プレゼントと一緒に学童教室に配布できました。

　その後の学童訪問で、そのプレゼントが教室に飾られているのを見つけたり、「動画観たよ。」と

子どもに言われた時は嬉しかったです。（システム理工学部・３年次生）

　　代表者の声　 （政策創造学部・３年次生・
なかむら  たい ち 

中村 泰地）

　あかとんぼにとって、2022年度は「激動の年」と括ることが出来ます。

予てからのコロナ禍による悪影響が軽減され、後期から定期的な学童訪問を再開し、更に例年より

も極めて積極的に紙芝居や人形劇の公演活動を推進しました。「一刻も早く、寂しがっているであ

ろう子ども達に会って笑顔にしたい」という強い思いで、度々活動参加者が不足する事態に陥りそ

うになりながら、2022年度は従来よりも全体として盛んに動きました。

　この方針は試行の意味もあったことから、団体としての課題点を多数認識できました。2022年

度は我々あかとんぼにとって大変意味のある年度であったと感じます。2023年度からも得られた

知見や要領を活かしていき、向上心を失念せずに、団体の繁栄と「子ども達を楽しませる」という

団体目的の達成を常に追い求めてまいります。

④　ボランティアサークル「チャレンジャー」

　　目　　的

　視覚特別支援学校や障害者福祉施設のイベントに、ボランティアとして参加

することによる社会貢献を目的としている。また、普段接する機会の少ない障

がいのある方との関わりを通して障がいに対する理解を深め、私たち自身も成

長することを目指している。

　　内　　容

　ヘルパーさん立会いのもと、視覚特別支援学校での行事における手引きやサ

ポート、障害者福祉施設「ゆうゆう会」での行事における車いすでの移動や食事介助などのお手伝

いを行うことが主な活動内容である。また、子どもとふれあうボランティアも行っている。

　　主な活動

　・まちをつくろう

※「まちをつくろう」とは、ダンボールを使って“まち”をつくる夏休みの小学生向けワークショップ。

　・風船バレー　・ゆうゆう会の行事補助

　　部 員 数　　50名

　　活動者の声

　・風船バレー

　月に１〜２回、障がいがある方々と風船バレーを実施し、楽しく体を動かすという活動を行いま

した。2020、2021年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響で長期的に活動できなかったこ

ともありましたが、2022年度は比較的継続して活動を行うことができました。活動をしていくな

かで、人によって障がいの程度が異なるためサポートの内容も様々であることに気付きました。そ

して、この気付きから臨機応変に対応することの重要性を学ぶことができました。（文学部・４年次生）

　・ゆうゆう会

　毎月１回、身体や脳に障がいがある会員さんとともに、お出かけやレクリエーションなどを通じ

てコミュニケーションを行いました。2020、2021年度と新型コロナウイルス感染症の拡大によ

り活動ができない日々が続いていましたが、2022年度はコロナ前の活動を再開することができま

した。また、大阪大学の学生と協力してレクリエーションやお出かけの準備を行うことで、自力で

手足を動かすことが難しい会員さんとそのお母さま方、ヘルパーさん、ボランティア学生全員が楽

しめるようにするためにはどうすればいいのかを考え、企画する力を身につけられました。お出か

けの際は、常に安全に気を配ってはいるものの、車いすの移動にはまだまだ不便なことが多いのだ

な、と新たな視点で物事を見ることができるようになりました。（法学部・３年次生）

　　代表者の声　 （法学部・２年次生・
よこたに  みつ ほ 

横谷 光保）

　活動休止が続いていた2021年度当初は、活動によって生まれた交流やサークルのみんなとの関

わりが薄れていくことへの漠然とした不安感がありました。しかし2022年度は新型コロナウイル

ス感染症の拡大による一時活動休止が数回あったものの、今まで行ってきた活動をかなり再開する

ことができたので、改めて対面で活動できることの喜びを感じました。2023年度は多くの学生が

継続して活動に参加してくれているので、役職の人数を増やし、サークルを運営してもらいたいと

考えています。また、Twitterの情報を見て、チャレンジャーに入会する学生が多いことを受け、

新たにInstagramも活用していき、広報にも力を入れてくれたらなと思います。2023年度は新し

い役職者が伸び伸びと活動できるように、私はサポートに回り、チャレンジャーの活動を支えてい

けたらなと思います。

（２）文化会

①　ユネスコ研究部

　　目　　的

　ユネスコ憲章にある「心の中に平和の砦を」という理念に則り、主に

子ども達との交流を中心としたボランティア活動を行っている。子ども

達に、普段あまり関わることのない大学生との交流を通じて、異世代交

流の楽しさや集団行動の大切さを学んでもらうことが目的である。また、

子ども達との交流により、部員が行動力や責任感を培い、新たな成長に

繋げていくことも目的の一つである。

　　内　　容

　吹田市在住の子ども達と月に一度交流する「スクール」を中心に活動している。「スクール」で

は運動や料理、工作などをしたり、遠足やキャンプなど遠くに出かける活動も行ったりしている。

　その他には、吹田市を中心に地域イベントの運営補助や企画、子ども会で行うイベントの運営補

助などのボランティア活動にも取り組んでいる。

　　主な活動

　・スクール　・スクールキャンプ　・片山地区こども会連合協議会イベント

　　部 員 数　　43名

　　活動者の声

　・スクール

　スクールは我が部にとってメインとなる活動です。吹田市の小学生と公園でドッチボールや鬼

ごっこなどを行ったり、室内でビンゴ大会や工作などで遊び、小学生との交流を深めました。一見

すると、大学生が小学生と遊んであげているように見えますが、実際は私たち大学生が小学生から

様々なことを学んでいます。小学生ならではの斬新な発想や成長に伴い忘れてしまう意見が衝突し

た時の誠実な対応など挙げきれないほど沢山の学びをスクールによって得ることができます。小学

生と関わることや体験を通じて学ぶことに興味のある方にはぜひ参加していただきたい活動です。

（経済学部・３年次生）

　・スクールキャンプ

　2022年度は京都府立るり渓少年自然の家に１泊２日でスクールキャンプを行いました。新型コ

ロナウイルス感染症拡大の影響で数年ぶりの開催となり、スクールキャンプを経験したことのある

部員がいなかったため、苦労することもありました。しかし、焼き板体験やキャンプファイヤー、

野外炊飯など小学生と大学生が共に自然を満喫することができました。キャンプを楽しみに参加し

てくれた小学生や大学生を信頼してお子様を預けてくださった保護者の期待に応えることができた

2日間であったのではないかと思います。（経済学部・３年次生）

　　代表者の声　 （文学部・３年次生・
さ とう りゅうた

佐藤 竜太）

　「With コロナ」の中で始まった2022年は、まさに再始動の年といえます。

　「大学生がサポートする子ども達の新たなコミュニティ作り」を2022年度の理念とし、まずは

新入部員の確保に取り組みました。結果的には20名以上の部員が加入してくれました。

　新入部員を含めた部員間の関係作りに取り組み、部会等も行った事が参加した子ども達と信頼関

係を築く事につながり、2023年度の継続参加にも大きく寄与したと考えます。

　数年ぶりに開催した夏季スクールキャンプ・学園祭模擬店に関しては、これまでの形式に捉われ

ず、円滑な実施に重点を置いた活動としました。

　新たにSNSの活用を意識しました。Instagramは広報面で入部希望者を多く獲得する要因となり、

公式LINEは保護者との連絡ツールとして大いに活躍しました。

　最終的には今後活動していく上での土壌を作れたと思います。

（３）準登録団体

①　学生団体KUMC

　　目　　的

　主に、高槻・吹田地域の住民や子ども達を中心として、地域に向けて防災に

関する情報を発信し、地域全体の防災意識の向上に貢献することを目的として、

地域密着型の防災啓発活動を展開している。そして、実際に災害が起こった時

に、自分たちが伝えたことが活かされることを目標にしている。また、地域の

お祭りやイベントなどにおいて、企画運営や警備のボランティアなどに参加す

ることで、地域振興のお手伝いをするなどの活動にも取り組んでいる。

　　内　　容

　地域の小学校における防災授業や図書館での防災絵本の読み聞かせなどさまざまなイベントに参

加し、防災の知識を楽しく学んでもらえるよう取り組んでいる。また、活動では自作のパワーポイ

ントやゲームを取り入れ、より楽しく知識を学んでもらえるような工夫をしている。

　地域貢献活動として、高槻市、吹田市などを中心にさまざまなイベントにボランティアとして参

加し、毎年春と冬には、学習の一環として東北地方を訪れ、語り部さんからお話を聞くなどして震

災とその復興について学んでいる。

　　主な活動

　・高槻ジャズストリート　・チャリティショップ　・すいたEXPO

　・万博フラワーカーペット　・東北ツアー　・淀川・芥川クリーンアップ大作戦

　　部 員 数　　846名

　　活動者の声

・すいたフェスタ

　半年以上かけて企画運営をする実行委員に約20名、当日ボランティアに約100名以上が参加し

ました。内容は、模擬店やスプラッシュパーティー、スカイランタン、学生ステージ企画の手伝い

等です。自分たちが楽しんでボランティアに参加して盛り上げることで、来場してくださった方々

もとても楽しんでくださいました。特に模擬店のスライムやミサンガ作りでは、子どもに１対１で

教えてあげて、一生懸命作ってくれている姿が可愛くて癒されました。（社会学部・３年次生）

　・東北ツアー

　新型コロナウイルス感染症拡大のため、例年からなかなか実施することができなかった東北ツ

アーを、2022年度の春（３月）に、４年ぶりにやっとの思いで実施することができました。ツアー

内容としては、震災遺構である小学校や伝承館を訪問し、現地の方のお話を伺いながら学習しました。

　このツアーでは、実際の被災地を訪れて、災害に対する新たな学びや発見、また、直接肌で感じ

ることの大切さなどを体験することができました。2023年度も3月に実施する予定です。（社会学

部・３年次生）

　　代表者の声　 （社会学部・３年次生・
ふく だ　  ゆ　ゆ　か

福田 優々花）

　新型コロナウイルスの感染状況が少し落ち着くとともに、徐々にコロナ禍以前のような活動がで

きるようになった1年でした。2022年も2021年に引き続き、エコカフェ NAZのチャリティー

ショップやしゅくだいカフェ等同じ団体から依頼をいただくことができ、コロナ禍を通して地域の

方々と関係性を築くことができました。また、KUMCの主な活動であるすいたフェスタと東北ツアー

を3年ぶりに実施することができ、コロナ禍に入学した私たちも、KUMCについて、より理解が深

まる年となりました。東北ツアーでは、小学校や学内での防災授業を例年よりも多く実施しました。

2022年度は、過去最高の部員数となり、大規模なボランティア活動に興味を持って入会してくれ

た人が多いので、安定してボランティアを依頼していただけるように参加者の確保や地域とのコ

ミュニケーションにより一層尽力したいです。

②　WEVO

　　目　　的

　ボランティア活動を行う楽しさを知る。そして、ボランティアを通じて

人と人、人と社会とのつながりについて学ぶ。また、地域の方との交流を

深め、１つの団体として、地域社会の輪の中に入る。そして、福祉施設や、

団体と協働して行う活動を通じて、今、起きている問題や、取り組みなど

を学び、自分たちには何が出来るのかについて考えることを目的とする。

　　内　　容

　主な活動は、社会福祉法人・堺福祉会・ハートピア堺での子ども食堂への参加、80代、90代を

対象とした英会話教室である。2022年度は高齢者を対象として英会話教室を月１回オンラインを

活用して実施し、子ども食堂は不定期で実施した。

　また、小さな森の学童での子ども食堂にも参加した。住吉総合福祉センターでは、障害者余暇支

援センターじらふでの水遊び活動（８月）やグループホームに住んでいる障がいがある方との交流

（月１回）を実施した。そして、WEVOからの企画として、大学を小学生に案内する大学冒険ツアーと、

堺市立熊野小学校のびのびルームで春祭りを実施した。

　　主な活動

　・高齢者を対象とした英会話教室　・子ども食堂

　・グループホームに入居している障がいがある方との交流活動

　・高齢者虐待防止啓発活動での動画作成

　　部 員 数　　83名

　　活動者の声

　・特別養護老人ホームハートピア堺での英会話教室

　このボランティア活動は毎月テーマを２つ決めてパワーポイントを作成し、それを使用して簡単

な英単語や文章を特別養護老人ホームハートピア堺の利用者と一緒に勉強している活動です。初め

はZoomで高齢者と交流するということで緊張や戸惑いもあったが、毎月行っていると、幅広い分

野の英語やクイズなどで交流することができました。参加してくださっている方の学生時代のお話

を聴いたり、私たちが教えるだけでなく、日本語を教えてもらったり、お互い勉強になっていると

感じています。（人間健康学部・３年次生）

　・小さな森の学童での子ども食堂

　このボランティアは2022年から始まりました。毎月１回地域の子ども達との交流をすることが

主な活動内容である。ご飯を一緒につくって食べて、食育にも重きを置いているので、子ども達に

食について知ってもらう機会にもなっています。2022年度は徐々にではあるが、活動も定期的に

実施することができました。子ども達と交流することで学校で流行っていることや好きなことを聞

いたりすることができ、一緒に楽しい時間を過ごすことができています。（人間健康学部・3年次生）

　　代表者の声　（人間健康学部・２年次生・
しち の 　ゆ　か　り 

七野 由佳梨）

　2022年度は、コロナ禍で思うように活動することができなかった悔しさから、徐々に規制が緩

和され、様々な活動の幅を広げることができました。また、ボランティア活動を通して人との繋が

りができ、他の活動に広げることもできました。今までは定期の活動を行っていたが、自分たちか

ら様々な人と関わり、企画し実行する活動をしたことで、新しい考え方や価値観を知ることができ

ました。そして、一つのことを創り上げる楽しさを知ることができました。

　また、サークル内の改革を行い、皆で参加する・協力する考え方に徐々に変えることができたよ

うに思います。実際2021年度より、ボランティア活動への参加者が増えていることも成果の一つ

です。反省点としては、他学年同士の交流が少ないことす。もっとたくさんの人が関われる機会を

作るように今後もメンバーで考えていきたいと思います。

チャレンジャーマン

チャレンジャーマスコットキャラクター
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　　活動者の声

　・夏合宿

　淡路島に２泊３日の手話合宿に行きました。手話合宿、とは文字の通り手話のみでコミュニケー

ションを図る合宿のことです。普段から活動内では手話を使っていましたが、生活においてずっと

使用するのは初めての体験で、自分の手話がいかに拙いものだったか気付かされるきっかけにもな

りました。さらに、長い時間一緒に過ごすことで、メンバー同士の距離も縮まり、私自身も新しい

友達ができて忘れられない思い出になりました。（社会学部・３年次生）

　・まちなかリビング北千里での手話お楽しみ会

　はじめにご依頼を頂いた際に、幹部で何を行うのか、どんな年齢のお子さんが中心に来てくださ

るのか、夜遅くまで話し合ったことが印象に残っています。初めてのことに挑戦するために、一致

団結できたと思えた出来事です。台風の影響で延期になってしまい、実施出来たのは幹部の代替わ

りをした後でしたが、それまでに話を進めることができたのが、イベントの成功につながったので

はないかと思います。（社会学部・３年次生）

　　代表者の声　 （社会安全学部・３年次生・
よし だ　さつ き 

吉田 颯樹）

　2022年度のあっぷるは、2021年度よりも一層コロナ禍前の通常活動に則したイベントを行う

ことができました。根拠は２点あります。まず、手話合宿の開催です。世間における感染者数の増

加から中止も危ぶまれましたが、ワクチン２回以上接種あるいはPCR検査の陰性証明の提出の義

務化、現地の保健所の場所などを記した緊急時対応マニュアルの作成など、感染対策に気を配るこ

とで無事終えることができました。もう1つは、学外の図書館から依頼を受けてのイベント開催で

す。しかしこちらは開催日に台風が直撃したことで中止となりました。図書館側のご厚意で別日を

提示していただきましたが、中止の判断をギリギリにしてしまったことが反省点でした。2023度

以降のあっぷるではメンバー同士の健全な交流を通してより活動を盛り上げていってもらえること

を切に願っています。

②　児童文化実践サークル「うぷ」

　　目　　的

　吹田市内の学童保育学級に通っている小学校１年生から４年生を対象と

し、子どもたちと年齢の近い私たち大学生が関わることで普段接している指

導員の方が見ることのない一面を引き出すことができる。そして私たちが子

どもの見本となる行動を、子どもの成長に携わることを目的としている。ま

た、子ども達に“楽しい”を共有することも目的とする。

　　内　　容

　吹田市にある小学校に放課後訪れ、子ども達と遊んだり、宿題をしたり、自分たちで考えたプロ

グラムを発表したりと学童保育を中心に行っている。プログラムでは、紙芝居やペープサート、ゲー

ム等、毎週違うプログラムを組み立てて、子ども達に楽しいを届けている。

　　主な活動

　・吹田市夢つながり未来館主催「夏祭り」　・学童保育

　・関西大学フェスティバル　・ゆいぴあ DE SDGsプロジェクト

　　部 員 数　　23名

　　活動者の声

　・学童保育

　毎週違う小学校に訪問し、毎回違うプログラムを行うので、新しい刺激を受けます。子ども達は

好奇心旺盛で、すぐに話に来てくれて、すぐ打ち解けることができます。子ども達の笑顔を見るこ

とができて、とてもうれしい気持ちになりました。ゲームの内容が子ども達にとって、少し合わな

いこともあり、試行錯誤しましたが、それも新しい発見で、子ども達のことを知っていくことがで

きるので、とてもためになります。（社会学部・２年次生）

　・ゆいぴあ DE SDGsプロジェクト

　一から子ども達が楽しく遊べる場所を作っていきました。何をテーマにするのか、どんな遊び場

にするのか、アイデアを出すことは大変でしたが、一から仲間と作り上げていくことが楽しかった

です。家で作れるものは作り、４日間でアイデアを出し合い、作り直しながらも、一気に作り上げ

ました。思ったよりも壮大な遊び場ができて、達成感が得られました。子ども達に楽しんでもらえ

るような場所が作れて、いい経験だったと感じています。（社会学部・２年次生）

　　代表者の声　 （法学部・１年次生・
なかやま

中山
さとし

聡 ）

　2022年度のうぷの活動としては、大きな成功を収めたのではないかと思います。その理由とし

て２点ほど挙げられます。まず１点目は、学童保育を2021年度よりもたくさんの学級に訪問させ

て頂けたからです。2021年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響で訪問が厳しくなり、うぷ

としても満足のいく活動はできなかったが、2022年度の活動では、紙芝居やペープサートといっ

たプログラムをたくさんの学級さんで行うことができました。

　次に２点目としては、学童保育や他の施設でプログラムを行なった際の子どもたちの笑顔であっ

たり感謝の言葉を頂けた所だと思います。

　うぷのメンバーもこぞって活動をしてよかったと口を揃えて言っていたので、お互い良い時間を

共有できたのではないかと思います。

　そして2022年度は、2021年度の活動を通して、良いところはより良くしていき、反省すべき

ところはメンバー同士で話し合いをして、良い活動に繋げて行けるように心がけていきたいと思い

ます。

③　児童文化研究サークルあかとんぼ

　　目　　的

　小学校の学童保育への訪問や子どもに関する地域行事への参加を通し、子ど

も達と交流することで「いつもとは違う有意義な体験」を子ども達に楽しんで

もらうことを目的とする。

　　内　　容

　例年毎週水曜日に吹田市内の小学校の放課後児童クラブを訪問し、紙芝居・

人形劇を披露したり、野外で子ども達と一緒に遊んだりする活動を行っていま

す。他にも、児童厚生施設や地域の商店街、商業施設などから依頼を受け、より多くの子ども達に

楽しんでもらえるよう、多種多様な活動に取り組んでいます。

（※定期的な学童訪問について、2022年度前半は新型コロナウイルス感染症拡大の影響により中

止していましたが、その後は再開しました。）

　　主な活動

　・夏季研修会　・おばけまつり　・段ボール工作イベント　・まちFUNまつり

　・商業施設における紙芝居、人形劇講演　・チルドレンコンサート　・節分イベント

　　部 員 数　　44名

　　活動者の声

　・学童訪問

　コロナ禍が落ち着くにつれて、吹田市内の学童を訪問させていただけるようになりました。子ど

も達の前で、紙芝居や人形劇を披露することは、子ども達の元気な反応や笑顔が見れ、私たちも充

実した時間を過ごすことができました。また、外遊びも再開し、鬼ごっこやドッジボール、サッカー

などたくさんの遊びを行いました。みんな積極的に誘ってくれたことや名前を覚えてくれたことが

嬉しかったです。（商学部・３年次生）

　・チルドレンコンサート

　2022年度もチルドレンコンサートは演劇の様子を収録し、動画として子ども達に届けました。

今までより動画の編集に更に力を入れようということで、本格的にカット割りなどに工夫を凝らし

て撮影に臨みました。編集後のイメージを考慮しながらの撮影だったので苦戦するも、皆で試行錯

誤しながら遂に動画を完成させ、プレゼントと一緒に学童教室に配布できました。

　その後の学童訪問で、そのプレゼントが教室に飾られているのを見つけたり、「動画観たよ。」と

子どもに言われた時は嬉しかったです。（システム理工学部・３年次生）

　　代表者の声　 （政策創造学部・３年次生・
なかむら  たい ち 

中村 泰地）

　あかとんぼにとって、2022年度は「激動の年」と括ることが出来ます。

予てからのコロナ禍による悪影響が軽減され、後期から定期的な学童訪問を再開し、更に例年より

も極めて積極的に紙芝居や人形劇の公演活動を推進しました。「一刻も早く、寂しがっているであ

ろう子ども達に会って笑顔にしたい」という強い思いで、度々活動参加者が不足する事態に陥りそ

うになりながら、2022年度は従来よりも全体として盛んに動きました。

　この方針は試行の意味もあったことから、団体としての課題点を多数認識できました。2022年

度は我々あかとんぼにとって大変意味のある年度であったと感じます。2023年度からも得られた

知見や要領を活かしていき、向上心を失念せずに、団体の繁栄と「子ども達を楽しませる」という

団体目的の達成を常に追い求めてまいります。

④　ボランティアサークル「チャレンジャー」

　　目　　的

　視覚特別支援学校や障害者福祉施設のイベントに、ボランティアとして参加

することによる社会貢献を目的としている。また、普段接する機会の少ない障

がいのある方との関わりを通して障がいに対する理解を深め、私たち自身も成

長することを目指している。

　　内　　容

　ヘルパーさん立会いのもと、視覚特別支援学校での行事における手引きやサ

ポート、障害者福祉施設「ゆうゆう会」での行事における車いすでの移動や食事介助などのお手伝

いを行うことが主な活動内容である。また、子どもとふれあうボランティアも行っている。

　　主な活動

　・まちをつくろう

※「まちをつくろう」とは、ダンボールを使って“まち”をつくる夏休みの小学生向けワークショップ。

　・風船バレー　・ゆうゆう会の行事補助

　　部 員 数　　50名

　　活動者の声

　・風船バレー

　月に１〜２回、障がいがある方々と風船バレーを実施し、楽しく体を動かすという活動を行いま

した。2020、2021年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響で長期的に活動できなかったこ

ともありましたが、2022年度は比較的継続して活動を行うことができました。活動をしていくな

かで、人によって障がいの程度が異なるためサポートの内容も様々であることに気付きました。そ

して、この気付きから臨機応変に対応することの重要性を学ぶことができました。（文学部・４年次生）

　・ゆうゆう会

　毎月１回、身体や脳に障がいがある会員さんとともに、お出かけやレクリエーションなどを通じ

てコミュニケーションを行いました。2020、2021年度と新型コロナウイルス感染症の拡大によ

り活動ができない日々が続いていましたが、2022年度はコロナ前の活動を再開することができま

した。また、大阪大学の学生と協力してレクリエーションやお出かけの準備を行うことで、自力で

手足を動かすことが難しい会員さんとそのお母さま方、ヘルパーさん、ボランティア学生全員が楽

しめるようにするためにはどうすればいいのかを考え、企画する力を身につけられました。お出か

けの際は、常に安全に気を配ってはいるものの、車いすの移動にはまだまだ不便なことが多いのだ

な、と新たな視点で物事を見ることができるようになりました。（法学部・３年次生）

　　代表者の声　 （法学部・２年次生・
よこたに  みつ ほ 

横谷 光保）

　活動休止が続いていた2021年度当初は、活動によって生まれた交流やサークルのみんなとの関

わりが薄れていくことへの漠然とした不安感がありました。しかし2022年度は新型コロナウイル

ス感染症の拡大による一時活動休止が数回あったものの、今まで行ってきた活動をかなり再開する

ことができたので、改めて対面で活動できることの喜びを感じました。2023年度は多くの学生が

継続して活動に参加してくれているので、役職の人数を増やし、サークルを運営してもらいたいと

考えています。また、Twitterの情報を見て、チャレンジャーに入会する学生が多いことを受け、

新たにInstagramも活用していき、広報にも力を入れてくれたらなと思います。2023年度は新し

い役職者が伸び伸びと活動できるように、私はサポートに回り、チャレンジャーの活動を支えてい

けたらなと思います。

（２）文化会

①　ユネスコ研究部

　　目　　的

　ユネスコ憲章にある「心の中に平和の砦を」という理念に則り、主に

子ども達との交流を中心としたボランティア活動を行っている。子ども

達に、普段あまり関わることのない大学生との交流を通じて、異世代交

流の楽しさや集団行動の大切さを学んでもらうことが目的である。また、

子ども達との交流により、部員が行動力や責任感を培い、新たな成長に

繋げていくことも目的の一つである。

　　内　　容

　吹田市在住の子ども達と月に一度交流する「スクール」を中心に活動している。「スクール」で

は運動や料理、工作などをしたり、遠足やキャンプなど遠くに出かける活動も行ったりしている。

　その他には、吹田市を中心に地域イベントの運営補助や企画、子ども会で行うイベントの運営補

助などのボランティア活動にも取り組んでいる。

　　主な活動

　・スクール　・スクールキャンプ　・片山地区こども会連合協議会イベント

　　部 員 数　　43名

　　活動者の声

　・スクール

　スクールは我が部にとってメインとなる活動です。吹田市の小学生と公園でドッチボールや鬼

ごっこなどを行ったり、室内でビンゴ大会や工作などで遊び、小学生との交流を深めました。一見

すると、大学生が小学生と遊んであげているように見えますが、実際は私たち大学生が小学生から

様々なことを学んでいます。小学生ならではの斬新な発想や成長に伴い忘れてしまう意見が衝突し

た時の誠実な対応など挙げきれないほど沢山の学びをスクールによって得ることができます。小学

生と関わることや体験を通じて学ぶことに興味のある方にはぜひ参加していただきたい活動です。

（経済学部・３年次生）

　・スクールキャンプ

　2022年度は京都府立るり渓少年自然の家に１泊２日でスクールキャンプを行いました。新型コ

ロナウイルス感染症拡大の影響で数年ぶりの開催となり、スクールキャンプを経験したことのある

部員がいなかったため、苦労することもありました。しかし、焼き板体験やキャンプファイヤー、

野外炊飯など小学生と大学生が共に自然を満喫することができました。キャンプを楽しみに参加し

てくれた小学生や大学生を信頼してお子様を預けてくださった保護者の期待に応えることができた

2日間であったのではないかと思います。（経済学部・３年次生）

　　代表者の声　 （文学部・３年次生・
さ とう りゅうた

佐藤 竜太）

　「With コロナ」の中で始まった2022年は、まさに再始動の年といえます。

　「大学生がサポートする子ども達の新たなコミュニティ作り」を2022年度の理念とし、まずは

新入部員の確保に取り組みました。結果的には20名以上の部員が加入してくれました。

　新入部員を含めた部員間の関係作りに取り組み、部会等も行った事が参加した子ども達と信頼関

係を築く事につながり、2023年度の継続参加にも大きく寄与したと考えます。

　数年ぶりに開催した夏季スクールキャンプ・学園祭模擬店に関しては、これまでの形式に捉われ

ず、円滑な実施に重点を置いた活動としました。

　新たにSNSの活用を意識しました。Instagramは広報面で入部希望者を多く獲得する要因となり、

公式LINEは保護者との連絡ツールとして大いに活躍しました。

　最終的には今後活動していく上での土壌を作れたと思います。

（３）準登録団体

①　学生団体KUMC

　　目　　的

　主に、高槻・吹田地域の住民や子ども達を中心として、地域に向けて防災に

関する情報を発信し、地域全体の防災意識の向上に貢献することを目的として、

地域密着型の防災啓発活動を展開している。そして、実際に災害が起こった時

に、自分たちが伝えたことが活かされることを目標にしている。また、地域の

お祭りやイベントなどにおいて、企画運営や警備のボランティアなどに参加す

ることで、地域振興のお手伝いをするなどの活動にも取り組んでいる。

　　内　　容

　地域の小学校における防災授業や図書館での防災絵本の読み聞かせなどさまざまなイベントに参

加し、防災の知識を楽しく学んでもらえるよう取り組んでいる。また、活動では自作のパワーポイ

ントやゲームを取り入れ、より楽しく知識を学んでもらえるような工夫をしている。

　地域貢献活動として、高槻市、吹田市などを中心にさまざまなイベントにボランティアとして参

加し、毎年春と冬には、学習の一環として東北地方を訪れ、語り部さんからお話を聞くなどして震

災とその復興について学んでいる。

　　主な活動

　・高槻ジャズストリート　・チャリティショップ　・すいたEXPO

　・万博フラワーカーペット　・東北ツアー　・淀川・芥川クリーンアップ大作戦

　　部 員 数　　846名

　　活動者の声

・すいたフェスタ

　半年以上かけて企画運営をする実行委員に約20名、当日ボランティアに約100名以上が参加し

ました。内容は、模擬店やスプラッシュパーティー、スカイランタン、学生ステージ企画の手伝い

等です。自分たちが楽しんでボランティアに参加して盛り上げることで、来場してくださった方々

もとても楽しんでくださいました。特に模擬店のスライムやミサンガ作りでは、子どもに１対１で

教えてあげて、一生懸命作ってくれている姿が可愛くて癒されました。（社会学部・３年次生）

　・東北ツアー

　新型コロナウイルス感染症拡大のため、例年からなかなか実施することができなかった東北ツ

アーを、2022年度の春（３月）に、４年ぶりにやっとの思いで実施することができました。ツアー

内容としては、震災遺構である小学校や伝承館を訪問し、現地の方のお話を伺いながら学習しました。

　このツアーでは、実際の被災地を訪れて、災害に対する新たな学びや発見、また、直接肌で感じ

ることの大切さなどを体験することができました。2023年度も3月に実施する予定です。（社会学

部・３年次生）

　　代表者の声　 （社会学部・３年次生・
ふく だ　  ゆ　ゆ　か

福田 優々花）

　新型コロナウイルスの感染状況が少し落ち着くとともに、徐々にコロナ禍以前のような活動がで

きるようになった1年でした。2022年も2021年に引き続き、エコカフェ NAZのチャリティー

ショップやしゅくだいカフェ等同じ団体から依頼をいただくことができ、コロナ禍を通して地域の

方々と関係性を築くことができました。また、KUMCの主な活動であるすいたフェスタと東北ツアー

を3年ぶりに実施することができ、コロナ禍に入学した私たちも、KUMCについて、より理解が深

まる年となりました。東北ツアーでは、小学校や学内での防災授業を例年よりも多く実施しました。

2022年度は、過去最高の部員数となり、大規模なボランティア活動に興味を持って入会してくれ

た人が多いので、安定してボランティアを依頼していただけるように参加者の確保や地域とのコ

ミュニケーションにより一層尽力したいです。

②　WEVO

　　目　　的

　ボランティア活動を行う楽しさを知る。そして、ボランティアを通じて

人と人、人と社会とのつながりについて学ぶ。また、地域の方との交流を

深め、１つの団体として、地域社会の輪の中に入る。そして、福祉施設や、

団体と協働して行う活動を通じて、今、起きている問題や、取り組みなど

を学び、自分たちには何が出来るのかについて考えることを目的とする。

　　内　　容

　主な活動は、社会福祉法人・堺福祉会・ハートピア堺での子ども食堂への参加、80代、90代を

対象とした英会話教室である。2022年度は高齢者を対象として英会話教室を月１回オンラインを

活用して実施し、子ども食堂は不定期で実施した。

　また、小さな森の学童での子ども食堂にも参加した。住吉総合福祉センターでは、障害者余暇支

援センターじらふでの水遊び活動（８月）やグループホームに住んでいる障がいがある方との交流

（月１回）を実施した。そして、WEVOからの企画として、大学を小学生に案内する大学冒険ツアーと、

堺市立熊野小学校のびのびルームで春祭りを実施した。

　　主な活動

　・高齢者を対象とした英会話教室　・子ども食堂

　・グループホームに入居している障がいがある方との交流活動

　・高齢者虐待防止啓発活動での動画作成

　　部 員 数　　83名

　　活動者の声

　・特別養護老人ホームハートピア堺での英会話教室

　このボランティア活動は毎月テーマを２つ決めてパワーポイントを作成し、それを使用して簡単

な英単語や文章を特別養護老人ホームハートピア堺の利用者と一緒に勉強している活動です。初め

はZoomで高齢者と交流するということで緊張や戸惑いもあったが、毎月行っていると、幅広い分

野の英語やクイズなどで交流することができました。参加してくださっている方の学生時代のお話

を聴いたり、私たちが教えるだけでなく、日本語を教えてもらったり、お互い勉強になっていると

感じています。（人間健康学部・３年次生）

　・小さな森の学童での子ども食堂

　このボランティアは2022年から始まりました。毎月１回地域の子ども達との交流をすることが

主な活動内容である。ご飯を一緒につくって食べて、食育にも重きを置いているので、子ども達に

食について知ってもらう機会にもなっています。2022年度は徐々にではあるが、活動も定期的に

実施することができました。子ども達と交流することで学校で流行っていることや好きなことを聞

いたりすることができ、一緒に楽しい時間を過ごすことができています。（人間健康学部・3年次生）

　　代表者の声　（人間健康学部・２年次生・
しち の 　ゆ　か　り 

七野 由佳梨）

　2022年度は、コロナ禍で思うように活動することができなかった悔しさから、徐々に規制が緩

和され、様々な活動の幅を広げることができました。また、ボランティア活動を通して人との繋が

りができ、他の活動に広げることもできました。今までは定期の活動を行っていたが、自分たちか

ら様々な人と関わり、企画し実行する活動をしたことで、新しい考え方や価値観を知ることができ

ました。そして、一つのことを創り上げる楽しさを知ることができました。

　また、サークル内の改革を行い、皆で参加する・協力する考え方に徐々に変えることができたよ

うに思います。実際2021年度より、ボランティア活動への参加者が増えていることも成果の一つ

です。反省点としては、他学年同士の交流が少ないことす。もっとたくさんの人が関われる機会を

作るように今後もメンバーで考えていきたいと思います。

ゆねもん

ユネスコ研究部マスコットキャラクター

ゆうゆう会 箕面の滝へのお出かけの様子

風船バレーの様子
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Ⅲ  学内ボランティア団体

　　活動者の声

　・夏合宿

　淡路島に２泊３日の手話合宿に行きました。手話合宿、とは文字の通り手話のみでコミュニケー

ションを図る合宿のことです。普段から活動内では手話を使っていましたが、生活においてずっと

使用するのは初めての体験で、自分の手話がいかに拙いものだったか気付かされるきっかけにもな

りました。さらに、長い時間一緒に過ごすことで、メンバー同士の距離も縮まり、私自身も新しい

友達ができて忘れられない思い出になりました。（社会学部・３年次生）

　・まちなかリビング北千里での手話お楽しみ会

　はじめにご依頼を頂いた際に、幹部で何を行うのか、どんな年齢のお子さんが中心に来てくださ

るのか、夜遅くまで話し合ったことが印象に残っています。初めてのことに挑戦するために、一致

団結できたと思えた出来事です。台風の影響で延期になってしまい、実施出来たのは幹部の代替わ

りをした後でしたが、それまでに話を進めることができたのが、イベントの成功につながったので

はないかと思います。（社会学部・３年次生）

　　代表者の声　 （社会安全学部・３年次生・
よし だ　さつ き 

吉田 颯樹）

　2022年度のあっぷるは、2021年度よりも一層コロナ禍前の通常活動に則したイベントを行う

ことができました。根拠は２点あります。まず、手話合宿の開催です。世間における感染者数の増

加から中止も危ぶまれましたが、ワクチン２回以上接種あるいはPCR検査の陰性証明の提出の義

務化、現地の保健所の場所などを記した緊急時対応マニュアルの作成など、感染対策に気を配るこ

とで無事終えることができました。もう1つは、学外の図書館から依頼を受けてのイベント開催で

す。しかしこちらは開催日に台風が直撃したことで中止となりました。図書館側のご厚意で別日を

提示していただきましたが、中止の判断をギリギリにしてしまったことが反省点でした。2023度

以降のあっぷるではメンバー同士の健全な交流を通してより活動を盛り上げていってもらえること

を切に願っています。

②　児童文化実践サークル「うぷ」

　　目　　的

　吹田市内の学童保育学級に通っている小学校１年生から４年生を対象と

し、子どもたちと年齢の近い私たち大学生が関わることで普段接している指

導員の方が見ることのない一面を引き出すことができる。そして私たちが子

どもの見本となる行動を、子どもの成長に携わることを目的としている。ま

た、子ども達に“楽しい”を共有することも目的とする。

　　内　　容

　吹田市にある小学校に放課後訪れ、子ども達と遊んだり、宿題をしたり、自分たちで考えたプロ

グラムを発表したりと学童保育を中心に行っている。プログラムでは、紙芝居やペープサート、ゲー

ム等、毎週違うプログラムを組み立てて、子ども達に楽しいを届けている。

　　主な活動

　・吹田市夢つながり未来館主催「夏祭り」　・学童保育

　・関西大学フェスティバル　・ゆいぴあ DE SDGsプロジェクト

　　部 員 数　　23名

　　活動者の声

　・学童保育

　毎週違う小学校に訪問し、毎回違うプログラムを行うので、新しい刺激を受けます。子ども達は

好奇心旺盛で、すぐに話に来てくれて、すぐ打ち解けることができます。子ども達の笑顔を見るこ

とができて、とてもうれしい気持ちになりました。ゲームの内容が子ども達にとって、少し合わな

いこともあり、試行錯誤しましたが、それも新しい発見で、子ども達のことを知っていくことがで

きるので、とてもためになります。（社会学部・２年次生）

　・ゆいぴあ DE SDGsプロジェクト

　一から子ども達が楽しく遊べる場所を作っていきました。何をテーマにするのか、どんな遊び場

にするのか、アイデアを出すことは大変でしたが、一から仲間と作り上げていくことが楽しかった

です。家で作れるものは作り、４日間でアイデアを出し合い、作り直しながらも、一気に作り上げ

ました。思ったよりも壮大な遊び場ができて、達成感が得られました。子ども達に楽しんでもらえ

るような場所が作れて、いい経験だったと感じています。（社会学部・２年次生）

　　代表者の声　 （法学部・１年次生・
なかやま

中山
さとし

聡 ）

　2022年度のうぷの活動としては、大きな成功を収めたのではないかと思います。その理由とし

て２点ほど挙げられます。まず１点目は、学童保育を2021年度よりもたくさんの学級に訪問させ

て頂けたからです。2021年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響で訪問が厳しくなり、うぷ

としても満足のいく活動はできなかったが、2022年度の活動では、紙芝居やペープサートといっ

たプログラムをたくさんの学級さんで行うことができました。

　次に２点目としては、学童保育や他の施設でプログラムを行なった際の子どもたちの笑顔であっ

たり感謝の言葉を頂けた所だと思います。

　うぷのメンバーもこぞって活動をしてよかったと口を揃えて言っていたので、お互い良い時間を

共有できたのではないかと思います。

　そして2022年度は、2021年度の活動を通して、良いところはより良くしていき、反省すべき

ところはメンバー同士で話し合いをして、良い活動に繋げて行けるように心がけていきたいと思い

ます。

③　児童文化研究サークルあかとんぼ

　　目　　的

　小学校の学童保育への訪問や子どもに関する地域行事への参加を通し、子ど

も達と交流することで「いつもとは違う有意義な体験」を子ども達に楽しんで

もらうことを目的とする。

　　内　　容

　例年毎週水曜日に吹田市内の小学校の放課後児童クラブを訪問し、紙芝居・

人形劇を披露したり、野外で子ども達と一緒に遊んだりする活動を行っていま

す。他にも、児童厚生施設や地域の商店街、商業施設などから依頼を受け、より多くの子ども達に

楽しんでもらえるよう、多種多様な活動に取り組んでいます。

（※定期的な学童訪問について、2022年度前半は新型コロナウイルス感染症拡大の影響により中

止していましたが、その後は再開しました。）

　　主な活動

　・夏季研修会　・おばけまつり　・段ボール工作イベント　・まちFUNまつり

　・商業施設における紙芝居、人形劇講演　・チルドレンコンサート　・節分イベント

　　部 員 数　　44名

　　活動者の声

　・学童訪問

　コロナ禍が落ち着くにつれて、吹田市内の学童を訪問させていただけるようになりました。子ど

も達の前で、紙芝居や人形劇を披露することは、子ども達の元気な反応や笑顔が見れ、私たちも充

実した時間を過ごすことができました。また、外遊びも再開し、鬼ごっこやドッジボール、サッカー

などたくさんの遊びを行いました。みんな積極的に誘ってくれたことや名前を覚えてくれたことが

嬉しかったです。（商学部・３年次生）

　・チルドレンコンサート

　2022年度もチルドレンコンサートは演劇の様子を収録し、動画として子ども達に届けました。

今までより動画の編集に更に力を入れようということで、本格的にカット割りなどに工夫を凝らし

て撮影に臨みました。編集後のイメージを考慮しながらの撮影だったので苦戦するも、皆で試行錯

誤しながら遂に動画を完成させ、プレゼントと一緒に学童教室に配布できました。

　その後の学童訪問で、そのプレゼントが教室に飾られているのを見つけたり、「動画観たよ。」と

子どもに言われた時は嬉しかったです。（システム理工学部・３年次生）

　　代表者の声　 （政策創造学部・３年次生・
なかむら  たい ち 

中村 泰地）

　あかとんぼにとって、2022年度は「激動の年」と括ることが出来ます。

予てからのコロナ禍による悪影響が軽減され、後期から定期的な学童訪問を再開し、更に例年より

も極めて積極的に紙芝居や人形劇の公演活動を推進しました。「一刻も早く、寂しがっているであ

ろう子ども達に会って笑顔にしたい」という強い思いで、度々活動参加者が不足する事態に陥りそ

うになりながら、2022年度は従来よりも全体として盛んに動きました。

　この方針は試行の意味もあったことから、団体としての課題点を多数認識できました。2022年

度は我々あかとんぼにとって大変意味のある年度であったと感じます。2023年度からも得られた

知見や要領を活かしていき、向上心を失念せずに、団体の繁栄と「子ども達を楽しませる」という

団体目的の達成を常に追い求めてまいります。

④　ボランティアサークル「チャレンジャー」

　　目　　的

　視覚特別支援学校や障害者福祉施設のイベントに、ボランティアとして参加

することによる社会貢献を目的としている。また、普段接する機会の少ない障

がいのある方との関わりを通して障がいに対する理解を深め、私たち自身も成

長することを目指している。

　　内　　容

　ヘルパーさん立会いのもと、視覚特別支援学校での行事における手引きやサ

ポート、障害者福祉施設「ゆうゆう会」での行事における車いすでの移動や食事介助などのお手伝

いを行うことが主な活動内容である。また、子どもとふれあうボランティアも行っている。

　　主な活動

　・まちをつくろう

※「まちをつくろう」とは、ダンボールを使って“まち”をつくる夏休みの小学生向けワークショップ。

　・風船バレー　・ゆうゆう会の行事補助

　　部 員 数　　50名

　　活動者の声

　・風船バレー

　月に１〜２回、障がいがある方々と風船バレーを実施し、楽しく体を動かすという活動を行いま

した。2020、2021年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響で長期的に活動できなかったこ

ともありましたが、2022年度は比較的継続して活動を行うことができました。活動をしていくな

かで、人によって障がいの程度が異なるためサポートの内容も様々であることに気付きました。そ

して、この気付きから臨機応変に対応することの重要性を学ぶことができました。（文学部・４年次生）

　・ゆうゆう会

　毎月１回、身体や脳に障がいがある会員さんとともに、お出かけやレクリエーションなどを通じ

てコミュニケーションを行いました。2020、2021年度と新型コロナウイルス感染症の拡大によ

り活動ができない日々が続いていましたが、2022年度はコロナ前の活動を再開することができま

した。また、大阪大学の学生と協力してレクリエーションやお出かけの準備を行うことで、自力で

手足を動かすことが難しい会員さんとそのお母さま方、ヘルパーさん、ボランティア学生全員が楽

しめるようにするためにはどうすればいいのかを考え、企画する力を身につけられました。お出か

けの際は、常に安全に気を配ってはいるものの、車いすの移動にはまだまだ不便なことが多いのだ

な、と新たな視点で物事を見ることができるようになりました。（法学部・３年次生）

　　代表者の声　 （法学部・２年次生・
よこたに  みつ ほ 

横谷 光保）

　活動休止が続いていた2021年度当初は、活動によって生まれた交流やサークルのみんなとの関

わりが薄れていくことへの漠然とした不安感がありました。しかし2022年度は新型コロナウイル

ス感染症の拡大による一時活動休止が数回あったものの、今まで行ってきた活動をかなり再開する

ことができたので、改めて対面で活動できることの喜びを感じました。2023年度は多くの学生が

継続して活動に参加してくれているので、役職の人数を増やし、サークルを運営してもらいたいと

考えています。また、Twitterの情報を見て、チャレンジャーに入会する学生が多いことを受け、

新たにInstagramも活用していき、広報にも力を入れてくれたらなと思います。2023年度は新し

い役職者が伸び伸びと活動できるように、私はサポートに回り、チャレンジャーの活動を支えてい

けたらなと思います。

（２）文化会

①　ユネスコ研究部

　　目　　的

　ユネスコ憲章にある「心の中に平和の砦を」という理念に則り、主に

子ども達との交流を中心としたボランティア活動を行っている。子ども

達に、普段あまり関わることのない大学生との交流を通じて、異世代交

流の楽しさや集団行動の大切さを学んでもらうことが目的である。また、

子ども達との交流により、部員が行動力や責任感を培い、新たな成長に

繋げていくことも目的の一つである。

　　内　　容

　吹田市在住の子ども達と月に一度交流する「スクール」を中心に活動している。「スクール」で

は運動や料理、工作などをしたり、遠足やキャンプなど遠くに出かける活動も行ったりしている。

　その他には、吹田市を中心に地域イベントの運営補助や企画、子ども会で行うイベントの運営補

助などのボランティア活動にも取り組んでいる。

　　主な活動

　・スクール　・スクールキャンプ　・片山地区こども会連合協議会イベント

　　部 員 数　　43名

　　活動者の声

　・スクール

　スクールは我が部にとってメインとなる活動です。吹田市の小学生と公園でドッチボールや鬼

ごっこなどを行ったり、室内でビンゴ大会や工作などで遊び、小学生との交流を深めました。一見

すると、大学生が小学生と遊んであげているように見えますが、実際は私たち大学生が小学生から

様々なことを学んでいます。小学生ならではの斬新な発想や成長に伴い忘れてしまう意見が衝突し

た時の誠実な対応など挙げきれないほど沢山の学びをスクールによって得ることができます。小学

生と関わることや体験を通じて学ぶことに興味のある方にはぜひ参加していただきたい活動です。

（経済学部・３年次生）

　・スクールキャンプ

　2022年度は京都府立るり渓少年自然の家に１泊２日でスクールキャンプを行いました。新型コ

ロナウイルス感染症拡大の影響で数年ぶりの開催となり、スクールキャンプを経験したことのある

部員がいなかったため、苦労することもありました。しかし、焼き板体験やキャンプファイヤー、

野外炊飯など小学生と大学生が共に自然を満喫することができました。キャンプを楽しみに参加し

てくれた小学生や大学生を信頼してお子様を預けてくださった保護者の期待に応えることができた

2日間であったのではないかと思います。（経済学部・３年次生）

　　代表者の声　 （文学部・３年次生・
さ とう りゅうた

佐藤 竜太）

　「With コロナ」の中で始まった2022年は、まさに再始動の年といえます。

　「大学生がサポートする子ども達の新たなコミュニティ作り」を2022年度の理念とし、まずは

新入部員の確保に取り組みました。結果的には20名以上の部員が加入してくれました。

　新入部員を含めた部員間の関係作りに取り組み、部会等も行った事が参加した子ども達と信頼関

係を築く事につながり、2023年度の継続参加にも大きく寄与したと考えます。

　数年ぶりに開催した夏季スクールキャンプ・学園祭模擬店に関しては、これまでの形式に捉われ

ず、円滑な実施に重点を置いた活動としました。

　新たにSNSの活用を意識しました。Instagramは広報面で入部希望者を多く獲得する要因となり、

公式LINEは保護者との連絡ツールとして大いに活躍しました。

　最終的には今後活動していく上での土壌を作れたと思います。

（３）準登録団体

①　学生団体KUMC

　　目　　的

　主に、高槻・吹田地域の住民や子ども達を中心として、地域に向けて防災に

関する情報を発信し、地域全体の防災意識の向上に貢献することを目的として、

地域密着型の防災啓発活動を展開している。そして、実際に災害が起こった時

に、自分たちが伝えたことが活かされることを目標にしている。また、地域の

お祭りやイベントなどにおいて、企画運営や警備のボランティアなどに参加す

ることで、地域振興のお手伝いをするなどの活動にも取り組んでいる。

　　内　　容

　地域の小学校における防災授業や図書館での防災絵本の読み聞かせなどさまざまなイベントに参

加し、防災の知識を楽しく学んでもらえるよう取り組んでいる。また、活動では自作のパワーポイ

ントやゲームを取り入れ、より楽しく知識を学んでもらえるような工夫をしている。

　地域貢献活動として、高槻市、吹田市などを中心にさまざまなイベントにボランティアとして参

加し、毎年春と冬には、学習の一環として東北地方を訪れ、語り部さんからお話を聞くなどして震

災とその復興について学んでいる。

　　主な活動

　・高槻ジャズストリート　・チャリティショップ　・すいたEXPO

　・万博フラワーカーペット　・東北ツアー　・淀川・芥川クリーンアップ大作戦

　　部 員 数　　846名

　　活動者の声

・すいたフェスタ

　半年以上かけて企画運営をする実行委員に約20名、当日ボランティアに約100名以上が参加し

ました。内容は、模擬店やスプラッシュパーティー、スカイランタン、学生ステージ企画の手伝い

等です。自分たちが楽しんでボランティアに参加して盛り上げることで、来場してくださった方々

もとても楽しんでくださいました。特に模擬店のスライムやミサンガ作りでは、子どもに１対１で

教えてあげて、一生懸命作ってくれている姿が可愛くて癒されました。（社会学部・３年次生）

　・東北ツアー

　新型コロナウイルス感染症拡大のため、例年からなかなか実施することができなかった東北ツ

アーを、2022年度の春（３月）に、４年ぶりにやっとの思いで実施することができました。ツアー

内容としては、震災遺構である小学校や伝承館を訪問し、現地の方のお話を伺いながら学習しました。

　このツアーでは、実際の被災地を訪れて、災害に対する新たな学びや発見、また、直接肌で感じ

ることの大切さなどを体験することができました。2023年度も3月に実施する予定です。（社会学

部・３年次生）

　　代表者の声　 （社会学部・３年次生・
ふく だ　  ゆ　ゆ　か

福田 優々花）

　新型コロナウイルスの感染状況が少し落ち着くとともに、徐々にコロナ禍以前のような活動がで

きるようになった1年でした。2022年も2021年に引き続き、エコカフェ NAZのチャリティー

ショップやしゅくだいカフェ等同じ団体から依頼をいただくことができ、コロナ禍を通して地域の

方々と関係性を築くことができました。また、KUMCの主な活動であるすいたフェスタと東北ツアー

を3年ぶりに実施することができ、コロナ禍に入学した私たちも、KUMCについて、より理解が深

まる年となりました。東北ツアーでは、小学校や学内での防災授業を例年よりも多く実施しました。

2022年度は、過去最高の部員数となり、大規模なボランティア活動に興味を持って入会してくれ

た人が多いので、安定してボランティアを依頼していただけるように参加者の確保や地域とのコ

ミュニケーションにより一層尽力したいです。

②　WEVO

　　目　　的

　ボランティア活動を行う楽しさを知る。そして、ボランティアを通じて

人と人、人と社会とのつながりについて学ぶ。また、地域の方との交流を

深め、１つの団体として、地域社会の輪の中に入る。そして、福祉施設や、

団体と協働して行う活動を通じて、今、起きている問題や、取り組みなど

を学び、自分たちには何が出来るのかについて考えることを目的とする。

　　内　　容

　主な活動は、社会福祉法人・堺福祉会・ハートピア堺での子ども食堂への参加、80代、90代を

対象とした英会話教室である。2022年度は高齢者を対象として英会話教室を月１回オンラインを

活用して実施し、子ども食堂は不定期で実施した。

　また、小さな森の学童での子ども食堂にも参加した。住吉総合福祉センターでは、障害者余暇支

援センターじらふでの水遊び活動（８月）やグループホームに住んでいる障がいがある方との交流

（月１回）を実施した。そして、WEVOからの企画として、大学を小学生に案内する大学冒険ツアーと、

堺市立熊野小学校のびのびルームで春祭りを実施した。

　　主な活動

　・高齢者を対象とした英会話教室　・子ども食堂

　・グループホームに入居している障がいがある方との交流活動

　・高齢者虐待防止啓発活動での動画作成

　　部 員 数　　83名

　　活動者の声

　・特別養護老人ホームハートピア堺での英会話教室

　このボランティア活動は毎月テーマを２つ決めてパワーポイントを作成し、それを使用して簡単

な英単語や文章を特別養護老人ホームハートピア堺の利用者と一緒に勉強している活動です。初め

はZoomで高齢者と交流するということで緊張や戸惑いもあったが、毎月行っていると、幅広い分

野の英語やクイズなどで交流することができました。参加してくださっている方の学生時代のお話

を聴いたり、私たちが教えるだけでなく、日本語を教えてもらったり、お互い勉強になっていると

感じています。（人間健康学部・３年次生）

　・小さな森の学童での子ども食堂

　このボランティアは2022年から始まりました。毎月１回地域の子ども達との交流をすることが

主な活動内容である。ご飯を一緒につくって食べて、食育にも重きを置いているので、子ども達に

食について知ってもらう機会にもなっています。2022年度は徐々にではあるが、活動も定期的に

実施することができました。子ども達と交流することで学校で流行っていることや好きなことを聞

いたりすることができ、一緒に楽しい時間を過ごすことができています。（人間健康学部・3年次生）

　　代表者の声　（人間健康学部・２年次生・
しち の 　ゆ　か　り 

七野 由佳梨）

　2022年度は、コロナ禍で思うように活動することができなかった悔しさから、徐々に規制が緩

和され、様々な活動の幅を広げることができました。また、ボランティア活動を通して人との繋が

りができ、他の活動に広げることもできました。今までは定期の活動を行っていたが、自分たちか

ら様々な人と関わり、企画し実行する活動をしたことで、新しい考え方や価値観を知ることができ

ました。そして、一つのことを創り上げる楽しさを知ることができました。

　また、サークル内の改革を行い、皆で参加する・協力する考え方に徐々に変えることができたよ

うに思います。実際2021年度より、ボランティア活動への参加者が増えていることも成果の一つ

です。反省点としては、他学年同士の交流が少ないことす。もっとたくさんの人が関われる機会を

作るように今後もメンバーで考えていきたいと思います。

部 員 数　　43名数　　43名

　　活動者の声

スクールの帰り道の様子

スクールで大縄跳びをしている様子



− 59 − − 60 − − 61 − − 62 − − 63 − − 64 − − 65 − − 66 −

− 67 − − 68 − − 69 − − 70 −

　　活動者の声

　・夏合宿

　淡路島に２泊３日の手話合宿に行きました。手話合宿、とは文字の通り手話のみでコミュニケー

ションを図る合宿のことです。普段から活動内では手話を使っていましたが、生活においてずっと

使用するのは初めての体験で、自分の手話がいかに拙いものだったか気付かされるきっかけにもな

りました。さらに、長い時間一緒に過ごすことで、メンバー同士の距離も縮まり、私自身も新しい

友達ができて忘れられない思い出になりました。（社会学部・３年次生）

　・まちなかリビング北千里での手話お楽しみ会

　はじめにご依頼を頂いた際に、幹部で何を行うのか、どんな年齢のお子さんが中心に来てくださ

るのか、夜遅くまで話し合ったことが印象に残っています。初めてのことに挑戦するために、一致

団結できたと思えた出来事です。台風の影響で延期になってしまい、実施出来たのは幹部の代替わ

りをした後でしたが、それまでに話を進めることができたのが、イベントの成功につながったので

はないかと思います。（社会学部・３年次生）

　　代表者の声　 （社会安全学部・３年次生・
よし だ　さつ き 

吉田 颯樹）

　2022年度のあっぷるは、2021年度よりも一層コロナ禍前の通常活動に則したイベントを行う

ことができました。根拠は２点あります。まず、手話合宿の開催です。世間における感染者数の増

加から中止も危ぶまれましたが、ワクチン２回以上接種あるいはPCR検査の陰性証明の提出の義

務化、現地の保健所の場所などを記した緊急時対応マニュアルの作成など、感染対策に気を配るこ

とで無事終えることができました。もう1つは、学外の図書館から依頼を受けてのイベント開催で

す。しかしこちらは開催日に台風が直撃したことで中止となりました。図書館側のご厚意で別日を

提示していただきましたが、中止の判断をギリギリにしてしまったことが反省点でした。2023度

以降のあっぷるではメンバー同士の健全な交流を通してより活動を盛り上げていってもらえること

を切に願っています。

②　児童文化実践サークル「うぷ」

　　目　　的

　吹田市内の学童保育学級に通っている小学校１年生から４年生を対象と

し、子どもたちと年齢の近い私たち大学生が関わることで普段接している指

導員の方が見ることのない一面を引き出すことができる。そして私たちが子

どもの見本となる行動を、子どもの成長に携わることを目的としている。ま

た、子ども達に“楽しい”を共有することも目的とする。

　　内　　容

　吹田市にある小学校に放課後訪れ、子ども達と遊んだり、宿題をしたり、自分たちで考えたプロ

グラムを発表したりと学童保育を中心に行っている。プログラムでは、紙芝居やペープサート、ゲー

ム等、毎週違うプログラムを組み立てて、子ども達に楽しいを届けている。

　　主な活動

　・吹田市夢つながり未来館主催「夏祭り」　・学童保育

　・関西大学フェスティバル　・ゆいぴあ DE SDGsプロジェクト

　　部 員 数　　23名

　　活動者の声

　・学童保育

　毎週違う小学校に訪問し、毎回違うプログラムを行うので、新しい刺激を受けます。子ども達は

好奇心旺盛で、すぐに話に来てくれて、すぐ打ち解けることができます。子ども達の笑顔を見るこ

とができて、とてもうれしい気持ちになりました。ゲームの内容が子ども達にとって、少し合わな

いこともあり、試行錯誤しましたが、それも新しい発見で、子ども達のことを知っていくことがで

きるので、とてもためになります。（社会学部・２年次生）

　・ゆいぴあ DE SDGsプロジェクト

　一から子ども達が楽しく遊べる場所を作っていきました。何をテーマにするのか、どんな遊び場

にするのか、アイデアを出すことは大変でしたが、一から仲間と作り上げていくことが楽しかった

です。家で作れるものは作り、４日間でアイデアを出し合い、作り直しながらも、一気に作り上げ

ました。思ったよりも壮大な遊び場ができて、達成感が得られました。子ども達に楽しんでもらえ

るような場所が作れて、いい経験だったと感じています。（社会学部・２年次生）

　　代表者の声　 （法学部・１年次生・
なかやま

中山
さとし

聡 ）

　2022年度のうぷの活動としては、大きな成功を収めたのではないかと思います。その理由とし

て２点ほど挙げられます。まず１点目は、学童保育を2021年度よりもたくさんの学級に訪問させ

て頂けたからです。2021年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響で訪問が厳しくなり、うぷ

としても満足のいく活動はできなかったが、2022年度の活動では、紙芝居やペープサートといっ

たプログラムをたくさんの学級さんで行うことができました。

　次に２点目としては、学童保育や他の施設でプログラムを行なった際の子どもたちの笑顔であっ

たり感謝の言葉を頂けた所だと思います。

　うぷのメンバーもこぞって活動をしてよかったと口を揃えて言っていたので、お互い良い時間を

共有できたのではないかと思います。

　そして2022年度は、2021年度の活動を通して、良いところはより良くしていき、反省すべき

ところはメンバー同士で話し合いをして、良い活動に繋げて行けるように心がけていきたいと思い

ます。

③　児童文化研究サークルあかとんぼ

　　目　　的

　小学校の学童保育への訪問や子どもに関する地域行事への参加を通し、子ど

も達と交流することで「いつもとは違う有意義な体験」を子ども達に楽しんで

もらうことを目的とする。

　　内　　容

　例年毎週水曜日に吹田市内の小学校の放課後児童クラブを訪問し、紙芝居・

人形劇を披露したり、野外で子ども達と一緒に遊んだりする活動を行っていま

す。他にも、児童厚生施設や地域の商店街、商業施設などから依頼を受け、より多くの子ども達に

楽しんでもらえるよう、多種多様な活動に取り組んでいます。

（※定期的な学童訪問について、2022年度前半は新型コロナウイルス感染症拡大の影響により中

止していましたが、その後は再開しました。）

　　主な活動

　・夏季研修会　・おばけまつり　・段ボール工作イベント　・まちFUNまつり

　・商業施設における紙芝居、人形劇講演　・チルドレンコンサート　・節分イベント

　　部 員 数　　44名

　　活動者の声

　・学童訪問

　コロナ禍が落ち着くにつれて、吹田市内の学童を訪問させていただけるようになりました。子ど

も達の前で、紙芝居や人形劇を披露することは、子ども達の元気な反応や笑顔が見れ、私たちも充

実した時間を過ごすことができました。また、外遊びも再開し、鬼ごっこやドッジボール、サッカー

などたくさんの遊びを行いました。みんな積極的に誘ってくれたことや名前を覚えてくれたことが

嬉しかったです。（商学部・３年次生）

　・チルドレンコンサート

　2022年度もチルドレンコンサートは演劇の様子を収録し、動画として子ども達に届けました。

今までより動画の編集に更に力を入れようということで、本格的にカット割りなどに工夫を凝らし

て撮影に臨みました。編集後のイメージを考慮しながらの撮影だったので苦戦するも、皆で試行錯

誤しながら遂に動画を完成させ、プレゼントと一緒に学童教室に配布できました。

　その後の学童訪問で、そのプレゼントが教室に飾られているのを見つけたり、「動画観たよ。」と

子どもに言われた時は嬉しかったです。（システム理工学部・３年次生）

　　代表者の声　 （政策創造学部・３年次生・
なかむら  たい ち 

中村 泰地）

　あかとんぼにとって、2022年度は「激動の年」と括ることが出来ます。

予てからのコロナ禍による悪影響が軽減され、後期から定期的な学童訪問を再開し、更に例年より

も極めて積極的に紙芝居や人形劇の公演活動を推進しました。「一刻も早く、寂しがっているであ

ろう子ども達に会って笑顔にしたい」という強い思いで、度々活動参加者が不足する事態に陥りそ

うになりながら、2022年度は従来よりも全体として盛んに動きました。

　この方針は試行の意味もあったことから、団体としての課題点を多数認識できました。2022年

度は我々あかとんぼにとって大変意味のある年度であったと感じます。2023年度からも得られた

知見や要領を活かしていき、向上心を失念せずに、団体の繁栄と「子ども達を楽しませる」という

団体目的の達成を常に追い求めてまいります。

④　ボランティアサークル「チャレンジャー」

　　目　　的

　視覚特別支援学校や障害者福祉施設のイベントに、ボランティアとして参加

することによる社会貢献を目的としている。また、普段接する機会の少ない障

がいのある方との関わりを通して障がいに対する理解を深め、私たち自身も成

長することを目指している。

　　内　　容

　ヘルパーさん立会いのもと、視覚特別支援学校での行事における手引きやサ

ポート、障害者福祉施設「ゆうゆう会」での行事における車いすでの移動や食事介助などのお手伝

いを行うことが主な活動内容である。また、子どもとふれあうボランティアも行っている。

　　主な活動

　・まちをつくろう

※「まちをつくろう」とは、ダンボールを使って“まち”をつくる夏休みの小学生向けワークショップ。

　・風船バレー　・ゆうゆう会の行事補助

　　部 員 数　　50名

　　活動者の声

　・風船バレー

　月に１〜２回、障がいがある方々と風船バレーを実施し、楽しく体を動かすという活動を行いま

した。2020、2021年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響で長期的に活動できなかったこ

ともありましたが、2022年度は比較的継続して活動を行うことができました。活動をしていくな

かで、人によって障がいの程度が異なるためサポートの内容も様々であることに気付きました。そ

して、この気付きから臨機応変に対応することの重要性を学ぶことができました。（文学部・４年次生）

　・ゆうゆう会

　毎月１回、身体や脳に障がいがある会員さんとともに、お出かけやレクリエーションなどを通じ

てコミュニケーションを行いました。2020、2021年度と新型コロナウイルス感染症の拡大によ

り活動ができない日々が続いていましたが、2022年度はコロナ前の活動を再開することができま

した。また、大阪大学の学生と協力してレクリエーションやお出かけの準備を行うことで、自力で

手足を動かすことが難しい会員さんとそのお母さま方、ヘルパーさん、ボランティア学生全員が楽

しめるようにするためにはどうすればいいのかを考え、企画する力を身につけられました。お出か

けの際は、常に安全に気を配ってはいるものの、車いすの移動にはまだまだ不便なことが多いのだ

な、と新たな視点で物事を見ることができるようになりました。（法学部・３年次生）

　　代表者の声　 （法学部・２年次生・
よこたに  みつ ほ 

横谷 光保）

　活動休止が続いていた2021年度当初は、活動によって生まれた交流やサークルのみんなとの関

わりが薄れていくことへの漠然とした不安感がありました。しかし2022年度は新型コロナウイル

ス感染症の拡大による一時活動休止が数回あったものの、今まで行ってきた活動をかなり再開する

ことができたので、改めて対面で活動できることの喜びを感じました。2023年度は多くの学生が

継続して活動に参加してくれているので、役職の人数を増やし、サークルを運営してもらいたいと

考えています。また、Twitterの情報を見て、チャレンジャーに入会する学生が多いことを受け、

新たにInstagramも活用していき、広報にも力を入れてくれたらなと思います。2023年度は新し

い役職者が伸び伸びと活動できるように、私はサポートに回り、チャレンジャーの活動を支えてい

けたらなと思います。

（２）文化会

①　ユネスコ研究部

　　目　　的

　ユネスコ憲章にある「心の中に平和の砦を」という理念に則り、主に

子ども達との交流を中心としたボランティア活動を行っている。子ども

達に、普段あまり関わることのない大学生との交流を通じて、異世代交

流の楽しさや集団行動の大切さを学んでもらうことが目的である。また、

子ども達との交流により、部員が行動力や責任感を培い、新たな成長に

繋げていくことも目的の一つである。

　　内　　容

　吹田市在住の子ども達と月に一度交流する「スクール」を中心に活動している。「スクール」で

は運動や料理、工作などをしたり、遠足やキャンプなど遠くに出かける活動も行ったりしている。

　その他には、吹田市を中心に地域イベントの運営補助や企画、子ども会で行うイベントの運営補

助などのボランティア活動にも取り組んでいる。

　　主な活動

　・スクール　・スクールキャンプ　・片山地区こども会連合協議会イベント

　　部 員 数　　43名

　　活動者の声

　・スクール

　スクールは我が部にとってメインとなる活動です。吹田市の小学生と公園でドッチボールや鬼

ごっこなどを行ったり、室内でビンゴ大会や工作などで遊び、小学生との交流を深めました。一見

すると、大学生が小学生と遊んであげているように見えますが、実際は私たち大学生が小学生から

様々なことを学んでいます。小学生ならではの斬新な発想や成長に伴い忘れてしまう意見が衝突し

た時の誠実な対応など挙げきれないほど沢山の学びをスクールによって得ることができます。小学

生と関わることや体験を通じて学ぶことに興味のある方にはぜひ参加していただきたい活動です。

（経済学部・３年次生）

　・スクールキャンプ

　2022年度は京都府立るり渓少年自然の家に１泊２日でスクールキャンプを行いました。新型コ

ロナウイルス感染症拡大の影響で数年ぶりの開催となり、スクールキャンプを経験したことのある

部員がいなかったため、苦労することもありました。しかし、焼き板体験やキャンプファイヤー、

野外炊飯など小学生と大学生が共に自然を満喫することができました。キャンプを楽しみに参加し

てくれた小学生や大学生を信頼してお子様を預けてくださった保護者の期待に応えることができた

2日間であったのではないかと思います。（経済学部・３年次生）

　　代表者の声　 （文学部・３年次生・
さ とう りゅうた

佐藤 竜太）

　「With コロナ」の中で始まった2022年は、まさに再始動の年といえます。

　「大学生がサポートする子ども達の新たなコミュニティ作り」を2022年度の理念とし、まずは

新入部員の確保に取り組みました。結果的には20名以上の部員が加入してくれました。

　新入部員を含めた部員間の関係作りに取り組み、部会等も行った事が参加した子ども達と信頼関

係を築く事につながり、2023年度の継続参加にも大きく寄与したと考えます。

　数年ぶりに開催した夏季スクールキャンプ・学園祭模擬店に関しては、これまでの形式に捉われ

ず、円滑な実施に重点を置いた活動としました。

　新たにSNSの活用を意識しました。Instagramは広報面で入部希望者を多く獲得する要因となり、

公式LINEは保護者との連絡ツールとして大いに活躍しました。

　最終的には今後活動していく上での土壌を作れたと思います。

（３）準登録団体

①　学生団体KUMC

　　目　　的

　主に、高槻・吹田地域の住民や子ども達を中心として、地域に向けて防災に

関する情報を発信し、地域全体の防災意識の向上に貢献することを目的として、

地域密着型の防災啓発活動を展開している。そして、実際に災害が起こった時

に、自分たちが伝えたことが活かされることを目標にしている。また、地域の

お祭りやイベントなどにおいて、企画運営や警備のボランティアなどに参加す

ることで、地域振興のお手伝いをするなどの活動にも取り組んでいる。

　　内　　容

　地域の小学校における防災授業や図書館での防災絵本の読み聞かせなどさまざまなイベントに参

加し、防災の知識を楽しく学んでもらえるよう取り組んでいる。また、活動では自作のパワーポイ

ントやゲームを取り入れ、より楽しく知識を学んでもらえるような工夫をしている。

　地域貢献活動として、高槻市、吹田市などを中心にさまざまなイベントにボランティアとして参

加し、毎年春と冬には、学習の一環として東北地方を訪れ、語り部さんからお話を聞くなどして震

災とその復興について学んでいる。

　　主な活動

　・高槻ジャズストリート　・チャリティショップ　・すいたEXPO

　・万博フラワーカーペット　・東北ツアー　・淀川・芥川クリーンアップ大作戦

　　部 員 数　　846名

　　活動者の声

・すいたフェスタ

　半年以上かけて企画運営をする実行委員に約20名、当日ボランティアに約100名以上が参加し

ました。内容は、模擬店やスプラッシュパーティー、スカイランタン、学生ステージ企画の手伝い

等です。自分たちが楽しんでボランティアに参加して盛り上げることで、来場してくださった方々

もとても楽しんでくださいました。特に模擬店のスライムやミサンガ作りでは、子どもに１対１で

教えてあげて、一生懸命作ってくれている姿が可愛くて癒されました。（社会学部・３年次生）

　・東北ツアー

　新型コロナウイルス感染症拡大のため、例年からなかなか実施することができなかった東北ツ

アーを、2022年度の春（３月）に、４年ぶりにやっとの思いで実施することができました。ツアー

内容としては、震災遺構である小学校や伝承館を訪問し、現地の方のお話を伺いながら学習しました。

　このツアーでは、実際の被災地を訪れて、災害に対する新たな学びや発見、また、直接肌で感じ

ることの大切さなどを体験することができました。2023年度も3月に実施する予定です。（社会学

部・３年次生）

　　代表者の声　 （社会学部・３年次生・
ふく だ　  ゆ　ゆ　か

福田 優々花）

　新型コロナウイルスの感染状況が少し落ち着くとともに、徐々にコロナ禍以前のような活動がで

きるようになった1年でした。2022年も2021年に引き続き、エコカフェ NAZのチャリティー

ショップやしゅくだいカフェ等同じ団体から依頼をいただくことができ、コロナ禍を通して地域の

方々と関係性を築くことができました。また、KUMCの主な活動であるすいたフェスタと東北ツアー

を3年ぶりに実施することができ、コロナ禍に入学した私たちも、KUMCについて、より理解が深

まる年となりました。東北ツアーでは、小学校や学内での防災授業を例年よりも多く実施しました。

2022年度は、過去最高の部員数となり、大規模なボランティア活動に興味を持って入会してくれ

た人が多いので、安定してボランティアを依頼していただけるように参加者の確保や地域とのコ

ミュニケーションにより一層尽力したいです。

②　WEVO

　　目　　的

　ボランティア活動を行う楽しさを知る。そして、ボランティアを通じて

人と人、人と社会とのつながりについて学ぶ。また、地域の方との交流を

深め、１つの団体として、地域社会の輪の中に入る。そして、福祉施設や、

団体と協働して行う活動を通じて、今、起きている問題や、取り組みなど

を学び、自分たちには何が出来るのかについて考えることを目的とする。

　　内　　容

　主な活動は、社会福祉法人・堺福祉会・ハートピア堺での子ども食堂への参加、80代、90代を

対象とした英会話教室である。2022年度は高齢者を対象として英会話教室を月１回オンラインを

活用して実施し、子ども食堂は不定期で実施した。

　また、小さな森の学童での子ども食堂にも参加した。住吉総合福祉センターでは、障害者余暇支

援センターじらふでの水遊び活動（８月）やグループホームに住んでいる障がいがある方との交流

（月１回）を実施した。そして、WEVOからの企画として、大学を小学生に案内する大学冒険ツアーと、

堺市立熊野小学校のびのびルームで春祭りを実施した。

　　主な活動

　・高齢者を対象とした英会話教室　・子ども食堂

　・グループホームに入居している障がいがある方との交流活動

　・高齢者虐待防止啓発活動での動画作成

　　部 員 数　　83名

　　活動者の声

　・特別養護老人ホームハートピア堺での英会話教室

　このボランティア活動は毎月テーマを２つ決めてパワーポイントを作成し、それを使用して簡単

な英単語や文章を特別養護老人ホームハートピア堺の利用者と一緒に勉強している活動です。初め

はZoomで高齢者と交流するということで緊張や戸惑いもあったが、毎月行っていると、幅広い分

野の英語やクイズなどで交流することができました。参加してくださっている方の学生時代のお話

を聴いたり、私たちが教えるだけでなく、日本語を教えてもらったり、お互い勉強になっていると

感じています。（人間健康学部・３年次生）

　・小さな森の学童での子ども食堂

　このボランティアは2022年から始まりました。毎月１回地域の子ども達との交流をすることが

主な活動内容である。ご飯を一緒につくって食べて、食育にも重きを置いているので、子ども達に

食について知ってもらう機会にもなっています。2022年度は徐々にではあるが、活動も定期的に

実施することができました。子ども達と交流することで学校で流行っていることや好きなことを聞

いたりすることができ、一緒に楽しい時間を過ごすことができています。（人間健康学部・3年次生）

　　代表者の声　（人間健康学部・２年次生・
しち の 　ゆ　か　り 

七野 由佳梨）

　2022年度は、コロナ禍で思うように活動することができなかった悔しさから、徐々に規制が緩

和され、様々な活動の幅を広げることができました。また、ボランティア活動を通して人との繋が

りができ、他の活動に広げることもできました。今までは定期の活動を行っていたが、自分たちか

ら様々な人と関わり、企画し実行する活動をしたことで、新しい考え方や価値観を知ることができ

ました。そして、一つのことを創り上げる楽しさを知ることができました。

　また、サークル内の改革を行い、皆で参加する・協力する考え方に徐々に変えることができたよ

うに思います。実際2021年度より、ボランティア活動への参加者が増えていることも成果の一つ

です。反省点としては、他学年同士の交流が少ないことす。もっとたくさんの人が関われる機会を

作るように今後もメンバーで考えていきたいと思います。

くまっく

KUMCマスコットキャラクター

吹田フェスタ集合写真 京都市市民防災センターで体験している様子
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Ⅲ  学内ボランティア団体

　　活動者の声

　・夏合宿

　淡路島に２泊３日の手話合宿に行きました。手話合宿、とは文字の通り手話のみでコミュニケー

ションを図る合宿のことです。普段から活動内では手話を使っていましたが、生活においてずっと

使用するのは初めての体験で、自分の手話がいかに拙いものだったか気付かされるきっかけにもな

りました。さらに、長い時間一緒に過ごすことで、メンバー同士の距離も縮まり、私自身も新しい

友達ができて忘れられない思い出になりました。（社会学部・３年次生）

　・まちなかリビング北千里での手話お楽しみ会

　はじめにご依頼を頂いた際に、幹部で何を行うのか、どんな年齢のお子さんが中心に来てくださ

るのか、夜遅くまで話し合ったことが印象に残っています。初めてのことに挑戦するために、一致

団結できたと思えた出来事です。台風の影響で延期になってしまい、実施出来たのは幹部の代替わ

りをした後でしたが、それまでに話を進めることができたのが、イベントの成功につながったので

はないかと思います。（社会学部・３年次生）

　　代表者の声　 （社会安全学部・３年次生・
よし だ　さつ き 

吉田 颯樹）

　2022年度のあっぷるは、2021年度よりも一層コロナ禍前の通常活動に則したイベントを行う

ことができました。根拠は２点あります。まず、手話合宿の開催です。世間における感染者数の増

加から中止も危ぶまれましたが、ワクチン２回以上接種あるいはPCR検査の陰性証明の提出の義

務化、現地の保健所の場所などを記した緊急時対応マニュアルの作成など、感染対策に気を配るこ

とで無事終えることができました。もう1つは、学外の図書館から依頼を受けてのイベント開催で

す。しかしこちらは開催日に台風が直撃したことで中止となりました。図書館側のご厚意で別日を

提示していただきましたが、中止の判断をギリギリにしてしまったことが反省点でした。2023度

以降のあっぷるではメンバー同士の健全な交流を通してより活動を盛り上げていってもらえること

を切に願っています。

②　児童文化実践サークル「うぷ」

　　目　　的

　吹田市内の学童保育学級に通っている小学校１年生から４年生を対象と

し、子どもたちと年齢の近い私たち大学生が関わることで普段接している指

導員の方が見ることのない一面を引き出すことができる。そして私たちが子

どもの見本となる行動を、子どもの成長に携わることを目的としている。ま

た、子ども達に“楽しい”を共有することも目的とする。

　　内　　容

　吹田市にある小学校に放課後訪れ、子ども達と遊んだり、宿題をしたり、自分たちで考えたプロ

グラムを発表したりと学童保育を中心に行っている。プログラムでは、紙芝居やペープサート、ゲー

ム等、毎週違うプログラムを組み立てて、子ども達に楽しいを届けている。

　　主な活動

　・吹田市夢つながり未来館主催「夏祭り」　・学童保育

　・関西大学フェスティバル　・ゆいぴあ DE SDGsプロジェクト

　　部 員 数　　23名

　　活動者の声

　・学童保育

　毎週違う小学校に訪問し、毎回違うプログラムを行うので、新しい刺激を受けます。子ども達は

好奇心旺盛で、すぐに話に来てくれて、すぐ打ち解けることができます。子ども達の笑顔を見るこ

とができて、とてもうれしい気持ちになりました。ゲームの内容が子ども達にとって、少し合わな

いこともあり、試行錯誤しましたが、それも新しい発見で、子ども達のことを知っていくことがで

きるので、とてもためになります。（社会学部・２年次生）

　・ゆいぴあ DE SDGsプロジェクト

　一から子ども達が楽しく遊べる場所を作っていきました。何をテーマにするのか、どんな遊び場

にするのか、アイデアを出すことは大変でしたが、一から仲間と作り上げていくことが楽しかった

です。家で作れるものは作り、４日間でアイデアを出し合い、作り直しながらも、一気に作り上げ

ました。思ったよりも壮大な遊び場ができて、達成感が得られました。子ども達に楽しんでもらえ

るような場所が作れて、いい経験だったと感じています。（社会学部・２年次生）

　　代表者の声　 （法学部・１年次生・
なかやま

中山
さとし

聡 ）

　2022年度のうぷの活動としては、大きな成功を収めたのではないかと思います。その理由とし

て２点ほど挙げられます。まず１点目は、学童保育を2021年度よりもたくさんの学級に訪問させ

て頂けたからです。2021年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響で訪問が厳しくなり、うぷ

としても満足のいく活動はできなかったが、2022年度の活動では、紙芝居やペープサートといっ

たプログラムをたくさんの学級さんで行うことができました。

　次に２点目としては、学童保育や他の施設でプログラムを行なった際の子どもたちの笑顔であっ

たり感謝の言葉を頂けた所だと思います。

　うぷのメンバーもこぞって活動をしてよかったと口を揃えて言っていたので、お互い良い時間を

共有できたのではないかと思います。

　そして2022年度は、2021年度の活動を通して、良いところはより良くしていき、反省すべき

ところはメンバー同士で話し合いをして、良い活動に繋げて行けるように心がけていきたいと思い

ます。

③　児童文化研究サークルあかとんぼ

　　目　　的

　小学校の学童保育への訪問や子どもに関する地域行事への参加を通し、子ど

も達と交流することで「いつもとは違う有意義な体験」を子ども達に楽しんで

もらうことを目的とする。

　　内　　容

　例年毎週水曜日に吹田市内の小学校の放課後児童クラブを訪問し、紙芝居・

人形劇を披露したり、野外で子ども達と一緒に遊んだりする活動を行っていま

す。他にも、児童厚生施設や地域の商店街、商業施設などから依頼を受け、より多くの子ども達に

楽しんでもらえるよう、多種多様な活動に取り組んでいます。

（※定期的な学童訪問について、2022年度前半は新型コロナウイルス感染症拡大の影響により中

止していましたが、その後は再開しました。）

　　主な活動

　・夏季研修会　・おばけまつり　・段ボール工作イベント　・まちFUNまつり

　・商業施設における紙芝居、人形劇講演　・チルドレンコンサート　・節分イベント

　　部 員 数　　44名

　　活動者の声

　・学童訪問

　コロナ禍が落ち着くにつれて、吹田市内の学童を訪問させていただけるようになりました。子ど

も達の前で、紙芝居や人形劇を披露することは、子ども達の元気な反応や笑顔が見れ、私たちも充

実した時間を過ごすことができました。また、外遊びも再開し、鬼ごっこやドッジボール、サッカー

などたくさんの遊びを行いました。みんな積極的に誘ってくれたことや名前を覚えてくれたことが

嬉しかったです。（商学部・３年次生）

　・チルドレンコンサート

　2022年度もチルドレンコンサートは演劇の様子を収録し、動画として子ども達に届けました。

今までより動画の編集に更に力を入れようということで、本格的にカット割りなどに工夫を凝らし

て撮影に臨みました。編集後のイメージを考慮しながらの撮影だったので苦戦するも、皆で試行錯

誤しながら遂に動画を完成させ、プレゼントと一緒に学童教室に配布できました。

　その後の学童訪問で、そのプレゼントが教室に飾られているのを見つけたり、「動画観たよ。」と

子どもに言われた時は嬉しかったです。（システム理工学部・３年次生）

　　代表者の声　 （政策創造学部・３年次生・
なかむら  たい ち 

中村 泰地）

　あかとんぼにとって、2022年度は「激動の年」と括ることが出来ます。

予てからのコロナ禍による悪影響が軽減され、後期から定期的な学童訪問を再開し、更に例年より

も極めて積極的に紙芝居や人形劇の公演活動を推進しました。「一刻も早く、寂しがっているであ

ろう子ども達に会って笑顔にしたい」という強い思いで、度々活動参加者が不足する事態に陥りそ

うになりながら、2022年度は従来よりも全体として盛んに動きました。

　この方針は試行の意味もあったことから、団体としての課題点を多数認識できました。2022年

度は我々あかとんぼにとって大変意味のある年度であったと感じます。2023年度からも得られた

知見や要領を活かしていき、向上心を失念せずに、団体の繁栄と「子ども達を楽しませる」という

団体目的の達成を常に追い求めてまいります。

④　ボランティアサークル「チャレンジャー」

　　目　　的

　視覚特別支援学校や障害者福祉施設のイベントに、ボランティアとして参加

することによる社会貢献を目的としている。また、普段接する機会の少ない障

がいのある方との関わりを通して障がいに対する理解を深め、私たち自身も成

長することを目指している。

　　内　　容

　ヘルパーさん立会いのもと、視覚特別支援学校での行事における手引きやサ

ポート、障害者福祉施設「ゆうゆう会」での行事における車いすでの移動や食事介助などのお手伝

いを行うことが主な活動内容である。また、子どもとふれあうボランティアも行っている。

　　主な活動

　・まちをつくろう

※「まちをつくろう」とは、ダンボールを使って“まち”をつくる夏休みの小学生向けワークショップ。

　・風船バレー　・ゆうゆう会の行事補助

　　部 員 数　　50名

　　活動者の声

　・風船バレー

　月に１〜２回、障がいがある方々と風船バレーを実施し、楽しく体を動かすという活動を行いま

した。2020、2021年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響で長期的に活動できなかったこ

ともありましたが、2022年度は比較的継続して活動を行うことができました。活動をしていくな

かで、人によって障がいの程度が異なるためサポートの内容も様々であることに気付きました。そ

して、この気付きから臨機応変に対応することの重要性を学ぶことができました。（文学部・４年次生）

　・ゆうゆう会

　毎月１回、身体や脳に障がいがある会員さんとともに、お出かけやレクリエーションなどを通じ

てコミュニケーションを行いました。2020、2021年度と新型コロナウイルス感染症の拡大によ

り活動ができない日々が続いていましたが、2022年度はコロナ前の活動を再開することができま

した。また、大阪大学の学生と協力してレクリエーションやお出かけの準備を行うことで、自力で

手足を動かすことが難しい会員さんとそのお母さま方、ヘルパーさん、ボランティア学生全員が楽

しめるようにするためにはどうすればいいのかを考え、企画する力を身につけられました。お出か

けの際は、常に安全に気を配ってはいるものの、車いすの移動にはまだまだ不便なことが多いのだ

な、と新たな視点で物事を見ることができるようになりました。（法学部・３年次生）

　　代表者の声　 （法学部・２年次生・
よこたに  みつ ほ 

横谷 光保）

　活動休止が続いていた2021年度当初は、活動によって生まれた交流やサークルのみんなとの関

わりが薄れていくことへの漠然とした不安感がありました。しかし2022年度は新型コロナウイル

ス感染症の拡大による一時活動休止が数回あったものの、今まで行ってきた活動をかなり再開する

ことができたので、改めて対面で活動できることの喜びを感じました。2023年度は多くの学生が

継続して活動に参加してくれているので、役職の人数を増やし、サークルを運営してもらいたいと

考えています。また、Twitterの情報を見て、チャレンジャーに入会する学生が多いことを受け、

新たにInstagramも活用していき、広報にも力を入れてくれたらなと思います。2023年度は新し

い役職者が伸び伸びと活動できるように、私はサポートに回り、チャレンジャーの活動を支えてい

けたらなと思います。

（２）文化会

①　ユネスコ研究部

　　目　　的

　ユネスコ憲章にある「心の中に平和の砦を」という理念に則り、主に

子ども達との交流を中心としたボランティア活動を行っている。子ども

達に、普段あまり関わることのない大学生との交流を通じて、異世代交

流の楽しさや集団行動の大切さを学んでもらうことが目的である。また、

子ども達との交流により、部員が行動力や責任感を培い、新たな成長に

繋げていくことも目的の一つである。

　　内　　容

　吹田市在住の子ども達と月に一度交流する「スクール」を中心に活動している。「スクール」で

は運動や料理、工作などをしたり、遠足やキャンプなど遠くに出かける活動も行ったりしている。

　その他には、吹田市を中心に地域イベントの運営補助や企画、子ども会で行うイベントの運営補

助などのボランティア活動にも取り組んでいる。

　　主な活動

　・スクール　・スクールキャンプ　・片山地区こども会連合協議会イベント

　　部 員 数　　43名

　　活動者の声

　・スクール

　スクールは我が部にとってメインとなる活動です。吹田市の小学生と公園でドッチボールや鬼

ごっこなどを行ったり、室内でビンゴ大会や工作などで遊び、小学生との交流を深めました。一見

すると、大学生が小学生と遊んであげているように見えますが、実際は私たち大学生が小学生から

様々なことを学んでいます。小学生ならではの斬新な発想や成長に伴い忘れてしまう意見が衝突し

た時の誠実な対応など挙げきれないほど沢山の学びをスクールによって得ることができます。小学

生と関わることや体験を通じて学ぶことに興味のある方にはぜひ参加していただきたい活動です。

（経済学部・３年次生）

　・スクールキャンプ

　2022年度は京都府立るり渓少年自然の家に１泊２日でスクールキャンプを行いました。新型コ

ロナウイルス感染症拡大の影響で数年ぶりの開催となり、スクールキャンプを経験したことのある

部員がいなかったため、苦労することもありました。しかし、焼き板体験やキャンプファイヤー、

野外炊飯など小学生と大学生が共に自然を満喫することができました。キャンプを楽しみに参加し

てくれた小学生や大学生を信頼してお子様を預けてくださった保護者の期待に応えることができた

2日間であったのではないかと思います。（経済学部・３年次生）

　　代表者の声　 （文学部・３年次生・
さ とう りゅうた

佐藤 竜太）

　「With コロナ」の中で始まった2022年は、まさに再始動の年といえます。

　「大学生がサポートする子ども達の新たなコミュニティ作り」を2022年度の理念とし、まずは

新入部員の確保に取り組みました。結果的には20名以上の部員が加入してくれました。

　新入部員を含めた部員間の関係作りに取り組み、部会等も行った事が参加した子ども達と信頼関

係を築く事につながり、2023年度の継続参加にも大きく寄与したと考えます。

　数年ぶりに開催した夏季スクールキャンプ・学園祭模擬店に関しては、これまでの形式に捉われ

ず、円滑な実施に重点を置いた活動としました。

　新たにSNSの活用を意識しました。Instagramは広報面で入部希望者を多く獲得する要因となり、

公式LINEは保護者との連絡ツールとして大いに活躍しました。

　最終的には今後活動していく上での土壌を作れたと思います。

（３）準登録団体

①　学生団体KUMC

　　目　　的

　主に、高槻・吹田地域の住民や子ども達を中心として、地域に向けて防災に

関する情報を発信し、地域全体の防災意識の向上に貢献することを目的として、

地域密着型の防災啓発活動を展開している。そして、実際に災害が起こった時

に、自分たちが伝えたことが活かされることを目標にしている。また、地域の

お祭りやイベントなどにおいて、企画運営や警備のボランティアなどに参加す

ることで、地域振興のお手伝いをするなどの活動にも取り組んでいる。

　　内　　容

　地域の小学校における防災授業や図書館での防災絵本の読み聞かせなどさまざまなイベントに参

加し、防災の知識を楽しく学んでもらえるよう取り組んでいる。また、活動では自作のパワーポイ

ントやゲームを取り入れ、より楽しく知識を学んでもらえるような工夫をしている。

　地域貢献活動として、高槻市、吹田市などを中心にさまざまなイベントにボランティアとして参

加し、毎年春と冬には、学習の一環として東北地方を訪れ、語り部さんからお話を聞くなどして震

災とその復興について学んでいる。

　　主な活動

　・高槻ジャズストリート　・チャリティショップ　・すいたEXPO

　・万博フラワーカーペット　・東北ツアー　・淀川・芥川クリーンアップ大作戦

　　部 員 数　　846名

　　活動者の声

・すいたフェスタ

　半年以上かけて企画運営をする実行委員に約20名、当日ボランティアに約100名以上が参加し

ました。内容は、模擬店やスプラッシュパーティー、スカイランタン、学生ステージ企画の手伝い

等です。自分たちが楽しんでボランティアに参加して盛り上げることで、来場してくださった方々

もとても楽しんでくださいました。特に模擬店のスライムやミサンガ作りでは、子どもに１対１で

教えてあげて、一生懸命作ってくれている姿が可愛くて癒されました。（社会学部・３年次生）

　・東北ツアー

　新型コロナウイルス感染症拡大のため、例年からなかなか実施することができなかった東北ツ

アーを、2022年度の春（３月）に、４年ぶりにやっとの思いで実施することができました。ツアー

内容としては、震災遺構である小学校や伝承館を訪問し、現地の方のお話を伺いながら学習しました。

　このツアーでは、実際の被災地を訪れて、災害に対する新たな学びや発見、また、直接肌で感じ

ることの大切さなどを体験することができました。2023年度も3月に実施する予定です。（社会学

部・３年次生）

　　代表者の声　 （社会学部・３年次生・
ふく だ　  ゆ　ゆ　か

福田 優々花）

　新型コロナウイルスの感染状況が少し落ち着くとともに、徐々にコロナ禍以前のような活動がで

きるようになった1年でした。2022年も2021年に引き続き、エコカフェ NAZのチャリティー

ショップやしゅくだいカフェ等同じ団体から依頼をいただくことができ、コロナ禍を通して地域の

方々と関係性を築くことができました。また、KUMCの主な活動であるすいたフェスタと東北ツアー

を3年ぶりに実施することができ、コロナ禍に入学した私たちも、KUMCについて、より理解が深

まる年となりました。東北ツアーでは、小学校や学内での防災授業を例年よりも多く実施しました。

2022年度は、過去最高の部員数となり、大規模なボランティア活動に興味を持って入会してくれ

た人が多いので、安定してボランティアを依頼していただけるように参加者の確保や地域とのコ

ミュニケーションにより一層尽力したいです。

②　WEVO

　　目　　的

　ボランティア活動を行う楽しさを知る。そして、ボランティアを通じて

人と人、人と社会とのつながりについて学ぶ。また、地域の方との交流を

深め、１つの団体として、地域社会の輪の中に入る。そして、福祉施設や、

団体と協働して行う活動を通じて、今、起きている問題や、取り組みなど

を学び、自分たちには何が出来るのかについて考えることを目的とする。

　　内　　容

　主な活動は、社会福祉法人・堺福祉会・ハートピア堺での子ども食堂への参加、80代、90代を

対象とした英会話教室である。2022年度は高齢者を対象として英会話教室を月１回オンラインを

活用して実施し、子ども食堂は不定期で実施した。

　また、小さな森の学童での子ども食堂にも参加した。住吉総合福祉センターでは、障害者余暇支

援センターじらふでの水遊び活動（８月）やグループホームに住んでいる障がいがある方との交流

（月１回）を実施した。そして、WEVOからの企画として、大学を小学生に案内する大学冒険ツアーと、

堺市立熊野小学校のびのびルームで春祭りを実施した。

　　主な活動

　・高齢者を対象とした英会話教室　・子ども食堂

　・グループホームに入居している障がいがある方との交流活動

　・高齢者虐待防止啓発活動での動画作成

　　部 員 数　　83名

　　活動者の声

　・特別養護老人ホームハートピア堺での英会話教室

　このボランティア活動は毎月テーマを２つ決めてパワーポイントを作成し、それを使用して簡単

な英単語や文章を特別養護老人ホームハートピア堺の利用者と一緒に勉強している活動です。初め

はZoomで高齢者と交流するということで緊張や戸惑いもあったが、毎月行っていると、幅広い分

野の英語やクイズなどで交流することができました。参加してくださっている方の学生時代のお話

を聴いたり、私たちが教えるだけでなく、日本語を教えてもらったり、お互い勉強になっていると

感じています。（人間健康学部・３年次生）

　・小さな森の学童での子ども食堂

　このボランティアは2022年から始まりました。毎月１回地域の子ども達との交流をすることが

主な活動内容である。ご飯を一緒につくって食べて、食育にも重きを置いているので、子ども達に

食について知ってもらう機会にもなっています。2022年度は徐々にではあるが、活動も定期的に

実施することができました。子ども達と交流することで学校で流行っていることや好きなことを聞

いたりすることができ、一緒に楽しい時間を過ごすことができています。（人間健康学部・3年次生）

　　代表者の声　（人間健康学部・２年次生・
しち の 　ゆ　か　り 

七野 由佳梨）

　2022年度は、コロナ禍で思うように活動することができなかった悔しさから、徐々に規制が緩

和され、様々な活動の幅を広げることができました。また、ボランティア活動を通して人との繋が

りができ、他の活動に広げることもできました。今までは定期の活動を行っていたが、自分たちか

ら様々な人と関わり、企画し実行する活動をしたことで、新しい考え方や価値観を知ることができ

ました。そして、一つのことを創り上げる楽しさを知ることができました。

　また、サークル内の改革を行い、皆で参加する・協力する考え方に徐々に変えることができたよ

うに思います。実際2021年度より、ボランティア活動への参加者が増えていることも成果の一つ

です。反省点としては、他学年同士の交流が少ないことす。もっとたくさんの人が関われる機会を

作るように今後もメンバーで考えていきたいと思います。

うぃにゃん

WEVOマスコットキャラクター
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　　活動者の声

　・夏合宿

　淡路島に２泊３日の手話合宿に行きました。手話合宿、とは文字の通り手話のみでコミュニケー

ションを図る合宿のことです。普段から活動内では手話を使っていましたが、生活においてずっと

使用するのは初めての体験で、自分の手話がいかに拙いものだったか気付かされるきっかけにもな

りました。さらに、長い時間一緒に過ごすことで、メンバー同士の距離も縮まり、私自身も新しい

友達ができて忘れられない思い出になりました。（社会学部・３年次生）

　・まちなかリビング北千里での手話お楽しみ会

　はじめにご依頼を頂いた際に、幹部で何を行うのか、どんな年齢のお子さんが中心に来てくださ

るのか、夜遅くまで話し合ったことが印象に残っています。初めてのことに挑戦するために、一致

団結できたと思えた出来事です。台風の影響で延期になってしまい、実施出来たのは幹部の代替わ

りをした後でしたが、それまでに話を進めることができたのが、イベントの成功につながったので

はないかと思います。（社会学部・３年次生）

　　代表者の声　 （社会安全学部・３年次生・
よし だ　さつ き 

吉田 颯樹）

　2022年度のあっぷるは、2021年度よりも一層コロナ禍前の通常活動に則したイベントを行う

ことができました。根拠は２点あります。まず、手話合宿の開催です。世間における感染者数の増

加から中止も危ぶまれましたが、ワクチン２回以上接種あるいはPCR検査の陰性証明の提出の義

務化、現地の保健所の場所などを記した緊急時対応マニュアルの作成など、感染対策に気を配るこ

とで無事終えることができました。もう1つは、学外の図書館から依頼を受けてのイベント開催で

す。しかしこちらは開催日に台風が直撃したことで中止となりました。図書館側のご厚意で別日を

提示していただきましたが、中止の判断をギリギリにしてしまったことが反省点でした。2023度

以降のあっぷるではメンバー同士の健全な交流を通してより活動を盛り上げていってもらえること

を切に願っています。

②　児童文化実践サークル「うぷ」

　　目　　的

　吹田市内の学童保育学級に通っている小学校１年生から４年生を対象と

し、子どもたちと年齢の近い私たち大学生が関わることで普段接している指

導員の方が見ることのない一面を引き出すことができる。そして私たちが子

どもの見本となる行動を、子どもの成長に携わることを目的としている。ま

た、子ども達に“楽しい”を共有することも目的とする。

　　内　　容

　吹田市にある小学校に放課後訪れ、子ども達と遊んだり、宿題をしたり、自分たちで考えたプロ

グラムを発表したりと学童保育を中心に行っている。プログラムでは、紙芝居やペープサート、ゲー

ム等、毎週違うプログラムを組み立てて、子ども達に楽しいを届けている。

　　主な活動

　・吹田市夢つながり未来館主催「夏祭り」　・学童保育

　・関西大学フェスティバル　・ゆいぴあ DE SDGsプロジェクト

　　部 員 数　　23名

　　活動者の声

　・学童保育

　毎週違う小学校に訪問し、毎回違うプログラムを行うので、新しい刺激を受けます。子ども達は

好奇心旺盛で、すぐに話に来てくれて、すぐ打ち解けることができます。子ども達の笑顔を見るこ

とができて、とてもうれしい気持ちになりました。ゲームの内容が子ども達にとって、少し合わな

いこともあり、試行錯誤しましたが、それも新しい発見で、子ども達のことを知っていくことがで

きるので、とてもためになります。（社会学部・２年次生）

　・ゆいぴあ DE SDGsプロジェクト

　一から子ども達が楽しく遊べる場所を作っていきました。何をテーマにするのか、どんな遊び場

にするのか、アイデアを出すことは大変でしたが、一から仲間と作り上げていくことが楽しかった

です。家で作れるものは作り、４日間でアイデアを出し合い、作り直しながらも、一気に作り上げ

ました。思ったよりも壮大な遊び場ができて、達成感が得られました。子ども達に楽しんでもらえ

るような場所が作れて、いい経験だったと感じています。（社会学部・２年次生）

　　代表者の声　 （法学部・１年次生・
なかやま

中山
さとし

聡 ）

　2022年度のうぷの活動としては、大きな成功を収めたのではないかと思います。その理由とし

て２点ほど挙げられます。まず１点目は、学童保育を2021年度よりもたくさんの学級に訪問させ

て頂けたからです。2021年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響で訪問が厳しくなり、うぷ

としても満足のいく活動はできなかったが、2022年度の活動では、紙芝居やペープサートといっ

たプログラムをたくさんの学級さんで行うことができました。

　次に２点目としては、学童保育や他の施設でプログラムを行なった際の子どもたちの笑顔であっ

たり感謝の言葉を頂けた所だと思います。

　うぷのメンバーもこぞって活動をしてよかったと口を揃えて言っていたので、お互い良い時間を

共有できたのではないかと思います。

　そして2022年度は、2021年度の活動を通して、良いところはより良くしていき、反省すべき

ところはメンバー同士で話し合いをして、良い活動に繋げて行けるように心がけていきたいと思い

ます。

③　児童文化研究サークルあかとんぼ

　　目　　的

　小学校の学童保育への訪問や子どもに関する地域行事への参加を通し、子ど

も達と交流することで「いつもとは違う有意義な体験」を子ども達に楽しんで

もらうことを目的とする。

　　内　　容

　例年毎週水曜日に吹田市内の小学校の放課後児童クラブを訪問し、紙芝居・

人形劇を披露したり、野外で子ども達と一緒に遊んだりする活動を行っていま

す。他にも、児童厚生施設や地域の商店街、商業施設などから依頼を受け、より多くの子ども達に

楽しんでもらえるよう、多種多様な活動に取り組んでいます。

（※定期的な学童訪問について、2022年度前半は新型コロナウイルス感染症拡大の影響により中

止していましたが、その後は再開しました。）

　　主な活動

　・夏季研修会　・おばけまつり　・段ボール工作イベント　・まちFUNまつり

　・商業施設における紙芝居、人形劇講演　・チルドレンコンサート　・節分イベント

　　部 員 数　　44名

　　活動者の声

　・学童訪問

　コロナ禍が落ち着くにつれて、吹田市内の学童を訪問させていただけるようになりました。子ど

も達の前で、紙芝居や人形劇を披露することは、子ども達の元気な反応や笑顔が見れ、私たちも充

実した時間を過ごすことができました。また、外遊びも再開し、鬼ごっこやドッジボール、サッカー

などたくさんの遊びを行いました。みんな積極的に誘ってくれたことや名前を覚えてくれたことが

嬉しかったです。（商学部・３年次生）

　・チルドレンコンサート

　2022年度もチルドレンコンサートは演劇の様子を収録し、動画として子ども達に届けました。

今までより動画の編集に更に力を入れようということで、本格的にカット割りなどに工夫を凝らし

て撮影に臨みました。編集後のイメージを考慮しながらの撮影だったので苦戦するも、皆で試行錯

誤しながら遂に動画を完成させ、プレゼントと一緒に学童教室に配布できました。

　その後の学童訪問で、そのプレゼントが教室に飾られているのを見つけたり、「動画観たよ。」と

子どもに言われた時は嬉しかったです。（システム理工学部・３年次生）

　　代表者の声　 （政策創造学部・３年次生・
なかむら  たい ち 

中村 泰地）

　あかとんぼにとって、2022年度は「激動の年」と括ることが出来ます。

予てからのコロナ禍による悪影響が軽減され、後期から定期的な学童訪問を再開し、更に例年より

も極めて積極的に紙芝居や人形劇の公演活動を推進しました。「一刻も早く、寂しがっているであ

ろう子ども達に会って笑顔にしたい」という強い思いで、度々活動参加者が不足する事態に陥りそ

うになりながら、2022年度は従来よりも全体として盛んに動きました。

　この方針は試行の意味もあったことから、団体としての課題点を多数認識できました。2022年

度は我々あかとんぼにとって大変意味のある年度であったと感じます。2023年度からも得られた

知見や要領を活かしていき、向上心を失念せずに、団体の繁栄と「子ども達を楽しませる」という

団体目的の達成を常に追い求めてまいります。

④　ボランティアサークル「チャレンジャー」

　　目　　的

　視覚特別支援学校や障害者福祉施設のイベントに、ボランティアとして参加

することによる社会貢献を目的としている。また、普段接する機会の少ない障

がいのある方との関わりを通して障がいに対する理解を深め、私たち自身も成

長することを目指している。

　　内　　容

　ヘルパーさん立会いのもと、視覚特別支援学校での行事における手引きやサ

ポート、障害者福祉施設「ゆうゆう会」での行事における車いすでの移動や食事介助などのお手伝

いを行うことが主な活動内容である。また、子どもとふれあうボランティアも行っている。

　　主な活動

　・まちをつくろう

※「まちをつくろう」とは、ダンボールを使って“まち”をつくる夏休みの小学生向けワークショップ。

　・風船バレー　・ゆうゆう会の行事補助

　　部 員 数　　50名

　　活動者の声

　・風船バレー

　月に１〜２回、障がいがある方々と風船バレーを実施し、楽しく体を動かすという活動を行いま

した。2020、2021年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響で長期的に活動できなかったこ

ともありましたが、2022年度は比較的継続して活動を行うことができました。活動をしていくな

かで、人によって障がいの程度が異なるためサポートの内容も様々であることに気付きました。そ

して、この気付きから臨機応変に対応することの重要性を学ぶことができました。（文学部・４年次生）

　・ゆうゆう会

　毎月１回、身体や脳に障がいがある会員さんとともに、お出かけやレクリエーションなどを通じ

てコミュニケーションを行いました。2020、2021年度と新型コロナウイルス感染症の拡大によ

り活動ができない日々が続いていましたが、2022年度はコロナ前の活動を再開することができま

した。また、大阪大学の学生と協力してレクリエーションやお出かけの準備を行うことで、自力で

手足を動かすことが難しい会員さんとそのお母さま方、ヘルパーさん、ボランティア学生全員が楽

しめるようにするためにはどうすればいいのかを考え、企画する力を身につけられました。お出か

けの際は、常に安全に気を配ってはいるものの、車いすの移動にはまだまだ不便なことが多いのだ

な、と新たな視点で物事を見ることができるようになりました。（法学部・３年次生）

　　代表者の声　 （法学部・２年次生・
よこたに  みつ ほ 

横谷 光保）

　活動休止が続いていた2021年度当初は、活動によって生まれた交流やサークルのみんなとの関

わりが薄れていくことへの漠然とした不安感がありました。しかし2022年度は新型コロナウイル

ス感染症の拡大による一時活動休止が数回あったものの、今まで行ってきた活動をかなり再開する

ことができたので、改めて対面で活動できることの喜びを感じました。2023年度は多くの学生が

継続して活動に参加してくれているので、役職の人数を増やし、サークルを運営してもらいたいと

考えています。また、Twitterの情報を見て、チャレンジャーに入会する学生が多いことを受け、

新たにInstagramも活用していき、広報にも力を入れてくれたらなと思います。2023年度は新し

い役職者が伸び伸びと活動できるように、私はサポートに回り、チャレンジャーの活動を支えてい

けたらなと思います。

（２）文化会

①　ユネスコ研究部

　　目　　的

　ユネスコ憲章にある「心の中に平和の砦を」という理念に則り、主に

子ども達との交流を中心としたボランティア活動を行っている。子ども

達に、普段あまり関わることのない大学生との交流を通じて、異世代交

流の楽しさや集団行動の大切さを学んでもらうことが目的である。また、

子ども達との交流により、部員が行動力や責任感を培い、新たな成長に

繋げていくことも目的の一つである。

　　内　　容

　吹田市在住の子ども達と月に一度交流する「スクール」を中心に活動している。「スクール」で

は運動や料理、工作などをしたり、遠足やキャンプなど遠くに出かける活動も行ったりしている。

　その他には、吹田市を中心に地域イベントの運営補助や企画、子ども会で行うイベントの運営補

助などのボランティア活動にも取り組んでいる。

　　主な活動

　・スクール　・スクールキャンプ　・片山地区こども会連合協議会イベント

　　部 員 数　　43名

　　活動者の声

　・スクール

　スクールは我が部にとってメインとなる活動です。吹田市の小学生と公園でドッチボールや鬼

ごっこなどを行ったり、室内でビンゴ大会や工作などで遊び、小学生との交流を深めました。一見

すると、大学生が小学生と遊んであげているように見えますが、実際は私たち大学生が小学生から

様々なことを学んでいます。小学生ならではの斬新な発想や成長に伴い忘れてしまう意見が衝突し

た時の誠実な対応など挙げきれないほど沢山の学びをスクールによって得ることができます。小学

生と関わることや体験を通じて学ぶことに興味のある方にはぜひ参加していただきたい活動です。

（経済学部・３年次生）

　・スクールキャンプ

　2022年度は京都府立るり渓少年自然の家に１泊２日でスクールキャンプを行いました。新型コ

ロナウイルス感染症拡大の影響で数年ぶりの開催となり、スクールキャンプを経験したことのある

部員がいなかったため、苦労することもありました。しかし、焼き板体験やキャンプファイヤー、

野外炊飯など小学生と大学生が共に自然を満喫することができました。キャンプを楽しみに参加し

てくれた小学生や大学生を信頼してお子様を預けてくださった保護者の期待に応えることができた

2日間であったのではないかと思います。（経済学部・３年次生）

　　代表者の声　 （文学部・３年次生・
さ とう りゅうた

佐藤 竜太）

　「With コロナ」の中で始まった2022年は、まさに再始動の年といえます。

　「大学生がサポートする子ども達の新たなコミュニティ作り」を2022年度の理念とし、まずは

新入部員の確保に取り組みました。結果的には20名以上の部員が加入してくれました。

　新入部員を含めた部員間の関係作りに取り組み、部会等も行った事が参加した子ども達と信頼関

係を築く事につながり、2023年度の継続参加にも大きく寄与したと考えます。

　数年ぶりに開催した夏季スクールキャンプ・学園祭模擬店に関しては、これまでの形式に捉われ

ず、円滑な実施に重点を置いた活動としました。

　新たにSNSの活用を意識しました。Instagramは広報面で入部希望者を多く獲得する要因となり、

公式LINEは保護者との連絡ツールとして大いに活躍しました。

　最終的には今後活動していく上での土壌を作れたと思います。

（３）準登録団体

①　学生団体KUMC

　　目　　的

　主に、高槻・吹田地域の住民や子ども達を中心として、地域に向けて防災に

関する情報を発信し、地域全体の防災意識の向上に貢献することを目的として、

地域密着型の防災啓発活動を展開している。そして、実際に災害が起こった時

に、自分たちが伝えたことが活かされることを目標にしている。また、地域の

お祭りやイベントなどにおいて、企画運営や警備のボランティアなどに参加す

ることで、地域振興のお手伝いをするなどの活動にも取り組んでいる。

　　内　　容

　地域の小学校における防災授業や図書館での防災絵本の読み聞かせなどさまざまなイベントに参

加し、防災の知識を楽しく学んでもらえるよう取り組んでいる。また、活動では自作のパワーポイ

ントやゲームを取り入れ、より楽しく知識を学んでもらえるような工夫をしている。

　地域貢献活動として、高槻市、吹田市などを中心にさまざまなイベントにボランティアとして参

加し、毎年春と冬には、学習の一環として東北地方を訪れ、語り部さんからお話を聞くなどして震

災とその復興について学んでいる。

　　主な活動

　・高槻ジャズストリート　・チャリティショップ　・すいたEXPO

　・万博フラワーカーペット　・東北ツアー　・淀川・芥川クリーンアップ大作戦

　　部 員 数　　846名

　　活動者の声

・すいたフェスタ

　半年以上かけて企画運営をする実行委員に約20名、当日ボランティアに約100名以上が参加し

ました。内容は、模擬店やスプラッシュパーティー、スカイランタン、学生ステージ企画の手伝い

等です。自分たちが楽しんでボランティアに参加して盛り上げることで、来場してくださった方々

もとても楽しんでくださいました。特に模擬店のスライムやミサンガ作りでは、子どもに１対１で

教えてあげて、一生懸命作ってくれている姿が可愛くて癒されました。（社会学部・３年次生）

　・東北ツアー

　新型コロナウイルス感染症拡大のため、例年からなかなか実施することができなかった東北ツ

アーを、2022年度の春（３月）に、４年ぶりにやっとの思いで実施することができました。ツアー

内容としては、震災遺構である小学校や伝承館を訪問し、現地の方のお話を伺いながら学習しました。

　このツアーでは、実際の被災地を訪れて、災害に対する新たな学びや発見、また、直接肌で感じ

ることの大切さなどを体験することができました。2023年度も3月に実施する予定です。（社会学

部・３年次生）

　　代表者の声　 （社会学部・３年次生・
ふく だ　  ゆ　ゆ　か

福田 優々花）

　新型コロナウイルスの感染状況が少し落ち着くとともに、徐々にコロナ禍以前のような活動がで

きるようになった1年でした。2022年も2021年に引き続き、エコカフェ NAZのチャリティー

ショップやしゅくだいカフェ等同じ団体から依頼をいただくことができ、コロナ禍を通して地域の

方々と関係性を築くことができました。また、KUMCの主な活動であるすいたフェスタと東北ツアー

を3年ぶりに実施することができ、コロナ禍に入学した私たちも、KUMCについて、より理解が深

まる年となりました。東北ツアーでは、小学校や学内での防災授業を例年よりも多く実施しました。

2022年度は、過去最高の部員数となり、大規模なボランティア活動に興味を持って入会してくれ

た人が多いので、安定してボランティアを依頼していただけるように参加者の確保や地域とのコ

ミュニケーションにより一層尽力したいです。

②　WEVO

　　目　　的

　ボランティア活動を行う楽しさを知る。そして、ボランティアを通じて

人と人、人と社会とのつながりについて学ぶ。また、地域の方との交流を

深め、１つの団体として、地域社会の輪の中に入る。そして、福祉施設や、

団体と協働して行う活動を通じて、今、起きている問題や、取り組みなど

を学び、自分たちには何が出来るのかについて考えることを目的とする。

　　内　　容

　主な活動は、社会福祉法人・堺福祉会・ハートピア堺での子ども食堂への参加、80代、90代を

対象とした英会話教室である。2022年度は高齢者を対象として英会話教室を月１回オンラインを

活用して実施し、子ども食堂は不定期で実施した。

　また、小さな森の学童での子ども食堂にも参加した。住吉総合福祉センターでは、障害者余暇支

援センターじらふでの水遊び活動（８月）やグループホームに住んでいる障がいがある方との交流

（月１回）を実施した。そして、WEVOからの企画として、大学を小学生に案内する大学冒険ツアーと、

堺市立熊野小学校のびのびルームで春祭りを実施した。

　　主な活動

　・高齢者を対象とした英会話教室　・子ども食堂

　・グループホームに入居している障がいがある方との交流活動

　・高齢者虐待防止啓発活動での動画作成

　　部 員 数　　83名

　　活動者の声

　・特別養護老人ホームハートピア堺での英会話教室

　このボランティア活動は毎月テーマを２つ決めてパワーポイントを作成し、それを使用して簡単

な英単語や文章を特別養護老人ホームハートピア堺の利用者と一緒に勉強している活動です。初め

はZoomで高齢者と交流するということで緊張や戸惑いもあったが、毎月行っていると、幅広い分

野の英語やクイズなどで交流することができました。参加してくださっている方の学生時代のお話

を聴いたり、私たちが教えるだけでなく、日本語を教えてもらったり、お互い勉強になっていると

感じています。（人間健康学部・３年次生）

　・小さな森の学童での子ども食堂

　このボランティアは2022年から始まりました。毎月１回地域の子ども達との交流をすることが

主な活動内容である。ご飯を一緒につくって食べて、食育にも重きを置いているので、子ども達に

食について知ってもらう機会にもなっています。2022年度は徐々にではあるが、活動も定期的に

実施することができました。子ども達と交流することで学校で流行っていることや好きなことを聞

いたりすることができ、一緒に楽しい時間を過ごすことができています。（人間健康学部・3年次生）

　　代表者の声　（人間健康学部・２年次生・
しち の 　ゆ　か　り 

七野 由佳梨）

　2022年度は、コロナ禍で思うように活動することができなかった悔しさから、徐々に規制が緩

和され、様々な活動の幅を広げることができました。また、ボランティア活動を通して人との繋が

りができ、他の活動に広げることもできました。今までは定期の活動を行っていたが、自分たちか

ら様々な人と関わり、企画し実行する活動をしたことで、新しい考え方や価値観を知ることができ

ました。そして、一つのことを創り上げる楽しさを知ることができました。

　また、サークル内の改革を行い、皆で参加する・協力する考え方に徐々に変えることができたよ

うに思います。実際2021年度より、ボランティア活動への参加者が増えていることも成果の一つ

です。反省点としては、他学年同士の交流が少ないことす。もっとたくさんの人が関われる機会を

作るように今後もメンバーで考えていきたいと思います。

堺キャンパス祭模擬店の受付の様子 高齢者虐待防止啓発動画作成の打合せの様子
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Ⅳ  広報活動

　ボランティアセンターでは、関大生にボランティア活動の魅力を伝えるために次の広報活動をおこ

なっている。

（１）Webサイト

　2019年度に関西大学ボランティアセンターホームページは、スマートフォン対応に伴いリ

ニューアルを行った。加えて、外部のボランティア団体の団体登録や学生ボランティア団体への依

頼に必要な手続き書類をWeb上でもできるようになった。

　ボランティアセンターホームページでは、タイムリーな情報を発信し、ボランティア参加につな

がるように心がけている。

　※過去の活動報告書や機関誌「Volury（ボラリー）」は、関西大学ボランティアセンターホームペー

ジにも掲載しております。右記QRコードからアクセスしてご覧ください。

（２）公式LINE

　2019年度より関西大学ボランティアセンター公式LINEの運用

を開始した。ボランティア体験ツアーの紹介や、各種講座の案内

など最新情報を配信している。また、ボランティアセンター主催

事業への参加申込みにはGoogleフォームを活用したオンラインで

の受付となり、公式LINEからボランティアセンター主催事業の参

加申込フォームへのアクセスを可能とした。登録者数550名

（2023年３月31日現在）

（３）公式Instagram

　2019年度より関西大学ボランティアセンターは公式Instagramの運

用を開始した。学生スタッフの活動内容や講座の様子、ピア・コミュニ

ティ、学内ボランティア団体の紹介などを幅広く投稿している。活動中

の笑顔を中心とした楽しさが伝わる写真を投稿して、ボランティア活動

に対するハードルを下げ、気軽にボランティア活動に参加してほしいと

いう想いを込めている。フォロワー数624名（2023年3月31日現在）

（４）ボランティアセンターリーフレット

　本学学生を対象として、2010年度よりボランティアセンターリーフ

レットを配布している。

　紙資源削減および新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、

2022年度の新入生へはPDFファイルでの配布となった。

（５）クリアファイル

　2008年度から学生スタッフがコンセプトとデザインを考えて作成し

ており、配布したクリアファイルを受け取った学生が日常的に使用する

ことで、ボランティアセンターの認知度向上に繋げている。

　日常生活で利用しやすいA4サイズで作成していたが、2022年度は活

動時にも持ち運びしやすいA5サイズのクリアファイルを作成した。デ

ザインは『#KUvolunteer』をテーマとした2019年度のものを採用した。

（６）うちわ

　2019年度の新たな取り組みとして小型のうちわを作成した。新型コ

ロナウイルス感染症拡大防止のため配布できずにいたが、2022年度か

らは講座やボランティア体験ツアーの場で配布している。

（７）機関誌「Volury（ボラリー）」の発行

　ボランティアセンター職員と学生スタッフが編集委員となって作成している。職員はアドバイス

と校正を中心に行い、学生スタッフの自主性を引き出せるように支援している。

➢　「Volury」 Vol.42

　2022年５月発行（500部）。

　新入生向けにボランティアセンター及びボランティアセンター学生スタッフの紹介をした。また、

春のボランティアWEEKに向けて、予定しているボランティア体験ツアーのおすすめポイントも紹

介した。

➢　「Volury」 Vol.43

　2022年９月発行（600部）。

　42号の４ページから６ページへとページ数を増やし、秋からのボランティア体験ツアーについ

て紹介した。また、ボランティア診断や多くの参加者の声を掲載し、読んでいて楽しくなるように

工夫を凝らした。

➢　「Volury」 Vol.44

　2023年３月発行（2000部）。

　43号と同じく６ページで、新入生に向けてボランティア体験ツアーの質問や、学生スタッフの

１年間の活動を紹介した。また、春に参加できるボランティアとしてボランティアWEEKについて

も紹介し、新入生のボランティア参加を促すよう工夫を凝らした。
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　ボランティアセンターでは、関大生にボランティア活動の魅力を伝えるために次の広報活動をおこ

なっている。

（１）Webサイト

　2019年度に関西大学ボランティアセンターホームページは、スマートフォン対応に伴いリ

ニューアルを行った。加えて、外部のボランティア団体の団体登録や学生ボランティア団体への依

頼に必要な手続き書類をWeb上でもできるようになった。

　ボランティアセンターホームページでは、タイムリーな情報を発信し、ボランティア参加につな

がるように心がけている。

　※過去の活動報告書や機関誌「Volury（ボラリー）」は、関西大学ボランティアセンターホームペー

ジにも掲載しております。右記QRコードからアクセスしてご覧ください。

（２）公式LINE

　2019年度より関西大学ボランティアセンター公式LINEの運用

を開始した。ボランティア体験ツアーの紹介や、各種講座の案内

など最新情報を配信している。また、ボランティアセンター主催

事業への参加申込みにはGoogleフォームを活用したオンラインで

の受付となり、公式LINEからボランティアセンター主催事業の参

加申込フォームへのアクセスを可能とした。登録者数550名

（2023年３月31日現在）

（３）公式Instagram

　2019年度より関西大学ボランティアセンターは公式Instagramの運

用を開始した。学生スタッフの活動内容や講座の様子、ピア・コミュニ

ティ、学内ボランティア団体の紹介などを幅広く投稿している。活動中

の笑顔を中心とした楽しさが伝わる写真を投稿して、ボランティア活動

に対するハードルを下げ、気軽にボランティア活動に参加してほしいと

いう想いを込めている。フォロワー数624名（2023年3月31日現在）

（４）ボランティアセンターリーフレット

　本学学生を対象として、2010年度よりボランティアセンターリーフ

レットを配布している。

　紙資源削減および新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、

2022年度の新入生へはPDFファイルでの配布となった。

（５）クリアファイル

　2008年度から学生スタッフがコンセプトとデザインを考えて作成し

ており、配布したクリアファイルを受け取った学生が日常的に使用する

ことで、ボランティアセンターの認知度向上に繋げている。

　日常生活で利用しやすいA4サイズで作成していたが、2022年度は活

動時にも持ち運びしやすいA5サイズのクリアファイルを作成した。デ

ザインは『#KUvolunteer』をテーマとした2019年度のものを採用した。

（６）うちわ

　2019年度の新たな取り組みとして小型のうちわを作成した。新型コ

ロナウイルス感染症拡大防止のため配布できずにいたが、2022年度か

らは講座やボランティア体験ツアーの場で配布している。

（７）機関誌「Volury（ボラリー）」の発行

　ボランティアセンター職員と学生スタッフが編集委員となって作成している。職員はアドバイス

と校正を中心に行い、学生スタッフの自主性を引き出せるように支援している。

➢　「Volury」 Vol.42

　2022年５月発行（500部）。

　新入生向けにボランティアセンター及びボランティアセンター学生スタッフの紹介をした。また、

春のボランティアWEEKに向けて、予定しているボランティア体験ツアーのおすすめポイントも紹

介した。

➢　「Volury」 Vol.43

　2022年９月発行（600部）。

　42号の４ページから６ページへとページ数を増やし、秋からのボランティア体験ツアーについ

て紹介した。また、ボランティア診断や多くの参加者の声を掲載し、読んでいて楽しくなるように

工夫を凝らした。

➢　「Volury」 Vol.44

　2023年３月発行（2000部）。

　43号と同じく６ページで、新入生に向けてボランティア体験ツアーの質問や、学生スタッフの

１年間の活動を紹介した。また、春に参加できるボランティアとしてボランティアWEEKについて

も紹介し、新入生のボランティア参加を促すよう工夫を凝らした。
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と校正を中心に行い、学生スタッフの自主性を引き出せるように支援している。
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ボランティアセンター内規

制定　平成17年4月28日

（趣旨）

第１条　この内規は、関西大学学生センター規程（以下「規程」という。）第12条第２項の規定に基

づき設置するボランティアセンター（以下「センター」という。）の運営等に関して必要な事項を

定めるものとする。

（目的）

第２条　センターは、関西大学（以下「本学」という。）学生の社会参画活動を支援することにより、

学生の自主性及び社会性の涵養に資することを目的とする。

（事業）

第３条　センターは、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。

（１）ボランティアの相談に関すること。

（２）ボランティア情報の収集及び提供に関すること。

（３）ボランティア講習会に関すること。

（４）関係行政機関、学外ボランティア団体等との連携・協力に関すること。

（５）その他ボランティアに関すること。

（登録）

第４条　センターの利用を希望する学生は、登録するものとする。

（センター長）

第５条　センターにセンター長を置き、学生センター所長をもって充てる。

（ボランティア連絡協議会）

第６条　センターにおけるボランティアの基本方針、具体的活動内容等を協議するため、規程第12

条第２項の規定によりボランティア連絡協議会（以下「協議会」という。）を置く。

２　協議会は、次の者をもって構成する。

（１）センター長

（２）学生センター副所長　１名

（３）専任教育職員のうちから学長が指名する者　若干名

（４）学生サービス事務局長

（５）学生サービス事務局次長

（６）ボランティア活動支援グループ長

（７）事務職員（ボランティア活動支援グループ・高槻キャンパス事務グループ・高槻ミューズキャ

ンパス事務グループ・堺キャンパス事務室）若干名

３　協議会の議長は、センター長とし、副議長は議長の指名による。

４　第２項第１号、第２号及び第４号から第６号までに規定する委員の任期は、役職任期中とする。

５　第２項第３号に規定する委員の任期は２年とし、再任を妨げない。

６　委員に欠員が生じたときは、補充しなければならない。この場合において、後任者の任期は、前

任者の残任期間とする。

７　協議会は、必要に応じて委員以外の者の出席を求め、意見を聴くことができる。

（学生スタッフ）

第７条　センターに、学生スタッフを置く。

２　学生スタッフは、第３条に規定する事業に参画し、本学学生のボランティア活動を支援するもの

とする。

（事務）

第８条　ボランティアに関する事務は、ボランティア活動支援グループが行う。

（補則）

第９条　この内規に定めるもののほか、ボランティアに関し必要な事項は、協議会の議を経て定める。

　　　附　則

　この内規は、平成17年4月1日から施行する。

　　　附　則

　この内規（改正）は、平成18年10月12日から施行し、平成18年８月１日から適用する。

　　　附　則

　この内規（改正）は、平成21年4月1日から施行する。

　　　附　則

　この内規（改正）は、平成22年4月1日から施行する。

　　　附　則

　１　この内規（改正）は、平成26年4月1日から施行する。

２　この内規（改正）施行の際、第６条第２項第３号により選出される委員の任期は、同条第５項

の規定にかかわらず、平成26年9月30日までとする。

　　　附　則

　この内規（改正）は、平成27年4月1日から施行する。

　　　附　則

　この内規（改正）は、2019年10月1日から施行する。

関西大学ボランティアセンターにおける
ボランティア団体の紹介に関する方針

2007年1月11日

関西大学ボランティアセンターでは、以下に該当するボランティア団体の活動を紹介します。

1　　公益性・公共性が高い活動

2　　営利を目的としない活動

3　　活動にあたり、安全性が高いと判断される活動

4　　受け入れた学生に対し、教育的配慮を伴った対応をする団体における活動

（ 1 ）ボランティア募集の受付

①　初めてボランティア活動を募集する団体は、「団体の責任者の名刺」、「組織概要がわかるパン

フレット等」および「ボランティア募集チラシ（A4サイズに限る）」を持参のうえ、来室をお願

いします。（教育委員会等の公共的機関の場合はこの限りではありません。）

②　来室時に所定の「ボランティア団体登録用紙」に記入をお願いします。

③　ボランティア募集団体には、必要に応じて、規約、役員名簿、収支報告書、活動報告等の団体

の実績がわかる書類等の提出をお願いすることがあります。あらかじめご了承ください。

④　学生等がボランティア活動を行った際に、募集条件と異なる状況が判明した場合、精神的・肉

体的苦痛を受けた場合等には、そのボランティア団体の募集を停止します。

⑤　個人からのボランティア募集は受付いたしません。（地域の社会福祉協議会、大阪ボランティ

ア協会およびその他関連機関へご依頼ください。）

（ 2 ）ボランティア団体・活動の選定基準（以下に該当するものは受付できません。また、この選定

基準は受付時のみでなく、活動中にも適用いたします。）

①　法令に違反するもの

②　公序良俗に反するもの

③　人体に有害なもの、危険が伴うもの

④　政治的・宗教的活動を主たる目的とするもの

⑤　関西大学ボランティア連絡協議会が不適当であると判断するもの

（ 3 ）ボランティア受け入れ団体との申し合わせ

ボランティア受け入れ団体と関西大学ボランティアセンターとは、以下の点を申し合わせ事項とし

て確認します。

①　ボランティア受け入れ団体はボランティア申込者に対し、活動内容や条件等を提示し、その内

容について両者の間で合意のうえ、活動を始めることとする。

②　ボランティア受け入れ団体は活動を始める前に、オリエンテーション等を実施し、活動に必要

な情報や留意点をあらかじめ伝達し、活動が始まった後は、必要に応じて研修・支援等を行うこ

ととする。

③　ボランティア活動中は、各団体ボランティア担当スタッフとともに活動を行うこととする。

④　学生がボランティア活動を行う際には、あらかじめボランティア保険に加入していることを必

ず確認し、未加入の場合は活動させないこととする。

　⑤　次の内容を含む活動については紹介できないこととする。

（ア）22時以降６時までの深夜早朝活動

（イ）精神的、肉体的苦痛が心配されるもの

（ウ）水泳監視、ベビーシッターおよび病人の介護等の人命にかかわることが予想されるもの

（エ）車の運転

（オ）本来、有資格者によってなされるべき活動

（ 4 ） 免責事項

ボランティアセンターで紹介するボランティア情報に関して発生したトラブル等に対し、ボラン

ティアセンターでは責任を負いかねます。あらかじめご了承ください。

以　上

ボランティア活動サポート募金による助成の取扱内規

2022年10月３日

（目的）

第１条　本募金は、関西大学ボランティアセンター（以下「本センター」という。）が実施するボランティ

ア活動に参加する本学学生を支援するための事業である。

（取り扱い）

第２条　本助成の取り扱いは、次のとおりとする。

（１）原則として、募金を収受した年度の翌年度の４月１日から３月１日までの活動を助成の対象

期間とする。

（２）収受した年度の翌年度５月に、助成対象の活動及び金額の配分をボランティア連絡協議会で

決定する。また、ボランティアセンター長は、当該年度末にボランティア連絡協議会に助成に要

した支出の報告を行わなければならない。

（３）本センターが主催、自治体等と共催及び連携する事業で、本学学生が行うボランティア活動

を助成の対象とする。

（４）学生からの申請に基づき、ボランティアセンター長が必要と認める経費の助成を行う。

（５）学生が助成金を授受できる期間は、助成対象年度の３月31日までとする。

（６）年度末において配分額に残額が発生した場合は、翌年度の当該対象活動に繰り越さず、改め

て翌年度に配分する計画に組み入れるものとする。

（留意事項）

第３条　本助成に係る留意事項は、次のとおりとする。

（１）個人の能力・技術向上のためのスキルアップ講座等に係る経費は、助成の対象としない。

（２）この内規に定めるほか、本サポート募金による助成の取り扱いに関し必要な事項は、ボランティ

ア連絡協議会の議を経て定める。

以　上

Ⅴ　資　料
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ボランティアセンター内規

制定　平成17年4月28日

（趣旨）

第１条　この内規は、関西大学学生センター規程（以下「規程」という。）第12条第２項の規定に基

づき設置するボランティアセンター（以下「センター」という。）の運営等に関して必要な事項を

定めるものとする。

（目的）

第２条　センターは、関西大学（以下「本学」という。）学生の社会参画活動を支援することにより、

学生の自主性及び社会性の涵養に資することを目的とする。

（事業）

第３条　センターは、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。

（１）ボランティアの相談に関すること。

（２）ボランティア情報の収集及び提供に関すること。

（３）ボランティア講習会に関すること。

（４）関係行政機関、学外ボランティア団体等との連携・協力に関すること。

（５）その他ボランティアに関すること。

（登録）

第４条　センターの利用を希望する学生は、登録するものとする。

（センター長）

第５条　センターにセンター長を置き、学生センター所長をもって充てる。

（ボランティア連絡協議会）

第６条　センターにおけるボランティアの基本方針、具体的活動内容等を協議するため、規程第12

条第２項の規定によりボランティア連絡協議会（以下「協議会」という。）を置く。

２　協議会は、次の者をもって構成する。

（１）センター長

（２）学生センター副所長　１名

（３）専任教育職員のうちから学長が指名する者　若干名

（４）学生サービス事務局長

（５）学生サービス事務局次長

（６）ボランティア活動支援グループ長

（７）事務職員（ボランティア活動支援グループ・高槻キャンパス事務グループ・高槻ミューズキャ

ンパス事務グループ・堺キャンパス事務室）若干名

３　協議会の議長は、センター長とし、副議長は議長の指名による。

４　第２項第１号、第２号及び第４号から第６号までに規定する委員の任期は、役職任期中とする。

５　第２項第３号に規定する委員の任期は２年とし、再任を妨げない。

６　委員に欠員が生じたときは、補充しなければならない。この場合において、後任者の任期は、前

任者の残任期間とする。

７　協議会は、必要に応じて委員以外の者の出席を求め、意見を聴くことができる。

（学生スタッフ）

第７条　センターに、学生スタッフを置く。

２　学生スタッフは、第３条に規定する事業に参画し、本学学生のボランティア活動を支援するもの

とする。

（事務）

第８条　ボランティアに関する事務は、ボランティア活動支援グループが行う。

（補則）

第９条　この内規に定めるもののほか、ボランティアに関し必要な事項は、協議会の議を経て定める。

　　　附　則

　この内規は、平成17年4月1日から施行する。

　　　附　則

　この内規（改正）は、平成18年10月12日から施行し、平成18年８月１日から適用する。

　　　附　則

　この内規（改正）は、平成21年4月1日から施行する。

　　　附　則

　この内規（改正）は、平成22年4月1日から施行する。

　　　附　則

　１　この内規（改正）は、平成26年4月1日から施行する。

２　この内規（改正）施行の際、第６条第２項第３号により選出される委員の任期は、同条第５項

の規定にかかわらず、平成26年9月30日までとする。

　　　附　則

　この内規（改正）は、平成27年4月1日から施行する。

　　　附　則

　この内規（改正）は、2019年10月1日から施行する。

関西大学ボランティアセンターにおける
ボランティア団体の紹介に関する方針

2007年1月11日

関西大学ボランティアセンターでは、以下に該当するボランティア団体の活動を紹介します。

1　　公益性・公共性が高い活動

2　　営利を目的としない活動

3　　活動にあたり、安全性が高いと判断される活動

4　　受け入れた学生に対し、教育的配慮を伴った対応をする団体における活動

（ 1 ）ボランティア募集の受付

①　初めてボランティア活動を募集する団体は、「団体の責任者の名刺」、「組織概要がわかるパン

フレット等」および「ボランティア募集チラシ（A4サイズに限る）」を持参のうえ、来室をお願

いします。（教育委員会等の公共的機関の場合はこの限りではありません。）

②　来室時に所定の「ボランティア団体登録用紙」に記入をお願いします。

③　ボランティア募集団体には、必要に応じて、規約、役員名簿、収支報告書、活動報告等の団体

の実績がわかる書類等の提出をお願いすることがあります。あらかじめご了承ください。

④　学生等がボランティア活動を行った際に、募集条件と異なる状況が判明した場合、精神的・肉

体的苦痛を受けた場合等には、そのボランティア団体の募集を停止します。

⑤　個人からのボランティア募集は受付いたしません。（地域の社会福祉協議会、大阪ボランティ

ア協会およびその他関連機関へご依頼ください。）

（ 2 ）ボランティア団体・活動の選定基準（以下に該当するものは受付できません。また、この選定

基準は受付時のみでなく、活動中にも適用いたします。）

①　法令に違反するもの

②　公序良俗に反するもの

③　人体に有害なもの、危険が伴うもの

④　政治的・宗教的活動を主たる目的とするもの

⑤　関西大学ボランティア連絡協議会が不適当であると判断するもの

（ 3 ）ボランティア受け入れ団体との申し合わせ

ボランティア受け入れ団体と関西大学ボランティアセンターとは、以下の点を申し合わせ事項とし

て確認します。

①　ボランティア受け入れ団体はボランティア申込者に対し、活動内容や条件等を提示し、その内

容について両者の間で合意のうえ、活動を始めることとする。

②　ボランティア受け入れ団体は活動を始める前に、オリエンテーション等を実施し、活動に必要

な情報や留意点をあらかじめ伝達し、活動が始まった後は、必要に応じて研修・支援等を行うこ

ととする。

③　ボランティア活動中は、各団体ボランティア担当スタッフとともに活動を行うこととする。

④　学生がボランティア活動を行う際には、あらかじめボランティア保険に加入していることを必

ず確認し、未加入の場合は活動させないこととする。

　⑤　次の内容を含む活動については紹介できないこととする。

（ア）22時以降６時までの深夜早朝活動

（イ）精神的、肉体的苦痛が心配されるもの

（ウ）水泳監視、ベビーシッターおよび病人の介護等の人命にかかわることが予想されるもの

（エ）車の運転

（オ）本来、有資格者によってなされるべき活動

（ 4 ） 免責事項

ボランティアセンターで紹介するボランティア情報に関して発生したトラブル等に対し、ボラン

ティアセンターでは責任を負いかねます。あらかじめご了承ください。

以　上

ボランティア活動サポート募金による助成の取扱内規

2022年10月３日

（目的）

第１条　本募金は、関西大学ボランティアセンター（以下「本センター」という。）が実施するボランティ

ア活動に参加する本学学生を支援するための事業である。

（取り扱い）

第２条　本助成の取り扱いは、次のとおりとする。

（１）原則として、募金を収受した年度の翌年度の４月１日から３月１日までの活動を助成の対象

期間とする。

（２）収受した年度の翌年度５月に、助成対象の活動及び金額の配分をボランティア連絡協議会で

決定する。また、ボランティアセンター長は、当該年度末にボランティア連絡協議会に助成に要

した支出の報告を行わなければならない。

（３）本センターが主催、自治体等と共催及び連携する事業で、本学学生が行うボランティア活動

を助成の対象とする。

（４）学生からの申請に基づき、ボランティアセンター長が必要と認める経費の助成を行う。

（５）学生が助成金を授受できる期間は、助成対象年度の３月31日までとする。

（６）年度末において配分額に残額が発生した場合は、翌年度の当該対象活動に繰り越さず、改め

て翌年度に配分する計画に組み入れるものとする。

（留意事項）

第３条　本助成に係る留意事項は、次のとおりとする。

（１）個人の能力・技術向上のためのスキルアップ講座等に係る経費は、助成の対象としない。

（２）この内規に定めるほか、本サポート募金による助成の取り扱いに関し必要な事項は、ボランティ

ア連絡協議会の議を経て定める。

以　上
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ボランティアセンター内規

制定　平成17年4月28日

（趣旨）

第１条　この内規は、関西大学学生センター規程（以下「規程」という。）第12条第２項の規定に基

づき設置するボランティアセンター（以下「センター」という。）の運営等に関して必要な事項を

定めるものとする。

（目的）

第２条　センターは、関西大学（以下「本学」という。）学生の社会参画活動を支援することにより、

学生の自主性及び社会性の涵養に資することを目的とする。

（事業）

第３条　センターは、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。

（１）ボランティアの相談に関すること。

（２）ボランティア情報の収集及び提供に関すること。

（３）ボランティア講習会に関すること。

（４）関係行政機関、学外ボランティア団体等との連携・協力に関すること。

（５）その他ボランティアに関すること。

（登録）

第４条　センターの利用を希望する学生は、登録するものとする。

（センター長）

第５条　センターにセンター長を置き、学生センター所長をもって充てる。

（ボランティア連絡協議会）

第６条　センターにおけるボランティアの基本方針、具体的活動内容等を協議するため、規程第12

条第２項の規定によりボランティア連絡協議会（以下「協議会」という。）を置く。

２　協議会は、次の者をもって構成する。

（１）センター長

（２）学生センター副所長　１名

（３）専任教育職員のうちから学長が指名する者　若干名

（４）学生サービス事務局長

（５）学生サービス事務局次長

（６）ボランティア活動支援グループ長

（７）事務職員（ボランティア活動支援グループ・高槻キャンパス事務グループ・高槻ミューズキャ

ンパス事務グループ・堺キャンパス事務室）若干名

３　協議会の議長は、センター長とし、副議長は議長の指名による。

４　第２項第１号、第２号及び第４号から第６号までに規定する委員の任期は、役職任期中とする。

５　第２項第３号に規定する委員の任期は２年とし、再任を妨げない。

６　委員に欠員が生じたときは、補充しなければならない。この場合において、後任者の任期は、前

任者の残任期間とする。

７　協議会は、必要に応じて委員以外の者の出席を求め、意見を聴くことができる。

（学生スタッフ）

第７条　センターに、学生スタッフを置く。

２　学生スタッフは、第３条に規定する事業に参画し、本学学生のボランティア活動を支援するもの

とする。

（事務）

第８条　ボランティアに関する事務は、ボランティア活動支援グループが行う。

（補則）

第９条　この内規に定めるもののほか、ボランティアに関し必要な事項は、協議会の議を経て定める。

　　　附　則

　この内規は、平成17年4月1日から施行する。

　　　附　則

　この内規（改正）は、平成18年10月12日から施行し、平成18年８月１日から適用する。

　　　附　則

　この内規（改正）は、平成21年4月1日から施行する。

　　　附　則

　この内規（改正）は、平成22年4月1日から施行する。

　　　附　則

　１　この内規（改正）は、平成26年4月1日から施行する。

２　この内規（改正）施行の際、第６条第２項第３号により選出される委員の任期は、同条第５項

の規定にかかわらず、平成26年9月30日までとする。

　　　附　則

　この内規（改正）は、平成27年4月1日から施行する。

　　　附　則

　この内規（改正）は、2019年10月1日から施行する。

関西大学ボランティアセンターにおける
ボランティア団体の紹介に関する方針

2007年1月11日

関西大学ボランティアセンターでは、以下に該当するボランティア団体の活動を紹介します。

1　　公益性・公共性が高い活動

2　　営利を目的としない活動

3　　活動にあたり、安全性が高いと判断される活動

4　　受け入れた学生に対し、教育的配慮を伴った対応をする団体における活動

（ 1 ）ボランティア募集の受付

①　初めてボランティア活動を募集する団体は、「団体の責任者の名刺」、「組織概要がわかるパン

フレット等」および「ボランティア募集チラシ（A4サイズに限る）」を持参のうえ、来室をお願

いします。（教育委員会等の公共的機関の場合はこの限りではありません。）

②　来室時に所定の「ボランティア団体登録用紙」に記入をお願いします。

③　ボランティア募集団体には、必要に応じて、規約、役員名簿、収支報告書、活動報告等の団体

の実績がわかる書類等の提出をお願いすることがあります。あらかじめご了承ください。

④　学生等がボランティア活動を行った際に、募集条件と異なる状況が判明した場合、精神的・肉

体的苦痛を受けた場合等には、そのボランティア団体の募集を停止します。

⑤　個人からのボランティア募集は受付いたしません。（地域の社会福祉協議会、大阪ボランティ

ア協会およびその他関連機関へご依頼ください。）

（ 2 ）ボランティア団体・活動の選定基準（以下に該当するものは受付できません。また、この選定

基準は受付時のみでなく、活動中にも適用いたします。）

①　法令に違反するもの

②　公序良俗に反するもの

③　人体に有害なもの、危険が伴うもの

④　政治的・宗教的活動を主たる目的とするもの

⑤　関西大学ボランティア連絡協議会が不適当であると判断するもの

（ 3 ）ボランティア受け入れ団体との申し合わせ

ボランティア受け入れ団体と関西大学ボランティアセンターとは、以下の点を申し合わせ事項とし

て確認します。

①　ボランティア受け入れ団体はボランティア申込者に対し、活動内容や条件等を提示し、その内

容について両者の間で合意のうえ、活動を始めることとする。

②　ボランティア受け入れ団体は活動を始める前に、オリエンテーション等を実施し、活動に必要

な情報や留意点をあらかじめ伝達し、活動が始まった後は、必要に応じて研修・支援等を行うこ

ととする。

③　ボランティア活動中は、各団体ボランティア担当スタッフとともに活動を行うこととする。

④　学生がボランティア活動を行う際には、あらかじめボランティア保険に加入していることを必

ず確認し、未加入の場合は活動させないこととする。

　⑤　次の内容を含む活動については紹介できないこととする。

（ア）22時以降６時までの深夜早朝活動

（イ）精神的、肉体的苦痛が心配されるもの

（ウ）水泳監視、ベビーシッターおよび病人の介護等の人命にかかわることが予想されるもの

（エ）車の運転

（オ）本来、有資格者によってなされるべき活動

（ 4 ） 免責事項

ボランティアセンターで紹介するボランティア情報に関して発生したトラブル等に対し、ボラン

ティアセンターでは責任を負いかねます。あらかじめご了承ください。

以　上

ボランティア活動サポート募金による助成の取扱内規

2022年10月３日

（目的）

第１条　本募金は、関西大学ボランティアセンター（以下「本センター」という。）が実施するボランティ

ア活動に参加する本学学生を支援するための事業である。

（取り扱い）

第２条　本助成の取り扱いは、次のとおりとする。

（１）原則として、募金を収受した年度の翌年度の４月１日から３月１日までの活動を助成の対象

期間とする。

（２）収受した年度の翌年度５月に、助成対象の活動及び金額の配分をボランティア連絡協議会で

決定する。また、ボランティアセンター長は、当該年度末にボランティア連絡協議会に助成に要

した支出の報告を行わなければならない。

（３）本センターが主催、自治体等と共催及び連携する事業で、本学学生が行うボランティア活動

を助成の対象とする。

（４）学生からの申請に基づき、ボランティアセンター長が必要と認める経費の助成を行う。

（５）学生が助成金を授受できる期間は、助成対象年度の３月31日までとする。

（６）年度末において配分額に残額が発生した場合は、翌年度の当該対象活動に繰り越さず、改め

て翌年度に配分する計画に組み入れるものとする。

（留意事項）

第３条　本助成に係る留意事項は、次のとおりとする。

（１）個人の能力・技術向上のためのスキルアップ講座等に係る経費は、助成の対象としない。

（２）この内規に定めるほか、本サポート募金による助成の取り扱いに関し必要な事項は、ボランティ

ア連絡協議会の議を経て定める。

以　上
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ボランティアセンター内規

制定　平成17年4月28日

（趣旨）

第１条　この内規は、関西大学学生センター規程（以下「規程」という。）第12条第２項の規定に基

づき設置するボランティアセンター（以下「センター」という。）の運営等に関して必要な事項を

定めるものとする。

（目的）

第２条　センターは、関西大学（以下「本学」という。）学生の社会参画活動を支援することにより、

学生の自主性及び社会性の涵養に資することを目的とする。

（事業）

第３条　センターは、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。

（１）ボランティアの相談に関すること。

（２）ボランティア情報の収集及び提供に関すること。

（３）ボランティア講習会に関すること。

（４）関係行政機関、学外ボランティア団体等との連携・協力に関すること。

（５）その他ボランティアに関すること。

（登録）

第４条　センターの利用を希望する学生は、登録するものとする。

（センター長）

第５条　センターにセンター長を置き、学生センター所長をもって充てる。

（ボランティア連絡協議会）

第６条　センターにおけるボランティアの基本方針、具体的活動内容等を協議するため、規程第12

条第２項の規定によりボランティア連絡協議会（以下「協議会」という。）を置く。

２　協議会は、次の者をもって構成する。

（１）センター長

（２）学生センター副所長　１名

（３）専任教育職員のうちから学長が指名する者　若干名

（４）学生サービス事務局長

（５）学生サービス事務局次長

（６）ボランティア活動支援グループ長

（７）事務職員（ボランティア活動支援グループ・高槻キャンパス事務グループ・高槻ミューズキャ

ンパス事務グループ・堺キャンパス事務室）若干名

３　協議会の議長は、センター長とし、副議長は議長の指名による。

４　第２項第１号、第２号及び第４号から第６号までに規定する委員の任期は、役職任期中とする。

５　第２項第３号に規定する委員の任期は２年とし、再任を妨げない。

６　委員に欠員が生じたときは、補充しなければならない。この場合において、後任者の任期は、前

任者の残任期間とする。

７　協議会は、必要に応じて委員以外の者の出席を求め、意見を聴くことができる。

（学生スタッフ）

第７条　センターに、学生スタッフを置く。

２　学生スタッフは、第３条に規定する事業に参画し、本学学生のボランティア活動を支援するもの

とする。

（事務）

第８条　ボランティアに関する事務は、ボランティア活動支援グループが行う。

（補則）

第９条　この内規に定めるもののほか、ボランティアに関し必要な事項は、協議会の議を経て定める。

　　　附　則

　この内規は、平成17年4月1日から施行する。

　　　附　則

　この内規（改正）は、平成18年10月12日から施行し、平成18年８月１日から適用する。

　　　附　則

　この内規（改正）は、平成21年4月1日から施行する。

　　　附　則

　この内規（改正）は、平成22年4月1日から施行する。

　　　附　則

　１　この内規（改正）は、平成26年4月1日から施行する。

２　この内規（改正）施行の際、第６条第２項第３号により選出される委員の任期は、同条第５項

の規定にかかわらず、平成26年9月30日までとする。

　　　附　則

　この内規（改正）は、平成27年4月1日から施行する。

　　　附　則

　この内規（改正）は、2019年10月1日から施行する。

関西大学ボランティアセンターにおける
ボランティア団体の紹介に関する方針

2007年1月11日

関西大学ボランティアセンターでは、以下に該当するボランティア団体の活動を紹介します。

1　　公益性・公共性が高い活動

2　　営利を目的としない活動

3　　活動にあたり、安全性が高いと判断される活動

4　　受け入れた学生に対し、教育的配慮を伴った対応をする団体における活動

（ 1 ）ボランティア募集の受付

①　初めてボランティア活動を募集する団体は、「団体の責任者の名刺」、「組織概要がわかるパン

フレット等」および「ボランティア募集チラシ（A4サイズに限る）」を持参のうえ、来室をお願

いします。（教育委員会等の公共的機関の場合はこの限りではありません。）

②　来室時に所定の「ボランティア団体登録用紙」に記入をお願いします。

③　ボランティア募集団体には、必要に応じて、規約、役員名簿、収支報告書、活動報告等の団体

の実績がわかる書類等の提出をお願いすることがあります。あらかじめご了承ください。

④　学生等がボランティア活動を行った際に、募集条件と異なる状況が判明した場合、精神的・肉

体的苦痛を受けた場合等には、そのボランティア団体の募集を停止します。

⑤　個人からのボランティア募集は受付いたしません。（地域の社会福祉協議会、大阪ボランティ

ア協会およびその他関連機関へご依頼ください。）

（ 2 ）ボランティア団体・活動の選定基準（以下に該当するものは受付できません。また、この選定

基準は受付時のみでなく、活動中にも適用いたします。）

①　法令に違反するもの

②　公序良俗に反するもの

③　人体に有害なもの、危険が伴うもの

④　政治的・宗教的活動を主たる目的とするもの

⑤　関西大学ボランティア連絡協議会が不適当であると判断するもの

（ 3 ）ボランティア受け入れ団体との申し合わせ

ボランティア受け入れ団体と関西大学ボランティアセンターとは、以下の点を申し合わせ事項とし

て確認します。

①　ボランティア受け入れ団体はボランティア申込者に対し、活動内容や条件等を提示し、その内

容について両者の間で合意のうえ、活動を始めることとする。

②　ボランティア受け入れ団体は活動を始める前に、オリエンテーション等を実施し、活動に必要

な情報や留意点をあらかじめ伝達し、活動が始まった後は、必要に応じて研修・支援等を行うこ

ととする。

③　ボランティア活動中は、各団体ボランティア担当スタッフとともに活動を行うこととする。

④　学生がボランティア活動を行う際には、あらかじめボランティア保険に加入していることを必

ず確認し、未加入の場合は活動させないこととする。

　⑤　次の内容を含む活動については紹介できないこととする。

（ア）22時以降６時までの深夜早朝活動

（イ）精神的、肉体的苦痛が心配されるもの

（ウ）水泳監視、ベビーシッターおよび病人の介護等の人命にかかわることが予想されるもの

（エ）車の運転

（オ）本来、有資格者によってなされるべき活動

（ 4 ） 免責事項

ボランティアセンターで紹介するボランティア情報に関して発生したトラブル等に対し、ボラン

ティアセンターでは責任を負いかねます。あらかじめご了承ください。

以　上

ボランティア活動サポート募金による助成の取扱内規

2022年10月３日

（目的）

第１条　本募金は、関西大学ボランティアセンター（以下「本センター」という。）が実施するボランティ

ア活動に参加する本学学生を支援するための事業である。

（取り扱い）

第２条　本助成の取り扱いは、次のとおりとする。

（１）原則として、募金を収受した年度の翌年度の４月１日から３月１日までの活動を助成の対象

期間とする。

（２）収受した年度の翌年度５月に、助成対象の活動及び金額の配分をボランティア連絡協議会で

決定する。また、ボランティアセンター長は、当該年度末にボランティア連絡協議会に助成に要

した支出の報告を行わなければならない。

（３）本センターが主催、自治体等と共催及び連携する事業で、本学学生が行うボランティア活動

を助成の対象とする。

（４）学生からの申請に基づき、ボランティアセンター長が必要と認める経費の助成を行う。

（５）学生が助成金を授受できる期間は、助成対象年度の３月31日までとする。

（６）年度末において配分額に残額が発生した場合は、翌年度の当該対象活動に繰り越さず、改め

て翌年度に配分する計画に組み入れるものとする。

（留意事項）

第３条　本助成に係る留意事項は、次のとおりとする。

（１）個人の能力・技術向上のためのスキルアップ講座等に係る経費は、助成の対象としない。

（２）この内規に定めるほか、本サポート募金による助成の取り扱いに関し必要な事項は、ボランティ

ア連絡協議会の議を経て定める。

以　上
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ボランティアセンター内規

制定　平成17年4月28日

（趣旨）

第１条　この内規は、関西大学学生センター規程（以下「規程」という。）第12条第２項の規定に基

づき設置するボランティアセンター（以下「センター」という。）の運営等に関して必要な事項を

定めるものとする。

（目的）

第２条　センターは、関西大学（以下「本学」という。）学生の社会参画活動を支援することにより、

学生の自主性及び社会性の涵養に資することを目的とする。

（事業）

第３条　センターは、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。

（１）ボランティアの相談に関すること。

（２）ボランティア情報の収集及び提供に関すること。

（３）ボランティア講習会に関すること。

（４）関係行政機関、学外ボランティア団体等との連携・協力に関すること。

（５）その他ボランティアに関すること。

（登録）

第４条　センターの利用を希望する学生は、登録するものとする。

（センター長）

第５条　センターにセンター長を置き、学生センター所長をもって充てる。

（ボランティア連絡協議会）

第６条　センターにおけるボランティアの基本方針、具体的活動内容等を協議するため、規程第12

条第２項の規定によりボランティア連絡協議会（以下「協議会」という。）を置く。

２　協議会は、次の者をもって構成する。

（１）センター長

（２）学生センター副所長　１名

（３）専任教育職員のうちから学長が指名する者　若干名

（４）学生サービス事務局長

（５）学生サービス事務局次長

（６）ボランティア活動支援グループ長

（７）事務職員（ボランティア活動支援グループ・高槻キャンパス事務グループ・高槻ミューズキャ

ンパス事務グループ・堺キャンパス事務室）若干名

３　協議会の議長は、センター長とし、副議長は議長の指名による。

４　第２項第１号、第２号及び第４号から第６号までに規定する委員の任期は、役職任期中とする。

５　第２項第３号に規定する委員の任期は２年とし、再任を妨げない。

６　委員に欠員が生じたときは、補充しなければならない。この場合において、後任者の任期は、前

任者の残任期間とする。

７　協議会は、必要に応じて委員以外の者の出席を求め、意見を聴くことができる。

（学生スタッフ）

第７条　センターに、学生スタッフを置く。

２　学生スタッフは、第３条に規定する事業に参画し、本学学生のボランティア活動を支援するもの

とする。

（事務）

第８条　ボランティアに関する事務は、ボランティア活動支援グループが行う。

（補則）

第９条　この内規に定めるもののほか、ボランティアに関し必要な事項は、協議会の議を経て定める。

　　　附　則

　この内規は、平成17年4月1日から施行する。

　　　附　則

　この内規（改正）は、平成18年10月12日から施行し、平成18年８月１日から適用する。

　　　附　則

　この内規（改正）は、平成21年4月1日から施行する。

　　　附　則

　この内規（改正）は、平成22年4月1日から施行する。

　　　附　則

　１　この内規（改正）は、平成26年4月1日から施行する。

２　この内規（改正）施行の際、第６条第２項第３号により選出される委員の任期は、同条第５項

の規定にかかわらず、平成26年9月30日までとする。

　　　附　則

　この内規（改正）は、平成27年4月1日から施行する。

　　　附　則

　この内規（改正）は、2019年10月1日から施行する。

関西大学ボランティアセンターにおける
ボランティア団体の紹介に関する方針

2007年1月11日

関西大学ボランティアセンターでは、以下に該当するボランティア団体の活動を紹介します。

1　　公益性・公共性が高い活動

2　　営利を目的としない活動

3　　活動にあたり、安全性が高いと判断される活動

4　　受け入れた学生に対し、教育的配慮を伴った対応をする団体における活動

（ 1 ）ボランティア募集の受付

①　初めてボランティア活動を募集する団体は、「団体の責任者の名刺」、「組織概要がわかるパン

フレット等」および「ボランティア募集チラシ（A4サイズに限る）」を持参のうえ、来室をお願

いします。（教育委員会等の公共的機関の場合はこの限りではありません。）

②　来室時に所定の「ボランティア団体登録用紙」に記入をお願いします。

③　ボランティア募集団体には、必要に応じて、規約、役員名簿、収支報告書、活動報告等の団体

の実績がわかる書類等の提出をお願いすることがあります。あらかじめご了承ください。

④　学生等がボランティア活動を行った際に、募集条件と異なる状況が判明した場合、精神的・肉

体的苦痛を受けた場合等には、そのボランティア団体の募集を停止します。

⑤　個人からのボランティア募集は受付いたしません。（地域の社会福祉協議会、大阪ボランティ

ア協会およびその他関連機関へご依頼ください。）

（ 2 ）ボランティア団体・活動の選定基準（以下に該当するものは受付できません。また、この選定

基準は受付時のみでなく、活動中にも適用いたします。）

①　法令に違反するもの

②　公序良俗に反するもの

③　人体に有害なもの、危険が伴うもの

④　政治的・宗教的活動を主たる目的とするもの

⑤　関西大学ボランティア連絡協議会が不適当であると判断するもの

（ 3 ）ボランティア受け入れ団体との申し合わせ

ボランティア受け入れ団体と関西大学ボランティアセンターとは、以下の点を申し合わせ事項とし

て確認します。

①　ボランティア受け入れ団体はボランティア申込者に対し、活動内容や条件等を提示し、その内

容について両者の間で合意のうえ、活動を始めることとする。

②　ボランティア受け入れ団体は活動を始める前に、オリエンテーション等を実施し、活動に必要

な情報や留意点をあらかじめ伝達し、活動が始まった後は、必要に応じて研修・支援等を行うこ

ととする。

③　ボランティア活動中は、各団体ボランティア担当スタッフとともに活動を行うこととする。

④　学生がボランティア活動を行う際には、あらかじめボランティア保険に加入していることを必

ず確認し、未加入の場合は活動させないこととする。

　⑤　次の内容を含む活動については紹介できないこととする。

（ア）22時以降６時までの深夜早朝活動

（イ）精神的、肉体的苦痛が心配されるもの

（ウ）水泳監視、ベビーシッターおよび病人の介護等の人命にかかわることが予想されるもの

（エ）車の運転

（オ）本来、有資格者によってなされるべき活動

（ 4 ） 免責事項

ボランティアセンターで紹介するボランティア情報に関して発生したトラブル等に対し、ボラン

ティアセンターでは責任を負いかねます。あらかじめご了承ください。

以　上

ボランティア活動サポート募金による助成の取扱内規

2022年10月３日

（目的）

第１条　本募金は、関西大学ボランティアセンター（以下「本センター」という。）が実施するボランティ

ア活動に参加する本学学生を支援するための事業である。

（取り扱い）

第２条　本助成の取り扱いは、次のとおりとする。

（１）原則として、募金を収受した年度の翌年度の４月１日から３月１日までの活動を助成の対象

期間とする。

（２）収受した年度の翌年度５月に、助成対象の活動及び金額の配分をボランティア連絡協議会で

決定する。また、ボランティアセンター長は、当該年度末にボランティア連絡協議会に助成に要

した支出の報告を行わなければならない。

（３）本センターが主催、自治体等と共催及び連携する事業で、本学学生が行うボランティア活動

を助成の対象とする。

（４）学生からの申請に基づき、ボランティアセンター長が必要と認める経費の助成を行う。

（５）学生が助成金を授受できる期間は、助成対象年度の３月31日までとする。

（６）年度末において配分額に残額が発生した場合は、翌年度の当該対象活動に繰り越さず、改め

て翌年度に配分する計画に組み入れるものとする。

（留意事項）

第３条　本助成に係る留意事項は、次のとおりとする。

（１）個人の能力・技術向上のためのスキルアップ講座等に係る経費は、助成の対象としない。

（２）この内規に定めるほか、本サポート募金による助成の取り扱いに関し必要な事項は、ボランティ

ア連絡協議会の議を経て定める。

以　上
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2022年度事務組織図 

（2022 年 4 月 1 日現在） 

財 務 課
財 務 局

出 納 課

企 画 管 理 課
総 合 企 画 室

広 報 課

秘 書 課
総 務 課

総 務 局 人 材 開 発 課
給 与 ・ 福 利 厚 生 課
安 全 管 理 課

東 京 セ ン タ ー

法人本部
管 財 局 管 財 課

初 等 中 等 教 育 課
第一高等学校・第一中学校・幼稚園事務室

初 等 中 等 教 育 事 務 局
北 陽 事 務 室

初 等 部 ・ 中 等 部 ・ 高 等 部 事 務 室

梅 田 事 務 局 梅 田 キ ャ ン パ ス 事 務 室

理

事

会

常

任

理

事

会

研 究 支 援 ・ 社 会 連 携 グ ル ー プ
研 究 所 事 務 グ ル ー プ

研 究 推 進 ・ 社 会 連 携 事 務 局 先 端 科 学 技 術 推 進 機 構 グ ル ー プ
地 域 連 携 ・ 高 大 連 携 グ ル ー プ

国 際 教 育 グ ル ー プ
国 際 事 務 局 国 際 連 携 グ ル ー プ

学 長 室 学 長 課

国 際 プ ラ ザ グ ル ー プ

教 務 事 務 グ ル ー プ
授 業 支 援 グ ル ー プ学 事 局
学生相談・支援センター事務グループ

大学本部 学 部 ・ 大 学 院 事 務 グ ル ー プ

高 槻 キ ャ ン パ ス 事 務 グ ル ー プ
高 槻 事 務 局

高槻ミューズキャンパス事務グループ

保 健 管 理 セ ン タ ー 事 務 室

堺 事 務 局 堺 キ ャ ン パ ス 事 務 室

入 試 ・ 高 大 接 続 グ ル ー プ
入 試 事 務 局 大 学 院 入 試 グ ル ー プ

入 試 広 報 グ ル ー プ

学 生 生 活 支 援 グ ル ー プ
奨 学 支 援 グ ル ー プ
ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 支 援 グ ル ー プ

学 生 サ ー ビ ス 事 務 局 ス ポ ー ツ 振 興 グ ル ー プ

内 部 監 査 室

キ ャ リ ア セ ン タ ー 事 務 グ ル ー プ
キャリアセンター理工系事務グループ

キ ャ リ ア セ ン タ ー 事 務 局
エクステンション・リードセンター事務グループ

図 書 館 事 務 室

博 物 館 事 務 室

出 版 部 出 版 課学 術 情 報 事 務 局

情 報 推 進 グ ル ー プ
情 報 基 盤 グ ル ー プ
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Ⅴ  資　料

2022年度関西大学ボランティア連絡協議会委員
2022年４月１日現在

役　職　・　所　属 氏名 任期 備考

ボランティアセンター長

（化学生命工学部・教授）

学生センター副所長

（経済学部・教授）

2020.10.1

～2022.9.30

2020.10.1

～2022.9.30

2020.10.1

～2022.9.30

中期任職役祐 啓　木 鈴長局務事スビーサ生学

中期任職役治 秀　須 奈長次局務事スビーサ生学

ボランティア活動支援グループ長 古 川　弘 子 役職任期中

新 谷　祐 希

竹 村　　崚

橋 野　真 歩

高槻キャンパス事務グループ 中 島　貴 代

中 村　勇 毅

小 出　翔 太

楠 田　佳那慧

中 尾　　光

松 村　吉 信 役職任期中 委員長

石 井　　光 役職任期中 副委員長

教 公　田 福授教准・部学康健間人

司 真　山 西授教准・部学造創策政

一 純　田 倉授教准・部学工理ムテスシ

ボランティア活動支援グループ

高槻ミューズキャンパス事務グループ

堺キャンパス事務室

2022年10月１日現在

役　職　・　所　属 氏名 任期 備考

ボランティアセンター長

（化学生命工学部・教授）

学生センター副所長

（経済学部・教授）

2022.10.1

～2024.9.30

2022.10.1

～2024.9.30

2022.10.1

～2024.9.30

中期任職役祐 啓　木 鈴長局務事スビーサ生学

中期任職役治 秀　須 奈長次局務事スビーサ生学

ボランティア活動支援グループ長 古 川　弘 子 役職任期中

新 谷　祐 希

竹 村　　崚

橋 野　真 歩

高槻キャンパス事務グループ 中 島　貴 代

中 村　勇 毅

小 出　翔 太

楠 田　佳那慧

中 尾　　光

紀 宏　原 柏授教・部学済経

ボランティア活動支援グループ

高槻ミューズキャンパス事務グループ

堺キャンパス事務室

教 公　田 福授教准・部学康健間人

司 真　山 西授教准・部学造創策政

松 村　吉 信 役職任期中 委員長

榊 原　雄一郎 役職任期中 副委員長
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Ⅵ　ボランティアセンター紹介記事

2023/06/07 13!15ボランティア体験ツアー「関大クリーン大作戦 in …｜トピックス｜関西大学について｜関西大学

1 / 3ページhttps://www.kansai-u.ac.jp/ja/about/pr/topics/2022/11/post_68373.html
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2023/06/07 13!16法政大学と「スポーツゴミ拾い」を開催｜トピックス｜関西大学について｜関西大学

1 / 3ページhttps://www.kansai-u.ac.jp/ja/about/pr/topics/2023/03/post_70585.html
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2023/06/07 13!16法政大学と「スポーツゴミ拾い」を開催｜トピックス｜関西大学について｜関西大学

1 / 3ページhttps://www.kansai-u.ac.jp/ja/about/pr/topics/2023/03/post_70585.html
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Ⅵ　ボランティアセンター紹介記事

2023/06/07 13!09「ボランティアフェスティバル2022」を開催中｜トピックス｜関西大学について｜関西大学

1 / 3ページhttps://www.kansai-u.ac.jp/ja/about/pr/topics/2022/04/post_65691.html
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2023/06/07 13!09「ボランティアフェスティバル2022」を開催中｜トピックス｜関西大学について｜関西大学

2 / 3ページhttps://www.kansai-u.ac.jp/ja/about/pr/topics/2022/04/post_65691.html
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2023/06/07 13!09大学昇格100年記念 関大花植え活動を行いました｜トピックス｜関西大学について｜関西大学

1 / 3ページhttps://www.kansai-u.ac.jp/ja/about/pr/topics/2022/05/post_66038.html
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2023/06/07 13!09大学昇格100年記念 関大花植え活動を行いました｜トピックス｜関西大学について｜関西大学

2 / 3ページhttps://www.kansai-u.ac.jp/ja/about/pr/topics/2022/05/post_66038.html

!!"!!!"#$" "!!! %&&##!$%& !'(%&&#$)
%'(( "%%% #!"!!!#!*+ "&)""' "!!"!",-!
! !!#()#)#"# !)$$ )$! !$%."/!01- !
" )%* %%)"""23456)#&78 !$)!!"!)!##
/9#.&

:)+#'$),!;<= &"!%;!!%)!>!.?-"(!!%
"$$)'-# "!!"!)"&;;;@"ABCDEF&-G;;7
H #"%)$"IJ4KLEM4ND0'!)'!$#(#./%<9

"$! &!0!H<O-/')&0)!10(%H !#PQ/70(
#(""R%<9 ,1!""!$9'"!!0!/!H '')2##
>(H%<9 #)<9!1! "!!!%&&#;/S+#)#" *+
=)IJ4KLE#(0.O=,'T9.& '!$;/S"$7)(
0.O=S1</.& ;+<%<9

IJ4KLEM4ND.!!1)R7UV"@T;%,"(*=@(S
G;#3#" #"'$-#"%#$))2" IJ4KLE*++, ##"<
IJ4KLE"!W-#%X)(YED##$./%<9

#!$!"#$%&'($)*!+,-./0

01234%!5

!"# ! !!"!$%&' ! "!"# ()*++"* ! ,-./* $! ! ,-./* !"

2023/06/07 13!55「大阪梅田・茶屋町のキャンドルナイト」に本学学生が…｜トピックス｜関西大学について｜関西大学

1 / 2ページhttps://www.kansai-u.ac.jp/ja/about/pr/topics/2022/06/post_66380.html
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2023/06/07 13!55「大阪梅田・茶屋町のキャンドルナイト」に本学学生が…｜トピックス｜関西大学について｜関西大学

2 / 2ページhttps://www.kansai-u.ac.jp/ja/about/pr/topics/2022/06/post_66380.html
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Ⅵ  紹介記事

2023/06/07 13!55「大阪梅田・茶屋町のキャンドルナイト」に本学学生が…｜トピックス｜関西大学について｜関西大学

1 / 2ページhttps://www.kansai-u.ac.jp/ja/about/pr/topics/2022/06/post_66380.html
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2023/06/07 13!55「大阪梅田・茶屋町のキャンドルナイト」に本学学生が…｜トピックス｜関西大学について｜関西大学
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各大学の未来に繋がる取り組みを紹介する番組
「マクセル meets カレッジナレッジ」

今月は関西大学千里山キャンパスにお邪魔しています！
今回は法学部法学政治学科３年河波舞さんに登場頂き、関西大学ボランティアセンタ—での活動
についてお話をお聞きします！

関西大学ボランティアセンタ—で学生スタッフとして、
ボランティア活動の魅力を広めるための活動をしているという河波さんたち！
所属メンバーは現在 80 名ほどだそうで
淀川や大和川の清掃活動、琵琶湖の環境保全活動、献血の呼びかけや、
地域活性化イベントのスタッフなど、幅広い事業に携わられてきたそうです！

7/24(日)「マクセル meets カレッジナレッジ」
2022-07-24
STAFF @ マクセル meets カレッジナレッジ

! 記事を検索 ログイン マイページ

TOP タイムテーブル トピックス リクエスト プレゼント イベント DJ紹介
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各大学の未来に繋がる取り組みを紹介する番組
「マクセル meets カレッジナレッジ」

今月は関西大学千里山キャンパスにお邪魔しています！
先週に引き続き関西大学ボランティアセンター学生スタッフの河波舞さんに登場いただき
日々の活動についてお聞きしました！

今回はボランティアセンターの活動の中でも特に力を入れられているという
『琵琶湖の保全活動』について詳しくお話をお聞きしました！

環境系のボランティアの一環としてスタートしたという『琵琶湖の保全活動』。
湖岸の清掃や、特定外来生物「オオバナミズキンバイ」の駆除などの活動を行っているそうです。

7/31(日)「マクセル meets カレッジナレッジ」
2022-07-31
STAFF @ マクセル meets カレッジナレッジ

! 記事を検索 ログイン マイページ

TOP タイムテーブル トピックス リクエスト プレゼント イベント DJ紹介
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この1年を振り返って
留学生に聞く。

関大トピックス

「理想の自分」になるために

編集後記

　学生の皆さんに質問です。「あなたの夢は何ですか？」。すぐに答
えられる人もいれば、つい身構えてしまう人も少なくないのではな
いかと思います。ある程度大きな理想のことを“夢”というと思いま
すが、「夢を見つけろ」と言われてもそんなに簡単ではないですよ
ね。私は大きな“夢”に限らず、例えば「アルバイトで昨日よりも大き
な声で接客して先輩に褒められた」「おかずを一品減らしてダイエッ
トに成功した」など、身近なことでも目標をもって努力している人の
姿は輝いていると思います。そんな「昨日よりも“良い自分”になろ

うとがんばっている」皆さんを支援するために、我々“大学事務職
員”がいます。
　例えば私が勤務しているキャリアセンターでは、就職・進路に関
する相談対応やセミナーの実施だけではなく、１～２年次生から将
来を考えるための支援など、さまざまなサポートを展開していま
す。大学生活で不安や悩みがあれば、キャリアセンターに限らず、最
寄りの事務室を気軽に訪ねてみてください。皆さんの思う理想につ
いてお話できることを楽しみにしています。

　12月号の誌上教室は「情報セキュリティ」をテーマに取り上げました。近年では、オンライン授業が増え、これまで以上にスマート
フォンやパソコンが学生生活に欠かせないものとなっています。パスワード管理を怠ることなく、さまざまなサービスを安全に使用し
てもらえたらと思います。ITセンター作成の「情報リテラシー向上のための動画コンテンツ」には、具体的な事例を題材に、リスク対策
などを学べる動画が多数公開されていますので、学生の皆さんにもぜひ視聴していただきたいです。 （広報課　島田純）

春木 成仁キャリアセンター事務グループ

発行日：２０22年12月1日
発行：関西大学広報委員会
〒５６４-８６８０ 大阪府吹田市山手町３-３-３５
電話：０６-６３６８-１１２１（大代表）

関西大学は2022年に大学昇格100年を迎えました

ボランティアの一歩を踏み出そう ！

　年末にかけて文化会の各クラブは一年の集大成となる発表会を予定しています。
　今回紹介する発表会は、約半世紀もの歴史のある演奏会です。師走のひととき、心に芸術を楽しむゆとりを持って会場を訪れ
てみてはいかがでしょうか。

関大防災Day2022を
開催
10月20日に全キャンパ

スおよび東京センターで、本
学独自の防災啓発行事「関
大防災Day2022～広がれ!
みんなの安全・安心!～」を
開催しました。
　当日行われた「地震避難
訓練」は、授業中にマグニ
チュード7.6の上町断層直下
地震が発生したと想定し、学
生、生徒、園児および教職員
の避難から誘導、安否確認
に至るまでを「地震対応マ
ニュアル」に基づき実施。安
否確認シートと個人伝言な
どを併用して安否確認訓練
も同時に行いました。その他
にも、地震の揺れを体験する
起震車体験、水没車からの
脱出体験、千里山キャンパス
備蓄倉庫見学ツアーなど、さ
まざまなイベントを開催し
て、学生、教職員をはじめ多
くの地域住民が、「防災」に対
する意識を高める機会とな
りました。

10（月祝） 非常食配布活動
11（火） ボラcafé（防災）、下校
 見守り活動（～14日） ▶

12（水） 献血呼びかけボラン
 ティア、避難所運営疑
 似体験 

13（木） 関大クリーン大作戦～関大前の交流の輪を広げよう ！ ～、
 ボラcafé（動物愛護）
14（金） 2022ボランティア新企画募集
 ～あなたの想いを伝えよう～（結果発表）
15（土） 関大クリーン大作戦～千里山キャンパス周辺の清掃～
16（日） 琵琶湖ツーリズム ！ ～大学生で考える環境ボランティアの
 未来2022（実践編）～▶

ボランティアWEEK期間中に行われた活動10月

　関西大学ボランティアセンターでは、春学期に続き、秋学期もボランティア
WEEKを開催しました。
　期間は10月10日～16日の1週間で、集中的に9種類のボランティア体験ツ
アーやボランティアに関する講座を実施。この間、延べ約100人の学生が、ボラ
ンティア活動を通して大学生活の新たな一歩を踏み出しました。
　10月16日に行った明治大学・法政大学・関西大学の三大学連携事業「琵琶湖
ツーリズム!」では、本学と法政大学の学生が、滋賀県長浜市の漁港で、琵琶湖に
生息している特定外来生物「ナガエツルノゲイトウ」の駆除活動を行いました。
この植物は繁殖力が非常に旺盛で、琵琶湖の生態系だけでなく地域の生活へ
も被害を及ぼしており、学生たちは実践を通して環境保全について学びました。
参加者は「初めて特定外来生物の駆除を行いましたが、駆除する作業がこんな
に大変だとは思いませんでした。参加して初めて影響の大きさなどを実感する
ことが多く、大変勉強になりました。また、活動を通して他大学の学生とも交流
することができ、とても楽しかったです」との感想を述べていました。

▶

混声合唱団ひびき 第54回定期演奏会
12／11（日） 16：30開演（ドーンセンターホール）

　良い演奏ができるよう団員一同頑張りますので、ぜひ
いらしてください。 伊藤有香（文3）

混声合唱団「葦」 第46回定期演奏会
12／17（土） 17：00開演（ＫＵシンフォニーホール）

　3年ぶりに有観客で開催いたします。一年の集大成を
ぜひ皆さんに見ていただきたいです。 三好晴日（経3）

グリークラブ 第63回定期演奏会
12／25（日）15：00開演（柏原市民文化会館リビエールホール）

　12月25日に定期演奏会を実施します ！ 入場料無料な
のでぜひぜひお越しください。 谷口奨（環境都市工4）

音楽を楽しもう -12月開催の演奏会

感染拡大予防策を講じた上で、
取材や制作を行っています。

2022.12 Vol.503
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ボランティア活動サポート募金
　関西大学ボランティアセンターは、本学学生の公益に適った社会参画活動を支援する
ことにより、学生の自主性と社会性の涵養に資することを目的として、2005年４月に
大阪府内で初めて開設されました。
　ボランティア活動サポート募金は、ボランティアセンターが主催・連携する事業等に
参加する本学学生のボランティア活動を支援するための募金です。
　未来へ繋がる関大生の社会貢献活動を応援いただき、皆さまのご支援を心よりお願い
いたします。

ご依頼金額
　１口 1,000円
　※口数に関係なくお申込みいただけます。

お申込み・お振込みについて
　払込取扱票もしくはインターネットからお申込みしていただくことができます。

払込取扱票
　書面専用の「払込取扱票（振込通知書）」に必要事項をご記入のうえ、銀行振込また
は郵便振替でお振込みください。

　募金趣意書など必要書類は資料請求・お問い合わせページよりご請求いただけます。

関西大学ボランティアセンター
〒564-8680
大阪府吹田市山手町３丁目3-35
TEL：06-6368-1229
FAX：06-6330-3703
E-mail：volunteer@ml.kandai.jp

���������������

関西大学は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。

関西大学千里山キャンパス

正 門

ITセンター

総合図書館

総合学生会館
メディアパーク凜風館

（ボランティア活動支援グループ）

資料請求・問合せ
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